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英 次の 室、 午後  一 

英.， ベ 僕の こと は 安心して くれ^へ。 僕 は 自分の こと は自 

分で 考 へたい の だから。 

友 君 は 短氣な こと はすまい ね。 

英次 誰が 短氣な こと をす る もの か。 僕 はそんな 人間に 見 

へる かね。 

友 なんだか 君 は 非常に 淋しい やうに 見へ る。 

英次 淋しくな いと は 云 はない が、 しかし 今の 世に 生きて 


港し くない 人間が ゐ るかね。 暗の なかに 一 人で おつ ぼり 

出された やうな M のしない 人 ii がゐ るかね。 一 體、 今の 

人 は 何 を 信じ たらい、 の だ 。 し かし 何も.：： S じ る 一 」 とが 出 

來 ないでも 死ぬ やうな こと はない。 伐 はま だ 僕に 兑 切り 

をつ けない からね。 之から 何 か 面.，； n いこと をし やうと 思 

つ てゐ るの だから。 

支 それ をき いて 僕 も 安心した よ。 僕達 はおの 未來を じ 

て ゐ ろから ね。 に 今 死なれる  一 J と は 僕達に は つ ら すぎ 

るから ね。 

英次 ありがたう。 しかし 機 は 死に はしない よ。 死ねれば 

樂 かと 思 ふが、 中々 この 世に 强ぃ 執. 銜を もって ゐる。 何 

にしても 始まらない 氣 もす るが、 何にもし ないでも 始ま 

ら ない。 僕 は 今に 君達に よろこん でもら へ る やうな； id 事 

をす るつ もり だよ。 

友 是非 やって 見て くれ 玉へ。 

英次 出來 るか、 どうか。 

友 君なら W 來 ると 思 ふね。 

英次 何に か 僕の 内に 生きたがって ゐる ものが あるから、 

僕 は それ を 生かす 迄 は 死ねな い 。 

友 皆 は 君に 感心して ゐ るよ。 

英次 さ-つかね。 僕 は 皆に 笑 はれて ゐ ると 思って ゐ るよ。 

友 わかる 人に はわ かる。 


信 英 信  友英友 


英次 しかし わからない 人が 多い からね。 そして 僕 肉 身た 

つ て.：：： 分の 収っ てゐる 態度が い」 と 許り は 思 つ てゐな 

い。 あまり 意氣 地の なさす ぎる 話と も 思 ふよ。 怒る のが 

. 本當ぢ やな い か とも 思 ふの だ。 それ を 怒らな い の は意氣 

地が ないから とも 思 ふよ 。 

友 しかしゅ=は1|;^を信じてゐるからね。 たヾ 君が 淋し さの 

前に 力 をお とす こと を 恐れて ゐる。 

1 それ は 大丈夫た。 偉た つて 他人の 出 やうで 自分 を ま 

げやう と は 思 はない よ。 他人が どう 出て 来ても、 自分 を 

生かす こと 切り 考 へない よ。 その 點懷は エゴイスト だよ。 

それ は 偉 だって 一 時參 つたよ。 が 感づく 前に 僕 は 感づ 

いて ゐ たからね。 半信半疑で はあった がね。 しかし その 

御 かげで 皆が 感づ いた 時分に は^の S:! 胸 はき まって ゐた 

よ。 そし て 物好きな 奴 をよ ろ > J ばす わけ に は ゆかな かつ 

た。 僕 は なほ！ 5： 氣を 得た ね。 僕 はな ほ 決心 をした からね。 

そし て 僕 は 兄 や 妻に も IS 情し てゐ る。 無理 はな い と 思 つ 

てゐ る。 伐 は If 身の： y.: 活 をして ゐる つもりに なれば い X 

の だ。 

友 ^；の決心をきぃてぅれしく思ったょ。 比^！もさぞ安心す 

る だら う。 それで は 失敬す る。 

英次 それで はせ によろ しく 云って くれ： 土へ。 揖 のこと は 

6 配し ないで ほしいつ てね。 ^の氣 になる もの はた^ 兄 


に 食 はしても ら つて ゐ ると 云 ふ if た。 その 點で僕 は 兄に 

怒れない の だと 思つ て 常に 輕蔑 され てゐる やうに 僕 は つ 

いひが むの だが、 まあ さう 思 ひたい 人に は さう 思 は し て 

おく。 事寶、 まあ さう だからね。 

それで は 失敬す る。 

ダ 又來 たまへ。 ， 

ありがたう。 

(二人 退場、 英次 まもなく 登 51、 おちつかな いお、 信 

一 英次、 一寸 話したい ことがあ るの だ。 

次 なんです か。 兄さん。 

一 千代 子さん は何處 にる るか、 知って ゐ るなら .^5 へ て 

ほしいの だが ねし 

英次 千代 子 はお 兄さんと 一緒ではなかった のです か。 

信 一 千代 子さん は 一 昨 曰 一寸 僕の 所へ 顔 を见 せた きりだ。 

英次 僕の 處へは 一昨日から 歸 つて 来ません。 お兄さんと 

一 緒 だと 思って ゐ ましたよ。 

信 一 千代 子さん に へ んな所 はな か つ たかね。 僕 は 心配し 

てゐ るの だよ。 

英次 撲は 千代 子の 蒂入 ではありません からね。 法律上で 

は 千代 子の 夫 か も 知れ ません が 、 事 a は 僕は 千^^子 と は 

赤の他人です からね。 千代 子の こと は 知りません よ。 
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英信英 信 英信英 


0 一  千代 子 はいつ もお 前の こと を ほめて 話して ゐる。 

英次 千^ 子 はお 兄さんの こと は 僕の 前で は ほめた こと は 

ありま せんよ。 

信 一 さう 一々 皮肉に は 出ないで くれ、 俺が わるい の だか 

ら 仕方が ない が、 今日は 俺 は 本當 に 心配して ゐ るの だ。 

英次 僕 はお 兄さん を 尊敬して はゐ ますが、 お兄さんが 策 

略 を つ かう 人 だと 云 ふ  一 ^ と を 僕 は 知 つ て ゐる の ですから 

ね。 僕 はお 兄さんの 云 ふこと を 面に は 信じられない 

のです。 たと へばです、 角までお 兄さんが 千代 子と 來て 

ゐ ながら 、 お兄さん は 今お 兄さんが 云った やうな こと を 

平氣で 云へ る 人 だと 僕に は 思へ るので すから、 僕 は、 お 

兄さんと 一緒にな つて 千代 子の こと は 心配 出来ません。 

信 一 お？ 1 にさう 言 はれても 一 言 もな いが、 しかし 千代 子 

さん は。 

英次 千代 子さん なぞと は 云 はないで 下さい。 尤もさん を 

つけたければ おつけに なっても かま 、ません が、 わざと 

らしくな く 云って 下さい。 僕 は 千代 子 をお 兄さんの 妻 だ 

と 思って ゐ るので すから ね。 

信 一 それなら 千代 子さん の 話 はよ さう。 しかしお 前 は 千 

代 子さん の ゆく へ を 本當に 知らない のかね。 何 か 恐ろし 

い  一 J とが 何處か で 行 はれた やうな 氣が し て 仕方が ない の 

だ。 今にも 千代 子さん が 血み どろに なつ て 出て 來は しま 


い 力と 3 で ふの だ。 

次 この 緣の 下からで もです か。 

一 さう だと 云 はない が。 

次 さう でない とも 思へ ない のです か。 

一 千代 子 はお 前 を 恐れて ゐ たよ。 

次 千代 子の 恐れて ゐ たの はお 嫂さん です。 

一 たづ子 をお 前 は 疑つ てゐ るの か。 

次 あなたの ゆか 下 を 疑って はゐ ません よ。 だが お 兄 さ 

ん が本氣 になって 千代 子の こと を 心配して ゐ らっしゃる 

の を 見ろ の は 僕に は 意表 外です よ。 僕 は 千代 子なん かお 

兄さんに とって は 十： J 人の 女の 一 人に すぎない と 思って 

ゐ ましたよ。 

信 一 そんな S に见 へろ かわ。 

英次 何しろお 兄さん は 一代の 入氣 役者です から わ。 女に 

は 不自由 をな さった こと はないで せう からね。 

信 一 僕 は 千代 子さん が 死に さへ しなければ い k の だ。 

英次 お兄さん は 木當に 千代 子が 死んだ かも 知れない と 思 

つ てゐ るので すか。 誰かに 殺された とで も 思つ てゐ るの 

です か。 

信 一 さう は 思って ゐな いよ。 だが 昨 B へ んな を 見た の 

英次 千代 子ので すか。 僕 は 千代 子 はお 兄さんと ； 緒 だと 
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信 英信英 信英信 


許り 思って ゐ たのです よ。 

信 一 ゆだと、 千代 子さん はお； 1 に 殺された やうに 云って 

ゐ たよ。 この 室で ね。 

英次 この で 殺さう と m 心った こと はあり ましたよ- だが 

殺す わけに は ゆきませんでした。 

信  一 &屮 にお 前が 短刀 を 見つめて ゐ たの を 千代 子 は 見た 

と：； ム つて ゐ たよ。 

英次 そんな こと も あるか も 知れません。 しかし 僕 は 千代 

子 を 全部 的に 愛する ことが 出来る のです。 千代 子の 缺點 

も 千代 子 は その 時、 その 時で 全部 的に 動いて しまう 

のです から、 あいつが 私 を 愛して ゐる 時には、 その 心 を 

ふこと は出來 ない のです から。 

信 一 たしかに あいつ はお 前 を 愛して るる。 お前が もう 少 

し^ 甫に见 張つ てゐて くれたら、 こんな 所に おちこまな 

く つ て もよ か つたの だとい つか 云って ゐ たよ。 

英次 あいつ は どんな こと だって 云 ひます よ。 私が 何度 あ 

いつに 死ぬ こと を のぞまれ たでせ う。 女 は 後家になる ま 

で樂 が出來 ない とい ふの は あいつの 口ぐ せです。 あいつ 

は 又お 兄さんの 死ぬ こと を のぞんでも ゐ ました。 僕 は あ 

い つ に 殺され はしない かと £^ つたこと も ありまし たよ。 

だが あいつ は 又；. f が よわいの ですから、 ^が 一寸 指に 負 

^ でも すれば 、 まる で， は 生命に か >- まろ やうな 大負き 


をした やうに さわいで， そして； いて 心 ffi して くれる の 

です。 あいつ は 死ぬ やうな こと は 出来ません よ。 

信 一 だが 誰かに 殺され さうな 氣 がする と 云って ゐ たよ。 

英次 それ は あいつの n 惚れです。 そんな 事が 云って 兒た 

いのが あい つのく せです. - 

信 一 それなら お前 は あいつが 生きて ゐ ると 思つ てゐ ろの 

..こ io 

J/ ォ 

英次 勿論、 生きて ゐ ると 思 ひます よ。 だが 死んだ つてお 

兄さん は 別に E り はなさら な い のでせ う。 

信 一 死なれて は闲 るよ。 お前 は 死なれて もい、 のか e 

英次 死んで くれたら、 それ も K つ てい、 と 思 ひます よ。 

です が、 僕に とって は ともかくも あいつ は 唯 一 の 女です。 

洋 は氣 ものであって も。 

一 お前の 畫を 見せない か。 

¥ だめです。 

一 だめで もい V から 見せない か。 

次 それなら 見せます かね。 

1 中々 うまくな つたね。 

^ それ はお 世辭 です-か。 正^^に云って下さぃ。 

一 俺に は箦 のこと はわから ない が、 前より うまくな つ 

たこと だけ は 分る。 

サ  1- 次 まあ、 少し.. つ 、 はう まくな ろ で せう が 、 中々 ものに 
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^楚 


ならない ものです ね。 

信 一 なんだ つて さう だよ。 さう らくに ものになる もの ぢ 

やない。 

英次 最初の 作から、 何處 かに 天才の ひらめきが なくって 

はものに ならな い と 思 ひ ますね。 お兄さん の 始めの 舞 E! 

を た 時から、 僕 は 感心した もので したよ。 自分の もの 

に はそんな ひらめ きがな いやう に 思 ふので すがね。 

信 一 不意に 出て くる ものだね。 お前 はものに なると 思 ふ 

矛 

英次 それ は 僕 だ つ て もの になら な い と 思 へ ば畫 はやり ま 

せんよ。 僕 は 他の ことに はな ほ 望がない のです から、 霤 

だけに かぢ りつく より 仕方がない やうな もの ですから 

ね。 しかし 僕 は 自分が せむしに 生れた こと を 後悔 は し て 

はゐ ません よ。 それだけ 僕 は 蓮 命に ハ ン ブルに なつ て、 

自 分の 仕事 を 一 心に やって ゆけば い- -と 思つ て ゐ ます 

よ。 女の ことなん か、 僕は考 へる だけで も 身の程 知らず 

だと 思つ てゐ るので すよ。 

信 一 さう 云 はれる と 一言 もない がね。 

英次 僕 はお 兄さん を 一 面憎んで ゐる かも 知れません が， 

しかし 僕 はお 兄さん を 天才と して 尊敬して ゐ るので す 

よ。 お兄さんの 藝は H 本の 傲り だと 思って、 よろこんで 

ゐ るので すよ。 その他の ii は 別と しても、 お兄さんの 藝 


の ます/ \ 進んで ゆく の に 感心 し 切って ゐ ますよ。 

信 一 お前に さう 言 はれる と 本 $s に 給し いよ。 溪は 1^ 界の 

一 2： ではお 前の 前 だけ 頭 を さげた いの だ。 

英次 そんな こと は 云 はないで 下さい。 ぉ兄さんは{,^^!咼く 

とんで 下さい。 女の ことなん か氣 にしない でね。 のこ 

となん かも 氣 にしないで 下さい。 僕 は 地に しがみついて 

何 か其處 から ほり 出し て 見る つ もり です。 

^ 一  僕 はお 前 を 尊敬して ゐる。 一 一人 は 一 而敵 かも 知れな 

いが、 一面 は貲に 尊敬し あ ふ。 この 上ない 兄お だと 30 つ 

てゐ る。 

英次 お兄さん， 僕 は 一 つの 覺りを ひらいて ゐ るので すよ。 

他 八 は 自由たら しめよ。 よし それが 妻で あっても、 .：！ 分 

の 自由 になる と 思 ふな。 自分の 自. a になる の は 自分 だ け 

だ。 それ も 許された 小さい 範 ffl 内の 話です がね。 僕 は そ 

の 範国內 で 出來る だけ、 立派な 人 ii になる つもりで すよ。 

の 手 を觅て 下さい。 決して 血に よごれて はゐ ません。 

僕 は 千代 子 も可哀 さうな 人間と 思って ゐ るので すよ。 お 

兄さん も、 お 嫂さん もね。 人 と 云 ふ もの は、 さ-つ 出來 

てゐ るので すから ね。 

信 一 さう 云 はれる と 一 言 もない よ。 

(外て 誰か 來た氣 は いすろ。 英次 ゆく 。まもなく  & -sr) 

英次 お 兄さん 一寸 手つ だって 下さい。 


英 iti 英 化  英 信 英 信 英信 iS  ^  fa 


英 灰英犮 英 友 


1 なんた。 

次 而. H いもの を つたので す。 

一 さう か。 

(二人. 過^。 まもなく 4<き な 支那 カバ y> や 二人て 述ん 

1 ヘンな もの を a: つたね。 

^  +:! 道具： K の 店 さきに あつ たら 不意に ：風 ひ たぐな つ た 

の です。 買 つ た 後で は 後^^し ましたが ゾ-。 

一 隨分 大きい ね。 いくらした。 

次 十三；^ でした よ。 

1 それ はやす かった ね。 

次 お兄さん は藝 たけ は 大事に して 下さいよ。 そして 皆 

に 純粹な n. 偷 的な よろこび を 知らして やって 下さい。 僕 

は ！ 入に なって かに？ a がかき たくな りました。 

一 それなら 又く ろよ。 今日は 失敬す ろ。 

次 千代 子 の 消 M がわ か つ たら すぐ 知ら せ ますよ。 

一 jy-; きて ゐる こと だけで い- - よ。 

次 正 な こと を おっしゃって もい X でせ う。 お 嫂さん 

によろ しく。 

(二人. 退揚。 まもなく 英次 登場-。) 

英次 俺 は 他人 の 出 やうで.. H 分 の 生命 を あげさげ は しな い 

ぞ 0 


(友， 登場。) 

さ つ き 手帳 を 忘れた の で と りに き たよ。 

： さう か。 兄に あつたか。 

あつたよ。 

は 兄 を 知らない のかね。 

君の 兄さん は舞臺 で 見た t けだ。 

. 俺の 兄弟と は 思へ ないだら う。 兄弟に もい ろ/ \ あ 

ろ ものだね。 

友 しかし 何處か 似て ゐ ろよ。 

英次 口が 似て ゐる だら う。 

友 口が 似て ゐる。 

英次 兄 は a に似て ゐる。 そして は 父に 似て ゐる。 その 

上に 一 人 女の子が あつたが 死んで しまった。 僕 はせ むし 

でな かつ たら 、もう 少し の び/ \. 育つ >  J とが 出來 たらう。 

そしたら 兄に もっとよ く 似た かも 知れない が、 感じが ま 

るで ちがって しまったよ。 よく 父に 兄 は 鶴に 比較され、 

僕 は； 挺に 比 一 i された よ。 隨分 ひどい 比較 だが、 あたって 

ゐる。 

友  。 

英次 返事が 出来ない かね。 あたって ゐ るから ね。 だが 僕 

はさう 云 はれても あまり 腹が立たず、 ます./ \ 兄 を崇拜 

した もの だよ。 子供の 時 はね。 今になる と 僕に は 又 僕の 
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い 、處が あると 思つ てゐ るが ね。 た 他人に 通じな いだ 

け の 話し だ がね。 しかし こんな 僕に 女難が あろと したら 

滑稽 だら う。 ある わけで もない が、 は 身の を 知れば 

幸福に なれる の だよ。 僕 は 僕に 相當な 仕事 をし て ゐれば 

い \。 僕 だって、 僕 相當な 仕事 はいくら でも ある。 

友  。 

0 君 は廣を 同情して ゐる かも 知れない が、 僕 は 一 人で 

心の どかに： S がかけ る、 自分の 心に 感謝して ゐ るよ。 僕 

は 之で も 一 方 11;$! けた 吞；， 戕 ものら しいよ。 誰か 来たらし 

(英次 返 揚、 英次は 常に 千代 子の 歸リ. ^入. 5? れず 待つ 

て， Q ろ。 i もな く 登場。) 

0 たれ もゐ なかった。 僕 は S 者に は 悲劇がない と 云 ふ 

. J と を ig いた こ とが あるが 、 自分 も 出來る だけ SsJ 者に な 

るつ もり だ。 蟲の い 、要求 を 出し さへ しなければ 悲劇 は 

起らずに すむ。 僕 だって さう だよ。 妻が 僕に 滿 足しない 

と 云 ふ の は當然 すぎる こと だ。 ； が 僕の 處 へ 來た 方が ま 

ちが ひだ。 だから その まちが ひからな ほして ゆけば い > - 

の だ。 處が僕 は 妻の 美しい 肉體に 愛着 を 感じ てし まった。 

其處で 悲劇が 起りたがる が、 悟つ て！：；^ れ ばなん でもない 

, こと だ。 何處に 風が 吹く と 思へば それでい k はづ だ。 だ 

が 中 々 口 で 云 ふ 裎 うまく ゆかない がね。 しかしい くらう 


まく ゆかない からと 云って、 事實を まげる わけに は ゆか 

ない。 僕 は 依然として せむしで、 依然として 蕩だ。 そし 

て 依然として あまり さばけない、 いや 味な 5f! だ。 だが 傑 

は畫を かけば、 僕の い 、處が 出て くれる と 思 ふの だよ。 

僕 だって 人間た、 い &處は 持って ゐ るから ね。 其 處で僕 

は 花や、 Eje^E! を 相手に したり、 山 や 水 を 相手に して ゐる 

と 心の ど か に 仕事が 出来る の だ。 だか ら僕は 自分 を 不幸 

だと は 思つ てゐ ない。 

友 大きな 支那 カバンが あるね。 どうしたの だ。 さっき は 

氣 がっかなかった。 

英次 之 か。 氣 がっかな いわけ だよ、 今來 たの だ。 昨夜 ふ 

と^つけて 賈 ひたくな つたの だよ。 今と ビ けて 來 たの だ。 

巾 々 立派 だ ら う。 だ が賈 つた あと 何となく よけい な も の 

を I 貝った と， 後悔した よ。 誰か 來 たやう だね。 

友 氣 のせいだ よ。 

英次 さう かね。 僕 は 妻が 籙 つて 來 たの かと 思った よ。 僕 

の 兄 は 妻 を 僕が 殺し はしな いかと 思つ て 心配し てゐる の 

だよ。 一 寸 無理 もな ぃ處も あるが 、僕 だって 一思 ひに や 

つ て やらう と 思 つたこと もまる でない と は 云へ ないか.，：' 

ね。 だが 入？ おしす るに は、 あとの ことが n: に びす ぎろ 

し、 無理心中す るに は、 .H 分 に ：一;f 事が ありすぎ る からね。 

だ が 妻 は 僕に 殺さ れる の を 怖が つ て 逃げ てゐ るの かも 知 
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れ ない。 E? 薛な奴 だよ。 だが.： ni 分の 知らない 内. 夢游病 

おに でもな つ て； „_=5^.」 や つ け て：； おが つ かずに ゐ乙 の かも 知 

れな いがね。 それ は 冗談 だよ。 今に 妻は歸 つて 來 るよ。 

だが は 妻の ことなん か 何とも S むつ てゐ ない の だ。 久し 

ぶりに おと 甚で もやら うかね。 どんなに 僕が おちつ いて 

ゐるか；^；：^に示して見ゃぅ。 

(tl^J*?- リ 出す。) 

二  ， 

英次の 室、 11^ 千代 子 三味線^ ひ，. ヽ ^次 はうた.^. つた 

つて ねろ。 友 登場。 

英次 よく 来たね。 は昨晚 おそく！！ つて 來 たよ。 矢張り 

自家 は 忘れな か つ たと 见 えろ。 

^ 小 野い  11? さん。 隨分 あなたに 御 心ぽを かけた さう です み 

ませんで した。 私 はなんだ か 不^にう ち へ 歸る のが 怖く 

なって 箱 根へ 逃げ ていった のです が、 金が なくなつ たの 

で、 まあ 殺されたら 殺された 時と 思つ て歸っ て來 ました 

ら， 卞； 人が よろこんで くれたので、 私 は 生き かへ つた や 

うな IIT がしました よ。 

英次 俺 も きか へ つた やうな 镊 がした よ。 ？ E でもく、 ら 

れ ちゃ， さめがわる いからね。 その か はりこい つが ゐる 

と mm がかけ ないで W るよ。 


# たまに 歸 つて 來 ろと、 すぐ 警が かけない なんて 云.. 5 の 

ですからね。 

友 K なんか かけ なくたって い 、 でせ う。 

妻 私が 生きて ゐ たの を よろこんでくれ たかと 3 ふ ふと、 す 

ぐ又畫 がかけ ない が 始まる のです よ。 

英次 何しろ 朝から 三 ゆ 線 を ひ き 出す の だ か らね。 

妻 三味線 を ひけと は 誰が おっしゃ つたの。 

英次 さう 云 はす やうに 持ち かけた の は 誰かね。 何しろ 書 

ももう 一 息で ものに ならう と 云ニ處 なめ で わ。 だが 氣持 

が になって しまったので、 今朝、 一寸 やって 見た が 

駄 ：！ になって しまった。 

犮 その内に は 又、 「まく ゆく よ。 

英次 又い つ か 逃げ出し て くれる とか。 

お 私 はも 「逃げ はしな くって よ。 いくら 逃げて くれと お 

つし やっても。 

英次 だ れも 逃げ て くれな んて云 はない よ。 

せ 誓が 出来ない でもい、 の。 

英次 又ち が. つ が 出來る さ。 

m あなた は 私が 居ても 居ないでも 一 向平 氣 たからい やに 

なる わ。 

ザ や， ズ そんな こと はない よ。 だが お前 を 路 敷に 押し込む わ 

けに も ゆかな いからな リ 
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つか 一 つよんで 感心した ことがあ るよ。 だが あんな 處へ 

ゆく より はう ちに ゐ ろよ。 今 zn はね。 僕は何となくへ,§4^ 

なの だ。 それに 二 入 切りになる より 三人が い、 の だ。 ト 

ラ ンプ やらう." 

友 山 田 と 君の 兄 さんの 芝 ：ie を a に ゆく 約. 1* をした の だ。 

英次 芝 に はま. た 時 問が あろよ。 山 田 は ffi^ の兄贵 のこと 

を 何 か 云って ゐ たか。 

友 ほめて ゐ たよ。 あの 位い あかるい 人を兑 たこと はない 

よと 云って ゐ たよ。 

英次 さう か。 兄は藝 にかけ て は大才 だ。 女に かけて はな 

らず者 だが。 人 11 と 云 ふ 奴は不 3、"i な^ 人 を 二つ 持つ 

て ゐる やうな ものだね。 兄贵の 蕩 は 僕 は 誰に も 負けずに 

讚美す るが， 兄 a の 品性 は ほめろ わけに は ゆかない。 尤 

も あ 」 女 にも て れば あ、 な ろか も 知れな いがわ。 兄贵の 

內の 愛す ベ きも の を 殺さず に , 兄贵 の 內 の 憎む ベ き 方面 

だ け を 殺す ことが 出來 たな ら 、 僕 は 兄贵 の 半分 を 殺して 

やろ の. たがね) 

0 そんな 話 はお やめな さいよ。 

英次 やめ やう、 やめ やう〕 折角い、 氣持が こわれて 馬鹿 

氣てゐ ろから な。 だが 俺の 兄； 1^ お」、 而 白い 兄弟 はないだ 

らうな。 僕は子供の^-から兄？！^の^^^！^者だが、 いつも 兄 

貴 を： 惜ん では ゐ たやう だ。 よさう、 よさう。 さむけが す 


妻 押し込んで 下されば い k の だ わ。 私の やうな 人間 は ほ 

つたら かしてお くと 何す ろか 自分で も わからな いわ。 

英次 闲 つた 奴 だな。 自分で 自分 を 制御す ろ こと. はお 前に 

は出來 ない の だね。 

0 あつ と 思 ふ と 、 もうす ベ つ て ゐる の ですから 罪 は な い 

わ。 

英次 (怒らずに) 馬 薛。 

^ 私 を 座敷牢に 押し込んで、 御馳走 食 はして くださらな 

い。 さう すれば 私 は 反って らくだ わ。 

次 それ も 三日と っビ くまい。 

あなたの 方が ね) あなた 酒 上らない。 

僕 はの めません。 

次 トランプで もしゃう か。 

今 S はよ さう。 もう 一 時間 315 するど ゆかなければ なら 

ない 處が あるから C 

次 何處へ ゆく の だ。 

山 田と 約束して あるの だ。 

次 山 田って 小 .說 を かく 奴 か。 

さう だ。 

次 は A めいつ を 知 つて ゐる のか， * 

知って ゐる。 

次 逢ったら 敬意 を 示して くれ、 侯 は あいつの もの をい 


欲 愛 
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英次 どうだい。 あいつ を 見て おは 惡 人と 思 ふかね。 

友 思 はない よ。 

英次 善人 ぢ やない が、 惡人ぢ やな い 。 懷はぁ い つ を：^. る 

と .HI 分が 偽善者の やうな 氣 がする ことがある。 あいつ 位 

露 $2 に.： G 分の 心の ま、 に ふるま ふ 奴 はない から 4r 

友 君 は 細君 をもう 少し 束縛す る 方が い、。 一人で 歩か さ 

ずに、 一緒に 出 あるく がい、。 

英次 この セ ムシ ぢ やね。 

友 君 位いなら 別に 氣 がっく 人 はない よ。 よしあって も か 

ま はな いぢ やない か。 

英次 そんな こと はどうで もい \。 僕の 不名 * に はなら な 

い。 ェゾッ プもセ ムシだった さう だね。 セ ムシ を 僕 は 恥 

と は 思って ゐな いよ。 だが 見て い、 もの ぢ やない が、 し 

かし：^ は あまり 出步 くの は 嫌 ひなの だ。 又" 他人 を 束縛す 

るの は^ひ だよ。 僕 は 千代 子 を 妻と は よんで ゐ るが、 妻 

だと は 思って ゐ ない。 友達た と 思って ゐる。 妻 だと 思へ 

ば 腹が立つ こと も、 友達と 思へば 感謝 出来る。 僕 は 自分 

を 一 人 もの と 思って ゐ るよ。 僕 は 自分の 仕事 を 持つ てゐ 

る 人間 だから その他の こと は 間 題に して ゐ ない。 

友 それ だ つ て t お の 細 ！：！； 自 if^ の た め に ^«は 暴？ « に な ろ 必 要 

が ある。 あの人 は 自分で. H 分 を 束縛す る ことの 出来ない 

人た。 


るよ。 

^ そこの 戶が 開いて ゐ るから よ。 本當 にあな た 身 體を大 

都に しなく つて は 駄目よ。 私 は あなたが 大事で 大事で 仕 

方がない わ。 

英次 それ も 本 niM でない と は 云 はない が、 次ぎの 瞬間に は 

俺が 生きて ゐ なければ い 、 と 思 ふ の だら う。 

妻 あなたの 內には 意地の 恐ろしく い、 處 とわる い 處とぁ 

る わ。 

英次 お前に もさう 云ふ處 はない かね。 お前の こと を 思 ふ 

と、 大 がいの 人 問 はすて たもので はない と 思 ふよ。 

^ よくって よ。 

英次 わるく つたって 仕方がない。 俺 はお 前が 誰よりも 可 

愛い \ が、 誰よりも 憎い。 

醉 つたの ぢ やない の。 

： 醉ふ もの か。 だが もう 酒 も なくなつ たね。 

あんまりの むと いけない わ。 

： だが あと 一 合 位い の んだ つてい.^ だら う。 一 寸と つ 

て來て くれ。 

^ およしなさい。 よした 方が よくって よ。 

英次 そんな こと 云 はずに とって こいよ。 今日は 久しぶり 

だからね。 

0 そんなら とって くるわ。 (退場〕 
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ない よ。 ある 程度の 嫉姊 や、 ^縛 や、 いたわり あ ひは^ 

耍 がな いと は 云 はない。 それ 等 を わる い と は 思 はない が。 

しかしお 互に 生きて ゐる のがい やになる 程^^縛する 必要 

が あると は sh: はない、 お： 丸に 嫉妬 や、 嫉妬され る こと や、 

束縛 か ら 解放され て、 一人の 人 問の i.^ を顿み しめる の も 

わるい と は 思 はない よ。 

友 どっちに ころんで もい  >- のか。 

英次 さう だよ。 本；^3にころがった者は起き上る時は：？：か 

得 をし てゐる もの だ と 云 ふの が 僕の 主義で 、 まちが ひが 

ない と 思って ゐる。 僕 は 太平な 夫婦 虫活を 讚美す るよ。 

だ が 特種な 自分 の 結婚 も わる い と 許り 思 つて はゐ ない、 

その； 2： に 面， H 味が あるよ。 歸 つて 來 たかな。 ちがう らし 

い。 もう 歸っ て來 さうな もの だ。 それとも 又 逃げた かな。 

友 逃げても 平 讽か ね。 

英次 平氣 でなければ ならない と 云 ふこと はない。 平： で 

ないか ら何か 其處か ら 美し いものが 生れる と 云 ふこと も 

ある もの だ。 他の 人が 見たら 僕 程、 あまい 馬鹿者 はない 

だら う と 思 ふだら うな。 だ が^!^ に は俊 の iil き 方が ある。 

逃げたら 又 あの 憲 がっ^ けられる。 わるくな いな あと W 、わ 

つて ゐる。 それにしても おそいな。 一寸 见て くるよ。 

友 酒 浸 はそんな に 近いの か。 

英次 すぐ その 角た よ。 十 問 も あるまい。 一 寸兑 てく るよ。 


英次 他人なら 束縛 出來 ると 云 ふの かい。 

ナん たしかに君の細君は君に^3-縛されたがってゐる。 

^0 それ も iT ぢゃ あるまい。 だが 僕が あいつ を 一 度 も 束 

純し なかった と 思って ゐる のかい。 ぁぃっは^9^縛され\ 

ばお となし くして ゐ ると 思って ゐる のかい。 又 を 細君 

の雜人 そのものに したいの かい。 僕 はもう そんな こと は 

あきく した。 來る もの は來 るが い、 し、 去る もの は 去 

るが い ^  。 

それ で 君は滿 足し てゐ るの かい。 

： それで 満足し なか つ たら どう すれば ぃ&の だ。 

しかし 夫婦つ て そんな もの ぢ やないだ らう。 

： 人に よるよ。 一緒に ゐ てお E に 信じ あへ る 夫婦、 疑 

ひ た くも 疑 へない 夫婦、 たまに はは なれて くれる とい、 

と 思っても いつもく ついて ゐる 細お を もつ 夫、 そんな も 

の も 世間に はいくら でも ある だら う。 しかし 僕 は それ を 

羡 やましい と 許り は 思 はない よ。 どっち もい、 處と、 わ 

るい 處と ある。 僕 は 他人 は 他人 だと 思って ゐ ろよ。 自分 

の わきに 居た くな い 人間 を わき に 居させ やう と は 思 は な 

友， 本當 にさう 思った こと はない のかい。 

英次 は 察しが あまりよ くないね。 だが 僕 は 自分の 細君 

だって 摘 立した j 個の 人間で ある こと を 疑 ふこと は出來 


愁 1?: 


13 


■K 英 ：r- 英 千 英 


千英千 英千英 
代 次 代 次 代 -X 


英千 55 千 


(^次？：^ 塊。 よもなくな^。) 

英次 兄 と 角で 話して ゐ たよ。 (無 S "に 笑 ふ) 兄中：：^の奴、 

へんに 心配して ゐ るの だよ。 僕が あいつ を 殺し はしない 

かと a つて ゐる。 馬鹿な 奴 だよ。 兄貴 も、 あいつに は 本 

に參 つて ゐ るの かも 知れない。 HI 鹿な 奴 だ々 無意 1! に 

酒.^ のまう として カラな のに li^ がっさ〕 早く 酒 を とビけ 

させり やい k のにな。 .E 分で 持って 歸ら なくった つてい 

. いのに o(is: 僕の 性質が ijs にの みこめる かね。 淺 ましい 

1? 遇に ゐて、 おちつきはらって ゐる氣 持が ね。 さう 云つ 

て も^は 信じまい。 一 つ 三味線で も ひいて 一 つ 奥の手で 

もき かして 上げ やう か。 (三味線ん ，- とろ) 何 を やらう か 

ね。 (何か^ ひかけ る) 

(千代 子 登場〕 

英次 お待ち兼ね だ。 

千代！. h  ii くな りました。 一寸 酒 ほの 上さん に 話し こまれ 

たので。 

： さう か。 それ は 運よく あへ てよ かった ね。 

： 子 あの 酒 一:^ のお 上さん は 中々 器 *1 よしです ね。 

； さう かね。 

： 子 何 かやり ませう か。 

； やっても い、 ね。 だが 酒 をのんで からにし やう。 

僕 は 今日は これで 失醴 する よ。 


夜、 英次 千代 子の.？ お， か IS 难て すけつ ちして なろ。 千代 

子 そばて 着物 つてぬ ろ。 

霱をか く 呼 吸が のみこめ て來 たやう だ。 

子 それ はよ ろしい ね。 

こんな犬下^^平な日が つ どくと は 思 はな か つ たよ。 

子 私 もす つかりお ちつき ました わ。 

あらしが 過ぎた の だね。 

子 本當 ね。 


英次 もう 少し ゐ たまい。 もう 十分、 いやもう 二十 分 程 居 

たまい。 人間 は 時々 二 入 切りに なると 危險な 時の ある も 

の だ。 僕のお 分が おちつく まで ゐ たまい。 

. M 持が わるい の。 

わるい こと もない が、 い K とも ゆかない。 

. それなら^ はお やめに なった 方が い k わ。 

ともかく のまう、 そして 何 か！！ かな 氣 持の い 、s で 

もやって、 小 野 寺お に il いて もら はう。 (酒，^ のみな が 

ら〕 英雄 ありと 云 ふが、 僕に は 僕の 心の 修荣が あ 

る。 靜 かに、 靜 かに、 心の どこかに、 この 一 日 をお くり 

たい もの だ。 

(一一： 咏 sf.^ とリ わげ、 ひふ、 出す。) 
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翁 # 


英次 もう 凰が 來な いとい &。 

千代 子 あなた もさう 思って ゐ らっしゃ るの。 

英次 思って ゐ るよ。 そして 畫 もうまく ゆき さ 5 だ。 之 か 

ら畫 も賫れ 出す か も 知れない。 

千代 子 賣れ たら、 何 か 買って 頂戴ね。 

英次 貢って やる よ。 だが いつの ことか。 

千代 子 です が、 あれないでも、 い &霤が 出来れば 私 うれ 

しいの よ。 

皮 次 どうして。 

千代 子 でも、 あなたの 御 •： 機嫌が よろしい もの。 畫が 出火- 

損なう とすぐ 疳が 起り ますから ね。 あなたの は本當 に 

閉口よ。 

英次 も、 つ、 なんか 起らない よ。 俺 も 少し は 利口に なつ 

たよ。 

千代 子 本當 に、 あなた はこの 頃お ちついて いらつ したわ。 

英次 人間 は 持って ゐる もの を 一 べん 皆す て k しまう と 利 

口になる の だな。 自棄 を 起し 切りに 出來 ない 人間 はいろ 

いろの 目にあ ふ のも惡 い と 許り は 云 へない。 

千代 子 あなたに とって はなんで もい k のね。 子供が 出来 

ない、 それ もい \ たらう。 私が ゐ なくなる、 それ もい \ 

だら う。 私が 歸 つてく る、 それ もい \だ らうで しょ" 

英次 さう なれば い、 と 思って ゐ るの だよ。 いろ/ \ のこ 


とに ぶっかる たび に 自分 の 心が 硏か れ て ゆけば ね。 だが 

俺 は 持ち だから まだ だめ だよ。 自分で どうす る - J とも 

出來 ない 時が ある。 

千代 子 あの 時、 あなた は 本 當に私 を 殺さう と 思つ てゐら 

つした の。 

英次 かつと した 時 は 何 をし 出かす か、 俺の 内に は 恐ろし 

い 血が 流れ て ゐる の かも 知れな い。 俺の 大祁 父さんと 云 

ふの は 自分の 子供が あんまり 泣く と 云って 石の 上に た. - 

きつけて 殺した と 云 ふ^が ある。 本當 かどう か 知らな い 

が、 恐ろしい 話 だ。 そして あとで その子の こと 許り 云つ 

て 泣いて ゐ たさう だ。 資際 その子 を 一 番 愛して ゐ たの だ 

さう だが、 話に は 少し 誇張が あると 思 ふが、 俺に もどう 

かする とその 血が 流れて はゐ ないかと 思 ふと 怖くなる。 

その 血と。 戟ふ のが 自分の 一 つの 修裴の やうな 氣 がして ゐ 

る- 

千代 子 翁ち が ひの 筋な のね。 怖い わね。 

英次 だから 僕の 兄 は 僕 を 恐れ、 僕 は 兄^ を 恐れて ゐ るの 

だ。 

千代 子 なんだか 氣 味が わるくな りました わ。 

英次 木當は 今の はっくり 話 だよ。 そんな 奴が 先祖に ゐは 

しなかった かと 一 寸 思った にけ だよ。 だが 氣違 ひに どう 

しても ならない と 云 ふ 人間 はない やうに 思 ふね。 たど t 讽 


s ひ になり やすい 入 ii と、 なりに くい 人 問が ある だけ だ 

千代 子 あなた は氣 i ほ，！ ひに なりやす いの。 

英次 の やうな の は K つ てなら ない と 思 ふが どうかね。 

- J の 前お 前が E を さま し た 時 、 短刀 を 見 てゐ たと 云 ふの 

は、 お前 を 殺さう と 思って に はな か つ たが 何となく 短刀 

が 見た くな つた。 俺の 內には 矢？ り 武士の 血が のこつ て 

. ゐ ると 兑 える。 

千代 子 いやな 血が のこって ゐる のね。 

英次 血の せいで はない かも 知れない よ。 誰でも 一寸 夜半 

に 短刀が 見た くなる と 云 ふやうな 氣持は 持って ゐる もの 

ぢ やない かね。 

千代 子 どうです かね。 そんな こと はないで しょ。 

英次 お前 は 夜中に 鏡が 兒 たいと 云 ふやうな こ と は な い 

力 

P 代 子 夜中に 鏡を兑 るの はなんだ か 怖い わ。 

英次 怖い からな ほ见 たいと 言 ふやうな こと は。 

千代 子 あなたと 話して ゐ ると 世 の 中が 何んだ か 凄くな つ 

て くるわ。 

^次 お前 は幽靈 と 云 ふ もの を 認める かね。 

P 代； 十 そんな もの はない もので しょ。 

^次 お前 も 人殺し はした こと はない と 見える ね。 


千代 子 あな た は 入， るし をした ことがあ るの。 

英次 そんな こと はない よ。 だが 人 殺 をした 人は幽 靈の存 

在 を 信じる だら うと 思 ふの だ。 殺した 人の. 姿が 見 へ る だ 

ら- つと 思 ふの だ。 壁 を 見ても 天井 を 見ても、 窓 を 見ても、 

その 人の 姿が まざ./ \- と 見 へ ると 思 ふ の だよ。 殺した S- 

の 姿が ねレ 

千 4^ 子 氣昧 がわろ いわ。 

英 次 だ か ら 入 を 殺さな いもの は 仕 含せ だと 云 ふの だよ。 

千代 子 死ぬ つて どんな もので せう ね。 

英次 深い 眠り だね。 さめない。 

千代 子 それなら 惡 くない ものね" 

英¥ 死の 恐 加 さへ なければ ね。 それに 死の 苦痛 も 大變た 

と 思 ふね。 生命と 云 ふ 奴 は 中々 生きたがる もの だから 樂 

に は 死ねない ね。 

千代 子 首 しめられ るの は樂 です つてね。 

英次 女の 肉 づきの い、 手 で^_化 か に しめられる の は 樂 かも 

しれない が、 息の 出お な いのは 1 で は あるまい。 

千代 子 だが 私の 兄が- .-7: ュ；； 一 を や つ て 、 よく 喉 を しめられた 

さう です が、 なれる とい 、氣 持になる と 云って ゐ ました 

よ 0 

英次 お前の 兄 は 嘘つき ぢ やない かね。 

千代 子 だって それ は本當 だと 思 ふわ。 
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愁愛 


英千英 千英千 


英千英 千 


英次 ぢ やな い かも 知れな い が , 本當 と は 3 乂 な、。 呼 

吸が 出來な い の が氣 持が い、 と は 思へ ない。 势の首 をし 

める の だってい 、もの ぢ やない" 

子 見た ことあって。 

次 見た こと はない がね。 

代 子 あなたの 話 は、 比む 想像ね。 

次 だが まちがって ゐ ると は 思 はない。 何時かな。 

代 子 八 時よ。 

次 まだ 早い な。 だが 誰か 來 ると^ ケ，： だから、 今日は 早 

くねろ かな。 

千代 子 、t 寢 ませう。 

英次 お前のう しろに 誰か 居る よ。 

千代. 十 あつ。 

英次 あは、、、。 

千代 子 いやな 方。 びっくりした わ。 

英次 あは 

千代 子 あなたの 後ろに だって ゐる わ。 

英次 影法師 だら う。 

千代 子 女らしく つてよ。 

英.， ズ 背む しの 女 かね。 

千代 子 あなた は 又 そんな こと を おっしゃろ。 

英次 セ ムシ と 云 ふ 言葉 をき くだけで もい やかね。 


千代 子 あなたの そんな こと を 云ふ氣 持が いや なのです 

よ 0 

英次 いやかね。 この 姿の 方 は 娘 ひ. ちゃない かね。 

千代 子 わざと そんな 風 をし なくった つてい、 わ。 

英次 したって い、 だら う。 俺に はお 前の いやがる のが S 

白い の だよ。 

.K 子 いやな くせね。 

次 毒蛇の 感じ も わるくない わ。 

代 子 私大. 雠 ひよ.、 あなたの その 趣味 は。 

次 さう かね。 お前に 似合 はない ね。 俺 は 今晚、 お前 を 

殺して やる。 

千代 子 そんな 冗談 は 云 はない ものです よ。 

英次 安心が する が い 、 。殺す と 云 ふ 時 は 殺さない かられ" 

千代 子 殺さない と 云 ふ 時 は、 お： すの。 

英次 それ はどう か わからな い よ。 

千代 子 あなた は 私 をお どかす のね" 

英次 どうか わ。 明日の 朝が くれば 許して やる よ。 

千代 子 あなたの その H が 私 は 怖い わ。 

英次 俺の W 中が 怖い と 云 ふ 方が 本當だ らう。 

千代： 卞 もう そんな 恰好 T るの はい やよ。 

英次 あは、、。 お前の 顔に は 死相が あら はれて ゐ るよ" 

千代 子 あなたの 顔に は 氣違ひ 相が あら はれて ゐる わ。 ： 几 


愁 * 


17 


小 Ji 小 Ji 小 Ti 小 Vi  '1> 
！ IT-  -r-  ！ l!f 子 ll'f  -T-  ix  ！ I'f  了-  ！ i'f- 


小 Ti 小 >V 
liif- 子 ！ jif- 子 


談 はよ しませう わ。 冗談 から^が 出る と大 へんです から 

英次 さあお いで、 今日はお 前と 俺 は 生死の 戰 ひだ。 

千代 子 ゆく わ。 死んだ つてい.^ わ。 

(千代： 十英 次に とびか、 らうと すろ。) 

I.  0  -I 


お 二 幕 

小 i;^- の { せ、 1^,作間。 小 肝 寺、 かかさ もの 1^ して. Q 

ろ。 鈿^；；^千登場。 花.^-もって來ズ いけろ。 

^ い k 花が あつたね。 

あんまり 奇麗だった の で 寅つ てぶ (ました。 

寺 木 常に 実し いね。 矢張り 秋の 花 は 何. ife か 秋ら しい 

今日は い  ：大氣 ね。 何 か 散歩な さらな い 。 

寺 行かう かね。 

私 を つれていって 下さる。 

寺 それ はつれて ゆく よ。 

うれしい わ。 何處へ ゆき ませう。 

寺 何處へ 行かう。 


芳千 處へ でもい、 わ。 あなたと なら。 あなた は。 

小 寺 俺 も何處 へで もい- -ょ。 お前と なら。 

芳子 まあ" 

小 I- 寺 、 」 ん な天氣 なら 何處 へ 行 つ た つ て氣 持が い、。 郊 

外に 出さへ すれば。 

芳子 本當 ね。 そんなら 私、 藩 物 着かへ て くるわ。 

小 W 寺 その ま I- でい k よ。 

芳ナ 羽綠 だけ か へ てく ろ わ。 (返 場) 

(ま t なく 芳子登 場。) 

芳子 それなら 出かけ ませう。 誰かく ろと 出かけられ なく 

なると 闲 ります から。 

小 寺 それなら 出かけ やう。 

女屮 郵便が 參 りました。 

(小 iJ 寺 うけとろ、 女屮 HS5I。) 

何處 から。 • 

寺 野中から だ"。 

なんて e 

寺 こないだ いった 禮と、 いたって： g 一事 だからお へ 心し 

て くれ、 へ iE も かける か ら 安心 して くれろ と 云って 來た。 

芳子 それ はよ かった わね。 野中さん 夫婦 は 無事にお さま 

るで せう か。 

小 寺 それ はわから ない ね。 
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女中 はい。 (退場) 

芳子 お通しす るの。 

野中の of さん ぢゃ 仕方が ない。 

芳子 私大 嫌 ひよ、 色. S なんか 通さなければ い、 のに。 

^$ 何に わるい. 奴ぢ やない よ。 

芳子 それ だ つ て 私大 きら ひだ わ。 

小 if 寺 孅 ひで 幸 ひだよ。 

(二人 笑 ふ。〕 . 

芳子 まあ ひどい。 (退？？ 1」 

(信 一女 中に つれら い 登；^。 女中 場。) 

信 一 始めて お 目に か. - ります。 いつも 弟が 世話になり ま 

して。 

小 寺 い、 え、 僕の 方 こそ。 どうぞお かけ 下さい。 

信 一 僕 は 一 寸急. きます から、 m 事 だけ 短刀 直 入に 云 ひま 

すが、 失 禮な所 や、 S き 苦しい 所が ありましたら、 許し 

て F さい 0 

,f  ^ 寺 どう ぞ. ー盧な く  。 

信 一 寶は 弟の ことです がね 。君 も 御存知 の 通 -; の 人間で 、 

僕 は 弟 を 誰に もまけ ずに 信用し、 又 尊敬す ベ き 點 は 尊敬 

し、 望み をお くべ キ feg に は 望 をお いて ゐ るので すが、 

小^^寺 本 當に英 次さん はす ぐれた 才を もった 方と して、 

廣達ま 尊敬 して ゐ るので す。 
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^  _ ありがたう。 兄と して あ 、云 ふ 弟 を もって ゐる こと 

i 一  方 C- にして ゐ るので す。 

小 寺 英 次さん も あなたの こと をい つも. E 慢 して ゐらっ 

しゃいます。 

信 一 恥 かしい 話です。 僕 は 弟に. 大才 的な 處の あるの を認 

めて、 それ を どうかして 生かして やりた く 思つ てゐ るの 

です。 しかし 御 存，， 知の やうに あいつ は變り もので、 一方 

非常に あか る い 、すなほな 氣質を 持 つて はゐ るの です が、 

. その K 對の 性 M も 強く も つて ゐ るの です。 そ の 性質が - J 

の s^、 頭 を もたげて 來てゐ る やうに 思 ふので すが、 どん 

な もので せう かね。 

小 寺 さう 思へば さう 5^ へな いこ ともないと 思 ひます 

が、 今 も ハ ガキを 戴き ましたが 大 へ ん氣 持が おちつ い て 

仕亊 も出來 ると 窗 いて ありまし たから。 

信 一 さう です か。 それ を 伺へば 安心です が 僕 は 弟の 妻 か 

ら へ んな 手紙 を 出しな に 受けと つたの です" それ をう け 

とった ので 赏は にあな たの 處に伺 ふこと にした のです 

が、 弟の 妻から" 罪 あなたに あつ て 相談して くれと かい 

て ありまし たから。 

小 寺 さう 云って は失禮 です が、 千代 子さん のおつ しゃ 

る こと は その ま& 信じて い 乂で せう か。 

0 一  あれ はたし かに 病的な 處が あるか も 知れません が、 


しかし 弟の 妻の 云 ふこと も滿更 うそ だと 許り は 思 はない 

のです。 弟 は 妻と 僕との 間 を 疑って ゐる やうです が、 又 

疑 は れ て も 仕方が ない と 云へば 云へ ない こ ともな いので 

すが、 弟の 思 つ て ゐる 傑 入り し てゐる わけで もな い の 

です。 尤も あの 細お は 僕に 始め 近づいて 來、 僕 を 愛した 

ために 弟 も 愛した と 云っても い \ の かも 知れません。 僕 

は 弟の こと，^ あの人に ほめて 話しました からね。 今にな 

つて 見る とそれ がよくなかった のです ね。 あの人と 弟の 

性質が どんなに こん がら かり あ ふか、 僕は考 へても 見な 

かった のです し、 考 へやう とも 思はなかった のです。 第 

一 弟の 妻になる なぞと も考 へて ゐ なかった のです。 しか 

し. 一 一人が 夢中に 結婚したがった 時、 僕 は 弟の ためによ ろ 

こんだ も の です がね。 まあ そんな 話 はすんだ 話です が。 

弟の 姿の 手紙に は、 どうも 近 い 内に 殺され さう な^が し 

て 仕方がな いと 云 ふので す。 そして 君と 僕と で、 どうか 

助けて ほしいと 云 ふので す。 自分が 死ねば 弟 だって 一生 

を捧に ふるに ちが ひない と 云 ふ 意味の ことが かいて あり 一 

ました。 自分 も 死にた く はない が、 逃げれば 殺され さう 一 

だし、 一緒に ゐても 殺され さう だと 云 ふので す。 それに 

逃げる こと も 出来ず、 一緒に も ゐられ ない。 どうしてい 

いかわ からない とも かいて ありました。 

小 寺 それ は 嘘で はない かも 知れません" こないだ あつ 
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た 時 はさと つた やうな こと を 云って ゐ ましたが ね。 坂 を 

ごろが りおちた が つ て ゐる大 石 を 藁繩で やつ ととめ てゐ 

ると 云 ふ 感じが 何處 かにして ゐ ました。 

信 一 どうしたら ぃ& かと 道々 考 へたの です がね。 8 地で 

もしたら どうか と 思 ふ の です がね。 あの 家 は よくな い と 

思 ふので すよ。 

小 W 寺 たしかに あの 家 はよ くありません ね。 

信 一 それに 私の 考へ では、 弟の 畫が 少し 資れ たりし だす 

と、 又氣 分が か はるかと 思 ふので すがね。 金 は 僕が 出し 

て も い 、のです が、 君 や 僕が 買 はさした としたら 反つ て 

侮辱され た と 思 ふでせ うからね。 あれ は 同情され る こと 

を實に 嫌って ゐ ますから。 

小 寺 本當 にあの 意 こ 地な 處が英 次さん のよ くないく せ 

です ね。 

信 一 あれが あるので 生きても ゆけ るし、 仕事 も出來 るの 

でせ うが、 闲っ たもので すね。 

小 寺 轉地 すると 云へば 何處 です かね。 

信 1 心 あたり はない のです が、 あかるい、 眼界の 廣々 し 

た、 つ まらない ことに こせ /\. し て ゐられ な い やうな、 そ 

. して 誰に も きがねせ ずに、 二人で 日な た ぼつ こで も出來 

る やうな。 

小 K 寺 さう です ね。 そしたら い、 かも 知れません ね。 


信 一 葉 W あたり はどうで すかね。 

小^ 寺 い  >- でせ う。 

信 1 今度あった らおす、 め 下さい。 

小！^寺 おす、 めし ませう。 しかし その 前にい  家が ある 

かどう か、 さがして 見 ませう。 

信 一 ぉ氣の 毒です が、 どうぞよ ろしく、 私が暇な^^體で 

すと 家 位い さがしに ゆけ るので すが、 一 寸今、 ハト^が しい 

最中で。 

小 1?.^ 寸 こないだ 芝居、 拜 見に 上って 感心し ました。 

信 一 いや どうもに 

小 寺 畫を SBJ ふ 方 は 僕の 友達の 山 田 次郎が IA ふか も 知れ 

ません。 

信 一 あの方、 御存知な のです か。 

小 寺 先日 山 田と 芝 兇 物に 行った のでした。 山 田 も ほ 

めて ゐ ました。 

信 一 あの方に ほめられ \ は光榮 です。 いっか あの方の も 

の を やりた く 思つ てゐ るので すが、 お：^ ひで したら よろ 

しく。 

小！^寺 山 田 も、 あなたに やって 戴ければ よろこぶ でせ う。 

信 一 弟の こと、 何分よ ろしく 願 ひます、 誠に 巾し 兼ね ま 

すが 早い g^、 結構な のです。 もしもの ことがあって はと 

り 返しが つきません から。 
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小 芳 小 


小 i-.: サ 今：：： 之から 紫 山へ 行って 晃て もよ ろしい。 

^ 一  それで は あまり …… 0 

小 1：； 寺 いや 別に S はない のです から。 

信 1 本 常に 感謝し ます、 弟 夫婦が おちついて くれないと 

m もお ちつけ ない のです。 弟の 妻の 手紙 を 持って ゐ ます 

から、 一 度 よんで 戴きます か。 

小 肝 寺 かま ひません か。 

一  あなた を 銜は 絕對に します から。 

(小 寺 む。.； 

小^.; ケ 之 は 少し ひどす ぎます ね。 英次^：；も。 

0 一  火と 汕と ； 緒に なった やうな ものです からね。 へ ん 

に すん がー 一人よ つたので すから ね。 それに 私の 家 

に は；；^ 狂 ひす ぢ がな い こと はない の です。 こ の 三代 程 は 

出ませんで したが。 

小 寺 英次 さん は あんまり 1^ しすぎる のです ね。 吞氣に 

なれない のです ね。 

0 ^  W つた ものです。 それ は 弟の 妻の 云 ふこと に は 誇張 

は ある と 思 ひ ますが、 夜な かに 短刀 を 研がれた りし たら 、 

一 寸 ねむれません かられ。 

小 ゆ あんまりい ト解ぢ やありません ね。 今度 短刀 は 僕 

が もらつ てく る ことにし ませう。 

.^ 一  さう して 下されば 太 當に僕 も 安心し ます。 


小 野 寺 それで は 之から すぐ ともかく 葉 山へ 行って 見 ま 

す。 

信 一 本當 になん とも 御禮の 申し やうが ありません。 それ 

では 之で 失？ J いたします。 

小 寺 いづれ 二 n 一日の 內に 上って お話します。 うまく ゆ 

くこと を のぞんで ゐ ます。 

信 一 萬 事よ ろしく 願 ひます。 さやうなら。 

小 K 寺 さよなら。 

(二人 返 場、 芳 子 登場 かた. つけろ。 まもなく小！^寺登 

せ 之から 葉 山に ゆく ことにな つたよ。 

どうし て 。 

寺 野中が 今の 家に ゐ て は 碌な - 」 とがな いだら うと 云 

ふので ね。 野中の ために 家 を さがして やらう と 思つ てゐ 

るの だ。 

芳子 まあ、 それで は 散歩 はやめに なった のね。 つまらな 

、 つ 0 

小 寺 その か はり 紫 山へ つれていって やる よ。 

芳，. f 紫 山へ つれていって 下さる、 本 當？ 

小 野 寺 久しぶりに 一 i 岸 を 歩かう。 そして 今夜 は 月が い  >1 

だら うから 一 緒に； g 岸へ 出て 月 を 見よう. - 

芳子 それなら 本當に うれしい わ。 久しぶりに 海 を 見る こ 
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千 芳 英 小 

代 子 次 ！ i!r- 


(四 入 腰かけろ。) 

英次 今 * 兄が 来たらう。 

千代 子 嘘です わね。 

英次 合圖 はよ せ。 兄 は 君の 所へ よくく るの かい。 

千代 子 兄に よ く 似た 人が； s を まがろ 後ろ姿 を 見 て 、王 人 は 

兄 だと； K ふので すが、 私 は そんな はづ はない と 云った の 

で 43。 

英次 そんな 云 ひわけ はしない が い k よ" 僕 は 兄と 小 野せ 

と 仲よ くなる こと を 望- んでゐ るの だ。 兄が 君の 處へ來 た 

用が なんだ かも 僕は大 がい わかって ゐる。 だから 遠 な 

く 云って くれ 玉へ。 兄 は 何し に 来たの だか U 

小 寺 s« のこと を 心配して 来られた の だ。 

英次 僕の ことかい。 まあ そんな こと は どっちで もい、、 

どんな こと を 心配して ゐ たの だ。 

小|^寺 君の兄さんは^«がもっと明るぃ、 氣持の ぃ、處に 

住む こと を 望んで ゐられ たよ。  - 

英次 兄ら しい 考 へだね。 そして 君 は 賛成した の だら う。 

小|^* 賛成した よ。 

英次 (冗談ら しく、 しかし 皮肉に) それで 僕達 は 何處で 

すめば い、 と 云 ふこと になった の だ。 

小 野 寺 葉 山から 三 浦の 方に かけて 何處 かい、 處 はない か 

と 思った の だよ。 


とが 出來 るの ね。 野中さん 夫婦の なか は 面白くな いの。 

小 野 寺 まあ、 大した こと はない と 思 ふが 細 1« が 殺され さ 

うに 思 ふの ださう だよ。 

芳子 あの方 は 少し へんね。 

小 is 寺 だが 野中 も 一 寸氣 味の わるい 處が あるよ。 

芳子 一寸す ごいのね。 あんな 方 は 執念深い でせ うね。 

小 寺 よく はわから ない がね。 あっさりして はゐ ると は 

云へ まい。 

芳子 野中さん 兄弟 はまる で反對 ね。 

小^ 寺 だが あれで 何處か 似て ゐ るよ。 野 巾が セ ム シ でな 

かったら。 

C 女中 登場。) 

女中 i, 中さん 御 夫婦が いらっしゃいました。 

小 野 寺 お通し V て くれ。 

(女中 返 場。， } 

小 寺 ，つ はさ をして ゐ ると 影と 云 ふが、 何んだ か氣 味が 

わるい ね。 野中が 兄さんと 逢 はなければ よか つ たが。 

(小！^寺夫^！迎ひにゅさ、 二人ん、 つれてくる。) 

寺 どうか おかけなさい。 

それなら 失艚し て 腰かけたら い \だ らう。 • 

どうぞ おかけな すって。 

子 ありがたう。 
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英次 志 は うれしい が、 僕 は當. 匁 あの (- ^からどかない つも 

り だよ。 僕 は 引越 は考 へた t けで も閉 n だ。 それに 淋し 

ぃ處へ 行って い K かどう か。 

小 寺 しかし 束. お を はなれる の も 惡く はな い と 思 ふが 

英次 それなら S 達 こそ 東 一お を はなれたら い、 ぢ やない 

か。 僕 は 束お を はなれた く はない の だ。 また 僕 は 兄に そ 

んな ことまで 心配し て もら ひたくな いの だ。 僕 は 今 の. 家 

で 満足して ゐ るし、 妻 だって あの 家 は氣に 入って ゐるゎ 

けだ。 さ うだらう。 

千代 子 あまり 窥に 人っても ゐ ません わ。 

紫 山の 方が い i のかい。 近所に 家 もな く 泣いたり、 

わめ いたりしても g き 手の ない 所がい、 のかい。 

千代 子 です けど. 明るい 氣 持に なれます わ。 きっと。 

英次 俊 は 何と 云った つ て ゆきたくない。 お前 一 人で ゆく 

なら 勝手 だが。 

私 一人 家なん かもて ません わ。 

英次 お" 1 は 持てろ よ。 

千代 子 だって 一 人で は、 怖い わ。 

英次 だが 俺と 一 絡に ゐ ろより は 怖かない だら う。 千代 子 

は 僕 を 人殺しの やうに 思つ てゐ るの だからな。 

千代 子 まさか。 


小 M 寺 君の そんな 考へ方 はつ まらない と S ャ ^ ね。 

英次 僕 だって い、 と は 思って ゐな いが、 しかし 僕 は當分 

あの 家 か ら 去り たく はない。 

千代 子 こないだ 引越した いと 云って ゐら つし つたわ。 

英次 兄が どうして その こと を 知った の だ。 (急に 何. A 思 ひ 

つ いたやう におと なしく〕 お前が 兄に 手紙 を 出した の だ 

ね。  . 

千代 子 出し はしません わ。 

英次 夫婦な かに 祕密が あるの を 君の 前で 知ら せる のは不 

愉快 だから、 そんな 話 はよ さう。 君 だから 別に 知らせた 

つ て 恥と は 思つ てゐ ない がね。 僕 は 他人の 祕密に はふれ 

たく はな いし、 他 八に 嘘 を つかせる やう に 持ち かける 自 

分の 趣味 をい ものと は 思って ゐな いの だが、 白々 しく 

やられる とつ い 皮肉に 出た くなる の だよ。 謹ま 5 と は 思 

つ てゐ るが。 

小！^寺 引越した いと 云 ふ 話が あると は 君の 兄さん は 云つ 

てゐ なかった よ。 

英次 君 も 嘘つき 仲間 かね。 君の 方が 僕より くわしいだら 

50 細お の 心理 を 夫より 他 入の 方が 知つ てゐ ると 云 ふこ 

とに 平氣 になり たいと 僕 は 思つ てゐ るの だよ。 

小 野 寺 君の 考へ方 は、 君が 普通の 人より 神經が ® 達して 

ゐ .6 からと 思 ふが、 あまり い I.- と は 思 はな い。 もう 少し 


欲 <^ 


吞氣 になれ ないかね。 

英次 僕 もな りたい と 思って ゐ るの だよ。 探偵の 眞似 はい 

や だからね。 は 境遇 もい \ が、 i^;- から その 點 おに 感心 

し て ゐ るよ。 は氣が つ い て も氣が つかない 顔 をし て ゐ 

る。 だから 馬鹿な 人間 は 君 を 馬鹿にして 組みし やすく 思 

つ てゐ るが、 しかし ^« を だませる 人 問 は 少ない こと を 知 

ら ない。 ぉ世辭 つか はれて よろこんだ. 1 して、 相手の 腹 

をのみ こんです まして 馬鹿にされて ゐる 點 に 感心して ゐ 

るが、 僕 だって 大 がいの ことに は平氣 で ゐられ るが 夫婦 

となると、 赤の他人の あつまりと 思っても、 つい 要求が 

過大になる からね。 ^達の〉 1  「たから、 かくしても おひつ 

かないから 云 ふが、 ^に. へ， 後お の 忠吿を 入れて 何 處へ出 

かける の もなる ベく  二人で 一緒に 出かける ことにした 

よ。 ほ 惑の 入る 餘地 をつ くって、 くるしむ の は 馬鹿 氣て 

ゐ るから ね。 

小^ 寺 僕 は 海岸へ ゆく の はわる く はない と 思 ふが な。 

英次 僕 は浪の 音が ひどい と ねられな い 質な の だ 。 

小^:;;^ さう かね、 僕 は 浪の音 をき くと 氣 持が い，. - がわ。 

それなら 山 へ 行つ たら どう だ。 

英次 僕は琳 しい 處は嫌 ひなの だ。 それに 引越 は 厄 か だよ。 

引越し 好きの 人の 持 は 僕に はわから ない。 

小 K 寺 さ、 ゥ かね。 尤も 僕で も 一 寸 は何處 かへ 行かう と は 


思 ふが、 この 家から 出たい と は 思 はない から。 

英次 兄 は あの 家に はい やな 連想 を もって ゐ るら しい。 あ 

の „E の 床下から 血に そんだ 千代 子の 死骸が 出て 来た 夢 を 

見た の ださう だ。 

千代 子 いやよ。 そんな 話。 

英次 (冗談の やうに〕 あんまりい、 夢 ぢ やない が。 そん 

な 一 」 とが 起ら なけれ. は 僕 も い \ と 思 つ ズゐ ろよ。 

小 野 寺 そんな 冗談 はよ くないね。 

芳子 冗談に も そんな こと を おっしゃ るの はよ くない わ。 

千代 子 主人 は あんな こと を 云って 人 をお どかす のがす き 

なのです よ。 主人 は 今度 兄 を よんで こないだ 買った トラ 

ンクを 室に おいて、 その トランクに 兄 を こしかけさして、 

その トランク のなかに は 私の 死骸が 入って ゐる やうな 暗 

示を與 へて おいて、 兄 をお どかす > ,- となん か 想像し てよ 

ろ こんで ゐ るので すよ。 

芳子 まあい やな かね。 

千代 子 私 はなん たか そんな ことが 木當 に 行 は れて そし て 

私 の 死骸が 本當に トランク のなかに 入れられて ゐる やう 

な氣が する こ とが あろ のです よ。 

芳子 まあ。 

小 W 寺 それ は本當 によくない 趣味 だ よ 。 

英次 僕の なかには、 兄に似て役^^<;の血が琉れてゐるのか 
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次 子 代 


(千代 子、 芳子 場。) 

英次 僕 はね、 千代 子が この頃 へんに 可愛い くな つて 来た。 

僕 は 今迄、 あいつ を 愛する , 」 と を 恐れ て ゐた。 愛すれば 

逃げられた 時に S るから ね。 逃げられても 闲ら ない 程度 

でと めて おかう と 思った。 しかし この 二三 曰の. s: に 不意 

にあいつ をもう どうしても 失 ひたくな く 思 ふや、 つに なつ 

てし まった。 僕は闲 つて ゐ るの だ。 

小^ 寺 闲る こと はな いぢ やない か。 

焉 いや、 王 も 下らない と 思って ゐる間 はキズ がさう 氣 

になら なか つたが、 玉 を 愛すれば 愛する ほど キズ が氣に 

なり 出した" 僕 は キズが あるから 自分の ものに なった と 

云 ふこ と は 百 も 承知しながら、 そ の キ ズ が ます く 自分 

を くるしめ るの だ。 そして 僕 はこの 頃 今迄より も 兄が 憎 

く。 その上に 兄 を 恐れる やうに なった。 兄 は あいつの こ 

と を 忘れ て ゐな いのた。 あいつ も 亦 兄 を 愛して ゐ るの だ。 

小 野 寺 そんな こと はない と 思 ふ.； r 

英次 いや、 たしかに さうな の だ。 僕 は 二人の 愛 をうた が 

へない の だ。 二人 は 僕に せかれる の だ。 ますく 愛して 

ゆく の だ。 そして 妻 も 兄 も それ を 恐れながら、 どうす る 

、 J とも 出来な い の だ。 妻 は 僕 に 殺される - 】 と を 恐れ て ゐ 

るの は、 僕から！ S げやう、 逃げ やうと 思って ゐ るから に 

過ぎない の だ 。兄 はまた あいつの 死ぬ こと 許り 心配して、 


も，5^;^なぃ。 

小 w;」：^ 活動に でも やったら 面.. H いか も 知れない が。 

英次 活動 は 傑 は 見た ことがない よ。 だが あの 支那 カバ ン 

に. 外！^ が雍 人って ゐ ないで、 あのな かに 酒 ゃ御驰 走で 

も 人 つ て ゐ たら 、 ： 寸兄 をお どか し て 兄が どんなー^^情を 

す 乙か兑 るの も わるくな いね。 兄に とったつて 芝：； S の 時 

の，； 5? チ.^ にもなる からね。 

小 W 寺 .1!^ 一一 一 ：！ としたら 而.； r いか も. g れ ない。 

英次 も赞 成す るなら 、 一 つ 端^ を つとめな いか。 

小 £  木； W に や る：； S なら w;i_ 非 やめて ほしいれ。 

英次 まだ 木 式に やつ て兑 ようと は 思 はない. かね." 千代 子、 

芳 子さん にお 願 ひして 質 ひ 物に 行くなら 一緒にい つ て 戴 

いたらい \  たらう。 

カ子 何處 へ いらっしゃ るの。 御 一 緒に 參り ませう。 

千代 子 それで は 失 S です けれど、 おさしつ かへ が ありま 

せんで したら、 お 伴 さしていた きませ う。 

^ i; 寺 天 1€ が い 、からど こ へ でも； 仃っ て來 たら い \ だら 

う。 そして^1りに£;.^物の ぃ& のが あったら 買つ て 來ても 

ちょう 0 

それで は失禮 いたします 0 

一 寸 行って 參 ります。 

どうも ありがたう。 
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英 千英芳 


どんな ことで もして、 あいつ を 生かしたがって ゐる。 そ 

の氣持 が 僕に わかりす ぎる から、 恐ろしい の だ。 僕 は あ 

い つ を 失 つてい k の なら 、 何 にも 問題 は 起ら な い 。 僕 は 

斷じ てあいつ を 失 ひ たくない。 僕 は この頃す つかりお ち 

つか なくなった。 夜 も あ いつの 逃げ出す 夢を見 てび つく 

りして 目 を さます > J とが 何度 あるか 知れな い。 その 時の 

氣 持の わるさと 云つ たらな い 。 僕 は と、 つく 地獄 の 人間 

になって しまった。 一 人です が. /,-- しくく らしたい と 思 

つても、 その 力が なく、 嫉妬と 僧惡が 時々 僕の 胸 を はり 

さくやう に 苦しめる。 そして ど. うする > J とも 33 來な い の 

だ" 僕 はお ち つ きがな く、 とうく あ いつの 看守 人に ま 

で S: 落し て どうす る 、 ， _ と Js= 出來 なくな つ た 。 僕 は 之に か 

つ 方法 はたった 三つ 切りない。 あいつ を 殺す か、 兄 を 殺 

すか、 自分 を 殺す か だ。 僕 は 三つの 内 どれ を 撰ぶ かね。 

僕が 死ぬ のが 本當 かも 知れない が、 僕が 死んだら 誰が 僕 

の 仕事 をす る。 僕 は 自分の 仕事の ために 死ねない。 兄 を 

殺す 一 J とも 考 へ るが 、 下手人が 僕 だと 云 ふ - J と はすぐ わ 

かる だら う。 兄の 行衞 がわから な いで は 誰もす ませな い 

からね。 旅行して ゐ ると 云って ごまかす わけに は ゆかな 

い。 僕 は 兄 を 殺して 一生 を 棒に ふる 氣 はない。 それなら 

あ い つ を 殺す より 他 仕方がな い - 」 とになる" だが あ い つ 

を 失 ま I ずに あいつ を 殺す ことが 出來 ない。 そして あい つ 


.M し- 一よ 僕よ 生きられ なくなって 來てゐ る。 僕 はどうし 

たら い、 か 見當が つかない の だ。 君に も兑當 が つくまい 

な。 

小 i! 寺 旅行したら どう だ。 一 一人で。 

英次 同じ こと だよ。 あいつが 5^1! げる こと を 信じて ねる 間 

は。 いっか あいつ は 逃げる。 それ はまちが ひの ない 事資 

だ。 僕が 殺して しま はない 限り はね。 僕 は あいつ を 愛す 

れば 愛する 程 あい つ を 信用す る ことが 出来ない の だ。 こ 

の 氣持は 家庭の 幸福な 、 ^3;淘な妻をも つお に はわ かる ま 

い。 いくら 小說 家で もね。 僕 は 一 瞬間で も あいつから 目 

を はなす ことが 出來 なくなつ た 。少しの 疑惑 も 僕 は 入る 

餘地 をつ くりたくない。 しかし あいつに 孅 はれた くもな 

いから、 手紙 を かくぐ らいの 時 間 はぬ すまれた かも 知れ 

な い 。ぁ い つ は すば し こ い の だ か ら 。 は 斷じ て 兄 とぐ る 

になつ ては闲 る。 君 だけ は 僕 は 信じて ゐ るの だからね。 

僕 は 疑惑 を 一 番 恐れる。 疑惑 は 魔物 だからね。 正賸 をつ 

かめない 處には い たる 所に 姿 を あら はす 奴 だからね。 

(芳 子、 千代 子 登場。) 

唯今" 

どうも ありがたう。 買 ひもの はすんだ かれ" 

- すみました。 

それなら 失 鱧しょう かね。 


愁' 
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H- あ ！l!f 子 ！ l!f 


千 英千英 千 


ャ 代！. r- え.^。 

カ子 まあい >ぢ やありません か。 

英次 之から 又 時々 ； 一入で よせて 戴きます。 

i 方 子 どうぞ、 又 いらつ して 下さい。 

千代 子 ぁりがたぅ御.1^ぃます。 

英次 それ ぢゃ 失敬す る。 

さう かい。 

(M ん わい S つ ；^^。 まもなく 小 g;f- 夫婦 登 5r) 

ケ 本當に W つた もの だな。 

チ代 子さん てい， 4 方ね。 

.^ 中々 い &人 だね。 だが 何處か ？a の わるさ つな 所が 

るね。 

隨分 よわつ てゐら つして、 すぐ 涙ぐんで ゐら つして 

W りました わ。 

^WK^ ど、 つかした いな。 しかし 他人の 夫婦の 間の こと は 

手の 出し やうがない ね。 

芳子 だって 见てゐ るよ 0 他 仕方がな いわ。 

^^K^ お前 はどう 思 ふ。 ^屮が細！？^を殺すか、 殺さない 

力 

芳子 それ はわ かりま せんね。 

^$ 殺される 前に 逃げ出す か。 逃げ出す 前に 殺される 

か。 ^にも わからない。 


芳子 平和に おさまる わけに は ゆかない のです かね。 お 二 

人と もい V 方ぢ やありません か。 

小 野 寺 三 入と も わるい 奴ぢ やない がー 寸闲 るね。 あ k 執 

着して はね。 氣が めいって しまった。 散歩で もしょう。 

芳子 果物 を ia; つ て歸 つて 來ま したわ。 

小^ 寺 それ はすつ かり 忘れて ゐた。 歸 つてから 食 ふこと 

にしよう。 

(退 51 し，， * うとす ろ。) 

幕 


第 三 幕 


英 次の 室。 英次 かかいて ねる。 千代 子 小 說.^ 讀ん\、 

わたが、 不意に 泣く。 

英次 馬鹿。 小説 を讀ん で そ んな 大きな 聲 出し て 泣く 奴が 

"5 る 力 

代 子 だって 悲しい のです もの。 

次 身に つま された の だ らう 。 

代 子 さうよ，」 身に つまされ ましたの。 

次 だから 小說 なんかよ むな と 云 ふの だ。 

代 子 小說 でもよ まなければ なほ 祸 しくなります わ。 
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それなら どうしょうと 云 ふの だ。 

千代 子 ゆきたい 所に も ゆけ ないやうな。 

英次 お前が 信じられな い - 1 と を 丁る からさ。 

千代 子 私 はも、. - あなた の 顔 や 姿 を 見 て 胸が わるくな り ま 

すわ。 

英次 と-つく 本 昔 を はいたね。 

千代 子 もうあな たなん か 怖かない のです もの。 私 は 死ん 

だ 方が い、 のです。 こんない、 天氣 に そとへ も 出られな 

いで こんな 所に とぢ こもつ てゐる 位いなら。 

英次 お前 は 俺が 早く-死んでくれ 、ばい、 と 思って ゐ るの 

だら う。 

千代 子 まあ さう ね。 私 は 自由にと び 歩きたい ので.^ よ。 

あなたが 自由 さ へ 下されば 、 私 は あなた の 所へ 歸 つてく 

るに きま つ て ゐま すわ。 です が あなた の やうに 私 を 殺す 

と 云つ て おどかし て 私 の .nwffl をす つ かり 奪 はれて しまへ 

ば 私 だ つてい つか とび 出し て 見せる と 腹 の 底で 思 はな い 

わけに は ゆ，？ ません わ。 

英次 何とで も 云 ふが い. -ょ。 蛇が 见 込んだ 鼠が. とんな 泣 

き It を 出した つて 逃がし はしない ぞ。 

千代 子 あなた は 本當に ひどい 方です ね。 

英次 どっちが ひどい の だ。 

千代 子 それ は 私が わるかった かも 知れません。 だが 今 は 

一 


英次 何 か 働く とい、 のた。 

千代 子 女中 もお かずに 働いて ゐるぢ やありません か。 こ 

の 上 働いた つて、 金が 出来る わけで もありません し * さ 

きに たのしみが ある わけで もありません ものね。 

英次 お前 は 子供が 出來 ない と 云 ふの は本當 かね。 

千代 子 醫者 はさう 云 ひました。 子宮が どうかして ゐ るつ 

て。 子供が 出來 ない 方が 仕 <：： せ だと 思って ゐま すわ。 

英次 なぜ だ。 

千代 子 子供が - 」 の 上出来たら 私の 身體が つ に き ません 

わ。 

お前 は 死にた が つて ゐ るの ぢ やない かね。 

. あなた は 私が 死ぬ 方が い.^ のでし よ。 

俺の 手から 逃げられ るより はね。 

- 私 だ つ て 今の やうな 生活 を 一生つ ビ ける 位い なら 

死んだ 方が よろしい わ。 

英次 今に 俺の 誓が？ Sz" れる やうになる。 一 つ 二三 百圓 にね。 

千代 子 一つ 十錢 にだって 賫れ る 時 は 來な い と 私 は 覺悟を 

もうきめ てゐ ますから、 そんな - J と をお つし やった つて 

信じません。 

英次 まあ 見て ゐる がい \。 

千代 子 それにい くら 金 持に なった つて、 私 はこん な 生活 

はい やです。 
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英千英 千 英千英 


あなたの 方が わるい のです。 すっと/ \> わるい のです。 

私 は あなた を 憎 惡し 切つ てゐ ます。 人 をお 縛す るに も 程 

があります。 

英次 俺が 好んで お前 を^^して ゐ ると 思つ てゐ るの か。 

俺の 苦し ぃ氣持 はお 前 だ つ て 知 つ て ゐ るはづ だ。 

千代 子 それ を 知って ゐ るので 今まで 我 して 來 たので 

す。 

もぅ我^！！出來なぃと云ふのか。 

- 私 だ つ て 半： きな け れば なりません。 

俺 を？ 杖しても か。 

- あなた は 死ぬ やうな 方ぢ やない。 私 を^した つて 

あなた は 死ぬ やうな 方ぢ やない。 あなた は 心中なん か 出 

来ない 方です。 私 を 殺す こと は 出來て もね。 私の 死ぬ の 

を 笑つ て 見る こと は 出來て もね。 

英次 それ はさう かも 知れない。 俺 は 今 死んで は 俺の 仕事 

はもの になる こと を 誰に も 示す ことが 出来ない からね。 

俺の 仕 都が 後 W にの こしても 心 ある 人に は 笑 はれない だ 

けに はして おきたい からな。 

千代 子 あなた は 私 を 殺しても IT がかければ い V のでせ 

-- >。 あなた はさう 云 ふ 方です。 

英次 それ は あたりまい のこと だ。 

千代 子 なにが あたりまい です。 くやしい。 


英次 泣ける だけ 泣け、 誰が 同情して やる もの か。 

千代 子 あなた に 同情な ん かして もら ひ た く あり ません。 

私 はもう あなた を 私の 夫 だと は 思つ てゐ ません。 あなた 

は 暴お です。 恐ろしい 暴君です。 

次 小說に そんな ことで も かいて あるの か。 

代 子 小設 がなん です。 私 は 出て ゆきます から。 

次 出る SF: 氣 があるなら 出て 見ろ。 

代 子 出ます とも。 

次 もう 一 べん 云って 見ろ。 

代 子 何度でも 云 ひます。 出ます とも。 

次 よく 云った な。 

(英 次、 千代 子に とびか V らうと マる。 小 野 寺 登場。) 

英次 よく 來 たね。 今 0^^笑して) 喧嘩して ゐた所 だよ。 

誰か くれば い、 がと 思つ て ゐた所 だよ。 

小醉寺 夫婦喧嘩 は 犬 も 喰 はない と 云 ふが、 僕も^ ひたく 

ない よ。 

英次 まあい、 よ。 あんまり 人 を 馬鹿にす るから。 

千代 子 小 野 寺さん。 きいて 下さい。 夫 は 私 を 朝から 晚ま 

で 看視して、 そして 私に 少しの 自 おも 與 へて くれないの 

です。 夫に そんな こと をす る權 利が ある ものな のです か 

ね。 妻の 生きる よろこび を 全部 鸾 つてし まふ やうな。 そ 

して 自殺し ないで は ゐられ ないやうな 目にあ はせ る やう 
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な。 

英次 條は お前 を よろこばした くどん なに 思つ てゐ ろか、 

お前 は 知 つ て ゐる はづぢ やな い か。 お だ つ て 知 つて ゐて 

くわる わ。 

小！；！ 寺 知って ゐ る。 

英次 それな のに、 こいつ は、 こいつ は 僕 を 呪って ゐ るの 

だ。 そして 撲と j 緒に ゐろ 位いなら 死んだ 方が い i と 云 

ふの だ。 夫に とって こんな 侮-きがある だら、 つか。 (泣く) 

千代 子 私 だ つ て どんなに あなた を 愛さう としたで せう。 

だが 私に は そ の 力 はな い の です。 あなたの 要求が 無理す 

ぎる のです。 

英次 それなら 出て ゆけ。 

千代 子 出て ゆきます とも。 

小 寺 奥さん、 そんな iikl 鹿な こと は 云 ふ もの ぢゃ ありま 

せん。 

千代 子 それ だって 出て ゆけ と 云 ふので す もの。 私 だって 

こ k で 死ぬ の はい やです。 

英次 僕 だって 男 だ。 出て ゆけ。 

小 ISJ 寺 も そんな 馬薛な こと を 云 ふ もの ぢ やない。 千代 

子 さ んに ゆく さき の な い こ と は ^；だ つ て 知 つ て ゐ るぢ や 

英次 ゆくさき はいくら だって ある。 もう ゆくさきが 出來 


てゐ るから、 俺に iHlf を ふっかけ たのた よ。 

千代 子 そんな ことはありません。 私 は ゆくさきなん かな 

くた つてい、 のです。 

英次 ゆくさきの 心 あたりが なくた つ てお 前 は 出かける か 

千代 子 あなた^って、 私に ゆく さ，？ が あったら 出て ゆけ 

と はおつ しゃらないで せう。 

0ー人^1^见合ぜ て_^^笑すろ。) 

小 野 寺 だから 夫婦喧嘩 は 犬 も 喰 はない と 云 ふの だよ。 よ 

かった。 よかった。 どっちが わるい のか 知らないが、 兩 

方から 折れる の だね。 

英次 誰が 折れる もの か。 

千代 子 私 だって 折れ はしません。 

小 野 寺 あは -1 人&。 面白 い。 もつ と. ー嘩し たら い "だら 

う。 

英次 こんな 餘 計な じゃま 者が 入った から、 僕 は 折れても 

い 、 から、 お茶で も 入れて お い で。 

千代 子 はい。 

英次 一 昨晩 菊 を lai! つ て來た の を 一 つ 昆 ようか。 

小 i; 寺 あ、。 

(二人 S3 揚。) 

千代 子 (Is 白) あ \  、。 もう 少しの 處で のがれられる 所 
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を 私 はまた くもの 巢 にか 、 つ てし まった。 

—— S  I . 

二 

同 じ 室、 数 = 後の 午後、 千代 子 一 人て； 除して ねる。 

英次 入って くろ。 

千代 子 どうでした。 

英次 いやす ばらしい ものが あつたよ。 この頃 は畫 かきに 

な つたこと が 時々 心^くな つ たが い- - もの を 見る と 矢 張 

り^かき の 仕事 程た のしい 、立派な 仕事 はない と 思 ふね。 

S 今日 ST た の し く n を兑た こと はこの 頃 まるでな か 

つた。 支那に は a にす ぐれた 慰 家が ゐ ると 思 ふが、 曰 本 

だって 巾々 鹿に 出來な い。 今日 二つ 見た 雪 舟 なぞ は さ 

すがに すぐれた ものだった。 l&t 舟で も あんない V 畫を見 

たの は 始めて だった。 金が あったら ひたかった。 あい 

つ を EA つ てかけ てお いたら 隨分 仕事に 刺戟が 出來 ると 思 

つた。 兄 J.K が 東京に ゐ れば賈 ふこと をす k める の だが 

な。 北^道 ぢゃ仆 方がない。 霤 かき は その 人の 本 當の價 

ig がすぐ 世界的に わかる し、 後の 人に も わかって、 少し 

の いつはり も ゆるさな いから 氣持 がい X。 霤は 言葉と ち 

が つ て 嘘が つ けな いから〕. 風 持が い V 。  sa 守に 誰も 來 なか 

つた か。 


千代 子 たれ もい らっしゃ いません。 

英. jj< 俺 は 立派な 畫 かきに なりたい。 山が か きた くな つた。 

久しぶりに 旅行し て 見た い な： 金 は い くら ある。 

代 子 三十 圓 ST ためて あります。 

次 感心 だな。 それとも 逃げる w 意 かね。 

代 子 もうあき ら めました わ。 逃げて ゆく 虡も ありませ 

ん ものね。 

次 そ の 一 二十 圓を もら つても い、 かね。 

代 子 え. -。 

次 それなら 久しぶりで 旅行して、 山で も かきに ゆく か 

な。 

代 子 その 方が およろ しい わ。 身體 のために も。 

次 ge 守 はどうす る。 

代 子 弟に 來て もら ひませ う。 

,h< それ はい \ たらう。 それなら 明 曰 出かける よ。 

代 子 急ね。 

次 善 は 急げと 云 ふから ね。 之から 一寸 小 野 寺の 處へ行 

つてく るよ。 そして あいつに 俺の 元氣な 處を 見せて、 よ 

ろ こばして くる。 

千代 子 小 野 寺さん 御 安心な さるで せう。 私 も 小 野 寺さん 

の 處に御 一 緒に 行つ て いけなく つ て。 

英次 行かう。 行かう。 
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干 代 子 え \。 

英次 俺 はさう 柄に ない こと は考 へずに、 一心に 畫を かい 

て ゆきた くな つた。 

千代 子 あなた は 本 常に. ー儿 派な 畫 家になる わ。 

英次 大 へんお だてる ね。 

千代 子 (姻 •  ひろ やう！！) だって 何となく そんな 氣 がする 

の です よ。 

(二人 返 揚。) 

11 幕 11 

三 

词、 信 一 と 千代 子 話して ねろ。 

信 一 英次か ら たより は まだ ありま せんか。 

千代 子 ありません。 

信 1 どうして ゐ るので せう。 

千代 子 い ろく考 へて ゐ るの だ と 思 ひます。 私と 本當 に 

別れたがって をり ました。 御 仕事に 夢中に なつ て ゐらっ 

しゃる のか も 知れません。 

信 一 それで は又來 ます C 

千代 子 まだい \ぢ やありません か。 

信 一 僕 はこの 室で あなたと 二人 切りで ゐ るの はおち つか 

ない のです 。英次 がいつ 歸っ てく るか わかりません から。 


千代 子 大丈夫よ。 主人 は 本當は 9? して ゐ るので すから。 

信 一 病氣 です か。 それで あなた は 舞に ゆかない のです 

力 

千代 子 ゆきた くも 金が ありま せんから。 

信 一 金なら かします よ。 

千代 子 本 當は私 も 病人な のです よ。 明後日まで。 あなた 

が 東^に ゐ らっしゃる 間。 

信 1 それ はよ くありません ね。 

千代 子 それ だって 仕方が ありません わ。 尤も あなたが 私 

にどう しても 主人の 處へ ゆけ とおつ しゃれば、 私、 死ん 

でも ゆきます けど、 私 だ つ て 生きて ゐる たのしみが 少し 

はなく つて は。 私 はもう 主人の そばに ゐ るのに はもう 本 

當に 閉口して ゐ ますの。 さう 思 ふの は惡 いと 思 ふので す 

が、 愛 さう とすれば する ST 嫌氣が さして 來 ますの。 どう 

したっても 5 辛抱 は出來 ません のです が、 何處も ゆく 處 

はありません ものね。 それに 殺し 兼ねな い 樣子を 3^ せ る 

のです から。 あなたの 兄弟で ゐ ながら、 あなたと まるで 

ちがっ て私に執^^し切っ て下さるので、 私 はありが たい 

と は 思 ふので すが。 

信 一 僕 だつ て あなた を- して ゐ なか つ たら こんなに 苦勞 

はしません よ。 今度の 旅與菜 は隨分 あたって、 次ぎ 次ぎ 

と 申し込みが あつ た の です が 、 あなた の こ とが 氣 になつ 


愁愛 


て、 やっと 六 lu の 暇 をつ くって 歸 つて 来たので す。 之 か 

ら乂|^2:森の方 へ 出直さな けれ はなら な いので， 皆 私の 歸 

ると 云 ふのに 反對 だった のです が、 私 はそんな こと はき 

くわけに は ゆかった のです。 

-r 代 子 私が 死んだら 泣い て 下さる。 

i^l 僕 は あなた を 殺したくない のです。 そのために は ど 

んな ことで もします。 

千代 子 私 は あなたと 一 絡に. 死ねたら とよく 思 ふので す 

が、 あなた はそんな こと を考 へた こ と はな い で せう。 

0 一  僕 は あなたと ； 緒に 生きる 、 J とは考 へ ますが、 死ぬ 

こと は考 へた ことはありません。 

千代 子 私 は 幸福に 生きる と 云 ふ - 」 とを考 へた こと はあり 

ません。 もとは ありました けど。 始めて あなたに お 逢 ひ 

した S. はれ。 私 は あんなに Jte しい ことはありません でし 

た。 あれから いろくの ことが 起り ました わね。 

is  一  ^は あなたに あやまり たいこと だらけです。 

千代； 十 そんな ことはありません。 あなたが きて ゐられ 

るので すから。 それに こ、 に來 たの も、 私が 意久 地が な 

か つ たからです。 あなたの 家庭と Jjj: 譽と人 氣を氣 にして、 

私の 愛した の は あなたの； 9 さんだ と 見せかけよ うとした 

の がいけ なか つたの です。 しかし すんだ , J と は 仕方が あ 

りません わ。 あなた は 別と しても、 私達の 不幸 は 虚偽な 


愛 か らう まれた 結 5K- に すぎな いのです。 狂言 の 仕 損 ひで 

す。 誰も うらみ やう はない のです が。 

信 一 も、 「そんな 話 はよ しませう。 だが 私 はなんだ かこの 

室 はおち つかない のです。 

千代 子 あなた は氣が よわいの ね。 あなた は 幸福 だから だ 

わ。 私 は 生きて ゐる のがつ まりません から、 何にも 怖い 

ものはありません わ。 

信 一 英次の litm は 大した こと はない のです か。 

千代 子 え、、 大した こと はない のです。 私 は 二三 日の 内 

に は 1^ 氣が なほって ゆけ ると 思 ふ と 手紙 を 出し て お きま 

したから 安心です わ〕 あなたが 不意に 歸っ ていら つした 

こと を 聞いて 私 は どんなに うれしかった か、 あなたに は 

おわかりに ならないで せう。 何しろ JTl は 監督 づきで、 あ 

なた と はもう 一 生、 お n にか、 れ ないだら うと 思って ゐ 

ました。 

信 一 まだ 私達 は 若い の ですから。 

千代 子 だ つ て 私 はなが き は 出來 ない と 思 ひます わ。 今 

のま、 では。 主人が 私が as なくつ て も 生活が 出來る 時が 

來 なければ 私 は 本 常に 生きて ゐる のが、 い やになります 

わ。 

信 】 英次 はい、 人間 ぢゃ ありま せんか。 

千代 子 私 だって それ はよ く 知って ゐま すわ。 です が 入の 
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わるい あなたのお 節 を 見 てゐ ると 私 は 時間の たつの を 忘 

れて しまう のに、 あの方の 顔 や、 すがた を 見る と 本當に 

身ぶ る ひして しま ひます。 人間に とつ て 何が 不幸 だ と 云 

つ て 毛蟲ゃ 蛇と 问じ 室に すむ 程い やな もの はな い と 思 ひ 

ます わ。 ？；？ は 二三 月 前まで は それ 程に も S やはなかった の 

です が、 この頃 は 本 當に節 見る だけで もさむ 氣 がして し 

まひます。 之 は 腿で はない のです。 わるい と 思って ゐる 

のです けど。 主人の する ことなす こと、 又、 1^, 人の 云 ふ 1 

言 一句、 私 を 病的に 不愉快に してし まう のです。 どうし 

てです か、 私に はわ かりま せんが。 

信 一 それ は闲っ たも の です ね。 それが 本當 なら 別れる よ 

り 仕方がないで せう。 

千代 子 私 もさう 思 ひます の。 です けど 別れて どうしてい 

いの か。 

信 一 別れた さきのこと は 心配し ないでも い-. -で せう。 し 

かし 別れる 時が 心 K です ね。 

千代 子 別れる だけなら 私 はどうに でもなる と 思 ふので 

信 一 僕 は 弟が どんなに よわる か、 その こと を考 へ ない わ 

けに は ゆきません。 僕 は 弟 を 愛して ゐ ます。 自分 は 弟 を 

苦しめす ぎて そんな こと を 云 ふの は蟲 がよ ろしい がね。 

千代； 十 主人 は あなたの 死ぬ の を のぞんで ゐ ます。 


信 一 それ は本當 です か。 

千代 子 本當 です。 主人 は 三人の 内 誰か 死な、 ければ なら 

ない。 さう 云って ゐ ます。 そして 第一 にあな たの 死ぬ こ 

と を の ぞんで ゐる の です。 

0 1 それ も 無 理 はありません。 だ が 僕 は 今.；^ ん で やる わ 

けに は ゆきません よ。 

千代 子 主人 は 私の 死骸 を この カバ ンに 人れ たやう に 兄せ 

か け て あな た をお どかす こと をい つか Ig 劍に考 へ て ゐま 

し たよ。 そし て あなたが 私 を どの位 愛し て ゐ るか 兄た が 

つ てゐ ました。 

信 1 一種の 復饕 でもし ようふ 云 ふので せう。 あいつなら 

その 狂言 をう まくやり こなす でせ う。 なんだか、 不：； M 味 

な 所があります からね。 舞臺の 上で そんな 所 を あいつ に 

やらしたら 私よりも つとう まくやる だら うとよ く考 へ た 

ことがあります。 

千代 子 私 は 主人の こと はすつ かり 忘れて しま ひたいので 

す。 

一 あなた は隨分 やせ ましたね。 

代 子 みにく、 なり ましたれ。 

1 あなた を 僕 は 本 常に 幸福に した か つ た。 

代 子 主人 もよ くさう 申します。 

一 あなた こそ、 弟の こと を 忘れる ことが 出來 ない ので 
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すわ。 

千代 子 思 ひたくな いと 思 ふとな ほ 思 ひ Z.E します。 あの 入 

が 死んで くれたら と 私 はよ く 思 ひ ます。 しかし さう 思 へ 

ば 思 ふ 5^、 あの人 は 丈夫になります。 あんなに 心の 强ぃ 

人 は 滅多にありません ね。 呪 はれても、 呪 はれても 生き 

かへ つ てくろゃぅな方ね。^5-々！^味がゎるくなりますゎ。 

あなたの 弟さんに あんな 方が あるの は K. 思議です ね。 

信 一 誰か 來 たの ぢ やありません か。 

千代 子 鼠の 一 です わ。 何にも 怖い ことはありません わ。 

一 ー入切りでぉ^"5出來る時がくるとは思ひませ ん で し た 

わ。 私の 本 常に 心の底から 凍りつ いて ゐ た. 淋し さが、 だ 

ん だんとけ て來 ました わ。 人間 はこん なにも うれしく し 

て ゐられ るのに、 毎日 1$ 日、 いやな 思 ひして 生きて ゆか 

なければ ならない のでせ うか。 

信 1 そんな ことはありません。 

千代-十 私 は 地 にお ちても い、 -ゎ。 あなたと なら。 主人 

と  一 に 核 樂にゐ るより どんなに い、 でせ う。 

信！ そんな こと は 云 ふ ものではありません よ。 

千代 子 いつまでも ゆっくりして ゐ てい 、のでし よ。 私、 

お 酒 を はって 來ま すわ。 

信 一 今日は nl. く Jg ります よ。 

千代 子 そんな こと は 云 はないで 下さい。 せめて 今晚 だけ 


は 私 生命の 洗濯が した い の ですから。 

信 一 何 かたし かに 音が しました よ。 

千代 子 大丈夫で すよ。 鼠です よ。 あなたに 似合 はない の 

IN: 

信 一 傑 は 世界中で 弟が 怖い のです よ。 あい つの 顏を 見る 

と、 魂が 凍りつ きます。 

千代 子 私の 魂 はいつ でも 凍りつ いて ゐる わ。 (笑 ふ) 

信 一 たまりません ぬ。 

千代 子 私 を 一 緒に 旅行に つれていって 下さらな い 。 

信 一 弟 はどうし ます。 

千代 子 主人 は 男です から 自分で 生きて ゆく でせ う C 

信 一 それでも 病氣の 時 逃げる の はよ くありません よ。 

千代 子 今 逃げなければ 逃げられません わ。 私 だって 死ぬ 

の はい や です わ。 今 逃げなければ 私き つ と 殺されます。 

信 一  。 

千代 子 私 は 死んでも い- 1 の。 私 はもう 死に ものぐ る ひで 

すわ。 私 はもう 死んでも こ k にゐ るの はい やです。 私 を 

助けて 下さい。 私 を 生かして 下さい。 どうぞ 私 を 見殺し 

にしないで 下さい。 (信 1 の 膝 Li 泣 i.: ふす) 

信 一 さう 泣かない だって い \。 私 も あなた を S すわけ に 

は ゆかない。 あなたの 決心が 强ぃ なら 私も覺 を さめ ま 

す。 弟 だって まさか 死ぬ やうな こと はしますまい。 
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英次 俺が 歸っ て來 たの を うれしく 思つ てゐ るの かい。 

千代 子 そんな こと は 云 はなく つ た つ て わかつ てゐ ます 

英次 どうわ かって ゐ るの だ。 

千代 子 あなたのお よろしい やうに。 

英次 お前 は is たと 云 ふ 電報 を 受けと つて どんなに 心配 

し た か。 俺 はお 前の 病氣 がな ほ る やうに どんなに 神に 祈 

つ たか 。 そし て あん まり 心配に な つたの で 無理し て歸っ 

て來 た。 そして 俺 は 何 を 見せられ たの だ。 

千代 子 (1" 靜に) 私 だって i}^ ざたい のです。 

英次 俺 を^し て も 生きた いの か。 なせ 正 な こと を： おは 

ない の だ。 

千代 子 正直な こと を 云つ て 逃がして 下さる と は 思へ ませ 

ん からね。 

英次 兄 を よろこばせた のか。 

千代 子 それ はちが ひます。 信 一 さん は 私の ことが 心配に 

なった ので、 不意に 歸 つてい らっしゃった のです。 です 

がお そかれ はや かれ 私 は 今日の くるの を 知つ てゐ まし 

た。 又 待って ゐ ました。 

英次 お前 は 私の こと はなん とも 思 はない の だね。 

千代 子 あなた は 一 人で 生きて ゆけ る 方です。 

英次 の Is の 最中に 9: ないでも い、 ぢ やない か。 


千代 子 ありがたう。 ありがたう。 それで 私 本當に 生き か 

へ りました わ。 それなら 今日 之から 私、 用意し ますから、 

明 曰 の 朝 さそ ひ に來て 頂戴ね。 それ ま でに あと 始末し て 

おきます わ。 

信 一 「攻 知し ました。 それなら 今日は 之で 歸 ります。 

千代 子 それなら 明日 の 朝 九 時 頃き つ と來て 頂戴ね。 

信 一 え、、 來 ます。 それで は 又 明日。 

千代 子 本 當に私 うれしい わ。 今晩は 私 きっとね むれ ませ 

んゎ。 それで は 又 叫 ：！！ ね。 

信 一 それで はさよう なら。 

千代 子 それなら 私 も其處 まで ゆく わ。 

(二人 返 i 勿、 英次登 揚。 支那 カバ y の 上に 腰かけ、 氣 

味の わろ い 笑 ひ fj- すろ。 千代 子い そ， 登揚。 始め 氣 

がっかな いが、 ふと 氣が つき、 肆んチ めげ. てお どろく。 

辛うじて 氣結 せず、 勇氣. ^窗ひ 起して 戰 ひ.^ いどむ や 

う： IL  口な iv  、く.，」 

- いつお 歸り になった の。 

(つめたく) さっき。 

. 、反って度胸，^-すゑ) 御 lils はどう。 

お前の 病氣 はどう だ。 お前の 病 氣が氣 にな つ て 無理 

して 歸 つて 來 たの だ。 

千代 子 それ はありが たう。 


慾 愛 
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千代 子 あなた の 御 is もケ 病 だ と 云 ふこと は 知つ て ゐま 

した。 

英次 俺の 病 氣はケ iis ぢ やない。 

千代 子 それ だ つ て 旅行が 出來 ないから 來て くれと か い て 

あ つたの は^ぢ や ありませ んか。 

英次 驟 者はぢ つと してろ と 云った の だ。 だ が^はお 前の 

病氣 だと 云 ふ 電報 を晃 たら、 何んだ かお 前が 死に は しな 

いかと 思った の だ。 

千代 子 あなたが 歸 つてい らっしゃらなければ、 私 は 死ぬ 

やうな ことはありません。 

英次 俺 はお 前が 淋しく 一人でね てゐ ると 思った の だ。 

千代 子 1!3 一さん が歸 つて いらつ した こと を、 お 友達から 

でも 知ら せ て もら つて 歸っ ていら つし やった ので せう。 

英次 Mf それ は^だ リ 

千代： 十 あなた は 私の 死ぬ こと を のぞんで い ら つし つたく 

せして。 (- 泣く) 

英次 勝手に j^i け。 泣いた つて 誰が 同情して やる もの か。 

俺に はお 前の 心 はもう すっかり わかって しまった。 

千代 子 それたら^ 能に 別れる ことにし ませう ね。 

英次 0:H^ は 冷たく) お前が 兄と 手を切る ことが 誓へ る 

なら 俺 はわ かれ て やっても い、。 

千代 子 そんな さきのこと はわ かりません わ。 


(二人 K つて にらみ 合 ふ〕 

千代 子 そんな 顔した つて、 ちっとも 怖 かありません わ。 

英次 (.乂 ち 上リ〕 お前 はどうしても 俺から わかれる：. 湫な 

グ Ta/. 

代 子 それより 他 仕方はありません わ。 

次 俺が それ を 許す と 思 つて ゐる のか。 

代 子 許す も 許さない もない わ。 私 はどうし たって 出て 

ゆく こと にきめ たのです か ら。 

次 俺が：^ 知し ないでも か。 

代 子 え \。 

次 出られるなら 出て 見る がい. 1。 俺 はお 前 を 許せる だ 

け 許さう と 思 つ たが 、そして お前の 氣持を 察し て やれる 

だけお 〈し て やる つ もり だ つ たが、 もう 俺 もお 前の 侮辱に 

我 S:! が出來 なくなった。 

千代 子 我慢が 出來 なければ どうしょうと 云 ふの、 私 を 殺 

さう と -1; ム ふの。 私 を 殺して 生きて ゆけ ると 思って ゐ るの。 

牢屋に 入っても い \ の。 皆に 笑 はれても い &の。 それと 

も 無理心中で もしょうと 思って ゐ るの。 私 を 殺した あと 

のこと を考 へても、 私 を 殺さう と 云 ふの。 

英次  。 

千代 子 妻 は 夫の ものな の。 妻 は 夫の 奴隸 で、 夫が 殺して 

もい、 の。 又 夫が 妻 を 箱の なかに 押し こんで、 逃げる と 
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殺すな どと 云って それが 夫の 權 利の やうに 思 つて ゐる 

の。 私 だって どの位い あなた を 愛した く 思った かわかり 

ません わ。 です けど、 それ は 祌樣が 許して 下さらな かつ 

たので、 私に はどうす る こと も出來 なかった のです。 私 

は それ を 仕方がな い と 思 つ てゐ ます。 私 は あなたに 隨分 

すまない 氣 もしない ことはありません。 です けど、 私 は 

決心し ました。 それで は 之から おいと まします。 お 身 S 

を 大事に して 下さい。 

(千代 子、 錚 かに 退揚し うとす る。 その後ろ 姿.^ 憎 

0 の 目て 见 おくって. Q た英次 は とう/ \ 辛抱 が 出來ず 

lL と "ひか V ろ。 氣 s^! ひの やうに、 なぐろ。 千代 子 も遂 

に抵枋 する。 その 內に發 狂した やうに な リ英次 千代 子 

の 首.,. しめる。 千代 子 死ん てし ま-う。 それ-て もま だし 

ばらく しめながら、 へんな 笑 ひ？ 母 1^ 出す。 g= くし ズゃ 

つと 立ち上ろ。) 

英次 (死骸.^ 見つめながら 低い？ t て) 俺の した こと はや 

む を 得ない こと だ。 之より 他、 どうす る こと も出來 なか 

つた。 お前 は 殺される R 格の ある 奴 だ。 誰も 俺の した こ 

と を 尤と思 ふだら う。 靜 かに 死んで ゆけ。 

(英次 はおち つかない やうに 歩きながら 氣 述 ひの やう 

に 頭. ^ふつたり た V いたりし V 飞、 又 死^の 前 に^ち ど 

まり、 千代 子の 死に 叛.^ 見つめる。 英^ 不窓 にれ き 出 


す。) 

英次 (低い St て) お前 は 不幸な、 不幸な 女だった。 俺 は 

どんなに お前 を 幸福に してやりたかった か。 だが 俺， に は 

他に どうす る こと も出來 なかった。 南無 M 彌 陀佛。 南無 

阿 彌陀怫 …… 。 

(急に 英次は 千代 子の 死 ^に か V りつ さ た ほ 一 肝 泣 

告、 餌，^ 见、 急に 生告 かへ らした く 人 Hi: 吸 1^ やって 

見、 ます/、 も わて 出す。) 

■r パ _ .  I 


第 四 幕 

翌朝、 同じ 室、 英 次^つ き.，^ 央 なって 室の なか,^ う， C 

っ告、 力 パンの 前へ 來て 頭：^ S に すりつけろ やう^ 御 

辭 5^ ん- して は、 かきむしつ たリ すろ。 外て 信 1 

の 「千代 子さん」 と 呼ぷ聲 がする。 英 次の 態 使 にか 

は リカ パ ンの 上に 膜 かけろ。 

^  _ 千^ 子さん。 (と-,^びながら登^、英次と^^1^ゎはぜ 

ろ) 

(沈^、 お だ-に 心， かう か  > う。) 

英次 千代 子 は 今朝 早く 出かけ ましたよ。 お兄さんの 處へ 
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でもい つたの かと 思 ひました よ。 (沈^) 

i5i お前 はいつ 歸 つて 來 たの だ。 

英. r ベ お兄さん はいつ 歸 つて 来たので す。 

信 一 二三 C 前 だ。 

英次 私 は昨晚 おそく 歸 つて 来ました よ。 お兄さんが 東京 

にゐ らっしゃる こと は 少しも 知りませんでした。 千代 子 

は 何にも 云 ひませんで したから。 

信 一 それで 俺の 處へ來 たと 思った のかい。 

S お兄さんの， 隙 をき くと すぐ さう 思った のです。 千代 

子 は ゆきませんでした か。 

0 一  來 なかった よ。 

英次 木 常です か。 

信 1 來れば 千代 子さん なぞと 呼び はしない だら う。 

英次 わざとお 呼びに なった のかと 思ったです よ。 

ほ 一 嘘つ くの はお 前の 方が 上手ら しいな。 

英次 芝： US する - ^ とで はお 兄さん に は 叶 ひ ません よ。 

信 一 どう だかね。 千代 子 は 何時頃 出かけた の だ。 

巧 次 六 時 頃で せう。 

』 お 一 何て 云って 出た の だ。 

英次 一寸、 其處 まで ゆく と 云って 出かけた ま气 まだ 歸 

つて 來 ません。 

は 一 それ は本當 かい。 


英次 どっちで すかね。 何しろ 千代 子 は 居ない のです。 

信 一 さう か。 (退場、 まもなく 登 51) 千代 子の 下駄が あ 

るよ." 

英次 他の 下駄 を はいて 行った のでせ う。 まさか 足袋 裸足 

では 出かけな いでせ うから。 

お前 は 昨夜、 ねなかった ね。 

僕 は Is, 颯 なのです よ。 大した ことはありません が。 

それ はいけ ない ね。 

g£ 者に 旅： t する こと は 禁じられて ゐ たのです が、 千 

代 子から 病 .ぉ だと 云 ふ 電報が 來た の でび つ くりし て歸っ 

て來 たのです が、 反って £k 體に はよ かった やうです、 少 

しも わるく はなら な いやう です。 

一 千代 子さん は B だった のか。 

次 お兄さん は 御存知な いのです か。 もう 千代 子 も病氣 

はい k さう で 、 今朝 早くから 起き て さむ いのに 外へ 出て 

ゆき ました から、 さう 惡 いこと はない ので せ う， - 

千代 子さん はお 前に 殺される こと を 恐れて ゐ たよ。 

自 (刀に しい ことがある からでせ う。 

お前 は 千代 子さん を どんな 人間と 思 ふかね。 

それ はお 兄さんに 閗 きたい 處で すね。 しかし わるい 

女と は 思って ゐ ません。 あまり 正直す ぎる 女と は 思 ひま 

すがね。 人間 はま だ 正直に なり 過ぎて はいけ ないやう で 
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信 一 おそす ぎた かね。 

英次 何が です。 

信 一 俺 は 千代 子 を 生かして おきたかった の だよ。 

英次 千代 子 は 死んで はゐ ません よ。 

信  一 (i ろ： んて) 本當 かね。 まさか 嘘 はっく まいね。 

英，， ベ あは W  \  。 お兄さん は 僕が 千代 子 を 殺した か と 思 

つて ゐ るので すか。 

信 一 どうも 俺に はさう としか 3:.5 へ な い 。 

英次 あは ^ V 。 お兄さん は 千代 子が 僕に 殺される 资 格が 

あろ と 思 つ て ゐる の です ね。 僕に 人殺しが 出來る と 思 つ 

て ゐる の です か 。 僕 は 今日 の やうな 場面に 何度も 逢 つ た 

やうな 氣 がします よ。 それにしても 千代 子の, り はお そ 

いです ね。 

信 1 喧嘩で もし て 出て 行 つたの か。 

英次 少し は 云 ひ あ ひ をし ましたよ，) 僕が 歸 つて 來 ても少 

しもよろ こばな い の ですからね。 反つ て 迷惑 さうな 顔 を 

して ゐ ました からね。 僕 だって 氣持 よく は 思 ひませんで 

した。 それでつ い 荒い こと を 云 ひ、 少し は 手荒い こと を 

したので すが、 いつもの ことです から その 內歸っ てぐ る 

と は 思つ てゐ るので す。 

信 一 何處へ 行った か、 あて はない の だね。 


英次 僕に は あてはありません" 二三 十 圓 の 金 は 持って行 

つ たか も 知れません がね。 どうせす ぐ歸っ てく るで せう。 

信 一 許し て くれ。 俺 はお 前が 本當に 殺した のかと 思つ た 

の だ。 しかし 千代 子さん は 生きて ゐて くれたと は、 あり 

がたい。 僕 はお 前に 心から 禮を云 ふよ。 俺 はお 前の 顔 を 

見た 時、 ぞっとし たよ。 おそす ぎた と 思った よ。 どうし 

てい & かわからなかった。 

英次 お兄さん は 千代 子 を 侯の 手から 奪 はう と 思つ てゐる 

のでし よ。 

信 一 そんな こと はない。 僕 は 千代 子さん を 愛して ゐ ない 

と は 云 はない。 しかし それ 以上、 千代 子さん の 死ぬ こと 

を 恐れて ゐ たの だ。 あんまり 殺され さうな こと 許り 云 つ 

てく るの だからね。 俺も氣 にならない わけに は ゆかな か 

つた。 千代 子さん をお 前に 世話した の は 俺 だから、 俺に 

責任が ある やうな 氣 がする し 、 それにお 前 を 人殺し にす 

るの はい や だからね。 人殺しに なつ て はた まらない から 

ね。 ぉ前がそんなことをする人^！とは思はなぃが、 さつ 

、さのお〉 S の 顔に はお どろ いたよ。 

英次 だってお 兄さん は、 私の 留守な の を 知って ゐら つし 

やる はづなの に、 千代 子の 名 を 云つ て 入って いらっしゃ 

つたので すから ね。 

信 一 わろ かった よ。 わるかった よ。 昨ニ仪 なんだか いやな 
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い。 半； きて ゐる入 間 は 死ぬ の は 嫌 ひなの は 當然だ からね。 

英次 だ が 死 の 關所を こした もの は 平和 だ と 思 ひ ますね。 

死んだ もの を 生かす と 云 ふこと は、 ； S:H きて ゐる もの 、執 

着と して は尤 です が、 死んだ もの に はありが ため いわく 

です ね。 

信 一 だが生き1^1!ってしまぅと、又ょろこぶのが入情だね。 

英次 それ はもう 生きて しまったから でしよ。 死んで しま 

つて 生き か へらない もの を 時々 僕 は 羨 やましく 思 ひます 

よ 0 

信 一 千代 子さん が歸っ て來 たらしい ね。 

英次 千代 子に 何 か 用が あるので すか。 

信 一 いや 一 寸 S1 つ て來 たかと 思った の だ。 

英次 もう ぢ き歸 つてく るで せう。 九 時 頃に 一 寸 用が ある 

やうに 云って ゐ ましたから ね。 

信 一 さう か。 もう. ぢ，？ 十 時になる よ。 

英次 何處へ 行った のです かね。 も うぢき 歸 つてく るで せ 

信 一 本當に 千代 子さん は 生きて ゐ るの だね。 

英次 お兄さん は 疑 ひ 深いの です ね。 

信 一 お前の 表情の 内に、 俺の 腑 におち ない ものが あるか 

らね。 お前 は正展 もの で、 いつもお 前の 一お 情と、 言葉と は 

一 致し て ゐ たが、 今日 の お前の 表情 は 四分五裂し てゐ る， - 
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英次 お兄さんに 對 する 私の 感情が どんな もの か 知らな い 

からです。 僕 はお 兄さん を 憎んで ゐる。 そのく せ 愛して 

. ゐる。 輕 蔑し 切って ゐる。 そのく せ 尊敬し 切って ゐる。 

正. まに 云って 僕 はお 兄さんの 顔 を 見たくない のです。 そ 

のく せお 兄さんの ことが 氣 になる のです。 お兄さんが こ 

こに ゐるこ と を 僕 は 嫌つ てゐ る。 だが お 兄さんが こ. -か 

ら 出て ゆけば、 千代 子と 何處か で 逢 ひさうな ilK がして お 

兄さん を い つ まで も ひきつけ てお きた い の です。 僕の 表 

情が 一 つで な いのは 當然 です。 私の 留守に お兄さん はい 

そいで 歸 つてい らっしゃ つたの ですから リ 

信 一 お前が. 留守 だと 云 ふこと は 俺 は 知らな か つ た" 

英次 本當 です か。 

信 一 それ は本當 だよ。 

英次 でも 僕の 留守に こ、 に 上って 行った こと は事寶 でせ 

、つ。 僕の 留守 を 知って こ、 に 上り 込んで、 溪の歸 つてく 

るの を 恐れて いらつ した こと はない とに 云へ ないで せ 

、つ。 私 はこん な 空想 をす ると、 身 を 八つ ざき にされ る や 

うです よ。 Ef- と 女、 夫婦、 他の 人の 立ち入る こと を絕對 

に 嫌ふ氣 持、 お兄さん はさう 云 ふ氣持 はお わかりに なら 

ないで せう。 泥棒 猫の やうに しのびこんで、 あとで 口 を 

ふさいで おけば い、 と 云 ふ 琉儀は 僕. は隨 ひなので す。 ま 

し て それが 血が つ いて ゐる 人 だ とね。 なほ 我 fS が出來 


な いもの です。 僕 は 嫉妬 は い 、もの たと は 思つ て もませ 

ん がね。 肉親の それ も 不具の. 弟に 嫉妬 を させ る の は 罪が 

淺 いと は 云へ ません ね。 ね、 お兄さん はさう お 思 ひに な 

りません か-) 僕 は 一度 思 ひ 切って いろ/ \ のこと をお 兄 

さん に 云って 見たかった のです よ。 です けど はつ 切り 證 

據を つかんだ と 云 ふわけ でもなかった のです し、 そんな 

こと を JfS ふの は 男と して 恥づ べき こと、 思 ひ ま し た か 

ら、 辛抱 出來る だけ 辛抱した のです。 お兄さん、 この 撲 

の 氣持 を、 十二分に 味 はって 下さ い 。 

1  。 

次 お兄さん。 お兄さん は 僕 を 人殺しと 云 ひました ね。 

一 そんな こと は 云 はない" 

次 さっき さう お つ しゃいました！ 

一 人殺し はよ くないと 云. つた^け だ。 

次 それなら 姦通 はい」 の です か 。  > ぶ 通 は。 

一 よして くれ。 そんな 風 をして 强 31 する の は。 

次 私が 精神 上に うけた 苦痛に くらべれば、 お兄さんの 

罰 は 重 い と は 云 へ ません よ。 

一  なんとで も 云 ふが い、。 お前が さう 云 ふ 態度で 出る 

なら、 も 正 la に 云 ふよ。 俺 はお 前に 同情して 千， if! 子 さ 

んを お前に や つ たの だ。 それが 俺の 一 番の しくじり だ つ 

たの だ。 自分の 愛して ゐる女 を、 愛して ゐ ない 男に 世話 
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した。 それが 傑の 一番の 罪だった。 その他の 罪 は そム： i 

eK にすぎない。 お前 は それ を 知って ゐ たは づだ。 そわ.. 

もお 前 は 結婚した が つ たの だ。 それが お前の 罪で あり、 

罰で あつたの だ。 一 人の 男 は 二人の 女 を 愛する こと はよ 

くない。 そのために 愛しない 男に 世話 r- た。 二人の 女 を 

愛する 方が I 非が SSl いか。 愛しな い 男に 女 を 世話す る 罪が 

いか、 お前に はわ かる かね。 俺 は？^ 樂者 かも 知れない。 

し か し 自分 を 愛し な い 女 を 自分 のわきに カン 禁 した こと 

はない、 それ こそ 一番、 男らしくな いこと だと 思って ゐ 

るよ。 

英次 あは  >1 -1  、。 理窟 は ど、 つで もつ くもので すね。 し 

か し 僕 は 、 妻 は 僕を她 ひながら 矢張り 僕 を 愛し て ゐ て く 

れた と M つ て ゐ ますよ 。 お兄さん がいくら 何と おっしゃ 

つたって ね。 千代 子 は 矢張り 俱の ものです。 お兄さんの 

ものではありません。 

信 一 千代 子さん を 殺さない^ りそんな こと は出來 ない。 

英次 それなら 千代 子 を 殺す 許りです。 

^ 一  千代 子 を 殺す？ そんな 鹿が あるか。 千代 子 を 殺 

したら お： ig. た つ て iH,*v て は ゐられ ない ぞ。 

英次 餘計 なお 佻 話です。 僕 は 生きて ゆきます よ。 僕に は 

大 察な 仕事が あり ます か らね。 

化 一 人殺しと 云 ふ 名 は、 どの位 ゐ 恐ろしい 名 か 知って ゐ 


るか。 その 名が 一生お 前に ついては なれない そ。 どんな 

時で も、 一 人ゐる 所では 殺された 者が 生きて 來て、 その 

人の E に 姿 を せ る だら う。 そし て 全世界 は その 人に 向 

つ て 叫び かける だら う。 人殺し - 人殺し、 人殺し つ てね。 

(强 S3 すろ やうに) 人 1.5^ し、 人殺し、 人殺し、 人殺し、 

人殺しつ てね。 人間の 生命， それ も 若く つて、 生きた が 

つ てゐる 命 を 無理に たち 切った もの は、 一 生 呪 はれる 

にち が ひない。 人^し、 人殺し、 人殺しつ てね。 

英^ いくら 呪 はれた つて かま ひません e 僕 は 千代 子 を あ 

なた に はわた しません。 

信 一 (靜 かに) お前 は 人殺し だね。 お前 は 千代 子 を やつ 

つけて しまったの だら う。 

英次 そんな ことはありません。 

信 一 それなら 、 その カバ ン を あけ て くれ。 開け る こと は 

出来まい。 

^ そんな おどしに は のらない。 

一 それなら 訴 へても い- -か。 

^ 千代 子が 牛 一き てゐ たら どうします かね。 

一 そしたら、 俺 はお 前. になんでも やる ょリ 

ヌ いのち もです か。 

1 千代 子さん がそれ でなければ 生きて ゆけ な い と 云 ふ 

なら 生命で もやる よ。 
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英次 そんなに 千代 子 をお 兄さん は 愛して ゐ るので すか。 

信 1 俺 は どうし て か、 あいつが 可哀 さう で ； id 方が な い の 

だ。 今 死なして は あんまり 可哀 さう だ。 

英次 でも 死んで しまへば 同じです よ。 

信 一 英次、 許して くれ、 たのむ、 あいつ は 生かして やつ 

て くれ。 俺 は あいつに 死なれて は 本當に 困る の だ。 

英次 大丈夫です。 殺す やうな こと はしません から。 

信 一 ありがたう。 それ をき いて 安心した よ、 それなら 又 

あとでく るよ。 

英次 千代 子に もしお 逢 ひで したら、 私 はも、 つ 怒って はゐ 

ない と さう お つし やって 下さ い。 そして すぐ 歸ろ やうに 

さう お つ しゃ つ て 下さ い。 

信 一 承知した よ。 本當 にお 前に 何と 禮を云 つてい、 かわ 

からない。 之で 俺 も 安心して 旅興行に も 出られる。 

英次 いつ 行く のです か。 

信 一 明後日 どうしても ゆかなければ ならない。 

(信 一 退場、 英次 送って ゆく。 英次 登場。) 

英次 あ. -、 つかれて しまつ た。 もう 何も 考 へ る 力 もな い 。 

(ぷっ 倒れろ やう： 11;:;^ る。) 

二 

悪夢の 揚、 うすぐらい 塔の 一室、 英次 塔の なかに 迷 ひ 


込ん て くろ。 

英次 (あ；^ リ，^ 注意しながら) こ i まで 逃げれば 安心 

だ 。(奥へ 入らう とすろ。 扉 ^Er つと しまる。 英次 おどろい 

てた ち どまろ。 扉に 大きく 「人殺し！」 と 云 ふ 字が あら 

はれろ。 同時に 室の 壁 LL 「人殺し」 と 云 ふ 字が、 もつ ち 

、、つちに もら はれて 消える。 まもなく 全部 消えろ〕 俺 は 

たうとう 人殺しに なつ てし まった。 俺の 歷史に は 人殺し 

の燒 印が よくお されて しまつ て、 いくら どうしても 消す 

ことが 出來 ない の だ。 あつ、 俺の 手に 血が ついて ゐる。 

血が つく わけはな いのに。 あ V 水が あった。 (大急 ざて 洗 

ふ) 消えない、 消えない、 益々 はっきりして くる "神様、 

S, お許し 下さい。 お許し 下さい。 この 手の 血 を 消し 

て 下さい。 (あわて、 洗って 明リの 所へ もっていって 兄 

ろ。 ますます 手が 赤くなる。 氣 がくる ふやう に 手,. J- あら 

う。 始め 片手だった の だが、 兩手 まてが 赤くな ろ) 許し 

て 下さ い、 許して 下さい。 あ W 、 どうしたら い 、 だら 

う。 (又 人殺し！ の 字が あら はれたり 消えた リ すろ。 

はます く 赤くな ろ。 ますく あわてろ。 人殺し！ 人 

殺し！ 人殺し！ の It が^え てく る。 逃げ やうと すろ が、 

四方の 扉が か. n くと ざして 逃げ道がない。 驅 け-つり まわ 

ろ) 助けて、 助けて！ (、、の S- 1 人の 女う. つく  i< つ；： ま 

まの 姿.^ わら はす。 英次 a がっさ、 不觳 味に 思 ひ 注 li す 
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る。 女 泣いて ねる。 英次 そばに よ リ同愤 して) 

英次 何 を 泣いて ゐ るので す。 何 か 悲しい ことがあ るので 

力 

(女^って 泣いて ねる。 英次 肩に 手.^ かけて 慰め。) 

英次 どうした のです C どうした のです。 

(女、 額 あける、 目 も 奥 もない。) 

英次 あつ。 (あとず さリ すろ) 

女 人殺し、 あは、 V  、人殺し 、あは」 、&。 

英次 助けて、 助けて！  げ 廻ろ) 

(不 il お 1： 扉 あく、 英次其 返からの がれ やうと すろ。 千 

代 子 ft 背 な^し て 北； に 立って ねる。) 

英次 (その 前 に 跪 づき) 許して 下さい。 許して 下さい。 

千代 子 英 次さん。 私 は 最後に、 私 は 矢張り あなた を 愛し 

てゐ ると 云 ひたかった， のよ。 それな のに あなた は 私の 喉 

をし めて 私に 何も；； ム はさなかった のね。 私が 云 ひたく つ 

て；： ム ひたく つて 仕方がなかった こと をね。 

英次 許して ド さい。 許して 下さい。 

千代 子 だってい くら 私が 許して ゐ ると 云 ひた くった つ 

て、 あなた はお をし めて 私に 一 こと も 云 はして は 下さら 

なかった のね。 

英次 許して 下さい。 許して 下さい J 

千代 子 さあ 許し て あげ る わ。 だから 私に つい て いらつ L 


やい。 (手 1^ 出す) 

英次 いやです。 いやです。 僕 は 死にた く はない のです。 

千代 子 英 次さん。 私 だって 死にた くはなかった のよ。 さ 

あ 一緒にい らっしゃい。 

女 人殺し、 人殺し、 あは k  &、。 

英次 あ X。 (倒れ やうと する) 

(千代 子、 英次か 引ば リこ まう とする、 英次 のがれ や 

うとす る。 その 爭 ひの 最中 菊の花と 紅葉が 散って くる。 

千代 子 少し うれし さうな 叛に なる。) 

小 野 寺の It 野中 君し つかりく！ 野中：！；^ 野中 君し つか 

り！ しっかり！ 

(英 次、 千代 子の 手から やっとの がれる。) 

三 

英 次の 室、 英次 倒れた ま、。 信 一 と 小 野 寺 登揚。 

一 あつ。 

野 寺 どうした のです。 

一 (英 次の そばに かけ i ろ) 英次！ 英次 ！ 

寺 どうした のです。 

一 大丈夫です。 iH きて ゐ ます。 

(英 次、 うなされる。) 

信 一 英次！ いや、 英次 はこの ま、 にして 今の 内 に カバ 
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.ン を しらべて 見 ませう。 千代 子さん は 僕の 處へ も、 あな 

たの 處に も來 なかった とすると、 どうも 僕の 恐れて ゐた 

ことが 起った としか 思へ ません。 

小 野 寺 そんな こと はないで せ、 つ 0 

信 一 千代 子さん は 何 かこと が あったら あなたの 所へ ゆく 

はづ です。 それが あなたの 所へ ゆかない 所 を 3^ ると、 そ 

し て 弟の さっきの 表情と てり あはす と、 百が 百まで 僕の 

想像 は あたって ゐ ます。 

小 寺 それでも あなた をお どかす やうな こと を 云 つ てゐ 

ました。 

信 一 それ は 千代 子さん から 聞きました。 しかし あれが も 

しお どし だったら、 弟 は 役者と して 天才 以上です。 僕な 

んか足 もとに も 及びません： 人間に、 あんなお 言が 出来 

ると は 思へ ません。 カバ ンを あければ、 十が 十まで 私の 

想像が あたって ゐ ます。 思 ひ 切って あけて 見 ませう。 

小 野 寺 あけて 見て 何 か 他の もので も 入って ゐ たら。 

信 一 そしたら 私 は どんなに よろこぶ でせ う。 なんでもお 

ごり ますよ。 僕 は 死んでも い、 から、 あいつ は 生かして 

おきたかった のです。 しかし 恐らく 生 *; てはゐ ません。 

(カバンん-あけ やうと する。 もから ない。 中. vJ- 注意し 

て判斷 しゃう と 思って あけて 見やう とする。) 

信 1 何處 かに カギ はありません かね。 


寺 英次 君が 持って ゐ ろので せう。 

さがして くれません か。 

寺 どうも 氣 になります。 

しかし もし このな かに 死 鬆が入 つて ゐ たら、 このま 

までおく わけに は ゆきません。 どうにかし なければ、 英 

次 一 人で はかつ ぎ 出す こと も 出来ません。 僕は英 次の 一 

生 を 人殺し として 葬り た くはありません。 

小 野 寺 どうも 氣が ひけます がさが して 兑 ませう-" 死骸が 

出 て も あなた は 英次君 を 15 みま せんか。 

信 一 それ は 憎みます。 復譬 がした くなる かも 知れません。 

です が、 僕 は 死んで しまった ものに とって は 復 譬 は 何 に 

もなら ない こと を 知って ゐ ます。 それに ェ ゴィ スト の 話 

です が、 僕の 名譽も 重んじます。 復譬 する！ 氣 はあり ま 

せ ん 。もしもの , J とが あれば 弟 だけ で も 助け て やり ます。 

小 野 寺 それ を 聞いて 安心し ました。 

信 一 あなた も 矢張り、 僕と 11 じ考 へ です か 。 このな かに 

死骸が 入って ゐ ると あなた も 思 ひます か。 

小 野 寺 十が 八まで は 思 ひます。 

信 一 十が 八まで \ すか * まだ 望みが あると 思って ゐ るの 

です か。 

小 野 寺 え 、 、 侯 はま だ 望み をお い て 居ます。 今にも 千代 

子さん が歸っ てく る。 
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信 一 千代 子さん が歸 つてく る。 僕 はもう そんな 0? みはす 

て  > -ゐ ます。 カギ はありません か。 

小 寺 ありました。 右の 手に ちゃんと 持って ゐ ます。 

0 ^ 持った ま k 倒れて ゐ るので すか。 いよ/ \ 望 みは あ 

りません ね。 

(英 次-つな される じ 

小 寺 あの as をき くと 望みが ありま せんね。 

^  _ いよく 恐れて ゐ たこと が來 たのです ね。 

小^^!- (カギ 1 か 持ち) あなたが あけます か。 

信  一 ^に は あける * あ M はありません。 どうか あけて 下さ 

僕 だって そんな SR 氣 はありません。 

倌 一 どうか、 そんな こと を 云 はないで。 

小 寺 ともかく あけずに すませる と 云 ふわけ にも ゆき ま 

せんから、 あけ て 笑 ひ 話です めば よ ろしい が。 

.^ 一  そんな IS? 望の ある こと は 云 はないで 下さい。 

^$  (力 ギ 1^ もけ る) ふた を あけます よ。 

一  まって 下さい。 私 はとり 亂 したくありません から。 

(目,^ つむり 祈る〕 ど. つか" 

小 W 寺 (めけ て) あつ！ 

0 一  矢張り、 矢張り、. 本當 でした ね。 あ \  i  、 こんな、 

こんな 31 を やうと は。 (泣. V 、出す) 不幸な 奴た。 本當に 


本當に 不幸な 奴です。 弟 も 馬鹿す ぎます。 だが 之 も 皆、 

僕が わるかった のです。 僕 はどうし てい、 かわかり ませ 

ん。 S くン 仕方が ありません。 すんだ ことです。 とり 返 

しのつ かない こ とが 出來 たも の です。 生き か へ る 見込 は 

ないで せう ね。 

小|^寺 (目，^ しらべ^り、 他ん、 しらべ；，： りして， Q たが) 

ありません。 もうお 死に  > なつてから 十 時間 以上た つて 

ゐ るで せう。 

信 一 馬鹿です。 馬鹿です。 まさか こんな 馬鹿な こと はし 

まいと 思って ゐ ました。 です が やむ を 「おません。 私達 は 

生きて ゆか なければ なりません か ら。 ( ；北骸 -,1a 拌す る 。 

死 K の 前に 雨 手， かついて ぉ辭 儀す る〕 許して くれ。 千代 

子さん。 ，5 のな た を >  J んな 目にあ はした、 不甲斐な い 私 を。 

(や) 

小 Si 寺 それなら ふた をし ますよ。 

0 一  どうか。 

小 野 寺 ど、 つし ませう かね。 

信 一 之 は 僕が もら つ て ゆきます。 

小 酔 寺 大丈夫で すか。 

信 一 大丈夫です。 僕に はいろ くの 仲 がゐ ます。 英次 

の こと は あなたに お任せし ます。 自動車 を よんで 来ます 

から。 
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(退 揚。) 

小 野 寺 あ kk。 こんな ことが 前世に 起った ことがあ りさ 

うだ。 今の 時代の 話で はなさ、 うだ。 千^ 子さん。 千代 

子さん" 皆 を 皆 を、 許して やって 下さい。 そして どうす 

る - .- とも 出來 なか つ た 私達 を 許し て 下さ い 。 

(英 次うな されろ。) 

小 K 寺 英 K 〈君！ 英次 君。 

(額 ii さはって 見、 おどる いて fsis,^ 出し ズ來 て、 

せ、 水.^ くんて おて 頭ん-ひやす。 信 一、 菊の花と 11^^ 

した もみ V の权. ^もって 登 3r 默 つて カバ ンん 、開け、 

花と 築て うづめ、 默禱 し、 カバ ンの ふた，^ し、 か： i 

かけ C) 

信 一 さあ、 やって 來て 手つ だって くれ 玉 へ 。 

(男 二人 登場。) 

信 1 この カバン だ》 

(男 つ て 力 バ ン .^J, 趣 んて返 揚。) 

1 . S\ 「力あります か。 

野 寺 隨分 高い やうです。 

一 それなら iJK の 友人に 信用の 出 來る醫 者が ゐ ますから 

電話 を かけ ませう。 何んでも うちあけ て 安心な 男です。 

弟は大 馬鹿者で すが、 生かして やりた く 思 ひます。 よろ 

しく 顏 ひます。 


小 i; 寺 出來る だけ はやります。 (看病しながら〕 

信 一 それ を 何つ て 安心し ました。 それで は失醴 します。 

(二人 丁寧 にわい さっすろ。 信 一 INSIST 英 次うな され 

る。) 

小 野 寺 しっかり、 しっかり、 氣を たしかに J 

英次 (やっと 半ば 目 1^ さもし) あ、 小 野 寺、 來て くれた 

のか。 (力 バ y の なくなった の _1L 氣 がっき) カバ ンは、 力 

バ ン はどうした。 

小 寺 ^の 兄さんが あとし ま つ をつ けて くれる ことにな 

つて 持って いつ た。 死骸の こ と は 安心す るが い 、 。 

英次 s« は みんな 知った のか。 

(小 野 寺、 合點 して 見ぜ る。) 

それ で 君 は 僕 をす て な いの か。 

寺 ます/ \捨 てない。 

(二人 額. ^兄 あ はぜる。) 

英次 ありがたう。 

(英次 泣き出す。) 

— 幕 11 
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. れを 他人に 敎は つたつ て だ めだよ。 肉 分で if 足す るまで 

追求し なければ。 

東 庭の 松 を 見て ゐ ると 實に 美しく 思 ふので す。 かくと 少 

しも 美しくない のです。 

英次 それ は まだ 苦心が たり な いの だよ。 僕 だ つ て まだ だ 

めだ 。 毎 H 少 しづ つ おし て ゆ くだ けだよ。 

東 先生 は 私達と： r じ 具 を つかって ゐら つ し やる の に貲 

に，： 自在の 色 を 出される の に お どろき ます。 

英次 の 効 だよ。 僕なん か の ® 位ゐに は： おの 半分 も自 

由に かけなかった。 この頃の 若い 人の 進歩の 早い のにお 

どろく. - 

朿 この さは どうしたら 出る のでせ う。 どうも さえて こな 

いのです。 

英次 色と 色との 關係 がよくな いの だよ。 かう すれば 少し 

はい、 色になる。 

ま 本當 です ね。 

英次 色と 云 ふ もの はお 互に 助けち つ て 美しくなる もの だ 

よ。 人間と 问 じこと だよ。 どっちの 色 を 殺しても 駄 1H だ 

よ。 どの 色 もい きなければ。 

朿 しかし それが 中々、 さう うまく は ゆきません ね。 

英次 あたりまい だよ。 なんだ つて 修業が ゐ るよ。 のらく 

らして うまくなら、 r- と 思った つて 駄目 さ。 


或るま§^-の主 

『愛慾 後 R 譚』 


英次の 、な资 室" 英 次お.^ かいて わろ、 束、 窓から 

is!.,^ 兌て かい-、 ねろ。 

先生。 

次 なんだ。 

先生。 僕に はどうし て も 松雜の 色が 出な い の です がね。 

次 それ は.：： c 分で ェ 風す るが ぃ&。 君の 目 にどう 見える 

かね。 n かげの 松葉と、 日の あたろ 松 若い 木の 松葉 

の 色と、 A 木の 松？^ の 色、 そのお 互の 關 係の 面白さ。 そ 
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木當 です ね。 僕 は 先生 の 勉强 家な の にお どろき ます。 

次 俊に は 他の たのしみ はない からね" 

本 當に 先生 は 羨 やましい と 田 島 ともよく 話します。 

次 羨 やましい 人間なん て ある もの ぢ やない。 

だ つ て 誰 だ つて 先生の 霤を ほめない 人はありません。 

次 僕 は どんなに 惡ロを 云 はれても セム シ でな か つたこ 

と を のぞむ ね。 か、 つ 云ったら 君 は ニー：： n も あるまい。 だが 

セ ム シ でな か つ たら 僕 は 、 J んな箦 はかけ なか つ たらう。 

口 ー トレ， -クの やうに ね。 

先生 は 少しも ひねくれ て はゐら つ し やらな い 。 

次 あたりまい さ。 自然の 美し さは 僕に ひねくれる こと 

を 許さな いの だ" だが 薛 はや V もす ると ひねくれ るの を 

恐れて ゐろ。 

先 は 隨分禪 を お やり になった の です つ てね。 

次 なに、 なま かぢり だよ。 だが ftii! なんかの 傳は よむ 

と い --。 少なくも 勉强 家になる 猛心を 起して くれる。 

それで は 私 も よんで 見 ませう。 

次 よんで 見た まい。 僕の 處に 本が ある はづ だ。 

白 隱は勉 强家だ つたの です か 。 

次 日本人に は 珍ら しい 勉強家 だね、 その 修業に 熱心な 

こと >-、 こまかい ことに はお どろくべき-所が あるよ。 僕 

も 時々 よんで 見て 勇氣を 得る。 少しで も敎 はりたい こと 


が あれば 千里 を 遠し としない。 又 得た も の を寶 際に 生か 

す 、 J とが 出來な い 間 は 少しも „;f 足しな い。 すっかり fi: 分 

を 自分の 理想的 人物に きづき 上げなければ おさまらな い 

所. か ある。 

さう です かね" 

俺た ち も 之から だよ。 

さう です ね。 僕 も 一 生 懸命に なって やります よ。 

： 自分 を 信じて 進んで ゆかなければ いけない。 敎 はる 

もの は 遠慮なく 敎 はるが い 、が、 自分の 心と 頭と 目 だけ 

は.： H 分の ものにして お かなければ いけな い 。 

東 さう です ね。 若い とつい、 他の 人の 議論に 動かされ ま 

す。 

英次 足さへ 地面から はなれなければ、 たまに、 つかれる の 

もい 、がね。 

東 先 半； は會 心の 作が 出來た 時 は うれしくありません か。 

英次 うれしくな いこと もない。 だが すぐ さびしくな るよ。 

俺の 力 は 之 だけな のかと 思 ふとね。 その か はり 少し づ X 

は 進歩して くれる が。 

東 さう です かね。 先生の やうに 霤が かけても：^ しいので 

すかね。 

英次 あたりまい さ。 道 は 遠い よ。 上に は 上が ある。 いつ 

だってもう 一 歩と 思 はない 時 はない ね。 それ だから こそ、 
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つぎつぎと 化 事が したくな るの だ。 今度 こそ は、 今度 こ 

そ はと 思って ね。 だが 資力 だけの 仕事 切り出 來 ない。 し 

かし 少し は 進歩して くれる がね。 しかし 面， ：《 味 は 其處に 

ある。 十 年 前に は、 こんな 繁 たって かける と は 51 分で は 

思って ゐ なかった からね。 

束 先：^; は 随分 死に もの ひの 時が おあり にな つたので す 

つて.； T 

英次 誰が さう 云って ゐた。 

朿 何 かの 評に かいて ありました。 

英次 批.！ なんて あてになる もの ぢ やない。 だが 俺の やう 

な 人間 は を かくより 収り 柄の ない 人 ii だからね" 之で 

#體 さ へ よか つ たら 他の 化 s!- をした かも 知れない が。 

束 先生が Jfw に 熱中され た > J と は 私達の よろ > /ひです。 

英次 今時の やうな さわがしい 時代に 箦を かくのに は餘程 

しっかりした 资； IH が 必要 だ。 俺の やうに やぶれ かぶれの 

人 ii は 別 だが ね。 しかし 今 でもお ちついて よろこんで 

立派な を かく 人間が ゐ たら、 俺 は 尊敬す ろが ね。 

M 徵をか い て ゐる時 だけ 僕 は t-ii を 忘れます。 

英 君 は ffi かきだよ。 §1- は 今に 僕達に まけない 翳 かきに 

なる だら うよ。 

束 もし さう なれたら、 全部 先生のお かげです。 僕 は 先生 

にお 迮 ひ しな か つ たら 今時分 漁 M にな つ てゐ たでせ う。 


そして 力の ない 漁師と して 輕 蔑され て 一 生 をお はった で 

せう. - 先生が、 私の 濱 でのい たづら がき をして ゐ るの を 

認めて 下さった 時、 私 は 本當に 泣きました。 

英次 僕 もうれ しかった よ。 始め あの 畫を 見た 時、 本當の 

霤. かきが かいたの だと 思った。 そしたら、 かいたの が 君 

だと 云 ふこと がわかった 時. 僕 はお どろいた" そして 君 

が よろこんで 霤 かきに なると 云った 時、 僕 は うれし かつ 

た。 本當の 掘り出し もの をした と 思った よ。 

束 先 の 御 期 侍に は 背かない つもりです。 進歩のお そい 

のが はがゆい 氣 がします。 

(呼 鈴が なる。) 

英次 誰か 來 たやう だね。 

東 え、。 C 巾」 場) 

(東 ま もな く 登場。) 

東 下 島さん がお a えに なりました。 

英次 お通し、 たらい k だら う。 

東 はい。 f 退場) 

(東、 下 島 K 子、 登場。」 

下 島 先生、 お 仕事の 御 邪魔ではありません か。 

英次 い や 大丈夫。 仕事 は 今の り氣ぢ やな か つたので、 東 

といろ./ \話 して ゐた 所です。 畫 が出來 たのです か。 

下 島 はい。 あんまり 下手な ので、 先生に お 目に かける の 
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は氣 まりが わる い の です けど。 

英次 そんな 遠慮 はいりません よ" - 

下 島 それで は 見て 戴き ませう。 

(畫， 小出して 見せろ。 英次 見る。) 

英次 どうも まだ もの になって ゐ ると は 云 へ ません ね。 

下 島 きっと 先生 はさう おっしゃ ると 思って ゐた のです 

よ 0 

英次 リン ゴ はこ ん なに 平べ つ たく はな い はづ です。 

下 島 そして リ ン ゴ はこん なくさった 色 はして ゐな いとお 

つし やる のでせ ，り。 

英次 まあ さ-つです。 

下 島 どうしたら かける のか。 私に はどうしても うまく ゆ 

かないので す。 

英次 さうた やすく は ゆきません よ。 

下 島 先生の 靜物 の 畫を拜 借 出来ません か 知らん。 

英次 それ はいくら でも 貸します がね。 あんまり 參考 にも 

なりません よ。 やつば り 本物の リン 、ゴ を 見て かいたら い 

いでせ う。 しかしと にかく 霤を お貸しす る だけ はしても 

よろしい。 しかし あなた は 一生 畫 かきで やって ゆく つも 

りぢ やない のでせ う。 

下 島 私よ かったら 一生 やりたい と 思って ゐ るので す。 だ 

めでせ うか。 


英次 結 iH5 れば それまで k すよ。 

下 島 私、 結婚なん かしない つもりです。 

英次 なぜです。 

下 島 だ つて 私 は 一 生霤 がかき た い の ですから。 

英次 僕 は あなたになる ベ く 結婚する - ^ と をす 、めます 

よ a 

下 島 それ だって、 私、 結婚した いと は 思 ひません。 

英次 無理に 結婚し なければ いけない わけで もありません 

が、 した い 人が 出來 たらす る 方が よろしい。 

下 d5 それ は その g. です わ。 

英次 甕で や つ て ゆく の は大變 ですから わ。 

下 島 それ は 私 だ つて 知つ て ゐ ます わ 。 

英次 柬、 今 何時 だね。 

柬 いま 三時です。 

英次 さう か。 それ ぢゃ僕 は 一 寸失禮 して 小 © 寺の 處 へ 出 

かけて くる。 約束に なって ゐ るから C 

下 島 それで は 私、 失！！ いたします 0 どうか 先 iH、 私 を兑 

すてないで 下さい。 私 は 先生 許り をお たよりに して ゐる 

のです から。 

英次 僕より 他に い、 人が あると 思 ひます がね。 

下 島 先生 は 私に 愛想 をつ かして ゐ らっしゃ るので すね。 

英次 さう 云 ふわけ ではない のです。 しかし 僕よりも もつ 


主の 宰讲ろ わ 


r.3 


英下英 下 


と 親切に 手び きし て くれる 人が ある と 思 ふ の です。 僕 は 

fi^isl に 云って、 女の 方の 相手 は 不適 常な のです。 

下 島 先： 1^ の アトリエ は 女人禁制と 云 ふ 噂が あります が、 

本 常な のです か。 

英次 さう 云 ふわけ ではない のです。 だが 僕 は 女の人が 畫 

かきになる のに 反對 ではない のです が、 女の人 は 女らし 

い IS を かく 方が い 、 と 思 ふ のです。 それに は 僕 は K 適當 

な 人 E ですからね。 

下 {fi それでも 私 は 先生の 賨が  一 §き なのです から 方 

がありません。 

(呼；^ がなる。 ^s^r) 

英次 しかし 僕の やうな 蠻を 女の人が か いたら 滑稽 ぢゃぁ 

りません か。 

下 それでも 私の 齋を兑 て 下さ つたって い、 で せう。 

英次 li^i^ に 云って、 僕が 見た つて 何にも ならない と 思 ふ 

のです。 

(束 ぬ、〕 

來 (少し^ ひながら〕 先 半-小 野 寺さん がい らっしゃ いま 

した、 

英次 へんな 奴 だな， 俺が ゆく ことにな つて ゐ るのに。 

下 £、 一寸 笑 ふ。 小 ij 寺 登^。) 

i% 次 よく 來た。 <s の 方から 出かけようかと 思って ゐた 


の だ。 

小 寺 さ-つか。 

英次 之 は 下 島さん と 云 ふ霱を かく 方 だ" 之 は 小 野 寺 君で 

す。 

小^^寺 始めて。 

下 島 始めまして。 

小 寺 新しい 賨 が出來 たね。 

英次 あ \ 少 しづ 、はもの にな つ て來 たらう。 

小 寺 本當に 美しい ね。 

英次 まあ、 僕 もやつ と 物に なり かけて 來た。 之 も 君のお 

かげ だ」 まだ だめ だが ね。 東、 紅茶で も 入れて 來 ないか。 

島 先生、 それで は失禮 します。 

次 まあ、 紅茶で ものんで いらっしゃい。 

島 ありがたう At- い ます。 

次 下 島さん、 一 つ あなたの 畫でも 小 野 寺 君に 見せたら 

ど- 「です。 

下 島 い、 え。 お 目に かけられる もので は。 

小 if 寺 い、 でせ う。 見せて 下さい。 

下 島 もう 先生に 散々 惡ロを 云 はれた ので。 

英次 小 野 寺 は ほめない とも 限りません よ。 

下 島 それで はお 笑 ひ 草に 見て いた^きます か。 

小鮮寺 是非 拜 見さして 下さい。 
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一 下 or 畫ん、 见ぜる じ 

英次 隨分 下手な S だが、 女と して はまし な 方 だら う。 

小 野 寺 さう だね" 

英次 色 だって 惡 くない。  . 

下 a? 先生、 ど 5 か 冷やかさないで 下さい。 

英次 まあ 絮人 として に ましたら、 つ。 

小|^寺 中々 感じが 出て ゐて、 綺魔 だ。 

英次 リン ゴの 平 ベ つ た い 處な んか、 面白い ね。 

下 島 いやな 先生。 

英次 まあ さう とで も 云って、 ほめて おくより 仕方が あり 

ません からね。 しかし 正直な 處、 前より はう まくな り ま 

したよ。 

下 島 本： 富です か。 よろこぶ と、 あとで、 おひやかし にな 

るので はない のです か。 

英次 ともかく まだ 竇に はなって ゐ ません がね。 玩具 位ゐ 

に はなって ゐ ますよ。 

下 先生 は隨分 ひどい こと を おっしゃる のね。 ム」 の に 

先 if! に 感心し て 戴く やうな 誓 を か きます わ。 

英次 そんな こと はよ して 下さい。 太陽が 西から のぼると 

闲 ります からね。 

(皆 笑 ふ。) 

下 島 よろしい わ。 (畫. しまう) 


(東、 登 場" 杠 茶，^ もってくろ。) 

英次 どうも 御苦勞 さん。 

下 島 どうも ありがたう。 

英次 小 野 寺 君。 僕 は 最近 個人展 覧會を やらう かと 思って 

ゐ るの だよ。 

小野夺 それ は 是非 や ると い 、ね" 

英次 IS に 起 人に なって もら ひたいの だ。 

小 野 寺 元より よろこんでな るよ。 

英次 山 田に もな つても らは うと 思 ふの だ。 

小 野 寺 それ は よろこん で な. る だ らう。 

英次 僕 も 十 年、 苦勞 したから、 も、 つ そろく^ 間に. HH 分 

の 存在 を は つきり させ て も い 、 と 思 ふ の だよ。 

小 野 寺 それ は 勿論い、 ね。 

英次 苦しい 十 年だった。 

小 野 寺 わき で 見ても くるし さう だ つ た 。 

英次 精神 一 到 何事 かなら ざると 云 ふの は嘘ぢ やない ね。 

下 島 それで は 先生、 失禮 いたし ますし 

英次 さう です か。 それで は 又 as が 出来たら 持つ て いら つ 

しゃい。 

下 島 ありがたう。 それで は 皆さん 失禮 いたします。 

小 野 寺 さよなら。 

(下& 退場、 東お くって 退揚、 外から 笑 ひ？^ W える。) 
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小 寺 あの人、 中々 畫 がうまい ね 

英次 大した こと はない が、 女と して はまし な 方 かも 知れ 

ない ね。 ともかく 熱心 だからね。 

小^^寺 こなぃだ山5にぁったら^^の霄を隨分 ほめて ゐ 

た。 

次 こないだ 來てニ 枚 H つ て くれたよ。 

寺 兑 せて もらった。 

次 僕の£^5も責れるゃ、っになったから不思議だ" 人殺し 

の？ 3 がね。 知って ゐる人 は 少ないだら- 「がね。 

W 寺 ； S はま だ そんな ことに こだわって ゐ るの か。 

次 こだわらな いわけに は ゆかない よ。 

寺 もう すぎたこと だ。 

次 とり 返しが つく ことなら S!i はとつ くにと り 返し をつ 

けて ゐ る。 

小 ^；はその ことでは^>^:;しみすぎた。 

英次 千代 子 は^き か へ つ て は 来ない e 

小 せ •； ^んだ 人間 はおの；： ムふ 通り 生き か へ らな い 方が い 

いだら、 つ。 千代 子さん はもうと つくに 生れない 前に か へ 

つてる る。 

^-^ だが 夢の なかで は^きて ゐ るよ。 僕 は 人間が 死んで 

しまう とすつ かりこの 世から 緣 がなくなる ものと は 思へ 

ない 時が ある。 ^は 千代 子の 墓へ お： t り をして あやまつ 


た つ て 始まらな い - J と は 知 つ て ゐ るが、 どうし て も ゆ か 

ない と氣 がお さまらない。 へんだ ね。 

小 野 寺 千代 子さん が もし 君の こと を まだ 思つ て ゐ る な 

ら、 もうと つくに 君の こと は 許して ゐ るよ。 

英次 それ はさう かも 知れない." しかし 殺される と 云 ふこ 

と はどうし たって い 、 こと、 は 云へ ない。 僕 は 閉口 だ。 

小鮮寺 それ は 誰 だって 生きて ゐる もの は 閉口 さ。 平氣で 

死んで ゆく やうに 出来て ゐ たら 困る からね。 

次 誰が 困る の だよ。 

S そしたら 人類 はとつ くに 亡びて しまう 0 

次 人類が 亡びて 誰が よわる の だ。 

野 寺 はよ わらない かい。 

次 死ぬ のが： JK 淑 につ くられて ゐ たら、 人類が 亡びる の 

も 平 S だと 思 ふね。 第 一 僕達 は 生れな くって よかったら 

う。 生れな か つ たら 闲り や， つもない からね。 

小 野 寺 それなら 人間 は 平氣で 死んで ゆけ る やうに つくら 

れ てゐれ ばい」 のかね レ 

英次 時 々は その 方が い、 と 思 ふね。 しかしい くらい. -と 

思 つ た つて、 死ぬ のが こわ いと 云 ふ * 實 はなく ならな い 

がね。 この も：. g 白い 處が あろ。 だが 要するに 死ぬ の 

が こわい とか、 苦 if が耐ら ない とか、 恐怖 はい やな もの 

だと か、 云 ふ處に 人間ら しい 處が ある。 それが なくなつ 
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たら 人間 は 幽靈の やうな ものだね。 僕 は 肉體を もつ て 生 

きて ゆく ことに は 不服 はない。 そして 僕 は 美しい 肉體を 

讃美す る。 ガマ だって 美しい 人間 を 讃美し て わるい わけ 

はない からね。  ， 

小 野 寺 の 精神 はすつ かり 健全に なって ゐ るね。 僕達 は 

それに 感心して ゐる。 

英次 修 菜で やっと 健全 をた もって ゐる だけ だよ。 まだ あ 

やしい もの さ。 

小 野 寺 君の やうな 心がけと、 生活 をして ゐれ ば、 何も 恐 

ろしい こと はない と 思 ふね。 

英次 中々 どうして 、さう は ゆかない。 一たい 藝術 家と 云 

ふ もの は 仕事の 性質 上な が 生きの したい もの だ。 少しで 

も 完成した 仕事 をして ゆきたい と 思って ゐ るから ね。 從 

つて 死にたくない 氣の强 いもの だ。 そして 死にたくない 

もの は、 何にも 恐ろし くないと は 云へ ないで、 何にも 恐 

ろしい。 恐ろしい から S 心する と 云 ふ 方が 本當 だよ。 

小 寺 だが 君の 生活に は、 名 as の やうな 處が あると 山 田 

が 云って ゐ たよ。 

英次 それ は 大した ひかぶ り だれ。 僕 はさうな りたい と 

. 田 心って ゐ るが、 どうして 中々 だよ。 

小 野 寺 だが 君 はすべ て をす て 、か、 つ てゐ る。 快樂 も， 

金 も、 不平 も。 


英次 快 樂は向 ふで 逃げて いったの だよ。 僕 は それに 未練 

を も つの を 恥ぢる だけ だ。 余 はこの 頃； i まって ゐても 入 

つ てく るが、 快樂に 逃げられた 僕に は 金 は 役に た k な い 、 

も つ と e« に 立 つ 人が 持 つ て ゆく の が 至當だ と 思 ふわ。 

小 g; 寺 それが 中 々出来ない こと， たよ。 それに は惡 評さ 

れて も， 不當 に 輕 蔑され て も少 しも 腹 を 立 て ない ね。 そ 

して 不安 も 感じない。 

英次 あたりまい さ。 僕 は 死刑に なっても 苦情の 云へ ない 

人間 だ よ U 惡 評ゃ輕 蔑位ゐ です め ば、 ありがた いこ とだ 。 

それに 僕 は へ んに自 5m. か あるから、 最後の 勝利 を 信じて 

ゐ るから、 不安なん か 感じない。 自分に へて ゐる 世界 

が、 かけない の を はがゆく 思 ふだけ だ。 一 ひ 込みたり な 

いだけ が問题 だよ。 僕 はすて る もの をす て、 か、 つ てゐ 

る。 それだけが 僕の 强味 かも 知れない。 だが 笑って くれ 

るな。 僕 は 女. たけが 怖い の だ。 他の もの は 卒業 出來 たが、 

女 だけ はいけ ない。 少し 綺麗な 女を兒 ると、 ほ 分が 首 を 

しめ やしない かと 云 ふ强： ：；^ をう ける の だよ。 に はこの 

氣持 がわ かるまい ね" 一 寸 しめて 見た くなる やうな 强 ：？」 

藥 「心に おそ はれる の だ。 だから 僕 は 女 だけ を 恐れて ゐ 

る。 夢屮に 締めたり したら 大 へんだ からね." 

小 f それ は 强迫觀 念 だけ に すぎな い ね。 

英次 それ は 僕 も 知って ゐる。 高い 所に のぼると、 ついと 
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びお りたくな つたり、 死ぬ のが あんまり 怖い とつい 自殺 

し たり、 IS 藥だ ときく とつい のみた くな つ たり 、 蛙が 蛇 

にに らまれ ると 蛇の 方へ 歩いて いったり、 まあ そんなた 

ぐ ひだね。 平く そんな ことに 超越した いと 思 ふが、 まだ 

籠 出来ない。 

小 しかし そんな こと はなんで もない と 思 ふね。 誰に 

でも. ある こと だよ。 

英次 だが 程度が ちが うだらう。 資行 しない にき ま つて ゐ 

る 人間と、 责行 しかねない 人間と。 

戶.^<た、く。) 

英次 はい。 

(來、 i.J 

束 郵便が {|f 一り ました。 (わたして 場) 

英次 (それん 見) 又. の 注文が 來た。 あいつが ゐ たらよ 

ろ こんだら う。 1 入です きな もの を S 貝 はして や つ たらよ 

ろ こんだら-つと 思 ふと。 つい 涙が 出て くるよ C 小 野 寺、 

一 寸そ のま、 でゐて くれ。 僕に 5; の 顔 を スケッチ さして 

くれ。 生命の 恩 入の ね。 

(スみ ツチ プック , ^とリ あげ ろ。) 

11 幕 —— 

二  . 


同じ 場、 英次 花の 畫，^ かいてね る。 呼 がなる。 英次 

ー寸氣 にし；： が、 畫., かかき っヾ けて， Q る。 又慙 くして 

呼 鈴が なろ。 

英次 (Ir かかきながら」 うるさい 奴た な。 gS 守 だと 思つ 

て 歸れば い、 のに。 馬鹿な 奴 だな し 

(戸ん た 、く 音が すろ。，； 

英次 はい。 

(下 島 登^。) 

英次 默 つて 入って 来たので すか。 

下 島 だ つ て いくら 呼 鈴 をお しても、 難 をお かけしても 誰 

も 出て いら つし やらない のです もの。 

英次 皆 留守な のです よ。 

下 島 あなた も。 

英次 (a 面目て、 少し 怒った やう ：2) あたり まいです。 呼 

鈴なら し て 誰も 出て 來 なければ 留守に きま つ てゐ ます。 

それ はどう も 失禮。 

本當に 仕方がない 人です" 

それで は 私、 おいと まいた します U 

いや、 歸ら なくっても よろしい。 (畫 1-6- かくの，. 屮 やめ 

る) 

下 島 どうか、 かいて ゐて 下さい。 私 先生の かいて ゐらっ 

しゃる 所が 拜 見した いのです から。 
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英次 それで は 失 禮し て 、 もう 少し か k し て もら ひます.。 

(英次 かく、 下 島、 感心して 見て ねる。 英次、 急に や 

英次 あなた に 見 て ゐられ ち や 矢張り か け な い 。 

下 島 どうして す。 

英次 僕の 璺は 女の 臭 ひが 嫌 ひなので す。 (沈 默) 

下 島 (i わって) どうもす みません。 

英次 いや、 今の は 冗談です。 

下 島 いやな 御 冗談ね" 

英次 嘘で もない のです。 

下 島 東さん は 御 守な のです か。 

英次 東は爲 生に ゆきました- 東に 御^が おありなら、 あ 

の 裏の 橋の 處にゐ ま T。 

下 島 (急 に うちけし〕 い、 え、 東さん に w はない のです。 

英次 僕に S が あるので すか。 

下 島 え V 。 又 a を 見て い た ヾきた い の です。 

英次 よく かくので すね。 あなた は。 

下 島 先生 はな ほよくお かきになります わ。 

英次 あたり まいです。 僕 は 他に 用 はない ので， 5-。 

下 島 私 だって：^ に ffl はありません わ 

英次 なまけもので すね。 

下 島 H を かくの は なまけもの なの。 


次 料理の 手つ だ ひ はしない のです か。 

島 先生 は 女を輕 蔑して ゐ らっしゃる のね" 

次 輕蔑 しない わけに は ゆきません からね。 

島 どうして。 

次 それでも 女に い --畫 かきが ゐま すか。 

島 さう お つし やれば さう です が。 

次 モリ ソゃ 口 ー ランサン ではね。 だが 可愛い、 處はぁ 

るに はあります がね。 

島 可愛 い . 賓も たまに は あ つ て も い，、 で せう。 

次 家庭の 仕事 をした あ ひまに、 かくなら ね。 

島 先生 は 本當に ひどい 方ね。 

も s< まあ、 怒らずに 見せて 御らん なさい。 

ciS どうせ、 つまらない ものです わ。 

次 觅 せない ため にも つ て來た の ぢ やな い で せう。 く 

お 化せなさい。 

S さう して 早くお 歸 りなさい でしよ。 

次 まあ そんな 所です。 

&? 私が 先生に R を 見ても らうと 云 ふと、 皆お どろいて 

ゐま すわ。 

英次 侯が 怖くな い の は あなた 許り です か " 

下 島 皆、 先生のお 口の わるい のにお どろいて ゐ るので す 

よ。 私 は そのお 口の わるい 所 を 信 川して おります の。 他 
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の 方 は 女 だ と 思 ふ と 始め つ から 度 を さげて 、中々 よく 

かけて ゐ ると 云って；？ W やかして F さるから、 信 S が出來 

ません わ。 

英次 僕なら 出來 ます か。 

下お それ は出來 ます わ。 

英ん f. そ.；； は 感心です ね。 まあ、 お；^ せなさい。 

(下 fts、 、 わさう：，： 见ぜ ろ。〕 

英^  ^0 い 、 SK.! な 花 を かき ましたね。 

下.； 《 いっか 先生が 一 本の 枝で も 本： おに かければ 大した も 

の だと おっしゃ つたので、 小さ い 花 を 三 つ だけで もい X 

から、 本當 にかいて 見たい と 思 ひました の。 

英次 之で 本當 にかけ てゐ るつ もりな のです か。 

下 ft さう は 思 ひません けど、 力が ありません から。 

英次 正 f はにかいて あります が、 色 も 形 も 嵐 調です ね。 畫 

而が あきま だらけ で、 貸 地の 吿 でも 出した いやう です 

ね。 slra を充赏 さす ことが 大事です よ。 それから こりす 

ぎても jg 白くありません ね。 あんまり 隨 病になる と いぢ 

け ます か ら ね"， HI 然は 少しも い \" けて はゐ ない もの です。 

下. に 少し 泣. V  、？ t て) え k  。よく わかりました。 ありが 

たう。 今 K はもう 少し 上手に か い て. t ります。 

英次 力 をお とす こと はない のです よ。 どうせ あなたが も 

のになら な いん 間なら、 僕 は 惡ロは 云 ひません。 


下 島 よく わかりました。 

(戸， やた、 く 音。) 

英次 はい" 

束 先生、 唯今。 (下 島 あいさつす る) 

英次 賓 が出來 たか。 

東 はい。 

英次 見せない か。 

東 どうもう まく ゆかない のです。 

英次 まあ、 見せない か。 

東 はい。 

英次 矢張りし つかり かけて ゐる。 少し 物 質感の 方が 勝ち 

すぎて ゐ るね。 

東 さう です か" IK は a てゐる 内に 物質の 美し さに おどろ 

いたので、 な る ベ く 物 K 感を 出し て た く 思った のでず。 

英次 少しもの がお： 立に 孤立して ゐる。 

束 僕 は その 孤立した 所に 面白味 を 感じた の です。 

英次 面白い 處に 面白味 を 感じた ね。 

東 (反抗的に、 それ，^ なるべく. A くして) 先生と 僕の 性 

質の ちが ひが 少し はっきりして 來 たや-つに 思 ふので す。 

先生 は 矢張り 都會の 方で、 私 は 矢張り 漁師の 子 だと 云 ふ 

ことが わかって 來 たと 思 ふので す。 
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英次 さう か。 それ もい- -だ らう。 

東 僕 は 今迄 先生に 全部お いかぶ されて 動きが とれません 

で し たが 、 や つ と 自分 の 道が わ か つ たお k がする の です。 

英次 少し 早 やすぎ はしない か。 

東 先生、 僕 だって いつまでも 子供ではありません。 もう 

二十 四に なった のです。 まだ 寶は隨 分 幼稚です が、 見え 

る 世界が 少 しづ 、 先生から 観 立 し て 来た 、 J と を 感じ て ゐ 

るので す。 

英次 それ も い 、 だら う" 本當に 自分に 忠實 になれ 、 ばね。 

東 僕 もさう 思って ゐ るので す。 

英次 もう 君 も そろ/ \lg 立しても い 時が 來 たの だか 

ら、 僕に „;ま 足 出来な い 所が 出て 來 たの も 當然 かも 知れな 

東 僕 は 先生に 滿 足しない わけで はない のです。 先生の 霤 

を 尊敬して ゐる こと は 少しも か はらない のです。 です け 

れど、 鳥の くせに 鶴の 眞似 をす るの は 見 ともないと 云 ふ 

>  J と に氣が ついた e けなの です。 

英次 それ は いづれ 君の 特色が 出る よ" しかし わざと 自然 

を 無理に 自分で 見る に は 及ぶまい。 特色 は自づ と 出る の 

がい、 の だ。 出さう として 出た 特色に は 無理が ある。 

東 先生に はさう 見える かも 知れません が 無理に 特色 を 出 

した 覺 えはありません。 


英次 それさ へ なければ い. -の だ。 本當 におに は 僕 は 望み 

をお いて ゐ るの だ。 君 は 僕と ちがって 身 S3 もい \ し、 い 

くらで も 大作の 出來る たちだから、 正々 堂々 と 正：. から 

やって もらへば い  >1 の だし 

束 僕 は 先生より 野蠻 だと 云 ふこと を 今迄 恥ぢ てゐ たので 

す。 この頃、 野 n も惡 くないと 思って 來 たのです。 

英次 それ は惡 くない さ。 

東 怒- B のおし よせてく る 荒 礎の やうな 感じ も 面白 い と 思 

つ てゐ るので す。 

英次 それ は 面白い さ" 

東 私 もやつ と自覺 が出夾 て-米た やうに 思 ふので す。 その 

內には 先生が よろこんで 下さる やうな 蠻を かける と 思 つ 

てゐ ます 0 

英次 反抗の ための 反抗 は 馬 K 氣てゐ ろと 云 ふだけ なの だ 

よ， - 

東 僕 は 先生に 反抗して ゐる でせ うか。 

英次 君 は 一 本 立ちに ならう としす ぎて ゐる。 

東 さう でせ うか ) 僕 は 自分の お 弟子 根性が い や に た- つ て 

ゐ るので す。 

英次 君 はもう 僕が うるさく なって 來 たの だ。 

束 さう かも 知れません。 先生が 私 をお いかぶ さって ゐる 

やうな 感じが 僕に は 息ぐ るし くな つ て來 たのです。 
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英次 齢が „ おだから さうな るの も 無理がない だら う。 君の 

じる； 迎り ゆく がい  >- だら う。 

束 それより 仕方が ありません からね。 

英次 それ はさう だら 5。 だが 特色 は 無理に 出さない がい 

束 僕 も その 位ゐな こと は、 先生 知って ゐ ます。 

英次 それならい、 の だよ。 

m  ii^ に は 昨 H まで 先生の 御 批評 は 絕對だ つ たか も 知れ ま 

せんが、 今 H から 侯 も 先 生 のおつ しゃる- J とで も 腑に落 

もな いこと は、 腑 におち な い と 云 ふ 方が 本當だ と 思 ふや 

、つに なった のです。 それでこそ 先生 は 先生で あり、 僕 も 

僕で あると 思 ふので す。 

英次 IS の考は E しい。 しかし 正直に 云って 君の 畫は まだ 、 

すっかり 物に なって ゐ ると は 云へ ない。 

M それなら 私 も 正 に 中し ます。 先生の 畫には 僕 は あき 

たらない 所が 出 來て來 たのです。 

英次 を あまり 高く しな いがい、 ぞ。 

M 先生 も あんまり 一 人大 下にお なりに ならない 方が よう 

ご， さいます。 

英次 ふ k ん) 

束 先牛；は私を！^蔑なさるのですか。 

英次 いや、 僕 は 自分 を 笑った の だよ。 


東 なせ 御 自分 をお 笑 ひに なった のです。 

英次 いや、 俺 も 馬鹿 だと 思った の だよ。 

東 先生 は 私を輕 蔑して ゐ らっしゃ るので すね。 

英次 そんな こと はない よ。 それ は 一 面輕 蔑して ゐる かも 

知れな いが、 他で は大ぃ に 君 を 認め てゐ るつ もり だよ。 

あと 二三 年. 君が ハ ン ブルで ゐられ たら、 君 は 大物に な 

る と 僕 は 思って ゐ るの だ。 

東 あと 二三 年です か。 

英次 さ-つ だよ。 僕のう ちに も あと 二 ii 一年 は 君に 役に立つ 

ものが あると 思つ てゐ る。 自然 をすな ほに 深く 見る こと 

が、 最初. たと 思 ふね。 それから あと、 自づと 自分の 味が 

出る。 自分 の 味の 出る の は おそ い 方が い、 . 

一 朿 僕に はさう 思 はれません。 

一 英次 もう、 そんな 話 はよ さう、 下 島さん の 前で、 そんな 

一 話 はよ さう。 

東 (赤面して) 僕 もつ い 云 ひすぎ たか も 知れません。 

英次 何に、 僕の 方 も 云 ひすぎ たか も 知れない。 お 互に あ 

ん まり 利口 ぢ やない。 下 島さん おどろい たでせ う。 

下 島 い &ぇ、 面白く 伺って ゐ ました。 

英次 E 白く です か。 

下 島 そ れ で もい ろ く 參考 になる こと をき かして 戴けた 

ので，」 


C2 
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英次 男って あさまし いものと 思 ふね。 僕 は 内心 さとった 

入 間の つもりで ゐた。 もう 何に が 来ても 平 氣 だと 思って 

ゐた。 僕 は 何にも かもす て、 しまつ た 人間。 自分 の 仕事 

より 他の こと は 全部 思 ひ 切った 人間 だと 思つ てゐ たよ。 

處が この頃 は、 あの 東の やうな 子供と ムキ になつ て 議論 

したり、 又厶キ になって 競 一： せしたり する 氣 になる の だか 

らね。 女の ゐ 7: 前で さ。 恥 かしい と 思っても、 すぐ ムキ 

になる。 祌 ー採 と 云 ふ 奴 は、 男を餘 程の ろくつ くった と兑 

へろ ね。 僕 はもう 女の こと はとつ くに 思 ひ 切って ゐ るつ 

もりな の だ。 僕の やうな 人間 は 女の こと を 少しで も考へ 

る资 格が な い 人間 だと 云 ふ >  J と を 自分 は は つ きり 知 つ て 

來た つもりな の だ。 人殺しで、 セ ムシで、 さばけない 性 

質、 ；；^ 事の こと は 死んでも 忘れられない、 悟った 人間の 

つもりで ゐた。 處 がどう だ。 下 島が やってくる やうに な 

つて か ら 、そして 柬が僕 に 反抗的な 態度 を a せ て 、 

さんの 前に 自分 の 存在 を はっきり させ やうと 努力し 一」 ゐ 

る の が 見えてから、 僕 は それに 超越し なければ * だ と 知 

りながら、 超越 出來 ない の だ。 そして 東と 问じレ ベ ルに 

たって、 云 はなく つてい、 こと を： ぶったり、 しなく つて 

い、 態度 をしたり、 そして それに 氣 がっくと、 .nz 分で js; 

問し いと 思 ふが、 しかし どうす る - J とも 出來な いの だ。 

逢 ひ 見ての 後の 心に くらぶれ ばと 百人一首の 歜が ある 


英次 あんまり 參考 にもな りません よ。 

下 島 男の 方のお 話 は キビ くし て ゐ て氣 持が よう.、 /さ い 

英次 あんまり 氣 持の い 、話で もありません よ。 田" 21 志 は 

殺風景な ものです よ。 

下 島 だが それでなければ 矢張りい 、仕事 は出來 ない の だ 

と 思 ひます わ。 

英次 下 島さん、 あなた を 二 入に か V して くれません か。 

東、 かいて 見る 氣 はない か。 

東 是非 か k し て 戴？ た いものです。 

下 島 え. -。 それ は 先生に かいて 敷けば、 私 も光榮 です わ。 

英次 (腰掛 椅子 1^ い 、慮に おき) それなら こ \ へ 腰かけ 

て 下さい。 

一 はい。 今日から お始めになる の。 

： え VC 急に 今、 かきたくな つたので す。 い、 でせ、 つ。 

一 それ は 私 はかま ひません。 (腰かけろ) 

： 東、 1^ の 位置 はどう だ。 

こ、 で 結構です。 

(二人 かふ、 始めろ。) 

三 

同じく、 英次小 寺と 話して ねろ。 
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が、 •！《 隙 そんな 處 たね。 

小 ij.;—  ^^は結婚する：溉はな い の かね。 

英次 まさか、 そんな： M はない よ。 

小 ド 島さん は に氣が ある の . ちゃな いの かね。 

英次 そんな こと はない にき まって ゐ るよ。 た 僕 を 聖者 

の やうに 拜 して ゐ るの だね。 少なくとも 僕 を 犬 才と信 

じて、 僕の 一言一句 を 信じ 切って ゐる。 男の 弟子 はどう 

かしたら ふみにじって おひ こして やらう と 云 ふ處が 見え 

て、 小牛： § な 感じが する の だが、 其 處へ ゆく と 女の 弟 

子 は 神妙で 持の い 、もの だ。 どっちが い V のか わから 

ない がね。 僕 を油斷 したら 征服して やらう と 思 ふ 者の ゐ 

て くれる の も s!.^ いと は 思 はない が。 

柬と云 ふ は 少し 牛； 意氣 になった ね。 

英次 それ も 女の ためさ。 尤も 男 は 少し 生 意 氣な所 も ある 

の も si^ いと は 云へ ない が、 結 を あせりす ぎる の は 利口 

と は 云へ ない ね。 

小 i; 寺 ie- は 何處へ 行って ゐ るの だ。 此の： く 守 だね。 

英次 何とか 口お を さがして、 下 島さん の處へ 出かけ るら 

しいの だ。 下 島さん は 閉口して ゐた。 

小^:; チ 下 島さん に氣が あるの か。 

英次 それ は大 ありさ。 

^^^^ おは それ を 宽大に 見て ゐる のかい。 


英次 それより 仕方がな いぢ やない か 0 まさか 子供 ぢゃぁ 

るまい し、 ゆくな とも 云へ ないから ね。 

野 K チ それでも 下 島さん がいやが つ てゐ るの だら う。 

次 少なくも 今の所で はね。 だが あてに はならない。 

^.u. 1!^ は 出かけない のか。 

次 僕 は 出かけな いよ。 相 か はらす 僕 はこの アト リヱに 

籠城して ゐる の さ。 僕 は 勿論 下 島さん に氣が ある わけ で 

はない つもりな の だよ。 あんな 無 1% な處 女に 氣 があって 

はた まらない。 しかし 柬と 結婚す るの を 望んで ゐる のか 

と 云へば、 それ は 勿論う そ さ。 懷 はこの 頃 東の 顔 を 見る 

のさへ いやにな つて ゐる。 自分で 自 分に 愛想 をつ かして 

ゐる。 個人展 覽會 までに は うんと 仕事 をし やうと 思って 

ゐ るの だが、 下 島さん の來な い 時には 何んだ かお ちつ か 

ない の だ。 そして 下 島 さんがくる と 我ながら 恥 かしい 位 

い、 快活に なり、 冗談が 云って 見た くなる。； 介な. 奴 さ。 

しかし 之 も 一 つの 修業 だと 思って ゐる。 あながち 超絶し 

やうと 許り は 思って ゐ ない。 何 か、 うんと い \ もの を 生 

みだ す起緣 にして やらう と 思って ゐ るの だ。 

小 野 寺 それはぃ\思^5っきだ。 君ら しい 考へ方 だ。 しか 

し 僕 は おが 下 島さん と 結婚した つてい.^ と 思 ふね。 あの 

人なら 純粹 に！ のこと を 思って ゐ るよ。 

英次 だが ね。 (首し める ま：；； して) 之が おそろし いよ。 そ 
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れ に 千代 千 を 殺し た iw.nI せずに 結婚す る わけ に は ゆかな 

い。 だが は出來 ない. - ド 島さん の 方から 僕と 結婚し 

たいと 云つ て くれ yt: 別 だが、 僕から は 云 ひ 出せない。 

i^^^ 女の人から は： W ひ 出せない だら う。 

英次 女の人が 本 常に 俊 を 愛して ゐて くれ、 ば 云 ひ 出せる 

と 思 ふね。 

小 醉」寸 ど 、「だかね。 女 は 本當に 愛されて ゐる こと を 知ら 

なければ、 中々 心 は 動かさな いもの だ らう。 

英次 傑が ド 島さん を 愛し てゐる - J と は. ト島 さん は 知 つ て 

ゐ るはづ だ。 

小 野 寺 潜した い と 云 つ て兒 なけれ はだめ だね。 

英次 さう かね。 しかし 僕 は 正 商な 所お i® したくない。 僕 

はた V ド 島さん が  一 ii-li 身で、 僕の 让事を $j 敬して、 兄 

妹の やうに 氣ら くにして くれる こ と を 喜ん でゐ るの だ。 

小 野 寺 それなら うまく ゆき さうな ものだね。 東 だ つ て、 

今す ぐ 結婚す る わけに も ゆかない からね。 

英次 それ はさう さ。 そして 柬は まだ 海の もの か の もの 

かわからない からね C その 點で僕 は 安心して ゐ るの だよ。 

だが 僕が また そんな 事を考 へ る やうに なった かと 思 ふと 

へんな 氣 がする よ。 

(呼^が なる。 英次 返揚。 まもなく 衣裳 接の 番頭と 登 

揚。) 


S 毎度 ありがたう 御座 い ます。 御： 文 の お 品 を もつ て 

參 りました。 之で はいかに で 御座いま すか G 

(恐ろしく 立派な ^出して 见ぜろ 

英次 結構です。 立派. たらう。 

小 野 寺 隨分 立派な 幕 だね。 なにに する の だ。 

英次 こ、 へお 伽噺の 女王，； 樣の玉 鹿 をつ くる ことにし たの 

さ。 これが： 十一 1- の 前の 幕な の だ。 

小 野 寺 に 一寸 似合 はない ね。 

英次 そり や あ、 人 問の 心の なかには いろくの ものが か 

くれて ゐる もの だよ。 僕た つてべ ロネ ゼ ー や、 チ、 アン 

が 嫌 ひとは 限らない よ。 着物 も 出来ました か。 

00 はい。 之で はいかに で 御 Jij い ます か。 

(お 伽噺の 女王らしい 着物ん 出して 見せる。) 

英次 (調べて 見て) 結構です。 一寸 御 面倒です が、 この 

幕 を あの ひもに 通して 見せて 下さいません か。 

頭 承知し ました。 

小 野 寺 さっきから あの ひも は 何かと 思って ゐた。 

(番頭、 幕. -5^ たらして 见 ろ。)  . 

^頭 いか^で 御座いま すか" 

英次 結構です。 それから 冠 は 持つ て 来て 下さいました か。 

S 持って 參 りました。 (出して 見せる) いかどで 御 Ij 

I ま T 力 
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まさか 裸になって もらう わけに も ゆかない からね。 

小 寺 又 束と 一緒に かくの かい。 

英次 いや、 今度 は 僕 一 人 だよ。 誰に もこの 竇 が出來 上る 

まで この K は 見せない つもり さ。 百號 にかいて 見ようと 

云 ふの さ。 僕の 柄に ないかね。 

小 i; 寺 いや 面白い ものが 出来る だら う。 そして 下 島さん 

は 承知した のかい。 

英次 それ は よろこんで 承知した さ。 光榮 だと 云って ね。 

小 W 寺 而白 いものが 出来る だら う。 

英次 頭の なかで うんと い、 ものが かける つもりで ゐる 

が、 いざと なると さう も ゆくまい。 だが 僕 はこの 頃 へん 

に 元氣 さ。 僕の うち にも - J んな 快活な 精神が 生き て ゐ て 

くれる のかと、 自分で おどろいて ゐる。 東に は氣の 毒な 

氣 もす るが、 僕 は 自分の 仕事の ため、 大きな 仕事の ため 

に は、 小さい 问情は 殺して か、 るつ もり だ。 しかし 正直 

を 云へば、 東に 同情なん かして ゐ ない。 ふみにじる こと 

に； W 感さ へ 何處か に 感じ て ゐる。 小生 意氣な 奴、 僕に 反 

抗 出来るなら 反抗して 見ろ つてね。 戀と云 ふ もの は 一 面 

へ んな 性質 を もって ゐる ものだね。 

(鈴が なる。 英次、 返揚、 まもなく 下 島と 登揚。 小 野 

寺と 挨按 する。) 

英次 どうです。 中々 立派で せう。 


結構です。 

それで は失總 いたします。  . 

さう です か。 

(小 ijh.^ に) どうも 失禮 いたしました。 

(小 1； 寺 丁 M ，にわい さっすろ。 uss 頭、 英次返 場。 小|^ 

にケ、 IB^ や、 着物、 冠， ^見る。 英次風 K 微 包，^ t つて 登 

英次 一寸お^ つたって くれない か。 之 を 蔡. に 敷く の だ。 

小|^.^チ よし 來た" 

(二人て 敷く  C) 

英次 、失 たけ ど、 この 畏 椅子 を 手つ だっての つけて 

くわない 力。 

^^.^ よし 來た。  • 

(s^t!,^ のつ ける。) 

英次 (その上に キレ， ^お ほひ) これで 女王 樣が橫 になつ 

て、 U: 人の ことを！？？^みてゐると云ふゎけなのさ。(花が璺 

なに 抑され て あろ 花瓶ん 足の 方へ おく) 之で もう 4, へ王樣 

さへ 御いで にさへ なれば い & わけなの だ。 (幕 S ひ. た 1^ な 

ほした リ い 愉快？ う LL し；^ く.,. する) 

小 i:;^  (少し わつ けに とられながら、 同情して 兄て ねろ) 

思 ひ 切った！ たね。 

英次 レン ブ ラ ントの ダナエの 向 ふ を 張らう と 云 ふ の さ。 
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下 島 本當に 立派です わ。 

英次 之が あなたの 着る 着物で、 之 を あなたが かぶって、 

あすこに 靜 かに 横って 下さる と 云 ふわけ です。 

下 島 大した ことにな つたので すね。 私よりも つと 適當な 

モデ ルが ありさう に 思 ひます わ。 私ぢ やあん まり。 

英次 そんな こと は斷 じて ありません。 あなたの 顔 や、 身 

體 つき や、 感じから 思 ひついた のです から、 他の 人で は 

だめです。 

下 島 (着物ん： /ちりながら) なんだか 61- かしい 氣が しま 

英次 そんな こと はないで せう。 內心 よろこんでも ゐて下 

さるで せう。 

下 島 それ はね。 

英次 それなら それ を 着て 見 て 下さ い 。 

下 S 又 今度 に い た しませう ね。 

英次 まあつ けろ だけ はい、 ぢゃ ありません か。 小 野 寺 だ 

からか まひません よ。 

下 島 小 野 寺 さまが ゐ らしっても、 それ は 少しも 氣に はし 

てゐ ない のです けど。 

小 僕 は 今 B は 失敬す る。 又く る。 

英次 さう かい。 それ は 失敬した ね。 • 

小肿寺 それ ぢゃ、 さよなら。 


英次 さよなら。 

(小 寺 下 島と 默^ し、 . 退場。 英次も 送って ゆく。 下 

島、 鏡の 前へ 行って 冠.^ つけて 見る。 英 次-てつと 登場。 

競の なかの 下 島と 顔 1^ 見 あはす。) 

下 島 まあ、 びっくりし ました。 

英次 どうして す。 

下 島 だって、 先生が あんまり 靜 かに 入って いらつ したの 

で。 

次 あなたが きっと 鏡 を てゐる だら うと 思った ので。 

島 いやな 先生ね。 それで は 着物 を 着て 見ます かね。 

次 どうぞ。 

島 先^^^ 一寸： H をつ むって ゐて H 戴。 

次 よろしい。 

(下 島、 着物.，^ 2 お/鏡の 前て 下着の 上に 着物 若ろ。) 

次 まだです か。 

島 まだよ。 

次 大 へんお そいので すね。 

島 まあ、 まって ゐ らっしゃい。 (着物つ けお はり、： せな 

つける、 - 

次 まだです か。 

島 せっかちで すね。 先生 は。 

次 なんだか、 目 をつ むって ゐる內 に、 美しい 世界が あ 
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らまれ たり、 消えたり しさう に 思 ふので すよ。 

下 a さう 思って いた^ければ、 なほ 目 をつ むって ゐ てい 

た^きた いわ。 H をお あきに なると、 現 の I® 弱さに お 

どろきになりますからね。(もぅけの 投ん ぉがリ县^«子の 

ヒにれ て、 555 ず まひ..？^ なほす。 沈^^) 

次 まだです か。 

も、 1. '本當 はい、 のです よ。 

次 (：=,^ あけ の 方.^ 先づ 見、 それから 下 一  寸 さが 

して、 もうけの 席の 上 LL 下 島の. Q るの.，^ 氣 がつ 告歡 It 

V？ げろ) あ \、 本當に 索敵です。 僕の 夢は資 現され まし 

た。 

( 戶 た >- くもの がわる。) 

次 誰 だ？ 

(來 の. 坪) . 僕です。 

次 力 片 力 

別に 川. ちゃありません ベー K ひながら ー户. ^もけ やうと す 

る〕 

英次 戶をぁけちゃぃかんパ戶に^^って ぃっ乂 い .v、 な リ戶 

,,^1: め カギ， ^かけ やうと すろ) 

下 CW 先生！ 何 をな さるので す。 

英次 安心 して 下さい。 僕 はた t 他の 人 に- 目分 の イリ ュ ジ 

ヨン を こわし て もら ひ たくな いのです。 


下 島 カギを かける の はよ して 下さい。 つまらぬ 誤解 を さ 

れ てはい やです から。 

英次 それでも。 

下 島 仕事中 は 入って はいけ ない と 云 ふ 札 をお 出しに なれ 

ばい，. -ぢ やありません か。 

英次 さう でした ね。 僕に は それが 氣 がっかなかった ので 

す。 馬鹿です ね、 許して 下さい。 

下 島 私 は 何とも つて はおりません わ。 先生 を 信 じ 切つ 

ております から。 

(英 次、 いさな リ 机のと、、 るに ゆき、 ぺ y て 紙に， if.^ 

かく。) 

同じ 場、 英次百 號-」 下 島の 前の 揚と 同じ 形て 橫 Li なつ 

てね ろ のん かいてね る。 

少し 休み ませう。 

え、 -。 (下 島、 書 見 に 來、 英 次の 後スに 立つ) 

どうです。 

本當に 美しく かけました わね。 私ぢ やない やうです 

英次 あなたの 内に かくれて ゐる あなたです。 私 一人が 知 

つて ゐる。 あなた 自身 も 知らない あなたです。 
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下 ft3 それで はこの 誓の 方が 私よりも なほ 私な のです か。 

英次 まあ さう です ね。 僕 は 純粹の あなた を かかう と 思つ 

てゐ るので す。 力 はま だ 足りません が、 しかし 入り込め 

る だけ 入り こんで、 純粹の あなた を 生かせる だけ 生かし 

て 見る つもりです。 

下 島 純 .ゅ の 私と 云 ふの は、 あなたの 見た 私と 云 ふこと に 

なる のです ね。 

英次 さう も. 言へ るか も 知れません がね。 だが さう と 許り 

も 云へ ないで せう。 ぁなたょり傑の方がょり^^ぃぁなた 

の 美 を 见てゐ ると も 云 へ ますから ね。 つ まり { 各觀 的に も 

より 本 當を見 て ゐ ると 云 へ る でせ う 。 

下 島 先生の おっしゃる こと はよ くわ かりません わ。 

英次 まあ 腰 をお かけなさい。 ー體 人間 は ほ 分が 自分 を 一 

番 よく 知って ゐ ると 思 ふの はまちが ひなこと がよく あり 

ますよ。 花 は、 .H 分の 美し さ を自覺 して ゐる かも 知れ ま 

せんがね。 だが 天才の ある 畫 家が 知って ゐる だけに は 知 

らな い でせ う。 僕なん か 、自分 の內の 美し さ を 知る の は、 

た 他ハ もの に 反映す ろ 自分に よって 知る だけです。 僕 

は 僕が 他の 内に ：！！^ 出し る 美に よって、 自分の 內に藏 さ 

れた美 を 知る のです。 だから 僕 は あなたに よ つ て 僕の. 

を 知る - とが 出來た と 云 ふの です。 僕 は それ を あなたに 

感謝して ゐ るので す。 人間 は單 なる 鏡で はない。 心 11 の 


鏡です。 しかし その 鏡 は. H 分 の 深さ だけ にきり もの をう 

つす こ とが 出來な いもの です。 

下 島 それで は 私の 深い 私 は 私に わからないで 先生 だけに 

おわかりになる の。 

英次 まあ さう で す。 人間 は ，E 分 を 愛し て ゐな いからです。 

下 島 先生の おっしゃる こと はわ かりません わ。 

英次 人間 は.； H 分 を 愛して ゐ ると 思って ゐ ますが、 資は自 

分 を 盲：：： に 愛して ゐて、 あまやかし はします が、 木 の 

1i 思 味で 自分 を t》 敬したり 愛したり する こと は 巾々 出來な 

い の です。 たと へ ば、 あなた は 僕 を 先生と し て 敬し、 信 

川して くれて ゐる。 しかし 僕 は それ 程 自分 を综 敬しても， 

1:^ 川しても ゐな いのです。 ごく あたり まいの 人 ii にす ぎ 

ない と つて ゐ ます。 あなたた つて さう でせ. 「。 ，H 分 を 

特別に 美しい とも、 磁 れてゐ ると も 思 はないで せう。 よ 

し 思 つ たに し て も 僕が 知 つ てゐる 5^1 は 知らない でせ う。 

あなた の 樊を あなた は 僕 程 愛し てゐ ないか ら です。 

下 島  。 

英次 僕の 云 ふこと はわ かりまし たか。 

下 島 い、 え、 ちっとも わかりません わ。 

英次 闲 つた 人です，； r 

下れ？ どっちが。 

英次 あなたで すよ。 
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下 as つまり； x5 は 馬鹿 だと おっしゃ るので せう。 

英次 つまり あなた は. HI 分の 美 を 知らないと 云 ふので す。 

下 ひ？ それ だって、 この 霜の 方が 私より 美し いのは 事實で 

す。 

英次 あなた は 自分 を 愛し てゐな い か ら です。 

Tft そんな ことはありません わ。 私 は隨分 エゴイストで 

英次 あなたに は 僕の 云 ふ 意味が ち つ とも わからない の で 

すね。 それとも わからない ふりして ゐ るので すか。 わか 

ら ない 方が い」 ので。 

下 £ 先 ii^, のおつ しゃる こと は 時々 わからない ことがある 

と、 la- さん も： W つて ゐ らしった わ。 

英次 朿 はこの 頃 も 時 々 ゆきます か 。 

下& めったに。 さん はこの ls„^、 何 か 怒って ゐ らっしゃ 

る やうよ。 

英次 が あなたと 二人 切りで、 一時間 も 二 時間 もゐ るか 

らで すよ。 

下 島 そんな こと はないで せう。 

英次 東 は あなた を戀 して ゐ ますから ね。 

下お だって 先生と； 一人 切り だって ちっとも おこる こと は 

に、 r  0 

英次 分で 人 をお 像す る の です。 僕が あなた を 愛し て ゐ 


ると でも 思って ゐ るので せう。 

下 島 おかしな 方ね。 

英次 何が おかしい のです。 

下 島 だつ て 先生 の やうな 女 嫌 ひな 方が。 

英次 僕 を 女 嫌 ひ にきめ てゐ るの は あなた 許りです よ。 

下 島 だって 先生の やうな 方から 見れば、 私 は 赤坊の やう 

な もので せう。 

英次 あなた は 利口です ね。 

下 島 なせです。 

英次 だってう まくと ぼけます からね。 

下 島 今日は 先生の おっしゃる ことが 少しも わかりません 

1. 0 

英次 あなた は 矢張り 獨身 主義です か。 

下 島 ぇ&。 

英次 そして 畫を 一生 やる つもりで すか。 

下 島 自分で はやりた いと 思って ゐ るので す。 

英次 是非お やりなさい。 

下 S? みが あるで せう か。 

英次 大いにあります。 II 身で ゐれ ばね。 

下 島 先生が 保證 してく だされば、 私 一生 搦 身で 箦を やり 

ます わ。 

英次 僕 を 信じ 切って 下さい。 さう すれば 僕 は あなた を も 
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下 つ、 吳 


のにして 見せます。 

島 それ は 私、 先生 を 信じ 切って おります わ。 

次 僕が あなた を 殺して ビ もです か。 

島 先生 はそんな こと をな さらない 方 だと 云 ふこと を 知 

つて ゐ ます。 

次 たと へです よ。 

B たと へなら、 殺されても 信じます わ。 

次 何 を 信じる のです か。 

(下 島、 笑 ふ。) 

英次 ともかく 安心して あなたの 一 生 を 僕に お任せな さ 

に 島 それ はお 任せし ます わ。 

英次 條件 なしにで すか。 

下 島 それ は 私、 先. を 信じ 切って をり ます もの。 

英次 何 を 信 じて ゐろ のです。 

下 島 先生 は 私 を 愛して ゐて 下さる こと を。 

英次 本 常です か。 

下 島 え k、 私の 父の やうに ね。 

英次 あなた は 鰻 見た やうな 人間です ね。 

下 島 なぜです。 

英次 つるり と 逃げ出す からです。 

下 島 何が 逃ば 出す の。 


あなた は 子供です ね。 

先生から 見る とね。 

さあ、 又畫を 始め ませう。 

え \o 

(乇デ かの 座 に つく。) 

英次 (見つめて 楚，^ かかう として、 ^まだお， C さない〕 

僕 は本當 にあな たの やうな 弟： 十 を 一 生 もつ 事が 出 來るこ 

と を實 に 幸福 に 思 つて ゐ ます。 

下 島 私 も 先生の や、 つな 方の  一 if:*? 子に して 戴ける こと を 

光 榮に思 ひます。 

(英 次、 ^かかう として ねたが 突然 ニム， ち もが リ、 戶 

, ^わけろ。 其處に 東が 立： つてね る。) 

英次 探偵の 眞似 はよ せ。 

(東 入って くる 。し 

東 先 .5!- に は 僕の 氣持 はわ かる はづ です。 

英次 わかった つて 同情 はしない。 if は 自分の 事の よく 

ゆく  - 」 と を 喜ばな い やうな 男に 同情 はしな い 。 さあ ¥ く 

出て くれない か。 入って は闲 ると ちゃんと かいて ある。 

東 戶の^ g にたって は いけない と はか い てありません ね。 

英次 あたりまい さ。 カギの 穴からの ぞくな とかく 奴が あ 

るか。 小便 無用と かく 奴が あっても、 泥棒 i 一 用と かく 奴 

はない。 
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英次 もうしません か。 

下 島 え V、 よく 先生のお 氣持 がわ かりました。 

英次 本當 にわかつ たのです か。 

下 島 先生 はさす がに 偉い 藝： -.w 家で ゐら つし やる ことが は 

つ きり しました。 そし て 藝 術の 仕事と 云 ふ もの は 本當に 

しっかり しなくて はいけ ない もの だと 云 ふこと がわ かり 

ました。 

英次 (皮肉 Li) それ は 結構です。 しかし あさましい 氣も 

しません か。 

下 島 い、 え、 だけど なんだか 血み どろの やつな 氣が しま 

すわ。 

英次 血み どろ、 僕の 手に 血が ついて ゐる やうに 見えます 

か。 

下 島 いぶん、 先生の 心臟は 裸で はない かと 云ふ氣 がした 

のです。 

英次 僕 はおち ついて、 東にたい しても もっと 先生ら しい 

寛大な 氣 持が もちた いのです よ。 だが 時 々 あんな 態度 に 

出て、 あとで わるかった と 思 ふので すよ。 

下 島 しか し 先生 位ゐ の はげし さがなければ 畫も中 々かけ 

ない と 3 キ ひます。 

英次 さう 云 はれる と 赤面し ます。 人間て 隨分 面白い もの 

です ね。 


さあ、 出て いって くれない か。 

 (i^ つて 退 铅) 

さあ、 f.is を 始め ませう。 

先生 は隨 分、 暴 おね。 

私 は 自： k の 仕事 を-.^ 敬す る、 仕事の 忠實 な奴隸 にす 

ぎない のです ね。 さあ、 始め ませう。 (沈 默) あなた は.； m 

に n 情して ゐ るので すね。 僕の 仕事と、 東の 感情と- ど 

つち を 尊敬す るので す。 

下 dS 私に はわ かりません わ。 

英次 今日は やめ ませう。 あなた は が、 ぬすみ 見たり、 

ぬすみ 聞いたり する、 卑劣 を 尊敬す るので すか。 

下お fi5 は 女です もの。 

英次 あなた は、 iiHS を かく 氣 なら. そんな 女らしい 同 

情 はすて なければ いけません。 

(下 dT 乇デ少 の】 a! からた ち 上る。) 

英次 (怒った やうに) もう 少し その ま にして ゐて 下さ 

下 S はい。 

英次 (かきながら) あなた は 僕の 仕樣が ひどすぎると 思 

つて ゐ るので すね。 

下 aa 一寸 そんな 氣 がしました の。 
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下 島 私、 さっき は本當 にどうな るかと 思 ひました わ。 

(戸.. ^-.{,1、 く 音が すろ。) 

- 言/ 

. (東の 聲) 僕です。 

-. 何 か 用 か。 

(戶 外て) 先生。 今迄 實に お世話になりました。 僕 は 

少し考 へ る ことがありまして、 之から お 暇 をいた きた 

いと 思 ひます。 どうぞ 先生 もお 身 IS を 大事に なさつ て 下 

さい。 

英次 (戸.^ あけ) さっきの 僕の 言^が 原因なら、 出かけ 

るの はよ して ほしい。 僕 は 自分の 云 ひすぎ た の を 後悔し 

て、 君に あやまりたい 氣 ちに なって ゐ るの だから。 

束 え \、 先生のお 氣持 はよ くわ かってお ります。 しかし 

私 もい ろくの 點で、 之 以上 先生のお 世話にな るの は 心 

苦しい のです。 もう 一 本 立ちに なって やれる 處 まで、 や 

つて 見た く 思って ゐ るので す。 

英次 君の 決心 は强 さう だから、 僕 も 無理に はとめない。 

もし 歸 りたくな つたら い つ でも 遠慮なく 歸っ て來て ほし 

い。 それから 金の 方の 仕事で もさが す 必要が あつ たら 、 

小 野 寺 や、 山 田に たのむ とい- -。 なるべく 蜜 で 金 を と つ 

て 質 ir: チ、 にくら す 方が い 、 と 思 ふ。 

東 御注意 ありがたう 御座います。 恩 を あだで 報ずる のよ 


やで^; 、ますが、 私 も 立した 以上、 あくまで 先生 

とた、 かふつ もりで おります。 先生 の お ともだちの お^ 

話に はなり たくな い と 思 ひ ます。 

次 それ もい 、だら う。 

それで は失禮 いたします。 

次 ^；もたっしゃでゐたまぃ。 

ありが たう 御 い ます。 僕 は 先 if.: を @ 敬し て ゐる - J と 

にに 少しも か はり はない と 思 ひ ます。 た 僕 は あろ こ と 

で 先生 と は： g: 處ま でも.； i ふつ もりです。 

次 藝 術の 名に おいて かつ 

それと 戀の 名に おいて^す。 (お SI) 

次 あいつ は 立派な だが、 ffi し い こと をした。 

a 先 i^、 私お いとま をいた します わ。 

次 いけません。 もう 少し その ま >- にして ゐて 下さい。 

島 私、 なんだか 東さん のこと が氣 になります。 一寸お 

逄ひ し に 行 つてい k で せ う。 

英次 (心の 内 のた、 かひ， かくし ズ、 いけ ませ 

ん。 

下 島 なせい けません の。 

英次 僕 は今賓 にの り氣 になって ゐ ろので すから" 

下 CI3  i 寸 です。 

英次 それなら いっていら つし やい。 
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(下 dS い-て いて 揚。 英次傲 な 態度て 歩 いて- Q たが、 

急に しやくり： ^く。 下 揚。〕 

下 島 先 牛： どうかな さった のです か。 

英次 いや、 た^ 急に 淋しくな つたので す。 

Ta 御尤 です わ。 先生、 お 一人に なって おしま ひに なつ 

たのです もの。 

英次  (3: か 云 は-つと する) 

— 幕 —— 

同じ 5jr 英次 一 人て 坐 It.^ くんて ねろ。 戸 V?,- たたく も 

のが わろ。 

英次 はい。 

英次 昨 曰は來 ませんで したね、 今 B ももう 來 ないかと 思 

ひました よ。 

下 昨 B は 出 やうと する 所 へ 東さん が來 て 話し こんで、 

どうしても 歸ら- 「とな さらな い ので 闲 りました。 

英次 闲 つた 奴です ね。 

下& 3 私、 東さん に 同情し ました わ、 あの方 本當に 偉い 方 

英次 なせです。 


下 島 だって この頃. 勞 働して ゐ らっしゃ るので すよ。 

1 さう です か、 そして それが 偉い のです か。 

下 島 ^^？；：しく つ た つ て 折れな い の は 偉 いぢ や あ りません 

か、 その上 霰 を， か い てゐら つし やろ の です。 

英次 それ はま あ 感心です ね。 しかし あなたが 僕のう ちに 

くるの を 邪魔 しに 出かけて、 つまで も歸ら ない なんて、 

あんまり ほめた ことではありません ね。 

下 島 東さん、 少し 身 S- は の 具合が わる か つたので す。 熱 を 

はか つ て 見ましたら 八 度：： 一分 ありました。 

英次 さう です か。 それ は氣の でした ね。 そして どうし 

ました。 

下 島 私 はおとめ したので すが、 夕方、 無理に おかへ りに 

なりました。 

英次 さう です か。 それで は 早速です が 事 を 始め ませう。 

下 島 え、、 もう 何日 位いで 出來 上ります の。 

英次 個人展 覽會 が來 月末に ありま すから それまで に かき 

上げた く 思つ てゐ るんで す。 

下 島 隨 分か、 るので すね。 

英次 毎日 僕の 處へ くるの は 閉口です か。 

下 島 そんな ことはありません。 

英次 > J の 畫 がかけ た あと、 又 あなた を モ デ ル にして 繫を 

かきたい と 云つ て もな つ て くれます か。 
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下 島 それ は よろこんでなります。 

英次 東 は 僕の こと を 何とか 云って ゐま すか。 

下 島 いつも 先生の こと を ほめて おいで、 す。 今度の こと 

でも 自分が わる か つ たの だとお つし やって おい で r 十。 

自分が 賤 しかった ので 先生の 御 心 を 曲解し て ゐ た とおつ 

しゃって した。 しかし 先生の 處 から 出た の はやむ を 得 

ない とおつ しゃって おいで k した。 そして 先生の 處には 

又い k お 弟子さん が出來 て、 神妙に 話 を やいて ゐる話 

をしたら 大變 安心して おいで \ した。 あの方 もい & 方で 

すね。 先生の こと をい つも 二人で 夢中 に な つて ほめて お 

り ま 13 の 

英次 東 はたし かにい. - 奴です。 有望な 奴です。 あんな 奴 

は 滅多に ゐ ません。 だが あい つ は 喰へ な い 所 を もつ てゐ 

ます。 あいつ は 中々 策略 をつ かふ 男で、 n 的の ために は 

手段 を 選ばな い 男 です。 僕 は あの 男 を 愛して はゐ ¥  S すが 、 

あの へんな 獨立 心と、 目的の ために は 馬.： 早馬 的で 手段 *J- 

選ばない 所 はどう も氣に 入りません。 あの 男の IStl? の こ 

と をき い た 時ん 僕 は あて に はして ゐ ませんで した。 

下 &S それでも 熱 か 八 度 三分 ありまし たもの。 

英次 熱 許り は 身 1^ の 熱で なければ 上らない もの ぢゃ あり 

ません からね。 

下 島 それ だって まさか。 


英次 僕は今にきっと：％は1^病をっかって、 あなたの 同情 

心に 訴へ 自分の 處 にあな たを來 させる やうに する， たらう 

と 思つ てゐ ましたよ。 そして あなた はきつ と 同情して 出 

かけて 行く と 思つ てゐ ましたね。 

下 島 それ は ゆく かも 知れません。 

英次 行って はいけ ません。 

下 島 な. せ。 

英次 東に だまされなければ ならない と； K ふ 必要 はない か 

ら です。 

下 島 それでも もし 本當に 御 病氣だ つ たら どうな の。 

英次 本 當の病 入に 東が 自分 をつ くりあげたら、 あなた は 

ゆく 方が い k と 思 つ て ゐる のです か。 

下 島 先生の さう 云 ふお 考へ 方に は私贅 成出來 ません わ。 

英次 東と 云 ふ 男 はさつ 云 ふ &,: なのです。 あいつ は 利口な 

男です からね。 

下 島 私に はそんな 方と は 思へ ません わ。 

英次 それ は あなたが 馬 SS だからです。 

下 島 それで は 先 iH は 私が 東さん の S へ いくら 東さん が 御 

S の 時で も 行って はいけ ない とおつ しゃる の。 

英次 じて。 

下 島 本 當の御 lis の 時で も。 私 はいくら 行った つて 大丈 

夫と 思 ひます わ。 先生 こそ 私 を 信 W して ゐら つし やらな 
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いやう に 思 ひます わ。 

英次 男に は 力が あります。 巧 f;u 令色に 女 はすぐ だまさ 

れ ますから ね。 

下 S 束さん はそんな 方な の。 

英次 そんな S です よ。 

下 島 東さん は 又 先生 を 川 心しろ とお つし やって ゐら つ し 

やい ました わ。 

英次 さう でせ う。 そんな です。 

下 as 先 の 他の 點 は 皆 信 S する が、 女の こと だけ は 信用 

出來 ない と 云って ゐ らっしゃ いました わ。 

英次 人 ii は R 分の こと 切り わからない ものです。 

下 島 (冗談の やうに) それなら 東さん が 假，！ をつ かう こ 

とがわ かるの も、 先 牛； にさ、 つ 云 ふ處が あるから なの。 怖 

、フ 1to 

英次 ^にも さう 云 ふ 根性 はない こと はない のです。 た^ 

® 行出來 ない のです。 は それが 啻行出 來る與 です。 

S- の 方のお 話 をき いて ゐ ますと、 怖くな ります わ。 

英次 その 人に 何にも かも 許して ゐる 場合 は 別です。 その 

他の 時 は、 男に は あまり 親切に したり、 男に 氣が あると 

E 惚 させる そぶり は、 S 心しない といけ ません よ。 

下 fts 先生 は 矢張り、 私 を 獨 占な さらう として ゐ らっしゃ 

るので すの ね。 


英次 さう かも 知れません。 それが どうと 云 ふので す。 

下 島 私 はそんな こと はない と 思って ゐ ましたの。 

英次 あなたが さう 思って ゐ るなら、 僕 もさうな ります よ。 

僕 は あなた を 束縛す る资 格はありません からね。 た 注 

意す る だけな のです。 東と あなたと 結婚す る氣が あれば 

別です。 

下 島 そんな 氣は 少しもありません わ。 だけど 御 ifi なさ 

つたら、 見舞に 位い 上らない とわる いやう に 思 ふので す 

よ 0 

英次 ゆくなら 誰かと 一緒にい らっしゃい、 惡 いこと は 云 

ひません。 

下 島 それ はさう ね。 それで は ゆく 時 は 弟 を つれて ゆく こ 

とに しませう。 

英次 それが よろしい。 

下 島 私、 馬鹿です から、 いろ ノ\ 注意して 下さい。 私、 

先生 のおつ しゃる こ となら なんで もき い て まちが ひない 

と 思って ゐ るので すが、 つい 馬鹿な ので、 先生のお つし 

やる 意味 をと りちが へ てし まう のです。 之から 注意いた 

します ォ 

英次 僕 もまち が ひ のない こ とだけ を 云 ふ > J とに 注意し ま 

す。 僕 はた^、 あなたが 箦を やめる こと を 心配して ゐる 

のです。 僕の 所へ あなたが 來 なくなる こと を 恐れて ゐる 
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のです。 僕 は 少し 淋しす ぎる のです から。 

下 島 先生の やうな 悟った 方で も、 祸 しい ことがあ るの。 

英次 僕 は 悟って はゐ ません よ。 

下 島 私に は 先生 は本當 にさと つた 方と しか 思 へません 

わ。 いつもお ちついて、 しっかりして、 自分の 道 を 迷 は 

ずに 歩 い て ゐら つし やる 方 だ と 思 つ て おります わ。 私 は 

先生 位い 心の 鍛 へられた 方 を 見た ことはありません わ。 

浮いた こと はちつ ともおつ しゃら ないし、 いつも 嚴肅 で、 

快活で、 頭が よくお 働きになる のに はお どろき ます わ。 

英次 僕の 快活に なれる の は、 あなたの ゐる時 だけです よ。 

その他の 僕の 生活 は 冬の 最 盛りの やうな 生活です。 

下 島 さう 云 ふ 生活 をつ どけて、 平 氣でゐ らっしゃ るのに 

私 は 本當に 感心 してお ります わ。 

英次 あんまり 平氣 でもない のです よ。 ついよ けいな こと 

を しゃべりました。 畫を 始め ませう。 

下 島 え X。 

英次 畫を か、 ずに、 一!^ 氣 にして ゐ るの もた まに はい k も 

の で すが 、 もう 小ノ し^ひ 入らな い と 我投が 出； ません か 

ら。 ぬきさしの 出來 ない、 何處も かしこ も 充實し 切って、 

しかも 最も 深 い 處で全 ゆが 一 つ にな つ て 落ち つ き はら つ 

て、 神秘の 世界 を 暗示して ゐる、 さう 云ふ處 まで 入って 

か いのです。 


(下 島 着物ん、 着か へ やうと すろ。) 

六 

同じ 室。 英次、 小 野.. ザ、 山 田 話して ねる。 

英次 人間と 云 ふ もの は へ んな ものです ね。 特別に 僕が へ 

ん なので はない かと 時々 思 ひます がね。 悟って 見れば な 

ん でもない かも 知れません が、 悟らない 所に 又 面， H: 味が 

あります ね。 藝衛と 云 ふ 仕事 は、 悟って 許り はゐ ない 方 

がい \ や 、つです ね。 東洋の 畫の い 、所 はさと つた 所が あ 

る 處と思 ひます ね。 西洋の い、 畫は、 さとらない 所から 

生れた もの  > やうに 思 ひます ね。 兩 方の い &所を 調和 さ 

せる の は、 悟る 方が い k 時 は 悟り、 悟る 必要がない は 

悟らない 所に ある やうに 思 ひます よ。 あてに はなり ませ 

んが。 

山 E さう も 云へ るで せう ね。 死ぬ まで 悟る 必要の ない 人 

間 も、 見と もない かも 知りません が、 いつも 悟って ゐる 

人 問 許り も 困り ものです ね。 人間 は 矢張り この 地上の 生 

活を たのしく 出来たら、 した 方が い > と 思 ひます ね。 尤 

も 本 當に悟 つ た 人間 は 、 世界 をよ くし やう と 云 ふ 熱情に 

ます/ \ 燃えて ゐる もの かも 知れません がね。 

英次 社會 をよ くす ると 云 ふこと はどう 云 ふ ことです か 

ね。 私の 考へ では 皆が 人間に なること \ 思 ふので すが、 
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こないだ 僕の 處へ 〈-- を もら ひ に來た 主義者 の 話で はプ G 

レ タリ ャの^ 界 になる と 云って ゐ ましたが ね。 僕 は その 

方の こと はよ くわから ないせい か、 よくの みこめな かつ 

たのです よ。 それで 僕 はかう 云って 聞いて 見た のです。 

プ D レ タリ ャの運 動と 云 ふ もの は、 益々 プ ロレ タリ ャが 

ブ ロレ タリ ャ になろ. s^.g なのです か。 それとも プ ロレ タ 

"ャが ブル ジョァ になりたい 運動な のです か。 それとも 

B! 人に なりたい 運動な のです か。 さう 云って 聞いても は 

つきり した 返窜は られ ませんで したよ。 へたな 說敎さ 

れ てお 問 をつ ぶされ るの がいやで、 二三 圓の金 を やって 

^つ て もら ひました が、 あんなの は 本當の 主義者で はな 

いでせ うが、 頭の よくない 男でした。 僕 は 人 をお どかす 

のが 好きな 3? ですから 一 寸 おどかして やりました。 

小 i;.. 小 ^；の處へはくるだらぅ。 

山 E さ 「は來 ない。 何しろ 傑の 生活 を 見たら、 一寸 金の 

こと は 云 ひだせ まい。 

小 ^；はなぜぁんな牛；活をっ どけてゐるのだぃ。 

mm 女と； K ふ もの はいくら 神妙で も、 贅澤に はなれやす 

いもの だからね。 折 しい ii- おに なれて 來てゐ る美德 

を 失な はすの も い や だかられ。 又 寄 父 も それ を い やが 

るの. た。 しかし 僕 は、 貧乏 生活が 人 問の 理想と は 思って 

ゐ ない。 た V い k 世 が來た 時、 すぐ 金 持の 生活が 出来 


る ものと は 僕 は 思 はない からね。 

英次 しかし 山 田さん 位い になったら、 贅澤 なさって い、 

と 思 ひます がね。 

山 m わるい とも 思 ひ ま せ んが 、 趣味 か ら 云 つ て も 質素が 

すきな のです。 

英次 僕 はこの 頃少し^^げ^：がすきにな つ て來て ゐ るので す 

よ。 その 方が 精神 活動が 豐 富に なれさう に 思って ゐ るの 

です。 

山 田 それ は あなたが R 家 だからではないです かね。 殊に 

洋畫家 だ からではないです かぬ。 

英次 さう かも 知れません ね。 

小！^寺 それは山田^^は雙澤にぁきた人だし、 君 は 又 貧乏 

にあき た 人 だから だよ。 

英次 さう かも 知れない ね。 山 田さん は i^ei から とれる も 

の はとって しまつ た 方で 、 僕 は 又 貧乏で 殿 へ られる もの 

は鍛 へられ 過ぎて しまったの かも 知れません ね。 あまり 

に 私の 生活に は 冬が 多すぎます からね。 小， し は 春の 日に 

憧 がれた くなる のです。 又 夏の 盛りに ね。 

山 田 本當 にさう です ね。 僕の 生活に も 冬 も ありまし たが、 

、 J の 頃 は あまりに 春ら しい 生活が つ いぶきす ぎた かも 知れ 

ません。 

英次 自分の 內 にかくれ てゐ たもの を 生かす のは氣 持の い 
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いもので すわ。 

小 野 寺 君の 霄 はいつ 出来る の だ。 

英次 もう 大概 出来た の だ。 

小 寺 まだ 見せる 氣に はなら ないかい。 

英次 いや、 も. 「見せても ぃ&。 昨日 かき 上げた やうな も 

の だが、 今日 も、 つ 一 度よ く 見ようと 思って ゐ るの だ。 

小 寺 それ ぢゃ 見せた まい。 

英次 それ ぢゃ 見て もら はう かね。 

f 書-のお ほひ とる。 二人 見 とれる。) 

山 田 野中 君、 君が この 畫を かいた こと を 僕 は 日本人に か 

は つ て 感謝した く 思 ひます よ。 

英次 山 田さん にさう 云って 戴く と、 僕 は本當 にあり がた 

く 思 ひます。 

山 田 曰 本の 女性の 美が、 寶に 深く 完金に 出て ゐ ると 思 ひ 

ます。 愛し て かいたと 云 ふの はこ んな畫 を 云 ふ の でせ う。 

英次 . 僕 は 讃美し て かいたの です。8^し て かいたの です。 

小 野 寺 熱愛して かいたの ではない かい。 何處 かに 執念深 

い 所 力 ある。 

英次 そんな こと は 云 はない もの だ。 

小 野 寺 僕 は ほめた つもりで 云った の だよ。 

英次 あまり ほめた ことに はならない。 

(三人 笑 ふ。〕 


山 田 野中 君 は、 之 を 乎ば なす 氣 はないで せう ね。 

英次 いえ、 ない こと はない のです、 寶る氣 では ゐ るので 

す。 少し 会： も ほしいの です。 第二の くわだて もして ゐる 

のです。 

山 ra いくら 位いなら 手ば なす I 飛な のです か。 

英次 まあ、 二 千 圓と云 ふフダ でもつ け やう かと 思って ゐ 

るので す。 

山 田 それなら 僕に 賫 つて くれません か。 父に K はします 

から。 

英次 あなたが 買って 下さるなら、 もっと まけても よろし 

山 田 い、 え、 まけて 戴く 必要はありません。 父に H はす 

のです から。 

英次 あな た の お 父 さ ん にお 氣に 入る か どうか 。 

山 田 金 は 父に 出さして， 僕が とりあげ るので すよ。 もし 

父が 出さなければ、 父から もらう 金 を 出さして s ふだけ 

です。 

小 野 寺 よかった ね、 野中。 おごらな くって はいけ ない よ。 

英次 おごる とも、 下 島さん も よろこぶ だら う。 

山 E もう 二 時になる。 も， つ 下 島さん のく る 時分 だら う。 

失禮 する かね。 

小 野 寺 え、、 歸り ませう。  ， 
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下 英下英 下 英下 英下英 


も あなた に 要求 は しません。 

下 島 畫に おかきに なりません か。 

英次 あなた も铋 一 邪ハ讽 によろ こび を わけて 下さって い. -と 

僕 は 思 つて ゐ るの です。 この 繫 がよく 出來上 つ た - - と を。 

この 蠻は 二人の 子の やうな ものな のです からね" 

下 島 それが K れ たので、 おうれし いの。 

英次 あなた は 東に かぶれました ね。 もっと. i ー邪氣 になつ 

たって い > で せう。 無 邪 M によろ こび * 無 邪 M に 人の 厚 

意 を うけとる と 云 ふこと はい 、 こと、 思 ひます。 

下 島 本當に 無邪氣 にい た V いてい V の。 

英次 勿論です。 

下 島 私 は 光生 を 信じ てい &の です ね。 先生に 少しも 野心 

のない こと をね。 

英次 勿論です。 

下 島 矢張り 私が^ つたわ。 

英次 なんです。 

下 島 私. と.： 束と よく 議論す るので す。 さん は 先生が S5 に 

野心が あるに ちが ひない と 云 ふの です。 私 は 先生 は 鏡の 

やうに すんだ 心 を 持つ て、 くもりの ない 玉の やうな 親の 

やうな 愛 を もつ て 私の こと を 心配して ゐて 下さる だけ だ 

とさう 云 ふ の です。 私の 方が 臉 ちました わ。 

英次 それなら 金 はとって 下さいます わ。 


下 島 それ は 先生の おっしゃる こと は 何んでも おき、 する 

のが、 一 番ぃ乂 と は 思 ひます が、 さ 、つも ゆかない ことが 御 

瘦 います。 先生に お金 をいた どく 理由はありません わ。 

英次 それでも 今： M の竇は 合作です からね。  ， 

下 島 それ だって 私 は 先生に 敎へ て いた い てゐ る、 ぉ禮 

に モデルに なった^ けなので す もの。 

次 ぉ禮に 仕方がなし になった ので. すか。 いやいや。 

島 そんな ことはありません わ。 

次 僕の 云 ふこと はきく ものです。 何にも 云 はずに とつ 

ておいて 下さい。 

島 そんな こと はい や です。 

次 たせい やなので す。 あなた は 僕の 厚意 を 侮辱す るの 

です か。 

島 先生 は なぜ そんなに S; 山の 金 を 私に 下さりた がつ て 

ゐ らっしゃる のです。 

次 僕 はた ^あなたに ぉ禮 がしたかった ^けなので す。 

B 私、 先生の 御 心 もちが はっきり わかりません わ。 

次 僕 は 無邪氣 なつ もりです。 

島 先生 は 私 を 占有した が つて ゐ らっしゃる やうに 私に 

は 時々 思へ るので す。 

英次 それ は 僕の 想；」 つたこと もあります。 しかし 僕に 

そんな 资格 はない こと を 知って ゐ ます。 だから 僕 は 何に 


主'っ'^^;!?ろゎ 
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下 島 え、 戴く 方が よければ 戴きます。 

英次 それで 僕 も 安心して 繁 がかけ ます。 . 

下 です けど； 寸 まって. ト さい" 私、 相談して から はつ 

きり 御 返事し ます わ。 

英次 誰に です。 

下な (一寸び つくりし、 何げ なく) 父に です。 

英次 あなた は^つきで すね、 あなた は來と 相談し ようと 

云 ふので せう。 

下 a   。 

英次 かくしても 駄： r です。 

下 島  。 

英次 祕密 にして、 僕 を だまさう と約说 したので すか。 

下お さう 云 ふわけ ではありません。 た が 先 牛 一に あま 

り 平く お知らせ する こと を 恐れて ゐ るので す。 

英次 なぜ 恐れて ゐ るので す。 

下 ft 先 の 今度のお 仕事の 邪魔に なって はわる いと 思つ 

て. - 

英次 ぃっ約^^,-たのです。 

下な 昨 晚 でした。 

英次  。 

(沈 K。) 

(下 島、 ^l?物ん若かへる、 英 次^つ てれろ。 ^i- 、さう 


な 額.^ すろ のか 辛く 耐えろ。 下 、モ デルの ISLi つく、 

英次、 賓维. と リ畫. ^かかう として、 ：^-き出す。 下 *s 

も だんく 悲しくな リ、 す vwi?: く。) 

英次 下 島さん、 泣かないで 下さい。 僕 だって 男です。 與 

へられた 運命 を 耐えて 見せます。 僕 は 正直に 云つ て の 

思って ゐる 通り あなた を 愛して ゐ たのです。 專有 出来た 

らしたい と 思って ゐ ました。 しかし 僕 は 正 K に 云 ひます 

が、 人殺しな のです。 千代 子 は is で 死んだ の ではなく、 

僕が 嫉 で？；^ したので す。 その上、 僕 は： S です。 僕 は 

いくらなんでも あなたの やうな 處 女を專 有する 資格の な 

いこと は 十分 知つ てゐ たのです。 だから あなたが 僕の 處 

に來た 時、 僕 は あなた からなる ベ く 逃げ やうと して ゐた 

のです。 下 島さん、 矢張り 僕 はだめ です。 すぐ 歸 つて 下 

さい。 僕 は 一人に なりたい のです。 

下 島 先生！ 本當 にす みません でした。 

英次 すむ も、 すまない もありません。 自 翠、 {nrw です。 早 

く歸 つて 下さい、 私 は 人殺し を 皆に^つ てゐ ますが、 私 

の 手 は あなた の 首 をし め たが つ て ゐ ますから 、 早く 逃げ 

てい らっしゃる 方が よろしい よ。 

下 島 (恐怖 LL おそ はれて 英 次の 前 に 跪 づく) 先生、 許し 

て 下さい。 許して 下さい。 

英次 僕 は あなた を 殺して、 自分 も 死にたい のです。 
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(下 島お どろ いて 逃げ出す。 英次、 戸の ふぶ、. "J- かけろ。〕 

下 島 先生！ 私、 先生の おっしゃる ことならなんでも き 

きます。 どうか 殺す の だけ 許して 下さい。 

英次 それなら、(かざ.^^ほリなげ) 戶を あけ その 着物 を も 

つてお 逃げなさい。 そしてもう 一 一度と 來 てはいけ ません。 

來 いと 云っても 来ないで せう がね。 

(下 島、 着物,^ か V へ 、かざて 戸 わ け やうと すろ が、 

ふる へ て閗 かない。) 

英次 かぎ をお よこしなさい。 あけて あげ ませう。 

(下 島、 こわ/ i\ かざん <與 へろ。 英 次い 告 なり、 下 島 

に 接吻す ろ。 下 島、 半ば 抵抗し、 半ば 服從 する。 英次、 

戶^ 靜か にあけ ろ。) 

下 島 先生！ 

英次 下 島さん、 僕 をに くまないで 下さい。 僕の 內に は惡 

魔もゐ ますが、 祌もゐ ますから ね。 

下 島 先生！ 私 (瞬間 的に 英 次に 屈從 しゃう とする) 

英次 馬鹿！ (戶 からつ き 出さう として) 可哀 い、 馬鹿！ 

幸福で ゐろ、 (戸から つ. V  、出し 戸，^ しめろ、 始め 靜か LL) 

人殺し 人殺し、 セ ムシ、 セ ムシ、 天才、 天才、 色魔， お 

人よ し、 悟った 男、 何處 まで も 生きて ゆく 男、 お前 はう 

まく やられた な 。だが 石に しかみ つ い て も 生きて やる ぞ。 

いく ぢ なし、 いく ぢ なし、 いく ぢ なし。 ：：： (とうとう 


淋し さ LUK 倒 されろ) 

I 幕 —— 

(二 六、 八、 一 〇) 

袋 書 き 

「戎 る舉 室の 主」 は 一、 二、  .^Ir. &ー JTr 三、 sr 

ニ^、 五、 六、 ん第 一一 としてもい、 と £ わ ひます。 


妹の そ 
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廣靜廣 靜 廣靜廣 靜 廣 き If 廣 靜 廣 


そ の 妹つ 九 S 

この 一 篇を 亡き 姉に 捧ぐ 


登場人物 

野 村^ 次 肓目 (二十 八 歳) 

靜 子 廣 次の 妹 

西 島 (三士 5) 

芳 子 TOIdg の^ 

高 峯 (二十 七 歳) 

小 問 使、 女中、 老婆、 古本屋 

時 

現 代 S 

一  お 

^次の 室 

斑 次 机の 前に 坐って 手 さぐ リて何 かかいて ねる、 靜子 

i。 


次 靜 ちゃん。 

子 え、。 

次 手紙が 來 たやう だね。 

子 さ-つで すか。 一 寸 見て 來 ませう。 

(靜子 返 場、 まもなく 登 Jr) 

次 來てゐ なかった かい。 

子 叔母さんの 處へ 手紙が 來 た^けです。 

次 さう かい。 どうして 來な いの. たらう。 

子 本當 に。 もうい くら 何んでも 來 さうな ものです ね。 

次 つまらな いので 返事 をよ こす 氣 がしない のか も 知れ 

ない ね。 

子 そんな ことはありません わ。 旅行で もして いらつ し 

やる のでせ う。 

次 それならい >1 けど、 僕に はさう は 思へ ない よ。 

子 きっと 御らん になれば およこし になって よ。 

次 あの人の 處に はいろ くの 人の 處 から 見て くれと 云 

つ て 可なり原^！がゅくらし いから、 いつでも とりつ ばな 

しにして 讀 まない かも 知れない ね。 讀 めば 何とか 云って 

來 さうな もの. たがね。 お前の 手紙 は いくら 何んでも 讀み 

さうな もの だが ね。 

靜子 きっと 今に 來 ますよ。 待って ゐる内 は 中々 來な いも 

のです ね。 一寸 忘れて ゐる 時に 来る ものです わね。 
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廣次 忘れる 暇 は 一 寸な ささう だからな。 

靜子 それでも 今 B は來 ると 思 ひます わ。 

ふ  おこ. -ひ 

廣次 昨日 も； 靜 ちゃん はさう 云った よ。 一昨日 もさう 云つ 

たよ。 

靜子 本：： ほに ハガ キーつ でも 下されば い、 の にね。 

廣次 自分の 慣値を 他人の 手に 任せて ゐる や， つな 氣が し て 

心細く つ て 仕方がな いよ。 ^^ら なければ よか つ た の だ。 

靜子 そんな こと を おっしゃって ゐ たら 切りが ありません 

わ。 私 はきつ と 今にい  御 返事が あると 思 ひます わ。 A め 

の 方が あれ を よんで 感心な さらない わけはな い と 思 ひま 

すわ。 萬 一 感心な さらな くった つて M: 意 をお 持ちに なら 

ない わけはありません わ。 あの方 はお 兄さんの 名 を御存 

知な わけなの です もの。 

廣次 それ はもう 忘れて ゐ るよ。 もう 四 五 年 前の 話 だから 

44. 

靜子 それでも お兄さん の 畫を あんなに ぉ赏め になった の 

です も の 。 さう し て お兄さんが 戰& で肓！ ni に お なり に な 

つた 時 あの方 一人、 簡 でした けれど 惜しい こと をした 

とお 書きに なりました わ。 

廣次 あれから もう 三年になる。 あの人 は 今では 他の 人 を 

賞め てるる。 

靜子 それ でもお 兄さんの > . 一 と を 忘れ てはいら つし やらな 


くって よ。 つと。 

虜次 目 さへ ちゃんとして ゐれ ば、 俺 は 今時分 皆 を 驚かす 

やうな 畫を かいて ゐ るの だが、 高峯 なんかに 負けて はゐ 

ない の だが、 しかし そんな 話 はよ さう ね。 俺に はお 前が 

ゐる。 さう して 俺 は 新ら しい 仕事 を 始めた。 さう して そ 

の 仕事が もの になる - J と を や つ と 感じ て來 た。 

I ば 子 さう そ。 高峯 さんと 云へば、 こな ひだ 綾子さん にお 

E にか、 りました わ。 

廣次 何 處 で。 

靜子 通りで。 赤ちゃん を 抱いて いらっしゃいました わ。 

丸 體に結 つてい らっしゃい ました わ。 

次 高峯も 一緒 かい。 

子 い、 え。 

次 話した かい。 

子 はい。 お兄さん のこと を 聞いて いらっしゃいました 

わ。 

次 なせ、 だまって ゐ たの だい。 

子 忘れて ゐ ましたの。 

次 高峯 のこと を 云 ふの を 恐れた の だら う。 (間) 緩 子 さ 

んの顔 は また - J んな顏 を して ゐ るかい。 

( s<m 單 にかいた 女の 效.^ 见ぜ る。) 

靜子 よく 似て ゐま すわ。 IkJS. おかきに なった の。 


<r レっ そ 
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る が  まだ 初歩た 力ら ね。 その 內 にものに なること さへ は 

つきり わかれば それでい ^ の だ。 俺 は 一 入 前の 人間 ぢゃ 

ない の だから 何よりも 根氣が 大事 だからね。 

靜子 本お に 私、 い、 御 返事が あろと い V と 思って 祈つ て 

をり ますの よ。 

廣次 馬鹿！ しかし 祈りた くもなる ね。 俺が どうして か 

ぅ意氣 地がない のかと. en 分で も 不思議 だよ。 今度の が駄 

n だと 云 はれた つて 失 はしない よ。 何ん と 云っても 今 

となって はこの 化 事に かじりつ くより 仕方がな いの だか 

らね。 だけど1^^3^だけは！1^せてもらひたぃ氣もするょ。 

俺の； 2： にあろ もの は： g 時 かきつ とこの に 出る と は 思 ふ 

けど、 も、 つ 待ち ど ほしいよ。 が 仕事 をし だして 佌 偶が 

活 つ いて ゐる らしい からね。 本當 にう つかりして はゐ 

られ ない よ。 叔父さん や 叔母さん だって 親切に はして 下 

さるけ ど、 どうしたって 食. おだから ね。 廢 兵の 金 だって 

知れ たもの だか ら ね。 他 入に 慈善 窜荣を さ し て き て ゆ 

くの はた まらない からね、 それにお 前 だって 肩身 が せ ま 

くって 叔父さんが 嫁け と 云 ふ處へ ゆかなければ ならない 

からね。 俺の 自 田 もお 前の 自由 も 俺の 仕事の 成功す るか 

しな いかでき まるの だからね。 さう 思 ふと 俺 はも うぢ つ 

として ゐられ ない よ。 その内に お前 も 俺から ひきさかれ 

てつれ て ゆかれ さうな M がして 仕方がない。 それさへ な 


次 今 さっきだ。 お前の E も か、 たよ。 

子 よく 似て ゐま すォ。 

次 お前 はこの 時 まだ 十五だった。 もう 隨分 ちがった だ 

らう 0 

子 それ 程ち が ひません わ。 

次 之は佈 の， mss 像 だ。 まだ：：： が ある S. だ。 

子 ど-つし てかけ. vv^。 

次 ちゃんと.； S にし まって あるから ね。 はっきり：； ：！ に 見 

える よ。 色つ や も わかる。 光線の 工合 も わかる の だよ。 

だけど 之 以上 はかけ ない の だ。 之 だって = や 口が 何處に 

ついて ゐる かわからない。 

^  J ちゃんと かけて ゐ ますよ。 

席次 しかし 之ち や ものに ならない から 仕方がない。 だけ 

どもう あきらめて ゐ ろよ。 三年た つたの だからね。 お前 

を隨分 泣かせた ね。 俺 も 泣いた けど。 もうさう ：#|^ は 起 

ら なくなった。 いくら 起した つて 疲れ切る より 仕方がな 

いの だからね。 それ に 今で は 叔父 さんの 處 に：^ 介に なつ 

て ゐ るの だから、 さう を 起す わけ にも ゆかない から 

ね。 しかし それが：：^ つてよ かった の だ。 俺 はも、 っ本當 に 

：：：： の こと は あきらめた。 それに 新ら しい 仕事が 出來 かけ 

て來 たかられ。 -? gIsiS おから あの 作 を ほめて さへ くれば、 

俺 は-おし いの だ。 ^だ つ て かき 足り ない こと は 知って ゐ 
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ければ 俺 はこん なにまで あせらない かも 知れない 俺 は 

自分 の 臀が 世間から 賞ら れ 出した 時 も、 之で 自由が 得ら 

れる やうになる かも 知れない と、 それ を 一 番 iqt ん だの だ 

つ たつ 今の 時代に は 半： 活の 安定 を 得なければ 自田は 得ら 

れ ないから ね。 

靜子 私 どうした つ てお 兄さんの わき を 離れ は しません 

わ。 きつ と 今 に お 兄 さ んの 仕事 は 私 を 幸福 に し て 下さる 

と 思 ひ ます わ。 私 は それ を 疑った - 」 と は 御座 い ませ んゎ。 

それ は 一 日で も 早い 方が よう 御座いま すが、 私 急ぎ はし 

ません わ。 私 安心して 待って ゐま すわ。 (何 か 思 ひつい 

て) それ はさう としてお 兄さん、 私 今日 へんな こと ira き 

ましたの よ。 

席次 へんな こと >- はなんだ？ 

靜子 お £ り にな つて はい やよ C お兄さん は 今朝 小間使の 

手 をお 握りに なって？ 

廣次 誰が さ、 つ 云った？ 

靜子 叔母さんが 見て いらし つたので すって、 なぜ そんな 

みっともな いこと をして 下さった の。 

廣次 わるかった よ。 俺 は 女の 顏ゃ姿 や 手 や 足 を 見る こと 

が出來 ない のでね。 一寸 さはって 見たかった の だよ。 た 

ださ はって 見れば よかった の だ。 心の なかの こと は 知ら 

な いけど。 さはる ぐら ゐな こと は 盲 の 俺に は 許されて 


い 、と 思った の だよ。 叔母さんが 見 てゐ ると 云 ふこと は 

知らなかった の だよ。 

靜子 御飯た きなん かも 笑って ゐ ました わ。 叔母さん は 小 

間 使に 「怖かった らう」 とおつ しゃい ましたよ. - 

廣次 さう か。 仕方がない e 

靜子 叔母さん はもう 小 問 使に 人が ゐ ない 時に お兄さんの 

そばに ゆく と あぶない から 行くな と お つ しゃ い ました 

， 0 

廣次 さ-つか。 仕方がない。 

t 子 仕方がない、 ではありません よ。 本 當に兒 つと もな 

い。 私^いて ゐて 顔から火が出る やうな 氣 がしました わ。 

次 許して おくれ。 

子 口惜しい と はお 思 ひに ならな くって。 

次 思 ふ 资格も 今 はない からね。 

子 本當 にしつ かりして 顶 戴よ。 

次 する よ。 俺 はさつ き 新ら しい 仕事 を考 へて ゐた。 お 

前が 今 暇なら 一 寸か い て贺 ひた い 。 

子 え、 書きます わ。 (机の わさに i る。 廣 次^.^ ゆ. つ 

る) 

次 い 、かい。 

子 はい。 

次 今度 は 俺が.； S 說 して ゐる處 だよ。 い 、か 俺が ある <|3 
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で せう。 それ を考 へる と、 私 は 口 惜し 淚を こぼし ます。 (廣 

「さけた か い」 IS 「はい」) 私 はさう でない と 云 ふ 證據を あ 

げる こと は 出来ません。 又 私 は 今後 さう でな いこと をお 

知ら せす る こ と は 許されな い 身の上です。 私 は 諸君に 何 

と 思 はれても 私は默 つて それ を 一せ け 入れな け れ ばなら な 

いのです。 (廣 「香け；，： かい」 一 「はい」) 諸 ^5 にと つて は 

私が 盲 ほ になった の は 何事で もありません。 B 本に とつ 

て も 何事で もありません。 第 一 私の 半； きて ゐ る こ と が 

諸お にと つて 何に なり ませう。 私が 戰爭で 死んだ 處が、 

諸君 は いさ、 かも 痛痒 を 感じられな い で せう。 (廣 「書け 

たかい J  It 「はい」) 諸お はいかなる 大才の 若 死 を も 心 か 

ら 痛む - .- と をされ な い でせ う。 まし て 私の やうな ものが、 

死なう が 生き やうが、 盲 HI になら うがなる まいが、 諸君 

にと つて は 何事で もないで せう。 私から 泣 言 を か され 

るの さへ、 不快に 思 はれる でせ う。 (「害け たかい」 「は 

い」) それ を 私 は 決して 無理 だと は 申しません。 決して 

それ を 不當だ と は 中し ません。 しかし それだけ 私に とつ 

て は.；^ し ぃ氣 がいた します。 今 は 少し あきらめ てゐ ます。 

しかし あきらめ るまで は 一 通りの ことではありませんで 

した。 (「* けた か い」 一はい 」) 永遠に 私の 目 は 開き ませ 

ん。 諸お の 顔 を 見る こと は出來 ません。 想像 はします、 

しかし 心細い 氣 がします。 見たい もの 許りです。 私が よ 


場で！； S 説 をして ゐる のた 

え X よ、 つ ご ，さ いますよ。 

次 い、 かい。 本當 に-; g 説 をして ゐる やうに して 云 ふよ。 

： 十 はい。 

次 始める よ。 (立ち上り) 笑って はいけ ない よ。 

子 笑 ひます ものです か。 

次 本 當に笑 ふ 暇 はない ね。 俺達 は 死に もの 狂 ひに なら 

なければ ならない の だ。 少しぐ らゐ 書きお としが あって 

も あ とでな ほせる か ら 0 きな ほ さず 書 いてお くれ。 

？ はい。 

彼 次 木 C:s に はじめる よ。 (？ する やう 11 しかし^ 記 

出來ろ やうに ゆっくり しゃべろ) 私 は 盲 です。 戰爭で 

盲 = になった の です。 かう 云へ ば 諸； S は 死な、 かつ たの 

を 幸に 思へ とおつ しゃる かも 知れません。 たしかに 私 は 

死な、 かった こと を 率と 思つ てゐ ます。 しかし 私に とつ 

て：：： を 失 ふこと は 少し つらす ぎます。 (廣 「害け たか い」 

靜 「は い」) ^lfi^kdはそんなことは云はなぃでもゎか つて ゐ 

ると、 お 思 ひになる かも 知れません。 しかし 私に とって 

z: を 失 ふ こと は、 諸君の 察し て 下さる よりも つらい こと 

だった のです。 ^お 私 は w,.}^ だった のです。 どうせ 下手 

かきだと お 思 ひになる でせ う。 どうせ n: がわる くな く 

とも、 大した ii 事 はしない にき まって ゐる とおつ しゃる 
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し賓 かきでなかった にしろ 私 は iralr になった こと を 悲し 

みます。 不自 W です、 他人に 迷惑 を與 へます、 一人前で 

はなくな ります、 見たい ものが 見えません。 よみたい も 

のがよ めません。 (「書け たか い」 「は い」) 私の 讹 5;,! は 手 

にさ はる ものと、 耳に 問える ものと、 香 ひの する ものと 

です。 さう して その 度に 見たい と 思 ひます。 大事な もの 

がー つかけ て as る やうな 氣 がします。 さう して 私の 希望 

は それの 爲 にす ベて こ はれました。 (「書け たかい」 「は 

い」) 私は畫 かきです。 私の 希 は畫を かく ことによ つ 

て の み滿 たされる と 思 つて ゐ たのです。 私の 運命 は 私 の 

畫が 進歩す る 事に よって 開け て ゆぐ と 思つ て ゐた の で 

す。 私 は 今でも：！； の 前に 自分の かきたい と 思 ふ 幻 を はつ 

きり 見る ことがあります。 夢の 内に は 美しい 色と 形と を 

見ます。 しかし 私 は それ を かく こと は 出来ません。 「害 

けた かい」 「はい」) 私の 五六 年の 苦心 はもう 一 歩と 云 ふ 

時に 消え てし まひました。 もうと り 返す こ とが 出來な い 

のです。 他の 人 は 知りません。 私と 私の 唯一 の 妹 は 泣き 

ました。 何度 泣きました でせ う。 S に 抱きあって 泣き ま 

した。 口惜しい のです。 なさけな いのです、 もうあら ゆ 

る 希^ はなくな つたので す。 絕 望です、 私 は？ C 集され る 

前に 一 つの 畫を かいて をり ました。 妹が 立って ゐる 姿で 

す。 諸 はどうせ 碌な 靈で はなかった とお 思 ひになる で 


せう。 (間 「書け たかい」 「はい 10 さう 思 はれても、 私 は 

どうす る - J とも 出來な いのでせ-つ。 この ：z: がどうし て も 

ei いて くれない やうに。 諸お よ、 假 りに 假 りに 私 を 有望 

な 畫家だ つ た と 思 つ て 下さ い 。 さう し て どうか それ を 疑 

はないで 下さい。 どうせ./ \- 私の 畫 はま だもの に はなつ 

てゐ なかった でせ う。 しかしもう 一 めば、 ものに な 

る處た つ た と 思 つ て 下さ い 。 少 くも 私 は そ の 仕事 をし て 

ゐた 時.， H 分 の 夫來に 希お を 認め て ゐた と 思 つて 下さい。 

(「害け たかい」 「はい」) 私 は その 鬻を报 きながら 妹に 云 

ひました。 俺 は 勝つ よ、 きっと 蝣 つよ、 俺の 蓮 命 もお 前 

の 蓮 命 も ひらける よ、 俺の 箦 かきに なった こと を 叔父 さ 

んも 喜んで くれる だら う、 叔母さん も； i 蔑 はしない だら 

う。 一 一人 は いつまでも 叔父さんの 家の 食客に なって ゐる 

必要 はな いの だ。 幸 蓮 は 私達 を 待 つて くれる の だ。 俺 は 

それ を 今 感じて ゐる、 ほの 前に^ 利の 幻 を 見て ゐる。 

もゥ 少しの 辛抱 だ。 私 は本當 にさう 思った のです。 私 は 

自覺を つ k あつたの です。 さう して 妹 も 私の その Iw 紫 

を 信じて ゐて くれたの です、 妹 許りではありません、 友 

も それ を 信じて くれました。 (「嘗 けた か い」 「は い」) あ 

る 展_!2 ^命〕 に 出した 私の 霄は 私の 1® 敬す る 批評家から 可な 

り 程度 の 高 い 賞め 言葉す らもら つたので す。 かう 云つ て 

も、 ^！^^は知れたものだとぉ思ひになるでせぅ。 しかし 
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假り に 私 を 有？ な 人 問 だ と 思 つ て "ト さい。 有 な 人間 か、 

もう ！ 歩と 云 ふ 勝利の. HI 覺を？ おた 時 召 第され て、 戰爭に 

行 つ て 肖 =： にな つて 歸 つて 来た と 思 つ て 下さ い 。 それ は 

ぁり5^なぃことではなぃで*せぅ。 (間) ^^！^はその人に 

Ms- る 、 J と を じな いでせ う。 しかし 私が その 人 だ と 

云へば、 諸^^は.：1惚れてゐると思はれるでせ，っ" 私 は 情 

けない 氣 がします。 しかし、 さける ことの 出來 ない 運命 

を 呪って 許り もゐ られ ません。 私は靈 がもう 二三 日で 出 

來 h る と 3^ つ た 時 召 第 された のです。 私 は その 場合 召集 

される の はい やでした。 しかし 私 は 抵抗す る こと は出來 

ません。 妹 は 泣きました。 私 も； 一 Si きました。 しかし 私 は 

^^^^にゅかなければならなかったのです。(「$^け匸か い」 

「はい」) 私 は へ ゆきました。 私 は大の 非戰詢 者で し 

た。 人 を 殺す こと は 嫌 ひな mf- です。 又 人に 殺される こと 

はこの 上な く 嫌 ひな 3^ です。 私 は Li 家が 戟 15^ を した こと 

にも. 小 服だった のです。 私 は 友と その 話 をして ゐ ました" 

私 は-お 隊に とられた S に、 少し 進歩が おくれた のです、 

さう し て それ を や つ と とりもど したと 思 ふ 時 に戰に とら 

れ たのです。 (「俄 M けた か い」 「はい」) 戰爭に ゆきました。 

もうち ました。 憐れな 敵の ^^^！^探ゅ：を統殺する群に 

も 人り ました。 私 は 心の なかで 認 罪し、 その 人の E1? に 祈 

りな.. から、 さう し て ねら ひ をはづ しました が 私 は その 人 


の 生命 を たすける こと も、 死の 恐怖 力ら ゆる： y る こと も 

出來 ませ ん でした。 私 は なぜ あんな こと をし なければ な 

ら なか つたので せう。 今でも その 人の 顔が H に 浮びます C 

何 かの 力が 私に それ を さした のです。 何の 力 か 私 は 知り 

ません。 私 は それに 抵抗す る ことが 出來 なかった のです。 

-HI 分 の. 死ぬ の が 怖 か つたから でせ うか。 それた けだ つ た 

でせ うか。 

靜子 そんなに 平く かけません わ。 

(小 問 使 登？ 1。) 

使 靜子 さま。 奥 さまが 一 寸。 

すぐ 參り ますと 云 つ て 下さ い 。 

使 はい。 

(小間使 退 揚。) 

一寸 行って 來 ますよ。 

行って おいで。 

(靜乎 返 場、 廣次 鉛筆 をと リゎげ 字.^ f おかう として 自 

い 一お こし。〕 

廣次 あ、 あ。 (仰 S けにた ふれろ。 g= く 沈 |^) 

(小間使 登 51。 廣次 ffi! きろ J 

小 SI 使 お 客 さまが いらっしゃいました。 

廣次 誰？ 

小 使 西 島 さまと；：； おっしゃ いました。 
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廣次 なに？  島？ すぐ こ、 にお 通しして くれ、 きた 

ない 處で すがと 云つ て。 さう して 靜 子に 西 島さん が來た 

と 云って おくれ。 

小間使 はい。 

(女中 退場。 廣次 一 寸默禱 すろ。) 

一- g: 島 小間使に 案内され て 登場。) 

V さ 

小間使 どうぞお 敷に なって。 (座 蒲圃， ^す、 めろ) 

I： 島 ありがたう。 

小間使 いらっしゃいました。 

廣次 よく 來て 下さいました。 

E; 島 どういたしまして、 (二人 找拶 する。 一寸： hi 默) も 

つと 早く 御 返事 すれば よかった のです が、 昨日まで 一寸 

旅行して ゐ ましたので 失禮 いたしました。 今朝お 作を拜 

見し ましたの で 早速 手紙 を 書か うかと 思 ひました がそれ 

よりお Rr にか、 つた 方が 話が よく わかる や、 つに 思 ひまし 

たので 來 ました。 お宅 は 近いので すから。 

廣次 ど， 「も ありがた， つ。 

两 島 お 作 はい \ もの だと 思 ひました。 51« でなければ かけ 

な い と 思 ひます。 まだ |51\た りな ぃ處は ある で せう.. か、 

君の 心の 苦しみが、 よく 出て ゐ ると 思 ひました。 君 は 君 

の 血 ゃ淚ゃ 君の 全 半： 活を 作の 内に しぼりだす ことの 出來 

る 少數な 人の 一人と 思 ひました。 君の 賓を この 前拜 見し 


た 時 もさう 云 ふ氣 がし ましたが、 今度 君のお 書きに な つ 

たもの を！^ て 矢張り あ  >  云 ふ畫を かいた 方の 作 だ と 思 ひ 

ました。 私 は 同情に ぬきます が 御 不自由な のによ く あれ 

だけ かけた と 思 ひました。 

廣次 ものに なって ゐる でせ うか。 

E: 島 なって ゐ ると 思 ひます。 まだ むらな 處 がない と は 云 

へません かもしれ ません が、 何しろお の 心の 苦しみが よ 

く 出て ゐま す。 さぞ 苦しかったら うと 田 心 はれます。 

廣次 本當 にもう 少しで 自殺し やう かと 思 ひました。 if, き 

てゐ るの が 不思議な や、 「です。 戰爭で 死な \ かった の も 

不思議です けど、 盲 HI になって から 自殺し なかった の も 

不 思.； I で す。 妹が ほ て くれた か ら で す。 私が どんなにみ じ 

め に 生き て 居 て も 、 妹は 私 の 生 き て ゐ る こ と を ？！^ ん で く 

れ ました。 さう し て 私の 死ぬ こ と を んで は くれ ま せ ん 

でした。 私が どんなに 癇瘸を 起しても 妹 は 私 を |H ん では 

くれませんでした。 私は他人手を^5りなぃでは生きてゅ 

かれない 人間に なりました。 今から 盲 H の- ギ をなら ふ 氣 

もしません し、 ならった つて それ を E あきの 字に なほす 

のに は 他人 手 を 借りなければ なりません。 本 をよ むので 

も 盲； H の 本と 云 ふ ものに は 碌な 本 はない と 思 ひます から 

ね。 矢張り 讀ん でもら はなければ なりません" その 私 

の 頭 はへんに： § 同に 出 來てゐ ますので、 自分の よみたい 


妹の そ 


西 廣两廣 m 廣西 


もの 切り. H めない 質な のです。 それに 自分の 生きて ゐる 

ことが 他人 に 迷^,恐を かける ことになるの ですから、 氣が 

ひけて いけません。 幸 ひ 妹が て くれる ので 助か つ てゐ 

ます。 もし 妹が おませんでしたら 私 は 生きて ゐる ことに 

は 1^ の ももつ こと は 出来なかった でせ う。 

ひ！ 木お に 御 M 情し ます。 本 常に 隨 分^し かった でせ う。 

廣次 何しろ 一人前の 人間になる のが 大變な 努力な のです 

から，； r  ： なぞと 云 ふ 人の ことが この is- よく 考へ 

られ ます。 まるで 忘れて ゐ たもので すが。 さう して 慰め 

ら れてゐ ます。 馬^だ とか ミ ル 卜 ン だと かも 盲 =z になつ 

て、 自分の かきたい もの を n 述し たさ、 つです が、 ？ i とつ 

て 仕 を し 上げ て ifu か ら；^ 敬され た あとで 宵： H になった 

のです からさ- 「慰めに はなり ません が、 ヘレン. ケラ ー 

の やうな 人 の 、 ，- とを考 へ ると $: 舞し て くれます。 ilzH に 

なって しまつ た 以上、 今更 不平 を 云 つ て も 始まりません 

から、 どうかして 盲目で も 出来る 仕事で、 自分の 運命 を 

切り 11 い て ゆきた い と 思 ひます。 根 M では 他人に 負けな 

い：； Jl^ です。 死ぬ 资 おは 出来て ゐ ます。 どうにかしても 

の になら うと 思つ てゐ ます。 なりたい と 思つ てゐ るので 

す。 です が、 .H 分で はま だよ くわから ない のです。 畫の 

方 だと、 少し はわ かって くれたので すが、 畫も： .fl 六 年 は 

わかりませんでした。 やっと わかり かけた 時に 目をやら 


れ たのです から、 少し 可哀 さうな 氣も します。 今 だって 

頭の 内に は 時々！ K が 出来る ことがある のです。 一： W のなか 

で よ く賓を かいて ゐる 夢を見 て nw を覺し て 怒鳴る こと も 

あります。 あの 小說の 内に も かき ましたが S が 作^ は 出 

来ても- 盲：：： で 鬣 はかけ ない 氣 がします、 色 をつ か はな 

ぃ簡單 な K なら かけても い k と 思 ふこと があります が、 

思 ふやう に は ゆきません。 それでも 時々 こんな 箦を alM 

まぎれ にかいて 見る こ とも あり ます。 肉 ， ガには 見え ませ 

んが。 (さっきの 黉,. 兄せ る」 

西 島 之 は自賓 像です ね。 

廣次 え、。 まだ S の あいて ゐる 時 のです。 目に 未練が あ 

る わけで はない のです が、 と 云って ない こと はあり ませ 

ん が、： E が つ ぶれ てからの 自分 の 顔 は 見え ませ ん からね。 

島 ぁ气 之 は高峯 の 細お です ね。 

次 わかります か。 

島 よく 似て ゐ ます。 

次 もう 子供が 出來 たさう です ね。 

島 え > -。 

次 隨分變 つたで せう。 

B. い. -ぇ。 さう 鍵って はしません。 之 は 妹さんの です 

力 

廣次 さう です。 
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西 島 之に よく 似た贵 君のお かきに なった 油畫を もつ てゐ 

ます 

次 さう です か。 

島 高 峯の細 IS から もらった のです。 

次 今 見たら たまらない 畫で せう。 

島 そんな ことはありません。 今でもい、 畫 だと 思って 

ゐ ます。 

次 せめてもう 十 年も畫 がかけ たらと 時々 思 はない こと 

はありません。 しかしもう あきらめて はゐ ます。 

-ゃぶ 

島 あの 小說 にかいて ありまし たが、 畫は 大概お 破りに 

なりました か。 

次 え k 大概 小刀で 切り さいて しま ひました。 

島 あすこ を 讀んだ 時 惜しい 氣 がしました。 

次 その 方の 未練はありません。 あんな ものが 殘 つてく 

れ たって 何にもな りません からね。 どっちに しろ 知れた 

ものです からね。 (間) それから 少し あつかましい 氣も 

します けど、 私のもの を貴$^ の 雜誌にの せ て數 くわけ に 

は ゆかない でせ うか。 

s: 島 私 一人の 考へ ではお のせした いと 思 ひます が、 私 一 

人の 考 へ でも ゆきません から。 

廣次 無理に と は 申せません けど、 よかったら 載. せて 戴け 

ると ありがた いのです。 


两島 なるべく 載せる やうに 骨折って 見 ませう。 しかし あ 

の 作 一 つで さう 反響 を 得る こと は出來 ないで せう〕 

廣次 それ は 私 も 知って ゐ ます。 

(靜 子お 茶と 恭 子ん もって 登 3r) 

^  &S 子 力、。 

子 はい。 

次 妹です。 

子 よくい らっしゃって 下さいました。 

島 始めて。  . 

(二人 校？ る。 k ば 子お =5?.^ ついて す V めろ。) 

子 よく 來て 下さいました。 (間) 御お 事がない ので 兄 

は 心配して をり ました。 

島 旅行 をして をり ましたので、 今朝 拜兑 しました ので 

早速お 伺 ひした のでした。 

子 兄の もの はどうで すか。 

島 い、 もの だと 思 ひました。 

子 それ は 本 當で御 います か。 

島 お 世辭は 中し ません。 

子 出して 數 けます か。 

島 友と； W 該 して 見 ませう。 

子 あなたお - 人の ぉ考 へ では どうお 思 ひに なります 

の。 あなたお 一 人のお 考 へで どうに でもな ろので は 御- 
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いません の。 

N£ さう も ゆきません" 

1^ 子 それでも あなたが 是非 出さう とお 思 ひに なれば、 ゆ 

かない こと はない のでし よ。 

席次 靜 ちゃん！ 

S 子 それでも、 私 今 出す とおつ しゃって 戴かない ともう 

出し て 戴けな い やうな 氣 がする のです もの。 

席次 そんな 勝手な こと を 云 ふ もので はない よ。 

靜子 私 はい.^ もの だと：！： つた 以上 は日參 をして r も 出し 

て 戴きます わ。 皆さん は あんな ilzlH に 何が 出來 ると 云つ 

てい らっしゃ；， ます わ。 それにお 一 寸 心配な こと も 御座 

いますの よ。 一 一人が 氣兼 ねして 一 寸の時 問 をぬ すんで や 

つ と 寄き あげた も の が 、 W;SIS さん のお 考へ 一つで どう に 

でもなる の だ と.3^ふ と、 私お すが りし た い 氣 もし ます わ。 

それ も 物に な つて ゐ ない 物なら 仕方が あり ませ ん けど。 

0^ 默 つてお いで。 西 島さん の 方に もい ろく 御 都合が 

おありになる だら うし、 あの 作 は 出した つて どうせ 思 ふ 

やうな 反 が ある わけ もない からね。 それに 私達の 仕事 

は ゆっくりす るより 化 方がない からね。 

8^ 子 お兄さん。 そんな 一;^; 氣な こと を 云って は ゐられ ませ 

ん のよ。 私、 もしかしたら 近い， 2： におよ めに ゆかな けれ 

ばなら な い かも 知れ ませ ん のよ。 


廣次 そんな ことが。 

靜子 それでも 叔母さん がさう おっしゃ いました わ。 叔父 

さんが 大變 お世話にな つ てゐる 方の 息子さんが 私 を 是非 

もら ひたいと おっしゃ るので すって" 叔母さん は 喜ん で 

くわ は-つも。 

いらっしゃいました わ。 私の こ と を 果韩者 だ とお つし や 

いました わ。 

廣次 靜 ちゃん。 お前 は ゆく 氣が あるの かい。 

靜子 い \ え。 私 はお 兄さんの わき を 今 はなれる こと は 出 

來 ません とさう 申し ましたの。 お兄さんのお 仕事の 手 だ 

すけ をし なければ なりません からと さう 申し ましたの。 

廣次 さう したら。 

靜子 とも 倒れになる やうな こと はよ せと さう おっしゃい 

ました わ。 (忍-ひ； く、  g3 く 沈 K) 

廣次 お前 は 本當に ゆきた くな いの か。 條 のこ と を 思 つ て 

く 叱る の は 嬉しい けれど、 は 俺で 又 どうにか する だら 

う。 俺の 仕事 は氣 長な 仕事 だ。 どうにか する だら う。 お 

前 は 俺の 1 になら な い 方が い \ 。 

靜子 本 當に私 は ゆきた く は 御座いま せんの。 お兄さんの 

お 傍に ゐ たいの。 

廣次 (嬉し さ，^ かくし 切れ ず〕 それ は本當 か。 さう して 

お前 は 何と 返事 をし たの だ？ 

靜子 もう 一 一三 年 待って 戴きたい と 申しました の！ 
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靜廣 き？ 廣 i^tTf  m        靜 西廣西 靜西靜 


次 さう したら？ 

子 待てば きっと 結婚す るかと おっしゃ つたの。 

次 お前 は 何と 云った？ 

子 それ はわ かりません わ、 と 巾し ましたの。 

次 さう したら。 

おこ  a  I 

子 さう したら 大變 お怒りに なって、 先樣に そんな 御 返 

事が 出來 ます か、 とおつ しゃい ますの 。 それで 私 それな 

らお 謹り して 下さいと. m. しました の。 さう したら 叔母 さ 

ま は本當 にお 怒りに なり ましたの。 さう し て そんな 御 返 

事が 出來 ます か 。 さう し て もし 叔父 さ まが それ で 免職 を 

されたら どうします とお つ し やる の ？ 

次 お前 どうした。 

子 そんな こと は ある わけはありません わと 申しました 

の 0 

次 うん。 

子 さう したら 叙 S さん は、 いえさう にき まって ゐ ます 

とおつ しゃる の。 

次 それから。 

子 私、 泣いて しま ひました の。 

次 (歎息， かつく) あ K あ。 

子 叔母さん は 分の 娘た つたら こんな 氣ずゐ な 眞似は 

させない とおつ しゃいました わ。 


西 島 失 in じすが その 話の 方のお 名前 を 聞かして 戴く こと 

が出來 ます か。 

子 相 川と おっしゃる のです。 

島 相 川 三 郎と云 ふ 方で は 御： a いません か。 

子 さう で 御座います。 御」！^ 知で いらっしゃいます か。 

島 その 人なら 知って ゐ ます。 

次 どんな 人です か。 

島 正直に 云 ひます と、 僕より 六つ 下の 級に ゐた 人で よ 

くない 醇で 退校され た 人です。 

子 そんな 風評 は 存じて ゐ ます。 叔父さんが ょく惡 口 を 

云って いらっしゃいました。 相 川 さま も三郞 さまに はお 

s; りで いらっしゃ ると 申して ゐ ました。 

次 そんな 人の 處へ ゆけ と 叔母さんが 云 ふの か。 

子 さもなければ 私の やうな もの を 相 川 さまで もら ひた 

いと はおつ しゃり はしません わ。 

次 よし。 それなら どうしてもい つ て は いけない よ" 

子 それ でも もし 叔父 さ まが 免！^ を さ せ られ たら。 

次 そんな 不 當な ことで 免職に なつ た つ て " 

子 それでも その 時 私達 はどうし て 牛： きて ゐ ら れ ま す 

の 0 

廣次 そんな 話 はもうよ さう。 いやな お話しば 

かりお きか せ しました。 こ んな話 はお か せ し たく はな 
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m 廣 廣 W  ^ 廣 N 

子 次 次 子 


かった のです が 

S い、 え。 ちっとも。 

子 兄の 小說は 出して はいた V けません でせ うか。 

Nft 出し ませう。 稿 はおお-しし やうと 思って 持って 參 

りました が、 それならば 戴いて ゆきます。 

靜子 失禮な こと 許り 中し ました。 御作 をよ く拜 見して 居 

りました ので、 も， つよく 知つ てゐて 下さる 方の やうな 氣 

が し ます も ので、 私の 方 許りで 存じて ゐ ると 云 ふこと を 

つい. S れ ますので。 

S い k 、ズ。 私の 方で も 野 村さん のこと は 勿論、 あなた 

の 、 J とも 存じ て ゐ ます。 野 村さん のお かきに なつ た 貴君 

の 小 M は 私の 室に か & つ て をり ます。 

ゆ； 十 まあ！ 兄のかぃた5^«をかけてゐて下さるのですか。 

S え k かけて ゐ ます。 高樂の 細おから もらった のです。 

子 S さんの 綾子 さん はよ くい らっしゃい ます か 。 

g:c« え >t。 妻と も 友達な ので。 

節： 十 お 5^3ひ に な つ たら よろしくお つし やって 下さい。 

0^  jlsf^l;^ にあったら 傑から もよ ろしく 云った とおつ し 

やって 下さい。 も、 「少し 元氣 になった らお： n にか & りた 

いと 恩って ゐる とおつ しゃって 下さい。 今 まだ 靈の 話 を 

する のがつ らい 氣 がします から。 

-eft さう. S. しませう。 それなら 失禮 します。 それから こ 


んな こと を 申す のも變 です が、 街 人 用の 節は餘 分の こと 

は出來 ません が、 どうか 御 遠慮なく。 

廣次 ありがたう。 又よ かったら こんな 處で すが、 どうか。 

S ありがたう。 私の 處 にもお いで 下さい。 少し はず  1 音 

器の い.^ 盤 も 御座 い ます か ら。 

廣次 ありがたう。 

靜子 今日 来て 下さった の で どんなに 兄が 喜んだ で 御座 い 

ませう。 どうか 又お こりな くお いで 下さい。 

ありがたう。 

お J?i^! りし て 上げ ておくれ。 

はい。 

さよなら。 

さよなら。 

(S: 島と 靜 子；^ 揚。 靜子登 5r) 

歸っ たかい。 

ぉ歸 りに なりました。 お兄さんのお 作が い X と 云 ふ 

、 J と を い て 私本當 に 安心し まし た わ。 

廣次 さう かい。 俺 は 西 島お が あの 小説 を 出す やうに なつ 

た 動：！ が 少し 氣に 入らな いの だよ。 しかし 今 そんな - J と 

を 云って ゐる 時で もない が。 西 島お はお 前が たのんだ か 

ら 出す 氣 がした の だ。 お 前が 醜；^ つ た ら西島 君 は 僕の 小 

設を 出す と は 云 はな か つ たらう。 
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靜廣靜 廣靜廣 靜 廣 靜 m 靜 


靜子 お兄さん はすぐ そんた 厭味な こと をお 考 へになる の 

廣次 しかし そんな こと はどうで もい. 1。 結婚の 話と 云 ふ 

の は 本當な のかい。 

靜子 太當 です とも。 

廣次 さう し て 何時まで に；？.！ I 事 を すれば い k の だ。 

P 子 早い 52! い、 の ださう です。 もう 向-つで はくる ものに 

きめてい らっしゃ るの ださう です。 是非 くれ、 不服 はな 

いだら うね。 とお つし やつ たの ださう です。 

廣次 そんな 馬鹿な ことが。 

靜子 それでも 相 川 さま は それ は 頑固な 方な の で すって 

ね。 自分の 云 ひ 出した こと は理 でも 非で も 通さう と 云 ふ 

方です つてね。 少 くも 下な ものに 對 して は。 さう して 叔 

父 さまが 本人に iM い て 見ます とお つし やつ たら、 1!;^ の處 

の 食客 ぢ やない か。 本人に 相談 を 丁る 必要が 何處 にある 

の だ、 それとも 君 は 三郞に 不服が あるの か、 とおつ しゃ 

つた さう です。 

廣次 叔父さん はどうし たの だ。 

靜子 叔父さん は それでも は つきり した 返事 はなさら なか 

つ た の だ さう です。 する と お の 處にゐ る 娘 を どうし て も 

くれなければ、 その結果はどぅなるか^；は知ってゐるだ 

らうね。 君 は 働が あるから 僕の 會社 でっかつ てゐ ると 思 


つて ゐる のか、 まあ 考へ ておいて もら ひたい。 とさう 云 

つ たさう です。 

虜次 そんな こと を 云った のか。 なぜ さっき 其處 まで 云 は 

なか つ た の だ 。 さう すれば 少し は 金の さい かぐ を しても 

ら つ て g 後の 決心 をし なければ ならな か つ た。 

子 最後の 決心と は。 

次 二人で 何處か で 家 を も つ の だ 。 

子 そんな こと は出來 ません わ。 

次 そんなら お前 は どうす る 心算 だ。 

子 どうしてい \ かまる で わかりません の。 お兄さん は 

-が ゐ なく なったら どう なさって。 

次 お前 は ゆく 氣が あるの か。 

子 お兄さん は。 

次 俺 は ゆく こと は斷 じて 112{對 だ) しかし 俺に は不 を 

云 ふ 資格 はない。 

+  frf たって さう です わ。 

次 ぉ前は.：^」が ゐ なか つ たらす ぐ 承知 をす る だら う。 

ひこ リ 

子 それ は 承知す るか も 知れません わ。 私 一 入 さへ ハ ィ 

と 云 へ ば それで ぃゝの ですからね。 

廣次 だけど 俺が ゐる。 俺の 仕事が ある。 知し ズ はいけ 

ない よ。 

靜子 はい。 
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彼 次 今お 前が ゐ なくな つ たら 俺の 希 m は 消えて しま ふ 

よ。 もう  一^と 云ふ處 だからね。 お前が どうしても ゆき 

たいと 云 ふ處 なら 俺 は あきら め るか も 知れな い 。 だが 今 

度の こと はお 前 も 不服な の だからね。 お前 も 本心 は 叔父 

さん 一 家の si になりたくない の だら う。 

^子 はい。 本お は。 

席次 俺の tiii になつ て くれる 方 を 喜んで くれる だら う。 

俺は無！^なことは云はなぃっもりだ" お前の 一生 を櫞牲 

にしゃう とも 思 はない。 俺 はお 前の £11 にも 仕事 をしたい 

と つて ゐ るの だ。 お前 を 喜ばし て やりた いと 心の 底で 

は 思って ゐ るの だ。 この 三 £ 年の 間お 前に かけた 苦勞は 

非 (めだった。 俺 は それ を 自分の 仕事で 酬いた く 思つ てゐ 

たの だ。 さう して その 希 がかす かで は あるが 見えて 來 

たと W 心って ゐ たの だ。 俺 は それ を 喜んで ゐ たの だ。 俺 は 

n 分の にも 仕 車の 成功 を 願つ てゐ る。 しかしお 前の S 

にも 願って ゐた。 お前 こ、 においで！ お前に は 本當に 

if 「努 を かけた。 さう M 時 迄 も苦勞 はかけ ない。 俺 も 男 だ。 

(Is 子の 目に 指. ^さはり) お前 は 泣いて ゐる のか。 今 は 

泣く g- ではない。 心 を 鬼に する 時 だ。 

^子 それでも 免職に なったら 叔父 さま もお 可哀 さう です 

わ。 本 常にい、 方な のです もの。 

说次 さ、 「か。 矢張りお 前 は ゆきたい の だな。 ゆきた けれ 


ば ゆきたい と 云へ。 

靜子 お兄さん。 何 を おっしゃ るの？  (：^ く) . 

廣次 ゆきたくない のか。 それなら 泣く こと はな いぢ やな 

いか。 力の ない 意 地な しと、 不正な 人間の 镜牲 になつ 

て は 馬鹿！； 艰てゐ るよ。 

靜子 それでもお 兄さん、 叔父さんが 免職に なったら、 ど 

つ t 

うし て 食 つ て ゆく お 心 竹ォ。 

廣次 一 一人 だけなら どうにか や つ て ゆけ る。 西 島 さ へ 本氣 

に 力を入れて くれ 、ば どうにかな るに ちが ひない。 しか 

し  一 Si 相 川 は なぜ そんなに お前 を もら ひたがる の だ。 お 

は 相 川に 逢った ことがある のか。 

？ え、 1」 十日 程 前に 電車で お：： ：！ にか \ りました の。 叔 

母さん のお 伴し て 電車に のりましたら 三郎 さんがお 友達 

と 御 一緒にい らしった のです。 

廣次 敬語なん かっかう の はよ せ、 馬鹿？ それで。 

おこ 

靜子 御 怒りに なって はい やです よ。 それで 叔母さんが 丁 

寧に 御挨投 をな さつ て 私 を これ は 私の 家に 厄 ノルに なつ て 

をり ます fe^. で 御座います。 御 見知り を 願 ひます とおつ し 

やった の。 

廣次 それでお 前 は 丁寧に ぉ辭 Ji^ をした のか。 顔 を 赤く し 

て。 (間) それが 氣に 入った の だ。 

靜子 それから もっとい やなこと が 御座いま すの。 
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靜 廣靜 廣 廣靜廣 
子 次 子 だ 次 次 子 次 


廣次 なんだ。 

おこ i ひ 

靜子 私、 一 昨日 叔父さん の 御 伴し て 相 川さん の 所 へ 參り 

ましたの。 

廣次 なぜ 行った の だ？ 

靜子 私 何にも 知らなかった のです。 た^ 叔父さんの 御 伴 

をし て 行った の です。 行く 時 叔母さんが 何時に なく 御 機 

嫌がよ くつ て、 霞 物の こと やお 化 S のこと を やかましく 

おっしゃ るので 變 だと は 思った のです が 私の ことで し た 

から、 別に 氣 にも かけずに 御 伴して 行った のです。 途中 

まで 行く と 叔父さんが 一 寸相川 さまの 處へ およりし やう 

とおつ しゃ るので す。 私 は何氣 なくつ い て ゆきました 

の。 立派な お 家でした わ。 いい 趣味の 家と は 思 ひません 

でした が、 如何にも 金が か k つたと 云 ふお 家でした わ。 

廣次 さう して 相 川のお 父さん やお 母さんに も あつ て 丁寧 

にお 辭儀 をした の だら 、つ。 

靜子 、f。 しました の。 

廣次 馬鹿！ 

靜子 しかし それだけなら まだい、 のです。 もっとず つと 

ひどい ことが 御座 いました〕 今にな つて はっきり わかり 

享 0 

廣次 どうしたの だ？ 

靜子 湯に 入れと おっしゃった のでず。 


廣次 それ は本當 か。 さう してお 前 は 入った のか。 

靜子 叔父 さま も 是非 人れ て 戴く とい \ 結構な お 一 か 

ら とおつ しゃった のです。 

それでお 前 は 人った のか。 

はい。 

一 人で か。 

へ靜子 泣く。) 

泣 い て ゐ て はわ か ら な いぢ やない か。 亂と 入つ た の 

あとで-奥 樣が 入つ て いらっしゃいました の！ 

馬鹿！ 馬鹿！ お前 は 恥知らず だ。 

さう して 私が 51 から 出ました 時、 其處 に三郞 さまが 

Ik 氣 なく 立 つてい らっしゃ いました" 

廣次 お前 はどうし たか。 

子 私 はま さか 故意と だと は 思 ひませんでした。 あっと 

申しました。 その 時三郎 さん は あわて、 お逃げに なり ま 

しテ 

投次 さう し て お前 は 御 かげで い 、氣 持に なり ましたと 體 

を 云って 歸 つて 來 たのが。 

靜子 はい。 

廣次 俺が 齊 =1 にならなかったら そんな こと はさせ なかつ 

た。 俺が K 洋に 生れて ゐ たら 三郎と 決闘して やる。 た^ 
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m  m  m  m  m  m 


西 芳！^ 芳西芳 芳 芳西 芳两芳 


はおかない。 泣かない でもい \、 策略に か，^ つたの だ。 

それ を いたら^ はな ほ，^ 知 は出來 ない。 皆く る だ。 も 

しぉ前が相川の ^^1 へ 行くなら その 前に - J の 俺 を 殺し て く 

れ。 あんまり だ。 あんまり だ。 

, 子 それでも 私よりも つ と-?. K さうな 女が い くらで も あ 

ります わ。 

嵌 次 俺 は 恥知らずに はなれない。 い、。 其處 までして く 

れ たの は 俺達 にと つ て 壮 合 だ つた。 何 S. ま で も 負け て は 

ゐな い ぞ。 俺 だ つて mjr た。 霜に かけて は 犬才だ と 迄 云 は 

れた人 だ 。石に かみつい たって 负け て はみ ない。 行か 

う。 行かう。 

子 何處 へ。 

T  しに？ 

ジ ふ！ S も 來、 

T  . ^し - J  0 

とち 

次 お前 は默 つて 叔父さんの 伴 をす るの ぢ やない か。 默 

つて 俺の あと をつ いてお いで。 

P 子 はい。 

(二人 J5S^。〕 

!| 幕 1 


第二 幕  ， 

西 島の 窒 

二階 蓄昔器 あり。 壁 がかけ てお ろ。 IS 島 精子.^ か 

ぶった ま」 登揚、 帽子 ，^1151 の 上に なげろ。 

子 おかへ り 遊ばせ。 どうでした。 

島 行って よかつ た。 いろ /\- の こと を考 へ させられた。 

子 目 はまる でお 見えに ならない の？ 

島 さう だ 。 

子 隨 分御不 ほ 山で せう ね。 

島 た e の 人 問 だ つ て 目が 見えな くな つて はた ま らな 

い 。 まし て畫 かきだ つ たの だからね。 

子 もう 箦は かけません わね。 

as それ はかけ ない さ。 

子 あなたが い らし つたので 喜んで い らし つ て ？ 

島 喜んで ゐた) しかし それ 處 ではない の だ。 

子 何 かあつた のです か。 

%. あ \。 妹に 緣談が 起って ゐ るの だ。 

子 妹さんが ゐ なくなったら 不 iin 由で せう ね。 

島 それ はどうす る こと も出來 ないだら う。 筆記す る 人 

を やと ふこ とも 出來な いだら うし、 讀ん で ほしい 本 をよ 

ん でもら ふ *  J とも 出來な いからね。 


妹の そ 


m 芳两 芳西芳  芳两 芳两芳 F«I 芳 


芳西芳 FEf 芳 


子 妹さん はこの 畫 に似て ゐま すか。 

島 之より はえ だら しくな つて ゐ るが、 よく 似て ゐる。 

子 それで は 綺麗で せう ね。 

島 まあ 綺麗な 方 だ。 

子 それで は 行った 甲斐が ありまし たね。 

島 馬鹿！ 

子 です が、 およめ に ゆく ので はお 闲り でしよ。 

島 それが どんな 處へ ゆく の だと 思って ゐる。 先日 芝居 

の歸 りに 電車に のった 時、 俺の 前に 酒に 醉 つて 居眠りし 

てゐる 奴が ゐ たらう。 いやな 顔した。 

子 道樂 者ら しい。 

島 俺が 相 川 三 郎と云 ふの らくら もの だと 云つ たらう。 

子 え \ 

島 その 人の 處へ ゆく かも 知れない の だ。 

子 どうして ^1 す。 

島 あいつのお 父さんの やって ゐる會 社に、 野 村の 叔父 

さんが 出て ゐ るの だ。 野 村の 叔父さんと 云 ふの は あんま 

り 働きの ない 奴ら しいの だ。 それで 相 川のお ぼしめ しに 

そむく と、 職 を 失 ふか も 知れない の だ。 それで 是非 野 村 

の 妹 を 相 川の 三郞 にやり たく 思って ゐ るら しいの だ。 

芳子 野 村さん は それ を 承知な さって ゐ るので すか。 

S: 島 知 はしない さ。 いくら 盲目に なった つて、 野 村 は 


男 だからね。 だけどし まひ に は 承知し なければ ならない 

と 思 ふの だ。 野 村 は 叔父 の 處に 半分 食客に なって ゐ るの 

だからね。 

野 村さん のお 父さん やお 母さん は？ 

もつ 兩方 とも ゐなぃ の だ。 

それで は隨 分お 闲り でせ うね。 

お前が 野 村の 妹 だ つ たら 相 川の 處 へ ゆぐ か へ ？ 

あんな 人の 處は まっぴらで すわ。 見た 處 から 淺 薄な 

顏 して ゐ るので す もの、 それに あんな 下品な 顔 は 閉口で 

す、 ス 

g: 島 お前が もし あの人に どうしても ゆかなければ ならな 

か つ たら どうす る？ 

芳子 逃げます わ。 

西 S 俺 は 道々 考 へた。 あんな の紬 おになる より は淫資 

婦 になる 方が い、 と 思った よ" まだ 自 田が あるから ね。 

あ、 云 ふ 奴と 一 生 一 緒に ゐ ると 云 ふこと はた まらない こ 

とだ。 

芳子 本當 にさう です よ。 

西 島 野 村の 妹 もとんで もない 奴に 見 こまれた もの だ。 

芳子 どうにか ならない でせ うか。 あの人 を兑 なければ さ 

、つも 思 ひません が。 少し 御氣の 毒です わね。 

E: 島 野 村が 目 を あいて ゐ たら どうにか 出來 たらう e しか 


妹の や 


101 


しど-つせ ゆく ものなら！：：： が兑 えない 方が 野 村に とって 仕 

合 かも 知れない。 

^子 妹さんはぉJMの^^S^すゎ。 どうにか ならないで せう 

か。 

Ma 矢張り まだ 金の 世の中 だからね。 それに 野 村の 妹の 

やうな 位 Ss: が 一 番 いけない の だ。 もっと 贫乏 して ゐれば 

まだ どうにかな るの だ。 しかし 野 村の 位置で はむ づ かし 

い。 叔父さんに 働が あつたと しても 職 を 失な つたら 一 寸 

めんくら うだらう。 まして 働，？ がない の だからね。 

^子 g 分お 氣の fJS ね。 

S 俺 は 々どうした らい. - かと 考 へたよ。 しかし 俺に 

は考 へられ なくなった。 野 村 は 金 をと る こと は 一 寸出來 

ないから ね。 叔父さんが 職 を 失な つたら * それ も 自分の 

妹の £2 に 職 を 失な つたの だからね、 もう 叔父さんの 世話 

に はなって ゐられ ないから ね。 金がなければ 今の 世に は 

生きて ゆかれない からね。 

芳子 それで はどうしても 相 川と 云 ふ 人の 妻に ならな けれ 

ばなら ないで せう か。 

g; & まあ、 |3 らく あいまい にしておくより 仕方がな いね。 

その 內に野 村が 少しで も 有名に なれば、 又 どうにかなら 

ない と 云 ふこと もない からね。 しかし それ も あてに はな 

ら ない 話， たが、 俺 は 野 村の 處へ 行って 野 村が H の不 iL 由 


な こと 許りに 拘泥して、 n さへ あれば H さへ あれば と 思 

..S "つたい 

つて ゐ るの を 見て 自分 に n の あるの を 今更 に 勿體 なく 思 

つたよ。 さう して 野 村の 兄妹が 金の 爲に 苦しんで ゐ るの 

を兑て は、 なほ 自分が すまなく 思った よ。 本 當に野 村 は 

蓮の わるい 奴 だ。 さう し て そ の 運と とつ くみあ ひ をし て 

ゐる野 村の 有樣を 見る と 悲壯な 感じが する。 勝た してや 

りたい と 云ふ氣 がする。 

芳子 本當に 勝た して 上げたい 氣 がします わね。 

00 この 小說 にも かいて ある 様に、 資際靈 を かいて ゐる 

夢を見て 泣いたり、 疳 W を 起したり したら しい。 どうか 

して 起き 上らう 起き 上らう として ゐる らしい、 それに 較 

ベる と 俺なん か勿體 ない 程. 運が い、、 俺の 境遇に ゐて何 

かしなければ 餘 程の 馬鹿 だ 。俺 は ぃ&士 地に おちた 種 だ。 

さう し て 最も 確か に 誰に 頭 をお さ へ られる - i ともなく 生 

長して 来た。 野 村 は その 反對 だ。 少し 穿 を 出し かける と 

すぐ 蓮 命に た、 きつけられた。 畫が ものに なり かけた 瞬 

間に 戰爭に とられて 一:::= になった。 やっと 文 IJ,^ を やりだ 

して、 希望が 少し 兒 えだした 時 は 妹を鸾 はれ かけて ゐ 

る。 あんまり い、：：：： を もちす ぎた ので 恨まれた やうに、 

今度 は あんまりい &妹を もって ゐ たので 恨まれた の だ。 

芳子 原稿 は 持って 歸 つてい らしった の。 

g; 島 あ、。 今度 雜 誌に 出す ことにし たの だ。 野 村の 妹が 
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西 高 西髙 Pi  芳西芳 


S: 島 あ k。 

高峯 どうして？ 

两 島 昨日 遲く かへ つて 來 たので、 今日 不在に 來た 手紙 を 

見て ゐ たの だ。 すると 女の手の 手紙が あるの だ。 見る と 

野村廣 次拜 とかいて あるの だ。 僕 ははつ とした。 野 村の 

妹が かいたの だな と 思った の だ。 僕 は すぐ 封 を あけ て よ 

ん だら 簡 m に 小說を かいたから 見て くれ。 もし 雜 誌に の 

せ て 戴け る と ありが たいと かいて ある の だ 。 僕 は お どろ 

い て すぐ 小說 をよ んで 見た。 野 村 の 妹が かい た にち が ひ 

ない。 綺麗に 淸 書して あった。 僕 は よんで 泣いて しまつ 

た。 

髙峯 よく かけて ゐ るかい。 

西 島 まだ むら は ある けれど、 野 村の 氣持 はよ くわ かる。 

. 自分の ことが かいて あるの だ。 妹の 大きい 畫を かいて ゐ 

る 時に 召集され たこと や、 盲目に なって 家に 歸 つて 來て、 

續を 起し て畫を やぶく こと や。 妹 律に どなり つける こ 

とや、 絕 して 死に かける こと なぞが 書いて あった。 お 

のこと も 少し かいてあった。 

S なんて？ 

0B.  ¥T がい、 畫を かいたと 云 ふこと を^いて 心細く  S ふ 

ことが かいてあった。 

せ： -舉 矮子 のこと は？ 


是非 出し て ほしい やう に 云った ので 

芳子 本當に 出して お上げな さいよ。 

西 島 だけど 出した つて 反響 はない よ。 それば かりで はな 

い。 きっと 惡ロを 云 はれる にき まって ゐる。 何時に なつ 

たら 原稿で くらせる やうになる かわからない。 野 村 は 之 

から 隨分 苦し まなければ ならな い 。 

芳子 何 をしても 隨 分大變 です わね。 

s: 島 當人 になれば 又 決心が ちが ふだら うが、 はたで 見る 

と 心配な もの だ" 

子 誰かい らっしゃ いました わ。 

島 高峯天 婦が來 たの だら う。 

子 (窓 から そと, か 見) さう で すよ。 

島 くる だら うと 思って ゐた。 (窓- J- ゆ 告聲 かけろ) お 


(二人 返 場、 間もなく 西 島と 高峯 二人 登 換。) 

島 がくる だら うと 思って ゐた。 

峯 旅行 はどうだった。 

島 別に 面白い こと もなかった。 それより 今日 面白い 人 

にあった。 

0 誰に？ 

島 野 村に。 

崇 野 村？ 盲 口の？ 
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S 別に^^の細パの ことはカぃてなかった。 しカし細！？^^ 

の 節 m な を か い て ゐた つ け 。 

^を かいて ゐた？ 

g: ds どうせ：：： が兑 えな いの だから 簡 m な蠻 きり かけない 

.り しいが、 ，2: 分の 節 や、 妹の 顔 も かいてあった つけ。 = 

やなん かの 位 S が 少し 狂つ てはゐ たが、 中々 似て ゐた。 

1^3^ 妹 は屮々 ^魔に なったら う。 

あ k 隨分 SI 腿に なって ゐる、 身なり はかま はないけ 

れ ども。 

あのく らゐ SI 魔な 女 は 珍ら しいだら う。 

m& この 蠻 によく 似て ゐる。 木當に (尖し い。 それに 處女 

らしい 淸 さが ある。 

^5 何 處にゐ るの だい。 

m..^, 五六 町 はなれた 處だ。 

だう りで 何時か 妻が この 近處 であった と 云つ てゐた 

つけ。 

sift さう だ。 によろ しく 云って ゐ たつけ。 ^;に？9ひた 

いけれ ど、 逢 ふの は 矢張り 恐ろし い やうな 一 J と を 云 つ て 

たつけ。？^ の 話 をされ る の が 恐ろ し い やうな こと を 云 

つて ゐ たつけ。 

^0 それ はさ うだらう。 JIEy になる こと は考 へる だけで 

も 恐ろしい からね。 m^K! の ゅ界は 牛ば 以に = の^ 界 だか 


らね。 色 や 光が 見えな か つ たらた まらない。 

g: 島 ミケル アン ジ ェ 口 や レンブラントの 畫も 見る わけ に 

は ゆかない。 僕の かく もの を 妹が よんで かせる らしい 

が 、 天才の 作品 を 讚美し て ゐる處 をよ む 時 は 妹の 人 も 苦 

しいだら う。 

S こ& にある 之 等の 蠻が 見えない の だからね。 さう し 

て.：：：： 分の かいた もの をもう 見る ことが 出來な いの だか ら 

ね。 あいつ は 特別に 美しい 口 を もって ゐた ST たった。 俺 

の 妻なん か はよ くそれ を 云って 惜しが つて ゐた。 不幸な 

奴と 云 ふ もの は ある ものだね。 

S だけど 野 村 だから 起き 上 つ て 来た の だね。 

*s さう だ。 あいつ は實際 意志 の强 い、 負け 嫌 ひな だ 

からね。 あのく らゐ負 け 嫌 ひな 男 は 珍ら しいだら う。 徵 

兵に とられて 出て 来た 時の 勉強と 來 たら 大し たも の だつ 

た。 何時 行っても 寶を かいて ゐた。 俺は箦 かきだ。 贅さ 

へ かけば い、 の だ。 しじゅう あいつ はさう 云つ て ゐたそ 

のく せ 人が 一 寸 でも 惡ロ云 ふとす ぐ 喰って か 、つた。 一 

寸 でも 默 つて は ゐられ なか つ た。 目 さ へ やられなければ 

今時分^な り の 仕事 をし て ゐ たらう。 僕も絕 えず 野 村に 

刺戟 を されたら 、つ。 今の 僕よりも 大き い 仕事 を 少し は し 

てゐ たか も 知れない。 思 へ ば戰 (せと 云 ふ 奴 は 恐ろし い。 

MB しかし 村の 不幸 は それ 許りで はない の だよ。 今 ま 


104 


妹ンっ モ 


N  rHi  rFTi 


一 くな つたら どんなに； 小. H 由 かわかり はしない。 野 村に と 

つて、 妹 は であり、 杖で あり、 唯一 の 相談 相手で あり、 

唯 一 の 喜びと 悲しみ を 別つ もの だ。 

高峯 野 村 は そ の 話 を^ い て どうした の だ。 

g: 島 どうした か、 僕の ゐる時 野 村の 妹が その 話 を 開いて 

来たの だ。 さう して そのこと を 云った の だ。 野 村 は 隨分ぉ 

どろ いたらし い。 しかし 妹が ゆきたい 處 なら ゆけ と 云つ 

てゐ た。 しかし 相手が いやな 人 問 だと M いた a -、 決して 

ゆくな と 云った。 しかし 叔父さんが 免職され た 時の こと 

を考 へ させられた 時、 野 村 は H に淚 をた めて 默っ てゐ た。 

高樂 さぞ つらかった らう。 今の 世 は. H 際 金の 世の中 だ。 

金がなければ どうす る こと も出來 ない。 

S 本. 富 だ。 僕 も 今更に 金の 力と 云 ふ もの VHIl 鹿に 出來 

ない こと を 知った。 ど、 つに かなる と 云った つて、 どうに 

もなら ない の だからね。 野 村 も 自分 は 一人 まへの 人間ぢ 

やな い 。 他人に 慈善 事 菜 を させ て 生きて ゆかなければ な 

らな い の だからた まらな い と 云つ てゐ たが、 資 際さう だ。 

>  J の 問題が もう  一 一 一 二 年 あ と に 起 つ たなら ば また どうに か 

しゃう が あつ たらう C 今 起つ たの は 少し 無慈悲 だ。 

だけど、 もう 少し 前に 起ったら もっと 可哀 さう だつ 

ナ 

两 島 僕 はかう 云 ふこと も考 へて ゐ るの だ。 僕が 偶然 行つ 


た 大きい 不幸が 野 村の 妹 を u がけて おち かけて ゐ るの 

だ。 傑 は それで 隨分 いろくの こと を考 へ させられた。 

どんな ことが 起り かけて ゐ るの だ。 

S 野 村の 妹 を 相 川 三 郞と云 ふ 奴が も.，： ひたがって ゐる 

の だ。 

高架 ffl 川で もら ひたがる のなら 野 村の 叔父さん は 大喜び 

だら、 「-- 

两. 島 三 m- と 云 ふ 人 を 知って るかい。 

0^ 知らない。 

w: 島 本當 のの らくら ものな の だ。 手く せがわる いと 云 ふ 

の で學校 を逐ひ 出された 奴な の だ。 こない だ 電車で の り 

あは せ たが 、 誇張な し に 兑て& ろ と 胸が わる くな つ た。 

精神が 少しも 顔面に 生きて ゐな いの だかられ。 

峯 そんな 奴が 野 村 の 妹 を もら ひたいと 云 ふの か。 

島 さう だ。 恐ろしい 侮辱 だ。 

峯 世間に はそんな ことが it 山 あろ だら うね。 

島 それ は あろ だら う。 しかし 兩方 知って ゐる だけに 僕 

は 今更に 恐ろしい 氣 がした。 それに 野 村 だって 今 妹 を 奪 

はれる の は どんなに 苦しい か 知れ やしない。 妹が ゐれば 

こそ 仕事が 出来ろ の だからね。 K 際 野 村 も 云 つ て ゐ たが 、 

妹が ゐ るので 半： きて ゐられ たやうな もの だ。 それに 今度 

の 小； 說だ つ て 妹が ゐ たから 書け たの だ。 それに 妹が ゐな 
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てゐる 時に - J の 話が 起つ たの だら う。 それ は 野 村の 命 

に 僕が 手 を さ へ なければ ならな いからで はない かと 思つ 

たの だ。 いくら 考 へても 俊 は あの 妹 を 相 川に やる のは不 

服な の だ。 僕. が 知らなければ い」。 知って ゐ ながら 見す 

見す 野 村の 妹 を 相 川に やる の は あまり 意氣 地が なさ： t ぎ 

るゃぅな^^もするのだ。 僕 ももう 尻 二 だ。 二三 年 前の 僕 

ではない。 どうか すれば 金が とれない こと もない。 僕 は 

^け られる も のなら 助けて やりたい と 云 ふ氣 もし て ゐ る 

の だ。 

本 常に 助けられろ ものなら 助けて やる とい、 の だ。 

Hft 處 がいろく 考 へ たが 考 へ れば考 へ る 程 心細くな つ 

て來 た。 ^は 兄から 毎； r 五十 圆 もらって くらして ゐ るの 

だ。 僕. は 時々 金 まう け をす ろ けれど、 それ は 一 ヶ月 苦し 

んで やっと 三十 九圆 六十^な の だ。 さう してと つた 金 は 

マイナスの 方に 消えて しま ふの だ。 僕の 處へ でも g- 々金 

の 無心 を 云って 来る 人が ある。 僕 は 五圃 以上 人に やれた 

こ と は ん どな い 。 さう して 五圓 でも 人に やる と 月末 に 

きっと 五 岡ぐ らゐ 金に W るの だ。 ^は 死に もの 狂 ひに な 

れ. は ど-つに かなる と 云 ふ のす る 時 も ある が 、 今 は 死 に 

もの 狂 ひに なっても どうに もなら ない 氣 がする。 いやな 

人 問 に でも. g を さげ て ゆけば どう にかなる もの かも 知れ 

な：，。 しかし それ は耐 へられない。 僕 は 文 W にで も 少し 


は 名が 知れて からもう 五 年になる がさう して 自分 は 決し 

n*  つ 4 リ 

て 怠けた 心算 はない がそれ でさ へ 金と は こんなに 緣 がな 

いの だ。 だから 人 を 二人 、ふと 云 ふこと はとても 出来な 

い。 又 野 村が 之から 文學で 食って ゆく と 云 ふこと はな ほ 

©^めなぃことだ。 僕 は殘念 だけれ ど、 之 は 救 はれない と 

思った。 矢張りし まひに は 野 村の 妹 は 相 川の 處へ 自分 か 

ら 進んで ゆく ことになると 思った。 野 村自. せの 爲に もさ 

うしなければ ならない ときつ と 僕 は 思 ふに ちが ひない と 

思った。 さう 思 ふこと は耐 へられない 侮 た。 僕 は 相 川 

の 奴が 思 ふやう になる と 思つ てゐる だけで も鑌 にさ はる 

の だ。 まして 事 K 思 ふやう になる の はた まらない。 それ 

が 野 村の やうな 天才とまで 云 はれた、 しかも 美しい 淸ぃ 

妹な の だから。 

高架 本當に X- うかして やりたい ね。 さもないと 野 村 は あ 

ん まり 哀さ うだ。 

(芳子 登揚。 ) 

何 か 用 か。 

蓄音器 を や つて はいけ なくって？ 

やっても V。 

こ、 で やっても よくって？ 下に もってゆ くの は 厄 

介です から。 

(高架に。) 


lor, 
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00 い、 ね？ 

0 * 僕 も 聞きた いと 思って ゐ るの だ。 

03. い &ょ。 

芳子 はい。 (返 揚) 

00 何しろ 金の 力と 云 ふ ものが さ、 つ 云 ふ 所まで 跋扈す る 

の は 精に さはる よ。 人の 一 生に 無遠慮に さはって くるの 

だからね。 

高峯 本當 だ。 

西 島 本當 にどう にかして やりたい 氣 がする よ。 どうに も 

ならない と 云 ふこと が はがゆく つて 仕方がない。 どうに 

もなら ない と 云 ふの は 云 ひわけ の や うな 氣も する 。 

(E 島の 妻。 さ S 峯の 細君 「伊.！ 子」 $5-」 揚。) 

錢 子 野 村さん にお 逢 ひに なりました つて？ 

0B. ぇ&。 

錢子 野 村さん は本當 にお 氣の, です ね。 

两島 玄 當に氣 の 毒です。 

錢子 靜 子さん も 御 氣の棄 です ね。 

西 島 本當 です。 

綾子 蓮の い- -方は 何 ままで も 蓮が およろ しいし、 運のお 

わるい 方 は * 當に 何處 まで も 蓮が わるい の です ね。 

03. 本當 にさう です。 野 村 君 も m さへ わるくなければ 蓮 

のい \ 人間に なれたの でせ うが。 


^M. しかし 野 村 だ か ら 其處 まで 來 ら れ たのな ら 今 に 起き 

上る だら う。 

緣子 小說が 御座いま すの。 

西 島 ぇ& あります。 今度 雜 誌に 出さう かと 思って ゐ るの 

です。 

(原稿，^ 梭 子に 波す。 g は 子 ひる ひ讀 み. かする。) 

(芳 子、 ^杏音器^^んくしながら。) 

子 何 をし ませう。 

子 何んでも。 本當に 御氣の 霜ね。 

樂 讀 むの はよ せよ。 

子 靜 子さん に緣談 がお ありになる の です つて。 

島 え、。 

子 相手の 方が 面白くない 方な のです つて。 

島 え- 1 。 

子 何 をし ませう。 

子 何んでも。 

(女中 登場。) 

中 盲：；；： の 方が 突し い 女の 方と いらっしゃいました。 

島 名 は 何と 云った。 

中 野 村と かおつ しゃいました。 

鳥 1^ 村が 来たの だ。 こ、 に 通して い、 かい。 

樂 野 村 さへ よければ。 しかし W ぢ やない か。 
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m  ？.; ：  1^     .；■;; 梭； お       fc^  ？: r,  k; 


s 野 村 はお 前 を 思って ゐた かも 知れない よ。 

錢子 そんな ことはありません わ。 

高峯 しかし 野 村 は 今でも お前の 顏をか い て ゐる さう だ 

よ 0 

？ 4! 子 そんな こと。 躉 なんか かける わけはありません わ。 

高樂 だけど 西 島 はさう 云って ゐ たよ。 又 節 單な賓 なら 盲 

目で も かける よ。 

(階 子 段. 入が わがろ 昔が すろ。 二人：^ K すろ。 西 島 

.<J- さきに、 靜. 十に 手.^ ひかれて 廣次登 势。 女中 固 

, 小 持って 來 る。) 

靜子 お 兄 さま。 高察さん と錢 子さん です よ。 

廣次 暫 らく。 

S 暫 らく。 

(四 人が ぉ辭镞 すろ。) 

廣次 高峯 君と は 隨分暫 らく お 目に か、 り ませんで し た 

ね。 お 噂 はよ くう か r つて をり ました。 

高樂 小說 をお かきに なった さう です ね。 

廣次 どうせ 恥 かしい ものです。 新まい ですからね。 

芳子 靜 子さん。 先 B は失體 しました。 

靜子 私 こそ。 あんまり 思 ひがけない 處 でお 目に か、 り ま 

した もので。 

(西 島 妻。 成 蒲 翻と お茶ん. ■ 持って くろ。) 


Hft  ^いて：：^ よう。 

0^ 階 子 段 をお 上りになる の は 厄 4^ でせ う。 

と 劳子返 揚。) 

^  K 分野 村に 逢 ふの は 久しぶり だ。  ， 

子 本 常で ございます ね。 

^ 戰&に ゆく 前に 逢った 切り だ。 その後 向 ふから も 音 

さたがなかった から。 (問) お前 は。 

子 私 も。 一 度？^；^ひにゅきましたら、 誰にも逢ひたくな 

いとおつ しゃって、 その内に 默 つて 故郷に いらし つてし 

まった ので。 

^ お前 は 野 村 を した こと はない のかい。 

子 い、 え。 

^  •  は 意 は 持って ゐ たの だら う。 

子 それ は S 意 は 持って をり ました わ。 

^ 野 村が 目 さへ わるくなかったら、 お前 は 野 村の 妻に 

なったら う。 

子 そんな ことはありません わ。 

あてになる もの か。 

子 野 村さん は 私の ことなん かなんと も 思って ゐ ません 

_)  0 

ォ 

お" .1 の 方 は 思って ゐた のかい。 

錄子 私の 方 も 思って はしません わ。 
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芳子 私 はま だ故鄉 にい らっしゃる のかと 思って ゐ まし 

た。 

靜子 父が なくなりました もので、 去年 上京いた したので 

すが。 兄が 何處 にもお 知らせし てはいけ ない と 申します 

ので。 

芳子 蓄音器 をいた しませう か。 

西 島 野 村 君 はどうです？ 

靜子 聞かして 戴き ませう。 

西 da 御 ffl は？ 

廣次 あとで 一 寸。 

S もしなん なら 僕達 は 下へ ゆく よ。 

廣次 いえ 君なら ゐて 下さっても かま ひません。 しかし 蓄 

音 器 をき かして 戴き ませう。 

靜子 お兄さん、 それでも あんまりお そくなります と。 

廣次 まだい &ょ。 お前の やうに こ はがったら 切り はない 

よ 0 

西 島 それなら 蓄音器 は 又 今度に しませう。 

廣次 い \ え。 どうか やって 下さい。 

芳子 それなら 高峯 さん の お好きな の を やります よ。 

高峯 え \。 

(蓄音器.^ すろ。 s: 洋の 吸。 芳 子と 高樂 一緒にうた ふ。〕 

芳子 うら もやり ませう か。 


島 よせよ。 

子 はい。 

島 お前 下へ 行く とい、。 

子 私 も 下へ まゐり ませう。 

次 どうぞ こ、 にいら しって 下さい。 皆さんに 御 相談し 

たいので すから。 

あれから 叔父さんから 又お 話が あつたので すか。 

廣次 い. -ぇ。 別に。 

HI 島 私が お 伺 ひした 話 だけ は、 高峯 君なん かにお 話し ま 

した。 かま はないだ らうと 思 ひました ので。 

廣次 さう です か。 かま ひません。 ft は その 事で <f4 にもつ 

とお 話したい ことが 出來 たの でした。 S けば く 程 相 川 

の やり方が 腹が立つ のです。 人 を 人と も 思 はない やり方 

な の です。 それで 私 は 心から 腹 を 立 て た のです が、 何しろ 

ごまめの 齒 ぎしり で、 何にも 役に立たな いのです。 自分 

の 腑甲斐な いこと 許りが U 立つ のです。 どうしてい、 か 

自分に はわから なくなった のです。 厭味で はなしに 私の 

やうな 人 問 は 何 されても 默っ てゐ なければ ならない 入 間 

かとよ く 思 ひます。 私 は iwrlz になって から 疳竊 も强 くな 

つ たか も 知れません が、 忍耐が なほ 强 くな つたと 思つ て 

ゐ ます。 その 必要が あった からです。 私 は 我を折られた 

鳥です。 いくら どんな； HI にあっても、 恥 か しめられても 
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のったら、 相 川に あつたの ださう です。 さう して 叔母に 

介され たの ださう です。 さう して 一 昨日 叔父が 妹 を だ 

まして 相 川の 處へ つれて 行った の ださう です。 

靜子 叔父 さまが だました と 云 ふ 程ではありません わ。 

廣次 だました のと 问じぢ やない か。 默 つてお 前 を つれて 

出かけ て ^^-中 で相川 の 處 へ 行かう なぞ と 云った の は。 さ 

うして 妹 を 相 川の 處へ つれて 行った のです。 さう して 妹 

は 相 川 の お 父 さん にも お母さんに も あ つたので す。 さう 

して。 

P 子 お兄さん。 

廣次 一生の こと だよ。 (間) さう して 湯に 入れと す、 め 

られ たのです。 さう して 揚に 入って ゐ ると 相 川のお 母 さ 

んが 湯に 入って 來 たの ださう です。 相 川のお 母さん はも 

と， >1 人だった さう で、 女中と 一緒に 風呂に 入る やうな 人 

なの ださう です。 つ まり 妹 は IS の い 」體 格撿査 をされ た 

やうな ものな のです。 

靜子 お兄さん。 本當 にお 兄さん。 

廣次 默 つてお いでと 云ったら。 さう して 妹が 風呂から 出 

ましたら、 其 處に相 川 三郞が 立って ゐ たの ださう です。 

妹 は 馬鹿です から、 故^！息だ と は 思はなかった の ださう で 

す。 私 は それ を 聞いたら も- 「我慢が 出来ませんでした。 

さもな くと も 我慢 は 出来ない の です けど 皆ぐ るな ので 


飛ぶ こと は出來 ません。 た 默 つて 運命に 手 向 ふたけ で 

す。 死な k かった のが 不思 つたので すから、 それで 

不服 も 云へ ないか も 知れません。 私 はよ く 自分に 「お前 

は 死んだ はず の 人 だ 。生き てゐ るの を 勿體な いと 思へ。 

さう して 忍耐せ よ」 さう 中し ます。 それが 私に とって 美 

德 ではない のです。 力がない くせに 悲壯の 感じ を 味 は ひ 

たいから です。 さう し て 自分 を 慰め たいからで す。 今度 の 

、 J とも 考 へ れば考 へ ろ 程 私 は 不服の 云 へ な い 人間です。 

齒ぎ しりしながら それ も 仕方がない、 と 云って 泣きね 入 

りするべき 人 問です。 その こと は 雷々 知って ゐる 心算で 

す。 それに も か、 はらず 私 は 今度の こと は默 つて 見の が 

しする ことが 出來な いのです。. 妹が 可哀 さう です。 さう 

して 自分が 可哀 さう です。 (間) 尤も 自分の 可哀 さうな 

だけなら ば 私 は 辛抱が 出來る 心算です。 又 時に よって は 

立派に 辛抱して お HI にかけ る 心算です。 しかし 今度の こ 

と はた へられません。 西 島 君が おかへ りに なつてから 妹 

からい ろ/ \の こと を g きました。 相 川の やり方が ひど 

いのです。 妹が。 

子 お兄さん。 あの こと は、 だまって ゐて。 

次 い、 ぢ やない か。 云 はなければ 話が わからない。 

子 それでも あの こと だけ は。 

次 默っ ておいで。 妹が 叔母と 一 緒に 十日 程 前に 電車に 
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M 靜西廣  西  廣西  廣 西芳矮 


西靜 廣靜廣 


す。 私達 を 馬鹿にし 切， つて ゐる のです 

高峯 (揭 言の やうに) それ は 我慢が 出來 ない のが あたり 

まへ だ。 

子 あんまりで すわ。 

子 本當 に。 

島 許せない こと だ。 

次 私 は それ を 聞いた 時、 かう 云 ふ 時 西洋人 は決鬪 する 

の だ と 思 ひ ました。 又 私 は 相 川の g 格檢査 をし て やりた 

いと 思 ひました。 しかし そんなに され て も 私達 は どうす 

る  >  」 とも 出來な ぃ氣 がする の です。 

島 廢 兵の 金 は。 

次 それ は 叔父の 手に 任せて あるので す、 私の 寶印 も、 

叔父に 任せて ある のです。 さう して この 緣を こ はせば 私 

うち 

達 は 叔父の 家に は ゐられ ません。 

島 (一寸 沈默) かま はないで せう。 お出なさい。 少し 

の 金なら ば當分 どうにかな るで せう。 そ の 先 は その 先で 

す。 きっと 餓ゑ 死に はさせ ません。 

次 それでも。 

島 そんな ， 」 と を 云 つ てゐる 時で はな い で せう？ 

子 叔父 さま 達 はどうな さるで せ、 つ？ 

B. 一 一月 三月 1^ 一事 を まっても らう こと は出來 るで せう。 

^り a ると どんな 邪魔 をされ るか わかりません から。 野 


村 君の 仕事 を 一 先 完成す るの をロ责 にして 一 一月 か 三月 家 

出 をしたら い でせ う。 さう すれば 叔母さん はぬけめ な 

くうまい こと を 云つ て くれる でせ う。 その 間に 免職され 

れば それまで、 す。 反って い.^ かも 知れません。 さもな 

くも その内に 野 村 君の 仕事 も 少し は 目鼻が 2 來る かも 知 

れ ません。 その 時に なって 斷然 たる 處置 をと つても 遲く 

はない と 思 ひ ます。 返事 を M ぐ 必要 は ないかと 思 ひ ます。 

靜子 お兄さん。 そんなら 西 島さん のおつ しゃる 通りに い 

たし ませう か。 

次  。 

子 私、 それが 一 番ぃ& かと 思 ひます わ。 

次 それでも あまり 蟲 がよ すぎる からね。 

子 それでも それより 他、 仕方が ありません わ。 

島 金の 方の 心配なら およしなさい。 明後日 迄に 三十 圓 

だけ はっくり ませう。 君の かい た小說 の 原稿料と し て と 

つて 下さい。 

廣次 それでも あんまり ですから。 

靜子 お兄さん は 急に 元氣 がお なくなり になった のね。 三 

十圓 はいりません わね。 

髙峯 本當 にさう したら い、 でせ う。 私 もい ざと 云 ふ 時に 

は 出来るだけお 手つ だ ひし ます。 

廣次 それでも 蟲 がよ すぎる から。 
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16 子 それでも お兄さん は その 心お で いらし つたので し 

よ。 

gifts それとも 外に い 、 ぉ考が あれば、 御 遠慮なく 云 つ て 

-10 い。 

席次 い k えそれ で 不服が あるので はない のです。 なんだ 

か 金 の 無心 に來た やうな 氣 がし て氣が とがめる の です。 

ft それなら さう しませう。 

子 十：.^ 阀も つくって 戴けば さしあたり よろしい わね。 

.K^ それならば 明後日までに 一 一十 M. たけ つ くり ませう。 

その. s: に 卜 n だけつく り ませう。 決して 御 心配 はいり ま 

せん。 

次 それでも 戴く わけはな いのです から。 

子 それ は 戴く わけはありません けど。 

M あります よ。 それで 君達が 相 川の 手から はなれる こ 

とが 出來れ ば、 私 は どんなに 嬉しい かわからない のです。 

お 話 を 伺 ふ と、 女が いらつ し やらな いから と 云 つて 叔 

父さんが 免職され る やうな こと はない と 思 ひます。 

それ は.？ つと そんな こと はない ね。 叔母さん はしつ 

かりもの だからね。 

お. せ 一。 

お 次 僕 もさ-つも 思 ふので す。 しかし 相 川の 爺が 爺 だから、 

しかし！；^ は 叔父の 一 家の こと はかま はない と 思 ふ の で 

す。 僕 は 叔父の こと を かまつ て ゐられ る 人 問で も ありま 


せんし、 叔父 もき つ とぐ る だと 思 ひ ますから 勝手にし ろ 

と 云 ふ氣は あるので す。 

b: 島 本當 にさう だ。 君の 叔父さん は $5 の竊牲 にしても い 

い 方の やうな 氣 がする。 君の 方が 8!i になる 必要 はない。 

靜子 それでも お子さんなん かも 御座いま すから。 

廣次 可愛 氣 のない 子ぢ やない か。 俺が 盲 m だと 思って 人 

の 前に そっと 來て 不意に 耳の わきで ラッパ を ふいたり、 

人が 見えない と 思って、 赤ん ベ をしたり、 なぐる 眞似を 

したり ひどい 時には 小便 を ひっかける 眞 似まで する。 話 

にならない。 

靜子 それでも 子供が 二人 よれば 仕方が ありません わ。 惡 

氣ぢ やない のです もの。 

廣次 惡氣ぢ やなく つても い 、氣 はしない よ。 どうせ 碌な 

者に はならない よ。 驗牲 になって やる やうな 代物で はな 

高峯 それ はかまう 必要 はない ね。 

芳子 本當 にありません わ。 

较子 靜 子さん は あんまりお 優しい から いけない の です 

よ 0 

靜子 あんまり 優しく もありません わ。 それなら、 おいと 

まいた しませう か。 

廣次 あ、。 
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芳； 十 本 當に昧 さん はお 美しい 方です ね 

^$ それにしても 相 川の やり方 は ひどい ね。 

H: 島 惡 ぢ やない の だら うけ. と、 たまらない。 まるで わ 

かって ゐな いの だ。 

高峯 何んでも 勝手にな ると 思って ゐ るの だね。 さう して 

自分の 方の こと だけ 考 へて ゐ るの だね。 

西 島 本 當に相 川の 體格 檢査 もして やる とい、 の だ。 きつ 

と 花柳病に なつ て、 まだな ほって ゐな いのに ちが ひない。 

考 へれば 恐ろしい。 先日 俺 は 病院に 入って ゐる 友達 を訪 

問したら、 「いたいよう、 いたいよう」 と 子供の やうな 叫 

び聲が 聞え るの だ。 なんだ と いたら、 栴 if 患者で 夜 も 

晝も うな つて ゐ るの だと 云つ てゐ た。 始め の 夜なん かそ 

の 聲を 聞いたら ねられな か つたと 云って ゐ たつけ。 その 

あと で 又 行 つ たらもう 聲が 聞え なか つ た。 死ん ぢ や 0 た 

の だと 云って ゐた。 六 〇 六號 ももう きか ない の だ さう だ 。 

金 持の 子なん ださう だが ね。 あんな H にあ ふ 人 間 は 滅多 

にないの だら うけ ど。 あり ふれて るると 云 ふこと で、 あ 

ん まり 馬鹿に は 出來な い からね。 相 川の 方 こ そ， 格檢査 

をして やる とい 、の だ。 しかし そんな こと をして くれと 

云へば、 叔父さん は 免職され るに きまって ゐる。 考 へれ 

ば考 へ る 野 村の 叔父 は 相 川 の 奴隸 の やうな も の だね。 

どんな 無 ™- でも 聞かなければ ならな いの だ。 


島 もつ と 居た つてい-. -の たらう。 

次 もっと 蓄音器で も 聞いて 行かう か。 

島 よければ きいて ゆきません か。 

千 折角ですが又今^^にぃたしませぅね。 

次 高峯$^ は今日 は赤ちゃ んを つれて > -ー なか つ た の です 

力 

峯 今日はお いて 来ました。 

次 今度 家 を もったら どうか 1;. わ も來 てくだ さい。 

55小 ありがたう。 

子 緩 子さん もね。 どうぞ。 

子 ありがたう。 是非 上ります。 

次 それなら さよなら。 

子 大變ぉ 邪魔 をし さした。 

島 それなら 1  明 後 日 又來 て 吳れマ^i へ 。 

次 ありがたう。 

さよなら。 

(靜 子、 廣 次の 手 1^ とリ、 わとの 入 ザ：！ る。 哲 して 四 

島、 高 夫^ 室- ILJgK ！。) 

TO: 島 隨分 同情 をす る だら う。 

本當 にた まらない ね。 

綾子 靜 子さん はお 氣の 遣です ね。 始終 涙ぐんで いらつ し 

やい ました わね。 
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は 5f ありがた がって 聞い てゐ るの たらう 

s: な それ はさう かも 知れない。 その 横牲 になって はた ま 

せ 方 子 太 常に。 お の fi3 です ね。 

^0, 本當 に、 しかし 西 島さん が あ、 云って お上げに なつ 

た の で 御 安心な さ つ た でせ う。 

.0 B 俺 は n 十く 仕事が した： > 。金の 力 を かりる の はい や だ。 

しかし 金 になりたい とも S- 々は 思 ふ。 金で もって 惡 

力に 勝つ こと は 出來な い こと は 知って ゐる。 今更に 釋迦 

や 耶蘇の ^はおに 木 常な 道 だ つ た とも 思 ふ 。 し かし 肉 分 

な んか まだ 、 今の 世で は 金 の 力 を 要求す る  > 」 とが ある 。 

さう して その 方で は 殆ん. と 無能力者 だからね。 

せ 1st 本 常に 僕達の 仕事 は、 金に は緣 はない ね。 ァ トリ- ュ 

一 つまだ & てること が 出来ない の だ。 

^■f もうお 暇し ませう か。 子供が 泣いて ゐ はしない かと 

氣 になり ますよ。 き が 聞え る やうな 氣 がします わ。 

それなら 行かう。 

又來 is へ 。 

ありがたう。 ；；；？ も その 內に來 給へ？ 

近い 內 に ゆく、  1: 说も兑 たいから。 

そ の g. 、あなた もよ か つ たらき つと いらっしゃいね。 

ありがたう。 キ、 つと ゆ，？ ます。 


昔 さよなら。 

(四 人？ S 揚、 まもなく： i! 島と 芳子 登場。) 

芳子 音 器，^ かたづけながら) 鹿 次さん の 妹さん は隨 

分 美しい 方ね。 

£ 島 ぁ乂。 

芳子 さ つ きそんな にも 美しくな い やうな >  J と をお つし や 

つた 蹄して、 (間) "明後日 迄に 二十 圓を どうして おつく 

つ..？ リ 

りになる 心算。 

B. うちにい くら ある。 

子 二三 圆切 りありません わ。 

&3 郵便 21； に は。 

子 十圓 切り。 

島 それ で は 今月 は どうす る 心算な の だい。 

子 來月 分を拜 借し やうと 思って ゐ ましたの。 それより 

仕方が ありません わ。 貴 夫 はち つ とも かま はな い の です 

力、 レ 

どうにかな るよ。 

芳子 明後日 迄に 三十 圓 つくる やうな こと を おっしゃって 

いらっしゃい ましたが、 お 出來 にな る 心 Inv た つたの。 

丙 島 出来なかったら 本 を.： K る 心算だった の だ。 この 本で 

も 比 費れ ば 二  T 百 M に はなろ よ。 

芳子 皆お 賣 りになる おつもり。 
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E: 島 賣ら なければ ならない 時が くれば、 資る とも。 

芳子 野 村さん の 妹さん は 貴 夫 の 顔 許り 兒 て あなた に は 何 

ん でも 云へ ると 思って いらっしゃ るので すわ。 さう して 

贵夫 にあ まへ てゐ るので すわ。 今日 初めてお？^ ひに なつ 

たのに。 

0 dS お前 は 同情し な いの か い C 

芳子 同情し ます わ。 です けど 貴！ k が あんまり 同情な さる 

の です もの 。 きつ と 私が ゐ なか つ たら い」 と 思つ て いら 

つし やる と 思つ たら 腹が立 つて 來 ました わ。 

M.&s そんな 事が ある もの か。 お前 は 野 村の 話 を いても、 

俺の する ことが まちがって ゐ ると 思 ふの かい。 お前 を餓 

ゑ 死 させ る やうな 眞似 をし て まで は 野 村 兄妹 を 助け よ 

、つと 思つ てゐ ると 思 ふの かい。 着物なん かどう だ つてい 

い。 着， 扱の ことなん か考 へる 餘裕が あろなら、 野 村の こ 

とを考 へ て やる が い k。 俺 一 人の 答 へ で どうで もなる の 

ぢ やな い か 。 お前 は. 目分 の 、 J と 切り 考 へ てゐ ない。 髮 

の 妹が 相 川の 處 へ 行っても い、。 いけば い 、iM 味 だ ぐら 

ゐ 思つ てゐ るの だら う。 

芳子 そんな ことはありません わ。 です けど も あんまり 美 

しすぎます わ。 心配になります わ。 

g: 島 大丈夫 だよ。 

ひ \1 つ ふ； i つ  一， •】  . 

芳子 それに 一月 や 二月の こと ぢゃ ありません からね。 私 


gr 島 さう でもな い け ど、 いざと なれば； 贊 つ て も い V と 思 

つ て ゐ るよ。 本 は 買 へ る 時に 賈 へ ばい > -。 どう せ さう 讀 

めはしな いの だから。 

いつま で お 世話な さる お 心算な の 。 

必 耍 がなくなる ま で だ 。 

そんな な こと をお つし やつ て は 闲 ります よ。 私 

に 許り 心配 かけて。 私 は 夜 も 碌に 眠れません わ。 昨晩 だ 

つて、 私 は 自分の もって ゐる 着物 をなら ベて 見て、 皆 三 

四 年 前 につく つ た 着 I で 、 一 つ も 着られ - 物が な い の 

で 泣いて る 夢を見ました わ。 

mB そんな 贅澤な  > 」 と を 云 つたって 仕方がな い よ。 

芳子 赞澤 ではありません よ。 本 當にー つも 着物が つくれ 

な い の です も の、 すまし て 外 を ある くことの 出來 ろ S 

はありません わ。 皆 古い はやり 許りです わ。 

西 島 そんな 吞氣な - J とが 云 つ てゐら れ るか い 。 

芳子 あなた は 野 村さん の 妹さんが 綺麗な もんで そんな こ 

と を おっしゃ るので すわ。 

g: 島 そんな こと はない よ。 

芳子 きつ と 貴 夫 は あの 方が あんなに か に やく や-つ に 美し 

くなかったら、 金なん かつく ろ、 「と はおつ しゃりません。 

g: 島 默ら ないか。 

芳子 本 を 皆お 賫 りになる とい 、 わ。 
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心配です わ。 巧 犬 は 少しも かせがう とな さらな、 し 

liTCS 俺 は どんな ことがあ つたって、 餓ゑ 死に さして もら 

へない こと を 知って ゐ るから な。 お前 だって、 お前の 資 

家が お前 を 娥ゑ死 させ やしない。 怖 達 は.： E 分の こと を 心 

配し なくって い. - 人間 だ。 

芳子 私 は そのこと 許り を 心配して やしま せんよ。 

E お お 前 は 俺 を U 川 出來な いの かい。 

芳子 今 は出來 たって、 あとで 出來 ない 時が 来さうな 氣が 

します わ。 それに 毎月 金 をつ くるの は大變 です ね。 本が 

なくなる の も 淋しい わ。 

S それなら 俺 は 次に、 妹 を 相 川に やる より 仕方がな 

いと 云へば ぃ& のかい。 馬鹿。 

(木.^ とってた.^ きつけろ。 お 客が ねた 時の のみかけ 

のお 茶が こぼれろ。 瞬 問 沈 跃。) 

S 茶 を ふけ！ 

(芳： 十 不平 さ、 つな 餌.^ して！^ ぐむ、 しかし 從 順にお 茶 

か 

0 三 幕 

廣 次の 借問 

二階 至つ ズ 粗末、 天井 低し、 廣次 一 入て 氣，^ むさく さ 


させて なる。 さう かと 思 ふと； ：^に 注意,^ あつめ ズ なる。 

まもなく 靜子 登場。 

次 どう だ つ た い 。 雜誌は 出 て ゐ たかい。 

子 え、。 二つ 三つ 出て をり ました。 

次 俺の もの > 評 は 出て ゐ たかい。 

子 い  >ぇ。 

次 出て ゐ なかった のかい。 

： 十 はい。 

次 矢 張 西 島の 云った 通り 反響がなかった かな。 

子 まだ 出ない 雜誌 もあります から。 

次 俺 は 矢 張 空想家 だ、 あの 小說が 出たら、 何處 からか 

手紙が くる かと 思って ゐた。 又 誰か r 俺 を たづね て來は 

しない かと 思って ゐた。 もう 世間で は 俺の 名 は 忘れて ゐ 

るの が あたり ま へ だ 。 覺ぇ てゐる と 思 ふ の が蟲が い、 の 

だ。 

靜子 それでも 兄さんの いらっしゃる 處 がわから ない ので 

すから 仕方が ありません わ。 

廣次 本屋 か、 西 島の 處へ 手紙 をよ こし さうな もの だと 思 

つて ゐ たの だ。 俺 は あの 作が 不滅な も のと 思って はゐな 

い。 しかし どうかしたら 俺の 運命 をもう 少し は 切り開い 

て くれる かと 思って ゐた。 しかし それ は蟲が い & の だ。 

靜子 なんでも 氣 長に おやりに ならなければ。 


lift 
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廣次 俺達 は氣 長に やって ゐられ る 身分で はない よ。 俺達 

はさう 何 S. まで も 西 島の 世話に 許り はなって ゐられ な 

靜子 そんな こと を おっしゃ つたって 仕方が ありません 

わ。 西 島さん はお 兄さんが さう 思って 無理 をな さる こと 

を 心 配して いらっしゃい ます わ 。 

廣次 西 島 は その 心算 だら う。 しかし それで 安心 はして ゐ 

られ ないから ね。 

靜子 それ はさう です わ。 です けどお 兄さん はこの 頃 少し 

あ せ りすぎ てゐ らっしゃる や 、つな 氣が し て 。 

廣次 あせらない では ゐらュ ないから さ。 俺 はもう 一 日で 

も 早く 安心が したいの だ。 俺 はものになる 人間 だと 云 ふ 

こと をし つかりつ かみたい の だ。 俺 は 西 島に 世話になる 

甲斐 の ある 人間 だと 云 ふこと を 知りたい の だ。 さもな け 

れば こんな 生活 をして ゐ るの は 男と して 恥づ ベ き こ と 

だ。 あんまり 蟲が よす る。 

靜子 西 島さん はお 兄さんの 心 をよ く 御存知で すから、 や 

きもき なさる ことはありません わ。 それより 頭で もお こ 

わしに なったら それ こそ 大變 です よ。 

廣次 俺の 頭 はそんな ことで は It り はしない よ。 大概の 修 

業 はつんで ゐ るから ね。 俺の 頭 は 苦しむ ことに は 馴れて 

ゐる。 


靜子 それでも この頃 は 十 化 も 碌にお ねに ならない でしよ。 

廣次 それ 程の こと はない よ。 しかし 少し 寢 不足 かも 知れ 

ない。 お前 も， M たりない の だら う。 

靜子 私 は平氣 です よ、 私 は 頭 はっか ひません から。 私 は 

利口になる 必要が な い の です もの。 

廣次 お前 はどうして さう 野心がない の だら う。 

靜子 私の 希望 は 皆お 兄さんが 一 人で 脊 負つ て 下さる ので 

す もの。 

廣次 (皮肉らし く〕 たよりになる 兄 だからな。 

靜子 私、 本當 にたより にして 安心して ます わ。 

廣次 俺 はこの 頃、 自分が 少した よりになら なくなって ゐ 

る。 

靜子 そんな 心細い こと。 

ち ひだ 

廣次 俺 はお 前が 留守の 間い ろくの こと を考 へた。 俺 は 

本 常に 心細くな つ た。 俺は两 島に 手紙 を is かう と 思った。 

俺 は 昨 曰お 前に 俺の かい た小說 をよ みな ほ し て もら つ た 

ね。 あの 時 以來、 俺 は 希 m をと り す ことが 出來 ないで 

ゐる。 もっと 書け てゐ るとば かり 思って ゐ たの だ。 處が 

まるで かけて ゐ ない。 あんな ことで 何時に なったら、 俺 

の 仕事に =鼻 が 出來る かわからない、 叔父さん の 家に ゐ 

ぁひ だ 

る 時 問 さへ 俺の もの だったらと 思つ て ゐた。 しかし 今 

は 時 間 は 俺の ものに なった が、 俺の 仕事 は 少しも はかど 
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ら ない。 

靜子 それでも こ、 にい らっしゃ つてから 二つお かきに な 

りました わ。 

席次 あんな もの はかいた 部類に は 入らない。 

靜 子 それでも. fg: あさん も、 高峯 さん もお 赏め になり まし 

」 こゥ 0 

席次 それ は 俺に が あるから さ。 俺に 希 が與 へたい 

からさ。  • 

靜子 そんな ことはありません わ。 私 も本當 にい、 もの だ 

と 思 ひます わ。 

腐 次 駄 n だ。 俺の 運命 を 切り ひらいて くれる 力の ない 作 

が 何になる。 ijn 腹の 底で 俺 を .n::: だ と 思 ふ の であん な も 

のを赏 める の だ。 意は始 しくない こと はない。 しかし 

際お を ぶ IS は 今 はない。 

さんに なんと 云 ふ 手紙 をお かきになる つもり？ 

席次 俺 は本當 のこと を ii かして もら ひたいの だ。 それ か 

ら俺は 金 をと る^ を さがし て もら ひたいの だ。 

靜子 なんで 金 をと るお 心！；^ なの。 

席次 俺 は それ を 何度と 云 ふこと なく 考 へた。 俺 は し 

ようかと 思った。 何 かつ まらない 話で も 書かして もら は 

うかと 考 へた。 併し 本當云 ふと 俺 は 何にもい、 考は 1^ ば 

なかった。 


静子 矢 張 そんな 迷 ひ を 起さずに、 今の 仕事 をして ゐらっ 

しゃる より 仕方が ありません わ。 その 內 にうまい 話が あ 

るか も 知れません わ。 

廣次 俺 もさう 思って ゐた。 誰かうまい 話 を もってくる 人 

が ありさうな もの だと も 思った。 所がない、 あれば 隣り 

の 婆さんが 何處 からか 問いて 來た 話の やうな もの だ。 

靜>1, もうお よしな さいよ。 あの 話。 

廣次 相 川の 話より は 不愉快 ぢ やなかった。 實際 いやな 奴 

の妻になるょり^！ズになる方が い \  。 

靜子 いやな こって すわ。 

廣次 今に 病 者に なれ、 女郎に なれ、 プ n ステ イチ ュ ー ト 

になれ なぞと 云って くる 奴が ある だら う。 

靜子 いやな 方ね。 本當 に。 

廣次 あは W  、。情けない と 云 ふより 滑稽 だ。 俺 は昨晚 

思った よ。 今にお 前 は 内 證で夜 はかせぎ 晝は 俺の 仕事 を 

助ける やうになる か 知れない と。 

子 お兄さん。 およしな さいよ。 そんな 話。 

次 それでも 相 川の 妻になる よりい X。 

子 相 川の 妻になる と は 誰も 云 ひません わ。 

次 お前の 心の 內で 一滴で も 相 川の 妻 に、 思 ひ 切って な 

らう か 知ら ん と 思 ふ 心が あつ たら 承知し な い よ。 

靜子 ありません わ。 
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廣次 なければ い k。 

靜子 お兄さん は 本 當に變 に 疑 ひ 、！- いの わ。 

廣次 盲 0: になる と 人 問 は 疑 ひ くなる よ。 お前の 顔が 見 

えない と、 殊にお 前の 目が 見えない と、 お前の 心の ある 

場所が 不安心で いけない ことがある。 どうも 耳 へ 入る も 

の だけで は 信 川が 出來 ないから わ。 怒つ てはい や だよ。 

俺 は 先日から かう 思つ てゐ ろ。 . も しかしたら 俺の かいた 

ものに たいして 恐ろしい 惡 口が 何 處 かに 出て はしまい か 

と 思った。 それ をお 前が 知つ てゐ ながら 俺に かくして ゐ 

るので はない かと 思った。 今 曰 も そんな 氣 がした。 お；！ i 

が 何にも 出て ゐな いと 云った 時、 俺の 腹の 底に 力が なく 

なった。 他人の 惡ロ では 俺 はへ こたれ 切り はしない。 し 

かし 盲目の かなし さに、 いろ-/ \の空 想が St ぶ。 さう し 

て 浮んだ 空想 は 消えない。 お前が さう でない と 云っても、 

女々 しい 愛から 默 つて ゐて お 前 一人が 心 をいた めて はし 

まい か と 思 ふの だよ。 此頃 お前の 事 を 思 ふ となんだ か 港 

しいよ。 お前の 泣いて ゐる姿 許りが 目の前に ちらつく よ。 

も 〔淋 しいが、 お前 はな ほ 淋しく はない かと 思 ふよ。 

靜子 そんな ことはありません よ。 お兄さん、 私 は 段々 希 

望 を はっきり もって 來 ました わ。 さう して この頃 嬉しい 

のです よ。 

廣次 お前の 手 は この頃 水仕事 をす るので こはくな つた 


P- 子 い、 ぢ やありません か。 

^次 お前の 手の 美し さは 俺 を 喜ばして ゐた。 目の 見える 

間 は 勿論、 目が 見え なくなつ てから も。 その美が 段々 こ 

はれて 行く 氣 がする。 

IS 子 指なん か どうな つ た つ てよ ろし い わ。 

廣次 それ はな つ た つてい \ けれど、 惜しい 氣 もす るよ。 

靜子 ちっとも 惜し かありません わ。 それより お兄さん は 

少し 祌輕 衰弱に おなり にな つたの ね。 寢 不足が い けな い 

のです わ。 少しお やすみに なったら どう。 

廣次 さう だな。 寢 たら 少し 元須 になる かも 知れない。 俺 

も元氣 にす ろから。 お前 も元氣 におし よ。 

靜子 え、 私 は元氣 にして ゐ ますから。 本當 にお 兄さん も 

元氣 にして 頂、 戴よ。 お兄さん がいやな こと をお つし やる 

と 私 も 心 11 くなります わ。 本當に 安心して、 自分の 仕事 

をして い ら つ し やれば い k の です わ。 

廣次 どっちに しろ、 それより 外に 道の ひらけよう がない 

の だ。 安心お し、 きっと ものにす るから。 {K 際！ S 島 は 俺 

の 心 を 知 つ て ゐる。 俺が い &氣 にな つ て 西 島の 世話にな 

つ てゐ ない こと を 知つ て k くれる から 安心 だ。 

靜子 蒲團を 敷き ませう ね。 

廣次 あ、。 
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(BS 子 •  a 来な-浦 觸 1 せ 敷く) 

丁  ？ o ました わ。 

(腐 次、 ^さぐ リて、 れ る。) 

W 子 お 突 1 くな くって？ 

席次 あ、 塞く はない よ。 

( 一 寸沈 默。) 

想 次 靜 ちゃん。 

0^ え、。 

席次 何 をして ゐる？ 

g| 子 可に も。 

次 何か考 へて ゐ る？ 

卵子 何にも。 

裘 叔父さんの、 つちの こと を 時々 考へ るかい。 

？ 十 々は考 へます わ。 

ほ 次 しかし 出た こと は 後. 悔しない かい。 

子 後 it しません わ。 

廣次 今；； ％ ちゃん は 丙 島が 來る かも 知れない と 思 つ て はし 

なか つた かい 一 

舺子 どうして わかる の。 

麿 次 俺 もくろ かと 思った からさ。 

0^ お兄さん は 縫 子さん を戀 した ことが お あ りに なつ 

て？ 


次 どうして 不意に そんな こと を 云 ふの たい 

子 私 はこの 頃 時々 さう ではない かと 思 ひます のよ。 

次 正 底に 云へば おもった こと は ある。 さう して 今でも 

思つ てゐ ると 云っても 嘘ぢ やない。 

子 矢張り さう？ こないだ 綾子さん にあって ど-つお 思 

ひに なって？ 

次 嬉しかった よ。 もっと 逢って ゐ たい 氣 もした よ。 

子 あとで 隨 分お 苦しかった でしよ。 

次 劇れ てゐ るから ね。 

子 あの 晚、 ー晚 お泣きに なって いらっしゃ つたわね。 

次 あ、 いろ/^ のこと が考 へられた の だ。 お前 も 泣い 

てゐ たらう。 

子 はい。 お兄さんが なんとなくお 氣の な氣 がした の 

で。 西 島さん のお 宅に ゆく とい ろ ./\- の ものが あり まし 

たから。 

次 さう し て それが 俺に 見えな いから か。 

子 一緒にお 話が 出来ない ので。 

み レリ  しやべ 

次 一 一人 は あの 曰歸っ て來て 殆んど 何にも 饒舌ら なか つ 

*  )  20 

靜子 本當 に。 • 

廣次 俺達 は 淋しい ね。 

(沈默 。二人の マ 、りなく 聲 がかす か-, i する。 し 
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廣次 この 淋し さから 何 か 生れなければ あんまり 悲慘 た。 

廣次 靜 ちゃん。 枕元へ おいで、 さあ。 

. (廣次 右の 手ん 出す、 靜子兩 ^て. K 事 さう に それ 1^ さ 

する。) 

廣次 俺の 一生の 仕事 はお 前に さ、 げ るよ。 

靜子 そんな こと を 云 ふとお 兄さんの 奥さんになる 方が お 

氣の 恵です わ， - 

廣次 俺の 妻になる やうな 奴が ゐ たら、 どうせ その 女 は 幸 

i ぢ やない。 

靜 子 そんな ことありません わ。 

(沈 欧。)  . 

靜子 お兄さん。 

0; 次 も、 っ默 つて、 おくれ、 眠 むられ さう だから。 

^子 はい" 

(沈 默。) 

靜子 お兄さん。 (返事がない) もうお 寢 になった の。 

(靜子 室，^ かた. つける。 玄 さん 登 揚。) 

0 お客さんです。 

靜子 さう を。 お通し k て 下さい。 

0 はい。 (返 場) 

(靜 子 少しして 迎 へ に ゆく。 島 登場。〕 


靜子 今 さっき。 おいでになる かも 知れない と 兄と お し 

て をり ましたの です。 

西 島 村！？；^ は。 何處 かお わるい ので はない のです か。 

靜子 い、 え" ^晚 少しも 疲 ませんで したので たった今 晝 

寢 したので す。 (廣 次の 方.^ 向いて) 兄さん。 两島 さん 

が。 (tej さう とすろ) 

島 もっと さしてお いてお あげなさい。 

子 それでも あんまり 失禮 ですから。 

島 僕 はかま ひません。 どうせ 今日は 暇な のです から、 

雜誌 31 へ 一寸より ましたら。 

(靜子 n に 指.^ もてろ。) 

子 (小驛 て〕 あの こと はま だ 兄に は屮 してない のです。 

M  (小 聲) さう です か。 

ニー  人 Si 子.^ わけて 外 1 ^兄ながら。) 

子 兄 は 反 穀 がない ので 氣を くさらして をり ました。 

島 さう です か。 

子 (少し 小？^ て) 云 はう と.？ 思 ひました のです が。 * の 

ん まり ひどい 批評です から。 

s: 島 腹が立つ たでせ う。 

靜子 もう 少しで 本 で 泣く 處 でした。 あんまり ですから。 

あんな こと を 云 はれた つて 大丈夫、 兄の もの はい X もの 

です ね。 
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gift 大丈夫です。 誰 だって あの 位の 惡ロは 云 はれる もの 

です。 心， 1 く 思って ゐら つし やる といけ ない と 思って 上 

つたので す。 

IS 子 ありがたう 御座います。 あなたの 雜誌を 兄の ものが 

、汚した やうに 雷いて ありました わね。 なぜ あんなく だら 

ない もの を 平氣で 出した の だら 5。 出す もの も 出す もの 

だ。 載せる もの も 載せる もの だと かいて ありま したわね。 

鹿です よ。 野村^；のゃぅな人がぁることが考へら 

れな いもので、 つくりもの だ、 誇張 だ、 素人 まるだしの 

センチメンタルな もの だと 云った のです。 あすこに 出て 

ゐる、 燹感 がわから なかった のです。 生きる 苦し さが 感 

じられ ない のです。 しかし どんな 惡ロを 云 はれた つて 安 

心です。 云 ふ もの は 亡びます が、 云 はれる もの は 勝ち ま 

す。 

？ それでも > J の 前 1 に 出て ゐた 評と じ やうな > J と 

が窗 いて ありまし たので なほ 心細い 氣 がしました。 

S 安心です。 私なん かも 隨分 いやな 評 をされ たこと が 

あります。 四 五 人に M じ やうな 惡評 をされ たのです。 文 

學 はやめる が い と 云 はれた 許りでなく、 下等の 强 がり 

な、 见 坊の、 s な、 新ら しがり に 思 はれた のです。 

し かし 批：！ ^された 私 は あまり 下り坂に もなら ず、 どっち 

か と： K へ ば 勝利の 道 を 歩い てゐ ます。 批評した 奴 は皆滅 


亡して しま ひました。 二三 年 前まで は 少し は うろついて 

ゐ ましたが。 

子 太當 にあな たが そんな 惡ロ を； ーム はれた のです か。 

M え \。 「小さき 超人」 と 云 ふ小說 でした。 

子 あれです か。 妾 は あれ を 兄に よんで 問 かせて 二人で 

泣きました わ。 い 、もの だと 兄 は 感心し 切つ て をり まし 

二  70 

たォ 

S 批評家 は 頭から 本 もの を兑 ると 疑つ て か 、るので 

す。 そんなに ぃ乂 ものが この 世に ころがって ゐる わけ は 

ない と 頭からき めて か、 つ てゐ るので すから たまり ませ 

ん。 

靜子 あなたのお 話 を 伺って 安心し ました わ。 兄 はこの 頃 

頻りに あせって をり ます。 

两島 それ は さぞお あせりになる でせ う。 しかし にや 

るより 仕方が ありません。 二三 年 は 反響がない 覺悟 でな 

ければ。 

靜子 兄 は、 あなたのお 世話になって ゐ るの を 頻りに 氣に 

して.^ J ります。 

s: 島 それ はいけ ません。 十分な こと は出來 ません けれど、 

そのこ と は 安心し て 下さ い 。 

靜子 私 は あなたに おすがりして 親 舟に 乘っ たやうな 氣で 

をり ますので すけれ ど。 
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00 ぁんまりぃ.\親^?でもぁりませんけれど。 この 室 は 

おうろ さくはありません か。 

子 い、 え。 

島 もっとい.^ 室が あり さうな も のです が。 

子 兄 は、 こ、 -が やすかつ たので 氣に 入った のです。 私 

も氣に 入つ た のです。 こ、 か ら あなた のお 家の 屋根が 一 

寸 見えます。 

島 さ， つです か。 

子 あすこの 二階家の うしろに 一寸 屋根が 見えます ね。 

子 あれが あなたのお 家です。 

島 本當 にさう です ね。 あの 二階家が 僕の 家の すぐ 向 ふ 

にある 家です。 

子 私 は來た g. からさう ではない か と 思 つて ゐ まし た 

が、 一 一三 日 前に 本當 にさう だと 云 ふこと を 知りました。 

島 よく わかり ましたね。 

子 それ はわ かります わ。 

島 こ \ は 中々 見 はらしが よろしい ね。 

子 え. -。 (一寸 沈跌) もう 兄 を 起し ませう か。 

島 薛 はかま ひません。 

子 本當 に、 いろくお 世話になりました わね。 

島 V え。 


靜子 兄 も、 早くい \ もの を かいて あなたの 御 信用に 背か 

な い 事が したい と. S. し て ゐ まし た わ。 

n 島 さう です か。  ， 

靜子 あなた は 鴨居に 頭が お と にきになります わね。 

かみ. 0 け  さ-つち 

•£ お え \ 髮 毛で 鴨居 の 掃除が 出来ます。 

靜子 .K 當 にね。 あの 時、 あなたが 來て 下さらなかったら 

私 は 今 どう. P てゐ るで せう とよく 考へ ます わ。 

西 島 本當 にあの 日 あなたの 處 へ 行った の は 偶然と は 思 へ 

ない 氣 がします。 

靜子 私。 どうかして 兄 を 安心 させたい と 思 ひます の。 兄 

は あせ つ てゐ ますし 自分に つ い て 少し ひ 出 して ゐ ま 

す e 太當に 心細い らしい 時が あります" 私 も 時々 本.； M に 

心！！くなる^^が御座 い ます。 兄が もの にな つ て くれたら 

どんなに 嬉し いだら うとよ く 思 ひます。 

西 島 大丈夫 だと 思 ひます。 

靜子 あなた は 私達に 金 をく だ さる 爲 に 本 をお S りになる 

やうな こと はない のでせ うね。 

島 なぜです。 

子 私 は それが 一 寸氣 にな つ てゐる のです。 

•il  . ど ，つし て ^ す。 

子 始めて 上つ た 時に 見覺え てゐ ました 本が つぎに 上り 

ましたら 見つかりませんで したから。 • 
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g: ft  ^か 持って いったの で せう。 

gi 子 それならよう 御- M います けれど、 永い 問の ことです 

から 御無现 をな さる と W り ますよ 。 

Nft 大丈夫です。 なが 年の功で、 S けば 金が とれる ので 

すから。 

靜子 n 个く兄 もさう なるとい  >1 と 思 ひます の。 (間) あな 

たの 處には 大變御 本が お あり になり ますが 、あんなに 勉 

强 しないと、 い、 もの が 3 けな い と 云 ふこと はな い で せ 

うね。 

Nfi そんな こと は 決してありません。 私 だって 讀んだ 本 

は あの. 2： の 十分の 一 もありません。 さう して 護んでも す 

ぐ 忘れて しま ひます。 

？ S 子 兄 は 少し は 横文字 も 出來 たのです けれど。 

S 出來 ないでも 大丈夫です。 

0^ あなた は 私達 を あはれん で そんな こと を おっしゃる 

ので はないで せう ね。 

Nft 私 は 有 でない 人に は M 情し ません。 

IS: 十 あなた は 私に： M 情して 下さる ので はないで せ うれ。 

應な - J と を 中し ます けれど。 

Is  IK 女が ゐ なくなっても お兄さん を：：；； H 用す るに は變り 

はありません。 

IS: ナ 私 は あなた を！ して をり ます わ。 


MB どうか tHW して 下さい。 

§w 子 私 は 兄が 可哀 さう で 仕方が ありません。 あなた も、 

高峯 さん も 立派に やつ てゐら つし やる のに。 高峯 さんの 

縫 子さん を か い た 畫は隨 分 評判で 御座いま したわね。 

MM え. -。 

靜子 今。 高峯 さん は 縫 子さん の 裸 M 畫を畫 い て いら つ し 

やる のです つ て？ 

■B  、f。 

次 それ は本當 かい。 

子 (おどる き〕 いつお： in ざめ になった の。 

次 たった今 だ。 

子 西 島さん がゐ らっしゃって ゐ ますよ。 

次 よく 來て くださいました。 ちっとも 知りませんで、 

失禮 しました。 なぜお 前 は 知らせな か つ たの だ。 

子 よくね てゐ らっしゃる のです もの。 今の 話 を 聞いて 

ゐら つした の。 

次 夢の やうに M いて ゐた。 

子 いやな 方ね。 ぬすみ iM きして。 

次 つい 問いた の だよ。 (起きろ) 蒲^ を かたづけ てお 

くわ。 

？  f ま >  0 

廣次 今日は、 君が 來て 下さる かと 思って ゐ たのです。 
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0 さう です か。 

次 雜誌は 何時 出來 ます か。 

島 明日 頃で せう。 

次 私の もの を 又 出しても 不服 を 云 ふ 入 は ありません 

力 

島 ぇ乂 ありません。 この 前 は皆赏 めて ゐ ました。 

次 世間で は 何とも 云 はない さう です ね。 

島 え- 1。 

次 それが あたり ま へ です が、 潘し い もします。 

島 反 饗 がまる でない と 思 ふ 時 に、 ぼつ /(\ 反響の ある 

ものです。 

廣次 ：  おは どうでした か。 、 

西 島 少し ほめられ だした の は 三年の ちでした、 世間で 存 

在 を 認め だした の は 五 年 H でした。 もつ と in! 'い 人 も あり 

ます けれど 、 それ は 先輩に 認 めら れた 入に 限る やう で す。 

今の § に 認められる やうで は 心細い I： おがします。 どう 

し て も 後輩に 認められる やうな ゆき 方 をす る もの は 二三 

年 辛抱し なければ ならないで せう。 苦しい こと も あるで 

せう けれど、 辛抱が 必要です。 

廣次 私は辛抱にかけては人にまけなぃ心|:^^、じしたが、 こ 

の 頃 はへんに あせって いけません。 お茶 をお くれ。 

靜子 はい。 まだ 西 島さん にお 茶 も あげませんでした わね。 


御免 あそばせ。 

次 お菓子で も賈 つてお いで。 

子 はい。 

島 それに は 及びません。 

次 賈 つてお いで。 

島 (遠慮す ろ やうに〕 本 常に ：… 0 

子 ，(笑 ひながら) お兄さん〕 私 今 M がっきました わ。 

お兄さん はお 氣が つかない の。 

次 なんだ。 

子 お菓子 を貨 ふお 金 は 誰から 戴いた の。 

次 それ だってい 乂ぢ やない か。 俺の 處 にある もの は 一 

つ 殘らず 西 島お に賈っ て 戴いた やうな もの だ。 今更 それ 

を 可笑しが る 程の こと ぢ やな いぢ やない か。 

子 それでも、 西 さんが 遠慮な さって、 お兄さんが 33： 

へと おっしゃる のが 可笑しい わ。 

次 馬鹿。 默 つてお いで！ 

子 はい。 (蟇 口,^ さがす) 

次 少し 遠くへ 行って、 い、 の を！ a; つてお いで！ 

子 はい。 C 退場) 

次 (沈 小？ t て) 妹 は 行きました か。 

M え V。 いらっしゃいました。 

次 許して 下さい。 寶は私 はま だすつ かり^て はゐ なか 
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つたので す。 うと// \ と はして ゐ ましたが さう してお 話 

を 殘らず いたのです。 

s:a 殘ら ず。 

めくら 

瑰次 、t 殘らず 開きました。 育 目に なつてから 疑 ひ 深 

くな りました。 妹が 私 を 起しました けれど、 その 起し か 

たは、 私の. 5^ てゐる こと を む やうな 起し かたの I みがし 

たのです C さう して あなたの 御；^ ¥、 私の 寢てゐ るの 

を 幸に 思つ てゐ らっしゃる やうに 思 へ たのです。 それで 

私 もさう 思 はれて ゐた い やうな 氣が したの です。 どうか、 

怒らな い で 下さ い 。 私達 兄妹が だに 信用し て ゐな い やう 

なの も 不快に 思 はないで 下さい。 

Eas 不快に 思 ひたく も 思へ ません。 

S 次 私に はこの Is- いろくの ことが 考 へられる のです。 

私 はこの sq^ ほに 心細くな つて 來 ました。 惡ロを 云 はれ 

るの が 心細い のではありません。 尤も 心細くな いこと も 

ありません けれど、 それ はどうに でもなります。 いつま 

でもね け て はゐ ません。 私の 心細い の はいつ ま でも あな 

た の お S になつ てゐ なければ ならな い ことです。 

Ma そのこ となら 安心 し て y さ い 。 

席次 本 常に それでい ろ./ \. 御迷惑 を かけて ゐる こと 、思 

ひます。 それに 私 はへんな こと を iw,? ました。 氣に する 

ことで はない の です。 です が 御迷惑 を かけ は しない かと 


思 ふので す。 妹 は そのこと を 知って ゐ るか、 知って ゐな 

いか 知りません。 

西 島 何です。 

靜子 あなたが 聞いたら おおどろきに なるやうな ことで 

す。 

島 なんです。 

次 近 處の噂 だと 妹 を あなたの 妾 だと 云 ふので す。 

島 え X。 そんな。 

次 g 分 馬鹿にした tH、」 す。 私 は それ を 聞いて あなたに 

すまない と 思 ひました。 

II 島 僕に すまない ことはありません けれど、 隨分 ひどい 

こと を 云 ふ ものです ね。 さぞ 腹が立つ たでせ う。 

廣次 私 は 一 月ぶ り 位ゐに 湯に 行って、 その 話 を 一 寸 聞い 

たのです。 私の 耳 は 他人より はよ く えます。 小餘 だつ 

たのです が、 M えたので す。 私 はかつ として、 身ぶ る ひ 

がいた しました。 其處 にた ふれる かと 思 ひました。 

两 島 御尤 です。 

廣次 私は歸 つてから、 すぐ あなたの 所へ 手紙 を 出して、 

あなたのお 世話に なること をお 斷 りしようと 思った ので 

す。 そんな © をた て られ て 、 それが 新聞に でも 出たら , 

さぞ 御迷惑 だら うと 思 ひました。 又奧樣 も、 さぞ 腹 をお 

立てになる だら うと 思 ひました。 私 はどうな つても い 、 
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から 御斷 りしなければ ならない と 思った のです C です がー 

考 へて ゐる內 にお 斷 りした あとのみ ぢ めさが 目に 浮んだ j 

のです。 さう なれば 妹 はきつ と 相 川の 處へ ゆく でせ う。 一 

私に は それ は又堪 へられな いのです。  一 

S それなら 私さへ 來 なければ い- -で せう。 私が あんま 一 

り 何度も 來 たもの で そんな が 立 つ たの で せう。 そんな. 一 

導が 立 つと 知って ゐ たら そんなに 來 なか つたで せう が。 

廣次 あなたが 來て 下さらなかったら. 私 は 勿論、 妹 も琳ー 

しがる で せう。 ど 5 し て 私 はかう 不運な のか と 情けなく . 

なります C 私 はどうせ ものに ならない 人間な のかと 思 ひ 

ました。 私 は 生きて ゐても 死んでも！ じ 人間で はない か ： 

と 思 ひました。 そんな こと はない、 そんな こと はない、 一 

私 は 自分に 何度も さう 云って 自分 を 慰めます。 しかし そ 一 

れ はた^ 慰め にす ぎな いの か と 思 ひ ます。 自分 は どうな 

つても い. 1。 た^ 妹が 可哀 さう だと 思 ひます。 二三 日 前 

です。 妹が 歩いて ゐ ましたら 隣り の 婆さんが 或 人に 賴ま 

れ たの だ と 云 つ て 、 月 三十 阒位ゐ で 妾に ならな い か とす. 一 

すめら れ たさう です。 妹 は 可笑しく つて 腹 も 立たなかっ- 

た と 申しました〕  しかし 妹の 泣いて ゐる こと は 私に は感ー 

じられ ました。 恐ろしい 侮 摩です。  一 

西 島 こ k はきつ と處 がいけ ない のです。 何處 かへ 引越し！ 

たらい， 1 でせ う。  .ー 


廣次 さう も 思って 見ました。 です けれど 私の 心細 いのは、 

さう 云ふ嗱 許りから 來 るので はない と 思 ふので す。 この 

：:  ふ .f  J  み つ 3 

樣 子で ゆけば、 二月た つても、 三月た つても、 私 は 決心 

がっかなくなる 許りです。 私に はいろ くの 恐ろしい. S 

想 さ へ 浮びます。 進む  >  」 ともお 一 く  >  J とも 出來な い 時が 來 

さうな 氣 がします。 現在 私 は 事. H を 正視す る - 」 とが 出來 

ないやうな 氣持 になって ゐ ます。 どうにかな ろと 云ふ氣 

持 は 今 はしません】 私 は 本當に S 病 もの になり ました。 

西 島 心配し ないで 下さい。 僕の 方 はどうに かなる と 思 ひ 

ます。 さう して こ k へ はなるべく 來 ないやう にします。 

淋しかったら どうか 君の 方から 來て 下さい。 

廣次 ありがたう。 (間) 私 は， S- 々どうして かう 運命に い 

ぢ めら れ るかと 思 ひます、 私より 蓮の わるい 人 は あるで 

せう。 しかし 私 は隨分 運命に は從 順な つもりです。 さう し 

て 出來る だけの こと を やって ゐる 心算な のです が、 いざ 

と 云 ふ 時になる と ：！： 時 も 思 ひが けない 不幸が 起って 來 ま 

す。 さ、 つして 私に 致命傷 を與 へようと します。 これで も 

か、 これで も か、 これで もま だくた ばらない のか、 運命 

あざわら 

はそんな こと を い て 嘲笑つ てる 氣 がします。 きつ と 今 

に 何 か 起って 來 さうな 氣 がします。 さう して 私 を^ 話す 

る 人 問 も 蓮 命から 睨まれて ゐる やうな 鎮 がします。 さ-つ 

し て 蓮 命 は あなたから 私 を ひきさき さうな 氣 がします。 
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& 私は大 丈.^、 だと 思 ひます。 

次 あなた は 大丈夫で せう が、 奥さんが。 


次 妹が 歸 つて 來 ました。 の 運命 劇に あります やうに 

私の 一家 は 何 かに 呪 はれて ゐろ If さへ します。 そんな こ 

ともない でせ うが。 

(^子 登場。) 

0^ 唯今。 

0^  EI. かった ね。 

(靜 子^ 子 紙に の せ\ 、出す。) 

卵子 さう を。 それなら 又 Mil か 散歩して 來 ませう か。 な 

ん だか 西 ras さんがお 蹄り になり さうな M がし ましたの 

で。 

次 散歩して こないで もい V よ。 (H: 島に) 私 は 先日 妹 

にィフ ィゲニ ェ の譯を よんで もらって 自分の 家に も あん 

な TO; ひが あり はしない かとさへ 思 ひました。 それとも、 

私が 今 M 出し た小說 に あり ます 通り 、 敵 の 探 似 を 殺した 

のが 2: 小って iHS るの かと 思 ひました。 他の 人 は 殺し た 瞬間 

に致命^^は受けなか ったでせぅが、 私 は その 瞬間に は 致 

命慯を ほ 分が 受けた やうな 氣 がしました。 さう し て 私の 

1 は 狂 ひ 出す かも 知れない と 思 ひました。 私が 盲目に 

なった の は それから まもなく でした。 兑て はならない こ 

  J 


とを兑 たの かと 思 ひました。 まだ 碌に 戰爭 もしない 内で 

したから なほ 氣が とがめ た のか も 知れません 。 

靜 子 お兄さん。 それ は祌經 です よ。 そんな こと は ある わ 

けはありません わ。 お兄さんの 蓮 命 はきつ と 今に ひらけ 

ますよ。 私 は それ を 疑 ひません わ。 もう 一息と 云 ふ處に 

來てゐ らっしゃ ると 思 ひます わ。 

廣次 半； 意氣な こと を 云 ふな。 お rl に はそんな ことが わか 

る もの か。 

靜子 わかります わ。 ねい さん。 

廣次 沲だ つ て もろく は 負け はしない よ。 俺 だ つ てお 前が 

俺 を 信用す る 以上 に を 信用し てゐ るよ。 「今に 見ろ」 と 

云ふ氣 はたえず して ゐる。 石に かみつい てもと 云 ふ氣も 

たえずして ゐる。 しかし 〔他に は 俺 を 十 3 一十 m: にと りか 

こむ 見えな い 禍が ある の だ 。 ^^はそれを感じ てゐ る。 

靜子 妾。 その 見えない 禍を とって あげます わ。 

廣次 お前に とれる かい。 

靜子 とれます わ。 昔から さ， つ 云ふ禍 をと るの は 女の つと 

めです わ。 ィフ ィゲニ ェ がさう です わ、 橘嫉 だって さう 

です わ. - 私 だって それが 出來 ない ことはありません わ。 

廣次 お前 は 何を考 へ てゐる の だ 。 

靜子 (笑 ひながら〕 何んでも ありま せんの。 た^^ふと私 

に さう 云 ふ 、 J とが 出來 さうな 氣が しました の。 
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廣 次 それなら 早く 禍を とって くれ。 

靜子 そんなに せいた つて 駄目です わね。 西 島さん。 時が 

あります わね。 いざと 云 ふ 時が。 

廣次 お前 は 相 川の 妻に なって はいけ ない よ。 

靜子 誰が なる ものです か。 (西 島に) ね。 (間) 兄 はこ 

の 頃よ く 不意にお 前 相 川の 妻に なって はいけ な >> よ。 ど 

うしても 相 川の 妻に なって はいけ ない よと 申します の。 

本當 にどう かして をり ますの。 (氣 かへ たやう に) お 

兄さん。 今 曰 も 隣り の 婆さんが 私に 妾 になる 氣は な い 

か、 月 四十 圓 でと 申しました わ。 二三 曰 前から くらべる 

と十圆 あがりました わね。 

次 又 そんな こと を 云った か？ 

子 本當 にう す氣 味の わるい 世の中ね。 

島 本當に 引越したら どうです。 

子 引越した くはありません わね。 お兄さん。 私 金で 私 

が 自由にな ると 思つ てる 人が 出れば 出る 程 面白い と 思 ひ 

ます わ。 何時か 西 島さん が おっしゃった やうに 金で 自由 

にならない 女の ゐる こと を 知らせて やりたい のです よ。 

私 もっと/ \ 侮 厚され て 見たい のです よ。 私、 きっと か 

ちます わ。 さう して さう 云 ふ 奴 を ぢり/ \.. させて やり ま 

■r つ 0 

寸 ォ 

廣次 お前 は 何と 返事した の だ。 


靜子 よく 考へ てお きます とさう 云って やりました わ。 さ 

うしたら もっと 詳しく 話さう とする ので、 閉口し ました 

わ。 なんでも さきの 男と 云 ふの が 四十 幾つと か 云 ふので 

すって。 本當に 面白い ことがあります わね。 今に どんな 

こと を 云って くる か 知れ やしません わ。 

廣次 お前 はどう かして ゐ るね。 

靜子 どうかし ないで は ゐられ ません わ。 私、 本..：： S はもつ 

と 可笑しな こと を M きました の。 

廣次 なんだ。 

靜子 西 島さん は 耳 を 押へ て ゐて顶 戴よ。 聞かない ふり を 

して g 戴よ。 隣り の 婆さん は、 今の n ー那 から はいくら K 

つ てゐ ると 申しました わ。 

島 (立ち上り) 私は歸 ります！ 

子 なぜ？ お怒りに なった の。 

島 い、 え、 怒り はしません が、 頭痛が します から。 

子 さう です か。 それで は 又ね。 

島 ありがたう。 さよなら。 

子 さよなら。 

次 さよなら。 

(靜子 送らう とすろ。)  . 

西 島 どうか 经ら ないで 下さい。 

靜子 (小？ t て) お怒りに なって ゐ らっしゃ るの。 
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い、 え。 た^^に 一人に なりたくな つたので す。 

(ニ人ふと手.，^^捤リゎふ。) 

靜子 (小錄 て) 近い 內に 二人 だけで お話した いと 思 ひま 

すが。 御 都合の い、 時 をお 知らせ 下さい。 

西 島 (小^て〕 お知らせ しませう。 (蒈 通の t 遊て) さよ 

なら。 

^子 さよなら。 

席次 さよなら。 

(g:fts:^l 气 一寸 沈 K。) 

sg 次 なぜお 前 は あんな もの 、 云 ひ 方 をす る の だ い 。 

S 子 それでも、 それでも、 氣が ffi ひさう だった のです も 

の。 あんまりで すわ。 (泣く、 廣次も ぐむ) 

11 幕 11 

竹： S 四 幕 

西.：；.？ の 

お 二 w^.-,: 同じ、 た V 本棚に.； z い 布が かぶせて ある。 

g: ijis で い くら に なります。 

$M 皆で 二十 蘭 五十 錢 です。 

S さう です か。 (本棚ん しらべて 三 四の 太の 選 IS に 迷 

C  4 ^もとて 大 、い 本 一 册 とる〕 之 を 加へ ると いくらに な 


り ます。 

古本 ES いくらの 本です か。 

西 島 十圆の 本だった と 思 ひます、 書いて あるで せう。 . 

古本屋 (本.^ しらべ〕 え、 書いて あります。 十圓で 十，。 

四圓 にいた e きませ う。 

島 (又 1 册ん 出して くろ) これ は 二 画の 本です、 

本 それなら 八十 錢に 戴いて おき ませう。 

島 全體で 二十 五圆 三十 錢 になり ますね。 

本屋 え i さう です。 

島 それなら 今 曰 は それだけに しませう C 

本屋 ありがたう ございました。 

(蟇 口， 出し 金.^ と" 出 I- 勘定す ろ。) 

(女中 登場。) 

中 高峯 さんが ゐら つし やい ました。 

as お通しして くれ。 

中 はい。 (返 場〕 

水 局 それならば これで 一 一十 五圓と 三十； で 御座いま 

す。 

西 島 たしかに。 

古本屋 (本.， やつ、 み〕 それならば 本 を 戴いて ゆきます。 

两 島 どうか。 

(高架 登？. r 會鐸 して 古本屋 退場。) 


130 


妹の そ 


V^  mi 西 (Ki         I"5  nh  P3 


e: 島 (坐った ま. O 失敬。 

高峯 (來； りかけ ながら) 失敬。 

西 島 暫 らく 逢はなかった ね。 こないだ 不在に 来て くれた 

さう だけれ ど 失敬した。 明 曰 頃で も 行かう かと 思って ゐ 

た。 

高媒 昨 0 あたり^が くる かと 思って ゐた。 is か 知らん 

と 思って ゐた。 

西 島 is ではなかった の だけど、 この頃 は 身體が へんに 

つかれて 出不精に なった。 

S 何 かやって ゐ るかい。 

西 島 金もうけに 小說を 書いて 見ようと 思った けれど、 し 

くぢ つてし まった、 頭が つかれて ゐ るので この頃 は 夜が 

よく 眠れない の だ。 

S それ はいけ ない ね。 

S 君 は あれ は出來 たかい。 

^.i 出來 た。 氣 持ちよ くいった。 近い 內に 見て くれ » へ。 

S 是非 行かう。 (時計ん 見る) 

S 何處 かへ ゆく のかい。 

S い、 や。 人が くるの だ。 

高樂 僕が ゐて もい \ のかい。 

S  二 時に くる 約束 だから。 

S 今 何時 だい。 


S 一時 一寸す ぎだ。 

高 5# それなら 僕 は 一 寸ゐて 失敬しょう。 

S 失敬 だけど、 一寸 二人 だけで 相談が したいと 云 ふの 

だから、 今晚か 明日の 朝 ゆく よ。 

维 野 村に この頃 逢った かい。 

島 ぁ&、 三 四日 前に 逢った。 

峯 どうして ゐ る。 

B. 相變ら ずよ わ つ てゐ る。 あいつの こと を考 へ る と、 

どうした らい、 のか まるで わからな く.^ る。 

峯 今度の 小說は 面白かった ね。 野 村で なければ けな 

島 あ、、 君 は そのこと を 書いて やった かい。 

峯 まだ 書いて やらない。 

as 書いて やる と 喜ぶ だら う。 自分の 力に つい て 隨分疑 

つて ゐ るら しいの だ。 

高峯 目が 見え なくなって は 自分で 字が 書け ない の で闲る 

だら う。 夜中に 書きた くな つても 妹 を 起す わけに も ゆか 

な い だ らうし。 妹 は 飯の 用意なん かもしなければ ならな 

いだら うし。 

gifts なにしろ 目をやられて はた まらない。 なほしたい 處 

も 碌にな ほせな いだら うし。 讀み なほす の も 厄介 だし。 

妹に 知られたくない こと は 書け ないし。 いろく 僕達に 
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はわから ない Hil しみが ある だら う。 

S 野 村の 3 いた ものに は それが 何處 となく 出て ゐて、 

それに 打ち克た う、 打克 たうと し て ゐる處 が 悲壯な 感じ 

を與 へる ね。 生きる こと は 苦しい と. コ ォホが 云った さう 

だ が 、 野 村な ん かも 本當の 意味で 生きる こと を 苦しん で 

ゐ るの だから、 それが 何處 ともなく 出て ゐ るね。 e- 々は 

いたましい 感じが する。 

S 本常に？^1|へば逢ふ程氣の毒な氣がする。 見て ゐても 

しい。 本人 は さぞ 苦しいだ らうと 思 ふよ。 それに キタ 

ナイ 處に 住んで ゐ るの だら う。 いろ く^を 起 てられて 

ゐ るら しいの だ。 それが また、 たまらな い^なの だ。 

めく-? 

それ は 近 處 の^の； s になる だら うね。 何しろ 盲 おと 

美しい 娘と だからね。 

S それに 貧乏な くらし をして ゐ るの だら う。 それ だ も 

の だから へ んな誘 を 受ける らし いの だ。 靜 さんなん か 

お ^^^^ さ ん に な つ たら どう だ と勸 める 人が ゐ るの だ さう だ 

よ。 隨分 鹿に して ゐ るね。 

S それ はた まらない ね。 

S 又 そめた 奴で もゐ るの だら う。 しかし それ もい. - 

が、 もっと ひど い^さへ あるの だ。 僕が 何度も 行った も 

の で、 僕を靜 さんの 日； 那 だと 近處 では 思って ゐ るの ださ 

うだ" m より 他の 人 はめった に 行かない からね。 


蒙 僕 も ゆきた く は 思って ゐ るの だけど、 淋し さ を與へ 

さうな 氣が して ゆかない の だ。 

g: 島 僕 はさう 云 ふ gl. をた てられる の を闲り はしな いけ 

ど、 二人に 氣の 毒で 仕方がない。 それで 僕 はもう 暫く 行 

くの を やめようと 思って ゐ るの だ。 一 一人 は 又 そのこと が 

新 1M にで も 出ろ と大變 だと 云って ゐ るの だ。 出ない と は 

限らな いからね。 僕 は その 話 を 野 村 か ら聞 いてお どろ い 

てゐ た。 すると S 貝 ひものに 出かけた、 靜 さん も それ を 聞 

い て來 たの だ。 僕 は それ を S- い て 座 にゐ たたまれない 氣 

がした。 僕 はすぐ 立ち上って 野 村の 處を辭 して 一 人で 何 

處と云 ふ こと はなし に， おき ま は つ た。 泣きた い やうな 氣 

がした の だ。 恐ろしい ことが 近づいて 來 たやうな 氣 がし 

たの だ。 かくすの もい や だから 白狀 する がね。 今日 二 時 

からく ると 云 ふの は 野 村の 妹な の だ。 一 一人で 相談したい 

ことがあ ると 云 ふの だ。 僕 はこの 頃 野 村の 運命に は CJ 分 

は 手 を さ へる こ とが 出来な い 人間の やうな 氣 がする の 

だ。 

高峯 僕の 畫が 若しかしたら 費れ るか も 知れない の だ。 さ 

うしたら 半分 野 村に， 送りた い と 思 つて ゐ るの だ。 

今 は 金の 方の こと はどうで もなる の だ。 正直に 云 ふ 

と 僕 は 金の 心配 は 自分 一 人 だけで したいと さへ 思って ゐ 

一 るの だ、 かう 云へば 君に は 恐ろしい ことが 近づいて ゐる 
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ことが わかる だら う、 一 言で 云 ふと 僕 は 久しぶりで 又戀 

と 云 ふこと を 知った の だ。 

髙樂  。 

西 島 恐ろしい こと だ。 さう して この 恐ろしい ことから 恐 

ろしい ことが 生れさうな 氣 がする の だ。 僕 は 近い 5： に、 

妻と 遠い 處へ 旅行し ようかと 思って ゐ るの だ。 僕 は その 

爲 にも 金もうけ をしょう かと 思って ゐ るの だ ) しかし 僕 

の 一 雜 恐れる の は そのこと ではない。 そのこと ならば 僕 

さ へ 辛抱し て れ ばい、 の だ。 そ の くら ゐな >  J とが 出來な 

いこと はない。 恐ろし いのは 野 村の 妹が ftl 分からす >t ん 

で 相 川の 妻に なり さうな 氣 がする の だ。 さう 思 ふ の は 僕 

許り ぢ やない。 野 村 も それ を 恐れて ゐる らしい。 しかも 

もっと 恐ろし いのは 自分の 心の 内の ある も の と、 野 村の 

心の 內の ある ものが、 それ を 望んで ゐる こと だ。 さう し 

て 野 村の 妹が それ を 感じ てゐる >  ^ とだ 。 

環  。 

西 島 恐ろしいだ らう。 僕 はこの 頃 それで 少しも おちつか 

な I に た 

S 僕に はよ く 君の 云 ふ 意味が わからない。 

キ〉 やう だ U 

西 島 簡單に 云 ふと、 僕に は 野 村の 兄妹 を 養 ふ 力が 今にな 

はんとし 

くな りさうな の だ。 半年ぐ らゐ はやりく りが つ く かも 知 

れ ない。 しかし それ 以上 やりくり はっかな いだら. つ。 僕 


は 今迄に 金のと れる 口 は 皆自ガ の 方から こ はして しまつ 

た。 S{ 稿の 値上げ をせ まったり。 1, & 敬が 足りない とお こ 

つたり して、 さう して、 僕 はこの 頃、 創作 を やりかける 

としく ぢ つて 許り ゐ るの だ。 僕 も 野 村 も 今に 自分 を 生か 

す 爲には 據牲者 を 要求 する の だ。 それ は 二人の 女の 誰か 

だ。 僕の 妻 か、 野 村の 妹 か だ。 さう して そのこと を野衬 

の 妹 は 感じて ゐ るの だ。 

高樂 恐ろしい ね。 

西 島 僕 は 第三者の 救 ひ をた のまう かと 思った。 僕 はいろ 

いろの 人 を^に 描いた。 だが 僕 はい k 人も兑 つからな か 

つた。 その上に い \ 人 を： a つけたく もなかつ たの だ。 僕 

は 自分 を - 」 ん なに 恐ろしい 人間 だ と は 思 はな か つた-僕 

は靜 さんに 最後の 手段と してよ き 夫 を 世話し よ、 つと 思つ 

たリ い，." 人が 見つからなかった。 さう して 自分 は 見つか 

ら ない ことに 凱歌 を 上げた。 (峰 計,^ 見る) あ、 も うぢ 

き 二 時 だ。 今日は 僕の 失禮を 許して くれ 給へ。 僕の 頭 は 

どうか し て ゐる。 君と 其處ま で 散歩 を し よう。 

(無言て 二人 返 場。 女中 登場。 わと かたづけん-すろ、 

1= くして。) 

女中 はい。 (返事. = ^して 下へ ゆく) 

(靜 子女 中と 登揚。 J 

女中 ぢ きに 歸 つて ゐ らっしゃ います。 i 方が ゐら つし つ 
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たら 待って、 戴きたい とおつ しゃいました。 高峯 さまが 

ゐら つし やった の で经 つて ゐ らっしゃ いました。 

静子 さう です か。 西 島 さまと 高峯 さまに よく 似た 方が 角 

をお まがりになる 所 を 見ました つ け 。 矢張り さう で 御 iJ 

いました のです ね。 

女屮 きっと さう で 御 u いませう。 (if- 蒲^ す、 め) ど 

ぅぞ お？, になつ 一」。 

靜子 ありがたう。 

(女中返^|、 靜子 おちつか ないやう L1 歩き ま はろ。 そ 

つと c: 分の 像 |_"3. の 前に. 1^ 一ち どまる、 I： 止 音が する S  V- 

木 棚の 處 LL ゆ さ、 たれて ある 布.^ わげ 见 つめろ。 女中 

茶ん 持ハズ くる。〕 

靜子 又 古本 をお 資り になった の？ 

女中 え --。 さっき 古木 が來 まして、 こんなに 本 を もつ 

て ゆきました。 

靜子 さう です か。 勿體 ない。 

(女中お 茶ん、 ついて マ、 める。) 

子 ありがたう。 奥 さま は？ 

中 |« 家へ 行ら つ しゃいました。 

子 さう です か。 

中 きっと ロー 那 さん はもう 歸っ てらつ しゃろ でせ う。 

(女 巾. 退！ fl、  ^子^ 子.^ もけ 外.^ 見た が、 耐へ 切れず 


にしの. ひ 泣く。 急 LL 氣， 亇とリ なほし、 涙ん、 ふく。 まも 

なく 西 島 登場。) 

西 島 どうも 失禮 しました。 (走け て 来れら しく 息が ぜは 

しい) 

子 たった今 上った 處 です。 

島 さう です か。 

子 高峯 さんが いらし つたので すって？ 

島 ぇゝ 

子 いついら しったの。 

島 一時 頃でした) 

子 早くお 歸り になった のね。 

島 歸 つて もらった のです。 

子 私が くるから とおつ しゃって？ 

島 え 0 

子 あなた は 正直な 方ね。 

島 それでも 相手が 高峯 ですからね。 隱 すの は氣が ひけ 

ます。 

子 先日 は失禮 しました。 

島 僕の 方 こそ。 

子 あとで 兄に おこられました わ。 

島 おかくし になった ので。 

子 何 を？ 
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いよ。 やけ を 起して はいけ ない よ。 思 ひ 切った こと をし 

てはいけ ない よ。 と .E. します の。 私が 兄に ついて 心配す 

る こと を 兄 は 私に ついて 心配し ますの。 

西 島 本當 にあな たは やけ を 起した く はなり ません か。 

靜子 ならない こと も 御座いま せんが。 出来ろ だけ 辛抱し 

たいと 思って をり ますの。 

西 島 本當に 辛抱して ください。 

靜子 です けれど 隨分 長い 辛抱です わね。 さう して あなた 

に 御迷惑 を かける 辛抱です わね。 

西 島 僕 はちつ とも 迷-おはう けません。 

靜子 本が ある 間 は、 でせ う。 さ 5 して 本が ある ももう 

ぢ きです わね。 あなた はこの g„; 少しもお 金 をお とりに な 

らな いのです ね" 

西 島 とる 必耍 がありません から。 

靜子 (無理に ほ、 ゑみながら) とれない からで は 御麼ぃ 

ません の。 本が 段 々 なくな つ て は 奥 さま もお 淋し いでせ 

うね" 

0 & 本 は あなたが 思って る 程なくな つて はしません。 

靜子 私 はもう だまされて ゐる顏 はしません わ。 本 當の事 

おっしゃって 下さって い、 でせ う。 

西 島 どうか 心配し ないで 下さい。 この 上 あなたに 心配 か 

けたく はない のです から。 


島 雜 誌に 評が 出て ゐた > 」 とや 何ん か を。 

子 い、 え、 まだ 兄 は 知りませんで すよ U 

島 い、 え 御存知で すよ。 こないだ 二人で 話した こと を 

野 村お は 皆 開いて ゐ らしった のです よ。 

子 皆？ 私に は 聞かない ふりして をり ますよ。 私 もさ 

うかと も 思 ひました わ。 あとで。 

島 野 村 君 は元氣 です か。 

子 何んだ か 淋しがって ゐ ます、 頭 を こ はしたら しいの 

です。 

島 それ は 御 心配です ね。 あんまり 無理 をな さるから。 

子 本當 に。 です が 無理 もした くなる でせ う。 あなた も 

今日は 神經 質の 顏 をして ゐら しって ね。 

3. さう です か 僕 はわり に元氣 です。 

(風が 少し ふさこむ。) 

島 寒く はありません か。 

子 ぃゝ え、 別に。 

島 障子 を しめてよ ろしい か。 

子 え、、 兄 は 今 曰 私が あなたの 所へ 上る の を 心配して 

をり ました。 

西 島 なぜです。 (障子し めに 立ちながら) 

靜子 なぜです か、 私に もよ くわ かりま せんの。 兄 はこの 

頃よ く 私の こと を 心 翻します の。 Is になって はいけ な 
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そんな ことおつ しゃる と 皮肉に Era えます よ。 

g:. ね (..乂r-'上リ^;^.^まはろ) 決して iil 肉ではありません。 

靜子 (S! おの 方ん 见ず、 ^つた ま、) なぜ あなた は 私の 

事 を そんなに 心配して 下さる の。 

S 失^ かも.， 1 れ ません が、 あまりお：. 1- の に 存じます 

から。 

〔沈 K。) 

靜子 本； ：5 のこと を おっしゃって 下さい。 私 はどうした.^ 

一番い \ ので 御 iii いませう。 どんな 殘 酷な ことで もよ ろ 

しいから おっしゃって 下さい。 

今の ま& にして ゐ らっしゃる のが  一 i おい &と思 ひま 

す。 

^子 本當 にさう お 思 ひになる の？ ど、 つか 本當 のこと を 

おっしゃって 下さいな。 私 どんな - J と を 「ム つ て 下さ つ て 

もお-しいの ですから。 

S   。 

子 おっしゃる ことが 出來 ません の。 

どうか 今の ま- - にして ゐて 下さい。 

靜子 今の ま k にして ゐ て も 決し て 恐ろし い > J と は 起り ま 

せんの？ 

gi お どうか 今の ま、 にして ゐて 下さい。 つらい こと も あ 

るで せう が。 


靜子 恐ろしい ことが 未来に 待って をり ませんで したら。 

私、 今の ま. 1 を 幸福と 思って ゐま すわ。 です けれど 私に 

はいろ. /\- の ことが 私達 を 待つ てゐる やうな 氣 がします 

つ 0 

西 島 ど んな 所で どんな 幸運が 待ちぶ せ して ゐる かわかり 

ません。 今の ま& より 仕方がないで せう。 今迄の やうに 

して ゐて 下されば 僕 は よろこん で 出来るだけ のこと はし 

ます。 

靜子 それ をお は 恐れて をり ましたので すわ。 私 は あなた 

に 出來る たけのこ と はして 戴きた くはなかった のです。 

た V 餘分 だけで 助け て 戴ける もの なら 助け て 戴きたい と 

思った の です。 それに 恐ろし い © が 奥 操に 問えましたら、 

奧樣 もい k 氣 はなさらないで せう。 私達の 爲 にあな たは 

共倒れに な つても い X と 云 ふ氣を 起し てゐ らっしゃい ま 

す。 私に は それが よく わかって 參 りました、 それが 何よ 

り g (-ろ しいので す。 本當の こと を おっしゃって 下さい。 

今 の 内に どうかし なければ ならな いので せう。 

wltis そんな こと はない と 思 ひます。 その 內に 道が 開ける 

だら うと 思 ひます。 

^子 私に はさう は 思へ ません わ。 今にと り 返しが つかな 

く はならない でせ うか。 本當 のこと を おっしゃつ て 下さ 

い 。 私 は 抉 心しなければ ならない 氣 がする の です。 
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西 島 も リ 少し 辛抱し て 下さ い 。 

靜子 辛抱なら いくらでもい たします わ。 で すがこの ま \ 

で 行 つ たら 恐ろしい の で せう。 

西 島  。 

靜子 きっと 私、 今に あの 事が 新 に 出る かと 思 ひます わ。 

兄ではありません けれど、 私達 は 本 當に災 ひに とりかこ 

まれ て ゐる氣 が し ます. わ。 私達 は本當 に 心細-つ 御座 い ま 

す の 。 あなた ももう 私の 處 へは來 て 下さらな いでせ う。 

あの が 奥 さまの 耳に 入つ たら 私もう 上れません わ。 本 

當に私 はどうし たら い、 の でせ う。 

西 島 あなた は 私が *1 話す る 力 もな いのに 餘計な こと を 云 

つ て あなた 達 を 苦しめ たと は 思 ひません か。 

靜子 決して そんな こと は 思 ひません わ- 

wds 私 も あんな を > に てられた 今、 お 話す るの が 心 苦 

し い 氣 もします。 で すがよ かつ たら どうか 世話 さし て 下 

さ い ませ んか 。 ^話す る こと を 許し て 下さ つ たら どんな 

に 嬉しいで せう。 

靜子 あなた は、 あの い やな 奥 さまに お話しに なつ 

て ？ さう し て 私達 を 話す る 事 を 奥 さま は 喜 こんで ゐ 

らっしゃい ますの。 今日 本 をお K りに な つ たこと は 奥 さ 

ま は 御存知な の？ さう し て 私が 今日 一 人で 上る こと を 

奥 樣 は 御存知な の？ 


靜子 隱 して ゐ らっしゃ るので せう。 (間) 奥 さま は 私 を 

僧ん でゐら つし やる の で せう。 

0B. そんな ことはありません。 

靜子 あなた は なぜ 本當 のこと を おっしゃって 下さい ませ 

んの。 私 を 信用して 下さらな いの。 私 は本當 にどう した 

らい &の でせ う。 あなた は それ を 知って ゐ らっしゃ るの 

で せう。 知 つ て ゐら つ しゃるな らお つし やって 下さ い な。 

相 川の 處へ ゆけ とおつ しゃっても 私 はお 恨み はいたし ま 

せん わ。 

西 島 あなた はもう 僕の 世話にな るの はい やなので すか。 

さう してお 兄さん は ど、 つな さります。 

靜子 本 富に この頃の やうで したら。 

西 島 あなた は 僕に 力が ない の をび つ くりした の で せう。 

靜子 そんな ことはありません わ。 です けれど 私の 思って 

ゐ るより は、 (微笑み) 金 持で はお ありに ならない のね。 

西 島 僕 はま だ 捨て身に はなり ません" まだ 力 を 出し切り 

はしません。 金 だって まだ とれる 餘裕が あり S す 。 

靜 子 それなら なぜ 本 をお 賫り になる の 。 

西 島 一布 節 Sf ですから。 さう してな くな つても ちっとも 

仕事に 差 支 へ がな い の ですから。 

靜子 本 を 書 い た 方が そんな - 」 と を 閗 い たら 怒る で せう 


だ の そ 


in? 
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怒り はしません。 

靜子 へんな こと を S きます が、 あなた は 兄の 爲に金 を 出 

し て 下さる の？ 私の £S に 金 を 出し て 下さる の ？ 

兩 方です。 

私、 もっと さきが iS きたいお もします けれど、 本當 

は 聞いて はいけ ない ことです わね。 です が 兄 はものに な 

ります わね。 

•CCS あなた さへ わきに 居れば。 

^子 私が ゐ なくなつ たっても のになる でせ う。 もし 筆記 

する 人が ゐ ましたら。 妻の 代理 をつ とめる い 、人が をり 

ましたら。 

S 萬 一 、さう 云 ふ 人が をり ましたら。 

子 あなた は 私が ゐる爲 に 兄 を だと おっしゃ るので 

はありません わね。 

^ 決して そんな ことはありません。 

子 私が Sis なくっても 金 を 出して 下さいます か。 

あなたが ゐな いと は。 

： 十 假定で 御座いま すわ。 

0. あなたが 兄 をた のむ と 一 ことおつ しゃったら。 

子 さ-つ 中し ませんで したら。 


靜子 御免 遊ばせ。 

g: 島 (ふと、 - ろから 紙づ つみん 出し) これた け 今日 持つ 

て歸っ て 下さい。 

(蛇足。 以ヒ g: 島の 會話は 立ったり 坐ったり して 話さ 

れ たものと £^ つて 下さい。 靜子は 火鉢 LL よって あ， 小 

い .ちリ ながら |§ 言 一，' る やう に 云って. Q ると 思って 下 *.、 

い。 今 两 島 は 又 立って 歩いて ねろ と 思って 下さい。) 

f£ 子 - 受けと リ) ありがたう 御 鹿い ます。 0 てれん、：：： >T す 

C 分の わき _1L おく) 

(沈 K。) 

靜+ 私。 かう やって ゐ ますと、 本 當に氣 が 落着き ますの。 

御 邪魔に はなり ません わね。 

島 なりません。 

子 奥 さま は 何時お 歸 りになる の-,) 

島 晚飯 頃で せう。 

子 朝から いらし つたの。 

島 え、、 十一 一時 頃でした。 - 

子 それならもう ぉ歸 りになる かも 知れません わね。 

島 大丈夫です。 

子 それでもお 留守に 上つ てお 留守に 歸 るの は變で 御座 

います わね。 

西 島 それでも 守に 來て、 留守に 歸る ことがある のです 
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から 仕方が ありません。 

靜子 私 は 本； 【„i にど-つしたら い でせ う。 

g: 島 (歩 ，きま はって ねたが 、充血した目ん、 して、 靜 子に 近 

づき) すべて 私に まかせて 下さい。 (靜 子の 肩に 手ん、 か 

け、 接吻し r* うとす ろ) 

子 (驚いて 立ち上り) 何 をな さるの。 


子 あなた は 矢張り 私 を 妾に しょうと 思って ゐ らっしゃ 

るの ね。 本當に 恐ろしい 方です わ。 

島 (K 心に 恥. ちて) 許して 下さい。 許して 下さい。 決 

して さう 云 ふ 心算ではなかった のです。 

子 どっちに しろ、 同じ ことです わ、 私歸 ります わ。 

島 怒って ゐ らっしゃ るの。 

子 怒つ て はしません わ。 です けど 悲しい 氣 がします わ。 

島 本；； ：3 にもう 決してし ません-許して 下さい。 一言 許 

すと 云って 下さい。 本當 にと りか へしの つかない こと を 

しました。  . 

靜： 十 障子 を あけて 下さい。 

西 島 はい。 (障子，^ あける) 

(沈^。) 

靜子 明日の 午後 二 e. に來て 下さい。 

S 上っても よろしい のです か。  r 


靜子 二 時より あまり 早くって はいけ ません。 二 時より あ 

まりお そくっても いけません。 

西 島 え K 時計 を兒て ちゃんと その 時分に 上ります。 

どま 

靜子 うちの 前に 立ち 止って ゐら つしたり、 うちの 前 を 行 

つたり 來 たりな さって は W ります よ。 

しません。 

.5 とま 

それならお 暇し ます。 

之 を もつ て歸っ て は 下さいません か。 

いりません。 

どうし て も 許し て 下さらない の です か 。 

(靜 子欧 つて 金 1^ とろ。〕 

西 島 (嬉し さう に) 許して 下さった のです ね。 

(靜子 西 島の 手. ^握り。) 

靜子 私 を 憎まないで m 數ょ。 (急に ^：?^.^ 轉じ 俯向く〕 さ 

よなら。 

西 島 又 あした。 

靜 子 (返 場しながら) きっと 二 時です よ。 

00 え \。 

(西 島 送って ゆく。 まもなく g: 島 登揚。 障子の 處 から 

靜 子の 後 姿.^ 見送 リ、 障子.^ し： 5 息.^ つ さ、 机の 上 

にう つぶす。 哲 くして。： > 

S おい。 
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■m 


芳两芳 西 芳四芳 


芳西芳 芳 两 芳 {^ 芳 西 芳西 芳四芳 芳西 


外 はい。 

(女中 登^。) 

西 a かたづけて くれ。 

, ^ヽ. P  i  、  0 

(4, 中 かたづけて 退 揚。) 

西 a  (Is 言〕 あ、 俺 は 馬鹿 だ、 馬鹿 だ。 思 ひち が ひして 

か. みのけ 

ゐた。 (髮 毛，^ かさむ しり) 許して 下さい。 彼女の 運命 

に 狂 ひがない やうに。 (沈 猷、 不意：. ん 、かさむ しろ。 不 

意に やめる。 芳子 登揚) 

唯今。 

大 かった ね。 

です けど 丁度い V 時に 歸 つて 來 たので せう。 

何 を 云 ふの だい。 

もっと ZI!. かったら お怒りになる でせ う。 


子 今迄、 誰がこの室で！^夫とさし向ひになってゐたか 

知つ てゐ ますよ。 

Nfi それが 何んだ。 

芳子 それ だ つ て 私の 留守に、 すまして こ 、 へ 上げる なん 

て 。 ^？：：夫は 今日私が-ぉ家 へ ゆく か と 何度も 念 を 押し にな 

つ た わね。 私の 留 守に わざとお 呼びに なつ た ので はなく 

つて。 さ， でぜ う。 


島 相談が あつたの だ。 

子 私が 居て はいけ ない 御 相談。. 

島 お前が ゐれば 野 村の 妹 は 遠慮す るから ね。 

子 を かしな 方です わね。 

島 何が。 

子 靜 子さん のこと だとす ぐお 怒りになる のね。 

島 お前が 角の ある もの 土 K ひ 方 をす るから さ。 

子 それでも 女 は 女 同士で 相談す るの が あたり ま へ です 

島 女が 女 同士 相談が 出來 るかい。 まして 細お になって 

ゐる 女と。 

子 細君の ある 男の 方と 話しす るの が 可笑しい わ。 へん 

な^がある つ て實 家の 父 や 母 は 心 し て をり ました わ。 

島 どう 云 ふ @ だ。 

云 ふとお 怒りになる から 云 ひません わ。 

野 村の 妹が 俺の 妾 だと 云 ふ M だら う。 誰に 閗 いたの 


子 

： 十 


御存知な の？ 知って、 靜 子さん も 貴 夫 も 平氣な の 。 

がなん だ。 

外の 踪と はちが ひます わ。 

B. お前 は 誰に 聞いた の だ。 

子 そんな^と 云 ふ もの はすぐ i5£ はる ものです わ。 資家 
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芳西芳 西 芳西芳 西芳西 


西 
島 


の 知って ゐる 人が あの 近處に 住んで をり ますので すよ。 

貴 夫と 靜 子さん が 一 緒に 歩いて ゐ るの を 見た と 云って ゐ 

ました わ。 私 辯 解し ましたら 笑 はれま したわ。 

西 島 笑 ふ 奴 は 笑 ふが い &さ。 

芳子 靜 子さん は 貴 夫 の 思って ゐるゃ うな 方で はなく つて 

よ。 靜 子さん は 嘘つきで すよ。 

西 島 何が？ 

芳子 叔父さんの 家に は 足ぶ み もしない と 仰し やって ゐら 

つ しゃいました わね。 

島 それが 魄 だと 云 ふの かい。 

子 嘘です わ。 

島 證據が あるの かい。 

子 ちゃんと 見ました わ。 

島 本當に 見た のかい。 

子 そんな こと 癒 はっきません わ。 

島 何時 見た の だい。 

子 たった今！ 

島 今？ たうとう 行った か。 

子 ちゃんと 入る 所 を 見ました わ。 今迄 だって 何度もい 

らっしゃ つたに 違 ひありません わ。 

西 島 本當に 見た の だね。 

芳子 え、。 


芳子 そら 御覽 あそばせ。 

西 島 默れ！ 野 村の 妹 は 相 川の になる ことにき めた の 

だ。 

芳子 私き つ と さう だ らうと 思 ひました わ。 

西 島 お〉：^ にわかる かい。 たった 八 めた の だ。 この 俺が 

きめ さした の だ。 野 村の 妹 は 俺の たよりに ならない 、 .1 と 

を 知った の だ。 俺の 恐れ て ゐた - 」 とが 起 つたの だ。 

お前 は それ を 見て 默っ てゐ たの かい。 

芳子 それ だ つ て 驅け て い つ て 留め る *  J とも 出來な い ぢ や 

ありま せんか。 貴 夫 之から すぐ 行って §! めて ゐ らっしゃ 

れ ばい &ゎ。 (本棚の そばに 行って 木 棚.^ 見ろ) 本 をお 

賫り になった のね。 

西 島 « つた。 

芳子 いくらで ぉ賫 りに なった の。 

西 島 二十 五圓 だ。 

芳子 そのお 金 を どうな さって？ 

西 島 皆 野 村の 妹に やった。 

つ §- 

芳子 まあ。 うち はどうな るお 心算。 

ME お； g の 方 は どう だ つ た。 

芳子 だめで したわ。  . 

西 島 どうにかなる。 


妹の そ 


HI 


廣 it? 廣 
く 次子 次 


と歸 つて 来たの たね。 

靜子 之で も 急いで 歸 つて 来ました のよ。 

廣次 そんな 嘘つ いたって 駄： H だよ。 目が なくった つて 耳 

が あるから ね。 急いで 歸っ て來た 奴の 呼吸の 違 ひぐ らゐ 

はわ かるから ね。 それに 今日は 何時もに 似合 は ず 足音が 

低が つたよ。 まるで； « 棒 見たい にそうつ と あがって 來た。 

. 俺に 逢 ふの が 恐い やうな 歩き 方 をして ゐる。 

靜子 そんな ことはありません わ。 

廣次 金 を もらって 來 たか。 

靜子 はい。 二十 五圓 だけ 戴いて 来ました わ。 

廣次 そんなに もらって 來た のか。 拂 はなければ ならない 

もの は拂っ ておけ。 

靜子 はい。 

廣次 お前 は 俺の 時間 を 尊敬し なければ いけない よ。 お前 

の 留守に どんな 事が あつ て 俺に 書きた いもの が出來 るか 

も 知れない からね。 sffl がすんだら さっさと 歸っ て來 てく 

れな いと W るよ。 

靜子 はい。 

廣次 それ は 遊んで くるの もい &さ。 たま だから、 だけど、 

俺 毒-は まだ そんな 吞氣な  >  」 と を 云 つ て ゐられ る 人間 ぢ や 

ない の だからね。 それ は歸 りたくな いこと も あらう。 俺 

の顏 許り 見て ゐても 面白く はないだら うから。 


芳子 うちなん かどうな つたって い、 のでせ う。 私なん 力 

どうな つたって い、 のでせ う。 私なん か 心配して 死んで 

しまう 方が い. -で せう。 は 矢張り 本當 なのです ね。 (泣 

く) 

MB 嘘 だ。 明 B になれば 5JG わかる。 お前 は 野 村の 妹に は 

^^謝し てい、 の だよ。 萬 事 過ぎた ！ 

芳子 (ヒス テリ-的 に 靜 子の 肖像，^ 見て) この；^ を 外し 

て S 戴。 

S, 外さう。 (額.^ はづ す) 俺 は 之から 一寸 散歩して く 

るよ。 (退場) 

— 幕 — 

竹： S 五 幕 

廣 次の 室 

席次、 一人て 靜 子の 婦 リの遲 いの ，6. まち かれて ねる。 

が ぼんやり ついて. Q ろ。 足音 マる。 

靜 ちゃん かい 

はい。 (登場」 唯今。 (ぉ辭 儀， る) 

何 をぐ づ くして ゐ たの だ。 俺が 一 人で ゐれば どの 

らゐ 不ま由 だと 云 ふこと は お前 は 知 つ てゐ るの だら 

、つ。 それな のに 今日は 何 もに 似 あはず ゆっくりの そつ 
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靜子 そんな ことはありません わ。 

廣次 そんなら 何 をぐ づ くして ゐ たの だ。 俺 は 何度 癎履 

を 起さう としたか 知れ やしない。 俺 は それ をぢ つと こら 

へ てお 前の 歸 るの を おとなしく 待って ゐ たの だ。 無理 は 

ない と 思って ゐ たの だ，. だけど 四時が うつ て もま だ歸っ 

て來 ない、 きっと も うぢき 五 時 だら う。 俺 は 心細い 氣が 

して 來た。 お前まで 俺 を 馬鹿にして ゐ ると 思つ て來 た。 

俺 はお 前に 馬鹿にされ たって 苦情 は 云 はない。 .跑 はお 前 

の 蓮 命 を 兄ら しく 荷 ふ こ とも 出來 なければ、 お前 を 幸福 

にす る こと も出來 ない の だから。 お前 はこん な 兄 を もつ 

たこと を t」 悔する の も尤だ と 思って ゐる。 

靜子 何 を おっしゃ るの。. お兄さん。 ： . .； 

廣次 俺 は本當 のこと を 云って ゐ るの だ。 

靜子 それが 本當 のこと です つて。 私 はお 兄さん を！： 蔑し 

たこと がありまして。 

虜次 輕 蔑して ゐる？ お前 は 俺が 世間から 惡ロを 云 はれ 

た 時、 默 つて ゐた。 云へば 俺が 絕菌 するとで も 思った の 

だら う。 お前 ぢゃ あるまい し、 俺 は 自分の 力 を 知って ゐ 

るよ。 两 島に 聞かな くった つて 知って ゐる。 お前 は 俺 を 

憐れんで ゐ るの だ。 

靜子 さ うぢゃありません わ。 お兄さんが あまり あせって 

ゐ らっしゃ るので、 お知らせ すろ 氣 がしなかった のです 

一 


わ。 

廣次 さ うだらう。 それで、 俺が 寢た ふりして ゐ ると 西 島 

に、 太 當に兄 はものに なり ませう かなんて 聞く 氣 になる 

の だら う。 俺 は 目が 見えない だ つ てお 前の 心 はわ か つ て 

ゐ るよ。 

靜子 そんなに； IH まれ 口が おっしゃり たければ お つ しゃる 

とい X わ。 

廣次 俺 は 憎まれ口 を 云って はしない よ。 俺 はお 前に も 苦 

情の 云へ ない 人間た。 俺は世界中の皆に！^蔑されてぃ、 

人間な の だ。 俺 は 自分 一 人で は 生きて ゆけ ない 人 1^ たか 

らね。 

子 ひがんで ゐら つやる のです わ。 

次 ひがます やうな こと を 誰が したの だ。 

子 誰もし ません わ。 

次 お前 は 本 當に俺 を 馬鹿にす るね。 (机の 上の インキ 

壶，^ いきな リ 妹に ぶっけろ。 インキ ホ はれる) 

靜子 (泣 告^) 何 をな さるの。 

廣次 お前が 俺 を 馬鹿にする からさ。 いくら 一:z:= になった 

つて、 俺 は 俺た。 それが 股が 立つなら 出で 行って くれ。 

靜子 (インキ のこ はれ， ^ffi- め、 インキ，， ふ i- 、ながら) お 

兄さんに はどうして 私の 心が おわかりに なりません の。 

(泣く〕 


妹の モ  11:1 


廣靜 廣靜廣 靜 廣靜廣 


.S 次 泣く が い 。 そんな； 1 に お どか されな いよ。 お前 は 

とんな >  ^ と をした つ て 俺 は お前に 怒る fs« 格 がな い と 思 つ 

てゐ るの だら う。 それ はさう だら う。 けれど、 俺に だつ 

て 意地 は あるから ね。 居た くな か つ たら 出て 行って もら 

(5^ 子む せびな く。 廣 次び つくりして そ-は Lir4 リ。) 

^次 もう 泣かな くつ てい、" 木 常に 俺 は 腹立ち まぎれに 

：: ム ひすぎ た。 許して くれ。 わ。 お前の 心 はわ かって ゐる。 

たに 俺 は、 お前に ついていろ/ \ 心配な ことが 心に 浮ん 

だの だ。 途中で 負 偽し やしない か、 惡者 にどう かされ や 

しない か、 お前 は 心細く つて やけ を 起し はしない か、 と 

かいろく の こと を考 へて ゐ たの だ。 其處 へお 前が のこ 

つと 歸 つて 來 たの だ" 俺 は 安心した と共に 急に 腹が立つ 

て來 たの だ。 .ぉ はさつ きから 喪 い て もら ひたい ものが あ 

つたの だ。 それでな ほお 前の 歸 るの を 待つ て ゐ たの だ。 

さあ： B をな ほして おくれ。 お 前が どのく らゐ 俺の 事 を 

思つ， てゐ て くれる かと 云 ふ - J と は 俺 だ つ て 知 つて ゐ るの 

た、 許して くれ、 惡 かった。 

£^ 千 (やっと！ 3^ さやみ) お書きに なりたい ものが あるの 

です つて。 

ぬ 次 あ、。 しかしい. 1。 

？  SJI きます わ。 


次 書け るかい。 

子 書け ます わ。  - 

次 それなら 書いて もら はう かね。 飯 を 食って からで も 

い & けれど。 

子 まだ 四時 牛です よ。 書きます わ。 (机に 向 ひ §5 舉 て) 

さあ、 云って 頂、 戴。 

次 い k か。 

子 はい。 

次 A と 8の<|1 話 だからね。 

子 はい。 

次 「お前 は どうし て 食 つ て ゐる の だ」 「或 人に 食 はし て 

もらって ゐ るの だ」 「或 人と 云 ふの はお 前の 身內の もの 

か」 「友達 だ」 「友達 はどうして お前 を 食 はす 氣 になった 

の だ」 「俺に 同情した の だ」 「どうして 同情した の だ」 書 

けた かい。 

靜子 はい。 

廣次 「どうして 同情した の だ」 「妹が いやな 男と 結婚 をし 

なけ れば ならなかった からだ。 その 結婚 を や， い ^ る爲 に は 

俺 は 妹と 一 緒に 食客に なつ て ゐる家 を 〈出なければ ならな 

かった の だ」 「それなら その 友 は 君に 同情した のか、 君の 

妹に 同情した のか」 書け たね。 

靜子 はい。 
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廣次 「兩方 だ」 「兩方 か、 俺に はさう は 思へ ない。 君の 妹 

は 美しい の だら う」 「美しい の だ」 

靜子 そんな こと を 書く の はい やです わ。 

廣次 書け！ 本當 のこと だから 書け。 出す 出さない は 別 

だ。 

き 子  

廣次 お前 は 俺の 云 ふこと さへ齊 けばい、 の だ。 手が 頭に 

苦情 を 云 ふ 奴が あるか。 書け！ 

靜子 はい。 

廣次 「それならば 兩方 では あるまい」 「その 男 は 僕の 仕事 

を 信用して ゐ る。 さう して 妻 を もつ てゐ る」 「その g::- は 

非常な 金 持 か」 「さう ではない」 「その 男の 名 は 〇〇 と 云 

ふだら う」 「さう だ」 「世間で は 君の 妹 を その 妾 だとい つ 

てゐ る」 

靜子 なんの 爲に そんな こと をお 書きになる の。 西 島さん 

にあて つける や、 つな 氣 がします わ。 

廣次 默 つて 書け。 俺 は 解決し なければ ならない 問；， にぶ 

つかつ てゐ ろの だ" 俺 は 今迄 それに さはらない やうに し 

てゐ た。 しかしい つまで も そんな こと はして はゐら れな 

い。 俺 はこの 問題と 何處 までとつ くめろ か を、 自分で 知 

ら なければ ならな い 。 書：！；： た 具合で 見せなければ それで 

い  > -。 書く のがい やなの か。 


靜子 い、 え。 書きます わ。 

廣次 「 …… 妾 だと 云って ゐ 6」 「世間が 何と 云っても 恐れ 

ない，： 「しかし； の 妹の 緣談は それで こ はれ はしない か」 

「こ はれ \ はな ほい、」 「しかし い 、緣談 があった S- こ は 

れ たら 闲る だら う」 「傲： 間の tN^ 恐れる 奴に はい k 奴 は 

ない」 「それでも その 噂が 本當 らしい 時には 誰もい 、 氣 

がしない からね。 一 體妻を もつ 男が 若い 女と 友達に なろ 

と 云 ふこと は 許せない ことな の だ」 「c は あたり まへの 

人 問 ではない」 「君 は C を 信用し 過ぎて ゐろ」 書け たか 

靜子 はい。 

廣次 「妹 も そんな 人間で はない」 「君 は 妹 を 信用し すぎて 

ゐる な。 今 は 信 5^ してい、 だら う。 しかし 長の 月 H の內 

に はどう かな。 君が C の 位置に ゐ たら どう だ。 少 くも C 

の 家庭 を亂す やうな こと はない か。 君 は默っ てゐ るね 」 

靜子 お兄さん 私 頭痛が して 來ま したわ。 

廣次 も-つ 少し だ C 之から が 大事な の だ。 之から が 問題な， 

の だ。 書け る だら う。 

靜子 書きます。 

廣次 「 …… 君は默 つて ゐ るね。 返事が 出来ない の だら う。 

C の 家庭 はたし かに 達の 爲に亂 されて ゐ るよ。 そのく 

らゐの > J と は小說 家で な 、 僕； J つ て わかる > J とだ。 疑 ひ 

一 


ti;' 一'' そ 
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と 云 ふ もの は どんな 處 だって 入る からな。 又 今後の こと 

を 人 問 は 心配す る 動物 だからな」 Bfe^ 鳴る 「どう すれば 

い. -の だ」 「1?;5 は.： n: 分の 力で 食って ゆけ ない のか」 「ゆけ 

ない。 俺 は ほ n だからな。 それに 俄め くらだ」 「君 はどう 

してい、 か 知らな い の だね」 「知らない の だ」 「妹 を 余 持 

と： 結婚させる の だな」 「馬鹿！ 」 「それなら C の 世話にな 

ぼ た もち 

ろの か。 さう して その に何處 からか 牡丹餅 の 落ち て く 

るの を 待って ゐ るの だね。 その- s: に ひどいめにあ ふこと 

はな； -か」 「俺 は 苦し い 、俺の 理想 は 俺が e: 丁く 自分 の 让事 

を ある 處 まで 仕上げる - ^ とだ 0 」 

i^. 十 そんなに E1- く おっしゃつ ちゃ 書け ません わ。 

廣次 お前 は 泣い てゐ るね。 俺達 は 泣て ゐられ ろ 身分 かい。 

俺達 は 死に もの 狂 ひに ならな け れ ばなら な い 時ぢ やない 

. か。 し をれ て る時ぢ やない。 g"s,l& に 出て、 敵に とり 国 

まれた と 云って 泣いて ゐる 奴が あるか。 い. - か" 

靜子 はい。 

斑 次 「俺 は^しい。 俺の 理想 は 早く 自分の 仕事で 食 へ る や 

うになる こと だ。 自分の 力で 自分 達の 運命 を 荷へ る やう 

になる こと だ」 「お前に は それが 出來 るか」 「出来ない こ 

と はない と 思 ふ」 「本：： にか」 「俺 だって 男 だ。 さう して 

妹が ゐる。 俺 は 死に もの lii ひだ。 もう 一 歩と 云 ふ にゐ 

てく たばり 切ろ やうな ではない。 侮 •iw と 誤解 は 俺を琳 


しくす る。 俺の 書いた もの は 恐ろしい 惡ロを 云 はれた。 一 

救 はれない もの  > やうに 云 はれた。 だが 俺 は それでく た 一 

ばり 切って、 最初の 一 念 を 通さな. 

「f ^の 妹 は？」 「妹 だって 俺の 妹 だ。 

一 生 を賫る やうな 女ぢ やない」 

(靜 子聲 出して 泣く。) 

廣次 なぜ 泣く の だ。 泣く こと はな. 

れむ のか- 俺 は 憐れまれ たくない。 

to 

靜： f は、 はい。 

廣次 「妹 だって 俺の 妹 だ。 金の 爲に. 

やうな 女で はない。 およそ それ は 卑しい こと だ。 淫寶婦 

になる こと は 一 瞬間 を K る ことなら、 妻になる こと は 一 

生 を寶る こと だ。 それ はこの 上な く恥づ べき こと だ。 妹 

はそんな 妹で はない」 なぜ そんなに 泣く の だ。 默 つて ゐ 

て はわから な いぢ やない か。 お前 は 矢張り 俺が 心配して 

ゐ たやう に 下等な 心 を もつ てゐ たの だな。 それで 疚しい 

の だな。 まさか 叔父さんの 處へ 行き はしまい ね。 (間〕 な 

ぜ默 つて ゐ るの だ。 

ま、 i  >-o 

行った のか。  ， 


，やうな 男で はない」 

金の 爲に いやな 男に 


/ちゃない か。 俺 を憐ぶ 

泣く 奴が あるか。 書 一 


、やな に 一 生 を 費る 


廣次 行かない のか。  一 

靜子 はい。 

廣次 行かなければ い \。 俺 は 今 曰お 前の 歸 りが おそいの 

でお 前の こと を 思って ゐ たら、 お前の 姿が 目に 浮んだ。 

それ はう つむいて し をれ て、 死に、 でも ゆく 人の やうな 

かっかう  みちば；， 1 

恰好 を し て 道 側 を の >  J  /\ 歩 い て 行く 次 X た つ た。 さう し 

て そ の お前 は何處 に 入つ たと 思 ふ。 西 島の 處 では なく て 

叔父さんの 處 だった。 まさか 行き はしまい な。 行ったら 

承知 しないよ。 お前の 位置の 苦しい こと は 知つ てゐ る。 

お前 は e -々 相. 川の 處へ 思 ひ 切つ て ゆきた くな り はしな い 

かと 俺 は それ を 恐れて ゐ るの だ。 俺 も 男 だ。 お前 も 俺の 一 

妹 だ。 思っても 腹の 立つ 相 川の 處へ ゆく 氣は 起すな よ。 

苦しい こと は gj: 山 ある だら う。 しかしと りか へしの つか 

ない こと をして はいけ ない よ。 何とい つたって 俺の こと 

を 思つ て くれる の はお 前 許り だ。 お前の こと を 思 ふと 力 

がわく の だ。 俺 は 時々 &續も 起す C つ まら ぬ こと で お前 を 一 

泣かす こと もす る。 俺 は 他の 人に は 自分の 憂さ を もらす . 

ことが 出來 ない の だからね。 さあ 泣く の はよ してお くれ、 - 一 

お前が 泣く と 俺まで 心細くなる。 それ は 實際 泣きた く な 

る こと も ある だら う。 俺で さへ 時々 どうして い . ^かまる 

で わから な い 時が ある。 西 島が ゐて くれな か つ たら實 際 

どうす る こと も 出来ない。 西 島 は 俺の 心 を 知って ゐる。 

 .   一 


两& に 世話にな るの は 心苦しい が、 島 だから 一 方 安心 

もす る。 两 島が 何 かに 書いて ゐ たが、 ドミ ー ェはコ 口，' 

の 世話になつ て、 コ 口 1 にだから こそ^ 話に なつ ても氣 

が とがめな いと 云った さう だが、 俺 も 西 島 だから 安心 し 

てた よれる の だ。 いやな 噂が 立った からと 云って、 西 島 

は 世 問の f!^ に まける やうな ではない からね。 さう して 

その 內には 俺に も 力が 屮：： 來 るから ね。 心配す る こと はな 

いよ。 

靜子 お兄さん。 

廣次 なんだ。 

靜子 丙 島さん はさう <Ji: 持ではありません のよ。 

廣次 それでも 毎月 一 一十 M の 金なら どうにかなる だら う。 

靜子 さう も ゆきません のよ。 两 島さん は 私達に 下さる 金 

をつ くる 爲に 本 を 片端 か ら 費って ゐ らっしゃる のよ。 

廣次 それ は本當 かい。 

靜子 本當 です わ。 

0^ さう 力。 

靜子 本 當に私 どうしてい & かわかり ません わ。 

廣次  。 

婆 两 島さん がい らっしゃ いました。 

廣次 西 島が 來た？ お前 は 西 島の 處へ 行った の だら う。 

靜子 え。 丙 島さん がい らっしゃる わけはありません わ。 
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靜廣靜 廣靜廣 


誰かの まちが ひぢ やなく つて。 

U い、 え。 s: 島 さまです。 

廣次 お通しして 下さい。 

(婆さん 返 場。) 

廣次 何の E で 今 is. 分來 たの だら う。 

靜子 本 當に變 です わ。 

廣次 よく 來て 下さいました。 

SIS 一寸. 散歩の ついでに およりし ましたの です。 

^次 さっき は靜が 出まして。 

TOIda どういたしまして。 (靜 子の 方，^ 向. き) さっき は 失 

踏し ました。 

(靜 子、 顔ん そむける。) 

sifts  55 と 二人 だけで 一寸お 話したい ことがある のです 

力 

席次 それなら 靜 ちゃん 下へ いってお いで。 

郎-ナ はい。 (默 つて 組 場し ム うとす ろ) 

Mfi  (小^て) 怒って ゐ らっしゃる。 

S 子 (小雜 て) なぜ 約束 をお たがへ になった の。 

SIS  (小 IT て) 餘程<？ a は 御 遠慮し ようかと 思った ので 

すが 。 まだ 女 はお 守 か と 思 つ て 。 

靜子 留守の わけはな いぢゃありません か。 


IS 島 私の 處の歸 りに 何處 かへ およりに なった のでせ う。 

靜子 (びつ くリ すろ しかし 一 てれ，^ ごまかし) い \ え 、何 

處 にもより ませんで したわ。 

g: 島 それ は本當 です か。 それなら 私の 妻が 見ち がへ たの 

かも 知れません。 

次 何です？ 

子 なんでもないです。 

次 早く 下へ おいで。 

子 もう 私 V に は ゆきません わ。 

次 なぜ だレ 

子 だって、 西 島さん が どんな こと を おっしゃる かわか 

りません もの。 

廣次 ドへ おいで。 

靜子 (小？ t て) そのこと を おっしゃって は 承知し ません 

よ 0 

g; 島 (小 ft て) それなら 矢張り 本當 なのです ね。 

靜子 (小 fi^ て) 8^ なお 世話です わ。 あなた は 明日の 午 

後一 一時 前に は いらっしゃらない 御 約束 ぢゃ あり ません 

力— 

西 島 それでも。 

靜子 (小？. t て) あなた は、 私 を いぢめ る爲 にいら しった 

の。 餘 計な こと を おっしゃったら 私 一 生お 恨みし ます 
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二 時 前に 來ては 困る とおつ しゃった ので、 この 前 を 一 度 

通りながら 三十 分 程 歩い て 来ました。 それでもと うく 

お寄りし ないで は ゐられ なかった のです。 そのく せ 私 は 

何と 君に 云って い、 か 知らない のです。  . 

囊  。 

西 島 今日お 妹さんが 叔父さんの 處に お寄りに ならな か つ 

たにしろ、 その内、 お 妹さん は 叔父さんの 處へ いらつ し 

やる 決心 だと 思 ふので す。 私 は そのこと を 今 rn お話して 

ゐる內 に 感じ ました。 そのく せどう する こ とも 出來 なか 

つたので す、 今の ま. --- にして ゐて 下さい。 今の ま、 にし 

てゐて 下さいと 私 は 云った のです が、 お 妹さんに は、 そ 

れが 不安で 仕方がない らしい のです。 何しろい ろくの 

ことが 起って 来て、 それが 一 つに なって、 妹さん を。 

廣次 さ. 「です、 さう です。 本當 にさう です。 私 も それ を 

恐れて ゐ たのです。 今一 人で ゐて 今更に どうす る こと も 

出來な い 、 J と を 感じ た の です。 私 はどう か して その 恐ろ 

しい ことに 勝た うと 思 ひました。 あんまり 侮辱です から 

ね。 私 だって 男です。 盲目です けれど af: です。 たった 一 

人の 妹 を こんなにまで 思つ て どうす る こと も 出来ない の 

は殘 念です。 侮辱です。 そのく せどう する こと も 出來な 

いのです からね。 私 は 相 川と 云 ふ 入 間が、 そんなに 恐ろ 

しくない 人 問で はない かと 時々 思って 見ます。 しかし 私 


よ。 本當に 今日い らっしゃ るの は 少し あつかまし くって 

廣次 何 をぐ づ/ <\ して ゐ るの だ。 

(靜 子萍 むは； 似，^ し， 0 

靜子 ね 。 

(廣次 沈默、 靜子、 沈默. ^守ろ しろし に 口に 指ん」 わて、 

形て 念.^ 押す。) 

廣次 早く ゆけ。 

(靜 子、 义 口ん 指に あて、 萍む a 似，， 小して 返 揚。： 化^、 

廣次 は 何か考 へながら • ちっと 坐って. Q る。 西 島守： ちな 

がら 者へ て 居る。 二人の 目に 浜が やどる。) 

次 西 島さん。 本當 です か。 

島 何が です。 

次 妹が 叔父の 處へ 寄った と 云 ふの は。 

島 よく は 知りません が。 

次 妹 は あなたの 處に 何時 迄ゐ ました。 

島 三時 頃でした らう。 もっと 早かった かも 知れません。 

一 時間 はゐら つ しゃいませんでした。 

廣次 さう です か。 私 は 又 君の 處に妹 は ゆっくりして ゐた 

のかと 思 ひました。 

西 島 もっと 早くお 伺 ひしたかった のです が、 明日の 二 時 

に 上る お 約束 を さっきし ましたので、 その 時お 妹さん 
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は 入の こと を 思 ふとす ぐ その is が al に 浮びます。 それ 

は： あり な い 謹 いもの に 浮びます。 それに 相 川 の 

やり方 は 八/ W 心つ て も 侮：！ W です，。 人 を； にして ゐ ます。 

私 は 相 川の 子 を 妹に 生ます の はい やです。 さう して そん 

なにまで 思って ゐる ものに 妹 を やる の は 相 川にたい した 

つて 罪の やうな 氣 がします。 恐ろしい 侮辱です。 私 は そ 

の 侮： t を だま つ て 受けなければ ならな い 人間で せう か。 

私 はそんな に賤 しい 人 Si でせ うか。 私 はそんな 不淨な こ 

と をし なければ 生きて ゆかれない 人間な のでせ うか。 私 

の 化！^-はそんな不正な - J と をし なければ 出来な いのでせ 

うか。 私の 仕 は 妹 を 幸福に する 仕事で はなく つて、 妹 

を不 St な もの に しなければ 出來な い 仕事な ので せう か。 

思へば 思 ふ 程た まりません。 私 は IH のい X 時に よくた ま 

ら ない 人 問の 顏を 兌ました。 それ は 生々 した 所の ない。 一 

薬し ぃ處の 少しもない、 ふやけた 顔です。 不 C\ 、少年ら し 

い 顔です。 神經 のない 愛の ない 顔です。 

SldS それでも そんな Ms? ならば 妹さん を 愛し はし な い で せ 

席次 さう も 思 はない ことはありません。 しかし 私 は 今 

の 結 始は相 F よりも 叔母が 進ん でゐ るの だ ときめ てゐま 

す。 妹で も 相 川の 處へ やらなければ 叔父の 家 はどうなる 

かわかり ません。 叔父の 位 S は あぶない のです から。 叔 


父 は 働きの な いぐせ に 餘計金 をと つ て ゐ ます。 從 つてつ 

ッ かい 棒が ゐ るので す。 それに は 妹が 入用な のです。 今 

度の こと は 向 うがたって ほしがって ゐ るよりも 叔母が た 

つて やりたがって ゐ るので す。 さう して 叔父 も その 氣に 

な つたの です" 私達 は 叔父 の S8 になる 必要 は 斷 じて あ 

りません。 尤も 妹 は それ を 知って ゐ ながら も、 無理 はな 

いと 云って ゐ ました。 妹 は 叔父と 私との 仲た が ひ を默っ 

て 恐れ て ゐ るので す。 妹 は 廢 兵の 金 を ほしが つて ゐ るの 

です。 私は廢 兵の 金 も あまり 氣 持の い 、金と は 思つ てゐ 

ない のです。 私 は 好んで 戰爭へ 行った のではありません。 

又 私 はま だ 自分 を廢人 だと 思って ゐ ません から。 

S   。 

廣次 です けど、 です けど、 そんな 强 いこと を 云っても な 

に、 なる でせ う。 實 カは廢 人と 同じ ことです C 私 は蟲の 

い \ こと を 云つ てゐ ながら、 何 をす る 力 もない のです G 

妹 を 怒ったり 泣かしたり、 いぢめ たり、 する より 外 何に 

も 出来な い の です。 さう し て 疳竊を 起す より 外力が な い 

のです。 私 は 時々 生きて ゆく 資格の ない 人間で はない か 

と 思 ひます。 少 くも 現代 は 私の 生きて ゆく こと は 望み ま 

せん。 それ は 私に 力が あり 過ぎる からで はなく、 無 さ 過 

ぎる からです。 自分ながら； 狂しな いのが 不思議な 時が 

あります。 
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S 妹さん は それ を 心配して ゐ らっしゃ いました。 

廣次 さう でせ う。 妹の 心 はわ かります。 それだけ 可 一 3^ さ 

うです。 それだけ はがゆい のです。 妹 は 下で 心配して ゐ 

る で せう。 私 は 自分 達 程 不幸な 人 問 はな い と は 云 ひ ませ 

ん。 私 は 自分 を 不幸な 人 問と はま だ 云 ひたくありません。 

私 はい くら 運命に た、 きつけ られた つ て 、 牛； き て ゐる間 

は、 かう やって この 世に 坐って ゐ ます。 さう して あはよ 

くば 起き 上って やらう と 思って ゐ ました。 一 一人で 苦しん 

で來 たのです。 もし 得られる ものなら ば 勝利 も 一 一人で 喜 

びた か つたの です。 今迄の 妹 の 私に 對 する 愛 や 私の 爲 の 

苦しみ は どんな もので せう。 どんな 酬い を もつ て も それ 

を 報いる こと は出來 ません。 それな のに、 私 は 今 それ を 

こんな 風に 報いなければ ならない のでせ うか。 私 はどう 

する , J とも 出来な いのでせ うか。 私が 死ねば 妹が 幸觀に 

なるなら 死んで やりた い 位 ゐに思 はな い こと はない の で 

す。 それな のに、 どうす る こと も 出来ない のです。 こん 

な tln^ 氣 のない ことがある. むせう か。 こんな はがゆい こ 

とが あるで せう か。 

島 どうか 僕に 任せて 下さい。 

次 それ は 妹が 知し ませんで せう。 

&  (心に 恥. ちろ) 

次 時々、 どうで も 勝手に なれと 云ふ氣 がします。 私 は 


何事 も 與 へられる こと は » へ なければ ならな い 人間で 

す。 (問) 妹の 泣き 驟が iM え やしま せんか。 

西 島 い、 え。 私に は閱 えません。 君に は 聞え ます か。 

廣次 耳の せゐ かも 知れません。 さっきから 泣かして 許り 

ゐ たのです" 逃げ路の ない 所に 逐 ひこんで おいて、 それ 

で 泣かして 許り ゐ たのです から 妹 もた まりません。 何し 

ろ 十 一十 にと り 園む 災を 一 刀兩斷 しないで は ゐられ 

な ぃ氣 持に なりながら 何う する  一 J とも 出来な いので、 そ 

れが 疳鎮に な つ て もらす 所がな いので 妹の 上にば かり も 

ら すので すから、 妹 もた まりません。 

(靜 子、 靜 かに 昔ん 、させずに 登揚、 さう して EICB,^ 兌 

て 淋しく 微笑む。) 

次 其 處にゐ るの は靜 ちゃん かい。 

千 え  > -。 さうよ。 

次 なぜ 上って 來 たの だ？ 

子 それでも 下に ゐ ると 淋しい のです もの。 お兄さんに 

怒られても 上の 方が よろしい わ。 

次 お前 は 叔父さんの 處へ 行った の だら う。 

子 い \ え。 誰が そんな こと を 云 ひました の。 

次 本當に 寄らなかった のかい。 西 島さん の 處には 二 時 

S り ゐ なか つ た の だ らう。 

靜子 よく は 知りません けれど、 そんな ものだった かも 知 
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0B. 明日が 待てなかった のです。 まさか 私の 所の 歸 りに 

およりに なると は 思はなかった のです。 そんなに あてつ 

けな ことして 下さらな いで もい、 と S 心つ てゐ ます。 

靜子 あてつけではありません よ。 私 は 今 曰 はお 暇 乞 ひ 見 

たいな つもりで 上った のです。 皆さんが 見たがら な い > J 

と を 私 は 見ました わ。 私 は 私が 一 日 も 早く 自分の ゆきつ 

く處 へ ゆき つかない とどん な ことが 起る かち やん と 知 つ 

てゐ ます わ。 私の した こと は 恥知らずで すわ。 私 往來を 

歩く ので も 小さくな つて ゐ ました わ。 私程賤 しい 女 はな 

いやうな 氣が しまし た わ 。 です が 仕方. ^ ありません わ。 

お兄さん、 お腹が 立つ なら どうぞ 、 私 を つ て 戴。 お ^ 

りに なっても よくって よ。 です けれど， 私 を 妹 だと 思つ 

て 預戴。 私お 兄さんの 斷を きず つける こと を 思 ふとた ま 

りません わ。 私が 一 人賤 しいので すわ。 私 は 一 生を資 つ 

たのです わ。 私 愛して ゐ ない、 寧ろ 憎んで ゐる 人に 一生 

を； 資 つ た の です わ。 私の した こ と は どんな 女 だ つ て 恥ぢ 

ます わ。 です けれど 私 は 悲しく はありません の。 私 は 生 

きて ゐて お兄さんの id 事 を 見る ことが 出來る のです も 

の。 お兄さん はいくら 私を賤 しんだり 僧んだり して 下さ 

つたって 私 は でお 兄さんの 爲に 祈つ てゐ ます わ。 

廣次 俺の 世話 を 誰が する の だ。 

靜子 お兄さんに 手 を 握られた 小 ii 使が します わ。 


れ ません わ。 

席次 お前の 歸 つ て 來た の は 四時 牛 だ つ たらう。 その 間 一 

s-i^ 卞は何 處にゐ たの だい。 

子 私、 た^ 歩いて ゐ ましたの。 

次 本當 かい。 

子 g!u まで はさう してお いて： iS 、救ね、 两 さん、 私 一 

生 恨みます よ。 あなた は い  お 考がぁ つ て ゐら つし つて 

下さった の。 それとも 私 を いぢめ る ためにい らしった の。 

次 何 を 云 ふの だ。 お前， 矢張り 本當 なの だね。 

知りません わ。 

次 お前 は 俺に 何お 默っ ていった の だい。 

子 自. 殺す る 人 は、 默っ て 自殺し て も い - と 思 ひ ます わ。 

C. や： しろと は どんな 方で も おっしゃる わけに は ゆき ませ 

ん ものね。 西 島さん だって 私 を 助ける ことが お出来に な 

り もしない くせして、 お出来に なるやうな 顔して ゐらっ 

しゃる のです もの。 

Nfi 許して 下さい。 

彼 次 ^ちゃん 何 を 云 ふの だい。 ぁんなにぉ^1 -3 になつ て 

ゐ ながら。  . 

鼸子 それ だって 私の 心 を 御存知の くせして、 さっき 知ら 

ん 顔し てゐ らしって、 今にな つてす ましてお 兄さんの 處 

へ 相談し にいら つし やる のが を かしい わ。 

一 
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廣次 承知した のか。 

靜子 喜んで ゐ ました わ。 叔父さん も 叔母さん も 喜んで ゐ 

らっしゃ いました わ。 皆 喜んで ゐ ました わ。 さう して 私 

を賤 しんで 下さいませんで したわ。 私は賤 しんで くださ 

つても かま はない と 思 ふ 方に は賤し まれません でした 

わ。 西 島さん もう 歸 つて 頂戴ね。 明日 は來 てくだ さらな 

くっても よろしい わ。 

(西 島、 默 つて 歸 らうと すろ。) 

靜子 ぉ歸 りになる の、 私 を； i 蔑して ゐ らっしゃ るの。 私 

のわきに ゐ るの はもう お いやな の。 

西 島 そんな ことはありません。 私 は あなたの 前に は 罪人 

です。 あなたが 歸れ とおつ しゃれば 歸 ります。 (居殘 ろ) 

靜子 あなた はちつ とも 私に わるい こと をな さらなかった 

ぢ やありません か。 あなた はいつ でも 私に カを與 へて 下 

さいました わ。 私 は 御 恩 は 忘れ はいたし ません わ。 あな 

たは 餘 計な こと をした とお 思 ひになる でせ う。 です けれ 

ど 私 は どんなに 嬉しかった か 知れません わ。 之から 今迄 

よりも 兄の 友達に なって 下さいます わね。 本 當は今 Rl 來 

て 下さった 方が よかった かも 知れません わ。 明日 あなた 

がゐ らっしゃろ 時分に は 私はゐ なかった かも 知れません 

わ。 私、 兄に 置 手紙して 明 曰 逃げようかと 思った のです 

わ。 さう して あなたに 來て 戴く の は、 だ V 私の 置 手紙 を 


讀んで 下さろ 爲 でした わ。 あなたに も 手紙 を 書いて おく 

つもりで したの。 さう して あなたが こ  > -に來 て 下さつ て 

る 時分に 私 は 何 をして ゐ るか、 御存知？ その 時分 私 は 

叔父さんに つ れられ て 相 川さん の處へ 行って ゐ ます わ。 

廣次 それ は本當 かい。 

靜子 九分 通り 本當 なの。 今晚 叔父さんが 相 川さん の處へ 

一 ゐ らっしゃ るの。 

廣次 お前 はそんな 約. おまでして 来たの かい。 

靜子 それでもお せきになる のです もの。 

西 島 私に 來 いとおつ しゃった 時 は、 もう それが わかって 

ゐ たのです か。 

靜子 まさか 相 川の 處へ ゆく と 迄 は 思 ひませんでした けれ 

ど、 叔父の處へは行ってゐる心^^でしたゎ。 さう してお 

兄さんの お許し を てから 歸 つて 来ようと 思 ひました 

わ。 明日 小間使 を つれて 来ます わ。 あの 子 はい K 娘です 

わ。 それに 字 も 書け ます わ。 さう して 可哀 さ-つな 娘です 

わ。 私ゐ なくなる までに きっとよ くし こみます わ。 

廣次 靜 ちゃん。 俺は强 いこと を 云った けれど、 お前の 決 

心 を か へ る だけの 力の ない こと を 許して おくれ。 俺 はか 

うやって がんばって ゐる だけ だ。 俺に は 力 はない の だ。 

一 お前の する こと は、 い V ことかゎるぃ ことか^^は知らな 

い。 だが 俺 はどうし ろと も 云へ ない の だ。 恐ろしい こと 
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は 遂に 来た。 俺 はどうし てい \ かわからない。 ！£, 、對 して 

い、 か、 狭 成して い、 かそれ も わからない、 その 力 もな 

子 お兄さん、 許して 下さって。 やっぱり 妹 だと 思って 

下さって。 

Ha 僕 は失禮 します。 

^子 お怒りに なって ゐ らっしゃ るの。 

怒る どころ です か。 恥 かしい 氣 かする のです。 私 は 

本 常に あなた 達に すまない 氣 がする のです。 私 はま. たど 

うかなる かと 思 はない ことはありません が、 それ は 自分 

の .ぉ 心 に 對 する 云 ひ わけ にす ぎな いでせ う。 

靜子 re: 島さん。 本當 に、 あなたの 處へ 行った 歸 りに 叔父 

の處へ 行った こと を 許して 下さいね。 私、 叔父の 家 を 出 

て、 かう して ゐ たの を 無意味と は 思 ひません わ。 あなた 

の澤 山の 木 を ss! らして そんな こと を 云 ふの はすみ ません 

けれど、 あなたに は 仕事 はあります わね。 あの 偉い 詩人 

が戀が 報いられない こと を 感謝して、 詩が 書け ると 云つ 

たさう です わね。 私、 理窟で は 一 番 あなたに 濟 まない 氣 

がいた します のよ、 です が あなた は 大概の ことに は 負、 け 

ない 方です わね。 私が そんな こと 思 ふたけ でも 生 意 氣の， 

氣 がします わ、 又 何時かお en にか k れま すわね、 私： S 恩 

はおし く 思 ひ 出します わ。 


Elcs ありがたう。 野 村 君。 それなら 又し  1 

薛次 それならば 又。 どうか。 

gl 島 ありがたう." さようなら。 

廣次 さようなら。  ム 

(行かう として ふり かへ る、 靜 子と 手.^ 握る。) 一 

SI 島 (小 * ハ せて) どうか 許して 下さい。  - 

靜子 (小？ t て) 氣に する ことはありません わ C  一 

两 島 (小聲 て) 氣 になって 仕方がな いのです。  一 

靜子 氣 にしないで 下さい。 私、 御 親切 を 嬉しく 思って る 一 

のです から。 

西 島 それなら 又 何時か。 

靜子 え。 奥 さまに よろしく。 

(丙 島 退場。 靜子 送らう とする。)  一 

西 島 (辭^す る やうに) どうか"  ； 

(二人. „;a*。 靜子 ま.. = なく 登場。)  ： 

i。)  . 

靜子 怒って ゐ らっしゃ るの。 _  ノ 

廣次 怒って はゐ ない。  L 

靜子 許して 下さって。  一 

廣次 許す 力 も K 對 する 力 もない。  一 

靜子 私の 心 はわ かって 下さいます わね。  一 

廣次 わかる。 
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靜子 私の した こと は惡 いこと でせ うか。 

廣次 知らない。 俺 はどうし てい &の かわからない。 お前 

をと りかこんで ゐる災 を Avo,- のぞい て やりたい。 だが そ 

の 力 はない。 力がない のです まして ゐ るの をす まなく 思 

ふ。 だが この 目で は 仕方がない。 身 ！^を 大事 にしておく 

れ。 僕の 仕事 も その内に IH 鼻が つ くだらう。 

靜子 あせらないで 頂戴ね。 私 生きて 見られる の だと 思 ふ 

と 嬉しく つてよ。 

廣次 俺 は あせらない。 

靜子 泣いて はい やです よ。 

廣次 俺 はこん なにまで しなければ 生きて ゆかれない 人間 

か。 さう 思 ふと 情ない よ。 

靜子  。 

廣次 俺 は 力が ほしい。 

•I 幕 I 


m 友 娘 父 


人 現 
物 代 


み 
な 


父 お前が 正直す ぎた の だ。 

芳子 あの人 を わるい 人と は 思 はない のです が。 

父 一目 見た つてい k 人で ない こと はわ かって ゐる。 だが 

お前に わからな い の は 仕方がな い 。 お前が 齡頃 にな つ た 

時、 お父さんが isn- してお； E と 一 番 よく あ ひさうな、 い 

い 男の人 と 交際 させな か つたの がいけ なかった し お前が 

あんな 男と 交際し てゐ るの は 知らな か つたの がお 父さん 

が 馬鹿だった の だ。 

芳子 私、 本當 にと りかへ しのつ かない 馬鹿な こと をした 

フ 0 

父 とり かへ しのつ かない こと はない。 早くす てられて よ 

かった。 之で お父さん も 今夜から 安心して 眠られる よ。 

芳子 お父さん は 私の こと を 心配して ゐて 下さった のです 

力 

父 それ は 心配して ゐ たさ。 誰. たって 子供の こと を 心配し 

ない 馬鹿 はな い。 親と 云 ふ もの は 暇の 時 は 子供の 心配 を 

する もの だよ。 

芳； ナ 本當 にす みません。 

父 すむ もす まない もない よ。 すんだ こった、 之から 利口 

になれば ぃ&の だ。 

芳子 だって 私、 子供が 出 來てゐ るか も 知れない のよ。 

父 それです てられた の だら う。 


1 

ハ乂仕^5|^揚.\、小さぃ木彫.^しながら何か^|?へてねる。 娘 

せ カ子^ かに 登場。 

芳子 お父さん。 許して 下さい。 

父 なんた。 芳子 か。 どうして 歸 つて 來た。 

芳； 十 私、 あの人に すてられました わ。 

父 それ 2^ ろ。 

芳子 それで 私、 L 湖って 來 たのよ。 

父 つて 來 ただけ 感心 だ。 つかれたら うから わろ。 

芳子 私、 ねたかない わ。 私、 本 {5 に 馬鹿だった わ。 
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芳子 さうよ。 

父 お前 も隨 分苦勞 したな。 だが よく 歸 つて 來て くれた。 

お母さん も さぞ よろこぶ だら う。 今日は 一 つ 赤の 衝でも 

たかう。 そして お前の すきな でもと つ て やらう。 

芳子 私、 お父さんに 怒られる つもりで 歸 つて 來 たのよ。 

父 誰が 怒る もの かね。 H- 供が 親 を 忘れずに 歸 つて 來て、 

怒る 親なん かない。  • 

芳子 本當 にす みません でした。 

父 すむ もす まない もない。 すんだ こと はすんだ こと だ。 

利口な 奴 はすんだ こと はくよ/ \ 思 はな いもの だ。 

芳子 私、 歸 つて 来て よかった わ) 

父 あたり まいよ。 俺が 生きて ゐる 間 はお 前に 苦勞 はさせ 

ない よ。 

芳子 お母さん は！ へいら つした の。 

父 あいつ は 相變ら ずお 寺 へ お りして ゐ るよ。 お前が 無 

事に して ゐる やうに な。 之 は内證 の 話 だが ね。 あれ も 心 

配して ゐ たよ。 

芳子 本當 にす みませんで したわ、 之から 私お 父さん や、 

お母さんの 云 ふこと を 本當 にきく わ。 

ハ乂 俺が まちがつ たこと を 云っても きくか。 

芳子 お父さん は 矢張り 私より 利口 だ と 云 ふ こ とが 氣が つ 

いたの。 


父 あんまり 俺 も！： ロぢ やない よ。 だが 之から、 お K ひに 

なんでも うちあけ て 相談す る ことにしよう。 お前 もつ か 

れ たらう。 あとの 事 は 心配し ないがい k。 

芳子 心配なん かしても、 私に はどうす る こと も出來 ませ 

んゎレ 

父 そんな こと もない さ。 だが に 任せて おけ。 も-つ すん 

だ こと は考 へない がい、。 

芳子 敏子 ちゃん はどうし ました。 

父 あいつ は元氣 にして ゐ るよ。 お前の こと を 始終 云って 

ゐ たよ。 お姉さんが ゐて 下さる とい 乂 つてね。 

芳子 私 は敏子 を隨分 いぢめ たもので すがね。 

父 親身な も のは惡 いこ と はすぐ れ てし まふ もの だよ。 

おまけに 若い 內 はな ほさら、 惡ぃ方 は 忘れて しま ふ。 敏 

子 は お 前 に 可愛がられ たこ とだけ- 覺ぇ てゐ るよ。 

なにもかも 夢の やうです わ。 

子供 はいつ 生れる の だ。 

もう 五月に なって ゐ るので す。 

さう か。 


心配す る こと はない。 お母さんと 相談して い、 やうに 

する からな。 まあ. ねたら い >t だら う。 蒲 画 はいつ もの 

ところに ある。 お父さん は 今 いそがしい 仕事 をして ゐる 


. 奧ぃプ よみ 
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父 友 父 女 父 友 父芳父 


父 友 父 友 父 友 父 友 父 友 父 友 父 友 


から わ。 明 B ま で にこの ii^ を つ くらな けれ はなら な t 力 

らな。 

芳子 それで は 私、 失^して ねます わ。 安心し たらす つか 

りっかれ が 出て 來ま したから。 お母さんが 歸っ て いらつ 

したら 起して m 戴。 

い  >- とも。 

- それで は 失 綾し ます わ。 

安心して ねて おいで。 

. (芳子 返 s?r 父 木彫て 小 rtl ん つくって ねろ。 友達 

や、 相變 にず 勉强 たね。 

うん。 今！：： 中に つ くらなければ ならない から わ。 

なんだ、 それ は。 

河セミ さ。 

さう か。 

こな ひだ あろ 所で エヂ ブト の 女 面の 小鳥の 小さい 木彫 

を 兑 たが、 すばらしく 美しい ものだった よ。 それ を 見て 

から 小さい 木彫 も. 場 鹿に 出來 ない と 思った。 それより あ 

いつが 歸 つて 來 たよ。 

友 誰 だい。 劳 子さん かい。 

父 あ k。 

友 本 m かい。 

父 あ、。 


それ はよ かった。 

うれしかった ね。 

さ うだらう。 あんなに 君 は 待つ てゐ たの だからね。 

生きて ゐて くれたの だ からね。 一 一年た よりがなかった。 

俺も^^ つ たのが よくな か つ た の だが ね。 

それで 芳 子さん はどうし て ゐる。 

今、 ねて ゐる。 

君 の 奥さん もよ ろ、 J んだ らう。 

まだ 知らな いの だ。 安心したら 怒り 出す かも 知れな い 

がね。 よろ こぶ こと はよ ろ - ,- ぶ だら う。 

はどうした。 

芳子 をす て、 逃げたら しい" 

1^ の 云 ふ 通り だね。 

その 手で 今迄 食って 來た男 だからね。 

ひどい 奴 だね。 

なに 芳 子が 馬鹿 だ つたの だよ。 そして 俺達 も！？ 鹿 だ つ 

たの だ。 娘が 齢 頃 だと 云 ふこと をつ い 忘れて ゐ たの だ。 

熟し 切つ た 果物 だ とい ふこ と をね 。 しかし すんだ こと は 

すんだ こと だ。 

友 も. つ 男と は緣が 切れた のか。 

父 それ は 切れた の だら う。 男に 未練が あると は 思へ ない 

し、 娘た つ て も.. つ 未練 も ある ま い 。 
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れば する 程、 男の 思 ふ 通りになる の だ。 生理的に 女 は 3^ 

にだ まされる やうに 出 來てゐ る。 だから 早くい --m? と 1- 父 

際さして おけば よかった の だよ - 

友 僕の 知って ゐる 男に、 芳 子さん を ：1 して ゐる 男が あつ 

たの だが、 借し いこと をした。 その 男なら 僕 は保證 して 

い km? だった が。 

ハ乂 もう すんだ 話さ。 だが 芳子も 之から 仕 合せに ならない 

とも 限らない。 幸 蓮と 云 ふ もの はやけ さ へ 起さなければ、 

又い つか やってくる もの だ。 

友 それ はさう. た。 絕望 する こと はない。 

父 さう とも、 捨てる 祌 あれば、 拾ふ祌 あり だ。 僕 は樂大 

家 だから、 今にい、 - ことがある だら うと 思って ゐる。 た 

だ 生れて くる 子が 父に 似られて は 一寸 W るが、 しかし ど 

んな 子が 生れて くる かわからない のに、 悲觀 許り は し て 

ゐられ な い 。 樂觀 許り も 出来な い が出來 て しま へ ば 又 可 

愛い かと 思 ふ。 

友 そり や、 可愛いだ らう。 

父 たにこの さい、 少し 金 をつ くって おきたい と 3^ ふの だ 

が、 この 前、 一?^ が 話して ゐた 人が、 もし まだ 僕の もの を 

ほしがって ゐ るか どっか S いて くれない か。 このさい だ 

から 少し は 安くって もい &から 大勢、 お得 意 をと りたい 

と 思 ふの だ。 


だが 早くい k 處が あったら、 かたづける 方が い 4 

い V 處が あれば ね。 だがなければ 仕方がない。 

だが ぐづ くし てゐ ると 又 未練が 出る。 は 又 やって 

くる。 

い 、處 があって、 娘が ゆく 氣 になって くれ、 ばい \ が、 

當分は if 目 だよ。 

さう か。 

かくしても どうせ わかる こと だか ら云 ふが 、 子供が 出 

來 たの だ。 

赤ちゃん を つれて 歸 つて 来たの か。 

腹に ゐ るの だ。 

それ は闲 つたね。 

しかし 仕方がない。 

仕方が ない にはちが ひない ね。 男 は それで 逃げた のか。 

ひどい 奴 だね。 

ハ乂 ひどい 奴 さ。 だが 逃げた だけが 仕 合せ さ。 そんな 奴に 

くつ かれち ゃ大 へんだ。 堕胎で もさせられて、 一生 だに 

の やうに す ひつ かれても 仕方がな いが、 まあ、 運の い > - 

方 さ。 

友 芳 子さん は 本當に い k 方た がね。 

父 人が よす ぎて、 馬鹿な のさ。 うまい 口にの せられた の 

だ。 そして^ 蛛に とっか まった 蝶の やうに、 ぢ たばた す 
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ハ乂 一つ 1« の 作品の 展覧 <w でも や つ たら ど つ だ。 

父 M 魚^ を やる に は 金が か \ るたら う。 

友 やり やうに よるよ。 ち ひさい 美術 店 を かりて やれば さ 

ぅ佥も か、 るまい。 もしゃる 氣が あれば 折つ て もい > - 

よ 0 

父 それ はありが たいね。 それで は 一つ 蜜發 して 少し 餘計 

つくって 见 よう。 

犮 きっと よろこぶ 人が ある。 

父 どうかね。 だが 芳 子の ため、 孫の ためなら 溪も 全力 を 

出して みるよ。 

友 さう すれば 禍ひ轉 じて 福になる かも 知れない。 

父 僕 は 本 に e.: きて ゐて くれて うれしかった。 死んで で 

も；：^ 給へ、 僕 は 今時分 どうして ゐる だら う。 本當 にあり 

がたかった。 我 i 十ながら^ きて ゐて くれたの は 本 當に感 

心. た 。 そして 1； な 2： 地 を は ら ずに 歸 つて 來 たの は 本當 に 感 

心だった。 僕 は 本 常に 5 れ しいの だよ。 僕 はこな ひだ か 

ら 3： ん だか 芳 子が 死に さうな 氣 がして 仕方がなかった。 

夢にも：：^ た。 ff かに 兑ても ゐる所 さへ わからなかった の だ 

からね。 牛； きて るか、 ；：^ んでゐ るか も わからなかった の 

だからね。 僕 はた まらなかった よ。 だが も、 ゥぃ. -。 その 

心 ffi にくらべれば、 他の 心 ffl なんかなん でもない。 親と 

いふ もの はへんな もの さ。 子供に 死なれる こと を考 へる 


とから 意氣 地が なくなる よ。 まあよ かった。 今 曰 は 久し 

ぶりで 畫、 錢でも 食って ゆかない か。 

友 それ はありが たいが、 僕 は 今日は 失敬す る。 展覧 會の 

方 は 是, やる とい 乂ね。 僕が 骨折る から。 

ありがたう、 是非 やってくれ 給へ。 

それ ぢゃ 失敬す る。 本當 によかった ね。 

本 OS によかった。 

さよなら。 

さよなら。 

(父 友.^ 送って ゆく、 まもなく 父 だけ 登揚、 ft 事ん、 は 

じめ ろ。 少しし ズ やめ ズ。) 

I つ 久しぶりに 芳 子の 寢 顔で も 見て やる かな。 

同じ 室。 二月 後。 父 仕事.^ して， Q ろ。 小さい いるく 

の ftl の 彫刻が 澤山 出お てね る。 

芳子！ 

. はい。 (登場) なに、 お父さん。 

見ろ、 こんなの が出來 た。 

. まあ 可愛い のね。 何と 云 ふ 名の 烏。 

ミ ナイ 鳥と 云 ふの だよ。 

， へんな 名ね。 


ir.o 
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さ。 


父劳父 芳父芳 


父 見た ことがない 鳥 だから 見ない 鳥 さ。 

芳子 まあ。 (笑 ふ) 

(父 も大驛 出して うれし さう に 笑 ふ" 沈 默。) 

皆なら ベて 兒 るかね。 

子 え >1  。ならべて 見 ませう。 

せい 顺に ならべよ うかね。 

子 え > -。 せい 順になら ベ ませう。 

芳子 。この 鳥 を あ の 小 畑が  一 一 一.. HI で賈ふ と 云 ふの だよ。 

こんな 小さい 鳥 をね。 

芳子 まあ。 それ はよう.. こさい ましたね。 

父 俺 は 二十 圓 でい、 と 云った の だが、 どうしても 三十 圆 

だすと 云 ふの だ。 あいつ も 馬薛 だ。 

芳子 本當に 親切な 方ね。 

父 あいつ は 又。 おっと。 

芳子 なに、 お父さん。 

父 いや、 之 はお 前に は .2: 證の話 だよ。 

芳子 なに。 

父 お；， 1 に 話す と、 お前が 怒る といけ ないから ね。 

芳子 おこらしな いわ。 

父 まあい 

芳子 よかな くって よ。 子供の こと。 

ハ乂  ！■ 急いて うちけし) さ うぢ やない。 もっと 滑稽な 話し 


-十 なに。 お父さん。 

お前に は内證 にしておくと 小 畑に 云った からね。 

子 なんな の。 惡 いこと ぢ やない の。 

惡 いこと ぢ やない。 

子 心配な ことお やない のね。 

心配な こと ぢ やない。 た^あん まり ml 鹿々々 しい こと 

だからね。 

芳子 そんなら 話しても い、 ぢ やありません か。 

父 それ は 俺 だ つて 話したい の だよ。 だが もう 半年た つ た 

ら話 すよ。 

芳子 それ ぢゃ閱 きません わ。 

父 話して やらう かな。 

劳子 いや 閱 きません。 

父 お前 は 怒らなければ 話して やる。 

芳子 それは^^るかも知れなぃゎ。 

父 それ ぢゃ 話さない よ。 

芳子 え  > -、 き、 たかありません。 

父 それと 之と せいが ちがって ゐ るよ。 

芳子 こっちの 方が 高かない の。 

父 低い よ。 

芳子 い k え、 高く つてよ。 
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父 低い よ。 

芳子 い、 え Jus くって よ。 

父 低い にき まって るよ。 

芳子 いぶ， かう やって ならべた つて 高い わ。 

父 HI? 鹿！ 俺が つくった の だから 俺の 方が 知って ゐる。 

芳子 だって 見れば わかる わ。 

父 馬鹿。 (もどかし がって) 何と 云 ふ 馬^た。 

芳子 それ， たって。 

父 相變ら ず强情 張り だな。 それが いけない の だ。 

芳子 之 はお 父さんからの おゆ づ りよ。 

父 馬鹿。 (怒って ねる のて は 勿 511 ない) だが それ は 一 厘 

の 半分 この 方が 高い の だ。 

芳子 一 厘の 半分 位ゐ 高く つたって 低く つたって い、 ぢゃ 

ありま せんか。 

だが、 高い 方 は 高い よ。 

子 どうして そんな ことが わかる の。 

それ は 木材 を 傀が 切り 損つ てこつ ちが 一 厘の 半分 だけ 

長く 切った の だよ。 

子 それ ぢゃ 負けて おく ことにする わ。 

感心々々。 

子 それ で さ つ きの 話 は どうな の 。 

さっきの 話 か。 俺に は 云って い、 のか、 わる いのかわ 


からない の だよ。 

芳子 何の 話。 

父 馬鹿な 男の 話さ。 

芳子 もうあの 人の 話 はい や。 

父 いや、 こいつ は 馬鹿で も 人 はよ すぎる の だ。 

芳子 そんな 話、 き」 たくない わ。 

父 さ うだらう ね， - 

芳子 だが 閱 いて 上げても い、 -ゎ。 

父 恩に きせるね。 

芳子 だって、 お父さん は 話したい のでし よ。 

父 それ は 話したい さ。 

芳子 そら ごらんなさい。 

父 今度 は 俺の 方が まけ かな。 

- それ は 負けに きまって ゐま すわ。 

どうせ 親 はまけ るよ。 

- 世間と 反 對ね。 

さう かね。 世 問のお や ぢと云 ふ もの は 偉い もの だな。 

. ちっとも 偉かない わ。 

さう かね。 

- お父さんの 方がず つと 偉い のよ。 

今度 はい やにお だてるな。 

, 之です つかりな らんだ わ。 
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き、 たくない わ。 

父 それ 見ろ。 だから 俺 は 云 ひたくなかった の だ。 だが 云 

つた 以上 は ともかく 俺 は ijc 云 ふよ。 いやで も 云 ふだけ は 

云 ふよ。 

芳子 それならき くだけ はきい て もい k わ。 

ハ乂 腹 立てる こと は 少しもな いの だよ。 先方の 男 は 隨分遠 

慮して ゐ るの だ。 決してお 前を疵 もの だと 思って ゐるゎ 

けぢ やない の だ。 もう 三年 もまい から、 お前の こと を 思 

つ てゐ たの だ。 そして 今でもお 前の こと を どうしても 

ひ 切れないの ださ-つ だ。 た^それ だけの 話な のさ。 向 ふ 

でお 前 を もら へ ると は 思 つて はゐ ない の だ。 た e 前の や 

う に お 前 を 愛 して ゐる こと を：^：！白す るの がお くれる の を 

恐れす ぎ てゐる だけな の だよ。 今 どうの かう の と 云 ふの 

ぢ やない の だ。 

. それだけの 話なら 私 も 腹 は 立ても しません わ。 

お 前 に 股 を 立 て ろ f^li 格 は ち つ とも あり はしない よ。 

- それ だって そんな 話、 氣持 がよくな いわ。 

だが あの、 人 を あんまり ほめない 小 畑が その 男の こと 

は隨分 ほめて ゐた。 

芳子 いくら 小 畑さん が ほめて ゐ たって；； $ そんな 話、 今き 

きたくはなかった わ。 

父 だから 俺 も そんな 話 はした かなかった の だよ。 もう そ 


この 中に、 お前の ほしいの が あるか。 

子 それ は ある わ。 

さう か、 どれが 一 番 ほしい。 

子 私の 一番 ほしいの は、 この ミナ ィ 鳥よ" 今 B 出来た。 

感心々々。 俺 も それが 一 番 好きだ。 

子 え， くださらない。 

惜しい ね。 それ は 五十 圆で賫 つ て やらう と 思つ てゐる 

の だ。 

子 同じ ものつ くれば い. -ゎ。 

同じ もの か。 

子 それなら 少しち が へ たら い k わ。 

さう する かね。 (い. ちくり r<  く 見) さう だね 一寸 かへ 

て 見る の も 面白い かも 知れない。 (見 とれる) 

子 それで さっきの 話 は どう な つたの。 

さう そ、 さっきの 話 は、 下らない 話な の だよ。 

子 さう お。 

資 はね。 小 畑の 知つ てゐる 若い Ef: にお 前に 惚れて ゐる 

男が ゐ るの だよ。 

芳子 そんな 話な の。 

父 それが 面白い 男で、 お前に 隨分 M 情して ゐ るの ださう 

だ。 

芳チ 同情なん かされたくない わ。 そして 私 そんな 話、 今 
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れで おしま ひだよ。 どう だ でい くつ あるかね。 

芳子 お父さん 知らないの。 

父 一寸 かぞ へて くれたつ てい \ ちゃない か。 

芳子 え、、 それ はい、 わ、 一 つ、 一一つ、 三つ、 四つ、 五 

つ、 六つ、 七つ、 八つ、 九つ、 十、 十一、 十二、 十三、 

十 s、 十五、 十六、 十七， 十八、 二十 ーーー ある わ。 

父 十八から とんだね。 

芳子 それ ぢゃ 十八から よみな ほします わ。 

父 十九から よんでくれ。 さもないと 不公平 だから。 

芳子 さう ね。 十九、 二十、 二十 一、 一 一士 一、 一 一十三。 

父 さう だ。 二十 三つく つたの だ。 それが 平均 十五 圓に資 

れ ると、 いくらに な. るかね。 

芳子 一寸 まって m 戴よ。 (t&j^ と 紙ん とつて) え \ 、三 

五の 十五、 二 五十、 三 ほ 四十 五圆 になります わ。 

父 さう か 。 あともう つ くれば 一寸い  >- な。 

芳子 平均、 二十 S 位ゐ に？ おった つてい k わ。 

父 二割う は 前 を はねられ るの だよ。 .ga 場が たどの か はり 

にね。 

芳子 さう お。 $;;${れ る わね。 

父 齊、 れ なければ、 小畑がぉし；；？^りしてくれることに 

なって ゐる。 

劳子 さう お。 それ はい、 のね。 お 母さん、 お母さん、 一 


寸 いらっしゃい。 

(母 登場。) 

なんだ ね。 

子 よくなら んだ でしよ。 

よくなら びました ね。 

本： に 綺麗です わ。 

俺の 知らな い 男が、 こんなに つくって ならべて 展覧 會 

でも や つ たの を、 が 見に い つ たら、 きつ と 感心す るね。 

おどろ くだらう。 

子 本 に 美しい わね。 お母さん。 

本 當に綺 魔 だ わ。 

子 お母さん、 皆で 二十 三あって ね。 之 を 一 つ 十五 圓に 

賢る と 四百 五十 圆に。 

四百 五十 画ぢ やな い 三 百 四十 五 M だ 0 

子 三百 四十 五 11 になります のです つて。 そして K れの 

>  J りが あると 小 畑 さんが 讹話 し て 下さ るので すって。 

本 當に小 畑さん は 親切ない- - 方です ね。 

子 だが 一 寸 世話 やきす ぎます わね。 

そんな 、 と を 云 ふと 罰が あ たります よ。 

子 罰なん か あたらな いわ。 それからお 母さん、 之が 見 

ない 鳥です つて。 
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(幕お りか 、る。) 

芳子 まだ 見た ことがない ので 見ない 鳥な のです つて、 そ 

し て 之 を 小 畑 さんが 一 一 一十 圓で 賈 つて 下さる のです つて、 

そして  。 

話， おらない 内に 幕 

(二 六、 七、 二  5 


RE 心の m ほ  ins 


親の 心配 5  s 


登場 入物 

s-  m  (十 A 歳) 

藤 子 時 重の 母 

瀧 子 .t 哲： の 叔母、 味 重の 家の！ >lJS 屋に る 

杉 子 ^子の 返に^ 話に なって. Q ろ 娘 (十 

淸 子 (杉 子の 姊)  一 

第 一 幕 

瀧 チの家 

子 瀧さん 一 人。 

渡子 え。 

0 お iiS さんや、 お 杉さん は？ 

まだ： ほ 校から^ つてお ません。 

0 時 cm, が 度々 伺って 本 常に f 邪魔で せう。 伺 はない 方が 

い 、だら つと 云 ふので すが。 一に 居ても 面白くな い と 


見えて、 いつのまにかお 邪魔 に 上って ゐ るので す。 

瀧 いえ。 ちっとも かま ひません。 妾の 方で もちつ ともお 

かま ひしない のです から。 

0 ど-つか、 かま はないで おいて 下さい。 

瀧 いらしても 妾 は殆ん どお かま ひしない のです。 ぉ淸さ 

ん やお 杉さん を 相手に 遊んで ゐ らっしゃ るので すから。 

ぉ淸 さん も、 お 杉さん もお いでに ならない と 却 つ て 淋し 

がります。 いくらお いで 下さっても 妾の 方 は 少しも かま 

はない のです。 

藤 それでもお 忙し い 處を 邪魔す る やうな - J とが 御座 い ま 

せう。 

0 いえ 別に そんな こと も 御座いません。 

0  (一寸 あ U リ^ 见廻 はし、 心 持 驛チ小 ひくめ) 時 黨は毎 

日 こ. - に 來て何 をし てゐ ます。 

瀧 ぉ淸 さんや、 お 杉さん を 相手に して 吞氣な 話 をして 笑 

つたり、 一緒に 歌 を つ た り 、 か ら か つたり し て お ゐ で 

で 4?。 

藤 お 五 W 蠅ぃ でせ う。 

0 いえ。 ちっとも) 

藤 一 たい elsf. は 兄と ちがって 氣 のおち つかない、 勉強の 

出來な い 性質な の で すが 、 この？；！： こ ちら に 上る やうに な 

つ て からな ほおち つ かなくな つて、 この 頃 は 本 も 碌に 讀 
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まない の です。 新 ira のく だらない 小說 なんか を か & さず 

讀ん で、 ちっとも 勉强を しないの です。 さう して 何 か 1 

言 小言 を 云 ふ と すぐ 怒 るので す。 元は あんなで もなかつ 

たのです けれど。 

孅 自家に いらし つても よく 小說ゃ 購談を 讚んで 一 一人に お 

きかせになります。 

藤 どうも 妾 は あの 二人と つきあ ふの がよくな いので はな 

いかと 思 ふの です。 

0 それ はさう かも 知れません。 

藤 二人。 中で も あの 妹の 子 は 愛； 1 が あるので、 時 {BT がつ 

い 勉强を おろそか にして、 家に ぢっ として ゐられ ない の 

ではない かと 思 ふので す。 

0 さう おっしゃれば さう かも 知れません。 お 杉さん と 時 

重 さんが 話し て ゐら つ しゃる 時 は 、 それ は 嬉し さうな M 

をして ゐ らっしゃ います。 さう してお 杉さん がゐ ない と 

何んだ かお 淋し さう で、 すぐお 歸 りになります。 

藤 本 當に妾 も それで 心配して ゐ るので す。 もしもの こと 

が あったら、 とり 返しが つきません からね。 瀧さん だつ 

てぁづ かって ゐる ものに、 傷で もつ いたら それ こそ 大變 

ですからね。 

瀧 だって まだお 齢が ぉ齡 ですから。 

藤 まだ 時赏は 十八です から、 妾 も 安心 だと は 思 ふので す 


けれど、 あてに はなり ません からね。 何しろ 大事に 大事 

を ふめば まちが ひはありません からね。 

0 本當 に、 それ はお 姉さんの おっしゃる 通りです。 

藤 ですから、 時 が 來ても なるたけ 無愛想に して m きた 

い の です。 さう して 出來 たらなる ベ くお 杉さん に？， ぽ はさ 

ないやう にして ほしいの です。 

瀧 本當に 出來る だけ はさう しませう。 もしもの ことがあ 

つたら、 お 杉さん の 家に 對 しても すみませんから。 きつ 

と出來 る だけの こと はします。 

藤 それ を^いて 安心し ました。 まだ 大丈夫 だと は 思 ふの 

です けれど、 大丈夫な 内に 用心 しないと 何にもな り ませ 

ん からね。 

瀧 本當 にさう です よ。 

藤 それに 時赏は 中々 の强 情ば りで、 その上 死んだ 父に 似 

て それ は.：^ 竊 持です からね。 もしもの ことがあったら、 

どんな こ と をす る かわかり ません からね。 

0 本當に 大事に 大事 を ふまなければ いけません。 妾 も少 

し は そのこと を考 へて はゐ たのです。 です けど、 e. 重さ 

んの あの 嫁し さうな 顏を 3^ る と、 喜ばし て 上げた い やう 

な氣 もす るので す。 

藤 それ はね、 喜ばして やりたくない ことはありません け 

れど、 勉强 もしない でのら くらして ゐて くれて は、 それ 


RE 心 ひ、'？^ ひ 
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瀧 杉 瀧 *5  m  杉？ II 藤      藤 ^ 藤 瀧 


こそ 颯に か つて 仕方が ありません からね。 今度で もみ，， 

迄にな く、 いやな 成 給だった のです からね。 妾 も 本當に 

心配になります • 父が ゐな いのです から、 なほ 立派に や 

つて もら はない とね。 とかく ^gl で は あの 子 は 後.： 育ち 

であ まやかされて ゐる からと 云 はれます からね。 それに 

もしもの ことがあったら それ こそ 大 變 ですからね。 そん 

な こと は まさか 時- はして は くれな いと 思 ひ ますけ ど。 

0 お姉さん。 そ の >  J とならもう 御{ 女心 なす つてよ くって 

よ。 きつ と^^女がぉ姉さんに御安心なさろゃぅにしますか 

ら 0 

0 どうぞね。 

外 只今。 

(：g: 十 の もく^ ^ ゆ。) 

0 お^りなさい。 (膝 千に) お 杉さん が歸 つて 來 ました。 

(杉 子 登-; r  二人に 丁 Mr に辭 33,:^ する。〕 

お さん は！ 

まだです よ、 

さう お。 妾、 勝った わ。 

何 を そんなに 总を 切らして ゐ るので す。 

お姉さんと 11 りくら をした の です。 ぉ姊 さん は 番町を 

廻る 方が 近 いと 云 ふの、 妾 は ：1 町 通り の 方が 近 いと 云つ 

たの 、 それで ど つ ちが 勝 つか 廻り くら をし ませう と 云 つ 


て 1 一り くら をした の。 尤もね、 ^けて はいけ ない と 云 ふ 

約^^をしたのでしたが、 負ける といやで すから、 ー生懸 

命！^ けて 歸 つて 來 たの e 

s^,b まあ？ 

それなら さ つきの こと をた の み ますよ 。 

え。 まだ い  > -ぢ やありません か。 

それなら 又 来ます。 (杉 子に) 時 重が 毎度お 邪 M をし 

ます。 

(杉 子氣 まリ わる さう に つ て ぉ辭 儀，^ する。〕 

さよなら。 

さよなら？ 

(1^ 子 返 揚。 二人 玄闢 i て 送 リ歸 つてく る。) 

まだ お姉さん は歸 つてい らっしゃらな いわ。 妾、 見 て 

來ま すわ。 妾が 骶け て歸 つたこと は默っ て 、頂戴よ。 (行 

力う とすろ」 

お 杉さん。 

え？ 

一寸 話が あるから、 こ、 にい らっしゃい。 

はい。 (躐 子の 前に 坐る) 

今ね。 藤さん のお 姉さんが 來 てね、 時 重さん が 遊びに 

來て もね、 貴女に なるたけ 遊んで くれるな と 云って いら 

しったの だよ。 
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杉 そんな こと を おっしゃった つてた まされません わ。 時 

重さん は 今 曰 はま だい らっしゃらな いの ？ 

0 冗談 ぢ やない のです よ。 この頃 時赏 さんが あんまり こ 

こに 逝び にくる のでね、 勉強が まるで 出來 なくなつ たの 

で 藤さん の 姉さんが 心配して ね、 なるたけ こ、 へ 造び に 

來 ないやう にして くれと おっしゃりに 來 たのです よ。 

杉 それなら 御 自分が およこしに ならなければ い  のに。 

瀧 そんな こと は出來 ない のです よ、 何しろ 時 重さん はお 

母さんの 云 ふこと なぞ は 聞かない たちだから ね。 

お それなら 時 雷 さんが い らし つたら おひ 返す の。 

m そんな こと は出來 ない がね。 時 重さん が來 たらね、 お 

杉さん は 何 か ffl が ある 顏し て 臺處 へ ゆくな り、 庭に ゆく 

なりして 時 重さん を さけ て もら ひた いの だよ。 

そんな - J と をす る の は いやです わ。 

だが さう して くれないと 妾が 闲 るの だよ。 

なぜで せう。 

なぜ つ てね、 そ の わけ はわから なく つたって い \ の だ 

よ 0 

杉 た^いら しった 時， さければ い、 のね、 妾と つきあ ふ 

と 時 さんが 下等に なるとき つ と 思 つ て ゐら つし やる の 

よ。 妾 は商賣 人の 娘で、 時 霜さん は 華族 さまで ゐら つし 

やる から。 よろしい わ。 妾の 方 だって 時 重さん にっき あ 


へ ば 入 かわる くなる わ。 商 M 人の 方が 華族； 探より 入が 

わるい と 云 ふこと はない わ 、し 

M そんな こと を 云 ふ ものではありません よ： 

杉 お姉さん はどうし たので せう、 本當 に。 お姉さん は 時 

重さん とお 話しても い  >- の。 

時 雷さん は、 お 杉さん にあ ひにくる の だからね。 

うそよ、 お姉さんと 一 番 よく 話が お あ ひになる のよ。 

お 淸 さん に は 妾から 又 法 意 を してお くよ。 

S さんがお いでに なつ たら 妾 どん/ \ 逃げ て 上げ る 

からい、 わ。 面白い わ。 妾お 姉さん を 見て 來 ますよ。 

唯今。 

(玄關 とび 出し) ぉ妯 さん、 隨分 おそいの ね。 

(上りながら) お 友達に あつたので 一緒に 遠 11 りした 

ので 遲れ たの だよ、 だけど 番 町の 方が 近いよ。 

うそ、 うそ、 そんな こと を 云った つて 駄目。 

お前 節け たらう。 

ぃチ v,^。 

だってお 前が 1^ けた 證 人が よ。 

一一-一 n. 

時 m. さんさ。 

時 重さん にあった の、 何處 であった の。 

門の 處で 、 時 重さん が 買 ひもの にい らっしゃ る處 で。 
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やありません か。 

杉 本 常です わ。 

洁 お前が いけない の だよ、 時 重さん がくる と、 はしゃぐ 

から。 

杉 お姉さんが あんまりお 話 をす るから いけな い の で す 

よ。 

淸 です けど、 よろしい わ、 何も 妾 達 は時贯 さんと お話し 

た い からお 話しす る ので はない の ですから、 時 秉 さんが 

いらし つて 迷惑す ろの は 妾 達 だ わ、 何も 御 後室 さまに 恨 

まれる わけはな い の ですから。 

^ さう です とも。 

(格子 戶 あく。) 

杉 (消に 小 て) 時 重さん よ、 きっと e 逃げ ませう ね。 

(時 重 やってくる。) 

杉 妾、 臺處 に^が ありま したわ。 

(.sr 重と すれ/, -1： 出て ゆく。) 

杉 (臺處 て) お姉さん、 一 寸。 

淸 は いよ。 (出て ゆく) 

時 重 (窓から そと.^ 晃) 叔母さん、 今日はい やな 天氣で 

1)ォ 

蔬 本當 に。 

S 雨が 降る でせ うか。 


杉 さう お、 妾もう 少しで あのお で 時 戴さん にぶつ かろ 處 

だった のよ。 あの を^け てまが らうと したら、 時宽さ 

んが ぼんやり 立って ゐ らっしゃ るので しょ、 もう 少しで 

ぶっかろ *1 でした わ、 時繁 さんと 話して おくれた の。 

さ うぢ やない よ、 とめ子 さんに 逢って おくれた の だよ。 

さう お。 ぉ姊 さん、 面.； w い ことがある のよ。 

ほ . 

今：^ か られ。 さんが い らしつ たら 姉さん も 妾 も 逃 

げ るので すつ て。 

どうして。 

杉 逃. けない といけ ない のです つて。 妾 達と あそぶ と 時 一 S 

さんが 女の くさった やうな 入 間になる からい けない ので 

お もや 

すつ て。 今、 HI 家の 御 後室 さまが いらし つて さう おっしゃ 

つたので すって。 

？加 (^子. し) 本. おで 御 11 いますの？ 

お なに、 さ- 「云 ふ 意味 ぢ やない の だよ、 だが わ、 時ず-さ 

んが あんまり 毎日 こ k にい らっしゃる のでね、 勉强 がま 

ろ で 出來 なくな つたって 1： さ ん の 姊さ んが わざ く來 て 

わ、 なろ たけこ ちらに 來 て も 無愛想 にして くれと 云 ふお 

IS みだった の だよ。 

话 さう です か、 御 後室 さま は あんまり！ 1 心 il の だから 

いけない の で すん ね、 時 戴さん 位御勉 riJ なされば い \ぢ 
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杉 ラ;^ 杉 淸杉淸  杉 瀧 杉 


杉 m 杉 m 杉 m 杉 お 


0 どう だかね- 天 M のこと は 叔母さんに も わからな いか 

，レ 44. 

S  (蹈リ 言の やうに〕 却って 降る とい、 の だが。 

^s, 其處 等：.： あろ 雜 誌^い v くって ねる、 哲く沈 

思 ひついた やうに 時重歸 つて ゆく、 格子 戶プ 小い や 

に强く 締める。) 

(lli 返から 出て 来て〕 時 雷さん はもう ぉ歸 りに なって。 

ぁ&。 

御 後室 さま は さぞお 喜び になる でし やうね。 


第二 幕 

第 一 揚に じ。 杉 子 一 入 窓から-てと， ^兄て、 しのび 泣 

きして わる。 其 處に洁 子 登揚。 

杉ち やん、 泣いて ゐる のかい。 

泣いて はしません わ。 

だって 淚が 出て ゐ るよ。 

今ね、 小說 を讀ん だら 可哀 さう で 泣いた の。 

どの 小說 を讀ん だの。 

何處か 其處ら にお つ こつ てゐ るで せう、 その 雜 誌に 出 

てゐ た。 

？; S  - . -の雜 誌に そんな 可哀 さうな 話が 出て ゐる の 。 


うそよ、 本當は 家の こと を考 へたの。 

故 鄉に歸 りたい？ 

歸 りたかない わ、 だけど もお 母さん はどうして ゐ るで 

せう。 

お母さん のこ と を 思 つ たら 泣け た の ？ 

まるで 巡査みたい なお 姉さんね、 人が 泣いた つて 一 々 

訊問し な い でも い 、 で せう。 

だって 大きな. せ體 して 一 人で 忍 泣きして ゐ るから さ。 

妾 だって、 いろ/、 泣きたい こと もあって よ。 

泣きた い ことがある？ 

ある ぢ やありません か。 お母さんの こと も氣 になる で 

しょ C お父さん のこと も 戴になる でしよ、 妾の こと も氣 

にな る でしよ 。 姉さんが 學校を 卒業し て 故鄉に 歸る と 妾 

一 入 ぼつち になる でしよ。 

それで 泣いて ゐる のかい。 

杉 死んだ お 友達の こと を考 へ てゐ たら 淚が出 ましたの 

よ、 そのく せ 死んで みたい 氣も する のよ。 

淸 お前の 云 ふこと は 冗談 だか、 本當 だが わからな いね。 

杉 妾に も わかりません わ。 だけど 時甫 さん は 今 曰で 三日 

いらっしゃいません わね。 

？ IS 怒って ゐ らっしゃ るの だら うよ。 

,れ 今日は 日曜な のに ゐ らっしゃらな いのは 可笑しい わ。 
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淸 こな ひだお 前が 時 4s.: さんの 姿 を 見る とすぐ 怒 つた やう 

な 顔し て 出て い つ たから 怒 つ て ゐら つし やる の だら う 

も 

杉 だけど 今に ゐ らっしゃる わ。 

淸 いらし つたら どうす る。 

杉 いらし つたら 逃げる わ。 

淸 それならい らっしゃらない 方が い、 ぢ やない か。 

杉 だって § いらっしゃる 方が いらっしゃらな いのはい 

けない わ。 それに 他人に 不愉快 を與 へて ゐ るの はい やな 

ものね。 早くい らっしゃる とい、 の だ わ。 

だ つ て 逃げれば M じこと ぢ やない か。 

杉 ちが ひます よ、 いらっしゃ ると けても、 いらっしゃ 

らな いと Sft たくない わ、 笑って 上げたい わ、 さう して 

こな ひだの こと を 許して 戴きたい わ。 

お前 は glw さんの こと を考 へて ゐ たの だね。 

杉 うそよ。 うそよ。 

,^ それ はいけ ない よ。 時 戴さん のこと なんか 思って はい 

けない よ。 

お 思 はしな くって よ、 です が 思って いけない と 云 ふの は 

可笑しい わ。 思った つて だめ だって、 思った つてい、 わ。 

(杉 子の 頭. すり〕 お前 は本當 に可哀 さう だね。 

杉 可哀 さリぢ やない わ。 妾 は 思 ひたい こと を 思って ゐれ 


ばい. - の だ わ。 さう し て 逃げれば い 、 の だ わ、 何も 妾 は 

他人に 迷 (恐 はかけ はしない わ、 時 重さん が 怠け ものに な 

つたって 妾の せゐ ではない わ。 

淸 それ は 誰に だって わかって ゐ るよ。 

杉 わかって ゐて それで 妾に 逃げて くれと 云 ふの、 妾 は 逃 

げま すわ、 さう して 時 霜さん に 不愉快 を與 へます わ、 さ 

うして 憎まれます わ。 それ だって 誰も 妾 を可哀 さう だと 

は 思って くれな いわ、 思 つ て 戴きた かな いけれ ど。 ( 忍 び 

泣く) 

淸 泣かな くって い \ よ。 

杉 妾、 さっき からこ 》 から 見て ゐ ると 時赏 さん は 何度 あ 

の 玄關の 前にい らしった か 知れない わ、 そのく せ、 入る 

勇！ C がお ありに ならな くって 歸 つて ゐら つし やる の だ 

わ。 昨日 だって さうよ、 妾す まなく 思 ひます わ。 誰が 何 

と 云った つ て 妾、 今度 時？ 5f さんがい らし つ たら 玄關 へ 出 

て 「いらっしゃいな」 と 云 はう かとい つも 思 ふの よ。 そ 

のく せい らっしゃ ると 何んだ か 知らない 力に 押へ つけら 

れ てこ &に 立ちす くんで しま ふの、 「いらっしゃいな」 と 

妾が 云って 笑つ て 見せ て 上げれば どんなにお 富び になろ 

かと 云 ふこと はわ かりす ぎて ゐ るので す もの。 

淸 今度い らしったら 本當に 呼んで おあげ、 今 妾 達 二人 切 

り だから、 かま ひ はしない よ。 
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淸 杉 淸 杉 m 杉 m 杉 


n  rri 杉 ffi 杉 時 淸 ホ$ 淸 杉 淸 杉 


お呼び 申した つてい k わね。 

い ^ とも。 

本當 にお 姉さん は い k お姉さんね。 

いらし つてよ。 

さう お。 

早くい つてお いで。 

い.. - わね。 

い ^ とも。 

(杉 子、 玄關に ゆく、 時 ® くろ。) 

杉 昨日 も 一昨日 もい らっしゃい ませんで したわね、 怒つ 

てゐ らしった の。 

S 怒って はゐ なかった のです。 た^あん まりき て は 御 

迷惑 だと 思った のです。 

杉 ^惑ではありません わ、 だけどね。 

t- 重 叔母さん がいやな 顔 をす るので すか。 

杉 いえ。 

時 重 何しろ あんまり 來 ない 方が い、 のでし よ。 

杉 いらして もい k のよ、 だけどね。 

時 重 ，來 ない 方が なほい i のです か。 

杉 そんな ことはありません わ、 何 かして 遊び ませう。 

S かま はない のです か。 

杉 かま ひません とも、 さあお 入りなさい。 


時 重 え。 

(時 重 入ろ。) 

眸重 ぉ淸 さん は 何 かして ゐ らっしゃ るので せう。 

淸 何もして やしない のです。 どうぞ こっちに いらっしゃ 

、 0 

お姉さん、 何 かして 遊び ませう。 

あ、。 

何 をし ませう、 トランプが あると い、 のです が、 トラ 

ンプ はありません し、 雙六 でもし ませう か。 

雙六は つ まらな いぢ やない か。 

^sb つまらなく つたって よろしい わね、 何も.： 


(少 —微笑み) それなら 雙六 をし ませう" 

重 SS さん は何處 へ。 

ぉ賈 ひものよ、 まだ 仲々 歸っ てはい らっしゃらな くつ 

てよ、 歸 ってゐ らしった つて かま ひません けど。 

雙六を 出して おいで。 

今 出して よ。 

(杉 子、 雙六， か 出して、 おく。) 

s^uw 貴方から おやりな さいな。 

いけなく つてよ、 ぢ やん けんよ。 

人 石、 紙ぢ やん。 


F"ill 心の? ^ほ 


vi^ 杉 時 


杉 時 杉 三 三 


淸 しても い 、こと はい、 けれど。 

杉 しませう ね、 さあ ぢ やん けんし ませう。 

三人 なんでも あり ぢ やん。 

お 時 重さ まの 鬼です わ、 よろしくって。 

(杉 子、 手拭，^ もって、 時 I!!! の 目.^ かくす。) 

杉 こっちで すよ。 

ニー 人手.，^ た k き、 笑 ふ。 や.^ もって 杉 子つ かまろ。〕 

時 重 お 杉さん。 

, お 、姊の？t色.^小っかひ) ちが ひます。 

重 そんな K を 出しても 駄 HI です よ。 

(時 重 乎 拭.^ とり、 杉 子に わたす。〕 

淸 杉 ちゃんに しめさしたら 駄 H です よ、 ずるい から、 妾 

にお @ し。 

(淸子 手拭 とリ、 堅く 杉 子の 目.^ く  V ろ。) 

杉 いたい わ、 お姉さん。 

淸 辛抱お し。 

(杉 子 こ はさう に逐 ひかけ 廻ろ、 初. S  二人 手，^ た、 い 

たリ、 t 痺，^ かけたり すろ。 なか/ \ つかまらない。) 

時 重 十に〕 默 つて ゐ ませつ。 

谙 え。 

(二人^ろ。； 

杉 默 るの は 卑怯よ、 いわ、 男の くせして。 


(二人て V やん けん. すろ。) 

杉 お姉さんが 勝った の？  意氣 ね。 それなら お姉さん 

から。 

(1: くの 11、 か はリ带 に赛ん なげろ、 出た 数 LL-t つて 

杉 子？；^ 意に なつたり、 よわつ；： リ、 からかった リ する。) 

杉 矢張り 雙 六 はつ まりません わね、 なんだか やって ゐる 

と 淋しくな ります わ、 今にも 誰か 怖い 人が 来さうな 氣が 

して。 

S 誰？ 叔母さん？ 

杉 い、 え、 誰でもな いの、 た r そんな 氣 がする だけな の。 

妾 本當に のよ。 

一 それなら 何 をして 遊び ませう。 

E かくしが よろしい わ。 

お 杉！ 

え？ お姉さん、 かま ひません わ、 かま はないで しょ。 

お姉さん いや、 しても い、 でしよ。 


人 はさみな しぢ やん。 

人 石な しぢ やん。 

まけました わ、 妾 なぜ 紙 を 出した のでせ う。 

M 馬鹿 だからで すよ。 

馬鹿で もよ ろしい わ、 さ 二人で ぢ やん けん をお しな さ 
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杉 時 杉 時 杉 杉 時 杉 m  m 


杉 時お 時 


(時 重。 杉 子の 耳の わきて 不意に 手.^;^ V く、 杉 千お 

ひかけ ろ。 淸子も 逃げろ。 三人 笑 ふ。 、、の 時 格子戸，^ 

わけて、 蘊子 入って くる。 三人び つた リ靜. All なる。 

杉 子 あわて V 手拭 yJ- はづ す。) 

淸 ぉ歸り 遊ばせ。 

杉 お 歸り游 ばせ。 

(二人お 辭 儀ん すろ。) 

杉 さ、 つ けて しませう、 妾、 鬼で やめる の はい やです 

から。 

(杉 子 自分て 手拭て 目 かくしし 二う とすろ。) 

それで は 見える よ。 

見えません わ、 目をつぶって ゐ ますから。 

それで はだめ よ、 妾が しばって 上げよう。 

お姉さん はい や。 痛い から、 

重 それなら 僕が しば つ て 上げ ませう。 

え、 どうぞ"" 

(時 重し. はろ。) 

もっとき つくしな いと 見えて よ。 

重 それなら 之で は。 

いたくな くって よ。 

重 痛く し て 上げ ませう か 。 

^山、 さあつ かまへ てよ。 


(ts くして。) き 

お 妾、 もうい やにな りました わ、 あんまりつ かまらない 

のです もの、 よし ませう ね。 

(杉 子 手拭，^ とる。) 

重 お 杉さん は隨分 我. 镒 者ね。 

それでも 妾、 自棄つ ばらな のです から。 

重 なぜ？ 

だってつ かまって 下さらな いのです もの、 妾、 わざと 

つかまつ て 下さって もい  > と 思 ひます わ、 贵方は 本當に 

不親切な 方ね。 

(時 重默 す。) 

杉 う そよ。 

(杉 子 一寸 瀧 子の 方，^ 見、 效 vj- も はぜお どるく、 何氣 

ない 風，^ して。) 

杉 妾、 本 當に我 儘者 だと 云って、 姉に よく 叱られ ますの。 

妾、 なんだか 泣きた くな りました わ。 妾 どうして 皆に 娥 

はれる のでせ う、 妾 そんなに いやな 人間な のでせ うか。 

時 重 誰が 贵女 をい やな 人 問 だと 云 ひました？ 僕 は 貴女 

が 我儘 者 だ と 云った の は、 贵 女が い やな 方 だ と 云った の 

ではありません よ。 

杉 それ は 知って ゐま すわ、 だけど、 學校 でも、 何處 でも 

iB にね、 下等な 人間 だと 云 はれます の、 妾と つきあ ふ 


心' •^^'fD^ 
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； i, 杉 ii,     B き 杉 m 杉 B$ 


と 人 問が 下等に なると 云 はれます の、 よろしい わね、 妾 

とっき あつ て. 卜 等になる やうな 方 は 下等になる 方が い \ 

のです わね。 

女と つきあって 人 問が 下等になる？ そんな こと 

は 誰が 云った のです、 そんな 人間 こそ 下等な 人間です、 

そんな 入 il は 傑の 母 位ゐな もので せう。 

杉 何 を おっしゃ るの、 御 後室 さま はい i 方ぢゃ ありませ 

んか。 

S 可哀 さうな 入 間た と 思って 问情 はします。 しかし 生 

意氣 です よ。 

杉 は 妾の 云 つ た 意味 を 誤解し てゐら つし やい ます 

fry  Q 

0 い V え、 僕は俱 だけの こと を 云って ゐ るので す、 僕 

の^は $：； 女と つきあつ てはいけ ない と 云った のです、 僕 

は 怒った のです、 僕 を 一 i 蔑して ゐ ますから ね、 それに fK 

女 を！： し てゐ ますから ね、 母 は 牛： 意氣 です よ。 

杉 御 後室 さま は 妾が 貴方の 御 勉強の さまたげ をす る の を 

^.湫にしてゐらっしゃるのですゎ、 ね、 なほ 勉強して 上げ 

て M 戴ね • 妾 とつ き あ ふ と 怠け者になる と 思 はれて はい 

やです からね。 

S. 本當 に勉强 もします よ、 今 i.^ よりも 勉强 する 氣 がし 

てゐ るので すよ、 た お 杉さん が …： (g^ す) 


杉 なに？ 

時 道 母 は 入 を 怠け もの にしようと 思つ てゐ るの です よ。 

自分 の 子供の 苦しむ の を よろこんで ゐ るので すよ。 

杉 そんな ことはありません わ】 

時 重 母の 心配と 云 ふ もの は 皆 そんな ものです よ、 世間 か 

ら自 分が ほめられた いのです からね、 外の ことなん か考 

へて やしないの ですからね。 

杉 貴方が そんな 考を 持って ゐ らっしゃれ ばお 母 さまのお 

心配な さるの も あたり まへ です わ。 妾 だって 世間から ほ 

めら れ たいわ、 さう して 责 方が 世間から ほめられる やう 

な 人間に なって 戴きたい わ。 

(時 重 K つて 歩き ま はる。 心の 嬉し さ fj* かくさう とし 

て。〕 

重 さよなら、 又來 ます。 

(そばに ゆき) 怒って ゐ らっしゃ るの。 

重 怒つ てゐる もの です か 、 之 &ら 勉強す るの です。 

本當 にね、 勉強して SS 、数。 

m  苻ぅ。 

(昨 ffi 退 sr) 

お 杉さん。 

まつ 

貴女 は 妾の 云った こと を M い て は くれな い の です ね、 
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Aik  1^  !fi£  1^  fiili 


瀧 藤 瀧 藤 


(鎺子 立って 退掛。 ) 

杉 あんまりで すわ、 あんまりで すわ。 

化 方がない よ、 姿 達に は 力がない の だから、 それより 

お前 本お に 立派な 入 におな りね ) 之から 今迄よりも な 

ほ勉强 もし、 働き もお しね、 さう して これ 兒 たかと 云 ふ 

人 問に おなり わ。 

お なります わ、 なります わ、 装 は 本： おにい い 人間に なり 

ます わ、 ぉ妯 さん 妾 を 可愛がって IS 一 聚ね。 

可愛がります とも。 

杉 ^、 仕 合です わ。 

—— 幕 11 

ir ル 三 幕 

やが 一場 藤 子の 窒 

ぉ姊 さん。 

え C 

. I 寸御 相談したい ことがあ るので すよ。 

なんです。 

時？？ さんの ことで ね。 

時 ll? がどう かしまし たか。 

い 、 え、 さ、 つ 、になる ことで はな い の です が。 


>  J の 頃 もお 邪魔 に 上る やうです ね。 

え、 毎日い らっしゃ います。 

本 當に闲 ります ね。 

何しろ あの 妹娘が 人 の 機嫌 を とる ことが 上手です から 

ね、 人の 氣を そらさない やうに いたします からね。 さう 

して 仲々 の强 情ば りで 妾の 云 ふこと なんか 馬鹿にします 

からね. - それ はこの 頃 は 今迄に なくよ くして くれます し、 

勉强 もちやん ちゃんとして ゐ ます けれど、 それ だって ど 

、つ 云 ふ 心算でして ゐる かわかり はしません、 妾に 對 して 

も 今迄 の やうに 無 邪氣で はありません からね。 

藤 それ は 困り ましたね。 

瀧 それに 私の ゐる處 ではす ました 顏 をして、 居ない 處で 

はべ ちゃ しゃべ つ てゐ るので すから 本當 に 闲りま 

す。 それに 姑 娘 も姊 娘で、 しきりと 妹 を かば ふので すか 

らね。 妾 一人で はどうす る こと も 出来ません、 妾 はお： 1 

さんに 御 心配 を かけないで 妾 一 人で どうにか しょうと 思 

ひました が とても 手に あはない のです。 ど 、つか すれば 姿 

に 喰って か 、りかね ない のです からね。 

藤 それ は W ります ね" 

羅 それに 時 雷さん も 妾を烟 たく 思って ゐ らしって、 妾の 

ゐる 時には より つかない やうに して ゐら つし やい ます。 

格子 戶 の 前 や 裏の 處 へ 時 重さん がゐら つ しゃる とお 杉 さ 
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ん は何氣 なく 其處 へ 出かけ て ゆく の です、 今迄より もも 

しかしたら 進んで はしない かとさへ 思 ふので す。 なまじ 

つかの こと をす ると 却って いけない やうな 氣 もします。 

藤 時贯 にも w ります。 勉强 はして ゐる やうです が、 妾に 

は 殆んど 口 もき k ません。 何 か 云 ふとす ぐ 怒ります。 さ 

うし て 今迄 兑た 、 J とがない やうな 落ち つかない nr つ きで 

妾の 顔を兑 ます。 本當に 子供 一人 育てる の はっく <\ 骨 

が 折れる もの と 思 ひました。 

0 それにね、 一寸 心配な ことが 御座います のです。 實は 

ね、 今朝お 杉さん が 一 人で 何 か 紙切れ を 兒てゐ て 紙切れ 

くち s£ 

に 唇 をつ けて ゐ るので しょ。 さう して 注^ して ゐ ると 

ひ. JT だし 

それ を 机 の 抽斗に しまって ゐ たのです、 そ れ で 校 へ 行 

つ た 不在に 見ましたら 、. それ は 時 重さん からの 手紙で、 

ぉ淸 さんが 今に なくなって 淋しいだ らうが、 私 をお 淸 

さんの か はりに 兄と 思つ てた よって もら ひたいと かいて 

あります の。 

藤 それ は本當 です か、 妾 達の 心配して ゐる ことに だんだ 

ん 近づき ますね、 本當に 今の 内 にどう にかし なければ。 

その 手紙 を 持って ゐま すか。 

瀧 え、 こ  に 持って ゐ ます。 

0 早くお 見せなさい。 

(瀧 子 手紙.^ 渡し。)  一 


0 無 邪氣な ことき りかいて はありません が。 

藤 まだ > J の くら ゐ なら、 別に 心配な - ^ ともな い で せう が 、 

しかし 見逃がす こと は 出来ません ね。 もしかすると、 お 

杉さん の 返事 も、 時 雷の 机の 中に 入って ゐる かも 知れ ま 

せん。 さがして 見 ませう。 

(藤 子 返 場、 51： くして 登場。) 

藤 矢張り あり ましたよ、 どうか 妹の やうに 思 つ て 下さ い 、 

妹の やうに 思つ て 下されば どんなに 嬉し いでせ う、 です 

が 勿 IS ない 氣も します と 書いて あります よ。 

瀧 どれ」 

(藤 子、 手紙.^ 波す。) 

灌 (！ みながら) もう 本當 にどう にかし なければ いけ ま 

せんね。 

藤 どうしたら い 、でせ う。 

こ  は- ゥ 

m 妾の 考へ では あの 娘の 家に 手紙 を やって 姉の 方が 歸る 

時、 一緒に 歸 して、 もうこつ ちに 来さ、 ないやう にして 

もら へばい k と 思 ふ の です よ 。 

藤 それが 出來れ ばよ ろしい が" 

m それ は出來 るで しょ、 妾が うまく かいて やり さへ すれ 

vs。 

藤 時秉 のこと は 書かないで せ-つ， れ。 

濃 そんな こと はかき ません とも、 お 杉さん に. 慯 がっく や 
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うな こと も きません。 向う でも s- 間させる 氣 はもと も 

とないの ですからね。 家の 手 だすけ をしても らふ 方が い 

い の ですからね。 それに も うぢき 嫁に やらなければ いけ 

ない のです から わ。 田 〈せがい や だ なぞと 云 ふやう になる 

こと を 心配して ゐ ますので すから、 その 方 を 少しに ほ は 

せて やれば あわて \ つれて 歸 ります。 何しろ あの 娘 は あ 

の 娘の 19 の M の あととりの 嫁に する 氣でゐ るので すから 

ね、 たにぁの娘か！：！：<非^3^ー！：^にゐたがるの で東京にぉ い て 

ゐ るので すから ね。 

0 さう して もら へれば、 なにも 云 ふこと はありません が 

ね。 あの 败が すなほに 田 <!:: にゐ るで せう か。 

0 それ は 妾 達の 知った ことではありません からね。 きつ 

と 親が うまく やる でせ う。 だけど 時 R さんが 本當 に 戀し 

て ゐら し つ て それ をお うちあけ になつ たら 何し ろ 若 い の 

ですから、 どんな まちが ひが 起る か 知れない と 思 ひます 

力 

雜 その 方なら 安心して 下さい。 時 重 は その 内 兄と 旅行に 

ゆきます から、 その 不在に うまく やれば よろしい からね。 

さう し て 時ず： が 歸 つたら、 お 杉さん の 家から 不意に 迎へ 

に來 てつれ て歸 つた、 お 杉さん も よろこんで 歸 つてい つ 

た、 さ、 つして お前に よろしく 云って ゐた とさう 云 ひさへ 

すれば それでお しま ひです からね。 それで 無事にす みま 


すよ。 

0 それなら さう 云 ふこと にし ませう。 本當に 之で 妾 も 安 

心しました。 

藤 早く 氣 がつ いてよう 御 ij いました ね" さもない とどん 

なに 面倒が おこった かわかり ません からね。 

(藤 子、 マッチ に 火.^ つけ、 火鉢の 上て 手紙， .J- やかう 

とする。) 

お 藤さん、 何 をな さるの。 

かう 云 ふ證據 はない 方が よろしい からね。 

それでも 何とか おっしゃら なくって。 

自分 の 思 ひち が ひで 何處か へ なくなし た の だら う と 思 

ひませ うよ。 又な くな つたから つて 聞く わけ も ありませ 

ん からね。 

(手紙 は ゆ：！ えてし まふ。) 

藤 子供 を敎 育す るに は本當 にいろ/ \. 骨が折れる もので 

すね。 

第二 場 時 重の 窒 

時 重 登場、 机の 抽斗 少しお け、 なか，^ さがす。 t ぶし 

てね ろ ものがない のて ぬ ふ、 出して さがす。 何度も さが 

す。 その 時 藤 子 登場、 時 重 何げ なく 机の 抽斗.^ しま ひ 

ながら。 
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時宽 唯今。 

藤 早かった ね。 

時 重 え。 (出かけよう とすろ) 

藤 何處へ 行く の だい。 

時 重 (平 氣. ^装って) 叔母さんの 處へ。 

藤 一寸お 前に 話したい ことがあ るの だよ。 

時 重 なんです。 

0 お前 はへんな こと をして くれたね。 

S なんです。 

藤 お前 はお 杉さん に 手紙 を やった さう だね。 

時 重 やりました。 それが なんです。 

0 それが なんです と はなんで す、 妾 はお 前 は 若い から、 

お 杉さん と 遊んでも 安心 だ と 許り 思 つ てゐた の だよ。 

時 重 私 は 何も わるい こと は 書いた と は 思 ひません。 

藤 それ はさ うだらうよ、 だが 兄の やうに 思って くれと 書 

い て ある さ うぢ やな い か 。 叔母さん は お どろ い てゐ まし 

たよ。 

時 重 勝手にお どろく がい k でせ う、 一たい どうして 叔母 

さん は 他 入の 手紙 を 見た のです。 

藤 まるめて 机の下に すて k あつたの ださう だよ. 叔母 さ 

んは それ を 紙く づ かごに 入れようと 思 つて ふと 見た の だ 

さう. たよ。 


時 重 まるめて すて. X あつたので すか。 

藤 さう だよ。 

時 宽 さう です か。 

-- お i な  -- 

藤 お前 は あの 娘 を、^ 和し い 娘 だと 思つ てゐ るの だら う、 

さう し て お： g を本當 に たより に し てゐる と 思 つ て ゐる だ 

らう。 だけど あの 娘 は 誰に も^しい の だよ、 誰に も 人な 

つかしい の だよ。 誰に も 可愛がられ たいの だよ。 どうせ 

商寶 人力ぎ たからね、 如才 がない よ。 

S お母さん、 僕の 前で お 杉さん の 惡ロを 云 ふの はよ し 

て 下さい。 

藤 お前 は本當 にどう かして ゐ るね。 

時 重 どうもして はしません- 僕 はお 杉さん を楚 して ゐま 

す。 (少- 泣咅 一せ になろ) 愛して ゐる 人の 惡ロは 他人に 

は 云 はれたくない のです。 お 杉さん は 誰に 際しく つたつ 

てい、 ぢ やありません か。 お母さんの 知った こと；： や あ 

りません よ、 商賣 人の 娘た と：； ムふ ことが 何になります。 

藤 わるかった よ、 もう 何も 云 はない から、 勝手にす るが 

い 、、 どうせお 前 は 妾の こと は 何とも 思つ てゐ ない の だ 

ら うから。 さう して ひどい ni に. あ ひたければ， 據手 にあ ふ 

がい、 の だ、 皆に 笑 はれた ければ 勝手に 笑 はれる のがい 

いだら う。 

時 重 笑 ふ 奴が まちがって ゐ るので す。 僕 は 何も 惡 いこと 
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揚) 

(時ず：、 f なが f、」s 痛， ^おこし 抽斗.^ ひ ハくリ かへ 

して さがし、 あ ふむ けに；： ふれて 兩 手て 親，^ お ほひ 泣 

く。) 

第三 場 瀧 子の g の緣側 

緣側 L.L 杉 子 腰，^ かけて ねる" - 其處 に 淸子來 る。 

淸 お 杉さん、 何を考 へて ゐ るの、 時 重さん が 暫くお い 

がな くって ね。 

杉 え \。 

どうしたので せう、 明日から 旅行 をな さると 云 ふ話ぢ 

やありません か。 

御旅 行な さるって？ お姉さん、 誰に i? いたの？ 

000 さ んが さう おつし や つ て ゐら しって よ。 

さう お、 妾ね、 心配な ことがある のよ。 

なに。 

怒つ ちゃい やよ、 お姉さんに 内 證 にして あつたの です 

がね、 K はね、 時 重さん からお 手紙 を 戴いた の。 

淸 どリ 云 ふ。 

杉 お姉さんが 居らつ しゃら なくなったら、 お 港し いでせ 

う、 もしよ か つ たら 僕の やうな もの でも 兄の やうに 思つ 

て 下さいって" 


と は m4 ひません。 

藤 それなら それでい > よ、 S- に ゆくなら、 おいき、 妾 

はも、 つ 知らないから。 

昨- -行 くの はやめます。 

膝 なぜ だい。 

$ 人が K 而 にかいた 手紙 を まるめて すてる やうな 人 

の處へ 行く のがい やです から。 

どうせ gJK 人の 娘た からね。 

I お母さん、 お 杉さん の 惡ロを 云 ふの は 御 損です。 

わるかった よ、 もう 何も 云 はない よ。 

(行かう ふす る。) 

I お母さん。 

なんです。 

一 お 杉さん からの 手紙 を何處 かへ かくし ましたね。 

妾 は 知らな いよ、 お 杉さん から も 何 か 手紙が 來た のか 

,、 だまされ てはいけ ません よ" 

j 知らなければ よろしい、 向う へ 行って V さい" 

お前 は 妾 を 何 ん だと 思って ゐ るの だい。 

一 お母さん だと m 心って ゐ ますよ、 人 を 子供 だと 思って 

ゐ るお さんだ と 5^ つて ゐ ます。 

藤 (t^E,^ つく) あ、 あ、 * 赏に妾 は 自分の 子供から あ 

んな 女の子の 爲に 馬鹿にされ ると は 思はなかった よ。 (返 
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消 そんな 手紙 を 戴いた の、 さう してお 杉さん はどうした 

の、 矢 張 返事 を 出した の。 

杉 妾ね、 よか つ たら 妹の やうに 思つ て 頂戴と 書きました 

の。 

淸 そんな こと をしても し兑 つかったら どうす るので す。 

杉 それが ね、 大變 なの、 もしかしたら 見つけられました 

の C 

どうし て ？ 

, お たしかに 机の 抽斗に 入れて おいた のが 無くなって ゐま 

すの。 

淸 なぜ 机の 抽斗に 入れて おいた のです。 

杉 まさか ごらんに なると は 思 ひませんで したから"^ 

淸 そんな こと をす るから いけない のです よ、 きっと 見つ 

かった のです よ。 

杉 さう したら どうし ませう。 です が 見つかったら 何 かお 

つし やる だら うと 思 ひます わ。 妾何處 かへ 入れて 忘れた 

ので はない かと も 思 ひます の。 

淸 もし 見つかって、 それで 默 ってゐ らっしゃる のなら 用 

心しない といけ ない よ。 何 かきつ と考 へがお ありになる 

の だら うから。 

杉 主家の 御 後室 樣に そのこと が 知れたら. どうし ませう。 

妾 は 時 言： さんがいら つ し やらな い の は 何 かそれ が 原因に 


なって ゐ るの で はない かと 思 ひます の。 

本當に 仕方がない 子 だね。 

あ k、 時甫 さんがい らしって よ" 

どうし て？ 

あの 足音で わかる わ。 

(時 重， 庭から 登 揚。) 

(お 辭镞， ^し) いらっしゃい、 I© くお 見えに ならな か 

つてね、 なぜ そんな 顔して 妾 を ごらんになる の？ 怒つ 

てゐ らっしゃ るの。 

直 怒って はしません。 

明日 旅行 をな さる ん です つ て ？ 

0 え。 

なぜ 旅行 をな さるの。 

重 お兄さんが 一緒に 旅行し ようと 云 ひます から。 

幾 H 許り？  • 

重 一週間 程。 ぉ淸 さん はま だ 東京に 居る のでせ う。 

大丈夫 居ます よ。 

重 何時頃 歸 るので す。 

まだ はっきり はわ かりません けれど. まだ 二三 週 問 は 

ゐ ます。 故 卿に 歸る ともう 一 寸宽 京に 出られません から。 

昨 重 本當 にもう 少しお 故鄉が 近いと い i のです ね。 

お. ？；：：； 方 は 一 週 問で き つと 歸 つてい らしって。 
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昨-^: きっと 歸 つて 來 ます。 

杉 歸 つてい らっしゃらな いと 怒ります よ。 

きっと 歸 つて 来ます， - (杉 子の 手.^ 何時の まに か捉 

つてね ろ) 

杉 さあ、 指切り をし ますよ。 

え。 (二人 指 切ん すろ) 

杉  一 ！！問 お H にか、 ら ない と隨 分お； H にか 、ら ない 氣が 

します わ、 贵方は 平 でせ うが。 

時ず： ^は ゆきた く はない のです よ。 です が、 東京に ゐた 

くもなかった のです。 

衫 なぜ。 

S. 怒って はい やです よ、 僕 はも-つ 何とも 思って ゐ ない 

のです から。 

杉 なに。 

(小 て。) 

お 杉さん は 侯の 手紙 を どうしました。 

お (小-班て) それで 妾 この 心 削して ゐ ましたの よ、 貴 

方 に戴 い た 何時 の ま に か な くな つ て ゐます の ？ 

S なくなった？ 

杉 え。 

昨ぬ (は々 猓 大きく する) どうして なくなった のです。 


それが わからな いのです。 

M 何處 かへ 落した のでし よ。 

そんな 事はありません わ。 机の 抽斗の 奥に ちゃんとし 

まって お，？ ましたの。 

M それ は本當 です か。 

本當に しまったと 思 ひます の。 

重 机の 抽斗に しまった のが 無くなる わけ は ないで し 

よ 0 

(小^て) 妾 もさう 思 ひます の、 です が …… 。 

(S- 子の 内て) お 杉さん。 

t い。 

1 寸 通りに ゆきます が 一 緒に 来て はくれ ません か。 

參り ませう。 

(内て) 妾で よければ 妾、 通りに 用が あります からお 

伴 さして 戴き ませう。 

Si それなら 三 入で ゆき ませう。 

(時 重、 跌 つて 下.^2 い て 下駄て 地面ん、 ： すって ね 

ろ。) 

杉 (小^^\、) 本當に 一週. 閒 で歸 つて 來て 頂，^ よ。 

(小^て 0 

S 僕の vk 紙 は 本當に 机の 抽斗に 入れて お い た の です 
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杉 それ は本當 よ。 

時 重 さう です か、 僕， はきつ と 一 週間で 歸っ て來 ますよ。 

お 身體を 大事に して M 戴ね。 

^重 きっと 身 體 をよ くして、 勉強して 歸 つて 來 ますよ。 

杉 どうか 勉強して m 戴ね。 妾 も本當 にい \ 人間に なり ま 

すわ。 

(内. て) お 杉さん！ 

はい。 

お 杉 は うちにお いて ゆき ませう。 

お 杉さん、 せ- 凤女は 通りに 行く のがい やなので すか。 

V  、ス。 

それなら お 早く 支度 をお し なさ い 。 

はい。 (小 聲て時 重-」) 明日の 朝 何時に おたちになる 

の？ 

時 重 五 時です。 

杉 そんなに 早く？ それで はお 口 にか、 れ ません わね、 

おたっし やに。 

時 重 きっと 一 週間た てば 歸っ て來 ますから ね。 

杉 歸 つて^て 頂戴よ。 さもないと 妾、 琳 しいので すから。 

それで は 又。 

時 重 さよなら。 

杉 さよなら。 


子、 內 に 入る。 時 重 ぼんやり 立って ねろ。) 

瀧 さあ 行き ませう。 

淸) 。 

マ i い。 

タメ  i  — 

(畔 重、 歸リ かける。) 

. I 幕 11 

第 四 幕 

第ニii:^^VJ同じ。 杉 子と、 ^？子。 }^5子はぃ；：.っらに給.^ 

かき 杉 子 は 何 か 縫って. Q ろ。 

ぉ姊 さん。 

え。 

時 雷さん がお でかけに なつ てから まだ 二日 切りた ちま 

せんの ね。 

さう だね。 

妾、 昨日 も 今日 も 不意に 時 雷さん がお？ S りになる やう 

な氣 かし て 仕方がな いのです よ。 

さう かい。 

もう 隨 分お にか \ ら ない 竊 がします わ。 

も うぢき 歸っ て いらっしゃ るよ。 

あと 五日た てばき つ と歸っ て いらし つてね。 


？ iC, じ、 の？! IR: 


1S5 


m.  m 杉 瀧 杉 m.  m 離 


？ それ はきつ と歸っ て いらっしゃる だら う。 

杉 平く 歸 つてい らっしゃれ ばい k のに。 妾、 かう やって 

ゐる と 今に 何時も の 足 昔が ^え やしな い か と 思 つ て ゐる 

のよ、 そんな こと はない と 云 ふこと は 知つ てゐ ますけ ど。 

fi? 歸っ ていら つし やらない と 云 ふ - J ともな いだら う。 

杉 本 常に 歸 つて 來てド さると い k のです わ。 妾 この頃 何 

ん だか 淋しい ので す も の 。 それにもう ぢき お姉さん が 故 

鄉に つてし まふと、 それ は 淋しい わ。 

f.w  がゐ なくなつ てから 本當 にしつ かり しないと いけな 

いよ、 .Js^ この 心配に なって ゐ るよ。 

杉 ぉ姊 さん、 それ はしつ かりして よ、 姊 さんが ゐら つし 

やる と 安心す る もので、 つい 我儘な こと をす るの よ、 一 

入に なれば 心がけが ちが つ て來 ます わ。 

大丈夫た と は 思 ふけ ど。 

^ 大丈夫よ、 きっと 大丈夫に します よ、 もしもの ことが 

あったら * 東お に ゐられ なくなります からね。 

本當 に？ J 和し くお し、 さう して 皆さんに 御 心配 を かけ 

ないように ね。 

^ え、 本 常に 御 心配 はかけ ません よ、 妾、 本當に 我儘 許 

りして ゐ ました わ、 だけどお 姉さんが ゐ なくなる と本當 

に 淋しい わ、 こんな こと を 云 ふと 罰が あたる かも 知れ ま 

せんが、 この 御 ii^ISS さまの そばに as る の がなん だか 怖 


いのです よ、 親切に して 下され は 下さる 程， うす ffi ゆわ 

るい 氣 がする のです よ、 だけど そんな こと は 何でも あり 

ません わ。 

(蔬 子、 手紙.^ もって 登場。) 

ぉ內 から 手紙が 來 ましてね C 

i  、  0 

ぉ淸 さんに 明後日の 晚 迄に 是非 歸る やうに させて くれ 

と 書いて 御座いました。 

、ズ、 お姉さんに 明後日の 晚 までに 籙れと 云って お (まし 

たか、 ど、 つして i-i す。 

どうして か、 妾に はわ かりません、 さう して 其 時お 杉 

さんに； つて 來て くれと 書いて ありました。 

妾に经 つてく れつて？  . 

妾、 一 人で 歸れ ます わ。 

それでもお 手紙で 是非、 お 杉さん を经 りが てら に歸ら 

して くれと かいてあります からね。 

^ かま ひません わ、 妾 自家に 歸 つてから よく 話します か 

ら 0 

瀧 だって 親の 方が お 逢 ひに なりたい ので 歸れ とおつ しゃ 

るのに、 自分の 都合で こ に 居る と 云 ふの はいけ ません 

よ。 お 杉さん は御兩 親に お 逢 ひに なりたくない かも 知れ 

ま せ んが 、 そんな こと を 云 ふ と 罰が あたり ますよ 。 


I  HI'. 


wi:, じ' め糾は 


tr をれ でも、 に歸 つた.，： も-,, .H して くれない や 

うな ilf かする の で. r. もの * 

0 そんな こ. 0 はない， ちゃありません か、 は . 

^校に ゆかなければ. りな いぢ や ありませ んか ,, 

衫 やれで も 父 は， if に ^は-小 必 ST たと よく^つ て をり ま 

したから、 きつ- A£ に ： 寸歸れ と.. ムっ て， 歸 つたら はな 

さない &^ なので f; &  Sf め の やりみ は 何^ た 

で VJ« の、 なけれ. はおに？；？： れ と 「ぶふの は. 笑し-,, 

拖ぃ^4;、  ^へに く/. > と. E. して ゐ たので t の。 

纖 それでも ^ がお^り になる の だから 力がない， ちゃ 

ありま せんか。 

^ 川の ある わけはな いのです わ。 

鎺 それな，.：， sf は^の： ぶふ こ と を S かないので r わ、 

は^の ふ - J  の ふこ iiffl ハ， - 1 なけ ハは 

しないので すね。 

" なせ そんなに <if くので せう。 

纖 そんな こと は？ SttLl りません よ。 

滴 ^紙に は 何も かいて 御 Si いません の？ 

M たに 焚！： か あるか.，： とかいて あ たけです、 だが^ 

歸 して くれと かいて あるので す e この 3g り" ^^s^^ 

にレ たす) 

^ 之で はまる で にあ ひません わ * 


湖 にんぶ も., 5 はない もない ゲ"* 、ありません か， たに 

歸れば いぶ です よ、 それ か. り 綳辨 か. パ ひたければ お つ 

しゃれば い、 でしよ e 

,れ i:..? all- れ たって よろしい わね， お姉さん。 

ゆ S それ はかま はないけ ど。 

鱲 そんな こと はいけ ません よ" W がか，， ム ふ-^ 紙， ^ 戲ぃ 

てゐ ん以| け， 叫 ゆ ：= の でに 歸.， ： なけれ はいけ ませ 

,^  ド すわ" 

0 柯が無！^なので.^'。 

^ だって 賈 ひもの もんり ま 仁し、 歸ノ. んり！ 'か 

M そんな こと は w= . ；:: で 出来/ V..;- やん り. r せんか n 

？ g お 杉， 安心.；； し、 ^  ： 人で 歸ノ. >か. り" 

m そんな こと はいけ ません ひ 

？ g なぜい けない ので 御 います。 

0 齢ごろの^^-^-を： 入で 歸^ こと は Si に は 出來- 'せん" 

谪 お.！^ 4ip に ケっ と •  .  ，  3  r, ド ふ/. ;；;：;< が い. F!.?^- 

？ g そ.；； でも わかって をり ま r ので. u もの。 

m 何 かわかつ てゐ るので す" 


W 心'" W  »3- 


IR7 


iilH 冬ち 湘 fti'il ifi 湖 ^.n 淑 \^  m 


や IT' に f みつ てド さつ て？ 

0 それ は：： ム ひます とも- 

さまから； 一 4 つて ド されば、 も はきつ と 出し ま 

すわ，、 それで は^、 叫 後 U の § 妯 や-:??! つて 故鄉に ゆき ま 

すわ、 さまが ど、" しても ゆく 力が い、 とおつ しゃ 

るなら。 その か はり、 もし？^！堪はに出られなくなった 

、い 呼んで ド さいね。 

M それ はきつ と 呼 ひます" 

" そして ばいお、 安心です わ。 *、 木：： S に 今： ；3^;5； 

り屮 しました わね、 之から きっと 心 を 人れ かへ ます" 御 

さまの おっしゃる こ と はきつ とき 、 ます わ。 や. れ か 

は つ たや に说 和し くし ま. Ki。 

^ そんな こと はないで せう けど、 もし^9?-¥に出.：：れなく 

なるやう だったら、 さう： K つて. ト さい、 きつ i^. しれる 

やう. にし CI: げ ますから 、 

%. 本お にさ-つ L て m 救わ、 今^5!.隧分1;^:5さまのぉ：^に 

逆 ふ や、 つ な - .- と を いたしましたら. - 、けれど、 どう & 3. 

して 許して S 欺ね、 さぅしてど、っか^^.<を，2.愛がっ て；£:戴 

わ、 - ^ と はきつ と； K ひません わ、 n .> J た 

へ もいた しません わ、 おいやな 處 はきつ とな ほします 

わ 、 さまが^ を もてあまし て ゐら つし やる や、 つな 

ts?. がして 心配です わ。 


J  に M.;; は、 きつ. -」 が.；？ に 出さない に. *7f 4 つて ゐま 

、ん なわけ はない； - やありません か" 

、れが あ .」 に はなら な い " で います か。。 

V う し て s< ば は さ-つ g を： S 出しな いのです。 

たつ .v ん いはの 父 も 2 も Ig^: の い ゝ ことを：！^っ て、 あと 

で 他 やか へろ こ とな そ は 个：： ^な の で の 。わかって 

ゐネ わ. - 

そんな こと は^;? W に- Mr ヾ おい ひなさい。 いんに あて 

こする や ，「 な こと をお つ しゃった つ て、 何にもな り ませ 

んょ。 

お、 てこす むは 巾 L ません わ、 さ-つお， -、 になって 

ュ Z り ま. r わ" 

バ：， わ， ns^^n. ；ーム ふ - J と を： しな い の でせ 

そ んな ことはありません わ。 

^くも、 お 杉さん は 姿の 云 ふ - J と を しな い の です。 

. 、んな - J  VJ は §g いません わ。 

. 、れ な.. T 您 いこと は： ぶ はない から、 さんや 这っ て 明 

； べん 故 a? におお りなさい、 さ- 「して ゆ- a: が はじま 

るまで に^つ ；乂 い、..： つし やい、、 

^ もし、？ ♦： で 出さない やうだった ら、 御 ijw さまから^ 
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第五 幕 

瀧 子の 望 

瀧， 子はチ 靴， か 見て ぬろ。 K 處に藤 子が 入って くろ" 

瀧 丁！^ い、 S -、 いらっしゃいました、 妾の 方から お 伺 ひ 

しょうかと 3 心つ てゐた の です。 

藤 さう です か、 それ はよう 御 ij いました。 妾 も 一 寸 うち 

あはせ をし てお きた い - .- とが ある の ですから。 

瀧 さう です か、 今、 お 杉さん のお 母さんから と、 ぉ淸さ 

ん からと、 お 杉さん からと 手紙が と いた 處な のです。 

藤 さう です か、 様子 はどうで すか。 

0 うまく 行きました- お 杉さん の 親 も あんまりお 杉さん 

が 東京に 出たがる ので、 何 か あるの だと 思って、 なほ 東 

京に 出さない やうに きつば り 云 ひ 切ったら しいので す。 

母 5? から は 安心し て 下さい、 杉 も 上京 を あきらめました 

からと かいてあります。 です がお i 消さん から は、 杉が 上 

京した が つ て 上京し て は いけな い と 云 はれてから 泣 い て 

許り ゐ ます、 わきに 見て ゐて も可哀 さう で 仕方が あり ま 

せん。 どうか 出来ましたら、 上京す る やうに させて 下さ 

いと 書いて 來 ました。 お 杉さん から は、 「案の 通り 親 は 上 

京，^ どうし て も 許し て くれません、 妾 は 上京 を あきらめ 

よ. つ、 あきらめよう、 と 思 ひます が、 どうしても あ，？ ら 


瀧 決して そんな ことはありません。 妾 だって 貴女 達が ゐ 

なくなれば 本 常に：^ しくなる のです からね。 それなら 明 

日の 晚たも ます か、 明後日の 晚 でも かま ひません が。 

もう 四 五日のば して は 戴けない でせ うか。 

なせです。 

なぜ つて こ と はない の です けど、 時 重 さんが 歸っ て い 

らっしゃる 時に 家に 居ない とわる ぃ氣 もいた します の？ 

なぜです。 妾から よろしく 云って おきます よ。 

妾、 故鄉に ゆく の は 何んだ か 恐ろしい 氣 がします わ。 

御 安心なさい。 

安心 はして ゐ ますけ ど、 妾、 どうした らい、 かわかり 

ません わ。 (泣く) 

0 それなら 明後日 歸 ると 返事 を 出して おきます よ。 

杉 お姉さん、 妾、 どうした らい、 のでせ う。 あんなに お 

約せ してお いたのに 時 霜さん がお 歸り になつ て 妾が ゐな 

かったら、 とんな にお 怒りになる でせ う。 お恨みになる 

でせ、 つ 。妾 程 わ る い 人間 は な いと きっとお 思 ひに な ろ わ 。 

妾本當 にす まない わ。 妾、 どうしてい k のか まるで わか 

りません わ。 又 $ おに 出て こられます わね、 ぉ姊 さん。 

(fj 

11 幕 —1 


？ iC 心の 稅母  1S9 


めら れ ません、 氣 とか、 我儘 だと か 云 はれます、 な 

ぜ そんなに 上 一 した いの か とも 云 はれます、 妾に も わか 

りません、 けれど h 京 を 思 ひ 切る こと はどうしても 出來 

ません。 た^く 御 liKW さまのお 情け あるお 言. 、を^り 

にして をり ます。 どうか 姿 をお：^ 捨て な く  、妾が 上京 出來 

ます やうに お骨折り 下さい、 もし どうしても 一年の 問 上 

京す る ことが いけませんければ、 ； 月で も 一 一月で もよ ろ 

しう 御 iiJ います。 それ もい けません ければ、 せめて 三日 

か、 ra: 日 上 一 W したいと さへ 存じます、 心残りな こと 許り 

で 御 .M います。 举 校に ゐた 時の こと や、 お 家に ゐた 時の 

こと なぞ を 一 人で 思って 泣いて をり ます、 どうぞ.，， く-お 

見捨てな く、 上お の出來 ますよう お 願 ひいた します、 勝 

手な こと 許り 巾し ます」 とかいて 來 ました。 可 一； i ^さつ だ 

とも 思 ひます が、 歸 してよ かった と 思 ひます。 何しろ こ 

ん なに 上京した がるの は、 た^ 時 K さんに 逢 ひたいので 

はない かとさへ 思 ひ ますから ね。 

0 さう にき まって ゐ ます。 さもなければ いくら 東京が い 

いと 云っても そんなに 來 たがる わけはありません。 本當 

にお 藤で たすかりました- さもなければ 心配で 仕方がな 

かった でせ う。 之で 妾 も：.^ 心が 出來 ますから ね、 ほった 

ら かしてお いたら、 どんな ことにな りました か 知れ やし 

ません からね"' 


0 本當 です よ。 

藤 それで 時 重の ことです がね、 もし tic がそん なにお 杉 

さんの 來 たがる こと を 知り ましたら、 さう して それ を 皆 

して 東京に 來 さ- - ないやう にして 居る こと を 知りました 

ら どんなに 怒る か 知れません、 さう して どんな こと を ii 

でかす か 知れません、 それでもし 時ず： が歸 つて 來 まして、 

お 杉さん の - J と を きましたら よろ > J ん で 故鄕に 歸 つた 

やうに してお かないと いけない と 思 ふので す。 それで 贵 

つ, PH- 

女 も そ の 心算で ゐ てお もら ひしたい のです。 

M 承知し ました。 

0 それで 一 一人の 云 ふこ とが ちが ふといけ ません からね、 

一 寸 相談し て おきた い と 思 つたので す。 

瀧 本 ：s に 時 霜 さ んは 何にも 氣か つかない やうな 顏を し て 

ゐ らしって、 なかく氣のっく：^；；ですからね" 

藤 本： e にさう です よ、 氣 がっかな いこと は 馬鹿に 氣 がつ 

かな い の です が、 氣が つく ことになる といや に氣が つ く 

の ですからね、 馬鹿正直で & 入の 云 ふこと は 頭から 信用 

する 性質です けど、 少しで も あ い ま いな 處ゃ矛 ほした 處 

が あ つ て は 承知し ま せんから ね。 

M それでも もし 文通 をな さる やうで したら どうな さり ま 

す。 

藤 寅 はね、 妾 も それ を 心配して ゐ るので すよ" 一寸した 
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手ぬ かりから ii もが ばれた 日に は 仕方が ありま せんから 

ね、 妾 は それで 時 重が お 杉さん の こと を 思 ひ 切る やうに 

したいと 思 ふので すよ、 それでお 杉さん は緣談 があった 

の で 喜んで 歸っ て いったと でもしたら どうか と 思 ひます 

が、 少し あいまいな 云 ひ 方 をして よろしい が、 さう 時 重 

が 思 ふやう にす る 方が い X と 思 ひます。 

0 それ だ と 時 重さん もお あきらめになる こと はなる でせ 

うが、 お 杉さん も 未だ 十六です からね。 

藤 かま ひません よ、 妾 達の 目から 見れば 十六 七 は 子供に 

見えます けど、 昔なら 晋 かたづく 齢です からね、 それに 

時 戴の H から：！！^ れば 立派な 齡 ごろに 見えます からね、 そ 

れに さもないと 一 寸 上京し ない 理由が はっきり しません 

からね、 すぐ それ を 信用し ますよ、 さう して あきらめる 

でせ う。 

瀧 それなら さう しませう。 

藤 さう して 時 が來 ましたら、 お 杉さん がく れん \ もよ 

ろしく と 云って 喜んで 歸 つて 行った とい ふやう に 云って 

下さいません か。 

離 さう しませう、 時 雷さん は さぞ 驚く でせ う。 

藤 本當 にお どろく でせ う。 可哀 さう に 思 はない こと も あ 

りません けど。 本當 に 子供 を 育 てるの は 骨の 折れ る 怖 い 

もの だと 思 ひました。 お 杉さん の 荷物 はどうす るので す 


力 

一  先づ、 一 まとめに 片附 けて おいて もら ひました から、 

二三 曰の： S に 送りと^ けようと 思って ゐ ます。 

m 之から 贵 女の 處. も： 淋しくな ります ね。 

蔬 え、 居る と隨 分うる さく 思 ひます が、 居ない と 又 淋し 

ぃ氣 もします。 何しろ 妾に 氣に 入らない と逐 ひ- tw! される 

と大變 だと 思つ てし きりに： S を とってくれました から 

藤 お 杉さん は歸る 時、 もう 上お の出來 ない こと を、 かん 

づぃ てゐ たのです か。 

鹿 え、 かんづいて はゐ ました。 です が 出られる かも 知れ 

ない、 どんな こと をしても 上京して 見せます と 云 ふ氣は 

あったらし いのです つ 妾 もさう 思 はせ る やうに 仕む けた 

のです。 

藤 今時分 どうして ゐる でせ う。 

m 妾から い \ 返事で も來 はしない かと 首 をな がくして 待 

つ てゐ るで せう。 妾の 手紙が 行ったら さぞ 失^す るで せ 

藤 何とかく つもりな のです？ 

m 貴女 の 手紙 を 見 て 出 來る だけ 御上 京が 出來る やうに 骨 

折りたい と は 思 ひました が、 お 母 さまから のお 手紙で い 

ろ/ \の 事情 をう か ^ つ て 見る と 矢張りお 母 さまのお つ 
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しゃる こと をお となし くきく 方が い 、と M ひます。 ど SJ- 

しても 親の 方が ゆく 末 のこと をよ く考 へて ゐ らっしゃい 

ますから、 親の： K ふこと は その 時 は ひどい と 思 はれる こ 

とで も、 あとに なって、 本當 にさう だと 思 ひ あたる こと 

が ある で せう と 害 い て やら、 r- と 思 つ て ゐ ます。 

0 木へ おにさう です よ。 

外 (昨 I- の^、 元 に) 唯今。 

^s, 元氣に 格子戸.^ あけ、 元氣に 入って くろ。 さ 

うして 淸 子と、 杉 子の ねない のに 先づ氣 がっき、 淸子 

の 荷 もつ のない のと、 杉 子の 荷物の いやに 片づ いてね 

ろのに 不 る 。 „N 間 ル.； ： 沈 5 

0 大 i<M 十かった ね。 

S  (少し やい^、 それ か 無瑰 にかくし、 なるべく ゆっくり 

と 話 丁) え、 お兄さんと 喧嘩して 早く 歸っ て來 たので 

す。 (一寸 K し) 皆 は？ 

藤 歸 つたの だよ。 

S ぉ淸 さん はもう 歸 つたので すか、 大變 早かった ので 

すね。 (乂 一  寸 し) お 杉さん は 何處へ 行った のです。 

お 杉 も ® つたので す。 贵女 によろ しくと 云って 居 まし 

え 

S そ、 さう です か。 

0 お 杉さん はい、 魏談が あると かで、 急いで 喜んで 歸っ 

圍   一 


て 行った の だよ。 

時 重 もう 來な いのです か。 

瀧 え。 何しろ その内に 結婚す るの ださう ですから。 

(時 重 は、 耐 へられずに 浪 ぐみ 默 つて 返揚、 藤 子 心配 

さう 11 窓から 兄て。) 

藤 之です みました、 どうも 難 有う、 時 重の ことが 氣 にな 

ります から、 一寸 行って 來 ます。 さよなら。 

離 さよなら。 

藤 (行告 かけて ふリ むき) それから 手紙 をね。 

瀧 (送リ ながら) え、 すぐ 银 いて 出して おきます。 

!| 幕 — 
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第 一 幕 

宿屋の 一 室、 吉峰は 基盤， 小 前 Lis いて 何か考 へて. Q る。 

そして 會 心の 笑ん 見せ、 一  服して 盤 见义會 心 

の 笑， ^見せる。 

吉峰 相手が よし 鬼神で あっても、 之 以上の 考は 出まい。 

もし 出たら よろこんで まけて やる ぞ。 

(女中 登^。) 


女中 三 好さん と 森 村さん がお 見えに なり ましたが、 お 通 

ししても よう 御 趣い ます か。 

吉峰 待ち兼ねて ゐ たの だ。 早く 通して 下さい。 

女中 はい。 (退場) 

(吉 峰、 まだ！^ ん 見て ねろ。 三 好、 森 村 女中に 紫 2： さ 

れて くろ。) 

先生、 い、 考が 浮びました か。 

うかんだ よ。 まあ 見て くれ。 

はい。 

？ S は 今度 は どうしても こ- --に 打ち こんで くると 思 

ふ。 之より 他に 道が あると は 思 はない。 敵 も .5 '々のく せ 

もの だから、 こ、 に 打って くるに ちが ひない。 

三 好 私 も それ を 心配して ゐ ました。 森 村と も 話して さう 

敵が 打つ て來 たら どうした らい \ だ らうと 話して ゐ まし 

た。 

吉峰 い、 考が 浮ばなかった か、 soi にも。 

三 好 え、、 浮びませんでした。 

亩 峰 こ、 にかう 石 を 打つ の だ。 この 考 がふと 浮んだ 時の 

僕の よろこび は どんな ものだった か。 あんまり うれしく 

つて 昨 晚はぢ つと して ゐられ なかった。 つ い 眠り ぞ こな 

つた。 この 考 はいくら あいつで も考 へつ く 手で はない と 
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ra5 ふが どう だ。 

一；： 奸 恐れ入りました。 こんな 手が あると は 思 ひもより ま 

せんでした。 ね 森 村、 木當に 恐ろし い 石 も ある もの だな。 

森衬 S ^達に はとても 考へ つけませんでした。 

S  m だ つ て考 へ つけたの は 奋睛た と 思 つ て ゐる。 相手 

がよ し 鬼神で あっても、 この 次ぎの 石 はこ. --に 打つ より 

他 仕 万が あるまい。 今度の 勝負 は 之で 九分 通り 勝った と 

云 ふ もの だ。 

三 好 それ は 大丈夫で 御座います。 味方の 利 疑 ひなし で 

御 13 います。 

S もう よろこんでも C1- く はないだ らう。 敵の 奴等 も考 

へぬ いて、 この 石を考 へつ い て 勝 つ た 氣でゐ る だら う。 

しかし 達の 考に はま だ 不足 はない と は 云へ ない が、 僕 

に は 之 以 上 はも， っ考 へ られな い 。 

一 一: 好 こ- -に石 をう つ こと を考 へられた だけで も、 私達に 

は 人 n 架と は 思へ ません。 今^に 先生の 頭に は感 5g しま 

す。 

吉峰 今度 は 我ながら 感心した よ。 はつ はは。 

(一一； 人會心 Si 犬ん.， リら す。) 

(女中 登 3^。) 

女屮 報が <t りました。 

古峰 さう か」 快活に あけて 見る) なんだ、 


ォク サン ガカ ミオ 力 トュク ェ フメ ェ、 なんだ つて、 ォク 

サン ガカ ミオ カト ュク ェ フ メ ェ。 

(|^|み方がまづ いのて 初め わからな かつ.；： 意味が 先づ 

三 好、 森 村 Li わかる、 つ V いて 古峰に わかろ。 三人 沈 

吉峰 广出來 ろ-たけ 1" 靜-」 ) 誰かの い たづら だ。 わるい い 

たづら をす る 奴が ある もの だな。 長 .s- 離 電話 をす ぐ かけ 

て兑て くれ。 だが (時計，^ 見て) もう 時間がない。 惡ぃ 

い たづら をす る 奴 だな。 45 な 奴 だ。 相手が この 電報 を 

，打た した と は 俺 も 思 ひ たく は な い 。 僕が まけろ 方に カケ 

でもした 奴の い たづら だら う。 僕 はな ほ 負けて はやらな 

い。 (沈 iD だが 俺 は 一寸 散歩して くるよ。 五分 程。 だ 

が 心： 她な こと はない。 あまり よろこんで 意に なりす ぎ 

てゐ たので、 不用心に 常， 報を兑 たのが いけなかった。 こ 

の 手 を 喰 ふと は » 期して ゐ なかった からな。 だが この 石 

に 打ち か つ 石のお き處を 一 寸考 へ てく るから ね。 出かけ 

る 川 .w? をし て 待つ てゐて くれ 給 へ 。すぐ 歸っ てく るから。 

111 好 闲 つたこと が出來 たもの だね。 上！； も 馬鹿な こと を 

した もの だ。 

森 村 奥さんが わるい の だね。 だが この 電報 は噓 かも 知れ 

ない。 
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一二 好 本當 らしい よ。 だが 電報 を 打った 奴 は、 どうして 知 

つたの かな。 

森 村 何處に 敵が ゐ るか、 わかった もので はない。 だが 敵 

も 卑怯な 眞似を した ものだね。 

三 好 敵が 打た したの だら うか。 

森 村 先生の 云 ふこと が本當 かも 知れない。 

三 好 先生 はう すく 事實を 知 つ てゐ たの かね。 

森衬 それ も わからな いね。 知らな か つ たの ぢ やない かね。 

三 好 先生 は 鳴. たと 思って ゐ るら しいね。 

森 村 少 くも 今日 一 日 は 嘘 にしておく 方が い.. -ゎ。 

三 好 僕 は あの 時. 餘程、 嘘 だと 先生に 思 はせ る やうな こ 

とが 云 ひたかった の だが、 どうも 何と 云って い  >1 かわか 

ら なかった。 

森 村 僕 も 君が 何とか 云ったら、 僕 も 何とか 云 はう と 思つ 

てゐ た。 闲 つたこと が出來 たもの だ。 先生 もお 氣の毒 だ 

な。 

三 好 何 かい- -考 はない かね。 あと は あとと しても この さ 

い だ け は 安心 し て 勝負 に のぞまれる やうに したい もの だ 

ォ 

森衬 奥さんと 上 岡の 問 は 少しも しい ことがない ことに 

したい ものだね。 そし て 電報 はカケ をした 奴が 勝手に つ 

くり 出した ものにしたい ものだね。 


三 好 まあ、 さう 云 ふこと にして、 安心して 先生が 勝負に 

出られる ことにしたい ものだね" 少しで も氣 にか 、る こ 

とが あつ て は 」 生 一代の 勝負に が つ い て は 闲 るから 

ね。 

森 村 何とかう まく. ごまかしたい ものだね。 

三 好 まあ、 上 岡が 今何處 かへ 旅行して ゐる 事に でも 出來 

ると い-. -の だが ね。 

森 W どうも 嘘ら しくな つても 闲 るから ね。 

三 好 どうにか 二人で. こまかす ことにしよう。 

(吉峰 登？. r) 

S さっき は失禮 した。 もう 大丈夫 だ。 安心して くれ 給 

へ、 さっき は あんまり 不 lie! たったから おどろい たが、 も 

、つ 心が おちついたから 大. V- 夫 だ。 まだ 時間 は あるね。 

三 好 大丈夫あります。 * 當に 質の わるい 奴が ゐた もので 

す.？ 

吉峰 質の わるい 奴 はいくら でも ゐる もの だよ。 油斷 して 

ゐ たのが こっちの 手お ち さ 。 あん まり 得意に なり すぎる 

と、 えて 罰 をう け やすい もの だよ。 どんな ことが 起って 

來た つ て おどろかな い S 心 をし てお かな い と 人間 は いけ 

ない もの だよ。 大事な 時 に、 とり^した ざま を 見せた こ 

と を 恥 かしく 思って ゐる。 

三 好 _ ^にも ことにより ますから。 
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小- "i- 本へ； H も、 ことによ るし、 時に よるよ。 

三奸 よくも あんな 嘘パ チの 電報が よこせた ものです ね。 

森 衬 木當に たち の わるい 嘘つ きも ゐるも の で すね 。 

小"^ 僕に 云 はすと、 質の わるい 噓っき だと は 云 ひたくな 

いね。 の わるい 正 S 者 もゐる もの だと 云 ひたいね。 馬 

ゆ ノ.， ふ 5*. 知らず の KM 者と でも 云 ふかね。 だが 今 頭 を 疲れ 

させる と、 大事な eL.- に 頭が 疲れる と闹 るから、 その 話 は 

よす とする かね。 (沈 K) いや 隨呑 つてし まふ 方が よさ 

さう だ。 IE もま だ 悟り 切つ てゐる 人間 ぢ やない からな。 

！ー！ 好 先生 は ま さか 罨報を 信じ て はいらつ しゃら な い で せ 

うね。 

$ l^s 達 も 信じて ゐ るの だら う。 

三奸 滅さ 「もない。 

森 村 そんな こと は じられ ません。 

古町 さう かね。 お 達 は 本氣に さう 思 つて ゐる のかね。 知 

ら ない ふりして ゐ るの は 亭主 許り かと 思つ てゐ たが、 君 

ひ も 知らない ふりして ゐる のか。 

森 知らない ふりなん か はしません。 

亩峰 顿は云 はないでも.，：' はう、 はう す/ \- 知って ゐる 

の だ。 誰よりも 光に ね。 だが 知らない 顔 をして ゐろ 方が 

子供の ために も、 又 あいつの ために も、 この 僕の ために 

もい k と 思って ゐ たの だよ。 あいつ は 浮は氣 もの だが、 


僕の > J と を 思 つ てゐろ >  J と は 嘘と は 思 へない からね。 そ 

れに 三人の 子供 を、 動物の やうに 愛して ゐ るから ね。 そ 

し て 仕 合せな >  J と は 三人と もどう やら 僕の 子ら し い か ら 

な" 

三 好 先生 は 奥さん を 誤解して いらっしゃいます。 そして 

電報 をう つた 男 は、 先生の 疑惑 をう まく 利用した の に す 

ぎない と 思 ふので す。 

吉峰 君の 云 ふ 通りで あれば なほ ：1 構と してお かうよ。 し 

か し 僕 は そんな あ いまい な 所でお ち つく わけに は ゆかな 

い。 は 家に お母さんが ゐて 監督して ゐ るから 心配なん 

かする 必要 は あるまい。 森 村 は 又 細君 を 信じ 切れる 仕 合 

せ もの だか ら そん な 心 配なん かした こと は あるまい。 だ 

が 撰 は 心配す るのに はもう あきが 來てゐ るの だよ。 俺の 

寸は 勝手にす るが い. -。 僕 はい つも さう 思 つ て 家 を 出 

る の だよ。 さう 思 は なければ 安心し て は ゐられ な い か ら 

ね。 だから 今： H の やうな 電報 を la たって 今更 おどろかな 

い でも い •、 覺悟は 出来て ゐる はず だ つ たの だよ。 處が矢 

張り 駄目だった ね。 電報 は 嘘に しろ、 本當 ではない かと 

云 ふ 疑惑 を 起させる に は 十分 役に立った。 そして 殘 念な 

ことに は 電報 を 打 つ た 奴 の 望む 通り に， „^ の 心 は 平靜を 

失 ひかけ た。 だが 見て ゐて くれ、 撲は どの位お ちついて 

碁が 打てる もの か 見せて あげよう。 勿論、 僕 は 妻の 良 操 
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を 信じ 切つ てゐ たら、 あの 電報 を 笑つ てす ますこと が 出 

來 なかった らう、 今時分、 何 處へ姿 を かくして ゐ るか 知 

れな いつ 今の 十分の 一 もお ちついて は ゐられ ないだら う。 

かう ともかくお ちついて ゐられ るの は、 僕が 半； れっきの 

やきもち やきで 十 年 の 間、 修業が つんで 來 たからた らう。 

僕 は 夫婦 だって、 他人 は 他人 だと 思って ゐ るよ。 相手 を 

牢獄に 押し こまな い^り、 又^^:分が年が年中見はりが出 

來 ない 限り、 疑へば 切りがな いこと を 知って ゐる。 どう 

せ 1IG 分 の 勝手 に はならない の だ か ら 相手 の 自由に 住せ る 

より 仕方がない 。 君達 は 幸福 者 だ か ら そんな こと は考 へ 

たこと はないだ らうね。 君達 は なぜ だ ま つて ゐ ろの だ。 

まだ 時 問が 早 い やう だね。 今日は 1^ の 話よりも 夫婦， お學 

の 話で も かせよう かね。 あんまり S きたく もな ささう 

だね U  (呼 &ん < おす) 

(女中 登 揚。) 

吉峰 もう 一 一 一十 分 程し たら 自動 .¥ をよ - J し て 下さ い 。 

女中 はい。 

S それから 自動車が くるまで こ、 に ¥來 ないやう に 

して 下さい。 一 寸話 があります から。 

女中 はい。 (、退場〕 

吉峰 かう してお けば 安心 だ。 僕 は 碁の 方で は ともかく 一 

人前 以 上 だ と 云 ふ こと は 皆 認め てゐて くれる らしい が 、 


夫婦の ことに かけて は 小； S にだって 笑 はれて ゐろ人 ii だ 

がね。 僕が 往來を 歩く と、 こんな 十二 三の 小： まで 僕の 

顔 を 見て へんな 笑 ひ をす る。 知らぬ は 亭主 許りと 云 ふ 顔 

をす ろね" 氣 のせ ゐも あるか も 知れない。 しかし 僕に 云 

はすと、 知って ゐ るの は 亭主 許りと 云 ひたいね。 なぜか 

と 云 ふと、 他の 人の 知つ てゐ るの は 外見の 事 K だけで、 

内面の 心の g きを 知って ゐ るの は、 當人 だけ だからね。 

そし て 知らん顔 をして ゐ なければ ならない 跌氣た 役 を 

すろ 氣持 なんて 云 ふ もの は、 他の 人に はわ かる わけはな 

い。 あまりい、 もので もない が、 滿： ST 惡 いもので もな 

いよ- どう 云 ふ 風に 生活 を 生かして ゆく 方が い k か、 君 

達 は 知って ゐ るかね。 僕に はわから ない ことが 多い。 姦 

通した 妻 は 去る の が 木當だ と 多く の 人 は 云 ふだら.. つ 。 だ 

が 姦通に もい ろ ノ\ ある だら うし、 家庭の 事情、 夫婦の 

愛情 なぞと 云 ふ ものに はいろ /\.な ことが ある も の だか 

らゎ。 この 小さい 赛 盤の 上に だって、 石の iH かし 方 はい 

くらで も ある e 若 は 勝 M がすぐ つくもの だから、 皆、 わ 

からないでも、 勝つ 方が うまい の だら うと は 思 ふ。 さう 

とも 限らない 時 も あるが、 しかし まあ、 大 たい 考 のい k 

方が 勝つ 、 しかし 巷が もし 一半： か ^ つ て も 勝負の つかな 

いもの だったら、 名 入が 苦心して 石 をお けばお く ほど、 

他の 人に は 見當が つ か なぐな つ て 、 罵倒す るの がお ち だ 
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らう。 生活 は ； 生か & つたって 勝ね のつ くもので はない。 

子供が 立 戴な 人間に なつ てく れ&ば 夫婦 はい k とする よ 

り 仕方がない。 そして 夫 になった とこで、 夫婦が お 互 

ひの 一 半： を 腹 落させる の はよ くない i^f たと しか 撲には 思 

へない。 他にぃ、方法がぁると^«は思ふかね。 -ぁ なら、 

何處 へ 、つ てば い k か は 僕に はは つ 切り わかる 時 も ある 

が、 生活に なろ と 中々 さう は ゆかない。 しかし わからな 

いこと を わかった ふりして やる こと は 碁で も 禁じられて 

ゐ るが、 生活の 方 だ つ て 禁じられて い、 こ とだと 思 ふね。 

が 僕の 位 Si! にゐ たら どうす ると 思 ふ。 矢張り、 すま 

し て|«5の勝^;3;をゃ つ て 、 出來る だけ 立派な 特；； 只 をし て 、 

そして それ がすんだ ら 、 すぐ. S 仪行 で歸 つて、 ことの 露 相 

を兑 て、 きめる こと はきめ る。 之より 他に 方法が あると 

思 ふかね。 

0 一  言 も 御 いません。 それが 一 薪 男らしい、 立派な 

態度 だと 思 ひます。 

いい 峰 森 村 はどう 思 ふ。 

私 も 先生の 御 心 を 察し、 i|J 敬いた します。 

wm.  $^達がさぅ云ってくれ、ば千人カだ。 さ うぢ やない 

か。 他に 仕方が あるか。 はれの 勝負の E;^ 中、 妻に は奈： 迎 

され、 ；^?:: に は <s ^、けたと あって はどう だ。 勝 U 、に 負けれ 

ば 家庭の 幸福が られ ると 云 ふの なら 又考 へやう が ある 


たらう。 だが 今の 場合、 他に 方法 はない。 勝負に 勝つ よ 

り 仕方がない。 電報 をよ こした. K は、 俺と 云 ふ 人 E を 知 

ら なすぎ る 奴 だ 。もし 今日の 勝負の 場に あ の 電報 か と r 

いた こと を 知つ てゐる 奴が ゐ たら、 その 男の 期 はやぶ 

られる だら う。 今日の 勝負に はな ほ眞劍 になれ る だら う。 

相手が いくら 俺 を じらした 處が、 俺 は その 手 は^つ て は 

やらな い。 俺の 血の 出る やうな 戰ひ の さま を 君達 は 見 て 

ゐて ほしい。 

三； Si 私達 も眞 劍な氣 持-じ 拜見 します。 

$ なんだか 久しぶりに 劍 になれ た氣 がする。 今迄 も 

冗談ではなかった がね。 

(女中 登 41) 

自；， IM. が參 りました。 

さう です か。 それなら ゆかう d 

はい。 

—— S 11 
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§ はい。 (登場) 

^ 旦那 さまが、 おかちに なった よ， - 三つの ちが ひで) 

§ まあ、 さう で 御座いまし たか。 それ はよう 御座いま 

妻 私が あんなに 心配して ゐ たのに、 電報 をう つて 下さら 

な いのは ひどい ね。 

S それでも お勝ちに な つ たお 祝 ひ やなん か で 御 fllT が し 

かった ので 御座いませう。 

妻 いくらお 急がし いと 云った つて。 處で今 何時 だい。 

乳母 もう 十 時 頃です。 

0 それ ぢゃ、 私 又 出かける からね。 留守 をお たのみす る 

よ 0  . 

乳母 奥 さま、 私が こんな こと を 云 ふの も へんで 御 MiJ いま 

すが、 今日は 一 曰お うちにい らっしゃる 方が およろ しう 

御 墜 いませう。 今にお よろこびのお 客が お見えになり ま 

すか も 知れません から。 

,^ だが 御 約束して あるの だから、 お客さんが 見えたら、 

い、 やうに 御斷 りして おいてお くれ。 

5 それでも。 

妻 もう 何にも 云 はないで おいてお くれ。 私 だって 何にも 

かも 知って ゐ るの だからね。 私の よくない こと も、 旦那 

さまに すまない こと もね、 だが 之 も 前 i 一の 因 51^ と 見えて、 


私 はどうしても あの人の こと は 思 ひ 切れないの だよ。 旦 

那さ まも 碁 許りに 夢中に なって いらし つて、 私が 居ても 

居ないでも 一 向平 氣で いらっしゃ るの だからね。 私 だつ 

て 少し はたの しみ や、 氣 ばらしが なくって はね、 お前 だ 

つ て 私の 氣持 はわ かって ゐて くれる はず ぢ やない か。 勝 

負に 勝っても 私に 電報 一 つお 打ちに ならない 方ぢ やない 

力 

^tt. それ はさう でも 御座いませ うが、 秕 g もうる さう 御 

座い ますし。 

妻 それ は大. W 夫 だよ。 私 だって 馬鹿で はない からね。 私 

が どんなに こ 、ュ へ 来た 當； ir  n 一 那樣を 愛して ゐ たかはお 

前 だって 知つ て ゐたぢ やない か。 私 は どんなに n; 那 さま 

を 愛した つ て、 曰ー那 さま は 私の ことなん か 結 ® すると ま 

もな くお 忘れに なって、 基 許りに 夢中で いらっしゃ るの 

だからね。 いくら それ はお 仕事 だからと 云って、 あんま 

りつめ たす ぎる こ と は お前 だ つて 怒つ て ゐたぢ や な い 

か。 

乳母 それ はさう で 御座いま すが。 

妻 まあ 何にも 云 はないで おくれ。 私 だって 曰： 魏 のい、 

方 だ と 云 ふ - ^ と、 御 仕事に 熱心な - J とを惡 いこと  は 思 

つて はゐ ない。 今 だ つ て 私 は 旦那？； li^ の こと をい つ でも 思 

つて、 今度 だって 毎朝、 每晚、 おかちに なるやう にお 祈 
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りして ゐ たの は お前 だ つて 知って ゐる 通り ぢ やない か。 

だが 私が どんなに 祸 しくく らして ゐ たかはお.！ 1 も 知 つ て 

ゐる 通り ぢ やない か。 いつだつて 家に いらつ した こと は 

ない。 たまに 歸 つてい らっしゃ るので よろこんで ゐ ると、 

又す ぐ 夜 ふかしのお 客 さまで、 ろくにお 話し する 暇 もな 

く、 又す ぐお 出かけに なって しま ふ。 家に いらっしゃる 

問 だ つ て 、 ねる 時 だ つ て； W の 内に あるの は 巷 盤と 碁石 だ 

けなの だからね。 あんな 方が 結婚な さ つたの は まちが ひ 

と 思 ふね。 又 誰と 結婚な さつ てもちつ とも S ら ない 方な 

のが はっきりして、 私 は本當 にがつ かりした よ。 私が 尼 

さんの 生活で も 出來る 質なら それ もい V だら うがね。 旦 

那樣が よりもよ つて 私の やうな 女 と 結婚な さ つ たの は、 

兩 方の 不運；」 つたの だね。 そのく せ 私 は 旦那： 額の 一番い 

ぃ處に はすつ かり參 つ てゐ るの だから、 困った もの だよ。 

n;i が、 默 つて 何か考 へて いらっしゃる 時の あの 淋し 

い 樣子を 見る と、 私 は 死んでも 旦那樣 の ため に 働きた い 

と 云 ふやうな になる の だよ。 すると 且那樣 も、 すぐ そ 

れを 感じて、 二人 は 泣きながら、 許し あったり、 愛し あ 

つ たりす るの だが、 それが 三十 分 も續か な い 中に 且那樣 

は 又？^ ム のこと を考 へて いらっしゃ るの だから、 いやにな 

つてし まふ。 それで は 私 は 出かけて くるから ね。 何にも 

云 はないで、 大目に見て おいてお くれ。 


(女中 あわて k 登 換。) 

女中 1WI 那樣 がおか へ りに なりました。 

妻 え、、 旦那 樣が。 

(吉峰 登場、 女中. 迸 場し) 

^ ぉ歸り あそばせ。 

乳母 ぉ歸リ あそばせ。 

吉峰 子供達 はどうして ゐる。 學校 か。 

# え、、 皆、 舉 校へ ゆきました。 何 か 用で も 御出來 にな 

つたので すか - 

吉峰 あ、、 くたびれた。 (沈 默〕 お前 はずつ と 家に ゐた 

のか、 

妻 え、。 おかちに なった さつです ね。 

吉峰 どうして 知った。 

新？ で a て 知りました。 電報 を 下さらな いので、 今 怒 

つて ゐる 最中でした" 

吉峰 さう か。 俺 は 又お 前 は 家に は 居ない と 思った の だよ。 

m 家に ゐ ない？ 

吉峰 ずっと 家に 居て くれたの か。 

妻 あたり まいです わ。 勝負 はどうでした。 

$ やっと 勝った よ。 敵 も 思った より は强 かった よ。 

# それ はよう 御座いま したね。 

吉峰 昨日 俺が <^4| へ ゆかう とした 時、 一通の 電報が 來て、 
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お前と 上 21： とが ゆく へ 不明に なった と 力 い てあつた よ。 

妻 まあ。 

士 口 峰 ひどい、 い たづ らを すろ 奴 も ある もの だと^つ たよ。 

妻 あなた は それ をお 信じに なった の。 

吉峰 半分 信じた ね。 

妻 まあ ひどい。 

古峰 ひどい の は 俺 かお 前 かね？ たが 家に ゐて くれたので、 

俺 は うれしい よ。 

妻 歸 つてい らしった ので 私 もうれ しい わ。 

吉峰 本當 かね。 俺の つて 來 たの を Hi- て、 お前が よろこ 

ん だと は 思へ なかった よ。 

0 あん まり 不意な ので、、 何 か 事が 起 つたの か と 思 ひ ま し 

たよ。 

古峰 ばあや、 朝躯の sil^ をして もら は、 つかね。 

§ はい。 

吉峰 あんな 電報 をう け と つ て も 俺が 安心 し 切つ て ゐられ 

たら 拖は ど ん な に 幸福が と 思 つたよ。 

0 あなたの やきもちやきの 質が いけな い の です よ。 

吉 峰 お前と 上 岡の 間 を 疑 ふ 方が 馬鹿 だと 云 ふの かい。 

妻 だって 疑 ふこと は 何にもな いぢゃありません か。 

古峰 俺が 氣が ついて ゐな いと 思って ゐる のか。 

妻 それ だ つ て そんな こと はない こと です も の 。 


吉峰 俺 も證據 をつ かんで るる わけで はない から、 倚 ^ は あ 

と はお 前の 心 に ff せる とする よ。 だが その 電報 は 思った 

よりきいた よ。 

# そんな； m 報 を 御らん になって それでも、 おちついて 勝 

負 をな さった のね。 

峰 お前 は 、俺のお ちつかない こと をの ぞん でゐる の か 。 

あなた は 何處か で 矢張り 信じ てゐて 下さる から。 

口 は 調法な ものだね。 

もうあな たと は 何にも 云 ひたくありません わ。 

峰 俺 だ つ て 何にも 云 ひたく はな いよ。 だが そんな 電報 

を 見 て、 すまし た 顔し て 勝負 を しなければ ならない .HI: 分 

が可哀 さう だった の だよ G 

(少し 皮肉.^ 裝 つて) 御 M 情し ます わ。 

(沈 fr) 

々お 私 だ つ て 口惜しい わ。 (f) 

吉峰 なくの はよ せ。 泣かな くった つてい \ ちゃない か。 

電報 は 嘘 だと 云 ふこと がわかった の だから、 それ で い 、 

ぢ やない か。 

妻 本當 にあん まり です わ。 ひど い 人.， っゐ たもの です わね。 

士" 峰 電報 を 見た 時、 俺 はとんで Si りたく 思った よ。 だが 

唬だ つたら こ んな 馬鹿な こと はな いからね。 それ に 俺 の 

今 1{ の 勝負 は あそびで はな か つたから ね。 俺に は 事お の 


男るすな、3^と命;11^ 
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お 無 は ともかく、 その 電報 をう つ た 奴の 氣持は 露骨に 感 

じられ たからね。 條は、 それに まける わけに は ゆかな か 

つたよ。 だが 勝 良しながら も、 さすがに 顯が おちつかな 

いので W つたよ。 やっと 岩に— がみつ くやうな 氣で、 碁 

盤に しがみついて、 勝负 がつ いた 時には 氣絶 しさうな 氣 

がした よ。 

0 本當 に大 へんで したね。 m でせ うかね。 そんな 電報 を 

うつたの は。 

$ 誰かね。 誰か わからな いだけ、 なほ 川 心しない とい 

けない。 お；：： S は 祕密を 据られ な いやう にしない といけ な 

せ (さぐろ やうに 一： ムふ) 大丈夫で すわ。 そんな こと はな 

いのです もの。 

そんな ことがなければ い \ が、 何處に 敵が ゐ るか、 

わからな いこと だけ は 知って おく 方が い. 

# おつかれ になった でしよ。 一寸お 休みに なったら。 

吉峰 あ、、 化 まう。 滞 S を 俺の 室に 敷いて くれ" 

0 はい。 (i^ 場) 

母 登場。) 

古峰 f の W 贲が 出來 たか。 

乳 母 もう ぢ き で 御 匝 い ます。 

S 髓子は 毎日 家に ゐ るか。 


^ 毎日お 出 S けになります。 

峰 さう か。 

母 私 は あなたに 御 同情いた します。 あんまり 御 氣の毒 

峰 そんな こと は 云 はない もの だぞ。 

^ はい、 はい。 (返 場し i うとす ろ) 

峰 すぐ 出かける から 御飯の 用意 はもう い &ょ。 それ か 

ら 子供 はどうして ゐる。 

母 相變ら ずお 元氣で 御座います。 

峰 ,k は 子供の ために 知って ゐても 知らない ふりして ゐ 

るの だから その つもりで ゐろ〕 

^ はい、 はい。 (返 場) 

(^登 揚。) 

蒲 圏が とれました。 

峰 冗は艾 出かけて くるよ。 

何處 へ。 

峰 お 客 ま はり をして くる。 少しで も 早い 方が い. - から。 

そして 又 夜行で 大阪に ゆく ことにする。 

まあ。 お休みに なれば い \ のに。 

峰 一寸 思 ひ 立った こ とが ある の だ 。 

さう です か。 それで はいって いらっしゃい。 

峰 h 岡に あったら よろしく 云って くれ。 
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-i:  m 古 
峰尙峰 


口：^    +ti ： 乂 


和尙 さう です か。 それなら 一 緒に、 話しながら 掃除 をし 

ませう。 

吉峰 氣持 のい、 天氣 です ね。 

和尙 本 當に氣 持が よろしい。 あなたの. がよくな り ま 

したね。 

吉峰 さう です か、 あなたの 顔色 もよ ろしい。 あ、 紅 紫の 

反射です ね。 

和尙 さう です か。 しかし あなた は 今日は 元氣 さう です よ。 

S すっかり 吞氣 になった と： W ふ 方が 本當 でせ う。 今 ま 

で にな つたり、 ムシ ャ タシャし て ゐた - J とがす つ か り 

なくなって しまって ぼんやりして ゐ ます。 

和尙 それ は： 結構です。 

$ あんまり 結構で もありません ね。 自分の 妻が 他の 男 

と あ ひ 引きし てゐ るのに 吞 氣でゐ るなん て あんまり い 、 

事と は 思 へ ません ね。 しかし 吞： 11^ になって ゐる もの を 無 

理 にやき もち を やかう と 思つ ても駄 E です ね。 

和尙 そんな こと は 無理す る 必要 はないで せう。 無理して 

まで やきもち はやく 程の もので もないで せう。 

古峰 さう です かね。 我ながら 吞氣 になった ものと 思 ひま 

すね〕 山と か、 川と か、 草と か、 木と か a てゐ ると、 つ 

ぃ乔氣 になろ ものです ね。 ，淋しい 時 もあります が、 それ 

も靜 かで、 氣 持が わるく はない のです。 子供の こと を考 
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E: 舍の 寺の 庭先。 秋。 和尙 鹿， か 除して ねる。 古峰 も 

^もって 出て くろ。 

85 が 出ます ね。 

一 人で 結構です から。 

い え。 私 も 掃除が したくな つて ゐ たのです。 


はい。 いつお 歸りに なり ます。 

峰 馬 つ！ (赛 の頗ん 打つ) 

何に をな さるの。 

峰 一 寸 打ちた くな つたの だよ。 今度、 なぐりた くな く 

なったら、 又歸 つてく るよ。 

妻 本當 にす みません。 

古峰 何にも 云 はないで くれ。 俺 も 無理 はない とも 思って 

ゐ るの だ。 子供 だけ は 大事に してやって くれ" 

妻 はい。 (何 か 云 はう とする) 

吉峰 お前の 氣持 はよ くわ かって ゐる。 この 氣持 がつ にい 

て くれ、 ばね。 だが それ は 無理 だら う。 お前と 俺との 關 

係 は 前世の 因緣 とで も 云 ふの だら う。 身體を 大事に おし。 

妻 あなた も 御身 體を 御大 事に ね。 

,  1. 幕 I 
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へる と 一 寸逢 ひたく もなります が、 無事にして ゐる さう 

ですから、 あんまり 氣に はなり ません。 

和尙 あなた は 何に が 御 仕事な のです かね。 

小" 峰 別に 何に と 云 ふこと はありません。 

^0 私に はいつ も あなた は 何に か考 へて いらっしゃる や 

うに 見える ので、 何に を考 へて いらっしゃる のかと 時々 

考 へて ゐ ます。 

$ 碁の こと を ll- へて ゐ るので す。 

和 W さう です か。 誰でも 甚の やりた て は、 碁盤が 目につ 

いて 闲る ものです ね。 

S 本當 にさう です。 あなたに あんまりす、 めら れて、 

あなたに 卷を敎 へて いた t いたのが 病つ きで、 この 二三 

日 1^ の ことが 頭に つ いて 困つ てゐ ます。 

和 それで あなた は、 他の ことに 吞氣 になれ たのです よ。 

蘇 を やる と 親の 死に EE にも 逢 へ ない と 云 ひます からね。 

S そんな 話です ね。 

刺尙 あなた は、 今迄 共 A を やった ことがない さう です が、 

中々 たちが よろしい ね" 

さ、 つです かね。 

和尙 御世 辭 ではありません が、 あなた はしつ くり 考 へて 

おやりになります ね。 始めの 人に は 中々、 しっくり 考へ 

る こと は出來 ない ものです。 


さ- 「です かね。 馬鹿の 考へ 休む に 似たり です かれ。 

和尙 あと 二三 年 もお やりに なると、 私と 同じ 位ゐ になる 

でせ う。 

S さう です かね。 あなた は どの位 ゐぉ强 いのです かね。 

和尙 田舍 初段に 三 目です ね。 永い 間 やって ゐ ますが、 中 

中う まくなら ない ものです。 

吉峰 さう です かね。 

和尙 一 つ それなら 碁で もやり ませう か。 

$ しかし.！ めん まり 下手で 面白く おありに ならない でせ 

和 3? 正直な 處、 まあ さう です が、 しかし 研究しながら や 

れば又 面白い こと もあります。 

吉峰 さう です へ2 ね。 しかし 今ョは あんまりい 、御 天氣で 

すし、 まだ 半分 も はきません から、 また あとで 願 ひませ 

う 0 

和尙 いえ、 庭 は 全部 はく 必要 はない のです。 私 は、 はい 

た 庭 もす きです が、 はかない 庭 も 好きな のです。 た 氣 

まぐれに はきた くなる と はくので す。 まあ 私の ひげの や 

うな もので、 不精 ひげ を はやして ゐ ますが、 時々 どうか 

して ひげが うるさくなる のです。 すると はさみで ぶつぶ 

つ 切り ますが 庭 を は く の も それと 同じな の です。 た 氣 

まぐれに すぎな い の です か ら、 いつや めても い- - のです。 
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S しかし 半分 ひげ を 切って あと やめる の も へんで せ 

う。 

和尙 それ は 切り方に よります よ。 

古峰 いくら 切り方に よっても、 ながい 短 かいが 出來 すぎ 

て は 可笑しな もの でせ う。 尤も あなた の，； ハ ひげ は 時々 長 

い 短 か いが あつ て 滑稽な 時が あります がね。 あなたのお 

うは さ を 友達に 聞 い てゐ ましたが 。 

和尙 さう です か。 どんな です。 

吉峰 あなた は大 へん 不精な 方で、 風 なぞ はかま はない 方 

だと 聞い てゐ ましたよ。 そして あの 位 ゐ吞氣 な 方 も 少な 

いと g いて ゐま したよ。 

尙 それだけです か。 

峰 あと 云 ふと 御世 辭 になります からね。 

尙 御世 辭は 至極 結構です。 

峰 それで は 云 ひます が、 あの 位ゐ さとれば 大した もの 

だと 思 ふと 云って ゐ ました。 

和 W そんな こと を 云 ふ 人間 は 利口 ぢ やありません ね。 そ 

し て あなた は それ を 信じ て 、 わざく 來 て 下さった ので 

す 力 

吉峰 さう です。 

和尙 それ はお 氣の 毒でした ね。 

古峰 しかし 來て よかった と 思って ゐ ます。 あなたと あつ 


てゐ ると、 is 際 心が のどかになります から。 

尙 卷の M の やうな ものです ね。 

峰 春の 日の やう だと 思って ゐ ました。 

^ それ は 大した ほめ 方です ね。 巷 をた にで 敎 へて 上げ 

た御禮 です かね。 

峰 まあ そんな 處で せう。 

尙 少し 休んで お茶で ものみ ませう。 

峰 ありがたう。 あなた は < ^に つ い て どう 考 へ ます か。 

碁打ちで 一 生 を を はる 人が あります が、 私 はどう も 男 の 

仕事と して は 面白くな いやう にも 思 ふので すが。 

和尙 それ は 人に よります よ。 あなた や 私なん かはい くら 

暮打 ちに なりたく つたって なれません が、 その 方に 生れ 

つ いた 人なら 蕃打ち も わるく はない と 思 ひます ね。 i:" の 

名人 の 話 なぞ を く と 大した も の だ と 思 ひ ますね 。 近頃 

でも. 一.:n 峰 七お と大 t. 七， の 勝負 なぞ は 大した もの だつ た 

さう です。 吉峰、 吉峰と云へばぁなたとZIじJ^f:ですね。 

その 吉峰 七お は 三 HI 勝った さう です が、 勝つ と m まひが 

し てもう 少しで 倒れさう にな つ たさう です。 もうさうな 

つたら 碁 も 遊びではありません ね。 昔の 勇士の 一 爵の 

やうな 話 をき くやうな 氣 がします。 

吉峰 さう です かね。 それなら 吉峰七 段位ゐ になれば 甚を 

一 生やって もい、 とお 思 ひです か。 
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和尙 わんな に 下手な あなたが。 

$ 私 は本當 のこと を 云って、 多くの 方から 碁を敎 へて 

くれと 云 はれて は 修業の 邪魔になる と 思って か くし て ゐ 

たので す。 私が そ の 吉峰七 段な のです。 

和尙 それ は本當 です か。 それで はわ ざと 下手な ふりして 

ゐ たのです か。 

士" 峰 t.le: な sew 目 まけようと 思つ て 昨日 やり ましたが、 

あなたの 打ち方が 見當が つかない の で隨 分骨が 折れ まし 

た。 

和 W 随分 ひどい 方です ね。 あなた は。 

W 峰 すみません。 他に 仕方がなかった のです。 碁 は 修業 

中斷 たうと 思った のです が、 碁石の 音 を？ くと、 つい 誘 

惑され てし まった のです。 

和尙 それで はこの 町で 、田舎 二 段 だと 云って 威張って ゐ 

て、 私が 三 目お いて どうしても 叶 はない 人が ゐ るので す 

が、 一 つやつつ けて くれません か。 

吉峰 どうも 少し； Si の わるい い たづら です ね。 

和尙 それでも あんまり 意な ので、 親 も 誰か 勝つ 人が あ 

ると い.. 1 と 云って ゐ るので す。 そして 私の 考 では、 どん 

な 人で も その 男に 勝てる と は 一 寸思 へない のです がね。 

士 n 峰 それ は 田\ 苦に どんなうまい 人が ゐ ない とも 限り ませ 

んが、 五六 m 前に あなたと やって ゐた 人で したら、 初段 


それ は 思 ひます ね。 なんでも 名人の 話：： i 面白い もの 

今の 時勢で もです かね。 

それ は あの 位ゐ になれば、 どんな 時 に^れても 碁 許 

り やって ゐ てい」 と 思 ひま すれ。 又 あ 上 K ふ 人 は 變り種 

ですから、 他の こと を やらしたら、 馬鹿 見た やうな もの 

でせ うね。 

さう です かね。 

和 S あなた は大 へん 考へ 込んで しま ひました が、 まさか 

ちに ならう と はお 思 ひ でないで せう ね。 

い：： 峰 私で は駄 31 でせ うね。 

和 W それ はだめ です よ。 いくら あなたがたち がよくった 

つて、 私と さう ちが ひません からね。 

小 私 は 其.？ を やめようかと 思って ゐ たのです よ。 

あそびに やる の は、 やめる 必要はありません よ。 

士：； 睹 しかし 私 はこの 歳して 他の 仕？ "出来ません から 

和 5? 棊 はな ほ大 へんです よ。 

& さう です ね。 今迄、 あなたに かくして ゐ ましたが、 

私は.ぉは^^^^ちなのです。 

和尙 あなたが。 

士：： Sf え、。 
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和尙 私 は 一 寸手を あら つ て來 ます。 

士" 峰 さう です か。 

(和尙 退場。 三 好 登場。) 

三 好 先生！ 

吉峰 よく 來て くれたね。 

三 好 御元氣 らしく つて. うれしく 思 ひます。 

古峰 この 通り 元氣 だよ。 おにい ろく 心配 かけた が、 皆、 

無事 ださう だね。 

三 好 え、、 皆さん 御元氣 です。 先生 は 碁 をお やめになる 

と 云 ふ 奪 をき. - ましたが。 

吉峰 一 寸 そんな 氣 もした が、 のりかけた 舟 だ。 何處 まで 

もやって 見る つ もり だ よ 。 

三 好 それ をき いて 安心し ました。 

S 今やめ て は 恥 だよ。 後 の 名人が 出て 來て、 士 〔峰 

と 云 ふ 奴 はこ んな粗 雜な碁 を 打 つ て ゐた の か と 云 は れ て 

はお だからね。 それに 撲 だって 途中で とまると 云 ふわけ 

にも ゆかない からね。 之から 大いに やる よ。 

三 奸 おうちの 方が 金に 闲っ ていら つ しゃる やうです。 

吉峰 さう かね。 もうこ X に 來て三 ヶ月になる から、 闲っ 

てゐる だら うね。 氣の 毒な こと をした。 

三 好 それで はいつ ぉ歸 りになります か。 

吉峰 それで は今晚 一 緒に たたう かね。 僕 はこ、 に來 てす 


の 力が やっと、 思 ひ ますね。 隨分無 理な こと 許りして ゐ 

ました。 

和尙 さう です かね。 しかし 私が あなたに 碁を敎 へたの は 

痛快で したね。 

S すまない と 思って ゐ たのです。 私 は なんか 打って 

も 始まらな いやうな 氣 がして ゐ たの です。 

和尙 そんな ことはありません。 大いにお やりなさい。 世 

問の ことは^！；？-へ ゃぅにょっ てはなんだっ て つ まりません 

よ。 しかし 人間の 頭が どの位 ゐ まで 動く もの か を、 示し 

て くれる こと は隨分 よろこびで すね。 あなたが 碁 を やめ 

たら 殘念が る 人が どんなに 多 いでせ う。 そして やめて 他 

に 何 か お やりに なれ ォ 千 か 。 

吉峰 さう おっしゃられ、 一ば、 さっきのお 話の や、 つに 馬鹿 

に ひとしい にち が ひありません。 もうこの 齡 ではね。 そ 

れ では 之から 今迄よりも なほ 專心に 碁 を やります か.；；；。 

和尙 さう して 下さい。 

(小 登場。) 

$ 三 好さん と 云 ふ 方が 見えて、 士ロ 峰さん にお 目に か > - 

りた いとお つ しゃ つて いら つ しゃいます。 

さう です か。 

こ. -へ 御 案内した らい X だら う。 

はい。 (退場) 


巧ろ すな. 荘と 1；?；2£ 
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つ かり 氣持 がよくな つ た。 もう. 運命が どんな 石 をう つ て 

來 ようと、 僕は^！：分の考へ た通り石をぅっ て安心してゐ 

られ ると 思 ふよ。 少 くも te 入 や 仳間は 恐れずに すめろ ね。 

それだけ 立派な 石 をう ちた く 思 ふが ね。 運命と 碁 をす る 

の は fg 白い ね。 

「^- W 登場。) 

4 三 好 $r この 方が こ乂の 住職 だ。 いろくお *1 話に 

な o、 導いて いた いたの だ。 

コ 一好， さう です か。 初めてお 目に か k ります」 私 は 三 好と 

云 ふ、 士；！ 峰 先生の § まじ 御 鹿い ます。 

^ ^ さう です か。 初め て 、 お 名前 だ け はよ く 知って ゐま 

した。 

小： "峄 このお 方は大 へん 碁のお すきな 方な の だ。 

和^ そして 私は吉 峰さん に 碁まで 敎へ てあげ た の で す 

よ) はつ はつ は、 士：： 峰さん はたちが わるく つて 少しも 棊 

を 知らない や、 0 な 顔して ゐ るの ですからね。 

一一： 好 それで は 私は乂 弟子と 云ふ處 です ね。 _ 

卜 tf- 和^さん。 私 は 今 晚 おいと ましょう かと 思って ゐる 

0  V にす。 

今晚 はやめて 下さい-" 今晩は 一 つ 盛んに 碁 の 會をゃ 

り ませう。 もう ijn に 案 2： を 出した のです から。 逃げられ 

て ると 35 ひました ので。 


S さう です か、 それで は 今晩は 大いに 遊ばして 敦 くこ 

とに しませう。 

どうも ありがたう 0 

それ か らー つお たのみが あるので すが 。 

なんで， P 力 

一 つ 字 を か い て 戴きた い の です が。 

何とかく のです か. - 

運命と 碁 をす る 男 あり 喝 とか い て 戴きた い の です。 

それ は 面白い 句です な。 すぐ かき ませう。 

(和尙 紙と^ 筘， ^とり 出し、 字.^ かく。 モれ， ^襖に は 

リ。) 

和尙 運命と 碁 をす る 男 あり 喝。 どうも 下手な 字です な。 

吉峰 いや、 美事の 出来です。 ありがたう 1 座い ました。 

(三人 a る。) 

— 幕 11 

第 四 幕 

寺のお r 第三 慕の 翌朝 和尙 ！,^ 一  人て やって 兄乂 ねろ。 

小 ^登場。 

小^ 和尙 さん" 玉 菊さん が來 てお 逢 ひしたい と 云って ゐ 

ます。 
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和お 通して おあげ。 (蕃 石ん^の しない やうに しま ふ〕 

(玉 菊 登場。) 

玉 菊 暫 らく。 

和尙 隨分 なが い 間； g を せなか つ たね。 怒 つ てゐる の か 

と 思って ゐ たよ。 

玉 菊 それ は 怒って ゐま したわ。 

和^ それで 今日は 仲な ほりに 來た のか。 

玉 菊 今日は あなた に W があって 來 たので はない の です 

よ 0 

和尙 それ は い k 御 あいさつ だね。 それなら まだ 怒つ てゐ 

るの か。 

玉 菊 本 當に怒 つ て ゐ ると 思 つ て いら つした の。 怒って ゐ 

ろ いは あなたお やない の。 

刺尙 俺 は 怒る わけはない。 

玉 菊 私 だって 怒る わけはありません わ。 

和尙 それなら なぜ 来なかった の だ。 

玉 菊 來 たくありませんで したから。 

和尙 それで は 今日 なぜ 不意に 來 たくな つたの だ。 

玉 菊 あなたに も 似合 はない 察しの わるい 方ね。 私 は 今 曰 

は吉 峰さん と 云 ふ 方に 碁 を をし へ て 戴きたい と 思つ て 上 

つたので す。 

和 聞いて 見れば 尤だ。 


玉 菊 問 力な い で 見る と。 

聞かない 內は にも SB が あるから な。 

玉 菊 柄に あはない こと は 見と もない ものです よ。 

^.H 本當 にさう だよ。 どうして 吉 峰さん が 來てゐ る こと 

を 知った の だ。 

玉 菊 昨夜お そく 且那が 入し ぶりに 大.. 穷の 方と 見えて、 古 

峰さん のこと を あんまり 皆で おほめになる ので 一 寸來た 

くな つたので すよ。 

ザ W 尙 お前 も 中々 苦勞 したと 云 ふ 話 だね。 

玉 菊 日； 那が 若い 子が すき になった からと 云 ふので すか。 

和尙 まあ、 さう だれ。 

： 十八 菊 それ は 一 時 は 腹 を 立てました がね。 私 だって ：！； じ や 

うな こと をして 來 たのです からね" まあ 自荣 自得た と 34 

つて ゐ ますよ。 

和尙 中々 感心な 心がけ だね。 

玉 菊 一 時 はだ まされて ゐる こと を 知っての ぼせ 上り まし 

たがね。 今ぢゃ 反って 氣 らくに なり ましたよ。 あんな 且 

那 の何處 がよ かった のかと、 今ぢゃ 思って ゐ ますよ。 

和尙 ひどい 奴た な。 

玉 菊 お 互 ひさんで すよ。 あの人 は 珍ら しい 中 だけ 可愛が 

るので すか らね。 今ぢゃ 私の 方から 出て ゆく の を 待 つ て 

ゐ るので すから ね。 向 ふから 逐ひ 出す ことになると、 金 


男ろ す, vlt と if だ;？ 
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が 中々 いります からね。 私 も 初めつ から 長い ことと は 思 

つて ゐ なかった のです よ。 十七の 時から 二十 五の 今日 迄、 

隨分 なが い 方 だ と 思 ひ ますが。 それに 子供 もな い の です 

,A 、つ io 

力、 レ JT 

S 尙 それで 今日は W 峰と 荐を やりた い と 云 ふの か。 

籾尙 それで 出來 たら 誘お でもし ようと 云 ふの ぢ やない の 

かね。 

菊 まあ、 そんな 處 かも 知れません わ。 

和 5? まだ 俺の 云 ふこと は 閱く氣 になれ ない のか。 

sii? そんな 柄に ない こと は 云 はない ものです よ。 坊主の 

色氣 いやな ものはありません よ。 

和尙 ど-つも ひどい 奴た な。 坊主 だ つ て 入 間た よ。 

かみのけ 

それなら 人 問ら しく、 髮毛 をのば したら どう。 

かみ C け 

和お 俺 だって 賓毛 位ゐ、 のばした つてい k と 思 ふが、 し 

かしす りつけ ると、 のばす とうる さいよ。 

玉 菊 搦 身が なれろ と 女なん か 持つ の はうる さい もの ださ 

うです ね。 

和尙 さう かも 知れない が、 さう でない かも 知れない。 

玉 菊 あなたの や 5 な圖々 しい 方はありません よ。 この 前 

なんか、 人 をさん <■ -. -  くどいて おいて、 斷られ て も 一向 

平 氣な顏 してい らっしゃ るので すから、 張り あ ひの ない 


ことと 云ったら。 

和 尙 それなら あ の 時 泣い て 見れば よ へ" つ た の か 。 殘 念な 

、 J と をした な。 水で も W 意し ておいて n につ ければ よ か 

つたの だね。 

玉 菊 あなたの やうな 方 は、 枯木の やうに すまして ゐ ると、 

私 も 感心す るの です がね。 

和尙 闲 つたね。 どうも 枯木になる わけに も ゆかない から 

ォ 

玉 菊 だから 女の ことなん か、 すっかり 思 ひ 切って ゐる方 

がい V のです よ。 

和尙 君の 顏 さへ 見なければ、 俺 はさと りすました 名 僭な 

の だが ね。 

玉 菊 あなたが 私と 一 緒に なったら 町の 入 は 隨分笑 ふでせ 

うね。 

和尙 町の 入に 笑 はれて 見たい よ。 枯木に されて は闲 るか 

らな。 

玉 菊 あんまり 闲 つても ゐな いのでせ う。 

^尙 どっち. た つ て S り もしな いが。 どうも 俺の 贋物が 尊 

敬され てゐる やうで、 い k 氣も しないよ。 

玉 菊 惡ぃ氣 もしない のでせ う。 まあ そんな 話 はどうで も 

よろしい が。 吉 峰さん に 一 つた のんで 見て 下さいません 

力 
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男ろ す;^ 碁と 命述 


和^ たのんで： ：！^ よう。 士：！ 峰さん は.， 連の い k 人た な。 

玉 菊 そんない や 味 は 云 ふ ものではありません。 

和尙 今の 言葉が いや 味に 聞え る や、.，' ぢゃ、 俺の 修業 も 足 

りない と 云 ふ もの だな。 

玉 菊 それなら 今の 私の 言葉 は とり けします わ。 

和尙 とり 消さないで 結構 だよ。 (手 V ^た- - く) 

(小. 併 登場。〕 

和尙 吉 峰さん と 三 好さん に 御用が なか つ たら 一 寸來て 数 

きたいと 云って くれ。 

小股 S はい。 (SS 場) 

玉 菊 三 好さん はどうで もい k のです よ。 

和尙 そんな 露骨な - 」 と は 云 ふ もの ではな い 。 

玉 菊 はい。 

和尙 君 は 隣り の 室に ゐて もら ふ 方が よ ささう だ ね 。 

玉 菊 それなら 隣り にゐ ませう。 (退場) 

(まもなく 士 C 峰、 三 好 登場。) 

S 何 か 御用です か。 

和尙 およびして すみませんでした が、 今一 人の 女の人が 

來て あなたに 一 度 碁を敎 へ て 戴きたい と 云 ふので す。 

+H 峰 上手な のです か。 

和尙 私より 一 寸 上手です が、 まあ その 位ゐな 程度です。 

吉峰 私 は • 寸 用が あります から、 三 好 君に おたのみ しま 


一  せう。 

„_ 和尙 處が 常人 は あなたと 話の たねに やって たいの ださ 

うです。 私の 顔の 立つ やうに して ド さい。 

吉峰 さう です か。 

初尙 それ は 女の人で すが、 もうい、 齡 したみつ ともない 

女な ので、 お 相手な さるの も 御迷惑と も 思 ひます が、 あ 

ん まり その 人が 熱心な ので、 つい 私が ひきうけ たのです 

が、 御め いわくで も。 

士： 峰 さう です か。 それで は お 相手をする ことに しませう。 

和 ありがたう。 H.:i.l? さん， お許しが 出ました よ。 

玉 菊 ありがたう 御座います。 (襖，^ あけて 登場) 

和尙 之が 王 菊と 云 ふ、 この 町で は 有名な 卷の 上手な 藝者 

です。 この 方が 士 = 峰さん で、 この 方が 三 好さん だ。 

玉 菊 初めてお E にか K ります。 今日 は 又 御 無 理な御 願 ひ 

をし まして。 

士" 峰 和尙 さん。 あなた はどう も 質が よくありません ね。 

知尙 あなたに 隨分 なが い 問 だまされて ゐた 仕-返しです 

よ 0 

玉 菊 それで はお 隙 ひいた しませう。 

.f 口 峰 それで はやり ませう。 

(玉 菊石 1^ ならべる。) 

古峰 そんなに 石 をなら ベ て どうす るので す。 


15 るす;^ 5^ と命述 


'2ii 


Vi 和 ik  3£ も • 玉 

H  f.y 峰 す 達 菊 o'tf-  m 


和尙 もう 大變 なのです か。 

玉 菊 私の 方ぢ やない のです よ。 先生の 方です よ。 一寸 待 

つ て 頂戴。 

和尙 待つ の はいけ ない ね。 

玉 菊 それでも 死ぬ の はな ほ 面白くありません もの。 

三 好 先生 は あなたと やって 百 目 まけたい と 思ったら 九十 

七 nn 切り 負けられな い で殘 念した と 云 つてい らっしゃい 

ましたよ。 

和尙 私が すぎて 何處 にう つか 見當が つ かな か つたの 

でせ う。 まつ まま。 

玉 菊 うるさ いぢゃありません か。 一寸 待って 顶 1、 辦、 い \ 

でしよ。 

吉峰 まあ、 いくらでも 待って あげます からお ちついて お 

やりなさい。 

玉 菊 先生 はずる い 方ね。 こ. -は 今度， 私が 石 をう っ處で 

すから、 打たないで 頂戴ね。 い、 でしよ。 

吉 峰 そんな 我 Si を ：； ム ふと やめ ますよ 。 

玉 菊 それならもう 我儘 は 云 ひません。 どうも 先生の 打ち 

方 はへんで すね。 

吉峰 これ は 定石です よ。 

玉 菊 さう すれば もう 生きる のです か。 殺す のに はどうし 

たらい、 のです か。 


それでも この 位ゐ なら ベ な い と 負け ます わ。 

それで は 少し ひどす ぎます よ。 いくら 私で も。 

い、 ではありません か。 私 は あなたが どの位 ゐ、 私 

に 出來な い - J とが おやりに なれる か拜 見したい ので 

私た つて 普通の こと 切り出 來 ません よ。 

まあ、 云 ふ 通り さしてお おきなさい。 

それで はやり ませう。 

(二人 つて 始める。) 

三 好さん。 昨 口 はお かげで 私の is をう つて 戴いて う 

れ しく 思 ひました。 あの は それ は 惚れの 强ぃ です 

が 、昨日 は あなた に 子供 あ つか ひされ て氣の 秦 でも あり、 

痛快で も ありまし たよ。 

三 好 どうも 大人 氣な い 處をぉ 目に かけました。 

あなたと 古峰さん の 勝負に は 皆お どろ い て ゐ まし 

た。 

！ー 一好 私 は 先生に は 今更に おどろき ましたよ。 隨分 長い 問 

先 牛； は をな さらな いので、 昨日 は 勝てる と 思 つて やつ 

たのです が、 矢張り 齒が たちませんでした。 

和 W 私が 敎 へて 上げた からです よ。 はつ はつ は。 

^ -.^ 和^さん。 そんな 大きな 聲を 出さないで 頂戴。 今大 

變な處 ですから。 


212 


男る すな 41； と 命; 1 


吉三玉 三 


初尙 それなら 三 好さん、 あなたと 一 つやり ませう。 

三 好 え >|、 やり ませう。 

.f:n 峰 それで は 一 寸失體 します。 (返 場) 

和尙 どうぞ。 

(和尙 と 一一： 好ゃリ 出す。 玉 菊 兌て ぬた がそつ と W け 出 

る。 二人 氣が つかない。) 

和尙 本當 にあな たは 質が わるいで すな。 かう 云 ふ 時、 ど 

うすれば い k のです。 

三 好 矢張り、 こ V へ 打つ より 仕方がな いでせ うね。 

和尙 さう です かね。 しかし I 度 位ゐ敎 へて 戴いても 助か 

りません ね。 

一一； 好 大丈夫 助かり ますよ。 

和尙 さう です かね。 碁 を やって ゐる とよく 思 ひます が、 

私達の 日常生活 は へ ボ の やうな もの だとよ く 思 ひます 

よ。 見當 つかずに ゆきあたりばったり やって、 ゐ るので 

すから ね。 きて ゐられ るの が 不思議 位ゐ です ね。 おや、 

王 菊の 奴 何處か へ ゆき ましたね。 

一一； 好 さう です ね。 

和尙 あいつ は 古峰さん に 一寸 氣が あるので すよ。 

三妤 それ もい \ でせ り。 先生 も；^ しいです からね。 

和尙 先生の 奥さんて どんな 方です。 

三 好 人 は 非常にい.^ 方な のです がね。 人 を 愛しす ぎる の 


吉峰 それ はこ k に 打 たれない 前に、 こ k にうて ばい、 の 

です。 

玉 菊 どうも 私に はわ かりま せんね。 

古峰 三 好 君、 あと 一つ 君が やつ たら い \ たらう。 僕 は >  J 

んな 相手 と や つ たこと はな い 。 

玉 菊 まあ、 も、 つ 少し 辛抱して 頂戴。 私 だって あなたの や 

うな 方と やった こと はない のです から。 

和尙 そんな 處に うって は 駄目です よ。 

玉 菊 あなたに そんな ことが わかる の、 それなら 何 處に打 

てばい、 のです か。 

和尙 三 好さん、 こ \ がい k のでせ う。 

三 好 其處 では 駄目です よ。 

玉 菊 そら 御らん なさい。 三 好さん こ \ がい、 のです ね。 

好 其處もぉ；^目ですょ。 

菊 それなら 何處 がい- - のです。 

好 こ、 です ね、 先生。 

峰 まあ さ うだらう ね。 しかし 其 處へ打 たれて は 私の 方 

が 死ぬ から EE るよ。 

玉 菊 さう お、 それ はありが たいわ。 

三 好 しかし その さきが 大 へんです よ。 

玉 菊 矢張り まだ 駄 H です わね。 ぉ氣の S ですからもう や 

めに しませう。 


男ろ すん ネ!^ と 命 
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です ね。 すると： iSik へ を 忘れて しま ふ 傾が あるの です ね。 

妻 を：： る と. M: 分が 偽 おの やうな 氣 がする と、 よく 先生 

は 云って ゐ ますよ。 又 何 かかけ てゐ るので はない かと も 

云つ てゐ ます。 瞬 問々 々 に 感情が 八 r.: 部 的に 働 いて、 統 一 

やお 觀念 に、 少しよ わ い 所が あるの か と 思 ひます ね。 

それに iK 生 は あんまり 放 iid 主義で、 守が 多すぎます わ。 

玉 菊と 云 ふ 人 は どんな 人です。 

和 W  い 人ではありません。 楚^の ある、 性 の？ J 和し 

い、 あ、 まふ 稼？ f の 人と して は 珍ら しく 出来の い 、方で 

一 0 

；:: 好 巾々 觀ぢ やありません か。 

初 U わざと キタ ナイと 云って 兑 たのです よ。 

一一： 好 先 生と 昨晚 ねながら いろ/ \ 話しました が、 もう 女 

のこと に はすつ かり 卒業して、 ともかく K^- 打ちと して 立 

つ た 以上 は 、 その 方 に 全力 を つくして 見たい と 云って お 

いでで したよ。 

i!w 一命 は M 處には 仁ぶ して ゐる かわからない もので 

すよ。 昨！：！； 私が， 運命 と^をす ろ Ef- あり なぞと か 、された 

時、 ，告 峰さん は あんな 女が やってく ると は 思はなかった 

でせ う。 

三奸 今、 先^ は 運命と！ t を 打って ゐる わけです かね。 

WW まあ、 さう でせ う。 


三 好 かつで せう か、 まけろ でせ うか。 

和尙 私なら 負けます ね。 しかし ける が 勝ちと 云 ふこと 

もあります からね。 

三 好 先生 は 自分 は 女に 好かれない 質な ので 大いに 助か 

る、 と 昨晩 云って ゐ ましたよ。 女に 好かれて は 自分 e も 

ろ い 人間 もない だら うからな ー と 云 つ て ゐ ましたよ 3 

初尙 しかし 告 峰さん は 安心です よ。 

三 好 私 もさう 思 ひます よ。 

和尙 勝つ て 負ける 人 こ、 負けて 勝つ 人と があります が、 

士： 峰さん は 負けて 勝った ちです ね。 

一：： 好 碁の 方で は 中々 負けません よ。 

和尙 しかし蓮命との^^^；では！^ける事が多ぃゃぅですね。 

私なん か は 運命に 見 はなされて P (け たくと も 負け られな 

いと 云 ふ 人間です ね。 

コ； 好 私なん かも まあ さ 5 云ふ處 です ね。 

(玉 菊 登 換。) 

玉 菊 まだ 碁です か。 先生が 三 好さん に來て くれと 云って 

ゐ ましたよ。 

三 好 さう です か。 (退^) 

(玉 菊 も 行 力う とすろ。〕 

^  HI 菊！ 

玉 菊 はい。 


5  i 


男る すな' 恶と 命運 


和尙 そっちの 勝負 はどうだった。 

.§ 勝負なん かしません わ。 荷物 をつ くるお 手つ だ ひ を 

した だけ。 だけど あの方 は本當 にい、 方で、 淋しい 方ね。 

私 は あんな 人の い k 方 を 知りません わ。 

和尙 それで 矢張り 今晩た つつ て 云って ゐ たかい。 

玉 菊 ぇ&、 今晚 はどうしても 歸る とおつ しゃって いらし 

つ てよ。 

和お さう かい。 

玉 菊 他にも、「御5^は御^3ぃませんの。 

和尙 他に ポ はない • よ。 

玉 菊 それで は ； 寸ぉ 手つ だ ひして 來ま すわ。 

和尙 手つ だ ひして おいで。 

(玉 菊 退場。 間もなく 吉峰 登場。) 

古 1^ 和^2さん。 あなた は ひどい 人です ね。 

和尙 どうしてです。 

吉峰 あんな 女に 逢 はせ るの は 罪です よ。 

§ 私 だ つ て あなたに 逢 はした く はな か つたので すが。 

當 入が 逢 ひたいと 云 ふので すから ね。 

吉峰 私 はこの 二三 日實に 平和な レ 、 氣持 でゐ たの で 、 自 

分で 感心し て ゐた のです。 處が あなたが あの人に 逢 は せ 

たので。 

和 まあ、 私 を 恨む の はよ した 方が い k でせ う。 そして 


あなた は 私に 御禮 をお つし やる 方が 本當 かも 知れません 

よ 0 

吉峰 どうして i< す。 

和尙 ながい n で 見て いらっしゃい。 あなた は 今 はおち つ 

いて ゐ ますが、 家に 歸 つたら どうです かね。 おちついて 

ゐられ ます かね。 その 時、 あなた は 玉 菊 を 知った こと を 

よろこぶ でせ う。 

古峰 私 は 女を斷 ちた く 思つ てゐ たのです。 

和尙 あなたに 女が 平 氣で斷 てます かね。 そして 一 人の 女 

が 好きに なった からと 云つ て 別に、 仕事の 邪魔に はなり 

ません よ。 

古峰 それなら なぜ あなた は 女 を斷 つてい ら つし やる ので 

す。 

和尙 私 は 好んで 斷 つて ゐる わけで はない のです よ。 好き 

な 女に 好かれな いだけ の 話です よ。 どっち だ つ て 大した 

ことではありません からね。 好かれた くっても 好かれな 

ければ それ迄で すよ。 あなたの やうに、 好かれて W るな 

ぞと云 ふの は 少し 卑怯です ね。 それに あなた なんか、 さ 

う 云って は失禮 だが、 女に 好かれろ なんて 滅多にない こ 

とです から- うろた へる の も 尤もです が、 千.；； g の 一遇の 

不平 を 云 ふなん て 云 ふの は、 命と 甚を する ra? とも 兑ぇ 

ません ね。 本當の 棊 では あなたの 足 も とに も 及ばない が、 


男. 6 す も-^ と 命 


玉 古 玉 和 玉 


運命との？^, なら 私の 方が 上手な やうです ね 少 くも 心 の 

なかで は. M: 々よろこんで ゐ ながら、 先入主で 恐れて 見る 

手なん か、 うまい と は 云へ ません よ。 

$ 悟って 兑れば そんな 處 です かわ。 しかし 私 は あっさ 

り出來 ない 質です からね。 

和 W い- -ぢ やありません か。 玉 菊 は あなたに ほれて ゐる 

のです からね。 

$ どうも そんな こレ， -は考 へ られ ません よ。 

知 W 私 だ つ て 不思議な 現象 だ と は 思 つ てゐ ますが、 思案 

の 他です から 仕方が あり ません よ。 それとも あなた の 方 

で 菊 をお m ひ な ら 、 それ は 又 不思議な 現象です が 玉 菊 

に 思 ひ 切らせる より 他はありません が、 あなた もい、 齡 

して 居 るので すから、 本靑を はいて、 成佛 した 方が い \ 

や， つです よ。 私 は 別にお す& めはしな いが、 木 心 をい つ 

は つ て： Hi きて ゐる人 問 を 見る の ははが ゆ いのでつ い 口 を 

出す ので すが 、 自分よ り 下手な 碁打ちの 石のう ち 方が 氣 

になる やうな もので、 默っ てゐろ 方が 骨が折れ ますよ。 

私が あなた. たったら、 今日は 東京へ は歸 りません ね。 

S ぁんまり不^^ですから、 私は考へ て見ませぅ。 

一  週間 も坐禪 をな さったら わかる でせ う。 その内に 

H, 〈菊の 方の 心が か はらない とも 限り ません よ。 人 は 基石 

と はちが ひます から。 


(玉 菊"？ i 場。) 

菊 (和尙 に) ぉ容 さまです。 應接 間 にお 通しし ました。 

尙 さ 、「です か。 (返 場； 

菊 あなた は 決心が お つ きにな つ て 。 

峰 あなたの 來 かたが あんまり 不意な ので。 

菊 私 だって 昨晩まで は 何にも 考 へて ゐ ませんで した。 

昨晩 皆さん の 話 を 伺 つて ゐる 中に、 不意に 私 を 救 つて 下 

さる 方 は あなたより 他に ない と 思った の で 十.。 

吉峰 私 も 自分 を 救 つ て くれる 女 を 一 人 私 か に 求め て は ゐ 

たのです。 しかし それ は あまり 蟲 がよ すぎる のです。 

玉 菊 まあ、 話して 見て 下さい。 

S 笑 はないで 下さい。 私 は 自分の 心が 淋しす ぎる 時、 

自分 の 事 を 思 つて ゐて くれる 女 の 入の ゐ て くれる こと を 

のぞむ のです。 私が 晴の 勝負 をす る 時、 私の ために 祈つ 

て くれる 女です。 それ も 誰も 氣 がっかない 處で。 

玉 菊 そ んな ことなら よろこんでい たします。 

吉峰 それから 私 は、 その 女が 私より 他の 男の こと は 思 は 

な い ことです。 い つも 私の こと を 思つ てゐて くれる こと 

です。 

玉 菊 それ は 私に は出來 ると 思 ひます。 

吉峰 私が い つ 不意に 歸っ て も、 安心して 雨戸が あけられ 

る ことです。  - 
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玉 菊 そんな こと は あたり まいと 思 ひます。 

古峰 それから、 私の 妻に 情し、 姊の やうに 妻 を 愛して 

くれる ことです。 

玉 菊 奥 さまの 方 さへ、 御 承知なら 出來 ると 思 ひます。 

S それから 生活 を 出來る だけ 質素に して、 私の 仕事 を 

愛し、 私の 歸 つてく るの を靜 かに 待って ゐて くれる 人で 

す。 そしてい つも は 快活で、 1; りの 人た ちと 平和に つき 

あって ゆけ る 人で ず。 私の 重荷に ならないで、 私の 仕事 

本位の 生活 を ゆるして くれて、 私の 幸福 を靜か に 望んで 

くれる 人です。 私 は その 入の 住んで ゐる家 と、 その 人の 

生活 を 想像す る ことで 自分の 心が 淸 まり、 行 ひがつ 、し 

みたくな り、 そし て ax=; の 仕事に 專 心に なれる ことです。 

そして 私が 時た ま歸っ て 來ても 不平 も、 嫉妬 も 起さない 

人です。 私 はそんな 女の ゐる こと を 望む ことが、 い k こ 

とか、 わるい ことか 知らないので すが、 そんな 入が ゐて 

くれたら、 自分 は どんなに、 心丈夫で あり、 淋しい 時、 

慰められる だら うと 思って ゐ るので す。 しかし 私 は あま 

りに 自分. K 位な ので、 その 望み を 笑 ふので す。 

玉 菊 あなたの お望み は 私 には大 へん うれしく 思 はれま 

す。 私 は 又 母 や 弟と 靜 か-に 生活して、 何 か 小さい 仕 辜 を 

しながら、 に 出て ゐる 夫の 歸りを 待つ てゐろ 肉 分の 姿 

をよ く 思 ひました。 私 はこの 町 は づれの 川岸に、 小さい 


家 をた て k 其 fel で、 小さい 店で ももつ て あなたの おいで 

を^^ながに待っ てゐ たく 思 ひます。 私 は 人 を 待つ の に は 

なれて. をり ます。 

古峰 店 を 出す のに は どの位 ゐか k るで せう。 

玉 菊 その 御 心配 は 御 無 W です。 私 は 金 は 持っても ゐ ます 

し、 もら ふ 金 もあります から。 その 方 は 私に 任せて いた 

だきたい のです。 た^ 私 は 時々、 月に 一度 位ゐ、 來 てい 

た^ければ うれしい のです。 

士" 峰 それ はくるな と 云っても 來 ますが、 私 はなん たか 話 

が よす ぎ て 信じ られな いのです。 

一一： 好と 隣室から 登？； r) ， 

和尙 吉 峰さん。 そのこと は 御 安心なさい。 玉 菊 は 有名な 

男 ぎら ひの、 堅人な のです から * 旦那 大事に する こと は 

有名な のです。 たどい けな いのは かたす ぎる のと、 なま， 

ざと りのへ らず 口 で 私 をよ わらす  一 J と を 自，： K にして ゐる 

Bi,*/! けで 

三 好 先生、 私 は 今日は 一人で 歸る ことにし ますよ。 お 小し 

がよ すぎる こと を 不快に 思 はれる かも 知れません が、 私 

達 は 先生 を よろこばし たいので すよ。 

吉峰 ょろこばしてもらふ^^格もなぃが、 もう 僕 は 他に と 

る 道 も なくなつ たから、 運命に 導かれる.： IS まで 行つ て 見 

るよ。 


- 5^5すな4!；と命3？ 
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和お 玉 菊、 お前 もうれ しいだら う。 

玉 菊 私 も 之で、 身が おちつきました わ。 

(小 0- SIS- 揚。) 

小份 士ぃ 峰さん、 m 報。 

士" 峰 なんだら う。 電報と 云 ふと ぞっとす る。 (あ 

けて 几ろ〕 よし子 すぐ 歸 つて 下さい。 困った な。 ェ 

キリ ぢ やない かね。 

一一： 好 大丈夫で せう。 

S それ は 御 心^ね。 すぐお 歸り になった らい，^ でせ う。 

士" 峰 それで はすぐ 11 ります よ。 そして iis がな ほったら 

すぐ 又來 ますよ。 なんだ か 運命に 罰 をう け た やうな 氣が 

する。 

和お 大丈夫 そんな こと はない よ。 運命 はそんな に 氣の小 

さい もので も、 祌經 過敏な もので もない。 

S もし 死なれで もしたら。 

三 好 大丈夫と 思 ひます ね。 一寸した 御 Is たと 思 ひます 

ね。 た V あんまり 芳 子さん は 先 牛； に？ fill ひたがって いらつ 

したから。 

玉 菊 § に n 十く 行 つてお 上げな さ いまし、 そして お な ほ 

りに なつ たらす ぐ歸っ て 来て： S 戴。 

士 "峰 きっと 歸 つて 來 ます。 それで は 大急ぎで 支度 をし よ 

う。 大した こと はないだ らうね。 あなた もな ほる やう こ 


祈って ゐて 下さい。 

玉 菊 え、、 一 牛， 懸命に 祈ります わ。 

(和 尙の他 皆 出て ゆく。) 

—— 幕 —— 

第五 幕 

三 好の 家。 森村とーー；好^3,^してゎる。 

森 村 昨日 先生の 處へ 行った が隨 分元氣 だった。 先生の あ 

ん な元氣 なの を 見た の は 初め て だら う。 

三 好 さう だら う。 先生 もこの 頃 は 大？4！ 意 さ。 何しろ、 非 

常な 美人が 先生に ほれた の だからね。 

森 村 さう かね。 そんな 珍談が あると は 知らなかった。 

一一； 好 君 はま だ 知らなかった のか、 先生から 何とも 話が な 

かった のか。 

森 村 なかった。 傑 は 先生 は お嬢さんの SC がな ほった の 

で 元氣な のかと 思って ゐた。 

三 好 それ も よろこび にはちが ひないだ らうが、 二 雷の よ 

ろ こびな の だ。 

森 村 さう か。 

一一： 好 旅行す る やうな 話はなかった かね。 

森 村 あつたよ。 四 五日の 內に又 旅行す ると 云って ゐた。 
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三 好 さう だら う。 先生 は - J の 頃 少し のぼせて ゐ るの だよ。 

無 理 もな い 、 五十 近くな つて 若い 美人に 惚れられた の だ 

からね。 先生に とって は 未曾有の こと だからね。 空前 絕 

後と 云っても い、 よ。 それが 中々 の 美人で、 碁 好きな、 

藝者 なの だから、 おどろ くだらう。 そして； S に 先生の 

1|*福 を 祈って ゐ ると 云 ふの だから 大した もの さ。 

森 村 な んだ か 話が 少しう ますぎ て 不安 だね 。 

コ 一好 だが あの 女なら 信用が おける と 思 ふよ。 藝者 にはち 

が ひない が、 おちついた 女 だからね。 それに 先 iH の 泊つ 

て ゐた 寺の 和尙 さんが 中 々 ひ ら けた 面白 い 人で、 それが 

そ の 女 を 保證し てゐ るの だか らね。 

森 村 さう かね。 道理で 先生 は 珍ら しく 快活な の だね。 女 

の 力って ひどい ものだね。 君 は その 女に 逢った の だね。 

三 好 あつたよ。 先生と 一 緒に、 そして 僕 も 感心した 一 人 

だよ。 あんな 町に あんな 和尙 や、 藝 者が ゐ るの は 不思議 

だね。 もっとも あの 地方 は 美人の 多い 處 ださう だが ね。 

森 村 先生 も隨分 淋しい 時 を 過して 來 たの だから、 今度の 

ことが うまく ゆく とい ゝ ね。 

三 好 うまく ゆ くだらう と 思 ふね。 女 も よろこんで ゐた。 

そし て それ はう そで はなさ さう だ つ た。 

森 村 それ はよ かった ね。 

三 好 先生 も 初めは 不安に 思って ゐ たが、 その 內 すっかり 


の ほせて しまって、 面白かった よ。 あなたの やうな 女が 

何處か にゐて くれる 事 を 夢み て 居た が、 本當に この 世で 

逢 へ ると は 思はなかった なぞと 御世 辭を 云って ゐた。 

森 村 中々 先生 も 隅に おけない ね。 あんな 顔して。 

づ 一好 その 前まで はもう 自分 は 一生 |g 身で ゐる つもり だな 

ぞと 云って ゐ たの だから、 可笑しな ものだね。 

森 村 奥さん は 知って ゐる のかね。 

三 好 反つ て そ んな 人が 居て くれる とい」 と 思 つ て ゐ たと 

云 ふ 話 だよ。 

森衬 さう かね。 尤も 奥さん も 上 岡の こと は 忘れる わけに 

も ゆかない だら うからね。 

三 好 先生 も、 之で 上 岡と も氣 らくに 逢へ る。 あいつ は 中 

中 有 ®f な い 人 問 だ 、なんて 云って ゐ たよ。 

森 村 そり や、 上 岡 は 人 は， ぉノ らしく い ね。 それに 腕 だ つ 

て あるよ。 あいつ は少 くも へんに 憎めない 奴 だ。 

三 好 何しろ： ifcT 世間 的に 云 ふと 少し 足りない 人間に 屬し 

てゐ るから ね。 正直す ぎる と 云 ふか、 赤坊 すぎる と 云 ふ 

か 、 ともかく 惡る氣 の な ぃ述中 だから、 憎み やうが な い 。 

闲っ たもので は あるが、 しかし 今度の ことで 歪な りに 萬 

事よ くいった ので 僕 は よろこんで ゐ るよ。 

森 村 久しぶりに 募 を やらう か。 

三 好 やっても い k ね。 


リ 5 るォ な' tii と 命 aii 
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三 好 どうした のです。 

和尙 あの 玉 菊です ね。 何にも かも こ、 でお 話しして い、 

のでせ う。 

三 好 え、、 どうぞ。 

和尙 あいつ は ひどい 奴で、 すっかり 昨日 は 腹 を 立て まし 

たよ。 

三 好 どうした のです。 

00 まあ 順 を 追うて お 話す ると。 昨日 吉 峰さん からお 手 

紙 を 戴 いたのです。 大へ ん氣持 のい \ 手紙で 私 はすつ か 

り よろ > J んだ のです。 そして 玉 菊への 手紙が 同封し て あ 

つたの で 私 は 大急ぎ で 、 玉 菊 を よろこば してやら うと 思 

つ て 行った 處が、 玉 菊が もう 別れて ゐる はずの 曰 一 那が其 

處に 居る のです よ。 そして 私 を 見る と 大笑 ひして、 玉 菊 

の 計略に すっかり か \ つ てし まひました よと 云 ふので す 

よ。 何の ことか わからな いので、 聞いて 見たら、 玉 菊 か 

ら旦郝 にわか れ話を もち 出した ら、 旦 那が 今更に 玉 菊に 

未 ：1 が 出て しまって、 旦那が 平 あやまりに あやまって や 

つと 玉 菊の 御機嫌が なほった と 云 ふので す。 私 は 隨分人 

を 馬鹿に T るに も 程が あると 思つ て . 玉 菊と さし 向 ひで 

逢 はして くれと 云 ひましたら、 王 菊 は、 和尙 さんに はす 

みません が、 私 は あの 時 は 本 氣に吉 峰さん のお 世話に 一 

生なる つもりで したが、 今 はもう そんな 氣は 少しもな い 


(：1； 好 想ん. -ひ A...i せろ。 森衬 先手て 打ち 始めろ。 一二 

奸の^^-登場。) 

^ かう：； ムふ 坊さんが 來て、 あなたに 一 寸ぉ！ y にか k りた 

いとおつ しゃい ますが。 

三 好 (名刺 を 見) さう か。 一寸 待って くれ 給へ。 さっき 

話した 和 £r が來 たの だよ。 何の W か 知らん。 

0: 好.^ お返^。 まもなく 三 好和尙 VJ- つれて 登場。) 

！ー： 好 よく 來て くれ ましたね。 

(三 好の 妻 iw^.^ もって 來 て。) 

^ どうぞお 敷きに なつ て 。 

ありがたう。 それで は失禮 します。 

僕の 妻です。 

初めまして。 

この方は森村^^で告峰先生の撰と兄弟弟子で、 至つ 

て：. ぜ b  くな 友達な のです。 

WW 初めまして。 

0 今おう はさして をり ました。 

和- W さう です か。 

一；； 好 今度 はどう も 先生の ことで いろく。 

和- 3 三 好さん。 それで 資は來 たのです がね。 大變 困った 

ことが 出来て しまって、 私 はどうし てい \ かわからない 

ので 御 相談に 上った のです が。 
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の です。 夢が さめた やうな ものです。 とかう 云 ふ 2 です 

から、 私 も 腹が立って、 思 はす 玉 菊 を 打た うとし ました 

が、 自分の 頭の 手前つ い こら へ て 家 をと び 出して、 思 は 

ず 泣き ましたね。 私 は 自分が 失戀 しても 笑つ てす ませる 

だけ の .t"- 業 は つ んでゐ たのです が、 今度 だけ は 私 はすつ 

かり 參 つてし まひました。 私 は本當 に、 苦 峰さん になん 

とお わびして い、 の かわから なくなりました。 吉 峰さん 

から あんまり よろこんだ 手紙 を いた e いた あとな ので 

ね。 

11 一好 それ は 本當に ひどす ぎます ね。 玉 菊って そんな 人と 

も a- えませんで したがね。 

和 何 私 も そんな 女と は ifl- にも 思はなかった のです。 尤も 

私 は 少し 女に あまい 方 かも 知れ ま せんがね。 それ に 今 だ 

から y 直に 云 ひます が、 私 は あの 女に ほれた ことがある 

ので、 なほ 賈 ひかぶ つた かも 知れません。 しかし 今にな 

つて 玉 菊 を 買 ひかぶ つて ゐた では 吉峰 さんに すみません 

からね。 私が 餘計な こと を 云った のがよ くないので、 私 

は吉 峰さん に 顔 を あはせ る资格 もない やうに 思 ふので 

す。 吉 峰さん の 手紙で は 四 五 a の 内に 私の 處 へいら つし 

やる やうに かいてあった ので、 ともかく 事資 をお 知らせ 

する より 仕方がな いので やって 來 たのです が、 どうした 

ら よろしい かね。 私は吉 峰さん に 手紙 を かいて 持って は 


來 たのです がね。 手紙 だけで はすまない ので、 あやまり 

に來 たのです。 

1 一一 好 それ は大 へんで したね。 しかし 今 も 森 村 とも 話し 

てゐ たのです が、 先生 は それ は 玉 菊に 逢 ふの をた のしみ 

にして いら つ したの ですからね。 隨分 およわりに なると 

思 ひます ね。 

和尙 御尤もです。 私 もこん な ことになら うと は 夢にも W 心 

はなかった のです。 どうも 私の  一 のしく ぢ りで、 何と 

も 申し わけがない のです。 

三 好 さう お つし やれば 僕 だ つ て责 任が あります。 あの 電 

報 さ へ 來 なか つ たら、 苗 2事 よくい つ てゐ たか も 知れ ませ 

んね。 

和尙 それ も 今と なって はわ かりません。 玉 菊が 日 一 那を愛 

し て ゐる の は本當 らしい の ですから、 ロー 那の 方から 未練 

が 起ら れては 一 寸闲 るので すが、 その 方 は 大丈夫の やう 

な こと を 王 菊が 云 ふので、 尤も 吉 峰さん の 御手 紙が もう 

四 五日 早かったら、 どうにか ならな いまでも、 菊 はも 

つ と 責任 を 感じたら うと 思 ひます がね。 

(三 好の 妻 登場。) 

妻 先生から 御 雷 話で、 之から 御 伺 ひして い i かとお つし 

やつ ておいで 、す。 

三 好 來て 戴く ことにし ませう わ。 どつ せお 知らせし なけ 
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れ ばなら ない のです からね。 先生の あの 話が 駄 rH になつ 

たさう だよ。 

m まあ、 それ は 本當、 ぉ氣の 毒です わね。 それならお 待 

ち し て をり ますと 御 返事し て おきます よ 。 

一：； 好 あ \ 

(ーー；好の^^*.返換。〕 

和 W 私 は士" 峰さん が來 たら、 となりの 室に ゐ さして もら 

ひます。 そして この 手紙 を い：： 峰さん にお nc にかけ た 上で、 

お ひする 方が よければ お 逢 ひした く 思 ひます。 かう 云 

ふこと は 手紙の 方が い」 と 思 ひます からね。 手紙 はこん 

な 風に かいたので すがね。 一 つ 問いて 戴きます かね。 資 

はこの 手紙 を 出さう と 思つ て かいたの です が 、 書 い て 見 

たらこつ ちへ. S 分で 来なければ、 わるい やうな^ がした 

のです。 それで は よんで 兑 ますから。 

11; 好 どうぞ。 

和 W  (^紙ん i む」 「前略、 S 寧の み S. します。 S はこの 

手紙 はどう かいてよ ろしき や、 私に はすつ かり わからな 

いのです、 どうお 詫びして い、 やら、 私に はわから ない 

ので。 はお 手紙 を 戴き、 大 よろこび いたし、 早速 玉 菊 

の處へ よろこばしに 參 りました が、 私 はすつ かりお どろ 

き、 うろた へ、 腹 を 立て、 どうしてい & かわから なくな 

り、 あなたに なんとお 詫びして い > かわから なくなり、 


今更に 自分の 不明 を 悔い て をり ますが、 事.； K は いかんと 

もしが たく、 どう 申して い、 のか わかり 申さず、 生れて 

始めて 今度 はま ゐ りました。 一 言で 云 ふと 玉 菊の 日； 那が 

玉 菊に 急に 未賴を 起し、 H, 〈菊の 要求 を 全部 入れた ので、 

菊 はすまして n: 那の 手に 歸り、 私の 處には 何の さた も 

なぐ、 平氣な 節して を りました。 私 は 思 はず 玉 菊 をぶ 

ちた くな りました が、 坊主の 手前 や つ とこら へ ました。 

あんなに 二 ブイ 女と は 思 はず、 又 そんなに 無 資 任な 女と 

思はなかった のが、 私の 一生の をち どで、 何とも 申し わ 

けがな く、 こんなに 心ぐ るし ぃ氣持 は 何年と 味 はった こ 

となく、 中し わけす る 言： .¥、 おわびす る 言 M もな く、 

侃へ に 恐； おし、 あやまります。 あなたの 御氣 持が わかる 

ので、 自分の 無責任 を if く 恥 ぢてゐ ます。 こんな 恥辱 を 

心の底から 感じた こと は-今迄に ないやう に 思 ひます。 さ 

すがの 吞氣 もの も、 今度と 云 ふ 今 Sj{ は、 自分の 出しゃば 

りすぎ たこと を 後悔して、 本當に 穴に 人りたい 氣 もちで 

ゐ ます。 右 御 •& 事 迄、 頓： tiE 再 拜。」 どうも 他 にかき やうが 

ない の です。 隨分吉 峰さん をお よろこば しする ことが 出 

來 ると 思った のが、 私の 一 生の しくじりでした 。そして 他 

人 の 責任まで 持 つ た 罪 は 助か り やうが な い と 思 ひ ます。 

三 好 しかし あの 場合、 あなたが す k めない だって 結 El^ は 

同じ ことにな つたで せう。 あんまり その は氣 にな さら 
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ないで い、 でせ う。 

和尙 それでも 吉 峰さん は J:^ を 信用し 切って ゐて 下さる の 

で。 

三奸 しかし やむ を ません。 すんだ こと はすんだ ことで 

す。 先生が あまりお まゐ りに ならな い > J と を 願 ふ 許り で 

す。 

森 村 本 常に 御 氣の裔 な 先生 だね。 

三 好 先生 はま ゐり 切る 方と は 思 はない が、 今度のお よろ 

こび 方が、 異樣な だけ、 私は氣 になる のです。 

动尙 私が いけなかった のです。 柄に なく 女に 同情したり、 

士；； 峰 さ ん に 同情し たり、， 始終お 逢 ひ出來 て 碁を敎 へ て 戴 

ける なぞと 思った ので、 すまない こと をし ました。 

森衬 本當に 先生 は 女 蓮の わるい 方 だね。 

和尙 とも か く 私 は > J の 手紙 を-あなた にお 住せして おき ま 

すから、 い \ やうに 願 ひます。 私 は 一 寸散 歩して 来ます。 

f の 室で ぬすみ 問 きする の もい やです から、 吉 峰さん 

は 通 を 出て どっちから いら つ しゃいます。 

三 好 右の 方から いらっしゃいます。 

和尙 それで は 卑怯です が、 一寸 散歩して 来ます。 

一一； 好 どうぞ。 

(和 尙、 n; 好 退場、 一一： 好 夫 まもなく 登場。) 

妻 どうも 闲 りました ね。 


三 好 厄介な ことが 出来た もの だ、 だが 仕方がない。 

森 村 あんまり 話が うます ぎる と 思った よ。 

三 好 だが あの 場合、 勢 ひがさう 來てゐ たからね。 そして 

女の 云 ふこと は 嘘ではなかった の だからね。 それに 女の 

こと だと、 つい 理想化し たくなる からね。 それに へんに 

調子が よかった の だから。 

妻 男の. 方 はすぐ 自惚れになる から、 いけない のです ね。 

三 好 さあ、 さっきの 勝負で もやって 居よう。 その 方が 先 

生 の 顔 を 見ずに 話が 出來 るから ね。 

森 村 それなら 始めよう。 

(基.^ 始めろ。 赛 返？， r) 

三 好 和尙 もす つかり 閉口して ゐ たね。 

森衬 人の よさ さうな 人 だね。 

三 好 一 寸 調子の りの、 野 狐 禪と云 ふ處が あるが、 人 はわ 

るくない。 先生 こそい & 面の 皮 だ。 しかし 參り 切って は 

可お さう だ。 

森衬 先生 もい >s して、 女に さう 惚れられ ると 思 ふの が 

まちが ひだね。 

三 好 それ は、 妻の 言葉で はない が、 誰でも 自惚れと 云 ふ 

もの は ある もの だからね。 先生 だって 碁で は 日本 一 の つ 

もり だからね。 それに あの 顔に も， 萬 ざら 自信が なく も 

ない の だら う。 心 ある 女が 見る と美し く 見える 顏だ 位ゐ 
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にね。 

森 i« だが あの 顔 はわる く はない ね。 

§ 男に はす かれて、 女に は 好かれない 顔 だね。 たまに 

は 例外 も ある も の と 思 つたが、 矢張り 駄口 たったの は、 

おひ 飛の 卞 たね】 

0 先生が いらつ してよ。 

一一 一好 さう か。 

(小：：； 峰 登場。) 

S 屮々 勉强 だね。 

0 ぇ&、 久しぶり にやって 见 たのです が、 相手が 相手 

で 本緘に はなれません。 

S さう かわ。 森 村 は 少し は强 くな つた かね。 

森衬 大いに 强く なりません ね。 

S 强く なった のかと 思ったら、 ならない のか。 

森 W 一 一月 や 三月で めきく 進む 齢 は 通りす ぎました ね。 

S 今から それで は闲 るね。 二月 か 三月た てば、 君の 齢 

なら まだ 進んで い、 はず だが。 

三 好 先生、 森 村 はたし かにす、 みました よ。 自分で は氣 

がっかな いでせ うが。 

古峰 それ は 大いに 有 ST たね。 まあし つかり やっても， つ は 

なければ ね。 


三 好 お 譲さん もす つ かりお よろしくな つ てよう 御麼 いま 

したね。 

S 本當に 一 時 はどうな るかと 思った よ。 瀧 子と よく 泣 

いた もの だが、 よくな り だしたら、 めき/ \ とよくな つ 

た。 僕 も 今度 は祌樣 と： W ふ もの はこの 世に ある も の だ と 

思 つ たよ。 祈り と 云 ふ もの は 馬鹿に出来な い と 思 つ たよ 。 

二； 好 本當 にょう 御座いました。 

古峰 僕 も 死なれたら どうしようかと 思った。 いぢら しく 

つて、 僕が 歸 つた 時 は それ は よろこんで くれて、 少しも 

僕 を はなさな い の だから、 い ぢ らしくて 闲っ た。 

三 好 さう でせ うね。 あなたが いらっしゃらな いと、 おう 

ち も 火の 消えた やうな もの ですからね U 

吉峰 それで 僕 は 今晚、 あす - J へ 行かう と 思 つ て ゐる の だ 

よ。 今度 は 一 寸 行って すぐ 歸 つてく るつ もり だが ね。 又 

留守のことは离事^；-にたのむょ。 僕 は 君と 和尙 さんに は 

何と 云って い、 かわからない 程 感謝して ゐ るよ。 女 一 人 

で ， J ん なにまで 氣 持が か はる もの か と 今更 に お どろく。 

淋し さなん か、 どこかへ 行って、 うれしい 穴 H 想 許りが、 

起る のに は 自分な が ら愛 想が つきる ね。 齡甲 §{ もな い と 

思 ふが、 この 道た け は 別 だと 思った よ。 君 は 何 か 和尙さ 

ん にこと づけ はない かね。 

三 好 和尙 さん はさつ き來 ましたよ。 
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S さう か、 和尙 さんが 来たの か、 それで どうした。 な 

せ^^はその こと を 云はなかった。 

三 好 つい 苏に 夢中に なって ゐ ましたから。 それに和^^さ 

ん はなんだ かすつ かり 參 つて ゐ ましたよ。 

古峰 どうして だい。 あの 和尙 さんでも 參る ことがあ るの 

かね。 寺で もお ひだされ たの かね。 

三 好 そんな ことで はない のです。 あなたに すまない、 實 

にす まない、 お 逢 ひする 力 もない と 云って、 この 手紙 を 

あなたに も 見せて くれと おっしゃって でした。 

吉峰 玉 菊の こと を 何 か 話して ゐ たか。 

三 好 え \ 

吉峰 まさか 心が はりした と 云 ふので はないだら うね。 も 

しそんな こと. が あったら。 (手紙， かわけ て だま つ て i む) 

三 好 和 さん は、 なんだか 大變 すまなが つて ゐ ました。 

(古峰、 i みつ 々泣-き 颜 Li なろ。) 

士" 峰 三 好、 この 手紙 を て くれ、 俺 はどうしたら い、 の 

だ。 之で もぢ つと して 辛抱し なければ ならない のか。 俺 

の 内の 力が しなびて ゆく や うだ 。 

三 好 御尤もです。 御尤もです。 

古峰 だから 俺 は 云 はない ことではなかった。 俺 は あの 和 

に 馥 人に されて しまった。 あの 和尙と あの ギ； 菊と がぐ 

るに なつ て 俺 を廢人 にして しまった。 このうら み と 侮！^ 


を はらして やらな い では 我慢が 出来な い 。 今にな つ て 、 

や む を 得な い 、 あきら めろ と は どの 口から 云 はれる の だ。 

和尙か - J  、 にゐ たら 俺 はなぐ つ て やる 處だ つ たが。 

(和^^登揚。) 

和尙 御尤もです。 どうぞ 思 ふ 存分な ぐって ド さい。 

古峰 よしな ぐれないで、 (なぐらう として やめろ) 和 £1 

さん、 あなた は本當 にあの 女 を 信じて ゐ たのです か。 

和尙 え、、 恥 かしい 話です が、 信じて ゐ ました。 私 は あ 

の 女の 不幸 を 同情し すぎた のです。 そして あの 女 を もす 

くって やりた か つたの です。 私 も あの 女 を 愛し て は ゐた 

のです から。 つい 買 ひかぶ りすぎ たのです。 しかし 今に 

なって 云 ひわけ はしません。 どうか 思 ふ 存分、 ぶって 下 

さ い。 あなたの 信 相 を うら 切 つ た の です か ら。 

古峰 打つ て あの人が か へ つ てく るなら ね。 私 は あなた を 

信 川し て 安心して ゐた のです。 こんな U にあ は される と 

思 ひませんで したから。 

和尙 御尤もです。 御尤もです。 

吉峰 おかげで 私 は 極！^ から 地獄に おち ましたよ。 私 は 

鹿でした。 他 入 を 信じ 切る なんてね。 どり せ 他人 は 他 入 

なのです からね。 

和尙 馬鹿つ！ (古峰.^ なぐろ〕 わからずや。 

三 好 あなた は 何 をす るので す か。 氣 でも 狂った のです 
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か。 (和 w が 又な ぐらう とすろ の あわて，^ とめろ) 

と お 互 ひに 见合 ふ、 和 尙先づ 大^。  i 。んど 

同 昨に 古 蜂 t 火 芡.。 し 

—— 幕 11 

(二 四、 一 二、 九) 
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登場人物 

いろく。 澤山。 

黑 幕の 前。 作 * 登場。 

作 者 作者が 出し やばる と 云 ふの は 甚だ 照 白くな いこと で 

御 趣い ますが、 舞臺 が出來 上る のに まだ 十分 位ゐか 、 る 

さう で、 もう 時間が 来て をり ます。 それで 十分 程し やべ 

らして 戴きます。 私 は 芝居 を かくの が道樂 です が、 舞臺 

の 規則 なぞと 云 ふ もの はまる で 知らないので、 た^ 簡 白 

ければ い、 と 思って ゐ るので す。 しかし 面白い もの を か 

いて iw さんと 一 緒に なつ て 夢中に なって よろこぶ と 云 ふ 

こと は 中々 むづ かしい ことで、 私 もさう 云 ふ も の をい つ 

かかき た い と 思つ て 十 何年 心がけ てゐ るので すが、 どう 

もうまく かけない のです。 今度の もの は、 自分で は 少し 

は 面白い かと 思って ゐ るので すが、 あてに なりません。 

皆さんに 見て いた i.- いて わるい 處は なほし、 そして 一 つ 

面白い 芝お をつ くり 上げて、 皆さんと 一緒に よろこびた 


いと 思って ゐ るので す。 もし 私の が、 ものに なって をり 

ませんで したら、 どうか どなたでも よろしい から 一 つう 

んと 面白い もの をつ くって、 日本人 は 勿；！、 全世界の 人 

間の こらず を、 よろこばす やうな もの を か い て數 きたく 

思 ひます。 私の 力 は 足りない かも 知れません が、 皆さん 

の 力 を 私 は 見 かぎりた くないの です。 も うぢき 始めます。 

少し 馬鹿 々々しい 出 M 目な 處も あり ますが、 し ば らく 御 

辛抱 を 願 ひます。 最後まで 辛抱 づ よく 兄て 下さる 方に は 

何ん のために こんな もの を かいた か、 おわかりになる だ 

らうと 思 ひます。 それでもお わかりに なりませんでした 

ら、 家へ おかへ りに なって 三日 程お 考 へ 下さる とわ かる 

だら うと 思 ひます。 皆 さま は^い 方です から。 (^がな 

ろ) それで は 之から 始めます。 

(舞 臺眞 。し 

聲 太陽！ 出て 来い。 

太陽 は， 'い。 

(急に あかるくな リ、 太陽 赤の 衣，^ 着、 黑の 衣の 星.^ 

五六 人 つれて 登揚。 皆 sir) 

太陽 私 は 太陽であります。 本當の 太陽に は 耳 も 一一 一一 〔 獎もぁ 

りません。 た^ 恐ろしい うなり 聲. たけであります。 人 

に は 開えない の は 仕 合せで 御 iij います。 私 は 本當 の 太 g| 

ではありません。 本當の 太陽が こんな 處に 出て 来ました 
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ら、 $2 さん は燒 け-死んで しま ひます。 この 立派な 劇場 も 

やけて しま ひます。 第； 球が あめの やうに なったり、 

がすの や、 つに な つ たりし て 、 と て も 人間 なぞ は 歩く  -  J と 

は 出來 ません。 私が 本當の 太陽で ない 事 はお 互 ひに 仕 合 

せで 御 蹈 います。 私 は 一 人の 詩人の {Ah 想に あら はれた 太 

陽に すぎない のであります。 (まう けの 席 1! つく) 

0 月！ 出て 来い。 

月 は-い。 

^n, ,:: ぃ戎 tf 支那 風の 衣，^ 着、 ぅォ 赤、 水色、 ぬの 

衣， i-li? た Ei-,^ 五六 人 つれて 1^: ぶ I。 ゆ：；、 女の 方 i るし か 

刀 私 は 月で 御歷 います。 本當の 月で は 御座いません。 本 

常の 月 は いくら 小さく も、 この 舞臺の 上に は 入り切れ ま 

せん。 それで 假 りに 私が になった のであります。 私 は 

なりたく はなかった のです が、 是非 なれと 云 ふので なつ 

たのであります。 私が 月ら しくな くと もどう か 私 を攻擊 

しないで 下さい、 罪 は 私に はない ことに 約束して 參 つた 

のです。 (扇 て 顔 わ ふ ざながら まう けの 席に つく) 

太陽 お 月さん。 

月 なんです。 太 さん。 

太^ い、 處 でお？^ ひしました。 

刀 本. 〔おにお 久しぶりで すね。 ぉ變 りはありません か。 


太陽 え、、 相 11 ら ずです。 今日は 久しぶりに 地球の 話 を 

しませう。 

月 え、。 いたし ませう。 

太陽 地球と 云 ふ M は、 私の 祕藏っ 子で、 あれ を 見て ゐる 

と 返 屈し ません。 

月 本當に 地球 は 面白い 星です ね。 ？ も あれ は 大好きで す。 

見れば 兑る程 面白い。 殊に 夜の 地球 は、 私大 好きです。 

太^ 夜の 地球。 私 は晝の 地球き り 見た こと はない のです 

が、 夜の 地球 なぞと 云 ふ ものが あるの です か。 

月 あります とも。 夜の 地球 は 责に而 ，：： いものです。 靜か 

で， 美しく つて、 神秘で、 まるで 一 色に 兑 えます が、 其 

處に又 夢の やうな 美し さがあります。 そし て 人間 達 は ご 

く 少しの 他 は晋、 深い 眠りに おちて ゐ ます。 

太陽 それ は本當 です か。 

月 本當 で， とも。 そして 町々 に は あかりが とぼり、 小さ 

い 星の やうに その ひかりが 弱く. か V やくの を兑 ると、 人 

間て 可愛らし いもの に 思 ひます ね。 

太陽 へ ー。 私 は 地球 を 出来た 時から 見て ゐ ますが、 そん 

な 界を 見た  一 ^ とはありません。 

月 それ はさう です。 あなたが 地球 を 見る と 地球 は晝 にな 

るので す。 そして、 いろ の あかり は 消えて しま ふの 

です。 そして 人間 達 は 起きて 働き 出す のです。 
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太陽 入 間て よく 働 くもので すね。 

月 なまけて ゐる もの も隨 分あります よ。 

太陽 だが 働いて ゐる もの、 方が 多いで せう。 働かな けれ 

ば 食へ ない わけです からね。 

月 いや 働かないでも、 金 さへ あれば 食って ゆけ ます。 

太陽 その 金 は 働かなければ られ ない のでせ う。 

月 いや 働 いて 得る 金 は. こく 少しです よ。 何に かわけ の わ 

か らな い - J と をし て ゐる うち に 金 を うん/. \ ためる 人 も 

あります よ。 

太陽 さう です かね。 だが よく 働く 動物な のに は 感心し ま 

すよ。 尤も 働かないで 食つ て ゆく に は敏が 多す， きます が 

月 何しろ 人 問て、 へんな ものです ね。 

太 ^ あな た は 人間 は 好き で す か 。 

刀 すきです。 隨分 いやな 奴 も、 馬 な 奴 も、 ゐ ますが ね。 

それ 以上 殺し あったり、 同 じ 人間 を隨分 ひどい 目にあ は 

す 奴 も ゐ て 、 人 間 は 今に どうなる かと 思 ふ ^も あり ます 

が。 大體 はすき です。 あなた は どつ です か。 

太陽 僕た つ て すきです よ。 あいつ の 生命が 全部 的に 生き 

たら、 すばらし いこと を やります よ。 見て いらっしゃい。 

今に 人間の 內の 生命が 全部 生きる 時が 来ます からね。 

月 そんな 時が 来たら 人 問 は 一 人の こらず、 K くな つて、 
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；! き 太 太 


太 n# 太 ii.f- 太 [,Tf- 


詩人 せ^,^ して) 初めまして。 

月 とんでもない、 を どり をお 見せし ました。 

誌 人 いえ、 いえ。 5^に、 S はに お 立派です。 

太陽 詩人に 酒 を やれ。 贺 金の 杯 を 持って来い。 

a  _ はい。 

太陽 詩人、 ぃ、^^に來た。. この§-はどぅだ。 

詩人 相變ら ず贫乏 で闲 つて をり ます。 

太^  a 乏は 詩人 にっき もの だ さ うぢ やな い か 。 

詩人 つきもので もどう も g ります。 { ^飛 を 食っても 生き 

て は をれ ません から。 

隔 人 て あはれ な もの だな。 食へ ない のか。 

人 どう にか 食って は をり ますが 。 

^ それならい  > -ぢ やない か。 

入 どうも 時々 闲 るので す。 さっき も隨分 W つて ゐ たの 

です。 しかしい くら 考 へたって 金 はとれ ない ので、 あな 

た 方 の - J と を 夢見 て ゐた のです。 その 內金 の 一 J と は 忘れ 

てし まひました が、 ど-つも 內にゐ ると、 妻に 泣き ごと を 

云 はれる ので 閉口し 切って ゐ るので す。 

太 腸 闲 つた 奴 だな。 

月 お子さん は 何 入 あるので すか。 

^！^人 五 入 御座います。 

刀 それ ぢゃ大 へんです ね。 


詩人 本 當に大 へんです。 子供の 可愛い こと は 非常です が。 

月 詩 ぢゃ金 はとれ ない のです か。 

詩人 とれません。 

太陽 詩 は 食へ ない もの かね。 俺の 祕藏っ 子 も 食へ な いぢ 

ゃ闲る だら う。 

詩人 闲 ります。 どうにか ならない ものです かね。 

太陽 金と は、 俺は緣 がない からな。 

(虽 1、 黄金の 杯に 酒，^ 入れて 持って くろ。〕 

人 ありがたう 御 趣い ます。 (のみほす) 

^ どう だ。 

人 すっかりい、 氣持 になって 來 ました。 

m 滿足 か。 

人 この 上 金が あったら 満足 以上です が。 

^ 闲 つた 奴 だな。 お 月さん あなた は 金 を もって ゐ ます 

か。 

月 いや そんな もの は 持って ゐ ません。 

太 il 誰か 金 を もって ゐる 奴はゐ るか。 (間； 誰もない の 

か。 お前 はどう だ。 

S 二 もって をり f: せん。 

太陽 どうも 仕方がな いな。 人間て 餘計な ものが いるもの 

だな。 そして 他の 人 問 は！ $3 金 を もって ゐる のか。 

詩人 持って ゐる もの も 少し はゐ ますが、 大部分 は 持って 
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詩 太 詩       太       詩       太 B" き 太 詩 太 詩 太 5 ォ太 


太 rof  X   a ォ  ^  n=f  ^  o  f  ^  6  J  ' 


ゐ ません。 

陽 それで 食へ るの か。 

人 金 をと るた めに 皆 働いて ゐ るので す。 

^ お^ g は 働かない のか。 

人 私 は 働きた くと も 働け ない のです。 

陽 どうし て 。 

人 誰も やとって はくれ ません。 

、 、 、 

陽 やと ふと はどう 云 ふこと だ。 

人 一寸 說 明が 出来ません。 

陽 それで はお 前 は 人間に 生れた - J と を 後悔し てゐる の 

力 

人 後悔 はしません。 しかし 人間の 世界が もう 少しよ く 

なつ て くれたら と 思 ひます。 

陽 よくなら ない のか。 人間 は 自分の 世界 を.： H 分に 都合 

よくつ くる 力が ある はず だ。 

人 しかし 中々 さう うまく は ゆきません。 

隙 働かずに 食 ひたいの か。 

人 自分の したい 仕事 をして、 食って ゆけ る やうに した 

いのです。 少 くも 一 曰に 三 四時 間 働けば、 あと は 自由 を 

たのしめる やうに したいの です。 さう なれば 實に うれし 

いのです。 しかしい つの ことです か。 

太陽 人間 は 思った より 馬鹿な もの だな。 


詰 人 馬鹿な やうで 利口で、 利口の やうで 馬鹿です。 愛想 

をつ かして 見る と 中々 い >* 方面 を もって ゐ ます。 しかし 

信 ffl して 見る と 實に 馬鹿な 方面 を もって ゐ ます。 救 はれ 

ない と 時々 思 ひます が、 しかし 人間の 内に は 自分 を 救 ふ 

力がない こと はない と 思 ふので す。 

太陽 それ はさう だ。 人間 はたし かに 自分の 力で 自分 を 救 

ひ S£ る。 

人 しかしい つの ことです か。 

陽 あと 二三 千年 だら う。 

人 二三 千年。 隨分 さきの 話です ね。 

m なに 二三 千年なん か、 また、 く 間にく るよ。 

人 さう 早く 来られて は 困ります よ。 

陽 V 一、 つして。 

人 それでも 私達 は あと 四 五十 年 は きられ さう も あり 

ません。 一 一三 千年が すぐ だったら 四 五十 年 は 一 瞬間です。 

陽 それ はさう だね。 しかし 人間に とって は 四 五十 年 は 

わりにな がい 年月 だら う。 

人 すぎて 見れば 一 瞬 問です。 

^ お前 は 今い くつ だ。 

人 四十です。 

^ 生れて 今迄 一瞬間 か。 

A 一瞬 問の やうで も あり、 永遠に 生きて 來 たやうな 氣 
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詩お 太 月 


HtF         otF  X   Hif 太 5ォ 入 aJ- 太 5 ォ 太 a ネ太 5# 


もします。 

太陽 それ 見ろ。 四十 年 は 人 問に とって 短い 年ぢ やない。 

^！^人 だが 苦しんだ あげく、 まもなく 死. にと つ 》 かれて 

苦しみぬ いて 死ぬ こと を考 へる と あまりい、 氣は しませ 

ん。 

太陽 それなら 人間に 生れた こと は 不服 か。 

^人 不服に 思った つて 仕方が ありません。 人間が 苦情が 

云へ るの は 人 問にたい して だけです。 しかし 人生に はた 

しかに よろ こび も あり ます。 半; 命が 內 にもえ 上る 時の よ 

ろ こび、 そのよろ こび を 味 はふ 時、 私 は；. i 足します。 だ 

が 人 問に は それに もお とらず、 悲しみが 與 へられ、 又 苦 

しみが 與 へ られて をり ます。 

太^ 悲しみ や、 苦しみ、 僕に はそんな 言葉の 意味が わか 

らな いが。 いやな もの ださう だな。 

詩人 あなた は 悲しみ や、 苦しみ を 知らないので すか。 本 

太^ 知らないよ。 誰か 知って ゐ るかね。 お 月さん、 あな 

たは 知って ゐま すか。 

知りません。 

^ 他の ものた ち はどう だ。 

^ 知りません。 

人 それでた いくつ はなさらない のです か。 


太陽 返 屈なん か 知らない。 常に 滿ち 足りた 心 もちで 生き 

て ゐる。 

人 ！？ 1： 梁の 心 もちです か。 

陽 まあ。 さう だね。 - 

人 何の 心配 もな く。 

陽 あたりまい。 

人 死滅の 恐怖 もな く。  ■ 

陽 あたりまい。 

人 生きて ゐる よろこび だけ を 感じ て 。 

陽 それ も 意識せ ずに 一- i 足し て ゐる。 

人 うらやましいで すね。 

陽 死ねば お前 達 も 私達の 仲間になる。 

人 です けど、 私 は 死にたくない のです。 

陽 あはれ な 奴 だ。 

人 私 は 自殺す る もの を よろこびません。 

陽 誰も 自お、 しろと は 云 はない。 

人 生きられる だけ 生きる こと。 それ は 人間ら しいよ ろ 

> 」 びです。 そし て 死ねば あなたた ち の 仲間入り を自 つ と 

する。 それ も わるく はありません ね。 

太 わるく はない さ。 

詩人 だ が あな たに は 人間の こ とが 本當 に は お わ かりにな 

りません。 .一 伩の 世界が わからない やうに。 
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太^ それなら 月に はわ かる か。 

詩人 お 月 さま も 月の ない 暗夜の こと は 御存知 ありませ 

ん。 

月 私の 知らない^ 界 * そんな ものが あるの か。 

； Is- 人 あなたが 地球 を 一 番 よく 御らん になる 時 は、 月夜の 

時です。 

" それ はさう かも 知れません ね。 私 も 私の 見た 佌界 きり 

知らないので すね。 

詩人 お 日 さま も、 お 月 さま も 自分の 見られる 世界き り 御 

存^ありません。 しかし 私達 人間 も、 又 動物 も 植物 も、 

あなた 方が 見て 下さる の で 生きて ゆけ るの です。 あなた 

方が 見て 下さらなければ 私達 は 生き て は ゐられ な い の で 

す。 

巧. 私なん か、 何の 力 もない のです。 

入 そんな ことはありません。 あなた も 私達に は 大した 

力 を もつ ておいで 、す。 あなたが 居て 下さらな か つ たら 

どんなに さびしいで せう。 その上 地球の いろ/, \ の もの 

にあな た の 影響 は資 に澤山 あり ます。 お 日 さまに はお か 

な ひに ならな くっても。 

HT さ-つで すかね。 あなた は 嘘 はっかないで せう。 しかし、 

人間 は、 滿 足し て 生きて ゆけ な いもの です かね。 

詩人 悟った 人は滿 足して 生きて ゐる さう です が、 私達 は 


いろ/ \ の cz にあ ふこと で、 いろ/ \- の 感じ を 抱きます。 

そして 時には 滿足 もします が、 反對に 時には ど. つして い 

いかわ からな い 悲しみ や、 とてもた へ られな い^ 痛に 應 

倒されます。 人間の 祌經は 敏感す ぎます。 尤も それで 入 

問 は 生 々 し て ゐられ るの です が、 感じが にぶくな つたら 

人間 は 生 々 は 出来な いでせ う。 

月 私達に はそんな 氣持 は、 しっくり わかりません。 

太陽 僕に も わからない。 悲しい とか、 痛い とか 云 ふの は 

どんな も のか わからない。 

月 どうしてい、 かわからない とか、 とても 耐 へられない 

とか 云 ふこと も 私に はわ かりません。 

太陽 俺に も わからない。 

詩 入 それ は あなた 方 は i! 兀 全に 生きて いらっしゃる からで 

す。 當然、 必然、 自然の 道を步 いてい らっしゃ るからで 

す。 そして 天の 法則に 背かずに 生きて いらっしゃ るから 

です。 しかし 下界に 生きて ゐる もの はちが ひます。 

太^ さう かな。 どうちが ふの だ。 

詩人 彼等 は 運命に 支配され ますが、 その 蓮 命は氣 まぐれ 

です。  ゝ 

太^ 運命が 氣 まぐれ だ 。運命 は必 然なも ので はない のか。 

詩人 少 くも 我 々の H か ら 見た 下界 を 支配し て ゐる蓮 命 は 

氣 まくれです。 


千: の 命.' i:. 
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太^ それ ぢゃ闲 る だら う。 

人 だから 闲 るので す。 

お もし 私 建 の 運命が 氣 まぐれ だ つたら どう でせ う。 

太陽 si と 星 はた クず ぶっかる だら う、 そして 宇宙 は揮沌 

たる もの になる だら う。 

=: それで は 下界 は 始終 ごたくして ゐ るので せう ね。 人 

B 會も。 

f5 人 さう です、 人 ii は 他の 動物より 智慰が ある だけな ほ 

關 係が 複雑に なり、 こん がら かり、 なほお： A ひに 衝突し 

あ ふので す。 

太陽 とても 想像が つかない な。 だが 人 問の にある 命 

は お ：な； ひ に 調和す る やうに 出來 て ゐる はず だ 。 

詩人 しかし 其處 まで 目 ざめ て ゐる人 問 は 實に少 いので 

す 。 大部分 は で た ら めな， 運命に 支配され てゐ るの です。 

太 SI さう かな。 人 問の こと は 僕達に はわから ない よ。 

詩人 あなたた ちの 生活が 私は實 に羡 やましい のです。 あ 

るが ま 、 に (1 足し て いらっしゃる、 まよ はない 生活。 

太陽 ャ； W やまし がられる こと もない が、 僕達の 生活に は 迷 

ひ はない。 

人 迷 ひの ない eilt9、 私 は それ を のぞんで ゐ るので す。 

太 3 忸れ ばい、 の だら う。 

詩人 だが 中々 悟れません。 又 梧り 切りたくない 所 も ある 


の で す。 人 問ら しいよ ろ こ びが 、 私 を ひき つける の です。 

太^ 人間ら しい よろこびと は どんな もの だ。 

詩 人 一 寸言 葉で は 云へ ません が、 男女の 愛と か、 仕事 を 

する よろこび とか、 .HI 分 を i: 兀 成さし て ゆく よろ - 」 び や、 

自然 に 接す る よろこび など、 又 いくらでも あるで せう。 

太陽 さう かね。 俺 は 人間と； K ふ もの を もっとよ く 研究し 

て 見たい の だ。 一 つ 人間 仲間 を も、 つ 少し よんで 來て、 人 

問と 云 ふ も の は どんな もの か、 俺達に 見せ て くれな い か 。 

詩人 それ は 巾 々 むづ かしい ことです。 人間 は 一人々々 ち 

が つ た 性格 と 蓮 命 を もって ゐ ます。 

太陽 いや、 さ-つ 云 ふく はしい こと は 知りた く はない。 お 

月さん あなた も 見たい でせ う。 

月 え-、、 是非 もっと 人間の こと を 知りた く 思 ひます。 

詩人 それで は 無理と 思 ひます が、 人間の 一端で もお 目に 

かけ ませう。 あと は 察して いたどく ことにして。 

太 是非 さう して もら はう。 

詩人 それで は 私の 友人に 役者が ゐ ますから、 それ 等 をよ 

び 出して、 一 つ 人間と はこん な もの だと 云 ふ有樣 を 演じ 

させて お 目に かけ ませう。 しかし- 「まく ゆけ はよ ろし い 

がう まく ゆかない かも 知れません。 

太陽 出来ない こと をし ろと は 云 はない よ。 

詩人 それなら 仲間 を よんで 来ます、 そして 私が かいた 「人 
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き 間が あると は、 何んでも 生かしたがる ものな のです。 

そして あとの こと は 知らない のです。 死ぬ 奴 は 勝手に 死 

ね、 苦しむ 奴 は 苦しめ、 生きる 奴 は 生きろ、 よろこぶ 奴 

は よろこべ。 とさう 云 ふ 奴です。 

月 苦しむ もの は氣の です ね。 

太陽 あなた もちと 人間 かぶれし ましたね。 

月 人間て 同情心の 强 いもので すか。 

太 gi 吞 il^ な 程度に お い て は 同情心 を もつ てゐるゃ，^です 

よ。 だが 知れた ものです ね。 しかし 人間と 云 ふ 奴 は 苦し 

んで平 氣と云 ふわけ に は ゆかない のです から、 苦しんで 

ゐる人 問 は、 .ほ 分 達 を 苦しめる ものと、 戰 ふだけ 戰っ て、 

自分 を 幸福に しょうと します。 人間 は それで 救 はれる と 

僕 は 思つ てゐ るので すよ。 だが 今の 人間 はま だ 駄目で せ 

う。 

月 氣 まぐれの 蓮 命に 引つ ばり ま はされ て は いくらた つて 

も 幸福に はなれな いでせ う。 

太陽 人間が 本當に くな り 協力 すれば、 人 ii の 運命 は氣 

まぐれ ではなくな るで せう。 人 問の 支配 を 運命が うける 

やうになる でせ う。 僕 は 人間 を賈 ひかぶ つ てゐ ろか も 知 

れ ません が、 人間の 素質の 內には それだけの 力が あると 

思つ てゐ るので す。 

月 それなら 今の 人間 は K くないので すか。 


間」 と云？^、 ごく たわいな いもの をお 目に かけ ませう。 

陽 それなら お前の 友達 を よんで 來て ほしい。 

人 承知し ました。 

^ おい、 烏 出て 来い。 

はい。 (三本足の^！？^？^場) 

^ この 詩 入 を つれて 車に おのせして、 下界へ 行って、 

この 詩人の 仲間 を 車 にの せて 來ぃ。 

0 はい。 

(詩人と. お 退 揚。) 

太陽 人間に 生れな くって よかった。 

月 本當 です ね。 人 問に 生れな いのは よう 御座 い ました。 

太陽 氣 まぐれの 運命に ひつば り 趣され て、 あっちへ ぶつ 

かり、 こっちへ ぶ つかりし てあげく の果、 苦しみ 死に k  、 

死んで しま ふ。 何が 其處 にと り 柄が あるので せう。 

月 それでも 人間に 生れたい 人 も あるので すね。 

太陽 つい 牛； れ るので せう。 

月 それ でも 生れた  一 J と は 後悔し な い と あの人 は 云って ゐ 

ましたね。 

太陽 後悔し ないやう に、 つくられて ゐ るので せう。 自然 

と； K ふ 奴 はぬけ 目の ない 奴です からね。 

月 自然 は 冷酷な ものな の です か。 親切な も のた の です か。 

太 Si どっちで もない のです。 生命力に あふれて ゐて、 す 
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太陽 まだ 人間の 力が 充分に 生きて ゐな い の です それで 

生きる のが やっとの 人間が 多 いのです。 又 他人 を 利用し 

て 得 をしょう と 云 ふ 人間が 多すぎる の です。 

月 ともかく 人 Si と 云 ふ もの はおとな しい、 瞳 病 ものの や 

うです が、 一方 隨分殘 おで、 無情で、 意地 わるです ね。 

太 腸 何しろ まだ 力が 充分に 生きないで、 いぢけ てゐ るの 

です。 そして 小さい 世界の 内に 入り こんで ごた/ \- やつ 

てゐ るので す。 時々 見て ゐて、 人間 程い やな 奴 はない と 

思 ひます ね。 一 思 ひに 殺して やったら さつば りする とね。 

しかし 一人々々 の 心の なか を：：^ て やる と 可愛 さう にもな 

り、 同？. 出来る ものです。 平和に 生きて ゐる 人間 も 多 

いやう です が、 隨分氣 の 毒な 人間 もゐ ますから、 僧む わ 

けに は ゆきません。 

月 本當 にさう です。 私 は 時々 人 問が 可哀 さう になります。 

(詩人、 監哲、 男女 俳優，^ 十二 三人つ れて 登場。 大きな 

箱，^！^ が 二人ても つてく ろ。 皆 太陽と 月に 敬醴 する。〕 

人 つれて It りました。 

m 早かった。 (俳優 達：. i) どうも 御 苦勞 さん。 

0 お招きに ぁづ かり 光榮に 存じます。 

碟 それで は 早速、 見せて もら はう か。 

0 畏 こまりました。 

人 舞？  は 之で はせ まいだら う。 


監螫 少しせ まいね。 

詩人 それで は 誠に 恐れ入り ますが、 もう 少しお さがり を 

願 ひ ます。 

太陽 よしく  > 

(： 太陽 や 月た ち、 もとに 席. ^うつす。) 

監督 それ ぢゃ すぐ 始める ことにしよう。 

誌 人 一寸 衣裳 をつ けます 間、 お待ち 下さい。 

„ 俳優 達 箱，^ あけ 各 rtl 自分の 衣裳.^ とり出す。) 

太陽 よし -(^a 

詩人 なんでもい、 から、 どうせ わかり はしない の だから、 

い 加減で い 、 だら う。 その 着物の ま \ でい、 だら う。 

(皆大 さわお」， かや リ ながら 着物.^ つけろ。) 

督 椅子 を 三つ 程 ほしいが ね。 

人 よしく。 椅子が 三つ 程 ほしい さう です。 

陽 椅子 を 三つ もって 来い。 

.H い。 

(Br 三人 椅子 * ^とりに ゆき、 赤く ぬった， 椅子， もつ 

てく ろ。) 

詩人 ありがたう、 ありがたう、 之で い、 か。 

監督 結構々々。 

(i^ 子.^ 舞 臺の眞 なかに 三つなら ベる。〕 

監督 自然 はこ k に。 
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(自然。 岩の やうな 風ん-して 頭から 布.^ かぷリ _ 欲 だけ 

出して ねろ。 指定され た 席に つく。 上手の 子。) 

監督 祌樣。 どうぞ こんに。 

(神様。 中央の 椅子に 腰かける。) 

監督 惡魔 はこ、 に。 

(？ 宽。 下 1.^ の 席に つく。 詩 入 出て ぉ辭镞 し。) 

詩人 一 寸說明 さして もら ひ ます。 - J  、 に をり ますの は自 

然で 御座います。 自然と 云 ふ もの は どんな 形 をと つ て あ 

ら はして い k か、 無形、 無色、 無味、 しかも、 あらゆる 

もの を產み 出す 力 を もつ てゐる もの。 形に あら はすの は 

無理です が、 かりに これ を， Hgi といたし ます。 次に をり 

ますの が、 祌 機で 御 1- います。 神樣 も兑た 方が あります 

かどう か。 > J の 神？ i は 人間界に お い て 想像され て をり ま 

す 祌樣の 姿に よりました。 次ぎに をり ますの が、 惡 魔で 

御座います。 之 も 私 は 見た わけで はない のです。 之 も 入 

間によ つて 想像され た 姿に いたしました。 ぉ曰樣 や、 お 

月 さま や、 お 星 さまが 御 になったら さぞ 赞； 5f な もの と 

御らん になる でせ う。 又 人間と 云 ふ もの は、 神 一 IS も惡魔 

も 人間の 姿 以外 に は 考 へ ら れな いこと を あはれ に 思 はれ 

るかと 思 ひます が、 大目に見て ほしく 思 ひます。 之から 

は 各自、 自分で 自ヒ 紹介いた します。 (ぉ辭 儀す ろ」 

自然 わし は 自然 ぢゃ。 人間 共 はわし を 冷酷な ものと 思 ひ 


をる。 しかし わし は 冷酷な もの ぢ やない。 わし はま だふ兀 

全ぢ やないだ けだ。 わし のつ くった もの にも 旣に 完全に 

な つ たも の が あろ 。安全 になら うとし てゐる もの が ある。 

完全になる 見 こみな く 亡び ゆく もの も ある。 天上界 も わ 

しからう まれた。 わしの 法 训に從 つ てすな ほに 生きて 滿 

足して ゐる もの それ は大 上界 ぢゃ。 太陽、 月、 n 生 はわし 

につ くられた ま、 で 滿 足し てゐ る。 だ が 下界 の もの は、 

わしが つくった にはちが ひない が、 彼等 も わしの 法則に 

從 つて はゐ るが、 其 處には 極樂も 地獄 も ある。 平和 も 職 

、 亂も ある。 生みの 苦しみ も、 死の 苦しみ も ある。 下界で 

は 山水、 岩石、 彼等 はわし につ くられた ま. -で滿 足して 

ゐる。 な 木 も 決して 自分の 蓮 命 を 嘆かない。 動物に 至つ 

て 、 平和と 生 の 喜び は 苦痛と 死の 恐怖に m されが ちに な 

る。 しかし 彼^ はわし を 批評し ようと はしない。 彼等 は 

い か に^ 酷な 運 〈5 にやつ けられて、 なきさけぶ とも S! 命 

を 呪 ひもせ ず、 わし を 呪 ひもし ない。 そして 祌ゃ惡 魔 を 

うみ 出し もせず、 運命の 魏 弄に ±u じる- 生 意 M なの は 人 

問ぢ や。 彼等 はわし を 蔑し、 或る もの はわし を I 亦の か 

たまりの やうに 思 ひ、 わしに 抵抗す るの を だと 心 て 

ゐる。 彼等 はわし のつ くった 法則で はせ じ ら れ ないで、 

何 か 他の も の をう み 出さう として ゐる。 そのく せわしが 

やった よろこび だけ は 出來る だけぬ すみと らうと する。 
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わしの 子で あるが、 わしに：： かう と 常に 心がけて ゐる子 

だ。 そして fil 分の 力 を 買 ひかぶ りすぎ てゐ る。 そして 少 

しで も 都合の わるい ことがあ ると、 わしの せゐ にして 逃 

げ ようとす る。 だが 彼等 はこの わし の 手から はの がれる 

- J と は 3 來な いの ぢゃ。 わしの 許し を ，に 彼等に 何が 

出來 る。 わしの 恩と、 わしの 意志 を 尊敬す る こと を 忘れ 

る 人間 共よ。 罰 をう ける ぞ。 

# 次に ひかへ た 私 は祌樣 である。 私 は 入 問に よってつ く 

り 出された もの だ" だが 私 は 事 .货 は 自然の 一部に すぎな 

い。 人 は 私 をない 處 につく つたので はない。 ある 處に 

つくった。 私 は 人 ii から 生れた が、 US. に 自然から 生れ 

た。 私 は 人 ii を 支配す る もの だが、 人 問が 望む 程、 まだ 

萬 能で はない。 私の こと を 本へ S に 知らない もの は、 私 を 

萬 能 だ と 思 ひ , そし て 人間界に お 、 J る あらゆる 不幸 を 私 

のせ ゐ にして 私 を 呪 ひ、 私 を. &定 する。 だが そんな 處に 

私はゐ ない、 私が ゐ るの は 人間が 萬 能で はない からだ。 

人 il が 不 {元 全 だから だ 。 人間が 不幸に お ち 入り やすい か 

らだ 。 そ のく せ 人間が i 元 全 を 目 ざし て 進まう とし て ゐる 

からだ。 人 W の 不幸 は 私の せゐ ではなく、 私 を 信じない 

もの 、せゐ である。 私 を 半： み 出す 力の ない もの、 せゐで 

ある 。 先 全な も のに は 私は不 W な もの だ。 不完全 の 域 か 

ら脫 する 意志 を まるで 持たない ものに も 私 は 不用な もの 


だ。 心に 理想 を 持たず、 あこがれ を 持たず、 全體と 調和 

して 生きた い と 思 はぬ もの に は 私は緣 のない もの だ。 入 

問の 内に 私はゐ るの だ。 私 は 人間の 神樣 であり、 人間が 

完全 を 欲する 所から 生れた。 私 は 人間の 愛から 生れ、 人 

類が 全部 的に 生きた が る 意志から 生れた。 私に 愛される 

こと は 人類に 祝され、 よしと 見られる 心 を もち、 又 その 

ゆ！？！ を 歩く 時に 限る。 私に 導かれよう とする もの は、 人類 

に 祝 される 心 の 持ち 主になる こ とが 必要な の である 。 

0 次に ひかへ た 俺 は惡魔 だ。 人間 は 俺 を 呪 ふが、 俺 を 

愛して ゐ るの だ。 人 問 は 俺の 奴隸 になりたがって ゐる。 俺 

は 人間の 心の、 つちに 神と 一 緒に 住んで ゐる もの だ。 だが 

多くの 人間 は祌ょ り は 俺の 云 ふこと をき く、 その 方が 面 

白い からだ。 醉 ふこと が 出来る からだ。 あとの こと は. ど 

うで もい、」 他人の ことなん かくそ^へ だ。 快樂こ 萬 

能 だ。 酒と 女 こそ 人間の 最もつ よいた のしみ だ- 俺は自 

然の 1^ 完全 を 利用し、 人 問 社會の 不完全 を 利用し、 又 人 

間の つ くり 方の ： 小 { -兀全 を 利 S し、 人 問 を何處 まで も 落 

_ させよう とする もの だ。 俺 は： 干 和と 勤勉 を 嫌 ふ。 は あ 

一 くどい もの、 病的な もの、 無情. 冷^、 慘酷を 愛する C 

人 問の 生命 を 不健全に し、 破壊す る 傾向の ある もの の こ 

らずを 愛する。 健全な 本能 を； i 足す る だ け で は 俺 は 満足 

i をし ない。 なるべく 病的な 域に 人間 を 落し 入れる のが 俺 

I 
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の 仕事 だ。 そして 自分の 生命と 他人の 生命 を 破壊し つく 

す もの こそ、 俺の 愛すろ 弟子で ある。 さあ、 俺達 三人の 

中の 誰が 一 番 多くの 人間 を ひきつけ るか、 勝負 をして 見 

よう 0 

.HE 然 よろしい、 勝負 をし て 見よう。 

S 誰か 人間が くると い、 な。 あ、 やって来た ぞ。 

(靑年 一一： 郞登 湯。 神の 前：， i 跪づ く。) 

三 r 恥 神樣。 私 はどうし たらい \ のです。 私達の 兄弟の 爭 

ひ は 益々 はげしく なります。 弟 達 は太郎 兄さん を 殺した 

がって をり ます。 太郎 兄さん は 何ん と 云つ て も 改心して 

くれません。 弟 達が 自分 を 1^ しにくれば 逆さま に^し て 

やる 許り だと 云って ゐ ます。 私 は どっちの 味方 にもつく 

事が 出來な い の です。 そして 兩方か ら 敵の ま はし 者の や 

うに 思 はれて ゐ ます。 私 も 太 兄さんに 腹 をた てる 事 は 

あります。 しかし 次郎 兄さん や、 他の 弟 達の やうに ムキ 

になって 太郎兄 ざん を やっつけようと は 思 ひません。 そ 

れ に次郞 兄さん も 僕 は 信用して ゐな いのです。 しかし こ 

の 儘に ほったらかして おいたら、 恐ろし い 事が 起る に 違 

ひありません。 私 は太郞 兄さんに も 忠告して 見ました。 

次郎 兄さん その fis にも 注意して 見ました。 しかし 誰 

も 聞かう と はしません。 そして 怖ろ し い 方に 向つ て^ 一ん 

で ゆきます。 私に はどうし てい、 かわからない のです。 


神 お前に わからな いこと は 私に も わからない。 

三 節 私は實 際闲っ てゐ るので す。 其處 へ ゆく と、 太郎兄 

さんに しろ、 次郎 兄さんに しろ、 その他 四郎 にしろ、 五 

郎 にしろ、 六郞 にしろ、 七郎 にしろ、 少しも 迷 はずに 生 

きて ゐます 0 太郞 兄さん は何處 まで も 金 をと る こと を考 

へ てゐ ます。 そして 贅澤 なくら し をして 少しも 恥ぢ ませ 

ん。 そして 次郎 兄さん や 四郞、 五郎、 七郞 は太郎 兄さん 

を 憎み 切つ てゐ ます。 そして 太郎 兄さんの 早く 死ぬ こと 

を のぞんで ゐ ます。 太郞 兄さんが 死ねば、 自分 達 は 金 持 

になれ ると 思つ てゐ るの です。 次 郎 兄さん は in: 分の 金に 

なれば、 皆に 公： 干に わける といって ゐ ます。 しかし、 太 

郎 兄さんの 金 だって 一 つか 二つの 家庭 をた もてば 少し は 

餘裕が あるか も 知れません が、 皆で わけたら、 その 金 は 

知れた ものです。 勿論、 それだけの 金で も ほしいに はち 

が ひないで せう が、 しかし 才、 te? 兄さんが 自分の もの にな 

つたら、 皆に わける か、 どうか は 私 は 信用し ません。 し 

か し 皆 は 信用し てゐ るの です。 勿-,?, 私が 次郞 兄さん の 味 

方 をし な いのは、 次郎 兄さんが 金 を くれさ 5 もな い から 

ではない のです。 私 は 兄 を 殺す ことに 反對 なのです。 そ 

れに 兄の 一人子 も 一緒に 殺す こと を 計 S してる るので 

す。 そ し て 五 人殺し や、 三人殺しの 泥 の 記， をよ むと、 

次 郎 兄さん 達 は太郎 兄さんの 一 家が さう 云 ふ 風に やられ 
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ると い 、 の だが と 次郎 兄さんと HI 郎とは .ss しあつ て、 へ 

んな笑 ひ をす ろので す。 その 笑 ひ を 見ろ と ぞっとし ます。 

何げ なく 云 ふので すが、 其、 處にー 一人の 根性が あら はれる 

のです。 そして 六郎は 一  BS; がわる くつ て太郞 兄さんに 

ぉ世辭 つかって、 何ん とかうまい： をす ひ、 そして 次郎 

兄さん 達の かげ 口 を 太郞兄 さんに げ 口 したり、 太郎兄 

さんの かげ 口 を次郎 兄さんた ちに 知らせた りする の で 

す。 私 は その ii にたって 何にも 出来ない のです。 私 は ど 

うして い 、かわからない のです。 神-採、 本當 にどう した 

らい， 、のです。 太郎 兄さんが 改心して、 他の 兄弟た ちの 

こと を 少し 5^,- へ て くれる とい  の です が、 さう すれば せ 

め て 五郎、 七郞 は^ 動の なか に まき - J まれずに すめ る と 

思 ふので すが。 

(太郎 と 六那登 揚。) 

太郎 さう か。 そんな こと を 云って ゐ たか。 

六郎 あすこに、 三郎 兄さんが ゐ ます。 三郎 兄さん は實に 

陰險な 人です。 

太^ 一一 一郎！ お前 は 何に して ゐ るの だ。 早く 行って 働い 

てこい。 畑の 革 を 様が とらな い ので、 作物 は 全滅 だぞ。 

一：：^ お兄さん。 い 、處で御^?3ひしました。 

太^ 何 か 俺に いひたい ことがある のか。 

三^ お兄さん はよ く考 へて 御らん になり ました か。 


太^ 何に を だり 

三雕 私達 は 兄弟 だと 云 ふこと を。 

^0 それが どうしたの だ。 

三 0 弟 達に 不平 を あまり 起させな いやう にして 戴きた い 

のです。 

太^ 不平 を 起させる の は貴樣 のく せして。 次郎 だって、 

四郎だ つ て 五郎 だ つ て 、 七郞だ つ て 入 智慧す る ものが な 

ければ， 不平なん か 起し はしない。 貴 ー採 が入智 Ii して、 

il« は 兄弟 だ 、 兄弟と して の 平等の わけ ま い を もら ふ の が 

至當 だとい ひ 出した の だ。 

三 一郎 僕 はお 兄 ざん にだけ さう 云 ふので す。 他の 入に は そ 

ん な こと を 云った こ と はありません。 

太郎 他の 兄弟の ゐる 所で、 聞え よがし にさう 云った の は 

ふ 一 7  9/ 

三郎 私 は 他の 人の ゐ るの を 知らな か つ たの です。 

太^ 噓を つくな。 早くい つて 働かない と 家から おひ 出す 

ぞ。 

三郞 お兄さん。 僕 はお 兄さんの こと も考 へて ゐる つもり 

です。 

太 is おためごかし はよ せ。 さっさと ゆかない か。 ゆかな 

いとこの ムチ でぶ つた &  くぞ。 

三^ お兄さん は 恐ろしい 時の 近づきつ あるの を 御存知 
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ない のです か。 

太^ 次郞達 を 中傷し ようと 云 ふの か-あいつ はこの 頃、 

い やにお となし くな つ たぞ。 俺の 力 を あ い つたち は 知つ 

たの だ。 

三郎 それ は 反って 恐ろしい 前兆 かも 知れません ね。 どつ 

ちに しても お兄さん はお 兄さんと して 弟 達の こと を考へ 

て、 自分の ゐる こと を よろこん でもら へ る やうに なさら 

ない と いけな い と ひ ますつ 

太 「恥 うるさい 奴 だな I- (ムチ て 打つ) 兄の 云 ふこと をき 

かない か。 戶 主の 云 ふこと をき かない か。 

三 孤 それで は 私 もよ く考 へ ますが 、 お兄さん もよ く考 へ 

て 下さい。 (返 揚) 

太， 郞 駕 鹿な 奴 だ。 

六 一郎 本當に ム チ でお 兄さんが おぶちに なった 時 は 胸が す 

きました。 三郎 兄さん の 僞善 者な の に は 皆 あ いそ をつ か 

して ゐ ます。 

太 「恥 あ い つ の 顔 を 見る と 胸が わるくなる。 何處か で 酒で 

もの まう。 

六^ おともいた しませ、 つ- - 

太. 郞 何處 がい、 かな、 お前の い X 人の ゐる處 に ゆかう。 

六^ え &。 ゆき ませう。 お兄さん のい、 人もゐ ますから 


(太 「恥、 六 「恥 退場。 w 邵登 揚。) 

次， 郞 また 一 一人で あそびに 行き やが つたな。 

S え、、 ゆきました。 

次郞 俺達に 散々 働かして おいて、 そして その 金 を 全部と 

り 上げて、 勝手な 眞似 をして やが る。 今に 思 ひ 知らして 

やる。 

0^ 本 常に ひどす ぎます ね。 しかし 咸 張らして おくの も 

もう I 寸で すね。 

§ 一寸の 問 だ 。威張らして おくさ。 

(二人 叛见 あはし 笑 ふ。 三 ^登場。) 

コ：^ 次郞 兄さん はこ、 でした か。 

三^ 別に S ぢ やない のです が、 僕 は 心配で 仕方がな いこ 

とが あるので す。 

次 「^ なんだ。 

三郎 次郎 兄さん。 

§ なんだ" 

S 恐ろしい こと はやめて 下さい C 

次郎 何 を 云って ゐ るの だ。 

三郎 僕 は 心配な のです。 憎惡を 燃しす ぎて する 行爲を 恐 

れ るので す。 

次^ 俺 は 何にも 恐ろしい こと はしない よ。 
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-X 三 'X ジ- 次 ：--. 


0 きっとで すか。 

0 何に を 恐れて ゐ るの だ。 

0 お兄さんの 心のう ちで 思 ひ あたる ことがある で せ 

.^ ない ね。 

g お兄さん は太郞 兄さんの - J と を どう 考 へ て ゐ ます。 

0 なんだ、 兄贵 のこと か。 兄貴の ことなん か 何ん とも 

思って はしない。 兄 は 父親の あと をつ いで、 俺達 をつ 

かひた い 放題 使 つ た つ て 、 それ は 兄贵の 灌利だ から 何ん 

とも 思って ゐ ない" 一 時 は 腹 もた てた が、 この頃 はま あ、 

仕方がな いと 思って あきら めて ゐ るよ。 

0 本當 です か。 

か. S 疑 ヱの 力。 

一つ あ  ： 

次 m  ス パ ィ！ 2^ たやうな 奴 だな。 その 顔 はなんだ。 

EJI- く 向 ふへ 行け、 贵糅は 俺の こと を ある ことない こと 兄 一 

に つ げる さう だが、 そんな - 」 と をしたら 承知し ない ぞ。 一 

(一二 耶、 も きらめて 返 場。) 

§ い やな 奴 だな。 あいつ は。 

N ^ 本當に 油斷の 出來な い 男 です よ。 

へ太.郎の^^ 子供.^ つれて 登 5 お。) 

太^の：^ い &ぉ大 氣で すね。 


四^ え、、 い 、天氣 です。 

太 郎の子 叔父ち やん、 お 父ち やん 何處へ 行った か 知らな 

、 0 

次！ a 知らないよ。 

太： がの 子 僕 は 之 か ら お 母ち やん と 目高 し や くひに ゆく 

の、 叔父ち やん 來 ない。 

次 一郎 叔父ち やん は 働かな けり やならない からね、 

太 郞の妻 本當に 大 へ ん で すね 。 

次 節 - 1 ちとら は 働かなければ 食へ ません からね。 

太 郎の^ それで は失禮 します。 

(太 一郎の^、 子 退 揚。) 

S あい つ 達 もどう せな がくは 生きて ゐな いね。 

叫^ あは (空虚な 笑 ひ) 

次 「恥 しかし 餘程 うまく 殺さなければ 見つかって は 何ん に 

もなら ないから ね。 

S 泥坊が 入った やうに する のです ね。 

磨 俺達 はどうしても 疑 ひ を かけられる からね。 うまく 

逃げ みちを つ け て おかなければ- 

四^ 三郎 にで も 罪 をき せたら どうです かね。 あいつの 偽 

善 者な の は 誰も 知って ゐ ますから ね。 反つ て あ、 云 ふ 奴 

が 恐ろしい の だと 世間の 奴に 思 は せれば よろしい から 
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次 0 さう うまく ゆく かね。 

M 郞 ゆきます よ。 太郞 兄貴が 殺された 時 「三 郞！」 と 云 

ふ聲 がした の を 誰か^き いた ことにすれ ばい、 でせ う。 

§ しかし 聞いて 知らん顔して ゐ るの もへ んだ らう。 

!：, 郎 其處 で、 とび 込んだら 三郞の 逃げて ゆく 姿を兒 たと 

したら ど、 つです。 

次郎 あとでよ く考 へて 見よう- 泥坊の せゐ にす るか、 三 

郞 のせ ゐ にす る 方が い、 か、 又 どう 云 ふ 時に 殺したら い 

いか、 よく 考 へて 見よう。 しかし この こと は 六郎は 勿論、 

五郎 ゃ七郎 にも 云って は 駄目 だよ。 

四郞 大丈夫です。 

ま その か はりう まくい つたら、 お前に は 特別 褒美 を や 

るよ。 

四 まあう まくやる ことが 第一です。 

(次 一， s、 四 一郎 退場。) 

S あは 、、- -。 自然さん ど- 「です。 入 間と いふ 奴 は あ 

なた の 子 です か ね。 隨分 あなたの 考と はち が つ た 考をも 

つ てゐる ものです ね。 祌樣！ あなた は 何ん のために 其 

處にゐ るの です。 あは - -、。 愉快々 々。 

太陽 人間て 馬鹿な もの だな。 

月 いやな ものです ね。 

詩人 まあ、 待って 下さい。 あんな 人間が 全部 ぢ やな いん 


です。 

太陽 何に しろ あさまし いもの だ。 

月 本當 にあ さましい ものです ね。 

(三^、 五 「恥 登場。) 

五 m  一 ニ郎兄 さ んは 太郎 兄さんが 私達 を 人間 あ つか ひ をし 

な い でも い 、 と 思 つて ゐ るの です か 。 

三邵 い、 と は 思って ゐ ない。 

§ それなら 私達の 味方です わ" 

二； 郎 ある 處ま ではね-" 

五^ 太郎 兄さん を やつけ る ことに は 賛成な のです ね。 

三^ 反省させる こと は 賛成な の だ， - 

五 m 太郎兄 さ んは 腕力で やつけ るより 他 がさめ ない 人 

です" 

三郎 それ は 俺 も 認める。 

五 m それ ぢ や 暴力で や つける こと に は 賛成な の です ね。 

三！ S 勝つ にき まって ゐれ ばね。 そして 太郞 兄さん を 僧 ま 

ず、 同情し 反 «1 させる ためなら ね。 

五^ 太郎 兄さんが 反省し ない 場合 はどうな の です。 

三 ^ 兄弟の 生命 を 尊敬し な い はたし かに 太郞 兄さんが 

わるい。 その 點 反省し なかったら 制裁 出来たら、 制裁し 

て い \ と £ 叶，. 3,- 

五 f# それなら 僕と 三郎 兄さんの 考は 同じです。 
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いのです。 私達 は 人間です、 動物 ぢ やない のです。 太郞 

兄さんの 方で 私達 を 人間と して あっか ひ、 私達 を 兄弟と 

して あっかつ て くれ 、 ば 私達 は 太郎 兄さん を 愛する で せ 

う。 

三^ 五郎お 前の 考は 大體 として 僕 も 賛成 だ。 僕の 兄弟が 

皆、 お前の やうな 考へ方 をす るなら 萬 事よ く ゆく はず だ。 

しかし 際さ 「は ゆかない 時、 我々 はすぐ 太郎 兄さん を 

や つ ければ い 、 と 思 ふ の は 早 やすぎる し、 簡 m すぎる。 

も、 「少し 考 へ て 見る 必要が ある。 

五^ 何を考 へる のです か。 

三郎 うちの 農場に しろ、 工場に しろ だ、 太郞 兄さんが な 

ん でも 自分の 思 ふ 通り やって ゐて、 ともかく 今日の 狀態 

に 到達して いく 分か ま うけも ある やうに なった。 之 は 太 

^兄 さう が 私 fj と 力 を 一 つに して くれない 時が くると ど 

、つなる かわからない。 太郎兄 さん を やつけ てし ま つて 他 

の 人が 實際 にぶつ かって 農場 や、 工場 を やったら、 損が 

大きくな つ て つぶれて しま はない とも 限らない。 だから 

私達 は 太郎 兄さん の その 才 だけ は 尊敬し、 それから 敎は 

る もの は敎は つ て 、 まづ 自分 達が 獨 立し て 仕事が 出来る 

やうに しなければ ならな い。 た 兄さん だけ を やつ けれ 

ばい k と 云 ふ やうな 簡單な 問 题ぢ やな い 。 太郞 兄さん だ 

つて、 中傷す る 人が あるの は 面白くな いが、 惡ぃ 許りの 


-i しかし 次郎 兄さん 達の 考 はちが ふの た。 

B そんな ことはありません。 

-S 次郞 兄さん は太郎 兄さんの 一家の もの を 殺した がつ 

てゐ る。 

五郎 そんな ことはありません。 次 郞 兄さん は何處 まで も 

私達が 不當 に太郎 兄さんに 虐待され てゐ る のに 腹 を 立て 

てゐる だけです。 

0 それだけ ぢ やない の だ。 僕 は それ を 恐れて ゐる。 

^ 僕 はさう は 思 ひません ね >  次郞 兄さん はそんな に ひ 

どい 方ではありません。 姉さん や、 子供 を 殺す やうな。 

罪 もない 子供 を 殺す やうな" 

0 だが 子供まで 殺さなければ 財產は 子供の もの になる 

こと を 次郎 兄さん は 知って ゐる。 

しかし 太郞 兄さんが どうし て も 云 ふ - J と をき か な い 

時太郎 兄さん を 殺す こと は やり かねないと 思 ひます が 

ね。 子供 を 殺す 必要 はない と 思 ひます ね。 太郎 兄さん さ 

へ 征服して しまへば、 あと は 問題に する 32 のこと はない 

と 思 ひます。 

0 殺さな くった つてい、。 

0 だが，； 1； ふで 殺して くれば 別です。 私達 は 人間ら しく 

生きなければ なりません。 兄 だと 云つ て 弟 を奴隸 にして 

い、 と 云 ふ ありません。 私達 は 弟です、 奴隸 ではな 
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人と は 思 はない 。 僕達 を 人間と し てあつ か ふ 方が 利益が 

上る と 云 ふこと がわ かつ たら 、 僕達 を 今の やうに 奴隸 の 

やうに はしまい。 

五郎 そんな こと は あてに なりません。 

三^ いや 利？^ 關係 さへ はっきり すれば、 太郞 兄さん も 折 

れ るに ちが ひない。 

B あてに はなり ません。 

一一：^ それ は 皆が 一 致して ゐ ないから だ.^ た^ 樂 がしたい， 

得が したいと 云 ふ 人が 多い から、 太郎兄 さん も 油斷が 出 

来ない の だ。 もし 僕達が 僕達の 要求 を 入れたら もつ と 立 

派に 働き、 そして 少 くも 太 郎 兄さんに 損 を かけない。 少 

くも 今 のま、 だと 我々 は 太郎兄 さん の 云 ふ 通りに ならず 

損 をさせる が、 我々 の 要求 を 入れたら 少 くもい くら か 得 

させる と 云 ふこと になったら 太郞 兄さん も 承知す る だら 

、つ。 いや/^ ながい^ 間 働く より は、 自ら 進んで 働く 方 

が 結果 もい、 わけ だ" 

五郎 藝場ぢ やさう かも 知れません が、 工場の 方 は 機械の 

奴隸 ですから、 なまける とすぐ わかります からね。 とも 

かく 機械の 働く 時間 だけ は 让 事が は か どり ますが 、 機械 

の 働く 時間が へ つ たら それ だ け 仕事 は は か どら な い の で 

すから。 太郞 兄さん は 承知 はしません。 

それなら 太郎 兄さんが ゐ なくなっても お前 達 は 今の 


I 

やうに 働かなければ ならない。 

五郎 その か はり 太郎兄 さんに うは 前 を はねら れず にす み 

ます。 

三雕 だが 品物が 黉れ なければ 仕方がないだ らう。 つくれ 

ばい、 と 云 ふ もの ぢ やない。 賣 るのに は 一 つの 才 がいる。 

S 次郞 兄さんに は 十分 やれます よ。 

三 郎 だが 皆 怠け 出したら それ つ 切り だ 。 

五 r# なまけたり はしません。 

三 ^ 第 一 勞働時 問 を へらした いの だ らう。 

五郎 それ はさう です" 

三^ そして まう け はへ らした くないの だら う。 

.§ それ だ つ て佥 より は 生命の 方が 大事です からね。 

三郎 お前 は それ を 本 常に 知って ゐ るから 僕 は うれしい の 

だ。 だが 他の 人 は 十分 それ を 知って ゐ ない。 七 郞の他 は 

ね。 次 郎 兄さん や、 四郞 は太郞 兄さんより 愁が 少ない と 

は 云へ ない。 

B 僕 はさう は 思 ひません。 

三^ さう 思へ ない お前 は 仕 合せ だよ。 

^-^ ともかく 僕 は 僕達 を 人間 あっか ひしない ものの 存-化 

は 認めません。 

三 m だが 太^ 兄さん も 人間に はちが ひない よ - 

五郎 僕達 を 人間 あっか ひに すれば、 業 達 も 太， 邻 兄さん を 
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太^ 俺に 手 向 ふの か。 

fnlH 手 .^T!- ます 

太^ 馬鹿！ (横面ん、 うつ) 

.§ それが 人間 あっか ひで ない と 云 ふので す。 

太マ郞 生 意氣云 ふな。 (又ぶ つ) 

五郎 私 もた^ 默 つて 打 たれて はゐ ません よ。 

0 よせ/ \。 

(次 ili、  S 郎、 七^ 登 ssr〕 

次 m なんだ。 なんだ。 

B 太， 1 兄さんが 僕 をな ぐった のです。 

太郎 生 意氣な こと を 云った からさ。 

五一 W  . とつち が 生意氣 た。 侯 だって 入 問 だぞ。 

次^ 人 だと 云った のでな ぐられ たの か。 

人 問な みに あっかって くれと 云ったら 太郎 兄さんが 

僕 をな ぐった の だ。 (泣く) 

次， g お兄さん、 僕達 を 人問ぢ やない と 思つ てゐ るので す 

力 

太^ 人 問な こと は 知って ゐ るよ。 人間だからこそ怠^« - 

り、 生 liM 氣な こと を 云ったり する の だ。 

次 m どつ ちが 半： 竟氣な の です。 

太郎 次 郎！ お前 は 五郎の 味方 をす るの か。 

次郎 あたり まいです。 


入 M あっか ひに します よ 

太^ また こんな に 來て何 をぐ づく 云つ てゐ るの だ。 

五^ お兄さんが を 人 あっか ひしない 不平 を 云って 

ゐた の です よ。 お兄さんの 方で 僕達 を 人 問 あつ かひし な 

ければ、 僕達の 方で もお 兄さん を 人 Si だと は 見ません か 

、りさう 思つ て 下さい。 

太！^  ；:; 郞に また 入智 ^された のか." 

.^m 人智 1 なんかされ ません よ。 三郞 兄さん は、 お 兄 さ 

ん の 味方 をし てゐる の で俟 達に 嫌 はれて ゐる の です。 

太 g ど、 つかね。 

g ともかく！； 達 を 人 ii あっか ひして もら ひませ う。 

^ 人 問 あ つか ひ と はどう 云 ふ あっか ひ 方な の だ 。 

g ムチ なぞで おどかさないで 下さい。 それから すぐ 首 

を 切る なぞと 云 はないで 下さい。 それから 十分な 休总を 

下さい-" それから 他 康を先 3 しない やうな 設備と、 生々 し 

た 粘 神の なくならない やうに して 下さ い 。 つ まり 疲れす 

ぎ な い や、 つ にして ほしいの です。 

太^ 俺なん か 若い 時 もっと 働いた もの だぞ。 今のお 前 達 

の 働き 力 でぐ づ く 云 ふ の は：！； H 意氣 だぞ。 もう 一 度 云 つ 

て ろ。 

五 W  でも 云 ひます よ U 


24G 


王の 命 生 


惡詩太  詩 月 太 詩 


四 「恥 太郎 兄さん。 僕 も 五郎の 味方 をし ます。 

太郞 貴樣 達が 何人よ つたから と 云 つ て、 俺 はち つ とも 怖 

かない。 

次 m やつけ ちゃ はう。 

四郞 合點 だ。 

(四^ 短刀，^ ぬく。〕 

三郎 いけない。 (とめ.，， 8 うとす ろ) 

靡 二人 を やって しまへ" 

(次郎 と 四那、 二人.^ つ さ 殺す。) 

磨 二人 は 決闘した ことにしょう。 (短刀 1^. 兩方 にもた 

せろ) 

五一郎 (ふるへ ながら〕 そんなう そ はっけません。 

次郎 お前 も 殺して ほしいの か。 死んだ 奴 は 用 はない。 生 

き て ゐ る 者 だけ 半： き て ゆかなければ ならな い 。 さあ 兩方 

の 手に 血 をぬ つてお け， そして 短刀に 二人の 指紋 をつ け 

ておけ。 内側に 血 をぬ る 奴が あるか。 

詩人 この 場 は 之で おしま ひです から、 死んだ もの 達 を ど 

けます 0 

(死人 達 起き 上リ返 場") 

太陽 面白くな いな。 もっと 面白い もの を兒 せて くれ。 

詩人 まあもう 少し 見て ゐて 下さい。 

太陽 まだ この 芝 はすんだ のぢ やない のか。 


入 之から 始まる のです。 

陽 さう か。 

殺さな くった つてよ ささうな ものね。 

人 人間と 云 ふ もの は、 人 を 殺したり、 殺されたり、 お 

互 ひに 又 押へ つけたり、 押へ つけられ たりして ゐる者 だ 

と 云 ふ 事 をお 目に かけたかった の です。 

陽 三郞 ていく ぢ のない 奴 だな。 

人 ぇ&。 意氣 地の ない 奴です。 ぉ靜 かに。 

冤 人間て 救 ひの ない 處に 段々 落ち入る もの だ。 どう だ 

神樣、 之で も あなた は 人間 を 信用な さる かね。 

(五郎 登？ Ir) 

0 祌樣、 私 をお 救 ひ 下さい。 次. 挑 兄さん も、 四 郎兄さ 

ん もっか まりました" 遠くから 妯が 見て ゐ たのです。 そ 

して 二人とも 死刑に なって しま ひました。 私が 一家の主 

人に なった の です。 私 はどうしたら 私の 家が たもつ て ゆ 

ける か、 毎日 考 へて ゐ るので すが、 どうした らい、 かわ 

からない のです。 昔の 生活の 方が 反って らくでした。 六 

郞は ffl. 變らず 怠け てゐ ます。 七郎 はよ く 働いて くれます。 

しかし 私達 は 工場 も、 農場 もやって ゆけ ない ので、 大部 

分 人手に 渡しました。 自分の 理想的な 工場と、 農場 をつ 

くりた い と 思 つ てゐ るので すが、 私に は 力が ありません。 

どうかい、 助手 を 一 人 下さい まし. 


c 七^ 登場。) 

七 _w お兄さん。 勞働 者の 人が 一 人お 逢 ひ した い と 云 つ て 

來 ました 、 

五 ^ さう か。 それで はこ、 にお 通しして くれ。 

はい。 (返 場) 

(liR 働 者；^ の 男 登 港。) 

や 働 * 一寸お たのみしたい ことがある のです。 

五！^ なんです か。 

I* 私 は 今迄 働 い てゐた 印刷 場 を 首に な つたの です。 

あなた の 話 を.^ 人 に つて やって 来た のです。 

H0 それ は い、 ところに やって 來て 下さいました。 

分 働お 私達 仲 ii が 五 入 首に なった のです。 あなたの 所で 

働か し て もら ひたいの です。 

五^ よろしい。 しかし 私の 方 は 今 金 を 出して あなた 方 を 

履 ふこと は 出来ない のです、 た あなた 方の 食 ふ ものと、 

それから 小さい 印刷 場が 使 はずに その ま  >- になつ てゐる 

のがあります から、 それ を 全部 あなた 方に 任せます から、 

それで 一 つ 何 か 仕事 を 始めて 下さい。 純益が あったら、 

それ は あなた 方の 勝手にし てい、 ことにして、 しかし 損 

が 三月 以上つ にいたら、 ぉ斷 りします。 しかし 三月の 間 

の很は 私が M 任 を もつ て拂 ひます。 私 は勞働 者の 方 だけ 

で 仕事が うまく ゆく もの か、 どうか： たく つ てゐ るの 


です。 勿論、 工場 は 非常に 小さく つて 十 人位 ゐ きり 働け 

ない のです が。 初めは 五 人で もやって ゆけ ると 思 ひます 

力 

勞働者 全部 私達に 任せて 數 ければ 私達 は 立派に やって ゆ 

ける と 田、^ ひます。 

0 私達 は 他の 仕事で 食って ゆけ るので すから， 其處で 

毎月い る 費用と、 君達の 仕事が うまく ゆく までの 僕の 方 

の 出費と を 君達で 拂 つ て くれ 、 ば、 それ 以上 は い らな い 

のです。 H 場 や 機械 は 勿：， 1 たにで おかしし ます。 しかし 

機械の 今後の 破損 は 君達の 方の 責任です。 まだ 機械 は い 

たんで はゐ ない と 思 ひ ます。 又 仕事の 注文 なぞに は 出来 

る だけ 便宜 を 計りた く 思 ひます。 その か はり 君達が 人 を 

やとって 金 ま-つけ をす る やうな 時が 萬 一 あつ たら、 其 時 

は た^で はお かし 出來 ない ことにお 約^して おきます。 

勞働者 承知し ました。 

五 ^ それで は 之から すぐ 工場 へ 御 案内 い たし ませう。 

(二人 退場。 太^の 未亡人と 七， 郎登 揚。) 

太郎の 未亡人 五郎さん は 本當に 親切な 方です ね。 

七 一郎 兄 は 理想家で、 夢想家です。 あれで 實際 家の 手腕が 

あれば い、 の です が、 天 は 一 一物 を與 へ ずと 云 ひます が、 

本當 です。 其 處で僕 は實際 家に なって、 兄の S> 想 を ある 

听 まで 實 現して やらう と 田 5 つ てゐ るので す。 
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未亡人 本當 にあな た 方お 兄弟の 仲の い 、のに はお どろき 

ます。 私 は 初め どうなる かと 思つ てゐ ました" 

七郞 本 當に僕 もどうな るかと 思 ひました。 僕 は 今にな つ 

て三郞 兄さんの ことが 思 はれて 仕方がな いのです。 

永 亡 人 あの方 はお 氣の證 でした C 

七 一郎 太郞 兄さん も 入 はい、 人でした が。 

未亡人 私 は 正 商に 云って、 死んだ 夫 を 愛して はゐ なかつ 

たのです。 夫 は 恐ろしく 冷酷な 處が ありました。 偉い 處 

が あると 思 ひました がね， - 私の 夫 や、 次郞 さん、 四郎さ 

ん、 六郎 さんのお 母さんと 云 ふ 方 は、 餘程 しっかりした 

人だった と兑 えます ね。 

七^ 僕の 小さい 時に 死んだ の で 僕 は 自分 達の 母の 方 切り 

知りません。 私達の 母 は 隨分镜 の い 、女でした。 

未亡人 さ-つ ださう です ね。 

七^ 父 も 二つの 方面 を もって ゐ たらしい のです。 夢想家 

と實際 家の 、そし て 五郎 兄さん は 夢想家の 方 をう け つ ぎ、 

僕 は 實際. _豕 の 方 をう けついだ と 自分 で は 思 つ て ゐ るので 

太陽 r おく is して.) 人間て つまらな いこと をく よく. 云 

ふ もの だな。 詩人、 もう 少し 話 をい そいだら どう だ。 

詩人 まあ 、もう 少し 辛抱して 下さい。 

太陽 それならもう 少し 辛抱し て やらう。 


「詩人、 七^の 處へゅ 何か磷 くじ 

七^ それで はお 姉さん、 あっちへ 參り ませう。 

未亡人 ぇ乂、 ゆき ませう。 

(六， 郎と 五^? J-?Jr) 

六 「恥 どうしても 金 はくれ ない のです か。 

五^ そんな ことにつ かふ 金 はやれな いよ。 . 

ナノ 郎 しみつ たれです わ、 あなた は。 太郞 兄さんが 生きて 

ゐて くれたら どんなに よかった か。 兄さん、 あなた は 太 

郞 兄さんが 殺される の を 見て ゐて うれしかった でせ う ひ 

五^ そんな こと はない。 

六^ それ だって あなた は太郞 兄さんが.  处ぬ乃 を のぞんで 

ゐ たので せう。 

五^ 太郎 兄さんに 私 は 怒って はゐ た. - 

ナ、^ さう でした ね。 あなたと 太郞 兄さんと- g 嘩 したの が 

もとで、 太郞 兄さん も、 三郎 兄さん も 殺され、 次 郞兄さ 

んも、 四郎 兄さん も.；^ 刑に なり、 そして 四 人の 死んだ 原 

因に なつ た あなたが 、 家 の M^.-^fi い だ の です ね。 

運の い i 人です ね。 

S 何に が 運が い、 の だ。 

丄ハ郎 あなた は 内心 よろこん だに ちが ひない。 

五^ 馬鹿な こと を 云 ふな。 

六^ あなた は 四 人の 兄さんが 死んだ の で 金が どつ さり 手 
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六 m. 六  :ii  六 五六 五 六 五 


六 五六 五六 五六 


に 入った のぢ やありません か。 

0 だ か ら 僕 は.； n 分 の 金 だと は 思って ゐな いよ。 

^ それなら 誰の 金 だと 思つ てゐ るの です。 

郎 社 會の佥 をぁづ かって ゐ るの だと 思って ゐる。 

m へ 、社 < ^の 金です つて。 うまい こと を 云 ひます ね。 

0 僕 は. H 分の 金と は 思 はない から、 生活 は 少しも かへ 

ない。 

m それ は あなたが ケチ だからで すよ。 あなたの 性： 資に 

は而， ：： ぃ處 がちつ ともない。 そして あなた は 僕 を 隙ち が 

ひ の 兄^^とし て^み、 そし て 七郎 だけ を 愛し てゐ る。 

^ 腹ち が ひ なぞと 云 ふこと は 問 にして はゐ ない。 僕 

が ^を 嫌 ふの は 腹ち が ひだから ぢ やない。 君の 心が くさ 

つ てゐ るか.，： だ。 

^ 僕の 心が くさって ゐ るので すって。 

^  くさって ゐ るよ。 

^ そして 兄さん を 四 入 殺した、 あなたの 心 はくさって 

グ て TJ 力 

五^  ^は 兄？！ U を！？. し はしない。 

六 ^ 手 をく ださな か つ ただ け です。 

. 倚 はむ にヌ しくな Vi て。 

六： 加 iin 分が 兄の 死の 原因に なっても です か。 

仆 方がなかった の だ。 


な ^ なせと めな かつ た の です。 

五一 B とめる 暇がなかった。 

六^ 本當 です かね" 

五 JS うるさい。 あっちへ ゆけ。 

六^ 金 を 下さい。 

やれない。 お前 は 人間と 云 ふ もの は あそんで 食へ る 

ものと 思って ゐる。 そ ん な も の ぢ や ない ぞ C 

六 _5 遊んで 食って ゐ るの は 僕 一 人ぢ やありません よ。 

五^ まちがった 生活に は 俺 は：：！ 情 はない。 お前の 性根が 

なほる まで は 金 は 一 文. たって やらない。 

六^ よろしい。 それなら 僕に も考 があります よ。 お 》 あ 

す  >  」 を兒 て 御ら ん なさい" 妯 さんと 七. g が 花 を つんで ゐ 

ますよ。 あの 一 一人 は 遊んで ゐて い、 の です か。 

五^ 七郎 はもう 今日の 仕事 はして しまったの だ。 

m 姉さんと 七郞の 間が へんでも かま はない のです か。 

m 僕 は 二人 を 信 して ゐる。 

m そし て 僕 だ け 信 W し ない のです か。 

m 信 W しない。 は 兄 達の 生きて ゐる 時. W 傷 許りして 

ゐた。 僕 は その 時から 君 を！； 蔑し 切って ゐた〕 

m あなた は 私が 憎い のです わ。 

^  して ゐ るの だよ。 

m なんだ つて。 
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七 五 七 五 七 五 七 五 七  五 七 五 太 詩 太 詩 


五一 邸 僕と 喧嘩す る氣 かい。 

六^  (急に^. ひて) 喧嘩なん かしません。 兄さんに は ど 

うせ 叶 ひっこありません からね。 僕 はもう 降參 する こと 

にします。 そして 明日から 心 を 入れ かへ て 働きます。 だ 

から 僕 を 憎まないで 下さい。 本 常に 僕 はわかった のです。 

惡蹵 其處 だ、 しっか 力 やれ- 

自然 だまされ ちゃ 駄目 だぞ。 

石郎 (自然 Li) 大； 火夫です よ。 しかし 私 もこん な 男と 喧 

曄 する 氣には なれません 。 だ まされた ふりして おきます 

よ C 

自然 それ もい \  たらう。 

五郎 君が 本當に 改心して くれ \ は 僕 もうれ しく 思 ふ。 明 

日から 一 一時間 づ & 働く 癖 をつ けたら い k だら う。 そして 

身 „》J が 出来たら 四時 間 か 、 五 時間 働く やう にして いった 

らい、 だら う。 さう すれば 褒美 を あげる よ。 

六那 え.. -、 働いて 見まず。 

六^ あいつ は本當 にい やた 奴 だな。 あいつ こそ 死ねば よ 

かった。 (退場) 

太陽 人間て なんて こせ-/ \ した 馬鹿々々 しい もので せう 

月 本 sTeS にさ；' です ね。 


人 あんな 人間 許り ぢ やない の です。 

^ もつ と 立派な 人間 を 見 せて ほしいな。 

人 撲は あの 五郎が 好きな のです。 

陽 さう かね。 人間て へんな もの だな。 

(五^と 七 ^登場。〕 

0 七郞、 お前 は姊 さん を 愛して ゐる のか。 

0 愛して ゐ ます。 

0 さう か。 それ もい \ たらう。.' しかし もっとお 前に 適 

當な 人が 出て くる かも 知れな い か ら、 そ の 時 闲らな い だ 

け の 用心 は し て おく 方が い 、 。 

0 大丈夫です。 姉さん も 馬鹿 ぢ やありません。 

0 安心 はして ゐる。 

0 姉さん はお 兄さんに 感心して ゐ ます。 

0 今の 生活で 不平 は 云つ て ゐな い か " 

0 え、、 少しも 云って ゐ ません。 

0 六郞も 明日から 働く と 云った。 あてに はならない が 

0 さう です か。 それ は 感心です ね。 あてに ならない に 

しろ。 

0 働かない ものに は 金 はやらな いと 云った のでね。 

m 兄さん 僕 は 本が 買 ひたいの です。 農 菜 を 一 つ 本氣に 

なって 研究し て 見た く 思 ふ の です。 
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七 五 七 m. 


(惡 宽、 誰か.^ 招く やうな 手 ぷリん 、する。 六&來 る。 

六^ に 何か攝 く。 六 「郎、 ほ、 ゑみながら 默 つて 

去ろ。 五^ 達は氣 がっかない。) 

五^ 一時 僕 は 人間に 生れた のがい やにな つて ゐた。 太郎 

兄さんの 死に顔が 目について 閉口した。 三郎 兄さんの 死 

に 顔 はへんに 平和で 美しかった が、 太郎 兄さんの 顔に は 

恨が もえて 居た" 人間 を 殺す ことの 恐ろし さ を 實に知 つ 

た 、 同時 に 死な k ければ ならな い 人間に 生れた 自分 達が 

はしかった" だが この頃 はへんに 内 か ら 力が わいて 來 

た。 捨て身に なれたから かも 知れない。 それにし たいこ 

とが 多すぎる からね。 

七郎 本當 にしたい こと だらけで すね。 

五一， # 何處 まで も 力 を 一つに してやって ゆかう ね。 

七^ え > -。 さっきの 勞働 者の 方 はどうし ました。 

五郎 よろこんで くれた。 立派に やって 見る と 云った。 た 

の もしい E?r たった。 たのもしい 男と 云 ふ もの は 一 目で わ 

か る も の の やうな がする 。 

(六 郎登揚 „-」 

六郎 兄さん。 

五^ なんだ。 

六^ 女の 方が 逢 ひたいと 云って 来ました。 

五^ さう か、 それで はこ \ に來て もら はう。 


0 いくらでも wa: つて やる よ。 

m 私 も ；生 、農業の 研究に 沒頭 する ことにき めました。 

m それ はありが たい。 お前だった .1- きっと 物になる" 

^ まあ 出来るだけ やって 兑 ます。 溫室 もた て > よろし 

("力 

五^ い、 とも。 

七 m 助手 を 一 人 さがした く 思 ふので す。 學 校へ 行つ て 一 

1^ しっかりし て ゐ さうな 人 を 履 ひたく 思 ふ の です。 

五^. それ はい、 だら う。 

七， ^ 少し 月給 を 多く 出し て もい &で せう。 

玉耶 い、 とも。 少しで も 人 Si の： 活に 役に たっため なら、 

よろこんで 出す よ。 そして！ &：: 乏 すれば、 又勞働 者の 群へ 

入れば い 、の だ。 今にな つて 見る と太郞 兄さんに 動物の 

やうに 虐待され て 十 S. 間 以上 も 働かされ たの も わるくな 

い。 へんに BH が出來 た。 

七耶 しかし 私 は そのお かげです つかり 頭 を わるく しまし 

たよ。 近 やっと ほ 分の 頭が a: 分の もの になつ て來 まし 

た。 

Mm 大いに やらう I 

七^ やり ませう。 

五 W 愉快た ね。 

愉快です。 
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五六 五六 五六 五六 五ナ、 五六 

m    m  m       m  m    m  m  m 


六郎 はい。 (退場) 

七 一  g いやにお となし くな りました ね。 

B 本心なら い 卜が、 しかし 僕 はま だ 信 川し ない。 もの 

になる かどう か 娘へ て 見ろ つもり だ。 

(美しい、 しかし 何 處か惡 1% の？ $ 子ら しい 女。) 

女 初めてお 目に か k ります。 一 寸御 話し したい ことが あ 

るので す。 

.B なんです か。 

女 お 二人で お話しした いのです" 

五^ 之 は 僕の 弟で 氣 のおけ ない、 祕密 のない 仲 問です。 

女 さう です か。 私 は本當 は太郎 さまに 大 へんお 佻 話に な 

つた 女な のです。 - 

S さう です か。 

女 それで 今大 へん 闲 つて をり ますので、 よかったら 女中 

に でもお いてい た ぎ J た い と 思 つ てゐ るの です。 

.「r- 郎 そんな こと は出來 ません。 

女 たべさし ていた V ければ い k のです。 

五郎 どうも 御 t 淑の 毒です が、 駄 s です。 

女 (泣き？ うにな リ J 私 は 今 非常な 不幸な rH にあ ひかけ 

てゐ るので す。 ひどい 男に 今 ねら はれて ゐ るので す。 太 

郎 さまさへ ゐ て 下さ つ たら。 

0 一  寸六郎 を よんで 來て くれ。 


七 m はい。 (说揚 ) 

(六^、 七 ^登場。) 

なんです か。 

お前 はこの 女の 人 を 知 つ て ゐ るか。 

はい 知って ゐ ます。 

どうして 知つ てゐ るの だ。 

太郎 兄さんのお 伴して 二：； 一度 逢 ひました。 

何處 でお 逢 ひした の だ。 

カツ フ ェ I です。 

太. 兄さんが  一 J の 方 を 愛し てゐ たの か 。 

お 姊 さん は その こと を 知つ てゐ るの か。 

ぃ乂ぇ 御存知ありません。 

金 さ へ あれば どうにかな るので しょ。 

女 私 は 今の 境遇からの がれたい のです。 金なら 少し は 持 

つ て をり ますの です。 持つ てゐ るので；^ つ て惡 者に ねら 

はれて ゐ るので す。 

0 六郎、 この 方が 家に おいて くれと 云 ふの だが ね。 

六， 郞 それ はお い て 上げたら い 、 でせ う。 

五郎 しかし 撲の 處は 質素に くら し て ゆかな け れ ばなら な 

いの だから。 

女 私た つて 家 は 百姓でした。 貧しい 生活に はなれて をり 
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ます 0 

五^ 七郎、 どうしょう。 

^0 おいて 上げたら い、 でせ う。 

女 ありがたう 御跑 います。 

五^ それ ぢゃ 六郞、 家の 方へ 案 ：2： してお 上げ。 

六^ はい。 

(六^と女.退^r) 

五^  ^5 は あの 女 を 好かない ね。 

七^ だが I. 讽の US ですからね。 

五^ あいつの 云って ゐる こと は本當 かな。 しかし ig; 達さ 

へしつ かりして ゐれば 心配な こと はない。 

詩人 こ、 で 一休みし ます。  、 

太陽 どうも 面 {z くないね。 何ん とか；. mlH いもの を 見せて 

くれ。 

^人 もう 少し のれ.！， M です。 

太^ あ ー あ。 (欠 仲し., ち 上り) 今度 は 怖. 達が を どって 

見せ て やらう。 

月 どうかお 兄せ 下さい。 

il;! 人 一寸 まって ド さい。 

太 あんまり 坐って 許り ゐ たので ねむくな つた。 ねむけ 

ざまし に を どつ て兑 せよう。 

iliS 人 W りました ね。 


太陽 俺の 方 こそさん <.\ 闲ら された からね。 

(太陽、 鬼 達と， ^どり 出す。) 

詩人 闲 つた 奴 だな！ 

(太 腸. ^どり.^ はろ。 皆 手，^ た、 く。) 

.Kgg さあ、 之で 氣が はっきりした。 さあ 始めて もら はう。 

fS 人 阿った 奴た な！ 

太^ ちっとも る こと はない よ。 

詩人 (監哲 -」) それ ぢゃ 始めよう。 なるべく はしょって 

大 •： 卑 i で や ？「。 時 問 や は eii してやらう。 

どうだった。 

美人 だめよ。 

S 何が だめな の だ。 

笼人 あの人 は喷 落しません。 

S どうして だ。 

お、 人 あの人 は：.！ il 鹿です。 

ffii どうして 馬鹿な の だ。 

平氣 なのです。 

S お前に 誘惑され ない のか。 

美人 .f、 誘せ； されても、 一 向平 氣で又 起き 上る のです。 

S お前 を 愛しない のか。 

美人 他に 愛して ゐる 入が ある やうです よ。 
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笑 六类六  美^ 獒悪美 _ お： 美惡 美^ 美惡 


から。 (退場) 

(五， § 登 5r) 

山ハ お兄さん あの 女の人 は 逃げ ましたよ。 

さう か C 面お い 馬鹿た ね、 あの 女 は。 何し に 僕の 處 

なんかに 來た のかな。 

六， 郞 あれ は お兄さん を 誘惑し に 惡 魔が よこした の です 

も 

0 餘程 1;^ 氣な M 魔た ね。 時代お くれの 1S1 藤た わ、 女な 

んか つ か ふ の は。 女に 誘惑され る の は 生 々して "のない 

に かぎる。 俺 は あの 女で 女て 美し いもの だ と 云 ふ > J と を 

知って 祌を 讚美した 許り さ。 

六郎 祌 1 ゲ讚 〈尖した のです か、 > 

五郎 あたりまい さ。 あらゆる よろこびと、 あらゆる 〈実は 

神の おくりもの だからね。 

.1 ハーが そして 生々 した 精祌 は。 

S それ は 自然から さ。 惡 魔なん て ケチな 奴で、 人が よ 

わ つ てゐる 時で な いと 入り こめない、 バイ キン 見た やう 

な 奴 さ。 人 問 を 墮ー洛 さして よろこぶ なぞと 云 ふの が、 馬 

薛な考 さ。 

六 ^ だ が 人間に 墮落 する 傾向が ある の はどう 云 ふわけ で 

す。 

五 1^ それ は 生々 して ゐな いからさ。 日 かげの 人 になる 


楚 どうしたら 落す るかね。 

人 あの人 は 駄目です。 

M なぜ 駄 nw なの だ。 

人 罪と 云 ふこと を 知らない のです。 

^ 罪 を 知らない。 

人 あの人 は 動物で あり、 そして 蹄で も あるので すか。 

人間 ぢ やない やうです。 

M へんな U だな。 

人 へ んな； i です。 

楚 お 前 は それ で 降參し たの か。 

人 馬鹿々々 しくな つたので す。 

^ それなら 逃げて 見ろ。 

人 私 もこ > -にゐ るの がいやで すから、 逃げようと 思つ 

てゐ るので す。 

(六郎 登 sl。) 

0 どうです。 

人 だめく、 あんない やな 人 はない。 

0 石の やうな 奴です ね。 

人 石 だか あめ だか 私に はわから ない、 私 はもう 逃げる 

ことにしました。 

六 f# 逃げる のです か。 いく ぢ がな いぢゃありません か。 

突 人 ちっとも 面白くない、 魂 を はして くれない のです 
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からさ。 太陽の 子に ならない からさ。 

ま i! 

六^ 人 ii は 心 を もてば い、 のです か。 

.§ い、 のさ。 うちに 生命 をみ なぎら せば い 、の だ。 何 

かに 心 を ひっかけずに、 朗 かな 心 を もって ifl きれば い \ 

の だ。 

六^ さう 云 ふ 風に 生きられない 人 はどう すれば い \ ので 

す。 

M0 其 の 原因 を 皆で 無くなす の だ。 個人的な sr た 

つたら 個人的に、 社お 的な.； ili. 飛なら 社 愈 的に 癒せば い X 

の だ。 

六^ なか/ \ なほらないで せう。 

0 なかくな ほらな くっても なほす 努力と 希望 は 失 は 

ない。 

六！ W  ffi; はお 兄さんの やうな 人 許りではありません よ。 

五^ それが 結構な の だ、 僕の やうな もの 許りで は 仕様が 

ない。 あらゆる 人間の！ 2： に 生きて ゐる 生命 を 僕 は 尊敬し 

てゐ る。 

六^ お兄さん は 、祌樣 とほ 然と ど つ ち を 尊敬な さ い ます。 

.^.0 祌は， wr 然の 一部 だ。 さもなければ ゼ & だ。 僕 は. E 然 

を 信じる。 自然 は 完全お やない が、 ほ 然の內 に 我々 の 求 

める もの はすべ て ある。 そのうちの a おも 深く 我々 の 生 4 叩 


を 支配す る もの を iS り に 神と 名 づけ てゐる の だ。 だから 

祌 は；；^ じてい、 もの だ。 本 當の祌 ならね。 それ は 最も 我 

我の 生命に 忠. H な もの だから。 

六郎 魔 はどうです。 

^0 惡魔は 馬鹿 だよ。 足りない の だよ。 病的な もの さ， - 

しかし 惡魔が あるから 祌が ある。 神が あるから 惡魔も あ 

る j 時に 惡魔は 可愛い もの だよ。 

i}^ 意氣な こと を 云 ふな。 

0 入 問の 內に惡 魔の 奴隸も あり 得る、 だが それ は陰險 

な 子 だ、 暗の 子 だ、 何處か 生々 した 處 のない、 いぢけ 魂 

だ。 我々 を 導く も ので はない。 我々 は そんな 人 を 見る 時、 

更に 決心 を 新に する。 

六 「が 兄さん は 仕 合せです ね。 人類の 運命 を 信じる のです 

力 

B 信じる よ。 生々 した 人間の ゐる 間、 世の なか はよ く 

なる。 

六^ お兄さん は野蠻 人が 好きな のです か。 

五郎 精神の 鍛へ ぬかれた 生々 した 人 問 を 云 ふの だ。 我等 

は nr 標を 常に 忘れずに 進んで ゆく 人々 を 知って ゐる。 惡 

魔 は 一時的に それ 等の 人 を やつけ るか も 知れない。 だが 

それ 等の 人 は 更に 强ぃカ を もつ て 起き 上る。 

六^ お 兄 さん 達が 死んだ の はよ かった のです か。 
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-T*  TT»  -J-. 

t7-  ノ、 力. ノ、 


.^0 勿論よ くない。 皆 生きて ゐて もら ひたい。 しかし 死 

んだ人 は 死んだ 人 だ。 生きて ゐる もの は 更に カづ よく、 

まちが ひなく 生きて ゆく より 仕方がない。 

六^ 今、 お兄さん を 殺 一， e うとす る ものが あったら どうし 

ます。 

.§ 逃げられる だけ 逃げる よ。 

六 郎 相手 を 殺せば 生きられる 時 はどうし ます。 

五^ 殺す ね。 他 入 を 殺して い と 思 ふ 奴 は 分の 殺され 

て もい 、こと を 斷.； 一一 II して ゐる もの だから わ。 

六郞 それなら •； ^刑 はい k ものな のです か。 

S 人殺し を 是認して ゐる もの は、 自分の 殺される こと 

を =1；! 認 して ゐる もの だ。 だが その 考 のまち がって ゐる事 

をぶ；： ：3 に 知 つ た，？ 5- の は 殺す 必要 はない。 後お， は 出来る だ 

け 認めなければ ならない。 

六 li お兄さんと 話して ゐ ると なんでも gim に 見えます 

ォ 

五 0 多く の 人 は 簡 m な こと を 無 理 にむ づ かしく して ゐる 

の だ 。 人 il の 生命 を a: 敬す る 思想 * 行爲を 自分 は 是認し、 

それに 反する ものに は 人 の 生命の 名に よって 戰ふ つも 

り だ。 

六^ 病的な 文 si- や、 賨も お兄さん は 嫌ひぢ やない のぢゃ 

ありま せんか。 


S それは人問の生命の領土を31^くしてくれる、 罪の 內 

に かくれた 美と a を 掘り出し て くれ て 入 生 を gj: 富 にして 

くれる からさ。 廢物 だって 利 W 出來る だけ 利^しょうと 

云 ふこと はい 乂 こと だ。 どんな ごみため のなかの 賓 でも 

すてない のが 人間ら しいと ころ だ。 

0 それなら 私の 内に も；^ り 柄が あります か。 

五^ ない と は 云 はない よ。 馬鹿と ハサ ミは使 ひやう で 切 

れる さう だからね" 

六邵 私 は £1 鹿です か。 

S もう 少し 油斷の 出来ない 處が ある。 だが， S 愛い 處が 

ある。 

0 ありがたい 仕 合せです ね。 

^ まぁもぅ少し^&！；くなるのだね。 

s  K く？ 

0 まあい.^" お前の やうな 男に はムチ も必耍 だと 云 ふ 

こと を 僕 は 知って ゐ るから ね。 

六 0 私の 方が 腕力が 強くな い の は 念です。 

.B あっちへ 行かう。 

六^ え. >- ゆき ませう。 私 はこの 頃 兄さんが 不 思；； i に 好き 

になって 来たので すよ。 

I3S ム チカ 力い。 

(五郎と 六郎 ：^^。 七^と 未亡人 登^。； - 
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31. H 五 ""'ft 五 n       Hi  H.  3T.  H 五 "'I'. 


七^ それ はお 兄さん だって よろこぶ でせ う。 

朱 亡 人 よろこんで 下さる でせ うかね。 

七郎 それ は よろこ. ひます。 お兄さん はたし かに 峰 子さん 

を 愛して ゐ ます。 

米 亡 人 ^つて はいらつ しゃらない やうです わ。 

^0 峰 子さん はお 兄さんに 本 常に 似合って ぉゐ でです。 

(朱 亡 人と 七^, 也 i あ。 子 S 揚。 五郎 も 登揚。 二人 出 

も ふ。) 

子 お姉さん にお？^ ひに なりません か。 

0 今其處 で". S ひました。 

子 さう です か。 

m 一寸 話したい ことがある のです。 

子 なんです か。 

^ あなた は mi はに n 分の 思 つ た こと は 何ん でも 云 ひま 

リカ 

子 さう ね。 なんでもと 云 ふわけ に は ゆきません が、 大 

概の ことなら；； ム へます。 

m 嫌 ひな もの は^ひと 云へ ます か。 

子 それ は 云へ るつ もりです。 

m それなら 僕 は 嫌 ひです か。 

；ナ あなた は e 

^ 伐です か。 あなたから さきに 云って 下さい。 


峰 子 それ は、 あなたの 方から さきに 云って 下さい。 

五^ それなら ジ ヤンケ ン できめ ませう。 

峰 子 え \ 

二人 ジ ヤンケ ンボ。 

(峰 子 勝つ。) 

§ それなら 仕方がな いから 云 ひます が、 ^いちやい け 

ません。 それから^ を 云つ ちゃい けません。 僕 は事賁 の 

仏 1 に はお どろ かないの を！ り にして ゐ ます。 嘘 を 云って 

なぐさめて もら ひたくな いのです。 

峰 子 それで どうな のです。 

五^ 僕 は あなた を 愛し て ゐる の です。 

峰 子 それで 私 も あなた を 愛し てゐ るの です。 

五^ 嘘つ いたら 承知し ません よ。 

峰 子 嘘なん かっきません わ。 

五^ それなら よろこんでい X のです ね" 

(二人 接吻しょう として 五郎 やめる。) 

峰 子 どうしたの 。 何を考 へて いらっしゃ るの e 

五^ 僕 は あなた を 愛して ゐる こと は 事 W です が、 あなた 

の 決心 をき く 前に 撲は あなたと 夫： JI になる こと は 出來な 

いのです。 

峰 子 なんでも いて 頂數。 

^■m あなた は 僕が 贫乏 人になる かも 知れない こと を 知つ 
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五峰 五峰 五 峰 五 峰  五 峰 五峰 五 峰 


(七^、  ^働 つれてくろ。) 

§ どうです 景 (は。 

勞働 * 相 か はらず い、 方です。 

n.0 それ は 結 機です。 

I* 今日はお たのみが あって 來 たのです。 

なんです か。 

勢 働 * 私達の 純益の 半分 を 受けと つ て 戴きたい の です。 

五^ そんな； ^二？ 义， はありません。 

努働者 私^_1,)が相談して 差し上げる ことにし たので す か 

ら。 

0 それ は 何 かの 時の W 意に つみたて \T さい。 

努攝 * 私達 は 赏 n 分 の を もら つ て あと あま つたの 

は 川 1i おにと つて あるの です。 しかし 小展ゃ 機械まで た^ 

で 戴 い て 知ら ん顏し てゐ るの は 心せし い の です。 取 つ て 

いた^かな いと 侮： W された やうに 思 ひます。 

}P: 郎 それで は よろこんで 戴き ませう。 

努働ぁ それ はどう も ありがたう、 ^^,::も安心すると思ひま 

す。 それで は 失 します。 

五郎 さんに よろしく， 私の 敬意 をお つたへ 下さい。 

勞锄 * ありがたう。 (返 場) 

五郎 中々 しっかりした 男で せう。 

峰 子 ぶ ね。 


てゐ ます か。 

子 知って ゐま すわ。 

m 僕 は 一 文の 金 もま 分の 自由になる 金 は 持って ゐ ない 

のです。 

子 それが どうしたの。 

^ あなた は 僕 を 金 持 だと 思って ゐ ると W るので す。 

子 誰も 思って ゐな いわ。 

「^ 僕 はぁづ かって ゐる金 は. H 分の 家庭の ためにつ かひ 

たくない のです。 そして. CM 分の とれる 金と 云 ふ もの はま 

るで ない のです。  I 

子 知って ゐ ます。 . 

m 僕の する 仕事 はなんでも 反對 しません か。 

子 あなた を 信 W して ゐ ます。 

IS 僕の 仕事 を M 蔑した 時、 あなたと 僕と は 他人です。 

子 难知 しました。 も、 つ 他に 云 ふこと はない のです か。 

^ ありません。 あなたの 方に 何 か 要求が あります か。 

子 私 は あなた を 心の底から i;^ じて ゐ ます。 

m ありがたう。 それなら 之から 二人で、 働く ことにし 

ませう。 

(二人 つれ. たつて-退 i 勿し うとす ろ。 七 ^登場。 ) 

七^ 印刷 場の 人が 兑 えました。 

§ こ &へ御 案内して くれ。 
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B  tl  P 太 詩 太^ 太 詩 太  五 H  3i  m 

楚然人 トぉ 人 IViJ 人 g} 人 じ kT; 子 HI; 子 


II -? S  rj 惡 ほ 惡 a 

B  % 然 然楚然 う 


この 企 も as に 托された 企です。 よく 生かしたい。 僕 

の ii^ は 人^ は ；-化 當な仆 ^を すれば 必ず 〈； つて ゆけ る 社 

@ をつ くる ことです。 それ は 〔芥 -メ^ ぢ やない のです が、 不 

可能な ことで はない と 思 ふので す。 

それ は出來 ます わ。 きっと。 

あなた も それ を 信じ て くれます か。 

ぇ&。 

人？ I の. 2： に、 人 を 5^ ふ 力が 必す ある こと を 僕 は 信 

てゐ ます。 

(二人、 退場。) 

もうお しま ひか。 

もう 少しです。 

何 か 面白い ことがある のか。 

1 恭し まひに 比. c さんに を どつ て いた きます。 

しま ひに ije で を どるの か、：：：； も S; も 人間 も 一 緒に か。 

え \  、 そし て惡 魔 ゃ祌 や. Gn 然も を どり 出し ま す。 

それ は E-ni いだら う。 早く を どりたい ものた。 

もう 少し まって 下さい。 

どう だ惡 魔、 少し 元 氣 がない な。 

今に てい らっしゃい。 

<0 然 何 や， てゐ るの だ。 

人 は m 落し やすい ものです。 


C 然 だが 又す ぐお き 上る よ。 

S 祌の 奴、 ねて ゐゃ がる。 

自然 人間 は 滅多に 神の 目 を さます 一 J と は 出來な い の だ。 

0 俺 は 神が うら やましい。 

ns なぜ だ。 

S だってね て ゐられ るから、 私なん か { 女 眠 は 出来ない。 

CI 然 ざま あ 見ろ。 

Mi なんた。 人 問 が を 1! 一し すぎる からね て ゐられ ない 

の だ。 

自然 祌は 安眠して ゐても 人間 は！^々 よくなる。 お前 はの 

ベ つ 働いて ゐても 人 問 は 段々 よくなる。 

S 人 問が よくなる》 誰が そんな 馬鹿な こと を 云 ふ。 人 

間 はます く 殺人 器の 巧妙な もの を つ くり 出した。 今に 

世界中の 人 問が 一 度に 死ぬ やうな もの をつ くり 出す だら 

人間 は 馬鹿 ぢ やな い 。 生きろ 道 を 31^ 出す。 

少 くも 利 口 ぢ や ない ね。 馬鹿 な こと 許りして ゐる。 

馬鹿と 見えて 利口 な處が あ る 。 

利口に 見えて 馬鹿 だ。 

今にもの になる。 今に #3 利口になる" - 

今に 皆く さつ てし まふ。 

そんな こと はない。 
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神 M 祌 惡 祌 惡 m 


0^ 少 くも 人^ は 段 々 す ろくなり 惡 くなる 。 

自然 ：£1. 脇な こと を 云 ふな。 人 11 は d« 々生命 を- W じ、 立派 

になる" 

S 人間が 立派になる？ あは \、。 

(神 EyJ* さまし キヨ 口/,. \ すろ。) 

自然 神さん。 目 がさめ ましたな。 

神 え k  。 

自然 祌 さん。 今 私と 惡魔 と議. 1 して ゐ るので すが、 人 間 

は 段々 よくなります か、 わるくな ります か。 あなた は ど 

ぅ考 へ ます。 

祌 人間 は 段々 私 を 利 川し なくなって 來 ましたね。 

i それ 見ろ。 

神 だが 惡 魔の s« も 人間 は 段々 認め なくなって 來 たでせ 

S いや 私 は相變 らず繁 =曰 です よ。 ffl 變らず 人 殺、 し、 暴 

行、 魔洛. 1, 詐偽、 人命 無視、. 嘘、 偽善、 野心、 赏 

愁、 そんな ものが 人心 を 支配し つくして ゐ ます。 

自然 そんな ことがある もの か。 それ は！： 外で 病的な 奴に 

限る。 大概の 人間 は 勤勉で、 自分の 仕事 を， 1 み、 平和 を 

愛し、 生々 した 心 を もって 隣人の ために 働き、 自分の 生 

命の ために 働いて ゐる。 

S へ ー 大概の 人が です か。 見渡し た 所 人間 は 二"： 派な 心 


を もって、 g 人の こと を考 へて ゐま T かね。 それとも S 

人 は どうな つ て も い 、 分 さ へ 仕 合せ になれば い. * と 

考 へて ゐ ます かね。 

rtl 然 他の 生命 を；^ つける こと を よろこぶ もの はまれ だ。 

自分 の 生きる - J と を〕 初に 考 へる の は 當然た 。 先づ 人間 

は 生きなければ ならな い 。 しかし 平和に 勤勉に 生きて ゐ 

ろ もの 、方が 多い ぞ。 

^  ； 1； さま、 あなた はどう 思 ひます かね。 

人 間 の 心 は 愛に 娥 ゑて ゐる。 人 Si の 魂 は 友達 を 求め て 

ゐる。 

^ そして 力 を 一 つに して 相手 を やつ 、けたがって ゐる 

のでせ う。 

$1 と 平和に 生きたがって ゐる ものが 多い。 

0 それ は 力の ない 述屮 でせ う。 

私の 意志に 叶 ふ もの も 段々 ふえて ゐる。 

0 あなた を 利 W する 人が へ つ て もです か" 

私 は 利 川され る の は すき. ぢ やない。 御利益 のためにの 

み、 私を祈るものは私を-！^千すろことは出來なぃ。 私の た 

め に 利益 をす て 、 生命 も いらな い と S 心 ふ も の が 私に 愛さ 

れる。 

惡^ そんな 人が ゐま すかね。 

神 たまに はゐ るよ。 
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ごくた まに はでせ う。 

神 だが 私 を 利用せ ず、 私 を 心 ひそかに 求め 愛して ゐる者 

は 決して 少く はない。 

S 決して 多く もありません ね。 

祌 私を木常に愛し？^るものは、 さう 多くなくても 今の所 

は 仕方がない。 しかし 今に 私の ははつ きりす る だら 

う。 そして 人 問 は 私に 愛される 生活 をす る ことによって 

の み き E-§ ！を 感じる - J と を 知る だら う。 

怒 1^ 化き です か。 死に 甲斐です か。 

i 大生 命 を S£ た 時、 大柱 生す る もの だぞ。 生き M を 

て、 始めて 死に ST が出來 るの だぞ。 

^ そんな 人 問 は  一 人に 一 人 もな い でせ う。 

C 然 今に そんな 人 問 だらけになる の だ。 

その 前に 死にた えます よ。 

C 然 生きぬ くまで は 人領は 死にた えない。 それ は 私が 保 

罕 る。 

そ の 前 に 人類が 亡びる - J と を 私 は保證 する 。 

神 人類が 亡びた 時、 お前 も 倚 も 亡びる の だ。 亡びない の 

は. m 然だ けだ。 

S 新しい ものが： y.: れ、 新しぃ什^^が生れる。 

ft; 然 人類 は 大生 命 を 5； ^る。 完成す る。 それまで は 亡び は 

しない。 私 は それ を ill"- じて ゐる。 


惡覽 私 は 信じません ね。 人類 は 少し 馬鹿す ぎます。 

rtl 然 いや 馬鹿 ぢ やない、 た^ 若いだ けだ。 

若い のです つて。 

自然 わかいよ C 之から さ。 

惡宽 私 は 人類 は 年より だと 思 ひます ね。 

ft 然 若い，^ 

S としよりです" 

^=然 若い。 

惡楚 年より です。 

自然 若い。 

S 年よりに きまって ゐる。 

Q 然 若い の だぞ。 それ をと しょり だと 思 ふの はお 前 は 亡 

びて ゆく 方 許り 見て ゐる からだ。 

S そし て あなた は 生れて くる 方 許り 兑てゐ るので せ 

，つ。 ともかく 人間が 利口で ない こと はたし かです。 

自然 今に 利口に なること もた しか だ。 

惡楚 どうです かね。 

自然 神 さま、 あなた はどう 思 ひます。 

神 私に はわ かりま せんね。 た r わかって ゐ るの は 人間 ど 

うしが もう 少しお 互 ひに 愛し あ ひお 互 ひの， 命が 共に 生 

きられる やうに 骨折らなければ いけな いと 云 ふこと です 
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五お 峰 五 七 

m 客 子 BP 


S しかし そんな こと は if む 方が 馬鹿です よ。 人間 はま 

すく 決死の 爭闘 をし ます。 ますく 僧み あ ひ、 殺し あ 

乙 ます 

自然 俺に はさう は 思へ ない。 人間の 生命が 全部 的に 生き 

られる 時に 最大、 最善、 最 美の 望 をお いて ゐる。 

悪蹵 あは 

§. 峰 子と 登場。 七郞、 反對の 方から 登場。) 

お兄さん お姉さん、 今日はお 目 出た う。 

. ありがたう。 

(お 客 達 登 揚。」 

達 (各自) お 目 出た う。 お 目で たう。 (挨拶す ろ) 

ありがたう。 ありがたう。 (挨拶す る) 

(峰 子 はた  する。) 

S 皆さん. 今 y はよ く來て 下さいました。 皆さんに お 

祝 ひして 戴く 資格が あるか、 どうか わかりません が、 と 

も かく 私達 は 幸福に 思つ て をり ます。 深く 感謝して をり 

ます。 私達 は 出来るだけ 皆さんの 恩 を 感じ て 生きて ゆき 

たく 思 ひます。 勿論 いぢけ ようと は 思 ひません。 また自 

分の 生命 を 殺さう と は 思 ひません。 私達 は 善人で も、 お 

人よ しで も. 又 聖者で もありません。 私達 は 時に ェ. コィ 

ストで も あり、 我儘 者で も あるで せう。 しかし 自分 達が 


生きられる 間、 そして 少しで も 心に 餘裕の ある 間， 皆 さ 

んと 人間に 生れた こと を よろこ ベ る だけよ ろ - J ベ る やう 

に 骨折り たく 思 つて ゐ ます〕 私達 の 力 は 少なす ぎる で せ 

う。 しかし その 心がけ だけ は 一生 ぶっ通して もちこた へ 

て 見る つもりです。 出來 たらます./ \- 生々 として、 人間 

のために 働きた く 思 ひます。 君達 生々 した 人間 諸君、 君 

達の 一 生 はらく であるか、 苦しい か 知りません が、 出來 

る だけ 人間に 生れた 宿命 を 人間の ために 立派に 半： かして 

ください。 そして 人間の ためにお 互 ひに 働き ませう。 人 

間 は 面白い ものです。 どの位 ゐ我々 は 能力 を もって ゐる 

か 計り 知る ことが 出来ません。 その あらゆる 能力 を 生か 

して 人間の ために 働きたい ものです。 金の ために 働く 許 

りで は； i 足せず 入 間の 生命の ため に 働きた いもの です。 

そ し て 生れた 人 問 は 正 しき 化 事 を 欲すれば すぐ られ、 

正しい 生活 を すれば 生活の 心配 せずにす め る 社會を つ く 

る やうに 協力し て 働きた いもの です。 

客の 一人 五 郞君夫 i 歳。 

他の 客 蓠歳。 萬 歳。 五郎 君 を 胴上げし ろ。 

(皆、 五 邸，^ 胴上げす ろ") 

太陽 もう を どって い >- のか。 

詩人 もう 少し 待って 下さい。 

詩人 (見物の 方へ 向って) 私の かいた 脚本 はこ で 終つ 
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詩 太 詩せ 


てはゐ ない の です が しかし： 立郞 おの 娥 後の ^活は 他 曰 

にゅづ り、 私は作^!„?として 一言 さしても.， T ひます。 人 問 

と： 1ハ ふ もの に は いろ.. あります。 私に はとても 人間の 

こと は 十分に かけません。 た V 私 は 人 問に 生れた こと を 

よろこび、 そして ijs さんと 共に 人 として 生きて ゐるこ 

と を 光 榮に思 ふ もの です。 そして お 互 ひに 人間と して 生 

れて來 た 以上、 地上 を W 來る だけ 人間に とって 美しい も 

の、 ：. 成 持の い k もの、 生々 した ものにし たいと 思 ふので 

す。 私の 力 は 少なす ます。 しかし 諸 IS の 力 は 少なす， き 

ない こと を 私 は じます。 だが この みだけ は 人類の 望 

みだと 思って ゐ ます。 そして 太陽 や、 月 や 星 や、 山 や 川 

や、^ を Is". 尖し、 そして それ 等の ものが、 人間の ますく 

ほがらか に 生きる こと を のぞんで ゐて くれる  一 J と を 感謝 

する もの です。 そして 我等 入 ii の何處 まで も 生きて ゆく 

こと を のぞむ もの です。 そして 同時に 我々 全部の 親で あ 

る 生命の 王 を Ise- したく 思 ひます。 命の 王よ 出 .1 めさ 

乙 0 

( 御 腐ハ に せ に か つ が れ て 生 命 の 下： 出 御 す ろ 。 老 入 

達 之.^: isMV、 少女 や 子供 はいろ/、 の 花や 木の 枝.^ も 

つて その 阆リ， してね ろ。 生命の王は^15^;-ら半裸 

^ゆ 年。 與ュ ぃ晬は ギリシャ 風の 衣.^ まと ふ。 他に い 

い？； v.- がわれば お 任ぜす る。) 


へ 歡迎し 叫ぷ) 生命の 王" ^.0. 

人 さあ、 太陽さん、 を どって い  > 時が 来ました。 

陽 よし 來た。 

人 皆さん も どうぞ 生命の 王 を か ， 」 ん で、 を ど つ て U "さ 

い。 元 氣に元 氣にを どり ぬいて 下さい。 見物の 方 もお 氣 

が 向い たら どん./ \- 入 つ て を ど つ て 一 卜さ い 。 を どり ぬ い 

て 下さい。 

二 兀氣な 舞 化 5 曲が 始まり、 皆ん < どり ふ。 生命の 王の 

舆は a 中に 直立して 動かない。 それ，^ 守護す ろ 人達 も 

;i かない。 .^-どリは，たん/(-はげしく出鱒11!1:|1なリ、 

人間 萬 歳、 生命萬^^とどなっズ手，^ふったリ、 . ^どリ 

上る もの も わろ。) 

— 急お、 幕 —— 

(二 六、 一 〇、 八) 
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iC 、のつ 二 


つ の 心 


登場人物  一 

殿ぽ  . 一 

近  習 

武士 數人、 E -、 乙、 其 他  . 

舞 臺 

城 中の 森の 内の 空地、 正面-」 一 つの 磔刑 わり、 その： 

雨 M に 甲、 乙、 拔 の 拾. ^持って ひかへ てね ろ。 一 

甲 あいつ も な こと をした もの だ。  一 

乙 あの 女 も S1 鹿な こと をした もの だ。  一 

甲 見つかれば 殺される にき まって ゐる。  . 

乙 さう して 見つかる に はき まって ゐ るの だ. - 

甲 殿樣も 今度 は 非常に 御 立腹だった。 

乙 今度の 殿；. i になって 磔刑に なった もの は 一人 もなかつ. 一 

た。  - 

甲 い くら 家老 i^s が 法律で ノ 」 ざ います からと 云っても、 碟.： 

刑と 火刑 はい や だと おっしゃって お許しがなかった 處ー 


が 今 M だけ は 御 自 分から どつ しても 磔刑に 丁る とおつ し 一 

やった。 さう して 吾々 に强 ひて このい 乂役 nz をお 命じに 一 

なった。  一 

乙 いくら 御辭 返しても おき 、入れがなかった"  一 

甲 殿樣は あの 女に よほどお 心が あったら しい。  一 

乙 さう だ、 奥： 機が まだ ゐ らしった g- からお 心が あるら し： 

いと 云 ふ 風評が あったり  j 

甲 •  奥 ：採 は あまりお 氣に 入って ゐ なかった。 なにしろ あの 

殿 樣には 少しお つ とりし すぎて ゐた。 

乙 おかくれ になった 時 も、 さぅひどくぉ^！^けきにはならー 

なかった さう だ。 

甲 あの 女 は 奥： St (がおか くれに なった 時、 氣絕 したと 云 ふ 

話 だ。 

乙 奥 鍵に ついて 来た 女の 内で も 一番 御氣に 入りら しかつ 

た。 

m. 利口で、 しっかりして、 美しい からな。  . 

乙 あの 女が なぜ あの Bf- に そんなに 惚れた の だら う。 一 

甲 あれ は あれで 女に 氣に 入る 顔 をして ゐ るから ね。 一 

乙 氣に 入った ので とんでもない rni にあ ふこと になった の _ 

,， - 20 

^ 11 あはせ  ； 

甲 何が 不仕 合になる かわからない。  一 

乙 女 はおとな しく 殿； 採のお，.： J に從 へばい、 のに。  j 


心の つ 二 


屮 蟲が 好かなかった の だね。 

乙 殿様 は 今た にあの 女に よほどお 氣が あるら しい。 

甲 大きな では 云へ ない が、 今度のお さばきに は 嫉頗が 

九分： 迎 り 占めて ゐる。 

乙 さう だ 。 それに し て も 磔刑 5f が 一つで い  > とおつ しゃ 

つたの は どう 云 ふ お 心^な の だら う。 

B- どっち か を、 助ける お 心算な の だら う。 

乙 逆 そんな こと も 出来まい。 

ro. しかし女が5:^^」思ひ^?>って殿樣の心に從へば、 ir: は ゆ 

るして やる と 女に おっしゃ つたと 云 ふ 話 だせ。 

乙 あの 殿 なら やり かねないね) もしかしたら3^5^先に 

磔刑に して、 女に それ を =^ せて 女の 意氣地 をく ぢ いて 心 

に從 へようと 思って ゐ るの かも 知れない。 

m. きっと そんな 所たら う。 

乙 3： は 後悔して ゐ ると 云 ふ 風評 も あるね。 女の 方 は碟刑 

にす ると 云っても、 びくと もしな か つ たさう だが、 與の顏 

は 十： 色に な つ て 今にも 氣 絶し さう だった と 云 ふ 話た ね。 

m. 何しろ こんな 道に かける と 男より 女の 方が 度^が ある 

よ，， - 

乙 まる で n 分が！； 驗 したやうな  > 」 と を 云 ふわ。 

m. あは >- k  。 

乙 殿5^^は3:をきっ と出來るだけ^^酤に殺したく思っ てゐ 


る だら う。 

甲 しつ。 殿！ 1 がお ゐで になった。 之から 沈默 して、 生き 

た 芝居 を 見なければ ならな い 。 

乙 さう し て たち は い 、 端役に つか はれた もの だ。 

(二十 五六の 颜色靑 ざ.^ た 殿様、 太刀 持の 小姓 一 人つ 

れて 登揚、 まう けの 座に つく。 小姓に 向って。) 

殿 お前 は てはいけ ない もの だ。 お前 はかへ つてい、。 

ぐづ くしな い で 早く 向 ふ へお いで。 (小姓 太刀ん、 様 

にわ や： し、 ちう ち r6 しながら 去る。 殿樣、 甲、 乙に 向 ひ) 

お前た ち はとんで もない お 役 n ！、 御苦勞 である" 


殿 (Ig 白) もう 来さうな もの だ、 俺 は，： E 分で も わからな 

い" た^あの 女 を あまり 戀 しく 思 ひすぎ てゐ たこと だけ 

を かすかに 覺 えて ゐる。 もう 来さうな もの だ。 來た、 來 

た。 磔刑峯 ： を 見た。 あの 目、 あの 目。 資に すごい 許りに 

美しい あの 目。 あのむ すんだ 口、 どうしても、 どうして 

も あれ は 磔刑 臺の 上に のる 心算 だ。 よし。 俺 もまけ て は 

ゐ ない。 どうしても 生かして 見せる。 生かして 見せる。 

(，n.li!w の 着物 着た る 二十 三 四の 美しい 近習と 二十の 

美し い 腰元、 後ろ手 LL  く、 られ 侍： し 警護され て 登揚、 

く 無言。〕. 


2r,a 


it 、のつ 二 


腰 r 無理に 冷 かに 笑って) $. 碟刑臺 はたった 一つ 

で.. こざいます ね。 一 一人 を 一 緒に お殺しに はなり たく はな 

いのです ね。 御 心 はわ かって をり ます。 妾 を あとに お 殺 

しになる お 心算で しゃう。 妾 をお どして 心 を 入れ か へ や 

うと 思って ゐ らっしゃ るので すね。 今にな つても、 今に 

なっても， よう 御 Ij います。 しかし そのお 望み を卟 へる 

わけに は參り ませぬ。 妾は旣 にあな た を 御 見さげ ました。 

見さげ ました。 あは、 \  (狂へ ろ 笑 ひ) 殿 一 1 お 氣の憲 で 

御座いま すね。 

^ 俺 はお 前 を 先き に 殺さう と 思って ゐ るの だ。 お前の 死 

ぬ 51 を この mf: にも：：：^ せたいの だ。 この 男と 一 一人で 見たい 

の だ。 どっちが 强く かなしむ か を 見た い の だ。 俺 は - J の 

男 を 許さう と 思って ゐる。 この 男の 一生 を 俺と IS じ 蓮 命 

にして やらう と 思って ゐ るの だ。 

腰 殿樣、 それで 復善 が出來 ろと 思つ てお い でな の です か。 

お ほ 出た いお 考へ でゐら つし やい ますね。 殿樣は 自殺と 

云 ふ もの を 御. Its あそばさな いのです か" 

殿 この 男が もし 自殺 すれば 俺 は この G? の 家の もの を殘ら 

ず 殺させる 許り だ。 俺に そんな 手ぬ かりが あると 思って 

ゐる のか。 利口と 云っても さすがに 女た。 

m なんと おっしゃっても 妾 は 磔刑 疆に のぼります。 喜 こ 

ん での ぼり ます。 殿； 樣の やうに 無情な 方に. せ體を まか せ 


るく らゐ ならば . 襟 刑 峯-に の ほる 方が どのく らゐ f おし い 

でせ う。 殿樣、 はやく 殺して 下さい まし。 

殿 どうせ まもなく 殺して やる。 俺 はお 前 を 生かさう と は 

思 はない。 (3^に^5ひ) お前 は 磔刑 毫に のぼりた いか。 

さぞ のぼりた いだら うな " 

腰 誰が のぼりたい ものです か、 あれば 殿樣 位の もの。 

殿 默れ！ (さすがの 女 も 少しち V み 上ろ 許りの 驛) お前 

に 何に も^いて はしない、 この 男に 聞いて ゐ るの だ" お 

前の 爲に誘 -1 された この 男に 云つ てゐ るの だ。 K の 心 を 

お前 は 疑つ てゐ るの だな， だから 卑劣に も 男の 決心 を 鈍 

ぶら さな い やうに 口 を 出す の だな。  > 」 の 女 を 磔刑 一に の 

せろ。 (女 は S ら 進ん て 磔刑？ CITLL つけられる。 ふろ へて. Q 

る 男に {i ひ〕 お前 は 生きたい か 死にたい か。 親に は 逢 ひ 

たく はな いか- :•: 俺 は 今までお 前 を 殺した く 思った。 

しかし 今と いふ 今お 前 は 憐な £ 力 だ と 云 ふこと を 知 つ た リ 

お； S は あの 女に あやつられて 居た の だ。 今 K の こと はお 

前 に は 罪のない * 」. と を 知 つ た 、 俺 は お前 の 罪 を ゆるして 

やる」 三年の 間遠 慮 を しっける けれども その あと はも 

との やうに とりたて \ やる。 命 をない ものと 思って、 親 

に 孝行して やれ。 

近 ( 驛が ふるへ ズ ねろ) 難お た. っ御瘦 い ます、 今に な つ 

て 私 は ほ がさめ ました。 あの 女に 私 は ひきずられて 思 は 


Jt 、のつ 二 


殿 腰 殴 腰 殿 侍 


ず 不忠 をいた しました の でした。 私 は 今後 必ず 心 を 入れ 

か へ ます。 どうぞお 許し 下さい まし。 

殿 よしく、 お前 は 道理の わかった 奴ぢ や。 目が さめた 

ら 許して やる。 この 5- の 手 をと いて やれ。 (手紙ん か いて 

渡す) これ を もって 家老の 處へ ゆけ。 

近 はつ。 (男、 刑^,^ ぬすみ 見ろ) 

腰 (わざと SR にやさし く) お 先き へ 行って まって をり ま 

す。 どうか n:- く 殺して 下さい。 

(E? 去ろ C) 

殴 んでゅ くわい 。(傑 刑 の 上 力 "見る) 

腰 本 に 喜んで ゆきます こと。 (液ぐ む) 早く 殺して 下 

さい まし。 

0 お前 は 許して もら ひたくな いか。 

腰 あは t。 

0 あの m?- と 夫婦に してやら、 つか。 

腰 早く 殺して 下さい。 早く 殺して 下さい。 

0 ま. た 殺して ほしい か。 

0 な ほ 殺し て ほ しぅ御^^ い ます。 妾 は どんな ことされ て 

も 心 は變り ませぬ。 

0 きっと か はらぬ と 云 ふか。 

0 か はり ませぬ、 妾に は 殿 樣の御 心が 見えす いて を かし 

くなります。 さぞ 妾 をお 許しに なりたいで せう。 


殿 あは k  、 。 まあ そ んな處 だ ね 。 

腰 (ia へろ やう！，：) 殺して 下さい まし、 平く 殺して 下さ 

いまし、 なぜ 突いて 下さい ませぬ、 なせつ いて 下さい ま 

せぬ。 

殴 あの 女 をお ろせ、 俺 は手づ から 殺して やる。 この 太" 

で 女の 首 を，， 5 つ て やる- 

腰 どうか 切って 下さい まし。 (碟刑 塵から おろされろ、 殿 

樣の 前に 西に 向って 坐リ、 首^^-さしのべろソ 

殿 (甲、 乙、 及び 警護の 士に， W ひ〕 ぉュ i 達 は 暫く 向 ふへ 

行って &  くれ、 俺 はこの 女 を 殺す 前に 一 寸 話した いこと 

が あるの だから。 

はつ。 (侍 達 皆 返揚、 殿様と 女と 二人の、、 ろ) 

お前 は 死にたい か。 

死にた う 御 13 います。 

お" g は 俺 を 誤解し てゐる だら う。 

なにももう.^ しませぬ、 CI- く 殺された う 御座います。 

俺 はお 前の 心 を 知 つ てゐる 心算 だ。 お前 は：； g を 誤解し 

てゐ る- お前 は 俺が 妻の 死に かける 時に、 お前 を ロ說ぃ 

た - J と を. |g の 底から 不快に 思 つたの だら う。 

腰 はい、 それが まちがって をり ませう か。 御 irn 分の 奧樣 

が、 はたで 見ても 苦し さう に 苦しんで ゐ らっしゃる に 

あんな こと を かり にも 口 に 出す  一 J とが 出来る 方 を 资 生よ 
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Jt 、のつ 二 


り もお とった 方と 思 ふの が、 どうして 誤 ひで 御麼 いまし 

. やう。 妾 は 奥 機に 御 同情いた しました。 さう して あなた 

を 心からに くみました。 え、 心から さげすみました. - 口 

のお 上手な、 見かけ は佛の やうな、 心 は 畜生よりも 鬼よ 

り も 劣 つ た あなた さま を さげすむ の になん の 不都合が 御 

座い ませう。 

© さう だ。 お前の 云 ふこと は尤 だ。 しかしお 前 は 一 を 知 

つて 二 を 知らなかった の だ。 

腰 そんな こと を 聞く 耳 はもって をり ませぬ。 今にな つ て 

まだ 妾 を ロ說 かう と 思って ゐ らっしゃ るので すか。 磔刑 

臺を もち 出したり、 本當に 御手 數 のか k るお ロ說き 方、 

妾 は ます/ \ あきれる 許りで 御座 い ます。 早く 妾の 首で 

もお 切り あそばせ、 さう すれば ちっと はお 見上げ 5. しま 

すか も 知れません。 さあ、 どうぞ、 思ふ存 ぶんに 切って 

下さい まし。 

殿 お前 は 俺 を 愛して ゐ るの だ。 なんと 云っても 俺 は それ 

を 見ぬ いて ゐた。 あの 時、 お前の 心は從 ひたがって ゐた。 

俺 は それ をよ く 知って ゐた。 さう してお 前 は 今でも 俺 を 

愛して ゐ るの だ。 

腰 おだまり 遊ばせ、 それ は 皆う そで ございます、 あなた 

のお 考へ ちが ひで 御座います。 妾 はた だの 一 度 も あなた 

を 愛した こと は 御座いません。 


殿 默れ * お前 はいくら その 事- を 1$ 定 した 處 がそれ は駄 

目 だ。 お前 は沲を 見くびら うと 骨折って ゐる けれど、 も 

う 駄目 だ。 俺の 顔 を 御らん。 

腰 妾 はもう あきれて 口が あきませ ぬ、 早く/ \ "殺して 下 

さい まし。 

殴 なせ、 そんなに 死にた がるの だ。 それが 第一 俺 を 愛し 

てゐる 證據ぢ やない か。 馬鹿、 お前 はいくら 俺に 背かう 

と 思っても それ は 駄目な の だ。 死 を 前に 見る 時に、 お前 

のごま かし は 皆 はげて しまった。 お前 はどう かして 俺に 

背かう とした。 さう して あの 美しい 男の 力 を かりた。 し 

かし 駄： H. た。 もともと あの とお 前の 戀 はっくり もの だ。 

强 情なお 前 は その つくりもので 勇んで 死なう とした。 た 

だ 勇んで 死な 5 とした。 しかし それ はお 前の 眞心 でない。 

眞心は 俺が つかんで ゐ るの だ。 

腰 あなたの おっしゃる こと はわ かりませ ぬ、 早く 殺して 

下さい まし、 早 く 殺して 下さい まし。 

殿 今に どうせ 死ぬ の だ。 ちっと は 正 K になる 方が よさ さ 

うな もの ぢ やない か。 あたりに 誰も ゐ はしない。 最後の 

前に 一寸 許り、 本當 のこと を 云って はくれ ないか。 お前 

を 殺す ことの 出來 ない、 俺の 心 を 察して、 一寸 許り e; 心 

を 見せて くれない か。 

腰 殿樣) いえく 妾は默 つて 死にます。 どうか 何にも M 
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かずに 殺して 下さい まし。 

0 それ は駄 m だ。 きくまで はどうしても 殺せぬ OEM けば、 

すぐ 殺して やる。 

腰 きっと 殺して 下さいます か。 

^ きっと 殺して やる。 

腰 お殺し U. さらなければ 妾 は 自害いた します よ。 

殿 きっと 殺して やる 0 

腰 本 常 は、 妾 は 奥 のお 伴して まゐ りまして、 殿樣 のお 

節 を i  e: 见 ました 時から、 戀しぅ 存じました。 こんな 立 

派な 方が 又と あらう かと 思 ひました" 女に 生れた M に 

はこん な 殿方と そ ひぶし したいと 思 ひました。 妾 は どの 

くら ゐそ の 心 に 苦しめられました らう。 奥様が 霜 い 御 病 

ST はした 時、 妾 はなんだ か 望みが 叶った やうな 氣が し 

て をり ました。 驚き あそばす でせ うが。 妾 は 妾の 心が 祌 

樣 にと^い て 奥様が 御 病氣に おなりに なった ので はない 

かとさへ 思 ひました。 妾 はなんだ か 恐ろしく なりました。 

奥 さまが おくるしみになる. ばに すまない./ \. と 思 ひまし 

た。 奥 樣が御 it. 嫩の およろ しい 時に お 1^ しくし て 戴いた 

- J と を 忠ひ 浮べ て は 本當に どうして 妾 はこん な 恐ろしい 

心に なりました らうと 思 ひました レ そのく せ m 、様が、 … 

…おかくれに なること を 心待ちして をり ました" 段々 御 

が ひどくな つてお 苦しみが はげしくな りました 時、 


妾 はとうく 神樣 におち かひして しま ひました。 妾 は 心 

を 人れ か へ ます、 どんな ことがあつ て も 殿 (nil の こと を 思 

ひ 切ります、 どうかく 奧樣の 御 is をお なほし 下さ い 

ましと 誓 ひました" 妾 は 泣いて くち かひました。 その 

翌日に あの 事が あつたので 御座います。 あの ことが せめ 

て 二日 か 三日 早かった ならば、 妾 は 自分の 身 體を殿 si^ に 

さ \ けた かも 知れません。 妾 は あれから 苦しみました。 

隨分 苦しみました〕 奥樣の 御 病氣は 段々 重くな ります。 

殿樣 のお 言葉 は 耳から 消え ませぬ" まもなく 妾 はとうと 

う 思 ひ 切って あの 男が 妾に 云 ひよ つたの を 幸に 身 を ゆだ 

ねて しま ひました。 妾 は その 時から 殿？ 棟 のお 手に か k る 

こと を 存じて をり ました。 それで 奥- 樣の 御病氣 のな ほる 

こと をた 丈お 祈りして をり ました。 その 甲斐 もな く奥樣 

はお かくれに なりました。 妾 は 心のお くで 何度 奧樣 にお 

詫びいた したで 御座いませう。 さう して どうしても 殿；. 採 

に は 身 を まかせません と 幾度び お 誓 ひ 申しました で せ 

う 0 

0 お前 は 大事な 時に 無が よわった の だ。 俺 は それ をせ め 

はしない、 しかしお 前の 不幸 はすべ て それから 起って ゐ 

るの だ。 しかし 仕方がない。 お前 は 心 を 入れ かへ て 俺に 

身 を 任せる 氣に はなれな いか、 お前の 罪の 荷 を 俺に 荷 

はして はくれ ないか。 
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腰 妾に は それだけの 力が 御座いませぬ。 どうかお 殺しに 

なって 下さい まし。 妾は大 それた 考を もちました のです。 

妾 は 何もかも 默 つて 殿 樣に僧 まれて 死にた う 御 趣い まし 

た 。さう すれば せめて 奧 一. 採に お詫が かな ふ と 思 ひ ました。 

妾の 心 も それで やすらか になれ ると 思 ひました。 

殿 お前 はどうして さ 「氣が よわいの だら う。 お前 は奴隸 

に 生れつ いたの だ。 碟刑臺 の 方が 俺の ねどこよりも なつ 

かしい の だら う。 心が やすらか なの だら う。 

腰 ほんと に/ \ -さ うで 御麼 ります。 妾に はわ かりませ ぬ。 

殺して いた かないと 妾 は 困ります。 妾 は 云 ふだけ のこ 

と は 申しました" どうかお 殺し 下さい まし d 

殿 お前 はどうしても 生きて は ゐられ ないか。 お前 は 俺と 

一緒に 生きた く はない か。 

腰 はい、 生きた く は 御座いませぬ。 妾 は 殺して いた e き 

たう 御 趣 います。 あなたのお 手に か \ つて 死にた う 御 座 

い ます。 せ め て 死んだ あと 憐なも の と 思 つ て 下さ い まし 。 

殿 俺 は 誰に 笑 はれても い」、 俺 は 誰に 嫌 はれても い k、 

俺 はお 前と if; き て ゐた いの だ。 俺 は眞心 にう ゑ てゐ るの 

だ。 俺の 心 をお 一? して くれる ものに 、「ゑて ゐ るの だ。 皆 は 

俺 を 恐れ、 俺 をう やまって ゐる だら う、 しかし それ は-俺 

の 心 を 知 つてう やまって ゐ るので はない。 俺の 心 は 彼^^5- 

に とても わからな いの だ。 俺 は 淋しい はかない 生活に 生 


きて ゐ るの だ。 お前 は 俺の 爲に 生きて はくれ ないか。 倚 

の奴隸 になつ て はくれ な い か 。 

腰 殿樣、 本當 にあな たはお やさしい 方で 御座ります。 妾 

は 殿； 探の 爲 になら ばなんでも い たした う 御 ざ い ます。 し 

かし 妾 は 生きる 力 だけ は 御座り ませぬ。 妾に は 死ぬ 力 は 

ございます。 生きる 力 は ございませぬ。 どうぞ 一思 ひに 

お殺し 下さい まし。 ほんと に 一思 ひに、 妾 は 笑って 死に 

たう 御座ります。 

殿 お前， ほんと に 生きる 氣 はない か。 この 俺 を よろこば 

せて くれる 氣 はない か。 この 俺の 爲に 皆に 笑 はれたり、 

誤解され たりす る こと を せんじ て くれる 氣 はない か。 - J 

の 俺に 心 ゆく 限り 可愛が らし て くれる 氣 はな いか。 俺 は 

お前の 爲 にどん なに 心 を くるしめ たらう。 俺の 顔 を ごら 

ん。 俺の 心 は お前に はわ かろ だら うね。 

腰 わかります。 あなた はお 人の わるい 方、 何も 恐れない 

方、 思 ふま、 に氣 お： 〈に ふるまって ゆく 方。 しかし 妾 はさ 

うは 參り ませぬ。 妾 は 生き て あなた のお そばに ゐれ ばい 

つ でも 心ぐ るし くて 仕方が ありません。 妾に は 梁し いこ 

とと、 安樂な > .- と は 何となく 親しむ ことが 出來 ません リ 

あなたのお そばに 生きて ゆく の は 針の むしろに 坐つ てゐ 

る やうな 氣が いたします。 妾 はどうしても 死ぬ 人 i2 で ご 

ざいます。 生きて は ゐられ ない 人 問で 御座います。 
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0  に はお 前の 心 はよ くわ かって ゐろ。 しかし どうかし 

て： ii,: きて ゐて もら ひたいの だ。 

0  ，し 叉 元の 傲 な 態度に か はろ) 殿樣、 本當は 今迄 

巾した  一 J と は、 つ そで 御座 い ます。 妾 は 殿 樣を戀 した - J と 

は 水；：： w はた ^ の 一 度 も 御 ざい ませ ぬ。 妾 は 早く 殺し て い 

た ^ きた い 許りにつ くり ノ  J と をし やべ つたの です。 妾 は 

太 常 は あの SR の 方に ほれて ゐた のです。 妾 は殿樣 を 昔 も 

今も！^^^？してをります。 犬 猫に もお とる 方と 思つ てゐま 

す。 法 S: も、 11 も， ^il も、 殿 ：1 の 眼中に はあり ませぬ。 

ある もの はた ビ、 ^^^ff  、姿 を なぐさま うと 思 ふ 心許り。 

犬 猫に もお とった 方と は 殿様の ことです。 お殺しに なり 

たくなければ 殺し て 戴きた く はあり ません。 誰が 殺 され 

ろの を 好み ませう。 が 死にた が つたの も 皆う そで 御 ざ 

います。 どんな こと をし て も 殿； - はに 妾 を 殺す お 力がない 

こと を- m 々知って をり ました。 女の くさった やう な 殿様 

にどつ して 妾が 殺され ませう。 妾 は それ をよ く 知つ て を 

りました。 それで 5J« 言 をいた して 居りました のです。 こ 

のぐ. T ゐ あなた を もて あそべ ば 妾 も いくらか^が すきま 

した" K5〈is^、 さよなら- 隨 分と 餘與を 見せて いたた きま 

した。 もうこの 上 兌せ て 戴く に は 及びますまい。 さよな 

、り。 お 人の よす ぎ る 殿； 枝、 さよなら。 ( し i う と す ろ ) 

K まて！ そんな 狂言 を i;^ じても、 俺 は 殺して やらう と 


は 思 はない。 

腰 難おう、 この 上 もない 蟲 のい 、方。 まだ なぶられ 方が 

たり ませぬ か。 さよなら。 

^ まて！ 矢. 張りお 前 を 殺して やらう、 お前 は 生きて ゐ 

るより 死ぬ 方が 本當 らしい。 お前の やうな 女 を 生かし て 

おくの は 迷の たね だ。 

腰 切れろ ならお 切り あそばせ。 

(殿！^. ：4 當に 切ろ 眞 似，^ すろ、 女 は 動じない。) 

腰 资 おに は 切れないに きまって ゐ ます。 さよなら。 

(殿様 へる やうに。) 

殿 お前の 思 ひ は 叶へ て やる。 (立派に^ 1 か 切 リ^と す) 

あ は 、 お 前り S¥ みは 卟 へて やった" 俺 は お前の こと を 思 

ひだす 度に 强く た ろ た ら う。 それ に し て もお 前 は あまり 

弱かった、 . 、首，^ 手に とリ见 つめながら) 美しい 顔！ r 

又とない 淸ぃ顔 だ。 (1= く见 つめて ねろ、 狂へ ろ やうに) 

誰か！ 誰か！ 

Qはくて答へ^::リ、 すみやかに") 

—— 幕 —— 
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ft —の ョる 


野 武土寺 一 


一休 そんな こと を 云 ふなよ。 そんな こと を 云 はれろ と、 

どうやら 俺 も 腹が へ つ て來 たやう だ。 

寺 和 さん も隨 分お 腹が へりました らう) 

一 休 お前の 方が 働く だけな ほ へ つたら う。 俺 は寢て 許り 

ゐ るから な。 だが 可笑しな もので S! へって 來 たよ。 何 

か 入れ て やらない と 腹 ^ 蟲が 承知し さう もな くな つて 來 

た。 

寺 男 和尙さ ん、 本當に 何時に なつ たら 御 M にあり つけ ま 

しょうな。 

一休 もう 何處 かで 人が. 死んでも よさ & うな もの だ" その 

内 引導で もた のみに く る だ らうよ。 

寺 sf- それが あてに なりません からな。 

一休 何處 か近處 にお 前の 知って ゐる奴 はない か。 

寺 男 處が 一 人 も あり ま せ ん の で 。 

1 休 さう か闲 つたな。 (一寸 考へ て) しかし まて、 何處 

かに 心 張 棒が あつたな。 

寺男 あります よ。  . 

1 休 それ をよ こせ。 

寺男 なに をな さるので。 

- * うまい こと を考 へたの だ。 

寺 どんな こと をお 考へ になった のです。 

一休 饭 にあり つける こと を考 へたの だ。 


或る日の 一 休 


登場 入物 

休和尙 

Bps 

器 賣 

士  . 

武 士 

山の 小さい 庵、 冬。 ffi 近 かく。 

庵の a 中に 園爐 锂 ゎリ、 ー沐 圍 爐锂 のわきに 一 if 團 着て 

れて ねろ。 寺男 園爐 Mi にわた つてなる。 一-休 目.^ さま 

し 欠伸，^ すろ。 寺男 一 休に 話 かけろ。 

寺男 和尙 さん。 和尙 さん。 

一休 なんだ。 

寺男 腹が へり ましたな。 

一 休 腹 もへ る だら う。 一 昨日から 何にも 食 はない からな。 

しかしもう 暫く 我 fS しろよ。 その内に い、 小鳥で も ひつ 

か >| る だら うからな。 

寺男 それでも 隨分 腹が へり ましたな。 
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休 一の B ろ戎 


一 休 兑 やうに よって はさうな るか も 知れな い。 

寺男 ； 1^ へられて つかまったら どうな さり ます。 

一 休 さう なれば 一 興 だ。 まさか 餓ゑ死 させ もしまい から 

な。 

寺男 和 さん。 本當に ひどい こと をな さり ましたね。 

一休 なにも ひどい こと はしない よ。 俺の する ことに まち 

が ひ はない から 安心す るが い- -。 士器 ii- は あんまり 金 持 

而もして ゐ なかった が、 今朝の 飯 は 〈！ ^つて 來 にやうな 顔 

をして ゐた。 この 土器 を 一 寸借り たって まさか 二日 間 飯 

の<^ へない こと も あるまい。 

寺男 それでも： おひ はぎ は餘 りょくはありません ね。 

一休 いや 餓ゑ てす る rfejt はわる いこと ではない。 自分の 

身 IS を餓ゑ さすより 泥 梓す る 方が い、 の だ。 餓 ゑずに 泥 

梓 をす る こと は 俺で も赏 めはしない。 しかし 娥 ゑて する 

泥棒 は 賞め てい. -。 俺 は 前から 餓 ゑたら？ S 棒 をして やら 

うと 思つ てゐ た。 さう して 倾る) た 奴の 手本に ならう と 思 

つて ゐた" 

寺男 和尙 さん、 それでも 贵！； S がお たのみに なれば よろこ 

んで金 を くれる 人が 御 鹿 いませう。 何にも 土器 K の fj 

な もの その 日く の 商賣 道具 をお とりに ならないで 

も。 

一休 さう ではない。 その 曰ぐ らしの 土器資 の やうな もの 


の 商 具で さ へ 餓ゑ たもの は ぬすんで い 、 と 云 ふこと 

を 俺 は に 知らして やりたい の だ。 俺の する ことに まち 

が ひ はない。 安心す るが い >1。 さ 腹が へったら う。 これ 

を賫 つて 飯で も<^ はう。 なんなら 一杯の まして やっても 

ぃ&。 さあ 行かう。 

寺男 和尙 さん" なんだか になり ますな。 

一休 物の 道理の わからぬ 奴た e さあ 行かう。 

寺男 それでも。 

一休 氣に する こと はない" 腹が へった もの は 何に しても 

かま はない の. ぢゃ。 さあ 行か-つ，^ 腹が へ つ て 動け ないか。 

寺 3f- 動け ますこと は 動け ますが。 

一休 氣 になる のか。 顔に も 似合 はない M 病 者 だな。 

(この 時 一人の 武士 登場、 うや/ \ しく 一休 LL 近づ 

3 

武士 御 *； 殿 は 一休 さまで は 御 庵り ません か。 

一休 さ うぢ や、 一休 ぢゃ、 何 か 御 S かな。 

武士 はつ。 宵ば 私の 父が 今 1?.;^^ まかりまして。 

一休 さう か、 それ は いけた か つ たな 、 

武士 父が 臨終に 引導 は 是非 一 化さ まに お 願 ひしたい と屮 

しました ので > 

一 休 さう か、 それ は殊 な 御 心がけ. ちゃ、 きっと 極樂往 

生な さ ろ やうに 引導 をし て 進せ よう。 
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武士  ¥述 御？ « 知 下さいまして 有難う 存じます。 

一 休 おは 一 昨日から 一 文な しで、 この 男 も わし も 一 昨！：" 

から何にも<;^^はなぃので腹がぺこくなのだ。 もし 金の 

持ち あはせ が あったら、 御 禮を今 もら ひたいの だが、 金 

の 持ち あはせ が あるかな。 

武士 はつ。 ゎづ か ばかりなら 持つ て をり ます。 

一休 ゎづか 許りで 結構、 御遠處 なくお 出し 下さい。 

武士 はつ。 (武. ^持ち わ はぜの 金，^ 皆 一休-. L わたす) 

一休 あは k k k、  a おは 正 _ ^な 方 だ。 なにも 全體 およ こ 

しになる に は 及ばない。 三人で 山 わけに しましょう。 (1 

休 金，^ 三つ に わかち、 その 一 つ， か 武士 にわたし、 他の 1 

つか 寺男に わたし、 もとの 一 つ，^ 自分の ふところに しま 

ふ) 

一休 それ ぢゃ 早速 參ら うかな。 0!^ 男 に) お前 は 氣の毒 

だが >  J の 土器 を さっきの 士器 iK りに か へして 来て おく 

れ、 (土器.^ 寺男 LL わたし〕 この かごに 處と 名が かいて 

あるから な。 さう してもう 不用に なりました からお 返し 

します。 先刻 は失臉 いたし ましたと、 よくく 禮を云 ふ 

の だ。 それで 向 ふが おこつ たら あの as 主 は 一 休と いふ 狂 

ひ坊、 If で g ゑれば ぬすみ をしても い.' と 高言して、 よく 

こんた こ と をし て 毎度 私が W る の です とか 何とか 云つ て 

をべ こく さげて 來て くれ。 さう してお 鱸の しるしと 


して この 金 を 渡して やってくれ。 (ー沐 いくらかの 金， -J- 

武士から 紙.， -J- もらつ V ^それにつ、 んて 渡す) さう して 何 

處 かで 飯 を 食って おいで、 酒が のみた ければ のん で も い 

す キ』4 ら 

い、 しかし {人& 腹に のむ の は 遠慮し ろよ。 

寺男 はい。 

1 沐 この 金 を 渡す から 歸 りに 米と 麥と 味噌と 大根 を 買つ 

て 来て くれ。 

寺男 はい 畏 りました。 

一休 (武士に) お またせし ました。 御 一緒に 參り ましよ 

武士 お 仕度 は？ 

1 休 いや、 口 さへ 持って ゆけば それで 御 尊父 を極樂 往生 

させる のに は 充分です。 しかし 引導 を 渡す 前に 飯 を 戴き 

たいので すが。 

武士 畏 りました。 

一 休 何しろ 一 昨日から 何にも 食 はない のです からな C わ 

しの 顏を兒 て もお わかりになる だら うが、 「寺 af^ に) お 

前 は 御苦勞 だな。 

寺男 どういたしまして。 御！ g にあり つける と 思 ひました 

ら 腰に 力が 人って 參 りました。 それで は 行つ て參 ります。 

一休 な， 'ベく 怒らさない やうに しろよ。 

寺 はい。 
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m  ― 野 一 
武休 ゃ武休 


(一； と 武士 は 武士の 出て 来た 方へ。 寺男 は 土器 費の 

逃げた 方へ 返 揚。〕 

—— 二三 分假 りに 幕，^ おろす 1 . 


群 もがる と 第一 5^ と 同じ 舞 望" 同 H 夕。 圃爐^ のわき 

に 寺男 心持ち 醉 つてい、、 心 持に 眠りして ぬる、 一休 

. の 着て. Q た 蒲國. ^着て ねる が、 半， は 蒲圑が はづれ てね 

, る。 圃 爐 12 の 火 は ど 消えて ねる。 其 M へ 一休 歸 つて 

くろ。 寺男の 寢て わろ の.^ 见て、 そっと 庵に 登り、 0 

園，^ ちゃんと 寺男 に 着 ぜ て ゃリ、 園 爐 一理 に 火，^ たいて 

それに 載 瓶.^ かけ 明リ， ^つけろ。 さう して 暫く 沈默。 

S 面の 野 武士お とづれ る。 

野 武士 おたのみ 申す。 

一 沐 何に 御用。 

野 武士 金の 無心 ぢゃ。  ，. 

ー沐 面白い 處に 金の 無心に 參られ たもの だ。 

武士 さ うぢ や、 破戒の 坊主の 處に 無心に 參 つたの ぢゃ、 

有 金 を 皆よ こせば よし、 さもなければ贵：1の細^2をもら 

ひ 受ける まで ぢゃ。 

一休 恐ろしい 勢 ひです な。 何にも それ 程 迄に 云 はずと も 

有 金 はの こらず 出します。 まあ？.！ でも 一 ばいお のみ 下さ 


酔 武士 そんな もの はの みたくない。 

1 休 さう です か、 それならば 暫 らくお 待ち 下さい。 今の 

こらず 有 金 を 差し上げ ますから。 しか し 差 上げる と 云 ふ 

程はありません よ。 

武士 ない もの は 出せと は 云 はぬ。 

一休 中々 道理の わかった 方 だ。 (一休 自分の 懷 中から 一 

つの 紙づ、 み.^ 出し、 寺男の 枕元-, L おいて あろ 紙 づ-^ み 

とって 中，^ わらた めず Liif 武士  わたす。 野 武士 わら 

ため 见 て) 

武士 之での こらず のこと は あるまい、 まだ かくして ゐ 

る だら う。 

1 休 疑が ふなら さがして 御覧なさい。 

野 武士 本當は 拙者 は 金が ほしくて 參 つたので は 御 ら 

ぬ。 貴殿の 首が ほしく つて 參 つたの ぢゃ。 (|^武士太刀12 

手.^ かけろ) 

(この. i. 寺男 目 Vj- さましお どろ いて T 浦圃 1 ^かぶろ。) 

わしの 首が ほしい、 こんな： C が 何 かになります かな。 

^ さ うぢ や、 貴殿を生かしてぉくのは11を亂す^^-ぢ 

なぜかな。 

士 貴殿 は 生佛と あがめられる 位 5^ にありながら、 
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をのみ、 肉 をく ひ、 殺生 をな し、 游廊 にかよ ひ の兒を 

もて あそび、 詐欺 をな し、 おひ はぎ をな し、 春繫に ひと 

しい 詩 をつ くる、 ？：：；殿 の f た 坊主 を 生 かしてお くの は 

拙者 の^の 蟲が？ S 知せ ぬの ぢゃ。 

一休 御尤 なお 考ぢ や。 しかし わし は 酒 をのんだ 方が い \ 

と 思った 時に 1^ をのんだ のぢ や、 肉 を 食 ふ 方が い X と 思 

つ た 時 に 肉 を 食 つたの ぢゃ。 殺生 をし た 方が い、 と 思つ 

た 時 殺 をした のぢ や。 すべ てして い 、 と 思つ た 時に し 

たの ぢゃ。 一 體之 等の こと はお 前さん の 思つ てゐる 程の 

罪ぢ やない のぢ や。 錢迦が 何と 云 はう とも。 

W 武士 どう 一： ムふ S- に洒 をのんだり 肉 を 食ったり してい & 

のか。 

一休 たと へ ば en 分が 私 かに 酒 をの ん だり 肉 を 食ったり し 

てお きながら 他人 の 酒 を の むだ り 肉 を 食 つたり する の を 

喷 § ば はりす る やうな 男の 前で は、 酒 をの ん だり 肉 を 

<i{ つたり してやる のぢ や。 

i; 武士  のな でありながら 殺 中ー をしても い & 時が ある 

力 

一 ^ さ うぢ や、 殺 化 をす ると 地獄に おちる と 善男善女 を 

おどしつける の 前で は をす ま してして 兒せ るの ぢ 

や。 

ij 武士 游 .：§に 行って い、 時が あるか。 


1 休 道樂 者で も 遊女で も 心の 持ち やうで は 覺りを 得られ 

ろ こと を 知らし に ゆく のが なぜ わるい のぢ や。 わし はお 

前さん の やうに 他人に 嚴 格な 武士より は 遊女 が 好 き ぢ 

や。 

野 武士 なぜ の 3- を 弄ぶ のがい、 のぢ や。 

1 沐 男の 兒を 弄ぶ の はい、 ことで はない。 しかしい やな 

男に ねら はれて ゐる 男の 兒を奪 ひとる の は い K ことなの 

ぢゃ。 わし は rat! のおが 可憐で 弄ぶ ® に はなれなかった が、 

弄びながら でも 立派た 男に しこむ こと は 出来る もの だと 

思って ゐ る。 

野 武士 なぜ 詐欺 をした。 

一休 食 ふに 闲 つて ゐる奴 を 助けろ 爲 だった。 又 世の中の 

おろかな 奴の 目 を さます 爲 でもあった。 又 腹の 蟲を 喜ば 

せる はで もあった" 

武士 なぜ 追 ひ はぎ をした" 

1 休 一 昨 曰から 飯 を 食はなかった から ぢゃ、 わし は 何時 

ぞゃ、 餓 ゑた 一 家の、 王 人が 自分の 小 供の 隐が へった ので 

火の つく やうに 泣く の を a 兼ね て 大福 もち を ぬすんで、 

ひどい 罰 を 受けた 話 を ？s い てた から、 激ゑ たらぬ すみ を 

してやら うと 思つ てゐ たの ぢゃ。 お前さん は 二日 飯 を 食 

はなかった ことがあろ かな。 お前さんに 小 供が あつ て、 

それが 饿ゑ 死し さう にな つ たら どうな さる かな。 わし は 
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$ てす る 泥棒 を ひどく 罰する 奴が 腹が立 つ の ぢゃ。 

S; 武士 どんな 時に 卷畫の やうた 詩 をつ くった のぢ や。 

一休 若い ！ Is 侶 達が 淫慾 を 恐れ 過ぎろ 爲 にどの くら ゐ 苦し 

んでゐ るか、 お前さん は 知るまい がな、 わし は それ を 知 

つ てゐ るの ぢゃ。 さう して さう 云 ふ 人々 に 同情して ゐる 

のぢ や。 わしで さ へ 淫愁を 時々 燃やす 事が あると 知った 

ら、 彼^ は 幾分 か 安心す る だら う 0 わし はさう 思って ゐ 

るの ぢゃ。 (一寸 間お いて) 人 問 は 互に 責 むべき もの ぢ 

やない、 助け あ ふべき もの ぢゃ" 少 くも 互に 許し あ ふべ 

きもの ぢゃ。 それと もお 前さん は 罪に けがされ たことの 

ない 男 かな？ もし さうならば わし は 生れて 始め て 罪に 

けが された ことのない 人間 を 見 るの ぢゃ。 とっくりお 顔 

を拜 まして 下され。 

(il 武士 金の つ 、み を 1 休の 前に そっと ほリ なげて 1 

目 散に 逃げて 行く、 一休 は 何事 もなかった やう LL 手. 5* 

. あぶろ。 寺男 蒲 園から 首. VJ- 出し。) 

寺男 和尙 さん助 かりまし たな" 私 はどうな るかと 心 1^ し 

て をり ました。 

一休 あは \ 。 簡 m な 人の い 、 S い 、 野 武士-だ。 お前 

の はう の 首 iif は どう だ つ. た 。 

寺男 上々 で 御 鹿い ました。 あなた の 一 休； 棟 だ と 云 ふこと 

を 云 ひましたら、 さう おっしゃつ て 下されば よろこんで 


十： 器 を 進上いた しました のにと^ しました。 责 にい、 奴 

でした。 

一休 さう か、 どうして わし はかう ija に 愛される のかな。 

(寺男 ffiH 、かけろ。) . 

一休 もっとね るなら ねて ゐろ、 まだね むさうな 顏 をして 

ゐる。 

S それでも 御 硬の 仕度 を。 

一 いや、 それ はわし がする からい、。 一 一日 も か 、らず 

に 飯 を ちゃんと つくって 見せる わ。 

S それならお たのみして、 もう 一 g りいた します。 (寺 

男 又れ むる) 

一 休 今度お 前が ns を さます 時分に は 版の 仕度が 出来て ゐ 

る だら う、、 (^く 間お いて) どれ 米で もとが うかな C  ( 一 

休 立ち上る) 

1 幕 -1 


'な ら 知 t しわ  27；) 


わし も 知らな い 


登場人物 

0  迦 

琉離王 

そ の缩姬 

好^ 梵士 

小 供、 a ！、  腰元 等 大：^ 


1^ 迦 一 入||;か^;- へながら|^かに林の内，^歩ぃてねろ。 

= 蓮、 釋迦 ん拨 しに 來て见 つける。 R 速 は 心 にたへ 

かれて ねろ。 

o 迎 ー寸御^t:iぃたしたぃことが御13ぃますが。 御邪魔に 

はなり ません か。 

S  = 蓮 か、 なんだ？ 

^0 はい。 (釋迦 と 纽，^ 见< "ぜ、 -ぉ ぐむ) 

f   。 


E 蓮 世 尊の 御 心の 內を御 察しいた します。 

^迦 n 連、 御； M も さぞ つらいだ らう。 人々 はま だ氣 がつ 

かないら しいな。 

目逮 人々 はた^ 恐れて をり ます。 しかし まだ 望み はもつ 

て をり ます。 

^迦 さ. つか" いぢら しい こと だな。 

目述 どうしても 助かりません か？ 

釋迦 今度 は 助かるまい。 

目述 あなた はどうな さる 御つ もりです。 

00 わし は默 つて 見て ゐる 心算 だ。 それより 他 はわし に 

は 許されて ゐ ない。 

目 蓮 それでも、 それで は あまりむ ごたら しく はお ぼしめ 

しません か" 

釋迦 むごす ぎる、 さすがの わし も 今度 は 少し 迷つ てゐ る。 

だが それ はわし に は 許され てゐ ない、 わし はた ヾ人々 の 

虐殺され ろ の を 見 て ゐ なければ なら な いの だ。 

目 連 流離： 十； と 云 ふ 人間 は 恐ろしい 人間た さう で 御 い ま 

す。 

S 流離 王が 恐ろしい と 云 ふよりも、 琉離 王の 內に 燃え 

て ゐ る 恨が 恐ろしい の だ。 流離： 土 は 先年 わが 釋 種の 爲に 

恥 か し め られた こと を 報いない では 我慢が 出来ない の 

だ。 さう して 今 この 城の 内に 樂し さう にくらして ゐる人 


2S0  いな ら知 もし わ 


人 は 皆 それが に 近 ぃ內に 虐殺され るの だ。 殊に 可哀さ 

、つなの は Sf: の 子 や 女の子 だ。 nziS -、 あすこに：！^ しく 遊ん 

でゐる 子供 等 は 皆 近 ぃ內に 流離 王 の 勢に つかまへ られ 

て 弄 殺に される の だ。 

目述 はい 私 もさう かと 存じて をり ました。 あの 子供 等の 

可愛 い 、 姿 を 見る に つ け て 私 は 涙が こぼれます。 

驊-迦 わし も だ。 あの 子供 等 は あまりに 可愛す ぎる。 わ .；> 

は あの 子供 等の 顔 を まともに 見る 、 J とが 出来な い の だ。 

00 私 もで 御座います。 

釋迦 わし は 人 問の 蓮 命 はすべ て 知って ゐる。 わし はわし 

の 力で 助ける ことの 出来ない 多くの 人 問の 運命 を 知って 

ゐる。 わし は それ を 見る度に 可 一：^ さ、 つ だ と 思 は ぬ  > ,- と は 

ない。 だが 今度 程 可 哀 さう だと 思った こと はない。 だが 

わし はたに 見て ゐ るより 仕方がな いの だ。 

目述 それでも。 

^迦 さう だ。 それでも だ。 しかし それでも 見て ゐ るより 

仕方がな いの だ。 お前 はま だ 眞に肉 分の 力 を 知らない。 

わしの 力 を 知らない。 運命の 力 を 知らない。 だから どう 

かすれ. はどうに かなる と 思つ て ゐられ る。 しかし わしに 

は わし の 力が わかり 過ジ T; てゐ る。 だか ら わし は 今度 はた 

だ：：：^ てゐ るより 仕方がな いの だ。 

目述 それならば どうし て も あの、 可憐な 人 々 をた V 兑 殺し 


にす るより 仕方がな いので ございま すか。 

釋迦 さう だ 仕方がな いの だ。 

目述 あの人 達の 最後の 希望 も 消えた ので 御座います か。 

II 迦 さう だ、 消えた の だ" 

目述 1! 

釋迦 目 蓮。 

目- 逑 恐ろし 過ぎる ことで 御麼 いますね。 

釋迦 さう だ。 

(小 供 S 群、 遊びながら 顯 はれ、 二人，， 小见、 二 入，^ 園 

ん て？^.^ つくって ぐろ/ \ 廻りながら 遊ぶ。) 

^迦 可愛い > 奴だリ 

目 蓮 本當に …： (目 速 1^ ぐむ) 

男の子 一 小父さんが 泣い てら あ。 

女の子 一 何が 悲しい の？ 

男の子 二 目に ごみが 人った の！ 

目 蓮 あ、 0 にごみ が 入った の だよ。 

女の子 二 見て 上げ まし やう か。 

目述 い.^ よ" もう とれた から。 それより い、 子. たから 向 

ふへ 行つ てお 遊 ひ。 小父さん 達 は 今 S が あるの だから U 

TO?- の 子 一 向 ふへ 行かう。 

ゆ" 行かう。 行かう。 (，^ どろ やうに 駅け て^えろ) 

目述 仉尊！ 私 はもう どうな つても よろしい。 どうか あ 
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の 子供 等 をた すけて 下さい。 たすけて 下さい。 

^迦 わし だって 助けたい 。しかし 助ける こと は 出来ない。 

それが この 世の i^wl 命な の だ。 

どうしても あの 子供 等 は 皆、 殺される ので ございま 

一 i  0 

i 力 

00 さう だ 皆 殺される の だ C 一  人の こらず 殺される の だ。 

それ も 一 通の 殺され 方で はない。 

E 迎 默 つて ゐて 下さい まし。 默 つて ゐて 下さい まし。 

I！ 迦 お前 は 人の 蓮 命を兑 るの が 怖ろ しいの か。 しかし 可 

哀 さうな 小 供 達た。 何も 知らない。 何も 知らない。 だが 

殺されなければ ならない。 

E 述 ぁ&、 私に はどうし てい \ かわかり ませぬ。 私の 信 

仰の 弱い こと はいくら でもせ めて 下さい。 私 はどうして 

ぃ& かわかり ません。 

^0  (嚴 かに) S! . 

はい。 

1£迦 すべての こと は 過ぎて ゆく。 過ぎて ゆく 嵐 だ。 過ぎ 

て ゆく 洪水 だ。 過ぎて ゆく 戰だ。 死屍 はいくら 山 を 築か 

うと も、 血 はよ し 川の 如く 流れ やうと も、 斷末 魔の 叫び 

は-大地に かう とも 必ず 過ぎて ゆく。 さう し て ゆく 先き 

は^だ。 盤 だ。 

H 述 (他の事に心な^はれズねろ^9の やうに) eti- で 御 


座ります か- 

(と 云 ふと 同時に 何か會 得した やうに 厳かな 表情ん す 

る。 二人 沈 ST 退場。) 

二 

迦毘羅 城の 一室。 始め 誰もね ない。 た > 下の て はげ 

し告戦 ひの 有樣、 の、 しろ 聲、 わめく 聲 、つる ざの 音、 

： の t- あわた V しく 二人の 女、 ！； I 度の 恐怖に おそれな 

がら かけ 込み、 、逃げ ま はる。 それ.^ 迫 ひかけ て、 好 苦 

梵士  M 人の 兵士  .J- つれてん どリ 込む。 

ゃー： な こども 

好 苦 この 室 を 血で けがして はいけ ない。 その 女子供 を 窓 

から 投げ捨てよ。 

(丘 ハ士 ども 女 1^ 室から 投げす てる。) 

好 苦 よしく。 (窓の 處 に ゆき) 味方の 大勝 利ぢ や。 敵 

はの こり 少なに なった。 王様 もさ ぞ御滿 足で あら、 つ。 ( 一 

時に 下て is£ 歳の 叫 •  ひ聲 問える。 好 苦 梵士も 窓から 下に 向 

つて 手， かふろ) どれ、 王樣を 一 J  、 に 御案內 申さう。 室 を 

かたづけて おけ。 

兵士^ はつ。 

(好 苦 梵士返 場 兵士 室. かたづけながら。) 

お 士ー  王樣の 恨み も 之です つかり はれた。 

兵士 二 はれ 過ぎた やうな もの だし 
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兵士 三 男 も 女 もの こらず 殺した。 子供は比^：っかまへた。 

兵、 士四 それで 王 樣を恥 かしめ た 奴 は の こらず 死んだ わけ 

•■，  -0 

兵士 三 なに を王樣 はそんな にお 憤りに なつ てゐ るの だ 

ぉ士ー  君 は まだ 知らない のかい。 先年 王樣が この 城に お 

客樣で 御い でに なった 時、 うっかり と 新築の 講堂が あつ 

たので、 お入りに なって、 さう して 其處 でお 休みに なつ 

たの だ。 

兵士 三 あ- -。 

兵士 一  處 がその 家 は元來 こ、 の 王様になる ベ き はずの 釋 

迦の爲 にた てた もの で、 11 迦が 入る 迄 は 誰も 入る - J とが 

禁じ てあつた の だ。 其處 へ 釋 種の 奴が 兼 々 生れが 卑し い 

といつ て輕 蔑し てゐ た、 我等の 王 P が 入つ たので、 键種 

の 奴等 はすつ ：^! り 怒った の だ。 さう し て 皆で 王樣 を^ か 

しめたの だ。 さう し て 王 機のお 歩きに な つ た處は 據れた 

と 云 つ て ifc けづ りと つたの だ。 さう し てお 休みに なった 

處 はすつ かりつ くりな ほした の だ。 だか ら王； 核 は すつ か 

りお 怒りに なった のさ。 

丘ハ士 三 さう かそれ ではお 怒りになる わけ だね。 

お 士ー  それでつ まり 今度 は そ の 设響な の だ" 腹い せな の 

だ：， 


兵士 二  (口，^ 人れ) だからの こらず 殺せと 云 ふ 御 命令. た 

つたの だ。 

ハ士三 さう か。 それです つかり わかった。 (广」 ハ士 四。 窓に 

ゆ-き) 

兵士 隨分 高い よ。 さっきの 二人の 女 は ひしゃげ てし ま 

つて ゐる。 女 を 殺す の は 勿體な い な 。 

兵士 二 何 を 云って やが るの だ。 (窓：， 1 ぶり) 隨分 死んで 

ゐ るな。 敵の 死骸 許り だ。 

兵士 一 (窓に ゆき) 今迄 あいつ 等が 皆 生きて ゐ たの だと 

思 ふと 可笑しい ね。 

兵士 三 何人 位ゐ 死んで ゐ るの だら う。 

兵士 M 五六 萬 はゐる だら う。 見渡す 處、 死； お 許り だから 

な。 大 i だ。 

兵士 二 足 一 H にがす る。 きっと 王樣 だ。 

ff. お出 迎 ひに 入口の 方に ゆく。 流離 王、 好 苦梵士 

等ん-つれて 鍵ムく 入って くろ。 流離： 小：、 si リ下， 小 

見ろ。 下て 丘ハ士 共の 狂へ る やうに sa^ 歳.^ 叫ぶ のが ゆん 

ろ。 様 それに 會 n すろ。) 

流離 王 ハ奸 _w 梵士 に) 味方 は 大勝 利だった。 之で 敏 ハ牛來 

の わしの 胸の 巾のう さも はれた。 子供の 外 は 一 入 .Si らず 

殺したら うな。 わし を^ かしめ た 奴 は 一人の こらず g ねし 

たらうな。 
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好 御意の： 迎 りで 御 1- います。 

ゆ m. 上 それで わしの 胸 も はれた。 小^ は 何人 位ゐ 捕虜に 

いたした かな C 

WW 男と 女、 J„s: 々五：. n 人づ. -で 御， M います。 

B 上 小 S は 何にも 知らな い 。 許し て や つ て も い と 思 

ふが、 お前 はどう 思 ふ。 

好せ ず A に 背きまして 恐れ入り ますが、 決してお 許し 

になつ てはいけ ない と 存じます。 彼 は 何 まで も 子供 

では 御- M いません。 さう して liH、  n 分：？；！ の 命の 助け 

、しれた > J と を 雑 有 がらずに、 親兄弟の 殺された こと をう 

ら みます。 さう し て どんな > ^ と をた くらむ かわかり ませ 

ぬ。 之 はどうしても お殺しになる より if 方がない と 存じ 

ま， 53 

mm 何時もながら お前の 云 ふこと は尤 だ。 早速 殺させ 

る ことにい たさう。 

好|^2 それが よろしう 御 iii います。 どうして 殺させ まし や 

う。 何 か 而，； ：： い、 ぉ樂 みになる やうな、 さっして 後世に 

まで M り 傅 へられる やうな 趟. 问で 殺させ まし やう か。 さ 

いくち  ど vi? 

うして 意久 地の ない 驛迦の 度蹈 をと り ひしいで やり まし 

やう か。 

流離 それ は 面， H いだら う。 

私に お せ 下さい まし。 


流離 王 よし。 

(好^^！！梵士、 兵士の 長，， 小 呼び 何か嚥 く。 お 士の县 SX つ 

て さがろ。) 

流離 王 どう 云 ふ 超向ぢ や？ 

好^ 面. ni い 殺させ 方 をいた させます から、 御 下さい ま 

し。 

流離； 土 お前の！！ 向なら、 さぞ 面白い ことで あらう。 兵士 

共、 苦しうな い。 見た ければ 見る がい  >1。 

isj ハ士皆 はつ。 

(流離 王、 好 一せ 梵士と 窓 i リ 下ん、 見、 兵士 建 は 他の 窓 

にゅ告 下^ 見ろ。) 

流離 王 死； 储の山 を 築く のか。 

好お いえ、 {< ^地 をつ くるので 御座います。 

流離： 止 さう か。 この 土地 は さぞ 肥える ことで あらう。 穴 

？? り 

を ほり 出した な。 生 き うづ め にす る 心算な の か 。 

好 苦 まあ！！^ てゐて 下さい まし。 

流離 王 穴の 敏は千 はない な。 

好^ 五 w で 御 Mj います。 

fg 離 王 さう か。 一つの 穴に 男の子と 女の子 を 入れる の だ 

な。 

み * げ 

奸苦 さう では 御座いません。 女の子の 方 は 國へ土 產に持 

つて 歸 つて、 あの 波 哝羅の 池に 投げ込ま うか と 存じ て を 
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流離 王 それ もよ からう。 あの 池 は ど- 「せう める ことにな 

つて ゐ るから な。 その上に 宮殿で も て させよう か。 穴 

は あれで もうい 乂 のか。 餘り淺 すぎ はしない か。 

好 苦 まあ 見て ゐて 下さい まし。 C 好 苦梵士 下に 向って な 

か 合圖, ^すろ。 |n くして) 

流離 王 あは &  k  、子供 等 は 皆 わしの 方 を 見て ゐる。 あの 

何とも 云へ ない 顔 はわし に 助けて くれと 云って ゐる。 

好 苦 助けろ とおつ しゃって はいけ ません よ。 

流離 王 誰が 助ける もの か。 (^く 沈^) 皆 首， たけ 出して 

ゐ るな。 之から どうしゃ うと 云 ふの だ。 段々 面白くな つ 

て 来たな。 

(好 苦、 再び 合 H^-M? る、 下の 方 LL て 救 百 入の 士卒が 

重い もの， かころ がす やうな 力 ケ驛問 ゆ。 1= して 不意 L1 

やむ。〕 

;„g 雄 王 あの 何千 $3! あるか わからない やうな 車 は どつ した 

の だ。 

好 t せ あれ は 先き 程见 つけた.： 卑で 御座います。 釋 種の 奴等 

が 地なら しに でも つかつ たもの か と 思 ひ ます。 

流離 王 あの. ；卑を どうす るの か。 あ X さう か。 あの 車で あ 

の 子供 等の 頭 を ひきつぶ すの だな。 

好 苦 意の 通りで 御 鹿い ます。 


譲 王 さすが はお 前の 考 へぢ や。 

• (好^^梵士；ー：度目の合^,.^-する。 下て 再び 2： 前の カケ 

碟^ ゆ。 窓に- ん つて 見て ねる、 さすがの 丘ハ士 .f! も餘リ 

の 殘酷さ Li おどる いてね ろ。 一人の 兵士 は腦贫 血，^ 起 

して しゃがんて 頭，^ 押へ ろ。) 

流離 王 好 梵士。 而 白く 子供の 頭が つぶれて ゆくな。 釋 

迦 にこの 有機が 見せ て やりた い 。 

三 

「世 に は拘拘 ssn にお はし まし て 、 讓 王 が爲す 11- 

いちぶ h じふ  のた ま 

の 一 仏 一 什 .^^,1; 一 じ 給 ： ど、 只 一 言 も •： ュ はず、 十大^5^ 

子 五 W の 阿羅 漠 5! クバ 側に 侍 リズ 然」 たり。 t=  くして 

目 lls-^ 迦. の 前に 進み。 

00 矢：1^り私達はこ 、にかぅしてをりますればぃ 、ので 

御座いま すか。 

00 い、 のぢ や。 

目述 今、 七萬の釋極は^|^1^しにぁひ、 五 百の EST  IK;: 

のお m 女の 生命 は， 流離 王 の 弄 もの になら うとして を り ま 

す。 それで こ. - にかう してな りまして い ので 御 13 いま 

す 力- 

00 や、 のぢ や。 

目述 阿羅漢の！ 2： に は 親兄弟 を 兌 殺し にす る のがつ らくつ 
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て 、 自ら 溢 死ぬ 方が い、 と 思って E ります もの も 澤山御 

います。 それでも こ V にかう して 皆 を 見 殺に しても い 

いので 御 iffi ります か。 

0M い k のぢ や。 

目述 阿羅 淡の 内 に は 迷 を 起し かけて をる もの も 御座り ま 

十。 なにとぞ、 こ& にかう して をり ます 理由 を敎 へて 戴 

きたう 御 諮ります。 

00  M 述。 お前に も 似合 はない こと を 云 ふな。 我が 敎は 

過去、 現在、 を 通じて t-H 由の， 和に 從 がふ 道， ちゃ。 

救 十 萬の 人の 生命、 何 潔の 子供の .y- 命が よし 惡 人の 手に 

失な はれ やうと、 我が 敎は嚴 然と 聳えて ゐる。 我が 敎は 

現在の みの 敎へ ではない。 我が 敎は やがて 失 ふこの 世の 

生命 を 無上の ものと はして ゐ ない。 我が 敎は 我等の 生命 

によって 失 はれ はしない。 又 流離 王の 虐殺で 失な はれ も 

しない。 もし われ、 現在の 情に うごかされて 流離 王の 手 

許に 荒れ こむ か 、 .11: は 流離 王 の 前に 憐みを 詰 へ ば、 我が 

敎は A もど ころに i 朋れ るので ある。 わが 敎は {H 由の 敎ぢ 

や。 過去、 現在、 未来の 敎ぢ や。 一時の この^の 愛に よ 

つ て. M されるべき 敎 ではない。 もし 汝 等の 內に 我が 敎に 

心 を滿す ことが 出來 ず、 今 礎 殺されつ ある 憐な入 間の 

に. H 分の 身 を捨 てないで ゐられ ない ものが あれば、 わ 

れ とわが 身を抬 てるが い. -。 だが わが 敎、 過去、 現在、 


未来 を つ ら ぬく わ が 敎に從 が ふ もの はこ の處 にわれ と 共 

にゐ るが い 。 さう し て亂 され かけた る この 世の 狂 ひ を 

くひ 留める がい、。 すべての もの は 消えて ゆく、 しかし 

わが 敎は 消えて は ゆかない。 わが 敎に從 がふ もの は、 宇 

宙の心 を 心に しなければ ならぬ。 槃の心 を 心に しなけ 

れ ばなら ない。 今、 何 萬の 人 は 11 るべき 處に歸 つた。 目 

蓮。 お前 はさう は 思 はない か。 

目 蓮 はつ。 (目 述、 畏ま リ禮 1^ し、 座 に もどろ) 

鞾迦 (まぼろし，^ 見る やう に) 今 五 百の 男の子 は 首 だけ 

出し て 生き うづ め にされ てゐ る。 鐵の 車に そ の 首 を つ ぶ 

されて ゐる。 あの わめく 聲、 あの 骨の くだける 音。 あれ 

が 流離 王 や 好 苦梵士 の 出來 る 最も 强 い 仕事な のぢ や。 彼 

等 はわが 敎を あの やうに くだきたがって ゐる。 しかし わ 

が敎 はく だかれない。 あ \。 すべて は 恐ろしい 靜 かさに 

臑 つた。 五 百の 男の子 は 生れた 處に歸 つたの ぢゃ。 憐れ 

なの は 五 百の 女の 子ぢ や 。 彼等 は 救 ひ を 求め て 救 ひ を 得 

ない。 だが 波 1  叱 羅の池 は 彼^ を 故 t に歸 すで あらう、 さ 

たかどの 

うし て 流離 王 も、 好 苦： 梵士 もやが て は 自ら きづく 高 と 

共に 燒け 死ぬ のぢ や。 

.SSI 

(龍れ 云 ふ ともなく、 嬉しげ の息閗 え、 嬉しげ 1： 「そ 

れ は本當 てす か」 と 云 ふ？ 4f 問 ゆ。) 

釋迦 お前 達に は 流離 王 や、 好 苦梵士 の燒け 死ぬ のが 嬉し 
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いの か。 彼 椁は燒 かれて 死ぬ。 しかし それ は 喜んでい. V 

のか、 悲しんで い、 のか わし は 知らない。 彼练 はわし と 

ちがう 力に 導かれて 生きて ゐる。 彼等 は 煌かれな くと も 

やがて.；^ ぬ。 しかし 彼等 は涛き 殺される。 さう して 彼等 

と共に 何千と 云 ふ 可 まな 男 や 女、 小 供 や 老人 も燒け 死ぬ 

のぢ や。 わし は 彼等 も IE めない。 

(沈 ir」  . 

四 

黑ぃ 慕の 前。 士 地の 若い 男 _ 一； 人。 

甲 い. -月 だ。 

さや もリ 

乙 今日 も 亦 あのお 城で は洒 宴た。 

丙 今日は 七日：： H ぢ やない かい。 

甲 何が。 

內 七日の 一 2： に 必ず あの 七 貢のお 城が 遠け て、 あすこに ゐ 

る ものが 殘ら ず燒け 死ぬ と 云 ふ 風評が あってから。 

乙 さう だ 七日 nu だ。 

甲 燒 けさう もない ね。 

丙 俺 はきつ と燒 ける と 思 ふよ。 あんな 慘 酷な こと をして 

建てた お 城 だからね。 

乙 あのお 城の 床下で は 今 でも 女 の 子の 泣き 聲が 聞え る さ 

うだ。 何しろ 五 百の 女の子が あの 下に 生き埋めに されて 


ゐ るの だからね。 

甲 何に しろ 恐ろしい ことだった。 

丙 あのお 城は燒 けない はず はない。 きっと 燒 ける。 

甲 燒 けない よ。 

丙 驟を しゃう か。 

甲 しゃう とも。 

い つ  まち リ 

乙 あの人 達 は 何時でも あの 七重の 塔の 一恭 高い 室で llil 宴 

をして ゐ るね。 もし 火事が あったら どうす る 心算 だ。 

丙 あいつ 達 は 琉言を 輕 蔑し てゐる こと を 人々 に 見せて ゐ 

る 心 i;^ でゐ るの だ。 それが 天罰な の だ。 

甲 天罰なん か ある もの か。 

丙 天罰 はなく ともお 城は燒 ける の ださう だ。 さう して あ 

す こに ゐる 入々 は 皆燒 ける の だ さう だ 。 王 樣も 好チ  1 梵士 

も。 

乙 勝手に 燒 ける 奴は燒 ける がい、。 しかし 又 新ら しい 王 

樣 がくる だら う。 

甲 それ は來 る。 

乙 琉離 王. 様より い、 王樣 がくれば い \ が 。どうで もい & 

や、 勝手になる がい、。 

甲 何しろお a けない よ。 

丙 何しろ 焼ける よ。 

乙 今 3 は 亦 盛な |^{:* を や つ てゐ るら し い。 


'な に feu しわ 
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甲 燒 けない 方が い k。 

M 燒けろ 方が い、。 

乙 どっちで もい、 や、 俺に 損 はない からね。 

. 内 も.. つ 小，' し.； 1； ふへ 行かう。 

(：：： 人 s?3;^。  い とれる。 流離 下： のせ： 殿の 最も j= 冊き 

！  { お。 酒お A のお 屮。) 

1H 好 苦 梵士、  </Ir は 七い やな。 七 =;：1 もも うぢ 

き 過ぎる。 

奸ー. W さやう で 御 います。 七 En:;! も殆ん どす ぎました。 

離" 上 あは W  -。 火事 もない や うぢ やな。 

リ う. b ん 

流言と 云 ふ もの は かう した ものに きまって をり ま 

流離： 丄 大いに 飲まう。 ifMfM 慮 をす るな。 (側に 侍って ねろ 

^姬 に) お前 はま だ 怖い か。 

.^m はい。 どうも まだ 氣が おちつきません。 早く 夜が あ 

け て くれ \ はい \ がと 思って をり ます。 

S 難：， H も うぢき 夜 も あける だら う。 (It^.^ する 男女 等 

に) 又 舞へ。 

(ef^ 女 数名 •  ぜ樂 にわ はぜて It ふ C 腰元 共 見て ねろ 人々 

に洒^^-っぃて廻る。 舞 は，^ はる。) 

離 下： 御-お 勞。 酒 をつ いで やれ.。 (能^に) 久しぶりに 

<2 は お前の 舞 を 見せて もら ひたい。 昝の ものに 見せて 


今夜 だけ はお 許し 下さい。 

王 いや、 今夜 だから 是非 舞へ。 

是非 私 ども 乂拜 見いた したく 存じます。 

それでも <2 だけ は、 胸 さわぎが して とても 舞 ひ 終 

る > ^ とが 出來 ませ ん から。 明日に なれば お 祝 ひ に …… 。 

流離： 丄 今 B だから 是非 舞 へ。 わしの 命 八 F だ 。 

(寵姬 是非な く. 一 乂ち 上り 舞 ふ。 まさに 舞 ひの 5^、 らんと 

すろ 時、 不意 に 風が 起リ、 ゆすぶる。 寵姬額 色，^ 

失 ひ、 自失して 立つ。 又、： T つきから く 舞 ひ る。 風 は 

益々 ふ く。. 骶姬席 に もどり；^ 離 王の 手 かたく 握ざる。 

一寸 無言、 風の 音に vt.^ す まぜる。 流離 王氣 がつ い 

たやう に。) 

流離 王 あは W  、 。  $： そんなに 風が 恐ろし いの か。 臆病 

ども だな。 風が なんだ。 七日：：：： と 云 ふ琉言 が 恐ろしい の 

か。 風ト 15。 もっと 吹け よ。 吹け る だけ 吹け。 さう して g 

病 共 を 嘲笑 へ。 あ、 k  、面白い。 好 苦梵士 お前 は 風 を 恐 

れ はしまい。 

好 やせ 御意の 通りで 御麼 います。 私達 は 天 も 恐れません。 

地 も 恐れません。 死 も 恐れません。 恐れる の はたに 我が 

君の 御 心に 背く こと 許り で 御座 い ます。 籍迦を 信じ て ゐ 

る 人々 は この 風 を 喜び まし やう。 さう して 今にも この宮 
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殿が 燒け るかと 心待ち をし てゐる で 御座 いまし やう。 し 

かし 夜が あけて 見る と 風 はやんで をり ます。 うら ^ かな 

朝が 來 ます。 さう し てこの {Tn 殿 は 以前に もまし て 安らか 

に麗 はしく 輝く ことで 御 趣 いまし やう。 さう して 我が君 

の 光 はい やが 上に も M き； 波る >  J と で 御座 い まし やう。 

流離 王 よく 云った。 好 苦 梵士、 お前 は 本當に 我が 片腕 だ。 

我が 子 だ。 我が 友 だ。 我が 肺 だ。 お前が わしの そばに ゐ 

て くれる の は 獅子が 冀を 得た やうな もの だ。 (^?化姬に ) 

さあ 好 苦 梵士に 酒 を ついで やれ。 

寵姬 はい。 

好 苦 難 有く 戴きます。 皆、 I 緒に 我が"？；！ -の萬 歳 をお とな 

へ いたし まし やう。 

(皆 立つ。」 

好 * ャ" 萬 歳！ 

皆 萬 歳！ 

(萬 歳，^ 三 呼す。) 

流離 王 さあ。 皆 慮な く 酒 をのめ。 今晩は 無 總講ぢ や。 

わし は 今晚程 嬉しい こと はない。 皆、 わしと ； g に 喜ん 

で くれ。 心 おきなく 酒 をのんでくれ。 (寵姬 に〕 お前 も 腰元 

どもと 一 緒に 皆に 酒 をつ いで やれ。 今夜 は 無. 赠講ぢ や。 

(風 一 き ははげ しくな ろ。 沈 默。〕 

離 王 (立ち上り) さあ 人々 舞へ 。出来るだけ 娠 かな 曲 


を やれ。 

(人々 m れ. fj- どろ。 さう して 調子 に のり 切った 時、 「火 

事. た、 火事， た」 と 云 ふ Mt 何處 ともなく 開え、 あわてる 

人々 の 足音 亂れ間 こえる。 音 はばった リ やみ、 同時 

に 人々 舞 やめろ。) 

離 王 何んだ。 火事 ぢゃ？  i}u の もの 苦し-つない。 口す く 

逃げろ。 &苦 梵士、 逃げられ るか 逃げられ ないか 兑 てま 

ゐれ。 

好 苦 はつ。 

{■ 人々 は戶 口から とびだし、 叉 室に 逃げ こみ、 窓から 

下, .J* 見；，！ リ、 戶 口から 出て 见 リ、 うろた へ 切って. Q 

る。 この 味 一人の 腰元 飛び： み、 恐怖の もま リぅは 言 

の やう 1,1。) 

腰元 火事です。 火事です。 放火です。 一人の 女が 氣が狂 

つて 火 を あっち こっちに つけたの です。 火事です。 火事 

です。 

(人々 は 決心せ ろ やうに、 戸口から 消え 或は 窓から と 

t;, おりる。 腰元 も、 無氣 味に 走リ 廻って ね^が、 戸口 

から 消えろ。 のこったの は 流離 王と、 流 n: 土に か V リ 

つ いて. Q ろ寵姬 と、 方々 見廻って £f つて 來た好 苦梵士 

の 三人。 煙 は入リ 出す。) 

流離 王 (寵姬 の 耳， < ^おさへ、 寵姬の 頗ん强 く 胸に あて 好 苦 


いなもお u しい 


梵士 に) どう だ みは あるか。 

好 i 〃梵士 御3^1£が大布かと存じます。 下 はすべ て 火の 海 

で 御. li います。 

流離：， H さう か。 

(iM 麯^。 ぃふ、なリ^^姬，^^ふ、とばし、 簾の 「あれ 

つ」 と 首 ふ 首 菜の 出る か 出ない 内に、 刀, ^ぬき 寵姬, ^一 

さし 1$ す。)  一 

好せ 梵士 我が^？には氣でもぉ狂ひになりましたか。 一 

流離 王 いや、 こんな ことで は 氣が狂 はぬ わ 。わし は 流離； 

王ぢ や。 た t わしが 戀 する 女の 兑 苦しい 樣が 見た くな か 

. つた 迄ぢ や。 

好せ" 恐れ入りました。 

(烟 はます/ ,,\ はげし。.； 

離- 丄 お前 はこの 火 i ゆ を どう 思 ふ？ -大罰 だと 思 ふか。 

好 W いえ、 いえ、 私 はた^ H 病な 女が 七日 目の 内に 必ず 

燒け る と Iw ふ 流言 を 信じ 切って、 不安の あまり 氣が 狂 ひ 、 

.H ら火を 放った の だと 存じます。 天罰で は 決し て 御座い 

ません。 偶然な ことで 御歷 います。 

流離： 上 さ うぢ や、 偶然 ぢゃ。 偶然 ぢゃ。 わし もさう 思 ふ。 

^迦 を！：； 5 じ る 人 々 に 偶然の こと だと 云 ふこ と を 知らす こ 

とが 出来ない のが f 一念 ぢゃ。 (戸ロからま ひ込む煙*^見 

て」 だが い、。 ^^.1^はぃ\か。 お前の 劍を ぬけ。 ^ 


好ー^^: はつ。 (劍1<^ぬく) 

離 王 わしが 合圖 とともに お前 は その 劍を もって 美事に 

わが 胸 を つらぬけ。 わし は - J の 劍をも つ て その 時お 前の 

胸 を つらぬく。 

好 t せ 畏まりました。 

流離 王 勇士の 最後 を 後世に ま で 語り 傳 へる ものがない の 

が 恨み ぢ やな。 

好 御意の 通りで 御座います。 

流離 王 足の 下が そろ/ \ あつくな つて 來 たや うぢ や。 覺 

悟 はい、 か。 いざ！ 

(<r 圖の 5 ^る やい なや、 互に 胸，^ つら 2 さ 倒れる。 煙 

はます （"はげし、 ョ十秒 許りして、 一人の 女 逃け こ 

み、 、、の 場の 有樣. ^見て。) 

】 人の 女 王樣が 死ん た。 王樣が 死んだ 。 王 ：1 が 死んだ 。 

(室 の內 1^ 逃げ ま はリ、 又 戸口から 逃がれ やうと して、 煙 

に まかれた ふれろ。 風 一き は强く ふく) 

五 

林、 朝早く、 うら、 かな 天氣、 昨夜の 嵐，^、 倒れた 木、 

散った 枝が.？ I つて ねる。 小 ftr が 嬸し氣 にさへ. つって 居 

る。 釋迦、 目連靜 かに 登場。 

目 蓮 うら k かな 天 氣で御 趣い ます。 
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^迦 嬉し さう に 小鳥が 囀って ゐる。 

目 蓮 昨日の S によく 死な、 かった もので ございま すね。 

11 迦 死んだ ものがない とも 限るまい。 生きて ゐる もの だ 

けがうた つて ゐ るの だ。 

目 連 昨夜の 風 は 夢の やうで 御座いま すね。 た V 倒れた 木 

や、 散った 枝 だけが 昨夜の 嵐 を 語つ て をり ますが。 

II 迦  。 

目 蓮 世 尊。 琉離 王の 宮殿 も燒 けた さ、 つで 御 iij います わ。 

^迦 境け た。 

目 蓮 さう し て 皆燒け 死んだ さう で 御座いま すね。 

釋 迦 皆燒け 死んだ。 . 

目 蓮 すべての こと は 夢の やうで 御 鹿 いますね。 

驛迦 曾って 二人の ま はり を 廻った 子供 等 も 今 は 安らかに 

眠つ てゐ やう。 (夢の 後の 安らかな眠りの やうに 眠つ て 

ゐ やう。 わし は あの 子等の こと を 亡 心れ はしない。 だが そ 

れ はわし の敎を 弱く はしない。 琉離王 や 好 苦 梵士も 今と 

なれば わしの 夢の 色 を 濃く し に來 たやうな も の だ 。 消え 

て ゆけば お前 達の 恨み もの こるまい。 さう して 彼等 は 火 

事に 燒 けす とも やが て 消え て ゆく の だ 。 

すべ て - J とが 過ぎました。 

釋， 1! しかし 又 生れる。 何度でも 生れる。 わしの 敎 を覺ら 

ぬ ものに とって はこの 世に 生きる こと は 迷の 内に 生きる 


こと だ。 さう して 平和な 夢を見る もの は 稀 だ。 今、 朝日 

は 輝，？ わたる。 だが 今に 夕べが くる。 すべて はめぐ る。 

死ぬ、 生れる。 生れる、 死ぬ。 流離 王の 許に 親兄弟、 或 

は 子供 を 仕へ させて ゐた 人々 は 今 は さぞ 悲しんで ゐ るで 

TS はせ 

あらう。 誰が 仕 合 か、 誰が 不幸 か、 誰か 知らう。 わしの 

敎が ゆきわたらない 內は人 々 は 無意味に 惡夢を 生ん で、 

われと わが 身 を 苦し める こと であらう。 さう し て 他人 を 

苦しめる ことで あらう。 小鳥 は-おいて ゐる。 日 は うら、 

かに 照り 渡った。 すべての もの は 何事 もない やうな 顔 を 

して ゐる。 さう して 道 ゆく 人に 逢へば 多くの 人 は 何事 も 

知らない やうな 顔 をして ゐ やう。 觅羅 城の 滅亡 も 流離 

王の 宮殿の 燒け たこと も 彼等 はた^ 笑 ひ 話に すます であ 

らう。 わし は 彼等の 爲に それ を 喜ぶ もの だ。 だが わし は 

わが 敎に從 つてす ベての 入が 調和して 生きて ゆく こと を 

望んで ゐる。 さう して さう 云 ふ 時の 來 るの を 夢想し て ゐ 

る。 

目 蓮 さう 云 ふ 時が 彦り まし やう か。 

釋迦 くる。 

目 蓮 いっさう：： ムふ 時が 參り まし やう。 

釋迦 それ はわし も 知らない。 

(沈 默。) 

— 幕 — 


蘇耶 のお 八十 二 


2)1 


一十 八 歳の 耶蘇 


登場人物 

わ 0 一 

惡 魔 二 

耶  蘇 

山 W 。-恐 二 疋往來 S  a 中の 地の 中から は ひの ぼる、 

まぶしが る。 

S  ^ あ、 まぶしい。 

•  恐 SJ^ 二 木當に まぶしい。 あいつ はこ、 にくる の だね。 

一  あ  >- も うぢき >  J  V に來る 。 

* 恐 1^ 二 來 たら どうす るの だ。 

Si 鬼 一 俺の 云 ふ 通りに する の だ。 

恋 1^  二 よし。 

0^  ： 俺はゐ ざり に 化ける からお 前 は 盲 に 化ける の 

だ。 n= に 化けられる だら う。 

！ ^ わ. 二 そんな こと はお 茶の 子 だ。 

(恋 宽ー、 ねざ リの 似 する") 

0 1 ど-つ だ 之れ ならい くら あい つ でも ゐ ざり だと 思 ふ； 


だら う。  一 

惡楚ニ うまい く、 それなら 大丈夫 だ。 

惡蹵ー これで あいつの 手が 俺の 頭に さはる か、 俺の 手が 

あいつ の 着物に ふれる かする と 俺 はか 5 やって 腰 を 立て 

るの だ。 さう して あいつの 前に かう やって 跪く の だ。 さ. 一 

うして 難 有が るの だ。 あなた は神樣 です。 .一 ^富に 神 樣の！ 

御子です、 とさう 云 ふの. だ。 其處 へお 前が # てく るの- 

だ。 すると おれが お前に 「おい 兄弟 俺の 腰 1! ^つたせ 4: 

と 嬉し さう に 云 ふの だ。 するとお 前が 笑 ひな.：^.^ 「そん 

な こと を 云っても だまされな いよ」 とか 何とか 云 ふの だ。 - 

其處で 「嘛； たと 思 ふなら 俺の 腰に さはって 見ろ」 とか 何； 

とか 俺が 云 ふの だ。 お前 は 俺の 腰に さはって 兑る。 それ 一 

からうま くやって お前が 今度 はィ 二 スに nn を あけて もら ■ 

うの だ。 さう して 二人で よろこぶ の だ。 さう して あいつ 一 

を 自分 はもう 奇鎮の 出来る 神の 子 だと 思 はせ て やる の 一 

だ。 わかったら 一寸 稽古に とり か、 つて 見よう。 一 

惡楚ニ よし 来た。  一 

惡覽 一 お前 は まあ あ いつの 眞似 をし て 向 ふから 歩 いて 來ー 

い。 俺 はこ >! にかう やって いざりの 眞似を して ゐ るから。 

惡魔ニ よし。  一 

(惡宽 一、 ねざり の 乞食の 眞 似して 道端に 坐ろ。 惡蹵！ 

, 二、 下手に 行き 二十 八 歳の 耶蘇の 眞 似して 歩いて く： 


2)'2 


蘇耶 のな 八 卜 二 


る。) 

惡蹵ー うまい ぞ。 そっくり だ。 

t  ぉ甓ニ からかう なよ" 

惡蹵 一 さあ 本當に 始める よ。 

(惡楚 二、 行きす ぶ、 二う とする。) 

惡鷺 一 祌の子 イエ ス樣、 どうぞ 少しお 待ち 下さい。 

(惡嵬 二、 聞えない ふりして 行かう とすろ。) 

S 一  大工の イエス 機、 一 寸ぉ 願が 御座 い ます。 一 寸私 

の 云 ふこと をお 聞き 下さい。 どうか。 

惡？^ 二 あなた は 私 をお 呼びに なった のです か。 何の 御 W 

です。 

(二人 見合して 笑 ふ") . 

惡楚ー 少しう ますぎ るぜ。 

惡宽 一 一 兄贵だ つ て うます ぎる ぜ 。 

惡 一  まあい.^、 どん./, \進 めよう。 その内に くるから 

な。 

，一 よし。 

惡楚 一 昨日 私 は へ んな 夢を見た の です。 私が こ k に 居り 

ますと 其處に (惡宽 二の足 もと. ^ゆびさし) 祌； i€ が 現 は 

れ ていら して 「お前 はわし を 信じて ゐる うい 奴 だ。 明日 

の 朝 こそお： g の 願 ひ を かなへ て やる。 わしの 子ィ ェ ス、 

今 かりに 大工の 子に なって ゐ るが、 あれ はわし の 子 だ。 


その イエ スが 明日の 朝 こ、 へ來 てお 前に あ ふ。 お前 は そ 

の イエス にた のんで 手で お前の 身體 にさ は つ て もら へ 、 

さう すれば お前の 腰 はたつ。 夢々 うたがって はいけ な 

い。」 とおつ しゃった のです、 私 は 難 有さに 耐へ かねて 泣 

キ、 ました。 さう して 目が さめました。 さう して 日が のぼ 

る まへ にこ k に參っ て あなたの いらっしゃ るの を 今 か 今 

かと 待つ て をり ましたの です。 どうか 御手に ふれさして 

下さい まし。 

惡 3? 一  私 は 神の 子で はない。 

S 一  い、 え。 あなた は祌の 子で ゐら つし やい ます。 ど 

うか 御手に ふれさして 下さい まし。 (手.^ の ばして ふれ 

やうと する。 惡楚 二、 肩,. J<r* けろ) 

惡蹵ニ 私に はそんな 力 はない。 そんな こと は 許されて ゐ 

ない。 私 は 力の ない 人間た。 お前の 腿 はな ほして やりた 

い。 しかし 私に は その 力がない。 

惡宽 一 まあ そんな こと を おっしゃらずに ためしに やって 

見て 下さいません か。 

惡宽ニ 祌を こ、 ろみる やうな こと は 私に は出來 ない。 

S 一  そんな - J と を K つ しゃらずに、 あなたのお 父 さま 

のお ほせな ので 御座います から、 さわって 戴けば それで 

氣 がすみ ます。 

惡鸞 一 一 氣 がすむなら さは つ て も い 、 。 しかし 胺 がた 、な 
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惡 iisn 喜んでくれ 兄貴！ 神 機のお 手で なほして 戴いた 

のさ。 

惡眾ニ お前 は 何かと 云 ふとす ぐ 神 31 を もち 出す が， 俺に 

は 祌樣は 用がない の だ。 

S 一  だからお 前 は 何時までも 盲目な の だ。 俺 は祌； 探 を 

信じて ゐる。 俺 は 神 樣の子 イエ ス樣を 信じて ゐる。 

惡魔 二 イエス 樣と はなんだ い 。 

悪 Si5 1 そんな 勿體 ない こと を 云 ふと 罰が あたる ぜ。 

惡鬼ニ  (少し 返事.^ さがして ね；， -が) 其 處で俺 はなん と 

云 はう。 

1 _ あは \  \ 大事な 處で つ か へ て は 仕方が ね，' 。 少し 

前から やりな ほす としゃう。 

惡宽ニ まだ 大丈夫 かい。 

惡宽ー まだ 少し は 時間が ある。 だが もうぐ づく はして 

ゐられ ない。 お前が 「そいつ は it 氣た。 どうしたの だ、 

どうして 立った の だ」 まで は それでい \ 。其處 で 俺 は 「喜 

んで くれ 兄貴、 この やうに 歩け るの だ、 これ も 神 機のお 

かげ だ。 こんな 難 一；? いこと はない」 とさう 云って 俺が 歩 

いて 見せる の だ。 さう するとお 前が 泣く の だ。 其 處で俺 

が 「兄資 どうして 泣く の だ」 と 云 ふの だ。 するとお 前 は 

「お前の 歩く 姿が 見たい。 俺 は が 見えない。 お前 はた 

めくら 

てた のに、 俺 は 矢張り 盲目な の だ。 お前に は 義理が わる 

一 


くても わが 父 をうたがって はいけ ない。 

S どうして 疑が ひます ものです か。 難 有た う 御座い 

ます。 

惡！^ 二  (目，^ つむつ マ. S わ 83^ の 手ん にぶ、 リ) 立て！ 

S  ^  (§^か_」^^ち上リ、 ち 上って からお どろ さ、 惡宽 

二の 前に 跪 To 立てました。 立てました。 

(惡鬼 二。 おど ス いて 目 ..5- つむ リ 祈る。) 

S 一  さあ. 2 はお 前の 番だ 。 めくらの 眞 似し て やって 

おいで。 

惡宽ニ 介 gr た。 

(.恐|5^ニ、 姿 一寸 かくし、 宵 目に なって 杖ん-つ さな 

がら 出 \ 、くる。) 

一 おい 兄？ 

一 だれ だ い 。 ゐ ざり の ヤコ ブ さんかえ" 

一 さう だ 。 

1 それにして は聲が 高い 處 から 出るな。 

(恶鬼  一、 SJ^S^, 二の 處へ あるいて ゆき、 親し さう に惡 

究ニの*^^んとリ」) 

S^(IPM 兄弟 喜んでくれ，.. 俺の 腰 はかう 云 ふ 風に 立った 

の だ。 

^鬼 二 え、 腰が 立った。 どれ。 (5^裙一 の s^, 小さす リ) こ 

いつは. ヶ fj^ た。 どうしたの だ。 どうして 立った の だ C 
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いがつ い 涙が 出た の だ。 許して くれ」 と 云 ふの だ。 其處 

で 俺が お前 を なぐさめて 何とかう まく ィ ェ ス の處へ つれ 

て ゆく。 さう してお 前が 何とか 云 ふ。 俺 もとりな す。 さ 

うして イエ スの 手が お前の 目に ふれる。 するとお 前が ぼ 

ん やり HI を ひらく、 跪.. つく、 喜ぶ。 一 一人でお どる。 あと 

は その 時の 臨機 應變 だ。 其處で イエ スが 自分 をもう 祌樣 

の 子 だ と 思 ふ。 さ、 つし て 神樣の 子に な つ たつ もりになる。 

さう してし くぢ る、 嗜落 する。 

惡覽 一 一 さう だ 。あいつ は 人が い \ から 狂言 通り になる だ 

らう。 

悪魔 一 そこで おれ 達が 安眠が 出来る。 そろく やって来 

たせ。 い k か。 

悪魔 二 大丈夫 だ。 それなら 向 ふ へ 暫 らくの 間 行つ てゐょ 

、r  0 

惡躉 一 それが い、。 俺が イエス をお だて 切つ た 時 出 て く 

るの だ。 

惡楚ニ 合點 だ。 

(惡 W 二、 ヒ 手に 姿.^ かくす。 惡 S 一、 い. さりの a 似 

して 道端に すわる。 哲 くして ィ ェ ス 何か考 へ たがら 

下手 ；り 登場、 そ の 歩 咅方惡 冤 二の a 似した のに" -5 く 

似て ねろ、 惡冤ー の 前， か 5?， リす； V 、やうと すろ。) 

惡鬵ー 神の 子 イエス 機、 一寸お 願 ひが 御座います。 


(ィ H ス 聞かない ふリ して ゆき 過 ざ やうと する。) 

惡 K 一  大工の イエス 樣。 一寸お 話したい ことが 御座いま 

す。 

ィ エス (立ち どま リ、 ふり 向き) 何 か 御 ffl です か。 

惡魔ー はい。 一寸お たのみしたい ことが 御座います。 

ィ エス 何に です？ 私に 出來る ことです か。 

惡冤ー はい。 た r 一  寸 御手 で 私 の 身體に さは つ て 戴けば 

い k の です。 

イエス なせ さはる のです。 

惡 ss^ 一  資 は 私が 昨晚 夢を見た のです。 丁度 私が 夢で こ \ 

にまゐ りました 時、 神 一 .11^^ にお 目に か、 つたので す、 御覽 

になります 通り の 私 は蹵で 御座 い ます。 毎時 も 足が 立ち 

ます やうに と祌樣 にお 願 ひして をり ましたの で、 神様の 

御 姿 を 見る と 同時に、 私 は神樣 に 跪いて 「神様、 神樣、 

ど、 つか 私の 足の たつ やうに し. て 下さい まし。」 さう 中した 

ので 御座います。 すると 祌樣が 「わし はかね ぐ お前の 

望み を卟 へて やりたい と 思って ゐた。 しかし まだ S. が こ 

なかった。 しかしお 前の 眞心は 天に 通じた。 明日の 朝 早 

くこ 、に來 い。 すると 大工の ィ ェ ス がきつ とこ. -に來 る。 

あれ はわし の 子 だ。 あれの 手が お前の 身 に ふれて、 あ 

れが 『立て！』 と 云へば きっとお 前の 足 はな ほる、 夢々 

疑って はいかん」 とおつ しゃって 下さった のです。 さう 
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して 私 は 目が さめた ので 御座います。 私 は どんなに 喜ん 

だで 御座いま しゃう。 私 は 難 有が つて 泣きました。 私 は 

まだ くら い 内から 家 を 出て、 やっとの 思 ひでこ、 に參り 

ました。 さう して 4t 君の いらっしゃ るの を 今か今かと 待 

つて 居りました。 さう して の 御 姿の 見えた 時 助かつ 

たと 思 ひました。 どうか 私 を 助けて 下さい。 どうか その 

手で 私に さはって 「立て！」 とおつ しゃって 下さい。 私 

を 一 入 前の 人間に して 下さい。 祌 の子ィ ェ ス樣。 

ィ エス 私に はま だ 力がない。 私 はお 前の 腰 をた、 せる こ 

と は出來 ない。 

S 一  それ は 御 遠慮です。 贵 おは 神の 子です。 祌樣が 御 

ほ 身で さう おっしゃ いました。 贵_ ^は あまり 隨 病です。 

おは 御 自分の 力 を 出す こと を 惜しんで ゐ らっしゃ いま 

す。 たいぶ 一寸 御手で さはって 下さって 「立て！」 とおつ 

しゃって 下されば それです むの です。 

ィ  >1 ス 私に はま だ 許されて ゐ ない。 

ゎ宽ー そんな 罪な こと を おっしゃる もので は 御座いませ 

ん。 私の 心 も 察して 戴きた う 御座います。 

ィ エス 何とい つても そのこと だけ は 出来ない。 私に は 力 

がない。 

宽ー まあた めしに やって 兑て 下さい。 

イエス 祌 をこ& ろみる こと は 私に は 出来ない。 


惡 SJ^ 一  貴君 は 本當に 無情な 方です。 私 はわ ざく-  J  ^ ま 

でまゐ りました の です？  J り 腰で こ、 まで 參 つたの です。 

さう し て 腰が 立 つ と 許り 思つ て 喜んで 參 つたので す。 ど 

うか 可哀 さう に 思って、 一寸お 手 を ふれて 「立て！」 と 

おっしゃって 下さい まし。 

ィ^^ス 貴お に 同情し ます。 しかし 私に は そのこと は出來 

ません。 

惡楚ー まあ そんな こと を おっしゃらないで 下さい。 この 

可哀 さうな 私 を 見捨てな い で 下さい。 どうか 私に 未練 を 

殘 さな い やうに し て 下さ い 。 どうか 助からな い でもよう 

御座いま すから、 夢の ぉ吿， けの やうに し て 見せ て 下さ い。 

さもないと 私 は 贵君を 恨みます。 一生 恨みます。 

ィ H ス 恨むなら 恨んで 下さい。 私に は出來 ません、 許さ 

れ てない こと は 出来ません" 

i 一  それならば 私が こんなにお たのみしても きいて は 

下さ い ません か。 私の 環み は 叶 へ られな い の で 御座 い ま 

すか。 (惡鬵 一 泣く ま；：^.,^ する) 私 はどうして かう 因果 

な もので 御座いませう。 たった 一 つの 望み も 消えました。 

た^ 一  寸 私に さはって 下されば それでい &の では 御座い 

ません か。 さう して 「立て！」 とおつ しゃって 下されば 

い、 ので は 御座いま せんか。 どうぞ/ \- 私の 望み を 叶へ 

て 下さい" 
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イエス 叶へ られる ものなら ば 叶 へ て 上げた い。 しかし 私 

に は 祌樣を 試み る >  J と は 許され て ゐな い 。 

惡鬵 一 神 ilig を 試みる ので は御跑 いません。 た^ 私の 夢の 

お告げの 通りに やって 下されば、 私 は 立てないでも あき 

ら めます。 さもなければ 私 は あきらめられません。 どう 

か あきらめられる やうに して 下さい まし。 

ィ f1 ス 腰が 立たないでも あきらめられます か。 

惡覽 一 あきらめます。 あきらめられます。 どうか 私の 迷 

ひ をと つて 下さい まし。 さう して あきらめられる やうに 

して 下さい まし。 

イエス それならば {^ 君が あきらめられる やうに して 上げ 

まし やう。 (惡覽 一の 頭に 手， かわて 祈ろ やうに) 父よ。 

あなた を こ、 ろみる ので は 御座いません。 この 憐な 人間 

に あきら め を 得させ るた め で 御座 います。 どうか 私の 許 

5 れ てない こと をす るの をお 許し 下さい。 さう して この 

憐な 人間に 憐れみ を かけて 下さい。 (權威 あろ もの、 や 

うに〕 立て！ 

(惡蜜 一、 夢見る やう LIAA ち 上り、 立ち上った： と：. i 

氣 がつ. V ヽ 足ん 見、 足に 力， 入れて 見。) 

惡宽ー 立てました。 立てました。 この 通り 立てました。 

(ィ H スは ぼんやり 立って 居ろ。 自ら 行った 奇 の 前 

におの、 いてね ろ。 惡 i 鬼 は イエスん 見、 その 前 に 跪づ 


く。) 

惡寬 一 神 さま、 神 さま。 神の 子ィ ェ ス樣、 難お たう 御座 

いました。 難 有た う 御座いました。 (立ち上り) 私 は 御 

かげで この やうに 立てで、 す。 この やうに 立てます。 この 

やうに 歩け ます。 (歩いて 見せろ) 本當に M おは. 神の 子 

でゐ らっしゃ います。 

(ィ  >1 ス默 つてね る。) 

惡蹵ー 昨日の 夢 は 正さ 夢で 御座いました。 私 は 之れ から 

神社に 參り まし やう。 さう して 御禮を 申し まし やう。 祌 

の子ィ ェ ス樣本 當に難 有た う 御座いました。 一 生 この 御 

恩 は 忘れません。 

(この 時 惡蹵 二、 盲目の 眞似 なして 出て くろ。 惡 3^ 一 、 

目ざとく それ ^認め。) 

5 兄貴。 . 

鸞ニ 誰 だ。 ゐざ りの ヤコ ブか。 

m 一  さうよ。 

鷺ニ 今日は 高い 所で 歸を 出すな。 さう してなん だか 嬉 

しさう だな。 

S ^ 嬉しがらずに ゐられ る もの か。 俺の 足が 立った の 

だ。 こ. i にゐる イエス ！ 一!i^ に 足 をな ほ していた 订 いたのよ。 

惡蹵ニ なにお 前の 足が 立つ？ そんな こと は 信じられな 

い。 神樣 でもお 前の 足と 俺の 目 だけ は駄 y だ。 
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„ 所が、 ちゃんと 俺の 足 はこの 通り 立つ の だ。 この 

通り 歩け るの だ。 兄贵 それ ろ！ 俺の 足 はな ほったら 

(le に： 宽 二の 所へ ゆく、  ^冤 二 さすって 見て おど ス く。〕 

宽ニ 本當に 立った のか。 これ は豪氧 たな。 

宽 一 それ 兒ろ。 こんなに 歩 けら あ、 こんなに 人 問ら し 

い 足赞 がすら あ。 (惡楚 ニ^く 似 1^ する〕 おや 兄啬。 

どうしたの だ。 

惡鬼ニ お前の 話を閱 いて、 俺 は 嬉しい の だ。 嬉しい より 

も羡 やましい の だ。 もしお 前の 足が 立った やうに この EI 

がな ほ つ たら どんなに 嬉し いだら うと 思ったら 淚が ひと 

りで に 出て 來 たのよ。 堪忍して くれ。 

悪魔 一 兄贵 そんなに 嘆くな よ。 今 こ k にわしの 足 をな ほ 

し て 下さ つ た 方が お いでになる の だ。 そ の 方は祌 さま の 

お 子 さまな の だ。 御名 前 は イエ ス樣 とおつ しゃる の だ。 

大工の 御子で 豫言 にも ある 通り この 世の 人 をお 救 ひに な 

る 方な の だ。 その 方に 俺の 足 はな ほして 戴いた の だ。 お 

前 も そのお 方に おたのみ してな ほしく 頂く とい、。 

S 1 一 お前 そ の 話 は 本當な のか" 喊 つい たら 俺 は がっか 

りして 氣絕 してし まうよ。 本當に その イエ ス ili^ とおつ し 

や る神？^^ の お 子 さま は せハ處 に ゐら つし やる のか。 さう し 

てお 前 は その 方に なほして 戴いた のか。 か- 「やって 手 を 


あは さあ。 その 方に 逢 はして おくれ。 さう して その 方に 

願って この 目 をな ほして おくれ。 もし この 目が なほった 

ら、 どんな だら う。 本當 にお 前 はう まくやつ たね。 早く 

その 方に あはして おくれ。 おがむ よ。 

s_ 一  まあ まつ てゐ ろよ。 私が 一 つた のんで 上げ や、 「。 

ザお 宽ニ どうかた のんで おくれ。 もし この 目が なほったら 

一 生お 前に 感謝す るよ。 本當 にこん な雜 有い こと はない 

力ら わ 

(惡魔 一、 恐懼した ふり.^ しながら、 沈 して この 有 

様ん-見て わろ ィ VI スの？ S へ ゅ气 

S 一  祌の子 イエ ス樣、 御らん になります やうに あすこ 

に をり ますの は 私の 友達で、 至ってい、 奴な の で 御座 い 

ますが、 御らん の 通り rR が 見えな い の で闲っ て をり ます。 

な ん で も 九 つの 時と かに ひどい 股 病 をゎづ ら つ て それ か 

ら 盲！ ：11 になった さう で、 この 世の の ：-! ^しい こと をな ま 

じ つ か 知つ て をり ます もの で、 あけくれ H が 見えな い の 

を 嘆 い て をり ます。 どうぞ 御 慈悲です から 御 助け 下さ い 。 

イエス 私に は その 力がない。 

^ どうぞ そんな こと を おっしゃらずに、 ど、 っぞ 助け 

， ， 、 

て やって 下さい まし。 目 かひら きましたら あ いつも どん 

なに 喜ぶ かわかり ません。 どうぞ 目 をな ほして やって 下 

さ いまし。 
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イエス 私に は あなたの 足 をな ほした こと だけで も 何んだ 

か 恐ろしい のです。 恐ろしく つて 仕方がな いのです。 あ 

なた のお 友達 の 目 をな ほす こと はとて も出來 ま せ ん 。 

(惡楚 二、 杖て さぐりながら 近づき、、、 の イエスの 首 葉 

ん t 聞いて 泣く 眞似 すろ。 惡冤 一 、それ，^ 慰めながら。) 

S 一  兄貴。 がっかり するな よ。 私 は 生命 を かけても お 

願 ひして 上げる からね。 (イエスに 向 ひ) どうか そんな 

こと を おっしゃらず. に、 どうぞお 助け 下さい。 二 入. S 

ける と 思つ てお 助け 下さい。 

イエス 助けられる ものなら、 助けたい。 しかし 私に は そ 

の 力がない。 

惑 S1 又 そんな こと をお つし やる。 あなた は 神の 子で ゐ 

らっしゃい ます。 あなたに おな ほしになる 氣 さへ あれば 

きっと この 目 は 開きます。 きっと 開，？ ます。 

イエス もう 許して くれ。 私に は その 力がない。 そんな こ 

と は 許されて ゐ ない。 

悪 寬ー そんな こと を おっしゃ るの は 罪です。 本 當に無 慈 

悲 です。 こいつ は 私の 無二の 友達で 御座います。 どうぞ 

どうぞお 助け 下さい。 目 をな ほして やつ て 下さい。 

イエス 神に 許されて ゐ ない。 

惡費 一 愛でな さる こと を 神： 採が お許し になら な いこと は 

ありますまい。 


(ィ H ス 去らう とすろ。) 

惡魔 一 あなた は何處 へ 行ら つし やる の です。 どう，， - -見捨 

てないで 下さい。 どうぞ rk:*^ の 目 をな ほして やって 下さ 

い。 た^ 手 を こいつの 頭に ふれて 「目 を 開け！」 とおつ 

しゃつ て 下されば、 きっと こいつ の nir はな ほります。 

ィ >^ ス 私 は 恐ろしい。 私 は 恐ろしい。 

S 一  どうぞ 助けて や つ て 下さ い = 助け て や つ て 下さ い 。 

(跪， つくし 

惡魔 一 一 お 慈悲です。 お 慈悲です。 (跪づ く、 

ィ H ス 祌樣、 私 はどうしたら い、 のです。 神様 私 はどう 

したら い、 のです。 

惡萤 一 た/めな たは 私の 友達の 頭に 手 をのせ て、 「n を 開 

け！」 とおつ しゃれば それでい > のです。 それでい k の 

です。 

ィ H ス もし 目が 開かな か つ たら。 

惡魔ー 開かない わけはありません。 あなた は祌の 御子で 

す。 しかし もし 開かないでも その 時 は あきらめ るで しゃ 

、つ。 兄贵、 さ うだらう。 

K  お寃ニ もし 神の 御子 樣の 力で もな ほらない やうな 罪深 か 

いもので したら、 きっと あきらめます。 あきらめます。 

イエス 私 は 神の 子で はない。 

惡鷺ー い トス 神の 御子です。 
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イエス しかしお 前の 仰 はお 前 を 助ける かも 知れない。 

しかし それ は 私の 力で はない。 やむ を？ 4£ ない。 お前の 望 

みは 卟 へて やる。 しかし：；：！ が g かなく とも 神 をう らんで 

はいけ ない。 私の 力の ない こと は 恨んでも い V が、 私 は 

祌を こ、 ろみる のではありません。 この あはれ な 人間に 

JM 情す る 許り で 御座 います。 父よ 御 心 のま、 にして 下さ 

い。 (惡 ％ 二の 頭に 手，^ おき〕 n よ g け！ 

(惡宽 の 二、  H;.,„J- ぼつと 開き、 もた リん？ 見ろ。 くし 

て氣 がっき * 目 を こす リ、 しば.；.：、 く。：！ 

惡 1^ 二 おい E が あいたよ。 目が あいたよ。 

惡 WU どれ、 どれ。 本當に H が あいた、 目が あいた- 祌 

0. 難 有た、 つ 御座います。 こいつの 目が あきました。 

(ィ H ス 沈^し ねろ。) 

惡鬼ニ 神の 子 イエス ST 難 有た う 御 います。 こんなに 

しい こと は 御座いません。 何と 云つ てお II. を 申して い 

いかわ かりません。 兄弟 喜んでくれ。 

1 f せばないで ゐられ る もの か、 俺の 腰 は 立 つ 、 お前 

の cr はあく。 俺 はかう やって 歩け る。 お前 はさう やって 

ゐて、 木で も {T« でも 水で も 俺の 顔で も わかる。 神の 子ィ 

ェ ス樣 のお 顔 も おがめる。 

宽ニ 本當 にさ、 「だ。 今日は何と云ふ^^ロ日だ。 こんな 瞎 

しい こと はない。 


i ^ ヵ當 だ、 こんな 嬉しい こと はない。 

(二人 嬉し さも まった やうに 出たら 目 に おどろ、 ィ V- 

ス それ 見て！^ ぐみ、 だまって 立って， Q る。 この 時 何 

處 からか える。) 

t 雄 わが 愛し子よ、 其 處にゐ 乙の は 二人とも 惡魔 だ。 お前 

に 力の まだ 出來な ぃ內 にお 前 を 誘惑して 十 ：+ 架 を 荷 はさ 

うとして ゐ るお， ^ 魔 だ。 お前に はま だ 十字架 を 荷な ふ 力 は 

ない。 お前 は 今 彼等の 言葉 を 信じ 旣に 自ら 神の 子に なつ 

たと 思へば * お前の 滅亡 は 目の前に ある。 我に めされる 

迄 はお； S はまたなければ ならない。 わが 愛し子よ。 

(ィ H ス目 がさめ たやう に 目 ひらき 惡薏^ 見、 叱 

る。) 

イエス 惡 魔よ、 お」 け！ 

(悪魔 1 ^どり.^ やめ、 地面の 内に と. ひ-、 む。 イエス 耻 

-ち、 うちくだかれる。」 

I- 幕 — 
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佛陀と 孫 悟空 


1 

佛陀 お前 は 中々 利口で も あるし、 資力 も ある。 しかし ま 

だお 前 は i 右 い 。 知らな け わば ならな い - 」 と を 知らな い 。 

孫 悟空 なに、 私が 知らなければ ならな い - 」 と を 知らな い 

のです つて。 私. に 何にも かも 知って ゐ ますよ。 あなたよ 

り はいろ/ \ のこと をして 來 ました かられ。 .大„3 ^の こと 

も、 地獄の こと も、 龍 (S のこと も ぬ 知って ゐ ます。 仙人 

の 術 もちやん と 知 つ てゐ ます。 私 に 知らな い - J とが ある 

なぞと 云 ふ 者 こそ、 何にも 知らない ものです。 

佛 それなら、 なせ お前 は 天界 へ 行って、 務め を おろそか 

にした の だ。 ほ 分の ぁづ かって ゐる 桃の 泡を食ったり、 

人が 大事に し て ゐる物 を こわしたり、 天界 の 支配者 に 1.^ 

向ったり、 それ 等 は ： . 前 が 何にも 知らない こと を 示して 

ゐる。 

孫 さう は 云って もら ひますまい。 私か强 すぎる からと； K 

つて もら ひたい ものです ね。 私 を 押へ つける ものがない 


からと 云って ほしい ものです ね。 

怫 お 前 を 押へ つける もの はお 前 だ。 そのお 前が ゐな いの 

が、 お前の 罪な の だ。 

孫 私が 私 を 押へ つける！ そんな こと は出來 ません よ。 

私 はどう も强 いのです からね。 桃の 赏を食 ひた い と W れ へ 

ば、 食へ るので すから ね。 怒られる のが 怖くない のです 

から 仕方が ありません。 

佛 お前の ：番 いけな いのは、， H 分の 弱い こと を 知らな い 

こと だ。 

孫 r4 ん いと 云 ふこと は 始めて^ きました よ。 私より 强 

いものが 何 處にゐ るで せ、 つ。 

^ お前 はすぐ 一人 々々を！^ におく からい けない。 いくら 

お前が 力んだ つ て、 {H 由 を 支配し てゐる 力に は卟 はない 。 

その 力に 抵抗す る ことが 出來た とし て も、 それ は.：：： 分の 

m. 荷 を ふ やす 許り で、 やが て お前 を つぶして し まう 。 

孫 あなたの 云 ふこと は 私に はわから ない。 

怫 お前 は、 他の 人が よろこんで ゐ るの を 見て なほ よろこ 

ば し て お きた い と は 思 はない か。 

孫 S ひません よ。 私 は 他の 人の ことなん か 何とも 思って 

はゐ ません。 他の 人 はいく 地がない ので 他人の こと 許り 

氣 にして ゐ るので、 くよ /\> して 化き てゐ るので せう が、 

； f5 はさう は ゆきません よ。 嵐に 桃の 實を 落さない や-つに 
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吹 いて くれと 云った つて、 嵐は强 いの ですから 仕方が あ 

りません。 火に 蟲を燒 くな と 云った つて、 燒 けろ もの を 

燒 くの は 火の & だから 仕方が ありません。 火 も 小さ けれ 

ば 水に でも やつ けられる のでせ うが、 私 は 小さい 火で は 

ない のです か.. つ。 

怫 お前 は 嵐 や、 火ち やない。 -M や 火と じだと 思 ふの が、 

お前のお ろかな fre 據だ。 お前 は 食 ひたくな いもの は 食 は 

ないだら う。 そし て 怒りたくない 時 は 怒らない だら う。 

孫 あたり まへ さ。 しかし 食 ひたい 時 は 食 ひ、 怒りたい 時 

に はおり ますよ。 

佛 しかし 食って い」 ものと、 食って いけない ものが ある。 

孫 私は强 いのです から、 食 ひたい もの は 食っても い- 1 も 

ので、 食 ひたくな いもの は 食って はいけ ない ものです。 

その他の - J と は 私 は 知りません。 

^ お前 は 人の 喜び を尊袁 しなければ ならない。 

孫 しかし その 前に 自分 を よろこばさなくて はなり ません 

からね。 

^ お前 は その 分と 云 ふ ものが、 そんなに 大丈夫な もの 

と 思って ゐる のか。 

孫 しかし 世の中に {«: 分より 大事な ものが あります かね。 

とも 力く E 分 はつ まらない ものと しても、 他の もの は自 

分よりも つと つ まらない ものと しか S5 へ ません ね。 


佛 そこが お前の 一番： お 鹿な 處だ。 

孫 この 私 を. 馬鹿 だと 云 ふ の です か 。 もう 一度 云つ て..， J ら 

んな さい。 

佛 何度でも 云 ふよ。 お前の 一番い けな いのは 馬鹿 だから 

だ。 

孫 なんだ と。 (W 陀ん > 打 たうと する が、 打つ 異氣は 出な 

、し 

怫 お前の 一番 <  馬鹿な 點は、 他人 を 打つ と 云 ふこと はお J§ 

el 身 を 打つ こと だと 云 ふこと を 知らない こと だ。 木の 枝 

が 木の 枝と t: 嘩 してお 互に なぐりつ こした として、 その 

時 片方の 枝が、 片方の 枝に 勝った 處が、 うれしく は ある 

まい。 淋しい やうな、 氣の 毒 なやうな いやな 氣 がする だ 

らう 0 

孫 そんな， はやめて もら はう。 ともかく お前さん は 私 

より 馬鹿で、 私より 意：：， fa 地な しで、 他の 人の 氣に 入る こ 

と 許り 考 へて ゐ るの だ。 私 は その 手に は のらない。 

佛 お前 はき 分 だけが すべ ての 人から はなれて 生きて ゆけ 

ろと 思って ゐる のが 馬鹿で、 そしてお の ft 一  つ <K ふより 

は 皆 を よろこばす 方が、 更に 大きい よろ 、 /ひ を 味 は ふ こ 

とが 出来る の を 知らな い の が 場 鹿な の だ 。 私 達 は 大界を 

支配して ゐる 人の 意志に 從っ て 生きて、 始めて 安心して 

喜んで 生きて ゆけ るの だ。 お前 は 自分で 強いと か、 賢い 
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とか 思って、 苦勞の 種ば かり 生んで、 一番お 前にと つて 

大事な お前 を 苦しめて 得意に なって ゐ るの だ。 それが 馬 

鹿 の 骨頂 だ 。 そして その 自分 の 馬鹿 を 自慢し て ゐる の だ 

から 皆、 閉口して ゐ るの だ。 桃 をと つて 食って 一番 ^ し 

たの は お前 だ と 云 ふ - J と を 本： 富に 知らな けれ ば ならな 

孫 そんな こと は 知る もの か。 俺 は 誰 を 敵に したって、 少 

しも こはくない。 

佛 だが 皆に 嫌 はれる より は、 愛される 方が い、 だら、 つ。 

孫 窮 E な 思 ひ をす るより は、 嫌 はれた 方が い \" 

佛 それ はお： 5g は 皆 を 愛する よろこび を 本當に 知らない か 

ら そんな 氣 になる の だ。 

孫 なんとで も 云 ふが い、。 お前さんに は 私の 心 はわから 

ない の だから。 お前さんのお IS 子 はいくら でも ゐ つ。 私 

は あんな 仲間に 入って 生きて ゆく より は 死んだ 方が い \ 

の だ。 私 は 何と 云 はれた つて、 お前さんの 弟子に はなら 

ない。 お前さんの 口に はた まされない。 私 は お前さんの 

知らない 法則に 支配され て 生きて ゐ るの だ。 

佛 孫 悟 穴 、 お前 は まだ この 俺 を 本當に 知らな いの だ。 俺 

の 云 ふこ とに 反抗す る の は 、 お前 を 不幸に する 許り だ。 

いくらお 前が ぢ たばた したって、 この 手の む らか ら そと 

に は 出られな いの だ。 


孫 馬鹿 もい  > 加減に して くれ。 俺 は 一 秒に 八 千里 はとぶ。 

怫 いくら とんだって 無限に はとべ まい。 お前 はま だく 

知らなければ な りな いこと を 知らないの だ。 だから 子供 

らしい こと を 云ったり、 したりして になって ゐるの 

だ。 そして 大事な お前 自身 を 苦しめて ゐ るの だ。 もっと 

のんびりした、 大きな 心 を もって、 つまらない 反抗 はす 

て 、 、 大きく 生きたら い、 だら う。 

孫 お前さん はなんでも 反對な こと を 云 ふな。 世の中に 私 

程自. 田な ものが ある だら、 「か。 私 はしたい こと を すれ. は 

い、 の だ。 夭の 軍勢 さ へ 私 を どうす る - J とも 出來な い の 

-ザ f  0 

怫 お前の 自由 はわし の 手のひらの 上 だけ だ。 お前の. H 由 

はお に 頭 をぶ つ け て 岩 を わる 、 J とが 出來 ると 云 つて、 自 

分の 頭に 出來 たたん こぶ を自？ ほに する やうな 自由 だ。 何 

處へ 行つ て も、 塵 や ほこり を 起して 得意に なつ てゐ るが、 

塵 や ほこり を 吸 ふ ものが 自分 だと 云 ふこと を 知らないの 

だ。 お前 はいくら 利口な つもり だって、 {fH 由 をに ぎる こ 

の 私に 手 向 へない こ と を 知らなければ ならな い 。 

孫 よし、 お前さん は、 私が どうしても その 手のひらより 

もとび 出せない と 云 ふの だな。 もしと び 出せたら. とうす 

る 0 

怫 とび 出せない にき まって ゐ るから、 お前の 云 ふ 通りに 
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なって 上げる。 

孫 それなら 俺のお 子になる か。 

佛 なっても い、。 お前が 俺より 賢ければ いつでもお 弟子 

になる。 しかしい ばら をな ぐったり、 岩に 頭 をぶ つけた 

リ、 &励を 起し て つ まらな い 所で 苦しんで 得意に な つ て 

ゐる お前が 俺に 勝て ると 思 ふ の は を かしい 。 

孫 何とで も 云 ふが い、。 俺 はお 前さん を やっつけて、 ぐ 

の 1:せ も 出な いやう にして やる。 いくら お前さんが 威張つ 

たって、 一瞬間に 八 千 S はとべ るの だから。 

怫 よろしい。 とべる だけ とんで 見たら い >- だら う。 そし 

て 俺の 知らない 世界に 入り こんだら、 俺 は 降参し て やる。 

その か はり、 俺よりも お前の 馬鹿な - J とが はつ 切りした 

ら、 惡 いこと は 云 はない から 俺の 云 ふこ と をき くが い 、 。 

さう すれば お前 は どんなに 皆に 喜ばれ、 愛される かわか 

ら ない。 そしてお 前の 珍ら しい 力 は、 この の 爲 にどん 

なに 役に立つ かわからない。 俺 はお 前の その 力 をい 方 

に 使 ひたいの だ。 

孫 何と 云った つて、 俺は窮 1£ な こと は 嫌 ひだ。 お前に ま 

けたと あつ て は 俺 は 死んだ 方が まし だ。 それなら 之から 

大界の はづれ まで 行って、 お前 を 一 つ 俺の 弟子に してや 

るかな。 三千 si の大 先生のお 前 を 弟子に する の は、 一 

寸 面白い。 それで はとび 出す ぞ。 (用意す る) 


1 一 

孫 佛陀の 奴の 半； 意氣 なのに はお どろいた な。 この 俺 をつ 

かまへ て 手のひらの 上から とび 出せない と 云 ひやが つ 

たつ 人 を 馬鹿にする にも 程が ある。 あいつ は 俺が こんな 

にと ぶこ とが 出來 ると 云 ふ - J と は 知ら ない の だ 。あいつ 

はなん でも 事な かれ 主 1: で、 惡 い こと をし てはいけ ない。 

喧嘩 をして はいけ ない。 戰 (せ して はいけ ない。 人 を 殺し 

てはいけ ない。 怒っても いけない。 赌を 云っても いけな 

いと 云って ゐる。 あいつの 云 ふ 通りに したら、 生きて ゐ 

るの か-死んで ゐる のか わから なくなって しまう。 誰が あ 

いつの 弟子になる もの か。 あいつより 利口な ものが 一 人 

は ある こと を 示して やらなければ 腹の 蟲が 承知し ない。 

俺 程 偉い 奴 はな いの だから、 天帝 さ へ 俺に は 手が つ けら 

れな いの だ。 それ を 佛陀の 奴、 口で まるめようと してや 

がる。 あいつ は n 一千 世界 を まるのみ にした やうな 面 をし 

て やが る。 あの 面から しゃくに さはる。 今度 はいくら あ 

いつでも まゐっ たらう。 今迄 あ い つ を^！ぉか した ； はな い 

の ださう だが、 俺 だけ はと-つ/ \ あいつ を やつ つけて や 

つた。 いくら あいつ でも 俺が こ、 までく ると は 思つ て は 

ゐ まいから な。 おや あの 天の は づれに 五本の 柱が あろな。 

一 何ん と 云 ふ 美しい 立派な 柱な の だら う。 あの 眞 中の 一番 

一 
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孫 怫孫佛 


孫 佛孫佛 孫 


孫 勿論、 私 は 知って ゐ ます。 私 は 今度 程 思 ふ 存分 飛んだ 

ことはありません。 私 は 犬 空の はづ れま で 行きました。 

まだ 誰もが 行 つたこと のな ぃ處に ゆき、 見た ことのない 

もの を 見て 来ました。 

佛 それ は 偉かった。 

孫 さすがの 私 もも-つ 之 以上 ゆけ ない 處 まで ゆきました。 

する と 肉色し た 大きな 五本の 柱が ありました。 その 美し 

さは 何と 云つ てい、 かわかり ませんで した。 さすがの 私 

も その美し さに 見 とれました C そし て 記念に 私の 名 を 其 

處 にかいて 来ました。 俺 はこ、 まで 來た ぞ、 孫 .&さ；。 と 

か い て來 ました。 あなたに 見せたい 程、 立派な 柱です が、 

あなた に は， あす - J ま で 行け ます ま い 。 

.ffi- に は ゆ ナ.. "よ 、- だら う。 

どうです。 もう 降參 したら う。 

孫 悟 { 仝 、 お 前 は その 五本の 柱 を讀美 し たね 。 

、f、 いくらでも 讚美し ます。 あなた だって あの 柱 を 

見たら 讚卖し た くな るで せ.. つ。 私 は そ の 柱に 名 を かき つ 

けた 時、 肖 分のお を 永遠に 殘す にもって こ い の 柱た と 35 

ひました。 

佛 よろしい。 

孫 よろし いぢ やすまされない ぞ。 さあ 約. 13^: 迎り にしても 

ら ひたい もの だ" 


大きな 柱に： の來 たしる し をつ けて、 俺が 佛. 陀を やっつ 

けた 記念 を永逮 にの こして やらう。 あの 柱なら 俺の 名 を 

かいても 惜しく はない。 (孫 悟空、 五本の 指の 柱の 眞中 

に、 條 は：、 i て 來たぞ 孫 悟空と かいて、 得意に なり それ 

, ^見、，， ^む) 俺 はこ、 まで 來たぞ 孫悟窣 ；。 之で い  >- 、之で 

い、。 どう だ 俺の やうた 偉い 奴が どうして この 世に 生れ 

たの だら うな。 (， ^どり 出す) 俺 を をが め、 をが め、 皆 

俺 を をがん でい k はず だ。 佛陀の 奴 も さぞお どろき やが 

る だら うな。 (. ^張って 退場、 五本の 指 引 W む〕 

三 

佛陀 孫 悟空の 奴、 俺の 指に 何とかい たかな。 俺 はこ、 ま 

で 來たぞ 孫 悟 {-r 孫 悟空ら しい 字 を かくな。 お、、 威張 

つて やって来た ぞ。， 

(孫 悟空、 威張って 登 a_r) 

行って 來 ました。 

御苦勞 さん。 

どうです。 之で もま だ 私 は 馬鹿です か 4r 

お前 は 思った より 利口 だ。 

思った よりです つて。 私 は 何處 までとんで 行 つ た か 御 

存 5^ です か。 

佛 お前 は 知って ゐ るなら 話して もら はう かね。 
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m 孫 怫 


佛 お： は その 五本の 柱 をなん だ と 思 つ て ゐた の だ 。 そ の 

五本の、 お前が，」 ぶした 柱 は、 指の やうな 形 をして ゐな 

かった か。 

孫 あまりに 大きく、 あまりに 突し いので、 形 は 忘れた。 

しかし 指の やうな 形 は し て ゐ たやう だ 。 それが どうし た 

と 云 ふの だ。 ごまかさう と 思つ て も だめ だぞ。 

佛 お前が 柱た と 思った の は、 寅 は 「. ： 」 ， た 。 

孫 馬鹿 云 ふな。 お前の 指 は其處 にあ Nfv たいか，' 

佛 俺が どの位 ゐ 大きい かそれ は，？ 前に はわから ないだら 

う。 俺 は 三千世界に 充 する もの だ。 お前の 目に はこの 

指が 小さく も 大きく も 見える 。 

孫 何 云って ゐ るの だ。 もし その 指が 本當の 柱なら、 俺の 

か い た 字が 其處 にか い て ある はず だ 。 そ んな こと は ある 

わけはない。 

佛 かいて あったら どうす る。 

孫 かいてなかったら どうす る。 

佛 かいて あったら 俺の 云 ふこと を きくか。 

孫 かいてなかったら 俺の； 19 子になる か。 

佛 かいて あったら、 お前 は in 分の まだ 知 11 の 足りない こ 

と を 知らなければ ならな い。 

孫 かいてなかったら、 お前の 知 憙 の 足りない こと を 知る 

か。 


孫 そんな きごと を 云 はずに いさぎよく、 その 指 を 見せ 

ろ。 先 命 だけ は ゆるして やる。 

怫 かい てあつたら お前 は 心 を 入れ か へ なければ ならな い 

ぞ。 皆に 不愉快 を與 へる こと はよ くない こと だ。 比. n のよ 

ろ こび を こわす の はよ くない。 それよりも。 

5^ もう、 だまって ゐろ。 この 老 ぼれ。 それより 早く その 

指 を 見せろ。 論より 證據 だ。 

佛 孫 悟空、 俺 はお 前 を 愛して ゐる。 

孫 そんな こと 云った つて 駄目 だぞ、 指 を 見せろ。 

(佛 陀默 つて 指. ^見せろ。 孫！ 5 空 反抗し-七 フ とする が 

つ い 泣いて 平伏す る。〕 

佛 孫 悟 穴 H、 お前 はま だ 若い の だ。 しかし 入々 の よろこぶ 

人間に なれよ。 お前の もつ 貴い 力 を もって 真理の 爲に働 

け。 お前 は賁に 珍ら しい 力 を もって ゐる。 その 力 をよ く 

生かして 神と 人との よろこび となれ * 恥 かしがる こと は 

ない。 俺 だって 一 朝 一 夕に 俺に なれたの ではない。 自分 

の 足りな い - J と を先づ 知る が い &  。 

；: g 恥 かしく つて どうに もな りません。 


孫 悟空。 . 

佛陀、 なんだ。 

お前 はお 前の 一 生 を 愛する こと を 知らなければ ならな 
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佛 恥る こ と はな い 。俺の 指 を 見と けたの はお 前 許り だ 。 

お前 は 自分 に 失望す る こと はない。 お前の その 無比な 力 

を 光明の 爲に 働かせよ。 すれば お 前 は 天界 と人界 の 愛兒 

となって、 いたろ 處、 お前 を よろこび 迎 へる。 お前に は 

その 力 は あるの だ。 その 力 をよ こしまに： S ふな。 それ は. 

どんな に 勿體な い ， J とだ と 云 ふこ と を 知れ。 愛する 孫 悟 

穴 一一よ。 正しい もの、 味方に なり、 すべての もの を 愛して 

やってくれ。 

孫 はつ。 

— 幕 I . 一 


m 白 一 
m  m 休 


一 休 白隱 さんか、 逃げな いで もい、 ぢ やない か。 

白隱 お 邪魔 かと 思 ひました ので。 

一休 邪魔な もの か。 君で も來て くれる とい、 と 思って ゐ 

た處 だ。 一 つちよ ぼくれ でも 閣 かして くれない か。 君の 

つくつ たちよ ぼくれ は 聞き もの ださう だから。 

白隱 中々 さうた やすく はやれません よ。 それより お 暇で 

したら 何 か 浮世に 居た 時のお 話で もい た し ま せ う G 

一休 それ も 面白いだ らう。 しかし 是非 ちょぼくれ も 聞か 

して ほし いね。 

白隱 それ は 又 今度に しませう。 

一休 又 今度 は 情けない ね。 

6^ それなら あとに しませう。 

して くれる か" - 

§ まあ、 あとの 具 台で。 

1 休 きっと^ かしても らふよ。 

白 Si 1 休さん。 あなたが 浮世に ゐた 時分 何が 一 番ぉ 苦し 

みでした。 

一 休 . 矢張り 女 だら うね。 ft 隱 さん。 

白隱 さう です か。 あなた は， 維 川さん の 奥さん を どうかし 

ようとな さった さう です が * 本へ 〔s です か。 

1 休 本當だ よ。 あぶない 處だ つたよ。 川の 妻が わしに 

氣が ある やうに つい 自惚れた の だね。 處が 1- 川の 妻 はい 


三 和 尙 


登場人物 


釋 迦 

達  磨 

は 土の SC 林の かげ。 一休 は 皆に かくれて よく 其處 

に來 る。 今 も 其 處に來 てね ろ。 っれ.っれに^I:1作の江^ 

か？^ つてね ろ。 

^ …… 月 も 影 さす 掠の 歌、 歌へ や 歌へ うたかたの、 あ 

はれ 昔の 戀 しさ を、 今 も 遊女の 船遊び、 世 を 渡る 一節 を 

耿っ ていざ 遊ばん。 力、 れ十； IS 緣の 流轉は 車の 庭に 廻る 

が 如し。 鳥の 林に 遊ぶ に 似たり。 前 i^: 又 前生 曾って 生々 

のさき を 知らず。 來世 なほ 來世。 更に 世々 の 終り を わき 

まふる ことなし。 

(C^JSi 場。 またげる と惡 いと 思って 退場し ようと 

すろ。 一休 それ.^ 認め。) 
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ざと な つ たらさす がに 堅 か つ たの でも の になら な. い です 

んだ の だよ。 あぶな ぃ處 たったよ。 

AI 隱 あとで！" 川さん の 奥さんが 來た とき あなた は 逐ひ歸 

したと 云 ふので 皆 ほめて ゐ ましたよ。 

一休 あは、.. - k  。それ はわし のす る こと はなんでも 賞め 

れば まちが ひの ない と 思つ てゐる 人々 だら うよ。 だけど 

いくら わし だ つ て逐 ひか へ さない わけに は ゆかな いぢ や 

ないか。 わし は 1> 川の 細君が 身 をけ がさずに 歸 つたこと 

を 喜んで ゐ たの だよ。 さう して 感心 だと 思つ てゐ たの だ 

よ。 可愛い \。 さすがに 女 だと 思って ゐ たの だよ。 螺川 

の爲に 喜んで やった の だよ。 わし だけが わ る 者の やうな 

氣 がして すまな ぃ氣さ へ し てゐた の だよ。 其處 がまた 面 

白く も 思 つ てゐ たの だよ。 其處へ ひよこつ と 1> 川の 妻が 

出て 来て、 维 川が 是非 わしの 處へ 行って 泊って 來 いと 云 

つ たと 云 ふ の だら う。 蜷 川と 云 ふ 奴 は何處 まで 馬鹿な 奴 

なのかと 思つ て 腹が立つ たよ。 來る奴 も 來る奴 だと 思つ 

たよ。 「生覺 め」 わし はさう 怒鳴つ て やって S ひ歸 した。 

わし は その 時 はもう 淸 いわしに なって ゐ たからね。 あと 

で蟾 川に 逢った 時 は 二人で 笑った が。 あいつの SSi に は 

時々 閉口した よ。 しか し 人 は 珍ら しくい、 奴だった がね。 

蟢 川の 妻が 來た 時には さすがの わし も 驚いた よ。 あは > 

k、。 それより； S に は 何 か 面白い 話が ある さ うぢ やない 


か。 なんでも 非常に 美しい 娘に 子 をう ましたと かう まさ 

ない とか。 

白隱 そんなに 突し い 娘ではありませんでした。 しかしい 

い 娘 はい、 娘でした。 

一 休 おのろけ かね。 

白隱 のろけ 處で すか。 その 話が 寶に 滑稽な 話で、 あなた 

にお S かせす るの も 恥 かしい やうな 話な の です。 處が話 

がう まく ゆきすぎて 美談の 一 つに されて しまったので 

す。 

S それ は 結構 ぢゃ ないか。 

白隱 處が あまり 結構な 話ではなかった のです。 は その 

子 は 私の 子ぢ やな か つたの です。 

一 休 お 前さん の 子ぢ やなかった のか。 

白 l!H 私 も どうも ftl 分 の 子ぢ やな い やうに 思 つ た の です 

よ。 手 を 出した 覺 えはなかった のです から わ。 

S ふん。 

白 た V 可愛い 、娘 だ 位ゐは 確かに 思った のです がね。 

或 日い きなり その 親爺 に どなり 込 まれ てこの 牛 一 奥 さ 坊主 

なぜ 俺の 所の 娘 を はらまし たと： K はれた の です よ。 おど 

ろき ま し たね。 そんな 覺ぇ はな いがと 思った の です がね。 

餘 りきめて か.^ られ たので 自分の 知らない 内に、 そんな 

眞似 でもした のか 知らん と 思つ てし まった のです わ。 
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一休 お前さん ならさう 思 ひさうな こと だな。 もっとも わ 

しで もさ、 「思 ふか も 知れない が。 あは、、。 

白^ 笑 ひ處ぢ やなかった のです よ。 しかし さう 云 はれる 

のに さ うぢ やない とも 云へ ない のでつ ひ 「さう です か 

ね 。娘さんが さう おっしゃる ならさう かも 知れません ね」 

と 云って しまった のです。 處が 「知れません ね」 と 云つ 

たのが 親爺さん をす つかりお こらし ましてね。 「他人 を 馬 

鹿に するな」 と 云って 1  成 を 一 つな ぐられ ましたよ。 

一休 お前さんの 頭なら さぞな ぐり si があった らう。 あ 

腐 私 は その 勢に 辟 =vw したわけ でもなかった の です が。 

とうく 私の 子 だと 云 ふこと を 認めた ことにな つてし ま 

つたので すね。 尤も その 內には あの 娘の 爲 なら 一 苦勞し 

て やつ て もい、 と 云 ふ 柄に ない 娑婆 氣 があった かも 知れ 

ません がね。  - 

それでもう 村屮に 私が 娘の 子 を. たまし て はらました 

と 云 ふこと が 知れ渡つ てし まった のです。 どうも 私が 通 

ると あぶない と 云って 娘つ 子 は 逃げ出す と 云 ふさ わ， きに 

なって しまった のです。 しかし 私 は 身に 覺 えが あんまり 

なかった せゐ かわりに 平 t^f で ゐられ たので、 反つ て 時々 

は 面白い やうな ¥ して 来ました よ。 それで 子供が 生れ 


ると まもなく 親爺が 私の 處へ もつ て來 たのです。 子供が 

泣きます し、 小便 はたれ ますし、 a を もら はう としても、 

助平 和 £ ^と 云 ふ 名 をと つたので、 同情 を 失な つてし まつ 

たので、 隨分闲 りました よ。 尤も 助平 和 £5 と 云 はれても 

不服 も 云へ ません がね。 

一 休 あよ X  \  。 

白隱 その 內に 娘が 氣 がさした のか。 なんでも あとで K く 

と 私が 子供 を 抱 い て ゐる後 姿 を 何處か で 見 て 泣いた とか 

云って ゐ ました。 矢張り 子供の ことが 氣 になった ので、 

遠くから  一 H でも 見たい 位ゐに 思った のか も 知れ ませ 

ん。 それで 親爺に 泣いて 實は あの 子 は白隱 の子ぢ やない 

と白狀 したの です ね。 白 隱の子 だと 云 ふと 親蔬に 怒られ 

ずに すむ とで も 思った のでし やう。 親父が それ迄 私 をい 

やに 信用して ゐ たの ださう ですからね。 親爺 は それ を閗 

いて 眞 になって とんで 來 ましたよ。 淚 まで こぼして 平 

あやまりに あやまり ましたよ。 私 はやつ と 助かった と 思 

ひました よ。 

1 休 あは k  > -。 

6 隱 しかし その子 を 親爺に 渡した 時 は i 寸 淋しい 氣 もし 

ましたよ。 いつのまにか £R 分の 子供の やうな 氣 にもな つ 

てゐ ましたので すから，； JC 

1 休 あは &  、 、 。 
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白隱 處 がそれ が 非常に 有名に なり ましてね。 それからの 

信用と 云 ふ もの は 大した ものに なり ましたよ、 急に 自分 

の 身 か ら 後光 でも さ し て來た やうに 皆が 大事に し て くれ 

るので、 何だかす まない やうな 氣 もしました よ。 あとで 

その 娘の 親爺が なぜ あの 時 そんな - J と は 決し てな い とお 

つし やって は 下さらなかった のです と 云 ひました から。 

自分に はよ くわ かりません からね。 そんな こと はない や 

うに は 思 ひました が、 自分の 知らない 内に どんな こと を 

した かわかり ません からね。 あなたの 處の 娘さんが さう 

おっしゃるなら まちが ひもない だら うと 思 ひました から 

ね 。 反對す る こと も 出来なかった のです よと 云って 大笑 

ひしました つけ。 

一休 あは. -、、 。 それ は 面白 い 。 それ で そ の 娘 は どうし 

たかね。 

白隱 娘 は 私が 骨 を 折って、 と 云って さう 骨 を 折った ので 

はない のです がね。 私が 口 をき いて その子の 父親と 一 緒 

にして やり ましたつ ナ。 

一 休 それなら 喜んだら う。 

白隱 それ は 喜んでくれ ました。 子供の 爲 にも それが 一番 

い  と 思った のです。 しかし 何處 かで jiill に 油揚を さら は 

れ たやうな 氣 もしない ことはありませんでした。 あは、 


一休 あは 。之 はい  >話を 聞いた。 

白隱 皆に 吹聽 しちや 闲 ります よ。 つぶしの きかない 奴が 

ゐ ますから ね。 

一 休 大丈夫 だ よ。 その か はりち よ ぼ くれ を閗か してく れ 

る だら うね。 

白隱 どうも W りました ね。 

C 澤庵登 i み。 一休 氣 がっく。、 

一休 ほ^さん、 い V 處に來 た。 之から 白！^ ぶ」 んが 御輕を 

よむ 處だ。 

00 何の 御經 です。 

一休 阿呆 陀羅經 とか 云 ふ 御 IT たさう だ。 

白隱 嘘です よ。 庵さん。 

1 休 本 常な の だよ。 ， 趣さん。 さあ やり 給へ。. 01 隱 さん。 

S つたって ffir ちゃない か。 やる と； K つた 以上 はやらな いの 

は 卑怯 だ。 ね、 澤 庵さん。 

澤 庵 それ は < 非 聞きた いもので すね。 

一休 澤 庵さん。 一寸 他の 話 だが ね。 お前さん は裟 婆に ゐ 

る 時 は 庵と 云 ふ fs. 物 をつ くられた さう だね、 ど-つも 話 

に 聞く と 私の 大好物の ものら しい。 ぃ乂 もの を考へ 出さ 

れ たね。 白隱 さんの 阿呆 陀羅 經 にしろ、 お前さんの^ 庵 

にしろ、 どうも 早く 生れす ぎた もの は损 なやう だね。 

,5^ 庵 .0: 隱 さん。 是非 伺 ひたい ものです ね。 
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B 一  休さん。 さんの つ くられた 庵 は 是非 あなた 

にあげた いと 思 ひます よ、 ， それ は 何とも 云へ ないい、 味 

のす る ものです よ。 お茶 づけに してた ベる と 何とも 云へ 

ない 味が します よ。 私なん か は 犬 好物で、 あれが あるの 

で隨分 助かり ましたよ。 さう し てた ベ る 度に 庵さん の 

こと を 思 ひ 出し ましたよ。 私 も？ I！： 庵さん の. 澤 庵に まけな 

いやうな， H 隱と云 ふ 清け 物で も考 へ 出さう と 思 ひました 

が、 駄：； r でした よ。 

一休 食 ひもの を考へ 出す の は 偉い。 私なん かも 考へ 出さ 

うと 思った が、 巾々 い V 考が 出なかった。 

S 本 常に さう です よ。 中で も澤 庵と 來 ますと。 

もう 澤 脇の 話 はよ しませう。 どうも 自分の 名前 を 云 

はれて ゐる やうで。 

1 休 あは、 k  k。 私 は 又土呂 からど 5 かして 食物 をつ く 

る こと は 出來な いかと 内々 やつ て 見た ことがあ つたが、 

どうも もの になら なか つ たよ。 

S さ-つで すか。 私 も ぽは內 々考 へて 見た ことがあ るの 

です。 

, それ は本當 です か。 私も考 へて 見た のです よ。 さう 

し て. 2： 々食べ て 見た - 」 とも ある の です よ。 

一休 何の こと はない ：ー： 馬鹿た ね。 

(11,! 人 笑 ふ。) 


一休 本當に 面. H い。 こんな 面白い こと は 近頃ない。 あ >|、 

白隱 さんご まかさずに 一 つお やりなさい。 

§ それなら 一 つ 思 ひ 切って やります かね。 

1 休 感心 々 々 。 

白隱 どうも 大：， f 忘れ ましたよ。 覺 えて ゐる だけ やって 兑 

ます かね。 

一休 覺 えて ゐる だけで 結構。 

(白 IT 笑 ひながら 小 あらため。) 

白隱 女郎の 誠と たまごの 四角、 みそかく のよ い 月夜 L 

天ぢ やくと 皆樣 おしやる。 天の 尤もい やで そろ。 文の 

かず /(\戀 こがれても- わし は當 座の 花 はい や。 數の男 

の 思 ひも こ はい。 見目の好ぃのも^^の蕩ぢゃ。 器量よ し 

めと 譽め そやされ て。 男 ぎら ひの 獨. お を、 命お りめ と 皆 

樣 おしやる。 わし は 命 はとらぬ もの。 那 須の與 一 は 矢 さ 

きで 殺す。 お ふくが H もとで 人 ころす。 かずの 殿 子 はか 

ぎり もない がわし がい としはた ひとり。 婆が 小 は 面 

白 かろが。 ふくが しらべ は 知り やるまい。 知 音 どし なら 

歌 ふ もよ いが。 やぼな 客に は 御 慮め されよ。 歸命 頂^ 

七怫 來。 我等の 親玉 釋跑牟 尼 如来 も、 僅と 聽 くより 首 

だけ り。 戀に こがれて 命 も 抛つ。 肝心要の 小唄の 文句 

を。 老 男さん 老女さん 皆 探聞き な い 。諸行 は 無常 ぢゃ 。是 

生滅 法。 生滅 滅 巳で 寂滅 爲樂 と。 有っても 知れぬ で 弘法 大 
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肺が いろはに ほへ とに さばいて 置かれた。 夫で もす めず 

ち t ほく  Ti  ^-? 

ば 標木述 坊主が。 大小 雜せ喋 舌る をき か ん せ 。眞に 浮世 

は 墓な いもので な。 人間 萬 物 山で も 川で も。 日：：：： お 竹 木 

界も。 花咲き や 散ります。 盈 れば 齢け ます。 生れり や 死 

にます。 有る もの 無くなる 。それでも 皆様 千年 萬 平。 此世 

に 居る ぞと思 ふ で..， .- ざろ が。 うろ/ \. する 問に 無常の 嵐 

が。 何處 から 來る やら 俄に 起る と。 鬼と も 組む よな 剐毅 

な 男 も。 - 大人 見る よな 美しい 少女 も。 出る 息； とまる 

が 境で 最早 傍 へ も よれぬ だよ。 そこで 地 水火 風の 四大 

は。 元へ 歸 つて 無くなる やう だが。 さしひき 殘 つて 一 つ 

の 藏識。 一生な したる 善業 惡業。 これに は 本より 形が 

ないから。 土 にもなら ねば 灰に もなら ねば。 善 荣は善 所 

へ 悪業 は惡所 へ 。 幕が 替 りて 衣裳 を 著け か へ 因緣次 第で 

六つの £ の。 天堂 人 問 地獄 や 锇鬼趣 や。 牛に もな つたり 

馬に もな つたり。 死んだり 生きたり。 定まり 無ければ。 

こ \ の 道理で 猪仃は 無常 ぢゃ。 是生 滅法と 申した もの だ 

は。 是れ で は 透 切 安氣は なら ぬと。 佛ゃ 菩薩の 敎に隨 ひ、 

精し く 進で 修 菜に # を いれ。 一 2;隨%慢 の 根 を fe^ し て。 

六道 生死の 緣が切 るれば。 これが 卽ち 生滅 滅 巳で。 こ、 

に 到る とこの 身が この^で。 眞， 踅無 相の 安 恬. t 月 を 枕 

に W{- ^に 安臥。 華嚴 K 界を 一 と H に 見 はらし。 (白隱 。不 

意に ぷっリ とうた ふの なやめて) まあ こんな ものです。 


( 1 休、 時 々白隱 の 言葉 Li わ はぜ、 S- 々まちがへ て は 

似して ねたが。) 

1 tj£ 面白い。 面白い。 さすが は ftg さんの ちょぼくれ だ 

け ある。 見上げた も の だよ. HI 隱 さん は。 (と 調子に のらう 

として， 5!^ 庵に 氣 がっさ) 「.t 庵さん、 あなた も 一 つ 隱し藝 

を やって 見せて 下さい。 

(澤 庵默 つて へんな 恰^, かし、 手ん， うごかす。) 

一 休 なんです。 そのへ っぴり 腰の を どり は？ 

-Jt 庵 を どり ではありません。 お 三 どんが. ぼ 庵 をつ けて： m 

し をお いた 處 です。 

(三人 笑 ふ。 一休た ち上リ て,.；' どリだ す。) 

一休 (ふし 長 fe,^ つけ) おもしろい。 おもしろい。 おも 

しろい。 おもしろい。 おもしろい。 おもしろい。  

(釋 迦、 達磨 靜 かに 登 5!。 始め. alJLt 庵氣 がっさ 微^ 

む。 一休 就が つかずに,^ どって ねろ。 ふと がつ 告ぉ 

どろき 立ち どまる。) 

釋迦 なにです か。 それ は？ 

一休 之 はお そろ ひで よくい らっしゃ いました。 今の は 日 

本 の を どり で御麼 い ます。 

^迦 おもしろい を どり あります。 ；.. „s5j せずに を どって 下 

さい。 

一 休 ありがたう。 もう を どらない でもい \ の で 御座いま 


休 わ； i 休 


f  。 

狩迦 あまり 面， H さう だった から ； 寸來て 見ました ので 

す。 あとで Iwr に！ 33 木の を どり を lEg せて やつ てド さい ませ 

んか。 

S  りました。 

S 之から ；寸 ゆかなければ ならない 處 があります から 

$: さん 失， 蛇し ます。 

(ゆ：： 默 S する。) 

II 迦 だるまさん ゆき ませう。 

( ^迦。 逮 磨.； 3^。 一 寸沈 跌。) 

あ k。 とんでもな いこと を 約ぬ してし まった。 

一 休さん。 あなたで もお 釋迦 5:1^ に は 頭が 上りません 

上りません よ。 さがる 許りです よ。 子供の e- からの 

-it か、 つい 難 有い：； f がして 來 ますよ。 

pli 人-常に 雑 有い がします ねし つ いお 釋迦 さんの 顔 を 

觅 ろと 涙が 出て 來 ますよ。 

一休 木 OS た。 それにしても 踊らなければ ならない かな。 

うるさ、 奴が 出て 來て又 II It だなん て 云 はなければ い、 

がな。 

(：： 人 笑. ふ。) 

—幕 I . 
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らしい。 

R 珍ら しい 馬鹿 だね。 

A その .1、 顏 だけ は 中々 怖い顔して ゐる。 誓うな 顔し 

てゐる U こんな 話が ある。 何年 前 かに 戰 (せがあった 時、 

敵の 兵隊が こ、 を あらした ことがあった 時 、この 内に ゐ 

る やっこ さんだ け は、 Sft な い で 矢張り - J  、- で 壁 を 見て 

ゐ たさう だ。 皆が 9r ろと 云った つて つんぼ だら、 つ、 だ 

から 平 i 颯でゐ るので、 ije も 死ぬなら 勝手に 死ぬ が い、 と 

思つ て 逃げた の. ださう だが、 や つ こさん はそんな こと は 

； 向- HBe、 相, らず顔 を歷に 向けて 坐って ゐ たら、 敵 

兵が 人 つ て 來 て 、 ：|51 を らう と した さう だが 、 やっこ さ 

んは平 氣でゐ たさう だ。 あんまり 平氣 なの で 兵隊の 方が 

怖くな つて、 之 は餘程 偉い人に ちが ひない。 聖者に ちが 

ひない と m 心 つ て お辭 し て 逃げた さう だ 。 誰 だ つ て顏を 

见る と、 -uli だと は 思 はない からね。 

V どんな 顔し てゐ るの だい。 

A 見た ければ 見せて やら、 つ。 (戶, ^わけ やうと すろ) 

B 默 って戶 を あけても い、 のかい。 

A い、 とも、^ かけた つて へやし ないから ね。 時々 入 

が來 ると Sii はこ 、を あけて 3^ せて やる が、 自分の 首が 落 

ちかけ たって、 平； M な たから、 戶位 あけた つて、 おど 

ろき はしな、 よ。 (IM..,^ わけ やうと する) 中々 かたい 戶 


だよ。 (あける) どう だ 中々 偉 さうな 顔して ゐる だら う 

白痴と は 思へ ないだら、 つ。 

B 思へ ない ね。 中々 するどい 顔して ゐ るね。 一寸 兑 ると 

白痴と い ふより 氣違ひ に 見 へ るね。 

A だが、 氣違 ひとして はおとな しすぎる の だかり、 矢 張 

り. H 痴 なの だら う。 

B さう かね。 1:^ かけ は 中々 堂々 として ゐ るね。 白痴と は 

どう 見ても 見えない ね" 

A 人 は 見かけに よらない と 云 ふが、 本當 だね。 僕 は 始め、 

こいつ はきつ と 利口 な 人間な の だが. 心願 S ために M 一言 

の 行 をして ゐ るの だと 思って、 內々 尊敬して ゐ たが、 あ 

ん まり 鈍い のでが つかりして しまったよ。 この 前、 僕が 

こ」 を 通った 時、 一人の 男が あいつの 頭 をな ぐって * い 

い： がする だら うと 云って ゐ たがね。 僕 は あいつが 起？ 

上ろ か、 どうかす る だら うと 思って ゐ たが、 少しも^ 情 

が變ら なか つ た。 つ まり 何にも 感じ なくなつ てゐ るの だ 

B さう かね。 しかし 人間 も、 其處 まで 馬鹿に なれ、 ばい 

、 ュ 0 

A 本當 だよ。 僕 も その 點 では、 こいつに 感心して ゐ るの 

だよ。 何んだ つて 怖い もの はない の だ。 飢死にす る こと 

も、 殺される こと も、 平氣 なの だからね。 なぐられ たつ 
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て惡 口され たって、 蚊が とまった 程に も S 《はない。 その 

か はり 樂 しみなん かも 何にも 感じない だら，；。 何の こと 

はない 金で つくつ た 彫刻の やうな ものだね。 もう 生きな 

がら 死んで ゐる やうな ものだね。 た t 息が かよ つ てゐる 

と 云 ふだけ にすぎないね。 入 間 も かうな つ て はおし まひ 

だよ。 だが その か はり 心 g もない だら う。 苦勞 なんか も 

ないだら う。 この位！；^！氣な人間はなぃだらぅ。 

B しかし 本當 にあれ で 馬^な のかね。 僕に はさう は 思へ 

ない ね。 

A しかし 利口な 人間が、 今時に、 こんな こと を 八 九 年 も 

つ ヾ ける こと は 出来まい。 だって 壁 を 見て ゐ たって 何に 

なる だら う。 何にもなる わけはな いぢ やない か。 

B それ はさう だね。 しかし 頭 をた、 かれても 本當に 顔色 

を かへ ないかね、 た^かへ ない ふり をして ゐる だけな の 

ぢ やない かね。 

A いや。 たしかに かへ ない ね。 僕 はよ く 見て ゐた。 

B しかし 遠くで 兑てゐ たの だら う。 それ ぢゃ、 目玉の 動 

きなん かよく わかる わけはない。 

A それなら 僕が 一 つ 頭 をた 、 い て 見る からよ く 見 玉 へ 。 

B た \ い て も 大丈夫 か い。 この 男に いきなり、 怒鳴られ 

たら 腰 を ぬかし さう だよ。 何しろ こ んな怖 い 鎖 は 減 多 に 

見た こと はない からね。 


A 大丈夫た よ 。い」 かい。 なぐる からよ く 兒て居 玉へ。 

B 大丈夫 かい。 本當 に。 

A 大丈夫と も。 よく 見て ゐ たまい。 

R よく 見れば 兌る 程、 珍ら しい 顔 だ わ。 どうも こいつが、 

怒り 出したら、 しめ 殺されて 喰 はれさう だ，；：。 

A いや。 こいつ は 寶に溫 和し い 奴な の だ。 恐 いのは 顔た 

けだよ、 それなら なぐろ よ。 

B よし。 

(A、  jgvH:* ぐろ。) 

A どう だ。 

B 不思識 だね。 どうも 不思議 だ。 もう 一 度な ぐって 兑て 

くれない か。 (そばに： る〕 

A よし。 (义 なぐろ) どう だ、 矢張り か はらない だら う。 

B か はらない。 不思議. たね。 生きて ゐる のかね。 

A 生きて ゐ るに はき まって ゐ るよ。 

B どうも 矢張り 君の 云 ふ 通り、 この 男 は， z: 痴 だ.； T 神！： 

がない の だね。 僕 はこん な Sf: を！ 1^ たこと はない。 土產話 

に 一 つ 僕に も 打た して もら はう かわ。 

A あ、、 かま はない から 遠 ffi なく 打ちた まい" 

B まるで の もの、 やう だね。 はつ はつ は、 - 

A  i つ +5 つ io 

B  i つ それで はなぐ らして もら は- 「かね。 


ろた' 


317 


A  i なく。 

B それで は 今 K、 おが 兌て ゐて くれ 玉へ。 

A よし. - 

B なぐる からね。 (なぐろ) どう だ。 

A なんともない。 

B 木 常に この 頭 はなぐ ると い 上 w がする わ。 もう 1 つな 

ぐって 見ても い 、かわ。 

A  V とも。 

B お許しが 出た からな ぐる かな。 だが 氣の溝 だね。 

A  ^^へじなぃのだからかまゎなぃょ。 

B  i つうん と 力 入れて なぐっても 大丈夫 かね， - 

A  の 力 位い なら 大丈夫 だら う。 

B 不^ ^に 感じて、 飛び 上られて はび つくりす るね。 

A 大丈夫 だよ。 この 前な ぐった W は、 ^；ょりカが强さぅ 

た だ つ たよ。 

B それたら、 これが 最後. たから、 話の たねに 力 一 杯な ぐ 

つて やらう。 (力.^: めて なぐろ) 

だるま (！ Eis- に〕 ^つ。 

(二人 腰， ぬかす。〕 

A 許して 下さい。 

B 許して 下さい。 

(だるま、 ^つて つて 外へ 出て 便所に ゆく。〕 


A なんだ 小便に 行った の だ。 びっくり したな。 あの 讖に 一 

はお どろいた な。 何て 云ふ聲 だら う。  一 

B 本 常にび つくりした。 逃" け 出さう か"  . 

A あんまりび つくりし たので 腰が 立た なくなって しまつ 一 

た。  ： 

B 俺の 腰 も： K ふこと を K かなくな つた。 だからよ せば よ 一 

かった の だ。 君が あんな こと を 云 ふので。 ひどい 目にあ 一 

つた。 どうなる だら う。  一 

A ともかく 逃げられる だけ 逃げ やう。 (いざりながら 逃 一 

げやう とすろ) 

C たろ ま、 歸 つて 來て、 义以 前の 處に 坐ろ。 し 

A こいつ は 逃げないでも 大丈夫 だよ。 やっこさんび つく； 

りし て は 出した もの 其處が 馬鹿 本性で なぐられた >  J 

とは氣 がっかず。 俺達の ゐる こと は 知らないの だ。 不翥 

に 小便に ゆきた くな つた^け なの だ。 君が あんまり ひど； 

くた & いたので、 ひょっと 氣が ついたら、 小便に ゆきた 一 

くな つたの だら う。 何んでも なかった の だ。  .■ 

B 隨分 おどろかされ たな。 あの K に は、 一時 はどうなる！ 

かと 思った。  一 

A もう 一 度な ぐる 元氣が あるかね。  一 

B もう とてもない。 腰 はたつ かね。  一 

A やっと たちさ- 「だ。 隨分 おどろいた ね。 壽 命が 三年 も 一 
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ち r こまった やう だ。 

B どうもい くぢ のない 話 だね。 

A い k 話の種が 出来て うれしいだ らう。 

B しかし 腰 をぬ かした 話 は內證 にして おかう。 

A あんまり 名譽な ことで もない からね。 

B  はもつ と 度胸が あるの かと 思った よ。 

A しかし 僕に はもう 一 度 位い なぐれる 元氣が あるね。 

B 本當 かい。 

A 本當 とも。 だが 君が おどろく と可哀 さう だから やめて 

おかう。 

B なに 僕 は あの 戸口で 見て ゐ るから、 なぐれるなら 一 つ 

なぐつ て 見せて もら はう。 だが なぐる 勇氣は 君に はない 

だら う。 さっきの や うぢ や、 とても そんな 勇氣が 君に あ 

ると も 思へ ない。 

A なく つ て ど， つす る。 一 つ 俺の 勇氣を 見せ て やらう。 ( 、 一 

は/ だろ ま に 近. つき、 手ん ふリ 上げる) 

(だるま ユリ 向く 0) 

A  (跪. つき) お許し 下さい。 お許し 下さい。 

だるま 今日は 何日 かな。 

(A、  B、 びっくりして 口, .J- もが もがす ろ。) 

だるま お前さん 方 は、 つんぼな のか。 

A いえ、 いえ。 


だろ ま 今日は 何日 かな。 

A へい、 へい 、今日は 十一月の 十二 日で 御座います。 

，たるま さう か。 それで は 今日で まる 九 年、 こ .>| にゐた わ 

けだな。 

A へい、 へい。 

，たるま (立ち上り) 鈍 骨の 俺 も 九 年で やっと 覺 りの 道 を 

得られた わけ だ 。佛 さんの おっしゃ つたこと は太當 だつ 

た。 ありがたし、 ありがたし。 

(二人 あっけに 取られて 見て ねろ。) 

A あなた はつん ぼではなかった のです か。 

；,! ろ ま つんぼで はない。 

A さっきの 失禮を どうぞお 許し 下さい。 

ろ ま お前さん は 私に 何にも わるい こと はしなかった ぢ 

やな、 力 

A それ でも あなた の 頭 をお 打ちし て 。 

だるま あ、 お前さん だ つ たか。 それ は ど、 つも ありがたう。 

お前さんに 頭 をぶ たれた の で， 私 は： IS りに 入れた の だ。 

佛さ んが、 お 仏^さん にの りうつつ て 私 を. - ^ つ て 下さ つ た 

の だ。 

(若き 立派な 佾侶， 一人 登場。 だるまに 最 敬ぬ. す 

る。) 

§ 佛 さまよりの おつげで ぉ迎 へに 參 りました。 


だろ ま さう か、 それなら 一緒に 行かう。 (二人に 献輕 にお 

辭^し) さっき はどう も ありがたう。 

(am 仍 と-たるま 返^、  二人 もっけに とられる。) 
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またい、 處を兒 つけて、 いたる 所に 梅の 花 を 〔„ ^、かせて 见 

せる。 

男 (登場) お前 は 何 をして ゐ るの だ。 

少年 桃の 花の 流れて ゐ るの を 兌て ゐる のです。 お兄さん 

何處 にゐら つ しゃ つ たのです。 

男 山に 桃 をう ゑに 行って ゐ たの だ。 一本で も 多く 桃の 木 

を植 ゑた い。 なへ 床の 桃の 芽 生 へ は：？ 「く.：！：： 分の-お 處に极 

を はりたがって ゐる。 そして 私に 梳 ゑて くれ 植 ゑて くれ 

と 云 ふから ね。 

少年 お兄さん はこん なに 桃の 木 をう ゑて、 まだ 械 ゑたり 

ない のです か。 

男 さう さ。 どんな 仕事. たって、 h に は 上が ある もの だ。 

そして 之で い &と云 ふこと はない。 まだ あの 山に 千 本の 

桃の 木が 植 ，やられる だら う。 あの 川岸に もまた 桃が ある 

方が い、。 まだ 俺の 一生 を かけても、 おひつ かない 程の 

仕 尊が の こって ゐる。 

少年 しかしお 兄さん。 ：大 下に こんな 美しい 桃の 山が ある 

でせ うか。 

男 ないか も 知れない。 あるか も 知れない。 しかし 益々 美 

しくす る こと はいくら でも 出来る。 人 11 の 力の 限り をつ 

くしたら、 この 山の 何 倍 も 笑し い 山 をつ くり 出す ことが 

出来る だら う。 た さう 云 ふ 人が - .1 の 世には 2^なぃだけ 


桃源に て 


1,4 


支 


時 


昔 


物 


(おとて 武人) 

(もとて その 妻) 


第 • 一 幕 

少年 琉れ ゆく 桃の 花。 そして 都に ゐる 入に ことづけ てく 

れ。、 J の 山の 奥に 私達が 咲 いて ゐ ますって 。そし て お 兄 さ 

んの 今迄の 苦心 を 都の 人に 語つ ておくれ。 流れる 水よ、 

私 もお 兄さんに まけない だけの 仕事 をして 見せる。 私 は 
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だ。 私 はこの 仕桀を やり 出し た以 上 は 美し い 上 にも 美し 

くす ろ。 そし て , 」 ん なにも 美し い 桃の 山を兑 た こと はな 

いと 云 ふ 仙境 を つくって 見 る。 見る 人 は お どろく だら う。 

そして この 世に ゐ ると は 思 はないだ らう。 この 世に は い 

くら でも^iKし いも の が ある。 それ の 眞愦値 を か し さ へ 

すれば 何處だ つ て 仙境 は ひらける もの だ。 

少年 私 はお 兄さん。 お兄さんに はまけ ないやうな、 山 を 

さが し て 、 滿山を 梅の 林に し て 見せます。 

巧 しかし この 代^ はます、 ではない。 た^ 桃を植 ゑれば い.^ 

と；； ム ふので はない。 +.5=; や、 地形 をよ く兑 なければ なら 

ない。 それより！^ <^：： なの は 前から 生へ てゐ るいろ くの 

樹だ。 私 は 山 火 _5rr に燒 かれた この 山を兑 つけて、 仕" 餌 r に 

か、 つてから 今 B で 二十 三年た つ。 ijr 私の こと を氣違 

だと か、 仙人 だと か、 隠者 だと か 云って ゐ た。 私の その 

問の 心 は 中 々大へ んだ つた。 俺 は 二度と この 仕事 をし 

よ. 「と は 思 はない 位ゐ だ。 た^ 私に は 他に 仕事が なかつ 

た。 紛も かけない。 詩 もつ くれない。 學問 も出來 ない。 

勿論、 今 この 仉に 意に なつ てゐる 位ゐな こと は出來 

る だら うが、 それが 男子の 仕事と して 誇れる かどう か。 

?1 は 天下に 額の ない、 私で なければ 出来ない 仕事 を さが 

した。 幸 ひ 私 は 比類のない 丈夫な #體 と、 それ 以上に 根 

氣 のい- - 性質 を もつ てゐ る。 それに 私 はどうして か 桃の 


花 を 前生からの 因緣 の やうに 愛し てゐ る。 だから 私 は - J 

の 仕事 をした の だ。 お前 は 私と ちがって 、身 體も弱 い し 、 

他に 才も ある。 私の 根； 翁と、 口 的に 忠 s な點 だけで は眞 

似る がい k が、 こんな 仕事 は眞 似し ないで、 もっと 自分 

に適當 な 仕事 をお し。 

少年 お兄さん。 本當 にさう おっしゃれば、 之れ. たけのこ 

と をす る の は 大した ことでした らうね。 

男 まあ、 好きだから 出來 たの だ。 又 他に 才 がなかった か 

ら出來 たの だ。 私 は 始めの 二三 年 は よろこんで この 仕事 

をした。 その 時 は 希 に 燃えて ゐた。 だが ついでお こる 

と 、 それ にも まし てこん な こと をして ゐて もい、 の 

か 知らん。 天下 は a れてゐ て、 多くの 人 は燒け 出され、 

或は 餓え 死して ゐ るのに、 自分 だけ は _«氣 にこん な こと 

をして ゐ てい k のか。 rtn 分も劍 をと るの が术當 ではない 

かと 思ったり した。 又 自分の 力と、 E 分の 揚 を もって 

したら 王に なれな い とも 限らな い 。 そしたら 何离 人の 人 

をつ かって、 一 朝で 自分の 今 出來な い 仆事を や つての け 

る こと も出來 るの だと は 思 はない こと もなかった。 しか， 

し 私 は、 さう 云ふ燒 倖の 世界へ 入る の はい やだった。 他 

人 を 又つ かう と 云 ふの も .E 分の 性 資には 向かなかった。 

.H 分 は 誰もに 顧みられずに 、 こつ く； 寧 をす る の が 好 

きだった。 それから： &は 五六 年の 問 は、 た ^働い てゐ た。 
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折角 械， 〔4 た 木の芽 を 鹿 や 兎に やられて がっかりし たこと 

もあった。 蟲 がつ いて 全滅した こと もあった。 だが 私 は 

この 道より 他に、 自分 を 生かす 道が あると は 思へ なかつ 

た。 それで やっと こ、 まで やり 通して 來た。 

少年 私 もお 兄さんから 招いて 下さっても、 こんなに 美し 

い 世界 を 見る と は 思 ひません でした。 あ の 1- に のぼって 

この *1 界が 一 目に 見られた 時、 私 は. とんな に 驚き、 どん 

なに よろこんだ でせ、 つ。 世界中 の 人に この 世界 を晃せ た 

く 思 ひました。 見せたら どんなに よろこぶ でせ う。 

男 私 はま だ 界 中の 人に 見せたい と は 思 はない。 私の 夢 

の. 2： に 咲い てゐる K 界は -, J の 界 より 何 はお、 しいか も 知 

れ ない。 もう 十 年 か、 二十 年、 私 は、 ， ほれに も 知られず 

に、 人々 の よろ - J び を つ く つ て おきた い 。 

少年 その時は5_^：、 どんなに 喜ぶ でせ う。 

0 どれ、 も、 つ 少し 楠 ゑて、 それから 晝飯を 食 ふとしょう。 

少年 お兄さん、 僕に も 手つ だはして ド さい。 

男 晝飯を 食ったら、 つれていって やらう。 お前に は 私の 

あと はつ いて 来られない。 私 は 之から あの 山まで 急いで 

行 つ て來 なければ ならな い の だ。 それが 私の 今朝の れ 

なの だ。 私 は 分の きめた たけの こと は どんな ことがあ 

つ て もやる ことにして ゐ るの だ。 

少年 それで は 飯 を 食 つ た あと つれていって 下さ い 。 


男 飯 を 食ったら つれていって やる。 (退場) 

少年 (あと，^ 见 おくり) あれで なければ こんな 仕 亊は出 

來な いの だな。 

(少女 わ わて V 登 揚。) 

わる あ. J 

少女 早く 私 を かくして 頂戴。 私は惡 者に. おひか けられて 

ゐ るので す。 

少年 あの 家の なかに かくれて いらっしゃい。 

(少女 かくれろ、 わらくれ 四 五 人 登 sir) 

m, こ、 に 女の子 は 逃げて 來 なかった かね。 

小ノ年 來 ましたよ。 

乙 何處へ 行った。 

少年 あ つ ち の 方へ 逃け て ゆきました よ。 私を兑 たらび つ 

くりして、 あの 森の なかに とび； <|ん で ゆき ましたよ。 

闪 嘘つ いたら 承知した いよ。 

少年 僕 は 嘘なん か つ きません。 

(あら くれ 森の 方へ ゆく。) 

少年 (家の 方へ ゆき) く 今の- 「もに 今 来た 方へ 逃， けて 

いらっしゃい 0 

少女 ありがたう。 

少年 い、 處を知 つて ゐ ます か ら 、 ^が敎 へ て あげ ませ 

う。 (二人 返揚) 

(少 ま.，， なく 一；^ つて 前の 通リ川 ii に- U, つ。 甲乙 二人 
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； W つてく ろ。) 

W. お前 は膽 をつ いたた。 

少年 ぃ乂 え。 m は噓 なんか 云 ひません よ。 

甲 今お 前が 娘と 一緒に 走け て ゆく のを兑 たせ。 

少 年 僕 は さ つ きから こ、 に ゐる の です。 

乙 _ ^つけ！ (なぐろ) 

V  E ほに 云 はない か。 

少 年 僕 は 本 常に あの 森に 逃け 込んだ の を兑 たの です。 

乙 贿を つくと か. つ だぞ。 (乂 打つ) 

少年 俊 は 知らない こと は 知りません。 

乙 强情 張り。 (父 打つ) 

&• あ、 あすこに 家が あろ。 あれな 二 っ搜 して 見よう。 

乙 まあ さがして 見よう" しかし こいつが 逃げる といけ な 

いから ゆ は ひつけて やらう。 

Br さう しゃう。 (甲乙 少年. ^ゆ は ひつけ、 家の 方へ ゆく) 

乙 あいつが 知らない わけはな いと 思 ふの だが な。 

m. あい つ は 殺した つ て. S 狀 しな い と；： ムふ顏 して ゐ たよ。 

乙 本當 にあ 仝 K ふ 泣き面 をす る 奴 は、 强情 張り だね。 (手 

.5たリに桃の枝，^折ろ) 

(家.,^-さがしズ出てくろ。) 

乙 お前 は 知 つ てゐ るの-たら、 つ . ..H 狀 しな い と 承知し な い 

ぞ。 


少年 だから 僕 は 正 にあの 森 へ 行った と 云 つたの です。 

乙 まだ 强情 はるつ もり だな。 (佻の 枝ん、 とって 打つ) 

少年 知らない もの は 知りません。 

甲 强情 はろ と 殺す ぞ。 

少年 いくら 殺された つ \ J 知ら ない もの は 知りません。 

(.s、  丁、 出て くろ。〕 

m, 居た か。 

丙 何處 にも 居ない。 

乙 こいつが 癒つ いたと 思 ふの だ。 

丁 きっと 嘘つき あが あつたの だね。 子供 だと 思って 馬鹿 

にした のが、 こつ-りの 手ぬ かりだった。 

甲 しかし ま. た 遠くに は ゆかない と 思 ふの だ。 きっと この 

近所に か くれ てゐ ると 思 ふの だ。 

丙 さがす だけ さがして 見やう。 さう 遠くへ は 行く わけ は 

ない。 

(ル. G さがし LL ゆく。) 

甲 (乙と 登場) 矢張り 居ない。 どうも この 家が あやしい。 

他に 行く 處 はない。 一 つ この 家の ゆか を はがして 見よう。 

乙 天井に ゐる かも 知れない。 

(家の なか 出たら めに 搜 す。) 

丙 (丁と 登 31) お前 は 誰と この 家に 居る の だ。 

少 兄さんと 一 緒に 居ます。  】 
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丙 兄さん は 何處へ 行った。 

少年 山へ ゆきました。 

丁 狩に 行った のか。 

少年 ぃチ え、 桃 を 楠 ゑに 行った のです。 

丙 桃 を 楠 ゑに。 

少年 え \ 

丁 この 山の 桃 は 全部、 お前の 兄が 楠 あたの か。 

少年 さう です。 

丙 嘘 だら う。 こんなに 桃が 一 人で 楠 ゑら れて たまる もの 

力 

少 年 „ 一十 年： Z? 上 か V つたの です。 

丁 それなら お前 は あの 評判の 桃の 仙人の！！ S か。 

少年 さう です。 

丙 桃 ケ 生命よりも 大事 にして ゐる と 云 ふの は 本當か 。 

少年 本當 です。 

(甲、 乙 出て くろ。) 

甲 見つかつ たか。 

區 見つからない。 

甲 あの 小^が どうし て も 知 つて ゐ ると 思 ふが。 

丙 僕 はきつ と、 こいつの 兄貴の、 1 違 ひが、 山へ つれ 

て 行った の だと 思 ふ。 

甲 ttJM 違 ひ。 


丙 あの 評判の 桃 仙と 云 ふの が、 こ 、に 住んで ゐ るの ださ 

うだ。 

甲 さう か。 お前の 兄さん は 何. へ 行った。 

少年 山へ ゆきました。 

甲 何し に。 

丁 桃 を 楠，^ にだって さ。 

乙 吞氣な 奴 だな。 

丙 きっと そいつが、 娘 を K して ゐ るの だと 思 ふの だ。 そ 

いつをつ かま へれば、 きっと 娘の 居處 がわ か る にち が ひ 

ない。 

甲 さう にち が ひない。 そいつ を 見つけろ。 

m お？ 1 の 兄さん は 何處の 山へ 行った。 

少年 僕 は 知りません。 

乙 又强情 はるな。 (打つ) 

甲 さがして 見やう。 

丙 搜 がさう。 こんな わからず を 相手に したって 仕方がな 

f 皆、 退場、 |a らくして 男， かっか i へ て 登 揚。) 

男 お前 は 娘 を本當 に 知らな いの か。 

少年 知りません。 あの 森の 中に 入った と 思 ふので す。 

男 さう か。 - J の 人達 は そ の 娘 を 俺が か くした と 云 ふ の だ。 

そして それ を. ni 狀 しなければ、 この 桃 をの こらず 切つ て 
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しま ふと 云 ふの だ。 つて ゐ るなら 云って くれ。 

少年 僕 は 知らない のです。 

巧 さう か。 それなら - J の 俺の 一 一十 何年の 苦心が なくな つ 

て もい、 と 云 ふの だな。 

少年 知らない もの は 仕方が ありません。 

さう か。 お前が さう 云 ふの なら 本當に 知らないの だら 

、つ。 私 は 二十 何年 桃 を 愛して 來 ました。 しかし 之 も 運命 

でせ う。 桃 をの こらず 切って 下さい。 私 は 知って ゐれば 

必ず 云 ひ ますが 、知らな い の です か ら 仕方が あり ません。 

m. よろしい。 それなら あの 桃 を 一 つ 切り倒さう。 

こ それが い、 だら う。 

(丙、 家へ 行って 鋸，^ 持って 來、 一 ^if- しい 木， 切らう 

とする。 丁 は刽ん 2 いて 男と 少年, 見 はりして ねる。) 

その 木た け は 許して くれ。 

甲 切り倒せ。 

、切り出す 0) 

男 お前 は 本 常に 知らないの だな。 

少年 知りません。 

Bf- あ」、 私 は iiz 分 を 切られる よりつら い。 私 は 毎日 あの 

桃の 木 を さする の をた のしみ にして ゐた。 

少年 お兄さん。 お兄さんのお 氣持 はよ くわ かります。 

男 その 木 を 切る の はよ して くれ。 それ を 切り倒す 位ゐな 


ら この 俺を設 して くれ。 

少牟 お兄さん。 そんな こと を おっしゃる もので はあり ま 

せん。 お兄さん は 生きて ゐ らっしゃれば、 まだ どんな 木 

でも 楠 ゑ る >  J とが 出来ます。 

男 お前 はさう 思って ゐる のか。 お前 は 桃に は 魂がない と 

思つ てゐ るの か。 桃の 木 を 本當に 愛する 氣持 はお 前に は 

わからな いの だ。 

少年 それ だって、 お兄さん、 お兄さんの 生命に くらべた 

ら 桃の 木が なに k なり ませう。 - J んな に g|! 山 桃の 木が あ 

るぢ やありません か。 

男 いくらあった つて、 あの 桃 は、 あの 挑た。 他の 桃で は 

ない。 あの 枝ぶ り。 あの 花の 咲き かたは 他の 桃に は 出来 

ない こと だ。 それにお 前に は、 桃の 泣き 聲が？ S えない か。 

桃の 木から 流れ出る 血が 見えない のか。 あの 全身 を ふる 

はして ゐる姿 は あはれ と は 思 はない のか。 私の 生命の こ 

もつ てゐる あの 桃の 木が 倒される の を 何とも 思つ てゐな 

いの か。 

少年 私 はお 兄さんに 同情して ゐ ます。 

男 だが お前に は 俺の 氣持 はわから ないだら、 「。 わかれば 

娘の ゐる處 を 知ら せ て くれる はす だ 。 

少年 知って ゐれば 知らせます。 

男 木當に 知らない のか。 
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少年 知りません。 

男 (丁に) 矢張り、 弟 は 本當に 知らないと 思 ひます。 

丁 知らない わけはない。 あの 娘の 足で さう 遠くへ ゆく わ 

け はな い。 お前が あの 林の なかの 何處 かに かくして 來た 

にち が ひない。 

(桃の 木、 切り倒さ：：： る。 花が 流れ-」 揮.，： H 散ろ。) 

5- さあ、 まだ. m 狀 しない か。 しなければ この 木 を 切る ぞ。 

男 知って ゐれ ばい ひます。 知らない こと は 云へ ません。 

少年 お兄さん は 知って ゐる わけはな いのです。 娘の 方が 

あの 森へ 逃げ込んだ 時、 お兄さん は 山に ゐ らしって こ、 

に はゐら つ しゃら なか つ たの です。 

甲 白 狀 しなければ、 この 桃 をの こらず 切り倒し、 あの 山 

に 火 をつ ける がい i か。  一 

男 そんなに 無理な こと を 云へば、 喻 つくより 他：^ 方が な 一 

い。 だが 嘘つ けば、 君達 はまた 怒り 出す だら う。 

甲 あたり まへ さ。 嘘つ いたら それ こそ、 この 山 を 殘らず 

燒 いて やる。 そしてお 前 も、 弟 も 殺して しまう。 

男 だから 知らないと 云 ふの だ。 君達が ぐづ くして ゐる 

内に 娘さん は 遠く へ 逃げ てし まつ た の だら う。 あの 森の 

なかに 人れば 中々 見つからな いのは あたり まへ だ。 

甲 桃 をの こらず 切り倒せ。 

男 それ は 許して 下さい。 それ は殘 酷です。 


屮 .n: 狀 すれば 許して やる。 ，：： 狀 しなければ 切り倒す より 

id 方がない。 

男 あ.. もう.；：^ てゐ られ ない。 あの 昔 は ira いて は ゐられ 

な い 。 だが 私達 力の な いもの は どうす る > J とも 出来な い 

の だ。 之が 人間な の だ。 桃ょ^^^してくれ。 私に はどうす 

る こと も 出来ない の だ。 

(切り出す。 桃が 倒れ かけろ。〕 

男 お前 は 本當に 知って ゐ ろの だら う。 ，H 狀 して くれ。 た 

のむ から 白 狀 して くれ。 

小メ 年 お兄さん。 僕 は 知りません。 お兄さん はさつ き、 人 

間 はさ けられない 災難 はしの ばなければ ならない と：； ムふ 

やうな こと をお つし やつ たぢ やありません か。 

だが それが どの位 ゐ つらい か お前 は 知る ま い 。 

(父 桃が 倒れる。) 

S 力 私 は. とうした らい V の だ。 大ょ私 をた すけて- ト さい。 

お前 は 知つ てゐ るの だら う。 お 願 ひだ 云つ て くれ。 

少年 お兄さん 何 を おっしゃる のです。 僕 は 知らないと： K 

つて ゐ るではありません か。 又よ し 知つ て ゐても 僕に は 

云 へ ません。 人間の 生命に か へ れば 桃が 何んで す。 

男 お前 は .H 分で 心血 を そ 、 いだ 仕事に た いする の 愛 を 

知らな いの だ。 螯 家が 自分の C 奴大の 傑作の. 2： にあ ス.^ 入物 

の 顔に 一 々墨 を すりつけられ るの は、 どんなに つらい こ 
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とか お前に は わかろ まい、 大 下 の S が  一 J われ て ゆく の だ。 

天下の 赞 にくらべれば. 他人の 娘が 何に- - なる。 それ も 

殺される と： W ふの ぢ やない。 おられ 、ば 其 處で乂 その 花 

がハ 吹かない こと もない" 

少年 お兄さん。 € は お兄さんな 32 みます。 

男 お前 は 知って ゐ るの だな リ 

少年 い、 え、 僕 は 知りません。 

男 知って ゐて云 はない のなら、 お前 は 今！ = から、 もう 俺 

の： RJ^ ではない。 

少年 お兄さん 僕 はお 兄さん を輕 蔑し ます。 

男 お前 はま だ 仕事と：： ムふ もの」 力 を 知らないの だ。 俺 は 

分の 一生 さへ、 化 事の ためにす て、 をし いと は 思 はな 

いの だ。 

少 年 そ して 他の 人の 生命 も そのために は 惜しくない で せ 

男 お前 は、 この 仕事が 大 下の 誇りに なり、 又离 びになる 

こと を 知って ゐ るか。 

少年 私 は、 何にも 知りません。 た^お 兄さんが、 恐 V つし 

い 方 だと 云 ふこと だけ はつ 切り 知りました。 

男 俺の くるしみ をお 前が 知ったら。 

丁 誰か 人が くる や-つ だよ。 

甲 さう か。 それなら 一 寸 兑て來 やう。 


cwv 说揚" まもなく 登揚 J 

屮 人變 だ" 大變 だ。 逃げろ、 逃げろ。 

乙 何んだ" 

5- 五 六 人 の 武士が や つ て くろ。 1< げろ 、 逃 ろ . 

(S '乙 内 T 逃げろ") 

(男、 .e 年の 繩，^ とき。) 

巧 お 前 は 知 つて ゐ たの だら う。 

少年 勿論 知って ゐ ました。 

お 平く ゆけ" 逃げない と 打殺す ぞ。 

少年 さようなら • お兄さん もうお； HI にか 、ら ないで せう。 

早く 行け リ 

(少年 逃げろ") 

9< 桃の 木 に すがって. く。) 

(王、 ^^の姿て家來-九六人と登揚。 男 かくれろ。) 

下： こんな 所に こんな 立派な 桃の 木が あると は 思 はな かつ 

た 0 さっき あんなに 桃の 花が 流れて 來 たの できつ と 桃の 

林が あろの だら うと 思った が、 こんなに 美しい と は 思 は 

なかった- こん 桃の 木 をの こらす 離-:: S にう つ したら、 さ 

ぞ 立派 だ.，？ う" 

家來 ！ それ は 誠に 結構で 御座 い ます。 桃 も さぞよ ろ こぶ 

で御麼 いませう。 

王 どうして こんなに 立派な 木が 切り倒され てゐ るの だ ら 
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家來 一 本當に 惜し い - J とで 御陛 い ます。 

王 木こり でも 切 つたの だら う。 このま、 にして おい たら、 

今に 、 J の 桃 も の こらず 切られ て し まう だら う。 早速 人夫 

をよ こして、 こ、 にある 桃の 木 は 全部、 離宫に 持って い 

つて あすこ を 一 つ 大きな 桃^に してやらう。 皆 も さぞよ 

ろ こぶ だら う。 今日は 何にも とれなかった が、 こ- -に來 

た の は 大出来 だ つ た。 どうも 桃の 花が 山 流れ てく ると 

思った。 俺の 思った 通りだった" 

家夾- 一 本 當に私 許りで したら 氣 がっかずに すませる 所で 

した。 

王 すぐ ijg つて、 人夫 をよ こすと しゃう。 (家来 二に) お 

前が 案內役 をし ろ。 そして こんな 山の 桃 だ から 誰も 持ち 

主 は あるまい が、 あったら、 十分に 金 を やって、 持って 

. 來る やうに しろ。 

家來ニ はい。 

王 それでも 聞かなかったら、 私の 云 ふこと を 聞かない 不 

忠者 として 罰し て もい、。 

家來ニ それ は王樣 のお H にと まった と 云へば、 ありがた 

がって すぐ 献上す ると 申し ませう。 之 3^、 名譽な こと は 

御座いま せんから。 

王 早く 歸 つて 皆に 話して やらう。 こんな 美しい 處は 見た 


一 

ことがない。 珍ら しい 所 もあった もの だ。 この 桃 を 皆 持 

つてい つ て 離宮に う ゑたら さぞ 突し いだら う。 

(王 達 退場。 男お く。) 

— 幕. I 


第 二 幕 

翌年の 春 同じ 場所。 すつ か リ荒廢 してし まって ねる。 

桃の 木 は 一本 もない。 sf^ 见すぽ らしい 風して 川て； g:,^ 

して わろ。 老人 登 揚。 

： 何 をして ゐ るの だ。 

釣 をして ゐ るの だ。 

： 釣れる かね」 

何にも 釣れない。 

： こ、 にあった St 山の 桃の 木 はどうし たね。 

皆、 王さん の 所へ 引越した。 

： 隨分渾 一ぶ のが 大 へんだった らう。 

運べない 奴 は 切り倒して いったよ。 一 本で も殘っ てゐ 

るの が 見つかる と Iffi い i_FS^ うけなければ ならな い と つ 

て 皆 切つ ていった よ。 

老人 お前さん も 隨分金 持に なったら う。 

男 御らん の 通り さ。 


てに 
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老人 高く？ おりつ けて やれば よかった のに。 

王樣は 高く 金 を 出し て ea! つた つ もり でゐる だら うよ。 

だが 俺 は 金 は ほしくなかった からた^でくれ て やった。 

老人 隨分 やせた ね。 

男 生きて ゐる のがい やにな つたから な。 

老人 意氣 地の ない 奴 だな。 

巧 ； 一十 何年の ギ！： 心が 消えて ゆけば、 誰 だ つ て 少し はやけ 

になる だら う。 

老人 それが 凡夫の かなし さと： K ふ 奴 だね。 

巧 まあ、 そんな 所 だら う。 

老人 やけ を 起す とい ことがある かね。 私 はお 前さん が、 

元氣 がない と ^ いて 心配して やって 來 たの だ。 

男 (氣 のない 返事) それ はありが たう。 

老 入 人 ii は •：：：： 分 に 出來な いこと に は 责任も つ 必要 は な 

0 そんな こと は 僕 だって 知って ゐる。 

(小？ い！ かつり 上げる。) 

老 人 IS が 桃 を M ゑ る ことに あきた の な ら それ は 仕方が な 

い。 だが 他人に 恋 はれた からと 云って、 しょげる の は 男 

子と して 耻 だね。 

1^だったらしょげなぃカね。 

老人 私 だつ たら しょげる だら う。 だが 一 年た つ て もま だ 


しょげて ゐ ると は 思 はない。 

男 あなたなら どうす る。 

老人 私 だったら、 又 桃を植 ゑる ね。 

男 楠 ゑた つて 又 持って ゆかれて し まう。 

老人 もって 行く の をお の 力で とめる ことが S 來 なけれ 

ば、 もってゆかれ るのに おの 責任 はない。 勝手に 持って 

ゆかす より 仕方がない。 だが 生きて ゐる 3^ り、 自分の 仕 

事 を やめる のは耻 だ。 男子と し て そんな >  J と は 出來な い 。 

持って行く 奴 は 持って ゆけ、 切りたい 奴 は 切れ、 勿論 そ 

れが とめられる ものなら とめる の もい、。 しかしと める 

力が どうし て もない 內は、 それ は 甘 じ て そし て. EE 分 の す 

る だけの こと を 執念深く する のが、 男子の 仕事 ぢ やない 

かわ。 私 はそんな 男子が IHS たら よろこんで 頭 を さげる。 

しかし 二 十 何年 ぼ つちり の ^心 が 無 il になつ た からと 云 

つてし よ げ て 何 にもす る氣が 出な いやうな はたの もし 

くな い 男と 思 ふよ。 何度し くじっても 君 はま ゐら なかつ 

た。 その 點で僕 は 今時に 珍ら しい Bf: もゐて くれた ものと 

思った。 そして の 仕事 を默 つて 兑てゐ た" そして^^の 

仕す^-が立派に出來上り つ k あるの を どんな に 感心して 見 

てゐ たらう。 すると 去年 あんな ことがあった。 私 は；^ の 

心 を 察して 泣いた よ。 しかしお のこと だから、 今に 又 桃 

を 平 氣で植 ゑはぢ め. る だら う。 それ をた のしみ にして ゐ 
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た。 その 時 こそ、 去年の 美し さ を 見る よりもな ほ 感心し 

て 見て 上げ やうと 思って ゐる。 處が私 はが つ かりした 

ね。 それで 私 は 辛 棒が 出來 ずに やって来た。 切られた 桃 

から はちゃん と 芽が 出て ゐる。 處が君 はどう だ。 すつ か 

り 力 を 失な つ て ふる。 尤も まだ 私 は S に 失堵し て ゐな い 。 

君 はきつ と、 又 更に 大きな 考を 起して 仕事に とり か 、 つ 

て くれる だら う-" 生きて ゐる間 は、 失望す る こと を 知ら 

ない 男であって ほしい。 死ぬ まで はいくら 切られても、 

折られても、 又 中； きかへ る であって くれ。 さう 云 ふ sf- 

のゐて くれる こと は、 人間に 牛： れ たよろ こびな の だ。 あ 

の 桃の f 牙， 見て や， れ。 

男 あな たの 云 ふこと は 本當だ 。 しかし 私に 力が な くな つ 

た。 元氣が なくなった。 そして 桃 をう ゑた つて それが 何 

に、 なると、 懷疑 的な 氣持 になった。 

老人 無理 はない。 はま だ 若い の だから。 だが^^は少し 

づ 、 仕事 を 始め て 見る がい、。 その. S に 元氣に なる だら 

、つ.。 人間 はさう 云 ふ 風に 出 來てゐ るの だ。 君 は あの 切ら 

れた 桃から、 はえ 出した あの 元氣の い 上 牙の 突し さ を ま 

だよ く 見ない の だね" 

男 どれ。 (釣.^ やめて 樹の 方へ ゆく) あ. -本當 に 芽が 出 

てゐ ますね。 お前 は 本當に まだ 死な 、かった のか。 そし 

て 再び 前の や- 「な 立派な K. になら うと 思つ てゐ るの か。 


お前 も 之から 大 へんだ ね。 

老人 ！？^ はこの 木が 大きくな つた 時の こと を考 へ る か 、り 大 

へんな の だ。 この 小さい 芽 を 出す。 その 1® 氣に 感心し、 

>  J の 小さ い 芽の 美し さに 感心 すれば、 之た けで どの 位 い 

美しい もの か 知れな い 。私 は - J の 桃に 體拜 する。 (お^^ 

する) 桃の 勇氣が 半分で も にあったなら、 僕は^^に御 

辭 儀す るよ。 

男 だが すべ て は 空 だ と 云 つ た SR が ある。 何にもし な い 力 

がい、 と 云った 男 も ある。 

老人 そんな はな い。 それに 似た こと を 云 つ た 男 は あ 

る。 おが 元 鼠がない から そんな il き 問逮ひ をす るの だ。 

人 間 は 死んで しまへば 別 だ。 生きて ゐる間 は 何 かしょう 

としなければ いけない。 -H 分 の 仕事 を やり；. i さ、 つと しな 

ければ、 私の 若い 時學問 をす るの がいやに なって、 山 を 

おり やうと した 時 道ば たで、 斧 を 石に あて、 ゐた 兑 

た。 私 は 何 をして ゐ るの だと 云ったら 針 をつ くつ てゐる 

の だと 云った。 私 は それ を il いて、 その Bp を 馬鹿と は 思 

はず、 すっかり 感心した】 その 意氣で やらなければ 駄 = 

だ と 思つ た。 私の 友達 は 一 一十 年 か \ つて こ し、.：' へ 上げた 

本の 原稿 を燒 かれて しまった。 私の 友達 は 其 時、 お前 さ 

んの やうに 參 つたが、 更に い  もの を 十五 年 か i つ て か 

き 上げた。 それが 人 問の 人^た る 所で、 さう； K ふ 話 を^ 


I 


てに 源 


巧 老 老 ^ 老 -% 


あ. 

十 奴 年後。 男、 東 家て 琴 (他の ものても い、〕.^ 彈 じて 

ねろ。 老人 登場 靜 かに 桃， 見ろ。 男、 琴.^ 彈 じ，^ はリ、 

老人に 氣 がっきお どるいて 立ち あがり、 うれしげ に|^ 

かける。 

男 よく 來て 下さいました。 ちっとも 氣 がっきません でし 

た。 

老人 見事に 花が 咲き ましたね。 

おくたびれ になった でせ う。 あすこで 休み ませう。 

老人 ありがたう" 

男 こんな 花 を  >  」  >  で 見る .- J とが 出來た の は 全く あなた の 

おかげです。 

老人 どうしまして、 僕が あんな こと を 云 はないでも、 あ 

なた はやが て元氣 をと り K したでせ う。 

男 そんな ことはありません、 あなたの 御 かげで 元氣 をと 

り 戻した のです。 私 は 今度 どうせ 花 は 見られな いものと 

思つ てゐ ました。 又 どうせ 持つ て ゆかれる ものと 思つ て 

ゐ ましたから、 今でも まだ、 いつ 何時、 この 桃 を 全部： i3 

上しろ と 云つ てく るか わからな いやうな 不安 を うけ ま 

す。 夢で 1- 々そんな 目にあって、 本當 にがった りした こ 

とがあります。 しかし 腹の 底で は覺 悟が 出 來てゐ ます。 

今度 は い くら とり 上げら れ て も、 笑って 持って ゆかせる 

でせ う。 


いて よろこ べるのが 入 間た。 i 入 9- したり、 自棄 をお こし 

たり、 ： 寸 した ことで- rs^ 氣を 失な う 話 を 聞く と 私 は 腹が 

立って くる。 それが 人間と 云 ふ もの だ。 その 力が なくつ 

て、 人 は 進んで は ゆけ ない。 參 るの も 人間 だら うが、 

それで 折れな いのも 人 il だ。 私 は；^ にたの む。 君 は 再び 

の 仕事 を やって ほしい。 今 K 又 桃の 木 をぬ すまれる か 

も 知れない。 だが iH きて ゐる間 は 失^し ない g;? になって 

ほしい。 

なり ませう。 

- ありがたう。 私 はお を躇拜 する。 

い や 私 こそ あなた を禮拜 します。 

： それなら 父來 ます。 

どうか 私 の 力が なくな つ た時來 て 下さ い 。 

- 生きて ゐ たら 又 來 ます。 (返 場) 

(桃， ^さすりながら もかず 芽，^ ながめ) この美し さ。 

私 もお 前に 負けない よ。 お前 は 私の 先生 だ。 私 はきつ と 

やりぬく。 

II 幕 1 


第 三 幕 

桃 は 一  il^i リも なほ： しく^いて ねる。 1!^ 二 幕よ リ 
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てに 源 挑 


男 武男武 老老 


老人 本當 にあな たの 態度に は 感心し ました。 その 感じが I 

この 山の 类 にあら はれて ゐる やうに 思 ひます。 今度 はす 

ベて が 自然で、 無理がない やうに 見えます。 見て ゐ ると 

氣が ゆったり して 來 ます。 このま、 成佛 してし まつ て も 

い」 やうな 氣 がします。 

男 私 もさう 云 ふつ もりで 仕事 をして ゐ ました。 私 はすべ 

て を 何 か に 住せて ゐ ました 。萬 事 あなた 任せの 春の くれ、 

そんな 氣 持で、 ゆったり とした 氣 持で 仕事 をし ました。 

前に は おどかした い とか、 感心 させた い とか 云 ふ 氣が何 

處か にあり ました。 それ 以上、 すべてに 執着が 强 T ぎ ま 

した。 今度 はすつ かりお ちついて ゐ ます。 之 も あなたの 

御 かげです。 

老人 そんな ことはありません。 しかし 少し は 御 に 立つ 

たかと 思 ふと、 私 はな ほうれし いのです。 この 桃の 木た 

ちが 自分 の 孫の やうな 氣が し ます。 この 處に來 たもの は 

あなたの 話 を 開いて 勇氣を 得、 又 この 景色 を 見て、 心 を 

すなほに し、 又 やすらか にす るで せう。 

男 あなたの 心の 反映が 其處 にも あら はれて ゐ ます。 之 は 

あなたと 私の 作です。 (家へ si 、酒,^ 持って くる) どう 

ぞ 一杯 上って 下さい。 

老人 ありがたう。 それで はお 祝 ひし ま， せう。 こんな 靜か 

な 夢 の やうな が この 世に あると は 誰も 思 は ないで せ 


う。 おは 本當に うれしくな りました。 

男 あんまり この 景. 色に 執着す ると、 又 嵐が やって 來 ない 

とも K りません。 だが 私 は 安心して たのしめる こと をよ 

ろ こんで ゐ ます。 

. 何しろ 愉快です。 こんな 愉快な ことはありません。 

： 杯 を かへ しませう。 ； かな、 靜 かな 日です ね。 

(この 時、 立で^^な武人、 その^. J- つれて 登^。) 

： あ k 兄さん。 

J  0 

： 兄さん。 僕です。 

お か、 隨分 あはなかった。 その後 どうして ゐ るかと 

思った。 

武人 あれから いろ/ \> のこと が ありまし たが、 とう/ \> 

こんな ものに なりました。 私は惡 者に は M 力より 他 仕方 

がない と 云ふ氣 になった ので、 とうく こんな ものに な 

りました。 

男 身 1^ が あんまり 强 くなかった やう だが な。 

武人 すっかり 丈夫に なりました。 お兄さん、 之が 僕の 妻 

です。 

男 始めて。 

妻 この 前の 時は大 へんお さわがせ しまして。 

男 私に は 思 ひ 出せません が。 


一 CI: 繊 
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武 m 武 * 武 妻 


武人 お兄さん は、 御 布 知ない はずです。 だが、 これが 十 

六 年 前 逃げ て 来て 私が か くした 娘た つたの です。 

^ あの はは 本 當に御 迷 ゆ』 を かけまして。 

Bf^ あの のこと は 云 はないで 下さい。 弟、 よろこんでく 

れ この 通り ものに なった。 あの 時より はもつ と 深い 優れ 

た 突し さ を 持って ゐる だら う。 

武人 本 $：3 に 私 はこ- -に來 てお どろき ました。 お兄さんの 

ことです から、 又 起き 上られる と は 思 ひました が、 王 機 

が こ- -の 桃 を 全 i〈=n にう つ された こと を 聞いた 時、 私 

は 心配して ゐ ました。 

は氣 がぬ けた やうに 參 つたが、 この 方が 来て 力 を 

與 へて 下さった ので、 又 やりな ほし をした。 之 は 僕の 弟 

です。 

老人 始めて お： H にか \ り ます。 

武人 ありがたう 御 .Ij いました。 

Ef- あの 時、 お前の 强 情なのに は 感心した が、 憎らしく さ 

へ 思った が、 今 になれば お前が 强悄だ つたの はよ かった。 

武人 あの 時の こと を 思 ふと、 私 は本當 にお 兄さんに すま 

なく 思 ひます。 

男 あの は、 俺の 心が 少し 狂って ゐた。 

武人 あの^ ii^ はもう 少しで 云 はう かと 思った 時が ありま 

した。 で すがこれ に 決して；； ム はない と 約 ましたので、 男 


が 約 鬼 をた が へ る 位なら 死んだ 方が い & と 思 ひました。 

それから お兄さん、 王 さまが かう おっしゃ いました。 お 

兄さんが こ の 山 を 美しく する ため に 人夫が 御 入用なら 

ば、 いくらでもつ かってい \、 費 W は 皆、 王樣が S すと 

おっしゃい ました。 

男 さう か、 よろしく 中して くれ。 だが 私 は 一 人で 氣樂に 

つくる 方が 吞氣 でい \。 人夫の 力 はもつ と 入 民に とって 

急務な ことにつ かう 方が い \ たらう。 かう 云 ふ 仕事 は 一 

人で やろ 處に 面. JZ 味が ある。 尤も、 自分 一 人で、 出来な 

い 仕事で も あったら、 おたのみ する かも 知れない。 よろ 

しく 云って くれ。 

武人 知し ました。 どう だ 美しいだ らう。 こん 

な處を 見た - ^ と は ある ま い 。 

はい。 本當に 美しい のでお どろき ました。 

人 お兄さんの 三十 何年の 御 苦心 の 之が 結晶な の だ。 

この 前の 時 は 何にも わかりませんでした。 何が 仕 合に 

なる かわかり ません のね。 

人 人 問 は 何が 又 不幸になる のか わからな いもの だ。 

そんな 綠 起の わるい こと は 云 はない ものです。 

人 しかし ど； 5 な 不幸が 来たって、 決心した もの は、 道 

を ひらける だけ ひらいて、 進める だけ 進む。 そして 進め 

ない 時には 勇ましく 死んで ゆく もの だ。 
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0 本當 にさう ね。 

男 お前の 云 ふ 通り だ。 私達 は 力が よわす ぎる。 何 かの 許 

しがなくて は 何 一 っ出來 ない。 だが やる 所まで やって 見 

る だけ だ。 何事が 來ても 恐れないで、 お S に 進んで 行か 

う。 私 は 死ぬ まで この 山 を 美しく する だら う。 お前 は、 

お前の 信じた 方に 戰っ て ゆけ、 さあ 一 一人と も 腰かけて 祝 

杯 を 上げよう。 

武人 はい。 

(四 人 祝杯.^ あげる。) 

— 幕 1 


ほ tRiT おの 15  — 


日の 素 鑾嗚尊 


大 せの S 含 家の 内外、 内-..:^ ゆ： つて、 娘 "乂. つて «Lii 

リ；^ いてね ろ。 外て 父劍， ^とケ ながら i!^ い  <  ぬ ろ 。 

0 お母さん 。もう 私 は あきら めて ゐ ます" 泣か な い で 下 

さい。 お母さん。 お父さん は何處 にいら しったの でせ う。 

お父さん、 お父さん。 

父 私 か、 私 はこ 、にゐ るよ。 

0 なにして ゐ らっしゃ るの。 

父 別に 何もして ゐな いよ。 

0 さあ：： 十く h つて 顶戴。 

父 今 ゆく よ〕 

0 お父さん 何して ゐ らっしゃろ の。 (. お おり やうと す 

る) 

父 (かくしながら) < ！;? Sv くよ。 

0  (父の-て， はに 來) あ、 劍を といで ゐら しったの ね。 

父 嘘 だよ。 

0 お父さん" もし 劍を 研いだ のなら、 妾 はお 父さん を 

みます よ。 あの 男が もし それに 氣が ついたら、 妾の 心配 


して ゐる こと はすぐ tej ります からね。 

父 大丈夫 だ。 あいつに 知らす やうな こと はしない。 

娘 なぜ 劍 をと い でゐら つし やる の。 あいつ を 殺さう と 思 

つ てゐ らっしゃ るの。 

父 殺す ことが 出来たら な。 

娘 出来ません よ。 あれ を 殺さう とした 入 は 何人 あるか 知 

れ ませ ん。 し かし その 度に 罪の な い 人間が 譬を される 

のです。 決して 手 向って はいけ ません よ。 

父 大丈夫、 手 向 ふやうな こと はしない よ。 

奴 それから、 お父さん、 妾が つれて ゆかれても 死んで は 

い や で す よ " 妾 は 殺され f つ 迄 は .< 布？ f は 失 はない の です か 

ら、 何處 か. し 救 ひが 來る かわかり ません から、 大概 は駄 

H でも、 その 望み はすて ないで 下さい。 

父 俺達 は 待つ てゐ るよ。 あいつ がどう かした 拍子で 死ん 

で * お 前が 歸 つ て 來な い とも 思 は ないから。 

娘 私 は み を 失な つ て はしない の です。 あの 男た つ て 人 

間 だ と 思つ て ゐ ます。 今迄 毎 牛 々 々 、 一 人づ つ 女 を さら 

つてい つて； 年た つと その 女 を 殺す にした 處が、 人 問 は 

一年の 間に 死な \ い とい ふこと はありません。 又 心が か 

はらない とい ふこと はありません。 私 は どんな 時. たって 

絕 S1: はしません。 死んだ つ て 半： きか へ ろ 位に 思つ てゐま 

す。 ですから 悲しい にはちが ひありません が、 私 は 心の 
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底に は 喜び さへ 感じて ゐ るので す。 何もかも 私に 任せて 

頂戴。 そして 私達 は あの ep: を 怒らさな いやう にして、 今 

迄の どの 家で もし たことの ない 程お ち ついて あの 男 を迎 

へ て やり ませう。 

父 お！ C のしたい やうに する がい &、 私達 はお 前の 氣に入 

る ことならなんでも する よ。 

0 そんな やさしい こと は 云って はいけ ません。 私 は 泣き 

たくない のです。 私 は 決心して ゐる もので 丁。 どうか 私 

の 出たがって ゐるー 涙 を 出さない やうに して 下さい。 私 は 

笑って、 私 は あの 男に ついて ゆきたい のです。 さっき か 

ら 泣いた ので， 私の 顏は 酸くな つたで せう。 私 は 出来る 

だけ 綺麗に して、 そして あの， 男 を迎 へて やります。 さあ、 

家に 人り ませう。 

父 あ、 ゆく  。俺の この 腕 さへ 强 かったら な。 

0 さう したら あなた は 今 分 牛 V、 て はゐ らっしゃ いませ 

父 さう かもしれ ない。 しかし 生きて ゐ なかった 方が 仕 合 

せだった らう。 

0 まだ さう きめる の は 早くって よ。 私は覺 悟して ゐ ます 

の。 私の 手 はふる へて はゐ ません わ。 

父 お前が 男 だったらな。 

0 私が 男 だったら、 いや 私. #女 ですから、 私 は あの 男 を。 


父 お前 は あの を 殺さう と 思つ てゐ るの だ.； r 

姐 殺せる S. が あれば 殺します が、 あの 男 だって 油斷 はし 

ないで せう。 (母に) お母さんもう 泣かないで S 、數 わ。 

私 は 先刻まで 悲しく つ て、 悲しく つて 仕方がなかった の 

です。 所が 今 泣いて ゐる 内に 段々 氣持 がお もつ いて 來ま 

したの。 自分で も 不思議な 位、 そして 私は絕 9? し 切った 

所から やっと 希 3- を とりもどしました わ。 私 は 他の 女の 

やうに あの を 恐れて 許り はやらない つもりです。 あの 

男 を 愛 して ゐる や-つに、 そして あの 男の 所に ゆく の をよ 

ろ こんで ゐる やうに 見せて やります。 あの だって、 人 

問で ある 以上、 私 は あの 男の 心 をな ほせない もの と は 思 

つて はゐ ません の」 男が 戰 場に ゆく やうな 氣 持で、 私 は 

あの 男 を 待つ ことにし ましたの。 

0 お前 は 本當に 恐ろしい 氣 になった の だね。 だけど 無鐵 

砲な こと をして はいけ ない よ。 お前が 生きて ゐる 間、 私 

達 も 生きて ゐ るから ね。 

0 本當に 生きて ゐて 頂： まよ。 私 はどう もど こから か 救 ひ 

が來る やうな 氣 がし て 仕方がな いの です。 

母 それ は來 ない と は 限らない よ。 未来の こと は 私達に は 

わからな いの だから、 だから やけ を 起さないで、 身膛を 

大事に し て 生きられる だけ 生きて お くれ。 

0  ,f、 殺される まで は 生きて ゐま すわ。 殺されても 生 
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きか へる つもりで ゐま すわ。 私 は 急に 强く なり ましたの、 一 

泣けろ だけ 泣いたら、 反って 强く なって 來 ました わ。 あ 

の E?.KV 見たら 氣絕 する だら うと 思った の です が 今なら 笑 

つ てゐる こと も 出來る やうです わ。 私 は 着物 を 着か へ て - 

出來る だけ S 、しくし て あの を迎 へ て やります わ。 (典 

へ 入る) 

(あと 見？ つて 父と 母 泣-, V  、じ やく リ する。 奥から 娘の 

垛 が^え ろ。 素盞 は 登場。 泣き rt.^ 外て 立ち 聞 

、すろ。) 

5- 私 は きて ゐる のがい やにな りました。 

父 俺. も だ。 

^ 娘の 命 は 助かる こと も あるで せう か。 

父 に はわから ない。  . 

^ つれられて ゆく としば りつ けられて 牢獄の 中に ぶちこ 

まれて、 あの 男が 死ねば 餓え 死す る やうに 出来て ゐるさ . 

うぢゃありません か。 

父 そんな 話た が、 誰も 見た もの はない の だから あてに は 

ならない。 

^ いや、 a たもの が ある さう です。 あの 男の 古い 住家に. 

偶然 行った ものが あった さう です。 

：乂 もつ そんな 話 はやめて くれ。 

W あ &气娘 は あんな 强 いこと を 云って はゐ ますが、 ど 


うしたら い、 のでせ う、 娘 は 泣いて ゐ ます。 どうしたら 

い  >- のでせ う。 

父 どうす る こと も 出来ない。 あの 男の 力と 來ては 誰も 手 

向 ふこと が 出来ない の だ。 

素盞 g-IJ  (怒- ろ) そんな ことがある もの か。 (父と 母 

び つくりす る 素 蜜 無遠慮 に 家に 入る) 

ま： 逢 鳴 a- 今の 話 は本當 か。 (沈 こ &に强 い 男が ゐる 

とい ふの は本當 か。 

父 本當で 御座います。 

素盞. に.？ 尊 お前 達 は 何 を 泣いて ゐ るの だ。 

父 どうか、 ほったらかし ておいて 下さい。 

素盞^ 尊 ほったらかす わけに は ゆかない。 俺 は 泣き 難 を 

問いて は默 つて ゐられ ない 男た。 誰かが 来て、 お前 達の 

娘 をき つて^ も ゆかう と いふの か。 

父 はい。 

素盞 尊 なぜ そ の を設 さな いの だ。 

父 殺せる やうな 男なら ば 誰も 心配 はしない のです が、 そ 

の 强 さと 來 たら 人間と は 思 へない の です。 そし て 今迄に 

も 手 向った もの は ある の です が、 さぅすると家中が^^白殺 

される の です。 

素盞 鳴^ 許して はおけ ない 奴 だ。 

父 しかし 他に いたし 方がない のです。 
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0^$ なぜ 娘と 逃げない の だ。 

父 逃， ければ 罪の な い 近所の 者が 十 入な ぶり 殺し に なり ま 

す。 

素 ま 蓺？^ よろしい、 俺が その 男 を 殺し て やる。 安心す る 

とい、。 

父 あなた はま だ その 男 を 知らないから、 そんな こと を 云 

ふので す。 どうか、 もうか ま はずに 歸 つて 下さい。 

素 盞鳴尊 その 男 を 殺した つて 迷惑になる 人 はない の だら 

う。 

父 ない 所ではありません が、 殺し そこなったら それ こそ 

大 へんです。 村 中の 者 は 手を切られ、 足 を 切られ、 m を 

ぬきとら れ、 家 はや かれ、 子供 は 池に た 、きこ まれます。 

隣り 村で 一 度 そんな ことがあって、 村 中す つかり 燒 かれ、 

半分から の 人 は 殺され て し まひました。 生き 殘 つ た 人 間 

も大. M 片輪に されました。 

素讓. お @ 許し て はおけ ない 奴 だ。 

ハ乂 しかし どうに もす る ことが 出來な いの です。 

(Ig- 盛装して 登場。 素盞 や 見..，、 おど ス く。) 

素 妻 尊 あれが お前の 娘 か。 

父 左 樣で御 います。 

素 盞 尊 あの 娘 を そ の 男 は楚 つてい つて * なぶり 殺し に 

しゃう とい ふの. たな。 


父 左様で 御 座 います。 

素^^^ さう してお 前 達 は それ を默っ て 見て ゐ乙 のか。 

馬鹿！ 

父 他に 仕方が 御座いませ/。 

素盡 尊 他に 仕方がない。 あったら どうす ろ。 

m  (立ちながら) ある わけはありません わ" 

mss ない と 云 ふの か" 

m ありません わ。 

mm..s もう 一度 云って 見ろ。 

m 他に 道はありません。 

素盞^ 尊 俺が その 男 を 殺して やろ。 

m あなたに、 あの 男が 殺せる。 

mms 殺せる。 

娘 あなた は そ の 男 を 御存知な の 。 

素 f マ wnl- 知らないが 殺せる。 

m あの 男 は あの 石 を 持ち上げる だけの 力 かあります。 

素 盞、％ は 俺に あの 石が 持ち 上らな いとい ふの か。 お前の 

e: は何處 について ゐ るの だ。 

マお へと びお.： T て、 大 石，^ 樂にも r- わげ ろ >  せお どーハ 

く  J 

0 あの は その 石 を 持って 三 間 歩いて、 その；.？ を 元の 

におろ す 力が あります。 
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0m§ そんな ことが 俺に 出來 ない と 思つ てゐ るの か。 

(その 通りす る。 蹄って 來 て〕 どう だ 俺に あの 男が 殺せな 

いと 云 ふの か。 

.m  (や、 ひながら) あなたの 力 は あの 男と M じです" 

默れ！ 俺と：！ じ 力 を 持つ 奴 は 人間に はゐ ない 

はず だ。 

0 あの Ef: も M じこと を 云 ひます。 

素 Arwwtt お前 は その 男 を 愛して ゐ るの だな。 それなら 勝 

手に する がい X。 俺 はかまって はやらない。 さわがして 

氣の雍 だった。 さよなら。 

娘 あなた は本氣 でさう おっしゃ るので すか。 あ、 あなた 

は あの が 怖くな つたので すね。 早くお 逃げなさい。 此 

處は 生命の 惜しい やうな e;^ の ゐる處 ではありません。 早 

くお 逃げなさい。 

お前の 望み通り 俺 は のこって やる。 俺 は 逃げる 

と 云 はれた 以上、 こ k から はなれる こと は 出来ない。 酒 

が あったら 俺に ついで くれ。 (家に ヒろ) 

娘 さあつ いで 上げ ませう。 (つぐ) 必ず 勝 つ て -トさ い 。 

0m.s お前の その 】言 きけば、 俺 はもう 勝った やうな 

もの だ。 

父 油斷 をして はいけ ません。 あの sf- は 決して 弱く はあり 

ません。 私 は あなたが あの 男より 弱い と は 思 ひません。 


しかし 男が あなた より 弱 い とも 思 ひ ま せ ん。 た 向 

ふが あなた を 馬鹿にし て 油斷さ へ し て くれ ば 必ず 勝つ 

でせ う。 しかし あなた は油斷 して はいけ ません。 

00S 心？ g しないで 下さい。 私 は汕斷 はしません。 私 

は その が來 たら かくれて ゐ て樣 を 見 て やります。 そ 

の a- の 慘酷な 話 をし て 下さ い 。 そ し て 私が どうし て も そ 

の m?: を 殺さな い では 我慢が 出來な い やうに し て さい。 

m それ はわけ ない ことです。 あの 男の 古巢を 偶然 見出し 

たもの が あるので す。 そこに は 一 人の 繩に しばられた a 

裸の 女の 死體が ありました。 半. 分 程く さって はゐ ました 

が 腹 を さかれ 胸 を くりぬかれ その上 云 ふこと も 出来ない 

やうな 死に ざま をし てゐ たさう です。 そし て 私 もやが て 

问じ やうな 目にあ ふでせ う。 あの 男が 死なな い 限り は 。 

そして あの 男が 死なない 限り は、 私 は 死ぬ 迄の 一年間に 

どんな HE にあ はされ るか 知れません。 

素盞 鳴. な それだけ 聞けば 十分です。 私 は 今迄 力が 强 過ぎ 

た爲 に、 いろくの 人に 心配 かけました。 今日 こそ 私 は 

力が 强く 生れた - J と をよ ろ >  J びます。 - 私の 力が あなたの 

一 生の 役に立たない 位なら、 私 は 死んで しま ふ 方が まし 

な です。 どうか 皆さん、 心配し ないで 下さい。 私が も 

し 殺された にしても 御 迷 (恐 はかけ な い やうに します。 私 

は 何も 知らない 旅人で， 偶然 こ、 に來 たこと にします。 
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そして あの 男と 力 を くらべ て 見 ませう。 まけた 時 はもと 

のま >1 です。 私さ へ 死ねば い \ の です。 勝ち さ へ すれば 

あなたた ち を 救 ふ - 」 とが 出來る の です。 

母 ありがたう 御 ざいます。 祌樣は 私達 をお 助け 下さる 爲 

にあな た をお よこし 下さった ので 御座いませう。 

素 虚鳴尊 およろこびになる の はま だ 早い やうです。 すべ 

てが うまくいった 時、 よろこんで 下さい。 

父 うまくいったら、 私の 娘 を あなたに 捧げます。 

素 毫鳴尊 ありがたう。 私 は それ を 問いて、 千人力 を た 

氣 がします。 私の 心 は よろこ， ひに 滿 ちて 来ました。 

0 お 酒 をつ ぎ ませう か * 

麦： 盞鳴尊 え k 戴き ませう。， r 欽み ほし) 私 はきつ と 勝ち 

ます。 私の 心の よろこ びに それ を 知らして くれます。 

0 も うぢき 來 るで せう。 

素 盞鳴尊 こ、 にかくれ て その 男が 來 たら 裏 か ら 逃げ ま 

す。 

0 あ、、 あすこから 來 ます。 

SS それで は 又 あとで。 

父 俺 は まだ あんな 男らし い 男 を 見た - j と はな い。 

^ 本當 にたの もしい 若者です ね。 

父 あの 男が 勝って くれたら。 

娘 きっと 勝ちます わ。 きっと 臉 ちます わ。 もし あの人が 


にけ たら、 その 時 は 私の 覺悟 する 時です。 あの 恐ろしい 

男が 來 たら、 私達 は よろこんで もてな してやり ませう。 

今に 死んで ゆく あの 恐ろしい 男の 爲に。 

(恐ろしい 男 登 1  勿。 三人 i^LL 出て 平伏す る。) 

恐ろしい 男 さあ 迎 へに 来た。 

娘 よく ゐ らしって 下さいました。 どうぞお あがり 下さい。 

恐ろしい 男 (娘の わご に 手，^ かけ、 額，^ 見、 きにさわって 

見) お前 は 俺が こわくな いか。 

娘 私 は あなたのお いでになる の をお 待ちして ゐ ました。 

私 は 他の 人達の やうに あなた を 恐れて 許り は をり ませ 

ん。 私達 は あなた を 尊敬して をり ます。 あなたの やうな 

强 い 方 を 女と 生れ て J お .SJ: しな いわけに は ゆきません。 私 

は あなたの 奴隸 になる 爲に 生れた 女です。 今日の 來 るの 

を 待って をり ました。 

恐ろしい 另 感心な 心がけ だ。 お前 達の やうに もの & わか 

つた 奴ば かりだと、 俺 も亂 暴な こと はしないです むの だ。 

爺、 婆、 俺の 足 を あらへ。 (威 つて 足.^  二人に わら はせ 

家に 入る) さあ、 その 洒の南 味 をして、 俺に 酒 をの ませ 

ろ。 

0 畏まりました。 

(娘の み、 男-.. L わたす。) 

恐ろしい 男 (のみほし) 中々. つまい 酒 だ。 もう 一杯 つげ。 
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化 は-^ 

S ろしい 5^ お前の-手 はふる へ てゐ ない な。 感心な 女た。 

0 この 前、 つれて ゐ らしった 女 はどうな さりました。 

恐ろしい SJ^ あれ か、 あれ はもう S がない から 今 出しな に 

殺して 來た。 ¥H かった。 死ぬ の を こわがって 許して く 

れと 泣き叫ぶ 奴 を、 i« してやった。 面白かった。 

m 今に あなた は 私 もお 殺しになる のでし よ。 

S し い に 云 へ ば 殺し て やる。 來 年の 今 B にな つ た 

ら 殺して やる。 若い 女 を 殺す 程、 面白い こと はない から。 

m 殺される もの は：. &n: く はないで しょ。 

恐ん しい 殺される- liq! はどう だってい k、 殺す の は 面白 

m あなたで も 人 を 殺す 時に、 氣の it だと 思った こと は あ 

るで しょ。 

恐ろしい 男 ない ね。 俺 はそんな 意氣 地な しぢ やない。 

M 私た け は 殺さない わけに は ゆかない の。 私 は あなたの 

爲 になら どんな ことで もします わ。 殺す の だけ 許して 頂 

戴ね。 

恐ろしい Ef- まあ、 生かして おく 方が E 白い 間 は 生かして 

おいて やる。 

0 なぜ あなた はし まひに は ゆるして やらない の。 生命 だ 

けは^け て やる こ と をな さらな いの。 死ぬ の を いやがる 


もの を 殺さな いで もい. -ぢ やありません か。 どうせ 手 向 

ひ はしない のぢ やありません か。 

恐ろしい 殺す のが 面白い から 仕方がない。 それに 他の 

男 に や る の も 措し いからな。 

m 私 はどう か 殺さないで 顶亂 ね。 い、 でしよ。 さもない 

とお 父さん や、 お母さんが 氣の 群です から。 

恐ろしい 男 もしそんなに氣の！^ほなら、 今 こ、 でお 前の 親 

を 一 一 疋 とも 殺し て やっても い. -。 お前の 親なん か、 半； き 

て ゐた つて 穀 つぶ しになる だけ だ 。 だが 生かし ておいて 

やる。 それだけ でも ありがたく 思 はなけ れ ばなら な い 。 

姐 あなたの 力 は どの あるので せう。 あの 石、 あなたに 

持て \ 

恐ろしい 男 あんな 石 を 持 てな い で どうす る 。 

娘 木當？ いくら あなたで も あの 石 は 持 一」 ないで しょ。 

恐ろしい 男 あんな もの を 持てないで どうす る。 

m 一 寸 持って 見せて 戴けて。 私 は あなたが どの位 强 いか、 

村の 人に 語りった へ たく 思つ てゐ るので すよ。 本 常に あ 

なた の やうに 强ぃ方 はこの 世界に 一 人 もない と 思 ひます 

し、 今後 も， 出る こと はない と 思 ひます わ。 ですから 一 

つ 話の種に 力 を 見せて 顶 戴な 。 

恐ろしい 男 そんなに 見た ければ 見せて やっても ぃ&。 驚 

くな よ。 
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尊 盞 素の 日 一 


娘 え K 見せて 頂戴。 

(恐ろしい 男。 石，， か 持 r, わげ ろ。 やっと 頭の 上に もち 

あげても わて、 おろす。) 

やん ろしい 男 どう だ 。 强 い だ-りう。 

素 秦 鳴 尊 あは \  k  、 。 (無雜 作に 出-,、 來な が ら 大 て 笑 

ふ〕 

恐ろしい 男 貴 樣は誰 だ。 

来； 護 尊 俺 は 旅の 者 だ。 

S ろしい 男 何が を かしい の だ。 

素 盞 §5- 尊 今 そこで 見て ゐ ると、 こんな 石 を あげる のが、 

やっとの くせして、 强ぃ. たらう とい ふの が 可笑しい から 

笑った。 一 たいこの 村に は 力の 强ぃ 奴が ゐな いと 見える。 

恐ろしい 男 啬； 樣に > 」 の 石が あげられ るか。 あげられ なか 

つ たら 、 貴樣の 腕と 腰 を 折 つ て やる ぞ。 

素^^-§§ 俺は默 つて 腕 や 腰 を 折らして はやらな いよ。 俺 

だって 痛い目に あ ふこと は 1、 ひだから な。 

恐ろしい 男 この 石が 持てるなら 持って 見ろ。 

素 盞鳴尊 俺の 村ぢ や、 こんな 石 を もち 上げて 三 間、 四 間 

歩け る 奴 は い くら だって ゐる。 こ んなも の を やつ と あげ 

て 自慢に する やうな 奴 は 一 人 だって ゐ はしない。 

恐ろしい そんなら あげて 見ろ。 あがらなかったら 牛 一 か 


して はおかない ぞ。 

素 盞鳴尊 お前さん は 可笑しい こと を 云 ふね。 生かして お 

かないと はどうい ふわけ なの だい。 そんな 言葉 は强 いも 

のが 弱い ものに 言 ふ 言葉で、 弱い 方が 强 いもの に 云 ふ 言 

紫ぢ やない よ。 

恐る しい 男 お前 は 俺 を 誰 だと 思って ゐ るの だ。 俺 は 今迄 

に 何百と い ふ 人間 を 殺した 男 だぞ。 

素 盞鳴尊 人殺しの 自慢 か。 は& \、。 お前さんに 殺され 

る 者 は 女 か 子供 か 年よりか、 病人 だら う。 俺 は 女で もな 

いし子 供で ちない。 年より でもなければ 病人で もない。 

恐ろしい 男 5B は 旅の 入 間 だから 俺の こと を 知らないの 

だ。 夭 下に 俺より 强ぃ奴 はない の だ。 生 意氣な こと を 云 

ふと 手足 をへ し 折つ てな ぶり 殺しに してやる ぞ。 

*^-^s お前の 云 ふこと は 一 々可笑しい。 お前 は 俺の 村 

に は まだ 來 たこと はない はず だ。 俺の 村に は お前さんの 

やうな 弱い 男 を さがす 方が 骨が折れる。 俺 は その 屮 でも 

少し 强ぃ方 だ。 俺達の 知らない 所でに 威張る の もい、 

が、 俺達の 前 ぢゃ咸 張らない 方が い、 よ。 俺 は 人殺し は 

あ まりす きで はない が 、 あん まり 威張る と 一寸 やっつけ 

たくなる からね。 

恐ろしい 男 もう 許して はおけ ない ぞ。 (わ， -v、Li あろ 手 ご 

力の 石ん-も *り 上げ や、！.' とすろ ) 


は'! G  Jj お 'MJ  - 


n<3 


s.§  (指て それ，.^ 押へ； 上らない よ。 

恐， < しい i},: 意 ムふた ふ (取組む〕 

命知らず。 

, CS 力 取組む。 中 々勝； きがつかない。) 

.m  (^々兄て ね ズ心鞭 L 、狂；^ の やうに なリ) しっかり 

して m 戴。 しっかりして M 戴。 あなたが 負けたら 私 は 生 

きて はゐ ません から。 お父さん、 さっきの 劍は どこに あ 

ります。 C!. く かして- m 戴。 

父 いけない。 お前の 出る 所ではない。 

0 お父さん。 お父さん は男ぢ やありません か。 早く あの 

刃 を？ なして m 戴。 

(父 劍 1^ もち、 恐ろしい E?^,^ さしに ゆく。) 

大丈夫です。 こんな 31? をた ほす ことなん か樂で 

す。 た r かう してやって ゐる だけです。 ころがさ うと 思 

へば この： 迎 りです。 (ころがす) あすこに ある 藤 づるを 

持って 來て 下さい。 

(旭 もってくろ。) 

0 よかつ てね。 ありがたう。 

m^^.§ こんな！^ い 男に は 私 は 始めて あ ひました。 

0 お母さん。 $：： を 呼んで いらっしゃいな。 この E 力に ひど 

い： = にあった 人た ち を。 

母 そんなら 呼んで 來 ますが。 大丈夫で せう わ。 


00S 大. 1^ 夫です。 少しで も 動いたら 殺し て やり ます。 

こんな af^ を 殺す の はなんでも ありません。 

(素 盡鳴 @。 男，^ 火木に ゆ はへ つけ、 わ まった 藤. つる 

かの ど に まき つけ、 その 兩 はじ，^ 自分 \ 、もち") 

素雍. お t 小 さあ、 これで もお 前 は 俺 を 殺す ことが 出來 ると 

いふの か。 俺の 手足 をへ し 折 つ てな ぶり 殺し に出來 る と 

いふの か。 出來 るなら や つて 見せ て くれ。 

恐ろしい 男 あなた はなん とい ふ强ぃ 方な の だら う。 私 は 

あなた の やうな 方に 逢 つたこと はない。 私 は 今 か ら あな 

た の 家來 になつ て , あなた の 云 ふこ となら どんな ことで 

もします。 

00§ お前 は 俺の 手足 を へ し 折ろ と 云 つ たね。 

恐ろしい 男 どうか 許し て 下さ い U 

mm.s 俺が さっき 立ち S きして ゐ たら、 お前 は 出しな 

に 抵抗す る ことの 出來 ない 女 を 殺した と 云った な。 

恐ろしい Bfv7 許して 下さい。 

素盞. な お前 は あの 娘 を 弄んだ ヒに 殺す と 云った な。 

恐ろしい 男 許して 下さい。 

SS そして 人 を 殺す の は 愉快 だと 云った な。 俺 もお 

の やうな 人殺し を 殺す の は 嫌 ひ ではない。 逃げ やうと 

すれば 足 を 折って やる ぞ。 

おぶ ス しい 男 私は惡 う 御座いました。 どうぞ 御 許し 下さい。 
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餘 盞— 索の s — 


素盞 尊 お前 は 人 を 殺す こと は平氣 でありながら、 殺さ 

れる こと は 平氣ぢ やない の だな。 お前 は 人 を 苦し める こ 

と は 好きだ が、 苦しめられる >  J とは矢張り，^^ひ な の だな。 

お前に 殺された 何十 何百 人 も 矢張り 殺された くな か つ た 

こと をよ く 知る がい 、。 

恐ろしい 男 私 はもう 決して 惡 いこと はしません。 あなた 

の 爲 に 働き ます。 そ し て 今迄 の 罪 ほ ろぼし をし ます。 

素盞 尊 それが あてに なると 思って ゐる のか。 狼 は 野に 

放てば 又 人 をぬ ふ。 お前の やうな 男、 おとなしい 男 や、 

女 や 子供、 お前に 何 一 つ わるい こと をし ない もの を 殺す 

人間、 そんな 人 問 を 俺 は 許す こと は出來 ない。 さう だら 

う。 (娘に) お前の 考へ はどう だ。 

m 私 はこの 男が 可哀 さう になって 來 ました。 もし この 男 

が 本當に 改心したら、 私 は あなたに 許して やって 下さい 

とお 顕 ひする のです が。 

素 それが あてに なれば 俺 だ つ て 許し て やる。 しか 

しこの 男に ひどい HI にあった 人 は 許す こと は 出来まい。 

手 向 はない 人間 を 平氣で 殺す と いふ こと は 恐ろしい こと 

だ。 骨の 髓 から 腹の 立つ こと だ。 俺 は亂暴 者 だが、 ？ J 和 

しい もの を いぢめ たこと はない。 おとなしく 働いて ゐる 

もの を 殺し、 抵抗の 力の ない 女 や 子供 を 殺す もの は、 俺 

に は 辛抱が 出來 ない。 


娘 もし あなたが 负 けた 時の こと を考 へ たら どうで せう。 

この 男 は どんなに あなた を ひどい： ：！ にあ はせ、 そしてな 

ぶり 殺しに したでせ う。 

素養 そしてお 前 を つれて い つ てい くら 泣いた つて、 

わめいた つて、 なほ 面白が つてい ぢ める Mfr た。 こいつ は。 

俺 は 自分に 從ふ者 は 皆、 許して やる 男 だが、 この 男 だけ 

は 俺の 虫が 承知し な い 。 お前が 俺の 位置に ゐ たら どうす 

る。 手足 を 切ったり、 E 玉 を くりぬいたり、 鼻 をけ ずつ 

たり、 胸 を さいたり して、 樂 しみに する の だら う。 そし 

て 俺が ゆるして くれと 云ったら、 お前 は 大きな 聲を 出し 

て 笑 ふだら う。 

恐ろしい 男 あなたの 云 ふこ と は 比 山、 本當だ 。 私 にも 自分 

のした ことが、 よくない ことが わか つ て來 たやう だ。 

登場。〕 

母 近 處の人 は皆戶 をし めて 小さくな つて ゐ ました。 私が 

戶 をた、 いたら、 ijci ふるへ 上って しまった さう です。 そ 

して 皆に 本當の  >  - とが やっと わかった 時， それ はきつ 

と神樣 が 肋け にいら しったの だと 云って、 どんなに よろ 

こんだ かわかり ません。 今に 皆來 ます。 

0 それ はよう ございま したね。 

(村の 男女 登場。) 

娘 よくい らっしゃい ましたね。 この 方が；^ 治て 下さった 


^^?1!&^:糸の【1ー 
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のです。 ぉ禮を おっしゃって 下さい。 

衬の 女 (平伏し) ありがたう 御座います。 

SS さあ 安心して、 こっちに いらっしゃい。 もうこ 

わい ことはありません。 少しで も 手..： i: ふやうな ことがあ 

つたら、 が こいつ を 殺って しま ひます。 

w の 男女 ありがたう 御- いました。 

»  ； やい お前 はよ くも 俺の 娘 を つ ていつ て 殺した な。 

てぶ つ〕 

恐ろしい sf- 弱虫、 お前 は あの 時、 平伏しながら 娘 を 俺に 

くれた ぢ やない か。 今にな つ て 威張った つ てお 前の 娘 さ 

んは歸 つて 來な いわ。 

^ ぉ|^り。 そんな こと を，：： If! にす るなら、 お前の 牛； 命 を 

^けて あげない からい k。 

恐ろしい 5?- どうせ 俺の 命 はたす からない の だ。 もう 俺 

は 生命 を S しんで はゐ ない ぞ。 この mR さへ ゐ なければ、 

他 はお 前 達 を 一 人 だ つ て 生かして はお かな いの だ。 お前 

逹 のい くぢ なし、 弱い ものに は 強い 顔して、 强 いものに 

は 媚びへ つらう の はお 前さん 達の くせ だ。 私が 死んだら 

お前さん は よろこぶ だら う。 だが 俺より 恐ろし い mi^ の 

ゐる - J と をお 前さん if";^ は. は 々知る だら う - 

0 ぉ默 り。 この 方 はお 前の やうな いもの いぢめ の方ぢ 

やない。 い、 入の 味方 をな さる 方 だ。 可哀 さうな 人が ゐ 


れば 助け やう と 云 ふ 方 だ 。 さもな か つ たら 私 は 承知 しな 

い。 さあ、 皆さん、 あなた 達 を 本當に 苦しめた sf- に 恨み 

を かへ してお やりなさい。 

女 一 お前 はよ くも 私の 夫 を 殺した な。 

恐ろしい まあ 何でも 云 ふが い \、 死ん たもの は歸 つち 

ゃ來 ない。 

男 二 お前 は 俺の 赤坊を まる .浪 にして 食った とい ふが、 本 

當か。 

恐ろしい 男 一 々覺 えて はゐ ない よ。 お前さんの 赤坊 だと 

思 つて 食った の ぢ やない から。 

S もう い \ 。俺 は もう そんな 話 をき く の はい や だ。 

こ の 藤づ るの 兩 方の は じ を 皆で 持つ がいい。 そし て 俺が 

命 八 P を 下したら 一勢に 引く がい \。 (娘に) お前 は 俺に 

か はって この 男 を 裁いて やれ。 

0 罪のない 人 を 殺す もの は乂 殺されます。 苦さ J.$ 人 を 殺 

す こと は 大きな 罪で あ， 0 とい ふこと を 知つ て 下さい。 本 

當 に 人 を 殺す ことが わるい ことが わかり 改心の .M が本當 

にあがった もの は 殺されな いです むで せう。 しかし この 

男 は、 生かして おいたら、 必ず 又 人 を 殺します。 しかも 

おとなしい、 M しい、 よく 働く もの や、 ^しい 女 や、 可 

愛 い 、 子供 を も 平氣で 殺す の です。 平 氣で入 を 殺す もの 

は 又 平氣で 人に 殺されなければ なりません 。少しで もよ 


ふ ifi 


t^SfS 逢; t の B — 


ろ - y びな 感じ て 人 を 殺す もの を 私 は 許す - J と は出來 ませ 

ん。 比. a さん、 それに 御 同意で ない 方が あったら、 意見 を 

M かして 下さい。 

素 逢 それで はよ ろしい。 私から 皆さんに 云 ひます。 

私が もし、 この Ei- の やうに 人 を 平氣で 殺し、 罪のない 善 

-ぉな 人間 を 殺す や、 つな - J とが あつ たら、 この 男の やうに 

私 を 殺して 下さい。 その 時 は 又 私より 强ぃ 男が どこか ら 

か 來て私 を 押へ つけて くれる でせ うから、 私 は 之から は 

今迄よりも 謹ん で 、 そ し て 比 3 さん の ぉ^:^ に 立 つやう に 働 

きます。 そして 皆さん の 正し い 安寧. を 邪魔す る も の が あ 

つ た 時、 その 時 だけ 私の 力 を 役立た せます。 

娘 お 酒 を 持って 來 ませう か。 

素盞 尊 それ は あとに しゃう。 俺 はなんだ かへんな 氣が 

して 來た。 腕力 だけ をた よる 人間の いかに あはれ である 

か を まのあたり 知った。 引け！ お前 も 一 S 十ら しく 死ね" 

俺 は お 前 を 他人 だ と は 思 はない ぞ 。やすらかに 往： iH せ よ 。 

恐ろし (^«^2中に カ，^入れろと立ち上ろ いさな リ繩が 

切れる。 娘の 他せ おど く) 誰も かれ も 皆殺して やる か 

ら さう 思へ。 

mms  (いふ 、なりと 55 ついて) 往： y.: 際の わるい 奴 だな 

お前 は。 (おさへ つけ 締め殺し、 靜か に© さ 上って) 皆お 

どろかない でもい、。 俺 は 切れる やうに 結いて お いたの 


だ。 手，： 1： はない 奴 を 殺す の は、 mn くないから。 酒 を 持 

つて 來て くれ。 

娘 はい。 (杯 .-J- もってくろ) 

紊盞鳴 尊 (飲みながら 快活に) お父さん。 さっきの約^^ 

を し て もら ひ ますよ 。 皆さん 私 は >  J の 娘 を もら ふこと 

にしました。 誰でも それに 不服な 人 は 申し出て 下さい。 

私に 勝つ 人が あったら よろこん でさし 上げます。 不 ^ 

な 人はありません か。 あるなら 早く 云 つ て 下さ い 。 

(沈 默。) 

mm§ な い のです ね。 それなら お前に この 酒 を やらう。 

m  (酒.， -J- のみ) あつたって 私 は あなたの ものです。 です 

が、 私 は あなたに こ&で 皆に もう ； 度 誓つ て 戴きたい の 

です。 

mil なんだ。 

娘 あなた は 餘り强 すぎます。 ija は あなた を 恐れて ゐ るの 

です。 あなた は 皆が 恐れない や.^ に、 罪のない もの は 殺 

さない。 惡 いこと をし ない もの は 決して 苦しめない。 平 

和に 半： きる もの i 味方 をす る。 そして iwr の爲に 働け る だ 

け 働きた く 思つ てゐ る。 もう ； 度. さつお つし やつ て 卜さ 

素盞 よろしい。 俺 は 皆に 誓 ふ。 俺 はお 前 達の 平和 は 

^はない。 罪のない もの を 殺したり、 ひどい =1 にあ はし 
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たり はしない。 俺 は 旅人 だが、 こ &にゐ る 限りお 前 達の 

に 恐ろしい 人間に はならずに、 役に立つ、 なくて はな 

ら な い 人 問になる やう に 骨 を 折る 。 之で い 、か。 

0 ありがたう。 それから あなたのお 名前 は。  I 

0  SS. い k お 名前です こと。 

mm§ 名なん かどう だ つてい &。 さあ 死お を片 づけて - 

くれ。 は、、、 怖い のか。 大丈夫もう 生かへ り はしない。 I 

(W 死^,^ かた. つけろ。 ；^、；.^. たる，^ もち 出し) さあの め 

る だけ のんで • を どって くれ。 俺 は を どり が 大好きな の 

$  さん。 どうか 酒 を あがって、 一つ 陽 氣にを どって 下 

さい。 こんなに うれしい ことはありません から U 

父 木當 にさ あ、 のめる だけ のんで、 を どって 下さい、 皆 

さん。 俺達 も を どらう かね。 

0 を どって 頂戴、 皆さん。 皆さんの 響 は ほろびた のです。 

もう 怖 いもの は あり ませ ん。 村 も 之 か らは榮 える で せ う。 

之から は 安心して 働け ます。 皆さん を どつ て 頂戴。 

ル C  (ゆ：： 洒^の み) を どらう。 を どらう。 もう 何も 怖い も 

の はない。 

(奉：！^ はと の 外、 . ^どり 出す。) 

俺 も を どり たくな つた。 


M 私 も を どり ます わ。 

(， ^どり 出す。」 
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つて 來る。 

豐次^は^^しか見ズ、 驚い.；" 表情.，^ して 見詰めろ。 

喜 多 雄 (努めて 懐つ、、 さう に) 兄さん は 朝が nl 'いと 聞い 

てゐ たが、 こんなに 早い と は 思はなかった。 

登次郎 お前 はいつ 此方へ 來 たの だ？  . Si 問す る やうに 云 

ふ) 

やつべ 

喜 多 雄 昨夕 遲く來 たの さ。 あんま. り遍 かった から 此方へ 

知らせなかった の だ。 來 ると 商ぐ に、 一人で J, ヒ，' ルニ本 

ばかり 飲んで 寢 たら、 熟睡した もの だから、 今朝 は 馬鹿 

に 早く EI が 醒め てね。 寢床 でもぐ./ \> して ゐても 詰らな 

いから、 久 振りに 大 磯の 朝 景色 を兑 ようと 思つ て 出て 來 

たの だが、 田舍 はい &ね。 

謦： 次郞 朝 景色 を 見る にや まだ 早 過ぎら あ。 あの 通り 月が 

照って ゐて、 まだ 夜のう ちぢ やない か。 ：：： お前 は朝景 

色 を 見る よりおれ の 樣子を 兑に來 た の だら う。 お れが 狂 

人 に でもな つ て ゐ るか と 思 つ て 。 

喜 多 雄 いやさう いふ 譯ぢ やない よ。 (努めて 何氣 ない^ 

. ^して) 今朝 兄さんが こんなに 早く 起きて ゐ ようと は 思 

ひも 染めな かったん だからね。 (雨戸の 方，^ 見て) かよ 

子 はま だよ く 眠つ てるんだ らうな。 

S0 ぁ气 朝早く g を醒 ます の はおれば かりだ。 今 % 

は あいつ に 夜明け 前の 田舍 の靜 寂な 景色 を 見せようと g 
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人 物 

安城 豐次郎 

水 島 喜 多 雄 

かよ子 

寺 島 某 

別莊番 藤 七 

初夏の 頃の 夜 叫け 前。 芝生の 庭園。 その 一端に あろ B 

本 建ての 別莊の 雨戸 はま だ敏 されて ねる。 庭園の 一方 

は 山の 方へ 接して ねろ。 豐次 (四十 近い 風采の よる 

しき 男。 窟 1J) の 上に 羽 II ん 着て. Q る) 山， ^下りて、 何 

か考 へて ねろ 態て、. フーフ/、 庭へ 入って 來ろ。 やがて、 

ス テク キの 先き て 雨戸ん <  叩 きながら g!t  掛けろ。 返事 

がない。 彼れ は 部屋の 方へ！： t,^ おめて、 再び 山の 方へ 

行かう とし \、ゐ ろと こる r 喜 多 雄 (三十 餘歲 て、 兄 

よりも 健 班ら しい。 IE じ やう-,:^ ん、 若て ねろ) が 入 
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つ て、 さっき^!を掛けたのだが、なかく目を開けなぃ。 

しかし、 眠れる うち は 眠らせと いた 方が い」 の だら うよ。 

容多雄 かよ子 も 此方 へ來 てから 丈夫に なつたん だら う。 

此 問 おに 越した 手紙に は、 大變 元氣の い 、快活な こと 

を 15 いてた よ。 兄さん だ つ てこの 前よりも 血色が よくな 

つて ゐるぢ やない か。 

^■^0 血色なん ぞ どう だってい-. I さ。  おれ はお 前に 

だけ 話したい と 思った こ とが あるんだ から 丁度よ かつ 

た。 家の 者が 起きる まで、 此處 で、 夜明けの 且 を 見な 

がら 話す ことにし ようか。 

(is 次郎が 芝生 の 上に 無雜作 に肢， おろ マと、 喜 多 雄 

も 同じ やうに 腰, .J- おろす。) 

多 雄 僕 は を 持つ て來れ ばよ か つ たのに、 忘れた よ。 

兄さん 持って ゐ ない のかい。 

m" 次 m おれ は 一週間ば かり 酒 も 煌 草 も 止めて るんだ。 コ 

ヒ ー や ¥ 成 るべ く 飲まな いこと にして ゐる。 飲食物 

や 外界の なんかで おれの 心 を 濁らされない やうに 用 

心し て るんだ。 さう し て、 木當の おれの 心 を 磨ぎ 澄まし て 

考へ てろ こと をお 前に 話す の だから、 お前 も 煙草 なぞ を 

吸 はないで SI いて 吳れ ろよ。 ： • … おれが 何 を 云 はう と、 

R 面 IH に 聽 か なき やい けない ぜ。 

5„;E 多 雄 それ は眞 面目に 聽く がね。 (强 ひて 笑 ひ.^ 迚 らし 


て) しかし、 膝の 上に 兩手を 突いて 畏 つて 聽 くに は 及ぶ 

まい。 芝生の 上に. M ころんで ゐて も、 心が 眞 面目なら い 

いだら う。 (芝生の 上へ 足，^ 仲して )1 さっき 家 を 出た 時 

にや 頭が ボン ャリ してた が、 冷つ こい スガ くし たさ 氣 

を 吸った、 めに、 頭の ドン 底まで ハツ キリして 來 たよ。 

かう いふ 時には 何だか い  > 話が 問 か され さう だね。 

璺次 ！郎 (wt  く 冥想 的な 表情ん、 した あと) お前 はかよ 子の 

こと を どう 思 ふ？ 

喜 多 雄 かよ子の こと？ 

m§ 僕 は 花が 咲いて ゐた 時分に 此處へ 来て、 一ヶ月 あ 

まりも かよ子と 一 しょに 暮 して ゐ るんだ が、 かよ子 は 今 

のうちに 死んだ 方が、 當人 のために も 幸福 だし、 社會の 

ために もい --と 思 はれ るんだ がね。 お ユ^ はさう は 思 はな 

い 力。 

喜 多 雄 (吃驚して) 出拔 けに そんな こと を 云 はれち や、 

め-; - くら 

僕 も 面喷 つち まふ。 かよが どうかし たの 力い。 脅かさな 

い で、 詳しく 譯を 聞か せ て ぉ吳れ よ。 

ひの 元う ま  ひ C え-つ- .夂 

雄？： 次！ S あいつ は 丙午の 生れ だからね。 俗に _內 午の 女 は 男 

を 喰 ふとい ふぢ やない か。 

喜 多 雄 何 だい。 眞 面目な 話って そんな ことなの か。 (安心 

したやう に) お母さんが かよに ケチ をつ ける ために、 時 

時 そんな こと を 云って たが、 そんな 舊 弊な ケ チの つけ 方 
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ぢゃ。 われわれに 反感 を 起させる ばかり だからね。 

おふくろ 

通乂次 0 そり や、 母親 はかよ 子に を つける ための ぃ& 

ロ寶 にさう 云 つ たの だら うが、 おれの 云 ふ 丙 午の 意味 は 

さ うぢ やない よ。 …… おれ やお 前 は、 かよ子が たと へ 死 

おや ぢ  , 

んだ 父親の 罪惡の 記念だった にしても、 たった 一 人の 妹 

とし て 可愛が つ て來 たの で、 かよ子 も おれ だち を 手 li. り 

にして ゐ るんだ が、 あの 子 はこの 先生き てゐて もも 福ぢ 

や あるまい よ。 

喜 タ> 雄 そんな こと はない さ。 容貌 は惡 かないし、 人 問 も， 

馬鹿す ぶ、 ないし、 相當な .i^ へ緣づ かせれば、 幸福に 世が 

渡れる だら う。 寺濱 さん も、 此 間い. -緣談 の 口が ある や 

うな こと を 云って ゐ たよ。 僕 だち は、 一 人の 妹の ために、 

想 的の 男子 を搜 して 花々 しく 結始 させ るんだ ね。 しか 

し、 僕# が 傍から おせっかい をす ろまで もない。 かよ子 

は、 ちゃんとした 當 てが あるん ぢ やない かな。 まだ 子供 

だと つ てるう ちに、 案外な ことがある もの だからね。 

… . 兄さん は 此方へ 來 てから、 何 か 勘付いた ことがあつ 

て 、 さ つ きの やうな 、 J と を 云 つたの ぢ やない か 知らん。 

お前 はいつ もの やうに 世間 的の こと を 云って る。 

百 人 の うち 九十 九 人まで が 云 ひ さうな - J と を 云 つ て る。 

女が 年頃 に なり や 結婚させる 。結婚 さ せれば 幸福 になる。 

それに、 十九に もな つたら、 自分の 好きな 男の こと を考 


へ てる かも 知れない なんて。 さう いふ 風に 手 It く 事 を 極 

めて しまって い 、のなら、 おれ も 頭を痛め て 物を考 へ た 

りなん かしない よ。 ：.：• かよ子の 胸の 中には、 まだ 戀の 

芽 は 少しも 鹿して ゐな いね。 それ はおれが 斷 言す るよ。 

喜 多 雄 いくら 兄さんが g 眼で も、 その 點 はどう だかな。 

僕に は 信じられな いからね。 しかし、 かよの 胸中が 白紙 

の やうに 純白で、 まだ 男子の 影で 汚れて ゐな いとい ふの 

なら 結構 ぢゃ ないか。 

no; 次^ 今日の 曰まで は、 あれの 胸の 中が 純， H! でも、 明日 

の 日 何處で 誰れ を つけて、 俄か に戀の 芽が f えださん 

とも^らな いの を おれ は 恐れて るが、 おれの 恐れて るの 

は それば かり ぢ やな いんだ" かよ子 は 一人前の 女になる 

と、 もに、 おれ やお 前に も s&i しょうと する の に 遠 ひな 

い よ。 生み の 母親の 靈 魂が あれ の^の 中には 完全に. S つ 

てるんだ が、 それが 今 はま だ 眠って ゐて も、 いつ：：：： を i 龊 

ます かも 知れない。 いや、 今： n を醒 まし かけて ろる やう 

におれ に は 思 はれ るんだ。 

喜 多 雄 何のた めの 復譬？ 死んだ 親爺に 對 する 怨み を 僕 

等に むくいる だら うと 云 ふの かい。 女って 執念深 いから、 

かよの 母親 は 死ぬる^！際に 、 どんな 恐ろし い 造言 をした 

かも 知れな いが、 あり 子 は、 怨み や 憎み は どんな 者 だか、 

皆目 分らない やうな 女に 生れつ い て ろんだ からね。 畤々 
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さんに 邪 ® な 仕 打 を されても、 い つも 無 邪氣に 受け 

てる ぢ やない か。 (ふと 氣. つい た やうに 調子.^ ® へて) 

こんな 下らな い 話 はもう 止さうよ C 僕は久 振り で 此方 へ 

來 たの だから 今日 は 一 一 ； 人で 愉快に 遊ぶ ことにしよ うぢ や 

ないか。 僕 はこ、 で 朝餐を 御馳走になる から、 飯 を喧っ 

たら 三人で 千 凝 敷へ でも 登って 見よ うぢ やない か。 僕 は 

土產に の い k の を 持って 來て るから、 あと で 屈け よう。 

お前 は 悠長な 顏 をして おれに 氣 休め を 云つ てる。 

かよ子が 手紙で 何 か 云って やった ために、 お前 はおれの 

身 體を氣 遣つ て來 たのに 違 ひない。 隱 さなく つても い 、 一 

よ。 …… おれの 頭 は 狂って やしないから 安心し ろ」 不斷 一 

よりも 頭の 中が ハツ キリして る 位 だよ。 た かよ子 は 

早く 死んだ 方が、 當人 のために も、 傍の 者の ために も 幸 

福た と、 おれが 思って るの を、 あの 子が 多少 勘付いて、 

お前に そんな 手紙 を绘 つたの だら う。 

宾多雄 なに、 かよが 此間 寄越した 手紙に は、 無 邪 氣な事 

が 害いて あった V けだよ。 あんまり 退屈 だから、 兄さん 

に 五：：：： 並べ を 敎 はった とか、 朝早く 起きて、 曳網 を 見に 

行って、 餘を買 つて 來て、 自分で 料理 をして 食べた が、 

まだ ビ ク く 励 い て る 魚に 庖丁 を當 てるの は氣 味が 惡 い 

から、 一度で 懲りく したと か、 その 時 兄さんが 錢をー 

尾 漁夫に 貰つ て 来た けれど、 食べす じ まひで 打 遣った と 


か、 さう い ふやうな ことが 書い てあつた V けだ。 

豐次^ それ だよ。 かよ子 も いくらか 勘付いて るんだ な。 

(Is 言の やう Li 云 ふ〕 

(喜 多 雄 はふと、 兄に 對 して 不安な 感じん、 起して、 思 

はず 後退り 1^ する" 藤 七 (水 家の 別 莊费、 五ナ 歳ぐ 

ら 5 が 裏木戸の 側へ 現 はれ、 =^ 方.^ 腿く。 夜 は 明け 

か V ろ。〕 

謦： 次 0 何のた めに おれが かよ 子 を 連れ て 曳網 を 見に 行 つ 

たと 思 ふ？ 何のた めに 飽を賀 つ て來 たと 思 ふ？ 

喜 多 雄 何のた めだか、 僕 はそんな ことまで 硏究 しゃしな 

いがね。 (立 上って) さあ、 もう 家の 中へ 入ら うぢ やな 

いか。 東の 方が 薄明る くな つた e 何處 かで 雨戸の 開く 音 

がして る。 

豊 次郎 まあ、 もっと 其 處にゐ て、 おれの 話す こと を 聞け。 

まだ 誰れ も 起き やしな いよ。 おれの 眞 面目な 考 へ を 打 明 

けられる の はお 前 一 人なん だから。 ：… かよ子 を 生かし 

て 置け ば、 あれ のために もお れ達 のた め にも 決し てよ く 

な いんだよ" おれ は 長い間 考へ拔 いた 5： め 句に さう 思って 

る。 (重々 しく 云 ふ) 

喜 多 雄 (笑 ひ/ 丄 だって 殺す 譯 にや 行かないで せう。 

(二人 は 足音.,. 聞 さつけ て、 そちらへ 目 fj- 向ける と、 

藤 七が 入って 來ろ。 璺次邵 は 吃驚す る。) 
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喜 多 雄 (怪訝な 颜 して) おれに 急 W でも 出來 たの かい。 

藤 七 い え、 別段 用事が あ つて 參 つたの ぢゃ 御座 いません。 

少し 氣 にか 、る 二 とが 出來 まし て、 m ー那樣 は どちら へ い 

らっしゃった のか と 思 ひ まし て。 

喜 多 雄 氣 にか 、る ことって 何 だい。 おれが 家 を 出た 時に 

や、 お前 はま だよ く 眠って たやう だが、 急に 何か異 つた 

ことがあった のかい。 

藤 七 戶 倉さん の 御 別莊の 裏で、 若い 女が 殺されて ゐ るん 

で 御座いま すよ。 隣り の 婆さんが、 御嶽さん へ朝詣 りに 

出掛ける 途中で 見 つけて、 近所で 大騒ぎに な つて ゐ るん 

です。 喉 を 締められたら しいんで すが、 女 は 土地の人 ぢ 

や 御座いません。 東京 か濱の 可成り に 身分の い K 人ら し 

いんです よ。 

喜 多 雄 それ は大變 だな。 しかし、 その 人殺しが おれと 關 

係が ある 譯ぢゃ あるまい。 (口軽く 云った が不 い 快.^ 顔 

に 現 はす) 

0 七 それ は 旦那 樣の 御存知 のこと ぢゃ 御座いま せんが、 

：… その 婦人の 方が 男の人と 一 しょに、 昨夕 夜汽車で 東 

京の 方から 來 たの を 見た とい ふ 者が 御座 い ますから、 若 

しも 旦那 樣もそ の 人 だち と 同じ 汽車に ぉ乘 りに なつ て 、 

顏を知 つて ゐ らっしゃ るの ぢ やない か と 思 ひ まし て 。 

喜 多 雄 知らないね。 お前 はい.^ 加減な こと を 人に 話しち 


やい けない よ。 (叱ろ やうに 云 ふ) 

藤 七 はい。 …… 私も久 振りに 死人の 顔 を 見ました が、 死 

人 なぞ 見る もの ぢゃ御 趣 いません。 怨めし さうな 目 をし 

て、 ft: を 垂らして。 …… 旦那 樣は あんな 者 を 御 にな 

らな い 方が よろしう 御座 い ますよ 。 

喜 多 雄 誰れ が 死人 なぞ 見 に 行く もの か。 …… あ k さう だ " 

お前 は、 昨夕 おれが 持つ て來た 苺の 箱 を K ぐに 此處 へ 屈 

けて 吳れ。 

藤 七 承知いた しました。 (.ip  11 して 出て 行く) 

喜 多 雄 あいつ は、 愁に 掛けち やすばし こいく せに、 人間 

が 少し 拔け てるから、 馬鹿な こと を 云って いけない よ。 

S 次お 跪 七 はおれ だち の 話 を 立 きして ゐ たの だよ。 油 

斷が 出来ない よ。 

窑多雄 間 かれて 惡 いこと を 云って やしなかった から、 そ 

れは關 はない がね。 

w:m いや、 さう でない。 おれ 達 はこ. -で、 大切な秘#^ 

を 話して ゐ たの だから。 

喜 多 雄 (はじめの 快活 さ， .J- 失った 人 らしく) 兄さん は 

獨 りで いやな ことば かり 考 へて、 それ を 僕に 押 付ける か 

らいけ ない よ。 僕に は 誰に 對 しても 秘密なん か あり やし 

ない。 

璺次^ おれ はこの 頃、 頭の なかに 澄んで るから、 いろん 
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な ことが 分 るんだ。 かよ子の 身に 附爾 つてる 運命 も、 お 

れには 分って る。 お前が 藤 七の 云った 死人の 話 を 氣に掛 

け てること も、 おれに はちゃん と 分って る。 

容多雄 僕 は；： さ 2 掛けて やしないよ。 僕が 夜汽車で 大 礎へ 

來た > J とや、 今朝：：.！. く 山の 方 を 散歩した とい ふ - J とが、 

も つ とも.；^ 人 と關 係が ある んぢ やない からね。 

璺ま それ はさう さ。 おれ はお 前よりも もっと 早くから 

山の 方 を 散歩し て ゐ たんだよ。 御嶽さん の 側の 暗い 森の 

中 も 確かに 歩いた 箬だ。 …… しかし、 喜 多 雄、 お前 は、 

ある 女 を 殺さう と 思 つたこ と はな か つ たか 。 (？ 見 詰 

める) 

i せ 多 雄 な い ねえ。 た つ て 女 だ つ て 、 人 問 を 殺さう なん 

てこと は、 僕 は 一 度 も 思った こと はない よ。 そんな 質 間 

をされ るの は 今が はじめて だよ。 兄さん は、 なぜ、 眞面 

z: らしく そんな 不愉快な 事に 拘 はるんだ ね …… (空.^ 見 

上げて) 僕は久 振りに 夜明けの „^DS3 を 見 るんだ が、 兄 さ 

んも 詰らない 考へ に 凝らないで、 このよく 澄んだ 空で も 

見る と い >-。 

お前に 敎 へられな くった つて、 澄んだ 空なら、 お 

れ は；. 母 日よ く 見て るよ。 日の出 も 日の入り も、 此方へ 來 

てからよ く晃 てるよ。  だけど 空 を 見た つて、 朝日 を 

兑 たって、 おれの 考 へが 變 る譯ぢ やない。 お前 は本當 に、 


女で も 男で も 殺さう と 思った ことはなかった か。 僧い か 

ら 殺した くなる ばかり ぢ やない、 その 人間の 幸福の ため 

にも 殺したい と 思った ことはなかった のか。 

喜 多 雄 ない よ。 僕は蟲 けら だって 殺す の は 嫌 ひだ。 

m§ 隨病 だね え。 ： … おれ は 藤 七が 知らせに 来た 女 殺 

しが、 お前の 所爲 だと 極っても、 そんなに 驚き やしない 

よ 0 

喜 多 雄 (額 蹙 めて) 馬鹿 云つ ちゃい けない。 (兄の 側 

離れて) 鬼に 角 家の 中へ 入る ことにしよ、 つ。 

(喜 多 雄 は 雨戶の 側へ 寄って、 か i 子に 萆んょ 掛ける。 

その 間に、 登 次郎は 庭から 外へ 出ズ 行く。) 

» 多 雄 ぢゃ、 此方へ 出て おいでよ。 散歩した き や 一 しょ 

に 散 牛： て もい 、から。 

(喜 多 雄 は 兄の ねない の に氣づ いて 、わたり， ^見廻す。 

そして、 却って それ，^ い V ことと した やうな 態度て、 

空 l-J- 見上げた リロ 笛.^ 队 いたりす る。 そこへ、 か 二子 

(十九 歳の 玎 愛らしい 女、 -不斷 着の ま、) が、 横手から 

入って くる。) 

か.， * 子 豐 兄さん はゐ ない の？ (不思議 さう に 見 週す) 

喜 多 雄 あ X。 

かよ子 さっき、 何だか、 二人で 面白さうな 話 をして ゐた 

わね。 わたし、 話聲を 聞いて 喜い 兄さんに ちが ひない と 
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思 ふと、 直ぐに 出て 來て、 お 話の 仲間に 人れ て 貰 ひた か 

つたの だけど、 髮が壞 れてゐ たから、 大急ぎで して ゐ 

n  S ラ 

たのよ。 わたし、 寢 相が 惡 いから、 毎晩 頭 をぐ ちゃぐ ち 

やにして しま ふの。 

喜 多 雄 ぢゃ、 お前 はさつ きから 起きて. 1、 おれ だち の 話 

を いてた のか。 

か re 子 え. 1、 よく 聞- 联れ なかった けれど、 今日は 三人で 

箱 根 へ 遊び に 行か う つ て 、 そんな 相談 をし てゐた で せ う。 

わ た し 昨夕の 夢見が よかった と 喜んで ゐ たのよ。 

喜 多 雄 (笑って) うま い >  J と を 云 つ てら あ。 眞 顔で そん 

な こと を 云って、 かよ もずる くな つたな あ。 

か rt 子 では、 わたしの 聞きち が ひだった か 知ら。 若し 閒 

きちが ひだ つたと 分つ たら、 わたし 大變に 失望し てよ。 

喜 多 雄 そり や、 事に よったら、 箱 根へ でも 修善 寺へ でも 

連れ て つ て やらな い >  J ともな い がね。 お前 は身體 の 加滅 

はい、 のかい。 

ふと 

力 i; づ え、。 わたし 東京に ゐた 時よりも 太ったで せう。 

千！ § 敷く らゐ なら 一 息で 登れる わ。 

喜 多 雄 えらい な あ。 …… 此方へ 來 てから は、 氣を使 ふや 

、つな こと はない んだ らうね 。 兄さん と 仲よ くー：：！！^！し て る ん 

だら うね。 

か i 子 え、、 それ は。 .... 豐 兄さんと 喧嘩 を 一度した こ 


ともない わ。 わたしの 養生に もよ く氣 をつ けて 吳れ るの 

よ 0 

喜 多 雄 さう か …… (腑 に^ちぬ やうな 態度，^ すろ。 そし 

てわた リ，^ 顧みて〕 此 間のお 前の 手紙に、 兄さん は 1" い 

うちに 家 を 出て 外 を 歩 廻ったり、 六ケ SS し て獨 りで 考 

込んだり して ゐ ると 書いて あつたが、 それだけの ことで、 

兄さんの 不 斷の樣 子に 格別 變 つたと ころ はな いんだら う 

2  0 

か i 子 え 、 。(踐 昧な 調子て 答 へ て ) 死んだ 義姉さん の - J 

とで も 思 出して るん ぢ やない かと、 わたしに は 思 はれる 

ん だけど、 訊いて 見た ことない のよ。 それで、 兄さんが 

鬱 いでる 時には、 わたし 側へ 寄付かないで ソッ として Hi 

くの よ。 … … ， 義姉さん が いくらい、 人た つたに しても、 

死んだ 人の - J とを考 へ る の は 詰らな いぢ やない の。 (は 

じめ の 無 邪氣に 似合 はない 皮肉な 調子て 云 ふ〕 わたし 

も、 観 兄さん の 氣 持が 傳染し たの か 、此方 へ 來 て から は , 

どラ かする と、 死んだ 人の ことが 考 へられた りす るんで 

すけ ど、 それ はいけ ない こと だと 思って、 成るべく 忘れ 

る やうに して ゐる のよ。 

喜 多 雄 かよち やん も 死人の こと を 思 出す のかい。 いや だ 

ねえ。 お前の やうな、 これから の 中の 幸福ば かり 味つ 

て 行ける 女が、 死人の こと なぞ 思 出して、 大切な 純潔な 
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心 を @ら すつ て ことがある もの か 。 

噓 にで もさう 云って、 力 をつ けて 貰へ ると、 わた 

し うれし いわ。 兄さん と 喜 い 兄さんと は 云 ふ - ,- とが 反 

對 なのね。 

お 多 雄 な あに、 兄弟 だから 性分 はよ く 似て るんだ よ。 上 

の 方 は 違つ てゐる やうに 兑 えても、 腹の 底は问 じこと な 

ん だよ。 (感慨. ^籠め て 云 ふ) おれ はね、 他所の 家の 入 

問に なって ゐて、 偶にし か會 はない から、 お前に もよ く 

ふさ 

分らない の だら うが、 おれ は 兄貴と 同じ やうに 蒙ぎ 込ん 

でる こと も あるんだ よ。  ， 

か rs 子 いやな ことね え。 ぢゃ、 喜い 兄さん も 死んだ 人の 

こと を考 へて るの？ でも、 水 島の 義姉さん は 丈夫で 生 

きて ゐ るんだ し、 兄さん の お 友 だち で 死ん. た 方 もな い や 

うだし、 誰れ のこと を考へ 出す のか 知ら。 

ふさ 

S 多 雄 おれが 物を考 へて 込む と 云った つて、 死人の 

こと、 極めな くつ て もい、 よ。 お前 も 今朝 は 少し 變だ。 

(ふと？ g かな 颜 付.^ I そ、 稍々 聲 めて) それよりも、 

兄 $J の 精 祌狀態 は どうも 調子が 外れ て る や、 つ だ か ら 、 お 

前 は氣を つけなき やい けない ぜ。 兄 资の云 ふこと や 懇 

に變 なと ころが あったら、 一 々おれに 知らせる やうに し 

て吳 れ。 

かよ子 S 克 さんの 精神 R 態が ど、 つかして ゐ るの？ 今朝 


此處 で會 つ た 時 の 樣 子が 變 だった の？ (物に 驚いた やう 

に〕 それで、 豐 兄さん は 今 何處へ 行つ たんで せう。 

喜 多 雄 御嶽さん の 近く で、 女が 綺 殺され てる さう だから、 

そ れ でも 見 に 行った の だら うよ。 

か 二子 女が 殺されて る？ ：： 嘘で せう。 兄さん はわた 

し を 脅か さう と 思って。 

喜 多 雄 本當だ よ 。 疑 ふ の なら 見 て來 ると い、。 

かよ子 本當 なら、 わたし 恐ろしい。 (恐怖に 震 へ ながら 空 

間.^ 見て) …； それ は 誰れ が 殺したん でせ うか。 殺した 

男 は 誰れ だか 分 つ たん で せう か 。 

喜 多 雄 加害者 は 誰れ だかよ く 分らない だら うが、 お前 は 

なぜ そんなに 怖が るんだ。 お前 やおれ に關 係が ある 譯ぢ 

や あるまい し。 

か.，. 子 でも、 わたし、 急に 恐ろしい 氣 がして ならない の C 

…； 殺された 女の人の 顔が 見える やう だ わ。 首 を 絞めら 

れ るの はつらい でせ うね。 同じ 殺される にしても、 首 を 

絞められ るのと、 物で 喉 を 突かれる のと、 どちらが 苦 

しいんで せう。 

喜 多 雄 おれ はま だ 殺された 經驗 がない から 分らな いよ。 

…： そんな 役に も 立たない いやな こと を考 へ る 必要 は な 

いね。 …： あの 車の 音 は 牛乳 ほ だら う。 おれの 持って 來 

た 苺に 牛乳 を かけて 直ぐに 食べる ことにしよ うぢ やない 
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か。 …… 穩 かない &朝 だ。 

(喜 多 雄 は 努めて 快活.^ 裝： て さう 云 ひながら も、 不 

ほの. * 

安な 思 ひが、 隱 しきれな いやう：. i 徵 見えて ねる。 藤 七、 

風呂敷て 包んだ 范の 箱ん、 提げて 人って 來 る。) . 

喜 タノ 雄 御 苦勞だ つ たな。 そこへ 置いて 行けば い、 よ。 

藤 七 (一 母の 箱^ 下へ 匿く。 そして、 か r6 子に 目 1^ つけて 挨 

拶 して) お 孃樣は 今度 は 一 べん も i やの 所へ お遊びに い 

らっしゃ いません ね。 此方の 且那樣 も 寄って 下さらない 

し、 何 かお 氣に 障った ことがあ るの ぢ やない かと、 爺 や 

は 心配して ゐ たので 御歷 いますよ。 

かよ子 (返事す ろの が懶 いやう に) わたし、 この頃 は滅 

多に 外へ 出掛なかった のよ。 

藤 七 爺 ゃは此 間、 太 田の 御 隱居樣 が 東京へ お引上げ にな 

る 時、 緋鯉 や 金魚 を 頂 いてお 池へ 放し とき まし たから、 

今日で も 御 一 しょに 見に いらっしゃ いまし。 ぉ氣に 召し 

たのが あったら 買って 頂きた いと 思って るの で 御座 い ま 

すよ。 

喜 多 雄 金魚 は 食べられ ないから、 賫 つて 金に して 一杯 や 

らうと 思つ てゐ るの かい。 かよち やん は 用心して ゐ ない 

と、 詰らな い 金魚 を 爺 やから 高く 賣付 けられる かも 知れ 

ない よ。 

藤 七 へ、、。 旦那 樣は 直ぐに わたくしの 申 上げる こと を 


ケナ してお しま ひな さると 思 ひました から. 日； 那樣に は 

お 願 ひしないで、 お 孃樣に 高く 買つ て顶 か、 つと 思つ てる 

んで 御座います。 あの 金魚 は、 御覽 になったら、 度お 

孃樣の ぉ氣に 召す だら うと 思 はれます。 

喜 多 雄 爺 や も 商寶の 時機が 惡か つたよ。 もつ と 早 か つ た 

ら 買って 貰へ ただら うが、 かよち やん は、 今 は 金魚なん 

ぞ見 たか あないんだ。 

藤 七 どうかな すった ので 御 K います か。 (か i 子.^ 见詰 

めて) さう 云へば、 お 顔の 色 もお 惡 いやう だ。 

か i 子 (煩 ささう に、 額.^ 外して) わたし、 どうもない 

のよ。 その うち 爺 や の 金魚 でも 排鋰 でも 見 せて 貰 ふ わ。 

藤 七 どうぞ 御覽 なすって 下さい まし。 (歸リ かけて また 

後灵リ して、 喜 多 雄に 向って) さっきの 女殺しの 話で 御 

座 い ますが ね。 伊豆：！ の 平吉が 怪し い を兑 たと 云 つ て 

居ります。 顔 はよ く 見なかった けれど、 變な5^<^:御嶽さ 

んの 方から 下りて 來 るの を 見た さう で 御座 います。 どう 

も譯が ありさう に 思 はれた から、 突立って あと を 見て る 

と、 も 一 人の 男が 同じ 道 を II けて 來 たさう です。 それで、 

殺し 手 は 一 人ぢゃ あるまい、 一 一人で やった 仕事 だら うと、 

平吉は 申して 居ります。 物取り ぢゃ あるまい し、 ？ S 恨が 

あって やった ことで 御座いませ うが、 若い 女 一人 を、 男 

がー 一人が かりで 絞殺す なんて あんまり むご 過ぎる やう 
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に、 .to たくし は 思 はれます。 

喜 多 雄 さう だね。 Q.H 々しく 云 ふ) ：：•• お前 は 早く 歸っ て 

庭 をよ く 掃除し といて SK れ。 今 a は みんな を 誘つ て 行く 

から。 

(藤 七 は：，， て 行く。〕 

か i 子 爺 や は 何 だ つ て あんない やな - J と を わたし だち に 

話して 行 くんで せう。 

喜 多 雄 人殺しの 話なん か、 誰れ でも 話したがる ものなん 

だよ。 本當 に、 い、 加減た 想像なん だよ。 平吉 とい ふ 男 

が兑 たって 云 ふの も當 てに やなり やしない さ。 

かよ子 わたし、 此間馳 さんに 誘 はれて、 御嶽さん の 裏 

山へ 登った の だから、 あの 邊 のこと よく 知って る わ。 山 

の 上から は 松原 越しに 海が 見えて、 そり や 眺めが い k の 

よ。 …… 殺された 人 は、 御嶽さん へ 行く まで は、 自分が 

どんな：！ r に會 はされ るか、 ちっとも 知らな か つ たでせ う 

のに。 わたし、 殺された 人が 殺した 人に 隨 いて 何も 知ら 

ないで、 あの 坂 を 上って つた， 様子が、 今 目の前に 見える 

やうな の。 邪慳に 絞殺され るく らゐ なら、 自分で 海へ 身 

を 投げる とか、 汽难の 線路へ 飛込む かして、 早く 死ん ぢ 

やった 方が よかった でせ うのに、 その 女の人 はなん にも 

氣 がっかなかった のね。 

喜 多 雄 それ は 極って る さ。 殺される と 知って 誰れ が隨ぃ 


て 行く もの か。 (また 不安な 思 ひに 魏 はれた でつ：， L) 折 

角 暇 を こしら へ て 保 秦に來 たの に、 朝から 緣 喜が 惡 い よ。 

兄贵 ばかり ぢ やない、 かよまで もどう かして ゐる。 (雨戸 

の 方， -5- 見て) おきよ はま だ寢 てるの か。 もう 起したら い 

いぢ やない か。 早く 雨戶 でも 開けたら い. - だら うに。 い 

つまで 庭に 立って \ も爲樣 がない から、 家の 中へ 入って、 

氣 分を變 へ て 、 そ の 苺で も 食べ る ことにし よ うぢ やない 

力 

か i 子 (兄 LL 促されても 家の 中へ 行かう と はしない て) 

此方 に はお 母さんが ゐ らっしゃら ないから、 下女 も寢た 

いだけ 寢か せろんです。 

喜 多 雄 此方に はお 母さんが ゐ ないから、 お前 も 氣が樂 な 

んだ らうね。 (ふと 柔 しく 云 ふ) 

か r4 子 え、。 (邪氣 なく l.^t つて) それ は、 時々 は 退屈し 

て 東京 の 戀 しくなる >  J とも ある し 、 何 かしら 詰ら ない 氣 

持の する 時 もあった の だけど、 大抵 はス ー ッ とした や、 つ 

な氣 持で 毎日 曰を暮 して ゐ たの だ わ。 …… でも、 それ は 

今朝 ま での ことなの。 兄さんに 呼ばれて 此處 へ 出て 來 て 

から、 わたし はじめて 氣が ついた の。 今まで わたし 無智 

だった のね。 豐 兄さん は 死んだ 義姉さん の 事 を考へ て 戀 

いでる の だとば かり 思つ てゐ たんです もの。 

喜 多 雄 それ は 、 兄貴の； 探 子 はちよ つ と變 なやう におれ に 
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は 思 はれ るんだ が、 おれが さう 云った からって、 お前 は 

兄貴 を 怖がらな く つても い  > よ。 お れが餘 計な - J と を 云 

つ たために、 お前に 心配 を させて 濟 まなか つ たね。 

か 二子 い V え。 餘 計な こと ぢ やない の。 (もたり 见 廻し 

て) わたし 默 つて ゐられ な いから 思った こと 云つ ちま ふ 

わ 。 豐兄 さんの 知つ てる女の 人が この 土地に ゐる らしい 

のよ。 暗い うちに 外へ 出て 行く の は、 その 人に 會 ふため 

なんでせ う。 それで、 しょっちゅう わたしに 何か隱 して 

る やうに 氣 兼ね をして ゐ たの は、 そのためだった の。 わ 

たしに 悟られ やしな い か と、 . 製 兄さんが ビ ク /\> し て ゐ 

る譯が 今やう やく 分つ たんです。 …… だから、 わたし 怖 

くな つたの。 爺 やの 話 を 聞いて、 恐ろしい ことが 考 へら 

れ てなら ない の。 わたしの 思 違 ひなら い .1 ん にけ れい。 

…… 喜 い 兄さん も、 豐 兄さんの 精神状態が 今朝 は變だ つ 

て、 さっき さう 云った われ。 

喜 多 雄 兄貴に そんな？ S 密が ある つて こと は、 お れは今 ま 

で 知らなかった。 (信じ かれろ 風) 

(二 入 はは 鎮；. メ 成して、 めいくの 思 ひに 沈む。 やが 

て。) 

喜 多 雄 しかし、 平吉が 見た つてい ふ は、 兄貴 ぢゃ ある 

まいよ。 おれ も 詰らない 心^ をして ゐた。 …… いくら 兄 

貴の 頭が 變 になつ て も、 そんな 馬鹿な ことがある もの ぢ 


やない。 . 

男が 二 入 通った の を 見た といった わね。 

喜 多 雄 偶然 其處を 通った ために 嫌疑 を 受けち やた まらな 

(璺次 郎が 入って 來る。 二 入 に對 して 霞 の 目.^ 放 

つ。) 

宜.： 多 雄 何處 へ 行つ てゐ たの？ 

m§ 戸倉の 別莊の 側まで 行って 來た。 死； おに は 薦が掛 

つ てた から 顔が よく 見えな か つ た。 

喜 多 雄 何 だ つ て そんな 者 を 見に 行 つたの だい。 かよ は 非 

常に 心配して ゐ たよ。 

震 m お前が 何か餘 計な こと を 喋 舌った んぢ やない か。 

(lijiii; すろ やう -I!-) 

喜 多 雄 僕は餘 計な ことなん ぞ云 やしないよ。 (ド ギマギ 

しながら) 

豐次郞 だって、 かよ子 は あの 通り 震へ てる ぢ やない か。 

あんなに 熟睡し て ゐ たもの が、 三 B も 眠らな か つ た 人間 

の やうな 元； の ない 顏 をし てゐ るのに、 お れが氣 が つ か 

な い と 思 つて ゐる のか。 ( 怒リ ^ 含んだ て 云 ふ ) 

喜 多 雄 それ は 僕の 所爲ぢ やない よ。 

i> ：次邵 ぢゃ、 おれが ちょっと 出て 行った 間に、 お前の 外 

の 誰れ か ^やって 來て、 か よ 子に 何 か 云 つ た の か 。 
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か i 子 わたし どうもして やしないの。 兄さん こそ 氣を鎮 

めて- りして ゐて 下さい。 

おれこ そどう もして ゐ やしないよ。 喜 多 雄が 何 か 

云った か 知らないが、 誤解し ちゃい けない C 

かよ子 (外の 方 氟 にして) こんな 所に いつまでも 立つ 

てゐ ちゃい けない から、 家の 中に 入り ませう。 わたし、 

今 雨戶を 開ける わ。 

「か， -5 子 は 一 g み^ちに、 次 の 方， <J -氣 にかけ ながら 

出て 行く。) 

(おに 向 ひ： 餌ん、 和らげて) お前 は本當 にかよ 子に 

何も 云はなかった のか。 おれ は あの 子の if: きて るう ち は、 

無駄な 心配 はさせ まいと 思って、 此方へ 來 てから も、 お 

れ^ 思って ゐるこ とは微 挫-も 外 へ 現 は さな いやう にし て 

ゐ たの だ。 それに、 If; 邪斌な 相が 消えて しまった。 一 日 

でも 一 刻で も 時を延 して ゐる うちに、 人間の 心 は 不意に 

邪念が 芽 を 吹いて 來る もの だが、 一 度 芽 を 吹いた が 最後、 

この頃の 草 や 木の や、 つに、， どし く蔓っ て繁っ て 行く の 

だ。 昨日まで は、 苦しみの i3 から i^. れてゐ ながら、 苦し 

み を 感じなかった かよ子 も、 今 は それ を 感じ だした の だ。 

あれの 母親 はおれ だち の 母親に 虐殺され たやうな もの だ 

力ら な 

$M 虐殺た なんて 考 へる の は、 兄さんの 頭が どうかし 


て ろ ん だ よ 。 親爺 のした くら ゐな こと は 世間 に 有りが ち 

のこと なの だから わ。 …； かよ は 兄さんが、 死んだ 義姊 

さん の 事 か 何か考 へて 毎日； 感 いでる と 云って 心配して ゐ 

たの だ。 

朁： 次^ おれ はかよ 子 だけに は、 おまきの やうな 苦勞 をし 

て 死なせ たくない よ。 おれ やお 前の 敵に しとき たく はな 

いよ …おれ は 今、 氣 にか 、 つ たから 死人 を 見に 行った 

の だが、 加害者 は 昨夕のお そ い 汽車で 大 磯へ 来たの だと、 

みんなが © をして ゐる。 

喜 多 雄 それが 僕 に でも 關 係が ある のかね。 (反枋 する や 

うに 云？；) 

雎リ： 次郎 御嶽さん の邊 は、 人殺し を やる のにい、 處た。 お 

れは ノ 0 う 思 つ て 、 毎朝 散歩し てゐ たの だ。 

喜 多 雄 兄さん はどう 思 はう とも、 僕 は あすこが 眺望が い 

いから、 行って 見た r けた。 かよ もさ つきあ そこ は 眺め 

がい、 と 云って ゐ たよ。 … . しかし、 朝から こんない や 

な 話し をして ゐ ても爲 方がない から、 僕 は 一 先づ 家に 歸 

つ て 出直して 來る ことにしよう。 

(喜 多 雄 が 行 き か け ろ と 、 咢へ 次 郎 は ふ と 手 ."^ の ば し て 

引 SS める。 喜 多 雄 は-マの 手，^ 扳 放し 乂 行かう と マ る 。 

その はずみに、 二人 は 1： 之 生の 上に こる ぷ。) 
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二  . 

二三 十分 後。 前の 幕の 莊の 一室。 食卓， ^園ん て、 兄， 

妹 三人が 莓，^ 食べて ねろ。 か，. S 子の 居室ら しく、 鏡臺 

ゃ簞笥 など ぁリ、 两^^畫の額が掛ってゎろが、それは、 

Sfs; 客の 目 に は 見えな い。 

か-土 十 この 苺は隨 分お いしい 苺ね。 一 匙.^ tt: つた it 、喜 

多雄の方^-^見る) 

喜 多 雄 (夢から TO; めた やうに) むん。 うまいだ らう。 和 一 

S へ 頼ん で 特別 にい、 の を選撵 させたん だ 。  一 

次^ この 土地に はろ くな SK 物がない ん でね。 (平 靜なー 

態度て 云って、 皿 i 莓ん 見て ねろ) 

か-^；ナ 水 島の 義姉さんでも おたまち やんでも、 誰れ か.： 束 

京から 遊びに 来て くれ 、ばい k と、 わたし 此間 うち If 言 - 

の やうに 云って ゐ たのよ。 だから、 今朝 喜い 兄さんの 聲； 

を 聞く と、 飛 上る やうに 悅 しかった の だけれ ど， だし 拔； 

け に脊か されち や つたので、 スッ カリ 悄 げたの。 藤 七が 一 

いけない のよ。 いけ 好かない 爺 や だ わ。 死人が あらう と 

人殺しが あらう と、 係 合 ひもない わたし 達の 所へ、 朝つ 

ばらから 知ら せに 來 なくって もい k ぢ やない かね。 一 

喜 多 雄 さう だ とも。 あいつ 他 へ 行つ ても餘 計な お し や ： 

ベり をし て ゐる に 違 ひな い。 (それ，^ 氣 遣って ねる らし 


く 忌々 しさう-.. i 云 ふ) 

m り： 次郞 藤 七のお しゃべり くら ゐは構 はない が、 お前 は 後 

暗い こと はない のか。 (聲. < ^稍々 低めて) おれ 達の 前で 

はも、 つ ^密 にす るに は 及ばな いよ。 さ つ き 草原に 轉ん で 

た 時に、 おれ はお 前の 心 臉に觸 つて、 ？ おしく 鼓動して ゐ 

るの を 知った の だ。 お前の 胸の 底に は、 何 か 異常な 事 を 

责 行した あとの やうな K へが 殘っ てゐ るの を、 おれ はち 

やん と 感じ てるの だ 。 お前 はおれ だけ に は隱 せない よ。 

一 一人 は 幼い 時から 一 しょに 育って 来た 人間 だもの、 おれ 

にお 前の 心の中が 讀 めないで どうす る？  昨日までの 

かよ子に なら、 *1 間の 者の 恐ろしが る やうな こと は 決し 

て 聞かせた かないの だけれ ど、 今 はかよ 子 も、 恐ろしい 

ことが 自分の 廻りに 起つ てること を 勘付いて るの だか 

ら 、 今更お れ 達が かよ子の 目に 蓋 を して ゐょ うとした つ 

てもう 遲 いんだ。 だから、 お前 も、 遠慮し ないで 正直に 

打明け て 見ろ。 おれ は 決してお 前 を 非難し ようと は 思つ 

てゐ ない。 輕蔑 もしない。 都合に よったら、 おれが 資任 

を 背負つ て お前の 身代りに なつ て やっても い  と 思つ て 

るの だ。 

喜 多 雄 僕の 身 りになる と 云って、 何のた めに りに 

な るんだ ね。 广 a 分の 胸，^ おさへ ながら) 僕 はさつ き 芝 

生に 轉ん でた 時、 柔 かい 草が 身體に 横って い、 氣持 だつ 一 
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： 化:, 


たよ。 あの 上 を いつまでも コ 口く と轉 んでゐ たかった 

くら ゐだ。 動 f: も 打って やしないし、 手 も S へて やしな 

いよ。 

お前 はま. たおれの この 目 を； E まして ゐ ようと 思つ 

てるんだ な。 (詰？？ 2{ する 語調) ぢゃ、 かよ子に 訊いて 見 

ろ。 

喜 多 雄 rsj ひて 笑 ひ.^ 浮べて) おれの 顏 付が 不斷 に比べ 

て そんなに 違って 見える か。 かよの 目で よく 見て、 公平 

に判斷 して 犬れ ないか。 

かよ子 (fj く见 て) さう 云へば、 喜い 兄さん も 今朝 は變 

ね。 H 付が 凄 いぢ やない の。 

(か 子 は、 喜 名 雄ん 見た目.^ 轉 じて t^-^g の 方ん  <  ぬ 

すみ 见 I て、 それから、 額ん、 见 上げ ズ、 ひそかに. おび 

える。) 

かよ もい よく 氣 がつ いたの だな。 お前が あの 親 

爺 の 肯像 がよ く出來 て ると 云つ て 此處 へ 掛けた 時から、 

おれ は：. 讽逝 ひで ならなかった の だ。 親爺 は 一 生のう ち 一 一 

人 も n 一人 もの 人 問 を 殺して ゐ るの だよ。 そのうちの 一人 

は、 两 南戰 t ト P で 殺した ので、 親爺 自身 も 自慢 をして 人に 

話して ゐ たの だが、 生物 を 殺した の は 何のた めだ つ て； s 

じ - J とだ 0 殺す 半： すは戰 1^ の 時に 限った こと はない。 (ffi 

然として) 喜 多 雄、 お前 は、 戰爭 でもない 時に 親爺と 同 


じこと を やった な。 他所の 人間 はどう か 知らないが、 親 

爺の 一 族 は、 一 生に 一 度 は 親爺と 同じ こと を やらな けれ 

ぱ生き て ゐられ ない と、 おれ は此 間から 考へ てゐ たよ。 

喜 多 雄 親爺と 同じ こと を やった のなら やった でい k か 

ら、 兄さん は 心 を 鎮めて 下さい。 

璺次^ 馬鹿、 おれ を 狂人と でも 思って ゐる のか。 おれ は 

この 通り 落着いて ゐるぢ やない か。 おれが 狂人なら、 親 

爺 も 狂人だった の だ。 お前 も 狂人 だ。 …… かよ子で も 喜 

多 雄で も、 おれに 何事で も 訊ねて 見ろ。 それで、 おれの 

返答が 間違つ てゐ るか ゐ ないか 試驗 をして 見ろ。 この頃 

の やうに 澄んで ゐる おれの 頭に は、 分り 過ぎる ぐら ゐ何 

でも 分つ てるつ もり だ。 

か i 子 お父さん はい、 方だった のよ。 だから、 わたし も 

お父さんの 肖像 を；^ -處に け てゐ るんだ わ。 .1 仪 もお 父 さ 

んに 守つ て 貰つ てるから、 安心して よく 眠られる やうに 

と 思つ て。 

蟹； 次郎 親爺の $1:^ が 魔除けに なると 3 心って ゐた のか。 人 

間に いろくな 苦しみ を與 へ た 根本の 神樣 を、 人間が 崇 

拜 して ゐる やうに、 かよ子 は 自分 に 苦 しみの 種 を 授け て 

くれた 親爺 を 有 Ji い 神 機に して 奉って ゐる のか。 …… 馬 

鹿 だな あ。 

(璺 次^、 ふと 立って、 肖像 畫，^ 取お るす。 そこへ、 


4 


醢 幸の 生 人 


姿 は 見えない て、 藤 七の 聲. たけが、 庭の 方から 間え て 

來 ろ。) 

藤 七 i 那樣、 至急 の 御用が ある 方が い， らっしゃ いました。 

此方へ 御 案内いた しました が、 此處 へお 通し 申し ませう 

か。 旦那 樣が 直ぐにお 家へ ぉ歸 りになる でせ うか。 

(三人 はふと 目, _J '見合 はす。 喜 多 雄 は 慌て V 立 上って、 

「•  ちゃ、 ち i つ と： 仃 つて 來. 15 う。」 と 言の やう！.： おって 

出て 行く。  J 

豊次^  (背 像盡 ふ-下に いて〕 彼奴 はおれよりも 先き に 

實 行した の だ。 (歎 すろ) 

子 喜い 兄さん は 何を實 行した のよ。 

0§ 何を實 行した か、 お前 も 分って ゐる だら う。 この 

苺 はおれの ところへ 手 土產に 持つ て 来て 吳れ たの か、 外 

の 者と 一 しょに 食べた 滓 だか 分らない の だ。 

かよ子 ぢゃ、 爺 やの 話して ゐ たこと が 喜い 兄さんに 關係 

が あるって 云 ふの。 

观リ： 次郎 あいつ 今 は、 その 事で 調べられ るの だが、 言 逃げ 

るすべ は あるまい よ。 …： あいつ、 おれよりも 先き に责 

行した の だ。 (次第に か r* 子， か 見 める) 

かよ子 (おどく しながら) だって、 喜い 兄さんの やう 

な 快活な 面白い 人が、 そんな 恐ろし い こと をす る譯 はな 

いと、 わたしに は 思 はれて よ。 水 島の 家に 入って から は、 


今まで 幸福な 日 を 達つ てゐ るの ぢ やない の 。 

ms0 佌 間の 出来事の 譯が 一 々 お前 なぞに 分 つ て たまる 

もの か。 筋の 通つ た 道 を 踏ん で 人間 は 日 を 途 つ て ゐ るん 

ぢ やな い ぜ。 …… お前 は 喜 多 雄の した - J と を 手 はじめ に 

これから 怖，；， 世の 中 を 見なければ ならな い ね 。 

か 二子 わたし、 兄さんが 怖い。 (座.^ 立って. おへ 下 リニ 

、つと" る ) 

いよく おれが 怖くな つたの か。 おれ はお 前 を 幸 

福に してやら うと、 いつも 思って ゐ たの だ。 

(庭へ 下り- -* うとす ろか i 子，^、 观 次^ は pv, か 仲して 

引お めろ。) 

かよ， 十 兄さん は、 わたし を どうす るの リ  勘忍して 

戴。 

0§ お前 はま だ 誰れ に對し て も惡事 をした ことのない 

女 だ。 あやまる に は 及ばない よ。 

か 二-子 だから、 兄さん は 私 を 虐めないで ド さい。 

n リ； 次^ おれが 虐める もの か。 まあ、 此處へ 坐れ よ。 

(か rs 子 は 手,^ 執られて ねる のて、 逃げ i- つ としても 

逃げられ ないて、 おど/、 しながら、 竹 像 幾の 側に 坐 

气 ) 

かよ子 わたしお 父さんの 側に 坐つ てゐ てよ。 

S0 おれ だち 三人 は、 その 親爺に： みつけられ たの だ 
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からな。 よく その § を 見る とい、。 人間が 神 に似てる 

やうに、 三人が SJ^^m に どれ だけよ く 似 てゐ るか を ：！：^ ると 

か i 子 わたし 今から 海へ 行って 兌たい の だけれ ど、 兄 さ 

んは 行きたくない？ (隨間 見て ねろ やう に 目 1"^- 左右 に 

,2 けろ〕 

，次 耶 まあ、 も 少し 此處に 坐って ゐろ。 おれ を 恐れな く 

て もい、 よ- おれ はたった 一ん の 妹の 眞實の 幸福 を考へ 

てゐ るの だ。 

(12." 次^ はやさし く？ う 云 ひながら、 出拔 けに かえ 子 

,<J. 後から 抱へ て、 喉，.？ * 締： S  i うと マろ。 か-よ 千 は 微かに 

^^^<^ ながら 抵抗す る。 錢 【へ 次^ は 女の 苦し 

さうな： 面.^ 见 ろと、 知らず/.、、 手ん-ゆろ. s ろ。 する 

と、 か i 子 は 猛烈な 抵抗，^ はじめて、 兄の 手から 脫出 

すろ！ や、 鬼女の 如く 兄の 喉 怫,^ 艇へ 付ける。 蔵：，； 次 節 

は 脆く t 氟飽 すろ。 かぶ 子 は. ん ろ/ \ と 食卓 に 凭れて 

ろ つぶ 

俯伏しに なろ。 そこへ、 喜 多 雄が 人って 來る。 二人の 

^£子，^條んて、 かニ子の肩^^^叩ぃズ。」 

,¥ 多 雄 おい、 どうしたの だ。 

かよ子 (目^見 上げて) わたし、 兄さんに 殺され かけた 

の。 何の 罪 もな いのに 兄さんに ？ 1- を 締め られ かけた ので 

す。 わたし どうもし たの ぢ やない の。 兄さんが どうな つ 


て ゐても わたしの 所爲ぢ やない の。 兄さん は氣が 狂つ て 

ゐ るんで す。 (昂齊 した 調子 \ 、、しかし わたり も lit つて. Q 

ろ やうに 云 ふ〕 

喜 多 雄 お前 はよ くそれ で 無事だった な。 兄貴 は 頭が 變だ 

と、 今朝から 思って ゐ たの だ。 

かよ子 兄さんの 氣の 狂って ゐる こと を、 あなた はよ く 知 

つ てゐ るんで せう。 

( S 〔多 雄 は 氣絕 して わる 豐次 一が の 様子，^ 側へ 寄って 薄 

氮、 怵惡 さう に 見ろ。) 

I せ 多 雄 兄さん は 狂人 だか どう だか、 おれに は 分らない 

。 兎に角、 早く It 者 を 呼んで 來 なきや ならない よ。 

かよ子 若しも 豐 兄さんが 息 を 吹 返したら、 わたし また ど 

んな 目に 會 はされ るか 知れない から 此處 に ゐられ な い 

わ。 

喜 多 雄 だって、 おれ 達が 打 遣つ と に て 逃 出す 譯には 行か 

ない よ。 

か. 土 十 ぢゃ、 ぉ醫 者と 一 しょに 藤 七 を も 呼んで、 豐兄さ 

んが あばれだしたら、 联鎮 (めて 貰 はなき や 恐い わよ。 そ 

れに、 喜い 兄さん は、 豐 兄さんの 狂人 だって こと を、 よ 

く證 明して 下さいね。 

喜 多 雄 おれに はよ く 分らん。 とに 角 I^T くに 醫者を 呼んで 

來 させよう。 
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(喜 多 雄が 出て 行く と、 か i 子 は、 怖々 次^の 側へ 

寄って、 警戒しながら、 兄が 氣 結して ねろ か 否か，^ 檢 

杏す る。 そして、 あたり.^ 見廻しながら、 兄の 喉^お 

さへ つけろ。 脆く も 息の根の 結えて ねろ の.^ 認めた も 

とて、 錢の 前に 寄って、 れた髮 直しに か V ろ。 喜 

多 雄が 人って 來 る。) 

喜 多 雄 兄貴 は寢 てるん ぢ やない か。 氣が變 になった から 

つて 氣絕 する 譯は あるまい よ。 

か rs 子 さう かも 知れない わ。 兄さん、 側へ.； ^15 つてよ く 見 

て御覽 なさい。 わたし は 怖く つて 寄りつ けない わ。 

喜 多 雄 (兄の 侧へ 寄って. その 死相ん A ぱ 意して) 變 だな 

あ。 昂奮して 心臓 痲痺で も 起した のか 知ら。 

か i 子 さう かも 知れない わね。 着いた 1^ して 振 向い 

て 〕 豐 兄さん は もう いやな こと を考 へて ゐ ないで 幸福 

ね。 あんな ことば かり 考 へて 曰を暮 してる より は、 氣絕 

でもして ゐる 方が 幸福 だって ことが、 わたし 今やう やく 

分って よ。 

喜 多 雄 お前 は どうし て そんな 吞氣な ことが 云 つ て 居れ 

る？ 

か i 子 さっき、 急用が あって 兄さんに 會 ひに 來た人 は 誰 

だった. の？ 

喜 多 雄 おれ は ス ッ カリ 忘れて ゐた。 お前 も 知 つ て ゐる琴 


平 の 寺濱 さんが 、 偶然 此方 へ 來てゐ てお れを 訪ね て 來 た 

の だ。 兄貴の 樣 子が あたり まへ なら、 此處へ 通さう と 思 

つ て 、外に 待た し てゐ るんだ が、 こんな 風ぢゃ 駄目 だな。 

か" ん子 お通し k たらい.^ ぢ やない の。 わたし、 異 つた 人 

に會ひ たく つてなら ない の よ。 

喜 多 雄 かう いふ 時 だ、 寺濱 さんの 意見で も 訊いて 見 るん 

だな。 

(喜 多 雄が， M へへ 入って 行く と、 か，， -子 は！ I 面.^ 见 入つ 

てグリ I ム などて 額の 磨 に 取リ掛 る。 .s- の 方から 藤 

七が 人って 來て、 「日 一 那樣」 と？ t.^ 掛けろ。 か 、ん 子、 叩 

耳 立て、、 不安な 態度て 座.^ 立つ。 外，^^ いて リ) 

か.^ 子 爺 やだった の？ まあい」 處へ來 て 吳れた わね。 

此方 の 日； 那樣は さ つ き 不意に 目を迥 してお 倒れに なつ た 

のよ。 上へ 上って 御樣子 を 見て おくれな。 

藤 七 それ は大變 た。 お 顔へ 水で もぶ つかけ たら、 息 をぶ 

つ 返しな さる かも 知れない。 (上へ 上って、 璺次邵 の 側へ 

寄って) こり や、 あたり まへの 氣絕ぢ やねえ な。 

か r* 子 た^の 氣絕ぢ やない つて。 (驚いた やうに 云 ふ) 

藤 七 ぉ醫 1? 樣に 見て 貰 ふまで もない。 わたくしが  一 H 見 

て さへ 分り まさ あ。 全體日 ー那樣 はいつ の 問に こんなにお 

なんな さつたん でせ う。 お 壊樣は 御存知な いんで 御 限 い 

ます か。 
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か i 子 わたし はちつ とも S らな いわ。 朝御飯の 支度に 臺 

所の 方へ 行って る 問に、 兄さん はそんな になつ たのよ。 

E  丁く お ire 者さん が來て 下されば い」 のに。 

膝 七 靈 間に 外から 人が 人 つ て來て 、 御主 入 を 絞殺し て 行 

くって こと はない 譯だ。 まさか、 昨夕の 女殺し ぢゃ ある 

まいし。 (SH の やうに 云って) ぉ孃 樣、 こり や、 ぉ醫者 

樣を 呼ぶ さき に 、 警察 へ屆 けなき やなります まいよ。 

か rs 子 爺 や は.： n 分で 警察へ 屆 けに 行かう つ て；； ム ふの？ 

(科め ろ やう に 云 ふ) 

藤 七 わたくしの 家の 旦那 樣の お 差 SI 次第で どうに でも い 

たします。 

か.^子 それで、 御嶽さん の 人殺しの 殺し 手 は 誰れ だか 分 

つたの かい。 

藤 七 い V え、 まだ ハ ッ キリ 分、，：' ないやう です よ。 殺され 

た女を述れて停^5?.場を下りた^^がぁったらしぃの で、 警 

ぉェ V は 昨夕のお そ い 汽車で 來 たお 客 を 調べ ると 云 つて ゐ 

ます。 殺した 男が、 いつまでも、 この 土地に 愚 31 々々し 

て やしまい と 云つ て ゐ ますが 、 御嶽 さ ん の 死人 も 絞殺 さ 

れ て ゐ るし 、 此方の n ー那： 棟 も こんなに なって ゐら つし や 

るし ；。 

か t 子 わたし、 此 處にゐ るの が 怖い わ。 

藤 七 爺 ゃも氣 味が 惡ぅ 御座いま すよ。 こり や、 た 事ぢ 


やない。 

か 二子 喜い 兄さん も 氣が變 になって る やう だから、 わた 

し 怖い わ。 

藤 七 わたくし も 今朝 此方 へ お 伺 ひした 時から さう 思つ て 

ゐ ました。 (耳.^ 澄まして) 且那 樣の聲 がする。 不斷の 

お if と はまる で 違って る。 ぉ孃樣 も 御用 心なさい ませ。 

(藤 七 は 事が わったら 庭の 方へ 飛 出せる やう LLls?^ 構へ 

, ^すろ。) 

三 

わろ 田舍 町の 街 上。 夜。 電柱に つけられた 街燈が 暗い 

道.^ かすかに g 一ら してね ろ。 今 樣の耳 かくしに 髮ん 、結 

つて、 波 手な 浴衣. 着；： か i 子が、 一方から 入って 來 

ろ。 向う から 寺濱某 、四十 餘歳、 體格逢 し告 男) が 入 

つて 來る。 行きち が ひさ ま。 

寺濱 かよ子さん ぢ やない か。 

か i 子 あら。 …… 先生が 此方へ 来て ゐ らっしゃ ると は、 

ちょっと も 存じませんでした。 

(二人 は S つて、 顔.^ 向 合って 立つ。 しかし、 か.， -子 

の 額の み ハツ キリ 電燈の 光ん 受けて、 寺 濱の顔 は 光の 

外に わつ マ、 竊 えずお r ノヤ W して i く 分らない。〕 

寺濱 避暑 を かねて あなたに 會 ひたいと 思って、 夕方 此方 
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へ來 たんです。 明日の 朝 はお 訪ねし ようと 思って ゐ たの 

だが、 此 處で會 つてよ か つた" どうです、 身體の 工合 は？ 

か i 子 おかげで 大變 よくなりまして、 この頃 はお 藥も頂 

かないの で 御座 い ます わ。 

寺 濱 それ は 何より だ。 

かよ子 先生 は 最近 に 兄に お 會ひ 下さい まし て ？ 

S それにつ いて あなた をお 訪ねした いと 思って ゐ たの 

だ。 兄さん は - J の 頃 は 精神 狀態 がよ つ ぼ どよ くな つて ゐ 

ますよ。 もう 大丈夫で せう。 此間會 ひに 行った 時には、 

あの 時の こ と を 夢 の やうに 思 出し て 話し てゐ ましたよ。 

それから、 あなたの こと も 云って ゐ ました" 安城 家の 血 

統 はかよ 子 一 人に 殘っ て-るん だから. 結婚 をさせる やう 

にん E を 折って くれと、 ゎたしに^^んでゐました。 わたし 

は 以前、 自分から $1 談を持 出した - J とが あるく らゐ だか 

ら、 ぉ受合 ひ はして 置きました がね" 

か 二子 わ た し の .l^i 婚 のこ と なぞ 仰 有ら な い や う にして 下 

さい ましな。 二人の 兄が 一 度 期に あんな 恐ろしい ことに 

なった ので 丁 もの。 

寺 翁 しかし、 あの 時の 記憶 を 消す ために も、 あなた は 結 

婚 なすった 方が い、 でせ う。 わたしの ために もい、 んで 

すよ。 わたし も あの 時には 關り合 ひがあった ので. あの 

時の 氣 持が 今でも 頭の 中に 殘 つて- - いけない。 


か、 子 それで、 若しも 兄の 精神状態が 完全に ras^ し て も、 

罪 入になる やうな こと はない ので 御跑 いませう か。 

寺濱 その >  J と は 心配な さらな く つても い、 でせ うがね。 

■: わたし は あの 後、 心の 落着いた 時分に 時々 思 出して 

は、 不思議で ならな いんです ね。 あなたに よくお 訊ねし 

た い と 思 ふ - J とも あるん です よ。 かう いふ こ と をお 訊ね 

しちや、 あなたが いやに 思 ひな さる か 知れない が …： わ 

たしが 門の 外で 會 つた に は、 不斷 とそれ ほど 變っ て も 

ゐ なか つ た 喜 多 雄 君が、 そ の 前 か ら發 狂し て ゐ て あ 、- 1 

ふ 恐ろしい 犯； 非 をした とい ふの も 解らない こと だし、 こ 

と に 、 ：f 嶽 さん の 殺人が喜多雄^5の 所-はだ と 極 つ た 

の も、 僕に はよ く！^ 込めな いんです、 警官 ゃ檢 事の， 訊問 

に對し て は、 あたくし は 批評が まし いこと を 口へ 出す の 

は 遠慮し て、 藤 七り 云った 通り に 意した の だ つ たが 、 

警 {B3 ゃ撿 事の 解決した 問題が、 わたくしに はどう も 得心 

の 行く ま でに 解決され てゐ ない の です。 

か. ん子 ぢゃ、 先生 は、 兄の 罪 は 宽罪だ と 思って ゐら つ し 

や るんで せう か。 

寺濱 わたし は 疑って ゐる。 ：… 人間 以外に 、魔物と か 何 

とか いふ やうな 物が あつ て ノ豐次 郎君に 仇 をして： 命 を 

取つ て" i さんの 側で も. 女の 生命 を 取った の だと 信じ 

られ \ ば、 至極 都合が い \ の だが、 我々 はさう いふ こと 
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を：；： じられ なくなつ たので、 都合が 惡ぃ。 喜 多 雄お は、 

^ さんの 側の 殺人 も 自分の した ことたと 思つ て ゐるゃ 

うだが、 わたしに は、 どうして もさう 思 はれま せんな。 

か rs 子 でも、 上の 兄 なぞ は、 上べ は 何ともな いやう でも、 

精神 に 異狀が あ つたので すか ら 。 

寺 お 喜多雄^5 の 糈祌が 何 かの 刺戟 で 突然 狂った にして 

も、 理由の ない のに、 兄さんの 喉 を 締めに か k つたの は、 

不思 までなら ない。 一 一人 は不斷 仲の い 兄弟だった の だ 

から。 それに、 豐次郎 が 抵抗 もしないで， たやすく 息 

を 引. 収づ たの も、 わたしに は SS! 解の 出來な い 問題な の で 

す。.： 喜 多 雄お 自. せ は、 精神が 鎮まって 來 ると、 肖 分 

が繚け て ； 一 度 も 殺 入 をし た つて こ と を 認め てゐる やう な 

口 を 利く ので、 當人 さへ さう 認めて ゐる こと を、 わたし 

一 人が 疑 ふの は變 たが、 かよ子さん はどう 思 ひます？ 

あなた は あの 時 側に ゐた こと だし、 一 J とに あなた の やう 

な無邪氣な女の 方の觀察は^1|考に訊 い て 置きたい と、 わ 

たし は 思つ てゐ ろんで す。 これ はわた しと あなた だけの 

間の 話に して、 決し て 外に 洩らす やうな こと はしない か 

ら、 脇藏 なく^ かせて^ ひたいんで すがね。 

か i: ナ それで は、 兄 は， H 分 を I 非人と して 認める ので 御座 

いませう か。 (叙 色ばん \ 、云 ふり 

にり B さ-つ です。喜^雄^^の ゃぅな不斷快活だ つ た靑 年が ， 


自分が 犯した か どうか 分らな い やうな 罪 を 自分 で 認め て 

ゐろ のが、 わたしに は、 1 層 不憫に 思 はれ るんで す。 む 

しろ 狂人に なり 切って る 方が、 兄さんの ために は 幸福な 

んで せう。 なまな かに、 ボン ャリ した 自1! 忍識が あるの が 

みじめです。 

か i 子 先生の やうな 方が さう 仰 有れば、 わたくし もさう 

いふ 氣が いたします わ。 死んだ 兄 は、 兄弟に 殺された に 

しても、 魔物と か 何 かの 手で 殺された にしても、 結局 幸 

福な の ぢゃ 〔ぬ 座 い ます ま いか。 で すから 兄 は 自分 を 手 に 

扮け た 者に 逆ら ひ はしな か つたので、 恨んでも ゐな いの 

だら、 つと 思 はれます わ。 

寺镇 ホ ゥ 、 かよ子さん は あの 事件 を そんな 風に 考 へて ゐ 

るんで すか。 (不偸 快 さう に 云 ふ) 

か- is 子 さう 思 つ て ゐち やい けな いん で 御 いませう か。 

寺濱 いけない こと もない だら うが、 あなた は 二人の 兄 さ 

んの たった 一 人の 妹さん だ。 兄さんが あんな 死に 方 をし 

たの を幸鼷 だとい ふの は あんまり 無 邪- 1 過ぎます ね。 

t.^ わたし、 先生に だけ、 打明けて お話しい たします 

わ。 …… 精神に 異狀 があった 兄さんが、 わたし を 幸福に 

してやる つて、 わたしの 喉 を 絞めようと しました から、 

わたし、 怖くな つて 逃 出さう として、 思 はず 知らず、 兄 

さん の 喉 を K へつ けて やった の です。 御嶽さん の 女殺し 
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は 誰れ の 所 か 知りません けれど、 兄さん の 死んだ の は 、 

-sol 多 雄 兄さん の 所爲ぢ やな い ん です わ。 わたしの した こ 

とです。 

寺濱 かよ子さん は なぜ そんな こと を 云 ふんです。 あなた 

が あんな こと をす る もない し、 第一 あなたの か 細い 手 

で、 何で 大の 男の 生命 を；^ る ことが 出来る ものです か。 

わたしが 、 心安 立 て 、 出し抜け に 變な〕5^^ズ訊 いたのが 

いけな か つ たか 知れない が、 昂奮し ない で 心 を け て 

下さい。 

か 二子 撿事も 巡査 も ，誰も わたし に 疑 ひ を かけな いから- 

何も 知らなかった と 云って、 藤 七の 云 ふ 通りに、 喜 多 雄 

兄さんの 所 ill にして すました の , ^すけれ ど、 本當 はわた 

くしの この 手が 兄の 喉 を K へつ けたの です。 それ を 喜 多 

雄 兄さん は 御 自分の 所爲の やうに、 今 思って ゐる のなら、 

わたし 怖う 御歷 います わ。 喜 多 雄 兄さんが、 無 實の罪 だ 

つたこ とも 知らな い で HB い 顔して、 狂人ら し い 目 をし て 

御 自分の 手 を 兄 殺し の 手と して ボン ャリ 見て ゐる こと を 

思 ふと、 わたし ぢっ として ゐられ なくなりました。 (a ハ" 

の 手ん、 出して 罨燈の 光て 見ながら 物 狂 はし い 態度 1^マ 

ろ) 

寺濱 そんな 華奢な 手で 人間の 牛： 命が 联れる もの です か。 

(か-, - 子の 手.^ 執って) あなた は 安城 家の たった 一人の 


相續 者なん だから 自雷 しなければ いけませんよ。 …； わ 

たしが これから あなたの 宿までお S りし ませう。 

(二三 人の 人間が 簿暗 いと、、 ろん ヽ 彭 の 如く 通 リ過ざ 

ろ a 一人の efr 片端に 立 §w つて 此方，^ 兒て ねろ。 その 

男の 顏は 分らない。 寺濱 はか 子の 手.^ 執って 歸 リ.^ 

促しても、 か i 子 は 動かない。) 

か..，^子 わたし は あの 時豐次 郞 兄さんに おとなし く 絞殺 さ 

れてゐ たら、 却って 幸福だった かも 知れません わ。 逃げ 

ようと 思った ばっかりに あんな 恐ろしい こと をして  

先生. わたし はこれ からどう したら よろしい のでせ う。 

寺濱 ：… あなた も 兄さんの やうに なつたん だな。 (嘆息 

すろ) 

(立って 見て わた 男、 i? 卑な 嘲笑. 洩らして 行く。 寺 

濱 驚いて-ての 後 姿.^ 顧ろ。) 

1- 幕 I 


お- t- め 


37  i 


隣家の 夫婦 


人 纷 

美戶野 an 吉村家の寄食ぎ。 風^^--*ろしから 

ず、 むしろ 惡相 帶. びて ねろ (二 

石 川な 吉 戸 と 同じ くらね な 年輩、 文 * 

者、 弱々 しい 男 

吉 村寅藏 容貌醜くして瘦^^ 相場師 (四十 

二き 

たみ子 古村の 妻 君。 肉體が 年齢 f< リも老 

けて. Q ろ (三十 歳) 

十 U 末の 午後。 

^？产れ^ての小さな家の 1 室の、 もたり まへ i リ 廣ぃ緣 

m- 卜、 #^澤 なお 髮の やうな 椅子が 持 出されて ねろ。 部 

雇の 中 はすべ r  、の粧 飾 物,^ 剝 取られて が ランと してね 

る。 


美 戸野 は 庭へ 下りて、 板 * の 近く Li 立って、 隣家の 二 

階， ^見 上け てね ろ 態度.^ しズ、 

石 川さん。 (と？ 掛けろ) 

や あ- …… 此間 うち は 大變ぉ 忙し かつ たやう です ね。 (と 

いふ 2 母が 降 家の 方から 聞え て 来る) 

いや どうも 大混雜 でした よ。 僕 は 今日は 非常に 退屈し て 

ゐ るんで すが、 遊びに いらっしゃいません か。 

え、、 お 邪魔で なければ おうか ひし ませう。 

どうぞ。 

(美 戸 ij はさう 云って 板雜の 側ん、 離れて 家の 方へ 一保つ 

て、 奥から、 椅子.^ 一  つ 持って 來て緣 側-, IBM く。) 

(石 川が 庭の 横手から ノソ /、入って 來て * 懷 つ、、 い 

目 1<J- 向けろ。) 

石 川 今日は 久 振りに よく 晴れ ましたね。 

美 戸野 さう です ね。 い \ 大氣 になり ましたね。 …… さあ 

お掛けなさい。 (椅子 に 手ん-掛けて 勸 めろ) 

(石 川は緣 側へ 上って、 突立った ま V 荒れた 部屋の 內 

. ^見廻 はす C 美 戸 iij は 反對に 庭の 方へ 目 つけろ。) 

美 戸野 庭 も 汚れた ま \ で 打 遣ら かしと くんです。 コスモ 

ス もみん なへ し 折って 近所の 子供に やりました。 裏の 柿 

の 木に は 大分 责が 生って るから、 もっとよ く 熟したら 自 

ゆうべ 

分で 食べようと 思って 樂 しみに して ゐ たんです が、 昨夕 
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のうちに すっかり 盗まれて しま ひました。 油獸 力なり ま 

せんよ。 

石 川 (相手の 言葉， 病. ^入れて は 聞かない て) 家の 中 は 

すっかり 片附 けて おしま ひに なつたん です か。 

美 戸 Sf え. -。 

(二人 は 向 合って 椅子に 腰.^ おろす。) 

美 戸野 一昨日の 晚、 あの 雨の しょ ぼく 降るな か を、 大 

あわ て で 荷造り をし て、 貨物自動車に； m 込ん で. 途 出した 

のが、 夜中の 一 一時 頃でした。 ちょ つ と 戰爭の やうでした。 

僕 はすつ かり 疲れち やって、 昨 曰 は 一 日 寢て暮 しました 

よ 0 

石 川 あの 晚、 わたし は 眠つ きが 惡 かった ものです から、 

たびく 起きち や 窓 を 開け て、 此方の 騷 ぎを舰 いて 見た 

ん です が 、 吉 村さん の 昂奮し た 聲が時 々 聞え て來 ました 

よ。 …… 御主人が 商賫に 失敗な すった つて、 本當 です か。 

美 戸野 今度 は、 どうも 本當 らしいで すね。 (感慨,^ 籠め 

て) どうせ 商賣 が商賣 だから、 いっか こんな 目に 會 ふの 

は當然 なんでせ うが、 主人に K つち や 時期が 惡 かった の 

で、 もう 浮び 上られないで せう。 …… この 別莊 だって、 

大きな 顔して 住んで ゐ たっても、 自分の 物ぢ やな いんで 

すから ね。 こんな 小さな 家 一 つ だって、 いろ/ \ に 入 組 

んだ 事情が 絡んで るく らゐ ですから、 商賫の 方の いきさ 


つ は複雜 で、 我々 に はまる で 解ら な いんです が、 家庭の 

内情 — と 云って、 夫 ^きり の 關係 です が 11 それが 近 

頃變 挺に なって るので、 主人 は 今度 は 二重に 苦しまされ 

てろ 譯 なんです。 …… 全體 こんな 機で、 しかも 自 

分の 所有物 でもな い 家に、 僕が わざく 留守番 をし て ゐ 

るの は 滑稽なん です が、 そこが 破産者 の 憎 む ベ き 心理 狀 

態なん でせ うね。 こ、 の 地所 は 酒屋の 梅 接の 所有で、 家 

は、 相場 を や つ て 銀行の 金を费 込んで 銀行 を破康 させた 

東 陽 銀行の 重役の 坂 本の 名義に なって ゐ ますが、 主人 は 

俟を 此處に 頭： 張らせと いて、 地主から は 移轉料 をせ しめ 

て、 坂 本に も 何 か因緣 をつ けて いくらかせ しめようと 企 

んでゐ るら しいんです。 いや 實際 企んで るんで す。 坂 本 

の 奴 も 喰へ ない 奴で、 東 陽 銀行の 破產の 時には、 僕の 主 

人 と 共謀し て、 自分の 財產 はう まく 隱蔽し て 自分 の 損害 

を輕 くした やうです よ。 

石 川 ひどい 奴です ね。 あの 銀行 は 休業した つきり、 一年 

經 つても 目鼻が つかな いんで、 土地の 者 は 非常に 迷-法し 

てる やうです が。 

美 戸野 (尤もらしく 重々 しい n 吻て) それ は 銀行 は 無 

不都合 です が 、 田舍 の 人間 は狡猜 なく せに あま いんです 

ね。 家の 大將 はよ くさう 云って ゐ ましたよ。 …… 家の 店 

でも 今まで 田舍 のお 客 をう まく 驕 しちや 捲 上げたん でせ 
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う 力  0 

石 川 cwv?- の 首ず； 人 れ  <  は^ か な い 風て、 I？ 层 の 方 

. ^獮 み^ ちて ) 此方に は 贅澤な い V 道：：： ir が 澤山ぁ つたの 

に、 みんな 運ん ぢ やつたん です ね。 

美 戸 肝 え i、 無我夢中で 蓮べ る だけ 運びました。 明日に 

も^3權^„？ に^：^押 へられる かと 恐れて 急いだ のでせ- つが 、 

ホ 人の 頭の 調子 も、 今度 は 金褪で どやされ た、 めに、 い 

くら か jii つてる やうです。 あの 雨ぢゃ 大切な 荷物が 大分 

汚された でせ う。 (ふと、 A 分が 腰，^ 掛けて ねろ 椅子 へ 

目，^ 范 して) 御覽 なさい。 この 椅子 だけ は、 僕が 妻 君に 

して 殘 して 賀 つたので すよ-  昨日 は 一 曰 この 上 

で ®. お をし ました。 この クッション は柔 くて 大變寢 心地 

がい、 です よ。 

石 川 (今度 は 一 百 架に^ かれて •„!:" ん そちらへ 注いて) さう 

でせ うね。  奥さん は - 」 の 上で よく 新聞なん ぞ鎮ん で 

ゐ らっしゃい ましたね。 

类戶 (言 SI らしく) これ は 妻 S«K. 用の 椅子と いふ 譯ぢ 

やありません。 主人 は 一 週に 一 度 此方へ やって来た 時に、 

頭 や 身體を 休ませる ため に、 この 上 でよ く寢 て ゐ ました。 

商， M の掛 引も此 處で考 へ てゐ たらし い です よ。 全體 僕の 

主人 は、 大 磯へ 來て も、 ； S 水浴 を 一 度 やる ぢ やなし • 散 

歩す るぢ やなし、 無論 裙 物 を 一 ぺ ー ジも讀 みやし ないし、 


寢ても 醒め て も 金の 事ば かり 考 へ てる ん だから、 不思議 

な 動物です，； r 

石 川 動物 は ひどいで すね。 (微笑して) しかし、 御主人 

も 藝者 遊び はよ くす る や うぢ や あり ま せ ん か ？ 

美戸^^  、王 人が 藝者狂 ひ をす ると 云 ふんです か。 (怪訝な 

い M ふし て W それ は 誰れ にお 聞きに なりました か。 

石 川 誰れ に 聞いた つて ことはありません が、 さう いふ 風 

評が あります よ。 

m.p& そりゃ石川さん御^^.せの{41想の產物ぢゃなぃ です 

か。 (面白さうな 笑 ひ, „^-拽 らして) 相場師なら 藝者 遊び 

はする だら う C 藝 者なら 役者 買 ひくら ゐ する だら うと い 

ふの は、 平凡な、 誰れ でも 思 ひっき さうな ことなので、 

敢て、 賢明なる あなたの 想像力 を俟 たなく つても い 、譯 

です ね。 … . しかし、 石 川さん、 穴ュ 想と いふ 奴 は 面白い 

ものです ね。 こんな 柔ぃ クッションに 横た はって、 秋の 

曰に 浸って、 空 想を恣 ま、 にす るの は、 惡 かありません 

ォ 

石 川 さう です とも、 だから. 僕 も內々 かう いふ 贅澤 な寢 

椅子 を 欲しが つ てゐ たの です。 

美 戸野 ハ、、 、 、。 全く 坐り 心地が い 、です よ。 ためし 

に 腰 を 掛けて 御覽 なさい。 

(突 戶野 は 立 つ て 、 石 川 .5* そ の 椅子に 腰掛けさ ぜ て、 
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自分 は 石 川の 腰掛けて ねた 方の 椅子 に 腰，^ おろす。) 

美 戸 さう いふ い 、椅子 を 僕の ために 置い て 行つ て くれ 

た、 王 人 夫婦の 惡ロ ばかり 云つ ちゃい けません ね。 …… 實 

際 相場師に 謹直な 子 はないで せう が、 家の 大將は 割に 

女に は 淡 {E らしいです。 金錢 慾が 旺ん なた めに、 女愁の 

方 は 比較的 轰へ てるんで せう。 …… いや、 本當 はさう で 

ないか も 知れない な。 (考 込む) 

石 川 それで、 あなた は いつまでも 此處で 留守番 をして ゐ 

らっしゃ るんで す？ お 一 人で 此 處にゐ ちゃ 淋し い でせ 

う 0 

美戸^^ なに、 獨 住 ひも 昨日から だから、 まだ 淋しい つて 

こと は 感じません が、. しかし、 撲も 長らく かう しちや ゐ 

られ ません よ。 七月の はじめから 大 磯へ 来て、 七 八 九十 

と、 四月 も E 候で 暮 して ゐ たの だから、 主人が 失敗し な 

くった つて、 僕 は 僕で 方針 を 立て . 、引上げようと 思って 

ゐ たんです。  そこで、 石 川さん、 今日は 一 つ、 僕 や 

主人 の 內輪話 をし ますから 問い て 下さ い 。 此問 あなた を 

お たづね した 時に、 ちょ つ と 机の 上を拜 見したら、 「隣の 

夫婦」 とい ふ 題で 何 か 書いて ゐ らっしゃ つたが、 今日は 

その 隣の 夫婦の 材料 を 供給し ませう。 

石 川 あれ はこ ちらの 御 夫婦の こと ぢ やありません よ。 

笑 戸野 それ はどうで もい、 です。 僕 は あなたに 聞いて K 


きたい こ とが ある ん です よ 。 今朝 か ら この 椅子 の 上に^ 

ころんで、 雨上りの 秋の 空 を 見ながら、 久 振りで 自分 一 

人で 靜 かに 物 を考 へて ると、 僕の やうな 愚鈍な 人 問の 頭 

にで も、 いろんな 面白い 感想が. 浮 ぶんです から わ。 …… 

さう だ。 一昨日 荷物の 整理 をした 時に、 一本 だけ こつ そ 

り 葡萄酒 を联 つと きました から、 今日は その 口 を 開け て 、 

s き賃 とし て 御馳走し ませう J 

(美 戸野 はさう 云って 奥へ 入ろ。 石 川 はお 椅子 Liq. 體 

. ^のびく と 伸して 快感ん- 设 えて. Q ろと、 そこへ 小 

の^^君たみ子が、 飾りつ 氣 のない、 そし ズ お..^ に 年齢 

£ ぢ 

ニリも 老けた 生地， はして 入って 來 る。 着て ねろ お 

召 縮緬 も 雨に 汚れた ものら しい。 側へ 寄って 來 ろの，^、 

石 川 は 暫く 氣づ かないて ねろ。) 

たみ子 石 川さん、 お話しに 來てゐ らしった の？ (愛！ s,^ 

見せて 云 ふ〕 

(石 川に-てれに 氣 がっくと、 慌て vq^.^ 起して、 ！ g リ 

の惡 さうな 額して 挨？？ i する C し 

たみ子 い 、お 天 I 戚 になり ましたね。 戶外を 歩く と， 溢 か 過 

ぎる くら ゐで すよ。 

(彼女 は緣 側へ 上って 部屋の 中，^ 兄ろ と、 口.^ 1,^ んて 

感慨に 打 たれる。 そこへ 獎戸 が、 奥から 产测 酒の 罎 

と コ タブ 二つ. げて 入って 來 ろ。) 
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00.0  (^いて) 奥さん、 どうな すった のです。 お 一人 

です か。 (口早に 云 ふ) 

たみ子 (何？ 3^ ないやう に) 急に 此方に S 事が 出来た か，：、 

一人で 飛 出して 來 たのよ。 …… あの 晚 あんな 思 ひ をして 

持って 歸 つた 荷物 はね。 彼 地へ 着く と、 そっくり その ま 

ま、 待って ゐ ましたと 云 はない ばかりで 差 押 へ られ たん 

です よ。 だから、 わたしが 云って たやう に、 此方で 始末 

を つ ければ よ かった のに、 間の 拔 けた ことつ たら あり や 

しない。 

美 戸 そいつ は 馬鹿を見 ましたね。 

たみ子 おや 葡萄酒が あつたの？ それ はよ かった わね。 

わたし も あと で 頂 くから、 石 川さん に 差 上げな さ いよ。 

わたし はちよ つと あちらへ 行つ て 見て 來ま すわ C 

(たみ子 奥へ 入って 行く。 美 戸 i;? は コップ 1 か 石 川に 波 

して 酒.^ 注ぐ 0) 

美 戸 僕の 今朝からの 感想 も、 奧 さんが やって 來 たの で、 

やり }賊 しだ。 

石 川 ( 相 手 の 言^に は ^II- ,^§2 め な い て 、 に. もち i つ 

と 口，^ つけた けて、 コップ，^ 下！ ilM いて) わたし はお 

暇し ませう。 晚に でもお 遊びに いらっしゃい。 

折 ^s: 僕の 感想 を 開い て 頂かう と 思って ゐ たのに、 

生憎で したね。 ぢゃ、 晚 にで もこの 罎を 提げて お宅へ う 


かにって、 ゆっくり 飮 むこと にし ませ、 つ。 

(石 川が 庭へ 下りて 歸 つて 行く の.^、 美 戸野 は 見送つ 

たもと て、 奥の 方へ lltl^ 留めながら、 自分の コップへ 

酒 i<i- 注いて 1 息 L1 飲ん て、 椅子に. 體，^ もたらせろ。 

しかし、 結えず 奥の 方へ 氣 fj- 留める。) 

(たみ子 は、 前 より も 生 氣.， 含んだ 態度，^ して 入って 

來 ろ。； - 

たみ子 石 川さん は？ 

笑 戸 ij あなたに 遠慮して 歸 つて 行きました。 

たみ子 わたしが 落ち目に なった ところ を 他人に 兑られ る 

の を いやがつ てると： W 心っての 御 遠慮な の ？ 詰らな い 御 

遠慮ね。 …… そのく せに、 あの人 はわた し 達の こと を氣 

にして る や， うな 目 をし て、 遊. びに 来る たんびに 家の 中な 

ん， て じろ よ く 見て ゐ るんで すよ。 獨り で 室 借り し て 

ゐ ると、 かう いふ 家の 生活で も羡 ましい のか 知ら。 

美戸|^ わたしの 境遇 を さ へ 養んで たこと が ありま した 

よ 0 

たみ子 同い 歳 だってい ふけれ ど、 あなたと は體 格が 大ち 

が ひね。 若い 盛りに 肺が 惡 くつち や 可哀想ね。 どうせ 長 

持ち はしな いんで せう。 

类 a- 野 それ はさう と、 あなた は 何 か 大切な 忘れ物 を 捜し 

にい らっしゃつ たんです か。 
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たみ子 さうな のよ。 

美 戸 gj お忘れ 物 はありました か。 

たみ子 え、。 ありました とも、 それにつ いて、 あなたに 

手助け し て 賀 はう と 思 つてる の。 

わたしが 何 かお 役に立 つんです か。 

たみ子 夜逃げの 荷造り や 留守 蒂 なんかと は 違って、 あな 

たも 張 合 ひが ある >  J とな の 。 

美 戸野 (乘 出し ズ) それ は 何です か。 

たみ子 あとで 分る わ。 (.M 綺 子へ 腰ん-おろして) わたし 

疲れて ゐ るんだ から、 その 葡萄酒 を 變んで 下さ いね。 (m:" 

い 縮緬の 羽 n ん脫 いて 抛 出して〕 下手な こと をした もの 

だから、 わたしの 衣服 ま でもみ んな捲 添 を 喰 つて 押 へら 

れ ちゃって、 雨に 濡れた こんな 衣服 一 枚き りに なった の 

よ。 告 村の レ をれ 方 は、 それ は ひど いんだけ ど、 わたし 

だって あなたの 目に は どんなに か 見窄らしく 見える でせ 

う。 昨夕 寢 なかった 上に、 お湯に も 入らな けり や、 顏さ 

へ ろくに 洗 はない で來 たんです もの。 

(美 戸 は默 つて、 たみ子の 颜.^ 2 マみ 兄しながら 一 g 

萄 酒.^ 注ぐ。 たみ子 それ，^ ど 快げ に 飮 干す。) 

たみ子 零落した 人間 はい やな もの だと、 あなた は、 昨日 

と は 違 つたわた しの 樣子を 見 て 、 さう 思 つ て るん ぢ やな 

いの 5  わたし、 今日は 疲れて ゐて、 面倒く さい 思 ひ 


はして ゐられ な いから、 あなた に 謎 を け たり 豫防線 を 

張ったり なん ぞ しないで、 自分の 思つ てること を 勝手に 

おしゃべりして しま ひませ うよ。 ：：： あなたに は、 わた 

しの 不斷の 氣持は 分らなかった でせ うけれ ど、 わたし は、 

今度の やうな こと を、 今 か/ \ と 待って ゐて、 準備 はち 

やん と 出 來てゐ たのよ。 (ゆつ くリ 分の 話，^ 自分て 樂 

しむ やうな 態^て) …； 士 1  村と いふ 人 はね、 世間並みに 

蕩者を 落 せ て 園つ たりし てゐる けれど、 お金の 事で は 

一分一厘の 拔け： y のない 男で、 それで、 どんな 女に JS& 

毛を讀まれるゃぅな^^ぢゃなぃゃぅに、 世間の 人から も 

云 はれて、 自分で も已 惚れて ゐ たんです がね。 本 當は間 

の 拔け たと ころが あつたの。 利口 さう に 見える だって、 

案外 利口 ぢ やない ものよ。 ；… だから さ。 あの人 は 今度 

破產 する rs に會 つたので せう し、 わたし は、 ま 分で； ii- 

口 過ぎ の 出來る やうな 準備が 平生に 出 來てゐ たのよ。 … 

…お 體裁 はどう だら、 つと も、 眞實 のと ころ を 云 ふと、 吉 

村の 有って るお 金と 結婚した やうなん だから、 士 n 村に お 

金の なくなった 時が、 お 互 ひの 緣の 切れ HE になる のが あ 

たり 前ぢ やありません か。 士 n 村の 方 だって、 疾 つくの 昔 

わたしに は いて ゐ たの だけれ ど、 大して 邪 魔 に はなら 

ないし、 それに 世間 體も ある もの だから、 事 を 荒立てな 

いで、 今まで 妻と いふ 名義 を联 上げようと はしなかった 
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の だ わ。 わたしの 方 だって、 吉 村の 家 を 出て 行っても、 

ぉ醉 E 立てして わたし を 待って ゐて 吳れる 者が 何處 にも あ 

る譯ぢ やない の だから、 遊んで 生きて ゐ られ. -ば、 それ 

だけが 得 だ つ て い ふ氣 持で、 今の 今 ま で 辛抱し てゐ たの 

です よ。 (ふと、 目 *^ 上げて) あなたよ く 聞いて ゐ るの？ 

(突 戶 g ；、 「i く 聞い ズゐ ろ」 とい ふ 様子 1^ 目 額に 現 は 

れみ子 わたし 座興に 話して るの ぢ やない のよ。 親身に 聞 

い て 下さいね。 …… 遊んで きて ゐられ る だけが 得 だ つ 

ていふ 氣で， 夫の 妻と して、 今まで 辛抱して ゐ たんです。 

わたしが 變り者 だから さう 思 ふだけ で、 間の 奥さん は 

さ うぢ やない の か 知ら。 …… そんな 理窟 は どちらで もい 

いとして、 樊戶 野さん。 わたし、 これから 吉 村の 側 を 離 

れて、 ： 人立ちで 世 を 渡らう と 思って ゐる のよ。 あなた 

はわた しの 味方に なって 下さらな くって？ お金 はちつ 

と は 持って ゐる のよ。 (少し £ 間口 1^ 噤ん て、 何 かか 索る 

やうに 相手の ^.VJ- 兄て) 士1: 村と いふ 人 は、 お金に かけち 

さ y  ふこ-.! ろ  s^-, 

ゃ敏ぃ 男で， 人の 屮 にもし よつ ちゆ う 索り を 入れ て ゐ 

て、 わたしの |« 金 帳の 金高で も、 わたしの 持って る 指環 

でも 衣服で も、 ちゃんと 頭の 中に 覺 えて ゐて、 必要な 時 

に は、 自分の^ 賓の资 金に 融通 させよう とする の だから、 

あたり 前ぢ や、 ？ 密で しまつと く譯に 行かない の。 …… 


でも、 美戶 野さん。 わたしえ らいで せう。 一， 萬 や 三曹： の 

お金 は、 あの 吉 村の s を晦ま せて しまって あるんで す。 

( ；^, 戶醉は 興味.^ もって 聞いて わたが、 二 萬 三 萬のお 

金と いふ 一 百 葉.^ 聞 くと、 Eg 街して 相手の 顔，^ 見 ゑ 

て。) 

美 戸 if そんな 大金 を あなた は 何處に 持つ てゐ らっしゃる 

ん です？ (詰 貴す る やうな 語調て 云 ふ) 吉 村さん は、 今 

度 一 一 萬い くらと かの 金が 急場の 間に合 ふやう に 手に入ら 

ふうせ，； It! ま 

なかった、 めに、 今まで 持ち こたへ てゐた 風船 玉が 破れ 

たと p= して ゐたぢ やありません か。 あなた はなせ、 御 

自分が 祕密 で 持 つ てゐる と い ふ 大金 を投 出し て 、 主人の 

危急 を 救はなかった の です。 第 一 吉 村の 店が 破產 すり や、 

あなた 御自身 も 非常な 損害 を 受ける んぢゃ ありませ ん 

力 

たみ子 (動じない て， しかし、 今 まてよ リも 言葉 に 力 入 

れズ) わたし を 夫婦の 情愛の ない 女 だと 云って、 あなた 

は 怒つ てゐ るの？ 美戶 野さん がそん な こと を 云って わ 

たし を 責める の は 滑稽に 思 はれて よ。 …… それ はね、 わ 

たし だ つ て 、 此 處で吉 村の 前 へ 存 りたけ の お金 を 差 出し 

て 喜ばせようと 思 はな いぢゃなかった のです けど、 こ 

ひつ 

が 大切な 時 だと、 心 を 鬼に して 引 こたへ たんです よ。 あ 

なた はわ た し が さう 思 つ た 心 根 を 責め るんで すか。 
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美 戸野 心 を 鬼に して 何の 得になる ん です？ あなた 夫婦 

は 敵 同士と いふ 譯ぢ やな いんで せう に。 

たみ子 そり や 敵：！ 士ぢ やないで せう ね。 不俱戴 天の 敵が、 

ダイヤの 指環 を 買 つ て SK れ たり、 時節々々 の 流行の 衣裳 

を H つて 吳れ たりす り やしない でせ うから。 (少しの 間口 

^際ん てから、 じれった さう： i) わたし、 どう 云ったら 

ひと 4« 

自分の 腹の 中の 氣 持が 人 樣に 分る やうに 云 へ るんで せ 

う？ 石 川さん にで も智擎 を 借りたら、 い 上 一一 n 葉が 見つ 

かる かも 知れない けど …… 。 

獒戶野 あなたの 惡ロを 御主 入の 口から 聞かされ たこと は 

ありませんで したよ。 

たみ子 さう？  吉村は 女に はお 金 さへ やって 置けば い 

いと 思って ゐ たの だから、 破產 した \ めに 女に 逃げられ 

るの は、 自業 自？ おで 當然 なの。 去年で も 一 昨年で も、 吉 

村が 羽振りが よか つ た e- に、 わたしの 方から 逃 出した な 

ら、 吉村 は、 勝手にし ろと、 猫の 子 一 匹ゐ なくなつ たく 

ほか 

らゐに 思って、 またお 金の 力で 他の 女 を 連れて来て、 平 

氣でゐ たにち が ひない の。 だから、 わたし、 今まで 蟲を 

殺し て 我慢し て ゐた の だけど、 今度 は 吉村も 思 ひ 知る だ 

らうと 思つ てよ。 

美戸|^ それ は殘 酷です ね。 假 りに 敵 M 士 だった にしても、 

相手の 弱つ た 時 を 狙 つて 苦しめる の は 卑怯 ぢゃ ありませ 


んか。 

たみ子 (冷笑して) 誰れ でも 上べ では 云 ひさうな こと を 

云つ てるのね。 …… 美 戸野さん。 わたしが 吉 村に ねだつ 

て、 特別に 造らせた この 柔 かい 寢 椅子 は、 寢 心地が よか 

あなく つて？ (媚び 1_ ^寄せる，) 

美戶野 (ド ギマギ して) 柔 くて い.^ です ね。 しかし それ 

がどうし たの です？ 

たみ子 わたし を 卑怯 だと 責めても、 BR の あなた だって、 隨 

分 卑怯た わよ。 白ば くれて ゐて も、 わたしに はちゃん と 

分って る わ …… (自分の 話ん」 自分て 樂ん てろ やうに) あ 

なた は、 吉村 の 手下に なって 相場 肺 の 修菜 をしょう つ て 

氣が あるの ぢ やなし、 他所の 會 社へ 勤めようと 思へば 勤 

めら れ ない 人で もない のに、 なぜ わたしの. } ^の 1 なん 

ぞ になつ て、 詰らない 小^か 書 半； つぼの 役 U なんか 勤め 

, r  'I つ i  つ S 

てゐ たのです？ それに 何のた めに、 大磯 に 三月 も 1： 月 

も 愚 陶 々々して 日 を暮し て ゐ たのです？  #體 が 弱 い か 

ら 生 の ためだ つ て ？ 嘘 仰 有 い よ 。 石 川さん ぢゃ ある 

まいし、 そんな 頑丈な 身體 をして ゐる くせに。 …… わた 

しに は、 あなたの お腹の 中 は 分り 過ぎる くら ゐ 分って ゐ 

たんです よ。 

(美 戸 野、 相 乎の 目.^ がり、 ：s«rj^- れて、 u,^ 機ん 

て- Q る" たみ 壬 < ^心の 微笑.^ らして ねろ。) 
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たみ チ もう 傲す る ことない わ。 …… わたし、 正直に 云 

つち まひます がね。 わたし、 傲 初のう ち は、 あなたが い 

や でなら なか つたの。 氣 味が 惡 い やうに さ へ 思 はれて 、 

卜"；： 村 をつ 、いて あなた を 迫 出さう とした こと もあった の 

です けれど、 家へ 出入り をして ゐ るいろ くな 男のう ち 

で、 あなたに けが 愁も も 忘れて、 わたしの 側に ゐ たが 

つてる こ とが 分る と 、 不思議に あなたが 好きに なった の 

です。 生れてから はじめて、 あなたの やうな 人に 出會っ 

たんです からね。 だから、 あなたに なら、 掛引 なしに、 

わたしの お腹の 底の 底に しまつ てること でも 打明けて い 

い と い ふ氣 持に なつ てゐ たの だけれ ど、 さっきの やうに、 

わたしの 云 ふこと にケチ をつ けられち や、 わたし 當 てが 

外れち やった。 

奥さんが さう お 思 ひになる の は 止む を 得 ま せ ん 

が、 不斷ぉ Eg になった 吉 村さん を どう い ふ 意味で 乂も 

はづか 11 

辱めろ やうな こと は、 わたしに は出來 ません。 (ポ、 ソリ 

ポ 少 リー パ ふ〕 

たみ子 (^6:外に感じたらしく稍々氣色ばんて) ぢゃ、 あ 

なた はわ たしが 今 打明け た >  J とを吉 村に 知ら せようと 思 

つて るんで すか。 わたしが 祕！？ のお 金 を 持つ てること を、 

.^z; 村に ：$! 口しょう と W 心つ てるんで すか。 

0.^0 いや、 そんな 餘 計な こと は 云 ひた かありません。 


i? 主 や 家主 か ら移轉 料 を ゆすらう とする やうな 惡辣な 人 

に、 手近な 金の 在所 を敎 へる やうな 同情心 を、 わたし は 

持つ ちゃ ゐな いんです。 (稍々 カづ いて 云って、 今 まて 外 

まこも 

らして ねた 目， か 動かして 正面に 相手,^ 見ろ) 

たみ子 同情心 は 持って ゐ ないか も 知れない けど、 あなた 

は 吉村を 恐れて ゐる のね * あの 一 文無しに なった 吉村 

を …… 。 

獎戶 わたし は あなたが 恐ろしくな つたので す。 

たみ子 わたしに 關合ひ をつ けち や、 あとが 怖い と 思って 

ゐ るの？ (ふと 笑って) 可 笑い わね。 長い間 わたしの 侧 

にゐた あなた ぢ やありません か、 たと へ、 わたしが 惡入 

だった にしても、 わたしの 頼み 事 を 聞いて * わたしに 力 

を贷し て 吳れた つ て、 別段 あなたが 迷惑す る譯 はない の 

でせ う。 世間の 人に 爪 はじきに される 道理 はない と 田 3 は 

れる わ。 現在 あなた は、 性の よくない、 人閗 きの 惡ぃ役 

いひつ  .5 ひつ. b 

目 を吩咐 かって、 その 吩咐を 後生大事に 守って、 こんな 

所に し よん ぼり S3 守 番をし てゐ るん ぢ やない の …； それ 

とも、 あなた は、 わたしの 味方に なって 懸合ひ をつ けら 

れ るの を、 變な 風に 1^,- へて るの ぢ やない か 知ら。 わたし、 

吉村を 離れ て自 出な 身 にな つたから つて、 あなた を 誘惑 

しょうと 思って やしない わ。 誤解し ないやう にして 下さ 

いね、 それ は 奇麗な 氣 持で あなたに 懸合ひ をつ けようと 
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思った にけ なの。 吉村のゃぅなE^^Vらでも離れると， 女 

一人 ぢゃ、 何 かにつ けて 心細 いんです もの" 

(歳に 似合 はぬ せ たれた 言 ひ 方..^ して、 全^«に媚態，<^< 

現 はす。 笑 戸 はまた 極り の惡ぃ 思 ひ,， セして 目ハょ 外ら 

す。) 

美 戸 i;  外の 事 はとに 角、 あなた は 何 萬と いふ 大金 

を、 御主人に 隱し て 銀行に でも 預け てゐら つし や るんで 

す 力 

たみ子 (首，^ 振って) 吉 村の 側に ゐて お金 を 銀行へ なぞ 

預けて、 いつまでも 祕密 にして ゐられ る もの ぢ やない、 

さ つ 

あの 人 は .} ^の 中に ある 紙幣の 匂 ひ ま で. 喫ぎ つ け ろ 人なん 

です もの ：… 。 わた レ、 あの人から 貫った お金 は、 みん 

な 自分のお 粉飾に 費ったり 娘み 事に 費ったり、 氣前 よく 

懇意な 人 に 潘き 散ら したりして ゐ たの ぢ やない の。 あの 

人 も それ はよ く 知つ てるのよ。 

美 戸野 (好奇心，^ 起して) ぢゃ、 奥さん は、 そんな 大金 

を どんな 手段で こしら へ て、 どこに しまつ てゐ らっしゃ 

るんで す？ 

たみ子 大金々々 と、 あなた も 二 萬 や 三 萬のお 金に 驚く や 

うぢ や、 將來 大金 持に なれさ うぢ やない わね。 

美 戸 1; わたしの 將來を さう 輕卒に 極められ ちゃ 闲 ります 

よ。 ：•：. 御主人に 联 つても、 ニ寓 とい ふ 金 は、 店の 浮沈 


に 關す る ほ ノ 一  の 大金 だ つ たぢ やありません か。 

たみ子 わたしに 取っても、， 生命の 種の 大金な のよ。 …… 

だか ら、 わたし の 頼み も閗 い て 吳れな い 信用の ない 人に、 

ありか 

そ の 大金 の 在所な ん ぞう つかり 明かされな いわね。 … … 

( 相 手 の 熱 心 な ？ぉ 度 眠 つ た さ う な 目 て 見 て ) わ た し 、 此 

間からの 疲れが 出て、 眠く つて 爲樣 がない から、 この 椅 

子の 上で 一 眠りし ませう。 その 間に 何 か 三 品ば かり、 お 

いしい ； i を 禱龍館 へ姚 へと いて、 Hr が 醒め たら i^: ぐに 御 

飯が 15、 け ろ やう にしと いて 下さ い ね。 葡萄； -g; のせ ゐ で 眠 

く つ て愁も 得 もな くな つ ちゃ つ た。 

(|«|1椅子の上に^155體，^の.はして、 尸 ンヶ チ，^ 額に あ 

て、 目，^ つぶる。 獒戶脏 はたみ 子の 方へ 病， ^寄せて。) 

美 戸 吉村 さん は 東京 の 何處 にゐ らっしゃ るんで す？ 

たみ子 何處と 云って • お 妾さん の 家の外に 泊る 所 はない 

ぢ やない の- お 妾さん が、 今までの 御 恩返しの つもりで 

食べさせて 吳れ るんで せう。 感心ね。 (眠？ うな IT て-お 

ふ) 

美 戸野 それで あなた は 安心し て 眠つ て ゐられ るんで す 

か 。 一 一 i の 大金 さへ 御 自分 で 持つ てれば い、 ん です か 。 

たみ子  一 一 圓々 々々と、 大きな 聲で 云つ て、 若しも ：^榨 

や 偕 金联り に 問 かれたら 大變ぢ やな いの？ (眠 さう に) 

(そ、 二  § ^報-.」 呼ぷ 5^ と、 門の 戶，^ 叩く.；！ 曰が M える。 
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お、 nir 返 1^ ん して ハ 下りて、 frra へ 0^0t  ^ 

伊藤 たみ子と いふ 人が 此方に 居ります か。 

戶 野の， "难 3^ 藤 たみ子？ 家が 違 ふん ぢ やありません か。 

::: あ、 さう か。 士 = 村 方と して あるな。 ぢゃ、 此方 だ此 

方 だ。 

§^0.  ^報 紙ん 兄ながら 元の 所へ K つて 來 ろ。) 

,fi0 奥さん、 電報です よ。 (と、 二度 績 けて 云 ふ。 たみ 

千が：：：： ん酣 まさない のて、 肩に 手， せ當 てゝ搖 ffil す) 奧さ 

ん、 罨 報が 來 ましたよ。 

ね ii び； る 

たみ子 (描 LL なった ま、、 』 お：！ if 聲て ) 誰れ か ら來た の ？ 

讚んで 下さいな。 …… 澤井からぢゃなぃ？ 

01^ 報 紙の 封ん 切って) 今 歸れ、 あしこで 待つ 梅 

浦、 とあります よ。 それで 宛名 は 伊藤 たみ子と して あり 

ま 75 

たみ子 SV. へえ  よく 分って よ。 有難う。 

美 戸 i;  子の 側 に 添って 立って) ぢゃ、 あなた は 今夜 

S へ お りに な るんで すか" 

たみ子 どう だか 分らない わ。 (また 眠リ に ^ ちかけ ろ) 

美 戶野 is とい ふの は どんな 方なん です？ わたしの 聞 

いた ことのない 名前です ね。 

たみ子 さう？ 今度 3i 介す るから 會 つて 御 S なさい。 大 

した 人ぢ やない の。 


美 戸 i; 奥さん は、 もう 吉 村の 姓を棄 てたん です か。 

たみ子 …… だから、 わたし、 もう 奥さん ぢ やない のよ。 

美 戸野 (氣. ^ま 一へ て) ぢゃ、 わたし は 料理 を魏 へて 來ま 

せう。 電報の 返事 は 出さな くっても い、 んで すか。 

(たみ子は答へなぃ\、熟睡に^^5!ちる。 ！ ifK 戸 i? は、 他の 

椅子に腰，„^ぉろして、 電報 紙，^ 穴の 開く ほど 見詰めて 

考へ てね；： が、 やがて、 それ .-J- 抛 出して 庭へ 下りて 外 

へ 出て 行く。) 

(自動車の 音 や 荷馬 鬼な どの 物音が、 鬧 寂な 空氣. ^被 

つて m える。) 

(與 の換が 開く。 背廣， か着ズ 中折帽子， ^横 つち、 に. 被 

つた 小：：： 村が、 著る しく：^ 炸 した 顔して 入って 来ろ。 美 戸 

酔の 腰掛けて ねた 倚子に、 倒れる やうに. 腰ん-おる しズ、 

11= く たみ子の {J ね 姿.^ 见る。 やがて 立 上って、 彼女.^ 搖 

動かす。 容易 に 目 ^  ない のて、 烈しく 搖翻 かす。) 

(たみ子、 一 S 目ん 開けて 古村の 顔.^ 夢の やうに 見なが 

ら、 だる さう：.： 肩體. ^起して。 し 

たみ子 ぐっすり 眠って ゐ たのに (と 眩いて、 不平ら しく) 

あなた 何し に 此處へ いらし つたの？ 

古村 おれ も大磯 へ 寢に來 た の だ。 昨タも 一 昨夜 i 一晩 つ 

づけて 一 睡 もしなかった の だから。 

たみ子 ぢゃ、 そこでお 休みなさい、 葡萄酒で も飮ん で。 
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吉村 (はじめて 一 g 萄洒 の罎に 目. つけて) これ はい \ も 

のがあった。 ( コ ップ に 酒. 注いて、 一 息に 飮 干して〕 お 

前 はいつ 此 處へ來 たの だ。 

たみ子 (眠リ 足らない 頭，^ 與齊 "させて) わたし、 今 来た 

ばかしな の。 ：：： あなた はわた しの あと を 追つ て來 たん 

です ね。 

吉村 いや、 さ うぢ やない。 昨 B の 朝お 前に 別れてから、 

おれ は 方々 IS ずり 廻って、 いろく 後始末 をして、 いよ 

いよ 素 裸になって、 何 か 小さな 事業で もやり ださう かと 

決心 をし た の だが、 どう にも 身 IS が 疲れ て ならない か ら 、 

不意に 思 ひついて 此處へ 眠りに 來 たの だ。 … … おれ は 何 

十 年の 神 經 の 疲れが 一 度 期に 出た のか、 束 京の やうな^ 

騒し いところ では と て も 眠られな い 。 汽車の 中で も 眠れ 

なかった。 

たみ子 でも、 あなた は 東京で よくお 休みに なれる 所が 一 

軒 ある ぢ やありません か。 わたしに は 落着いて 寢られ る 

所が ど - J にもな い の だけれ ど。 

亩村 おれに だって， 落着いて 寢られ る 所 は どこに も あり 

やしないよ。 

たみ子 (皮肉に) 高 砂 町に はお 立派な 御 別宅が ある ぢゃ 

ありま せんか。 

士 "村 (相手の 皮肉.，^ 感じない やうに) かうな つたら あし 


こも 他人 だ。 (力なく 云って) ぉれももぅニ日持^§へて 

ゐナ』 なら： ん なに 镇を 出さないで 濟ん だの だが。 ；… 

昨 曰と 今日の 二日ぶ っ續 けに、 天まで 屈く ぐら ゐに 相場 

あが 

が隨 つた。 おれ も、 今度 こそ、 いよく 蓮に 見放された 

ことが 分った よ。 

たみ子 (夫の 言葉に は 感動し ないて) 一：！^ 砂 町で は あなた 

ひこ 

を 寄付け な い ん です か。 そんな 薄情な 女なん です かね。 

(凝 一一： 一 n の やうに 云 ふ) 

古 衬 さ うぢ やない が、 あい つの 事 は 今 云って SK れ るな。 

おれ は此 間 うちか ら色々 な こと で 頭が V- タ し て ：z が 

！ んでゐ たから、 頓 間な ことば かりやって、 ー収； 扭 しのつ 

かない 大 失敗 を やら かした の だが、 おれ はもう- め てる。 

それで、 常 分 は此處 にす つ 込んで ゐ ようと 3 心 ふ。 お前 も 

此處 にゐる つもり なんだら うな。 (親しみ，^ 持 つ て ニム ふ) 

たみ子 (；！ れた 額して〕 わたし は 今夜のう ちに 東京へ 歸 

る つ もり にして ゐ るんで す。 あなた は當 分此處 にす つ 込 

んでゐ るんで すって V  へえ、 不思議 わえ。 あなたの 

量 見が 分らな いわ。 …… 昨 B あなたと あんなに 打明けた 

お 話 をして、 今度の 事 を機會 に、 わたし はわた し の^を 

歩 いて 行く や-つに、 お 話が 極 つたの ぢ やありません か。 

あな たに 拖 へて 頂い た 衣服 を そ つくり 差 押 へられて、 わ 

たし だって、 今 B から 极 1； 樣の 身に なって るんで す。 そ 
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れで、 わたしの やうな 者が 侧にゐ ちゃ、 足 手總 ひで、 あ 

なた も 御 迷 f ？』 でせ うから、 昨 曰お 話し、 たやう に、 これ 

を^り にわたしに 収合 はない やうに して 下さい。 …： 今 

:u 此處 であな たにお 0 に？ S らうと は、 わたし.！ I グ. にも 思 は 

なかつ たんです からね。 

古村 お前が 昨 n: 云った こと は 自暴自棄と 云 ふ もの だ。 そ 

の 年齢に なつ て おれ を 離れて い . ^事の あらう 害 はな いん 

だ。 …… 此 問う ちお 前が 時々 云って ゐ たやう に、 腐れ 緣 

なら 腐れ 綠 でもい \。 その 蹈れ緣 を 一 生續 けて 行った 方 

が、 お前の ために 結句い、 ことなん だよ。 

あ ぷ か 

たみ子 の 前の 虻 か 蚊ん- 拂 ふやうな 手 付，^ して〕 親切 

ノ J か し はもう 揮 山 です。 ：：： わた じ を こ んな所 に 押 M め 

て？ はい て 、 あなた は 京で 勝手な 腐 似 をし てゐ たの だけ 

ど、これからはぁなたの50^^ぉ§!りにはなりませんょ。 高 砂 

町の 女 や 求； 3f の 懇意な 人に 兑く びら れ たから と 云 つ て 、 

わたしの 後 を 追って なぜ こんな 所へ やって 來 るんで す 

よ？ (惯さげ-卜へ^？って) ぉ氣 地の ない つたら あり や 

しない。 

^-w  (威！^.^ 保った？ ％\、) 此處 はおれの 家 だ。 おれの 家 

へ おれが 人 つ て來 たのが どうしたと 云 ふ の だ。 

. ^み子 へえ、 こ、 が あなたの 家です つて？ わたしに そ 

, んな チヤ ラッポ コを 云った つて 駄 EM よ。 


(淋しい 笑 ひ，. J-^ らして) さう だな。 おれに もお 前 

にも. } ^はない 譯. た つたな • ：… 。 (ふと、 疲れて ねる 目 光 

ら せて) しかし、 お前 はま だ ちゃんと おれの 家の 籍に人 

つ て る。 夫：. W と い ふ 名義 は しっかり 殘 つてる ぢ やない か。 

たみ子 (ふと } ^氣 味に 感じて) それが どうしたと 云 ふん 

です？ 法律 を循に いつまでも わたし を 御 自分の 者に し 

て S かう とする の？ 勝手な 時には 法律 を 潜つ て 人の 物 

まで も 自分 の 懷中 へ 入れたり、 法律 を 楣に人 を 虐め て 來 

たりした あなた だ。 あちら もこち らも 八方 塞り にな つ た 

から、 せめて わたし をで も ふん 摘まへ て、 お金になる も 

のなら お金に したいと 思って るんで せう。 (わざと 戯談 

らしい 口調て： K ふ) 

小： "村 お 察しの 通り だ。 お前の 身體が 金になる ものなら、 

手を切つ て^も- を 削いで、 も 金に したいと 思 つてる 

よ。 …… これ は 戯談ぢ やない ぜ。 …… おれ は 美 戸野 を 相 

手に 一 杯 やって、 一 晚 ぐっすり 眠らう と 思つ て大 磯まで 

やって 來 たの だが、 お前に 會 つたの は 不思議 だ。 隔れ緣 

でもお 互 ひ に 離れ きれ い 緣が あるんだ ね。 お 前 は 京 の 

何處 かで、 その 濡れた 衣服 を脫ぃ で 、汚れた 顔 を 拭いて お 

S でもし てゐ るの だら うと、 お れは 邪推し てゐ たの だ 

が、 お前が 昨日 別れた 時の ま、 で 此處に 來てゐ たの は、 

意外だった。 …… (意外に 感じて ねる やうな 目て 相手，^ 
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見据ゑ る) 

たみ子 (相手の目 差し，^ 胺 しがって) わたし は氣 兼の な 

い 所で 眠り た いと 思って 此處へ 來たビ けなの。 …… 折角 

い、 氣 持で 眠って ゐ たのに、 眠 入りば なを 起されて、 氣 

持の 惡 いったらない。 ( 蹈 言 の やうに 言 つて、 目， ^つぶつ 

て、 頭 Y ^椅子に もたらせろ) 

吉村 眠たき や 遠慮な し に寢 るが い 、 。 おれ も 我慢に も 目 

を 開けち や ゐられ なくなった。 …… 大事な 話 は 一 眠りし 

た あとの こと だ。 

(古村 も 椅子に Is,^ もたらせて 目ん SEV ろ。 が、 二三 

度 止 切れ/.. -LL 薄目. < ^開けて、 相手が そこに. Q るの l-J- 

見て 安心した やう u/- また 目ん， 'ふさぐ。 たみ子 も 二三 

度簿 目ん-開けて 相手が そ、、 にね るの 1^ 氣 にし 乂は、 ま 

た 目， かふ さぐ。 やがて、 二人とも 息ん 波ら して、 前 

後不覺の眠リに^^^ちる。) 

(そ： へ、 奥 戸野が 入って 來る。 二人の だらしない. 結 

ざま,^、 わ ちらか 見 <  、ちら,^ a して、 朵れた 額，. して、 

二人の 間，^ 通って 奧へ 入る。) 

. I 幕 11 

CI じ 家。 元 妻 君の 化粧部屋ても つた^ 屋。 今 は 序幕の 


部屋と 3™ じ やう！，： 荒れて ねて、 何の 被 飾 もない。 illl.i' 

上げて 床 根が 1 枚め くられて ねろ。 

美 戸 が 床の 下から 埃に 汚れた ま V の 握 , ^起して、 

額の 塵，^ 手の平て 拂 つて、 太 咅く. 总，^ 卟く j 

そこへ 古村 は、 かの § ^報 紙，^ 證み /,\ 入って 來る。 

吉 1« 君 は 何た つ て 床の 下なん ぞ へ S 傑；！， 込んだ の だ。 さ つ 

き S を醒 ますと、 ゴ トくー 背が して ゐ たから 氣 になって 

見に 來 たの だよ。 

美 戸野 此處へ 落し物 をした から- 収 りに 入った のです。 

吉村 落し物 をした？ 何 を 落した の だ？ (床下.^^ く) 

美戶 ij  (ド ギマギ して) 根貨を 落した のです が 、暗く つ 

て 分りません …… なに、 十錢 銀貨 一 つ だけ だから、 どう 

でもよ ろし い です.. - 

(S, 戸 1：； が 上へ 上って、 床权ん 0 兀の やうに し rs うとし 

かける の，^、 小： n 村 は 押 .ii めて。) 

吉村 この 中へ 金 を 落し た つ て ？ い 」 加滅なー3^-を ：；ム つ ち 

やい けない せ。 この 部〕 S はたみ 子のお 化粧部屋で、 おれ 

にも 迂 潤に 足 を 入れさせなかった ところた。 こ k に 何 か 

祕密 が 潜んで るに 違 ひない。 (ふと宽報紙，^荬戸^^に见 

ぜヾ) これ を 見ろ。 今、 これが おれの 足に 觸 つたので K 

つ て 見た の だが、 はこの 電報 を 知って るんだら う。 

美 戸 I- え、、 それ はわた しが 受 奴った のです。 


iiii. 夫の^  r、4f 


：! に、 


1!« はこの 1 とい ふ 5? を 知って る だら うな。 

0^0 い、 え、 知りません。 

吉村 に 知らない のか。 …… 夏から、 に大 磯に ゐて 

貰った の は、 梅 浦の やうな 奴の 來 るの を 監視させる ため 

だった の だ。 ^；が若しもたみ子 に13;收され て 知らん顔し 

てゐる の なら、 おれ を 裏切 つ た > J とに な るんだ ぞ。 (目 額 

て かす) 

ぉ_戶|^ 斷 じて そんな ことはありません。 

小： 3 衬 (II 言の やうに) しかし、 い k ものが おれの 手に入 

つた。 … … この 電報 は 落ちて たと ころに 置い といて 吳れ。 

そして、 今夜たみ子を；5^-2^へ？1らせなぃゃぅに、 $;^#監 

視 して eK れ。 …… この 雷 報 だって 金儲けの 足しにならん 

. と は 云へ な いんだ。 

00.^  (不平ら しく) わたし は、 奥さんの 監視 をす るた 

めに、 この 別莊に はい て！ 5 いた 害ぢ やなかった のです が。 

…… そんな： 小 愉快な 役 IH を 吩咐か るく らゐ なら、 わたし 

は 、 今夜に でも東ー：3^ へ 歸らせ て M きます。 

(怒.^ <^= んて) おれが |{ ^浴した から、 君まで も おれ 

を兑棄 てようと 思って るんだ な。 大して 役に立たない 人 

間 を、 長い間な はして やって 、氣 儘に させと いたの だが、 

恩 を 恩と も 思つ て やがらない。 

类戶 it  (動じない て) わたし は、 あなたの 周 圍の人 だち 


の やうに、 それほど 現金 ぢ やありません。 しかし、 今まで 

大きな 勝負 を や つて ゐ らっしゃつ た あなたが、 急に ケチ 

臭 い さも しい こと を 仰 有る の を、 心外に 思 ふ ん です。 ( 稍 

々lt, か SiS めて) 奥さん を 監視 させたり、 電報 を 金に しょ 

うとしたり、 家主から 移轉 料 を 取らう としたり、 いくら 

商賫に 失敗し た に し て も、 考 へ 方が あんまり ケチ臭 いぢ 

やありません か。 …… それが 平生 の 吉村 商店の 御、 王 人 の 

ほ， t キ 5 

本性た つたので すかね。 

吉村 それ をケ チ 臭い と 思 ふなら、 勝手に さう 思 ふが い、。 

おれ は 大きな 勝負に 負けた から、 小さな 勝負に でも 勝ち 

たいと 思って るの だ。 

美戶野 (1" 嘲.^? b ベて〕 あなた は、 まだ 物に 勝てる 自信 

を 持つ てゐ らっしゃ るんで すか。 …； 監視し なければ な 

らん ほど 奥さん は あなたの 心 を 離 れ てゐ るし、 わたし だ 

つて …… 。 (相手の 額 見て 一 w:;^ む) 

士：： 村 おれ も此 間から、 金に も 家に も、 いろんな 人間と も、 

一 人々々 絕 交して 來 たやうな もの だが、 君にまで 侮-:^ さ 

れりゃ 申 分の ない 譯 だね。 高が、 ，H 分の 家の 2.M の美戶 

野昌  一く らゐに — 。 (自 から^ける やう； J- 云 ふ.； 1 

(美 戸 は、 また. ポ权を 元の やう に し i  、フと マろ。 古 

村 は、 凝 ゑた ろ 犬が 食物，.^ 喫 廻って ねる やうな 様て、 

部屋ん、 见 廻して から 床の 下へ 目ス どっけ、 暴，^ ビク つか 
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せて、 何 か 思 ひついた やうに、 卑しい 笑 ひ，^ 浮べる。) 

古村 君 は 十 錢銀货 を 一 枚 落した と 云った ね。 …… (；^ 力 i 

く) よし、 おれが 中へ 入って 拾って やらう。 君 も 一 しょ 

に 捜さない か。 たみ子が 目を醒 さない うちに 早く。 

美戸^^ そんな もの はどうで もい \ ちゃありません か。 衣 

服が 汚れます よ。 

吉村 こ. - から 何 か 出て 來る かも 知れない よ、 金 鑛の脈 は 

どんな 所に あるか も 知れな い んだ。 おれ も 多少 思 當るこ 

とが あるんだ からね。 

(吉村は渾肩のカ，^揮って^板..^剝^^、取ろ。 ！ 戸 i;; は 

手出し，^ しないて、 不安な 様子，^ して 傍観し 乂. Q る。) 

吉村 たみ子の 奴、 此間家 を 片付ける 時に、 頻りに この 部 

屋を氣 にして ゐた。 おれが こ、 へ 入って 來る のさへ 頻り 

に氣 にして ゐゃ がった。 あいつの こと だから、 この 床の 

下 を 掘 つて 金で も 溜めて ゐる のか も 知れ ない。 さつ き の 

あいつの 口吻 は、 祕密で 多少の 金で も 持って ゐ さうな 人 

間の 口吻 だ つ た。 一 錢の金 のない 奴に あんな 氣强 い 口 が 

利け る箐 はない よ。 おれ も、 今思當 つた。 (！ 戸 ^顧み 

て) 君 はおれの 手助け をし ろ。 見當 がつ いたら 直ぐに 掘 

出す の だから、 向う の 米屋から でも、 シャベル か 鍬 か 借 

りて 來 なきやな るまい。 

美 戸 そんな 下らない こと は 止した 方が い k でせ う。 (不 


安な 態 使て 相手，^ 見て ねる〕 

吉村 何が ドら ない ことがある もの か。 (ま マ /- 意氣込 

んて〕 さう いふ ことで もな けり や、 あいつが 今日 わざ わ 

ざ 大磯ま で 來る譯 がな いの だ。 

(」；^^の下に人って姿，^隱す。) 

古村 (床の 下から) 君が さっき 此處へ 人って ゐテの もど 

う も變 だ。 君まで も 勘付い て、 おれ だち が 眠つ てる 間に、 

どうかし ようと 思 つ てゐた の ぢ やない か 0 汕斷 がなら な 

いな。 

(类 戸野 も氣 に 掛けて、 知らず. -宋の 下，. 说 く。) 

吉村 有る./ (悅 しさう LL) たしかに 何 か ffi めて ある 

よ。 問 違 ひなし だ" …… nt く シャベルで も 借りて 來て s$、 

れ。 素手 ぢゃ 掘れない よ。 

戸 it 本 當に何 か 塊め て あるんで すか。 驚いた な あ。 あ 

なた は愁 にかけ ちゃ gci^ が强 いんだから かな はない。 金 

のに ほひが します か。 

古村 金のに ほひ か 何 か、 ai 薛に 奥い よ。 …… オイ 美戶 野。 

無駄口 を 利かない で、 早く シ ャ ベル と 螺燭と を 持つ て來 

一」 丄 /  JS 

(+1;衬は}5れた半11^;ん1-はし、 _w しげに な.^ 卟 く。) 

类戶 眞责 なら 奥さんに 訊い てから にしたら い 、ぢゃ あ 

りません か。 
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(汚れた 《 ^て 額の 汗.^ こすって、 威嚇的な 目 額，^ し 

て) それ は： ル 體を兑 屈け てからの こと だ。 小；； 口 をし ちゃ 

承知し ない ぞ。 …… i;; は；^ W の出來 ない 人間に なった の 

だから、 一歩 も此處 から 外へ 出す 譯に 行かない。 おれが 

分で？ f 所 を 捜して 何 か 持つ て來 よう。 は此處 で番を 

して ゐろ。 

は嚴命，^-下して出 て行く。 モ の 姿が 见ぇ なくな 

ると、 ：！？；-ー户奸は慌^^！-しく床の下へ人ろ。) 

(たみ子、 て Jg^ だろ さうな 様.^ して 入って 來 

る。) 

たみ子 床 をめ くって どうしたの だら う。 (输 言， .J- 云 ふ) 

！ S れた 中， はす。) 

たみ子 (s- 出して) その 顔ったら、 そこで 何 をして ゐる 

の？ 

(awnl て) 大將が 金 を 見つけた つて、 これから 

掘 出す ところな のです。 

たみ子 お金 を？  村が こんなと ころへ お金 を隱 してる 

とい ふんです か" 本當 にさうな の？ わたしに も s 權者 

にも 1^ して 落 も ぶれた 時の M 忍に、 こんな 所へ お金 を 埋. 

めて ゐた のか 知ら。 …… ！： 木れ つち まふ わ。 强愁な あの人 

の考へ さうな こ とだ けれど。 

0^0 さ うぢ やな いんです よ (^ん 港. 5 て) あなた は、 


秘密で 何萬圓 とか 持って ゐ ると 仰 有った ぢ やありません 

か。 その 金は此 處に隱 して あるん ぢ やないで すか。 

たみ子 (笑って) 何時 誰れ がお 金 を 床の 下 なぞへ いけて 

置く ものです か。 あなた も 馬鹿な 人ね え。 

美 戸野 さう いへば さう です ね。 御主人の や 5 な 人 は * な 

ほ更 そんな 馬鹿な 眞似 はしない でせ う。 (と 云 つ て 、腑 LL 

^ちない 樣 子ても；： リ，. 見て) だけど、 奥さん。 さっき、 

あなたが この 家へ いらっしゃった 時に、 わたしが 偶然 こ 

の 部屋 を視 くと、 疊が 上つ て 一 扳を めくって あつたんで 

すよ。 

たみ子 あなた も、 苦 村と 同： 標に、 今日は どうかし てるの 

お この 部： K は；^ 間う ちに ひどい 雨. E りが して、 叠は疾 

つくから 上げて あつたの ぢ やない の。 

突 戸 あ. i,?o か。 

たみ子 あなた も愁に 目が 眩んだ のね。 (氣遣 はし さう に) 

でも、 あなた を 自分 の 味方 だ と 思 つて さつ きお 話し た - 」 

と を、 まさか 古村に 打明け やしない でせ うね U 

突 戸 K それ は斷 じて 云 ひません。 (床の下 へ 目，か^?5して) 

だけど、 たしかに 此處に は 何 か 埋めて あります よ。 

たみ子 吉 村が 祕密 でお 金 をい けて るん ぢ やな いんです 

ね。 …… ぢゃ、 何でせ う。 お金ら しいの？ 

(古村が 銃び た餓， f 持って 入って 艰る。 たみ子 か 見ろ 
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と、 「し まった」 とい ふやうな 表情.^ したが。〕 

吉-; 5  (烕蹈 的な 口調て) お： g も 手簿ひ をし ろ。 …… 話 は 

あとの こと だ。 掘 出す もの を 掘 出した あとの こと だ。 

(士 口村 は 床下へ 入って、 娥 て士， ^掘ろ。 美 戸 ij も 助力 

, ^する。 たみ子 は 好^心.^ 寄 V て舰 いて わろ。) 

吉衬 そら 出て 來た。 ：：： 壶 だく。 (活 氣づ いて 叫ぶ) 

美 戸 i;  +g たく。 汚ない 壺 だな。 金なん か 入って ゐ さう 

ぢ やない な。 

吉村 まあ， 中 を 見てから 云へ。 …… そら 出す ぞ。 

(吉村 は どす 黑ぃ 小型の 壶 抱へ て 上へ 上る。 三人 は 

その壶 i^H んて 一 し rsLi 目 注ぐ。) 

吉村 秘密の 正 IS をよ く 見ろ。 

(古村 はたみ 子の 方 4- ちらと 见 てから 蓋， か 取ろ。 三人 

は 1 度 期に 中，^ のぞく。) 

(美 戸野 は 笑 ふ。 .fx 村 は 苦迪な 表情 1^ して 目.^ 壶 から 

離さない。 たみ子 は 呆氣に 取られる J 

美 戸 石ころ 一 つ 入って ゐな いぢゃありません か。 

たみ子 何のた めに こんな 者が 此處に 埋めて あつたん でせ 

う C 

美 戸野 何 かのお まじな ひかな. - 

たみ子 でも、 氣 味の 惡ぃ 物が 入って ゐ なくって よかった 


(小 H 村は轺 望の 表； しズ 噤み、 壶，^ 取って 床へ 

叩 付ける。 壶 は壤れ ないて ころがる。) 

たみ子 秘密の 正體 はこれ だった の？ 

(士3 衬は默 つてね ろ。) 

たみ子 この 中に 小判 か 何 か V 入れて あると でも 思って ゐ 

らし つたの？ …… 大の與 が敏を 持つ て、 一 一人が、 りで、 

隨分 なお 骨折 だ つ た わね。 …… 御自 の あなたの ：：：！ や 舞 

も 泥 細工の 目 鼻と：：！ 樣 になった のぢ やない の？ わたし 

の 耳 や 鼻なら、 削ぎ K つ て も いくらかになる かも 知れな 

いけど、 あなたの 身體は 潰しに しても 三文に もな り やし 

ません よ。 (笑 ふ) それよりも、 あなた も美戶 野さん も、 

早く 着物 の 坟を拂 つ て 、顔で も 洗 つて、 いらっしゃいよ。 

二人の ざまったら ない。 (可笑しくて ならない ft な，， やし 

て) 人が 見たら 何と 思 ふでせ う。 

古村 (悄然と して、 言葉 L- も 力なく) お； ii は 今夜 一人で 

東京へ 歸る のか。 

たみ子 (ふと 氣，^ 取 直して) え \。 わたし、 どうせ 爲方 

力な 、ォ 

古村 梅 浦から 電報が 来た、 めな のか。 

たみ子 梅 浦ん お前 なぞ 云って 脅した つて 駄 よ。 (古： W 

が か の 9^ 報紙，<?^指差す の を 見ても^ じない て) あなたが 

そんな もの を脊か し の 種に しょうと 思つ てゐ るの なら、 


-. お  1? 夫の ネ隣 
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大事に しまつと いて、 梅 浦さん の 所へ 持って いらっしゃ 

いよ。 いくらかに S つて 賀へ るか も 知れない わ。 

吉衬 (强 ひて 力，^ 揮って) おれ はお 前の 夫 だぜ。 法律上、 

お前 はおれの 妻で、 おれ はお 前の 夫 だ。 

たみ子 (tt けない 氣 持，； 見せて) 法律のう しろ 立て r、 

わたしに 向って、 威張って るつ もりな の。 …… いくら 威 

光 を 見せ i うとした つて、 あなた は、 士 2 村 W 藏と 云って 

た 人の 木乃^よ。 幽靈 です よ。 貨物 自働 車の 荷物 を 差 押 

へ られた 時 の あなたに は、 まだ 血の が 通 つて ゐ たけれ 

ど、 あれから どこ を どううろ ついて 血の 氣を 無くした 

の やら、 銪 びた 激を 持つ て 床の. トを 掘つ てる あなた は骸 

骨 見たい だ。 お金に 執念の 殘 つた 幽靈 見たい よ。 •：： 美 

戶 野さん に でもよ く 開いて 御覽な さ い 。 

(强 ひて 力.^ 揮って) 勝敗 は 時の. 運た" おれの やう 

な 男の 心 は、 お前に は 分らない の だ。 

たみ子 ぢゃ、 こんな 窮屈な 汚い 床の 下なん ぞを 嗅ぎ 廻つ 

てゐ ないで、 どこか 大きな 金山 でも 掘當 て k 御覽 なさい。 

その 時には、 どんな 美しい 女で も、 あなたの 御機嫌 を K 

りに 寄って 來 ますよ。 だけど、 木 乃 になった あなたの 

ssk に は、 0； 資の 金のお ひ は けなくな つ てるのね。 

古 村 (今度 は、 莉ら笑 ひ 浮べながら、 勢 ひの 弱い It て) 

利口ぶ つて あたり 前の こと を 云って やが る。 おれ も 夫婦 


の 由 緣で敎 へて やら、 つか。 お前 は その 顔で そのし なびた 

身體 で、 外の 男が 誘惑 出來 ると 思って ゐる のか。 お前 は 

昔のお 前ぢ やない ぜ。 おれに 生血 を 吸 はれた あとの 出し 

殼だ。 (ふと、 美 戸 の 手.^ 執って 引 寄せて、 たみ子の 額 

, 小 指差して、 や、 震へ た聲 て) せつ は 第三者と してよ く 見 

てよ く 批評して 吳れ。 この 顔に 男が 迷 はされ るか、 この 

艷の ない 荒れた 皮膚に 男の 心が 惹. 翁せられ るか。 遠慮な 

く 云って 見て 吳れ。 …… 今 直ぐ 君が おれ を棄て ト W て 行 

つても、 おれ はもう 苦情 は 云 はない から、 長年の よしみ 

に、 今 おれの 訊いた ことに、 眞 食の 返事 をして 吳れ。 お 

れ とたみ 子の 前で、 ハツ キリ 君の 批評 を 聞か せ て 吳れ。 

(美 戸 il、 目，. J- 外して 默 つてね る。) 

たみ子 (兩 手て 耳ん、 塞いて) 下らない こと 聞かせて 貰 は 

なくった つてい V のよ。 (暫くして) わたし 此處を 出て 

行く から、 あとから 來 てわたし を摑 へない やうに し て 下 

さい。 (部屋 ナ小出 i うとしながら、 何となく 心殘リ がする 

やうに 出か. n る) 

吉村 (ふと 命令 的に) 美戶 野、 さっき 君に 頼んだ やうに、 

たみ子 を 監視して 吳れ。 

美 戸野 (額 1^ 上げて-泰然 として) それよりも、 わたし 

が 留守居 役 を 御免被つ て、 これから 東京 へ 歸 ります から、 

お 二人 は 此處で 御 一 しょに ぉ暮 しにな つたら よろし いぢ 
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やありません か。 ：… 東京のお 家 は债權 者に 差 押 へられ 

てゐて も、 此處 は、 たと へ 8: 料 は K れな いにしても、 

當 分立 退かされ やしない でせ う。 飯米 はわた しが 昨日 ど 

つ さり 買 込んで あります。 當分 は、 ぢっ として ゐら つし 

やっても、 餓死す る 心配はありません よ。 …… 奥さんが 

お 跳へ になった 料理 も、 疾っくに 來てゐ ますから、 お 二 

人で お 上ん なさい。 料理 は薹. 所に 置いて あります。 それ 

から わたしの ために 殘 して 頂いた 柔か い $ ^椅子 を もお 返 

しします から、 お 二人 は 安心して お休みに なれる でせ う。 

 (猫 言の やうに) ゎたしには貨物^：！働車なんか入ら 

ない。 飽ー つぶら 下げて 出り やい V の だ。 

たみ子 美 戶 野さん、 本 sfs に 行つ ちま ふの？ わたしが あ 

れ ほど 賴 んでゐ たのに。 

吉村 君に 行つ ちま はれる と 寂しい よ。 

美 戸 if 僕 は 東京へ 行って、 中味の 空つ ぼで ない 壶を掘 出 

しませ、 つよ。  いろ，/, \. お 世話になりました。 

(美 戸 は 二 入に 挨 接して 未 純な く 出て 行く。  二人 は 

呆然と して 無言て 見送ろ。) 

11 幕 11 

三 

その 夜。 


吉村 夫婦 は 綠侧の 椅子 LL 對 坐して ねろ。 部屋に はちゃ 

ぷ蜜が 出て ねて、 すべて 食事の 情ん， たもとの 有様。 

吉村 蟲の 一昔が 細くな つたね。 

たみ子 あなたが 蟲の 音の 強い 弱い に氣が つくの は 可笑し 

、 ュっ 2a 

吉衬 さう だな。  今日は 月 もよ く 照って ゐる。 かう し 

て ると、 お れは 今 島流し に され て る やうな 氣持 がする よ。 

(1: 怠ろ さう Li) 腹が 空いて たと ころ へ 、どつ さり 詰 込ん 

だから、 おれ はまた 疲れが 出て 眠くな つた。 お前 もま だ 

疲れ て る やう だが、 どうし て も 今お 歸ら なきや ならない 

のか。 一し よ に 鈑を食 つ て 一 しょに 葡萄酒 を 飲んだ の だ 

から、 おれ も心殘 りがない 譯さ。 ：：. 本當に 今夜 歸 つて 

行く の なら 、停車場 ま で 見 逢 つ て やらう。 >  J れが a;^ 後 だ 。 

一 生お 前に 會 はれない かも 知れない な。 

たみ子 (氣逍 はし さう： ，0 そして、 あなた はこれ からど 

うな さるの？ 

吉村 さっき 云った 通り だ。 

たみ子 ぢゃ、 目當 ての つくまで、 當分は 一 人 ぼつち で此 

處にゐ らっしゃ るの？ ぉ氣の 毒ね。 美戶 野で もゐ て吳 

れる とい k の だけれ ど …… 。 

吉村 おれ やお 前 は あいつにまで も 馬鹿に されて ゐ るの 

だ。 ひどく 落ちぶれ たもの さ。 美戶 野が 出て 行く 時に、 
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振 返つ て おれ だち を 見た目 付 は、 今 irnl の 前に 見える や 

うだよ。 

たみ子 わたし も あの 男に 馬鹿にされ たんです かねえ。 (歎 

して) •：•• 美戶 野の 奴、 スリ 見たい な顏 をして るく せ 

に 意 .lev つやない の？ 

古村 おれ は 金が あった 時に 、威張り やうが 足りな か つ た。 

かう と 知ったら、 金の ある 時 に、 金の 力で 成 張れる K り、 

思 ふ 存分に 成 張つ とけば よかった。 今 は美戶 野の やうな 

男の 前に 膝 を 突いて 頼んでも、 云 ふこと 一 つ 聞いて S へ 

なくなつ たの だ。 

たみ子 あなた も 可哀相ね。 (憐； 3 如く 夫の^,^ 見て) わ 

たしが 耳 をお」 いでた 問に、 美 戶野は あなたに 何 を 云 ひま 

した？ 

士：： 村 異 つたこと は 云 や あしない が、 あいつ はお 前 を も 侮 

辱して るんだ よ。 お前に 美 戶野を 收 する 金力 も、 男 を 

蕴す 若さ も なくなつ たの に氣 がつ い てるから ね。 

たみ子 (我れ. 忘れた やう LL) 媳で すく。 美戶 野の 奴、 

たびく わたしに いやらしい 素振り を 見せた ん です も 

の。 それに、 わたしが お金 を 持つ てるこ ともよく 知って 

るんで す。 

吉村 类戶 野が お前に 對 して いやらし い 素 振 を 見せた つ 

て？ 出 目 を 云つ ちゃい けない よ。 


たみ子 出 鹪目ぢ やない のよ。 この 寢 椅子 を美戶 野が 熱心 

に 所望した の は、 わたしが 不斷 この 椅子 を 使って ゐ たか 

ら なんです。 椅子よりも わたしの 移り香 を つ たためな 

んだ わ。 あなたに は 察しが つかなかった の？ 

吉村 笑して) ちょっと 信じられな いが、 それなら そ 

れ でい 、さ。 

たみ子 あなた は 詰らな い - 」 とに はよ く 邪推 を 廻す くせ に 

(じれった さう に して) それに わたしに はお 金が ある こ 

と を、 美戶野 はよ く 知って ゐ るんで す。 ニ萬圓 くら ゐ持 

つ てること をよ く 知つ てるんで す。  一 

村 (ふと、 驚きと 喜び m 力ひづ いて) 二 萬 もの 金 をお 一 

前が 持って ゐる？ それ は 本；； 「3 かい。  " 

たみ子 (俄か-」 我れ に 返った やうに、 口  yJ- 噤ん だが) 現 一 

金が 手元に ある譯 ぢ やな いんです けれど * ある 人に 預け 一 

て 利 il りの い 、やうに 蓮 I： して K つ てるんで す。  ： 

吉衬 さう か。 …… 現金 は 手元に なくても、 證 書か 何 か は 

持って る だら う。 

たみ子 預證書 はわた しの 部屋の 袋戶 棚に 仕舞って あった i 

の を、 此間 忘れて ゐ たのです。 誰れ にも 収られ なくって 一 

よかった。 (氣 乘リ のしない やうに 一 K ふ)  〈 

吉衬 (目.^-据ゑて) 證書は 今 持って るの か。 おれに 見せ 一 

ないか。 …… 利 廻りの よしあし をお 前も考 へる 女だった 一 
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のか。 

たみ子 さう いふお 金 を わたしが 祕密で 持って ゐ たこと を 

、喜んで 下さる？ 

吉村 (微笑して〕 それ は 極って る さ。 

たみ子 … … (滔 言 の やう Li ) 大きな 金儲け をし て i® し 

たり 威張った りしよ、 つと は 思 はないで、 持つ てるお 金で、 

田舍で ヒッソ e 暮し たらい、 かもしれ ない。 (夫.^ よく 

見て) お 互 ひ に 身體が 衰 へ て る し 、 年齢 も； K つ て ゐ る の 

だし …… 0 

吉打 (もどかし さう-. 1) 全瞠 誰れ に 預けて るの だ？ 

たみ子 (何氮 なく〕  ^井さん に …… 。 

吉：？  ？ t 井に？ (病 體.^ ？设 はぜろ) 

たみ子 店 負のう ちで、 あの 男 だけ は 頭 もい、 し、 信用が 

出來 ると、 昔 あなたが 云って らしった ぢ やない の？ 

吉衬 昔 はどうだった にしろ、 今 はおれに は 敵た。 おれ を 

潰した 仲間の 一 人 見た いなもの だ。 

たみ子 そんな ことわた し 知らない わ。 

吉村 ：… ぢゃ、 不斷澤 井と 共謀に なって、 おれの 身代 を 

削つ てゐ たの だな。 此間ぢ ゆう マ； £ 井が 倒れり やおれ がよ 

くなる、 おれが 倒れり ゃ澤 井が よくなる と、 おれと あれ 

と は、 揄っ てい 、： 1:: は 見られない ことにな つ てゐ たのが、 

お前に は 分らなかった のか。 (與费 して さう 云った が、 ふ 


と 怒りん、 鎮めて) しかし、 以前 おれが、 井 は 頭 もい、 

し 信用が 出來 ると 云って ゐ たの を、 お前 は 一 阔 に：： H じて 

ゐ たの だか.. 3 方がない やうな もの だ。 …； \5A に 角、 そ 

の 證書を おれに 見せて くれない か。 

たみ子 あなたの 前で うっかり 口に 出した の だから、 もう 

どうしょう もな い。 (後 侮しながら 帶の 間から &は 書,. 取 

出し \^) 粗末に しちや W ります よ。 大切なん です よ。 … 

…さあ 。(と、 ソ と 渡す) 

士：： 村 (奪 ふやう に 受取って 、熟視し て さも 悅 しさう に) 兎 

に； W ；、 お れ だち は > J れで饑 ゑな い で濟む の だ。 

たみ子 (不思議 さう に) ぢゃ、 あなた はわた しが 祕 で 

？ S 井さん に お金 を 預け てた こ と を 怒らな いのね" 

古村 0 ての 言葉ん、 聞 流して、 IS 言の やうに) おれ は 明 a 

の 朝、 井の 所へ 行って、 貰へ る だけの 金 を 貰って 來な 

き やならん。 (モ の證 害.^ 大事 さう- 1L ポケ ク 卜 へ しま つ 

て〕 おれに 葡萄酒 をもう 一 杯 飲まして SK れ。 

たみ子 驚いた。 あなた は斷 りなし にわたしの 財產 を沒收 

する の。 

吉村 お前が 一 J れを持 つて 行った つて、 澤 井が 素 旗に 金 を 

澳す もの ぢ やない。 おれに まかせと けよ" …… 十； U も 早 

く、 これが おれの 手に入って ゐ たら、 おれ もこん なみじ 

めな 境涯に 落ちて やしなかった の だが、 おれ は 今にな つ 
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て 役に立たない 愚痴 を 云つ て、 お を *; める こと は 止さ 

I つ。 

たみ子 さう して、 わたし は 何時までも あなたの 側で、 生 

命 だけつないで 行 くんです ね。 (他人 事の やうに 云って) 

どうせ 爲樣 がない わ。 

、そ，、 へ 石 川が 入つ ズ來 る。 「类戸 K さん」 と 遠くから 

-.^ ハルん 掛けろ。) 

たみ子 (そちら.^ 兑ズ 快活な 库て」 石 川さん、 いらつ し 

やい ましな。 

} ^川 (近寄って 古村に 挨接 しズ) 美戶 野さん は 居ります 

か。 

たみ子 美 戶野は 急に 思 ひ 立つ て is^^ へ 歸 りました よ。 も 

う 此方へ はま ゐり ますまい。 l、c 分の 柔ぃ綺 子. 5- 離れて) 

まあお 掛けなさい ましな。 

石 川 いえ、 わたし は 此處で 結構です。 (緣 側に 腰.^ 掛け 

て) 美戶 野さん は 甕 問^った 時には、 そんなに 早く 歸り 

さ、 つな 話 はして ゐ なかった のです が、 變で すね。 

たみ子 あの人 も 紛れな 人なん です よ。 あなたと 御 懇意 

にして 识 いて、 お 藤で 問が 出來 てい、 と 喜んで ゐ まし 

たのに、 お別れの 挨；^ にも 伺 はないで、 隨分失 禮ぢゃ 御 

.M いません かね。 

小； nw; (ふと 3 わ ひついた やうに) さう だ、 石 川さん が 遊び 


に 来て 下す つたの は 丁度よ かった" あの 壸を 持って来て 

見て 頂かう。 (Is 言の やうに 云って、 椅子 を 離れて 奥へ 

入ろ) 

石 川 蜜と 云って、 何 か. a 緒の ある 壸 なんです か。 

たみ子 それ は 汚らし い 詰らな ぃ壸 なん です よ。 吉村は 商 

賫に 手ち が ひ をした ためです か、 神經 病み 見たい になつ 

て ゐ ます の 。 壸を撊 出し たの を 金の 茶釜 でも 掘 出し た や 

、つに 思つ てこれ から 商賫 にい k 運が 向いて 來る やうに 思 

つてる らし いんです から、 石 川さん は、 吉 村に 力 をつ け 

てお やりになる やうに、 壺 を御覽 になったら、 何とか 吉 

村の 喜び さうな こと を 仰 有つ て 下さい ましな。 馬鹿らし 

くお 思 ひになる でせ うけれ ど。 

石 川 え \ …… どうせ わたしに は、 骨董品の 鑑定 は出來 

やしないんで すがね。 でも、 そんな もの をお 掘 出しに な 

つたの は 珍ら しいです ね。 

たみ子 (突然-,, 1) 今 は 何時頃で 御座いませ うか。 

石 川 今 七 時が 鳴った ばかりで すよ。 

たみ子 まだ そんなに 早 いんで 御座いま すかね。 わたし、 

もう 夜が 更けて る や. うに 思つ てゐ ました。 

石 川 今夜 は 此方に お 泊り にな るんで すか。 

たみ子 さう して は ゐられ ません のです が、 美戶 野に 歸ら 

れち や 留守番が 御座 いません から … … 。 
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(吉衬 が 1^ ぃ壶. ^提げて 人つ て^ろ。 石 川 は、 壶 rs リ 

吉 村の 不様な 態度に 住 意の 目ん』 向けて ねろ。 たみ子 も 

夫の 態度ん のみ 氣 にし V- ゐ ろ。) 

吉村 これです がね。 見て 鑑定して 下さい。 た^の 壸ぢゃ 

ない と 思 ふ。 

石 川 拜見 しませう。 

(汚い 壶ザセ 手に 取って、 横にした リ 逆さ に したり、 指 

先て コクく 音， ^させて 見たり する。 夫 は、 萬 門 家 

の g| 定 見て ねる やうに？ が 意 寄 て 左右から 見て ね 

ろ。) 

右川 可成り 古い 時代の 者です ね。 形 も 面白 いぢ や ありま 

せんか。 

吉衬 (喜ん て) 相 當に價 値の ある もので せう わ。 わたし 

なぞ 無風 流で 一向 分らない が、 しかし 形が 面白い。 こ \ 

の 四んで ゐ ると ころがい \0 何に 使った もので せうな。 

たみ子 (も 目，^ 留めて) 何に 使った もので せう ねレ (手 

LL 取って、 石 川の したやう に 指先て 叩いて 見て) い、 音 

がする ぢ やありません か。 美 戶野は 馬鹿ね え。 あの Ef: な 

ぞ、 學 問がない から、 かう いふ 者 を 見ても 債 値が 分らな 

、ゥ OTO 

、グオ 

吉村 何に 使った もので せう？ 人間の 骨 を 入れた ので も 

あるまい な。 


たみ子 まさか。 …… 蛇 度 何 か 尊い ものが 人って ゐ たんで 

すよ。 

吉衬 もっと 尊い ものって。  ぢゃ、 誰れ かの 先祖が、 

子孫が 聲洛 した 時の 用に 立つ やうに、 小判で も 入れと い 

たの かな。 

たみ子 何にも 入って ゐ なかった のは變 です ね。 

吉村 誰れ か 中味 を つたの かも 知れない よ。 しい こ 

と をした。 

石 川 (チノへ 深さう に) 人間の 寄になる 何 か を、 お まじな 

ひに、 この 中へ 封 じて、 土の 中へ 埋めた のか も 知れ ませ 

んね。 西洋の 昔のお 伽 南に は、 惡 魔を壺 に？；？ じたなん て 

ことがあり ますよ。 

古 村 (はじめて 分った やう LL) 成 ほど それ だ。 はじめて 

分った。 鬼 か惡魔 か、 人間に 仇 をな す もの を この 中に 封 

じ 込め たものに 違 ひない。 取って 庭 へ 抛 投げて) 

こ い っを掘出して^^1を開けてから、 美 戶野は おれの 側 を 

逃 出した。 おれ もお 前 も 氣拔け がした やうに ^^^び てし ま 

つた。 

たみ子 さう 云へば、 わたし も あなたに 兑せ なくって い \ 

者 を、 うっかり 見せて しまった。 今日 此處へ 来た 時の わ 

たし は、 こんな ぢ やなかった のに。 

石 川 惜しい こと をし ましたね。 その 壸が おいやなら、 わ 
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たしが 頂い て 行けば よかった の に。 

古 衬 壸の ^ がよくっても 面白く つても、 こんな 緣 喜の 

惡 いもの はお 止しなさい。 (さう 云 ひながら も 惜し さう 

なほ 付て、 it ュの壤 れん 見入って、 |gl 百の やうに) 見た と 

- J ろ 雅致が ある の だから、 封 をし たま k で 誰れ か に賣り 

つけて やれば よかった。 

たみ子 石 川さん に は、 緣 喜の 惡ぃ壸 よりも、 この 寢辜椅 

子 を、 おいやで なけり や 差 上げ ませう。 美戶 野が ゐ なく 

なつたん ですから、 この 椅子 も 不用に なり ましたよ。 

石 川 んて) それが ，调 ければ 何よりで すが、 頂いても 

よろし いんで せう か。 

たみ 子 わたし は大碟 牛： 活の 最後の 造 物 を あなたに でもお 

讅 りすれば、 それで、 わたしせ いくしま すわ。 わたし、 

外に は 何にも in: 分の 物 は 御座いません のよ。 

吉 w  (_^5笑しズ〕 美戶 野の 欲しがって たもの を 石 川さん 

に 差 卜げ るの か。 お前 は それでい、 のかい。 いろ./ \- に 

註文をっけて^^へさせて、 長い間お 前の 氣に 入って たも 

のだった が。 

たみ子 わたし、 これでもう 何にもな いんです …… 石 川 さ 

ん、 今 1^ くにで もこの 椅子 を 持って いらっしゃい。 …… 

もう わたし の もの ぢ やない。 今 か ら あなた の もんなん だ 

から。 (と云って、^^子から立上って、 自分の 着て ねろ 衣 


服. 見下して) わたし は、 着た つきり の 無 一 物なん です 

よ 0 

吉村 その 椅子が 無くなる と、 今夜 此處 で寢る ことが 出來 

ない ぜ。 やはり 今夜のう ちに 東京へ 歸る つもりな のか。 

たみ子 どちらで も。 

吉村 おれと 一 しょに 此處で 一 夜 を 明かして もい 、つてい 

ふ氣 になった のかい。 

たみ子 だって、 わたし 無一物 なんです もの。 どうしょう 

もない わ。 

ff お れが 東京 へ 歸 るなら、 お 前 も 一し よ に 東京 へ歸っ 

て もい . ^と 思つ てるの か。 

たみ子 爲 方がない わ。 無一物の わたし は、 生殘 つた 自分 

の身體 は あなたに おまかせ する 外な いぢゃありません 

力 

(石 川 は 居づら さう にして 庭の 方 見て ねる。) 

たみ子 石 川さん にこん な こと をお 聞かせして、 可笑しな 

夫婦 だ と 思 つ て ゐら つ し や る で せ 、 つね 。 

石 川 いや、 わたし こそお 邪魔し ました。 (つと 立 上つ \、) 

わたし は、 差 迫 つ た 書き物 を 今夜 ぢ ゆうに 仕上げ なきや 

ならな いんです から、 もうお 暇し ませう。 

吉村 それ は 御 勉強です な あ。 

たみ子 それで は、 椅子 は 誰れ かに 頼んで、 あとから ぉ屆 
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けし ませう。 あなたの やうな 方に 使って 項ければ、 わた 

し 大變悅 しいんで すわ。 (最後の 媚び.^ おくろ〕 

石 川 たや 頂く の は 何です から、 御 不用なら、 相當 な代價 

で 譲つ て 頂く ことにし ませう。  いづれ 後 ほど  (挨 

接して 出て 行く) 

吉村 (たみ子に 向って 皮肉に) 椅子に 染みて るお 前の 身 

體 のに ほひ を、 あの 男に 嗅いで 貰 はう と 思って るの か。 

たみ子 どうせ そんな ものな のよ。 ：：： あの 椅子 は あの 肺 

1 者の 臨終の 寢 床になる かも 知れない の。 

吉村 いろくな 文 句 を 云 つ て あの 椅 子 を 造 ら せた 時に 

は、 まさか 他人の 臨終の 床に 使 はう と は 思って ゐ なかつ 

たらう。 …… (調子.^ 變 へて〕 邪魔が 入って 話が 止 切れ 

たが、 梅 浦 は 今夜お 前が 來 るの を 待つ てるん ぢ やない 

か。 お前 は あの 電報 を 見ても 打つ ちゃら かしと いてい 、 

のか。 Qi 問す ろ やうに 云 ふ) 

たみ子 梅 浦さん だって、 わたしの お金 を 待つ てるんで す。 

お金の ない わたしが、 こんな、 雨で 汚染の 出来た やうな 

衣服 を 着て、 靑ぃ顏 して ころげ 込んで 行った のぢ や、 何 

で 歡迎し て 吳れる もの です か。 

吉村 ぢゃ、 今から は 梅 浦 なぞに 寄付かないで、 おれと 生死 

を 共に しょうと 思って るの だな。 お前 も氣 まぐれで、 云 

ふ こ とが 當 て にならない よ 。 


たみ子 …… わたし、 長ぃ間手^^りにしてゐたものを。 わ 

たし の 半： 命 同 樣のも の を あな た にう か く 渡し たんです 

もの。 . 

吉村 なるほど。 お前が 長い間 懷 中に 人れ て 育て、 ゐた生 

命 はこれ なの だな。 (かの 證書. ^ポ ケ ット から 出して つ 

く/ 1\ 眺める) 

たみ子 その 生命 同 樣の者 を あなたに 渡した つて、 あなた 

から その代りの、 お金 以上に 尊い もの を 授か る やうな 氣 

持 はしない の だから、 心細い つたら あり やしない。 …… 

いっそ その 證書を あなた の 面前で 破 い てし まひた い わ 

吉村 (急いて 證甞. ^ポケットへ しまって) これ を 破られ 

てた まる もの か。 

たみ子 破り やしない わよ。 (徵 笑して) それでも 破い ち 

やったら、 お金で 買へ ない ものが、 わたし 達に 授かり や 

しない かと 思った にけ なの。 

吉村 お前 も 愚に 落ちた ものだね。 

たみ子 本當 にさう だ。 (ふと 親しみ.^ 含ん. た n 調て 1 此 

處にゐ ると も歸 ると も、 あなたの 御 自由にな さると い、 

わ。 わたし、 髮 でも 解 付けて、 顏 でも 洗 ひませ うよ。 (m 

に 手， „^ やって) 埃 だらけで、 見っともない 樣 して。 (と 

眩く) 
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吉 村 それが い、。 おれ も顏 でも 洗 はう。 美戶 野の 奴、 あ 

んな ざま で 飛 出し て 、 今時分 どこへ 行って やが る だら 

1 幕 I . 
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老同 同 侍 同小 四 堀 村 柴 織 

女 姓」  人 
郞 內 ® 田 田 

若 花 夕 七 源 

3- 兵 三 新 勝 信 物 

僧 菜 野 月丞吾 衞郞八 家長 


一 

や 櫻 も 咲い ズ ねろ。 旅人の 裝 ひ，^ した 四^ 兵衞、 0: 十 

^前後) 荷物，^ おろして、 4< きな 松の木に 凭れて DW 眠 

リ,^ し 一，」， Q ろ。 

安， H 城内の 侍女、 夕 刀、 (二十-おわ まリ) §  (二十歳 

下) わ；，： リの春 景色 LL 见 惚れながら、 うか/、 と 出 

て來 ろ。 

花 1? (ふと 氣. ついた やうに、 不安ら しく〕 こんなに 遠く 

まで 遊びに 出ても よろし い の でせ うか。 お 天 よし、 

あなたのお 話が あんまり 面白い ので、 ついう か../ \ とこ 

ん なと ころまで 來て しまって。 わたし、 何だか 恐ろしい 

や， うに 思 はれます わ。 

夕月 (お！^ 婆ら しい， y 振り) まあ， 花 野さん のお 氣の小 

さいこと。 大丈夫で 御座いま すよ。 上樣が 御參詣 になつ 

た 竹 生 島 は、 こ から は 陸と とで 片道 十五 里 もの 遠い 

ところ ぢゃ御 いません か。 たと へ、 上 樣が章 駄犬の や 

うにお 驅け 遊ばし て も、 日の うちにお 歸り なさる 氣造ひ 

はありません よ。 それに、 羽柴樣 がお ；：：^受 けなされて、 

もてな 

脤 かなお 持 做しが あるに 極つ て 居ります から、 今夜 は、 

御 小姓 余 も 御 一し よに 長濱 に 御 逗留 避ば すだら う と 思 は 

れま すわ。 

花|^ 皆様 はさ-つ 仰 有って、 大勢で 御 安心な すって、 桑 蜜 

寺のお 藥肺樣 へ もお 詣り になったり I たのです けれど、 


安土の 春 s  S 


時 代 

天 正 九 年 三月 十日 


湖水 に 近い 街道。 路傍に 松 や 柳が 枝 ゑら れ てね ろ。 挑 
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留守のう ちは氣 をつ けろ と、 お 殿 ：1 がお 出？ W けの 時に、 

大きな 離で 岩 淵？ にお 吩附 けにな つた、 あのお 聲が、 わ 

たしに は氣 になって なりません。 

夕月 それ は、 あなたが 御城 內の 生活に お馴れな さらない 

からです よ、 わたし なぞ も はじめのう も は、 お 上のお 聲 

を 澳の外 で il いてさへ 身 K ひ した こ とも あ つたの です け 

れど、 馴れる とそれ ほどで も 御 II いません わ。 今の 時世 

では、 この 御城 内に 住まって ゐる ほど 安心な こと はない 

の ださう です。 ゎたしの叔母は朝倉；-^に御^^公してゐた 

ために、 敗 JiJ の 飛ばつ ちり を 受け て 亡くなつ たの ださう 

です わ。 今の 時世で は 御成 勢の つよい 信 長 公のお 侧にゐ 

る ほど、 氣丈. 夫な こと はない と、 父が さう 申して ゐ まし 

た。 あなた もお 迷 ひに ならないで、 此方に 御 辛抱なさい 

ましな。 

花 さう は 思つ ております けれど  0 

夕 e; それに、 上様 は、 s-a^ 京で お 馬 揃へ を、 遊ばしてから、 

大變に 御： i がよ ろし い ん です。 竹 牛： 島 か ら ぉ歸 りに な 

つ たら、 幸 若 太夫 をお 召しに な つ て 舞 ひ を御；|2^に なる 手 

喾 になつ て、 わたしどもまで も 見せて 頂ける の ですから、 

樂 みで 御 iij います わ。 

花 (ふと 元氣. ついて) わたし はま だ 間で 評判の 幸 若 

太夫の 舞 ひ を 一 度 も 見た こと は 御座いま せんの。 


夕月 同じ 太夫の 舞 ひで も、 外で 舞 ふ 時と、 信 長 <ム の 御前 

で 舞 ふ 時と は、 舞 振りが まるで 違 ふと、 お 侍 がよく 申 

して 5^ ります。 上； 探 もお 氣が 向いた 時には、 御 自分で 小 

鼓 をお 打ちに なったり、 女 踊り をお 踊 りになる こと も あ 

ります のです よ。 

花 ii  (微笑して) あのお 殿様が …… 。 

夕月 ({S うん、 見上げて， } 此處 から 見た お 城の 眺めの 立派 

な こと。 御覽 なさい。 高欄の- 擬寶珠 が 春の 日で きらめい 

て。 …… キリシタンのお 說 法で いた 天 11 とか は、 あん 

なと ころ ぢゃ 御座いますまい か。 

花 K はじめ て 父に 述れら れて此 地 へ まゐ りました 時に、 

丁度 この 邊 からお 城 を 見上げて あの やうな 立派な 所に 御 

奉公が 出来たなら と、 わたし、 どんなに 喜んだ か 知れ ま 

せんでした。 

夕月 同じ 人で も、 このお 城ドの 町人 ほど 仕 八：； せな もの 

は 御座いま せんの。 (ふと 旅人に 目 YJ- つけて、 面白さう 

に) 花 野 さま。 御覽 なさい。 この^ 商人が い、 氣 持で 眠 

てゐ ますこと。 …… わたし だち も 此處で 休んで， 往來の 

旅の 人で も兒 て、 ゆっくり 歸る ことにいた しませう。 ま 

だ 日 は 高い し、 今日 を 過ぎたら、 いつまた 外へ 自 山に 出 

られ るか 分らない の ですから。 

(二人 は 松の 太 蔭に 腰 1^ おろす。 旅人 は^ 目.^ 簡 けて 
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二人 1^ 見ろ。) 

(そこへ 屑目类 くし 告村 1- 新 八 (二十歳 あまりの 靑年) 

瀟洒た る 身裝. ^して 現 はれる。 考へ 事，^ してね ろ。) 

夕月 新 八 さま、 何方へ いらっしゃ いまし た ？ 

(新 八、 足.^ 留めて 訝しげ LL  二人. 見る。) 

新 八 あなた こそ、 此處で 何 をして ゐ なさる？ 

夕月 風 は 吹かず、 花は眞 盛りで、 ホカ くと 溫 くな つて、 

こんない、 日和 は、 一年のう ちに、 今日の 外に またと あ 

る もので 御座いませ. つか。 

新 八 それで、 お前 さま だち は、 鬼の ゐぬ 間に 生命の 洗濯 

に 出な すった のか。 鬼で も、 今日の やうな 長閑な 春風に 

誘 はれる と、 氣 保養が て. け の 神詣で をす る氣 になる の だ 

から。 

夕月 鬼と はン  新 八 さま は 何故 そ んな こと を 仰. る？ 

(夕月が 顔色 變へ ろと 花 野 はおび えた 顏 1^ すろ。) 

新 A あなたが さう 思 ひな さらなければ 仕 合せ だ。 (口調 

戀 へて) わたし は、 今日は 愛智川 ベり を ひとりで 歩い 

てゐ ました。 花 も 花. たが、 堤に は 若草が 崩 出て、 .S に は 

雲雀が 鳴いて ゐ ました。 わたし は、 堤の 上に 寝ころんで 

元氣 のい、 雲雀の 聲を 聞きながら、 目 を 開けて 面白い 夢 

を 見て ゐ たのです。 

夕月 面白い 夢と 仰 有る の は. メ  あなた は 岐阜の 若殿 樣 


のお 供 をして、 甲 州 征伐に お出 けなさる Sic ぢゃ 御座い 

ません か。 nl 醒 ましい お 手柄 をな さる やうに、 戰 場の fij- 

を 見て ゐ らっしゃった の？ 

新 八 ハ、、 。 さう 思 ひたければ さう 思って ゐ なさる がい 

い。 .：： わたしが、 城 之 助 様に お 願 ひして 安 十： へ 来たの 

は、 この頃、 寢ては 夢め 醒めて は 思って ゐる こと を し 

遂げた い と 思 つ たからなん です。 口 ー ム とか リス ボアと 

か は、 同じ 下界の 都で も、 安土 や 岐阜と は 遠って、 人と 

い ふ 人 は祌の 子ら しく 睦 じく 暮 し てゐる さうな。 

夕月 あなた も 物好きな。 南蠻 へお 澳り になり たいと 思つ 

てゐ らっしゃ るの？ オルガン チノ 和尙樣 にしろ、 フラ 

テ ン破大 連に しろ、 鬼 か獸の やうな ^aLI して ゐるぢ や 御 

Ml いません か， - あんな 人ば かり 住んで ゐる ところへ、 あ 

なた の やうな 柔 しい 方が いら つし やつ たら、 頭から 食 は 

れ てし まひます わ。 異人の 女子 はま だ 見た こと はあり ま 

せんけれ ど、 さぞ 雲 をつ くやうな 大きな； をして ゐる 

の で 御座いませう。 

花 野 夕月 さま。 いつまでも こんな 所に ゐて、 人に 見られ 

てはいけ ません から、 もう 歸り ませう。 (旅人の 方，^ 氮 LL 

する) 

夕月 え、、 もう 行き ませう。 眞晝 間、 街道の © 中で 新 八 

さまと お 話なん ぞ して、 (ふと、 氣に し. たして 立 上って) 
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さう 云へば、 先 B、 上樣 は、 新 八が 岐阜から 來 たら 直ぐ 

に 呼べと、 岩 淵 様に 仰 付けに なって ゐ ました。 

新 八 上様が わたし を？ (颜. ^Bi? らぜ て) わたしの こと は、 

誰れ にも 云 はない やうに して 下さい" 

( 一 一 女出ズ むく  。新 八 も 物.^^ へ ながら 行き かけた が、 

ふと、 旅人に ほん-おめて。) 

新 八 お前さん は何處 から 來 なすった？ 

旅人 (PI かれる の.^ 待 K 乂け てね たやう に) わたくし は 甲 

州から B!^ を かつい で^へ 商 ひに まゐ りまして、 これ か 

ら歸 ると ころな ので 御 趣い ます- レ 

新 A  m. 州 者 だな どと、 大きな 聲で云 ふ もの" やない よ。 

お前 も 生命 知らず だな。 遠 州の 武 Hi 方 の 一：；^ 人 ノ  ： 聊も德 

川 S 力に 攻め まくられて 今日に でも 落城して ゐる かも 知れ 

ない の だ。 m,^ 征伐の S 意は大 びら に出來 h つて ゐ るの 

だ。 勝 紐 どのが いくら ジタバ タ しても 今と なって は、 籠 

の 中の 鳥 も M 然 なの だ。 お前 はそんな ところ へ歸 つたつ 

て爲樣 がな いぢ やない か。 第 ； 5. 州境 は、 四方八方 道と い 

ふ^は^つ てし まつ て、 りたく も 無事に 歸られ まいよ。 

旅人 (：：» ^さう に) いや * それ はわた くし もよう 存じて 

居ります。 先日，  ー^^の町で此方のぉ殿：採のぉ；^？揃へを拜 

見して nis ります と、 仰に ゐて世 問 話 をして ゐた 男が、 甲 

州 言 紫で 物 を 云つ てゐ ましたので、 わたくし は懷 かしく 


なって、 故 鄉の樣 子 をよ く 訊ねました。 その 男 は 信 玄 ハム 

御 在世の 頃の 御咸 が 影 も 形 もな くな つたのに 諦め をつ 

けて、 御雍公 光から 出奔して、 い \ 御 、王 人 を 捜しに 京に 

來 たと 申して 居りました。 わたくし は、 親 も 子 も 女房 も 

ない の で 御座 い ますから、 ^の a れた危 か しい 山奥へ、 

わざ/ \歸 つて 行かう と 思って は おり ません。 今の 世 に 

住めば 安土と、 世間の 人の 申して ゐ ます やうに、 わたく 

し は 、 成らう ことなら、 このお 城. ト で.^; 活を立 て 、 行き 

たいので 御座います。 …； かう 申して は あまりに 不 しつ 

けで お叱りになる かも 知れません が、 あなた 樣 のお 屋敷 

で も 使つ て 項く 譯に はま ゐり ますまい か。 どんな 御 川 

を 仰 付け になつ て も、 骨； を惜 まな い で 御 11^ 公 を いたし 

新 八 お れ など を 主人 と 頼ん で は 出世す る 見込 は ない よ。 

上-;^ にお 仕 へ 申したら よから う。 お前 は 身 へ もし つ 

かりして  一 くせ ありさう だ。 戰 場へ 出ても. ぼに 立ち さう 

だな。 (相手，^ i く 見ろ) 

旅人 御咸 勢の 强ぃ 此方のお 殿樣 にお H 通りいた すの は 恐 

れ 多う 御座います。 お 馬 揃への 折のお. 姿 を  一 a 拜 見した 

だけで、 ：：： がつ ぶれさう に 思 はれました。 

新入 ハ、、 。 皆ん なが 衣服で 脅かされ るの だ。 …… 前代 

未^の 馬 揃 ひ の 儀式 だ つ て • 大きな 虎が 緩 や 錦 で 着飾 つ 
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て、 小さな 虎 を引迎 れて驅 廻る だけの こと だ。 fj 言の や 

う LL さう 云って から、 親しみ.^ もった 口調て) 世間で は 

何と 云って ゐ るか 知らん が、 上 樣は氣 さくな 方 だ。 お前 

の 面つ きを 一 目御覽 になったら、 こいつ 役に立つ 奴 だと、 

餘 計な llkif をな さらないで 直ぐにお 召 抱 へ になる かも 知 

れ ない。 さう したら、 お前 も 羽 柴筑前 どのぐ らゐに 出世 

しないと も 限らない な。 ハ、、 、。 

旅人 何 ぼ わたくしが 間 知らず の 山猿で も、 そんな k 入 

の 夢見た やうな 大 それた こと を考 へ る もの で 御座 い ませ 

うか。 さっき、 ホ 力/^ した 天道お のお 光 を 浴. ひて、 い 

い 氣持 で 夢を見 て 居ります と、 お 女中 樣 のお 話の うち に、 

あなた 機 は、 岐阜のお 殿様のお 供 をな すって、 甲 州 征伐 

へ お出 ましな さると か 承り ましたが、 若しも それが 本當 

で 御座り ますなら 、 わたくし を あな た のお 伴に な され て 

下さい ませ。 お 草履 を 持つな り、 馬の 轡 を ISK- なり。 何 

なりと 牛； 命 を かけ て 御 奉公 を い たします。 

新 八 さう して、 虎の 咸を 借りて、 自分の 生れ 故鄕を 荒ら 

さう と 云 ふの か。 (相手が 氣 に すろ の，^ 見て) なに、 お 

れ はお 前を咎 め るん ぢゃな いよ， - 昨日 ま で 莫大な 知行 を 

頭け て 吳れた 主人 に、 今日は 自分の 都合 で 弓 を 引く の は 、 

當世 有りうち の ことなの だ。 それ は それでい、 のか も 知 

れな いな。 …… しかし、 旅の 人。 武家 奉公 は、 まあ 止し 


に し た 方が よから ぅぜ 。 御主れ から 相應 に お ：11!を^5け ら 

れてゐ る おれで さへ、 この 大小の 人 斬 刀 は 抛 出して、 戰 

爭 騒ぎの ない ところで 暮 したいと 思 つ てゐ るの だよ。 土 

百姓 や 素 町人から、 一 國 一 城の あるじと 成 上った 人 を、 

傍で 見て ゐる と、 あれ こそ 人の 中の 人 だ と羡 しく 思 はれ 

るで あらう が、 さて 成 上って 見る と、 さまみ \ な 苦勞が 

みづぜ ：？ ひ S 

あ &の だ。 あの 陽氣 な羽柴 どの も戰 場で、 水攻火 攻の掛 

引に 智 S を 絞る より は、 お 上の 御機嫌 を ねまい と、 そ 

の S£ 托に 骨身 を 削って ゐられ るの だ， - 德川 どの も、 虎狼 

の牙齒 を！^ 1 ける ために は、 您領 の信康 どの に 無理往生に 

腹 を 切らせた〕 お前 も 武家 泰 公なん ぞ思 立たないで、 何 

處か 安穏な 土地 を兑 つけて、 こつ そり *i 活を立 てるこ と 

にしろ。 あの 山に 光って ゐる 七重のお 城 も. いつまで あ 

のま、 立つ てゐる こと やら" 四 曰 市の 濱で 見える 和の わ 

たり (蠻 氣樓) 見た いなもの だ。 

旅人 安穏な 土地 を 見つけろ と 仰 有っても、 安土の 町の 外 

に、 何處に 安穏な 土地が 御歷 いませう か。 

新 八 小 田 1^ か 山：！ はま だ榮 えて ゐる さう だが、 それと 乂 

もい つ までも安wc^ちゃぁるま いよ。 大きな 虎 や 小さな 虎 

が あばれて ゐる の 中 だ。 おれ も安穩 な 土地 を搜 さ， つ と 

思って ゐるの だが、 口， ムか リス ボア か y  (夢 见ろ 

やうに 天の 一 方ん 见る) 


旅 入 さつ きから あなた 樣の 仰お る やうな - J と を 承 つたこ 

と は 御 u いません ので 何とも < "點 がま ゐ りません。  

わたくしのお 願 ひ をお g 屈け 下さらぬ のなら、 外の 奉公 

口 を搜し ませう が、 戰場 へ 出て 氣ぉ くれ の する やうな わ 

たし ぢゃ御 いません。 わたくしの 祖父 も 父 も、 名 もな 

いもの で 御 い ましたが、 武 田家 御先 代のお 伴 をして 、 

入 0 の 働き は いたしました。 

新 八 (微： ^して) それ はえら いな。 それなら、 信 長 公の 

のお 歸り を 此處で お ^5:受け して、 直々 にお 願 ひ 

す 7? と い、。  . 

(そ、、 へ细 内； 一；^  (新 八と！： S ハ 小；^ て、 彼れ i リは& ：! 素 

な 服 裝.^ しズ ねろ) が 入って 來 る。) 

11!^ 新 八 どの は 此方に 來て ゐられ たのです か。 キリシ タ 

ン の ゆ 校の a 築 も 大分 墓 収 つて ゐ るから、 それ を 見に お 

出で なされた のです か。 ゆ 築が 落成したら、 あなた は 御 

入 ゆな さ る の で あら うと ts- を い た し て 居り ました。 

新 八 安土に セミナ リオが 建ったら、 早速 入學 して 異國の 

を 修業した いと 思って、 城 之 助樣 にお 願 ひして ゐた 

の だが、 それ はもう 止めに した。 わたし は 大望 を 胸に 持 

つて、 岐率 から 出て 來 たの だが。 ：… そんな こと を あな 

たに 話しても 方がない な。 …… それよりも、 此 處にゐ 

る 旅の 入 は 公 ロを搜 して ゐ るの だが、 あなた は、 お 世 


話して おやりな さらぬ か-し 

一一： 郎 いや、 此頃 は諸國 からい ろくな 奴が やって 來る。 

今に 安土から 八幡へ かけて、 野に も 山に も、 人間が ウジ 

ャ ウジ ャ する やうになる であらう。 、旅人,. J- 見詰めて) 

あさん ど 

しかし 新 八 どの。 この 男 はた^の 商人で はありますまい。 

つら 

油斷 のなら ない 面 をして ゐる。 

新 八 た r の 商人で も、 何處 かの 落 武者で も、 どちらで も 

い ではない か C 

三郞 K 井 か 朝 倉の 殘黨 が、 旅： 尚 人に 姿を簍 して、 信 長 公 

を附 狙って ゐ ると 思って 見る と 一 興 だが。 (刀^ 拔 いて、 

旅人の 前へ つきつけて) 贵樣は 亡君の 恨ら み を 晴らさう 

と 企んで ゐる のか。 

旅人 これ は 飛んでも ない こと を 仰せられます。 (警戒し 

ながら) こちらの ロー 那？ は、 わたくしの 身の上 をよ く 御 

存じなん で 御座います」 

新 八 (笑って」 心！^するな。 戯れだょ。 …… 豫讓 ゃ景淸 

の やうな 男 は 昔渐の 中の 人物 ぢ やない か。 しかし、 それ 

だから、 上様 もお 仕 合せ だ C 死んだ 主人の 恨み を 返した 

い 男が あちら にも 此方に も あ つた 日に や、 信 長 公が 首 を 

百 も 持って ゐら せられても 足りない くら ゐだ。 …… 三郎 

どの、 脅かし はもう お止しなさい。 

三郎 わたし はこの 士 地に すつ 込んで ゐた、 め、 暫く 血の 
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に ほひ を 嘆が なくって 退屈して ゐ たのです。 春の 日をノ 

ラリ クラ リ遊暮 した けで、 このま、 屋敷へ 歸っ ちゃ 興 

がない と 思って ゐ たの だが。 (刀.^ 鞘に 收 めて) 新 八 どの 

のお 言葉がなかったら、 斬り 榮 えの する 此奴 を、 見の が 

してなる もの ぢ やない。 

旅人 わたくし は 決して 迂 散な 者 ぢゃ 御座いません。 どう 

ぞ お許しな すつ て. トさ いまし。 

(旅人 は 二人 に 向って 恭しく 挨按 して、 荷物.，^ 背 資 つ 

て 急 ざ 足て 出て 行く。〕 

新 八 1E 愛 相に。 (旅人の 後.^ 見送って ねたが、 何 か. 見つ 

けた やうに 當惑 すろ〕 

磨 春の 日長に 毎日 因循と して ゐ ちゃ 退屈で なりません 

よ。 武田 征伐に は 是非ともお 供しょう と 思って 居ります。 

(そこへ、 侍女 若茱 (二十歳ば かり) が 道. 急いて 入 

つて 來て、 二人の 靑 年と 額. ^見合せ る。) 

新 八 若菜 どの はお 一 人で、 どこ へ 行つ てゐ なすった？ 

今日は 若 い 女が 供 を も 連れないで、 よく 出歩い てゐ るか 

ら 驚く。 

三^ 天下 泰平の H 出度い しるしで せう。 それに、 今日は 

お 上 の 御 不在 を い 、 汐時 に し て 御城 内 も 奥御殿 は ガ ラ 空 

きで、 御 女房 だち も 山 をお 下りな さらぬ まで も、 二の丸 

まで お出でな されて、 春の 日 を 樂んで 居られます。 


苦茱 わたくし は、 皆 樣と御 一し よに 桑宣 寺へ ぉ詣 りして 

ゐ ました。 只今、 長老 樣が皆 2g のために 御 説法 をな すつ 

てゐ らっしゃ います。 わたし、 何だか g きづら く 思 はれ 

ちゃ-つ. 1?,2 

ましたから 一 人で そっと 聽 聞の 座を脫 出して まゐり まし 

た。 

新 八 それで は、 あの Iff. 坊主が、 徵 臭い 佛の道 を說 いて、 

廻らぬ 舌で キリシ タ ンの毒 口 を 利いて ゐ たの だな。 若菜 

どの も なぜ 桑實寺 などへ ぉ詣 りなされ た？ 先 曰のお た 

よりで は、 オルガン チノ 樣の お導きで、 まことの 道が 朧 

ろに 分り かけた と 云って ゐられ るで はない か。 それ を、 

わたし は どれほど 喜ん でゐ たか 知れない の に 。 

若菜 わたくしの 心が 弱う 御座いました。 …… わたくし、 

外の 方の やうに、 氣保 養に お 寺 まゐり をいた したので は 

御座いま せんの 。新 八 さま は 若殿 樣が御 召 連れ になって、 

甲 州の 征伐に お出でな される と、 皆 さまが さう 仰 有つ て 

ゐ ましたから、 ぉ身體 にお 怪我の ないやう に、 人に 傑れ 

たお 手柄 をお あげ 遊ばす やうに と、 一 心に お祈りし たの 

で 御座います。 

新 八 (LL がくしげ に) 若菜 どの は 何 を 云 はれる？ 古 

リ f 

い 木の 株 や 石ころで 作った 佛に 祈って 御利益が あると 思 

つて ゐられ るの か。 愚かな こと だ。 

(三^ は 二人 の^じい 樣子， SI- ましげ：. i 見て ねろ。) 


梦: ぼ 


4rb 


お菜 長老 樣 のお 說法を 承って ゐる うちに ふと わたしの 迷 

ひに：. C がつ いて、 < ！ト 4 いで 逃げて まゐ りました。 どうぞ 勘 

忍して 下さい まし。 

新 •< それに、 わたし は、 戰 場へ は 行くまい と 思って ゐる 

ん です。 の 光の やうに まことの 神の 光に 包まれて ゐる 

■ を たづね て 行きた いと 思つ てゐ るんで す。 

S それ は どこで 御座います の？ 

新 八 ：：： 口 ー ム、 リス ボア、 ゲ エネ チヤ、 (わ： がれて. Q 

る や- 「に 一： ムひ) 高魔大 S 大竺 よりも 遠い ところで、 女子 

な. どの 行ける ところち やな いんです。 

若菜 (悲し さう に) なぜ、 さう いふと ころへ いらっしゃ 

I ますの V. 

三郎 新 八 どの は 南蠻へ お渡りに ならう と 思つ て ゐられ る 

んで すか。 上 樣の大 ド統； の 大事 業 を 見ようと はなさら 

ないで ：：•• 。 

(そこへ、 ||£信長(四十八^^。 黑 ぃ南蠻 笠ん < か ぷリ、 

小 U 錦 S 服^に て 虎の 皮の.： i は ざ，^ 腰に 0 つ) 駿 に ま 

たがって ハ  1-,^ ぜ はしく 入って 來て、 若菜と 新 八と， 見 

ると、 める、 三人 は gli 然として、 訇 ひつく ば ふ。) 

信お (H^. ^^めて) 女郎 は 此處へ 何し に來た ？ 新 八、 

、「ぬ も. おれの HI 通り 許さぬ さきに、 どんな 面して この 

街 造 を ほつ いて ゐた？  どい つも 面 を 上げろ。 


(； 二人 は 恐ろ く 額.^ 持ト げろ。) 

新 八 今朝 參 着いた しました が、 上 樣は御 他出と 承 はり ま 

して。 

め C- つ 

信 長 それで 女郎 を 引 張 出して、 氣 儘な 遊び をして ゐ るの 

力 

(彼れ はっか/ >  、と 新 八の 側へ 寄って、 鞭，^  h げて、 

その 額.^ 打つ。) 

新 A  (痛みん、 ながら〕 若菜 どの は桑資 寺へ 參詣 せら 

れて、 只今 偶然 此處で 行 合 ひました ので 御 麼 い ます d 

信县 なに、 桑實 寺へ？ 

三 0 大奥の 方 々 がお 揃 ひ で 桑實寺 へ ぉ詣り にな つ て 居り 

ます。 

信 長 不轉 至極 だ。 三郎、 其方 はこれ から 桑實 寺へ 行って、 

一 人 殘らず ふん 縛つ て 来い。 坊主 どもが 留立 て し て も 用 

捨 するな。 急いで 行け …； 此奴 等 二人 はおれが 此處で 成 

敗す る。 

(三 は、 ハクと 答へ ろ 間もなく、 一さん：， 1、 後ん、 も 

見ずに 驅 けて 行く。〕 

(信 長 は 馬から 飛 下りろ や 否や、 刀ん 拔 いて、 すてに 

半ば 死んだ やうな 若菜ん-さき li、 新 八，^ も、 大根ても 

切ろ やうに 斬 倒す。) 

(斬られる と 同 時に、 「ジ H ス、 キリスト」 と 呼 ぷ新八 
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の. K 切な？ t が 照え ろ。 信 長 その？ t に 耳， めて わたり 

, ^見廻す。 そして、 刀に し；.： 、る 血汐ん 振って ねろ と 

ころへ、 かの 旅人が、 松の木 藤から 恐ろ/、 近づいて、 

死 K の 上衣 1^ 取って 刀.^ 拭 はう とすろ。) 

信 長 (ft に心惹 かれて ねた 彼れ も、 ふと 旅人に 氣づ いて) 

誰お だ？ 

旅人 御泰 公いた したいと 存じまして >  上樣の 御歸城 をお 

待受 申し て £5 りました。 

信 長 さう か。 ：：： 死骸 を 片付けて 後から 隨 いて 来い。 

(そこへ、 二 n 一人の 小姓、 馬に 跨って へと/ \ になつ 

て 入って 來ろ。 J 

信 長 ォ、、 源 吾、 七 之丞。 急いで おれより 先へ 歸 つて、 

城外へ 遊びに 出て ゐる 女子 ども を ふん 插ま へて、 珠 数つ 

なぎに く、 つて 置け。  (Is 言の やう に) こんな こと 

が あらう と 思 つて、 長濱の 變應を 打 や つ て 、 馬 を 飛ばし 

て 戻って 来たの だ。 

二 

安土 减內。 信 長の 居室。 換 Li は瓢 筆から 駒の 3i た 絡が 

描かれ 乂 ねろ。 

銀塌 まば ゆきな かに 信 長 は寬ろ いだ 服裝 にて、 ク暨の 

膳 U 向って、 ！^. ^取って わる。 


小姓、 源 吾、 七 之 など 傍 __L 傍す。 

信 長 其方 だち も 今日はく たびれ たで あらうな。 

源： 合 ハイ。 ：… 上様のお 姿 を 見失つ て はならない と W むひ 

まして、 無我夢中で 驅 けました。 

信 長 おれ もやが て 五十になる 害 だが、 まだ 若い 時分と 異 

はない よ。 今日は 一 っ根氣 だめし と 思って、 十 里の 道 を 

一息に やつ、 けたが、 左 に疲勞 もしなかった" 二十 年 

前に 桶狹問 へ 驅け つ けた 時の  一 J とが 思 ひだされ る。 ：..： 

思 ひだす と 云へば、 今 B の歸り 道に 街道で 遊んで ゐた百 

姓 の 子 を 二人ば か り 踏 清し たやう に 思 ふが、 其方 だ ち は 

氣 がっかなかった か。 

七 之 承 わたくし も 無我 無 中で 驅 けました から、 何 まの 村 

であった か、 見分け はっかな いので 御座いま すが、 姓 

共が 大势で 、 血み どろ にな つ た 子供 を 抱 へて い で £s り 

ました。 それで は、 あの 子が 上樣 の御乘 馬の i をお！^ し 

申した ので 御 11 いませう か。 

信 長 人間 は 脆い もの だな 。(ちょっと 感慨に 打 たれた やう 

に 一 K つて、 小： に 酌.^ さゼ て) おれが 長濱 泊り を 止した 

ために、 其方 だち は 御馳走 を 食べ 損なって 殘念 であらう 

な。 秀吉 のこと だから、 氣の 利いた 料理 を 招へ て 待って 

ゐた であらう のに。 …… その か はり、 この おれの p" の 物 

を頒け て やらう。 


^の 卜々? - 
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(^il-14!はgq,^取って、 皿の 看， はさんて、 源 に 突き 

つけろ。 Jgls;:! は、 恐縮して ねろ。 J> 

Li^ わたくしども は、 後 ほど 御瞎 部のお 餘りを 頂戴い 

たした う 存じます e 

は 長 馬^な 奴 だ。 さぁ\_^を出せ。 小 笠 原 流と かの 禮 作 

法 を 心 てゐ るつ もり か。 馬鹿め。 人 問が 食 ひたく つて 

食 ふのに 儀式 も 作法 もあった もの か。 おれが 許す。 肴 を 

摘んで 食へ。 

(恐る く 差 出した 二人の 手へ、 1^?.^ 典へ る。 二人 は 

^まし やかに 食べろ。)  . 

信 長 將軍 らしく、 一公 卿ら しくと、 酒 を 飲む にも 氣収 つて 

ゐた 奴等 は、 おれの 馬の 蹄に かける と、 今 S 長濱 街道で 

路 した 饿 兑た い な も の だ。 

(そ、、 へ、 が 入って 來て 平伏す ろ。) 

：::^ 仰せつ け 通りに、 桑. 詣 りの 御 女房 だち を、 召 捕 

つて 御城. s: へ 連れて、 歸 りました。 

S 中 へ 出して、 一人 殘らず m を 打て。 

二：^ かしこまりました。 …… あの、 桑 資 寺の 長老 樣が、 

お 願 ひの 筋が あってお n 通りいた したいと、 お 次の間に 

控 へ て おり ますが 、 いか t 計 ひませ う。 

の やうな 坊主に 會 ひたく はない が、 來てゐ るの 

なら、 ちょっと^って やらう。 そこへ 顔 を 出せと 云へ。 


=i ハイ。 

a 一一郎が 行 咅 かける と。) 

信 長 坊主に はかま はずに、 其方 は 早速 女郎 どもの 成敗に 

Jg^ りか i れ。 一 刻 も 猶豫は ならん ぞ。 

三郎 仰せつ け 通りに いたします。 

(一二郎 出て 行く。) 

信 長 (小姓 達に. 2 ひ) 其方 ども k 腕試しが したければ、 

三郎の 手助け をして、 罪人の 首 を 斬って 來ぃ。 

.^  ハイ。 (答へた>けて§^.^立たなぃ) 

七之丞 i 

(そ，, へ 、 老^が 球 数ん 乎 Li して 入 っズ 來 ようとす 

ろ。) 

信 長 そこでよ い。 用事 を閗 かう。 

(老 拽の 外て 平伏す ろ。) 

老僧 上樣 のお 慈悲 をお 願 ひ 申した う 存じます。 

信 長 それ はならぬ。 usi ねて 申すな。 

老ぉ せめて、 皆樣 のお 生命 だけ はお 助け 下さいます やう、 

愚僧の. せに か へ て もお 願 ひ 申します。 

信 長 くどく 云 ふな。 

老^ 皆 さま は、 上 樣の御 武運 を佛に 祈願して ゐられ まし 

た。 その 心根 をお 酌联り 遊ばして。 

信 長 タ ハケ たこと を 中すな。 おれの 武運が 木 や 石に 刻ん 
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だ佛と 何の 關 係が ある？ おれ はおれの 力で、 手 向 ふ 奴 

を片 ばし から 征伐し て 来たの だ。 其方 だち に 現世の 勝利 

や 死後の 福 を 祈つ て 貰 はう と は、 夢にも 思つ てゐ ない 

のが、 其方に はま だ 分らぬ のか。 うつけ 者め C 

老 I ぼ 愚 |5 の 身に つきましては 兎に角。  上樣， も 竹 生 島 

へ 御 参詣 遊ばした 當日 で 御座 い ますから 、 か弱い 女性の 

方 々 を 御成 敗 遊ばす の はいか にか と存 ぜられ ます。 

信 長 何 だく。 おれに 意見す るの か。 おれ は 怒りた けれ 

ば 怒り、 斬りた ければ 斬る の だ。 それが どうしたと いふ 

の だ。 

老^ 左樣 なれば、 罪 をお 恕し なさりた く 思 召して ぉ恕し 

遊ばします やうに。 ■ 

信 長 くどい。 …… それほど 女. 跳 ども を 庇いた ければ、 其 

方 も 一 しょに 冥土 へ 行って、 極樂 へ でも 淨十： へ でも、 勝 

手な ところへ 連れて行け。 ；… 源 吾、 この 坊主 を 引立て 

て、 三郞の 手に 渡し て 首 を 打た せろ C おれの ：11 ざ はりだ。 

早く 引立てろ。 

(お. -吾、 直ちに 行って、 老 as, か捉 へる。) 

源 吾 御上 意 だ。 お立ちな され」 

(邪慳 に 老^, か 引 つ て 出 て 行く。) 

信 長 (ふと 环，^ 留めて) 七 之丞、 あれ を 聞け。 中庭から 

.^-ss モ. K ご 

泣 喚く 女子 の 難が 聞え て來 るで はない か。 ： ： • . 人 問 は 脆 


いもの だ。 (K^I^-ロにしたが前 へ抛出して) 酒がぬ るく 

なった" ：„a めて 來ぃ。 

(七 之 一水 出て 行く。 信 長、 何 かの； 拂 ひのける やう 

な 度 する。) 

信 長 (Ig 言) 新 八 ももう この 世 にはゐ ない の だな。 …… 

人間 は 脆い もの だ。 

(そこへ 源 吾、 入って 來 ろ。) 

長 坊主 は £郎 へ 渡した か。 

吾 たしかに： 二， h,, との へお 手渡し 巾し ました。 

長 あんな 枯 K. の やうな 坊主 は、 斬つ て も 血 は 出まい な。 

吾 柴田修 亮樣が 只今 參. 盾いた されました。 明朝お =： 

通り が か な ひませ うか とお 訊ねに な つ て 居ります。 

信 長 (喜ん て」 修理 亮が來 たか 。丁度い、 ところ だ-直 

ぐに 呼べ、 …… それから 曙 部 は ：先づ 次の 室へ 下げて、 

其方 達 は お れが 呼， い ^ ま で そちら で 休息 し ろ 。 

(源 吾、 膳部 1^ 持て 出て 行く。〕 

(信 長、 具， 押から 检，^ 取 下して、 幾た びかし ごく"〕 

(そこへ、 柴 m 勝 家 citn^r 無骨な qj^) が 小姓 

に 導かれて 入って 來て 拾の 手な みに 感心しながら 考し 

就-。) 

信 長 よく 來た。 (检， ^收 めて) 近う 寄れ") 今まで. おで 遊 

んでゐ たの か。 


-ネ? ^の 十せ 
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せ. いひつ 

勝 家 上 樣の御 威光 を もちまして、 さもの 町 も靜 譴 になり ま 

したので、 此 たび は、 照 出ました 次 手に、 神社 佛閣 名所 

A 跡の 兑物 をいた しました。 それよりも 御 33 揃への お 催 

し は 前代 未展 m 語に 絕 した 御 盛況で、 老後の 思 出、 これ 

に 過ぎた こと は御麼 いません。 上様の 御成 光に よって、 

-火ド がか やうに 泰平 に 相 成り まし て は、 わた くし 如き は 、 

も は や 御馬 前の 御泰公 を い たす 場合 も なくなり ました。 

先日 拜 い たしました 姨ロ の 釜に？ お を 沸ら して 、 北 II の 

遲樱 でも 眺めて、 この 年までの 柄 話で もお 武士に 聞か 

せる ことにいた しませう。 

00 ハ、、 。 北、 方 は 愚ぬ だから、 そんな こと を 云って ゐ 

られて 一: おが 樂た。 何が 大 下が 治まって ゐる？ 

g 家 髙火城 はま だ g 城いた しませぬ か？ 

いや、 昨日 家康 から 早 打 を 寄越して、 あの 手 剛ぃ城 

も 今 U か叨 U かの 生命 だと 知らせ て來 た。 あの 城が 滑れ 

たなら 武 WW 郞も羽 を もがれた 小鳥 S 樣だ。 あの 武 田の 

小 i なぞ、 おれ は 最初 か ら さし て 心 に 掛けて は ゐな い の 

だが、 中 國の\ ^利 に は 一骨 折らされ さう だ。 rami に は 

長 我 部が ゐる" 九州に は島逮 が 居る。 腹に 一 物 ある 高 

K の坊、 どもの も 何とかし なければ ならない。 (焦 

込む やうに 云 つて) 北國の 景勝な ど は 其 力に 任せ てゐて 

も 安心 だが …… 0 


家 上樣 もお 心 弱う おなり 遊ばし ましたな。 (微笑す る) 

長 可 だと。  ， 

家 今 曰の 上 樣の御 威勢で は、 毛 利 如き は 春の 曰に 照ら 

される 殘雪の やうな もの では 御座り ませぬ か。 (獨 言の 

やうに) 羽柴 め、 幸福な 男 だ。 中國 征伐 を 一 手に 引受け 

やが つて。 

長 筑 前に は筑 前の 役 H が あるの だ。 其方 はおれに 代つ 

て 北圆を 押へ てゐて SK れ.^  (勝 家の 額.^ 見 is めて) つい 

忘れた が、 修理 亮は 今年 幾 歳になる？ 

家 五十二 歳に 相 成ります。 

長 さう だ つ たな。 おれ も 人間の 定 命が 近くな つたの だ。 

家 でも、 上 樣は十 年の 昔と 今 B と 少しもお 變り になら 

な いぢ や 御座 いません か。 わたくし など はこの 通り 頭が 

白くな りました。 …… でも、 元氣 たけ は 北：；： と變ら ない つ 

もりで 御座います が。 

信 長 おれ も元氣 だけ は、 今時の 若い 奴等に は 負けない つ 

と と- J  5. め まほろ T> 

もり だが、 年齢 は 年齢 だ。 おれ. も 夢 幻 の 世の中に、 五 

ま V- か 

十 間近まで 無事に 生きて 來 たの だが、 年齢の こ と を考へ 

ると、 何となく 氣が焦 かれる。 毛 利 や 長 曾 我 部 を わが 膝 

の 前に 匐 ひつく ば はせ るの は、 あと 一 年 か 二 年 か。 おのれ 

が定 命に 達する までに は 日本 統一 の 大業 も 鼻が つく 

と、 おれ は 信じて ゐる。 …… しかし、 修理 亮。 この こと 
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はん 7 曰 はじめて 其方に 話す の だが、 おれ は 日本 統 一 だけ 

で：； i 足 は出來 なくなって ゐ るの だ。 高麗 ゃ大 明に 馬 を 1^ 

けて ゐろ夢 を、 おれ は 毎夜の やうに この頃 見て ゐ るの だ。 

勝 家 (驚，、 て) では 上 は、 御馬 揃へ を 異國の 都で お 催 

しなされた い の で 御座 い ます か 。 

S 異函と 云っても、 高麗 だけで はない、 明， たけで はな 

い 。 先： H も愛智 川べ り へ 廳 狩に 行 つ た歸り に南蠻 の 寺へ 

寄って、 伴大連 ども の 異 國 話 を 聞 いたので、 ひ どく 面白 

い 思 ひ をした の だが、 その 時から、 南 蟹の 國々 を も殘ら 

ず. おれの 手のう ちに 收め たくな つたの だ よ . - 

勝 家 (朵れ て) わたくしに は、 南 蠻の國 々は、 佛 者の 說か 

れ ろ 十 萬： お 土 と 同 樣な遠 い 所に ある やうに 思 はれます。 

信 長 遠く も 近く も 下界の 中に あるの ぢ やない か。 

勝 家 ゎたくしどもー：ョ^1の中に埋ってゐる田<^武士は、 異國 

の お 宗旨 は薄氣 味が 惡 いやう に 思 はれます が、 h 樣には 

御 信心 遊ばす の で 御座 い ます か 。 

信 長 日本の 佛も異 Li の祌 も、 おれに 信心が 出來 ると 思 ふ 

のか。 し かし 其方 も 明 日 にも 伴 天 速に きって 聞いて 見ろ。 

南 變 の 坊主 ども の 話 は、 日本の 坊主 ども の 古く さ い 話よ 

り や、 どれほど 面白い か 知れ やしない ぜ。 

勝 家 城 之 助 寧 5H 一 一七 機 を はじめ、 當 地の 若い 方 だち は、 

伴天連のお 宗旨に 凝って ゐら せられる と 承り ましたが、 


それ は 本當で 御座いま すか。 

信 長 若い 奴等 は痕 ぐに 珍. りしい 者に かぶれる が、 はか 

な もの だ。 … … おれ は伴大 連の 説法 は たびく g いた。 

 聞いて ゐ ると、 おれ は その ジ ュ ー ス とい ふ異國 の祌 

すま ふ 

と 角力 を K つ て 見た くな つたの だ。 異國の 神の 前に^ ひ 

つ くば つ て お 慈悲 を 願 ふなん て 以 て の 外 だ 。 

勝 家 それ はわた くし も 御 EE 意 申 上げます。 角力なら、 わ 

たくし と ても異 國の祌 と. 収 組ん で 負ける  >  」 とぢゃ 御座 い 

ません。 (快げ に 笑 ふ) 

信 長 (快げ に 笑 ひ) おれ も 今日はう かと 夢 話 をして しま 

つたな。 …… さう だゥ 明日 は 其方が 歸 11 いたす のなら、 

別れに 何 か 御馳走しょう。 溫ぃ 春の. お だ。 誰れ かに 舞 は 

せて 見せよう か。 

(信 長 は 手，^ た、 く。 ： 源： 合 入って 來 ろ。) 

信 長 膳部 を 調 へて 来い。 修理亮 にも 相伴 を さ せる の だか 

ら、 その 兩意 を吩咐 けて 来い。 それから； ゆ 興 を 助ける や 

うに 踊り子 を も 呼べ。 三郞 はどうした？ 死； おの 後片附 

は 他の 者に まかせて、 直ぐに 此方へ ま ゐれと 云へ。 骨折 

K に 鬼柴田 の 酒の 相手をさせ て 武勇 にあ やから せて やる 

と申傳 へよ。 

(源 吾 出て 行く。)  . 

勝 家 御城 内に 何か變 事が あつたので 御座いま すか。 
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信县 なに、 此. 一 細な こと だ。 其方な どに 話す ほどの ことで 

もない よ。 

勝 家 今日は 御城 內は 何となくお 淋しい やうで は 御座いま 

せんか。 

信 長 この の  ー26 の 町の 脤はひ を 見た =： に は、 安土の 町 は 

い くら か 淋しく 見える の かも S れな いな-淋し いと 云へ 

ば、 おれ は 何 ぼ 哉 を 取っても、 樂隱 K してん ム家 衆の やう 

に 敬で も 作って、 泰平 を樂 しむ 氣 持に はなれな いよ" 一 

日 でも ぢ つと してる と氣 が滅人 つ て來る 。 今日 も 長濱か 

ら竹 牛： 島まで 五 里の 海上が 退屈で たまらなかった。 . ^波 

も 立たない 鏡の やうな 湖水 は、 見 て ゐ て も 退屈な もの だ 

ぜ。 龍卷 でも 起れば い i と 思 はれた よ。 だから、 南蠻の 

坊主 どもが 、 世界の は て から 萬 wii の 波濤 を 凌 い で 来た 話 

を iro くと、 おれの 心が 湖 立つ の だ。 

勝 i 氷 上様に お = 通りいた すたび に、 勝 家の 全. せに も活氣 

が いて まゐ ります。 

(そこへ、 三^が 人って 来る。) 

倍 長 &< どもの 首 は 刎ねた か。 

0 仰せの 通りいた しまして 御座います。 死體は 右近 ど 

の の お 計 ひ で、 御 新 1^ 一の 四郎 兵衞 どのな どに 運ばせ て、 

へ ffl 扉いた す ことにいた しました。 

信 長 左様 か。 (輕 く首づ いて) さっきから 其方に 訊ねた 


いと 思って ゐ たが、 新 八 と 若菜 と は 云 ひか はした 仲で、 

も あるの か。 隱 さずに 云って 見ろ。 

§ わたくし はよ く 存じません が、 今 曰の 二人の 話 を 傍 

で H いて 居ります と、 一 一人の 間に は 何 か譯が ある やうに 

も 思 はれました。 

信 長 おれ も あの 時、 咄嗟に さう 睨んだ の だ。 二人 は どん 

な こと を 云って ゐ たか、 修理 亮 へ の 御馳走に 話し て せ 

たら どう だ。 今 e- の 若い 男女の 戀話 は、 おれ や 修理に も 

皆目 見當が つ かな いの だよ。 

勝 家 新 八と は 村瀨左 門の 遣 子 のこと で 御 います か。 

信县 さ、 つた 。 城之^^が お れ にないし よで 引立て. -ゐ た 奴 

だ， 

勝 家 文武 兩道に 傑れて ゐ ると^ りました が。 …… その 若 

者 は 御城 内へ まゐっ てゐ るので 御座いま すか。 

信县 おれが 城 之 助に 命じて 新 八 を 呼 寄せた の は、 戰=% へ 

引 速れ るた め ではな か つ た。 新 八に は敦 盛の 舞 を 舞に せ 

たか つ たの だ。 あれが 舞つ たなら、 おれが 鼓 を 打つ て つ 

か はした のに。 幸 若 太夫 や i,;s 洲の 友^ は、 いつ 舞 はせ て 

も藝 はうまい が、 新 八なら、 敦盛か 生れ か はって 眼前に 

現 はれた や、 「であらうな。 

勝 家 新 八 どの は 舞 も 勘 能な ので 御座いま すか。 

信 長 知らなければ 習 はせ る。 敦 盛の 舞なら 太夫の 手 を か 
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るまで もない、 おれが 傳投 してやる。 …… 三郞、 其方の 

まづぃ 面で は、 牛 若に も敦 盛に も なれまい な。 入の 戀話 

を 指 をく は へ て 立 g きして ゐ るの が相應 して ゐる。 (嘲， 关 

^もらす〕 

勝 家 武士た る もの は 顔形な どと、 つで もよ ろしいで は 御座 

いません か。 三郞 どの も、 上樣 へさう お 答へ なさい。 

信 長 修理 は 自分の 身に 引 くらべて、 左樣な こと を 云って 

ゐる。 其方 も 大勢の 美女 や 少人を 弄んで 来たの であらう 

が、 當^ の 若い 男女の やうな、 まことの 戀の情 は 知らな 

いだら、 つ。 

勝 家 これ は S 《な"； s>.」 仰せられる。 勝 家 とても II の ロ說は 

身に 染み て 、い 35 て S5 り まず。 

信 長 これ は洒 白い。 話して 見ろ。 鬼柴 田の 戀 物語 は 面白 

、 0 

(そ，, へ、 小姓た ちが 酒,^,^ 述 ぶ。) 

信 長 皆ん な 聞け よ。 殿軍に かけて は. 犬 下に 類のない 鬼柴 

田が、 戀 物語 を閱 かせて くれる ぞ。 

(信 長、 小姓ん-して 勝 家に 酒，^ す 、めさせろ。 勝 家^ 

飮 す。〕 

勝 家 (生 a 面目て) まだ 三郞 どのく らゐの 若さで 御座い 

ました。 はじめて 上洛いた しました 時、 供 を も 連れず、 

吉田山 あたり を 遊び歩いて ゐ ましたと ころ、 上 藤と は 思 


はれませ ぬ 女房が、 ，H 綾の 肌着に 平？ i の 袴 を 裾 短 かくつ 

けて、 薄色の 短册を さげて、 小童 を 一人 速 れて 宮司の 家 

へま ゐ るの を 見つけました。 あまり 床しく 思 はれた ので、 

なま 

その 女房の あと を隨 けて まゐ ります と、 女子の 方で も艷 

めいた： ni で わたくしの 方 を a 返りました。 わたくし は： u 

はまば ゆく 胸 は 騒いで、 心 も 空に なりました。 流石はな.^ 

の 町 だ、 那 古野 や 淸洲の 田 町と は 違 ふと 思 ひました 

が、 その 女房の 姿 は 今でも まざく と、 わたくしの：：：： さ 

きにちら つくので 御座 い ます。 

信 長 女子 は 京の 女子に 限る の だ。 それから 其方 はいか ど 

いたした。 その 女房と 1? 仲に でもな つたの か。 

勝 家 いや、 それ は 勝 家 一 牛： の心殘 りのある 思 出と なり ま 

し た 。 その 曰 は うか，^.. \ と 宿 へ 歸り 、あくる 日から 1ゅ- 、 

吉田山 あたり を 夢心地で うろ つきました が、 ：冉び 行會ふ 

こと は 御座いません でした。 

信 長 横 六 も 腑甲斐ない 奴 だな。 拉も 法度 もない 市街に ゐ 

て、 何の SiC 慮が 人る もの か。 なぜ その 女 CS を 引かつ いで 

戻らなかった？ 

勝 家 恐れ入りました。 

信 長 權 六と 云って ゐた その 頃の^ 家 は、 おれのお の 信 (.t 

に. Mis して、 おれ を 殺さう としたの ではない か。 どんな 

身分の 女で あらう とも、 女の子の 一人 や 二人、 恋って 來 
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るの を f お 虎す ろに は 及ぶまい。 …… 三郞 など は 知るまい 

な。 この 勝 家 も、 三十 年の 昔に はおれに 手 向って、 おれ 

を 九死  一 の危ぃ 目に^ はした の だぜ。 おれ は 負けな か 

つた。 おれが 勝った からこ そ • 勝 家 も 一 战を 剃って 詫びに 

來た。 母上のお 1H- 做しで 扉 を 許して、 おれの 臣下に 加へ 

て やった。 それが 今では 織 田家 第一 の 忠臣に なって ゐる 

の だから 不思議で はない か。 …… 三郞、 其方 だち はま だ 

若い から 知るまい が、 これが 世の中 だ。 おれが 强 かった 

からだ。 おれに 力が あった からだ。 おれの 力に ヒ *、 が 入 

つたら、 おれ もお 後 だ。 おれの 足 許からで も 敵が 飛 出し 

て來 るの だ。 

^家 若ぃ^1"の こと を 仰せられて はわた くしの 身體 にも 冷 

汗が 琉れ ます。 大罪 はお 許し 下された 上に、 三十 年の 問、 

須翻 大海に もた と へ られぬ 御高 恩 を 蒙 つ た わたくし、 未 

來 永々、 弓矢八^、 曰 本 はおろ か、 南 蟹の 神にまで 誓 を 

かけ、 上 ig", に 忠勤 を 怠る こと は 御座いませぬ。 この 勝 家 

を筑 前な どと. 樣 に御覽 遊ばされて は、 勝家も御！；^み 

に 存じます る。 

せリふ 

信-お 薄 弊な J;^ 詞は 止めに しろ， おれ は 誓言 はきら ひだ。 

た つ て 5* ひ たければ、 織 田 信 長に かけ S へ 。 f 祌も 

路み にじつ た；！； 2 長の 力に かけ てお £ へ 。 力の あるう ちは祌 

と S 力の 収れる 信 長 だ。 力の 衰 へた 信 長 は、 Ifg 人形の 內 


大臣 だ。 鳥 おどしに しき やなり やしないよ。 ハ、、 、。 

室町の I 木 山子將 軍の 喜び さうな 一条 詞は 止し て、 今夜 はう 

んと飮 め、 おれが 酌 をして やらう。 醉 つて 槍 踊りで も 踊 

つ て 見せろ。 

(信 長、 勝 家に 酌.^ すろ。 勝 家 感謝して 受けて 快く 飮 

み 干す。) 

S 冥加に あまる お 持 成しのお 禮 として、 わたくしが 無 

ざま 

樣な舞 ひの 手 振 を 御覽に 入れ ませう。 踊り子 だち の 仕度 

の 出来る まで の お 座興と し て御覽 下され。 

信 長 修理 亮 の 舞 ひ は 珍ら しい。 舞って 2- せろ。 

勝 家 ハツ。 

(勝 家、 立って 謠 ひながら 舞 ふ。) 

「この 世 はつねの 住家に あらず、 草絮 に 置く 白露、 

水に 宿る 月より なほ あやし。 …… 人間 五十 年、 化 

てん  にめ まほ ろ-レ  TS やう 

S の 内 を くらぶれば fS ず 幻 の 如くな り。 一 度 生 を 

受け 滅 せぬ もの & あるべき か。 これ を 菩提の 種と 

くち 

思 ひ 定め ざらん は ロ惜 かりき 次第 ぞと  」 

(信 長、 感に难 へ 恍惚と して 見て ねたが、 ふと。 J 

信 長 そこで 止めろ。 それで 充分 だ。 

(勝 家 舞 ひ.^ 止め ズ 平伏す。) 


414 


春の 土 安 


00 見苦しき もの を 御 に 入れました。 

信 長 いや 面白かった。 其方が かやうな 隱し藝 を 有って ゐ 

ようと は 思 ひもつ かなかった。 

勝 家 上 の敦 盛の 舞 を： やう：^ 眞 似に 覺 えま し た ので 御 

座い ます。 

信 (恍 偬と して) 「人間 五十 年、 化 it の 内 を くらぶれば 

夢幻の 如くな り」 (と謠 つて) 一た び 鞭 を 上げる と、 百 

莨の 人！ L1 を 化 め る ことの 出来る おれ も、 明日 とも 云 はず、 

<s のうちに 誰れ か に .MP を镜 かれない とも かぎらな い 

の だ。 (と 云って、 座中.^ じろ リと见 渡して、 三^に 目.^ 

留め) 三郎、 其方た ち は 修理 亮の舞 ひ を 見て ゐ たので あ 

らうが、 おれ は 新 八の 敦 盛の 舞 を 見て ゐた つもり だ。 其 

方 は あの 時、 なせ 新 八と 若菜と を おれの 目から 遮らな か 

つた。 新 八 は 其方 を 恨んで ゐ るぞ。 人の 寢首 でも 接き さ 

うな 面 をして ゐゃ がって。 

(長 信に、 さう 云 ふや 否や、 つと 立って、 長 押の 槍，^ 

取りお るし。) 

信 長 この 鋒 先 を、 除 けられるなら 除け て 見ろ。 其方 生死 

の 境 だ。 

(三^、 突きつ けられろ 检の德 先， 外して。) 

三^ 御免 遊ばせ。 上様の 御馬 前で 討死いた すまで、 三郞 

の 生命 を三郎 にお.  預け 下さい まし。 


信 長 よく 云った。 今夜 は 許して やろ から、 勝 家に あやか 

つて、 戰 場で 功名 をし ろ。 

勝 家 (不思 さう に) 新 八 どの はどう かした ので 御座い 

ます か。 

信 長 あの 男 はもう この 世に はゐ ない の だ。 •：：. 人 は 脆 

いもの だな。 

勝 家 (合點 の； 仃 かぬ らしく) 御意に 御歷 います。 

信 長 (小姓. たちに 向 ひ) 今夜 は 踊り は 止めに する から、 

さう 云って 来い。 勝 家の 舞 だけで. # 山 だ。 

- IF や 

その 翌日の 早朝。 

成內の 庭園の 一 部。 

ち-つ- -.:ん£  *J  -  J 

rar 郎 兵衞、 仲間 男らしい 新しい K 裝.^ しズ、 庭 I^JW い 

てね る。 

そこへ、 三 一郎が 出て 來 る。 

四^ 兵衞 お早う 御座います。 

三 節 お前 こそ 馬薛 に 早く 起きて 働く ぢ やない か。 .5 や H な 

働？； 竊 りが 上 機の お： MI に留っ て、 今に 出^す る だら うよ。 

四 「化 兵衞 わたくしなん ぞ、 大した 望み は：；： S つて ゐ やしま 

せん。 寒い 思 ひ、 ひも じい 思 ひ をし ないで、 今日が おく 
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れ ば、 それで 滿 足し て ります。 

S  口先で はそんな へり 下った こと を 云って ゐて も、 腹 

の 巾で は、 天下 を んでゐ るんだら う。 しかし、 お：： i は 

pgr がよ か つ た。 昨 B い 、ところで 上様の お S にか 、つて。 

さう mo つて 喜んで は 居り ましたが、 何だか 寢醒 

めが 惡ぅ御 jgj いますよ。 あの g. 新 八 さまと か は、 わたく 

しに親切に御^；总见を問せて下すった上に、 わたくし がす 

んで のこと にあな た 様に 生命 を 联られ かけた ところ を 助 

けて 下す つたので すから、 わたくしに つて は あの方 は 

大2^<なので御1£|ぃます。 その 大恩 人が、 どうい ふ I 非が 

あるの か 存じ ませ んが 、 上様のお 手 打に なった の ぢ や 御 

趣い ません か …… 。 

~£ 本心から さう 云って ゐる のか。 どうも @t に 受けられ 

ない よ。 おれが 刀 を 突 付けて 脅かした 時に、 お前 は 上べ 

だけ は^い た m を して ゐ たが、 ^の 中 は 泰然 {Hit 右と し て 

ゐた。 おれ はお 前の 度胸 を兑 屈け たつ もり だ。 

ハ、、 。 それ は、， 今の 時世に、 刀 ゃ检の 光に 目 

が！^、 む や うぢ や 生きて ゐられ ません からな。 . …しかし、 

今 は あんな 怖い frw かし は、 ® 平 御免 ります よ。 

あやま 

コ；^ 昨 口の 無禮は 謝る よ。 おれ も 街 迫で お前に きった 時 

に は、 血のに ほひに 挑 ゑて ゐ たの だが、 天罰覿面、 いや 

なお g 役 を 仰 付かった 上に、 CI 分の 土手つ 脇まで、 拾の 


穗先 で^られよう としたの だ。 それで、 昨夕 は變な 夢に 

襲 はれ 通しだった が、 朝の 冷つ こい 風に當 ると、 おれの 

頭 もやう やく 自分の 頭の やうに なった …… あ、 何處 かで 

鷥が 鳴いて ゐる。 

四 郎兵衞 今 曰 もい ぉ大氣 で 御座いま すた。 此處 から 湖 

水 を 眺めます と、 嬉の やうに 思 はれます。 

たと へ：！ の やうで も、 おれ だち は 此處の 生活に は 厭 

いてし まった。 あいたの は 今日に はじまつ たこと ぢ やな 

いが、 今 rn は 格別お 城 住 ひがい やにな つたよ。 

(萎れて さう 云って ねる ところへ、 花 ar が 入って 來 

5 

三郎 さま、 上樣 がお 召しで 御 iij います。 

え。 上樣 はもう お 目 めに なった のです か。 

三郎を 呼べと * お .MIW のうちで 仰せられ たさう です。 

a-IS わ たく しに 御 川の あつ た 例 は なかった の だが… 

•:o  (訝しげ Lis ひながら 入って 行く) 

花 (四 お 衞に近 づ いて； あなた は 昨 H 街 ff」 でお Is 

をお ろして 2e 眠り をして ゐ た方ぢ やありません か。 

四： S 兵衞 左 機です。 あなたが 今 一 人のお 方と お 話 をな す 

つてい らっしゃ るの を、 居眠り をしながら、 い」 赋 持で 

承って SS りました。 

0 あの 時の 旅の 方が 御城 內 に 御攀公 をな さらう と は 思 
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ひませんでした。 

四！ g 兵衞 昨日のお 連れの 方 も 此方に いらっしゃ るんで 御 

座い ませうな。 

花 野 (親し さう に) それが、 わたしたち 二人ともに 仕 合 

せだった のです わ。 皆； 1 と 御 一 しょに 桑資 寺に ぉ詣 りし 

な いまでも、 あの 街道で、 もう 少し 長く 休息して ゐ たな 

ら、 若菜 さまと 同樣 な、 恐ろしい 目に 會 つたのに 違 ひ あ 

りません の。 

四 郎兵衞 ほんとう にあな たはお 仕 合せで 御座いました。 

若菜 さまと か は あんなに お 美く しくって、 ぉ齒も 若く つ 

てい らっしゃった のに、. おいた はしい 目に ぉ會 ひなされ 

たが、 でも、 戀 しい 方と 御 一 しょに お 手打ちに なった の 

ですからお 心 殘りは 御座いま すまいよ。 

花 野 それで は、 ほんとうに 新 八 さま は 若菜 さまと 睦まじ 

い お 話 をし て いら つし やつ たんで せう か。 夕月 さま はじ 

め、 お 知合 ひの 方 は、 それ はまこと か 空言 かと、 疑って 

いらっしゃ るんで すけれ ど。 

四 耶兵衞 いや、 わたくし は 松の木 蔭で、 すっかり 立 聞き 

をいた しました から、 よく 存じて 居ります。 (興に 乘っ 

て) 1K が 裂け 地が われても， 二人の 仲 は變ら ない と 云つ 

てゐ ました。 K 晝間 街道の 0 中で あ >  い ふやうな ぉ睦ま 

じい 襟 をお 見せに なつ て は、 上樣が 御 立 Br はすの は 御 


f 一理 も 御座いますまい。 

花 野 (典 奮して) そんな はしたな いこと を 云って、 何方 

かのお 耳に 入つ ちゃ 大變 です わ。 あなたの ために ならな 

いからお P 、みなさい よ。 

四^ 兵衞 恐 入りました。 …… でも、 新 八 さま はわた くし 

どもで さへ 惚々 する や、 つなお 美し い 方で 御座 いました 

な。 お 姿が 美く しいば かりで はなく つて、 ぉ氣 立て は .al 

しく つ て武藝 もお 出-米になる に逮 ひな い 。 h 樣の なされ 

方 も あ ん まり f  ： 慈 悲ぢ や 御座いま せんか。 

花 野 さう 思 ひな さるの なら、 あなた は 何故 この 御城 內に 

御^？^八ムをなすったのです？ 

四 郎兵衞 食へ ないから でさ あ。 (投付ける やうに： パ つて) 

明日の 曰お 上の 氣 紛れで、 首が 胴から 離れよう とも、 今 

日食へ なきや 困ります からな。 いや、 危ぃ 綱渡り だ。 

花 野 たに 御飯 を 項く ためだけ の 御 奉公なら、 こんな 恐ろ 

しいと ころに ゐ なくつ て も、 よさ うに 思 はれます けれ 

ど。 …… あなたが ほんとうに その 斌でゐ なさるなら、 今 

夜に でも わたし を 連れ て 雨 親の 家 へ 途 屈け て 下さ い ませ 

んか。 兩親は 京の 町外れで 豐 かに ics^ して ゐ るので すから、 

あなたに 相當の ぉ禮 はいたし ます わ。 

四 郎兵衞 飛んでも ない こ を 仰お ろ？ わたくし ばかりで 

はない、 あなた や あなたの 御兩 親が どんな お^め を 受け 
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るか 分り ません。 

(彼 は、 もたり に はいて、 花 S;; に は 取合 はない や 

う LL して 搔 除に 取リか 、る。) 

(そ 二へ、 夕月が 入って 來 る。) 

夕 力 花 野 さま は そこで 何 を ボン ャリ考 へて ゐ らっしゃる 

の？ 

花 何も 考 へて やしません わ。 

夕月 危ぃ 生命 を 助かった らば こそ、 今日 一 日で も、 こん 

な 美しい BSD が 見られる のぢ やありません か。 …… 三 

郞さ まも 昨日 の お 手お の 御 jglK に、 上様から 何 か 拜領な 

さるので すつ て。 

花 ij 三郎 さま は どんなお 手柄 をな すった のでせ うか。 

夕月 それ は！ 8^ 參詣の 方 をお R 口- 収 にいら つし やって、 

^！！斬役まで も Hse よ く お 勤め なす つ た か らぢ や あり ま せ 

んか。 

花 W 武士， ぉぺ の上樣 への 御 奉公 は、 そんな ことなので 御座 

い ま せう か。 昨夕 巾 庭から 問え て 来た あ の I 成 味の 惡 いう 

なり ii が、 三郎 さまのお 手柄に なった のでせ うか。 不斷 

かつら：？  あ.； -iy リ  us 

は 陽；^ だった 桂 木 さま や 朝： さまの、 今際のお 聲は、 わ 

たし の^に 染みつ いて、 何時までも 離れません わ。 ：：： 

夕 n; さま、 どうぞ あなたから 岩 淵 様 へ お 願 ひなす つ て、 

わたしが お 暇 を ぬいて、 兩 親の 家 へ 無事に 歸られ ます や 


うにして 下さい まし。 (歎願す る) 

夕月 (： 木れ たやう に) ぉ氣の 弱い にも 程が ある、 …… あ 

なた がお 手打ちになる の ぢ やなし 联 越苦勞 をな さらな く 

つても い \ ちゃありません か。 今の 時世で は、 あなたの 

御兩 親のお 家よりも、 この 御城. 2： にゐた 方が どれ ほ ど 安 

穏 であるか 知れな いんです わ。 曰 本の 内で も、 信 長 公の 

お 城 だけ は、 敵に 攻められる 氣遺ひ はな いんです から。 

花 野 あなた は 御 親切に わたしに 力 を つけて 下さ い ますけ 

れど、 わたし はどうしても 恐ろしく つて、 よく 晴れた 春 

の 日 も 2? 蘭の やうに 思 はれます の。 そこで 鳴いて ゐる鷥 

の も 昨夕の 中庭から えた 氣 味の 惡ぃ簡 の やうに 思 は 

れ ますの。 (恐怖に 震へ る) 

夕月 あなた はそんな 聲を 正直に お聞きになる から いけな 

いの。 わたしなん ぞ、 兩 手で 耳 を M へて、 いやな K を 耳 

に 入れない やうに して ゐ るんで す。 さう すれば、 大風の 

吹： 迎 つた あと も同樣 にな るんで す もの 。 

(四^：^兵銜、 さつきから. 箒の 手 ^休めて、 二人の 方^ 

見て ねたが。) 

四 邵兵衞 昨夕 は 御 奉公 はじめに、 大 の 死； おの 跡 片付 

を さ k れ ましたが 、これ ぢ や 武家！ iS ^八 ムも隱 亡 の やうで 御 

座い ますな。 新 八 さまの 仰 有った こと もほんと うだ。 

夕！：；； 新 八 さま は どんな こと を 仰 有った の？ 
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(M^ 兵 衞が何 か 答へ.^ うとして ねろ ところ へ、 三. s、 

前と か はった. 一 ル 波な つく リ して、 馬ん- * いて 出て 來 

る。) 

三郎 (es やりし く) おれ は、 岐阜のお 城へ お 使 若と して 

出立す ろ の だ 。 大切な 御 S を 承 つ て ゐる の だ 。 

(これ 見 二と-一 K はぬ ばかりに、 所 l^s 武士ら しい！ 取つ 

た？ S 度.^ して、 His に乘 つて。) 

三^ 上 御 寵愛のお に 跨がって、 春の 街 を岐舉 まで 

驅 付ける の だ。 おれが-;^ 袞の役 = を SJfv- と、 H< 下にい か 

なる 騒ぎが 起る か、 四 郞兵衞 、よく 見て 居れ。 (芝居の 武 

士 らしく 氮 取って 云 ふ) 

四！ ぱ兵衞 無事に 行って いらっしゃい。 (手輕 く W つ 挨 

拶 する) 

(三 節、 わざと 庭の 中ん 二 週り してから * 馬に^ 打つ 

て 驅岀 す。) 

四 「恥 兵衞 三郎 さま はう まくやり ましたな。 (羨まし さう 

花 野 また 戰が はじまり ますの ？ 

夕月 だから この 御城！ M にゐ るの がま だし も 安心なん です 

わ。 

ほいく  i 

四^ 丘 (衞 大戰 がお つば じ まったら、 おれ も、 どうかして 

自分 の 手で 死骸の 山 を 築きたい もの だ。 他 入の 斬 つ た 死 


骸の 跡片附 だけ ぢゃ 詰らない。 OS" の やうに 云 ふ) 

(i く。)  . 

— 幕 11 
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百 御又 市甚 土跡武 


合 S 之 三 


m 部 田 


人 


！ S 勝, 物 


おなりし 次第な り 。し、 甲亂， 記) 

天 1:1- 十 年 三月 三日の 夜。 

水の 間の 薦. ^開けて、 武 ra 勝 賴の從 * 一  人 現 はれ、 あ 

た リ,^ 见て、 急お、 足て 出て 行く。 やがて、 他の 鹿の 問 

から も、 一人の 武士が 姿ん はして、 キヨ ト （'しな 

がら 出て 行く。 

相 木甚三 「あ (三十 前後の 元 n ぬな 男)。 薦^^-照けて出て來 

て、 簡，^ 透して、 脫走 武士の 後， ^見送って ねる と、 水 

の 間の 薄暗い ところから、 笠 山 市 之 助 (四十 代の 疲勞 

してね. 0 另) が 出て 來て、 互 ひ に 颜.^ 免 合 はぜる。 

甚コま お前 は氣が ¥ に て 眠られな いの か 。夜が 更け る と 、 

-Iw の ぎ も 止んで、 誰れ も 彼れ も E 體 なしによ く 眠って 

るぢ やない か。 

市 之 助 おれ も、 晝 間の 疲れで、 さっきまで 前後 不覺に 眠 

つ て ゐた の だが、 何 か 大きな 音が した の で 目が 醒めた の 

だ。 まだ 夜 討が 来たの ぢゃ あるまい な。 

はやて 

im まだ 大丈夫 だ。 敵が 幾ら 疾風の やうな 足 を もって 

たか とほ  け ふ 

ゐ て も、 高遠 か ら比處 まで 今日 の うち に 押 害せて 來る氣 

あ す  あ ItK 

遣 ひ はない よ。 だけど、 明日 は 分らない な。 足弱 を 大勢 

連れて ノロ クサして ゐ ると、 明日の 日が 氣遣 はれる。 お 

れだ ちが 目 を 開けて かう して 生きて ゐられ るの も、 今夜 


勝损 の： ^後 (二  3 


鎖 

助 

所 

0 

その他 無名の 武 十数 名 

1 

か は. M 

「やう やく その B は、 ！ とい ふ 山里へ 着かせた ま 

ひ、 怪しげなる 土：： { の蝸 ほに、 柴引 結び 病ら せ 粉 ひけ 

り。 御供の 人々 も、 木の 践 おの 狹 に、 張り 筵 を 

敷いて 泣 伏して ぞ： le たりけ る。 樂 盛き て悲 米る。 天人 

すらお ほ五衰 の 火に 逢へ り。 況んゃ 人 問に 於て を や。 
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だけ だと 思 ふと、 おれ は 變な氣 持が する。 

市 之 助 變な氣 持と 云って どんな M 持 だ。 お 互 ひに 戰に出 

り や 半： 命 を 的 だ。 敵 を 斬る か 敵に 斬られる か、 そんな こ 

と は不斷 から覺 悟が ついて る箬ぢ やない か。 

S0 お前 だから 打開け るの だが、 (あたり.^ 見廻して) 

おれ は 0; け戰 ばかりして ゐ ろの はっくぐ いやにな つた 

よ。 お前 は 若い 時分から、 信玄 公のお 供 をして ゐて、 た 

びく 戰 に 勝つ た樂み を 知 つて ゐ るの だが、 おれ なぞ は、 

長篠の 大合戟 以來、 今の お 屋形樣 の お供 をして、 勝利 

の歡樂 は. たった 一 度 だつ て 味 はった こと はない の だか 

ら、 武士に なった sf がない よ。 逃げる ことが 上手に な 

る だけなら、 武士の やうな 危ぃ商 をす るに や 及ばな い。 

身延の 山中で 機 夫 でもし て ゐた 方が よか つた。 今日 も、 

新.；^ を 飛 出して、 菜い i を 背負 はされ て、 無我夢中で 

此處 まで 驩 けて 來 たの だが、 荷物 をお ろして、 一息 吐く 

と、 こんな 馬鹿な こと はない と 思 はれた よ C 

市 之 助 さう 思 ふの も 無理 はない よ。 おれ も 十 何年の 間 先 

代に 御宋公 をして 來て、 その 間に、 お 上の 御領 地 は く 

なる し、 M 軍のお 祝 ひ 酒 もた びく 頂いた し、 甲 州 武士に 

一 人 だ と 自慢 の 鼻 を くし てゐ たこ とも あ つたの だが 、 

世渡りが 下手な せゐ か、 智 S が 足りぬ せゐ か、 おれ は 何 

時まで 經 つても 平 武士で、 かつく 喰って 行ける くら ゐ 


な 知行に しか 有りつ けなかった。 …… ^翁 軒 殿 や 右衛門 

太夫 殿 や、 ぉ身內 の 士大將 でさへ、 お 上 を 見捨て.^ 散り 

散り ばら/ \ に 逃げて 行った のに、 おれ 達の やうな 満足 

な 御 恩 を 受け て ゐな いものが、 負け 軍の どん 詰りまでお 

供 をし て 行く の は、 馬鹿正直の やうに 思 は れ てな らんよ。 

S0 お 屋形樣 と は從弟 同士の 左 馬 之 助 殿で さへ、 廣 

を かまへ て、 評定の 席へ 出なかった 上に、 こっそり 信 州 

の 方へ 落ち て 行 つ たと 云 ふぢ やな い か 。 

市 之 助 おれ 達 小身 者が、 負け 惜 みの 忠義 を盡 した つ て、 

亡びる お 家が 起 上る 譯 はな いんだ からな。 … … お 上がた 

つた 一 本の 頓 みの 綱に して ゐ らっしゃる 小山 田 殿 だつ 

て、 當 てになる かどう だか。 おれに は、 あの 郡 内の 大將 

の隨の 底が 危な かしく 思 はれる の だ。 

甚三^ どうせ この 先 は駄： y なんだ。 …. …兄^。 逃げて し 

ュ Hi  ，つ 0 

市 之 助 お？ 1 と 一 しょなら 心丈夫 だ。 おれ も. L 竹のう ちから 

さう 思 つて、 傍の 奴が 寢息 を摄く の を 見 て ゐた の だ 。 

甚 一一：^ おれ は， W から 迷つ て た^けお 前より やお 入よ しだ 

つ たの だな。 さう 極つ たら 愚 闘 愚 II しちや ゐられ ない が、 

ちょっと 待つ て吳 れ。 おれ は新府 から 背負つ て來た is 

を 持ち出す から。 

市 之 助 愁の 深い 奴 だ。 早くし ろ。 
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§1  一^ あの 中には、 御 や 女房 達の i 潘が やたらに 詰 

込んで ある 竿；： だ 。 十 年 もた t  ^公 をした 塊 合せ に 頂いて 

^かう。 

§0,  一の 中へ 人って 行く。 市 之 助 は 鞋.. J-IHM 

し、 逃 仕度， ^してね ると： ろへ、 土 cei- 藏 (二十代) 

が、 木の 問の. いと、 - るから、 あたりん-警戒しながら 

出て 來て、 市 之 助. ^見つけろ と、 目，^ 怒らせて 側へ 寄 

る。) 

$ お前 は I 助ぢ やない か。 

(^之 助、 それに 氣づ いて 驚く。) 

市 之 助 ハイ。 十： Iffi 樣 はお all り をして いらっしゃ るので 

すか。 御 否 ^様で。 

00  i.  ST るの だな。 

市 之 助 (渾， はぜて) 決して 左様な こと は …； わたく 

し は、 お 卜-を は じめ あなた 樣 方が ど 「遊ば し， て いらつ し 

やる か と 氣遣は しくなりまして。 

^.0 それで 草鞋 を 穿い て 裾 を からげ て 逃げ 仕度 をし て ゐ 

るの か。 …； 逃げられるなら 逃げて 見ろ。 不忠 表め。 (惣 

藏は市 之 助の 襟首, $ -搋 まへ て 引 倒し、 市 之 助の 起 上る と 

- 、ろ., _J<^W 下げろ. -- 

三^ は^の 間から、 そっと 艇.^ 出し ズ 見て ねろ。) 

(惣«は死做.^太^i?へ押ゃリながら瑰へ入る。 甚三耶 


は、 その後 姿 1 か 兄 詰めて ねたが、 やがて、 ^籠ん」 背 

つて 薦の 問から 出て 來る。 横 m 又 市 (三十 前後〕 あと か 

ら隨 いて 出て 来ろ。) 

あぶな 

S0 危 いところ だった。 愁を 出して 葛籠 を 取りに 行つ 

たお 蔭で、 おれの 生命 は 助かった の だ。 ；… さあ、 この 

す さま 

隙間に 急 い で 行かう。 あの 崖 道 を 上 つ たら 大丈夫 だ 。 

又 市 まあ、 待て。 A 「夜 は 薄つ 氣 味が 惡 いよ。 明日の 晝間 

にい、 機 會を見 つ け て 身 體を隱 した 方が 無事 だ。 

00 いや、 かう いふ 時には 早い 者 勝ち だ。 一 曰遲れ る 

と人數 が 減る か ら 、 逃げ る にも 人目に 立 つ て 逃げ 損ね る 

よ 。 思 立 つ たら 一 とき も 早 い 方が い \  。 

又 市 ぢゃ、 お前 だけ 先き へ 行け。 

甚三邵 市 之 助の 最後 を 見て 臆病風に 吹かれ だ し た の だ 

な。 

又 市 何とで も 云へ。 …… しかし 土屋殿 も、 餘計 なおせつ 

かい をす るぢ やない か。 逸げ 腰に なった 者 を 引 留めて お 

供に 連れた つて 何の 足しに もなら ないだら うの に。 

S0 あいつの 忠義 自慢 は 勝手 だが、 おれ 達 を 無理やり 

に 犬 死の 仲間に 引 込まう とする のが 籟に 障ら あ。 あいつ 

への 面當 てに でも おれ は 逃げて 見せる。 …… ぢゃ、 おれ 

は 一 足 先き へ 行く ぜ。 ^命が あったら また 會 はう。 

(甚 三郎、 お 籠，^ 背？ 3； つて 出て 行く。 又 市 は それ，^ 見 
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送って、 ほ 分 も 後ん-:?」 つて 行かう か 行くまい かと 迷つ 

てね むが、 ふと、 もろ 人 §5-^ 見つけて、 あたふたと 薦 

の 中へ 入る。〕 

(上手の 銷 された る 茅 g の 側から、 武田勝 紐 (三十 七 

S が 跡 部4 八 炊 助^ 赏 (五 4- 代) と、 話.^ か はしながら 

出て 來 る。) 

勝賴 雜兵どもが^^失せ ろ の は 逃がして 暨け 。 穴 山 入道 を 

はじめ、 肉 緣の者 すべてに 兑棄 てられた おれ だ。 取 後 は 

おれ 一 人になる こと は 分って ゐる。 雜 兵が 何千 何 萬 おれ 

のま はりに 隨 いて ゐ ようと も、 敵の 大 軍に 勝てる i: はな 

いの だ、 其方 や 長 坂 は 今日に なっても まだ、 おれ を 甘 や 

かして 、雲 を摑む やうな 空な 望み を け させ て吳れ たが 、 

おれ は、 腹の 底まで 其方 だち に 誑ら かされて はゐ ない の 

だせ。 

(勝 頼、 木の 根に 腰，^ ぉス す。 勝 K その 側に 坐す。) 

00 お 上 は、 心； li いこと を 仰せられる。 小山 田 は 籠城の 

準備 をして ぉ迎 へに まゐ る^で は 御座いま せんか。 要害 

堅固な 岩 殿の 城に 籠つ て、 わたくしどもが 力 を 合せて 守 

つて ゐれ ば、 たと へ 敵の 大 軍が 押 寄せて まゐ つても、 大 

丈夫 當分は 引 こた へられます。 そのうちに は、 長 坂 やわ 

たくし どもが、 何とかい、 分別 をめ ぐらして、 御 蓮の 開 

くやう に いたし ませう。 


00 おれ も 未練が ましく、 一  日で も 半： き 延びようと 思つ 

て、 其方た ちの 勸めを 入れて、 小山 田 を 手 紐る 斌 になつ 

たの だが、 … •■ しかし、 勝资。 父上 御 粋 外の 後 十 年の 間。 

たった 一度で も、 おれの 希 m が 遂げられた ことがあ ると 

思 ふか。 おれ は 全心 全力 を盡 して^いて 來 たのに、 みん 

な 無駄 折だった の だ。 法性院 殿御 i€ 愛の 老 HIT ども や、 

肉緣の 誰れ 彼 れが お れを 無能 呼 はりして、 てんでに^ 手 

な 意見 を 持 出して、 武 田家の 非運 を おれ 一 人の 所 s にな 

すりつけ るの だが、 ぉれの身にもなって2^^ろ。 

勝 K それ は、 不斷 からよ くお お t 中して ります。 

勝賴 (典齋 して) 無能 呼 はりが 頼に 隙って ならない。 お 

れの不 は 、 武田信 玄の後 者と し て 生れた 時から 極め 

ら れてゐ るの だ。 おれの 一番の 失策 は、 あんな に强ぃ 

親爺の 子と して この 世へ 生れて 来た ことなんだ。 …； 其 

方も覺 えて ゐ ようが、 三年 前に、 おれ は 親譲りの 諫訪法 

性の 鍪を 前に 据 ゑて 斷 言した。 II 田と 德 川と 北條と 三人 

が述 合して この 勝 |g 一  人 を 推し 倒さう と 企てたなら、 一?^ 

かれ 疾 かれ、 勝 頼の 減 亡す る こと は 曰が 西 へ 落ちる に 極 

つて ゐ ると 同様に、 極って ゐ るが、 たと へ 滅亡す るまで 

も、 信 長 如きの 旗下に は斷 じて ならない と、 おれ は 云つ 

た。 おれ は 滅亡 を覺他 の 上で， 今 □ まで 生きて 來た の だ 。 

…； それにしても 今日 の みじめな 樣は 何と 云 ふこと だら 
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う。 高^_ほ落城 の に 驚いて、 界勞し て 築い た 城 もむ ざむ 

ざと 燒拂 つ た 。 …； (感慨，^ 寄せ < 泣く の 空 ん. -OKi め る ) 

く  、ツ、 ，？ 

0 な 御 i が W!. 鞍 を かけた は 姓 aJ? にお 乘り 遊ばして、 女 

13 たちが 徒ル， K 足で 御供 をし てゐる の を 見ます と、 お い 

たはし うて * わたくし はたびく；？， t 淚 いたしました。 

勝 g- おれ は 平家の 都落ち を E 心 出して ゐ たの だ。 …； しか 

し、 勝 f^、 平. 1 は 一 門 摘つ て；^ 去した の だ。 西 ：1 の薙厨 

になる まで、 肉 身 緣渚 は、 互 ひに 扶け 合って ゐ たの. ちゃ 

ないか。 おれに は、 数の 多い 身 內 のうち、 誰れ が隨 いて 

來てゐ る？ 幼い 信 勝と おれと、 父子 二人で 壇の 浦に 向 

つて ゐ るの だ。 

さう 世の中 を惡 くお じな さらな くっても、 明日の 

n どんな 御 運が 向かな い とも 限り ません。 今日 の 敵 は 明 

の 味方で、 幸^^！^が幸蓮で終らず、 惡 蓮が 惡 蓮で 終らな 

い の が 浮^の ，ぉ 相 だ と W むは れま す。 ことに、 ；ぬ： 干 二つに 

分れて ゐ た^と は 違つ て、 今日は 四分五裂の 時勢 ぢゃ御 

座い ません か。 何時 敵， ポに. s: 输 揉めが 起らない とも 云へ 

ますまい。 fg 丈な nc^ 法師で さへ、 厠の 中で 不慮の 頓死 

をした ので 御座いま すから、 織 田 信 長の 謹 命 だって 何時 

どこで T:^ きる か、 人 ii 菜で は 分ります ま い 。 

勝糾 そんな ことが おて に出來 るか。 だが、 おれ も氣 力が 

弱った のか、 こな ひだう ち、 そんな こと を考 へて ゐ たこ 


ともあった よ。 

(モ ：- へ、 惣藏が 木の 問から 出て 來る。 勝资ん 、見て い 

やな 顔-, かすろ。」 

勝賴 惣藏は あれから 夜番 をして ゐた のか。 

ハイ。 

勝賴 御苦勞 だった な、 別に 異 つたこと もなかつ たか。 途 

中め れで みんなよ く 眠つ てゐる だら うな。 

S どこの 假 接もヒ ッソリ として 居ります。 卷の 夜の 明 

け る に はもう 間 も 御座 い ます ま い 。 

勝 K  土 3ia は、 お；^ 廻り をして ゐられ るの は 感心 だが、 

8 様の お 身の 1! り を ill 護して ゐ なければ いけます ま 

それ は あなた の 御注意 を 受け るまで もな い  > 」 とだ。 

…； 御臺 はお 寺の 御本尊に お祈り を 上げて いら つし や 

る。 

勝 頼 來世を 願って ゐる のか C 

S 御本尊の 薬師如来の 前で お 通夜 をしたい と 仰せられ 

ました。 

S どうせ 心が H なぶって 眠れない の だら うから.. 佛の前 

にゐた 方が まだし も 心が 安 まつ てい \ だら う。 おれ も、 

一度 が 醒めてから は、 どうし て も あ の 寢：； 1^ に 入 つ ち や 

ゐられ なくなつ たよ。 


424 


後最の頼^^ 


00 御尤もで 御 iij います。 あんな 穢る しいと ころへ ぉ寢 

問 を 設けました の は 申譯が 御座 い ませ んが . 明け方の 山 

風 は 急に 冷え て まゐり ました か ら 、 茅， fel の 中で も 御 辛抱 

なすって 暫くお 休みな すった 方が よろし いかと 思 はれま 

す。 

00 なに、 おれ は 此處で 夜 を 明 さう" 此處で 夜 番をしな 

がら、 春の 曙 を 待つ ことにしよう。 其方 だち は、 おれの 

假屋へ 入って、 發 足の 知らせの あるまで、 心 置きな く 眠 

つたら よから う。 遠慮に は 及ばない。 今朝からの 其方 だ 

ちの 心 遣 ひ はおれ も 察して ゐ るよ。 

勝 焚 恐れ入ります。 それで は 御意に 甘えて 一 眠 入り させ 

て S きませ う。 土；！^ 殿 もお 休みなさい。 明日の 日 も ある 

こと だから。 

00 わたくし は 少しも 眠く はありません。 (.フ- ソキラ 棒 

に 云 ふ) 二日 や 三日、 眠り を缺 いたた めに 氣 力の i„i へる 

ほど 虚弱に 生れつ いて やしません。 

m 夙 末頼もしい 若武者と は、 あなたの やうな 方 だ。 甲州武 

士 のお 手本 だ。 我々 がた とへ 窮境に 陷っ てゐ ようと も、 あ 

なた 方 御兄弟 の やうな 血氣 盛んな 忠臣が 、 お 上に 附 添つ 

て ゐられ る 間 は、 決して 失望 tj^ 膽 する に は 及びますまい。 

惣藏 跡 部 殿 は 何 を 仰 有る？ わたくし は 左 機な 氣 休めの 

悅 しがら せ は 聞きた くありません。 武 田家の 昔の 榮ぇを 


再び この 世で 見ようと してお 伴して ゐ るの ぢ や あり ませ 

ん。 新府の 館で 織 田の 大軍を 待 受けて、 刀の 折れろ まで 

も 敞を顿 つてく 斬り まくって、 華々 しく 討死しょう と 

覺 悟し て ゐた の に、 敬に 後を见 せ て 落ち の びた こ と は 心 

外です。 若君 信 勝樣も 無念に 思って ゐ らっしゃる。 わた 

くし ども は、 お 上の 御 生害の 時に、 潔く 腹摄 切って、 死 

出のお 供 をしたい ために、 無念 を 忍んで 今日の 曰 を き 

てゐ るんで す。 (yi^ ん、^ して) あなた や 長 坂 殿と は 違 ひ 

ます。 外に 何の 望み を 有って ゐる ものです か。 

勝資 心 をお 鎮めなさい。 御前 間近 かで 不吉な 言葉 はお 慎 

みなさい。 

惣 •：！ 何が 不吉です？ 死すべき 時に 死す るの が なぜ 不吉 

なんです。 敵 襲來 の^に 怯 ぢて逃 出す こそ、 武士と し 

て G}?. 苦し い 不吉 の 事な の で はあり ませ んか 。 

勝！ あなたの H 氣は 感心 だが、 死 急ぎ をし なくって もよ 

ろしから う。 人間 は 死ぬ るの は 何時でも 死ねる。 敵軍に 

對し朋 W に對 する 外： で 、 稍 々 もす る と 討死 を 言 張る の 

は淺 はかな ことで は あるまい か。 

惣藏 それで は、 跡 部 殿 は： 我々 が 新 府中に 踏 留まらう と 

したの を、 外見の ためだと 仰 有る のです か。 (目 を 怒らせ 

て 詰 寄る) 

勝資 いや、 さう は 云 はない。 あなた 方が、 目 醒 ましい 討 


後 の!!! T^ll7f 


死 をして、 名^ を 後： W に殘 したがる の も、 苦ながら の武 

士の 道で、 m 極 結構な こと だ。 しかし、 他人 を も强 ひて、 

生， *>b れる 者まで も 一 しょに 死なせよ うとす るの は、 わ 

たくしに は！！： 怠が 出來 ない。 ：… 木の 根 を 枕に しても、 

我 々 、- 卍從は 今夜 此處 で 生き てゐる こと を、 わ た くし は 喜 

んでゐ るので す。 

S それ は 腰 脫け武 十： の 言 草 だ。 

0,n 腰 g け 武士と 思 ひたければ、 さう 思って ゐ なさい。 

( ：f めて に) しかし 、わたくし は 牛 一き て ゐれば 、 ^ そ 明 

B の 日の 光が 見られる と 思って ゐる。 お 上 も、 春の 曙 を 

此處 でお 待ちに なって ゐら つし やる。 あなたが いきり 立 

つ て 御- H 分 の 穩 の 息 を 他人 の 肺腑にまで 吹 込まな く つ 

て もよ ろしいで はない か。 

くま 

i …； 名お ある 武士が、 城 を棄て k 野の 末 山の 隈を逃 

g| つて、 それでも、 生きの びた s!i が あると、 あなた は 

思 はれる のか。 小山 田 殿が どれ だけ 手賴 りになる と、 あ 

なた は 思つ て ゐられ るんで す？ 一 一十 日 や 三十 H は必す 

持ち こたへ る と當 て にして ゐた 高遠の 城 さへ、 一 た まり 

もな く 落城した 今日、 わたくし など は、 .S な 望みに は飽 

き 果てました。 

小山 田 は、 あなた も iM かれた 通り、 自分の 領內 へお 

上 をお 迎 へ する 準備 をす ると 堅く 受合 つ て 行った ぢゃぁ 


りません か。 あ の 男が どれ だけ の 力になる かならん か は、 

行つ て 見なければ 分らない 譯 だが、 今から ケチ をつ ける 

に は 及びますまい。 どうせ 駄目 だと 早 合 點 して 絕 望し て 

ゐた 日に や、 人間と いふ 人間が、 みんな 一 日 だって 安！ S 

と 生きて ゐられ ない 譯 なんです。 平家 を 滅ぼし て 天下 を 

我が物に した 頼 朝 一公 だ つ て、 三代と は 家が 榮ぇ なかった。 

運が よくて 日の出の 勢 ひで 慢心して ゐる織 田 信 長 だつ 

て、 何時 哀れな 最後 を 遂げない とも 限らない が、 さう 先 

きから 先き を 案じて ゐ たら、 どんな 大英 f 戰爭を 一 度 

する 氣 にもなら ないで せう。 …… 空が よく 晴れて、 明日 

も 天氣が よさ、 うな の を まだ しも 仕 合せ だと 思 つて ゐな 

さい。 

惣藏 天氣 がよくつ て も、 百姓 馬の 一 匹 も 見つからな いん 

ですから。 大勢の 女房 だち は、 か弱い 足で どうな さる こ 

とやら。 

勝 頼 二人とも 言 <|n ひ は 止して 吳れ。 疼い ところへ 障られ 

る やうで、 おれ は g きづら いの だ。 以前の おれなら、 一 

概 に惣藏 の 意見 に 同意す る の だが、 今の お れは 勝资の 言 

葉 も 無下に 斥けられ なく 思 はれる の だ。 長 篠の大 合戰の 

折 は 云 ふまで もな く、 先頃、 膳の 城 を 素膚で 攻めた 折の 

勝 頼 は、 今の 勝 頼ではなかった。 (歎 すろ) 

上 州の 曙の 城 を乘联 つた 時の、 お 上のお 勇ましい お 
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後 最の賴 n 劳 


姿 は、 今 目の前に ちらつく やうに 思 はれます。 紫 錢の羽 

織 を 召されて、 の 毛 笠 をお 藩し になつ てゐら せら 

れた。 (恍！ ^としてい ふ) 

勝 K あの ゆ、 其方 は、 排總 子の 羽織 を 藩て、 ..H 手拭で 鉢 

卷 をして、 采配 を収っ てゐ たで あらう がな。 

您 „1 土 屋慰 藏 一 番乘り と名乘 つて、 二の 門の 內へ乘 り 込 

みました。 らしく 云 ふ〕 

勝 頼 その g- の 其方の 悅 しさうな 隱は、 今でも おれの 耳に 

殘っ て 居る よ。 其方のゃぅなー5?^者もぉれの^下になっ て 

ゐる ために、 一 番难 りの 勝利の I ぶみ を、 たった  一 K しか 

し なか つ たの だ。 お れは 不憫に 思 ふよ。 

00  (せ a- れて 沈跌) , 

勝赖 あの 勝利 も 瞬く 間の 夢であった。 零落した 人間が 昔 

の 勝ち t せの 夢 を 思 ひ 出す の は 心 淋し いもの だ。 勝 K はさ 

う 思 はない か。 

御意の 通りで 御座います。 上 州 征伐の 折に は、 わた 

くし もお 供いた しました。 

00 あの 時には、 左 馬 之 助 も 右 銜門大 夫 も 我 S. に 加 はつ 

て 働いて くれたの だ。 ゎづか 一 年經 つか 經た ぬに、 おれ 

の 身の ま はりが、 どれほど 淋しくな つた か。 左 馬 之 助 は 

おれの 從弟 だ。 おれの 娘の M だ。 それが くされ 草鞋 をす 

てる やうに おれ をす て k 逃げた。 ：：： それでも 勝资 は、 


I 

人 の 世が 鎖み になる と 思 ふ の か 。 

«-.£ すがた 

勝 K 御 心中 はお 察し. M. します。 しかし、 浮世の 眞 の K 

を 御覧に なった の は、 萬卷の I 一 i をお 讀み 遊ばした にも 

まさった、 尊い 御 問で は 御座いま せんか。 

勝 頼 滅亡の 淵に 落ち かけて ゐる人 問が、 の 舉問修 難 

をした つて、 何の 役に立つ もの か。 ハ、、 、 、。 (淋しく 

笑 ふ) もう 夜の 明ける に は 問がない だら うが、 其方 だち 

は 少しの 問で も 休息し ろ。 ：… んな よく 眠って ゐ るの 

か、 おれ を抬 一」  逃げ失せた のか。 あたりが ヒッ ソリと 

して ゐるぢ やない か。 

それで は、 わたくし はお 暇 を. ぬいて、 一休みい たし 

ませう。 士；^ 殿 はいかが なさる。 

蔵 わたくし は、 今一度 兌 廻り をいた しませう。 …… 一 

晚ゃー ー晚 眠らな くっても、 やがて 腹で も 切つ て 死んだら、 

何蹈 年で も、 飽きろ だけ 眠られる の だ。 こんなと ころで 

眠り 急ぎ, ゾす るに は 及ばない や。 

(惣ー K 齊 然とし 出て 行く。 勝？^2:靜かに出て行く。) 

(勝 赖、 物 思 ひに 耽って ねろ。 父 平。 の 間から、 そ 

つと 頭ん、 出す。 もたり に 誰れ も. Q まいと 思って、 二三 

ijc ノ 出か- - つたと ころ， な、 勝 組に 见 つけられて. 忍いて 平 

伏す る。) 


後 S のお" H き 
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X 平 小原下總守ぉに御^^公 い たし て 居り ま や 者 で 御座 い 

ます。 

勝 頼 うん。 下總 の家來 か、 見覺 えない 顏 だが、 何時から 

下總に 仕へ てゐ る？ 名 は 何と 云 ふ？ 

又 平 又 平と 申します。 昨年の 暮れ、 鄉躅ケ 崎お 引上げの 

折から 御 1^ 公 いたして 居り ます。 

左樣 か、 (相手の 效，^ nsi めて) 其方の やうな 新參 

^が、 よく、 -If, 人 を見棄 てな い で此處 まで 隨ぃ て來 たもの 

だ。 i ゆ； J な 奴 だ。 褒めて 遣 はす。 

父 ザ 冥加に あまる お 言葉 を M きまして、 恐 入ります。 わ 

たくし は、 主人と 一し よに、 何處 まで もお 屋形樣 のお 供 

を いたす 粋ん を いたして おり ます" 

0m ょく云って：^^れた。 世が 變 つたら、 其方の やうな 忠 

義な 武士 は、 心行く ばかり" 取 立て. - やりたい の だが、 … 

： ^：^へ方も今日 の有様を見たら心元なく思ふだらぅな。 

父 平 下賤な わたくし も、 御 武運の 開く 時 を 蔭ながら， 神 

„:s に 祈願いた して：： W りました。 

勝！ S それで 思 出した が、 御臺所 は， 山の 簏 のお 寺で 通山伩 

をして ゐる さう だ。 其方 これから、 お へ 行って、 おれ 

が HI を ii まし てゐ ると 云つ て、 御 豪 所 を此處 へ 迎 れて來 

て 51K れ。 少し 話したい ことがあ るの だから。 

父 平 畏まりました。 


早く 行って 吳れ。 

ん. 小 ハツ。 

(父 平 は、 薦の 中へ ち-, - つと 入って、 包ん. た.， お， ^コツ 

ソリ取 出して、 抉て ほして、 勝 賴に會 it して 一， 故に 驅 

出す。 勝賴 がそ ちら，. 見送って， Q ると、 間もなく、  X 

平が 入って 行った 方から、 勝 頼の 御 S 所 (十九-お) が 侍 

女 百合 二十歳 ぐらね， とともに 出て 來 る。) 

勝 頼 丁度い. 1 ところだった。 今、 又 平と いふ 下 IS を迎へ 

にやった の だが 、 其 處で會 つ たらうな。 

S 今 * 其處で 見馴れない 男に 行會 ひました が、 何とも 

云 はないで、 ァ タフタと 驅 けだしました d 

勝 頼 それ は變 だな。 …… おれ は、 そこの 見ぐ るし い 家に 

安 M と 眠つ て は ゐられ ない ので、 さっきから 此處に 出て 

ゐ たの だが、 いろくな 感慨が 胸に 迫って、 急に お前に 

會 つて 話した くな つたので、 お 寺へ 迎へ にやる ことにし 

てた の だよ" …… まあ、 そこへ 腰をおろしなさい。 (侍女 

に 向って〕 百合 野、 お前 は、 その 家へ 入て、 暫く 休息し 

てゐ ろ。 

(侍女 出て 行く。 御 a 所、 勝賴 のとな リに 0^ お ろ % ) 

勝賴 お前 は藥師 如来に 何 を 祈って ゐた？ 今日の 大輕が 

明 曰 の 榮： S と變る や-つに 祈つ てゐた の か。 

御暨 いえ、 さう では 〔仍 座い ません。 後の世の 事 を佛樣 に 
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お頼み 申して ゐ ました。 南 無藥. 帥 瑠璃 光如 來。 わたくし 

ども の 最後 はす で に 近づ い て 居り ます ゆ ゑ、 後 の 世で は、 

i ちす >;••- てぶ  • 

一 つ 蓮の 臺の緣 を 結ばせて 下されと、 それば かり を 一心 

に 祈って ゐ ました。 (邪氣 なく 云 ふ) 

勝賴 お前 は 諦めが い k な。 不意の 災難に 會 つたら 氣 でも 

狂 ひ はしない かと、 かねぐ 案じて ゐ たの だが、 思 ひの 

外お 前は氣 丈夫に 生れつ いて ゐる。 まさかの 時には 男子 

よりも 女子の 方が 諦めが い > の かも 知れない な〕 …… し 

かし、 後の世の 事 は 兎に角、 三 B でも 五 曰で も、 生きて 

ゐる 間、 お前と 艱難辛苦 を 共に して ゐられ るの を おれ は 

悅 しく 思って ゐ るよ。 生 M が あると 思 はれる の だ。 … 

• 昨夜 新府の 館で 大 評定が あった 時に、 信 勝 を はじめ、 

多 數の者 は、 館 を 枕に 討死 をす ると、 しゃにむに 言： S つ 

たの を、 おれ は それに M 意し ないで、 跡 部の 勸め を容れ 

て、 小山 田を賴 つて 落ちの びる ことにし たの は、 お前の 

事 を 思った ためな の だ" …： お前 は、 まだ 二十に も 足ら 

ない 年 S ぢ やない か。 いはに 答の 花た。 お前の 顏を 見る 

と、 春 を 待って ゐる裕 の 花の やうに 思 はれて、 ムザく 

散. りすの は 忍ばれな いの だ。 お前と いふ ものがなかった 

ら、 おれ も新府 にじ つ とし て ゐて織 田の 大軍を 待 受けた 

かも 知れなかった。 -， 

mm それで は、 わたくし のために 館 をお 粲て なされた の 


で 御座いま すか， それが 武 田家の 名折れになる ので は あ 

りますまい か。 

勝 頼 名折れに なっても い、 ではない か。 どうせ おれの 名 

前 は 十 年 この 方 傷 だらけ だよ。 …… 去す るに しても、 

眞田昌 幸 は あの BP の 領地の 上 州 阿賀；？； - へ 來 て 籠城し ろ と 

m め て SK れ たが、 おれ は 其方 へ 行かな い で、 此方 へ 落ち 

て來る ことにした。 これ も 釣 閣の說 を容れ たの だが、 釣 

閑の 爺い ゃ大坎 之 助 は、 おれの 心 をよ く 酌収っ て aK れる。 

高 阪ゃ土 崖の やうな 理 一  遍の 頑くな ト J 心ャ！ ^者と は 違つ 

て、 人情が よく 分って ゐる。 

御 SI それ はどうい ふ譯 なの で 御座いませ、 つか。 此方 を 差 

し て t 浴ち てい らっしゃつ たのが なぜお 上の 御 心 にかな ひ 

ましたの？ 

mm  (微笑して) お前に もよ く 分らない のか。 長 阪はロ 

に 出して 云 はなく つ て も、 おれの 心 をよ く 察して 吳れた 

よ。 …： 分らなければ 云って 閱 かせよう か。 今日 此處ま 

で來る 途中で、 お前が つい ぞ难 つたことの ない la? に 乘せ 

ら れ て愤 まし さう にして ゐ るの を 見る につけ て も 、 こん 

な 可愛い 女 を、 どうして、 荒武者と 一 しょに して、 襲 

の 苦しみが させられる 者 か と 思 つ たの だが、 今 w< 手賴っ 

て 行く 小山 田の 領内 都 の 郡に 、 お前の 故郷の isK に 近 

いの だ。 
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00 相模に 近いと ころへ まゐ りましたら、 どうなります 

の？ 

勝 頼 何とか 手 だて をして、 お前 を 小 田 原の 城へ， 送り 屈け 

て、 安穏に 蕃ら させたい と 思って ゐ るの だよ。 氏 政と お 

れとは 敵 味方に 分れて ゐて も、 お前 は 氏 政の 妹 だ。 妹が 

兄の 側へ 歸っ て 行く のは耻 ではない し、 氏 政 だってお 前 

を 粗末に はしない だら う。 お前 は 長い間、 塞 さ 暑さの 酷 

しい 山 闺 で暮 した。 それで、 たびく 幼い 時分の 記憶 を 

S わ 出して、 海が 見たい/ \ と 云って ゐたぢ やない か。 お 

れ も， 親；. g に？ 3； けない くら ゐ に！： f がよ かったら、 海道 一 

帶 を切耿 つて、 ^河 か 遠 州の 濱邊 へ、 龍.： の やうな 城 を 

築いて、 お前に 龍 宮城の 乙姬樣 にも负 けない くら ゐな榮 

華 を させようと 思 つ たの だが、 それ も 愚かな 夢と な つ て 

しまったよ。 お前 はおれに 氣. 兼ね をし ないで、 小 田 原へ 

固る がい、。 

00 お 上 は ひどい こと を 仰 有る？ たと へ、 兄の 氏 政が、 

與 ia?. を もって 迎 へ に まゐり ませう とも、 お 上に お別れし 

て故鄉 へ^らう なんて、 わたくし、 思 ひも そめない こと 

で 御座います。 それに、 兄の 人情が あるなら、 織 田ゃ德 

ほ- Jxi*J 

川の 味方 をし て. 甲 州へ 矛先 を 向ける i: はな い の で 御座 

います もの。 

^ それ は戰 II の 習 ひで es^ がない よ。 氏 政ば かり を咎 


める こと は出來 ない。 おれ もお 前 を こそ 望んで 貰 受けた 

の だが、 北條 家の 幕下になる 氣 はなかった の だ。 

御臺 この 世の中で は、 女 は 夫より 外に 手 頼りになる もの 

1>  あはせ 

はない のでせ うか。 …… でも、 わたくし は 幸福で 御座い 

ました。 七 年の 間、 可愛がって 頂いた のです から。 

勝賴 おれ は 七 年の 間、 今日 ほどお 前を戀 しいと 思った こ 

とはなかった。 錦の 褥に 坐って 琵琶の 音 や 琴の 音 を 聞い 

てゐた 時よりも、 木の 根に 腰 を 掛けて、 木の葉の 昔 を § 

い てゐる 今し み <(\ とお 前の 戀 しさが 感ぜられる。 (御 

臺 所の 手ん、 執って) 五日で も 十 B でも、 二人で 生きられ 

る だけ 生きて ゐ よう。  もう-おの 明ける に 問 もない だ 

らうから、 此 處にゐ て、 二人で 久 振りで 春の 曙 を 3^ る こ 

とに しょう。 ュ仪が 明けて 兒 たら、 供の 人 數が半 <： 刀に 減つ 

てゐる だら うが、 それが どうなる もの か。 お前 を 無事に 

小 田 原へ 屆 けて 吳れる 者が 殘 つて ゐ て くれ.. - ばと 思つ 

てゐ たが、 お前が 故 ：！■ へ歸 りたくな いのなら， その 心^ 

は 無 W だ。 …… おれ は 今朝 新府を 立つ 時から、 最後 はお 

れ 一 人と 覺悟 をして ゐた。 

(ふと。 しい 叫 * ひ It が 起る。 勝 頼 夫妻 驚いて 顧みる 

と、 後の方に. K の 手が 上って- Q る。 それ に 驚いて、 わち 

ら： ちらの ま-の 中から、 武士が 飛 出して 驅 けて 行く。) 

勝賴 誰れ か^ わざと 火 を け たの だな。 、 」 ちら は 風下 だ。 
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油斷し て は ゐられ な い 。 さあ 彼方 へ 行かう。 

(！g 魁 立 つて 御裹 所，^ 急^て る 。御 ーハ？ 所うる /\ する。 

勝賴 彼女ん 背 貢って 出て 行く。) 

(SS の 中から、 朵け w.^ した 武士が 出て 來 る。) 

その 武士 こり やた まらない。 敵が もう 攻めて 來た のか。 

(慌て、 逃 出さう とすると こる へ 、 土 が^け て 

來て、 その 武士に 向って。〕 

惣藏 ぉ屋 形？ はどうな された？ 其方 は 存じない か。 

その 武士 わたくし は から グッ スリ 眠って ゐ ましたの 

で、 何が 何やら、 サッ パリ 分りません。 介 が はじまり 

ました か。 

惣藏 貴満、 氣樂な 奴. だな。 しっかり しろ U 

(5 うい ふが せいか、 彼れ は、 武士の 横つ w,^. 殴ろ。 

その 武士、 しかめつ 面. して 出て 行く。〕 

(惣藏 はな ほ、 あ；^ リ 1^ 見廻して ねる と、 そこへ、 侍 

女 百合 野が 跣 足の ま、 出て 来る。) 

どちら 

惣藏 ォ、、 百合 殿。 お 上 は 何方へ お越しな された か、 

あなた は 知って ゐられ ないか" 

百合 ij お 上 は。 御臺樣 をお 背負 ひ 遊ばし て あちら へ お 逃 

おもて 

げ になり ました。 (Is 笑し さ.^ 面に 現 はして 云 ふ〕 

S  (今まての張；5^5めた效.^^;^ばぜて) なに、 御 tli::^ を 

お 背負 ひに なって？ 


ほのほ 

百合 野 ハイ。 世界が 火 となっても、 血の 池と なっても、 

ryli かた 

一 一人の 中 は 離れない と 云った や、 つに、 お 一 ー方の御^^1,子は 

お if じさう で 御座いました。 

惣 さう， でした か。 御臺樣 はいつ 此方へ お出 ましに なつ 

たの か 知ら。 

百合 i: 破れ 寺での 御 勤行 は、 氣が 滅入って なりません か 

ら、 わたくし、 御 豪樣 をお 誘 ひ 申して、 お 上の 御座所へ 

お 速れ 中した のでした。 わたくし はお 邪 ig にならぬ やう 

に、 あの 家に 身 K を隱 して ゐ たのです が、 あまりに 夜が 

靜 かなので、 お 二方のお 話 は殘ら ず わたくしの 耳に 入り 

ました。 その ぉ膀じ いこと、 云つ たら。 (調 子に 乘 0 て 

云 ス J 

.0 お ir じいの は 結構です。 (與 もな さ、 うに 一： S 、つて) 

わたくし はそんな 話 を 承らた く つ て もよ ろしい 。 (；仃 さ 

かける) 

百合 野 まあ、 お待ち 下さい まし。 わたくし、 土 に 

非お 訊ね.. ¥ したいので すが、 小山 田 様 はほんと うにお 上 

のお 力に なろ 方な のでせ うか。 

g^ii それ は、 わたくし にもよ く は 分りません。 お 上のお 

みで、 我々 はお 供して ゐ るまで、 す。 

.Sr0 お 上 は、 御 辜 様 をお 里の 北條 家へ ぉ歸し 遊ばした 

いために、 相模に 近い 小山 田の 領 3： へ 身 を 退ける ことに 
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したと、 さっきお 話に なって 居りました。 

S それ は 初耳 だ。 木 is です か。 

f." 合 m 長 阪釣關 ：1 も、 さう いふお 上のお 心 をお t て 、 新 

ちの 道 を 此方 へ 1^ る やうに ぉ勸 めしたの だ さう で 

つ 

釣？ f の ひ武. おめ。 またしてもお 上のお 心の 弱 點 に 

つけ 込み やが つて。 

}n 合 お 上の 御 察 s« 孝行 は 結構な こ となん です けれど、 

そのために、 あなた を はじめ 忠義に 一^い 方々 や、 わたく 

し； 達まで も、 無 川な 艱難辛苦 をす るの は、 あんまり 情け 

な 過ぎる ぢゃ 御座いま せんか。 …… 土： 1EB、 まお、 わた 

くしの 足 を兑て 下さい まし。 (衣服の 掘.^ 上げて. R い 脛 

, ^见^ て) 今 口  一  B 御臺樣 のお 伴 をして ゐた 間に、 小石 

に つ まづ いたり 荆 棘に 刺された りし て、 こんなに 傷 をし 

て 血. たらけ になった ぢ やありません か。 わたくし、 阴 日 

の U や 叫 後 B の 曰が 案ぜられて なりません わ。 こんな 苦 

lf^_vして、 おて にならない ところへ 行く より は、 いっそ 

早く 死んだ 方が い & と 思 はれます。 

B  (！ I 官 の やうに〕 卑怯に 城 を 落ち て、 十日 一 一十 日 生 

延びた つて、 Si ると ころ は 討死なん だ。 

}= 介 お 上 は、 その 十！： U か 二十： U か を、 御 一一 i とお 二人 

く  £ 

で、 世 の 人の 十 年 二十 年の 生活に もまして、 睦 じく 梁ん 


でお 過-, ,- しな さらう とな さ る ん です。 わ たくし 達 もさう 

い のち 

いふ 心褂 けで、 明日の 生命 は 分らな い 今日の 曰 を樂し ん 

ではい けない のでせ うか。 

惣藏 さあ、 どうです か。 わたくしに はそんな 六ケ敷 こと 

は 分りません な。 

百 <；：1： お あなた は， お 上の 御 生害のお 伴 をす る ことば かり 

考へ てゐ らっしゃ るの？  あと、 十日 か 二十 B しか 殘 

つて ゐ ない わたし 達の 生命 をよ くお 考 へなさい ましな。 

…… (ふと 感慨 L1 迫った やうに) 百合 野 は、 五 年 この 方 

の 胸の 思 ひ をき へて、 錢り少 い 日 を绘ら なければ ならな 

いのでせ うか。 

惣： i 百合 野 どの は變な こと を 云 はれる？ 

百合！：； わたくしの 心 はよ くお 分りに なって ゐる くせに、 

(滿 面に^ び.^ 現 はし マ) 今朝の 新府の お 13 の 大ほ雜 や、 

途中の ぎのうち に、 わたくし 一人 は、 うはべ は 泣いて 

ゐても 心の中で は n ッ ソリ軎 んでゐ ました C 

惣； S  (相手の 媚態に， S 々心.^ かれたら しい！ g にて) あ 

なた は氣 味の 惡ぃ人 だ。 くお 寺の 方へ 避難して、 朝の 

食事の 仕度の 手傳ひ でもな さるが い \ 。 

百合 if この. 騒ぎに、 女の 一人歩き は う 御 います わ。 

足 も 疲れました。 背負つ て 行 つ てド さい まし。 

(彼女 は 惣藏の 肩に つかまらう とする。 飽藏は 百合 
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.^振 拂 ふ。) 

S はしたな いこと をな さるな， - わたくしに は 妻 も 子 も 

あるの だ。 

百へ 口野 明日の 生命 も わからぬ 身で、 お 家の 法度 やお 國の 

輕て 

按を 恐れ てゐ らっしゃ るの？ どうせ 死ぬ の ぢ や あり ま 

せんか。 死ぬ 時が 來 るまでに、 お 互 ひに 氣 儘な 戀を樂 む 

の が、 なぜい けな いんです。 …… わ たくし を 背負 つ て； 仃 

つて 下さい。 

悠 i お謹みなさい。 人が たら 嗤 はれます よ。 

(惣藏 は 彼女の 側.^ 離れて， S うへ 入リ かけた が、 人リ 

彼女の ことが a にか V つて. Q ろら し ぃ賠 度て K 

向く。  J> 

百合 K これから 奥樣 のお 側へ 行って、 忠義の 御講 11 をな 

さるの？ 

(彼女が 冷笑す ると、 您藏は K. 快な 額ん、 して 入つ て 行 

く。 火燒 ますく 盛んになる。) 

二 

「柏 尾 へ 着か せ 給 ひ て、 待 たれ けれども、 小山 田 出 羽 

守、 御迎 に參ら ざり ければ、 爱は餘 り 無用心な り と て 、 

それより 駒 飼と いふ 山家へ、 引 籠らせ 給 ふ。 其 夜、 人 


質と て 召され 置きし 小山 田が 母、 行方 知れず 闕 落す。 

それより して、 す はや、 小山 田 敵になる とい ひければ、 

上下 惑亂し て 、 さ て は 郡內へ 人る こと、 卟 ふ ベ か らず。 

さらば 天目山へ 入らん とて， 田野と いふ 所まで、 迎り 

行き 給 ひければ …… 」 (甲亂 記) 

三月 十  一 B の 明け方。 

山 楚に假 りに 設けた 粗末な 陣 接に 蘇， 小 張って ゐる。 所 

所-,: 櫻の 木が あって、 花が 故リ か、 つてね る。 二三の 

武士、 わたり.^ 警戒しながら 行 過ざる。 

跡 部 勝资、 物， か考 へながら 出て 來て、 山の 方， 上げ 

ろ 0 

横 ra 又 市、 山， 屮 下りて 來た樣 子， 少して、 c5 もせ かく 

と 入って 来て、 跡 部1 か 兄て ー禮 する。 

勝資 敵 はま だ 見 えな い か 0 

又 市 敵 兵ら しい もの は、 まだ 影 も 見えません。 

勝^ さう か。 山に は、 人の 通れる やうな 道が ついて ゐる 

だら うな。 

又 市 ハイ。 この 山から 山續 きに 武 の 11 へ 越えられ さう 

で 御 ij います， - お 形樣 は、 越しに 何處 かへ お忍びに 

なる の で 御座 いませう か。 

勝 K ィャ、 もう 此處が 勝 頼 公の 一番お しま ひの 御 it 所た。 
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敵に 追 詰められた ばかりでなく、  土地の 者にまで 反 かれ 

て逃げ^3を塞がれ てゐる の だ がら、 もうどうし やう もな 

いよ。 一 人々々 なら、 39 を 攀ぢて も、 流れ を 渡つ て も、 

すべ  て あ W こ ly ん なわら ベ 

外へ 落ちて 行く f あらう が、 手足 纏 ひの 女 童 を 大勢 

IS れ てるて は、 どうしゃう もない。 此 處が武 田家の ドン 

詰り だ。 

X 平 御成？ の 盛んだった 武 田家の 御 運 も 今 曰 限りと なつ 

たので 御座いませ うか。 (欲 はしげ に 云 ふ) 

勝 n  (相手の^. y 不思議 さう に 见乂) お前の 妻子 はお 前 

と 一緒にお 供に 加 はって ゐる のか。 

又 平 わたくしに は 子なん か あり やしません。 一人 ぼつ 

ちです よ。 

m" それ は 却って 幸； ST だった な。 かう いふ 時には、 妻子 

の ある もの は、 苦勞の 上に も 苦勞 をす る。 …… しかし、 

妻子の ない.； Jf^ 輕な お前が、 よく 今日まで ML て來 たも 

の だ。 新-吋 を 出て 以來、 柏 3^、 駒 飼と、 宿 を 重ねる たび 

に、 お § 人數が 減って、 ことに、 小山 田の 心變 りが 分 

つてから は、 お前 も 知って ろ 通り、 ija ん なが 我れ 勝ちに 

さの，^  つるの せ 

逃 出した。 昨 HI の^、 鶴瀨 から 此處 へま ゐる 時には、 下 

郎 一人 さへ 見つから なくって、 土 S 殿が お 上のお 馬 を 引 

出した くら ゐ だった のに、 身分の 低い お前が、 よくも 此 

處 までお 隨き H. し て來 たもの だ。 (感 心する よりも、 不思 


議さ うに 云 ふ) 

又 平 今 だから 申 上げます が、 柏 尾で はいく 度 も 逃げよう 

として、 操會を 伺って 居りました。 それが 不意にお 屋形 

樣に お 目通りす る 一 J と にな つて、 わたくしの 腹の 屮を御 

.Its のない ぉ屋形 ：1 は、 お前 は 忠義 者 だくと、 過分な 

お褒めの 言葉 を 直 かにお 下し 賜った の でした。 わたくし 

は、 その 時 は 冷汗 を 接き ましたよ。 あの 時の 火事 騒ぎに 

紛れて、 とに 角 半里ば かり 逃げる に は 逃げ ましたが、 お 

屋形樣 のお 言葉 を 思 出す と、 勿體 ないやうな、 il^j 恐ろし 

いやうな， 氣持 がしました ので、 思 返して 後戾り をした の 

で 御座 い ます。 

勝 それで、 最後のお 供 をす る氣 になった の だな。 

又 平 かうな つたら 度胸 は据 ゑて 居ります。 今にも 敵が や 

つ て來 たら 死に をす る覺悟 をし て 居ります。 

勝？ K 死んでも 生きても • さう いふ 11^ 悟が しっかり とつい 

て ゐりゃ 仕 合せ だ。 

11 あはせ 

又 平 わたくし は、 自分 を 幸福な 人間 だと は 思 はれません 

力  

0M 見たところ、 お前 はま だ 三十になる かならずの 若者 

い S じじ 

だ。 若い 盛りに、 迷 はないで、 生死の 覺悟 がちゃん とつ 

いて ゐ るの だ か ら^！^ゃむ だ よ 。 

又 平 さう お褒め 下す つち や 恐縮いた します。 …… さっき 


434 


後最 の! rnO^ 


山の 上から、 方 々 を：：^ ii はして ゐ ると、 身延の お 山が 目に 

つきました。 柏：： f で 一 しょに 逃げる 約束まで した 朋楚の 

甚三郎 は、 あの 山の 巾に 逃 込んで ゐる害 だが、 今時分 は 

何 をして ゐ るかと、 思 はれて、 何だか 氣が 滅入って なり 

ませんで した。 …… わたくし がお 上のお 供 をして 立派に 

討死 をした こと を、 あい つ だけに は 知ら せて やりたい の 

で 御座 い ますが、 今日 此處 で 討死 をな さるお 歴々 の 方の 

お 名前と 御 一 しょに、 わたくしの やうな 卑しい 木つ 葉武 

者の 名前 も、 W 間に 傳 はります でせ うか。 

勝資 それ は 間に 知れない こと は あるまい。 此處に は 四 

十 人ば かりし か踏留 つて はゐ ない の だから。 …… しかし、 

念のために、 今のう ちに、 木 か 石へ 自分の 姓名 をし つか 

り と きつけ て 置い たら どう だ。 

又 平 成程。 い \ 考 へ だ。 それで 安心し て 討死が 出來 ます。 

…… 殿樣、 今日は 天 正 十 年 三月 十 一 日で 御座いま したな。 

S さう だ。 何年 何月 何- ョ 何の 又 平、 名譽の 討死と 書き 

つけて け。 

又 平 ぢゃ、 早速 書いて 置きます。 …… おれ も 今日が この 

^の 見收め だ。 (と 眩 い て K ノ」 行く ) 

(勝 资、 また 山の 方， ^見. M げて ねろ。 と、 一て こへ、 百 

合 野が、 前 の より も れた 様，^ して 入つ て 來 る。) 

百合^  (ふと 櫻. 見て) ォ、、 よく (i- いて ゐろ こと。 新 


府を 落ちてから、 何. M へ. おても^の 巾に は 1^ の 花が 〔眇、 い 

てゐ る。 

(その It いて、 勝 资は报 .2 く。) 

0  KZ 合舒殿 か。 上樣 はま だお 眠りに なって ゐま すか。 

！；；！合！^ 一  どお n, 醒め にな つ て、 またお！！ におな り 遊ばし 

ました。 

御心勞 が 積もって ゐ るの だから、 御 無理の ない こと 

だ。 

百合 跡 部： f は、 この美し い 野 山の 朝 景色に 兑 惚れて いら 

つし やった のです か。 

ST 勝 (苦：：^:〈して) わたくしに はそんな 風流：：.^ はあり ませ 

んょ。  - 

つ. -じ  -ゃ かた  あ， rs-i の 

百合 iJ 解躅ケ 崎のお で、 こんな 笑く しい 一！ の 曙 を眺 

め てゐ ましたなら、 御臺樣 から 和歌のお 題 を 賜 はるので 

せう けれど。 

勝赏 あなた は氣樂 な こと を 云って ゐ なさる？ 一刻々々 

と 近づ いて ゐる 我々 の 運命 を W 心 つたら、 泰の 曙 も 野. q の 

景色 も それが 何になります。 我々 は 籠の 中の Git か 網 代の 

中の 魚と 同 機なん です。 

百合 だって、 あなたが お 上 をお そ、 のかし 申して、 ， 湖 

代の 中へ くと お 入れ 申し たやうな もの ぢゃ 御座 いませ 

んか。 あなたの 御 老巧な お 目 鏡で、 小山 田 殿の 忠か 不忠 
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のお 見 わけが つかなかった と は 思 はれません わ。 

勝资 わたくし にだって、 人の 心 は その 時に なって なけ 

れば 分りません よ。 

百合 ij お 上 も御峯 一様 も、 小山 田 殿心變 りの 知らせ をお 聞 

きになった 時には、 恩知らずの 人非人よ とお 腹立ちに な 

りました が、 その あとで は、 跡 部 や 長 坂が あ、 云って 勸 

めた から 當て にならぬ もの を當 てに して 來 たと、 歎息し 

てい らっしゃ いました。 

勝な かうな つたら、 わたくし など は どちら 向いても 恨ま 

れ役 だ。 (欽 息して) おれの 力で やう やく 播 立て k 來た 

1 の 燈 火が 消え てし まったら. それ をお れの所 S にし 

や あがる。 おれの 所爲ぢ やなく つて、 油ゃ燈 心の なくな 

つたた めな のに。 (と 一一 n の やう に 云 ふ) 

(そこへ、 .HSHS 惣藏が 出て 來て、 怙み， ^合んだ 目て、 

^R, ^睨めつ ける。〕 

00 跡 部 殿、 あなた は 今にな つても、 まだ 生きの びた 甲 

斐が あると 思って ゐ なさる か。 明 曰の 光が 見られる と 思 

つて ゐ るんで すか。 か 四 五 n 牛； きのびたい ために、 小 

山 田の 罠に 罹って、 我々 ぉ從は こんなと ころ で じめ な 

お 期 を f_ はげなければ ならな いぢゃありません か。 どうせ 

滅亡す る にし て も 新府の 城で 華 々しい 討死が 出来た もの 

を。 …： 城 を 棄て& 恥 を 賜らして、 乞食の やうに なり 下 


つて。 (口 W しさう に 云 ふ) 

今にな つ て 、 あなた と爭 つたつ て爲 方が な い 。 何と 

でも 仰 有い。 

s„l (激昂して) 云 はいで か。 この頃 胸に つかへ てゐた 

i さ だ 

思 ひ を、 今 こそ 吐出して しま はなければ、 …： 贵據ゃ 長 

坂は武 田家の 奸賊 だ。 獅子 身中の 蟲だ。 小山 田と 云 ひ 貴 

樣だ ちと 云 ひ、 憎むべき 敵 は 却つ て 味方の うちにあった 

の だ。 口 あたりの い 上 言葉で お 上 を 誑かして、 こんな 所 

へお 誘 ひ 申して、 武 田家の 末路 を 汚した の は、 跡 部大炊 

之 助長 坂 釣 閑 一 一人の 所爲 だぞ。 言譯 があるなら 云って 見 

ろ。 (刀の 柄に 手， かける) 

(勝 つてね る。) 

百合 It  土 屋樣、 そんな ひどい 事 を 仰 有る もの ぢゃ 御座い 

ません わ。 

(彼女 は、 い- -V 、リ 立つ g:>M ん 、鎮める。) 

(勝 資默 つて 出て； t  く。) 

s^0 わたし だち の 生命 は、 いよく 今一 日と 縮まり ま 

したの ね。 

S あなた はな ぜ何處 へ でも 身を隱 さなか つ たの です？ 

女の あなた は 、 强ひ てお 上の 御 最期のお 供 をし なく つ て 

もい \ の だから、 今からで も、 コッソ "何處 かへ 落ちて 

行ったら い 、ぢ やありません か。 
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百合 野 落ちて 行けと 仰 有っても、 女の 身で 何 處を當 てに 

岀て 行け ませう？ 山の 中で 野 たれ 死にす るか、 荒武者 

に摑 まって むごい 目に 會 はされ るか  。 

惣藏 それで は、 御 臺樣の 死 出のお 供 をな さるが い、。 健 

氣 なお 覺悟 だ。 

百合 野 わたし は、 御 臺樣の 冥土のお 供が した さに、 よろ 

めく 足に 力を入れて、 こんな 片田舍 まで 落ちて 來 たの ぢ 

やありません わ。 生命に かけ て 思 詰め てゐた あなたの 影 

身に 添って、 トボ. ^と 此處 まで まゐ りました の。 この 

世で は あなたの 片意地から 思 ひが 遂げられな いと 極った 

のなら、 あなたのお 討死の 時 を 見て、 わたし も 同じ 時刻 

に 自害し て、 あの世へ まゐ ります。 生死の境 を 越し て も、 

わたしの 一 念 は 遂げない では 置かない と 思って ゐ るので 

す もの。 わたくし、 もう、 鐵 砲の 昔 も 刀の 光り も 恐ろし 

く は 御座いません の。 

^藏 (當 惑して) あなた は 恐ろしい 女 だ。 跡 部 を やっつ 

けて、 胸が すいた と 思ったら、 今度 は あなたの ために 心 

を亂 されなければ ならな い 。 …； 百合 野 どの はわた くし 

の 目に は 鬼女に 見える。 

百合 野 あなたの その 目 付 だ つ て：^ 樣の や うぢ や ありませ 

んゎ。 鬼で も佛 でも、 わたしの 一念 は あの世まで あなた 

に隨ぃ て 行きます。 

i 


(そこへ、 ふと、 又 平が 入って 來て、 いぶかし さう に 

二人，^ 見る。 惣藏！ f: リが惡 さう LL すろ。) 

S. 貴樣は 何 をして ゐ た？ 

X 平 山の 方で 見張り をして 居りました。 跡 部樣が 木の間 

隱れに 山 を 登 つてい らっしゃい ましたが、 御樣 子が 變 で 

御座いました。 

惣藏 彼奴、 逃げる の だな。 卑怯者め。 (と 云って、 陣屋の 

方へ 向って、. 聲高 く) ぉ屋 形樣、 跡 部勝資 は-脱走 を 企 

てました。 打联り ませう か。 

勝賴 (陣 g の 中に て) なに 踩 部が 逃げた。 不玲 至極 だ。 

追驅 けて、 打 収れ。 

1 畏 りました。 

(弓矢 を 持って K けて 出ろ。) 

百合 野 (又 平に 向って) あなた は餘 計な こと を 云 ふち や 

な、 力 

又 平 わたくし は. 跡 ffis がお 逃げに なった と 中 上げた の 

ぢゃ 御座いません。 

百合 野 述 げたい 人 は 逃げた つてい \ ちゃない か。 

〔陣屋の 幕が 開く。 勝賴、 -3|4<將らしぃ^!-ひ，.^して端 

座して， Q ろ。 御 1^ 所 その 側に 侍し ズ ねろ。 百合 と乂 

平と は 平伏す ろ。. > 

00 勝資が 逃げた とい ふの は眞資 か。 
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又 平 どうも さ うら し う 御座 います。 

勝賴 知！ i 者の 勝 《な も、 いよく おれに 希菌の 破片 もな く 

なった の を兒破 つ て 、 愛5-を^^か し て 逃げ去 つたの か。 

不. S でも 何でも、 あいつが 側に ゐる うち は、 まだ、 ど 

うに かなる 逋が あるの ぢ やない かと， おれ は 思つ てゐた 

のに。 ニー 人. 兌 下して 感^的に) 武 田家 出頭 第一の 勝 

でさへ、 おれ を 見棄て k 逃亡す る有樣 なのに、 又 平、 

其方 は 新参者で ありながら、 ょく^5し てゐ て吳れ た。 

百合 野 だって さう だ。 世が 世で あったら、 おれが 仲人に 

なって、 其方 だち を 夫婦に してやる であらう が、 そんな 

み もな くな つたよ。 

百合 (不平ら しく) ぉ喊れ にも、 左 機な こと は 仰せら 

れ ないやう にお 願 ひ. S. 上げます。 

御^  合 は 先日う ちの 樣子 では、 心に 思って ゐる人 

が あるら しいの よ。 K 後まで、 よく わたくしの 側に ゐて 

SK れた。 まだ 夫と 極った もの & ない お前 は、 今 はの 際に 

心 淋しいだら、 つな。 

合 1： ハイ、 ぉニ方をぉ羡まし，っ^：^じます。 

00  (微 や、 して) 只今、 この 勝 頼 をお § もの は、 日本中 

に 其方 一 人 だ。 

0 てこへ、 藏が 勝^の 死骸.^ 抱へ て 入って 來 ろご 

$ 見^に 射殺しました。 まだ ビ ク くし て 居ります が、 


いかに 取 計ら ひませ うか。 (死骸.^ 下へ E いて、 氣 色ばん 

つりが ぺ， i うまに laTJ 

て) ォ、、 それよりも、 河 尻 肥 前 守の 釣 笠の 馬 印が 遙か 

に 見えた と、 0^ 張りの 者の 知らせが 御座いました。 

勝 組 敵 はそんな に 早く やって来た のか、 又 平 ねんな に 左 

樣. S. し傳 へ て 用意 を さ せ ろ 。 

又 平 畏 りました。 (出て 行く〕 

勝 頼 (御 豪 所に 向って) この 世で お前と 言葉 を か はすの 

も、 これが 最後 だ。 何 か 云 ひたい こと はない か。 

はす うてな えに I 

御鑾 ； つ 蓮の 臺の緣 を 信じて ゐる わたくし は、 今更 未練 

がまし くこの 世で 申殘す こと は 御 u いません。 わたくし 

だち を 遠い あの^へ 乘せ て 行く 紫の 雲が 目の 先き に 見え 

る やうで 御座いま すわ。 (百合 し 向って) かねて、 男 

子 にても、 女子 にても、 子供が あった ならと、 神 怫に祈 

り を 懸けて、 お前 だち も不斷 さ-つ 云って、 わたしの ため 

に 悲しんで ぉ吳れ だった けれど、 今と なって は、 子供の 

ない のこ そ 幸 ひだと 思 はれる よ。 幼い 者が 一 人で も あつ 

たなら、 この 世に 未練-が 殘っ てなら ないだら うから。 

勝 組 紫の 雲が 見える？ (ふと 向う.^ 見て) おれに は修 3 維 

ちまた 

の衢が 見える ばかり だ。 お前 は 敵軍が 間近く 寄せ て來な 

いうちに 心靜 かに あの世へ 行け。 惣藏， 其方に 御 臺の介 

錯を頓 むぞ。 

S. その 仰せ は御辭 返いた したいので 御座いま すが、 只 
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今の 場合、 心苦しく も 御 介錯のお 役 を 勤めさせ て顶 きま 

す。 

御！ a いえ、 わたくし はお 上の 御へ ハ錯 をお 願 ひ 中し ます。 

人 H のない とこ ろ で 、 心靜か に 生害 を 遂げた う 御 iij い ま 

す。 

勝賴 承知した。 百合 ST 陣屋の 幕 を 引いて くれ。 

(惣藏 と 百合 とが、 JcjJ-,^ おる す。 勝賴夫^^のぉーは、 

幕の 中に 隱れ る。) 

惣藏 (愁然と して) 御臺樣 の やう なお美し い 方 も、 この 

世から 無くなる の だ。 

百合 野 お 上が御臺樣の 御^^期の 御介錯をなさる やうに 、 

あなた はわた くしの 介錯 をして 下さる でせ うか。 

g5 藏 あなたが いつまでも 此 處にゐ て、 敵の^に か k るの 

は 見て ゐられ ない。 あなた は 御臺樣 と 御 一 しょに 早く、 

あの世に 行きな さると い 

(惣 藏、 ^心地て 咄嗟 LLlC 合 野 .J- 引 寄せ 乂喉. ^突いて 

殺す。 百合 野 は 何 か 一 K はう としながら 云 ふ ひま もなか 

つた。 惣藏 彼女.^ の 方へ 押 やり、 病 震 ひしながら 合 

《alf する。) 

(勝 賴、 の 中から 出て 來 る。) 

S 御 辜" 樣は御 生害 遊ばされました か。 

勝賴 この 後 は、 おれが 切 する までの こと だ。 七 年の 間、 


飽き も 飽かれ もせず 述 添つ てゐた 御臺の in をな 午 に 

も、 おれに は 紫の 雲 も 見えなかった。 …… だが、 惣藏、 

何十 年來戰 をし 通し て來 たおれ だから、 な ことで は 

あるが、 行きが けの 駄賃に、 五 人 や 十 人の 敵 は 斬り 捨て 

よう。 其方 も その 覺悟 だら うな。 

0^ 申 上げる まで もな く、 敵に 一矢 も 放たない では 死に 

きれません。 

勝賴 (ふと、 勝 見て) 勝资 はま だ蟲の 息で うめいて 

ゐる のか。 その 息で は、 もう おれに S な み を 吹 込んで 

くれる 力 も あるまい な。 

く. こいつ はいか r いたし ませう。 

… 打 やって 置け。 そのうちに 息が 切れる だら うよ。 

1— 幕 l 
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秀 

紹  e 

明智左 M 助 

0 次 右衛門 尉 

资 藤 内 藏助 

藤 田傳五 

溝 尾 兵衞 

野 武士 三人 

侍者、 飛脚な ど 

(一) ノ 一 

は、 -rf-:=nl 十八 ：= &。 

所 は、 愛 C め 山の TO! の坊。 

齊 問の 迅^ g- 、行 に 用， Q た 文 蜜が、 書簡 i 傘？ g など.^ 載せ 

た ivs かれて わろ。 その 側 LL ほの 暗い 燈 火が S かれ 

てあつて、 お 床ん-並 ベ てお \^ ねる 二人の 姿， かかす か LL 


g; らして わろ 3 一人 は 叫智光 ^〔^十五 歳) て、 一人 は 

速欲師 51 村お 巴 (五十 歳 くらね) て わる。 光秀、 ふと 何 

* かに かされた やうに 起 上って、 室内，^ 見 週し、 や 

がて 窓 .^§1 けて 外. ^兄ろ。 紹巴も Is.^ 持 上げて、 迂散 

くさい！： H て 光秀の 力. ^見ろ。 光秀、 何か考 へながら 5« 

床へ 一お つたが、 檳 LL なる の，^ 忘れて ねる やうに、 00 

の. 1.!. に 坐る。 

巴、 ffij 上ろ。 

^巴 殿樣 は御氣 分が ぉ惡 いので 御座いま すか。 

光秀 いや、 氣分 は惡く はない。 (慌て、 打 して) おれ 

は 面白い 句を考 へて ゐ たの だ。 

^巴 面， 曰い 句と 仰 有る の は？ (光劳 の 顔.^ 見守って) 今 

日の 百 韻の 連歌のう ちで も、 殿 のお 作りな された 發句 

はことの 外 if 然 として ゐ るのに！ 湾 きま したが、 それに 飽 

足りないで、 もっと 奇拔な 面白い 句 をお 考へ 遊ばして ゐ 

るので 御 います か。 

光^^ いや、 年^斐 もな く あんな 血氣に m- つた やうな 句 を 

作った こと を、 おれ は 後悔-して ゐる。 古格に 通じた 其方 

など の 氣 にも 入らな い に 違 ひ な い 。 

巴 (感慨.^籠めて) わたくしどもの 守って ゐる 連歌の 

道 はもう 末で 御歷 います。 誰れ も 彼れ も- 前人の 摸倣ば 

かり をして、 千篇一律 無味乾燥に なりました から、 近年 
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ます/ \述 歌の 衰へ るの も 瓶； 理は 御座 い ます まい。 山 崎 

宗鑑ゃ 荒木 田 守武の 開いた； 諧の 道に 志す 者 を、 一 概に 

下賤な 好み として 嘲る 譯に はま ゐ りません。 

光秀 其方が そんな こと を 云 ふの は 不思議 だよ" 應 安の 新 

式目と か、 宗祇ゃ 兼 良鄉の 新式 追加と か、 舊來の 連歌 道 

の 講釋を 後生大事に かせ て 吳れて ゐた紹 巴 先生が、 今 

日 の 卑俗な 琉行を 是認す るの は 可笑し いぢ やない か。 

.?i 巴 さう 仰せられ ると 一 言 も 御座いません。 ：••： わたく 

しも 今夜 は 眠つ てゐ ながら、 いろ/ \ と 物を考 へ て 居り 

ました。 

光秀 其方 はさつ きまで よく 鼾を摄 いて ゐ たよ。 

お 巴 でも、 あな た樣が をり く 溜息 をお 吐き 遊ばす の を 、 

夢 の うちに 耳 に 入れ て 居り ました。 

0 おれが 溜息 を 吐 い たか 知ら。 それ は 其方の 夢ぢ やな 

いか。 …… おれ は 今日、 連歌 を 終へ た あとで、 直ぐに 丹 

m へ 歸城 すれば よか つたのに、 皆ん なの 風流な 話に 引 込 

まれ て禺謹 々々し てゐ るう ち に 歸りそ こねて しまった。 

こんな 靜 かな 所で 考へ事 をして ると、 却って 頭の 疲れる 

もの だな。 其方な ど は 氣樂で 羨ましい よ。 

巴 それ は あなた 樣は中 Ei 筋 御 出陣の 日が 迫 つ て 居 り ま 

すから、 何かとお 氣？)^3ひ を してい らっしゃ るので 御 趣い 

ま せ 50 


光秀 おれ も 長い 年月、 戰場 では 艱難辛苦して 来たの だ。 

かどで 

今度 の 門出に 格別 に 氣を惱 ます 譯 はない の だが この頃の 

蒸 暑い i しい ま ー模樣 が おれの 頭を壓 しっける やうで 爲 

樣 がない よ。 今 も 外の 爽 かなお 風に 吹かれて 頭 を 冷す つ 

もりだった が、 今夜 は 外の 風 もじめ くして いけない。 

…… かう いふ 時には 氣 持の い \. 晴々 とした 句 は 思 浮ばな 

いもの だな。 

I お 巴 左樣で 御座いませ うか。 でも、 「時 は 今 天が下 知る 五 

月 哉」  御元氣 過ぎる ほどの いき./ \ とした 句で は 

御座いま せんか。 

光秀 あんな 句が 何で 名句な ことがある もの か。 徒らに 文 

字 を 並べた だけの もの だ。 西の 坊の脇 も： 干 凡で あつたが、 

其方の 附 けた 第三の 句 だけ は、 何 だ か譯が あり さう， た。 

意味深長に 思 はれる よ。 おれ は、 さっき も、 観り で その 

句の 意味 を考 へて ゐた。 …… 「花 落つ る 流れの 末 を關と 

めて」 

^,化巴 (慌て、 打消す やうに) わたくしの 句に は 何の 意味 

も 御座いません。 

光秀 いや、 さう であるまい。 迎歌 3; 行の 折から、 其方の 

nr が おれに 何 か 云って る やうに 思 はれて ならなかった。 

不斷は 剽. 輕な 風流 人の 其方の 顔が おれに は 眩しく つてな 

らな いの だ。 


巴 あ; と- ぞ  >で 
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^巴 どうか 左！^ な こと を 仰せられない やうに (恐怖に 打 

たれた やうに) わたくしに は、 今日は あなた 3^ の 御 眼力 

が 胸に i3 いて 怖う 御座います。 

光秀 いや、 其方の 跟 力が 恐ろしい よ、 耳 を 留めて 聞いて 

兑ろ。 何處 かで が 鳴いて る だら う。 

巴 (耳1^<没まして〕 なるほど 鳴いて ります。 それに 

一^ 止んで ゐた 雨の 音が また 微かに 聞え だしました。 

*A つくら 

光秀 外 はぬ 昭だ。 おれが：^ れ てから 兑 たことの ない ほど 

に氣 味の 惡ぃ喝 暗な 閣の夜 だ。 その H の 中に. M が 鳴い て 

ゐ るが、 其方の 目が， の 目の やうに おれに は 見える よ。 

^巴 どうか 左 な こと は 仰せられないで， お 心 を？ g めて 

お やすみ 逸ば しませ。 S の 短 か 夜 は 明け るに 問 も 御 い 

ま ま ；' 力 *レ, 

光秀 おれ はさつ き は、 夜の 明ける の を 待 焦れて、 窓の 外 

を^いて たの だが、 今 1=1 ハ 方の 顏を兒 てゐ ると、 もっと 

& が 紐けば い」 と 思 はれる の だ。 

巴 あなた の 仰 有る ことが、 わたくしに はどう も合點 

がま ゐ りません。 

光 <^ おれ も 合 點 が 行かない。 (S 火の 方ん-見て) そこの 

弱々 しい 燈火 を、 おれの f で 吹 消したら、 部屋の 中 も 

ほ m だ。 外の 昭 さに まけない ffl の. 1^ になる の だ。 おれと 

其方と がー 一人き り、 蹈の 世の中に 差 向 ひで ゐる ことにな 


るの だ。 

貊巴 どうか 燈火 はお 消しな さらない や 5 にお 11 ひ 申し ま 

す。 

(ふと、 窓から 波れ 來る 風て 燈 火が 消えろ。 Isa 睹 

になろ。) 

お 巴 (震へ 犀て) 殿樣 どうな されました？ 

光秀 おれ はどう もしない。 S 火は自 から 消えた の だ。 … 

く  55. み 

： 其方と おれと は 暗闇の 中に 向 ひ 合つ てゐ るの だが、 梟 

の やうな 其方の H では 光秀の 心が 見える の か 。 

11 巴 わたくし は あなた 樣の 御" @M に预っ てゐる 平凡な 連 

歌 Ji で 御座 い ます。 どうし て あな た樣 のお 心の 中が 分り 

ませう。 …… わたくし は 燈火を 持って まゐり ませう。 

光秀 まあ 待て。 …… 其方 は Iffir 連歌 興行の 最中に、 お 

れが 本能 寺の 溝の 深さ 淺さを 訊ねたら、 勿瞠 ない お訊ね 

だ とお れを 咎め た ではない か。 この 頃 降り つ ^ く 五 月 雨 

に、 何 處の溝 も 水量が 滑した であらう のに、 それ を 訊ね 

たのが 何故い けない の だ？ 

(.si 巴 答 へ ず。) 

光秀 オイ、 紹巴、 返事 をし ろ。 … . おれの 心に 疑 ひ を？ K 

けて ゐる者 は、 天下に 其方 一人 だ …… 。 おれが 句作に 心 

pi か は 

を 取られて、 綜を包 葉の ま kfr つたの を、 其方 はう ろん 

な S 付で：？ ク」 ゐた。 …… おれの 溜息の 敏 まで も數へ てゐ 
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たの だら う。 

Q_i 巴 答へ ず。 K ぐ 側て ^21 が 鳴く。) . 

光秀 贵樣は ま でも の眞似 をし て お れを齊 か すつ もり 

力 

(そこへ、 ふと、 小姓 亩之, T が 手燭.^ 持って 入って 來 

る。 光穷 1 人が 端 座 してね て、 .si 巴の 姿は见 えない。) 

^.^ 紹巴は 何處へ 行った？ 

ふ1>  ど  * 

小姓 わ たくし ども の 臥所 へ まゐ つ て 5S り ます 。 

光秀 紹巴を 此處へ 呼べ。 それから、 夜明け 前に 出立す る 

から、 其方 ども k 今から 仕度に 収 斜れ。 

小姓 はい。 …… まだ 眞 夜中で 御座いま すが。 

(小姓 は燈大 ん-點 けろ。) 

0 曙ければ 松明の S 意 を させろ。 簡 にも 雨に も かま は 

ない で 急い で 丹 波へ 歸る とおれ は 決心した。 

小姓 お供の 衆に 左樣申 傅へ ます。 

(小姓、 次の間に 入る。) 

(光秀、 文蜜，ゃ引^;-ぜて、 連^ S の 懐紙に 向って、 0 

句， ^書きつ けろ。) 

(紹 巴 は 恐ろ/ \ 人って 來 る。) 

光秀 これ を讀 め。 

CSi 巴、 懐紙，か^^-って證みながら、 光_^の^^^.^5^ 

すみ 見す ろ。) 


光秀 「時 は 今 天が下 知る 五月 哉」 然と霄 放つ ズ) …… 

おれ は 圏 を n し て 雨 を nz し て！ 1 城す る 決心 をし たよ。 そ 

れで、 其方 を も 一 しょに 速れ て 行かう と 思って ゐる。 

紹巴 (常 惑して) わたくしに 組 山までお 供し ろと 仰お る 

ので 御 ii- います か。 

光秀 いやと は 云 ふまい な。 

^^巴 御 仰せ付け は 有難う 御座いま すが、 旅の はいた 

して 居りません ので、 一度 歸 おいたしました 上で。 

光秀 それ はいかんよ。 W 意 も 何も 入る もの か。 …； 其方 

の n 付 顔つき 言葉つ きの 一 つ 一 つが、 おれの 心 を 動かし 

てゐ るの だ。 の やうな K 方の H が おれの 心 を 突つ.^ い 

てゐ る。 おれ は 其方 を 離す 譯には 行かない、 龜 山へ も ー迎 

れて 行く。 戰 場へ も 連れて行く。 おれの £ジ_ 句の 意味が 實 

際に どう 働 く か、 其方の その： W でよ く兑ろ やうに しろ。 

^巴 の わたくし は、 戰場は 恐ろしう 御座います。 

光秀 今日の おれの 心の 動き をい ろくに， 視し て ゐた其 

方 だ。 これから 先き も、 おれの 側に 附お つて ゐて、 よく 

見て ゐる とい、。 (SI 差ん 手に 執って〕 おれ はお 刖 と.^ 

li£ を 並べて、 • ；迎 歌の 話 をして ゐる 間に、 いく 度 この 刀に 

手を抖 けよう としたか 知れなかった の だが、 今 は 其方に 

對し て 毛頭 齊怠を 持 つ て ゐな い から 安心し て ゐろ。 

IS 巴 (おど， （しながら) お 殿樣は 何故 今 B に Si つて わ 
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たくし をお 份み 遊ばす の で 御座いませ うか。 

光秀 安心し ろ。 只今 は 決し て 其方 を 憎ん でゐな いよ。 躊 

1」 して ゐ たおれ を 其.： 力 は 刺戟し て、 行く ところまで 

行く やうに 決心 させ て UJK れ たやうな もの だ。 今 書いた 一 滋 

おと、 いて 神前に 收 めた ；迎 歌の？ „SR と、 同じ 文字 

でも、 おれの 心の 現 はれが $S ふの が、 其方に 分らない こ 

と は あるまい 。 …… .暨 問 はま だ 文字に 遊びが あった。 

何の 御 決心で 御座いま すか。 

光^^:^ 空：： 水け るな。 …； 其の 方の 首 を 出陣の 血祭りに 備へ 

るか はりに、 其方 を 迎れ て、 閣の夜 を驅 廻る の だ。 お 

れ の 發 句が おれの 出陣 の^じる しだ。 … … さつ き 其方 に 

云った やうに、 人 S 似ば かりして 古く さい 文字の 並べ つ 

- J をし てゐる 迎歌師 も、 生命 懸け の 戰場 を往來 したなら、 

少し は 活氣の ある 句が 作れる やうになる だら う。 

^巴 いえ、 わたくしども は、 師匠 譲りの 歌の g 似 事 さ 

へいた して れば よろしい ので 御座います。 大 それた 望 

み を 持って は 居りません。 

光秀 c: 分で まなく つ て も、 其方 はおれと 一 しょに 行く 

ところまで 行かなければ なるまい。 其方 はおれの 目の 屆 

くと ころから 放す 譯には 行かない よ。 覺悟 をし ろ。 

(やう やく 決心した やう LL) ハイ。 …… では、 何處 

まで- 1 もお 伴いた しませう。 


光 {^ おれ は 馴染の い 其方 を 決し て 苦しめようと は 思つ 

てゐ ない よ。 た^おれ の 心に 最初 疑 ひ を 狭んだ 其方 を 打 

やる 譯に 行かない の だ。 だから 其方 も覺悟 をして、 行く 

先々 で 面白い 句で もつ くって、 おれ を 慰めて 吳れ。 

(そこへ、 小姓 入って 艰 る。) 

小姓 御 出立の 用意が 調 ひました。 

光秀 さう か。 …： Si 巴 先生 も 丹 波へ 御 同行な さるの だ。 

巴 LL 向 ひ) さあ. 行かう。 一 しょに H の 中 をつ \ 走ら 

(光秀， 紹巴の腕.^^-って引立てる。) 

ョノニ 

頭 の 中 ^松明て 道ん" K らして 、 四 玉驟が ぜ て- Q ろ。 

そのうちの 1 人 は 光秀て、 一 入は紹 巴て ある。 5 巴 は 

半死 人の 如く  ざく K いて 行く。 

光秀 感陶 しか つ たおれの 頭 も 次第に 晴 々 しくな りかけ た 

よ。 お 〈の 空 も いくらか 白んで 來た ではない か。 今 H は久 

振り で 五 月晴 のうら か な {.f が 見られ さう だな。 

^巴 御意に 御座います。 (苦しげ に 云 ふ) 

光秀 光秀 はもう、 昨夕の やうに 溜息ば かり 吐いて はゐな 

ぃぜ。 (ふと、 向う，^ 見つけて 馬. ^留める) みんな 馬 を 

留めろ。 向う から 怪しい 奴が やって来る。 …… 紹 巴。 其 
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方の 目で は あれが 何 だと 思 はれる？ 

結 巴 さあ、 何で 御座いませ うか。 

光秀 吉か凶 か。 先見の明の ある 其方に 分らない のか。 … 

. . 燈火を 持 つ て 山 $i 造 を 急 い で 此方 へま ゐる奴 は、 おれ の 

前途の 運に 關 はりが ありさう だ。 

紹巴 御殿 3« の 御？^ に 11 はりの あるかな いか は 分りません 

が、 今時 こんな 淋しい 野道 を 通って ゐる 人間 は、 た^者 

では 御座いますまい。  さう 云へば、 わたくし も、 何 

のために 殿樣 にお 隨き 申して、 こんな 夜道 を 通って ゐる 

か、 われと わが 身が 分ら なくなりました。 (泣 一 H の やうに 

云 ふ) 

光秀 歌讀 みとい ふ 者 はよ くく 意氣 地がない もの だ。 (笑 

ふ) 

(そこへ、 飛脚 某が 急 足て 入って 來て、 ふと、 光秀の 

一 行，^ 見て 驚く。 食^して 道.^ 避け i うとす る。) 

光秀 オイ、 待て。 其方 は 何者 だ？ 

飛脚 龜 山のお 城へ まゐる 者で 御 瘦 います。 

光秀 龜 山の 城へ ？  おれ はさつ きから さ うだらう と 思 

つて 見て ゐた。 …… 其方 はい & ところで おれに 會 つたの 

だ。 龜 山まで 行く に は 及ばん。 用事 を 云へ。 g いて やら 

S  (相手の 斑ん、 注視して〕 あたな 樣は龜 山のお 殿樣で 


いらっしゃいます か 

光夯 おれが 光秀 だ。 おれの 顔 も 知らない やうな 雜兵を 使 

者に-!;^ 越した のか。 ：.：• そんな こと は 鬼に 角. 早く用$^ 

を 云へ。 

- しんど-. -ろ 

飛脚 森お 亂所樣 からの 御書狀 を持參 い たしました" 

光秀 何。 蘭 丸からの 手紙？ (昂 して 云つ 飞〕 見せろ。 

(飛脚、 背負った 包の 中から 文箱，^ 取 出す。 從 せの 一 

入、 それ.^ 光：， おに 棒ぐ。 光秀 それ ，$-【1 けて、 從 * の 差 

出した 松明の 光に て 讚む。) 

光秀 承知した。 

(證 終る とさう 云って、 ふと、 手紙.， 小 松明の. ^にて-が" 

す。) 

飛脚 (それに 驚きながら) お 鼠 所 機への 御 返 率 は？ t が はら 

せて く譯に はま ゐ ります ま いか。 お 殿 機へ 確かにお 屈 

申 上げた 證據を 頂きた う 存じます。 

光秀 おれの 返窜が 欲しい とい ふの か。 欲しければ 返事 を 

してやらう。 

(光秀、 咄嗟に 飛脚. ^斬殺す。 巴， その他の 從 * 驚 

く。) 

光秀 信 長 公の 御上 意に、 .5 11 出 1- の が出來 たなら、 

人數 のた きつき、 家中の 馬な どの 樣子 を兑 たいから、 早 

速 引 連れて 京へ 上れと 仰せられ たと， 蘭 丸から おれに 知 
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ら せて 來 たの だ。 主^;の御瓿^15?笠に*5て、 權衲づ くで 一 

おれに 物 を 云 ふ 森の 小作の 手紙 を 燒 いて、 使者 を 斬った。 

(ii 然として 云って〕 紹 巴に はおれの 心が 分って ゐるだ 

らうな。 

^巴 虛：. If なわた くし は、 疲勞し て 夢 の やう で.、 /さ い ます。 

光秀 もう 一 走り だ。 みんな 急げ。 

(光秀£!-.^^iJ;^らすo〕 

(一) ノーニ 

<i 山 „ ^外の 席 欺。 六月 朔 H の 夕 |*。 

ゆ！： 光秀、 小姓^ 之,^.^ 述れて 出て 來る。 

0  5iEJ は 城. S の何處 にも ゐな いと 云 ふの だな。 

小姓 午の 刻まで は、 あの方 は 死人の やうな 顔して 寢 てば 

かり りました が、 Iw; くた つて 部屋 を 親く と、 何 處へか 

行って 姿が 見つかりません。  I 

光秀 出陣の 準備に 取り まぎれて、 あの 男の こと は 忘れて 

ゐ たの だ。 …… あの Ki! 者。 逃げた つて どうもし ないだ 

らうが、 念のため、 も ； 度搜 して 見ろ。 

(小姓 出て 行く。 光秀 來 几に 腰. ^掛けて、 五月晴れの 

夕 空 vJ- 仰ぐ。 そこへ、 g\ 付お 助、 同 次 右銜 £ 尉、 0 

藤 2： 藏助、 藤 E 傅： 丄、 fwilj 勝 兵 街が 入つ ズ來 る。」 

左- 4| 助 iJC ん なを 召述れ てま ゐり ました。 


光秀 (ふと 元氣づ いて) かう して 五 人の i 诩 つたの を 見る 

と、 おれ も 非常に 心丈夫 だよ。 

左 助 殿に は 人拂ひ をな されて、 我々 五 人の 者に、 火急 

な 御 談合が ある と 云 ふの だ。 (他の 仲間 に 向って 云 ふ) 

光秀 おれ 一 人で くよ く 物 を 思つ てゐ るよりも、 早く 其 

方 だち に 相談 すれば よ かった。 長い 問 おれと 艱難 を 共に 

し て 吳れた 其方. たちに、 おれの 心中 を 打明ける のを躊 

したの は 愚かな ことであった。 

内藏助 殿に は 先日 來、 ひどく 物 を 案じて いらせられ たや 

うに 思 はれました。 愛宕山 御 參籠を 終へ て御歸 城な され 

た 時には、 殿の 御顔 色 は ひどく お a れな された やうに 拜 

察いた しました。 

光秀 愛 i 石山 中の 一夜 は、 おれ も氣が 狂った かと 思 はれる 

ほどの？ =f ：勞 をした よ。 一 夜のう ちに 頭の 髮も 白くな つた 

かと 思 はれる。 (苦笑ん 、洩らして、 ふと 調子.^ 戀 へて) 

さっき この 鹿 場で 人数 調べ をした 時に、 內藏助 は、 大丈 

夫 一 萬 三千 人 は 揃つ てゐ ると 斷 言した が 問 違 ひ は ある ま 

いな。 

內藏助 それに 相 逮は御 いません】 皆ん なよ く 食って 充 

分に 休息し てゐる 元： M 者ば かり で 御 iij い ますから、 中國 

へ 押出しても、 戰 場の 稼ぎ は、 羽柴 殿の 軍勢に 勝る とも 

劣る 氣遣は 御 い ます ま い 。 


UG 
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光秀 それ は g もしい な。 (お： ベ て^う 14- 見ろ >> 

次 右 街 £尉 r もどかし さう に〕 我々五人の^!^への内密の 

御 談合 は 何事で "Ilj いませう か。 出陣の 手配り はすで に 

出來上 つて ゐ るので 御座い ますが 。 

光秀 まあ、 おれの 中す こと を 心 を 落着け てよ く S い 

て 吳れ。 …… おれ も 上 5^ のお 联 立てに、 三千 石の 小身 か 

ら、 俄かに 二 十五 萬 石 も拜領 い たす やうに な つたの だが、 

岐 で 三月 三 の g 句に は、 大名 高 家 列座の 前で、 面 

の 皮を剝 がれる やうな = に^ はされ たし、 その後、 信 州 

上 誠訪の 御 本陣で は 、 欄干に 頭 を 押 付けられ て り 飛ば 

され て 、衆人 糊 座 の 中で 耻を搔 か された。 今度 は 今度 で、 

德川殿 i 應の ことから、 無殘 なお 叱り を 受けて、 俄か 

な 西 因 出陣 を 仰せつ けられた。 こんなお では、 この 次 

に は、 どんな 我 身の 大 is^ に 及ぶ かも 知れない と、 おれ は 

案ぜられ るよ。 

次右衞 門 尉 殿の 御 胸中 は 御 推察. S. 上げて e ります。 

傳五 わたくしども、 人知れず 無念の 淚を おんだ こと も 御 

座い ました。 

光秀 この 年齢に なって、 子供 か 何ぞの やうに、 打 纏され 

てゐ るの を 見た 者 は、 さぞ 腑甲斐な い 奴 だ とお れを 嘲る 

だら うな" 

勝お 衞 上 機 はか やうな 御氣象 だとお 思 ひに なって、 御 忍 


耐 遊ばしたら よろしから うと 存 せられます。 上 5^ は 特別 

に 殿に 對 してお にくしみ を 持って いらせられ るので は 御 

麼 1., ま， ま.，, 

光秀 勝兵衞 はおれ を 忍耐力の 薄？ i な とで も 思つ てゐる 

のか。 

勝お 衞 決して 左樣 のこと は …… 。 

光秀 いや、 今 はく どくと 愚； i を こぼす ために、 其方 ど 

も を .3, は 雄め たの ではない よ。 おれ は 非 (=2 な 決心 をして ゐ 

る。 

(五 入 は； 凝らして 光秀ん 兄 上げる。 光秀 は 床几ん 

下りて、 救 皮の 上に 居 K リ、 五人の^!?11:ガ」く接す。 五 

人 は 光^の I 架，^ 待設 けて ねる。) 

光秀 …… 老後の 思 出に、 ニ仪 なりと も. 大下を おれの 者に 

したいと 決心 をして ゐろ。 (Is 一 ¥3 やうに 云 ふ) 

(五 人の * 驚い て S  S ぜ ず。 ) 

光芳 有爲 轉變、 榮祜 盛装の *1 の 習 ひだ。 一 B たりと も 望 

み を 遂げれば それでい 、 と覺 1^5 を： めた。 …： 其方 だち 

が：！ 意して aK れ なければ、 おれ 一 人で 本能 寺へ 斬 込んで、 

腹 を S 切る までの こと だ。 …： 其方 だち は 何と 思 ふ。 

(少時 沈 K の 後。) 

左 馬 助 殿御 一人の 御 胸中で 左様 思 召された 上 は、 天 知る 

地 知る 我 知る と 巾す たと への 通り、 その ま \ では濟 みま 
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すまい 。まして、 五 人の 者に お打明け なされた の だから、 

御 ばす 外 は ある ま い と 2.^ はれます。 

e 藏助 これほどの 大 * をよ くも 御 決心 遊ばしました。 

次右衞 1： 尉 お EE 出た う 存じます。 私 ども、 多年の 胸の つ 

か へ が 下った やうに 存 ぜられ ます〕 

俾五 わたくし も 双手 を： t げて 御！：？ 意中 上げます。 

光秀 (勝 兵 衞.^ 兄て) 其方 は 何と S ゃ弋 おれに もっと 忍 

耐 しろと.^ すか。 

勝お 衞 どういたしまして。 明： n から、 わが 殿 を上樣 とし 

て 仰ぎ おられる やうに 相 成ました。 こんな 喜ばしい こと 

は 御- M いません。 … … この 上の 御 談合 は 御 無 ：5 か と存ぜ 

ら ITf ます 

光- 1^ 五 人が 五 人と も 同意して くれて、 おれ も 一 I 足 だ。 こ 

んな S- に は、 一人 や 二人 は、 唐人の 古い 言葉な ど 持 出し 

て鋪： H て をしたがる もの だが、 ^ん なが 符© を 合 はせ 

たやう に 意： がー 致した の は 愉快た。 

左 s| 助 この-敬 は 夜が 短 かう 御 lii いますから。 これから 直 

ぐ に ？？；^^足 いたし ませう。 ほの と 夜 の 明け る 頃に 本能 

ゆ を ひたく と収 いて、 成べ くなら、 五つより 前に 本 

能 寺 を 片付け て 、 それから 妙覺 寺の 若 大將を 討架寸 やう 

. に 手顺を つける ことにい たした、 つ 御座 い ます。 

光秀 おれ もさう 思って ゐた。 …… 人ぬ の少ぃ 本能 寺を片 


付ける に 手 問 暇 は 入らない が、 何よりも 味方の 士卒に 二 

心 を 起させぬ やうに 注意す るの が 肝心 だよ。 

左 馬 助 そ の 御 心配 は 御 無 S で 御座 い ます。 お へ 向 はう と 

左へ 向 はう と、 士卒 どもの 出陣の 氣持 にか はり は 御座い 

ません。 毛 利の 軍勢へ 斬 込む の も、 本能 寺へ 矢 を 向ける 

の も 彼等の 氣 持に 差別 は 御座いません。 …… 京 近くな つ 

てから、 殿が 天下 樣に お成り 遊ばす と觸れ 廻らせ ませう。 

下々 の 者 草履 奴り 以下に いたる まで、 手柄 次第で 知行 を 

與 へ ろ と觸れ ましたら、 皆ん な 揃 つ て與び -s,;: に 相違 御 

座い ません。 

內 お： 助 か、 「極つ たら ； 刻 も e. を遲ら せて はならない。 速 

刻 出陣の お 觸れを 廻さなければ ならん。 

(せ々 立 上る。〕 

光穷 氣 おくれ をす るな。 

(わと から 立 上る。) 

(二)  ノ 1 

六：《十：：《の日^;*れ頃。 

下 羽の 陣屋。 

光秀、 入浴 後の 輕裝 にて、 例の 险 IS な 額して 揚 酌て チ 

ビ/、 やって ねろ。 

そ、、 へ、 ij.* が 入って 來 ろ。 
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侍者 紹巴 どのが お 目通り を 願つ て 居ります 力、 い 力 い * い 

たし ませう か。 

光秀 巴が 來 ようと は 思 ひも 掛けぬ こと だ。 

侍者 上 樣は御 多 £ でお 疲れ 遊ばして ゐ るから と、 ー應は 

斷 わりまし たが、 たって お 目通りいた したいと. K. します 

ので。 

光秀 會っ て やる から 直ぐに 此方 へ 通せ " 

S ハ ィ。 

(出て むくと、 光秀 また、 物 * てせ へ ながら f^K, そ 舐. め ろ。 

/\阁 扇 ..jj も 使 ふ。〕 

(li 巴、 恐ろ/ \ 人って 來て、 恭しく 平伏す ろ。) 

光^^ 其方に また 會 へ ると は 思 はな か つ たが、 あの 後何處 

で 何 をして ゐ た？ 

紹巴 一： 戦場 を 見せて やらう との 仰せに W きまして- お 許 を 

も J 乙 はないで、 龜 山のお 城 を 返 去し まして、 申譯 のいた 

しゃ、 つも 御.；！^. いません。 

光秀 それ はもう すんだ こと だよ。 …… しかし、 今度の 事 

に は 其方 も關 係が あるの だから、 時々 は 其方の こと を 思 

出し てゐ たよ。 

巴 恐れ入ります。 (や 女心して) 上樣 がわた くし を 

僧んで いらっしゃる やうに 思 はれまし たので、 お 城. を拔 

出して、 丹 波の 山中に 二三 曰 潜んで 居りました。 路： S の 


金 は 持って ゐ ません ので、 ^ふや はずの ひどい 思 ひ を 

いたしました。 

光秀 馬 I だな 奴 だ。 其方 に は 骨折 赏を與 へ ようと つて ゐ 

たのに。 

巴 上様の 御大 菜に 何 一 つお 役に立たなかった わたくし 

にまで、 御 勝利 をお 据 分け をして 下さる ので 御座います 

か。 犬下標 におな り 遊ばした お^ を、 山中で^りまして、 

それで は、 お 祝 ひ に 上らなければ ならない と 思 ひまし て、 

急い でお へ r;^ つ てま ゐ ります と、 洛中の 地 子 御免 恕の有 

難い 御高 札を拜 見いた しまし て、 御仁 政に 感涙 を 催し ま 

した"  1 

光秀 梟の やうな： H をした 其方 も、 おれの 側に 隨ぃ てゐな 

かった から、 眞相 はなん にも 分らない の だな。 …： まあ 

： 杯 やれ。 …； 愛宕山の 西 ノ坊の 一夜の ことが、 おれに 

は 遠 い 3 の 夢 の や う に 思 は れ る よ 。 

(光秀の 差す 盃.^ ^巴 は 受け 3 

^巴 上： 1 ぉ手づ からのお 酌 は 勿 まやつ 御座います。 それ 

に、 あまり 御酒 をお 嗜み になら たい 上様が、 々おはお ： 

人で 召 上る の は 不思議に 思 はれます が。 

光秀 成 3 ぱ さう 思 ふだら、 つ。 ぉれもこの！5^は.：迎歌をっくる 

氣 持に はなれず、 外に； 菌 晴らしの 手段が ないから、 ^ 

でも 飲む ことにし たの だよ。 
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^巴 さすが は 風雅の 逍を辨 へ ていら せられる ので、 尊い 

御身 分で、 お 手酌 を 樂んで いらせられる の は 恐 入ります。 

光秀 ところが、 かう して ゐて も、 なかく 風流な 氣 持に 

はなれない のさ。 酒と いふ もの は 人の 心 を 浮 立 た せ る も 

のと 極つ てゐ るの で、 その 名前に 惚れ C 無理に 飲んで は 

ゐ； つもの、、 ちっともう まくない よ。 心が 浮 立ち もしな 

K  •:: 酒と： ぶへば、 おれ は 七 杯 人り の 大杯 を内府 殿に 

押 付けられた ことがあ つたの だ。 御辭 退す ると、 酒 を-お 

まんの なら- これ を *^ めと、 先へ. .Hl?^ を 指しつ けられ 

たので、 おれ は 夢心地で 大杯 をお： 十した が、 內府殿 は、 

さ て は 5.: 命 は 惜し いもの なんだ なと 冷笑な された よ。 

お 巴 ； 2； 府？ は-は 殘 忍な 方で 御 I ぱいました。 

光秀 最早 おれに、 飲めない 大杯 を 押 付ける もの は、 大 ド 

に ；人も なくなった 譯 なんだ が、 それが おれに. 取って い 

いこと だか惡 いこと だか、 おれに サッパ リ 分ら なくなつ 

た。 

巴 それ はお 身分が 11^ くお 成り 遊ばす ほど、 お 心 遣 ひも 

多う 御 いませう。 わたくしども は、 .^-p 御仁 政の 下に 

〔i へ に B が 過され ますれば、 それで 51 足いた すの で 御座 

います。 

光秀 其方 はおれの 力で. 大ト が を さまる と 思つ て 訪ねて 來 

たの か。 愛お の 山 を阁の 中で 突拔け て來 たおれの 名が 天 


ドに 輝き だした の を 慕つ て やって 來た のか。 

巴 もはや わたくし に對 する お -i!;?; ひ は 解けた- J と k 存じ 

まして。 

光秀 其方が あの 時 おれの 事 を 本能 寺 へ 注進す るか 知れな 

いと 氣. 遣って ゐ たの だが、 それ はもう 濟んだ こと だ。 … 

…これから おれの 側に ゐて 吳れ。 決して 無慈悲な 扱 ひ 

はしない よ。 …； たと へ、 まだ 連歌の 遊び をす る 氣には 

なれな くっても、 其方の やうな 男が 侧にゐ て吳れ ると、 

おれ は 好きで もな い 酒をチ ビ<\ 飲む より は、 氣 晴らし 

になって い k の だ。 

|g 巴 h 様のお 側に 置いて 頂ければ、 これほど 仕 合せな こ 

と は 御" M いません が、 戰 場の お 役に立たない わたくしが、 

お 側で まご <\ して ゐ まして は、 却つ てお H 障りに なり 

さう に S- むは. れます 。 

光秀 いや、 其方 も 知 つ て る 通り 、おれ は、 内 iij 殿 や 以前 

の朋 K と は 好みが 違つ て、 女子供 を侧に 置い て n 宴 を 催 

す ことに は、 あんまり 與味を もって ゐな いの だよ。 其方 

の やうな 男と、 とぼけた 話で もして ゐる 方が、 おれの 柄 

に 合って ゐ るの だら うな。 …… ところで、 紹 巴、 おれ は 

ひどく 人氣の 惡ぃ男 だよ。 大^ を 遂げた 今 RI、 しみぐ 

それに 氣が ついた よ。 松 永 彈 正で も おれ ほどに は 間 か 

ら毛嫌 ひ されて はゐ なかつ たらうな。 


te ま 15 と秀光 


巴 わたくしに は 左樣存 せられません が …… 。 

光秀 其方 は 愛宕の 山で おれの 心 を 見破 つ た 最初の 男 だ 

が、 今 B 以後の おれの PS 勢 を どう 思って ゐる？  (fflw^.^ 

注視す ろ) 

^巴 わたくし はた V の 連歌師で 御； £3 います。 上 樣の御 運 

勢の よろしい やうに と 願つ て 居ります ばかりで、 ^上の 

事 は 何事 も 分りません。 

光秀 今まで 神隱 しに 隱 されて ゐ たやうな 其方が、 今日 だ 

し拔 けに やって来 たの は、 何 か 深い 譯が あり さう に お れ 

に は 思 はれる の だが。 ：：： 兎に角、 今夜から、 おれの 陣 

所へ §S めて 置く から、 その 覺悟 をして ゐて 吳れ。 荒武者 

ばかりに- 収り まかれて ねる の で 、 お れ の 总が 詰り さうな 

の だ。 

(^ 巴當 惑して ねる。 そこへ、 內藏助が人って^^ろ。) 

內藏助 紹巴殿 か。 悠長ら しく 酒のお 相手な どして。 ：… 

早くお 立ちなさい。 

光秀 さう 六 ケ敷云 ふな。 この 男 は 陣屋に §1 めて 置い 一」 S5K 

れ。 この 男 はおれの Ml を 左右す る 魔力 を 持つ てゐ さう に 

思 はれ てなら な い の だから。 …； 今 a だし 拔け に 訪ね て 

来たの が、 おれの 仕事に 關 係が ありさう に 思 はれて なら 

ない の だよ" この を歸 さないで 留めて S いて れ。 … 

： 5§ 巴、 其方 は 暫く 次の間に 控 へ てゐ ろ。 


(^巴、 おど/.、 して 人って 行く。) 

内蔵 助 あんな 坊主 を なぜお 相手に なさい ます。 (不 機娥 

に； K つ乂) …… 只今、 郡 山から 使の 者が 歸 りました が、 

筒井 gSl は お 味方に 加 はる 35." みは 全く なくなり ました。 

郡 山の 城. S に 兵糧 を貯 へて、 我々 に 敵た ふ维他 をし て ゐ 

る さう で 御 います。 此方から 持 出 した 有利な 條件さ へ 

受 入れる 見込み はなさ \ うで 御座います。 

光秀 あの 打算的の Sir がさう 思った の は、 いよく わが E 半 

勢に 勝 目がない と 見込んだ の だな。 

內ー  1 助 どうせ 他 入 は くみになりません。 われく だけで 

や れろ 所まで や る よ り 外 爲 樣が 御座 いますまい。 

光秀 婿の 忠與 にさへ IS まれた おれ だが、 かう まで i: 方 八 

方から 愛想 をお 1 かされようと は 思 はな か つた。 …… しか 

し、 內藏 助、 其方 だ ち は まだ おれに w かう と はしない か。 

內成助 何 を 仰せられます。 衣服に 火の ついた やうな 只今 

の 場合に、 川な 口 を 利い て は ゐられ ません" 

先 一芳 それ もさう だ。 速 刻 ijn ん なを 集めて S け。 今後の 方 

針 を 極めよう。 …… どうせ、 龜山 出立の. 校の やうに、 衆 

議 一 決と いふ 譯には 行くまい な。 

内藏助 しかし、 仲 問 內は、 If おと if 死 を 一 つに する が 

ついて IS ります から、 それだけ は 御 安心 遊ばし ませ。 

光-,^ y ゥ 、 ン。 (氣 -籴リ のしな ぃ返^?|^,^する) 


4-)1 


(内 J! 助出ズ 行く。 光秀 はな ほ 一 侃ん 欲め てぬる。 頗に 

は： J^^s& が 加 はる。 ふと 側の 國扇ォ 小 取って Si ぐ。 や 

がて、 {ぉ か，， つ. i リ-蜾 が^え ろ。 光秀 不思議 さう に 耳 

ん W けて ffi,^ 立ち かける。) 

光一お 誰れ だ？  ^つて ゐ るの は。 

紡 巴 わたくしで 御 庵い ます。 55 巴で 御 iiJ います。 

光お どうしたの だ。 腹痛で も 起した のか。 

紹巴 只今 S 藏助樣 に 手足 を 縛られました。 

光秀 (微笑して) 內藏 助に 縛られた のか。 なぜ そんな： H 

に <ts はされ た？ 

.^g 巴 死の f ざの 場 介に 邪. 2g つけだ、 不 古な 奴 だとお 怒 

りに なつ て、 あの 榮晚の やうな 举で わたくしの 頓せ をお 

12 りに なりました。 それで わたくし を 柱に 縛りつ け て 、 

此.， M を顿く なと 仰お つ て 行かれました。 

0  ^：竊助は^；^！；：：丁ぃ奴だ。 ：… 龜 山で はおれが 其方の 身 

體を肖 山に させ て S いたから 逃げられ たが、 さう し て 置 

けば 大丈夫 なんだ。 

お？ 巴 どうかお 揶揄 ひ 遊ばさないで、 お 小姓 衆で もお 呼び 

になって、 わたくしの ^め をお 解きな す つて 下さい まし。 

0 迎歌 興行の 折、 おれの 旗 上げの 心 をお 初に 讀スだ 其 

方 だ。 おれが， ドン詰りまで行って£^でも5^な時には、 

辭^の は 句 を まむ から、 其方が 脇 をつ けて SK れ】 …… 述 


歌師は 花見 月見 の 句 は讀め て も、 死生 の 境に は それ ど 、 」 

ろで ない と 云 ふの か。 …… しかし、 無意味に 一 杏し めて は 

可愛 さう だ。 おれが 縛め を 解い て やらう。 

(光秀、 座ん 立た うとして わると こる へ、 侍 ァタ 

フ タと 入って 來ズ、 跪く やおや。) 

$ 羽柴宴 S 殿の^ 萬の 人 欺が、！ i 州境に 近づいた との 

御： 汪 進が 御 いました。 

光秀 なに、 士" が、 …： 秀杏 がもう 此方へ 向った のか。 

(光秀 慌た > しく 立ち上る ) 

(他の 侍者 某 入って 來る。 平伏して。) 

侍せ 上 機に は 連 刻 御 評定 の 席に い ら せ ら れ る やうに と、 

內藏 ST がお 願 ひ 中し て IS ります。 

光秀 只今 出？ ける ところ だ。 

(光穷 出し 行く。) 

(「どうぞ、 わたくし の 終 め ん お解きな す つ て 下さい ま 

し」 と、 l_i 巴の T 嬅. じ 

(「それ どこる て はない の， た」 と、 光一 wi: の聲。 し 

(二)  ノ  二 

giES の 一 室。 あたり は S£ 暗い。 

^巴絲 て 棘ら れズ ねろ。 

is^> 溝： S 勝 兵衞と 1 し. に 評定の 室から 出て 
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來ろ。 

內" 1 助 して ) 此方が f 一 * つて ゐ ない ところへ、 か 

う 早く 秀 吉に乘 込んで 来られち や、 味方に 勝 H はない よ。 

一 先 づ坂本 へ 退却し て 龍 城し て 工夫 を 凝らす のが 差當 つ 

ての 良策 だが、 おれの 說を W ひない と、 大將も あとに な 

つ て思當 る だら う。 

勝 兵衞 しかし、 秀士 ：！ に 恐れて 返却した やうで、 味方の 意 

氣が 沮喪す る かも 知れな い よ 。 どう せ 此方 に は 世間の 人 

望がない の だから、 破れ かぶれで やつ V ける より 外爲方 

が ある ま い 。 上； 1 も 腹 の 中 はさう なんだら う。 お前 も 我 

谩 して、 多 數の意 兌に 從 つて、 やれる まで やって 見て 吳 

内蔵 助 ど-つせ、 おれ 一 人で！^ 却す る 譯には 行かない から 

も 

(二人 はさう 話しながら、 ふと、 .s^ 巴の 方ん、 见 る。〕 

紹巴 內藏 助樣。 お 慈悲で 御座います。 この 縛め をお 解き 

なすって 下さい まし。 

內藏肋 坊主 まだ そこに ゐた のか。 

勝兵衞 紹巴 どの ぢ やない か。 何 をして 縛られた の だ。 

內藏助 こいつ、 大將の ところへ 胡麻 を摺 りに 來 やが つ た。 

それで 忌々 しいから おれが 縛つ たの だ。 

勝お 衞 可愛 さう に。 


內藏助 連歌師 だの^ 師 だの 禪 坊キ. だの。 今日の 時 佌に烦 

い 奴 だ。 大將 もこん な 奴に. 取合って ゐ るから、 勇 氣が減 

つて 氣が 迷って いけない の だ。 

勝 丘 § しかし 愛さう だな。 風流と いふ 名 は 立派 だが、 

の n ー那 がなければ 生きて ゐられ な い の だから。 

內藏助 此處の 大將が 天下 を 取つ たから 御 機 a 伺 ひ に來た 

の だら うが、 今に、 秀 苦の 軍が 勝ちで もしたら、 今度 は 

猿 の ぉ髯の ffi を拂ひ に 出掛ける >  J とだら う。 

(さう 云 ひながら 行 過お、 ろ。 勝 兵衞も 一 し，^  LL 出て 行 

く。  巴 怨めし 5 うに 見送って、 .=  i!R\」 餺 めか 解かう 

とし ズ if  ^  く。) 

？、 へ 光^が 考 ；、 事ん-しながら 入つ x^x.  巴.. 1 

氣付 かない て 行 過 ぶ、 うと マる)) 

巴 上 1、 お 慈悲で 御座います。 

(光秀、 ふと その 方 U 氣 がっく。) 

光^ 其方 はま だ そこに ゐた のか。 

^巴 どなたに お 願 ひしても 紐 を ほど い て は 下さ い ませ 

ん。 

光秀 其方が もう 少し i し て ゐれば 、 翳 場に-; 迎れ て 行 つ 

て やらう。 

^巴 さっき、 上 は 總めを ほどいて やらう と 仰お つたの 

をお 忘れに なった の です。 •：，： さっきお 手づ から 酌 をし 


G お i と秀光 


て 下す つた や、 「に、 恐れながら、 ぉ手づ から 縛め を ほど 

いて 下さい まし。 

光秀 さっきと 今との 問に、 光秀の 胸に は 槍の 1 きが 突 

き つ けられた の だ 。 其方 の 縛られた 身體は お れ の 身體見 

二、...  -0 

^巴 わたくしの 目の 前に も.. 2^ が 突き つ けられ て ゐるゃ 

、「に 見えます。 どうぞお 許しな され て. トさ い まし。 

光秀 なに、 おれ は 其方 を 斬り も 突き もしない よ。 お前が 

秀吉の 間者に な つ て おれの 〔啦の 淮備を 索り に 来たの ぢゃ 

あるまい し。 

紹巴 わたくし は h. 樣の 御^ 利 をお 祝 ひに 上った の で 御座 

い ます。 

光秀 上棟 だの、 御 勝利 だのと いふ 其方の 一一 一一 i は、 冷 かし 

の やうに おれに は 問える よ。 •: せ、 處に 坐って ゐて、 お 

れ のために 辭 世の 句の 用意で もして ゐろ。 

(光秀： 饤過 ざろ。. 巴 怨めし さう に 0- 送って ねる。) 

(1  ぉ武. ^幾人 も 通過ぶ、 ろ。 悸 s^、  MS 蔑、 さまん \ な 表 

SE.,^ してお 巴ん 見ながら 行く。」 

^巴 わたくし も敏場 へ お伴いた します。 縛め を 解い て 下 

さい。 

(^ん な ハて 行く。 あ；^ リは 1= くなる。 ^^くして、 

•  お 面した 武.^  :1; 人 忍ん て來 る。」 


甲 大丈夫、 この 陣 は {<>! つぼ だ。 (次の 室へ 入って 行く) 

乙 i ィ、 誰れ か 縛られて ゐ るぜ。 巴の 方，^ 見る) 

紹巴 助けて 吳れ。 

乙 お前 は 罪人 か。 

^巴 お前 だち は 野 伏 か。 それなら、 この 紐 を ほどいて 吳 

れ。 おれが 案内して 一儲け させて やらう。 

丙 そんな こと を 云って、 この 男 を 信用 出來る だら うか。 

乙 匁 物 を 持 つて ゐ ない から 大丈夫 だら う。 古ぼけた 弱さ 

、「な 奴 だ。  、 

紹巴 おれ は歌讀 みだ。 安心して 繂めを 解いて 吳れ。 

甲 待てく。 今の 時世に 人間の 云 ふ ことが 信用 出來 るか。 

此處の 大將は 大恩の ある 信 長 公 を 暗 打ちに <a はせ たの 

だ。 さう いふ *1 の 中に 迂濶に 他人の 云 ふこと が 信用 出来 

る 力。 

^ 巴 なに、 1^ 柴筑 前. とのが 其處 まで 攻 寄せて ゐ るの だか 

ら、 此處の 大將の i お 命 はもう 知れた もの だよ。 

甲 どちらが 勝た うと、 おれ 達の 知った こと ぢゃ ない よ。 

負け 軍 の 落 武者 ども の 物の 具 を剝 取る のが 目の つけ ど 、 J 

ろ だ。 

丙 全體 お前 は 何 をして 縛られた の だ？ 

お 巴 (氣 取った 口調て) 此處 の大將 を打联 るつ もりで、 

頭 を 剃つ て 連歌師に なつ て 入 込んだ の だ。 
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乙 それが ばれて 榑られ たの か。 誰れ に賴 まれて そんな 危 

い - J と を や る氣に なった の だ？ 

紹 巴 信 長 公の お 身內の 方の お 吩咐 だよ。 

甲 お前 は 見掛けに よらない 太い 奴 だな。 信 長 公の 仇 討 を 

一 人で やらう としたの か。 

結 巴 おれ を 助けて 吳れ。 あとで 御主 君に 御 褒美 を 貰って 

やらう。 

乙 そんな 方なら、 兎に角お 助け 申さう。 

(乙 は 手早く 紹 巴の 練め，^ 解く。) 

甲 さあ、 おれ だち を 案 .S しろ。 

紹巴 おれに 隨 いて 來ぃ。 - 

(結 HJ おわた  >し く^, 出す。〕 

(二)  ノ 三 

十三 HI の 夜、 深更。 

小栗栖 の田舍 道。 

野 武士 三人。 お 巴、 疲勞 した 樣 子て 一し.， - に 歩いて 來 

气 

甲 おれ だち の 目 を 忍んで 逃げよう たって 駄目 だ。 信 長 公 

のお 身内の 家來 だと 云った のが、 嘘で もま ことで も， 光 

秀 公の 御陣所 へ 突出す ことにしよう。 大罪 人 を 引 捕 へ た 

の だから、 いくらかの 御 褒美が 貰 へ る だら うよ。 


乙 いくらの 御 褒美になる もん ぢゃ あるまい が、 二三 

され て ゐ た 隨應せ に 突出し て やらう。 此處 でぶ ち 殺し た 

ところで 一 文に もなる もん ぢ やなし さ。 

M 何 か. E 緒の ありさうな たが、 おれ だち の 仲間に 入ら 

せる 譯には 行かない し。 

l_i 巴 お 仲間に でも 何に でも 入ります から、 どうぞ 先 命.. i! 

お助けな すって 下さい まし。 

甲 天 下様 を晤打 に會 はさう とした 奴が 弱い 一 W を 吐き あが 

る。 

, 招 巴 本當 はわた くし は、 詰らない 速 歌師で 御座います。 

甲 さう 云って、 おれ だち を 誤魔化さう とする のか。 ぉ陣 

所へ 連れて行って 調べ て 貰ったら 分る こと だ。 …… おれ 

だち もこの 頃 はい、：：：： に會 はなかった。 

乙 何處 かへ 御 奉 一公しょう としたって、 今日の 時世 ぢゃ、 

何處の 大名が 勝つ か 負ける か 分らん の だから。 

丙 いや、 强ぃ 方 を 選 つて 行った つて、 戰場 へ 出て 殺され 

ちゃ 三文に もなら ないから な" どうせ 生命が けなら、 追 

ひ つ か はれな い で、 隙間 を 見 て 野 稼ぎ をし た 方が氣 が 利 

いて ゐる。 

乙 それにしても、 この頃の やうに 不漁が 續 いちや 爲樣が 

ない。 

甲 まあ、 こんな 坊主で も 飯の 種に して 見る か。 


巴 Ir? と秀光 
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0 しかし、 此奴 は木當 に、 碟刑になるほどの大5^^だら 

5 か。 穴ェ挺 ねら ひ の コ ゾ く 泥棒 だ つ たら、 £ 所 へ 連れ 

て 行った つて、 一一 一文に もな り やしない。 

乙 この 面魂 はどうし て もた t の ^ぢ やない よ。 …… さあ、 

行かう。 

Q_i 巴ん f^; 立て、 行かう として. Q ろと こ k; へ 、 一：!? の 昔 

ぽ。) 

m. オイ。 こ ん な&； s< け に！ S の 一 W のす る の は變ぢ やな い か 。 

乙 落 武者 だな。 …… 占めた。 隱れ ろ〕 a? 巴 か 引述れ て、 

^ん なが 蔽陰 LLI^ れる) 

(光秀、 二：：； の從 おと、 ゆ： ひた Hit- し乘 つて、 ト^4/\ 

として やつ ズ來 る。 蔽の 中から 检の德 先が 現 はれて、 

グサと光^^^の脇股んれカく。  .ffi 巴 光に ズ 一教の tg 間から 

il し ズ ね ろ 光 秀 の ^  兑 て 驚 く  。 光 ^{巧 も - て ち ら ん 見 

て^さながら、 ト お/、 と 行 過； T 、ろ。〕 

(その 行 過^ わと て、 武士と |ー？ 巴 はれろ。 〕 

甲 たしかに ； 人 だけ はやつ 、けた だが。 (と、 も；： リ， 小 

兄 ま はす) 

乙 血が i. 一れ てるる ぢ やない か。 おれが 見て 來 よう。 (入つ 

て 行く) 

^巴 今の はたし かに 曰， 1:{寸 どの だ" 

闪 お前が^ 討に おは さう とした 光秀 公 か。 い 、加減な こ 


と を； ぞ i な。 

紹巴 たしかに さう だ。 おれ は、 あの方の 謀反の はじめ か 

らし まひまで 見せつ けられた。 おれ だけが 見た やうな も 

の. た。 おれ も 恐ろし い^を 見せつ けられた もの だ。 あの 

方 もお れ の 方 を^ て ゐられ た。 (震へ てね ろ) 

甲 あれが 大 なら、 占めた C …… さあ 行って a- よう" 

丙 W 心しろ C あれが 天下？！ g なら、 お供の 者 も 相 當の腕 利 

き だら ぅぜ。 

甲 なに、 落 武者に 大將も 草 2^ 奴り も 差別が ある もの か。 

へ とくにな つ て、 牛 死人 も： g 樣だ" おれが 行つ て 見る。 

お前、 この 巧 の 番 を して ゐろ。 

0 あれが 天 卜：：^ な"、 天下 樣を暗 討に しかけた この 男な 

ぞ何處 へ 速れ て 行った つて、 もう；； S 物に ならない， ちゃな 

いか。 召 "収 つても 御褒笑 の 種に なり やしない。 

m. 成程 さう だ。 …… この 坊主、 三文の 値 打 も なくなった。 

どこへ でも 行き あがれ。 

(fl 巴、 悲しい やうな 悅し いやうな 額して、 ト お/. \ 

と 出て 行く。) 

. 1 -幕 — 
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來 出の ロニ ■H'?^ 


農村 一 一日の 出來事 


人 ； i 

喜  作 (二 4 '二な おくらね) 

小 よ し (二十 二. 袋 くらぬ) 

仲  吉 (二十 四 歲 くらね) 

七  达 (六 t 餘歳) 

寅 太^  (四卞 近い 歲) 

お た き (山ハ 十， M くらね) 

子  守 (t 三 四 歳) 


链雨 S ぶ 露れ ST 烈し い 午後の H が 超 い、 ねろ。 連山 

や、 麥の 熟した 畝.^ 背 として、 路傍に 荷車が 置かれ 

マ， Q ろ。 荷.； Bf に は 刈られた 麥が镜 まれて. Q ろ。 その. 側 

にに-、 喜 作と、 妻の 小； しとが、 辨 営，^ 食し おって 休 

息して ねろ。 

小ム しが 食器 や 十， 瓶な どん..、 空に なった 飯柩に 入れて、 

siR:敷てJW;ん\、荷^sfLiし，はリ つけ；，： リ、 脚 15^ の ゆ ろん 


だ の ん-綺直して 足^3- 穿 直して 、亂れ か.：： た .i^rj 一 

i つと 氣 にしたり なぞして ねる 間 LL  、喜 作 は K つ て 汚 」 

れ；： 手て バ 少 卜，^ 吸 ひながら、 空か出か向ぅの方,^-見！ 

てね ろ ^  ； 

喜 作 (ふと、 小， ん し.^ 顧み..，、) ぢゃ、 おら 今夜； つ 走り 

行って 來べ いかつ 

小 二し f 夫の 方 fj* 见ヾ J1 さう 慌てな くっても い、 ちゃな 

いか。 五日 や 六日 遲れ たって 構 はないだ らうから、 もつ 一 

と 暇な時 にしなさい。 それに 手紙 を： a て 直き 出 けち や、 一 

い か にも 此方が ガ ッ くし て ゐる やうに 腹 を 見られて 却 一 

つてよ くねえ だよ。 

喜 作 そんな 遠 嵐は餘 計な こんだ。 おら 達の 爲めを 思って 一 

云 つ て來 たの だ か ら、 おらの 方 でも 腹 の 底 を 打ち明け て 、 

先方のお 情 を 受けた 方が い、 と、 おら 思って る だよ。 幸 一 

ひ 今日は 仕事 も 早く 片付き さう だから、 今夜； つ 走り 行； 

つてく ベい。  ： 

小 よし (夫の 側へ 腰， ^卸し-/) たって 今夜 行きたい のな 

ら 行っても い、 が、 當て にしない 方が い、 だよ。 今まで： 

も. K  \  >  ノ  J と は 外れ て ば か り ゐた でね え か な。 死んだ 父ち 

やん の 云った こと だって、 お前 やわし の ため になろ 、 J と 

は 一 つと して ソ ント になった こと はねえ だか.，：。 わし は 一 

もう、 い 、知.，：' せ なぞ 11 きと もね えだ。  一 


さ  1i: 來 I'i! の II  ニキ' iTi 
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容作 おめえ は 見が 狭い からい け わえ。 お；. A ひに まだ 若 

いぢ やない か。 これからい、 運が めぐつ て來 るに 違えね 

えだ。 おら 確かに さう 思って る だよ。 眞 壁の 伯父が 急に 

大 雄な 話が あろと 云つ て來 たの も、 おら 達に い、 事の あ 

る 手 はじめ だせ。 おら 今朝から 默っ てゐ たが 腹の 中ぢゃ 

あ 大抵 察しが ついて ゐ たによ U 

小： し 察しが ついた もうて、 どう 察しが ついた もうだい。 

話して ねえな。 

容作 おめえ がケ チを つける だからい や だ。 おら 一 人の 腹 

のなかにしまって£!^..べぃ。 (樂しさぅな^^^^すろ) 

小よ し (微笑して) いつもの やうに 一人で 蟲 のい、 事 を 

考 へて ゐて、 ぁとで^!っ面をするとぃ\ゃ。 

5^,: 作 ホ ー レ。 もう おらに ケチ をつ けて やが る。 おめえ の 

惡 いくせ だ。 ぉ天氣 ばかり 績 いたって お H 出度 か あな い 、 

たまに や 雨が 降ら ざいけね えと 同じ 53 理で、 人間 もた ま 

にや 泣つ 1H をす るが い、 だ。 

小 rj し それ もた まに やい、 だか 知ん ねえが、 この頃の 

の や 、つ に 、 毎！： n 々 々 ジ メ  く 降つ て ゐ ちゃた まんね え。 

折. E よくお が 入った 麥 だって. M つち ま ふぢ やない か。 種 

を， € き 散らした e けで 抛つ と い た譯ぢ やねえ。 寢て るう 

もに 育つ た^^へぢゃゎぇだに、 肝心な 時に 雨に K めら れて 

腐ら されて たま つ たもの ぢ やない 。 それに 滿 足に 1^ れた 


«  モ ろはん 

にしても、 この頃の やうに 値が 安く つ ち や 算盤 に 合 はね 

えの だから、 來 年から 桑で も 楠 ゑた 方が い \ たよ。 

喜 作 おめえ がさう いきり 立っても 駄 s: な こんだ。 この 畝 

に 桑が 育つ ものなら、 こ れま で 誰れ が麥 なん ぞ播 くも の 

か。 土地の 柄に ねえ もの は爲樣 がね え。 お 天道 機が 雨ば 

か り 降らす ちう て 怒った つ て效 がね えと 间じ > 」 んだ。 

小よ し 效が あらう となから うと、 腹の 立った 時に や 怒ら 

なけき やなら ねえ だ。 

喜 作 それ だから おら だっても、 なさけない 時に や 泣つ 面 

をす るんだ。  だけど、 今日の やうに 久 振りに 日が 照 

つて、 朝つ ばらから い 信が 來た 時に や、 泣つ 面した 

くっても 出来ね えだ。 (空か山か、.11ぅの方ナぃ見^^§めなが 

ら 言の やう-, 1) 眞へ 壁の 伯父 も 歳 を 奴つ て强 慾の 角が 折 

れ たらしい から、 今 だ 一人の 甥の 貧乏 をち つと は氣 にし 

て、 どうかして やりたい と 思って るの だ。 親爺の 臨終に 

鎮まれた - 1 と を 伯父 も 忘れて る譯 ねえ だ から …… . - 

f し お前の 蟲の い 、 の は あきれた もの だ。 伯父さん は 

强愁の 角 を 持つ て柁； 抑の 中へ 人る でゐ るんだ よ。 お前 

もい つも 人のお 情 を 手？ S にし わえ で、 肖 分の 腕 -ー つで 何 

か し で か す氣 に なれね え も のかな" 

喜 作 だって おら こんなに 働いて るで ねえ か C 親爺が 死ん 

でから は， おら、 二人前の 仕事 をして る だよ。 それで S 
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乏した としたって、 おらの 所爲. ち や あねえ。 (稍々 興 蕾 

して 云 ふ) 

小 よし わし はこん なに 細つ こい 身體 してる のに、 年中 荒 

働き を させられて。 (不平ら しく 一- ムふ) 

喜 作 だから 貧乏 はおめ えの 所 en ぢゃ あねえ や。 お 母 あが 

あんなに 長忠ひ をした のがい けなかった のかな。 ：••： お 

ら、 家の 中に 病人が 出來 るの は 大きら ひだ。 親爺が 病氣 

に K つ かれた 時から 家の 中に ケチ がっき だした の だ。 

おら の 家に や 何處か に〕 が を くんで るん ぢ やなから 

うか。 

小よ し わし も 今：.^ の 夏 は大 おに 联 つかれさうな 氣 がして 

たらね え。 (^sカぷ^^sて胸，^p"へながら) ホレん 7? 胸元 

が チクチクと 針で 突かれる やうに 疼んで くる。 

喜 作 フント-か。 齊 かす でね え。 今朝 か らい、 氣持 になつ 

てゐ たのに、 脅かす でね え。 おら は 1 は 大きら ひだ U 

ひこ 《 たら 

( 氣 ん. *1 へ て ) さあ、 もう 一 ッ 働きす べいか。 

(喜 作 が 〔i 1^ 持 つ て 立 上る と、 小 i しも 隨 いて ゆく。 

彼等が 舞 毫 から 消えろ と、 七 造 と そ の 息子 の仲吉 とが 

刈 つた 麥束. ^背お つて 出て 來ヾ、 喜 作 夫婦の 休ん てね 

たと こる に 腰ん-お るして、 汗ん. - 拭く。) 

七 造 こり ゃ喜サ 公の 車 だな。 (後ん 顧みて 存 伸びして) 

二人 揃って 來 てる わい。 


仲吉 聲 掛ける の は 止して 吳 んな。 (慌て、 めて) おら、 

あいつと 會 ふと id 事す る氣 になん ねえから。 

七 造 あに 云 ふだ。 

仲 士：： 何でもい  >1 だ。 おら、 あいつに 會 ふと 仕事す る；； M に 

なんね え。 お前が 喜サ 公と 此處で 話 をした けり や、 おら、 

麥 つ ^も 此處 へ 抛 つ ぼり 出し て 家 へ 歸る だ。 

七 造 あに 云 ふだよ。 可笑しな 奴 だぞ。 

仲 古 可笑しけ や 笑 ふが い K。 おら、 あいつに^ ふと 仕事 

する 氯 になん ねえ。 

七 t お 貴樣は 此の頃 何とか 文句 をつ けち や 怠けようと 思つ 

て やが る。 おらの 年齢 は 今年い くつ だと S 心て ゐる？ 荒 

仕事 は贵 (lii に まか せ て 、 おら は啣 へ 煙 管 で 鶴の 世話で も 

してれば い. -と 思って る だに、 贵 52^ は その 若さで， この 

年寄りの おらに 二人前 も 鋤 かせようと 思つ てるの か、 罰 

が當 るぜ。 

仲士 a お ら 、 罰が當 つても い 、だよ。 首へ でも 足へ で も 、 

罰の 當 りたい ところへ 當りゃ がれた。 (自棄 に ；； ム つてう 

しる 顧みる) 

七 t;3  ( ^ip へ て ) さう； K へ ば 喜 サ公は この頃 おらの 家へ 遊 

びに 來 ねえが、 贵樣は 喜 作と い さか ひ でもした のか。 

仲士 a   。 

七 造 喜 サ公は 人と いさか ひする やうな 男ぢ やねえ が、 ハ 


テナ。 ：：•• (一一  ャリと 笑って) 貴樣は あれの あが 羡ま 

しいの か。 あんなお 多 福 面が あにが 狭まし いだか。 貴樣 

の 嫁に は 小よ しょ り も 何 唐 倍 も の 容色よ し を述れ て 來 て 

やら あ。 

仲吉 (！ g リ惡ろ さう Li) そんな 容色の い ^ 女 は 何 處にゐ 

る だな。 

y5 つら  よ モ 

七 t お この 村に は 醜い 面した 女ば かりだ けれどな。 他所の 

+1 地に は？^ しい 女が 數 へ 切れん くら ゐゐら あ。 5;H 樣も精 

出して 稼いだら、 おれが 他所の ヒ 地から い、 嫁 を 一 逝れて 

來て やら あ。 おめえ は 喜 サ八ム より は 何層活 もい &男 だ。 

あんなぶ を， 淡む にや 常ら ねえ。 (ひとりて 與 がって 云 ふ) 

仲 古 (iww 目：. i) お前の；； ムふ こと は if ちゃな からうな。 

七 造 あにが 嘘 なぞ 吐く もの かハ 、 、 、 、。 さあ ソ cl/\^ 

出？ S ベえ、 (.一 义 上らう とする) 

仲 古 おら、 もっと 休んで 行かう。 腰つ 骨が だるいだ から。 

七 造 これつ ばかりの 荷 を 背負つ て 腰 も 足 も だる いって こ 

とが あるか。 此^う ちの 雨 でな まけ 癖が ついた の だな。 

今日 の やうな たま のお- 大氣 に、 若い 者が 愚 n 々々して ゐ 

ちゃ 利が 9^ おきら あ。 …… さあ 出掛けべ い。 (仲吉 の 背.^ 

つ 、 ぃズ 促す) 

0 て： へ、 守つ 子が 背へ 赤ん坊.^ しば リっ けズ 出て 來 
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子守 喜 作さん はゐ ねえ かの。 

七 造 あしこに ゐら あ。 (後，^ 指差して〕 喜 作に S が ある 

のか。 

子守 お 客が 來 たから 大急ぎで 歸っ て 来い と あし このお 婆 

ことづか 

あに 言傳 つたの だ。 

七 造 どんなお 客 だ。 

子守 どんなお 客 だか、 わしゃ 知ん ねえ だ。 (子守が 奥へ 人 

ると、 七 造 父子 は その後. ^兄 送ろ) 

七せ」 喜サ公 はおらの 方 を 見 てら あ" … あちらの 跻を驅 

けて 行った。 (仲 小： ：！ の 方， ^見て〕 おいら も 出 けべ え。 

仲 士" おら、 もっと 休んで 後から 歸 らう。 お前 一 人で 先き 

へ 行つ といて 吳ん な。 直ぐに あとから 追 付か、 つ。 

七 造 氣 儘な 奴 だな。 早く 歸ら ねえと、 お八つの 国 子 をお 

ら 一 人で ぬつ ちま ふぞ。 

(七 造が 麥 背 H つて 歸 つて 行 • 

ないて、 後，^ 顧みたり 空.^ 見上げ 

,^見っけて石，^;-投げたりする。〕 

(そこへ 子守が 再び ij- はれろ。) 

仲吉 オイ、 此處で 休んで 行かね え か 

らぁ。 

子守 …… (背の 子 か： しながら 仲士 C の 前 に 立って) お 爺 

は 家へ 行った のか。 


仲 は g3 く 動か 一 

する。 ふと 何 か 


* 話 M かせて や 
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事來 出め Q ニ衬奠 


仲士  n むん。 おらお 前 を 此處で 待って sa たに。 お前と 一し 

けえ 

よに 驟 らうと 思って。 …… いやかい。 

J 十 守 わしと 一 しょに 歸っ て. とうす る だよ。 

仲 士！： お前に - J の 麥を 背負つ て 行 つ て S は、 つかと 思 つ て る 

だ" 

子守 この 子 を 背負つ てる 上に 麥が 背負へ るか 背負へ ねえ 

もの か、 考 へて 見る がい、。 (ぜ、 ら 笑って) 一人で そ 

んな ずる いこと を考 へて ゐ たのけ え。 だから 人が お前の 

事 を 利口者 だ つて 云 ふんだ よ。 

仲士ロ 货負 つ て る 子が 邪魔なら 、 そこの 溝の 中へ でも 抛 込 

ん だら よかつべ え。 

一十 守 呆れた こんだ。 この 子 はお 前の 子ぢ やねえ だよ。 

仲吉 極つ てら あな。 おらの 子なら そんな 汚ね え 面して 生 

れ ちゃ 來 ねえ」 …… お前 も そんな 汚ね え 面して、 ギア ギ 

ァ 泣き やが る 餓鬼 は 小うる さく てた まんね えだら う。 溝 

の 中へ でも 抛げ 込んで しま ひねえ。 子供が 背中で あばれ 

て ひとりでに 落ちて くたば つ たと 云 や ぁ言譯 が 出 来 ら 

あ。 おら 手傳 つて やる べいか。 

あ ク-チ -9 

子守 (思 はず 後 返して) 本氣で そんな こと を 云 ふの けえ。 

おっかない 入 だよ， - (子供.^ 庇 ふやうな， a?J 振，^ すろ) 

仲吉 ハ、、 、 、。 おら、 そんなお つかわえ 人間 ぢ やねえ 

だ、 おら、 あい つ を 溝の 中 へ 叩 込んで やりた い と 思つ て 


もどう い ふ もの だか 叩 込めね えんだ。 

子守 あいつと 云って 誰の こと だい。 

仲吉 誰の こんでも ねえ。 おら 一 人で さう 思つ てる だよ > 

お前 はしょつ ち、 つ 背 M つ てる その 餓鬼が 背 巾から 

溝 へ でも 谷 へ でも 落 つ - 」 ちたら 、 身が 輕 くな つてい、 だ 

らうに と、 たまに 思 ふこた ねえの か。 お前の やうな 細つ 

, J け た身體 に、 そんな 肥つ た 餓鬼 を 縛り つけて ゐち や、 

重かん ベ えと 思 はれて なんね えが …… 。 

子守 この 子 は 見かけより や 重 いんだよ。 それに 一日々々 

重った るくなる やうで、 わしゃ 難 i=M してる だよ。 

仲士 n それ 見ろ、 その子 さへ なけり や、 お：； § も 子守なん ぞ 

しなく つても い、 ん だせ。 そんな. せ 體 の 石 は， 早くと 

つち まひたい と、 お前 も 思 はねえ こと あるまい。 

■V. もし 

子守 この 子 を K 石 だなん て 云 はう ものなら. この 子のお 

母さんに どやされ る だよ。 …… お前が そんな 事 を 云 つ た 

から、 この 子が 急に 重くな つた r〕 (子供が 泣告 出す) う 

るせ いよ" 泣く でね え つ たら。 泣く と 溝の 中 へ § むぞ。 

(子守 は 邪慳に 子供，^ もしら ひながら 入って 行く。) 

仲吉 ォ， -ィ。 おらの 麥背 負つ ちゃ 吳れ ねえんだ な。 

(5 う 叫ん てから、 41!^ れて 物， ^il:;- へて. 0 たが、 やが 

て 立 掛けろ と、 そこへ、 小 i しが 刈った 麥 束，^ 背 おつ 

て 入って 來て、 荷 wfLLIS まう として、 ふと、 氮 昧の恶 


？ IT. 來 出の fl ニ衬 i% 
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い 目て 此カ， か 見て ねろ 仲吉， ^見る。) 

小ぶ し 仲さん； 人け え。 …… お-犬 氣が續 くと い、 がの。 

仲 古 お. 大氣 になった から 忙し いだら う。 お前 も ；入 かい。 

小 二し 喜 作 は 急用で 家 へ 行つ たの だ。 もう 歸っ て 来る だ 

らう。 

(麥 束ん， P ぼいて 行、 さかけ ると、 仲吉 が、 「小 i しさん」 

と^,, 小 掛けて 呼 §3 める。 小 rs し は 足，^ おめろ。 訝し. け 

な 目 付て 相手，. 兌ろ のて、 仲士 n tf ち i つと 口が 利け な 

いやうて ある。) 

小- * し 何 かわしに S 事が あるの けえ。 

仲 士 S  W 事って ねえ だけん ど， おらお 前に 約束した こと を 

思 出した ど。 

f し 戒 すろ やうに) わし、 お前に 何も 約束され た 

ルぇ はねえ だよ。 

ひつば 

仲お お前 は 忘れつ ぼい 女 だな。 おらが 牛の 丫を豪 張つ て 

荒 尾が 原で 草 を^ はせ ると ころ へ 、 お前 やお 久がゃ つ て 

來て、 お ら を挪 ：® つ た >  J とが あ つ たぢ やな い か 0 そ の .gr- 

おら 牛 を 育て 、 い 、値で 費れ たら、 お前 やお 久に 何でも 

欲し い 者. を H つ て やる と 云 つたの だ。 さう する と、 お前 

達 二人 は、 帶 だか 衣服 だか 指環 だか、 欲し さうな 者 を 喋 

舌く つて、 口先 だけで 喜ばせと いて、 その 時 になって 知 

らん 顏 しつ ちゃ マお 知し わ. ズっ て、 一 一人で； W つてた ぢ やな 


いか。 おら、 よく 覺ぇ てるの だよ。 

小 よし (昔，^ 思 出して 懐かし さう Li) そんな こと も あつ 

た つ けな 。だけど そり や 何年 も 前の 古い こ つ ちゃない か。 

…… 今 は 牛の 子 も 親 も  一 h: もお 前の 家に ゃゐな いぢ やね 

え か。 

仲吉 疾っくに K 飛ばして、 牛の 小屋 は 物置きに なつ てら 

あ〕 

小. t  (戯談 らしく〕 お前が， HI 分で 約 鬼した こと 覺ぇ て 

ゐ るん なら、 牛 を H 飛ばした 時分に、 なぜ わしゃお 久さ 

んに 欲しい 物 買つ て 吳 れ なか つたの. たい。 

仲吉 牛 はわし が 育てたん だが、 費る となると、 わしの 氣 

儘に やなら ねえの だリ それにな 小よ しさん。 お前 は 知つ 

てる かも 知ん ねえが、 家に や 蔦 11 に 偕 金が あって、 抵當 

になつ てる 田地 を 1^ られ るの がいやなら、 牛で もみん な 

賫 つ ちま はに ゃ片が つ かな か つ たんだ さう だよ。 おら、 

田地 なぞ どうで もい、 から、 牛は殘 しといて 吳ん なと、 父 

ち やん に さう 云 つ た の だが 駄目 だ 。 先祖 の 田地 は 賫れね 

えつ て 老人が 云 や あが るんだ。 おら 爲樣 がね えと 諦めた 

が、 その 時から 畝の 仕事 はい やで なんね えの だ。 …… あ 

うち 

ん だって 家に 偕 金が ある だか、 借金の ために あんだ つ て 

田地 を られ なきやなら ねえの か、 おらに は譯 がよく 吞 

込まれね えだよ。 …… おら はやつ ばり 知 蒙が 足りね えん 


♦ 


化 2 


事來 出の B- 二 村 農 


だな。 

小 よし それで、 ^^のかはりに鶏を飼っ てるのけぇ。 

仲吉 おら 鶴の 話 なぞし ねえよ。 

小 i し 牛 を 飼 ひたけ り や、 稼いで お金 儲けに 何 匹で も賈 

つたら い、 ぢ やない か。 

仲吉 おらが どんな 稼ぎ をして 金儲けす る だね。 年中 野良 

で 働いて ゐ たって、 牛の 子  一 E 賈 へる 錢は殘 り やしね え。 

お前に 約束した 者 を 買 つ て 上げる 當 て もね えだよ。 

小 二し お前 は 見？ W けに よらない 義理堅い 人 だね。 (笑つ 

て) わし はそんな こ とを當 てに してや ゐね えから 安心 し 

てゐ なさい。 ぉ久 さん はお 墓の 中へ 入って るから、 衣服 

も帶 もなん にも 入らない だら うし …： (ふと 感動した や 

う：，：〕 さう 云へば ぉ久 さん は可哀 さうな ことした でない 

かね。 子供の 時分に は、 わし 誰れ よりも あの人と 仲よ し 

だった のに。 

仲吉 ぉ久が 若く つて 死んだ の を、 お前 は可哀 さう に 思 ふ 

ん かい。 おら、 さう 思 はねえ だ。 自分の 思 ふやう になら 

ない ぐれえ なら、 早くく たばった 方が い 、 とお、， SB 心つ て 

る だ。 …… おら、 牛の 子 i 匹 飼 ふこと が 2 來ゎ えし、 お 

前に 約束した 物 を s つ て 上げる こと も出來 ねえし、 麥秋 

を濟 ました あと ぢゃ、 田 楠 ゑ だの 田の 草联り だの しなき 

やなら ねえと 思 ふと、 ぉ久の やうに コ ロリと 早く 死ん ぢ 


や つ た 方が い 、 と 思 ふだ。 おら、 こんな 刈つ た麥を 

つ て 、 敏 から 家 へ 行ったり 來 たりす るた め に 生きて ゐた 

つて、 ちょっと も 面白 か あねえ。 

小 二し それや 誰れ だ つて おんな じこ とだよ 。わし だ つ て 、 

細つ こ い 身體 して こんな 荒仕事 をして ゐ ちゃ 長生した く 

つ て も出來 ねえ だら うよ。 喜 作 だって lITi^ の 取れね え 畝 

作りば かりして ゐ たって 面白 か あるまい よ。 誰れ だ つ て 

おんな じこんだ けれど、 ぉ久の やうに 若 死 はした か あね 

えだよ。 

仲吉 喜サ公 はい、 だ" 喜サ 公と おらと は 違 ふだから。 (愁 

然とす ろ) 

小 よし 仲さん は 今 曰 は 心配事で も あるの けえ。 

仲吉 心配事 はねえ けん ど、 おら 半； きて ゐ たって 面白く ね 

えだ。 

ひ-. 一り 

小. t お前の やう に身體 が 頑丈で li 身なら 、 東京 へ でも 

何處 へで も 稼ぎに 行ける だら うから い 、だら うにな。 喜 

作 を 見なさい、 病. ぜ なお S あや わしが 邪魔に なって、 他 

所 へ 行きた くも 行けね えの だよ。 

仲士 a な あに 喜 サ公は い k 。いつも 悅 しさうな 顔し てら あ。 

小 i し あの 泣き面が 悅 しさう に兑 える のけえ。 (輕く 云 

つて、 荷 wf の 側へ 寄って！ S 言の やう LL) 早く 來て れな 

き ゃ闲 るのに。 わしに は.； 卑は牽 い C 行けない し。 


？! に' お!!! の n  二 f'K さ  4G3 


仲ト. J ぉら^§^ぃてゃるべぃ。 

(仲 小" は n 分の 麥 束ん _ 似！^ に^せて、 ef,^ 持ち上げ 

ろ。) 

小 i し 止して aK んな。 一!^ の ffi だから。 

仲 古 なに はねえ。 家 へ 歸る次 手 だ から。 

(仲 i:= は欣然 と し て 荷^a- .^動 か しだ し た の て * 小 i し 

は 後，^ 押しながら 行告 かける と、 そこへ 喜 作が 急 oiT て 

入って 來て、 仲 士！： の舉 動，^ 见ズ： ；木氣 に 取られる。 仲 小 xt 

iM^S< い やな 額 1 亇 すろ。) 

へ ij ん 

小 i し 仲さん も fflt ぢゃ ねえ かな。 人の 車を牽 かうて 云 

ふんだ もの。 (何氣 なく 云 ふ) 

容作 おらが 來 たから もうい \ たよ。 (無愛想に 云 ふ) 

仲い：： おら、 n 分の 分 だけ 持って； t: くべ い。 

(仲 古 は n 分 ：の 麥 ん 荷^# か ら お ，c し ズ つて、 0 

ら なさう LL して 出て 行く。) 

小 i し あの人 變な人 だ。 やっぱり 人の 云 ふやう に、 ちつ 

とべい 拔け てるの か 知らん。 

害 作 あいつ はお 前に どんな こと を 云った r。 云って 見ろ 

よ U 

小 よし (：^^しぉめなぃて〕 それよりも 、お-: * は 誰れ が來 

たのけ え。 ま さか © 壁 の 伯父さん ぢゃ あるまい な。 

喜 作 来たの は 伯父 ぢ やねえ が、 伯父が 來 たの も 同樣 だ。 


(泣. r  、つ 面ん-する) 

小 t  (夫の 額- li 注意して) わし、 ケチ をつ ける ぢ やな 

いけれ ど、 誰れ もい \ こと を 知らせに 來 たの ぢゃ ある ま 

い 。 だ か ら朝か ら當 てに しない 方が い V と 云って た でね 

え か。 (非難す る やうに 云 ふ) 

喜 作 (怒り, ^含ん， た 口調て) おめえ はおらに いやな 思 ひ 

を させて、 自分で い 、氣 持が する のか。 今日のお 客 はな、 

ことづて 

伯父が 曰 K 非お めえ とおらと； 一人 連れで 來 いと 言 傳 をした 

つて、 わざく 知らせに ク  13 つて 吳れ たの だ。 その 言 て 

をお め え に 知ら せ て 喜ば せべ いと 思って 急いで 來 たの 

に、 おめえ は 開かね えさき から、 おらに ケチ をつ ける だ 

な。  . 

小よ し お前 - J そ 何 を そんなに 怒 つ て ろ だ。 (怒り，^ 含ん 

だ 口調) わし はな、 眞 壁の 伯父さんに 呼ばれた つても、 

お前に 隨 いて 行く 氣 はねえ だよ。 

赛作 ； しょに 行く 氣 はねえ だと。 ：… 伯父 はな、 歳 を 取 

つたの で、 ； 人の 甥が 可愛くな つ て、 どうせ あの^へ は 

持つ て かれね え 身代 を 今のう ちに おら 達に 配け て aK れょ 

うって g ^なんだ" それで おらと おめえ と 一 一人 を 側へ 呼ん 

で、 おら 達が 喜ぶ 顔を兒 たがって るんだ。 それにち げぇ 

ねえと おら 思って るのに、 おめえ は、 伯 父 の 例へ 笑顔 を 

i 見せに 行きた くねえ と 云 ふんだ な。 


事來 出の HI  二 W 費 


小 二し わし は 棚から ボ タ 餅の ー洛 ちる やうな こ と當て にし 

ねえ だから >  ： :• この頃の 野良仕事 だけで、 手足 は拔け 

さう にだる いのに、 山 坂 越えて 眞 壁まで、 どうして 行く 

氣 になれ る もの か。 

喜 作 分らね え 奴 だ、 勝手にし や あがれ。 てめ えが さう い 

ふ； おなら、 今日から 畝の 仕； 華なん ぞ して 貰 はんでも ぃ& 

んだ。 麥 一本 刈つ て吳れ なくつ てい、 んだ。 …… 見ろ。 

かう して 吳れ ベい。 

(喜 作 は 荷車の 上の 麥束. ^掘ん て は 投げ/、 して、 つ 

ひ Ll 荷車ん の 方へ 倒す。 小 ： し は呆氣 に 取られて 見 

てわたが。) 

小 i し 氣が 狂った の け え 。歸 つてお 母 あ にさう 云つ た 

ら、 お 母 あが 杖 をつ いて 拾 ひに 來る だら うよ。 わしゃお 

前の 抛 出 し たも の を 拾 つ て 廻る の はい や だ 。 

(小 i し は 怒リと 冷笑と，， ^含ん：；， i 目て^ ん./  一  ^してす 

ッ サ と 出て 行く。 喜 作 は  一 f め 激しい 興窗 のた A の总 

きし さ.,^^ に し て 出て 行く。) 

(仲 小： ntfw び^ はれろ。 -I ャ リ /  、笑 ひなから 二人の 

校ん」 見送って から、 面 a さう に 荷車 を兀の やうに 直し 

て麥 束， 6 元の やう LL 車に 積む-; 

f そこへ 七 造が 人って 來 る。〕 

七 0 お 馬鹿め、 まだ 此 處にゐ たの か- 此處 であに してる だ。 


仲吉 おら、 さっき そこの 麥献の 中へ 隱れて 面， H いもの 見 

てゐ たによ" お前に も 見せ. たかった くれえ だ。 喜 サの野 

郎、 何が 氣に 入らね えだ か、 麥 つお を収っ ちゃ 投げ/ \ 

し て大 あばれ にあ ばれ てゐ た^ょ。 喜 サ は あ を 好 い て 

ゐ ねえの かな" 

七 造 馬鹿め。 貴 機 は 自分の 仕事 を 抛つ ぢ、， r かしと いて、 

他所の 夫： K 喧嘩の 後始末 をす るの か。 …… さあ 來ぃ。 晚 

ま で にや 刈 つ ちま は に やなら ねえ。 

(七 造が 急ニ义 てるの.^、 仲 92 は Silg5 つて、 w!sf ん、 s{ 出 

うと. y 構へ.^ すろ。) 

仲 喜サ 公の 家 へ 蓮んで 行ったら、 _ ^くに 歸っ て來 るよ。 

七 何 だって そんな 馬鹿な R 似す る だ。 

( -Jo 々しさう Li さ、 r- 云った が、 sg ひて 引 53 め fs うと は 

しないて、 そこへ おんて、 1:;^,^ 出し ズ Iwjc いん 吸 ひな 

がら、 疲れて- Q ろ 風て：； 木 然として ねたが、 一服 吸 ひ 5^ 

ると、 横にな つて 眠りに 就く。〕 

li —i 


喜 作の 家の 庭。 藁葺きの 粗末な 納屋の 前に は 筵 敷か 

れ. て、 麥が 千され てね る。 

喜 作の TO^ のおた きが 埃 だらけの 顔して、 ョ お/.、 し 
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た 足取り.，^ して 出て 來ろ。 納 s への 途.^ つくろ や、 つ LL、 

筵,^ どけ マね ろと、、 る へ 、 仲 W が 荷 *f いて 入 つ < 

來 たのて、 k) 驚す ろ。 

仲 (車ん t おろし、) 们 おさん， この頃 は 丈夫に なった 

のけえ。 

お 告 .y. 夫で もね え けん， とな。 (仲 古の 方. ^じみ/、 見 

て) 仲さん 其.； 率 はどうし たの だな。 

仲亩 (汗ん 拭きながら〕 これ はの ••••： お前さん ところの 

ホ)： 一 だから、 納屋の 中へ しまつと きなさい。 享 ごと 途中に 

落ちと つたから、 おらが にがつ て來て 上げた の だ。 (わた リ 

. f ^见ヾ ) 喜 サ<ム はま だ歸， つ て來 ねえん にな。 

お, M き 喜 作 はさつ きお 客に^つ て 話 をして、 K ぐに 野良 

へ 出 $ けたの だ。 お前に. ¥ の 世話 を E む譯 はねえ と 思 は 

れる だが …… 。 

仲リぃ おら 別段 喜サ公 に 頼まれた 譯， ちゃね えが、 お前ん と 

こん 麥だ と 思 つ たか ら、 自分の 仕事 を 抛 つち やら かしと 

い て 、 わざく 此處 まで 運ん で來 たの だ。 お前と - 」 で 人 

、-リ ねえの なら、 おらの 家 へ でも 持つ て 行く ベえ。 

おたさ 仲さん 何 を 云 ふだ？ お前い たづら をした の だな。 

作が 此方へ つ てる 間に、 誰れ にも 斷ら ないで その 車 

$ い て來 たんだな。 さう と は 知ら な い で 喜 作 は 心配し 

て、 寧 を搜 して ゐ る， たらう。 仲さん も餘 計な こと をす る 


人 だ。 (忌々 しさう に 一-み ふ) 

こんな 暴い 日に 人の 車 を牽ぃ て來て やって 怒られち 

や 割に 合 はねえ よ。 

お n き 勝手 に惡 ふざけ をし と い て 、 割に 合 ふ も 合 は んも 

わえ もんだ。 お前、 早く 行つ て 喜 作に 知らせて ん なよ。 

心！^ して ゐる だら うに。 

仲 おらい や だ、 腰つ 骨が だるくな つ て、 おら 一 足 も 歩 

く の が い や に な つ た。 ち つ とべ い 4^ 處で 休まし て M はう。 

(筵 S おへ ん；； ん して J ぉらは何だって、^iまれもしね 

えのに、 こんな もの を 引 張って 來た にか。 腹が減って 腰 

かひ 

つ 骨が だるくな ろば かりで、 效の ねえ ことだった。 おら、 

何が 面白く つて こ んな電 い 者 を 引 張 つ て來た に か 。 

お た . ュ.、 お前 も い、 歳 をして、 性の 惡ぃ 人 w ら せ をす る も 

ん， ちゃない" 餘 計な 口 叩かね えで、 早く 行って 知らせて 

吳ん なよ" 

S" だつ-.」、 おら 一足 も 動く 氣 にたれ わえ か.. り 口 X ハゎ 

え や。 フ ント におら、 あにが；， くって、 分，； お つ 

ちゃら かして 人の 麥 遠んで 來た か。 おらに おら ノ，. ：E:iuw 

が 分ん ねえ だ。 

おたき 早く 行かね え かよ。 (怒ん、 現 はして、 仲 古の 背. つ 

つく) わしゃ 足が 丈夫なら、 自分で 行って 來 るんだ が。 

仲 f:c 知.，：' せに 行きた けり や * お前 行って 來ね えな。 おら 
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此處で 留守番し て 、 上げよう。 腰つ 骨が だるく つ て も、 

鷄を 追拂ふ - J とくら ゐ 出來ら あな。 

と L ょリ 

おたき おのれ、 わし を揶； ^ふの かよ。 この 老人. を 摘まへ 

て 嬲り 物にす るんだ な。 

S 魏面. E くもね え。 皴く ちゃ 婆あ を 插 へ て 嬲 つ た つ て 

あにが 面白かん ベい。 

おたき この 野郎、 餘 計な 顿桁叩 かねえ で、 サッサ と歸っ 

て 行き や がれ。 

仲 古 歸る なと 云った つて、 いつまで 此處 にゐる もの か。 

草臥れが 癒 つ たら、 お前に 云 はれな く つ て も歸っ て 行か 

あ。 (サ硌 着いて 云 ふ) 

おたき (氣 味の 惡ぃ目 付て 相手ん、 睨ん て、 や V ほや かに) 

小よ しが 喜 作の 嫁に なった と 云つ て、 逆恨みに おらの 家 

を 恨ん で る んぢ や ある まいな。 

仲吉 恨んで るか も 知ん ねえ。 おら 今日は、 自分で，： R 分の 

量 見が 分 んね えだ から。 … … 自分 の麥 抛つ ちゃら かして 

他 入の 麥， 運んだ 來て、 あにが 面白いだ か。 -Ig 言の やう 

に ) 喜サ 公が 腹 を 立て、 麥っ求 を 抛つ ちらかし たのが、 

あんだ つ て おら に 面白 か つ た^か。 

おたき おのれ、 逆恨みに 入 を 恨んで、 こんない たづら を 

す るんだ な。 

(麥搔 棒. ^振 上 げ て^す。 仲 小-:: は •  平 氣な 態度て -て の 棒 


.^ft 取って 抛リ だすと、 もに、 ふと 勢 ひづ いて 來 る。) 

仲士" 伯母さん 兑 て ゐなさ い 。 喜 サ 公 は >  J んな 風に あばれ 

てゐた ヾ よ 。 面- H か つべ い。 

(仲 古 はさう 云って、 麥 束，， で 取って は 左右へ 投げる。 

おた 告愤 怒の 相，^ して. Q るの LL も II はないて、 やが 

荷 取，^ 引く リ 返す。」 

仲. I.:n こんな ことして 面白い のか" 

おたき (愤 怒から 恐怖に 變 じて) 仲さん、 お前 氣が 狂つ 

たのけ え。 

仲吉 おら、 喜サ 公の 眞似 した^け だ。 だけど こんな K 似 

したって 面白 か あね え。 ……伯母さん は 歳 を- 收 つてる か 

ら、 入 問 は 何したら 面白いだ か 知って る だら う。 敎 へて 

吳ん なよ。 

おたさ お前の やうな 人 を 相 平にし ちゃ ゐられ ねえ だ。 お 

つかねえ く。 (足ん 引 招って 出て 行く) 

仲 小：" 伯母さん どこへ 行く だ。 (と 大？ t て 呼 掛けた わと て 

II 言の やうに) 誰れ か 呼んで 來て おら を： お拂 はう と W 心つ 

てるんだ な。 勝手にし ろよ。 

(おたきの 出て 行った？ - とに 違った 方から 小 i しが 姿 

1^5^ はす。 仲 小： 3 は-てれ, ^兄つ けて 急 LL 一  1 コ /. 、し.；.：^ 

する。) 

仲 +H お前 一 人で 歸っ て來 たの か。 
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小. ，< し (沈ん. た颜し v^) わし はさつ きから、 お前の する 

こと を 見と つたの だ。 お „M も 馬鹿な 鎮 似す るで ねえ か。 

仲吉 それで 喜サ t 公 はどうした よ。 

小 二 し どうした か、 わし 知ん ねえ けん ど、 仲さん は 早 

く歸 つて 5^ ん なよ。 お前が 何時までも 此 處にゐ ちゃ、 わ 

しが 闲る だから。 

仲 i" なぜ、 おらが ゐ ちゃい けね え。 …… おらが お前と 話 

をして ゐ たのが 喜サ公 の氣に 入らね えの か。 それなら、 

おらの 方で 云 ふ ことがある だ。 (ふと 高い 5^,^ 出す) 

小よ し (慌て ゝ扣 手の^,^ 止めろ やうな 手振り， やして) 

靜 かにして お 入れ、 後生 だから。 それで 今日は 早く 歸っ 

て aK んな。 話が あるなら、 外の 曰に わしが 聞い たげ る。 

こんな 處で EB々 々してる とお 前の ために もなら ねえ 

だ。 

仲 小" おら あ、 誰れ を も 恐れる ことね え けん ど、 おらが ゐ 

てお 前が W るなら 歸る ことにしよう。 敏へは 行かないで 

家へ 歸っ て ひとりで ると しべ い 。 いくらお 天氣 がよく 

つても、 おら 今 B は 働く 氣 ちっともね えだ。 …… どり や 

出2^けべぃ.^.- 

(仲小"は大^^さぅに立上リ、 小 i しが 骹ら かつてね ろ 

麥束を 始末して 納： Ig の 中へ 述ば うとして ねる の ん /顧み 

顧み 行 さかけ ろ。) 


(そ、/ へ、 喜 作 は 魚 龍.^ 投げ \ ^歸 つて 來る。 仲 吉ん見 

ると 意外 にも 笑 額，^ して。) 

喜 作 茶で も 飲んで 行きな よ。 ちょっと 話したい ことがあ 

る だ。 

仲 古 (不思議 さう に) おらに 話が あるんだ と。 

(仲吉 は 足.^ §S めろ。 小 i しも 不思議 さう LL  二人の 方 

.^<顧みる。 赛作は 筵の 端へ 腰.^ おろす。 仲 古 も 側へ 腰 

んム おろしながら、 魚 籠， ^のぞく。) 

仲吉 泥 ii だな、 お前 が^って 來た のか。 …… ピ チヤく 

跳て やがら あ。 

喜 作 幾 造に 貰つ たんだが、 おら 料理す るの がうる さいか 

ら 欲しけ り やお 前に やらう。 持って行きな。 

仲 *1 貰つ て 行つ て もい . ^のけえ。 ai. 、れ るの なら おら 遠慮 

はしね えだ。 貰って 行く ベい。 

喜 作 持って行き ねえ。 …… だが 仲吉、 おら はお 前 を惡く 

思 つ た - J と はわえ だから、 お前 も おら を 惡く思 はねえ や 

うにして siK れ ろよ。 

仲 百 話したい こと、 いふの はそんな ことか。 おら もす き 

好んで 入 を 惡く思 ひやしね えよ。 だけど 喜 サ公。 人を惡 

く 思 ふ の も 善く 思 ふ の も. IE 分 の .一;^ 儘に なら んも の だと、 

おら 思 ふだよ。 (考 込んだ 目付き,^ して) お前 も おら を 

嫌つ てる やう だが、 おら 誰れ に 嫌 はれても い V だ。 
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喜 作 お らは お前 を 嫌 つ て やしね えよ。 

仲吉 ぢゃ、 おらと 仲よ しにで もな りね えな。 …… だけど、 

喜サ 八ム、 先つ きお 前が 麥っ束 を 地べ た へ 叩きつ けて るの 

とつ 

を 見て、 おら 小氣 味の い、 思 ひした だよ。 おら 父ち やん 

に 追 立 てられ て 、 爲樣 事な しに 野良 へ 出る に は 出 て るけ 

ん どな。 おら 野良の 仕事なん ぞし たか わえ だ。 麥を 作つ 

てい くら になる だよ。 田圃 つくる ことおら に は fg 白く ね 

えだ 。 こんな 物 を 作る ために 何時 ま でも 苦 勞な思 ひ さ せ 

られる と 思 ふと、 おら、 麥っ 十 を 地べ た へ 叩き つけて 踏 

ん で/ \ 踏 躍つ て やりたい と 思 ふだよ。 お前 さう 思 はね 

え か。 

喜 作 貴， 樣は 呆れた こと を 云 ふ。 百姓が 麥米を 粗末に して 

どうす る だ。 罰が 當る だよ。 

仲士 ：！ だ つ て 貴 樣も麥 つ 束 を 地べ た へ 抛り 出し て.： 卑をひ つ 

くら 返して ゐたぢ やねえ か。 罰が 當 つ て も い、 のか。 

喜 作 (極り の惡 さう：. L) あの 時 や 魔が 差した の だ。 おら 

惡 いこと したと 後悔して る だよ。 今日はお 天氣は い、 し、 

い 上 信が 聞かれた の だから、 晩まで iiH 懸命に 働いて 

あしこの 麥 だけ は 刈つ ちま はう と 思つ てゐ たのに 間が 惡 

くつ て あんな 狂人 見たい な眞似 をした、 めに、 氣が 腐つ 

て 仕事す る元氣 も なくなつ ていけね え。 おらの 身に 罰が 

當 つたの だよ。 


(喜 作 はさう 一： ム つて、 ふと 小 r* しの 方，^ 顧みる。 小 f* 

し は 什 事の 手，^ 止めて、 麥っ 束の 上に 腰， 小お ろして 浮 

か W 餌して、 二人の 方ナ 小 見て ねる。) 

仲. f:n い > S つ て 何 だな、 金 になる >  J とけえ。 おらの 所 

へ は 、 昔から い 、 音信なん ぞ來た - ,- とねえ だよ。 

喜 作 ぉ前は獨^^^だから、 百姓が いやなら 東京へ でも 何處 

へ でも-稼ぎに 出扮 けたら い 、 ぢ やねえ か。 町 へ 行き やい 

い 稼ぎが 出來 ると 云 ふ でない か。 

仲 古 先つ き 小よ しさん も、 おらに iE^ おへ 行けと 云つ とつ 

た。 二人で そんな こと を勸 める の は、 おらが この 土地 を 

出て 他所で 暮す のが、 お前 達の ために 都合が い、 のか。 

(も；： リ 前の 口調て 云 ふ〕 

喜 作 一、 ド ギマギ して) そんな ことがある もの かよ。 お" S 

のた め を 思って 云 ふんだ。 

仲 古 おら、 鬼 京へ も 何處へ も、 町へ 行った ことね えから 

分ん ねえ けん ど、 他所の 土地 へ 行ぐ の はお つ かねえ だよ。 

喜 作 f 笑って) 隙-病 だな 贵 樣も" 今日 の^に、 日本中 何 

處へ 行かう とも、 おつかねえ 譯 ねえ ぢ やない か。 まめに 

稼ぎ さ へ すり や、 誰れ にも 意地 めら り やしね え や。 

仲士  S  (考 へて) …… お前に 云 はれた、 めぢ やねえ が、 お 

ら、 そのうち 他所の ，H 地 へ 行く 氣 になる かも 知ん ねえ。 

…… だけどな 喜サ， < ム、 おら この： S: を S る 時に や、 一 つ 胸 


2p 來! II の n  二 村 g 


409 


の ^れる や、 つな こと を やら か し て 出て 行きた い レ」 思 ふた 

よ 0 

喜 作 どんな ことしたら tj^ss の 胸が. 晴れ るんだ。 人に 嫩は 

れろこ と をす り やしめ えな。 

仲 +H どんな ことしたら、 おらの 胸が 晴れろ だか、 われと 

わが 身で 分らね えだ。 おら、 これから 家へ 歸づ て、 この 

を 料理し て 酒 を飮ん でよ く考 へ て 見べ い も ( ふ と 

氣が ついた やうに) 今から 家 へ歸っ て 酒なん ぞ 飲む 譯に 

や 行かね え。 おらの 父ち やん は烦 せいだ からな。 日の 高 

いうちから おらに 氣儘を させと き やしね えだよ。 …… だ 

からよ、 喜サ 公、 お前の 家で 飲まして れ ねえ か。 おら 

これから 料理 をして.：！： 分で 酒 も 買つ て來る だ。 久 振りで 

お前と 一 しょに 飲んでも い 、だよ。  お前ん ところに 

や 親爺が ゐ ねえから い \。 

作 おら は 今から 酒なん ぞ 飲ん ぢ や ゐられ ねえ。 

(お： 作 も い やな 餌.，^ す る。 小- んし もい やな 颜，^ すろ。) 

仲 (二人の^ 付 LL はお.^ めない て) お前が いやなら、 

おら 一 人で 食つ て 一 人で飲むだ。}&^だけ贷して5^<んな。 

(仲 も は 《^流 ，^^5 つ ヾ 納^ の 械 か ら 人 つ \ 、 行く 。 〕 

(小 i し は 稍々 手足，^ のび （- させた やうな 態度，^ す 

ろ。) 

小 i し お前 は あんな 狂人 染み た 露 似し た あとで 何處 へ 行 


つ てゐ た^ょ。 

喜 作 おら、 一入で 眞 壁の 伯父ん とこへ 行かう と 思って、 

よ つ ぼ ど そつ ち へ 行き かけた の だが、 幾 造に 會っ て 話 を 

してる うちに、 家の 事が 氣 になつ て 戻つ て來 たんだ。 

小 i し 幾さん が なぜ 泥 ii なん ぞ吳れ たの だい。 

喜 作 おらに 頼みて い ことがあ ると 云 ふんだ。 

小 i し あの 娘を预 つて 吳れと 云 ふんだら う。 子守に やつ 

て もよ く 勤まらな いさう だし、 家に 資 いちや、 繼 母との 

折 介が 惡 いだから、 わしの 家で 使つ て くれと 云 ふんだら 

-っ。 それで、 お前 承知した のけえ C 

喜 作 ハツ キリ 承知した 譯ぢ やねえ。 

小 r* し なぜ キッ パリ 斷ら ねえの だよ。 そんな 氣が 弱い こ 

とで どうなる だ。 …… それに、 折角 賀 つた 泥 鎖 を 仲さん 

に 造る つ てこと が ある もの か。 

喜 作 お ら仲吉 を 怒ら せ たくね えだ か ら 。 

小よ し (t^ 笑 ふやう-」〕 …… お前の やうな 甲斐性 無しつ 

たら あり やしない。 お前 は 仲さん の 前で 頭の 上らね ぇ譯 

が あるの けえ。 

喜 作 そんな 譯 はねえ。 だけ. と， あんな 男 は 成るべく 怒ら 

せね え やうに した 方が い- -ん. た。 おら 人と 喧嘩す る こと 

大きら ひだから。 

小-, S し そんなに 氣の 弱い くせに、 よく あんな 亂 4 一一な K 似 
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が出來 たも の だ。 わし あの くら ゐな  一 J と で 脅か さり やし 

ねえ だよ。 

喜 作 (し.^ れて) おら、 馬鹿な 事 をした もの だ。 後 海し 

てる だ。 誰に も 云 はねえ やうに して 吳れ ろよ。 

小 i し 馬鹿らし くって 人に 話せる もの かい。 ：•.：  (f 

感じて， Q る やうな 口調て) わし はな、 喜サ さん。 仲さん 

がさつ きま つて ゐ たこ とが 本當 の やう に 思 はれて ならね 

えの だよ。 寒さ 暑さに いぢめ られて 田圃 作った つて、 苦 

勞の 甲斐が ねえと、 仲さん の 云った こと は 嘘で ねえと、 

わしに は 思 はれる の だ" ：… 人 に^める ばかりが 能ぢゃ 

ねえ。 お前 も、 こんな 麥っ束 は 溝へ でも 叩. 込んで. 東 

京へ でも 行かう つ て氣 になら ねえの けえ。 

喜 作 おら 一 人 で 東京 へ 行け つ て 云 ふ の か。 

小 i し 女 を 連れ て つ ちゃ 手足 菌ひ で 、 存分な 稼ぎが 出來 

ないだら うから、 わしゃ 老母 は 抛つ といて お前 一人で 行 

つたら い \ ちゃね え かた。 

喜 作 行け /\- とやたら に勸 めても、 當 て の ねえのに ；m 京 

へ 行つ て どうす る だ。 ( 不 機 翁 さ う に 云 ふ ) それよりも 0; 

壁の 伯父の 家 へ、 一 一三 日う ちに 行かな？ やなん ねえ だよ。 

小 よし 伯父さん なぞ 何が 當 てになる もの か。 當て のない 

東』：！^ へ 行く の が 馬 なら 、 當 て に なら な い 伯父 さんの 家 

へ 行く の は、 なほの 事 馬鹿 だ。 


喜 作 あにが： 卜お 鹿 だ。 (股 二ん， たしくな るの 1.5? 腿へ ながら) 

おら を 他所の 土地 へ 稼ぎに 行かせ てお？ M は あとで 何し て 

暮す つもり だ。 ひとりで 野良 を 稼ぐ のか C 

小.， -し 二人が かりで 稼いでも 手お くれになる ものが、 女 

一 人で どうして 稼げる もの かよ。 それに わし は. #體 が 弱 

いだ もの。 さつ きか ら 胸が チ ク //\>1.5^ ん でなら ねえた。 

喜 作 だからよ、 身體の 弱い お前 や、 歳 を 股った お あ を 

置い といて、 おら 一 人で 他所へ は 行かれね ぇぢ やない か。 

(立 上って) こ んな無 な 話し て るう ちに 曰が 暮れら あ „ - 

どり や 一 ッ 働きして 來 べいか。 (つとめて 元 氣-, ^く S つ 

て、 小.， * しん 促す やうに) おらの 家 は 仲 公の 家と はちが 

つてる で、 何も 苦にする ことね えだから、 餘 計な 事 云つ 

て 迷 ふに は 及ばね えだ。 (與 へ つて) おら 達 は 野お へ 

行って 来る だよ。 料理す るの はい、 が、 家の なか を 汚さ 

ないやう にして おれろ よ。 

(喜作は荷^m!■にH^.,„J-掛t:て出せけiぅとし.^,lが、 小 i 

し は 動かない。) 

喜 作 おい、 出 けね えの か。 

(小 rs し^って なる。) 

喜 作 お前 はおら 一 人 を 働きに 出しと い て、 仲 公と 酒で も 

飲まう と 思つ てろ のか C  S めながら も 汲して 云 ふ) 

小 t わしが いつ 酒 を 飲んだ だ 。 
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5；-- 作 だから おらに 隨 いて 來 いよ。 荒い 働 ざ を さし やしね 

だ。 

(小 二し は 不承々々 に ？せ 作に 隨 いて 行く。 骞 作ば、 空 

挽き な が ら 、 仲小" の ね ろ 蜜所 の 方 .^报 返 つ て 出 て 

行く。 取の 音が 消えろ と、 仲. f." は納" fe:- の 横,.^ から 徵^ 

出してニ入の後^§^.^见送ったが、 ふと、 驚いて 納屋の 

屮へ、 ほれろ。 七 造が 人って 來て、 わたり.^ 见廻 しなが 

ら 舞-: 3?!.^ 通って 納 a? の 横 1.^ から 出て 行く。 やが ズ W び 

人って 來て、 そこへ、 子供.^^ れつて 來 八". fl た 子守に 

.2 つ ズ。) 

七 i,; ぬ お 前 は 仲 士：： が 何 處にゐ るか 知ら ね え か 。 

$ わし 知らね えだ。 仲さん がどう かした のけえ。 

七 (心^さ-つに〕 この 家へ 來て あばれた つて、 こ、 の 

婆あが おらに 怒つ てゐ たの だが、 何處へ 行き あが つ たの 

力， 

子，.？ - 仲さん はこの 頃 は、 小 松：： S1 へ よく 遊びに 行つ てる だ 

よ。 この ii わしが あし こへ 寄ったら この 子に 飴 を つ て 

れ た^ょ。 

七 g3 ぢゃ、 小 松 へ 行つ て兑べ い 。 お前 も 仲 .nn を兑 付け 

たら、 おらに 知らせに 來て れ ろよ。 

(子守うな • つく。 七 造 は 出て 行く。 子守が 納 clfSS 横手 

から 家の 方へ 行かう とすろ とこる へ、 仲. Iw は 納屋から 


S て來 ろ。〕 

子守 仲さん は此. lig にゐ たのけ え。 (K-sli さう に见 る) 

け 一ん 

仲 士！1 お前 はう ま い 事 を 云 つ て 父ち やん を歸し て ？： K れ た 

な。 これから 一杯 やらうて 所へ 親爺なん ぞに 来られて た 

まる もの ぢ やね え。 …… お 前が 此 處へ來 たの は 丁度よ か 

つた。 川口 屋へ 行って、 おらに まれた と 云って 酒 を 二 

合ば かり 収っ て來 てお れろ よ。 お前の 使ひ賃 は あとで 蛇 

度 やる だから。 

子守 ホン トに 使 ひ K 吳れる の なら 、 酒 を 買 つて 來て 上げ 

て もい、 けん ど *  (.1:;^か^ぃ\、〕 喜サ さん も； れも 家に 

ゃゐ ねえの けえ。 

仲 古 誰れ もゐ ねえ だ。 ぶら が SE 守- 带 してる だ。 …… 喜サ 

公に 何 か S 事が あるの けえ。 

子守 直ぐに 返事 を M い て來ぃ つ て わし S 、まれて 來 たの だ 

けど、 W つたな あ。 

忡古 どんな W 事 だ。 おらに 云つ とけよ。 

子守 お前に 云 つ ちゃ 惡 かんべ い 。 

仲 古 なに惡 いもの か。 おら 喜サ 公に 賴 まれて 留守番して 

る だから、 おらに 云 ふ の は喜サ 公に 云 ふの も问ん なじ こ 

ん .：. こ。 

子守 家のお 口： 那が、 今夜 喜サ さんと ホ婦 さんに 御馳走す 

るから 仕事が 片付いたら、 晚餐は はねえ で、 二人 速れ 


472 


事來 出の 3  ニ衬 


で 直ぐに 來て 吳れと 云って ゐ たよ。 

仲吉 (忌々 しさう に) 何の 因緣 があって、 蔦屋ぢ ゃ喜サ 

公 夫婦に 御馳走す る だ。 

子守 お n ー那 は喜サ さん を 好いて る だから。 

仲吉 喜 サ 公が あしこのお 氣に 入って ゐ たっても、 ^あま 

で 呼ばれる 譯 あるめえ。 

子守 譯 があって もなくても お前の 構った こっち やない 

よ 0 

仲士 ：1 おら、 蔦 に 借金 拂 ひする ために， 牛の 子 を みんな 

联られ たどよ- あれが みんな 育って ゐ たら、 今時分で か 

くな つて、 おら もこの 近在で いばって ゐられ た の だ。 西 

川の 原 は おら の 牛 を 放 飼， ひ にす るに い k と おら 思 つて ゐ 

た^からな。 (子守の笑ってねろの1<^見て) おらが やの 

話 をす ると、 お前 も 笑って ゐ るな。 ：••： おらが 牛の 事 を 

云 ふと、 みんなが 馬鹿にし や あがる。 

子守 ！ や 豚 はきた ねえから、 わしきら ひだよ。 この 問 こ 

の 子の 飮ん でる 牛の の殘り を、 わ し飮ん で 見た けれど、 

變な 味が して へどが 出さ-つ だか-.. ハ、 . 一度と 飲まう と は 思 

はねえ よ。 

仲吉 その 饿 鬼の 方が 牛の 子より 汚 いぢ やない か。 …… 

く 酒 を 買つ て來 うよ。 

子守 ぢゃ、 81; を 先へ 吳ん な。 


仲吉 今 は 持って ゐ ねえ や。 おら は 嘘 は 吐き やしね え。 大 

丈夫 だ。 

子 守 當 て にならない けど、 行って 來 て 上げよ うか。 

(子守が 行. V 、かけろ と、 擦逮 ひに、 太 「s  (仲 iwi リも 

一 層 達 まし い Brffi 染みた" 4 衣，^ 着て、 風 H: 敷，^ 背 M つ 

て 下駄.^. 穿いて ねる) 入って 來ろ。 仲い：" は不出 4 請な 人 

^見る やうな HI 付して その 5?;,^ 见る。 子守 もち rs つ と 

振 返つ 乂、 不思議 さ う そ の E 力.^ 见てか ら出 ズ 行く。) 

太 (仲 小：：： に 挨拶して、 少し 大柄に) お前さん は 喜 作 

さんだ ね " 

仲し：" .：•： (こいつ t; な 奴：；： といった 風て 相"^, か マ 

见な がら 欧 つてね る) 

わし は眞 壁の { 臾太郎 だよ。 こ... -の 伯母さんに 會へ 

ば^^ぐに分るんだから、 さう 云って お 吳れ。 今 伯母さん 

-ゃ 伯父さん はゐ ない のかい。 

仲 小： ：！ (無愛想に) ゐな いよ。 

太^ 死んだ のぢゃ あるまい な。 

仲 死に やしね え。 

お 太郎 (筵の 上へ 腰，^ 下して〕 わし も 今 曰 は 長途 を 歩い 

て 疲れ た。 …；. <,H は お前の 外に や 誰れ も ゐれぇ の か 。 

仲 小 U   。 

(a; 太 <郎 わし は 親爺と i 曰- 啼 をし て 家 を 飛 出し てから、 大阪 
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へ 行つ て祌戶 へ 行 つ て 、 荷 f お 入 足に もな つたし、 い ろん 

な こと を やった よ。 それから？ i 鮮へも 渡って 二三 年藥賫 

り を やった。 一時 は 小金が 出來 たので、 .H 分で 小さた-お 

を 出した こと もあった の だが、 火事に 會っ て 元 も 子 もな 

くしち や つ たの でね。 また 日本 へ 展 つ て、 羊 當り次 第に 

いろん な^を や つ たの だ。 たまに や 運が 向き かけた こと 

もあった が、 よくな りかけ ると 災難に つて、 子供に や 

：处 なれる。 に は 逃げられる。 身代 はすつ ちまう し、 わ 

しも 他鄕 で 働く のがつ くぐい やにな つち やつ たよ 。 相 

^ の 金が 出來 たら 女房 子 を述れ て 、 生れ 故鄉 へ歸 つて 來 

よう、 それまで は 村の 十-地 は 一足 も 踏むまい と 思って ゐ 

たのに、 こんな？ で、 お前の 所へ も丄產 一 つ 持たないで 

來ろ ことにな つた。 家 を 出てから、 二十 年に もな るんだ 

から、 村は變 つてる だら うな。 ：：： 村へ 歸ろ までに、 お 

前の家の？^^.^ なんぞ^！ぃたり、 旅の 炉" を 落して 小サッ パ 

リ した：：. 飒持 になって 歸ろ ことにしようかと 思ったり し 

て、 此 家へ SH つたの だよ。 

仲ト" St キは今 も：； j:: も M じ 一 J とだ。 お前 は . 一十 年 も 方 々 で 

働い てゐ たと 云つ てゐ ながら、 懷ろ へ 札の 束を稳 込んで 

もゐ ねえで、 そんな ざま をして 村へ 歸 つて 來た のか。 e 

ま 

•  壁 なぞ へ 歸 つたって ちっともい V  > 」 とねえ だ " そんな 無 

駄な ことす るより や、 これから、 も 一度 出 S して 大阪へ 


でも 朝鮮 へ でも 行つ て、 もう 一 稼ぎ て 來る がい 、。 

{ffl^K^ お前 はわし にもう： 一十 年 働い て來 いと； K ふ の か 

い。 わしに はそんな お」 M はない よ。 もう 二十 年經 つた-り 

わし は 六十 にな るんだ。 …… わしが 露-壁の 家 を 親爺と 大 

iaf . をし て 出た 時に や、 お前 もま だ. 辻 つ か 六 つ だつ たか 

ら、 わしの 額 は ® えて ゐ ないだら うが、 お前の 雨 親 はわ 

し をよ く 知って るよ。 わしが 會 つたら 喜んで aK れる にち 

が ひない。  V ぷ 

仲 古 Is がね えと 云っても、 お前 はそんな 大ぃ 身- S をし 

てる. ちゃない か。 腕っ節 も强 さう だ。  ； 

{at 太郎 わし は 腕 一 つ で 世 を 渡つ て來 たんだから な。 力 集 

な. b 何でも やって 來た。 親爺と 喧 1^ した 時 は 口の 先の 言 

<：： ひば かりだ つ たが、 他所 へ 行つ ちゃ 口の 喧曄 だけ ぢゃ 

すまない よ。 わしの 此の 腕 は、 ；ー： 人 や 五 人の 半： 命 を 取つ 

て る んだ。 わしの 身 體に生 ffi の 絕 えな い 時 も あ つたの だ。 

(，：：！ 慢さ うに. 云って 腔，.. V まくって 见ぜ て) この 傷 はな、 わ 

し が 十 年 前 に紳戶 で 五六 入の ゴロ ツキ を 相手 に 大』 ぉー哮 を 

した 時の m. おた。 出 で 抉られた のさ- 

仲い ：2 よつ. ほど 一： まかった らうな。 お前 はそんな ひどい ほに 

齊ふほ ど 他所 の， 地で 苦勞し てゐ たのに、 金 は 儲ら な か 

つた か』 ：■:. 金 を； g けね えで、 そんな ざま をして 衬へ 

歸 たって. 誰れ もお 前 を 相手に すり やしね えよ。 …… お 
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らも 他所の 土地 へ 行く こ と は 止し にす ベ い 。 お前の f 

なせ 體し て ゐても 金に ならね えの なら、 おら も駄 WI だ ひ 

一 一十 年の 間 も 遠い 所へ 行つ て 稼い でも. お前の やうな ざ 

ま をして 歸っ て來 なきやな らんの なら、 おら 行きた くね 

えだ。 

{^^K^  (不機 « らしく) わし もお 前の 身内の 一人 だよ。 

久 振り に歸っ て來 たも の を 冷 かす も のぢ やない よ。 

仲 古 お前が 露 壁へ 歸っ たって、 みんなに 馬鹿にされ るば 

かりだ。 この 家へ 泊つ て 皺くちゃの ズ あに 會 つた つ て 詰 

ら ねえ や。 おら 惡 いこと は 云 はねえ。 今に 酒が 來た ら飮 

ま せ る から、 一 杯 飲ん で 、 どこへ でも 出 て 行きね えな。 

{5H<_S さう か。 (愤 怒と 失望，^ 現 はして) お前 はおれの 

れ てゐ るの を 見 て 鹿 にして るが、 わしに は 親爺が 

まだ 生きて る 害 だ。 いくら わしが 親不孝 をし て來 たにし 

て も、 親爺 だけ はわし が 生れ 故鄕 へ 戻 つ て來た - J と を 喜 

ん で 吳れる にち が ひない よ。 

仲 *1 うまい こと を 云って るな、 だけど 親爺 だって 當 てに 

なり やしね え。 おらの 親爺 は お ら と喧 曄 なぞし ねえけ ん 

ど、 何 云っても 當 にやなら ねえ。 S 々親 を 慕って 歸 つて 

來 るなん て、 お前 も 御苦勞 さまな こと だ。 親 だって 兄弟 

だ つ て 、 誰れ がお 前 を 相手 に する も の か 。 

贫太^  (結 望した 態て〕 喜 作 (と 呼 掛けて、 後み，^ -帶 びた 


目 付て 相手 ， ^见ズ ) …… ぢゃ お前 はわし が fl? 守 を 叩 斬つ 

て 監獄から 逃げた こと を 知つ てるんだ な。 十 年の 5^ も 北 

翁 道 の 懲役 へ やられて ひ ど い； H に 會は され たこと を 知つ 

てるんだ な。 それ でゎ しを.^,13付けま い と し て る ん だな - 

眞. M の 親爺から も わ し を 付け るな と 云って 來 たの か 。 

…； それなら それで、 わしに も覺 悟が あら あ" …… わし 

は、 どうせ 明日まで - J の 婆 婆に ゐられ る 人 11 だか どう だ 

か 分らな いんだ。 ：… にゐ るう ちに、 親. だの 身内 

の もの だのが 懐かしく なつ てなら ない もの だから、 ど 

、つせ 監獄で 歳 を联っ て 死ぬ るの なら、 思 ひ 切つ て 半： 命が 

け で 逃 出し て、 is でも い 、 親爺に 會 つて、 ： 言で も聲 

が M きたくな つたの だ。 .H 分の 生れた 家の 巾で 蒲！ 1 の 上 

で 寢る譯 に 行かな けり や、 せめて ー晚 は、 n 分の 生れ 故 

鄉で 野宿で もしたい と 思 つ た の だ 。 それ ほ ど に 思って 來 

たもの を、 お前 はわし を 一 足 も 家へ 入れまい とす るんだ 

な。 親爺 もさう いふ .151 兒 なんだら う。  よし、 それな 

ら わしに も覺 悟が あら あ。 わし は、 もう ： 度監 51 へ逍込 

ま れ て ま で 生き てゐ ようと は 思って ゐな いんだ。 

(仲 古 はい i  く不 56 議な 人物ん- 见て わろ やう LL 见て 

ねろ。 ) 

お 太 "化 わし は i&; ぞも 知って ゐ ない 惡ぃ As^- いくつ もや 

つて ゐる。 お前 なぞ、 一 ii- 肥つ 桶 を^く より 外に 能の な 
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い 人 問 は、 夢の 屮に でも 見た ことのない やうな こと を や 

つ て來 たの だ。 十. はぜり をして ケ チく 溜めた お？ M だち 

の 端た金 を 貰 ひ に來 たの ぢ やない ぜ。 勘ち が ひするな。 

::: 一生に 一 度の人情に^^：；けて、 北 侮 道から 此處 まで 警 

• おの 網の：：： を 潜って やって 來 たもの を、 みんなして、 除 物 

にしゃが るの なら、 わしの 力で も 量 見が あら，, め。 どうせ 

死ぬ に 極った わしの 身體 だ。 

仲.！. ：2  (面. n さう LL) 覺 悟が あるの 量 見が あるの つて、 ど 

んな こと だ。 云って 兑 ねえな。 十 年 も 懲役に 入って た 人 

問の 资仿 を、 おら^いて 兑 たいだよ。 

お 太 0  で かなく つ て も n で兑せ て やらう。 

仲 小" 面，；：： いな、 見せて^？-んな。 

{s; 太， 抓  。 

猛な ww,^ して、 突如と して 仲吉に 飛. ひつ いて、 

^伏せ i うとして。) 

{A 太^  を 立てる と if: 命がない ぜ。 

仲 は 出さね え。 (跳 起きながら) おら を 殺す のが、 

お前の か。 ml 鹿に してや がら あ。 

赏太^  命は収 らんから 安心し ろ。 …… 監獄で わしが 苦 

勞 して ゐ たの を、 様 だち はい、 氣味 だと 思って ゐ やが 

つたの だな。 ？^^樣に^^初愈ったから、 贵樣 がわし の 身内 

の 總 代 だ。 わしの する こと を 見て、 ぁとで；^！^內の奴にさ 


う 知らせろ。 

(再び 仲. fH,^ 捻 伏 ぜヾ、 手拭て 猿 轡，^ く はぜる。 仲ト ：！ 

はさして 抵抗し ない。) 

({A 太 邵は仲 1:1*^ 引き 招って、 納屋の 側へ 連れて行つ 

て、 そこ に^ ちて ねれ 繩て すばやく 巧み に 彼れ の 手足 

$ 力 V, 柱！ ^しばりつける。」 

贫太^ 誰れ かが 歸 つて 来て 解いて 吳れ るまで、 ちっとの 

問 そこで 我 俊し てゐ ろ。 わし はもう 眞壁 へ は 歸らな い か 

ら、 親爺なん かに さう 云つ とけ。 

(仲吉 うな づ く。) 

.K 太^ わし はこれ から 贵 様の 家の もので、 わしの 役に立 

つもの が あったら 持つ て 行く から、 あとで 何 か 無くなつ 

てゐ たら、 わしが 持って行 つたの だと 思って ゐろ。 ^一 

文贵樣 に K つ て 行く んぢ やない。 わしの 腕で 取つ て 行く 

ん だから。 さう 思って ゐろ。 

(仲 吉. つなつ く。〕 

お太^  口 措し いだら うな。 (惡鷲 的な 笑 ひ， か 浮べて 見ろ) 

(仲 小：：： 首.^ 振ろ。) 

贲太彫 わしが 死刑に なった と いたら、 みんなして 喜べ 

よ。 わしの 顏 はこれ から 何千 年 立っても また 見られない 

ん だから、 よく 見て 置け。 日本中 を 荒らした 面 だせ。 

(出來 る：：，： けの 棒猛な 相，^ して 見せて、 唾.. J< 前へ 叶；， き 
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か けてから、 あたり， a- 見ながら、 納 S の橫 手へ 入って 

行く。 仲 古 は 首，^ 曲げて 家の 方.^ 氣に すろ。」 

(やがて、 子守が 酒德 利，^ 提げて やって来ろ" 何氣な 

く 納屋 の 側まて 來 ろと 吃驚し ズ 德 利， か 抛 出し て驅け < 

£ て 行く。) 

(おたきが 入って 來る。 納屋の 側まて 來 ろと 吃驚して 

倒れ かける。 やう やく 元氣， 出して。) 

^n^. 仲さん は 何 をして 縛ら， れた。 誰が お前 を 縛った V 

よ、 亂 暴な ことす るから そんな IH に會 ふだ。 おっかない 

おっかない。 

(繩 ぃズ やらう と はしな にく、 小氣味 i- けに 见て 

ねる と、 仲吉 は、 目 額て、 外へ 出て 行けと 云 ふやうな 

0^  , か頻リ LL  ぜ る。 早く 出て 行かな けれ. は 怖ぃぞ と 

いふ やうな 態度 1-^ 见ぜ る。 おたき は 何となく 恐る しく 

なって 出て 行く。 仲 古 は 家の 方へ 氣，^ 留める。〕 

(やがて、 喜 作 夫 JW が 子守 やおた. さと 1 し i に 入って 

艰 ろ。) 

喜 作 仲吉、 誰れ に そんない たづら された 

子守 さっき、 見た ことのない 人が 訪ねて 來 たんだよ。 

(みんなが 恐怖. „ ^現は しながら 见 てな ろ。 作 は 仲 古 

の 側へ 寄って、 繩.^ 解く。 仲吉は 解け か、 つ ^繩. ^振 

^55し、 猿轡 1$- も 取って、 i! リ 面白さう に 笑^,^ マる") 


f レ (心^さう に」 仲さん、 氣を たしかに 持ち わえ な。 

縛られ て 笑 ふもう  一 J とが あるかよ。 

仲+" おら、 さっきから 可笑しく てな.，？ ねえ だ。 おら を 縛 

つた 奴 はな、 ふとりで えら さうな こと 云って ゐ たが、 ひ 

だる か つたせ ゐか、 見掛け ほ ど 力の ある 奴ぢ やな か つ た 

だ。 あんな 奴に 手な 露 似 を させ ね え でも い X ん だけ ど 、 

何す る だか、 あいつに、 好き なやう にさせて 兒 ベ い と 思 

つて、 おら わざと、 力 を 出さね えで 大人しく して ゐ たの 

だ し …… た ヾ おら の 縛られ てる 間に？ few 汁 を 喰 はり やし 

ないかと 思つ て 心配して ゐた V よ。 鍋へ ぶち 込ん どいた 

が. 浪ぇ 過ぎ る ぐら ゐ よ く 1?.! え て ゐた にらう か ら 。- 

喜-作 全 此處 へ 訪ね て 来た つ て いふ 奴 は 何處の 誰れ た 

ょリ 

仲 古 おら、 名前 は 忘れた がの。 ぉ前の身內で北；^^^-の監 

獄 へ 十 年 も 入 つ て た g$ だ。 自分 で大惡 の やうに 云 つ て 

たが、 大惡黨 たか 知らね えが、 力 は强か あねえ。 

(おた.. ブ と 喜 作に 驚 ぃズ 颜，^ 见合ぜ る。) 

小 .-5 し 此處 の. せ； 2： で監 一!^ へ 入つ てろ 者なん か ある 譯ゎぇ 

だよ。 M 壁の， M さんと か ^何十 年 も 行方が 分らん と い 

たこと はあった けれど。 

仲 古 その 寅 だよ、 寅太郎 だよ。 放火で も强^ でも 人殺し 

でも、 惡ぃ 事の ありつ たけを やって 十 年 も 北； g 道の 監 5g 
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へ 打 込まれて ゐ たの ださう だが、 今 K 見張り 人 を 叩 斬 つ 

て 逃げて 來 たと 云つ てゐ た。 お前なん ぞ あいつに 會 はね 

えで よかった。 掛り合 ひ をつ けられたら たまらね えよ。 

(みんな：： 木れ た颜. ^すろ。) 

おたき それで 寅 太 郞は何 をし に此 處へ來 たと 云つ てた？ 

仲.！. -n お前の 家の もの を 持って行 くと 云って たど。 ：：： あ 

んな 奴に は 欲しい 物 はやつ ときね えな。 

おたさ わしが ゐ たら、 あんな 奴に 麥っ粉 一 杯収 らしゃし 

わえ に。 何 を 盗んで 行った にか。 

(ァ タフタと 家の 方へ 行く。 喜 作 もや 読 さう にし て隨 

いて 行く。 子.>も與味，^-もって隨ぃて行く。 小 二し だ 

け は 脚かない てね ろ。) 

小 i し (疑 はしげ に) 仲さん、 お前の 云った こと は本當 

なのけ え。 

仲 古 極ま つ てら あな。 おら 嘘を吐 いた こ とねえ だ。 ( ふ と 

；. H.i ケ、 しさ，^ 感じて) おら 嘘を吐き やしね え けれど、 あい 

つ はおら を^0:： サ 公 だ と 思 つ て 縛り やが つたの だ。 お ら默 

つて ゐて さサ 公の 代りに 縛られた V よ。 あの 監獄 破りの 

奴、 ^ サ. 公 を ふん 縛つ て 腹癒せ をした つもりに なって る 

だと ふと 可笑しく つ てなん ねえ。 あいつ 口で 云 ふ ほど 

な えら い 黨ぢ やねえ にしても、 い く 度 も 人 の 家へ 强盜 

に 入って 人 を 終った ことがあ ると 見えて、 縛り 工合が う 


めえ ぜ。 おらに は眞似 ゃ出來 ねえ。 

t し (穆陶 しい _g 付して、^ 言 の やう に ) 眞壁 の 伯父 

さんと い ふ 人 は强慾 だから、 一人息子が そんなに なった 

んだ らう。 何十 年 も 行方が 知れね えなん て、 家の 老婆 は 

よく 譯を 知って ゐ ながら、 わしに 隱 して ゐ たんだな。 … 

： 仲さん、 寅さん と：， ふ 人 は どんな 顔して ゐ たけえ。 

仲吉 おらの やうな 顔して ゐ たど。 (ili 面目て 云 ふ) 牢へ 

人つ とつ て も喜サ 公より 立派な 顔し てら あ。 

小. t  (笑 ひながら) お前 は. H 分の 顔が よく 分って ゐる 

のかよ。 

仲吉 そり や 分らね え けん ど、 あいつの 顏見 てると、 そん 

な 親が する だ" だけど、 あいつ おらより は 力が 弱いだ よ。 

(喜 作 も わ-; 1> しく 出乂來 て、 二人の 標 子に 目す 

3 

喜 作 簞笥を 開け て 、 おらの の 單衣 一枚 持って行った r 

けだ」 そのく らゐな こと で濟み や 何も 氣を 病む ことね え 

だ。 おらの 心 祝 ひに、 一杯 飲まう か。 仲さん とも 久 振り 

だ〕 今 B はおらの 家で、 機嫌よ く 飲んで 晩飯 も 食って 行 

けよ" …… 寅の 奴が 來 てこの くら ゐな ことで 濟 みや、 酒 

の 一 升く らゐ 奢った つて 惜か あねえ。 

小 i し 眞 壁の 伯父さんが、 せっせと お 前 を 呼 付け たの も、 

その 寅さん とかのた めなん だら う。 お前の やうに い 、氣 
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になって ると 當て がちが ふよ。 わしが 云 はない こっち や 

ねえ。 

仲 古 ぢゃ、 おら 遠慮し ねえで、 御馳走になる べいか。 (二 

入の 何方へ 云 ふ ともなく) 人に ふん 據られ るより や、 人 

を ふん 縛った 方が 面白い にち が ひねえ な。 一 麥束， ^見て) 

そんな 麥っ， おは？ a 稱ん なか へ でも 叩 込んで しまへ だ。 麥 

刈って 何が 面白いだ。 

(そ、、 へ、 七 造が 人って 來 ろ-) 

七 (仲 亩ん 見て) また こんな 處へ來 て 遊んで るの か J 

老人に 働かせ て 若い者が / ラ くし てる つ て こ とが ある 

か。 …… さあ 來 いよ。 すぐに 來 うとい ふのに。 (肢 i 乂 K し 

く 云 ふ) 

§ 駄目 だ。 おら 此處で 御馳走に なって 行く だ。 

(強く 云って 家の 方へ 向って 行く" 七 造営 惑の 様。 小 

rs し は 詰らな さうな 樣。〕 

喜 作 (七 造に 向って) 今日は 仲さん に 骨 を 折らせた だか 

ら、 おら 一杯 W らうと 思って る だ。 お前 も 遊んで 行きね 

えな。 

七 造 お前が そんなに 仲吉と 仲よ くな つたの か。 不思議な 

こんだ な。 (訝しげ LL 云 ふ) 

II 幕 I 


三 

その sfl- 朝。 やう やく 薄明 ろくなった 昨 分" 

喜 作の {. ^の 一 555 口。 井戸端て 小- ん しが 来 か .SS い て ね る 。 

おた 告は 東の 空へ 向って 合 * し \ 、何が 口の 內て 云つ 

て 祈って ねろ。 祈りが 濟 むと。 

ゆう..，：  うは ご \3 

おたき お前 は 昨タ. づら さう だ つたの。 譫言 を 云 つ たり 

して。 

小 f5 し わし も 怖い 夢を見て W つた けれど、 お 母， ti -々 

stt い てゐた でね え か 、 {ぉ さんの  一 J と を 心配し とる の 

けえ。 

お た &  郎は仲 吉の云 ふ やうな 恐ろし い Bjr ぢ やねえ た 

よ。 何 かの 問 違 ひ で 牢へ 入つ とつ たか も 知れ ないけん ど 

な。 仲 吉は智 St が 足らない から 勘ち が ひして る だ。 それ 

で 餘 計な S つ ばち を 世間 へ 言觸ら されち やわし の 家 で も 

迷惑す るで ねえ か。 

小 i し それ は 仲さん の 云 つたこ とも 當 てに ならない かも 

知れない けど、 寅さん は當り 前の 人間 ぢゃ あるまい よ" 

子 を 知らない この 家へ ちょ つと 入って 來 にば かりで、 

簞筍 の 奥へ 仕舞つ てた 皮財布の お金まで 収っ て 行つ たん 

かみわざ 

ぢ やない かいな。 祌 でな けり ゃ出來 ねえ こんだ。 わし 

はこの 家の 身 內 に そんなお つかない 入 問が ある と は 知ら 
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なかった。 (皮肉な Si 調て 云 ふ) 

お；^ き わしゃ 喜 作が、 お 太郞 のこと を わざとお 前に 隱し 

てゐ たの ぢ やない から 惡く思 はねえ やうに して 吳ん な。 

f 稍々 堪.^ 游 めて) わし は 昨夕 夜中に 考 へたの だが の。 

財布 の 金 まで 联られ た の は K 太郞 のせ ゐぢ やない。 仲吉 

が. H 分 で 家の 中 を搜し て 、 大事な も の を 盗んで 置いて、 

みんなお 太 郞の所 になす りつけ たの ぢ やない かと、 わ 

し 思 ふだよ。 作は氣 がい、 から、 氣 がっかね えで、 仲 

士：： の：； ム ふこと を 一 々0; に 受けて る だけれ ど. - 

小 i し (冷笑 らして) さう 云へば、 昨日 寅さん が此 

處へ 訪ねて 來 たとい ふの も、 仲さん の挤へ 事で、 誰も 來 

なかった のか も 知れね えな。 

おたき (萎れて) お前 は 昨夕から、 わしゃ 喜 作に 當り散 

らして いけね え。 わし はお 前に 惡 いこと し た覺 えね えだ 

よ 0 

小 i し (興お し. 乂) ゎしだっても惡ぃことした5^早ズ」ゎぇ 

だ。 身 IS の 加減が 惡 くっても 精 一 杯 働い てる だから、 誰 

れ にも 文句 は 云 はせ ねえよ。 

おたき (なだめろ やうに) 誰れ もお 前にい やな 文句 を 云 

や あしね え。 仲 吉を惡 く 云った のがお， 前の 氣に觸 つたの 

けえ。 

小.， J し 仲さん の , J となん ぞ どうで も 、. 、だ。  -ヒ けど 


なお 母 あ。 欲しい 物 も 食べないで、 着たい 物 も 着ないで、 

あくせく 働い て殘 したお 金 を、 一 一十 年 も 行方の 分らな か 

つた 身内の 者に ちょっとの 間に 潢ー収 りされ ちゃ、 この 先 

働く 張 合 ひ はな いぢ やない かな。 これから また 一 一十 年 も 

稼いで、 魔 かなお 金で も 溜めて ゐ ると、 また 行方の 分ら 

なかった 身內の 男が やって 來て、 かつ ばら つ て 行く か も 

知ん ねえよ。 

おれ 告 利口な お前に 似合 はねえ こと 云 ふだの。 ：：： 昨日 

取られた お金 だって、 眞 壁の 伯父さんに 譯を云 や あ、 そ 

の くら ゐな お金 は 惠んで 吳れる だから 安心し て るが い 、 

小 i し みんなが 眞壁 の 伯父 さ んと云 ふ 人 を 手賴り に し て 

る だから 可笑し い 。 それ ほ ど手賴 りになる 入なら、 一 J れ 

ま で に どうか し て 吳れ て さうな も の だ。 當て にならない 

もの を當 てに する のに は、 わし は あいたよ。 

おた， -v、  。 

(何 か 云 はう と ii 躇 してね る。 小 f5 し は 洗 桶，. ^ 持って 

家の 方へ 行き かける と、 そこへ 喜 作が 外から 入って 來 

る。) 

おたき 寅 太 郞は昨 曰 どちらの 方へ 行った か、 見た もの は 

ねえの けえ。 

喜 作 昨日 は 誰れ も. 氣 がっかなかったら しいよ。 い >™ 減 
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た して ゐる だけど、 見た 者 はなかん ベい。 おら、 それ 一 

で 安心した よ-  ； 

おた，， V、 仲 吉の云 ふこと も眞に 受けられ ねえで な。 . 

G. か  i 

喜 作 どちら にしても、 おら の 家 は 災難 を 免れた ^。昨日 一 

家の 者が みんな 家に ゐ ない 所へ、 あの Bfr が來 たからよ か 一 

つたの だ。 … … 今日 おら は 眞壁 へ 行って 伯父さん によく 一 

譯を 話して 來べ い。 小よ し、 お前 も 一し よに 行かね えが、 一 

伯父さん も 身内の 者が 读 かしくな つてる にち が ひない： 

よ。  ： 

小 i し わし、 身 i^r が 弱 つ て る だ か ら 行か れな いよ。 一 

(無愛想に 云って 萬 口から 家 へ 人ろ" おたき は そちら 

か氣 にしながら、 稍々 f が 潜めて。) 

おた ふ、 は 警察に 捕まり やしね えの けえ。 ど、 つせ. また 一 

捕ま つ て牢 へ 入る に 極ま つ てゐ るけ んど、  >  」 の 近在で 傅 一 

られ さへ せに やい、 と、 わし は 思って る だよ。 歸壁 では. 

寅の ことで * 察の しらべが 八 釜し いんで、 お前に 内所で 

相談した いと 思つ てゐ たの かも 知ん ねえ だ。 あれが 盜ん 

で 行つ た^けの 金 は、 眞 壁からで も 1^ 返さに や 割に 合 は i 

ねえ ぢ やない か"  ， 

喜 作 だけど、 おら、 寅に 會 はなかった、 めに 生命の 助か 

つ たやうな 氣 がする だからな。 (感慨に 耽った やうに) 

これでお らも のがれして、 これから 先き に はい、 運が 


向いて 來さ うに 思 はれる だ。 

おたさ 寅の 事 を わし 等親 子が 隱 して ゐ たと 云って、 小よ 

し はえら く 機嫌が 惡 いだから お前 も氣を つ けなき やい け 

ュ v  J  to 

It. 作 (、心配 さう LL) -ぉ らも、 昨夕 その 率を氣 にかけ てゐ 

た V  。財布の 金 1^ られ たこと よりも その 事 を 心配し て ゐ 

たの だ。 親爺が 死んで お前が 長忠 ひして、 今度 は 小よ し 

の 事で IS 白く ねえ ことがある やう だと、 おらの 家 もい よ 

いよぶつ 浪れる だ あよ。 おら 一 人で 野 c; 、を 働く こと は 出 

來ね えだから、 小よ しが 家に ゐ なくなり や、 おら は 東京 

へ でも 行つ ちま はう と 思つ てる だ。 

おれさ お前 は 飛んでも ねえ こと を 云 ふ。 わし 一 人 を此處 

へ殘 しといて お前 は 他所へ 行かう と 云 ふの. か。 

喜 作 そり や 今の こと ぢ やねえ わな。 

(母の 所， 避ける やうに、 家の 方へ 入って 行く。) 

(おたさ は 家へ 人ろ の， か踌 蹴して、 物， 小 案じて ねろ 餌 

してね ろと、、 ろへ、 {S^Ki.ゅが人って來ろ。 前の 一!t と は 

ちがって 小 サ-ソ パリした？ ポ 衣，. 着て ねろ。 「伯 さん」 

と聲. ^掛けられて、 报返 つて 兌て 吃^す ろ。 しかし、 

周 園.^ つて^,^ 游 めて。) 

ぉ卞き お前さん はま だ この 邊にゐ たの か。 (と 云って、 怖 

怖 相手な 见る) 
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お太^ 昨夕 は此處 の納； g を 借りて、 麥 藁の 上で 一 晚寢か 

して K つたの だよ。 お前に は會 はないで、 昨 3 直ぐに こ 

の 村 を 立つつ もりだった が、 妙な もので ね。 この 家へ 寄 

つた k め に 氣がゅ るんだ のか 、急に 長い 旅の 疲れが 出 て 、 

どうに も 眠く つて 溜ら なくなつ たから、 斷 りなし で ー晚 

： ぬめて H つたよ。 それで、 今朝 は 暗い うちに 起きて 出て 

行か、 つと 思って ゐ たの だが、 久振 りに い、 氣 持で グッス 

リ眠 込ん ぢ やって、 遲く なった。 …… なにお 前に 迷. 1 を 

S け やしない。 その 井 戶で顏 を 洗 はせ て 貰ったら ぐに 

出て 行かう。 

(g いも なげに さう 一： ム つて 并 尸の 側へ 行く。 おた 告は ^ 

怖 相.. I- の^や 衣服 L1 目.^ 注ぐ。) 

おたさ これから お前 は 何處へ 行く だな。 眞 壁へ 行き やす 

まいな。 

や U 太！ S おらの 事 だから、 何處へ 足が 向く だか。 

おたき は M へ は歸ら ない 方が い、 だよ。 わしが 頼む だか 

ら、 へ も .JIS ら ねえで、 , J の 近在 をもゥ 口  くし て ゐ 

ねえで、 早 く 方へ 行って 吳ん な。 (手ん 合 はぜて 歎願す 

る 風ん して 見せる) 

だけど、 伯母さん。 おれ も 昨日のお れぢ やない か 

ら、 R 鼓 問 顏を曜 らして この 村の 中 は 通れない よ。 人に 

知れち や、 お前ら にも 迷惑 を 掛ける ことになるんだ。 だ 


から、 おれ はさつ き考 へたの だが、 麥藁か 何 か を 俾に積 

んで その 中へ お れを隱 し て 、 村 外れ の 人通りの ない 所 ま 

で、 喜 作に 速れ て 行って 賀 つたら ど うだらう。 さう した 

ら、 おれ も 都合が い k し、 お前の 家で も 迷惑に ならない 

でい、 だら う。 

おたき (^!?|ーぉひして) わし を 脅かす やうな こと を 云って 

吳れ るな。 そんな ことして、 ，察へ 知れよう ものなら、 

喜 作 やわし は卷添 へ を 喰つ て 懲役に やられる に 極つ てる 

だ。 

.K 太^  (微笑して) そのく らゐな ことで ビク/ \ して、 

お は 歳ば かり 取つ て も 甲斐性がない ね。 そんな ことで 

よく 世の中が 渡れた もの だ C おれ はな 伯母さん、 二十 年 

の 問隨分 いろんな こと やって 來 たせ。 

おたさ (手，^ 振って) その 話 かないで もい、。 お前の 

顏 見た V けで、 わしに はお^^が 怖い ことして ゐ たこと が 

分る だから。 …… (再 .ひ 手，^ 合せて) この 老人が 手 を 合 

はせ て賴 むだから、 早く 遠方へ 行って 吳ん なよ。 …… 喜 

作の 衣服 は 着て 行く がい --" 金 を；；^」 せと も 云 はねえ だよ。 

わし、 貧乏して ゐて もい \だ から、 穩 かに 暮 させて 吳ん 

な。 

裏 m ぢゃ、 何も 賴 まない よ" おれ だって 地の 底 を 潜る 

> J とも 空 を 飛ぶ > ^ とも 出来な いの だから、 仕方がない 。 
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大手 を擬 つて この 村 を 出て 行かう。 …… 何處で 捕まる も 

同じ こと だ。 

(井戸の 水て^. < ^^つて、 せい （- した 鋭 付し-」 出て 

行く。 おたき は 二三 歩 そちらへ 寄って そっと 見送って 

から、 束の 空 LL 向って 合掌して 口の 內て何 か 祈って ね 

る。) 

(モ、 二、、 喜 作が 人って 来る。) 

おたき お前が 出て 來 ねえで よかった) お前に 會 つたら ど 

んな 面倒な こと 云 ひ 出す か 知れね えと 思って、 わし は 心 

配で ならなかった によ。 

喜 作 …… これから 毎.； g 納 の 戶締り はよ くしと かなき や 

ならね えな。 お前に はま だ 云はなかった が、 仲吉が 昨夕 

から 家に ゐ ねえの だって、 七 造 爺さんえ らく 心配して 方 

方搜し 廻って る だ。 おら、 さ つ き 寅 太 郎が出 て 行 つたの 

を 見て、 仲吉ぢ やない かと、 ふっと さう 思った の だよ。 

おたき (何とも 感じない やうに) 仲吉が 昨夕から ゐ ねえ 

のけえ。 …； 寅が 身 を 隱 し て 村 を 出たい と 云 つ てゐ たが、 

仲吉 なら 剽輕者 だから、 頼まれり や、 俥 を 挽いて 何處へ 

でも 連れて 出た かも 知ん ねえ。 

喜 作 仲士" は 他所の 土地 へ は 行きた くねえ と 云つ とった 

が、 氣が變 つて 出て 行った のか も 知れね えな。 ：： お 母 

あ. 彼奴 なぞ この 村に ゐ ねえ 方が、 おらの ために もい、 


ん だよ。 (空.，^ 仰いて〕 今日は 麥を みんな 刈って しま は 

にやなら ねえ。 精 を 出して、 昨 曰 怠けた 分 を 奴 返さに や 

ならね え。 

おたき お前が 身 を 入れて 働いて くれさへ すり や、 わし 何 

も 云 ふこと ねえ だ。 

(二人の 顔 は畸々 しい C) 

— 幕 I 


へ 方 i なの ® 


あ あ お 卯 庄 
るるし 之 三 
女 男 ほ 助 郞 


1 

時 は七ッ 時,^ 過ギ たころ。 

村 は づれ。 道 祖祌の 小祠が あろ C そこ：，： は 大きな 鈴が 

垂下って ねる。 古 草鞋が 幾つ も 掛けて あろ。 わたりに 

は 樹木が 可成 リ 茂って ねろ。 

脚！^ や 甲掛け. か 着け gJK 働 さの 具 裝ん、 してね ろお しほ 

ふ！. - 

が、 菜 物の 入った 5,?,^ 側に Si いて、 頭 LL 被って， 

手拭，^ 取って、 後向きて 祈願.^ してね る。 

そ、、 へ 、 道中 差し，^ 一  本 差した 庄 三！ ，# が 旅 姿 > ^して、 

感じ 力 r 龍め て あたりん 見ながら 入って 來る。 おし ほ 足 

音.^ ra きつけ、 振 返って 見て 驚く。 

庄； 一： 一郎 ォ 、、 おし ほか。 (懐つ： さう に 云って 近寄って) 

おとな  _t りゃう 

四 五年會 はない うちに、 すっかり 大人に なった な。 容色 

ひ t リ 

も 大層よう なった ぞ C ハ、、 、。 もう 攝身ぢ や あるまい 

ご つれち ひ 

な。 お前の やうない、 女子の P 偶にな つた 果報者 は 誰れ 

ぢゃ。 

おし ほ (極 リ惡 さう に〕 若 且那樣 は 人が 惡 うおなん なす 

つた。 ぉ歸 りな さると， 早々 御 戯談を 仰 有って。 

§0 ぢゃ、 まだ 何 處へも 嫁に 行かな いんか。 お前の や 

うな 容色の い k 女子 を、 村の 若い者が 今まで 打つ ちゃら 

かして 置く の はどう も 不思議 ぢ や。 (小祠 の 方へ 目.^ つ 


雲の 彼方へ 


物 

(二十 七ル 成) 

(二十 五 歳) 

(二十 ^^) 


時 代 

Ic^ 文の 頃 初复 

場 所 

豐 後の ある 村 

(作 * 曰く。 姊崎 博士の 「切支丹 宗門の 迫害と 潜 

伏」 1^1^ んて ねた 時に ふと 浮んだ 空想 1^、 多少 補 

緩し ズ卡 ：3 いた ものて、 無論、 歷史 わろ ひ は 傳說上 

に 报據が あるの て はない。 、、の ー卷の Itffs リ SSU 

外 LL は、 迫 Jiu 時代に 關 係の もろ 智^,^ も 殆んど 

有って ねない のて わろ。)  ，， 
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けて) しかし、 お前 は 今 其處で 拜んで 居った やう だが， 

どんな 願 を 掛けて ゐ たの ぢゃ。 若い 女子が 幸の 神に 願 

け をす るの は、 大抵 分って ゐ るぞ。 

おし ほ 何 を 仰 有い ます？ わたくし は： 屑 休めに 休んで 居 

りました のぢ や。 

庄三^ それ はま あど ちら でも い 、 。 言 譯 をせ い でも い >| 

よ。 しかし * おし ほ も 幸の 神 を拜む やう じ や 安心 ぢゃ。 

此方で も 御 禁制の 宗門のお 調べ は ますく 嚴 しうな つ た 

であらう から。 

おし ほ 上方で もお 調べが 嚴 しいので 御 it! います か。 此方 

では、 幸 ひと、 この 二三 ヶ月 はお 召 捕りに なった 者が 御 

麼 いません のです けれど、 今年のお 正月お 飾り 下しの 晚 

に は、 それ は 大騒ぎで 御座いました。 この 門 田 村 だけで 

も 十 人 も 一 度 期に 所へ お 呼， 出しに なつ て、 罪が 重い 

とかで、 皆ん な 女房 子 も 一 しょに 長崎经 りに なりました。 

庄 一一 i それ は 誰れ と 誰れ ぢゃ。 (VJ 、込んで 訊く) 

(道祖神の 小 祠の側 LL 腰 1^ おる す。 おし ほ も 腰，^ おろ 

す 

おし ほ 九 郎右衞 門 どんに、 鬼 松 どんに、 桶屋の 孫四郞 

に、 豆腐屋の 彥兵衞 爺さん， (指，^ 折つ ズ數 へろ) それ 

から、  

庄三^  S 兵 # が擧 げられ た？ あれが キリ シ タンで。 … 


… (驚. 1,、 の わ i リウ 、 ン と.^ つて) それでお 處刑 になつ 

たの だな。 あの 年齢で。 

おし ほ あの 爺さん は、 io? 木 村で お 召 捕りに なった 人の 们 

父さん だと 云 ふので、 最初に お調べ. を 受けました。 爺 さ 

んは、 お 8? 一 の 中に 異人 の 佛樣の 捨像を 掛け て 拜んで 1HS 

たので、 言 抜けが 出来ませんでした。 それに、 爺さん は 

剛情 を 張って、 どんな 拷問に きうても、 お 上へ お詫び を 

しないの で、 とう/ \- 長 崎で |^^?0 れ たさう で 御座いま 

す。 あの人の い \ 何時も-一 コ/ \ してゐ たお 爺さんが 御 

法度 破り の 恐ろしい 人で あつたと は、 わたくしに は どう 

しても 思 はれない ので 御 匝い ます わ。 ：：： その外に は、 

…… (と、 新たに また 指ん 折って 数へ 上げ i うとす ろ) 

庄三 「恥 (相手の 言 i^vj- 遮って) もうい- -く。 不吉な 名 

前 をお 前の 口から 一 々聞かされ なくなって もい 、よ。 お 

れの身 內に扮 合 ひがな けり やそれ でい、 の だ。 …； おれ 

の 家 の 者 は みんな 無事に 暮し て 515 る の だら うな。 

おし ほ 皆樣ぉ 丈夫で 御座います。 米 良の 御 親類のお 家で 

は、 花の 咲いた 時分、 大旦那 樣 が本卦 返りのお 祝 ひ^ 盛 

大に なさつ て、 此方から も iss^ お 揃 ひでお 出扮 けにな り 

ました。 その 時 はわた くし も 米 良へ ぉ手傳 ひに ま ゐりま 

した" 

^£三^ さう か。 それ はよ かった" 祝 ひ 事が ある やうなら 


へ方彼の0^ 
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結構 ぢゃ。 卯 之 助 もこの は 丈夫なん だら うな。 

おし ほ あの方 もお 變りは 御 いません。 時々 大野 川へ 魚 

釣りに お出でな されて、 山お 釣りに なった 時には、 わ 

たくし. ともへ もお 裾分け をし て 下されます。 

mHS  (微笑して) あんな 不器 W な 奴に 魚が 釣れる のか 

い。 不思 SI な こと だな あ。 ：：： しかし 釣りで も 慰みに や 

つて IS れ ばい. - こと ぢゃ。 旅へ 出る と、 一番 おれの 心に 

iS るの は 卯 之 助の ことなん だが。 (感慨ん. 籠め て 言の 

やうに 言 ふ) 

おし ほ それ はどうい ふ 譯 で 御 鹿い ますの？ (相手の^^.^ 

見上げて 訊く) 

庄； 一： 邵 あれの 身 體には 疫病が うつり 易 いんで な。 

おし ほ でも、 近年 流行病 はない ので 御座います。 

m^s ハ、、 。 無い と 云うても、 流行病の 根 はな かく 

絕 えさ うぢ やない な。 卯 之 助 は 生れつきが 珍ら しい 物 好 

き だから、 どうかした 機 愈で、 魔が 差した やうに 自分 か 

ら 池んで 1^ 病 を 背 わ、 ひ 込んで 來 ない とも 限らない と、 お 

れは 旅に ゐる 間 にも、 何よりも それ を 心配し てゐ たの ぢ 

や。 たびく； おに も：^ て、 E が 醒めて 汗び つし よりにな 

つたこと もあった。 

おし ほ ホ 、 、 、。(無 邪氣 さう に 笑って) それ は.、 卯 之 助 

様が バ テレン の 魔法に つ て 誑かされる とお 思 ひになる 


ので 御座いま すか。 …… まあ、 阿房ら しい。 …… 卯 之 助 

樣は キリシタンの ぉ宗& は 薄つ 氣 味が 惡ぃ とよ- 「仰 有 つ 

て 居られました。 

im 本當に 薄つ 一.， 滅 味が 惡ぃ。 お 上 もお 手 敷が る だら 

うが、 あ. \ いふ 者 は 一 日 も 早う 根 こそぎ に 無くな らんと、 

世の中が 陰氣 でい けない。 (氣 持，^ 變 へて〕 いや、 お前 

に此 處で會 つたの で、 おれ も 安心し て 家の 闘が 跨がれる 

よ。 (立 上って) 晚に でもお 父 ちゃんに 話しに 來 いと 云 

うて 吳れ。 

おし ほ 畏 りました。 

庄三ー S これから 忙しうな るな。 まあ、 無理 を せんや， つに 

(芘 一一；^ 出 \^ 行く 。 おし ほ は そ の 後 姿ん < 見送 つたが、 

直ぐに 立た うと はしない て 心安げ に 休息して ねる。 や 

がて、 道の 一方に 何かん、 見つけた のて、 慌て、 立 上つ 

て： か 背 SB: っズ 行き かけた が、 また 返して、 笑 ひ，^ 

洩らして 小祠の 後へ 隠す。) 

(5S 牟ゃ魚 籠ん 持った 卯 之 助が、 同じ くらね な 年輩の、 

粗服 着た 或る 男と 入って 來ろ。 J 

卯 之 助 お 話の 面白さに、 知らん？ 1 に此處 まで 歸 つて 來ま 

した。 うっかりし て あなたに 無駄足 を 歩かせ ましたな。 

此處 でお 別れ をせ に やなら な い 。 (足 る ) 
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あ. i5 男 口下手な 話 をよう 聞いて 下された。 萬 事に かな ひ 

たま ふ 犬 地の 御作 者の 御名 譽の事 (神の 奇镇の 事〕 や 魔 

大 なるお 慈悲 は、 なかく 一  朝 一 夕に はお 話し 盡 され ま 

せん。 あなたが 明 曰の 曰に もまた 釣魚に お出 けなさる 

やうなら、 時刻 さへ お知らせ 下されたら、 わたくし は、 

釣竿 を 持って 今日の 場所へ まゐ つてお 待ち 申 ませう。 眞 

萱 村に はま だ 四 五日 は 逗留し て 居ります から、 あなた 方 

が 聞いて 下さるなら、 何處 へで もま ゐ ります。 何日の 夜 

丑三つ時に、 どこの 森の 中で 會 ひたいと 仰 有れば、 間違 

ひなく 其處 へ まゐ ります。 八 つ 時の 晝 休みに どこ の 田の 

畔で、 お茶 を 飲みながら 聞きたい と 仰 有れば、 その 時刻 

に其處 へま ゐ ります。 

卯 之 助 そのうち 聞かせて 頂く かも 知れません が、 當 分家 

の 中の 用事が 手 離せません から、 釣魚 も 暫く 止めな けれ 

ばなります ま い。 いろ -, ^お 話 をし て 頂いた のに お 禮も 

しないで お 氣の毐 ですな。 …… ぢゃ、 此處 で。 (會^ して 

別れ i うとす ろ) 

もろ 男 (殘 W しさう に) 御 法の 道理 を あなたの やうに 熱 

心に 聽 いて 下さる のが、 わたくしどもに 联 つて は、 金銀 

にも 替 へがたい 謝禮 になり ますの ぢゃ。 これ でお 別れす 

るの はお 名殘 惜し い が 、 それ では さつ き 差 上げた 寫し 物 

を、 明日と も 云 はず、 一時 も 早うよ く 讀んで 下され。 そ 


れは、 年若な 女子の 心の 手本に する ためのお 話の 一 っぢ 

やが 、 あなたの 心 に 天地 御作 者 の 明りの 差す 手蔓に もな 

り ませう ぞ。 

卯 之 助 (懐中へ 手ん、 入れて； いや、 あれ はお 返しし ませ 

50 何の 氣 なしに 頂いた の だが、 大切な 書き物 を 粗末に 

しちやい けない から、 お返しし ます。 

(嵩の 薄い 書告 物，^ 取 出して、 相手 LI 渡さう としたが、 

もる 男 は兩手 yj- 乘れ たま、 て^ 取らない。 何 か，^ +』 じ 

て， 0 ろ やうに 目ん 凝して 卯 之 助，^ 見， Si めろ。 卯 之 助 は 

見られろ の ， ^氣 味惡く 感じ ながら、 して 立つ ズ ねる。 

おし ほ、 小？ 1； の 後から そっと 效，^ 出して 二人の 様子ん、 

見ろ。) 

卯 之 助 ぢゃ、 これでお 別れし ます。 お 大事に。 

(さう 云って、 もろ 男に 货， か 向けて 行き かけた が、 ふ 

と、 おし ほ，：^ 見つけた のて 驚いて 足，^ ろ。) 

(わる 男 は 天.^ 仰いて、 口の 巾て 何 か 云って ねろ やう 

に、 口., 屮乇 iNC させて わたが、 間もなく、 今 來；： 力 

の 道へ 向って 出て 行く。) 

(おし ほ、 小祠の 後から、 仔 訝な 額して 姿.^^ はす。) 

おし ほ あの人 は 何 をす ろ 人で 御座いま すの？ 

卯 之 助 (もる 男の 行った 方ん 見ズ から、 おし ほの 方へ 目.^ 

向ける。 責 する やうな 口調て) お前 はどうして そんな 
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所に ゐ たの ぢゃ。 

おし ほ 肩が 疲れたから 一休みして 居りました。 あなたよ 

り も 一 足 Ef. うお 兄樣 が此處 をお 通りに なり ま— た- 上方 

からお 歸り になって。 

卯 之 助 なに、 兄が 歸 つて 来た？ 

お し ほ それよ り も 、今の 人 は どう した 人で 御座 いますの。 

わたし、 ； 度 もお 見 けした ことのない 變な方 だと 思 ひ 

ました。 

卯 之 助 ちっとも 變な ことな いぢ やない か。 あたり 前に 髮 

を 結って、 あたり 前の 衣服 を 着て。 …… 川の 土手で 會っ 

て 道 れ になった たけ ぢゃ。 ：：： それよりも お前 は 兄貴 

に 何 か 話 をした のかい。 

お し ほ お 兄.； il^. は あなた の 事 を 心 配して いらっしゃ いまし 

た。 

卯 之 助 おれの 身體が 弱い とい ふこと か。 

お I- ほ い  >- え" (無^心な 返事，^ して、 相手の 懷 挿んだ 

J;^ に H, やつけ ながら) さっきの 方から お 貰 ひに なった 

御 本 は 何で 御座いま すの。 若い 女子の 心のお 手本になる 

お 話 カ霤ぃ て あると 仰 有つ たが、 どんな 事が 書い て ある 

のでせ う。 わたくし んで 見た うなりました- 

卯 之 助 aa おして) こんな 者 はお 前の 見る もの ぢゃ ない 

よ， - 


おし ほ 女子の 心のお 手本に なるとい ふお 話 を、 何故 わた 

しが 讀んぢ やい けな いんで せう。 貧乏な 百姓の 娘 は 身の 

敎 へになる 本なん ぞ讀 まないでも、 牛 か 馬 かの やうに 野 

cl{ へ 出て 働い て さへ 居れば い 、と、 あなた は 思つ ていら 

つし や るんで せう か。 

卯 之 助 こんな 者 は 詰らない よ。 それよりも、 お前に は、 

も つ と讀. =vw く つ てせ の 爲め になる 本 を 貸し て やらう。 

おし ほ そんな 言 扱け を 仰 有って、 あなた はま だ その 御 本 

をお 讀み になら な いぢ や 御座いま せんか。 今此處 で讀ん 

で 聞かせて 下さい まし。 

(おし ほ、 卯 之 助の 懐へ 手.^ やって、 普 さ 物，^ 取 出さ 

うとす る。 卯 之 助 拒ん て 突 離す。 おし ほ、、 ろぶ。) 

おし ほ 「涙ぐん， た聲ん f 出め ズ〕 それ は パテレンの 魔法 を 

書いた 御 本ぢゃ 御座いま せんの？ 上べ は あたり 前の 人 

と 違 はないでも、 あの方の 目 はた r の 人の 目と は 思 はれ 

ません。 どうい ふ譯の あるお 話 か、 わたしに はよう 解り 

ません けれど、 あなた も 感心し て聽 いてい らっしゃつ た 

ぢゃ 御座いません か。 

卯 之 助 (わたり，， ^見廻し ズ〕 魔法なん かの 事が 書いて あ 

る もの か。 疑 ふの なら 讀んで 聞かせて もい 、よ。 しかし、 

お前 も 邪推 を 廻 し て おれの 迷惑に なるや、 つな >  J と を 云 つ 

ちゃい けな いぢ やない か。 
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おし ほ 上って) あなたの 御迷惑に なること を 世間へ 

言觸す 女た と、 わたし を 思って いらっしゃ るの？ わた 

しだから こそよ かつ たけれ ど、 外 の 人が g い て ゐだ なら ， 

あなたのお 身の上に 恐ろしい 疑 ひが 掛る かも S れな いぢ 

やありません か。 

卯 之 助 ハ、、 、。 お前 もなかく 苦勞 性た な。 おれ は ど 

んな 魔法に も か --る 人間 ぢゃ ないから 安心し ろ〕 いや、 

おし ほの 魔法 だけ は別ぢ やが。 …… おれの： HI に は、 呂宋 

から 渡つ て" 火-た ハ テ レ ン よりもお 前の.； 力が 恐ろしい よ。 

ノ、、 、 

おし ほ そんな こと を 仰 有って、 (物 思 はしげ に) わたに 

は 若 那樣の お 心の中が よう 分りません。 身の 程 も 忘れ 

て 、 思 つ て は ならな い 人 を 思 つたこと はおし ほ は 後悔す 

る - J とも ある の で 御 い ます。 

卯 之 助 詰らない こと を 云 ふ もの ぢ やない よ，' おれ は 大名 

のお 姬樣 とお 前と を ー収替 へつ こする 氣 にも なれ はしない 

のぢ や。 家柄 だの 身分の 相違な ど、 世 問で 云 ふやうな 事 

はおれに は 何でもない こと だと、 よう 云つ て 聞かせて 居 

るぢ やない か。 もう 少し 辛抱して ゐて 31K れ" 兄貴が 戻つ 

て來 たのなら 丁度い k。 折 を 見て お前の 事 を 兄貴に よう 

話し て 見よ、 つ。 

おし ほ さっき、 この 幸の 神 を 拜んで 居る ところ をお 兄樣 


に兒 つけられて、 何 を 祈つ とる の だと 鄉揄 はれました。 

…… ゎたしは、親兄^?にも迀濶に話せることぢゃなぃし、 

祌樣 にお 頼みす る 外 はない と 思つ て、 此處を 通る たんび 

に、 幸の； tJ! に、 自分の 心の中で 思う とる こと を 打開け 

て 居ります。 どうぞ 卯 之 助 様が お 心變り をな さらない や 

うに 神樣の お 力 を贷し て 下されと、 さっき も 手 を <CT せ て 

拜 みながら、 口の 内で 云うて りました" 

卯 之 助 (笑 ひながら) さぅ云ぅて拜んでるところ へ兄巾：：^ 

が 遠方から 1K つ て來 たの だから、 お前の 願 ひ を 祌 嫌がお 

聞 ES け になった の かも 知れな い な。 

おし ほ それ はどうで 御座います やら。 それよりも、 さつ 

きお 述れの 方の 仰有づ たこと が、 わたしに は氣 掛か り に 

なります のぢゃ q,, お 話の 譯 はよ. う 分り ませ んし、 何だか 

怖い やうに も 思 はれました けれど * わたしに 力 を 添へ て 

下さる ものなら、 何に でも ©り つきたい と 思 はれて なり 

ません の。 

卯 之 助 (もたり，^ 見廻 I： ズ) 向う から 誰れ か來 るら しい 

ぜ。 今日は これでお 別れと しょうか。 おれ は ；歩 さきへ 

歸 らう。 

おし ほ その 御 本 はわた し に 見せ て -ャ さいません の ？ 

卯 之 助 お前 はこれ を 魔法の 本 だと 云って りながら、 S3 

んで 見たい のか"  > れに觸 ると 手が g1 れる かも 知れない 
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庄三郎 いや. -危 いところ ぢ やった。 おれ もお ぬしが キリ 

シ タ ンの 嫌疑 を 受けて 拷問に かけられ とる 夢を見た りし 

たもの ぢゃ。 もう その外に は 疑 ひ を 受ける やうな 書類 も 

縛 像 も 持つ て 居らん の だら うな。 

卯 之 助 うん、 何もない。 惜しい こと だが 皆ん な、 今年の 

正月の 騒ぎの 時に 燒 いて 灰に してし まった。 なに、 萬が 

一 、役人 どもに 見つけられた にしても、 キリシタン 御 信心 

はいたし ません と 云うて、 デウスの！ でも 踏んで く 

踏 g つ て、 南無 阿 1： 陀佛を 喉の 破れる まで も唱 へ たら、 

疑 ひが 晴れる の は 極つ とる の だから、 先走り をして、 あ 

の 面白い 奇妙な 繪像 や 、 不思議な 文字 の 並ん ど る 異 II の 

書物 を 灰に する に は 及ばなん， たの ぢ やが、 おれ は 臆病な 

のぢ や。 

^±^三^ 大膽不 ¥ 事 による。 おぬし も そんな 詰らない 好 

奋心は 止しに する がい &。 世の中に は讀む 者 見る 者が 多 

いのに、 御 禁制の 書畫を 集める に は 及ぶまい。 

卯 之 助 ところが、 二三 日 前に 偶然 こんな ものが 手に入つ 

た。 (寫し 書きした 数 葉の 設 本ん、 机の 上から 取 つて 兄 に 

晃 せて) これ に は異函 の 口 ー マで、 昔々、 さる 高貴な 女 

子が 、 キリシタン 信 心 の ために、 あら ん 限り の 荒 拷問 を 

受けても 屈服せ いで、 蟲の 息に なつ て も 經 文を唱 へ たと 

い ふ 話が 書い て ある。 おれ は > J れを讀 んで落 K をした。 


490 


へ 方 彼の 雲 


あの 本箱に id 舞つ て ある どの 書物で も、 この 薄っぺらな 

寫し 物ほビ におれ を 感動 させた もの はない のぢ や。 これ 

に比べ ると、 論語 や 孟子 は 砂 や 石ころ を 詰 込んだ やうな 

書物 ぢゃ。 

00  (怖々 手-」 取って、 行 gj- の 方へ 寄？ て) 女子の 話 

を 讀んで 落涙す る 奴が あるか " 

卯 之 助 女子の 話， ち やから 尙更 おれ は感 した の かも 知れ 

ない。 おれに は その 女子の 美しい 顔が、 花 を あざむき 月 

をね たむ と 云った 姿が、 目の前に 見える やうに 思 はれる 

のぢ や。 おれが 燒棄 てた サ ンタ マリア の 縛 姿が その 女子 

の 色 身と なって 夜 屮の寢 醒めに 見える のぢ や。 ••：： まあ 

かう いふと ころ を 讀んで 見い。 (兄の 持って ねろ 緩 本の 

もろ 所ん、 指差しして) 「ゼス スに對 し 申して は、 このは か 

なき 露の命 を 一 たび捨 つべき 事 は 物の 數 にも あらず。 叶 

ふに 於て は、 千度 百度 も捨 つる ことこ そ あらま ほし けれ。 

かへ すぐ 恐れ 玉 は ざれ。 如何なる 苛責打 纏の 中 にても 

ゼ ス ス 離れ 玉 ふ ベ からず。 辛 勞のゃ みは 過ぎ て、 やがて 

悅 ひの 明 ぼのと なるべし」 … … 一介の 女性が 骨 を碎か れ 

血に 染められても、 辛勞の やみが 過ぎて、 悅 びの 明 ぼの 

の來 るの を 信じ て 樂し ん で 居た のぢ や。 

00 それ は 妄信 ぢゃ。 愚 夫 愚婦の 妄信 ぢゃ。 (その 摸き 

口の 內て 證み镜 けろ) 


卯 之 助 おれ も 妄信 ぢ やと 思 ふ。 しかし、 兄贵。 おぬし は 

上方で 學問 もし た で あらう し 、 い ろ くな 名高 い 人に も 

會 つたで あら うが 、说 びの 明 ぼの をお ぬしに 說 明し て 吳 

れ たもの が 一人で も あるか。 あるまい。 聖賢の 本 を讀ん 

でも 無駄な こと ぢ やと、 おれ は 思 ふよ。 

庄 一一；^ 「鳴 呼 强き御 勘忍 かな。 さても 恐ろしき 責め かな。 

御せ 中 は 打 纏に て 破れ、 御 骨 も： はれ 玉 ふ 程な り。 御 胸 

下り 火炎に 燒け王 ひ、 すみに なり 玉 ふ 程な り。 さても 驚 

くべき 强 さかな。 眞に 天魔 鬼 人まで も 肝 をけ し、 たまし 

ひ を 失 ふ Erai なり。 是 程の 犬い 苦痛 を 受け； +1 へど も、 少し 

も 弱り 玉 はず」 (甞 中の 記事 LL 心.^ 惹 "た やうに、？^ 1,^ 出 

して 讀ん， たが、 ふと 氣. つ いて 恐怖に 打 たれて、 綠 本.^ 下 

へ 匿いて) こんた 者 は 一刻 も 早う 境いて しまへ。 おぬし 

は 大切に した 續 像まで も 灰に したと 云 ふぢ やない か。 

卯 之 助 幾度 も 噴んだ あとだ 〕 どうに でもす るが い 乂  。 

(庄 三郎、 錢 本に 行燈の 4- ふるけ て、 燃え だした の *v 

板の間に 投げ出す。) 

卯 之 助 千 何百 年 か 前に 口，' マ の 國で火 あぶりに あった、 

マルチ ルの 美しい 姬が、 日本の 豐後 でも 一 度 火 あぶりに 

なった やうな もの ぢゃ。 ハ、、 、。 (淋しく：^ ふ) 

庄三^ 大きな 聲ぢゃ 云 はれない が、 おれ もお 上の キリシ 

タ ン 虐め は あんまり ひど過ぎると 思うて 居る。 彥兵衞 の 
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やうな セ十 にも 近 い お爺さん を、 火 あぶりだ の 磔刑 だ の 

と、 そんなむ ごい n に會 はさない でもい、 ぢ やない か。 

…… しかし、 おれ 達 は掛合 ひさへ つけなければ、 お 上のお 

考 へに 雜蟒を つける に 及ぶまい て。 おぬし も輕 はずみな 

口 を 利 い て、 詰らない 疑 ひ を 受けな い やうに し て 吳れ。 

近年の やうに 宗門の お 詮議が 嚴 しうな つたら、 どこに ど 

んな風俗をし た八^^^！の ^2密が 居る か 知れな いんだから。 

…… 兩親 はま. た 丈夫なん たし、 おぬしが 親の 側に 居って 

くれり やおれ は 安心して、 また 京 へ 上つ て 二三 年 修業し 

て來 ようと 思 ふ。 一 一三 年が 五 年 十 年に なつ て もい 、やう 

に、 今 使 は 父上に 譯を よう 話して、 おぬしに 家督 を：. i が 

せて， おれ は脫籍 して 氣儘 に暮 したいと 思う とる。 おれ 

の やうな 鈍物 は 1^1^ の學問 をし て も、 大した 發明も 出来 

やせんが、 まあ、 やりかけ たこと はやって 見よう。 おぬ 

しも M 意し て SK れる だら うな。 

卯 之 助 望んで 居る ことなら 何でも やる がい > -。 おれが 同 

1!;^ をす る もせん もあった もの ぢ やない。 しかし、 舉問を 

し て 名前 を rs- つ て 、 何處か の 大名に 抱 へられた いと 今 も 

思 ふとる のかい。 どうせ 林 家の 向う を 張って、 天下の え 

らい 學 者に なれり やせんせ。 

iii 三郎 (不快.^ 观 はして〕 Hil 鹿に するな よ。 四 五 年別れ 

てゐた 問に、 おぬし は 人間が 變 つた。 


卯 之 助 馬鹿にす るん ぢ やない。 惡ぅ思 はんやう にして 吳 

れ。 おれ もた びく、 家を脫 走して 京大 阪か、 江戶 まで 

も 行つ て 見たい と 思うた ことがあ るん ぢゃ G 

ffi^s おぬしが？ 何のた めに？ おれの 眞 似が したう 

なった のか。 

卯 之 助 うんに や、 違 ふ。 おれ は 聖賢の 學 問して、 間 を 

賨っ て 大名から 扶持 を 貰 はう と は 思 はない。 道 春 ii の 論 

語 一 册讀ん だ だけで、 おれ は 聖賢の 學問 がいやに なった。 

家業 をぢ つ と 守 つ て 上べ を 大人しう し て 、 公方； 1 が 勝手 

に 極め た 世の 投 て に 逆ら はないで、 代官 様の 前で 頭 を 下 

げ とりや、 一 生白い 飯 を 食べ て 生きて la ノられ る おれが、 

何 を 苦し ん で 砂 を む やうな 聖賢の 舉問を 種に 、 大名に 

仕へ て 窮屈な 思 ひ をす る氣 になる もの か。 

庄 三部 (呆れて〕 おぬしの 言葉 は亂心 者の 言草ぢ や。 聖 

m の舉問 を 習 ふの は、 扶持 を 取る ため ぢ やない、 人間の 

道 を 知る ため ぢゃ。 そのく らゐな こと は、 おぬしに は 分 

つて 居った 害ぢ やが …… 。 

卯 之 助 おれの 歸命は あと 三十 年 か 四十 年， ちゃ。 おれの 通 

り 造が どっちへ „ffl つて ゐて もい k よ。 …… しかし、 おれ 

は兄贵 の 考 へ に榍 付き やしな いから、 おぬし はおぬ しの 

好きな 學問を 、 京大 阪 はおろ か、 唐へ でも 渡って やって 

來る がい、。 
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庄： 一 i おれの 心配 は 祀憂ぢ やなかった。 おぬし は 何時の 

間に か 御 禁制の 宗門に かぶれて 居る んぢ やな- ( S はし 

けに 云 ふ) 

卯 之 助 さう かも 知れない。 (淋しい ft て 云 ふ) おれ は、 

燒棄 てた 書類 を 讚んだ 時 や、 時々 iss に^かされた バ テ 

レンの 行 狀ゃ設 法 を、 獨り で考出 した 時には、 マ  1 語なん 

かに は ど の 隅 を搜し て も 見 當らな いものが 出て 來 て お れ 

の 胸 を 打 つの ぢゃ。 本當 のおれ の 生命の 事が 考 へられて 

ならない のぢ や。 三十 年 や 五十 年、 鈑を 食って お 上に 年 

貢 を收め てモソ クサ と 生き てゐ るの は 、「あだなる 浮世の 

夢」 ぢ やと 思 はれる のぢ や。 本 當のァ 二 マが ある ものな 

ら、 その ァ 二 マの 正體を 知りたい のぢ や。 ：：•• こんな こ 

とも 一 人で 考へ て 居る ばかりで、 口へ 出して 云 ふの は 今 

夜が はじめ て ^ 、 兄貴に - J そ S 盧 なく 打明けられ るの だ 

が、 おれが こんな こ と を 云 ふ の を 誤解し て 心配し なく つ 

て もい 、せ。 …… おれ は 道 春 點 の 論語の 前に 匐 ひつく ば 

弋 Jy つ. -ン 

れ ないやう に、 舶来の デウス を拜 めない のぢ や。 磔刑 臺 

の 上から 夕燒の 赤い. S を 見て、 その 空の 向う に は ハ ライ 

ソ が あると 云う て 、 喜んで 死んだ キリシタン の氣 持に は 

- おれ はなれな いの ぢゃ。 だから、 親兄弟が おれの ために 

卷 添へ を 喰つ て 辛い 目に 會ふ氣 遣 ひ は 決してな いよ。 お 

ぬし は 安心して、 また 京へ でも、 江戸へ でも 行って、 好 


きな 聖 の m,- 問 を やる が い k  。 

庄三^ さう か。 …… おぬしが 物好きに 心の中で 何 を考へ 

てゐ ようと 勝手 だが、 祕密で 怪し い 奴に 會っ て るの ぢ 

や あろまい な。 おぬしが 曰當 りの い 々とした 母； S か 

ら 離れて、 こんな 薄つ 唷ぃ 土蔵に 籠って るの も. おれに 

は 變に思 はれる が、 今燒棄てたぁの ^^！し物が偶然ぉ ぬし 

の 手に入つ たとい ふの も、 おれの 腑に 落ちない。 まさか 

道 傍に 落ちて ゐ たの を 拾つ た 譯ぢゃ あるまい。 

卯 之 助 ハ、、 、。 すっかり 白狀 しょうか。 

C さう 云った が、 少し 踪 g5 する。 庄三^ は不 せ. は 

して H か^ゑて 弟の 額， ^見詰めろ。) 

卯 之 助 おれに も 祕密が ある。 御 禁制の 神 を祕密 で拜む 

の は、 有難 味が 格別な ので あらう が、 世間 や 身内に 秘密 

で 好きな 女子 に會 ふの も 面白い もの ぢゃ。 どうせ お ぬ し 

に は 打明けようと 思つ てゐ た。 おれが 獨 りで 靜 かな 所で 

學問 をしたい と、 兩 親に 我！ i を 云うて 此處で i きをす 

るの は、 時々 好き な 女子 に會 ふためなん ぢ や。 

庄三^  (呆れながら も 稍 安心して〕 おぬしが 邪 心 

をす ると 云 ふよりも、 もっと 意外 ぢゃ、 それで その 女子 

は 誰れ ぢゃ。 

卯 之 助 作右衞 門の 娘ぢ や。 

庄： 一： g おし ほか。 …： それで 分った。 あの 子 は 先日 幸の 
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祌を；；^；んでゐたが、 さう いふ 譯 があった のか。 …… あの 一 

子 は 不思議に 色が い \ が、 おぬし はおし ほと 緣 組みが „ 

來 ると は 思うて はゐ まいな。 一 時の 慰み ものにす るつ 一 

もりなん だら うな。  一 

卯 之 助 うんに や。 おれ はおし ほと 失婦 になら うと 思うた。 

h£ ： 一；^ それで 兩親ゃ 親類が 1^ 知す る と 思う て 居る の か。 

E? 鹿な。 … 米 良で はおた つかお ゆきか、 二人の 從 妹の 

どちらで も つ て aK れと 云うて 居る の を、 おぬし は 頑な 

に斷 つと ると iS いたが、 さう いふ 祕密 があった のか。 兩 

親 はおぬ しが 二十 五に もな つ てま だ獨 りで 居る の を 苦に 

病んで られ るが、 おし ほの こと を ira いたら どんなに 吃 

^なさる ことか。 

卯 之 助 兩 親が、 家名 や 世 問 體を氣 にして、 作右衞 門に 金 

でも やって 二人の 仲 を 裂かう としたら、 一 一人 は 手に 手 を 

執つ て 114 洛ち をす るか C 奧擇の 森で 首 をく -1 るく らゐな 

決心 はしと つたの ぢ やが。 …… しかし、 もう 湾んだ こと 一 

ぢゃ、 おし ほ はもう いやにな つたよ。 兩 親が ちっとも 氣 

がっかない 問に、 おれの 戀は、 いろはから、 ゑ ひもせ す 

まで 濟ん だ譯ぢ や。 

は； 一； g どうせ 家へ 入れる ことの 出来ない もの を、 早う 思 

切った の はい \ が、 それで はおし ほが 承知し まい。 

卯 之 助 だからお れも當 惑し とった。 兄 贵が戾 つて 來 てく 


れ たの は お れ に は 助け船 ぢ や 。 兄貴が おし ほに 會 うて、 

何とかうまい 言 譯 をし て 、 おれ を 思 切らせる やうに し て 

吳れ。 おれ はどうあって もお しほが いやにな つたの ぢゃ。 

00 おし ほ も 可哀相に。 …… 容色 はよ し、 氣 立ても よ 

ささう だから、 もっと 身分が よけり や、 家の りの 嫁 

にしても い、 んぢ やが。 

卯 之 助 可哀相に も 思 はれる が、 おれ はこの 頃お しほが 怖 

うなった の ぢゃリ 

」idn; 郎 あんな 柔 しさうな 女子が、 なぜ 怖い？ 

卯 之 助 いや、 怖い。 女子と いふ もの は 見 けに よらない 

怖い もの ぢ やと、 この頃お しほに 命 S ふたび におれ は 思 は 

れ だした。 …… だから 兄貴に 賴む。 近いうちにお しほに 

會 うて 何とかうまい 手段で 思 切らせる やうに して くれ。 

庄三 m 面倒な 役目 だが、 おれが 引受け なきや ならない な) 

…… (ふと、 開^-立て\) おれ を 呼びに 來 たな。 (と 眩い 

て 階 子 段の 方へ 行って 階下.，^^ さ) おれに 用事が あるの 

か。 ：… 今 直ぐ 行かう。 (と 云って、 元の 座へ 一展って) -ぢ 

や、 今の 件 は 改めて 相談しょう。 もう 夜が 更けた のに、 

父上 はおれに 何の 用が あるので あらう？ 

(ffi 三郎 出て 行く。 卯 之 助 はさつ きから 興 蜜した 話に 

疲れた やうな 樣 子て、 座，^ 立って、 間 放されて わる 窓 

の 外， ^親く。 やがて、 何物かん 見つけて、 ffl つた 額し 
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て 元の 座 に 一民った が、 た 立 上って 階 子 段の 側  <  行つ 

て、 階下の 方へ 閒耳， な， てる。) 

(「おし ほか。 . …入って 來て もい、.， *。」 と、 驛，， ^游 め 

て 云って、 元の 座 Li 一お る。) 

(あろ 男 人って 來る。 この 前と は 遠って、 衣.. 小 着け、 

頸に 神符ん-掛け、 コン タクと いふ 念珠 1^ 持ち、 態度が 

祌々 しい。〕 

(卯 之 助、 驚愕と 恐怖の 感に 打れ る。) 

わろ 男 先日 は失禮 しました。 あの ま、 でお 別れす るの は 

いかにも 殘念ぢ やで、 晴ぃ 夜道 を 踏んで、 眞萱 からお 訪 

ねす る ことにしました〕 

卯 之 助 わたくし の ことが どうし て 分 つたの です？ 

わろ 男 (微笑んで) それ は 天地の 御作 者のお 導きで 自か 

らお 分り 申し た 。 暗 い. i& 道 も 大 上の 光が 導いて 下さった 

ために、 足 を 踏み迷 ひもし ません。 

卯 之 助 それは^?^路.1苦勞で御墜ぃましたが、 わたくしに 

何 の 御用が おありな さる？ 先日の 話の 續き を聽か せ よ 

うと 思 つてい らっしゃ るの です か 。 

(わる 男、 庄 一一 一一郎の 坐って ねたと、、 ろに 坐り、 燈 火の 

光て 卯 之 助 t+ 正視しながら、 口の 內て何 か 祈って ねる。 

卯 1\ 助 は 相手の目 避けろ やうに 伏目 LL なろ。) 

おん あるじ 

ある 慈悲 鹿大な 天上の 御主 は、 かねぐ あなたの 上に 


お 目 を 留められて 居られ まする。 先日 大© 川の 土手で， 

わたくし がお 目に か k つたの も， 我々 は 偶然の こと、 し 

て 、 輕卒に 見 流し さう であつ たが 、決し て 偶然で はない、 

最上 の 御智 .M を 持ちた まふ デ ウスのお はから ひで ありま 

すぞ。 あの 時差 上げた アナ スタ ジ ャ姬の 物語 は ぉ讀 みな 

すった でせ うな。 

卯 之 助 よく 拜見 しました。 感歎して 落涙いた しました。 

わろ ef- なる 程。 (喜ん， たやう に) 姬の 御作 業に 感歎な さ 

れ たか。 犬 上の 御主が、 S 後一 國 のうちで も、 あなたの 

上 に 格別 に お 目 を 留められた ほど ある。 有難 いこと ぢ や。 

千 萬 入の ゼン チヨ のうちに、 特別に あなた をお 選びに な 

つて、 天上の グ n リャ をお 見せに なった。 輕後 一 國の領 

に 主なら せられる よりも 千倍 萬 倍の 御 恩 惠ぢ や。 

(あろ ST 感激して 天.^ gj- し f5 うとす る。 伏目に なつ 

てね 一し 卯 之 助、 ふと 額.^持上げて =!^ー躁の£4ひ.^^は 

す。) 

卯 之 助 それで、 あなた はわた くしに どうしろ と 仰 有 るん 

です？ (詰る やうに 訊く) 

わろ 另 わたくし は、 あなたの やうな 御 聰明な 方に かう せ 

いと 命 八 P する 力 は 有つ てゐ ない のです。 天上のお 卞. のお 

使 ひとして 八 ヱ仪ぉ たづね しました 。(右手，^  h げ、 人差指 

. ^立て 、 ) 今デ ゥ ス は 慈悲の を も つ て 天上から あなた 
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を 見て ゐら せられる。 

(おし ほ、 階 子 段から 1^,^ 出して、 もる男の樣子.^,-見 

たが、 驚き 慌て  > 顔，^ 引 込めろ〕) 

卯 之 助 ぉ說法 はもう 十分です。 早速お 引取り 下さい。 … 

:最上のぉ智惠の持、^^^卯之助にっ い て は 見込ち が ひ を 

なすった と、 歸 つて あなたの 祌樣へ 御 報告なさい。 (激し 

く  二み？？」 

(-^ ろ sfT 悲痛な 感じ.^ 現 はす。〕 

卯 之 助 しかし、 あなたが いつまで 眞 萱に 滞在して、 嚴し 

ぃ投を 潜つ て 宗！： を擴 めら れ ようと も、 わたくしの 口 か 

らは 決して 人に 洩らし やしません。 あなたが 今夜 此處 へ 

お出でにな つたこと は 二人 だけの 間の 秘密に して 葬り ま 

せう。 

おろ 另 二人 だけの 秘密で は濟 みますまい。 天上から 慈悲 

の 御 H を ft ら せて 見て ゐられ る。 あなたに は それが 見え 

ない のぢ やな。 (^氣 昧の惡 い 笑 ひ， „^ts らす) …… わたく 

し は、 この 世の 投を 毛頭 恐れて は 居らない。 あなたが 人 

に 洩らさう とも 訴人しょう とも、 それ は あなたの 心の ま 

まぢ や。 (座 *J< 立；.： うとす る」 

卯 之 助 まあ、 お待ちなさい。 あなたの 御 姓名 は 何と 云 ひ 

ます？ 御 生！！ は何處 です？ 

もろ 男 それ を 訊ねて 何に なさる？ わたくし は 決して 隱 


1 

さう と は 思 はない が。 

卯 之 助 わたくしの 生涯のう ちの 大きな 事件の 一つ だか 

ら、 覺ぇ 書に つけて 置きた いんです。 

あろ この 佻の 人の 覺ぇ 書に 姓名 を殘 すの は 無用な - J と 

ぢ やが、 たって 望まれる のなら 云って 置かう。 わたくし 

の 日本 名 は 天 野 半. 之進ぢ や。 父 も 祖父 も 島 原の 城に 籠つ 

て戰： 死して しまった。 

卯 之 助 ぢゃ 敗軍 者の 御子 孫です か。 (ふと 與 味.^ 覺んた 

ら しく) それで は 幼い 時から あなたの 生涯 は 悲慘だ つ た 

の ですな。 

わろ 男 悲慘と 思 ひな さる か。 終りな き 生命 を 賜 は つて ゐ 

る 者 を 悲惨と 思 ひな さる か。 (t^c 々し さぅ に云 つ て ) の 

Tito 

城の 敗軍 を 敗軍と 思うて 居る の は、 物の 上べ しかよう 見 

な い 軍記 作者 や、 蜉螺に 等し ぃゼン チヨ どもの 云 ふこと 

ぢゃ。 惡人 どもの ために 磔木 にか トらせ 玉うた ゼ ス キリ 

シト. は、 「我す でに 世に 勝てり」 と 仰せられた。 原の 城の 

敗^ 者 も 「我等 はすで に に 勝てり」 と 互 ひに 歌 ひて、 

一群の アン ジョ に迎へ られて 、 一 5^ ましう ハラ ィゾの 門へ 

人った ことが、 あなた 達に はお 分り に ならん のぢ やな。 

Ki^ 者の つもりの 寄 手の 軍勢の 凱 欲 は、 天の 耳に は 亡者 

どもの 泣聲も 同： 樣ぢ や。 • ：.： それ. はかり ぢ やない。 德川 

家 光 はじめ 板 倉 貢昌も 松： 千 信 綱 も， イン へ ルノの 薪と な 
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つて *  の 消える 終り もな く 燃えて 居る のが、 あなたの 

目に は 見えない のぢ やな。 f 嚴-」 云って) ゼス キリシ ト 

がお 召しになる。 わたくし はこの 居室に お 暇し なければ 

ならない。 

(あろ 男、 十字.，^ 切って、 影の 如く 出て 行く。) 

(卯 之 助 茫然と して 見送った が、 やがて、 魔術に 打た 

れた £；> 'う に、 くら/,.., - として 倒れる。) 

(おし ほ は 上って 來て、 驚いて、 介抱す ろ。 「苦 ョ； 都樣 

どうな さ いました。 氣.^ しっかりお 持ちな され。」 と、 

呼 掛けろ。) 

(卯 之 助 担 上った が、 變 つた 所 は 見えない。) 

おし ほ もうお よろし. いんです か。 どうなさい ましたの？ 

卯 之 助 お前 は今來 たの か。 さっきから 來て 居った のか。 

おし ほ 少し 前に まゐり まし て、 階 子 段の 側に 隱れ て、 あの 

恐ろしい 方が ど、 つな さる かと、 そっと 見て 居りました。 

卯 之 助 (顔.^ 5 ほらせて) お前 は隱 密か 隱し ry 付 見たい に、 

おれの 心を搜 らうと し てゐ るんだ な。 先日 は 道祖神の 小 

祠の 後で おれと あの 男との 立 話 を 立 § きし て 居つ たし 、 

±仪 は 今夜で、 おれの 方で、 約 炎 もしない のに 突然に や 

つ て來 て、 立 聞き をした。 

おし ほ 若旦那 樣ほ邪 g! な 事 を 仰 有い ます。 ；… ±$i は來 

いと 呼んでも 下さらな いのに、 押しつけ がまし くお H に 


懸. りに 來 たの は， 惡ぅ 御座いました けれど、 何で あの方 

と あなたと のお 話. を 立 きしたい ために 來る もの です 

か。 どなたが 來 ていら つし やる か、 ちっとも 存じません 

のでした。 

卯 之 助 いた もの は 今更 咎め立て したつ て 爲方 がない 

が、 あれ は 何でもな いの だよ。 

おし ほ でも、 何だか 恐ろ. し 相な 方 ぢゃ御 いません か。 

あなた は あの方の 魔法に 當 てられて お倒れに なつ た の ぢ 

や 御座いま せんの？ 

卯 之 助 お前 はさう 思 ふの か。 さう 思 ひたき や 思 ふが い 、。 

おし ほ わたくし、 今夜 は 先日の 御 本の 話 を 聞かせて 項き 

た い と 思う て まゐり ました。 若い 女の子のお 手本になる 

- J と を 承 つ て 、 ほ 分 の 心 も そ の やうに なり た い と 思 ひ ま 

すの。 

卯 之 助 あれ は 大昔 の南蠻 のお 大名の 美しい お 姬樣 の 話ぢ 

や。 

おし ほ さう いふ 尊い 方の 眞似 は、 水吞 百姓の 娘に は 出来 

な い と 仰 有る ので 御座 い ます か。 

卯 之 助 さう いふ 譯ぢ やない が。 ：：： おれ は 今夜 は氣 持が 

惡 い の だから、 氣の ャ： 母 だが 歸 つ て aK れな いか。 南： M の お 

姬樣の お 話 は 今度 會 うた 時に でも 話す - J とに しょう。 

おし ほ 歸れと 仰 有れば 歸 ります わ。 (拗れた やうに 見ぜ 
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て) でも、 あの方が まだ そこらに ゐさ うに 思 はれて、 暗 

い 夜道が 怖う 御座 います わ。 

卯 之 助 おれ は 今夜 は 誰れ とで も 口 を 利きた うない。 後生 

だから、 おれ を 一 人で 此處に 放つ くき て くれ。 

おし ほ それで は、 わたくしお 暇いた します わ。 (不 f^々 々 

に 立ち かけて) …… あの、 ぉ兄樣 にわた くしの こと をお 

^^5しなすったのでせぅか。 

卯 之 助 兄 *r はお 前に 會ひ たいと 云うて ゐた。 .：： ±仅 は 

も、 つ 何も 訊かないで くれ。 (煩 ささう に 云 ふ) 

(おし ほ、 しん/、 と S マ行く。) 

三 

深夜の 森の 中。 月光 淡く 樹の 間，^ らす。 犬が 一匹 何 

かか 唤ぶ、 つけた やうに 樹間 1^ うろつ いて やがて 出て 行 

く。 卯 之 助が 先 LL 立ち、 ttn 一一郎， か 連れて 人って 來る。 

mil; 陬 何年 か來 ない 間に 此處も 木が よう 茂った や うぢ や 

な。 子供の 時分に は、 この 迹に 狐が 鳴く と 云 ふので 怖が 

つ てゐ たもの ぢ， や。 今 は 今で そんな？ S 密が行 はれて ゐる 

のなら， この 森 はよ つぼ ど 不吉な 場所なん ぢ やな。 木 を. 

切 倒し て 開墾し て；： a に でもす る とい \  。 

卯 之 助 そんな 面倒な こと を 言 出す もの はない な。 この 近 

在の 草つ 原で も 開墾したら、 米の 作れる ところ はいくら 


でも あるの ぢ やが、 そんな 事 を 企ら む の は 一 人 もない 

よ。 代官 所へ 願 ひ 出る のが 第一 煩いんだ からな。 い、 事 

か- ひ 

.FV よ 、、事、 どちらに し て も 役人 どもに は關 An をつ けない の 

がい &。 觸らぬ 神に 祟りな しぢ や。 

(二人 は樹 間に 腰ナ 小お るす") 

庄三 r ゆ さう 云 へ ば、 眞夜 中に こんな 所で、 ヒ ソ /\ 話 を 

して 居る ところ を、 役人 どもに 見つけられたら、 謀叛の 

相談で もし とる やうに 思 はれる だら う。 おぬし は 物好き 

ぢゃ。 おれ を 引 張り出して こんなと ころへ 連れて 來て。 

卯 之 助 いや， この 森の 祕密は 誰れ にも まだ 見破られない 

のぢ や。 …… おれ は、 狐が 人間 を 誑 かすと は 思 はない 

し、 妖！ ！；： 變 化が この 世界に しとる と は 信じない から、 

夜中で も， 退 ig したり、 眠れなん だり した 時分に は" 獨 

り で此處 へ 遊びに 來るこ とが ある のぢ や。 此處に 寢 , J ろ 

んで、 樹の 問から 穴ェの 星で も 見て 居る と、 心が 澄んで、 

^界に .H 分 一 人が 生きて 居る やうに 思 はれる こと も ある 

のぢ や。 それで、 昨夕 も、 村の 者の. M てし まった 時分に、 

家 を 出て 此處 へやって 来たの ぢ やが、 おれ は 驚いた。 "ぼ 

鬮 で 見て 覺 えて ゐる 妖怪が、 此處を 歩いて ゐて も、 かう 

は 驚かなん だで あらう。 …… おし ほが 例の 變な 男の 前に 

跪い て ゐるぢ やない か。 その 男 は 指で f& を 指して 何 か 云 

うて 居つ た。， おれ は總 身に 水 をぶ つ かけられた やうに 感 
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じて， 後 も 振 向かないで！！^ げ 出した のぢ や。 

庄三^ おぬしに 奇妙な 本 を吳れ たとい ふ 男 か。 

卯 之 助 その 男ぢ や。 まだ * .- の 界隈 をう ろ ついて、 自分の 

宗門へ 人 を 引 張 込まう として 居る らしい。 しかし、 おし 

ほが、 狙 はれて 居る の は 意外 ぢゃ。 

庄 昨日 話した 通り、 あの 子 はおぬ しとの 關係 は、 こ 

れ までの 緣と 諦めた と、 おれに 向つ て 素直に 云うて 居つ 

たせ。 おれの 挤らへ 言 を 露に 受けて、 おぬし を 思 切る と 

奇麗に 云 切った ので、 おれの 方で 却って 不潤 になって 淚 

が 出さう になった が、 あの 子 も 腹 では 泣いて 居った のぢ 

や、 それで パテレンの 說法 でも 聞いて、 心の中の 悲みを 

晴さ うとす るの だら うが、 あんな 素直な 可愛らしい 女子 

がバ テレンの 魔 宗門に 凌 はれて 、 い つ か 憂目 を 見る やう 

になつ ちゃ 可哀相 ぢ やな。 

卯 之 助 な あに、 おし ほ はおぬ しの 思うて 居る ほど 素直な 

女子 ぢ やな いよ。 おれ は あの 子の ために ひ どい 災難に 會 

ひさう に 思 はれて ならない んぢ や。 …… あいつ、 おれが 

0 つ た と 知 つ たら 、 おれが 邪宗？： の 仲間に 始終 會 つ て ゐ 

る やうに 言觸 らして、 訴人 もし かねないと、 氣 遣って ゐ 

たの ぢ やが、 あいつが 不思議な ハ メ で宗 r に 凝り だした 

のなら、 なほ 更 * おれの 身に 災難が か \ つて 來さ、 つに 思 

はれる。 例の 變な男 は 先日の 晚 おれ を 打 負かして、 勝利 


者ら し い 面 をし て 行き やが つ た" あの 男が おし ほの 肩 を 

持ち だしたら おれ はた まらない。 一 一人の 人 に 呪 はれち 

や、 おれ は 無事で ゐられ さう でない よ。 

庄 三 ^ お ぬし は此 間の 晚の廣 言に 似合 はない 意氣 地な し 

になった な- 何もお ぬしが キリシタンに 改宗して、 迎ぉ 

帳に.^ 判 をも捺 した 譯ぢゃ あるまい。 キリシタンの 證據 

になる 紙片 一 つも 持つ てゐ るの ぢゃ あるまい し。 

卯 之 助 それ はさう だが、 おし ほが 邪宗の 嫌！ 1  ュを 受けて 紅 

問され ると、 おれの 名が 出る。 おし ほが おれ を 抱 込まう 

としたら、 どんな 口で も 利け るんだ。 たと へ、 言 譯が立 

つに しても、 あの 女子と 一 しょに 代 {R 所の 地べたへ 土 下 

座 させられ ちゃ、 おれ もみじめ ぢゃ。 

庄三郎 (恐怖.^ 現 はし) だから、 おれが 云 はんこつ ちゃ 

ない。 假 りに 嫌疑 を 受けたら、 おぬし 一 人の 災難で 濟む 

こと ぢ やない よ。 何にも 御存知ない 兩. 親 を はじめ、 ；家 

一 族も卷 添へ を 喰 ふぢ やない か。 

卯 之 助 例の 變な 男が、 今にお ぬしの 上に 天罰が 落ちる ぞ 

と 云 はぬ ばかりの E 付 をし て 行き やが つ たが、 あの が 

おし ほ を手馴 づけた の は、 おれの 頭に 天罰の 落ちろ 前觸 

れ 見た いなもの ぢゃ。 (思 詰めた やう LL) おれ は 一刻 も 

早う おし ほ を、 あの 男の 手から K 戻さに やならない。 お 

れは 昨夕から そのこ とば かり 考 へて、 一 睡も 出來な い ん 


へ:^ 彼の 鬵 
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だよ。 

庄 一一： 邵 収戾 すと いうて どうす るの だ。 一 たん 絕緣の 言： 汲 

し をして きながら、 も 一度 緩を戾 さう と 云 ふの か。 … 

… (愤 リ， 現 はして〕 どちらに しても、 おぬし はおれ 達 

一 家の 上に 災難の 稲を播 いたの ぢゃ。 おれが 旅に ゐた間 

の 心配 は祀 51„{ぢ やな か つ た。 夜の 明け る の を 待た な い で 、 

^^ぐにも家へ歸っ て 親に お話しなければ ならない。 

卯 之 助 まあ 待って 3K れ、 兩 親に 話しても 驚かせる ばかり 

で 何の 足しに もな り やしないせ。 …… 兄貴 一人の 知慧を 

^りょうと W 心うて、 わざく 此 處へ迎 れて來 たのに、 さ 

ぅ手輕 に見棄 てられち ゃ闲 るよ。 

-ぱ 三^ おぬし はたと へ 御 詮議 を 受けても 申 開きが 立ち さ 

へす り やそれ で濟 むこと ぢゃ。 一 時の 恥を忍めば 濟 むこ 

とぢ や。 おれ を 見い。 血 を 分けた 弟が 犬 下 御 禁制の { 示 門 

に 合 つ た と^が 立 つたら、 おれの 立身の 道 は、 一生涯 

^かってし まふの ぢゃ。 一度 穢れ たおれの 名 は 生涯 拭 ふ 

- J とが 出來 なくなる の ぢ や 。 

卯 之 助 それ はおれに もよう 分つ て 居る。 無實 にしても 一 

度 不淨な 礼 問 を 受けた もの ゝ 兄弟 を、 どこの 領. も 大名 

も収り 立て、 吳れる もの か。 島 原 落. 職 以来ます く嚴し 

くな つた 天下の 御 制に は、 上に 立つ 奴 もみん なお ぞ毛 

を ふ つ て、 領内に キ リシ タンの 臭 ひの する の も 恐れ て 居 


る やうな 時世 ぢ やない か。 

庄三^ それが 分つ てゐ ながら、 おぬし は 一 人の 兄 を 日蔭 

者に してし まふつ もり か。 

卯 之 助 それ を氣遣 つて 居れば こ そ、 お ぬし を 今夜 此處 へ 

速れ て來 た。 い、 知慧は あるまい か。 都へ 上って 學間を 

して 来たお ぬしの 隙から い 、知慧 を 絞り出せない もの 

か。 一半 一の 浮沈の 場合 ぢゃ) 

庄三郞 …… (苦しみながら 考 へろ) 

卯 之 助 おし ほの 生命の 根を絕 つ 外に どうに もしょうが あ 

るまい な" (II 言の やうに 云 ふ) 

生 三 一郎 (評りながら) 何 を 云 ふ？ 

卯 之 助 おし ほ を この 世から 無い ものにす るの ぢゃ。 おれ 

達が 三十 年 か 四十 年 心安う 生きる ために、 おし ほ を、 一 

刻 も 早う キ リシ タンの 好きな ハラ イソと かへ 達り 出す の 

. お や。 おれ はおぬ しに 頼ん で お しほ を此處 へ 呼出し て 貰 

ひたい。 

00 おぬし は 恐怖の ため に氣が 狂うた か。 何の 罪科 も 

ない 若い 女子 を …… 。 

卯 之 助 罪科 もない 者が、 燒 かれたり 突かれたり 蟲 けら 同 

樣に嬲 殺し に f てるのが 今の 時世 ぢ や 。 聖^ を 氣.收 つ 

て 人 一 人の 生命 を 取る のに 愚鬮々 々する に は 及ぶまい。 

…： 兄 はさう 思 はない か。 勝手に 人間 をつ くって 苦し 
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みを與 へる デウス ほど 殘 酷な ものが、 外に あらう か。 あ 

れ ほど 可愛 か つ たおし ほが、 いやで くた まらな くな つ 

たの も、 デウスが 世に あるの なら デウスの 所爲ぢ や。 お 

れ のせ ゐぢ やない。 (聲が 高くなる) 

庄三郞 大きな 聲を 出して、 誰れ かに 聞かれたら どうす 

る？ 

卯 之 助 (ふと.？ 4- 傾けて、 小 て) おぬし は 足音が 聞え 

ないか。 落葉の 音が 幽かに える。 ：.… 月が あれ だけ 上 

つ てゐ るの を 見る と 昨夕と 同じ 時刻 ぢゃ。 今夜に も 呼 出 

さう と 思うて ゐ たおし ほが、 此處 へ .H 分から や つ て來た 

の は 天の 助け ぢゃ。 

(卯 之 助、 皮 三！^.^ 無理に 引 張って 奥へ 入る。) 

(さっきの 犬が 地べた，^ 喚お、 ながら、 ノ  n/\ と 入つ 

て來 て、 二人の. Q たと ころ-,! 足， か 留めろ" そこへ、 お 

しほが 何 か 1^ 搜す やうに、 あたりに 目， か 留めながら 入 

つて 來ろ。 犬が 彼女ん-見て 吹え^ てろ。 おし ほ 犬，^ 追 

ひながら 行き かけろ と、 もろ 男 はれろ。 おし ほ 平伏 

すろ、 0 

わろ 男 わたくし は 急いで 來 たの だが、 あなた を 待たせて 

濟 まなんだ。 

おしに ュ わたくし も今來 たばかり なので 御座います。 i せか 

らまん じりと もせいで、 お 約 m の 時刻に おくれな いやう 


に、 家を脫 出て まゐ りました 

わろ 男 わたくし も 昨夕から あなたの ことば かり 氣に つ 

てゐ た。 それで、 今夜 は 無理 を 押して 此處へ 来る こと は 

來 たが 、 わたく し はもう 眞萱 に は 居られ なくなつ たので 

す。 身の 危 いの を 恐れ はせんが、 わたくしに は、 この 世 

で 天主の 御敎 へ を廣 める 大事な 役 H; がま だ盡 きて 居らん 

ので、 明 曰に も 外の 土地へ 行かねば ならん のです。 

おし ほ (失望した らしく) 不 思-！ i な 御緣で 折角お H にか 

かった のに、 もうお 別れし なければ ならん ので 御 Ij いま 

せう か。 

もる 男 しかし、 今夜お 會 ひ出來 たの は 人間業で はな いん 

です。 あなた もお 喜びなさい。 …… それで 昨夕お 話した 

こと はよう お 解りな すった の であらうな。 

おし ほ 有難い 御敎 へで 御座います。 いたらぬ わたくし を 

もお 仲間の はしに 人れ て ほければ、 何よりの 仕 合せ だと 

思 ひます。 

わる 男 (微笑して) ゼンチョの家に育ったぁなたが、 ^re 

か  一 二度 御敎を 聞いた ばかりで、 その 決心が 出來 たの は、 

天主の 厚い ぉ惠 みぢ や。 わたくしが - 」 の 御 近所 を 立 退い 

て も、 眞萱に は、 わたくしの 仲間が 二三 人 は あるの だか 

ら、 その 人達に あなたの こと をよう 話して Sf はき ませう。 

おし ほ (跪いて 拜 しながら) わたくし は、 御 威光の 強い 
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天主 樣に ； 命 を も 差 上げます。 あなた 〈ii の 御 恩 も 決して 

忘れ はいたし ません が、 お別れに、 大事な お 願 ひ をいた 

したいので 御座います。 不憫と 思うて お 聞 屈け 下さい ま 

すでせ うか。 

あろ 男 何です？ 遠慮なく 云うて 見なされ。 (柔 しく) 

おし ほ あなたの 持って いらっしゃる 魔法の 極意 をお 授か 

りいた したいので 御座います。 

ある 5；； 魔 法と は 何の 率ぢ や。 

おし ほ あなた： はの やうに、 人間 紫で は 出来ない ことが 自 

山に 出來 ます やうに …… 。 

ある 男 かなこと を 云 ふ 人お や。 天主のお 心の ま、 にァ 

二 マも&^！^^まかせることを知らなぃで、 人間の 及ばぬ 

力 を ようとす るの は、 惡魔 天狗の 心ぢ や。 …… わたく 

し は. 魔のお 使ひぢ やない。 あなた は 昨夕 わたくしが あ 

れほ と詐 しう お話し たこと が、 まだ お 解りに ならない の 

ぢ やな。 

おし ほ それで はお 仲間に 入っても、 人 問の 力の 及ばない 

力 を 授け て けな い の で 御 い ます か 。 

わろ 巧 わたくし は 魔法 使 ひち やない よ。 

おし ほ それでも、 先日の 夜、 卯 之助糅 をお 睨みに なると、 

あの方 は氣絕 なさい ました。 

わろ 男 氣絕し たかせん か 、わたくし の 知らな いこと ぢゃ。 


おし ほ わたくし はお 見 違へ しました。 それが 眞貲 なら、 

あなた は 怖い 方ではありません わ。 怖 いのはお 上の 御 法 

度で 御麼 います。 …… わたくし は、 これでお 暇 をいた し 

ます 

(おし ほ は、 詰らない 額して、 tlLJ- 挨投 もしない \  、逃 

げる やう に 出て 行く。) 

(あろ 男、 落膽 し， 樣 子て、 ちがった 道ん-取って 出て 

行く。〕 

「庄 三郎、 卯 之 助、 森の. * から、 蜘蛛の 奥な ど拂 ひな 

がら 入って 來 ろ。) 

卯 之 助 天主のお 使 ひも 見 じめ な もの ぢゃ。 おし ほに 肽鐵 

砲 を 喰 は された やうな も のぢ や。 

庄三^ これで おれ も 安心した。 しかし、 おし ほ は 何のた 

めに 魔法 を覺 えたがる の だら う。 まさか、 おぬし を 呪 殺 

さう とする のぢゃ あるまい な。 

卯 之 助 どうか 分らない よ。 ：… さあ、 歸 らう。 

(氣拔 けの し-;^ やうな 態度 て 出て 行く。 庄三 ig 隨 いて 

行く。〕 

四 

(二) と 同じ. H 蔵の 二階。 夜. - 

おし ほが 晴 やかな して 上って 來 たのて、 卯 之 助 は ど 
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う 取扱ったら い V かと 迷って ねろ ところ。 

おし ほ ぉ舉 問の 邪魔になる ので 御座いませ うか。 

卯 之 助 おれ は 先 曰から 身 1^ の 加減が 惡 うて、 誰れ にも 會 

はない。 外へ も 出ない のぢ や。 お前 は 今夜 何 か 用事が あ 

るの か。 

おし ほ 先日の 御 本のお 話 を 承りたい と 思 ひまして。 

卯 之 助 南 ® のお 姬樣 の お 話 を 聞きた いと 云 ふの か。 

おし ほ 心のお 手本になる 話 だと 仰 有った ぢゃ 御座いませ 

んか。 

卯 之 助 そのお 姬：！ ^は 魔法 使ひぢ やない よ。 

おし ほ (笑って〕 若い 女子の 心のお 手本になる 方が、 魔 

法 使 ひ である 譯は 御座いませ んゎ。 それ はわた くしで も 

よう 分つ て 居ります。 

卯 之 助 さう か。 そんなに よ、 「分って 居る © なら、 强 ひて 

聞く に は 及ばん ぢ やない か。 … . 魔法 を覺 えて 男 を 呪 は 

うとした ために、 却つ て 自分が 火 培り にされ て 死んだ の 

ぢゃ。 

It じ た， 2 

お し ほ あなた は 御 戯談を 仰 有る。 心 のお 手本になる が 方、 

そんな 箬 はな いぢ や 御 いません か。 

卯 之 助 な あに、 世の中に は 意外な こと も ある もの だよ。 

…… お前 はこの 頃 夜 はよう 眠れる のか。 

おし ほ 田植が はじまって、 一日 働き 通しに 忙し いんです 


もの。 夜 眠れない やうで はた まりません わ。 

卯 之 助 それ はい &。 おれ は 恐ろしい ことば かり：：： につい 

て、 この頃 眠つ かれな くって M るよ。 

おし ほ どんな 恐ろしい こと を御覽 なさる のでせ う。 先日 

の 方が まだ 此處へ 訪ねて いらつ し や る の で せう か。 

卯 之 助 (相手の 額.^ 訝しげ に见 て) あの 男 は此處 へは來 

ない が。  まだ 夜になる とこの 邊 を- 「ろつ いて ゐ るの 

ぢ やない か 知ら。 

おし ほ さう 云へば、 見馴れない 變な 入力、 毎晚 この 村 を 

うろ //\ 'し て 居る と、 今日の 晝 休みに tl^ をし て ゐた 人が 

御座いました。 今にお 役人の： H に留 つたら、 またお 調べ 

が はじま つ て • 今年の 正月の やうな 騷 ぎが 持 上る かも 知 

れな いと、 みんな 心配して 居りました。 わたくし、 fs^J 

M い ただけ でも ぞ つと い たします わ。 

卯 之 助 お ュ刖を 殺さ うとし てゐる もの も あるか も 知れな い 

からな。 

おし ほ そんな 恐ろし いこと は 仰 有らな い で 下さい まし リ 

わたくし は、 村の 人 の 誰から も 恨み を 受け た 覺ぇは な い 

し 、 惡ぅ思 はれた こと さへ ない の で 御 ii) い ます か ら 。 

卯 之 助 お前 はさ-つ じて ゐろ たけ 仕 合せ だな。 キリシ タ 

ン の 信者が 、 死んだ 後で ハラ イソへ 行ける と； 1^ じ て ゐ る 

やうに 仕 合せ ぢゃ。 …… さう 云へば、 兄贵が 先日お 前に 
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會 つて 何 か 云った さう だが。 

おし ほ (少 し 赛れ て) それ はお 兄；：； i の 仰 有る こと はよう 

. ^りました。 お 兄？：！^ の 仰 有る こと は 御 無理で は 御座いま 

せんから、 何とも. W. 上げませんでした けれど、 あなたの 

お 心が 昨 ru と 今 H で 手の 裏返す やうに ぉ變 りに ならう と 

は 思 はれな い の で 御座 い ます わ。 

卯 之 助 おれ もお 前の 外の 女子 を 思うて 居る 譯ぢ やなし、 

お前に 別れり や ： 人 ぼつ ちぢ や。 

おし ほ ぉ兄樣の御^11|兑を承ったぁとで、 わたくし は 父に 

も！ a にも、 これまで のこと を 一切 打開け ました。 

卯 之 助 打開け たら 親爺 は 怒ったら うな。 

おし ほ い、 え。 小言 一 つ 云 ふで もな し、 おれに まかせて. 

けと. m. しました。 

卯 之 助 ぢゃ、 お前の 親爺から かに、 おれの 兩親か 兄貴 

に 話し が ある だら うが 、 老人 ども はどうで も 勝手 に 話 を 

つけろ. 力い、。 だけど、 お前 はおれに 隱 しちやい けない 

せ。 

おし ほ あなたに 何も isj して ゐる こと は 御座いません わ。 

卯 之 助 いや、 大事な こと を隱 して るんだら う。 (K める や 

うに 訊く」 

おし ほ (常 惑しながら) 餘 計な 御 心配 をお させ 申して、 

お 身 aJS に 障つ ちゃい けない と 思つ て默っ て 居り ましたけ 


れど、 この 土藏 のま はりに 毎 晚變な 男が 立って ゐ ると、 

^をして ゐる ものが 御 趣い ました。 ほんとう でせ うか。 

その ために あなたが 毎晩お 眠りに なれな い の ぢゃ 御座 い 

ますまい か。 

卯 之 助 おれの 訊く の はそんな こと ぢ やない よ。 お前 は 昨 

夕 も 一昨 ダも、 奧 の 森の 中で、 あの 男に 會 うて. 魔法 

の傳 1  は を 頼んだら う。 

おし ほ なぜ、 そんな こと を 仰 有る の？ わたし 思 ひもつ 

かん 事で 御座いま すわ。 魔法 だの、 奧 の 森 だの、 わた 

し、 考 へても 怖い。 …… あなた こそ あの方の 魔法に か. - 

つてい らっしゃ るん ぢ やないで せう か。 

卯 之 助 隱し た つ て 駄目 ぢゃ。 兄貴 を述れ て 來れば 分る - J 

とぢ や。 兄弟 一し よで 見た こと を、 お前 は 魔法の 所爲に 

して 言拔 けようと 思 ふの か。 …… 魔法なん か ある もん ぢ 

やない。 あの 男が 森の 中で、 人間 は 魔法な ど 使へ ない と 

云うた の を、 お前 も閱 いた 害ぢ やない か。 あの 時、 お前 

の 心 をよう 見た。 ふて.，^ しい 奴ぢ や。 さあ 云へ。 眞實 

の こと を。 

(卯 之 助 は、 ふと 興窗 して、 おし ほ！，： 摘み か、 らうと 

する。 おし ほ 相手.^ 拂. 退けて 階下へ 願け 下りろ。) 

(卯 之 助 も 階下へ 驅け 下り かけた が、 ふと 踏 まって、 

元の 座へ 倒れる やうに 茛 つて、 努めて 心か^ 着けよう 
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として 目 つ ぶる。〕 

(目，^ 開けろ と、 おし ほと 同じ やうな 顔した 女が、 古 

代 口  I マ の裝 ひ，^ して 窓の 側 LI 月光に 照らされ V、A4  y 

ャリ現 はれる。 卯 之助啞 然として 見詰めろ。〕 

その 女 「此 御主 に 思 ひ替へ 奉る ベ き 至寶、 何國 にある ベ 

き や。 此 .1 前にて は、 金銀 珠玉 も 灰 ほこりの 如し。 只 偏 

に此 君ば かり を 望み 奉るな り。 汝 達の おどす 所の 苦しみ 

をば 物の 数と も 思 はず、 命 を 捨て ん 、 J と 露ち りよりも 更 

に 思 はず。 命 を 數多持 つ に 於 て は 千た び 百た び も 捨て ん 

ことこ そ 本意 なれ。 われ を 美麗な りとの 御 褒美 も、 皆以 

て 御 迷 ひなり 。花 を あざむき 月 をね たむ よそ ほひ とても、 

あたなる 夢の 浮世 ぞ かし。 御い とま 賜 はりて 御望み の 如 

く はから ひた まへ」 

(その 玲瓏た ろ萆 -」、 卯 之 助閗. 1. 惚れる。) 

卯 之 助 それ は あの 男から 賀っ た 本の 中に あった 言葉 ぢ 

や。 (獨 言の やう LL 云 ふ，) あなた は 何のた めに こんな 所 

へ來 たのです？ 

その 女 あなた はわた しが あなたの 0 の 前に 現 はれる の を 

望んで ゐ たではありません か。 

卯 之 助 あの 話の なかに あった アナ スタジ ャ姬の やうな 美 

し い 女子 を、 先日う ち 空想し て ゐ たが、 それが 自分 の 目の 

前. へ 出 て來 ようと は 思 はなんだ。 …… 愚 夫 愚； i の 迷 ひと 


ばかり 思って ゐた キリ シタ ンの 魔法 は ある ことなの か。 

その 女 わたし は、 千 何百 年 以來、 あなたの やうな 人の 化朗 

に は、 何度と なく 現 はれて ゐ るので す。 

卯 之 助 わざ/ ヽ わたしの 前へ， 現 はれて、 わたし を どうし 

ようと 云 ふんです。 

その 女 それ はわた しの 知った こと ぢ やありません。 百年 

後に も、 千：.^ 後に も、 人間が この 世界に 生きて 動いて ゐ 

るかぎ り は、 わたし は、 あちらの 窓 こちらの 窓へ 現 はれ 

なければ なりません。 わたしが 受けた. 運命に 泣いた 人 も 

あります。 喜んだ 人 もあります。 

卯 之 助 f 佈々 側へ 近づかう とし ズ) アナ スク ギヤ 姬 がお 

しほに 似て 居る。 

(不思議 さう に 云って、 そちらへ 心が 惹 かれて 行く と 

とも 11、 その 女の g,;^ は 消えろ。 そして、 彼れ が报. M く 

と、 -：£ 三郎が 立って. Q ろ。) 

卯 之 助 兄貴、 今の を 見た か。 

皮 三郞 今のと 云って なんだ。 

卯 之 助 今まで ゐた 不思議な 女 を。 

庄三郎 おれ は、 今お しほに 起されて 飛んで 来たの ぢゃ。 

おぬしが バテレ ンの 魔法に か、 つたと 云って、 おし ほ は 

心配して つた。 そ んな 馬鹿な 一 J とが あるか とおれ は 云 

つ て 置いた が。 
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卯 之 助 おれ は 魔法に^つ てる。 今 も 千年 前の 女子に 出 命 0 

うた。 ：：： おれ は キリシタンに でもなる。 デウスで も拜 

む。 明 B の B 代せ 所で に？？ 3 つても い、。 何よりも 1K 

萱へ 行って あの 男 を K ぐに 呼んで 來て、 この おれの 身體 

を 魔法から 解いて れ G 

00 おぬし は亂 心した か ノゃを 落着け ろ。 (卯 之 助の 手 

, ^執って 下に 坐ら せる) 

卯 之 助 おれ は m 心して や せんぞ" 昨夕 奧洋の 森の 中へ お 

ぬしと 二 入で 行った とおれ は 思って ゐ たが、 あれ はおれ 

が 魔法に か、 つて、 有り もせ んこ と を獨り で 思 つて..^ た 

のぢ や。 お ぬし は昨タ 夜中に 森の 中なん ぞ へ 行つ た覺ぇ 

はない の だら う。 

芘； 一一郎 おぬし はどう かして 居る。 おれ はおぬ しに 誘 はれ 

て、 瑚ー缄 味の 惡ぃ 森の 中へ 入って 行って、 おし ほが 變な 

mj- に つて、 魔法の 傳投 をせ がんで るの を 見た ぢ やな い 

力 0 

卯 之 助 おぬし も 魔 法に か 、 つ てるの ぢ やな。 行き もしな 

い 森の 中へ 行った と 思ったり して。 …… 聖賢 の 學問 をし 

た 人間が バ テレ ンの 魔法に か、 つたの か。 

re? 鹿 を 云つ ちゃい けない。 

卯. H 助 おぬし こそ 馬鹿 ぢゃ。 魔法に か \ つ てゐ ながら、 

自分 で氣が つかない のか。 …… 眞萱 から あの mf^ を 呼 ん で 


来られな けり や、 此處で 手 を 合せて ぉ賴 みせい。 デウス 

を拜 め。 ゼス キリシ トを拜 め、 パテレン を拜 め、 マルチ 

ス にた 一った 豆 K 屋の彥 兵衞 を拜ん で、 魔法から 解かれる 

やうに ぉ联 做し をた のめ。 おれ は を 突いて おぬしと 一 

しょに 拜む。 

(卯 之 助、 空 yJ- 见て 手.^ 突いて 屈從の 意， はす C) 

住 三！ S みじめな ざま ぢゃ。 全體 こんな 土 藏に獨 りで ゐる 

のがい けない の だ。  • 

(庄 三^ 歎息す る。〕 

II 幕 I 
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お く  M 大 大伊染 


に 


山 山 東 井 
治 明 秀 久 物 


て わる。 火 地震の ための 破-接の 跺 がま .n^ つて ねろ。 

染 井久： 一； (三十 歳 前後、 風采の 揚ら ない 贫 3； な て、 

質素な 洋服.^ 着て ねる〕 ベ 、ノ チに橫 はって 新聞. ^ 讚ん 

て わ た が 、 怠 屈 し ；，！ ら し く  、 欠 仲 し な が ら Mil 上 つ て 、 

部屋の 中ん-うる ついて. わると、 卜-手から、 おち か (二 

十 四五 や r  4< 山 の緣者 だが、 贫 しいた めに、 此家 Li 寄 

寓 して 下女 樣」 働いて ねる〕 が、 風呂敷，^ もって 買 

物に 行かう として 庭へ 出て 來ろ。 

一一； はおち かの 顔.^ 见 ろと、 微笑して の 方へ 寄つ 

C  、 

久三 何處へ 行く の？ 

おち か 牛 肉屋まで。 

久三 もう そろく お 午 飯 化 度 か。 僕 も 大分 腹が減つ たが、 

牛肉の 御馳走に なれる か 知ら。  • 

モっ. -3 

おち か さあ、 どうです かね。 (素氣 なく；： ム つて；：；； 過： -V 、ぶう 

とする) 

久三 ちょっとお 待ちよ。 (おちかん 一 呼お めて) 僕 は 聞き 

たい ことがあ るんだ よ。 

(おち か> 足，^ おめろ と、 久三は 端近く 乘 出して、 相 

手.^ も惻へ 寄せて。) 

久三 (も；： リ， 小 ろ やうに) 治 助さん の 結婚 g 題が 大分 

進んで る さう だが、 どうな つて ゐ るんだ ね。 伯父さん は 


歡迎 されぬ 男； 


三 (三十 歳 前後) 

雄 (三十 餘- お) 

三 (ナ、 十五 六 歳) 

助 明 三の 次 5;-  (二十 五六 歳) 

江 久 三の #  (一一 十六 七 S 

. 子 秀 雄の 妻 (三十-おくらね) 

か (二十 四 五 歳) 

その他 數人 


初夏の 頃 

本 鄉彌生 町 大山 叫 三 宅の 應接 室。 以前 ほ？ 師の 家， たった 

の て、 €5 者 の 待合 i^li てあつ た 部屋が 應接室 にな つて. Q 

る。 の 上に テ-, フルが 匿 かれて、 子が 二三 脚。 壁 

に 添って、 靑ぃ クシ ョ 、ノ のつ いた 長いべ ンチが 匿 かれ 
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今度は5^^を^して、 礫め ようとして ゐる さう だが、 ど 

うなって るの か 知ら。 治 助さん 自身 は どんな 考 へで ゐる 

のか 知ら。 

おち か (不愉快 さう！ _:■) あなた は それ を 聞いて どうな さ 

るの？ どう だって い ぢ やありません か。 あなたに は 

御 自分の 御 W がいろ/ \ お あんな さるで せう のに。 

久 三 いくら 僕が 忙しく つても、 人の 結婚の tK^JM くぐら 

ゐの 餘裕は あら あわ。 おち かさんが さう ッケく 邪慳な 

返事 をす る の は 少し 可笑し い.； r …； 僕が この頃 一家 圈 

^の 茶の 問へ 入れ て K えな い で 、  > 」- んな殺 Mi な 應接室 

でボ ンャリ 待た されて ゐ るの を、 おち かさんだ け は 同情 

し て SK れ て もよ ささうな も の だが 。 

おち か f 少し 機敏.^ 直して ：- でも、 こ、 の 家で は、 一家 

W 樊の樂 みなん か、 影 も あり やしません わ： それ は あな 

たも 御存じなん だけれ ど、 この頃 は, J とに 乾燥無味なん 

です。 "<lryas<l=st あるひ は 氷の 如き 生活 ：•：• 久三 

さん  一 J そ、 室 W り 生活 をし て ゐら つし やっても、 一家 國 

錢 のお ？ J い 庭 を 樂ん で らっしゃる 譯ぢ やありません 

力 

久 三 お 辭に でも そんな  一 J と を か される の は はじめて 

だな。 だけど、 一家 團欒 でもお 溫ぃ 家庭で も、 金が なく 

ちゃ 駄 E だね。 僕の 求めて ゐ る金錢 は、 極めて 健 少な も 


のなん だけれ ど" 

おち か 今日 も、 そのお 金の ことで いらつ しったの？ 

久三 「今日 も」 と は ひどい ねリ 僕 はこの 前 来た 時に も、 金 

錢の 無心なん か 一言 も 云 や あしなかった。 今日 だって、 

借金 をし に 来た のぢ やない。 僕の 貧相な 顔 は い つ も 無心 

顔 や 乞食 面に 見える のかな。 

おち か へえ。 それ は 不思議で すわね。 伯父さん も 伯母 さ 

んも、 久 三が 金 を 借りに 来る くと たびく 云つ てらつ 

しゃった から、 わたし もさう とば かり 思つ てゐ ました。 

…… それに あなた もお 金の 御用で もなければ、 こんな 家 

へ いらっしゃる 必耍 はな いぢゃありません. か。 

久三 成 ほどね。 金で も 借りる ためで なければ、 僕が こん 

な 家へ 何し に來 るの かと、 お ちか さんが 思 ふ の も 無理 は 

ない ね。 (火に 感じ., ベら しく) 僕 は 此處の 伯父さんから 

金 を 借りよう なん て . そんな 不可能な - 」 と は 思 はなくな 

つ て る つ もり だ が、 腹の 中で 金が 欲し い 欲しい と 思 つ て 

ゐ るから 、 そ の 思 ひ が自か ら顏付 や 言葉の 端々 に 現 はれ 

るの かも 知れない ね。 

おち か でも、 あなた なんか 男 だから、 いくらでも お金の 

収れ る 仕事が 見つかる でせ うのに。 

久ー： 一 僕の 家の 奴が よく さう 云 ひます よ。 男の くせにと 云 

つて、 我々 男子 をケ ナスの が 女の 常識な のか も 知れな い 
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が 僕から 云 はせ ると、 當節は 女の 方が 金の ® を攧ま へ る 

>  J とが 手 い んぢ やな い だら うか。 お ちかさん ほ どの 婦 

人が こんな 家で 牛肉 賈 ひなん かに 使 はれ てく すぶ つ た 生 

活 をして ゐ るの を、 僕 は 不思議に 思って るんだ。 

おち か でも、 わたしたちに 適當 したい .X 仕事が 何處 にあ 

るんで せう。 あなたが 御存じなら 敎 へて 下さいね。 

久三 さう だな あ。 戯談 にも 僕に 職業の 相談 をして くれる 

人 は、 あなたく らゐな もの だ。 …… 人間の 職 第 はいくら 

でも ありさう で、 さて 考 へて 見る と 無い ものだね。 やつ 

ぱ りこの 家で 辛抱し てるのが 一番い i んだ らうな。 

おち か …… こんな 天氣 のい 、日曜に、 お 午餐のお 惣菜の 

買 出しに 出掛ける なんか、 こんな 詰らない ことったら あ 

り やしない。 

久三 ハ、、 、。治 助さん の 結婚 話 を M か、 つと 思った のに、 

あなたが 云 はない もの だか ら、 帶 染み た 詰らな い 話に 

なって しまった。  まあ、 早くお 使に 行って いらつ し 

やい。 俱に 好意 を 持つ てるおち かさんに は、 もっと 面白 

い 話 を 聞か せたいん だが、 僕に は そんな 面白 い 話の 持 合 

せ は 全くな いんで わ。 

おち か ほんと に 愚圖々 々しちや ゐられ ない。 (ふと 我 に 

返った やう に 云って、 久 三の 側.^ 離れて〕 御 ゆっくりし 

てい らっしゃ いと 云 ひたい けれど、 あなた は、 此處の 家 


では、 歡迎 せられな いお 客樣 なんです かられ。 

久 三 それ は あなたに 注意され るまで もない こと だ。 何處 

へ 行つ て も あまり 歡迎 される Ef? 子ぢ やな いこと は、 御當 

人が 百 も 千 も 承知して ゐ るよ。 兩親がかぅぃ ふ風に^；^を 

生みつ けたの だから. 今更 ジタバ タ したって 爲 方がない 

譯さ。 

お ち か あなたが 其 處 にさう して いらっしゃ るの を 見る 

と、 i 約 人が お 翳 者の 家へ 來て御 診察の を 待つ てる や 

. つ に 見え ますよ。 (笑 ひな が ら 云って 行告 かける) 

久三 うまい いやがらせ を 云った ね。 (淋しく 笑 ふ) 

(おち か、 下手へ 入って 行く。 久三、 何 か 咬きながら、 

ベ 、ノチ に腰产 e 掛けろ。 と、 そこへ 明 三 (六十 五六 歲、 

體格は 逢 ましい が、 リ ュ I マ チス， ^病ん て 弱って ねる) 

が 足.. 引 招る やう LL 歩いて、 訪問 某 (四十 歳く 

ら. Q の. 一 ん 汲な 男) 1 せ见 送って 出て 来る。 久三^ 上って、 

二人に 向って 1 し iLi ぉ辭 儘， ^すろ。) 

島 田 ォ、、 染 井さん でした か。 (立 0 つて 挨投 して) こ 

の 頃 は どちらへ お勤めに なつ てゐ らっしゃる？ 

久 三 ぉ問^^-に 入れる ほどのと こ ろぢゃ 御座 いません。 

明 三 (島 田に 向って) 染井は 丸 ノ內の 信託 會 社に 出て ゐ 

ます。 今度 は 落着いて 勤まり さう です。 

島 それ は 結構です。 …… ちと、 お遊びに いらっしゃい。 


-9}n(' さ 3D 耿 


509 


(島 m、  脫ケへ 下りる。 明 一！ 一は 足の， たろ さ.，^ 忍ん て 

玄脚 先に 山义 つて、 客が 靴の 紐，^ 結ぷ の. 待って ねろ。 

久 一一； は A„i の 上に 坐って 叮 11 に 見； 迖 る。) 

(島田 が 出て 行く と、 明！ 一； は、 ^痫, 感じて ねる やう 

な 額 付，^ して、 ^子に 腰ん.. おろす。) 

(久 三、 相手の 子に t;?-.^.§w めながら。) 

久三 伯父さんはこの頃^^分がょくなぃんですか。 

明 三 ゥ、 ン。 陽氣の 加減で 持病が 出て いけない。 去年 ま 

では こ んなぢ やな か つ た の だが。 

久： ：； 陽氣の 加減と 云っても、 この頃 は 晴大續 きで 溫 かく 

て、 一 年中の 一 番ぃ & 時節 ぢ やありません か。 

明 三 お前 だち に はよ くっても、 おれの 身體に はよ くない 

よ 0 

久 一二 それ は i;s を もってる 人に は、 い、 時候と いふ もの 

はな いんで せう。 金に 不 {R.a して ゐる人 問に もい、 時候 

はな いんで せう がね。 

叫 三 (相手のー：ー=|^-..1は5=^-,^ぉめず、外，^見ながら、 少しの 

問 つてね たが) おれ は 今朝から 一 一三 入の 來 客に 攻めら 

れ て れ をし てゐ るんだ が、 お前 は 何 か 急な S 事で も 

あるの かい。 

久 一一； (少し ドギ マ ギ して) いや、 差當っ て兩 事が あつ て 

お 伺 ひした 譯ぢ やありません。 …： 東京で は ifF 內は们 父 


さんのお 宅た けだから、 時々 お 伺 ひしろ と" 故！： の 母が 

いつも 云って 来まして、 時々 は 此方の 御 様子 を、 手紙で 

知らせて やらない と、 叱られ ますので。 

久三 それで、 ちょいく おれの 家の 樣子 を^き に來 るの 

かい。 何の こと だ。 (不快な 颜 して) しかし、 これから 

は. わざぐ 來て くれる に は 及ばない よ。 おれが 死んだ 

時には、 死亡 通知 を 達ら せる から、 それでい \ぢ やない 

力 0 

久三 わたくし がお 伺 ひする ことが、 そんなに 伯父さんの 

ぉ氣に 障る のなら、 御 遠慮し て もよ ろし い んで すが。 

明 三 (少し 言葉，^ 軟 げズ) 絕 對に來 ちゃい けない と は 云 

はない がね。 ；… しかし、 あ \ いふ 同 者が 出来た 以上 

おれの 家と は 家風が 合 はな いんだから ■ その つもりで ゐ 

て sK れ なきや 闲 るよ。 

久三 でも • 故 鄉の兩 親の 許可 を 得て るんで すから、 伯父 

さん も 認め て 下さらなければ …； 。 

明 三 だから、 おれ はお 前が どんな こと をしょう とも； SJi" 

はしな か つ た。 その か はり、 お^ g も おれの 家 へ を 加 へ 

ないやう にして 吳れ なきやい けない ね。 

久三 を 加へ る？ へえ、。 わたくし は 伯父さんの 身內 

だって こと を、 誰れ にも 云 やしません。 こんな ャク ザな. 

甥が 東京で 生き てゐる こと は、 伯父さん の 御名 譽 にもな 
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ら ないで せう が、 別段 不名譽 にもなら ないだら うと 思 は 

れ ます。 治 助さん の緣談 だって、 -せ內 にわた くしの やう 

な 奴が ゐ ちゃ 闲 ると、 先方で 肱錢^^を^は し たり なんか 

しないで せう。 

明 三 治 助の 緣談 のこと を、 お前 は 誰から 問いた？ 

久三 さう いふ 話 は" 誰れ の 口から 出た ともなく、 1^ ぐに 

知れる ものです ね。 (ふと 氣が ついた やうに) さう 云へ 

ば、 今 歸 つて 行った 島 田さん は、 緣談 のこと で やって 來 

たんです ね。 あの人 は 仲人 稼：；^ をよ くやって ゐる やう だ 

から。 …； 伯父さん。 わたくしの 身に ついても たまに は 

考 へ て て 下さ い 。 わたくし に は 島 田さん の やうに 緣談 

の 卅-. 話 をし て sK れる 者が ある ぢ やなし 、この 年齢に な つ 

て li 身で は ゐられ な い し 、 あなた 方の ぉ氣に 入らな い や 

、つな M 旗 者で も挤 へなければ 爲方 がな いぢゃありません 

力 

明 三 身勝手な こと を 云って る。 お前 は あの 察で まだ おれ 

を 恨んで ゐ るの か。 (不意に 祌經ぁ 尖らせる) 

久三 あの こと？ (考 へて、 ふと 氣. ついた が、 詰らな さ、 

う に) ハ 、ァ。 あの こと.. - 云って くに子さん のこと です 

か。 隨分 以前の ことです ね。 今やう やく 思 出した くら ゐ 

で、 平生 わたくしの 頭から は 消えて しまつ てゐ たんです 

よ。 あんな こと は 根に持 つ て も 紫に 持 つ てもゐ ません よ。 


伯父さん は お年寄りの くせに よく 覺ぇ て ゐ らっしゃる" 

明 三 おれが あの 事と 云った の は、 くに子の こと ぢ やない 

よ 0 

久三 ハ テナ。 •：：. しかし、 何事に ついても、 们 父さん を 

恨んで なんか ゐ ません から、 安心して いらっしゃい。 身 

內の 者に 恨まれて ゐ ると 思ったら、 御病氣 にも 障る で せ 

う 力ら J 

明 三 おれ は 椅子に 腰 を 掛けて ゐ ると、 足が だるくて たま 

ら ない。 これで 御免 を 蒙らう。 (椅子.^ ど 離れて〕 お前 も 

用事が ない のなら 歸 つたら よから う。 

久三 (咄嗟に 言 紫：，： 力ん よ 入れて) 伯父さん にお 願 ひした 

い ことがあります。 

明 三 (驚い；^ 鎮.^ して 振 返って) 何 だ？ 

久三 金を贷 して 下さいと は 申しません。 さう 思って 心配 

してい らっしゃ るか も 知れな い けれど。 

明 三 おれの 家に 有り 餘る 金が ある 譯ぢ やなし、 たと へ、 

貸し て くれと 云 つたつ て贷 せる もの か。 

久三 わたくし は、 伯父さんのお 心 はよ く 存じて ゐま すか 

ら、 今日の 米櫃が まに なって ゐて も、 決して 御 無心 は. S- 

しません が、 今お 願 ひしたい こと は、 全く 別な ことなん 

です。 (； IRt^ れて めて ねる やうに) わたくし はこの 

謹 接 室を拜 惜した いんです。 
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明 一一！ この 部： S を 貸して 吳 れつて？ 妙な 無心 だね。 それ 

で どうしょうと 云 ふんだ？ 誰か に此 處で會 は. つと 思つ 

てゐ るの か。 

久： 一一 …； 誰れ に 含 ふ 必要が ある ものです か。 わたくし は、 

この 應接 室の、 あの クシ ヨンの 上に 磺に なって、 永久に 

眠って しま ひたいん です。 この 世 にお 暇 を 告げた いんで 

す。 

明 三 (嘘と も思 へない やうな 相手の 餌付ん. 見入って) 戯 

もい. ^加減に しろ。 おれ を 揶揄 ふつ もり か、 脅かす つ 

もり 力。 

久： 一； どちらで もありません。 今から 何分 かの 問、 あの 

ベンチ を 貸し て ra? ければ よろし いん です。 今生 にわた く 

しが 伯父さんから 求める ところ は 、 た つ た それだけなん 

です。 

明 三 馬鹿 を 云へ。 自殺で もす る 奴が、 豫め 人に 斷 るって 

ことがある もの か。 それに、 死ぬ と 極まったら、 響な 

死に場所 は どこに でも ある ぢ やない か。 

久 一一！ いえ、 わたくしに は あのべ ンチの 上が 何處 よりも い 

い 死に 5^ 所なん です。 (と 云って、 ペンチの 方へ 近寄つ 

て) この ベンチに は、 以前 い ろ くた 患者が 腰 を 掛け て 

るたん です ね。 > J の 家の 前の 持主 だ つ た i: 者 は 山師で 、 

い 、 加減な 注 i 療を資 物 にして、 一本の 注射で ニー 二十 


圓づ 、 も 儲け たとい ふこと です が、 役に 立たない 治療 を 

受け て 、 金 ばかり 収られ て 死んだ 人間が 隨分 あるん で せ 

う。 •：：. さう いふ 不幸なる 忠 者の 思 ひの 殘 つ てゐる 椅子 

だ。 (と、 意味 ぁリ， けな 目.. ベ ンチに 向けて 腰， „^ おろす) 

明 三 この 家に ケチ をつ ける もの ぢ やない よ。 以前 はどう 

だら うと、 賈 取った 今 は、 ベンチ 一 つで も 椅子 一 つで も、 

おれの 所お なんだから。 •：： お前 はさう いふい やがらせ 

を 云って、 おれ を 脅かし て、 いくらかの 金 を また 持つ て 

行かう と 云 ふんだ ね。 …… オイ。 そこへ 腰 を けち やい 

けない よ。 早く 歸ん なさい。 

(彼れ は久 三の 腕ん、 捉 へて 立た ぜ； うとす ろ。 しかし、 

久三は 動かない。) 

久三 「また」 と 仰 有っても、 わたくし は、 伯父さんから 何 

も顶 い た覺ぇ は ありま せんよ。 誰れ に でも 物 を やる こと 

のお II ひな 伯父さん も、 眠って る 問に は、 わたくしなん 

かに 金 を 下さる 夢 を 御覧に なること も あるんで すわ。 さ 

つき 5. し 上げた 通り、 わたくし は、 今 曰お 佥を. M んで貰 

はう なんて 毛頭 そんな 考へを もって 參 つたの ぢゃ ありま 

せん。 

明 三 ぢゃ、 はじめから おれの 家で， H 殺しようと 企んで 來 

たと でも 云 ふの か。 馬鹿な 奴 だ。 

久 三 いえ、 必し もさ うぢゃありません。 (まだ 彼れ の 腕ん、 
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捉 へて ねる 伯父の 颜. <J ^じっと 见 上げ ズ〕 伯父さん がわた 

くしの .3. 上げる >  J と を^き た い と 思 つてい らっしゃ るん 

ならお 話し、 ますが  。 

明 三 事に よつ たら、 話 を il くだけ は 聞いて やっても い、 

が、 おれの lis に 障る やうな 話なら 御免 蒙ろ よ。 

ゆうべ  げ 1】 

久三 (相手に かま はない 簡 言の やう LL〕 昨夜から 今朝 ま 

で， たまらない 不愉快な ことがあって、 わたくし は 朝. 餐 

も. ぽは な い で 家 を 飛 出し た の です。 大氣が い  >  ので、 い 

くら か氣 が. れま したが、 誰れ かの 所へ 行って、 親身な 

話で も閱き たく つ て たまらなくな つ て 、 うか/ \ と 此方 

へま ゐ りました。 伯父 か 伯母さん か、 表 雄さん か、 治 助 

さんか、 此方の どなた かに 會 つたら、 ー兀氣 がつ くだらう 

と、 當 て にもなら な い - J とを考 へ て や つ て來 たんです が、 

その 結果 は アベ コ ベ だつ たんです。 

明 三 (そんな 話に は與味 感じない らしく) 生きて る 人 

間に 愉快な ことば かり ある もの か。 たまに は 不愉快な こ 

との あるの は當り 前 だ。 

久三 (目ん-空間へ 注ぶ、 ながら、 なほ 蹈 言の やうな 一 百 葉&^ 

けろ) 頑丈だった 伯父さんが 病み 疲れて、 この 前お：：：： に 

扮 つた 時に 比 ベ て さ へ 見 違 へる やうに なって ゐら つし や 

るの を 見て、 わたくし は、 スッ カリ 無常 を 感じました。 

金が あつ て も、 子供が 人並みに 育つ て 嫁入り 嫁耿り をす 


る やうに なっても、 かうな つち や、 何の： if: きて る樂 みが 

ある もの か …… 。 

(明 三、 相手の1^^に心.^惹かれた^-度*^する〇 

久三 年齢と is-M の 雷 石に K されて、 ゥ ンく i. きながら、 

辛う じ て 生き てゐ ると いふ だけで、 何の 樂み が ある も の 

か。 わたくし なぞ は、 親の 遺逮が 手に入る 3? みが あるお 

やなし、 自分で 出世 もし さう でない のに、 伯父さん 見た 

いに なつち やた まらない。 と、 さう 思 ふと、 昨夕からの 

不愉快な ことが 胸に ；杯 になって、 此處ら で 浮世に おさ 

らば をした 方が 結局 自分 に お つ て 策ぢ やな い か と 思 は 

れ るんで す。 

(彼れ は 5 う 云 つ て 、 今 まて 外 へ 向けて ねた ru,^ 明：：： 

の 方へ^ すと、 明； 一一 は 彼れ の 側 離れて、 Bti の 上に へ 

たばる。) 

明 三 そんな 氣 味の 惡ぃ で、 おれの 顔 を兑て 2K れ るな。 

久三 伯父さんの 顏 こそ、 死相 を帶 びて ゐるぢ や ありませ 

んか。 わたくしの 顔なん か 平凡です よ。 みんなに 馬鹿に 

されて 來た顔 だ。 

5- 三 餘 計な こと を 云 はないで 早く, れ。 ：•：. 今 口 は 島 田 

が おれの 家の 爲め になる 話 を 聞か せ て れたと 喜んでる 

矢先き へ 、 お前の やうな 奴が や つ て來て 、 おれの 頭 を毫 

なしに しゃがる。 …… 早く 歸ん なさい。 …… たって 死に 
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たいの なら、 上野の 森で 首 をく、 るか、 不忍 池へ 身 を投 

げ るかす るが い k。 おれの 家に 迷^ を 掛けるな。 …… お 

前 は おれ を，！！ か さう と 思 つて そんな こと を 云 ふが、 自殺 

の W 意 に？^ 物で も ビス トルで も 持って 來 てるの か。 

久： 一； 此處 にこん な もの を 持って ゐ ます。 (ポケットから 

布片 に 包んだ 小さな^ 瓶，^ 取 出して 見せろ) 

叫 三 (その i.^ 瓶，^ 見上げ ズ) それ を. M 藥 たとい ふの か。 

變 な 色 をして ゐるぢ やない か。 消化 藥か何 か だら う。 

夂三 ぢゃ、 さ. づ 思って いらっしゃれ ばい、。 わたくし は、 

> J の 消化 藥を 飲ん で、 この ベンチ を拜 惜し て、 一眠り さ 

せて K ひます から、 伯父さん はわた くしに 關 はないで、 

奥へ いらっしゃって お休みな すつ て 下さい。 わたくし は 

れ にも ？泣言 する こと はな いん です  (と 云って 自分 

の 心に^つ ズ云 ふやう に) 8f そんな も の を 殘す必 

要が ある もの か。 

(そして、 彼れ は、 もはや S- 三に は觀 はない やうな 態 

度て、 何事かん 思 詰めながら、 部屋 か 歩 廻った もと、 

咄 iill^ 瓶の f^vs? 飲ん て、 ぺ 、ノ チに橫 たはろ。 I 

(明 三 は 不安ら しく、 側へ 寄って 久 三の， M 額ん、 見詰め 

る。 そ、、 へ、 次 Bf- の 治 助 (二十 .rfr 六 歳の、 可成 リ立 

. 派な .5^ 姿. J- した SR) が^って 來 ろ。) 

SM11 ォ 、、 い k 所へ 歸 つて 來た。 今、 久 三が 自殺 をす る 


と 云って、 變な藥 を 飲んで 此 處に寢 てるの だ。 何 か 目算 

があって 狂官を 打 つ た のか も 知れない よ。 此處 へ來て 樣 

子 を 見て BK れ。 

治 助 呆れた もの だ。 久 三さん が 狂言 を やる なんて。 人間 

て 分らない もの だな。 (驚いた 風 もな く、 好奇心 1^ もつ ズ 

ベ 、ノチ に 近づく) 

明 三 まさか、 本 當に毒 を飮ん だん ぢゃ あるまい。 

治 助 さあ、 どうです かね。 (久 三の 額， ^ソ、 ソと 見下し ズ) 

オイ、 1^;^。 (と、 久 一一：.^ 搖勳 かす) 

(久 三、 目.，^ 開ける。) 

治 助 戯談ぢ やない よ、 $r 

久三 治 助さん か。 僕の 心 を 鼠さない やうに して 吳れ たま 

明 三 爲樣 のない 奴 だ。 (稍々 安心した が、 急に 足腰の 苦痛 

-覺 えたら しく) おれ は 腰つ 骨が 挫けさう に 病み だし 

た。 あちらへ 行って 休んで るから、 お前が 入 三に よく 譯 

を 訊 いて、 早く 家へ 歸す やうに して 吳れ。 … … こいつ、 

一 文に もなら ない のに、 ぉれの胸にこたへるゃぅな不亩 

なことを云ゃ-^§がって。 (獨 言の やうに ヘム ふ) 

(そして、 彼れ は、 足.，^ 引 招って 入って 行く。 久三は 

目，^ m  V 兩 手ん-胸 の 上て 組合せて V- つと してね ろ。) 

殆助 君 も 消 稽な眞 似 をした ものだね。 身體は 何ともない 
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んだら 、つ。 サ ァ 、 起きた ま へ。 撲の 部屋へ 行って ユック 

"話 をしょう ぢ やない か。 

き- 

久三 僕の 心を亂 さない やうに して 吳れ たまへ。 藥の利 目 

が 出か k つて、 僕 は 今 死と 闘って ゐ るんだ から。 

殆助 君の その 變 挺な H 付 や 口 付が、 死と 鬪 つてる 證據な 

のか。 そんな 風ぢ や、 生と 死の 爭も. 莊嚴 でも 凄慘 でも 

ない ね。 .ll 化た K 似 はい.. - 加減で 止したら どう だ。 ：：： 

全體 君の 狂言自殺の 原因 は どんな ことなんだ い。 僕の 親 

爺に 要求した - 」 とが 入れられ なか つ たためな のか。 … ： 

僕が 紅茶で も 入れる から、 起きて 話した ま へ …… サァ、 

薛が 今生に 加勢して、、 死 を 追拂っ て やる ぞ。 

(治 助が 元氣 くさう 云って、 久 三の 手ん、 捉 へて、 I 力 

ひ く 引 $」 マと、 久三 は、 一 てれと 爭っ たはず み：，： ベ y 

チ から 轉 げ^ちた が、 立.. - つて、 怒， か £1 に^ はす。) 

久 一一！ 君 は 錢© な 人 だ。 僕に 無用な 口 を 利かせよう とする 

ん だね。 …： 僕 は 伯父さん なんかに 何も 要求す り やしな 

いよ。 親類の よしみで、 君の 家で、 僕の 死骸の^ 片付 を 

し て吳れ ばい \ と 思つ てゐる だけなん だ 。僕の 死生の 

問題に 立 入 つ て 賀 はなく て もい よ。 

殆助 ^;1?は氣がー；9ってゐるゃぅにも見ぇなぃが、 妙 だね。 

まあ 椅子に でも 腰 を 掛けて、 落着いて 見た まへ。 君が そ 

ん なに 怒った顔 したの を 見る の は、 今が はじめて だが、 


不思議な もの だ。 

(そこへ、 おち かが、 久 三の 內緣 の^: S 江 (二十 六 七 

歳、 世 摩れの したら しい 卑しい 女) と、 一し i に 入つ 

て來 る。) 

おち か ァ 、よかった。 久 三さん はま だいら しった。 (と、 

夏 江に， W つて 云 ふ) 

(久三 は S 江.^ 见て 驚く。) 

おち か (久三 1： 向って) 今 そこで あなたの 奥さんに お 目 

に りました の。 此方の 家 をお 捜しに なって ゐて、 偶然 

わたしに お訊ねに なった のです。 江に.： i つ V0 さあ、 

お 上ん なさい ましな。 

(おち か は、 EM 物の 風呂敷ん-持った i<  、h リ n に 膝 

掛ける。) 

(W 江 は廳接 室へ 上って、 恭しく 助に^^ ャ る。 殆 

助 は 一お しげ な 額し て 會！； す る 。 今 ま\ 、愤 つて. 0 た久 一一 一 

は 俄かに 打 萎れて マ ゴく すろ。) 

久三 お前 はこん なと ころへ 何し に來 たの だ？ (力なく 云 

ふ) 

夏 江 あなた こそ 何し に 此方へ いらっしゃった の？ あた 

し、 どんなに 心 K し て 方 々 を投 した か 知り やしない。 ( ふ 

と、 ベ 、ノチ の 側に s かれた に 目ん、 つけて 訝しげ：.. 0 

あなた、 そのお 藥を召 上った の？ 
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え 三 今日に なって 時が 來 たの だ。 (感慨ん ふ I めた や 

うに 一ぶ つて、 rs ろけ る やうに ベ y チに 腰,^ お ！<: す) 

..u^ なぜ、 そんなお 藥を 飲む 時が 來 たんです？  今朝 

あなたが 出て いらし つてから、 ふっと 氣 がっくと、 その 

幾 瓶が いつも S いてあった ところに a つからな いんで せ 

う。 ぢ や、 あなたが 持 つ て 行 つ たに 遠 ひ ない と 思 ふと、 

こり や、 打 やって sar ない と、 あたし 慌て だしたん です 

よ。 (i^ の 中から、！ M じ 形，^ した 小さな 继瓶か 出して) で 

も • よかった。 かう いふ ことがあ らうと 思って、 中味 を 

すり 變 へて S いて。 ：：： あなたが お飲みに なった の は、 

あたしが 松 下 先 半： から 頂いた 持藥 一なん です よ。 …… あな 

たは、 また 何 だって、 此方のお 家で そんな もの を 召 上つ 

たんです？ 

久ジ ぢゃ、 さっき m が 飲んだ の は、 M 人.：^ の藥 だった の 

か。 (苦 ^洩らして 唾.^ 吐出す) 

(：5H 助、 雜.^ 立ズ、 笑 ふ。 S 江は悔 蔑した 笑 ひ， か^ら 

す。 おち かも 何とな しに 笑 ふ。) 

,人：ー： 僕に あんな 藥を 飲まして、 僕 を 笑 ひ 物にしよ うとし 

な江 でも、 あたしが ぉ藥 をす り！ 1 へたお- 践で、 あなたの 

e.: 命 は 助か つ たん ぢゃ あり ませ んか。 此方のお 宅に も 御 

j 迷惑が S ら なく て濟ん だの ぢ やありません か。 


^助 それ はさう です。 此方で 本氣で 自殺なん かされて 溜 

つた もの ぢ やない。 …… しかし、 この 家 は 元 藪 e 者の 家 

だった の だから、 藥の問 違 ひぐ らゐは 有り さう のこと な 

んで すよ。 

a 江 (馴々 しい 態度して) あたし、 このお 宅へ 今日お 伺 

ひした の をい、 機會 に、 あたし だち の 内 if の 事 を、 此方 

のお.；： きの 方に 聞いて 顶き ます わ。 C53 助に. W つて) 失敬 

です が 、 あなた 樣は どなた で いらっしゃい ます か 。 

助 (相手 見下した 態度て〕 僕 は 此處の 家族の 一人で 

す。 

夏 江 ぢゃ、 あなたに 聞いて 頂、 いても よろし いんです。 お 

身内の 方に 立 合って B 、い て、 わたくし だち の 問の 最後の 

解 快 を つ けた い ん で 御 厘 い ますから。 

助 さう いふ 面倒な 話に は、 僕なん か^ 關 IS しちやい け 

ないで せう。 

W な 江 たにお 身內の 方に 聞いて 頂き さへ すれば。 あたし、 

氣 がすみ ますの よ。 

久三 お前が 持って 廻った 口 を 利く にや 及ばない。 ^が簡 

M に 云つ ちま はう。 簡 m な - J となんだ から" 

夏 江 (慌て、 遮って) ぃト え、 あなた はどう かする と很 

も 薬 もな い > ^ と を 仰 有る から いけない わ" あたし に 云 は 

せて 下さい。 (口調に ffi 味ん ろけ て) あたし はき 分の 身 
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體 を引當 てに、 五 百圓の 借金 をして ゐ るんで す。 久三さ 

んが 保證に 立つ てゐ て、 そのお 金 は 二人の 生活に 費った 

の ですから . 期限までに どうにか 極り をつ けて 賀 はな、 き 

ゃ闲る ん で 御座 い ます の 。 

久三 それで、 その 借金 を拂 つち まふまで、 僕に 魔 藥を飲 

ませな い やうに 警戒し てゐ るんだ ね。 御 親切 さま だ。 

更江 (悠然として) あなた は 死に さへ すり や la; 仵が のが 

れる やうに 思つ てゐ らっしゃ るんで せう けれど、 若しも 

あなたが、 今 自棄な 死に 方 をな すったら、 お 11 の 御兩親 

を はじめ、 譯を 知らない 方 は、 みんな あたしの 所 にな 

さろ に 極つ てる ぢゃ ありません か。 あなたが 御 a: 分で ど 

うしても 死にたい の-なら、 それ は 御. 勝手なん だけれ ど、 

あ と の 事 は ちゃ ん として 置い て 下さら なきや いけません 

よ。 

久 三 それで、 僕 を摆ま へ に こんな 所まで や つ て 来たの か。 

…； お前の 借金 拂 ひが 出 來る くら ゐに、 金の 工面が つい 

たなら、 僕 だ つ て 死ぬ 氣 になら なか つ たか も 知れない よ。 

(おち かに 向って) おち かさん、 お茶 を  一 Js んで 下さ 

い。 水で もよ ろしい。 あんな 纏 を 飲んだ ので、 胸の 中が 

むかく して 來て いけない。 

(おち か 入って 行く。) 

治 助 兎に角、 君 は 物騒な 男 だね。 出！^目に自殺なんか企 


てる やうな ヒステリックな a- に は、 婦入 病の 藥が 利！ H が 

あるか も 知れな いね。 細お と 二人で そ の 藥 を持藥 にした 

らい  >か も 知れない。 

久三 (前と 違って 元 親. ついて) 僕 はさつ き 5 父さんの 顔 

を 見て ゐろ うちに、 ふっと 死にた くな つたんだ が、 .H 分 

でも 變 だな。 …… しかし、 もう 大丈夫. も， つ 決して 死な 

ない C 人が 僕 を 殺さう としたって 殺さり やしない。 (C 分 

ゆ- li; 

に 力.^ つけろ やうに 云って) 治 助さん。 僕 はね …； 昨夕 

いく. これ を (a 江ん、 指？ *3 して) , まごう としたか 知れ 

な いんだよ。 いや 殺さう としたの ぢ やない。 殺した 方が 

い 、 と昨タ い く 度 思 つ たか 知れな い ん だよ。 ： … ところ 

が、 敬 をで も. 惡人 をで も 一思 ひに 殺せる やうな" 器 

態が、 僕の 心に はどうしても 起つ て來な いん でれ。 

(； T 助 •<< 三 の 言 詰と 態度と t-vw 究的 に-兌^して ねろ。 

s 江 は、 何. K み つてね る 2  ：： へと WW つて. Q ろ？、 うな 1" 笑 

.^ss す。) 

夂 三 僕が 柄に な い 過？；：！ な 一 J と を 云 つ た の を 變に思 つて ゐ 

ろんだら う。 (誰れ に 云 ふと もな く 云って) こいつ が戀人 

を ほかに 挤 へて ゐ ると か、 僕 を 欺いて 僕 を g 付ける やう 

な こと を 企んで ゐ るかして ゐる のなら、 僕 だって ム 力 ム 

力 とし て 極端な こ とが 出來 るんだ が、 さ うぢ やな い んだ 

からね。 
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S 江 何 を 詰らな い >  J と を 仰 有る の ？ 

久： ：； そり や 詰らない こと さ。 …… だけど、 昨夕から 今朝 

へ かけて、 一 一人で あんな いやらしい 喧嘩 をし つ r けた こ 

とを考 へ て 見る がい 、。 色男で も 出來か 、 つ てゐる やう 

な こと を 云って、 僕の 氣を ひいて 見たり、 僕の 側 を 離れ 

たら、 世間が ちゃんと お膳 立 をして、 お前 を 待って ゐる 

やうな 蟲の い 、 こと を 云ったり して ゐ るの を、 お前 は！ 

間し く 思はなかった のか。 僕が お前の 借金 を 奇麗に 狒っ 

て やった にした ところが * 狒 はないで 死んだ にした とこ 

ろが、 お前の 落 行く さき は 大抵 分つ てら あね。 

(^1  乂 たしげ LL) それ は 大-? なお 話よ。 そんな こ 

と を 他人の 前で 云って、 事情 を 知らない 人 は、 あたしと 

い ふ 女 を どんなに 誤解 する か 知れな いぢゃありません 

力 I  - 

久三 だって、 お前の 方から 望んで 云 ひだした こと ぢ やな 

いか。 ：：： お前 は 僕 を 離れさへ すり やどう かなる と、 さ 

きを 樂み にして るか 知れない が、 僕 は …… 。 

江 (相 乎の fH^,^ 慌た マし く 遮って〕 何 をく ど/ \と 

錢言 見た いなこ と を； K ふんです？ あなた の 身內の 家に 

來 たからって、 にえら さうな 口 を 利いて。 …… あたし 

は當然 取る ベ きお 金 はおら なきやな りません よ。 えら さ 

うな 口 を 利いて、 人前で あたしに 耻を搔 せた き や、 出す 


ベ きお 金 を 出した あとでな さ い 。 

(夏 江は久 三，^ 小突 さま はす。 久三は それに e 抗 して 

相手. 突 1^.- ばす。) 

久三 昨夕の やうに お前に 負けてば かり はゐ ない ぞ。 おれ 

が 能無しで 小 汚い 男なら、 お前 だ つ て 薄つ 汚い 女 だ。 

(夏 江、 昂费 して、 肩 f ^起して、 無我夢中 になって 武 

者ぷリ つく。) 

(おち か は. M からお 茶 1^ 述 んて來 て、 さっきから 二人 

の 様子，^、 呆氣に 取られて 見て ねる。) 

(；？ E 助 は、 おちが.，^ 见て、 一一 ヤノ- \i 夭って、 夂！ 一； 夫婦 

の 醜態.^ 见 ろと 1:^ 額て 知らせろ。〕 

(そして、 打 遣っても？ a けない の. V  、二人，， 引分け X  。 ) 

僕の 家へ 來 て 夫婦喧嘩の お さら へ なんか されち や 迷 

惑 だよ。 

久ー 一一 いや、 どうも 濟 まなかった。 (頭ん-下， けて 面目ない と 

云った 衷情. -s- ろ) 

(夏 江はテ I プ かに 寄リ すがって 泣く。〕 

(明 三、 足ん」 引 招りながら 奥から 出て 來 る。) 

明 一一 一 (威厳 1^ 見せて) お前 だち は 直ぐに 歸 つて くれ。… 

…人の 家へ 来て ，H 殺の 眞 似し たり、 夫婦 喧 嘩 の 眞 似し た 

り。 耻 知らずに も 程が あると 云 ふ もの だ。 おれから 金 を 

引出す ための 狂言 だら う。 馬鹿め。 それが おれに 分らな 
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いと 思って ゐる のか。 •：：. さあ、 早く 歸 つて くれ。 (久三 

の 背ん-突く) 

夂三 これ は 驚いた。 …… わたくし は 芝 氣 なんかち つと 

も 持つ てゐ ない 人間 だから、 そんな こと 夢にも 思 ひっか 

なかった のです が、 伯父さん にさう 云 はれて 見る と、 成 

程 狂言の やうでした。 わたくし も 生れて はじめて、 人の 

前で 芝居 をした のです ね。 

明 一一 一 それに 氣が ついた のなら、 今日は 大人しく 歸 つて 吳 

し 0 

久 三 歸 ります とも ( キク パリ 云って) 大變 御迷惑 を 掛け 

て由譯 がありません。 …… しかし、 伯父さん。 わたくし 

は 今日 此方へ お 伺 ひした 時と はまる で 違つ た 人間 になつ 

てお する ことが 出来さう です よ。 だから、 狂言 も わた 

くし 自身に 取つ ちゃ 無駄でなかった 譯 です。 … •  (S 江 

の 肩. 叩いて) オイ、 冤に 角歸 らう。 伯父さんが あ、 仰 

有 るんだ。 

(S 江 は、 さっきから、 自分の額1^-明三に見られま い 

としてね ろ。 明 三 は 夏 江の 親，^ 見 リ.， ^しながら、 

ゴ ッソリ 見 うとして ねろ。) 

久三 小さくな つて ゐ るなん て、 不斷 のお 前に も 似合 はな 

いな。 顔を上げて伯父さんに御挨：^^^して行け。 一生に ま 

たと 伯父さん にお 目に？ K る こと はないだ らうから。 (夏 


江，^ 引 抱へ て、 明 三の 方へ 無理に： ml^.w けさな て) これ 

が不斷 お. 峰 をして ゐた 伯父さん だ、 (叫 三 LL,M つて) こ 

れが 、 かねて あなた の .ぉ 斥し てゐら つし やった 女です J 

(夏 江に 萎れた 顔して 挨^す ろ。 叫 三 はせい ハ して^ 

釋 すろ。) 

(その やい、 機會 として、 お r- か は、 江と久 三と 

にお 茶ん. - 出す。) 

久三 (茶 1^ 欽ん て) おち かさん、 面白かった でせ う。 あ 

なた は： 結婚し て もこん な 馬. 龍な 似 はしない やうに、 今 

から 氣を つけて いらっしゃい。 (明 三な ど， に. S つて) 御 

迷^^惑を掛けて濟みませんでしたね。 …： 我々 二人の ほん 

とうの 芝居 は  >  」 ちら の 門 を 出てから なんです よ。 …… 左 

様なら。 

(久三 は附け 元氣て さう 云って 出て 行く。  ー乂江 は、 0 

瓶， ^ベ  > 'チの 隅に ™a いたま &、 それに^ づ かないて、 

コソ て 行く。」 

明 三 二人とも あつかましい 奴 だ。 これからぁんな奴は^53 

せっけち やい けない。 (我れ ともなく ぺ 、ノチ Li 腰， 小お. < - 

して、 ん助， CJ^ 见ズ、 稍々 機敏 底して) さう 云へば、 さ 

つ き 島 田が 來て い ろく 話 をし て 行 つたよ。 

治 助 (^淡に) さう です か。 

明 三 先方で は 非常に 氣乘 りが し て 、 一 曰 も 早く 話 を； 褪め 
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たいと 云って る さう だよ。 此方で も あんまり 迷 はないで、 

M.;.. く 極り をつ けた 方が い &だ らうね。 

^助 さう です。 (1? 淡に 云って) お母さん は何處 かへ 出 

けたんで すか。 (おち かの 方 > ^兄て.〕 兄さんの 家へ 行 

つたの かい。 

おち か え 、 。 何だか 急に 思 立 つ て お出でになりました。 

(彼女 はさつ さから、 處へ； 仃か うとしながら、 父子の 

話 LL 心. 紹リ がして- Q るら しく^ 躇 して ねる C) 

明 11! お母さんが ゐ なく つ てよ か つ たの だ。 あれが ゐ たら、 

久ニ！ や あの 女の 不 しだら な 樣を見 て どんなにい やな 思 を 

した ことか。：：； を ま はした かも 知れない よ。 (おち かの 方 

ty<  ) お前 は：：， 厂く 午餐の 仕度 をし なきや いけない よ。 

おれ も 腹が へった。  、 

(お ちか、 不承々々 に， M へ 入る。) 

治 助 お父さん もお 疲れに なつ て る やう だ から、 あちら で 

お休みに なつち やどう です？ 

明 三 ゥン。 …… おれ も 今 B は ひどく 疲れたよ。 心の 疲れ 

が 顔にまで 現 はれて ゐ るの だら うな。 久 三が おれの 顔 を 

兑 てい やなこと を 云った。 おれの 顔に 死人の 相で も 現 は 

れてゐ る やうな こと を 云った。 それに、 あいつ、 おれの 

胸に ギ ック リ應へ る やうな 氣 持の 惡 い ， J と を 云 つ た。 

； 55 助 どんな こと を 云 ひました？ 


明 三 どんな ことって 、別段 珍ら しい >  J とぢ やな いんだが、 

 珍ら しくない ことで も、 時と 場合で ひどく 胸に 響く 

こと も ある もの だ。 

治 助 あの人 は 無能で 金 もな いんだから、 自棄な 口 を 利く 

やうに なつ たんで せう。 信託 會 社の 方 も 免職に な つ たら 

しいので すね。 

明 三 さう だら うと おれ も 思って ゐ たよ。 身内に あんな 男 

がゐ ると、 お れだ ち の 信用に 關は つ て 困る んだ か … … 。 

殆助 さう です ね Q  ( 冷淡 に 云って、 ふと 調子 、か變 へて) わ 

たし は 今朝、 木 村さん の 家へ つ て賴 まれたん です が 、 

あしこで は、 この頃 手不足で K つ てゐ るから、 少しの 間、 

おち かさん を 貸して くれない かと 云つ てゐ ました。 貸し 

て 上げろ 譯に 行きません か。 

明 三 いや、 それ は W るよ。 家で は 一 日で もお ちかに 出て 

行かれち ゃ闲 るよ。 あれが ゐ なくなつ ちゃ、 おれ も 飯 も 

食へ なくなる ぢ やない か。 

治 助 他所から 手 頼つ - 三 . . ：" ちかさん がゐ なくなつ て 

さへ、 お父さんの n た』 ； 支 へ が ある のなら、 なぜ 

兄さん 夫婦 を 外 へ 出し て 置 くんです？  >  J の 家に 住ま は 

せて 家の 用事 を させたら い 、ぢ やありません か。 (責め 

ろ やうに 云 ふ) 

明 三 理窟 はさう だが、 春 雄 はこの 家に ゐ たくない の だか 
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ら、 どうも 爲 方がない よ。  一 

治 助 ゐ たくな いのは • 兄さんば かり ぢ やないで せう ね。 一 

明 三 お前 も 結婚したら、 1^ ぐに 別お する つもり だら う。 

それ はおれ も覺 悟し てゐ るんだ よ。 

： お 助 結婚の 話 はま あ 待って 下さい。 …； それよりも、 た 

びく わたしが 云 ふ やうに、 > J の 家 は 人に 賣 るか 貸す か 

し て 、 郊外に でも 住み い \ 家 を 新築し たら い 、 ぢ や あり 

ません か。  この 家が いけな いんです よ- お父さんの 

身 gi の 加減の 惡 ぐな つたの も、 一 つ はこの 家の 所爲 なん 

です よ。 舊弊な 言 草 だが、 この 家が 祟る のか も 知れ ませ 

んね。 ：… 山師の 惡德驗 者の ために 治： 1^ 法 を あやまって 

死んだ 者の 怨みが、 ごの 家に 殘っ てるの かも 知れません 

よ。 我々 が この 家に 移って から、 碌な こと はな いんだ か 

ら。  今日 だって 久 三さん を 哂 ひ 物にして すんだ やう 

な もの k 、危 いところ だった。 この 後 また どんな 不吉な 

、 J とがな い とも 限りません よ。 

明 三 久三 もお 前の 云 ふやうな こと を 云って ゐ たつけ。 … 

. . . お前 だ ち 若 い 者が そんな 迷信 を 有 つて ゐ るから 不思議 

だ。 この 年齢で 新奇に 家 を 建てたり なんか、 そんな 面倒 

くさい ことが 出來る もの か。 此處は 蔬ぃ價 で 買って、 あ 

の 大地 K にも 燒け なか つ たやうな 蓮の い \ 家 ぢ やな い 

か。 お前 だ もが どこへ 行かう とも、 おれ はこの 家の 空氣 

  一 


を つて、 生きて ゐられ る だけ iH きて ゐる つもり だ。 新 

奇な家 を 建 てた つ て 珍ら し い の は當 座ば かりだよ。 …… 

いや、 かぅi^^-體が惡くなっちゃ、 家の 新しい か 小； I いかよ 

りも柔 しい 入 間の手が 欲しい よ。 だから、 おち かの やう 

な柔 しい 氣の 利いた 女に、 出て 行かれり やしない かと- 

お れは氣 遣つ  てゐ るの だ。 お前 だち も あの 女に 邪 ii な こ 

と はしない やうに して 吳れ。 一 曰で も 長く ゐて賀 はに や、 

第 一 おれが 不自由な 思 ひ をす るんだ から。 

治 助 お父さん は、 そんなに おち かさんが お 好，？ なんです 

力 

明 三 . あれが 明日で も 出て 行き やしない かと、 氣^5-はれる 

の だが、 お前 はどう 思 ふ。 

治 助 (面 羞げ に〕 何 をです？ 

明 三 (わたりん lit ろ やうに) おち かに もこの は、 心に 

思つ てる 男が あるの ぢ やなから うか。 急に おめかしに 身 

を 入れ だしたり して。 樣子 がどう も變 た。 …； 年齢が 年 

II だから 無理 もない が。 

0 て、、 へ、 坂本某(ニ十代のe?)が^fiれて來ろ。) 

坂 水 伊 m さんの 風菌 は、 お宅へ いらっしゃらなかった で 

せう か。 

明 三 いえ、 來てゐ ません。 くに子 はこ ちらへ 来ろ と. 石つ 

たのです か」 (足 1^ 引 招って 訪 の 方- ノ仃 く〕 
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坂 本 m-: 、株 は 今朝から お (氷に いらっしゃらな いので、 何處 

へ お出 ましに な つたの かと、 旦那 樣 がさ つ きから 心配し 

てい らっしゃ います。 

明 三 どうしたんで せう。 何 か 事が あつたので すか。 

坂 本 わたくし はよ く 存じません が。 

； 5£ 助 (ふと. 奥の 方.^ 见て 微笑ん して) 妯 さんが 此方 

へ 來たら 商ぐ お知らせし ますから、 あなた は 外の 心當り 

を搜 して 卜さい。 

1^ 本 ぢゃ、 さう いたし ませう。 

i£ 助 抛つ といても 心配な ことはありません よ。 迷 ひお に 

はなり やしないで せ-つ。 

(i^ 水 は、 心^して ねる ^三の 額，^ 见ヒげ て、 挨 し 

て出ズ 行く。) 

(くに子 (伏 束秀 雄の 一 卞乂、 三十 くらね。 神經 性の 女) 

逃から 出て 來 ろ。； 

g-:::  ({ 女心して J  くに は 其 處にゐ たの か、 いつの 問に 來 

てゐ たの だ？ 

く Li 子 あたし さっきから、 あしこに 立って ゐて、 立 聞 を 

して ゐ ました。 こちらに はお 客 様が いらっしゃる やう だ 

つたから、 裏から ソッと 家の 中へ 入つ たんです。 久三さ 

んが 女の人と 一 しょに 歸 つて 行く の を、 氣の 箱な 思 ひし 

て 兑てゐ ましたの よ。 (と 云った わと て、 直ぐ に 侮蔑し た 


やうに〕 あんな 人なん です かね、 久 三さん が 11.:^ して ゐ 

ると いふ 人 は。 

明 三 人の 事よりも、 お前 はどうして 無 斷で家 を 飛 出して 

來 たの だ？ 

くに子 それが お父さんに はお 分りに ならない の。 ：… ？ie 

助 はよ く 察して くれる わね。 

治 助 僕に も 分り やしない さ。 

くに子 さう？ あたしに は …… あたし だけに は、 治 助が 

島 田さん の 持つ て 來た緣 談に不 ほ 意な こと はよ く 分つ て 

ゐ るのに。 

(くに子 は 不平ら しく さう 云って、 ベ 、ンチ LL 腰. なお， つ 

して、 S 江 S  §^ い て 行 つ た藥 瓶，^ 何氣 なく 手 に 取 つ て 、 

指の 先て いじく りながら。) 

くに： 十 あたし、 此處へ 来たら 慰めて K へる だら-つと 思つ 

て 、 家 を 飛 出し て夾- たの だけれ ど、 お父さんの 顔 を 見た 

ら、 とても S¥ みの 叶 ふ 見込みの ない ことが よく 分った の。 

治 助が 云った 通り、 この 家が いけな いんです よ。 改築す 

るか、 移 する かしたら い、 でせ うのに。 

s- 三 どいつ も 勝手な こと を 云って る ••：•• 。 それより もお 

前が 此處 に 來てゐ る こと を、 早く 伊 束 へ 知らせ なきやな 

るまい な。 

くに子 打つ ちゃつ といて い、 のよ。 
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(おち か、 奥から 顔， か 出して。) 

おち か ぉ瞎 立てが 出來 ました。 くに子さん も 召 上 るんで 

せう。 

くに子 あたし はよ ろしい のよ。 …… おち かさん は 相變ら 

ず 一人で 毫所 仕事 をして、 お 忙しいで せう ね。 お母さん 

は 今日の！ u 曜に もまた 兄さんのお 家へ 行って るら しいの 

ね。 煩がられに 行かな くつ て もい 、 でせ、 つに ね。 

治 助 やう やく 飯が 食へ るんだ な。 

明 三 くに も 一 つし よに 來ぃ。 食べながら 話 をしょう。 

くに子 ほんとうに あたし は 何も 食べた くありません の。 

…： 皆さんの 御飯の すむ まで、 あたし はこ \ で •； ヱ 關番を 

して ゐま すわ。 . 

(明 三と 治 助と が奧へ 入る。 今 まて 快活な 口ん、 利いた 

くに子 も、 俄かに 萎れた 樣子 1^ して、 ベ ンチ から 立 上 

つて 椅子に. 腰，^ おろし、 物., か 思って ねる やうに 空間ん、 

見詰めろ。 一て、 一へ、 $ レ東秀 雄 (三十 餘歳、 不斷 着て 着 

こなしが 亂れ てね ろ) 下手から ァ タフタと 出て 來ろ。 

くに子.^ 見つける と、 悅 しさ が 胸 か ら ；：^」 上げろ 様に し 

て 上 へ わがる。) 

秀雄 やはり 此方へ 來てゐ たの か。 …： 坂 本 はお 前 を 捜し 

に來 なかった か。 (くに子の 側に 腰ん-掛ける) 

くに子 (鋭，^ 上げて〕 ど、 つです か。 … . それよりも あな 


たは 何し にい らっしゃった の？ あたしに 何 か S が お 

ありな さるの？ 

1^ 雄 {<^1呆け てゐ るね。 …； 昨夕お 前が ヒス テリ ー を 起し 

て、 絶望的な こと を 云って はゐ たが、 まさか 卅.！ 間の 物 笑 

ひになる やうな こと はしない だら うと 思 つ て ゐた。 

くに子 あたし はいくら あなたに 侮- されても、 どうもし 

ないで、 泣寝入り に寢 てし ま ふ 女 だ と 思って ゐら つし や 

るの？ 

秀雄 まだ そんな こと を 云って るの か。 おれ はお 前 を 侮辱 

した 覺ぇ はない よ" …… 此處 のお 父さん やお 母さんに 訊 

いて 頂かう か。 おれ は、 たに つゆ子と いふ 不仕 合せな 女 

を 庇って や つ た^け なんだ。 それでも お前の 氣に 障る の 

なら、 今後 絕對 にあの 女 を 家 へ 入れな いやう にし て も い 

い の だ。 つゆ子 はおれが^ 話 をして やらう とやる まいと、 

ど つ ち 道 不幸に 落ちる 女なん だから、 此方で 4^ 話 をす る 

の も 無駄骨 折 見た いなもの なんだ よ。 、 J れ から 知らん顔 

して ゐて もい  > -ん だ。 

くに子 此 處へ來 てまで、 そんな 言 譯 なん そ、 聞かして 貰 

はなく つ て もい.^ のよ。  今にお 父さんが 出て 來て、 

あなたと 一 しょに なって、 徵 臭いお 說法を S かせる の だ 

と 思 ふと、 あたした まらな いんです。 (相手，^ .sg: かす やう 

な 目， かして、 言 紫 LL 力，^ 籠め て) あたし は、 親兄弟に 愚 


痴を こぼした くって、 今日 此處 へ來 たん ぢ やありません。 

あなたが、 勝手で さう 極めない やうに して 下さい。 ：.… 

あたしの 死骸 は、 伊柬 家の 世話にならないで、 兩 親の 手 

で 跡 片付 をし て K ひ た い と 思つ て、 今日 此處 へ 来たん で 

す。 ：… あなた は そっちへ 行って いらっしゃい。 

(彼女 は ヒス テリ 5v ク にさう 云って、 雄.^ 押 ける 

やうな 羊 付.，^ し 、椅子， =5? 離れて ベ ンチ Li 橫 たはって、 

かの^ 瓶， か 取上げて 飲む。〕 

くに子 これ は、 この 家の 前の 持主だった お 翳 者から、 兄 

さんが 贤 つた モ ルヒネ なんです， - 眠りな がらい 、氣 持で 

死ねる やうに 調合して あるんで すわ。 あたし、 兄さんの 

机の 引出しから 盗んで、 死にた くな つた 時に い 、氣 持で 

死ねる やうに、 しょっちゅう 自分の 身に つけて ゐ ました。 

今 丁度 >  J の ぉ藥を 役に立て ろ 時が 來 たんです。 (感傷的 

な て) あたし、 こんな 冷酷な 人生に 牛： きて ゐ るより 

は、 n ナく かの 世界へ 行った 方が 幸福なん です。 ：… あた 

し、 今い V 夢 を兑 かけて ゐ るんだ から、 誰れ も あたしの 

側へ 來て、 あたしの 夢 を搔 m さな いやう にし て 下さ い 。 

雄 戯談 もい、 加減に しろよ。 (氮遣 はしげ に- 份へ 寄つ 

て) まさか モルヒネ ぢゃ あるまい な。 芝 S の 眞 似 をして 

1W: かすな よ。 (くに子の.；^ 體に 手.^ 觸れ る) 

くに子 芝居なら、 さう 思って 接 敷に 坐って 觀 ていら つし 


やる とい、。 ；… それ は い 、 夢 を あたし 見かけて ゐ るの。 

(彼女 は 目 1^ つぶって さう s つてね ろうち に、 ふと 苦 

痛ん 感じたら しく。) 

くに子 あたし 變た わ。 どうしたの だら う。 ォ、 苦しい。 

(胸., ■ ；-押 へ て 藻搔 きながら、 ベ ンチ からす ベリ サ詻ち 

る。) 

秀雄 馬鹿な 眞似 をす るから だ。 (と、 小一 wl^ 云って から、 

奥の 方ん 顯 みて、 大聲 て慌 K  しく) 誰れ か來 て 下さ い 。 

早く。 (と 叫ん て、 くに子ん < 抱 上げろ〕 

(くに子、 秀雄にしがみっ ぃ\上^!:11する。 殆助 1^ 先き 

に、 明 三と おち か V 奥 か. X 出て 來 る。) 

秀雄 くにが 今 變な藥 を 飲んだ のです。 早くお 醫者を 呼ん 

で來て 下さい。 

殆助 (藥瓶 LL 目，. J- つけて) それ は、 久 三さん の 妻 君が 忘 

れて 行った 稳藥ぢ やない か。 どうして、 そんな 者 を 飲ん 

だの だい。 …… おち かさん、 大急ぎで 醫者を 呼んで お出 

で  どうし て そんな も の を。  今 曰 は どうも 變 な 曰 

だ。 

明 三 早く 翳 者 を。 早く。 

(明 一一 一-、 痛む 足，^ 引摺リ ながら ゥロ  （- する。 おち か 

奧へ 入る。) 

くに子 (ます みながら) あたし、 お父さんの 不斷 
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の持藥 かと 思って. 戯談 に飮ん だんです。 ：… あたし、 

死ぬ 氣ぢ やな いんです。 …； ァ 、苦しい。 …… 早くお 醫 

者 を 呼んで 來て 下さい。 あたし、 今 死ぬ るの はい や。 … 

助けて 下さい。 

治 助 指 を 喉 へ 突 込んで、 腹の もの を 吐出したら い k でせ 

う 0 

(治 助と 秀 雄と 力な 合せて、 くに子，^ 部 S の 端へ 抱へ 

て 行って、 飮ん， たもの.^ 吐 かぜよう とすろ。) 

明 三 何とい ふこと だ。 (溜.：！^." 吐いて) お母さんが ゐた 

ら目を ま はす だら う。 

(足.^ 引 招りながら、 皆ん なの 側へ 寄って 行く。) 

(くに子、 うめき 績 けろ。.？ 

11 幕 一 

二 

バラック 建ての^ 東秀 雄の 住宅の 客室。 前の 幕の 大山 

明 三の 應接室 rs リも 粗雑ても ろが、 現代 風て 明ろ みが 

わる。 

油 給の 額が 掛 つてね て、 蓄昔器 も 匿 かれて わろ。 

秀雄は 摘 リて蒂 昔 器の 则に坐 つて、 陽氣な g 洋樂， 

いて ねる。 そこへ、 く  LL 子が 衰弱した 様子， ^して 入つ 

て來 ろ。 餌の 面！.： 現 S 離れの した、 稍々 樓 味の わる、 


並 na 入て ないやうな 盼 色.^ 施して ねろ 

くに子 今日はお 天. 氣 がい、 のに、 何處へ もい らっしゃら 

ない の？ 

秀雄 今朝から さう 極めて ゐるぢ やない か。 

くに子 でも、 一週に 一度の 休日に 家にば かり いらつ しつ 

ちゃ、 身體 のために よくな いぢゃありません か。 

秀雄 ハ、、 。 今日に 限って そんな こと を 云って る。  

お前が 外出したい 氣持 になった のなら、 夕方から 一 しょ 

に 散歩に 出ても い i んだ がね。 

くに子 あたしに 遠慮な さらな くっても い 、のよ。  ど 

うせ、 あたし はもう 入の 中へ は 出て 行け なくなつ たんで 

すから。 

^雄 卜らない > J と を氣に 病む 必要 は な い . ち やな いか。 新 

聞に 出された 譯ぢ やない し、 一 時の 戯談 としてもう 濟ん 

でし まって ゐるぢ やない か。 

くに子 あなたが そんな {- ^々しい こと を 仰 有った つて 駄 nw 

よ。 あたしに はちゃん と 分って ます わ。 あにし が 自殺な 

ん か出来る 人間 ぢ やない つて こと を、 あれ 以來、 あなた 

は 見破つ て 安心して いらっしゃ るんで せう。 

3 そんな こと は どう だ つてい、 ぢ やない か。 .H 殺の 出 

來る 人間が えら いって こと はな いんだし。 

くに子 あなたの 3 心.^ 鬼に 角、 あたし. H 身、 自殺の 出来 


男 n れ ？ 迎欲 
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ない 入 間， たって ことが 自分に よく 分つ て、 急に 世の中が 

淋しくな りました。 . 

秀雄 S? 鹿な こと を 云つ てゐ る。 自殺の 出来ない 人間 こそ、 

^の 中が 面 白 く暮 せる んぢ やない か。  あの 日の こと 

は、 もう 忘れて おしま ひよ。 

く Li 子 忘れよう としても 忘れられる もの です か。 あたし、 

身體 がよく なれば なるほど、 あの 特 のこと がハ ツキ リ思 

出されます わ。 お父さん も 治 助 も あなた も、 おち かさん 

でさ へ 、みんな 蔑視んだ：：： であた し を てゐ ました わね。 

S 蔑視んだ のぢ やない、 心配して！ 3^ てゐ たの だよ。 

く Li; 十 本當 は、 あの 時 あたし は あの ま&で 死んで た 方が 

よかった の。 

秀雄 ぢゃ、 以前のお 前 は あの 時 死んだ ことにして、 新し 

いくに 子が iH れ出 たこと にしたら い . --ぢ やない か。 

ごみく づ 

くに子 新しい くに子？ こんな 頭の 中に 塵 ® の 詰って る 

5^ な： M 持 をし てゐ て、 新しい くに子 も 何も あ つた もので 

す 力 

(#snl 器 はま だ ig~ いてね ろ。) 

(そこへ、 下女が 名刺，. 持って 入って 來る。 秀雄、 そ 

の 名刺， ^見て Ep.^^ めろ。) 

秀雄 鬼に 角 此處へ 通して くれ。 

(下女、 出て 行く。) 


くに子 どなたが 訪ね て ゐら つした の？ 

秀雄 あんまり <Is ひたく もない 人間なん だが、 斷る譯 にも 

行くまい。 お前 は あちら へ 行って ゐ たら い 、 だら う。 

くに子 あたしが 會 つち やい けない の ？ (言葉ん」 尖 らぜ て) 

それ 御覽 なさい。 あなた だって、 あたし をお 客樣の 前へ 

出す こと を いやがる やうに なった ぢ やありません か。 あ 

たし を 劣等な 人間 扱^して。 

秀雄 (不快.^ 忍ん て) ぢゃ、 此處 にゐて もい、 よ、 …； 

染 井久三が 来たんだ よ。 あいつ 何の 用事が あるの か。 

くに子 (不快ら しく) 久 三さん が？ 何し に來 たんで せ 

う。 

(そこへ、 久 三が 入って 來ろ。 服装 は 序幕と 同じな の 

,た が、 額面 LifJ.-!^ 離れの した、 蒈 通の 人 てない らし 

い 印象ん 與 へ る やうな 粉 SJ,^ 施して. Q る。) 

久 三 今 tn はよ く 御 在宅で したね。 (と、 秀雄 L1 挨拶して か 

ら、 笑, か 浮べて くに子の 方.,^ 见上げ \^)  くに子さん は 

身體 がスッ カリよ くな つたの？  二三 口 前に、 往来で 治 

助さん に會っ て、 藥違 ひの 話 を い て 大笑 ひ をし たんで 

すよ。 

くに子 (不機 縦ら しく) あなた は あたし を挪 4S ひに いら 

つし. つたの？ 

久三 飛んでも ない こと だ。 大笑 ひした ことが くに子さん 
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のお 氣に 障る のかね。 僕の 獨 り 心中の しそこな ひも 大笑 

ひなんだ から、 お 互 ひさまで す。 

秀雄 (ますく 不 機敏ら しく) 君 は 滅多に 僕の 家に 來た 

ことのない 人 だが、 今日は 何 か 用事が あるんで すか。 

久三 特別に S 事が ある 譯ぢ やありません がね。 ー應 くに 

子さん にお 詫. ひ をして 置かう と 思って。 ：… あんな 藥を 

う つ かり §K 忘れた 、めに、 飛んだ 御迷惑 を 掛け て濟 みま 

せんで したね。 

くに子 治 助が 餘計 なお 喋 舌 をす るから いけない。 自分の 

同胞の こと を 面白 づ くで 人に 話す なんて ひどい 奴ね。 … 

… (昂奮して〕 頑！： なお 父さんで さへ、 あれから 神 11 を 

病んで、 一 刻 も 早く 家を變 りたい と 云つ てるん ぢゃ あり 

ません か。 兄 は 兩親を 嫌って 外へ 出て ゐ るし、 治 助 はお 

ちかさん に 誘惑され て 兩 親の 勸 める 緣談を 嫌つ てゐる 

し、 あたしの 資家は 早.； i 破滅す るで せうよ。 

久三 なに、 彌生 町の あの 家屋 は 破滅しても しなく つても、 

大山 家 は 大丈夫た。 第 一 资康が あるんだ からな。 

くに子 健 かな 资產 なぞ、 手 頼りになる ものです か。 

欠 三 ところが、 僕 は 今、 その 僅かな 金の ために も、 百圓 

足らずの 金の ために 苦勞 して るんで す。 …： 僕 はね。 自 

殺 をし そこねてから、 生れ 變 つた 人に なって、 世間に 對 

して 威張って ゐた つもり だが、 やつば り 駄目だった。 空 


威張 をした つて、 A とい ふ 人間 は 何時までも A とい ふ 人 

問で、 A が B に變る こと はない のかな。 …… (醉 漢のク 

ダ 見たい に) いや、 しかし、 ^は あの 時、 藥 の問漠 ひ 

で、 生命が 助かった と 思った の は 間違 ひで、 本當は 死ん 

で、 異 つた： 界に 入って るん ぢ やない かと、 時々 思 はれ 

る こと も あるんだ。 …： 僕の 飮ん だのが 眞資 の南藥 で、 

くにさん の 飲んだ の が、： W 人藥だ つたの かも 知れな い て e 

ゝ、 、 0 

(秀雄 は不機 縦， たった 額に 笑 ひん、 浮べる。 くに子 も 機 

凝.^ して 淋しく 笑 ふ。 久三、 E 分が 何 處に來 て； 3 ろ 

のか.^ 見定める やうに 内 ュ少见 廻す。) 

くに子 さう 云へば、 久 一 二さん は、 今 ni は 人が 違った やう 

に 陽氣に なって ゐる のね。 お金に 不自由し て る やうな と 

ころ は ち つ とも 見 えな いぢ やない の。 

欠 三 さう 思 はれる だけで も 有り難い 譯 だね。 でも、 生れ 

變 つたに しても、 異 つた 世 £外 に 入って ゐる にしても、 僕 

とい ふ 人間 はなさけ ない 譯だ。 …… あの 後 は、 僕が 戶外 

へ 出る たびに、 僕の あとに、 影が 形に 添 ふ. S くに 僕に く 

つつい て來る 者が あるんで すよ、 危險 入物が 刑离 巡査に 

CS 行され てる やうな もの でせ うな。 

秀雄 (生 a 面目 LL)  sir が 警察の： ぱ意 人物に なって る 譯 ぢ 

やな いんで せう。 
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くに子 あたしに は 分って る わ。 あなたの 影 も此處 へ 連れ 

てい らっしゃる とい. * わ。 あなたの 影に は、 あたし 一度 

• お：：：： に つたこ とが あ <3 のよ。 

ゃノ雄 それ は 何の こと だ。 

久：： ： 僕 は，：：： 分の 身 を 亡ぼさう とした こと はあって も、 ま 

だ 殺人 も强： ^もした こと はない の だから、 警察に 御 厄介 

は 掛けないで せう。 その 點は 安心して 下さい。 

くに子 その 影 は どこに ゐ るんで せう。 (入 nil 目ん」 注ぐ) 

秀雄 二人で 謎 見た いなこと を 云って。 どうしたの だ。 (： 木 

れ たやう に 二人.^ めて、 二人の 現赏 離れの し；^ 額に 

ギグツ と 胸な 满 かす) 

久 一：： (くに子.^ 注視して) 不思 11. た。. E 分の 本 當の影 を 

g 前に 見て ゐる やう だ。 (？ S 言の やうな 感慨ん、 洩らす) 

くに子 (胸 Li 應へ たらしく) そんな H で 人の 顔 を る も 

んぢ やない わ。 (颜， ^外ら したが、 すろ と、 秀 雄の 注意 深 

い：：： I に ぷ つつかった のて) あなた も そんな m で 人の 顏 を 

見る もん ぢ やない わ。 

久！： 一  僕 はや はりあの 時. 死んで ゐ たので、 今 地獄に 住んで 

ゐ るの かも 知れない。 

くに子 (3g ひて 戯談 らしく〕 地 31 に 住んで ゐる 人間に 訪 

^ ぶ "、れ ちゃた まら ない わね。 

(そこへ、 下女が 入って 來 たのて、 三人の 緊張し；： 態 


度が 破れろ。) 

下 女 お 客樣の お連れ 樣が いらっしゃい ました" 

久三 (夢から 醒めれ やうに、 そして 當 惑して ねる らしく) 

僕の 云った の は本當 たったで せ う。 

くに子 こちら へ お通しし てお s5< れ。 

(下女 出て 行く。) 

久 一一！ 御迷惑で も爲 方が ありま せんね。 

秀雄 さっきから 影々 と 云って ゐ たの は、 君の 妻お のこと 

です か。 僕 はま だお 目に 掛 つたこと はな いんだが、 君 は 

妻 君 と 此處 で 落 合 ふ やうに 打 合 せ を して ゐ たん で すね 。 

それなら くさう と 云つ て吳れ \ ばよ か つたのに。 

久 三 打合せ なんか し てゐ た譯ぢ やな いん です が 。 

くに子 あたし、 此間彌 生 町で、 奥さんの 後 姿 を ちょっと 

視 いて 見た つきり で、 どんな 方 だか、 よく は 知りません 

のよ。 

久三 僕に 取つ て、 名譽な こと ぢ やない。 (11 ず-の やうに 一 K 

ふ) 

( 三 人 が そ れ.， の 思 ひな 注い \  、入口.^ 見 てね ると： 

ろへ、 夏 江が 前.^ リも もっと 见窄 らしい 服裝 1^ して 入 

つて 來る。 しかし、 來 馴れて. Q ると、、 るへ 來た やう：， に、 

はじか 

含 蓬ん て はねな い。」 

くに子 さあ、 此方へ いらっしゃい。 
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(S 江 挨拶 ォ ろ。 秀雄は 侮蔑..^ 含んだ H ん 向けて 答禮 

すろ。) 

久三 お前の 住みたい 家 はこん な 家なん だら う。 ：… よく 

見て 置く がい、、 …… だけど、 お前 はおれに^つ、 いて 

ゐ よ- 「とも、 おれの 側 を 離れて 行かう とも、 こんな 當 

の 文化的な 家で、 現代的の 華やかな 生活の 出来る 見込み 

はないだら うせ。 

夏 江 あなた は 人様の 前で あたしに 耻を摄 かせようと 思つ 

て、 こんなと ころへ 速れ てゐ らっしゃ つたの？ (強い 微 

笑 1^ 浮べながら 云 ふ) 

久三 誰れ が隨 いて 來 いと 云った？ お前が 勝手に 隨 いて 

本、 た ？ぢ やない か。、 

夏 江 嘘 を 仰 有い。 …： あなた は あたしが 隨 いて ゐ なけれ 

ば、 一入 歩き は 出來な いぢゃありません か" 今日 此方へ 

来る 途中で も、 何度 往来で 倒れた か 知れな い 。 あたしが、 

抱 起し て 介抱した から こそ、 此處 まで 無事に 来られた の 

ぢ やありません か。 

久三 お前 こそ 龍つ 吐き だ。 

W 江 あなた は 伯父さんのお 家で 死に そこねた 時から、 記 

.. 憶 力が 惡 くな つ て 、 御.： rc 分 のした こと や 言 つたこと さ へ 

忘れる やうに なつたん です。 …： 今日はお 前の 望み通り 

に、 身内の 者に 立 合って 貰って、 最後の 解決 をつ けて や 


ると 仰お つた ぢ やありません か。 …： 彌生 から^ 町に 

天祌 町に、 あちらこちらと、 あなたのお 身 內 の 家へ ；軒 

一 軒 引 張り 廻され て、 此方のお 家で あなたの 御 親類が 品 

切れになる ぢ やありません か。 

久三 最後の 解決と は 金の ことか、 金なら 何處へ 行っても、 

おれの ために 出して くれる 所 はなさ V うだよ。 此處に は 

蓄脊器 も あるし 本箱 も あるし、 汕， II の 額 も あるし、 いづ 

れ、 金庫に は 金が 一杯 詰って るの だら うが、 それ はお 前 

やおれ に は 何の 關係 もない の だ。 諦める がい. -。 (秀雄 や 

くに子に，： i つて) この 女の 身の代金が 五ほ兩 になって る 

ん ださう です がね。 全體 それく らゐの si が > 」 の 女に あ 

るんで せう か。 

一 J_o つ ..-1 

くに子 久 三さん の 言葉 は ま る で 無 敏漢の やうね。 肖 分 の 

, J と でな く つ て も、 あたし 聞， きづら く つ てなら な い 。 何 

だか 怖い やう だから、 もう 歸 つて 下さい。 

久 三 あなたの 怖がる の は、 僕よりも、 僕の 連れの この 女 

のこと なんでせ う。 でも、 怖がる に は 及びません よ。 こ 

ん なに 兑 えても、 この 女 は あなたに をお つ て はゐゃ 

しません よ。 

秀雄 用事がなければ、 今日は これで 歸 つて 下さい。 

久三 何處へ 行っても 徵迎 されない 僕 だ。 叩き だされない 

さきに 歸 ります がね。 僕は强 請に 來た の ぢ や あ 力ません 


另《れ ？  a 
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よ" ,:: 本 常 は に 影の 如く 雜き韁 つて ゐる この 女から 

0 に 離れ よ. 「とし て まご <.\ して ゐ ろんで すよ。 自分 

の 家に ゐる問 は、 一 一入が てんでに 勝手な 瑞言を 云 ひ 合つ 

て、 お 一 Jx】 ひに 相手が ゐ なかつ たらと 思つ てゐ るく せに、 

僳が 他所へ 出ろ と、 此奴 は 屹度 あとから 隨ぃ て來 るんだ 

から If 思議 だ" そして、 さっき 云った やうに、 僕が 往来 

で 韓 んだ の. U つたのと， 僕の 歩き 振り に ま で餘 計な お せ 

つかい を 云 ひ 出す の だから 不思議 だ。 …； どうも 最後の 

解決が 金錢だ け で 盛き さ うぢ や あり ません よ。 

な：： d や ^ くか^かぬ か、 常然 あなたの 出すべき お金 を 出し 

てから 仰^る とい、。 人の ことよりも、 あなた こそ 影の 

やうな 入 だ わ。 あたし はこの 通り 丈夫な 身體 をして、 ち 

やん と 半： きて ゐるぢ やありません か。 

くに子 煩いね。 ：… 影で も 形で も あたした ちの 構った こ 

とぢ やない から、 早く 歸 つて 下さい。 •：： あたし、 この 

入の S い て 行った あの 藥を 飲んだ の か と 思 ふ と、 今でも 

しくって ならな いんです。 この 人、 あたしに 飲ま 

せる つもりで わざと： „g い て 行った のか も 知れな か つ た。 

そして、 あたしが どうな つた かと、 今 曰 二人で 樣子を 見 

に來 たの かも 知れな いんだ わ。 (*«ぷ ろ ひする。 モ して、 

秀 雄に. W っズ) あなた、 この 人 だち を歸 して 下さい。 怖 

くって、 あたしの 頭が 變 になり さう だから。 


秀雄 早く 出て 行って 下さい。 

(彼れ は 座， つて、 久ー 一一に 手， 、ひ 掛けろ。) 

夏 江 あなた、 また 彌生 町のお 家の やうに 追 出される の？ 

(久； ：； ん鋤 す やう LL 云って) あなた は あっちで もこつ 

ちで も 追 出されて、 しま ひに は、 地球の 外へ でも 追 出さ 

れ なければ 收 まりが つかない 人な のね。 .：： 意氣 地が な 

いったら あり やしない。 

久  一二 此處も おれの 家ぢ やない から 爲 方がない さ。 

r 久ー 1;ほ 座，^ 立ち かけた が、 その 隊、 冷笑 憎惡 1^ 含ん 

だ颜 付ん す る。 秀雄 はふと その 現赏 離れ のした 相手の 

額に 恐れ 感じたら しく、 我知らず 久 三の 側.^ 離れ 

て、 逃げろ やうに. 奥へ 人ろ" くに子 も iw じ やうな 態度 

て隨 いて 行く。) 

久三 どうしたの だ？ 可 笑な 人 だ。 追 出さう とした 入の 

方が 逃げ て 行 つ たぢ やな い か 。 

夏 江 あなたが 彌生 e- の 伯父さんの 顏を見 て 死に たくな つ 

たやう に、 あの人 だち は あなた を 恐れた のよ。 (ふと、 惡 

辣な 目，. 光らせて) さあ、 この 隙間に 金庫のお 金 を さら 

つてい らっしゃい。 (權 威，^ もって 命 会す ろ ゃぅに；^^ふ) 

久 一一： 金庫なん か 何處 にも 見えな いぢ やない か。 

夏 江 あなた は U! まで 役に立たなくな つたの？ 金庫 は そ 

- こに， ある ぢ やない の？ 
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( 一方， か 指差す と、 久三は 小さな 皮 文庫， cj- 見て、 - てち 

らへ^}5って行く。) 

夏 江 それ を 持って、 早く 庭から 逃げて いらっしゃい。 

久三 おれ はま だ 泥棒 をした こと はない よ。 …… お前 はお 

れに 泥棒 ま でさせなければ 承知が 出来な いんだな。 …… 

地球の 外へ 追 出される 人間 だと、 お前に 云 はれた おれ だ。 

泥棒 を 遠慮す るに は 及ぶまい。 

(そ、； に、 くに子が もた リん < 偉りながら 顔，^. 出して。) 

くに子 久 三さん、 これ を 貸して 上げます から、 おとなし 

く歸 つて 下さいね。 (情味，^ もって 云 ふ) 

(同時に 紙 包， 小 抛 出して 引 込む。) 

久三 金 か。  ， 

(紙 包の 方へ 寄って^ 込む。 夏 江 も 不思議 さう に 調 込 

む。) 

久三 おれ はつ 比 棒の 代りに 乞食に された のか。 …… お前が 

欲し い の なら、 それ を 持 つ て 歸れ。 

夏 江 (喜ん て〕 持って行っても よくって。  あなた も 

早くお 歸ん なさい。 途中で 轉 ばない や、 つに。 

(彼女 はスッ と 出て 行く 。 久 三 はさつ、 き 開け かけた 皮 

文庫，^ ソツ と 開 けて、 中 , ヶ驄 いて 合點の 行かな い 額 付 

して、 それ ちる。) 

(くに子 入って 來ろ。 J 


くに子 あなた は なぜお 歸り にならない の？ 

久 三 僕 も 物欲し さうな 目 をして、 あっち こっちの 身内 を 

訪ね て 行く も の だから、 乞食 か强 請の やうに 思 は れ て… 

…僕. も 落 ぶれた ものだね" (くに子の 顔. ^見上げて) だ 

けど、 あなた どって 隨分 培した やう だな。 治 助さん は 

何でもない やうに 云つ て 笑つ てゐ たつけ が、 毒が まだ 拔 

け 切らな い んぢ やな い か 知ら。 不斷の くに子 さんと は 思 

はれない ほどに 窶れて ゐる。 ；… 大山 家の 一族のう ちで 

は、 類のない ほど 美しかった くに子 さんと は 思 はれない 

が、 僕の 目が どうかな つたの かな。 

くに子 あたしの ことよりも、 あなた こそ、 何とい ふみ じ 

めな 顔して いらっしゃ るの？ 秀雄 は、 人間離れ のした 

あなたの 顔 を 薄 氣味惡 く 思 つてる のよ。 

久三 男の 僕 は 鏡 を 見ない から、 自分の 顔が よく 分らない 

の だけれ ど、 女の あなたに 自分の 顔が 分らな いのは 變た 

ね。 僕の 連れの 女 も 顔が 荒んで 来たの だけれ ど、 あなた 

の や うぢ やない。 

くに子 あたし、 そんなに g れてゐ るんで すかね え。 あの 

方よ り も a- つ ともなく 費れ てゐ るんで せう か C  (しみ じ 

みと 云つ 一-、) 秀雄は あ たしの 心 を 引 立 てようと 思って、 

あの 後 は 毎日 あたしに ロ當 りの い 、 こと を 云つ て吳れ る 

のです けれど、 あたしもう 駄 M になって ゐる のね。 あの 
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後 ； 週 il ばかりの 問に、 あたし 十 年 も歲 を-取つ たやうな 

氣持 がします のよ。 …… あたしが どうな つても、 秀雄は 

ちゃんと候補^！！？がぁるんだから， 結句 幸 ひたと 思つ てる 

らしんです，' 

久ニ それ は 霞さん は 仕 合せ だ。 僕に は、 あの 女が 行つ 

ちまっても、 僕の S 述れ になる 候補者 は 一 人 もな いんた。 

そして、 あの 女 は、 僕の 體カ でも 過去の 記憶で も、 みん 

な jM! つて しまったの だから、 新たに 外の 女に 捧げる 力 は、 

僕に は 何も 殘 つて ゐ ない んだ よ 。 

くに子 ぢゃ、 あの方 を まだ 思って いらっしゃる のね。 

久；； ； あの 女に は 未練 は殘 つて やしない つもり だが、 僕の 

い やな ，g の あり つたけ ゾ- 持って 外の 男に 行かれる の 

は、 僕の やうな af- でも 不愉快に 思 はれる ね。 

くに； 十 あたし だ つ て、 自分の 身 はどうな つ て もい とし 

て も、 秀 雄の 思つ てる女と が 一し よに なって、 あたし を 

ひ 話の 極に する ことが . い まくし くつ てたら な い の 。 

(二人.；： 釘付けに なった やうに、 相對して$^って、 相 

の 額ん、 见 詰めながら、 取りす まして 話.， してね る。 ：> 

久三 くにさん と 差.. 问 ひで 話 をす るの は、 何年 振り だら う 

な。 

くに子 さう ね。  でも、 そんな こと は どちらで もい  >1 

ぢ やありません か。 


久三 成程、 それ は どちらで もい、 譯だ。 僕 は 昔から、 誰 

れ にも 職迎 されない 男だった の だから。 他 八に、 思 出の 

夢 を 描かせる 力 も あり やしない"  それで、 今く にさ 

んが 僕に 話しかけて たこと は 何だった かな。 … . あ、、 

さう か。 (取リ すました 調子に かへ つて) 秀 雄さん は 品 

行方 正 だと 聞いて ゐ たが、 あなたの 外に も、 愛して ゐる 

女が あるんで すか。 

くに子 どうも さう らしい の C こな ひだまで あたしの 家へ 

よく 出入りして ゐた 若い 女 もあった のよ。 その 現代的な 

女 も 少し 怪し いんだ けれど、 それよりも、 あたしの 知ら 

ない 女で、 誰れ か譯の ある 女が、 外に ありさう に 思 はれ 

るの。 

久 三 それ は あなた の 邪推 ぢ や ある ま い か 。僕の 女 なぞ は 、 

外に 手 頼りになる 男 は、 はしくれ も あり やしないのに、 

さも ありさうな こと を 云つ てるんだ よ。 

くに子 あなたの 奥さん はさう かも 知れない けれど、 あた 

しの 家の 秀雄 は、 それと は 違 ふわよ。 

久ー 11 そり や、 秀 雄さん は 御 立派 だからね。 (皮肉らし く 索 

直に 云って) それで、 秀 雄さん の 女と いふの は、 何處の 

ど Ji た 

何方 だね。 あなたが 自分 だ けで そんな 夢見た いなこと を 

云つ てャキ モキして ゐ るん ぢ やない とすると。 

くに子 秀 雄のと ころへ、 その 女の手 紙が いくつ も 來てゐ 
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るら しいの。 そこの 皮 文 庵 を 開 けて 見て 御 g なさい。 あ 

なた はさつ き視 いて 見て ゐたぢ やない の？ 

久三 僕の 女 は、 あれ を 金庫 だと 云って ゐ たつけ が、 ぢゃ、 

^8さん の 祕密 の 手紙が ぁ の 中に し ま つ て ある の か 。 … 

…ラブレ タ， 'なんて、 僕 はかって 見た ことがない が、 後 

學 のために、 一 っ讀 ませて 貰 はう か。 

くに子 御覽 なさい な。 その 手紙 を 見た あとで、 あなたに 

ぉ賴 みし た い ことがある のよ。 

久三 何 を？ 

くに子 その 女の EJ 所 を 突 留め て 貰 ひ たいん です。 

久三 .1  乙 食 同樣の 僕 だ。 暇に まかせて 搜 します よ。 

(彼れ は 座.^ 立って、 皮 文庫，^ 開けて、 中の 手 就ん， い 

くつ か 取 出して、 どれが 所 IS ラズ レ I タ I て わろ かと 

云った 態度て 選り分けろ。 そして、 そのうちの 一 つ，^ 

取上げろ。) 

久三 ど、 つも これらし いな …… 讀ん でもい、 ん だな。 (と、 

念 1^ 押して、 封筒の 中から 手紙ん、 出して、 小； t で 読みな 

がら) なる 程、 女の 文章 だ。 

くに子 (不思議 さう に) 女の 文 {Ef です つて？ かま はな 

いから、 あたしに K える やうに 讀 上げて 御覽 なさ ノ。 

(くに子、 手紙の 方.^^ くと、 さっきから そっと 颜， 亇 

出して， Q た秀 雄が 足早に 出て 來 ろ。) 


秀雄 何 を 馬鹿な 眞似 をす るんだ。 それ はおち かさんの. 

越した 見舞の 手紙 ぢ やない か。 (久三 LL,W つて) は；； 1- 

くお 歸ん なさい。 »^5んが門の外で、 さっき からお を 呼 

んでゐ ますよ〕 

久ー 一一 さう です か。 あいつ、 まだ そこら をゥ 口/ \. して ゐ 

るの か。 

(久 三、 詰らな さ、 う に 出て 行く。 秀雄笑 ふ。 く  Li 子 

も、 今 まて 腿へ てね た 笑 ひ，^ 迚らす C) 

くに子 あんな 人 だち に 恐れて 逃 出す なんて、 あなた も 光 

氣 地がない のね。 あたし 挪揄 つて 見た のよ。 反古 龍 M 樣 

な 皮 文庫 を、 金庫と か 祕密の 手紙 入れと か 思って、 頻り 

に S をつ け るんだ から、 滑稽で ならない わ。 

秀雄 あの人 は 貧-之ば かりして ゐて も、 不斷 物を考 へて る 

やうな 男 だから、 突き詰めて；： 艰 でも 狂った のかと 思つ て 

ゐ たら、 何の こった。 元來が 骨まで も な 入 問た つた 

の だね。 (笑 ふ) 

くに子 はじめから そのつ もりで、 もっと 娜 (S つて ゐれば 

よかった のに、 あんな 人 だち の 云 ふこと を生眞 面に^い 

て、 い、 加減、 頭を痛め たこと， ちゃない。 (：？；< ふ〕 

秀雄 でも、 お前 あの人に 金 を やった のぢ やない か。 

くに子 五阒 のお 札 をた つた 一枚- …… あの人た ち は あの 

紙幣 を：， S 圓 札と でも 思つ てゐ たんで せう。 (笑った が、 ふ 


と：^^になったゃぅに) でも、 あの人、 あたしの 顔 を 侮. t 

したやうな 口 を 利いて ゐ たけれ ど、 あたし、 そんなに 見 

つ ともなく ffi? れ て る ん でせ うか。 

秀雄 そんな こと はない よ。 もう 四 五日 も 休養して ゐ たら 

元の やうに な るんだ から、 安心し ておい でよ。 

く  Li 子 さう か 知ら) 

(そ、、 へ、 治 助が 紫 內もハ 乙 はず、 精子，^ 被った ま、、 

^如と して 入って 來 る。) 

秀雄 ^;;はそこで染井に<^ったらぅ。 

助 染并？ 久； ：； さんに か。 いや 命 S はなかった。 どうし 

たの だ？ 

秀雄 今まで 此 處にゐ て、 今 家 を 出た ばかりなん だが。 

1  リ助 あの人が 君の 家なん か へ 遊びに 來 るの は 變 だね。 (そ 

れ に は與味 感じない らしく 輕く： K っズ、 モれ からく  LL 

； 十に. W っズ) それよりも、 今 i§ さんに、 1: 生 町へ 來て 

K へまい か。 …； お父さんが、 われく 四 人の 兄弟 を 集 

め て 、 言兑た いなこ と を 云 ひたが つ てゐ るんだ よ。 

くに子 9y お父さん はそんな に §c が い けな い の ？ 

1£ 助 なに、 1ーー！1 の 必要が ある ほ. ど惡か あないんだ がね。 

われく 兄. おが 親の 言 ふ - J と を かな か つ たり、 いろい 

ろ 親 W らせ をしたり する もの だから、 親爺 も 失望し てゐ 

るん.. たらう。 


くに子 だって、 あたし は 親闲ら せなん かしない わ。 結婚 

だ つて 親の 命令に 逆ら はなかった のぢ やない か。 

助 ぢゃ、 造 產は姊 さんに 全部 やる と 遣 言す るか 知れな 

いよ。 

くに； 十 まさか。 

； iH 助 ところで、 兄 4 凤 なんかと も 相談して るんだ が、 親爺 

が 若し 財產 配け の 話で もし だしたら、 みんなが 口 を 揃へ 

. て、 肘產 なんか 入りません と 返答した いんだよ。 衆議 一 

決して ゐ るんだ から、 姉さん もさう 云つ てお 吳れ よ。 

くに子 (不思議 さう に) なせ そんな 詰らない 相談 をした 

の？ 

； IH 助 親爺が 舊 弊な 頭で われ/ \ を 3^ くび つ て ゐ るから、 

ん なでさ-つ 云って 思 ひ 知らせる の だ。 …… 第 一 、 姉 さ 

んは 金なん か 入らない だら うし。 

くに子 あたし だって、 使 ひ 切れない ほどのお 金 を 持って 

やしない よじ …… それよりも、 お前 は、： 結婚で も 何でも、 

分の 事 は 自分の 勝手にし てい、 -だ らう けれど、 あたし 

の こと を. 而白づ くで 久 三さん なんかに 言觸 らしち や B. 

るよ。 あたしが 馬鹿にされる やうで …… 。 

秀雄 そんな こと はま あ、 どうで もい、 ぢ やない か。 そし 

て 、 彌生 町へ はお 前 も 今夜 出斜け る ことにし たらい」 だ 

らう。 
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くに子 彌生 町の 應接 室の こと を 思 ふと、 あたし ゾ ッ とす 

る わ 。 當分 あし こへ は 行きた か あり ません よ。 

秀雄 だって、 お父さんの 遗言を iS きに 行かない 譯には 行 

くまい。 

く-」 子 あたし、 まだ 家の外 へ 一 歩 も 出る 氣に はなれな い 

の C 

1っ 助 ぢゃ、 姊 さん はま だ 身 If が ras しないから 來られ な 

いと 云って 置かう か。 

くに子 何とで もい、 やうに 云つ といて おくれな。 

治 助 それで、 用事^！^相濟みた。 今 C1 は 急ぐ から、 これで 

失敬しょう。 

(治 助 は 突立った ま、 そんな ことん， M  K つて、 秀 雄に <la 

釋し \ ^出て 行く。) 

秀雄 あの Eyp 不斷と は 違つ て、 いやに そわく して ゐる。 

今 B は來る 奴が み んな 變た よ 。 …… おれ も 何 だ か 頭が 疲 

れて 一" 4 たから、 氣 晴らしに、 そこら を 散歩し て來 ようか。 

い だら う。 (く 11 子の 同意ん、 乞 ふやう に 云 ふ) 

くに； 十 あたし、 今日は 一 人で ゐる のが、 何だか 淋しくな 

つた。 

^^雄 ぢゃ お前 も 一し よに 散歩す る さ ゥ 

(彼れ がさう 云 ひ繁て V 奥へ 入って 行く と、 くに子 も 

後から 入って 行く。) 


(間もなく、 久 三が 庭の ー-45 手から 入って 來て、 疲れ^ 

態度て、 部屋の 上り 口に 腰，^ 掛け る。 「誰れ もね な い の 

か」 と、 潟-百,. J-:^ らす。 そして ふと、 昔 器にロ ん 

めて、 上へ 上って かける。 偶然 g^】 ん， たの は 悲 

調. ^合ん.；. - 昔 ff てあつ；：。 モれに.？^-.^«けながら、 彼 

れ は-ての 前に 寢- てべ ろ。) 

(と、 そこへ、 くに子が 航， ^出す。〕 

くに子 (吃驚して〕 あなた はま だお 歸り にならなかった 

の？ いつ の 問に 何處 から 此處 へ いらし つたの？ . . ： ： そ 

ほ.  >  た， 3 

こに ゐ るの は、 眞 實の久 三さん なのか 知ら。 (^：クに蹈さ 

れヾ ねろ やうに 云 ふ〕 

久三 僕 も、 自分で 本 當の久 三の やうに 思 はれない の だよ。 

本 當の久 三 はや はり、 あの 時に 死んだ の だね。 さっき 秀 

雄さん の 話. たと、 の 連れの 女が、 僕 を 門の 外で 待って 

ると いふ こと だから、 そのつ もりで 出て 見る と、 何處に 

もるな いんだ。 それで、 家の ま はり をゥ 口./ \搜 して ゐ 

るう ちに、 また この 部 11 へ 入り込んだ 譯 なんだ が .： … 。 

くに子 早く 歸 つて 下さい。 

久 H  (泰然と しズ) さう いふくに さん も、 本當 のく にさ 

ん かい。 あの 時、 彌 町の 家で 二人 は 11； ん なじ 藥を 分け 

合つ て飮ん だの だ。 昔の 久 三と くに子の 拔け殼 が 此處に 

ゐ るんだ ね。 拔け穀 同士が 並んで 昔の グを 見て るんだ よ。 


"^つれさ 迎 1 や 


くに子 あたし、 あのお 樂は あなたの ために 飲んだ のぢゃ 

二、  )  0 

久 H 僕 だって、 あの 藥. をく にさんの ために 飲んだ のぢゃ 

なかった。 …： でも、 SI 然に そんな ことにな つたの だよ。 

、 J の S お fR-n 器 は 、二人の 夢 を 弔 ふ の に 相應し い 音樂 だつ 

(くに子 は^ 仲が 倒れる やうに、 久 三の 側に 倒れて、 

非 現 K な艇 1^ 拉べ る。」 

(sssn はぬ りつ V ける。〕 
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梅雨の 頃 (一 幕〕 


山間の 小 都會の ほとり。 梅雨の 頃。 

M は 敷 いて わろ が、 周圍か 堅く 遮 つて. 0 ろ やうに つく 

られ てね ろ？ 屋リ 1 方の 窓 は 小さくて、 が ラス 戸て 閉 

V られ てね る。 入口 も 两 洋風の 扉て 仕切られて ねる。 

B 木 机の 前て tfA  (四十 前後の 五分 刈 頭の 男) が、 胡 坐 

, ^接いて、 机， か 食卓と して 飮み 且つ 食って ねる。 

部 屋 の 樣 子 は ii 雜 だ が 、 雷 燈 は 々 と 耀 い て ね ろ 。 

A  (コップ.. J- 持つ たま、 耳， か iit; て 揭白) .枭 が 鳴い てる 

た。 今夜に 雨が ひどかった せゐ だか、 馬鹿に 靜か だ。 … 

…あいつ、 もう 歸 つて 来さうな もの だが。 …… (氣遣 は 

しげな 1^) なに、 おれの 心險の 鼓動 は 酒の せゐ だ。 凶亊 

の 知らせ ぢ やない。  、 

(そ、、 へソッ と B  (二十 五六の 銀杏 返し Li^ つた、 肥 

つた 醜い、 稍々 低能ら しい 女) が 入つ \ ^來 る。) 

A  (手. 震 はぜて) 吃驚す るぢ やない か。 足 一昔 もさせな 

いで 戾 つて 來て、 …… 途中 は 怖 か あなかった か。 

(B、 灞れた 羽 11,^ 脫 いて、 机の 側へ ぺ-ソ タリ 坐る。) 


B 怖かない わ。 あなたが いつも わたしの 側に 隨 いて ゐる 

と 云って ゐ たから。 

A さう か。 ：：： おれの 身 體は此 處にぢ つと して ゐ よ-つと 

も、 何處へ 行って ゐ ようと も、 おれの 魂? f お前の 側に く 

っ隨 いて ゐ るんだ から、 氣を 落さない やうに しろ。 氣を 

落し て拘 を： 怖が つ たりす ると、 鬼が 來 てお 前の 頭から 喷 

付く せ。 い それに おれの 云 ふこと に： 度で も^く 

と、 その 時に お前の 一命 は 無くなろ の だせ。 よく 覺 えて 

ゐろ。 

B よく 覺 えて ゐる わよ。 あなた は 同じ ことば かり 云 ふ。 

(笑って) 今夜 は、 わたし、 あなたに よく g きたい ことが 

あるの。 

A 何 だ い 。 閱ぃ て やらう。 ( r ッブ ん の 手 へ 押 付 t; て ) 

一杯 飲んで 見ろ。 一 J1K め なきや 半分で もい X。 腹が減 

つ てれば 何でも 食べ. なさい。 …… さっき 雨が ひどかった 

から 弱ったら うな。 

B  (A が 注いて くれる ビ 1^.^ 少し 飮ん て) あなた 四 五 

E うちに - J の 土地 を 出て、 もつ と 大きな 町 へ 行く と 云 つ 

てゐる けれど、 もっと この 土地に 落 藩い てろ 方が よかな 

い でせ うか。 わたし も 懇意な 人が 二人 も； 一一 入 も出來 たの 

だから、 成るべく ならこの セ 地に ゐ たいと 思つ てるの。 

A  (^笑して) 今夜 大 川に 會 つたので そんな 氣 になった 
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のか。 …… お前が さう いふ 氣 になり かけた ので、 なほ 更 

E 卞く  、  J の 土地 を 立 たう と 思 つ て る の だ 。 

B わたしが この 土地に ゐ たいと 思つ ちゃい けな いの？ 

やひ 

(？^ 氣 なく ハム？ U 

A  (きつい 颜 して) お前 はおれの ゐる所 を、 何處 でも 極 

樂の やうに 思って ゐ なきやい けない よ。 それで、 人に 云 

つ ちゃな らんと おれが 不斷敎 へ てること を、 一 言で も 口 

から 出しち やなら な いんだ . …… い つも 云つ てる 通り、 

おれ は ^3 り まへの 人間 ぢ やな いんだ ぜ。 おれと 一 しょに 

ゐ るお 前 も あたり まへの 人間 ぢ やな いんだせ。 お 前 は お 

れの 側に ゐる おかげで、 大分 魔法 を覺 えたの だから、 あ 

たり 前の 人 問 で なくなり かけ てるんだ 。 …： . 今夜 はお 前 

が あたり まへの 人間で ない こと を、 ？ v£ 心の 行く やうに 見 

せて やらう。 

B わたし、 そんな こと を 見たい と は 思 はない けれど、 あ 

なた の 言 紫に 背く 譯には 行かない わね。 

A いくら 云って^ かせても、 今に 背き さうな 氣 ぶりが 見 

える から 心 K なんだ よ。 お前が おれに 背い て 破滅す り や 

おれの 身 も 破滅なん だからね。 おれ は こんな こと を や つ 

てゐて も、 仲 問と 云 ふ ものがない。 お前； 人が おれの 魔 

衛の 助手で、 おれの 話 相手で、 お前 一人が おれの 浮世の 

i なんだから 心細い さ。 (B に は 檇 はないて l^,nl の 如 


く〕 昔の 魔法 使 ひに は、 仲間が あった。 猿と か暮娃 とか、 

い ろ んな 動物 を も 飼 つて 使って ゐた やう だが、 お れは 猫 

の 子  一 Hi 手驗 付ける こと も 出来ない。 自分で 洞穴の 中な 

ん かに 住んで ゐられ ないし、 蛇 や 蜥暢の やうな 異樣な 物 

を 鍋で 煮て、 グ ラく.，|?^ぇたくさぃ汁を抄っ て 飲んで、 

舌鼓を打つ こと も 出来ない の だ。 …… だけど、 見ろ。 こ 

のビ ー ルの 泡へ おれの 息が か、 ると、 泡の 色まで もちが 

つ て來 る。 

B  rA;  — ルの 泡，^ 見て 感心す ろ) 三年 前に、 あの 恐ろし 

い 家から わたし を 救出して 下す つたこと を考 へる と、 あ 

なた の 魔法の えら いこと はわた し にも 分 つてる のよ。 … 

. . . それで、 今夜 あなたに よく 聞きた い と 思 つてる こと は、 

あなた は なぜ、 わたし をお 母さんに 會は せて sK れ ないで 

せう？ あた-たの 魔法 を 使ったなら、 お母さんの 1^ 所 を 

搜 出し て、 そ こ へ わたし を-: 逃れて 行つ て 吳れる > J とも 出 

来る だら、 つし、 お母さん を此處 へ 通れて 來る こと も出來 

る だら うのに、 なぜさぅして-!^>、れなぃんです？ わたし 

此 間から お母さんに 會 ひたく つ てなら ない の。 

A お前 も 里心が つ い たの だな。 此 間から さう らし い と氣 

がつ い てゐ たの だよ。 ；… それ は 時が 來 たらお S にも 會 

はせ て やらう が、 今ぢゃ 駄目 だ。 第一お 前が 今お 母に 會 

つたら お S は 吃驚し て S を 廻す かも 知れない よ。 お前 は 
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元のお 前お やない からな あ。 

B そんなにゎたしは人間が變ったのか5^ら。 (n 分の 

體ん」 見廻す) 

A 變 つてる とも。 

( 窓 近く の？ a. がする。 々 とし て ね た 1^ 燈も 次第 に 

暗くなる。 もろ 男、 扉，^ 少し 簡 けて 額.. 出す。〕 

A 誰れ だ、 お前 は。 (敵に 對 する やうな.； 5^ 構 へ 1 やして ハ み：： め 

る) 

(ある 男、 遠慮なく 室內へ 人って おろ。 脚 鉢， ま牙告 雨 

合羽.^ 着た 昔の 旅人 姿，^ した s: 十 がらみ の 男て わろ。 

合羽ん- 脫 いて、 からげ てね た裙ん おろしながら、 目 1=5- 

B から 離さない て。」 

ある 男 この 人に 違 ひない、 さっき わしと 道連れに なった 

の は。 …… 暗がりで 顔 はよ く 分らなかった が、 たしかに 

この 女 だ。 親類に 急病人が あつ て 見舞に 行った 歸り だと 

心細 さうな こと を 云つ て わし を 道 連に して、 わし をよ く 

あきや 

も ひどい 目に <rf はせ たな。 雨が ひどくな つたので、 空 家 

の 軒下で 雨宿り をし てろ 間に、 わし はどうに も 我慢が な 

ら ないやう に睡 くな つたが、 醒めてから 氣 がっくと、 そ 

れは お前の 所爲 だった の だ。 わしが 眠つ てる 間にお 前の 

• 姿 は 見え なくなって ゐた。 ，ごれ だけなら い、 が、 わしの 

路用の 金子の 入つ てる § 卷が. i 一くな つ てゐ るし、 わしの 


費の 觀昔樣 のお 姿まで も 見え なくなつ てゐ た。 (力の な 

い？ t て 云 ふ) わし は やうく 此 處を搜 して 來 たの だか 

ら、 おとなしく 返して 費 ひませ う 。わし は 怒り もしない 0 

手 向 ひもし ない。 返して 賀 へさへ すれば、 手 を 突いて i? 

を疊 へす りつけ て、 お前さん たちに お 慈悲 を 願つ て もい 

いの だ。 お前さん 達の 在所 を 世間へ 知らせ もしない。 … 

…だから、 どうか わしの 大切な 物 を わしの 手 へ 返して 下 

さい。 

(B はわろ 巧の 額ん-じんん \见 てね， が、 たしい 

情，^ して。 ン 

B お 前 さ ん >  J  :\ ひどい 人 だよ、 わたしに 言扮り をつ けて。 

もろ 男 あ、 その 聲だ。 圏の 夜で 顔 は ハツ キリ 分らな かつ 

たが、 は その 聲 だった〕 いよくお 前に 遠 ひない こと 

が 分った。 (少し 元 がっく) 

B それ はね。 途中で お前さんに 會 つて、 お 互に 祸 しいか 

らい 、道連れ だと、 お前さんの 方から 言 出して、 一し よ 

に 歩 いたに はちが ひ な いけれ ど、 わた し お 前さん の 物 は 

1 一 枚収り やしないよ。 い 、加減な こと をお 云 ひで な 

いよ。 雨が ひどくな つたから、 雨宿り をす ると 云って、 

わたし を さ 家の 軒下 へ 速れ 込んだ 時に、 お前さんの 方で 

いやな こと を 云った ぢ やない か。 …… 何とか f; 曰 5g り を つ 

け てわたし を どうかし ようと 企んで、 後 や 追 1 け て來た 
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の だら う。 ：：•• お前さん にも 人並に：； ：！ が 二つつ い てるん 

だから、 よく 物を见 ると い」" わたし はャク ザの 女に 見 

える か 知れない けど、 此處の 家の人 はお 前さん なん ぞに 

^かされたり 騙された りする 人ぢ やな いよ。 よく：：：： を 開 

けて：：^ て、 足 許の 叨る いうちに サッ サ と^つ ておし まひ 

よ。 

もる 何 を；： ムゃ あがる？ この め。 かうな り やわし 

も 腕， つくた。 

(もろ 男 はわれ 知らず 與ー |3 して. B か 口が けて、 飛. ひか 

からう とする。 A は？ つ さか "相^ ぜざる やうに 冷然 

として， Q る J 

B あなた、 默 つてば かり 兑て ゐな い で 、 早く  >  J の 人 を ど 

うかして 下さいよ。 こんな づぅ /(\ し い 奴ったら あ る も 

んぢ やない。 

A お 前 は そ の 觀音樣 を 靡 つたの ぢ や あるまい な" 

B あなた は あんな 奴の 云 ふこと を 信じて ゐ るの？ 

A  (わる SJ^ へ 向って) 懐へ 收 つてる 物 を やすく 人に 

られる や うぢ や、 守 本！^ る 御 威光 もない 譯 だな。 全體、 

而相 もよ く 分らない やうな 女 を 迫： 逃れに し てい  >氣 にな 

つてる から、 大切な 物が 紛， 失したり する の だ。 何 處か途 

中へ 落した の だら う。 こ、 で @ 々々云って る 問に 早く 

行つ て 捜しち やどう だ。 捉 灯く らゐ贷 してやらう。 


(わろ 男 は 懐，^ 搜し n りして 腑に. 荡 ちない 颜， やすろ。) 

わる 男 わし は あの 時 軒下に しゃがむ と、 急に 眠くな つて 

ねむりぐ 丁り 

たまらなく なった のが、 どうも 不思議 だ。 麻醉劑 を噪が 

された やうに も 思 はれない が、 …… 何に しても、 胴卷に 

しっかり しばりつけて ゐ たも の を 窓ら れ て氣が つかな か 

つたの はた^ 事ぢ やない。 

A 狐に でも 抓 まれて たん ぢゃ ないか。 さう 云へば お前の 

顔 付 も 身 t: もよ つ ぼ ど 妙ち きり んだ ぜ 。 彌次郎 兵 衞が戶 

まど ひして 來 たやう だ。 今の 時世に そんな 風 をし て この 

邊を 通って ゐる奴 はあり やしないよ。 

ある 男 さう 云 へば、 こ の 部；^ 一は 陰： おくさ い 妙な 部屋 だが、 

お 前た ち はま さか ^ か ® が 化け て るん ぢ や ある ま い な。 

(恐怖に 襲 はれて し 1 やれる) 

B  (笑って〕 何 をトボ けた こと を；： ム ふんだ よ。 お前さん 

はお 金 を 一 錢も 持つ てゐ ないだら う。 それで 路 S に闲っ 

てわたし 達に 言 拱り をつ けて、 いくらか にし よう と 云 ふ 

んだ らう。 物 貰 ひなら 物， ^a; ひらし くしたら い \ ちゃない 

もろ^  05,3 の 如く) わし は 今夜 こそえ らい H に會 つた 

ぞ^ 主 入から 依， 託された 大金 を 無くしち や、 わしの 力で 

辩償 する 方法 はない の だから 、腹 でも 切 つ て ホ譯 をせ に 

やなるまい。 
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B  (や、 情した やうに) お前さんの 云 ふこと は 本當な 

のかい。 ぢゃ、 も 一 度よ く 途中 を搜 してお いでよ。 若し 

か 何處か へ 5d 忘れた のぢ やな い の 。 

もろ (考 へて〕 前の- Si 鈍 ほで.； g 餐を 食べ た 時に、 

胴卷を 出して ソ ッ と 中 を 改めた の だが、 あんな 所へ 

れる譯 はな い んだ 。 ：：： こり やどう し て も 軒ドで 眠つ て 

た 時に 1^ られ たのに 違 ひない。 (ふとま^い. V 、なリ 立つ 

て) オイ、 お前が 鰛飩" m で わしの 胴卷に H をつ けて 後 を 

隨ぃ て來 たの. だな。 柔 しさうな こと を 云つ て わし を 誑ら 

かしゃが つたの だな。 

(わろ s^z:楚 になって、 b に 飛掛っ  <  胸倉，， 小讽ま へ る 0 

B 藩搭 きがなら。/ 

B あなた、 早く どうかして 下さいよ。 わたし 殺され さう 

ぢ やない の。 

A な あに 大丈夫た。 その 男に はお 前 を 殺す 力なん か あり 

やしないよ。 おれ 達 はそんな 男に 殺される や、 つな 人間と 

は 入 問が 違 ふんだ。 

もる 男 こん 畜生、 わしの 胴卷を 早く 此處へ 出さない か。 

(兩 腕に 力,^ 締めて B の 喉ん 締める) これで も 苦しくな 

いか。 こり や 不思議 だ- 四 斗 as を 片手で 差 上げる わしの 

腕で、 こんな 女の子の 息 を 止める のに、 手間暇の か \ら 

ぅ箬 はな いんだが。 …… これで も かく。 


(もろ 男 は渾病 S 力.^ 盡 して 汗み どろに なって B の 

締め ズ ねろう ちに、 へと くになって 卒倒す る。 B 

は 生 つた や う に 太 总，^ 卟 いて、 襟.^ 後 合せながら。) 

B わたし 殺される かと 思った。 この 人 狂人 か 知ら。 

A お前が あたり まへ の 人 問で ない ことが これで 分ったら 

う。 (食 の 下 から 胴卷と 金色，^ した 小 さ な怫 像ん. - 出す) 

これ はお 前が この 男から 浚つ て來 たの だ。 よく m るが い 

B  (吃驚して、 側へ 寄って 見て) わたし 今 はじめて 兌る 

のよ。 わたし そんな 物を収 つて 來た覺 えない わ" その 人 

がさ つ き^ い でゐ るう ちに 此. へ 落したん ぢ やない の。 

A 馬鹿 を：； ム へ 。 お前 は.： z 分で や つ たこと が， nr 分で 分らな 

いの か C 軒 ドで兩 宿りし てる 時に この 男が お前の 手 を 握 

つたら う。 お前の 手に 觸 ると、 この男は身體が^tれて睡 

くな つたの だ。 眠って る 問に、 お前 は W 卷を 紫って ゆつ 

て來 たの だ。 

B でも、 わたし そんな 覺ぇ はない の。 

A ぢゃ、 お前 はおれ を 信じな いんだね。 おれの 云 ふこと 

を 疑 ふんだ ね。 

(A が嚴ぃ 目. J< 向ける と、 B は 恐れて。) 

B 疑 やしない わ。 …… わたし 1^ わって 來 なければ そんな 物 

が此處 にある 譯 はない のね。 (卓上へ 目な 注いて) 胴卷 
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に はお 金が どのく らゐ あるんで せう。 出して 兑 ちゃい け 

な V 

A い 、とも。 出して 御覽。 

(B は 胴 おの^び 目.^ 解 いて、 中の 物.^ 卓上 へ 振^す。 

«幣 や 小判が バラく と^ちる。) 

B 大變 なお 金 だ わ。 (手に 取って 数へ ながら、 悅 しさに 堪 

へない ゃぅな^^^!^*^-し\>) これ だけ あったら 欲しい もの 

が 何でも io: へ る わね。 

A お前が 夢にまで 見て ゐた 東】 a- の 三越へ 行って、 衣服で 

も帶 でも 指 1® でも 日傘で も、 當世琉 行の 者 を みんな 摘 へ 

る ことが 出來 るね。 さう したら 悅し いだら う。 

V あなたに 叱られても、 说 しくない と は 云へ ない わ〕 こ 

の 佛様だ つ て資 つたら 大變 なお 金に な るんで せう。 

A なに、 これ は 金 紙 を 貼った 誤魔化し 物 だ。 i ェの贋 

佛. た 。 - J んなも の を 守 本 1^ に し て ゐ るか ら 災難 に會 ふん 

だよ。 

(A は^ 像，^ 取って 托へぷ つつけ る。 怫様 は粉碎 すろ。 

その 昔 によ つて ある SR は 目, $ -醒 ましたが、 一； 人 si-,^ 

見ろと恐佈1^^^5じた やうに、 ァ タフタと 扉 1.^ 開けて 逃 

げろ。) 

B あの人 可お さ うぢ やない の。 お金が 無くなって。 

A 早く 窓 を 開けて 見ろ。 あの 男が 何處へ 行く か。 (わ わ；： 


だしく 「ム 1. --. 

(B 急 い て 窓 問け ろ 。 モれと 11 舞臺. t 黑 とな 

ろ。〕 


再. ひ 薄明 ろくなろ と， 平坦な £ 闹 道から 小高い 土手 道 

が 綾く。 遙か 向う に 小 都 會の燈 火が ちらつく" 

もろ 男、 ト お/ \ と 田闹道 1^ 歩いて 土手へ 來 ると、 力 

の盡告 たや、 つ に 十の 上に へたばろ。 

田 岡 道の 一端に、 雨傘.^ 提げ：，： 足駄 穿き の 男 〔甲〕 と、 

粗末な 洋裝の 男 (乙) とが 現 は ひろ。 

乙 は.^ リ /、懐中 電燈て 道 か gi らす。 

乙 今の 時世に そんな 馬鹿げた - J とが ある もんお やな い 。 

誰れ か 一 人 神 n お m 者が 云った こと を眞に 向けて 噂が 擴 

がつ たんだよ。 

甲 あるひ はさう かも 知れない が、 おれの 知って る 家の 息 

子 は、 その 女の手で 觸られ てから 家へ 歸 ると、 大熱を 出 

して 死に かけた の だ。 その 息子 は 身 持が 惡 くつ ていろん 

な 女に 引 つ ち や 親爺 を 困ら せて ゐ たんだが、 今度 變な 

熱病に か 、- つ てから は 女に 懲りた と 云って た。 …… その 

女の 奴、 足が 恐ろしく 早くって、 捕まへ ようとす ると、 

もう 遠方 ヘス ー ッ と 逃げ て る んだ さう だ。 
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乙 おれ は 一 度會っ て 見たい よ。 震 ひつく ほど 力せ 魔な 女 だ 

とい ふ もの も あるし、 二た 目と 見られな いやうな 汚い 女 

だとい ふ もの も あるし、 若い 女 だと か 婆あ だと か、 みん 

なが いろんな こと を 云 ふから 可笑しい。 ：… そんな fii 

のろ 

の 女に この 土地が 詛 はれて ゐ なくつ て も、 かう 雨が 毎日 

續 いて、 ジメ くして ゐ ちゃ、 is になった りする 者が 

多い 譯だ。 

甲 1 だけ ぢ やない。 そいつに 目 をつ けられる と、 何時 

の 間に か 大切な 物 を かつ ばら はれ るんだ とさ。 それが 金 

錢 ばかり ぢ やなく て、 金に やならない 先祖の 寶た とか、 

ぉ祖 採の 縛 像 だと か 佛壤 の佛樣 だと かで、 何時の 間 

にか 持つ て 行かれたり、 そこらに 引裂かれたり 叩壞 され 

たりす る こ とも ある んだ さう だ 。 おれの 隣り の 御 信心 の 

深い 御隱居 は、 この 世 は 闇に なって、 明日の 日から お 天 

. 道樣が { 人な ベ 出て 來な いと 云って 歎いて ゐた。 

乙 さう でな くって さへ 毎日 續陶 しいと ころへ、 太陽が 明 

曰 か ら 出な いとなつ ちゃた まらな いな。 お 互に 人間が 腐 

つ てし まふ だら う。 

甲 (空ん > 仰いて) でも、 今夜 は 珍ら しくお 星 機が 光って 

らぁ。 案じた もので もない かな。 明 曰 は 珍ら しく 日の目 

が 見える か も 知れな い れ . 

乙 (懐中 電燈 向けて、 その 明りの なかにわろ 男 見つけ 


ると、 吃驚し n 額して、 甲に， W つて 小^て) オイ そこに 

妙な 男が ゐ るせ" 

甲 (そちらん-の； ていて 見て 驚く) 變な男 だな。 この 邊が 

物騒 だと 云って たもの があった からな あ。 女 一 人の 仕事 

ぢ やない、 仲間 もゐ るら しいと いふ th? 聞いた よ。 …… 

オイ、 此方 を 振 向いて 見て るせ。 

(二人 は 足，^ 留める。 ぁろ男はニ人の方.^振，；1ぃて^^ 

く。 そして 逃 出さう としたが、 足に 力が なくなって 再 

，ひ 地上 へ へたばろ。) 

乙 (小萆 て) 見込まれた とすり や 後戻りし たって 駄！ HI だ。 

どんな 奴 だか、 おれが 行 つて 耿 つかまへ て やらう。 

(乙 は 一人 ある 男の 方へ 近づく。 わろ 男ォド /(\ して 

憐れみ か 乞 ふ やうな 態度，. ^ すろ。) 

乙 (虚勢 l^isg つて) お前 は 誰れ だ。 こんな 所で 何 をして 

ゐ る？ 

あろ 男 わたくし はかう して ゐる のが 恐ろしい 夢の やうで 

御座います。 夢のう ちに 大金 を. 取られる し、 大切な 守 本 

尊 は 粉な 微塵に 壞さ れ るし、 いっそ この 川へ 身 を 投げよ 

うかと、 さっきから 考 へて ゐ たので 御座いま すが、 わた 

くし は 川 へ 飛込む 元氣さ へ なくな つ て 居り ます。 

乙 そんな 市 を 云つ て おれ 達に 油斷を させよう とす るんだ 

ら、 つ。 
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わろ 男 あなた 樣 はどうい ふお 方で 御座います？ あの 恐 

ろしい 奴の 仲間 ぢゃ御 います まいな。 

乙 おれ 達 は W 布が あって 此處を 通り か、 つたの だが、 恐 

ろしい 奴つ て？^^れの こと だ？  ^に 問いた 變な 女と かに、 

お前 は此處 で出會 つたの か。 

わろ 男 (ふと^,. 透して.： i う.^ 見て.. 震 ひしながら 指差 

あかり 

して〕 あ k、 あ 十 こから 二人が 此方 を 見て る。 あの 燈火 

の 差した ところ を 御 g なさい まし。 …… あの 二人に 見ら 

れてゐ るから、 わたくし は 足が 動かない のです。 身動き 

が出來 ない のです。 

乙 (指差す 方.^ 报，； W いて) 何も 兌え はしな いぢ やない か。 

い 減な こと を： K ふな。 

(次 ^5- に 此方へ 近づいて 來た甲 も、 わる 男の 指差した 

方 1 ^兄て。) 

甲 何も 兑 えな いぢ やない か。 こいつ こそ 變な奴 だよ。 こ 

んな 丈夫 さうな 身體 をして 歩け ない つ て ことがある もの 

か。 はおれ 達 を 騙さう とす るんだ な。 

あるお (憐れ.^ 乞 ふやうな 手つきして) どういた しまし 

て。 …… お 慈悲で 御座いま すから、 お 二人のお 力で わた 

くし を 町の 方へ 述れて 行って. トさ いまし。 

か-, り： _J 

甲 ぢゃ、 おれが 贵樣の 身 體にカ をつ けて やる から、 自分 

で 歩いて 行け。 


(甲 はふと、 手 Ll^ げて ねた 雨傘.^ £? つて あろ： K の 背 

打つ。 もろ 男、 悲鳴，^ 揚げろ。 乙 は 甲の 暴行.^ 止め 

r* うとして 爭 ふ。) 

甲 此奴 だよ/ \。 この 町に 災難 を 起した の は、 此奴が ゐ 

るた めに 町の 者 は 安心 し て 曰 が经れ な いんだ。 この 顔 付 

や 服装 を 見た つ て、 此奴が あたり 前の 人 問で ない こと は 

分つ てる。 

乙 亂義な こと は 止せよ。 君 こそ 今夜 はどう かして ゐ るよ。 

、 J の efr が本當 の 魔法 使 ひ だ つ たら 何で 君なん か に 打 たれ 

て ゐるも のか。 

わる 男 (闇.^ 透し ズ 向う，^ 見て) あすこから 二人が まだ 

此方 を 見て ゐる。 あの 二人に 見られて ゐ なければ、 わし 

だって こんな 奴等に 指 一 本 差させ はしな いんたが …… 。 

(無念な 形相な すろ) 

甲 何 を この 郎。 

(甲 はまた 雨傘， „J -报 上げて 叩 さつけ る。 もる 男 は それ 

. ^避け i うとした はずみに、 足ん， にらせ て 川の 中へ 轉 

げ^ち る。 二人 は 驚 いて 川の 方ん、 の ぞさ 込む。 ) 

乙 オイ、 聲も音 もしな いぢ やない か。 どうしょう？ 

甲 打ち やっとき やい &さ。 おれ 達の 力で 町の 災難の 元 を 

斷 つて やった 譯 だからい \ ちゃない か 。威張って い、 譯 

だ 。 ち つ とも 氣遣 ふに は 及ばない さ。 (しかし 勢 ひの ない 
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萆) 

乙 おれ 達の 力と 云 ふが、 君 一人で やった ことで、 おれ は 

知らな いよ。 お れが 止める の を ii かない からこん な こと 

になった の だ。 

甲 1^ は 卑怯 だ。 おれの 所爲 になす りつけ ようと 思って。 

乙 何方が 卑怯 だか。 はじめて 見つけた 時に 5; は 怖がって、 

容《^ に 側へ 寄って 来なかった ぢ やない か。 おれが 正體を 

突 留めた ので、 君 は 安心して 側へ 來て、 急に 强 がり だし 

たの ぢ やない か。 

甲 ぢゃ、 おれが 一 人で 責任 を 負うて やらう。 町の ために 

訊 ひの 源 を おれが 斷 つたの だ。 町の 者に おれが 崇められ 

る 時に、 おれ を嫉 むな よ。 ■ 手柄の 半分 を おれに 分けて 吳 

れと K ふな。 

乙 巫山戯た こと を 云 ふな。 乞食 を 一人. 12 つたの が 何の 手 

柄になる U おは 今， おは、 例の 變な 女の手で 觸られ たと 見 

えて、 頭が 狂った の だな。 (ふと 空 i-J- 仰いて) いつの 間 

に か 空が また s つ て 、 小雨が 降り だ した。 こ んな處 で 愚 

國々々 してち や、 また どんな 奴に 出く はす かも 知れない。 

兎に角 道 を 急が うぢ やない か。 

(二人 は 慌て k 向う へ 姿，^ 消す。) 

(あろ 男、 4^ 手 へ铺 トーる。」 

わる 男 (向う，^ 見て) 窓の 明りが 消えた。 おれの 足 はも 


う 大丈夫 だ。 あの 一 一人 を. 取 捕ま へ て 今の 仕返し をし なけ 

れ ばなら ない。 

(める sf- が 二人の 後,^!?」 つ て 行き かける と、 S.S 

となる。 ：> 


再， ひ 元の 部屋。 

A と B とは對 坐して ねろ。 

B あの人 は 可哀さ うぢ やない の。 あんなに みんなに 虐め 

られ て。 あなた は あの人 を可哀 さう だと 思 はな いの か 知 

ら 0 

A お前 は 自分が どんな 人間に なって るかよ く 分つ たらう 

な。 今 見た こと や いた こと はおれの 所爲 である と M じ 

やうに お前の 所爲 なの だ。 

B 魄を 仰^い。 わたしの 知った こと ぢ やない わ。 あの人 

の 胴卷だ つ てわたしが K りたく つて 収っ て來 たの ぢ やな 

V  ，ォ 

A お前 はいよ く おれ を： ：5 じ なくなつ たの だな。 お前が 

いくら あたり 前の 人 問の つもりに なって ゐて も、 お前の 

その 手 も、 その 足 も あたり 前の 人間の と 違 ふやう になつ 

てるんだ せ。 お前の 手が ちょ つ と でもお れの 外の 人 問に 

觸 つたら、 觸られ た 人 問 は 熱病」 福 るんだ。 


顷の闹 tfe  m: 


B  、不 に傻 はれながら〕 そんな こと 無い わ。 わたしの 

この r は、 世間の 人の 手と 違って やしな いんです もの。 

(C 分の 手 *5< 前 へ 出して 見る) 

A 簿 つてる とも。 おれの n にはち やん と 分って る。 ムク 

ムク とよく 肥って ゐて、 ツル/ \ とすべ つ こいが、 その 

手に はおれの 吹 込んだ 毒が 廻つ てゐ るんだ。 さっきの 男 

もお 前の 手に 觸っ たの だから、 今時分 熱病に りかけ て 

るに 違 ひな いんだよ。 

B あの人 なぞ どうなら うと 閱 はない けれど、 それが 本 《s 

ならた 變た。 わたし どうした らい、 だら う。 悶えす 

る) 

A 何も 心配す る ことな いぢ やない か、 おれが 侧に隨 いて 

るるんだ か ら。 お れ達 一 一人が 此處 にゐり や 此處が 極樂だ 。 

明 m の 日 他所 へ 移つ て 行けば 其處 がまた 極樂 なんだ 。 外 

の 奴等が 地獄の ^しみ，^ して ゐて も、 お前が 素 1^ におれ 

に隨 いて ゐれ ば、 おれ は 先つ きの 男の やうな 氣の拔 けた 

人^に ならな い でゐ られ る 0 

B  (A の： 一.Hilf,.J< 耳に めない 風て) それが 本當 なら どう 

したら い 、だら、 「。 わたしの この 手が 觸 つたた けで も 熱 

病になる とい ふの なら …… 。 

A お前 はおれに 隱 してる ことがあ るんだ ね。 …… それ を 

云って しまへ。 おれに 隱 し 事 をしたり してる と、 頭から 


鬼に 喰 はれる と 言つ て 聞かせた の を 忘れた のか つ 

(B は その 1^ かしに も 驚かない 風て 默 つて 何かん 考へ 

てね る o〕 

A この 町 を 立 退いたら、 東京へ 行って 着物で も 指環で も 

お前の 好きな もの を 買つ て やらう。 だからお 前の 隱 して 

る 事 を. へ， 此處で 話し て 聞か し て吳れ ろ。 

B わたし 指環 も 着物 も 人らない の。 それよりも、 わたし 

の 手が あたり 前の 人間の やうに な つ て ほな 無くなつ 

たらい、 と 思 ふの。 … ： 後生 だ か ら 、 モ： な ； , 力で この 

手から 毒を联 つ てド さい。 今 jg;: くに K つ て. t さい。 (物 狂 

はしく 云 ふ)  , 

A おれの 力で も そり や 駄目 だ。 …… お前 は八ヱ 仪大 川に 會 

ひに 行って、 おれに は 云へ ない 話 をした の だな。 お前が 

この頃 人に 馴染み だした のが 氣 になって ゐ たが、 今夜お 

？- さつ 

前 は その 手で 大 川の 首っ玉に 抱 付いた の だな。 (額 は 憤 

怒の 相 か帶ぴ ろ) 

B  (茫然と して 夢見る 如く) わたしの 手が 觸 つたた めに、 

あの人が 81 になる のなら、 わたし この 手を切つ てし ま 

ひたい。 

A 人と 違った 手 を 持って るの を 有難 い とも 思 は ない の 

B わたし、 あたり 前の 人と 同じ やうな 手 を 持って ゐ たい 
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の。 わたし、 あなたの 云 ふ 通りに して みんな を W らせて 

罪 を つくった こ と を 後悔し て よ 。 今 曰 まで あなた を えら 

い 人と 思つ てゐ たの だけれ ど、 何だか さう 思へ なくなり 

だした の。 

A 三年 ュ1 に、 あの 鬼婆の 家から 助け出して やった 恩 を 忘 

れ たの だな。 無理 無體 にいろん な 男の 玩具に されて、 食 

ふ 者 もろく に 食 はされ ないで、 毎日 泣い て暮 して ゐた時 

の こと を IJ 心れ た の だな …… お前 を 虐め た 世間の 奴に 今お 

:g は 仕返し をし てゐ るの を悅し いと は 思 はない のか。 

B  (頒な lO わたし 仕返し なぞし なくっても いんの。 打 

たれても 獄られ て も、 玩具に なっても い、 から、 あたり 

前の 人間に なりたい の。 ……こ んなジ メ /\ し た 家が 何 

で 極樂な ことがある もの です か。 わたし を. タ シ に 使つ て 

魔法 を 使 ふの が 何で 自慢になる もの です か。 

(B が； はしくな るの,^、  A は. もっと 見詰めて 跌っ 

てね る。) 

B あなたに 背いたら、 その 時 わたしの 生命はなくなる の 

か も 知れな いけれ ど、 爲 方がない と覺 悟し て るんで す。 

A  (悄然と して) ぢゃ、 そんなに 大 川が お前の 氣に 入つ 

たの か。 たった 二三 度會 つたば かりなのに。 ：… 大 川の 

a ふ も 

家へ でも 母親の 所へ でも、 行きた ければ 行く がい、。 今 

直ぐに でも 此處を 出 て、 お前の 行きた いところ へ 行く が 


い、。 …… おれ は 一人で 外の 土地へ 出て 行かう。 

B あなた は 外の 土地へ 行って、 わたしの やうな 女 を 使つ 

あどけ 

て、 また 同じ やうな こと をしょう と 思って るの？ (邪氣 

なく 云って) その 女の人 は可哀 さう に。 

A おれに まだ そんな 力が あると 思って るの か。 …… お前 

に は、 おれの 身體が 今 どんな みじめな 樣 になり か 、つて 

ゐ るか 分らない のか。 

B 分らない わ。 

A かうな つたら、 お前が 出て 行く先に おれの 方から 出て 

行く。 

(A が 力なげ に 立 上った と： ろへ、 ある af- が 前と M じ 

やうに 扉.^ 少し si^ て 額，^ 出す。 A はお .ひ えて 後. 退リ 

する。) 

B お前さん また やって来た のかい。 懲り もしないで。 

(あろ 男、 結禁 した 樣て 入って 来る。) 

B お； S さん は 身 體に變 つたこと はなかった のかい。 不 

思議 さう に 見廻す〕 

あろ 男 おれ は 自分が まだ 生き てるのが 不思 |g だ 。 

(あろ 男 はふと 胴 JiJJ,^ 見つけろ と、 我れ，^ 忘れて 興 街 

して、 前：. i 立って ねろ A  突飛して、 胴^;41,^取：.？，|して 

押 戴いて 懐へ 人れ ろ。 A は ^ 飛され たま、 起 上れない。 

その 無力な 様子ん 兄た もろ sf- は、 急に8?氣，^-出して、 


A,^ 足蹴に して SW^J-iF らす。 A は 死んだ やうに 手 向 

ひ，^ しない。) 

な 扔 こんな 意氣 地の ない 奴 を、 なぜ おれ； 怖がった の 

だら う。 (Bl:^ つて) 资樣 もよ く おれ を 誑かし や あが 

つたな。 

(わる 男 勢 ひ 11 乘 じて B に 打って か、 る。 B も 微かな 

t..? 难.^ 立てた •  たけて 倒れろ。 その 様 は 死人の やうて 

わろ。〕 

ある 男 手 答への ない 奴等 だ。 が 倒れて る やう， た。 

(彼れ は 二人の 様, ^見て、 ふと 恐れ，^ じて ァ タフタ 

と出て行く。) 

f^^-の^がして、 俄かに 雨の 音 烈し。) 

I- 幕 — 
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敗拷 


河 五 

同 

磯 

岩 園 

津 百 

妻 

崎 

瀨 田 

木 

仙 龍 

欽 

俊 大 

吉 子 

子 

也 

一 浩 

つてね ろ" 敷物 や ペットや、 机ゃ椅 や、 電 

燈 ゃ&^ 氣暖爐 などが、 小 給 魔に 削 されて ねろ。 

園 £ 人造 (三十 歳 前後の 痩 形な、 しかし 健 體な afO 

今、 外から 歸っズ 來た. はかりと いった 風て、 黑っ ぼい 

背廣. ^着け、 靴ん 穿いた ま、、 暖爐 _1 常って、 金 口の 

Elm 煙草.^ 吸って ねろ。 ：.：• ふと、 吸 鼓. 6- 床上に 投じ 

て、 兩 手て 頭 抱へ て、 額， <^ 蹙 めて、 ®\、r- ッ /. 、昔 

,^*v^ ながら 室內. ^小 廻りに 一 廻リ したと こんへ、 來 

訪 者の ノ ッ グが 聞え ろ。 

彼れ は、 「お入りなさい」 と應 へて、 頭から 手，^ おろし 

<, 臭 構へ，^ すろ" 

岩 淑伎ー (大 造の S 兄て、 歳 は 四十お まリ、 大 造 i リ 

は 肥って わて、 £^ がの び ズ穢 らしく、 紋 付の 羽 础に持 

ん 着けて、 見ろ から S 舍 紳士 然とし ゐ， csfO 外^と 

袍 とん、 持って 入つ 乂來 る。 

二人 は 相 見て 互 ひに 徵笑 すろ。 

大造 僕 は 今 外から 歸 つて 來 たと ころ だ。 丁度よ かった。 

伎 一 わし も 用事が 大抵 片附 いたから、 成べ くなら、 今夜 

の 夜行で 歸 らうと 思って る。 一 一度 も 電報が 來 とる んぢ 

や。 

(外套 ゃ飽， ^下へ 匿いて、 暖爐の 側へ 胺， かおるす。 火 

造 は、 大儀 さう LL その ほとりへ 椅子 引 寄ぜズ 腰，^ お 


勝 敗 


(三十 歳 ぐら. S 

(四十 歳 ぐらね) 

(三十 歳 ぐらね) 

ai 一十 歳 ぐらぬ) 

(二十 三 四 歳) 

(三十五六^^) 

時 

晩秋の 頃 


わろ ホテ かの 1 室。 

- てれ は 地下室 \ 、もろ。 天井 は 低く、  ^圍 の 白壁に はヒ 

ビが わったり、 汚點が わったり してね る。 廢物 利用の 

客室ら しく、  B 赏リゃ 風通しい ^tt 然 の恩惠 は玦 けて ね 

る。 從 つて 部屋 そのもの は 陰篛て わろ 答な の だが、 大 

ホテルの 餘 光に i つて、 靜 かなしつ とりした 住居 •」 な 


MO 


ス す。) 

s こんな 不景氣 な 時節に、 兄さんの 商賫は 非常に 繁昌 

し て るん た さう だね。 ちょ つ と 驚 い たよ。 

.^ 一  な あに、 田舍の 事業 ぢゃ、 儲か つ て も 儲からな くつ 

て も、 高が 知れ てら あ、 お前なん ぞの商 K の やうに、 煌 

草 を 吸って 馬鹿話 をし とる うちに、 紙 $ が 舞 込んで 來 

る やうな ボ ロイ こと はない のぢ や。 (トゲ /\ し；： 口調 

て-. ム ひながら、 ^から 朝 = と マヅチ Ki- 出して、 一水 火.^ 

40;^! 何處 にた つ て 、 今 てんな ボ 口 ィ 儲けが - ^ ろげ 込ん 

で 来る もの か。 

伎 一 だつ て、 京の 奴等 は みんな 金 を 有つ てゐ さうな 面 

をして るぢ やない か。 田舎の 金 はみ ん な都會 へ 捲 上げら 

れ るんだ からた まらな い ぜ。 お前 なぞ も 田 <515： 者から さら 

つ た金を^*京 へ 持 運んで 來る のが 役 E なんだら う。 銀行 

の 役 だなん て 、 そんな こと をし とれば 役目が 濟む んぢ 

やから、 うまい もん ぢゃ。 

大 t:l 僕なんざ^^役だか輕役だか分りゃしな い さ。 

お前 も ^ 田家の？ i 子に なって 何年になる のぢ や。 ま 

だ 逮が. Hs になら ん のか。 怠氣 地が な い ぢ やない か。 

第  一 ^*-ぉに堂 々 とした 自分 の 家が あるの に、 何 だ つ て 、 

由 八せ か ら^^;::^ へ 出張す るたん び に - J んな 宿屋 に 泊る の ぢ 


や。 ^見識 だと は 思 はない のか。 

S フ 、 ン。 (と、 ゼ、 ら 笑って) 兄さん は 東京へ 來て何 

處に 泊って ゐ たの だ？ 

俊 一 (漉い 顔して) わし は巢 鴨に 泊って 居った。 …… い 

や、 泊つ た の か 泊ら なか つ た の か 分ら な い やうな もの だ 

が、 兎に角、 蒲團の 上に 寢 かして 貰 ふだけ は 貰った のぢ 

や。 ハ 、 、 。 

大 造 奥 鴨から 每曰 東京まで 用足し に 出る の は 厄介 だな。 

伎 一 そのく らゐな こと は 構 や あせんが。 …； 宿 代が 助か 

るん ぢ やから。 

4< 造 高が 中！^ I- の 先生の 安月^ 联 りの 家お や、 田 〈古のお 客 

にたび/ \ 泊ら れ ちゃ闲 る だら うからな。 

伎 一 空い た 部屋 へ寢る だけ ぢ やない か 。晩酌 一 本の 無心 

を 云 ふん ぢ やない し、 どれ だけの 迷惑に なろ んぢ や。 … 

…わし は 今度から 宿屋 へ 泊る ことにしよう。 

大造 それが い、 よ。 商 賣で來 るの なら 旅費 はちゃん と豫 

算に 人って るんだら うから。 

伎 一 豫算 なん ぞ當 てに 出来る もの か。  わし は、 お前 

を HI 田の 養子に しとい たら、 ゆく/ \ 子供の 敎育費 くら 

ゐは 融通して 貰へ る だら うと、 胸の 中で 豫 J:^ に 組んで ゐ 

たの だが、 そいつ も 結局 水の 泡に な つたの だからな。 

大造 その代り、 僕に は 親爺の 遣 達が 錢 一 文たり とも 分配 
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されな かったん だからい \ だ らう。 

後一 何 だ。 おぬし は、 堂々 たる 銀行の 重役の 養子に なつ 

てゐ ながら、 田舍 爺の 爪の 培 ほどの 遺產の こと を また 考 

へと るの か。 ケチ 臭い こと を 云 ふな。 ：：： 遺產と 云って 

も、 あれ は 親爺 を 助け て わしが つ くり 上げた ものなん ぢ 

や。 

火 造 だから 貰 はう と は 云 や あしない よ。 (不 機敏 さう に 

云って) まあ、 紅茶で も、 御馳走し ようか。 

(さう 云って、 椅子から 立 上った ところへ、 五百木 精 

助の 娘 龍 子 (今、 美容院から 出て 來た ばか リと 云った 

やう LL 頭髪と 額. 面と，^ 美しく 飾って、 ケパ/ (、した 衣 

服.^ 着けて ねる 二十 二三 歳の 豐 魔な 女) が、 扉の 間 か 

ら半^1?5,<5-出す。) 

龍 子 あら。 お 客樣。 (と、 云って、 扉ん-締めて 引 込む) 

俊 一 (不思議 さう に〕 あの人 は 誰 だ？ 

大造 僕の 友人 見たい な 男と 緣談が 出来 か \ つて る 女 だ。 

綺麗 だら う。 

俊 一 綺麗と 云 ふよりも 化物 見た いぢ や。 

大造 ど、 つせ 女 は 化物な のさ。 (衝 リて 感じて ねろ らしく 

云って) 隣り の 部屋に 泊って る 僕の 友人の 從 妹なん だ 

が、 折角の 良緣 がちよ つと 行惱ん でる の だ。 行 i§ ん でる 

のが、 僕 だち に は 面白 いんだが。 


俊 一 どうい ふ譯 で？ 

大造 先方の 男 は 1 博士で 風采 も 可成 立派な ので、 女の 

方から 飛 付く ほどの 良緣 なんだ が。 いよく 見合 も濟ん 

で 話が 極り かけ た 時に、 男の 方から 不意に ある 條件を 持 

出した の だ。 それ は、 直ぐに も.：^ 院を 建てたい から、 輿 

人れ の 時に ぉ土產 として 十 i 耳 を 揃 へて 持って 來て aK 

れと云 ふこと なんだ。 無論 女の 兩親は 驚いた ね。 何處へ 

出しても 耻 かしくない やうな 大事な 娘 を や る の を 有難 い 

とも 思 はないで、 大金 を脊 負って 來 いなんて、 太い 奴 だ 

と、 一度 は 怒って 見た もの、 先方が 腕利きの 博士 だとい 

ふのに ひかされて、 手土産の 何萬兩 を 何分の 一 かに负 け 

て吳れ と、 仲人の 手 を經て 交渉 を はじめ たんだ。 幾らか 

の 金 をつ けて やる の はま あい 、としても、 その 金で 藝者 

遊びなん かされち や 溜らな いから、 8! 禁制の 契約書で 

も 書か せようかと いふ やうな 話まで はじまつ てる んだ か 

ら 面白いだ らう。 

俊 一 (にが /\ しさう-, 2) そんな 話が 何が 面白い もの か。 

呆れた 奴た。 金と 結婚 をす る やうな もの ぢゃ。 

大造 金と 結婚が 出来り や 結構 だが、 我々 は 金のに ほひば 

かり 嘆が されて 詰らない よ。 …… しかし、 娘の 結婚に、 

亭主 の 遊蕩 禁止 の 契約書 を 書 かせる の は奋拔 たね。 

伎 一 當 世の 高等 敎育を 受けた ^ は、 そんなに 愁の 皮が 突 
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張つ とる のか、 わし なぞ は 安氣に 喰へ さへ すり や、 餘計 

な金錢 は. 个 W だと 思つ てゐ る。. 

造 誰れ でも 云 ひさうな 御尤な 理窟 だが、 必 な 金と 餘 

計な 金との 展別は 分らない からね。 

(そんな： と，^ 云って ねろ 間に、 靴ん- 脫 いて ス リッパ 

1^ 穿く。) 

火 造 僕 なぞ は、 = 下のと ころ 必要な 金に 不自由し てるん 

だからね。 

伎 1 ハ、、 。 勝手な こと を 云つ てら あ。 こんな 贅澤な 西 

洋 宿に 泊ったり して 居りながら 。 

大造 なにが ほな もの か。 …… さう だ、 紅茶で も 御馳走 

しょうか。 

(さう S つて. 暖爐の 側の ベ ル， ^押さう としてね ろと 

、、るへ、 ノ？ \ ク が M えろ。 「カム、 イン」 と、 聲,^ かけ 

ろと、 战崎欽 也 (三十 歳 前後の 稍 々虚弱ら しく 見える 

男) 萊卷. ^くゆらせながら、 部屋着の 寬 やかな 服.^ 

着 マ 入って 來 ろ。) 

欽也 入って い  >- のかい。 

大 造 あ、、 い、 とも、 これが、 僕の 一番 ヒの 兄なん だ。 

(と 云って、 俊 一 の 方， ^見て) この 方が、 磯崎 欽也 君と い 

ふ 僕の 友 入なん だ 、 靜岡縣 に . 胺大な 果物 畑 を 持 つて ゐる 

富豪の 一 人なん だ。 . 


欽也 ハ、、 。 富豪 はよ かった。 (伎 一 に挨按 して) 園 田 

- 君から お 囈は承 つ てゐ ました) 

(俊！ は 恭しく 挨按 して、 抉から 名刺，^ 出して 欽 也に 

渡す。) 

伎 一 以後お 見知り 置かれます やうに (と、 馬鹿 叮嚀 LL 自 

己 1.1 介. a- する のて、 4< 造 は 苦笑.^ 洩らす) 

欽 也 あなた の お 家で も - J の 頃 w:^ 類の 栽培 を 盛んにお や 

りになる さう です ね。 

伎 一 いやま だ 着手した ばかりで 御座います」 その 道の 御 

經驗の 深い あなた 樣の やうな 方から、 是非 御意 見 を 承り 

たいと 存じます。 

欽也 いや、 わたしども は 他人 まかせで、 自分に はなん に 

も 分らな いんです よ" 

大造 (二人の 話.^ 遮って、 欽 也の 方.^ 見て) 君 は 僕に 何 

か 用事が ある んぢ やない か。 

欽也 僕よりも 龍 子が 君に 用事が あると 云って る。 急に 話 

し た い - J とが あるら し い んだ。 河津が 訪ね て 来る 前に、 

何 か 55 に 相談し ときた いんだら う。 

大造 相談と 云って 何 だら う。 (と、 評しげ：， i 云って) ぢ 

や、 かう して 吳れ たまへ。 龍 子さん に は 此處へ 来て 貰つ 

て 話 を 聞く ことにす るから、 君 は 兄貴 を 階上の パ ー ラ， 

へ 連れ て 行 つ て 、 果物の 話な り 何なりす る ことにして 吳 


れ たまへ。 此方の 話が 濟ん だら、 僕が 迎 へに 行く ことに 

しょう) 

欽也 それ も， よから う 3 

大造 それで、 若しも 河津が 訪ねて 来たら、 君の 部屋で 待 

せて 置く やうに、 ボ ー ィ に吩咐 けて 置 くんだ ね。 

欽也 それが い ぢゃ、 龍 子 を 呼んで 來 るよ。 (と、. ヘム ひ 

繁てト 出て 行く) 

俊 一 あの 八： はお 前く らゐな 年格好 だが、 富豪の 息 干さん 

なのかい" 

大造 富豪と い ふ ほど ぢ やな いが、 兄さん の 所謂^ ふ に 困 

ら ない 財產は あるから、 大きな？ J 室なん か 作って、 メロ 

ン や 葡萄 を 育 てたり して 、氣磁 な 趣味 生活 を し て るんだ 。 

その 方 は 詳しい やう だから、 よく 聞いて 見なさい。 參考 

になる だら う。 

jj? 、だ も； i 

程 一 わし だって 生 果物の 栽培に は 苦心して 居る。 あんな 

若い 男の 意見 を拜聽 しょうと は 思 はんせ" 

(潔. 高に さう 云って ねろ と、、 ス r 欽 也と 能 子と が 顔 

yJ* 出す J 

欽也 (伎 一.. 見て) ぢ や、 あちら へ い ら つし やい ま す か 。 

伎 一 ハイ。 お伴いた しませう。 

(龍 子に 會釋 して 欽也 に 隨ぃ て 出 て 行く 一 ) 

(4< 造 は、 戸口から 首， ^出して 二人 見 ギ：！ つ ズ から、 


から 開か S やうに、 扉に^ く：^,^ おる す。) 

C m 子に 窓際に 添つ て 外 ふ见 し. Q ろ。 大& 一は 取 澄した 

目 額，， いし. \ 女の 側へ 寄って 来，、、 カ丄ァ ン おろす。 

モ しヾ、 命令 的 口調ぐ。) 

大 はー まあ 、 そこへ お け な さい。 

(龍 子が 椅子に 腰ん-おろ すと、 4< 造 も 子に 腰，^ 掛け 

:. ろ J 

龍 子 今の 方 あなたの お兄さん？ 

大造 さう です。 僕 は W 事 を 片付けて 歸 つて 來 ると、 磯崎 

の 部屋 を 訪ねる さきに、 自分の 考 へ を 極め て 置かう と 思 

. つて ゐ たのに、 兄^2が出拔けにゃって來て、 例の 田舍理 

を # 舌 くる ので、 考へ J とも 何も 出來 やしな か つ た。 

. ： ： それ で 、 あなたの 急 W とい ふの は どんな こと な ん で 一 


龍 子 (冷然と し \、 ) あたし、 あな た のお 考へを 承りたい • 

. と 思つ てます わ。 

大造 今 は ゆ つ くり 話 合 つ てる 時間 はな い ん た か ら、 他人 

行儀 は 止して、 短刀 人に 事 を 極め ませう。 …… あなた 

は、 河 津の蟲 の い、 條件を Jt: れて 結婚す る氣 になって る ■ 一 

んで すね e  (咎めろ やうに 云 ふ)  一 

龍 子 だ つ て 、 それ は あなたが ぉ勸め にな つ たん， ぢゃ あり . 

ません か- 河津 さんの 人物 を - ^ の 上 もな い 入 間 の やうに - 
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吹 なすつ て、 あたしに も：. g 親に も 頻りにお 勸め になつ 

たん ぢ やない の" 

ナ、 造 だから、 この 緣談を 成立 させたら い. < で せう。 

船 子 あなた は あたしに 问 情して さう 云つ てド さるの か 知 

ら。 あたし 何だか 怖い やう だ わ。 

大造 ハ 、 、僕 を g がるんで すか。 僕 は あなたの 過去の 弱 

點 につけ 込んで、 あなた を 脅迫す る やうな 卑怯な 眞似は 

しません よ。 戶崎は {.兀 全に 死んだ の だから、 あなた は： 干 

ー；^ で W  士夫 人に なれ るんで す。 

ig 子 あたし、 ？g 士夫 人なん かに なりたかありません わ。 

どうせ 田 の 商人 の 娘なん です もの ： 

火 造 (1" 突して) 博士 夫人に なりたくない 顔で はなさ. - 

うに 見える けれど。 

能 子 (ふと 險 しい 目，^ して〕 さう 云って あたし を 侮！： な 

さるの？ …… ぢゃ、 兩 親が 何と： K つても、 あたし この 緣 

談を斷 わって しま ひます わ。 

太 造 それ は 御 勝手 だが、 河 iS: は 僕の 親. fA. たから、 河 ai の 

細^；になる人を、 伐 は陷れ やしません。 河 の 要求 を あ 

なた の 御！ 1^ に K 次いで、 要求の 一部分で も ira 入れて 頂、 

か、 「と、 いろ/.. -と収 做し をして ゐ るの は、 あなたの 弱 

點 に對し て 一 . あなたに 云 は せれば 無論 弱 g ぢ やな い ん 

つぐな 

だ が 11 佻 問 の 道德か ら 見た 弱 點に對 する 賠ひ にして る 


つもり なんです。 さう でな き や、 あなたの やうな、 東京 

の 社交界 へ 出し て も、 直ぐ ク ィ ン になれ さうな 美人が、 

お 化駐料 自分 持で 結婚す るって 法 はな いんです からね。 

…… さう 云つ て も、 河津は 何も 知って やしないんで すか 

ら、 あなた は 安心して い 、です よ。 

龍 子 有難うよ。 あなたの 恐ろしい 御 好意 を 受けて 緣談を 

纏め て 頂、 い たら 、 兩親も 喜 ■) させ うよ 。 

太 造 …… それで 今日は、 ^崎と 傑と 二人で、 河 律の 意向 

をよ く 確め て、 どちら かに 話 を 極めようと 思つ てるんで 

すが、 その 時に、 龍 子さん の 本心 をよ く摑ん どか なきや 

闲 ります からね。 

能 子 だ. つて、 今日は あの方が あたしと 二人き りで 話 をし 

たいと 仰 有った んぢ やなく つて？ あの方の 意向 は、 あ 

なた ゃ欽 也さん に 確め て 頂かな くった つて、 あたしから 

よく 聞きます わ。 それよりも、 圃 田さん は 何 だって あた 

し 達の 緣談に ャキ モキして いら つし やる で せう。 

大造 ャキ モキして るなん て、 いやな こと を 云 ひます ね。 

あなたの 御兩 親の 熱心な 依？ S も 受け て るし、 河津は 僕の 

親友で は あるし …… 。 

龍 子 御 肖 分の 御 本宅が あるのに、 こんな ホテルに お 泊り 

になったり …… 。 

S それ は氣樂 だからで すよ。 別に 意味の ある こと ぢゃ 
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も、 

龍 子 白ば くれてい らっしゃろ わね。 (笑つ 乂) あたし、 

機會を 待つ てゐ たのです けれど、 もう 愚阖々 々して はゐ 

られな い 場合に なつ たんです から 、 今 あなた の 前で 云 つ 

ちま ひます わ。 …； 死んだ 戶 崎が あたしに 云って ゐ まし 

たのよ。 圃田大 造と いふ 男に だけ は 注意し ろって。 

大造 (意外な 感じに 打 たれて) これ は 驚いた。 どうい ふ 

譯 なんです？ 

龍 子 今と な つ て は、 それが た つた 一つ の 遣 言の やうに 思 

はれます の。 園田大 造と いふ 男に だけ は 注意し ろと、 あ 

の 晚 心底から 戶 崎が 云った のが、 今 耳元 で 聞え る やう で 

(さう 云って、 龍 子 は 耳目，， 小 凝らした が、 ふと、 結 立 

ての 頭髮. ^荒つ ぼく 壤し にか ^ つ た。〕 

大造 (驚いて、 座ん 立って) なぜ、 そんな 亂暴な こと を 

す るんで す？ 

(思 はず 彼女の 手， .J- 執って 留め rs うとす ろ。 龍 子は爭 

ひな ガら。 ) 

龍 子 こんな 髮に 結って まで、 河津 さんに お E に掛ら なく 

て もい 、ん です。 それよりも、 戸崎が 與津の 海で 溺死し 

た 時分 の 有； 樣が あた しの 目に はよ く 見え るん です。 あな 

たのこの 手が、 波の 中で 惡 魔の 力 を もって 動いて ゐ たの 


が、 今 見える やうな の。 ：：： あなた は 一生 そのこと を 御 

自分 一 人の 胸に 藏 めて ゐ ようと 思つ て いらっしゃ るの？ 

大 造 あなた は 飛ん でもな い 掛り合 ひ をつ けます ね。 ぢゃ、 

與津 で戶崎 君が 溺死 をした の は、 僕の 所爲 だとで も 思つ 

てゐ るんで すか。 

(さも 思 ひも 染めない、、 ヒん丄 K はれ；，： のに：： 木れ たらし 

く、 彼女の 手ナ小 放って i| 子に ぐったり 腰，^ おろす。 龍 

子 は髮^ 攘 しながら、 昂裔 して 目に 一?^.^ 浮べて ねろ。) 

大造 ぁの時は戶崎^^と 一 しょに 海水浴 を やつ てゐ たに 違 

ひない が、 僕 は； 成ぎ が 未熟 だから、 水際で バ チヤく や 

つて ゐ たし、 戶崎君 は 波 を 切って 沖の 方へ 行った のです。 

泳ぎの 下手な 人間が 泳ぎの 上手な 入 間 を 海の 底 へ 沈める 

ことが 出来よう 害 はない し、 第一 、 僕が 何のた めに 親友 

を 溺死させる 必要が あるんで ぜぅ。 …； 戯談 にも そんな 

こと を 云つ ちゃ 闲 ります よ。 

龍 子 でも、 あの 後の あなたの 態度が 證 明して ゐ ました。 

戶 崎の 注意 を 思 合せ て あたし は 察した のです。 女の 一は 覺 

力 を あなた は 御存じな いのね。 

大造 恐ろしい 邪推 力 を あなた は 持って る。 ^ は 御 勝手 

だが、 そんな 馬鹿げた - J と を 他人に 云 つち ゃ闲 ります 

よ。 戶 崎と あなたとの 關係 は、 僕 だけが 知って ゐ たやう 

な もの だから、 それで、 戶崎は 僕 を烟 つたがって ゐ たの 


お s 


かも 知れない が …… 。 

(火外；^！が^込むのに、 飽子は目.^^*注ぶ、ながら、 頭 妻，^ 

a し；： ま、、 椅子に ぐったり 腰， <j 'おろす。) 

船 子 でも、 その 手で よく あたしの 災難の 极を絕 つて 下す 

つたわね 。戸崎が 不意に この 世から 消えて しま はないで、 

何^までも 生きて ゐ よう ものなら、 あたしの 一生 は 破滅 

だった のよ。 あんな 死に 方 をした の は氣の 毒だった けれ 

ど、 あたし、 ホットし ました。 …… ホッと 胸 を 撫で 下し 

たの は あたしば かり ぢ やな いんです。 兩親は 夜が 明け た 

やうに 思って ました わ。 

大 造 あなた は 夢を見て るんで すか。 あなた や あなたの 御 

兩^ が戶 崎の 死 を んでゐ たか ゐ なかつ たかは、 別問題 

として、 僕は戶 崎の 死に 關 係はありません よ。 

飽子 まだ 隱さ うとして いらっしゃ るの？ ぢゃ、 そ，：：^ ま 

どちらで もよ 御座ん すわ。 …… あの 時、 あなたが 戶崎を 

沈めなかったら、 戶 崎が あなた を 沈めた かも 知れません 

でした のよ。 …… 園 田さん、 今年の S の 興津の 海の こと 

をよ く ra^ して 御覽 なさい ね。 海へ 入る 前、 海へ 入って 

ゐる 間、 海から 上った 時の こと を、 よく 思 出して 御覽に 

なるとい、。 

大造 さう です ね。 こんな 穴 倉の やうな 都會の 一室の 暖爐 

の侧 であの 日の こと を 思 出す と、 僕で も感 i 的に なって 


來 るから 不思議で すね。 あの 日 は 土 の 明けた 頃で、 興 

津の濱 は 少し 荒 模樣だ つ た。 波が 恐ろし さに 海 へ 入って 

る 者 は 極めて 少 かった が、 不斷は あまり 大膽 でもない 戶 

崎が、 どうい ふ もの だか、 その 日 は 馬鹿に 元氣 がよくつ 

て、 そのく らゐの 波に ビク/ ^する や うぢ や、 男子の 面 

目に か& はると 云った やうな 顔して、 僕 を 誘って 飛込み 

ましたよ。 (P (想して ねる らしく) あの 時、 曰 *w- は 胸に 

一 物あった かも 知れません ね。 

能 子 あなた は 今 はじめて 氣が おつきに なった の？ 

大 造 今日は 思 ふ 存分 波と 闘って 見る かなんて、 笑 ひく 

云って ゐ ました。  それで ある 所まで は、 B も 後から 

隨 いて、 負けん 氣で 泳い だんです がね。 

龍 子 その 時 あなた は 、 あたし の 顏を見 ていら つし やらな 

かった の？ 

.K 造 (思 ひ 出の 空想から 目が 醒めた やうに、 彼女，^ 見て) 

あの 時 あなたが 濱に ゐる箬 はないで せう。 

龍 子 濱に 立って ゐ なくっても、 波の 上に 浮んで たか も 知 

れな いわ。 戶崎は 確かに あたしの 顔 を 見て ゐ ました。 

火 造 そり や、 戸崎 は 溺死の 間際に は、 あなたの まぼろし 

ぐら ゐは 見て ゐた かも 知れない が … … (口調，^ 改めて、 

慌てた 態度て) 磯崎なん か^、 もう 歸 つて 來 るか も 知れ 

ないから、 肝心な 話 を 早く 極めな き やなりません よ。 そ 
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れ よりも そんな 頭 をして ゐ ちゃい けません よ。 何事が 出 

來た のかと 怪 まれます よ。 

餛子 なせ、 そんなに 慌て るんで す？ 與津の 海 を 思 ひ 出 

す ことが そんなに お いやにな つて？ 

S 溺死者の 話 はもう 止し ませう。 戸崎 は 完全に 死んで 

るんだ から、 あの Bf? の こと はもう 忘れて しま ひませ う。 

死 をして 葬らし めよ と、 聖書に も 書いて ある ぢゃ あり 

ません か。 

龍 子 あなた は本當 にさう 云ふ氣 持に おなりに なつ て？ 

(喜ばし さう に) 

(そ、、 へ、 戸，^ 叩く 啻が 問えろ。) 

(大 造ば 困った 額して 立って 行って 扉，， ^問け ろ。 そ,； 

には^4  I ィが立 つてね ろ。) 

お —ィ (名刺 出して) この 方が いらっしゃいました か 

ら、 お 隣り の 部屋へ お通しし ました。 

大造 それでよ ろしい。 

(扉，， ちて 元の 座 へ 莨る。) 

S 河津 君が 來 たんです。 …… あなた も此處 まで 蓮んで 

來た話 を、 今にな つて 打 壞さ うと 思て やしないんで せう 

龍 子 あなた こそ、 この 緣談 を順當 に. 運 ひたいと 物好きに 

思つ てい らっしゃ るの？  あたしに は、 どうしても あ 


なた のお 心が § めません わ。 … . あたし を戶 崎の 棄 手 

から 救出して、 河津 さんの 手 へ お渡しになる ために 苦勞 

なす つ て 、 あなたに 奴って、 どう い ふ 御利益が おありに 

なる の？ 

S 人間 は愁 によつ て 動く とば かり は 限りません よ。 

龍 子 戶崎は 園田大 a に は汕斷 するな と 云つ てゐ ましたの 

よ。 興 律の 波の 上で は あなた も あたし の 顏を ていら し 

つたん ぢ やない？ 

大造 あなたの その美し い 顔 をです か。 (彼女， ^見詰めて、 

今 まてと ちがった 心の ® へ，^ 感じながら〕 ぢゃ、 與津の 

波の 上で、 戶 崎と 僕との 二人が、 あなたの 顔 を 見ながら 

鬪っ てた としても よろしい。 

龍 子 戶崎は あたし の 兩 よりも あなたの 方 を 恐れて ゐま 

した。 それで、 あの 入 は あなた を 恐れる たびに あたし を 

脅かしました。 (無 邪；！ 脉 らしく) ： ： あなた は あたし を： 

じ て 下さらな い？ あ にし は戶 崎に は 蛇の やうに 附 •！：• は 

れ てゐた の です け ど、 あたし の 身體 は淸淨 潔，： n なんです。 

戶崎は あなた に ま-利 を 誇り たいた めに、 あたしの 名譽を 

機牲 にして、 自分勝手な 揑造 をして お話したん でせ うけ 

れど、 i§ たし は 神様の 前 へ 出ても 誓 ひ ます わ。 戶 崎と あ 

たしとの 間 に は、 後 喧 いこと は 決してありません のよ。 

大造 あなたが さう 仰お るなら、 僕 はさう 信 じろ 外 ありま 
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せん。 

船 子 あなたが それ を！ i^E じて 下さら なきや、 あたし 河津さ 

ん のお 話 も壞 してし まひます わ。 ：… 今、 二人で かう し 

て 差 向 ひで ゐる 一 分か 二分 かの 間 は、 あたしに は 一生の 

大切な 場合なん ぢ やありません か。 あなたに も 大切な 場 

合の やうに 思 はれ るんで すけ ど、 さ うぢ や 御座いません 

の？ あたし 一生の pgj が この 一 分 間で 極る やうに 思 はれ 

ますの よ。 

火 造 八？^ の 一生の 運が 瞬間に 極る ことがあ るんで すね。 

01/ ば もどかし さう にして- Q ると： ろ へ 、 戸の 昔が 

ra- たろ。) 

龍 子 (耳^ £ けて) お兄さんと 欽 也さん とが 歸っ ていら 

しったの ね。 あたし 洗面所へ 行つ て顏を 洗つ て髮を 商し 

て來 ます わ。 

(龍 子 は 靡.，^ 開けて、 二人の 側ん、 く  V つて 出て 行く  C 

^^；也は彼女の！^^の亂れん怪しみながら、 伎 一と 一し 

iL: 入って 來 る。) 

欽也 どう だ、 sii は 極った のか。 

大造 ゥ ン。 (曖昧に 云って、 伎 一 の 力，^ 見て) 面白い 話が 

あつたの かい。 

伎 一 あ、 いろくと 參考 になる お 話 を 承 はった。 ホテル 

の屮も 方々 案 S して 見せて 頂いた。 


大造 大勢 洋 人が ゐて珍 らしいだ らう。 田舍 の土產 話に 

今夜 一 晚此處 へ 泊つ ちゃどう だね。 

俊 一 柄に ない 事 は 止しに しょう。 こんな 宿に 泊つ ちゃ、 

わしな ど は 草 臥 休め も出來 やすまい。 

S しかし 親類の 家に 泊めて 直つ て氣 兼ね をす るより は 

まし だら 、つ。 

伎 一 いや、 わし は 用事 さへ 片附 いたら、 一刻 も 早う 家へ 

歸る つもり， ちゃ。 魚で も 野菜で も 東京の 物 は 古くって 味 

も 何も あり やしない，， - 

4<t5J なに、 東京に だってうまい 物 は あるよ。 久振 りに 會 

つたん たから、 晚餐の 御馳走く らゐ しょうよ。 それに 霄 

要な 話 も あるんだ から。 

俊 一 わし も お：： M に ちょ つ と 話し ときた いこと が ある ん 

だ 。 御馳走 なんか は どう でもい k が。 

火 造 急いで 故 鄉へ歸 るに しても、 夜汽車で 立 つんだら う 

から、 それまで ゆっくり してる とい k。 (欽 也の 方へ 向い 

て) さっき： s が 来て、 君の 部 浸で 待って るよ ひ 

欽也 もう 來た のか。 誰れ かお 相手をし てるの か。 

S なに。 君の 奥さん はま だ歸ら ないやう だし、 龍 子 さ 

ん はお 化粧 をし に 行つ てるの だリ 

火 也 ぢゃ、 がお 相手をして ゐ ようか。 

(さっさから、 椅子に も かゝら ないて、 ：^屈 さう にし 


^  て. フラリ /,.、 しズ わた 欽也 は、 懷 した ま、、 出ズ 

敗 行く。) 

俊 一 ゎしは今夜&汽車に^:$ っても、 とても 滿 足に 眠られ 

やすまい から、 その 寢豪 で寢 かして 賀は うか。 

大造 あ、。 蜜た けり ゃ寢 るが い、 さ。 話す ことがあ るの 

なら 、 寢臺 で寢 ながら 話し たら どう だ 。 

伎 一 それ もさう だな。 わし は 袴なん ぞ 穿いて ちゃ 窮屈 だ。 

, (挎， 小 脫ぃ だり 羽織，^ 脫 いだり してね ろ 間に、 大造 は、 

首 垂れて 物.，^ 考 へて ねろ。) 

俊 一 それ はさう と、 お前の 夫婦の なか は圓滿 なのか。 兩 

親と も 折 合つ とる か。 

大造 相 變らず さ。 . 

俊 一 相變ら ずと いふの は、 平穩 無事に 行 つと ると いふ こ 

となの か。 

大造 張 合の ない 平穩 無事 だよ。 僕 は 今の 今でも 養家 を 飛 

出す くら ゐな 意氣 込み は 持って るんだ が、 獨 立して 一 仕 

事 やりだす 準備 をし とか なきや 駄目 だからね。 兄さんが 

この頃う まく 當て、 るん なら、 少し 資本 を 貸して 貰へ ま 

いか。 

俊 一 馬鹿 を 云へ。 ：… わしの 方で こそ、 お前に 賴 みが あ 

8 るん ぢゃ。 順 三は來 年中 學を 出たら、 どうしても 東京へ 

お 出て 修業した いと 云って、 わしの 稼業 を嗣ぎ さう でない 


から、 お前の 家の 玄關番 に でも 置いて 貰 ひたいと 思つ て 

るん ぢゃ。 

^0 他所の .M 關番 なん ぞ させる より は、 充分に 學资を 出 

し て 、 宿舍 へ でも 下宿 M へ でも 入れたら い \ ちゃない 

か。 僕 は liJi 子で 懲りて る。 順 三 を 玄關番 の 候なん かに 

ならせた くないな。 

伎 1 お前 を 養子に 出した の は、 身內の 者の 面倒 を 見て 赏 

ひたいた めだった のぢ ゃぜ。 

大造 蟲 のい \ こと を 云つ てら あ。 僕 は 家族の ために 人身 

JJ  く-つ 

御供に 上げられたん ぢ やない よ。 妻 家に 財產 があった つ 

て、 僕の 自5 になる んぢ やなし、 傍で 思って る やうな お 

難 味 はあり やしない。 

(俊 一 は 落着 告の惡 さう に. お 床に 橫は つて。) 

伎 一 氣 儘が 出来ない くら ゐ何 だ。 贅 St を 云 ふなよ。 養父 

が 何時までも 生きと る 譯ぢゃ ある ま い 。 養； 乂が 死に や、 

あしこの 大身 代 は みんなお 前の もの ぢ やない か。 

大 造 そんな 夢で も 兑てゐ るかな。 …… あの 親爺 は、 大丈 

夫 百まで は 生き てゐる さう だ 。 僕が 運よ く あの 家 を相續 

が出來 たにしても、 その 時分に は、 僕の 方が よ ぼくの 

お 爺い になって るか も 知れない よ。 (心が ムシ ャ クシ ャ 

したら しく) 養子なん かになる もん ぢ やない。 傍から 羨 

まれても、 兄弟 中で 僕が 一 番 a 乏まを 引いた やうな もの 


雜 


俊！ (激した やうに) 勝手な こと を 吐かせ。 咸 張った 顏 

をし たいの なら、 少し は 兄弟の 世話で もし てからに し ろ。 

(大 造、 うる？ さう に 额.， 4^ 背けて、 椅子に もたれ か、 

ろ。 〕 

(そこへ、 欽 也が ノック もしない て、 Gl,,^- 開けて ノ ソ 

ノソ 入って 來 る。) 

也 龍 子が 今、 戶ま どひして 僕の 部屋 をの ぞいた から、 

呼 込んで 河 律お にき はせ といたよ。 それでい \ たらう。 

僕 は あ. - いふ 才子のお 相手に はなれな いから、 丁度よ か 

つた。 

(w^ も なげに さう 云って、 電氣 暖爐の 側の 子に 腰，^ 

おみして、 t. 草.^ 吸 ふ。) 

(伎 一 はちら と欽 也，^ 兄た が、 度ぐ に 頭から 夜具，^ 被 

つた。) 

(大造 は 突如と し 、不安に 襲 はれたら しく、 そして、 

g えない もの.^ M さ、 見えない ものん 見.， たっと 努力し 

てね ろ。) 

欽也 時節が 時節 だから、： il? 婚 披露が 幾 組 も あるら し い ね。 

そこら を 歩いて ると、 絢 P な 色彩が、 田 旁 者の Hr に： 

しいくら ゐ. たが、 しかし、 晝問 でも 1 火 をつ けなき やな 

. いない やうな、 ， J んな 地下室に 押 籠め ら れてゐ るの は 、 


僕に はな ほ 息苦しい よ。 やはり、 Bs^ か 野菜畑 を 見 1! 

つてる のが、 僕に は 適して ゐる。 こんな 所に 一週間 もゐ 

ようなら、 僕の 健康 は臺 なし だ。 

(大造 は、 それ に 答へ ないて、 椅子，^ 離れて、 神經の 

t はれた 態度て、 部屋 1^ 歩く。) 

S 1 は、 早く.. - 高い 鼾.^ 洩らす。 叙 也 は、 その 蔚 1 小 

聞いて 顧みて 微笑す。) 

欽也 あんな 風に 雜作 なく 熟睡が 出來 ると 結構 だね。 兄 さ 

んと 君と は 顔 立 は 似て ゐ ないやう でも、 話つ 振り はな か 

なかよく 似て るよ。 兄弟 は爭 はれない もの だ。 

大造 河津は I？ に 何 か 云って ゐ たか。 

欽也 君から いろ/ \. 聞いて るので、 龍 子さん は 改めて 會 

ふ 必要 はな いんだが、 お 約 鬼 だから 多忙な 時間 を さいて 

来たなん て 云つ てた よ。 僕 なぞ は 並び 大名 同様の 傍觀者 

なん. たが、 兎に角 この 緣談は 首尾よく 纏まり さう だ わ。 

つまり 君のお 薦 なんだ よ。 

大造 しかし、 まだ 持參 金の 打合せが 殘っ てる ぢ やない か。 

龍 子さん の 兩親は 何 だ つ て、 娘に 大金 を附け て 結婚 10 せ 

ようとす るんだら う。 

欽也 (詠 しげ LL 相手， か 見上げて) だって、 それ は 君が 勸 

め た のぢ やない か。 河 律お は 間に 稀れ な 立派な 人間で 

あるに しろ、 龍 子 だって、 大威張りで 誰れ とで も： 結婚の 
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欽 大欽大 


龍 子 どんな；， ゾ： 事と 云って、 あの方のお M きになる こと を 

m つ ただけ です わ。 (邪氣 なく 云 ふ ) 

火 造 あとで、 僕が 河. 律 君に 會 ふんです が、 この 緣 -1^、 につ 

いて は あなた は 異存 はない と、 河. 球^に 云つ てい」 んで 

龍 子 それ は あたくし の 方から あなた に 伺 ふ >  J とです わ。 

大造 だって、 碟は あなたと 河津 との 間の 紹 へ：； 者に 過ぎ 

な いんだから、 (イラ/, \し た 心ん、 現 はして) .m に 角、 

あなたのお 話が 濟ん だら、 此 へ 河 津ぉを 寄越し て V さ 

龍 子 お 逢 ひに なりたき や、 今 直ぐにで も 伺 はせ ます わ。 

大造 ぢゃ、 直ぐに 此處へ 寄越して 下さい。 此處 でち よつ 

と 河 iS: に 話 をした 後で、 一 しょに 其方の 部屋へ 行つ て、 

皆ん な で 珈琲 でも 葡萄酒で も 飲ん で 祝意 を 表する ことに 

しませう。 

5 な 

(龍 子首づ いて 出、 行く。  4<t?. 一は. ほ  一 へや ヰって お 

cr ヤ うか 5^ つてから、 暖爐の 側 s:w 子に 腰.^ おみす C) 

(河^ 仙 古 (三十 五六 歲。 フ C- ソク ：•  I ト，， 小 昔した； ufi- 

しき 男。 大造 i リは氯 障に 見える ほどに 粉飾して- Q ろ) 

が ノクク して 入って 來る。 一て して、 火 造と 颜， 兌 合せ 

ると、 互 ひに 税 しげ LL 會驛 もし. 乂、 椅子，.^^3べる。 彼 

れは、 £«肇 の 方へ は 少しも 氣 がっかない。) 


出來る 資格の ある 女 だ。 ひけ rH を 感じる 點 はち つ ともな 

ぃ譯 だと、 僕 は 思って る。 

造 君達 はさ-つ 確： i^H してる のかい。 

也 君 はさ-つ 思って ゐ ない のか。 

造 女と いふ もの は 分らない もの だれ。 

也 (微笑して) 君が そんな こと を 云 ふの は變 だ；； T … 

…僕の 家 z: なんか は、 龍 子 を 一 癖 ある 女の やうに 云つ て 

ケナし て る けれど、 ^純な 女ぢ やない か。 

大造 さ- 「だら、 つね。 

(1st- かない 取リて 扉の 方へ 寄って 行った とこる 

へ、 龍 子が 颜，， 小 出す。〕 

龍 子 (欽 也ん、 见て) 今姊 さんから あなたに 電話が か、 つ 

て來 たから 大 なぎ で來て 下さい。 

S 何處 からかけ たんだら う。 

C 欽也は 急いて 出て 行く 。 龍 子 も 直ぐに 行告 かける の 

か， 大 造は慌 しく 呼 §2 めろ。) 

大造 ちょっと 待つ て 下さい。 一 言 あなたに 云つ ときたい 

ことがあります。 

(龍 子 は、 さして 動じない 態度て 入って 來ろ。 大造は 

寝臺の 方.^  一  しながら、 龍 子に 向って lti"J- 游 めて 話 

しかけろ。) 

尺 造 あなた は 河 建 f わに どんな 返事 をし ました？ 


仙 古 いろく 御 面倒 を かけた わ。  一 

4< 造 な あに。  は 龍 丁さん と 二人つ きりで 話 をした 一 

いと 云って ゐ たが、 もう 話 は濟ん だの かい。 

仙み 大して. 话 もしない が、 話 はもう 濟んだ やうな もの だ。 

…； 僕 は 持參金 の 件 を 譲歩し て もい、 よ。 

S 讓 歩した と 云って、 いくら！ If ど？ (訝し さう に 訊く) 一 

仙士" ；ほゝ 笑みながら) 市に よったら 零點 まで 引 ドげて 一 

もい 、ね" 

大造 どうして？ 

仙. f:a 淸淨 潔， ：！： な 美しい 女 を、 金の 間题 なんか を 持 掛けて 

汚す の は 慘酷だ と 思 はれる よ。 

太 造 ハ、、 。 本心 でれ はそんな こと を 云 ふの かい。 君の 

入 if 觀が 一 朝に して 引く り 返る のは^ 思議た ね" 

仙 卜：： 入 牛： 觀 なんか 何時 變 るか 分った もの ぢ やない d 變っ 

たの を、 僕 は， H 分で して ゐ るよ。 

火 造 さう すると、 s« の 要求 を 正面に 受けて 周旋して ゐた 

僕が 馬鹿を見た 譯 だれ。 (不 機縱. 弒 付！？、 U 調に 現にす) 

仙吉 ど 、つし て ？  も 仲介 入と して 喜ん で 吳れて もい、 

ぢ やない か。 僕が 金の 問 m 仏 を撤駿 した の だか ら レ 

^.0 さ-つす ると、 ！ S の 病 の 建築 はどうな るの だ？ 

仙士"  .：；^ 院 など 急いで てる 必要 はない よ。 當分 今の 病院 

の  一 SS として 鋤いて ゐて、 そのうち 時期 を兑て li 立す 


れ ばい M  。僕 は まだ 若 いんだ もの。 

大造 あんなに 熱心に 計 劃して ゐた 事業に 一 頓挫 を 来たし 

て も 後悔 を しないの かい。 

仙 杏 事業 は 事業。 結婚 は 結婚 さ。 (tit 氣 さう LLlK つて〕 僕 

に 話が あると いふ こと だが、 内密 話 な のかい。 

4< 造 (相手の 心，， 小搜 らうと する やうに ジロリ と 見て) そ 

れ よりも、 龍 子さん はおに どんな こと を 云った？ 自分 

の 身の上に 關 て 何 か 重要な こと を 云はなかった か。 

仙 古 あの人の 身の上？ 無論 そんな 話 はしなかった よ。 

::: あの 目と あの 唇と あの 手 は、 16 學 上から 觀 察しても 

純潔な もの だよ。 君な ど 素人に は 分らない だら うが、 我 

我醫學 者に は 1^ 感で 知れ るんだ。 (悅に 入つ てね ろら し 

く 一" ム ふ ) 

大造 大した ものだね」 (嘲る やうに 云って) ぉ醫 者さん 

に は、 肉體の 判斷は 出来る かも 知れない が、 心理の 觀察 

は 不得手なん ぢゃ ある まい か。 龍 子さん が 心の中で どん 

な こと を 思って るか、 君に は 洞察 出来まい ね。 

仙 ハ、、 。 そんな 岡 問題 は 他日に 譲って、 君 は 仲へ" 者 

の 義務と して 、 持 參金撤 魔 の - J と を、 一 刻 も 早く 先方の 

兩 親に 傳へ て吳れ たまへ。 

大造 さう 知らせたら、 先方の 親爺 は大 恐悅， たらう。 折角 

出し かけた 物 も 引 込めて しま ふだら う。 僕が 口 を 酸ば く. S 
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して 說 得させた のが、 無駄な 努力に なつ てし まったん だ 

ね。 田 舍の金 持が つて は蓄 へて る財產 を 捲 上げて、 病 

院 でも 建てれば、 死んで る 金 を 生かして 使ふ譯 になる の 

に、 君 は 馬鹿 だな あ。 (戲談 らしくない 口調て 云 ふ) 

(俊 一 ふと 薄目 vj- 開けて、 二 入の 方，^ W すみ 見して、 

また 目 閉. ちろ。 二人 は 氣. つかない てね ろ。) 

仙. f" 無論 君のお 骨折 は 感謝す るよ。 何 かの 方法で 感謝の 

意 を 表 はすつ もり だ。 

(今 ま て 希望 の 光に 包まれて ねる 人の やうて わった 仙 

吉は、 大 造の 不 機敏な 様子ん 見て、 不思議 さう に。) 

仙吉 君 はどう かした のか。 先日 奮った 時より は 唯. i 悴 して 

る や うぢ やない か。 

大造 いや、 御 心配に は 及 • ばない。 身體は 健全 だ。 

仙吉 さう か。 それならい、 が。 …… 鬼に 角、 あちらへ 行 

つて、 皆ん なと 祝盃 を擧げ ようか。 

大造 いや、 まだ 祝盃を 上げる の は 早い。 (氣 六ケ しさう に 

云 ふ) 

仙 +:n なぜ 早い？ 先日の 君の 話に よると、 先方の 兩親 は、 

金錢 上の 要求まで ある 程度まで は受 入れる くら ゐに 乘氣 

になつ てゐる さう だし、 龍 子さん の 氣持も 今 五六 分間會 

つて ゐた 間によ く 分った の だ。 僕 は 話 は 略々 決定した も 

の だと 自信して ゐ る。 


大造 フ. 、 ン。 (皮肉な 笑 ひ，^ a して) 君 は あまりに 入が よ 

過ぎる」 少し じれったくな つたから 云 はずと もの こと を 

云 ふんだ が、 人並 以上に 容色の い、 娘 を、 』J はすのに、 

大金 をつ けて やらう と いふのに は、 何 かそ こに 曰くが な 

くち やなら な い と 勘付き さうな も の だ 。 

仙吉 曰くが ある？ (氣に 留めない らしく 云 ふ) 

(俊 1.、 ふと 咳，^ して 病體. ^持 上げる。 仙 古 は 観み て、 

はじめて 寢鑾の 人 に 氣づ い C 驚く。) 

大造 故郷から 來た客 だ。 

仙 古 (立 上って) 外に 特別な 話 はな いんだら う。 僕 は あ 

ちらへ 行つ てるよ。 君 も 差 支 へ がない のなら 直ぐに 來た 

まへ。 

(俊 一 へ挨俊 もしない て 急いて 出て 行く。) 

佼ー、 寢臺 から 下りて 大 造に 近づく。〕 

伎 1 お前 達の 話が 夢の やうに 耳に 入った が、 呆れた もの 

ぢゃ。 

大造 そんな ことに 呆れな くっても よから う。 兄さん も 隣 

りの 部屋へ 行って、 皆ん なと 一 しょに コ ー ヒ ー でも 飮ま 

うぢ やない か。 

伎 一 さっきから 前觸れ ばかりで、 わし はま. たお 茶 を 一杯 

妻 ばれて 居らん。 

大 造 さう だった な。 今度 は 大丈夫 御馳走す るよ、 さあ、 
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伎 火伎大 


大造 モシく …… さう です。 いや、 お知らせ しないで 相 

濟 みません でした。 實は據 ろない 賴 まれ 事が あって 此方 

へま ゐ りました ので …： さう です。 その 緣談 で、 大勢が 

一し よに まゐ つて 居ります。 ちょっと 身體が 外せな いん 

です が、 明日 も 此方に 逗留いた す やうで したら、 暇 を 見 

て 伺 ひます。 …… ハァ。 ぢゃ失 鱧し ます。 

(電話.^ 切って、 帻 子，^ 被って、 扉. 締めて 出て 行く。) 

—— 幕 11 

前の 場の 隣り の 部屋。 室 內も略 々同様て あるが、 00 

暖爐 家具な どの 配 匿が 相違して ねろ。 卓上 li は 紅茶 が 

用意され \ ^もる。 龍 子、 欽也、 仙吉、 及. ひ 叙 也の 妻と 

も 子 (三 十 歳 前後の 丸 髭に 結った 女) の 四 人が、 それ 

ぞれに 氣樂な 明ろ い 態度て 椅子に 腰，^ 掛けて ねる。 

とも子 龍 子さん はわた しが 外 へ 出て ゐる 間に 髮を壞 した 

のね。 折角 綺麗に 結って ゐ たのに、 なぜ 壞 したの？ 

龍 子 だって、 園 田さん の 意地 惡が あたしの 髮を侮 ¥ る 

ん です もの。 

とも子 子供 見た いなこと を 云って ゐる。 

欽也 さっき 僕 は 隣り の 部屋へ、 園 田の 兄 だと：. ムふ 人と 一 

しょに 人った 時に、 龍 子さん の 髮が滅 茶々 々に 壞れ てる 


行かう。 

伎 1 いや、 わし はこん な 所に！ S 々々しとろ より や、 1 

刻 も 早く 故 鄉に歸 つ た 方が い k。 電報 も來 とる こと ぢゃ 

から、 ぐに 停.； S!. 場 へ 行って、 急行の 出る の を 待 つて 乘 

る ことにしよう つ 

何 を 感じて 慌て るんだ い。 誰れ も 兄さんの 財布 を 狙 

つてり やしないよ。 

^  _ わし は、 見る こと 聞く ことが 胸く そが 惡ぃ。 

(急いて 仕度 LL 取掛 ろ。) 

ぢゃ、 東京 驛 まで 見途 つて 行かう。 

それに は 及ばん。 

何が 氣に 障った の だい。 

…； m 、鴨へ も 牛 込へ も 暇 乞 ひ を せんで 立つ から、 お 

前から よく さう 云 つと いて 吳れ。 

(手早く 衿，^ 若け て飽 持って 出て 行く。」 

S 觅に角 d 動ポで 場まで 兑達る ことにしよう。 

(隨 ぃズ 出て ；仃 く。 IS は 開け つ 放しの ま、 になつ マ ね 

る。) 

sh  S  が蚺リ つ V けろ。 降 室へ 外出. 知ら ぜ に 

；仃 つ- 1 い 火 t おは、 廊下てそれ，^-^告っけて、 俊 1 廊下 

に 待せ て いて、 急いて 部屋に 入って、 話 器. 手に 

マる。) 
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の を 見て 吃驚した の だよ： 

仙 古 園 ffl は 時々 惡戯. をす る 男で r からね。 わたしが 結婚 

に 不潔な 金錢 問題 を 持 出した とい ふこと も、 圜 田の 惡戯 

なんです よ。 決して わたしの 本心ではありません。 

欽也 阖 田 は、 函 田家の 養子に なって ゐ ながら、 金のに ほ 

ひ を される ばかりで、 ち つ とも 財產が 自由に ならな い 

ん だからな。 ： … だから 何 か につけて 金錢 を問题 にした 

がるんだ よ。 

仙吉 園 田 はわた しと 共謀に なって、 龍 子さん のお 父さん 

からお 金 を 出させ て、 その うち の 何 割か を 御 自分 の 懐へ 

入れようと 企んだ のぢ やありません よ， - (輕 薄に 笑って) 

その 點 は 誤解な さらない やうに 願 ひ ます。 

欽也 それ はよ くわ かりました。 家へ 歸 つたら、 わたし か 

ら龍 子さん の兩 親に さう 傳 へませ う。 

とも子 今度 こそ、 針で 突いた ほどの 障り もな くって、 日 

本 晴れ で 事が 運 ■,、 ャ やうに、 あたし 達 は 淺間樣 に 願 を 掛け 

て 来たので 御座いま すわ。 

仙吉 (龍 子，^ 见/) 先日 はじめてお 目に か、 つた 時に、 

何だか 見た ことの ある 顏 たと 思 つたの です が、 わたし は、 

龍 子さん にお EI に掛 つたこと があります よ、 與津 の濱の 

水浴 場で、 水浴 着 を 着けて 砂の 上に 腹 匐 ひに なって る あ 

なた を！^ たに 遠 ひな いんです。 八月 初旬でした。 


(何氣 なくさう 云 ふと、 ^子 は！！！ リの惡 さ うな 額 1 小す 

ろ。 欽也 はふと 心に 打搫， ^受けた 額.^ する。) 

、龍 子 あたし、 ちっとも 存じませんで したわ。 …； 今年 は、 

二三 度 海へ 入った きりなん です けど。 

欽也 ぢゃ、 あの 時. 溺死した 戶 崎の 死 I ぬを设 初に 檢 死し 

たの は、 河. ® さん、 あなたでした か。 圃田は あの 時、 興 

津に來 合せ てゐた 懇意な 醫師を 直ぐにお 呼びし て 診て 頂 

いたさう です が、 その 方 は あなたでした か。 ： ぢゃ、 

戶 崎の 溺死に ついち や、 あなたが よく 御存じの 害です ね。 

仙吉 まあ、 さう です。 しかし、 . 今 日 は 溺 死者の 話なん か 

止 さ うぢ や あり ません か。 そ ん な 話 は どな たもお いやで 

せう から。 

とも子 (入の よさ さう に) でも、 あの人の St 死に あたり 

前の 死で、 別段 變 つた こと はな か フ たん ぢゃ ありませ 

んか。 

欽也 それ はどう だか 分らない ね。 (と 一ぶ つて、 皮肉に) し 

かし、 興津の 海の 事が 今度の 緣談 に關聯 してる やうに 思 

はれ だした から 不思議 さ。 •  • … . 河津 さん は 御^^^ ぢ やな 

いでせ うが、 あの 戸崎と いふ 與は 色魔と； |:f つても い、 や 

うな 男でした よ。 あれ は 死んで よかった のです。 あいつ 

が 何時までも 生きて ゐ たら。 いろんな 所に 迷- 1 が掛 つた 

かも 知れな いんでした。 


仙 小：：； r 冷淡に) さう でした か」 色魔で も 聖人で も 死體に 

變 りはありません わ。 …… 今 あなた は、 興津の 溺死 人の 

. J とが 今度 の 緣談 に 關聯し て る や、 つに 仰 有った が、 關聯 

し てゐる とすれば、 それ は^なが ら 龍 子さん にお 目に 

掛 つたこと なんです よ" それが 緣の糸 ：！ になつ たんです 

とも子 (人の i ささう に) 緣と いふ もの は 不思議な もの 

で 御" 11 います わね。 

仙士 ：.-  f 腕昧 計.^ 见て〕 わたし はこれ でお 暇いた しませう。 

…； それで、 今度 わたしに 御用が お ありになる 時には 、 

^田 を經 ないで、 あなたから〕 ほ 接に、 わたしに お話し 

下さる や-つ に 願って gd きませ う 。 阁田 1^ は 聰明な 男 だ が 、 

時々、 云 はずと もい 、餘 計な こと を 云つ ていけません よ。 

:K 也 承知し ました。 

仙 古 明！； n も 此方に 御 滞在の やう だったら、 どこか、 もつ 

と 85 いた 所で 御 一し よに 食事で もして. ゆっくりお 話 

を 承り ませう？ 

(^ヒ つて 找拶 して 出 、行く。 欽也、 義務と し， 、見送 

つて 行く。  > 

とも子 河港さん は 御 立派な 方ね。 心掛け も、 M 田さん に 

間いた よりも、 綺^で^ しさ うぢ やない の？ 

他 子 さう ね。 …… でも、 姉さん。 あたし！ さんが 怖い 


のよ." 何 か 魂膽が ありさう で。 

と... 子 魂瞻と 云って どんな 事？  圃 田さん は なぜ、 あ 

なた に髮を 壊させ たりなん かし たんで せう。 河津 さんに 

ぉ會 ひする ために、 わざ-く 美容院で 氣を つけて 結つ て 

貰った のに、 ：•：. あなた も、 阖 田さん がどう 云った から 

つて、 なせ、 そんな 馬鹿な 眞似 をした の。 

龍 子 あたし 自棄に なって、 あの方に は會 はないで、 一入 

で 靜岡 へ 歸 らう と 思 つたの よ" 

とも子 呆れた 龍 子さん ね。 あなたが そんな 無茶な こと を 

したら、 わたし 達が 伯父さんに 申譯 のない ことになる ぢ 

やない の。 

fs- 子 (懐つ、、 さ、 つに〕 姉さん ゃ欽 也さん はわた し を 信じ 

て 下さる わね。 

と も 子 改まつ て 何 を 云 ふんです？  ：•：. あなた だ つ てわた 

しだ つて、 ちつ とも 後 目た いところ のない 女ち やない の。 

龍 子 姉さん は 何時も さう 思つ て 威張つ て ゐられ るから 氣 

樂わ。 

とも子 わたし は咸 張った ことなん か 一度 だって あり やし 

ない よ。 可 笑な 龍 子さん。 

龍 子 あた L は、 何時 誰れ かに 脅かさり やしない かと 3 わつ 

て い. つも ビ ク し て るの よ。 

とも子 あなた を 脅かす 人なん か、 何處 にも ゐな いぢ や あ 
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りません か。 氣の 弱い 龍 子さん。 

龍 子 ぢゃ、 姉さん は、 假 りに、 誰れ かしら、 今年の 夏の 

興津の 溺死 は 園 田さん の 所爲 だと 聞い て も 驚かな くつ 

て？ 死んだ 戸崎の 下手人 は圃 田に 違 ひない とい ふ 人が 

あっても 驚かな くって？ 

と も 子 そんな 戯談に 驚く もの です か。 

學 でも、 世の中に は 根 も？^ ない こと を 云 ふ 人が ある 

ん ですからね。 

(そこへ 欽 也が 不機纖 な 額して 入つ 7 來 ろ。) 

とも： 十 (微笑して 夫，^ 迎 へて) 今ね、 龍 子さん が 恐ろし 

い こと を 云 つたんで すよ。 今年の 夏の 興津の 溺死 は圔田 

さんの …； 。 

欽也 (慌て、、 妻の 口，^ 壓 へる やうな 襟ん-して、 遮って) 

止せ、 そんな 不吉な 話 は …… 。 

とも子 (氣 がつ いて〕 本當に 不吉です わね。 そんな 話 止 

しませう。 

欽也 おれ もよ つ ぼ ど 迂濶た つ たよ。 何にも 知らな い で隨 

い て來 たんだから。 …… あの 河津と い ふ 男に し て も 案外 

の 曲者 かも 知れない ね。 最初 は 第 一 の條 件に して ゐた金 

を、 今にな つて 入らん と 云 出した のも變 だが、 あ、 綺麗 

な nl を 利いて、 うまく 緣を 結ん どいて、 後で もっと 大き 

く 吹？ S ける つもり かも 知れない ね。 「白浪 五 人 男」 の 日本 


駄右衞 門 見た いな、 それ こ そ圃田 のうは 手 を 行く 惡黨か 

も 知れない。 

とも子 あなた こそ 不吉な こと を 云って いらっしゃる。 

龍 子 欽 也さん の 仰 有る こと は、 ちっとも 不吉な こと ぢゃ 

ない。 わたしに は疾 つくから そんな 氣 がして ゐ たんです。 

あたし は、 圃 田さん と河津 さんとの 間に 奴 引され てゐた 

商品 見た い に 思 はれます のよ。 

欽也 (慌て、 龍 子の 口  ^應 へる やう：.： して) その あと は 

云 はん 方が ぃ乂 よ。 明日に も 花嫁さん になる 女が、 そん 

な 過激な こと を 云つ ちゃい けない よ。 あなた は 何も 知ら 

ない 顔して 澄して ゐれ ばい、 んだ。 おれが 引受けた。 

とも子 御大層な こと を 云って いらっしゃる のね。 …： 紅 

茶で も 入れ か へ て赏 ひませ うよ。 

(さう 云って ぺ か.,^ 押さう とすると、 太. 造が 忙しげ： IL 

人って 來 ろ。) 

大造 河津 はもう 歸 つたの か。 (わ K り，^ 見廻す) 

欽也 君 は 馬鹿に 早かった ね。 兄さん を 見 g つて 来たの か。 

大造 發車 時間に はま だ餘程 間が あつたから、 停. ¥ 場で 別 

れて來 た。 河津 がそん なに 早く 歸 るんだ つたら、 見， 沒り 

になん か 行く んぢ やなかった のに。 

欽也 (昂奮した 顔して) 河津君 はまた 君に 螽っ ちゃ 面倒 

だと 思って、 早く 出て 行った のか も 知れない よ。 …： そ 
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こで、 僕 は： S 刀 直 入に 云って しま ふが ね。 今度の 緣談に 

は、 1!^ にもい ろくお 骨折 を 願った の だが、 今日 限り 手 

を ひいて 吳れ たまへ。 龍 子の 兩 親に 代って、 僕が 君に 强 

要す るんだ よ。 

i  (素直に) S3 方がない。 

也 君が 二人 を 引合せて 吳 れ たの は 有難い が、 當人 同士 

に 異存がない とすると、 君の 役目 は 濟んだ やうな もの だ。 

の 手 を！！ ないでも、 ！！ is は 此方で 蓮ぶ やうに しょう。 

太 造 それが い \ たらう。 (^笑して) 龍 子さん が 勝った 

んだ u。 

欽也 誰れ に？  * 

火 造 いや 誰れ に 勝っても 勝った の は 結構 さ。 …… 僕なん 

か は、 餘計 なませ つ 返し 屋 にされ てし まった 譯 だね。 ハ 

、 、。 …… 死んだ 人間の した こと や、 僕の 頭の 中に ある 

こと は、 この 仉の 中で 何處へ 行つ て も 通用され な いもの 

にされ てし まった 譯 だね 0 …； 明日、 河 律が 來 たら、 皆 

ん なで —— 僕 を 除いた みんなで 11 改め て 祝 Km を 擧 げた 

まへ。 僕 はこれ でお 暇して、 n りで 家へ 歸る ことにしよ 

う。 …… いや、 パテから 出 ける と、 兄貴の 汽車に 一 しょ 

に，^ れる かも 知れない な。 …… 左樣 なら。 

へ大4;^~は、 三人， ^平等に 見て 會釋 して 出て 行く。 龍 子 

は、 心て ュ、 S  ：： あ 跡， 迫って ねろ やうて おろ。〕 


と- -子 (夫 LL 向って) あなた は、 隨分 ひどい こと を 仰 有 

るの ね。 圔 田さん を 怒らせて もい、 んで すか。 わたしが 

行って あやまって 來 ませう か。 

欽也 なに、 い- -ょ" 怒るなら 怒らせと くさ。 (龍 子に 向つ 

<^ 龍 子さん に は、 僕が あのく らゐな こと を、 HI 田に 云 

つ て もい、 譯が あると 思つ てる だら うね。 

龍 子 え k。 (氣 のない 返事) 

欽也 あなた は 勝利者と 云 はれ てる女 ぢ やない か。 もっと 

元氣 よく 威張つ てゐ なきや 駄目 だよ。 河津 さんとの 緣談 

についても、 ビク ともしなくて い、 ん だから，； T 龍 子 さ 

んの 方で いやで なければ。 

龍 子 よく 云って 下す つたわ。 有難う。 あたし これから 元 

氣ょ く 威張 つて ゐ てよ。 …… 姉 さ ん もしつ かりな さいよ。 

(龍 子 は 突如と して 立 上って、 とも子の 手，^ 取って 立 

上らせろ。 とも子 ヨロく しながら 立 上って。) 

とも子 どうした のさ。 わたし 轉んぢ ま ふぢ やない の。 

(龍 子 面白さう に 笑 ふ。) 

(ふと、 卓上の 電話が 鳴ろ。 龍 子が 受話器.^ 執る。) 

龍 子 モ シ く。 … … あたし 、 龍 子です。 …… さ- 「です か。 

 承知し ました。  こちらで は、 姊 さんと あたしと 

でダ ン ス でも はじめよう としてる ところな の。  いら 

つし やらない の。 …… 爲 方がない わ。 …： 左樣 なら。 奥 
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樣 によろ しく。 

(電話が 切れる。) 

欽也 誰れ の 電話 だ？ 

龍 子 圃 田さん。 これから 隣の 部屋 を 53 て 行く ところです 

つて。 

とも子 わたし、 ちょっと 行って 樣子を 見て 來る わ。 

欽也 止せく。 

とも子 だって。 (出て 行く〕 

欽也 (突立って ねる 龍 子に 向って〕 生きて る 者が 死んだ 

奴に 負けち やた まらな いよ。 僕 は 人間の 死 を 喜ぶ なんて 

いやな 心 を 起した の は はじめて たが、 今 はそん な氣 持が 

して ゐ るの だ。 龍 子さん はさう 思 はない か。 

(龍 子 直ぐに は 答へ ないて ねろ。」 

欽也 死んだ 奴に 負けて なる もん ぢ やない。 

龍 子 さ， つです とも。 

(龍 子 力 S§3 く 云 ふ。 欽也 微笑す。 ：- 

1- S  — 
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n 村 ゆ 銀 長妻吉 

の の 力 

若 婆み 太 辰お 兵 


一 うな 俳句 味の 風趣 は、 處 にも 見られな いのて わる。 

六十 歲 くら， Q の老 主人 吉兵衞 が、 お-先にし やがん て、 

鶴の 毛ん むしって ねる。 

屮 尔の廣 夫 銀太郎 がそ こへ 入って 來ろ。 

銀太郎 旦那、 殺生 を やって ゐ なさる ね。 

古兵 衞 こ いつは 玉子 を 生まね ぇ穀 清し だから、 思 切つ て 

絞めち やった よ。 こんな 肉 は 堅さう だから、 fe: どもに 御 

馳走して、 おれ は ソップ の 汁で も 接る ことにしよう。 人 

間 も 齒を惡 くしち や 駄目 だせ。 

叙 太^ それでも、 旦那 はいつ もお 大丈夫た から 結構で さ 

あ。 

古兵 衞 な あに、 見かけ 倒し だよ。 おれ は 今まで is は 一 

度 もした ことのね え 男だった が この頃 は どうも いけね 

え。 何 處が惡 い ちう 一 J と はね えだ けん ど、 心が 弱 つて 來 

たぞ 

级太郎 そり や、 いくら 頭 丈な 人で も、 五十 を 越しち や、 

若い 時分の やうに はいきますまい。 たまに は 湯治に でも 

行きな す つ たら どう だ あ。 この 頃 は 熱 海 や 湯 河原 へ も汽 

車が 通って、 えらく 便利に なった ヾか ら。 

吉兵衞 おれ もさう 思 は ん でもね えが …… 湯治と いふ やつ 

も 退. Ig^ で 、 どうもお れ の 性に 合 は れぇ に よ 。 

銀太郎 さう 云へば、 曰； 那は松 田の 競馬に 行って なすった 


老  %  S  9 


場 所 

相 州の ある 村 

時 節 

十月 s„ - 

人 物 

0  (ナ、 十^ くらね) 

し も (同上) 

松 C 三十 くらね〕 

0  (S: 十 くらね) 

子 (二十 餘 ao 

さ ん 

い 者 

si-t* の からしい ある i« 家の. お。 . おと： K つて-^、 そ： 

は？ め 千 場に ？ られて わるの て 、 苹 花な ど はなく 

つて、 n 水の 秋の E*$.:: といへば、 ぐに される や 
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や 5 だが、 あの 後 は どこへ も 行きな さらん のです か。 

(吉 兵衞 は、 邪 傻に 鵜の f-YJ- むしって ねた 手.^  めて、 

相手. ^見上げて。) 

吉兵衞 小 田 原で やった 時に や、 おれ も 三日 ぶっ通しで 行 

つたよ。 十雨ば かりの 損で すんだ k から 安い 道樂 た。 も 

う 競馬の 呼吸 はちゃん と吞 込んだ から、 この 次から 損 は 

しねえ つもり だ。 お前 はどう だな。 

銀太郞 わし は 今日 大船へ 行って 馬鹿な 目に 會 ひました。 

懐中 を スッ カリ はたい ちゃつ て 歸り の 汽車賃 を 連 れの 男 

に 借りて 歸っ た ん で さあ。 あんな 出 i^rn な 競馬に ぶ つ 付 

かつち や。 馬の 明るい もの は 却って 馬鹿な 目 を 見 るんで 

す 力 

吉兵衞 〈冷笑して) お！ なぞ 馬に 明るい なんて、 大きな 

口 を 利く 柄ぢ やねえ。 田舍 競馬 の 小 博打 に 夢中に な つ て 、 

身代 を すらね え やうに 氣を つ けろ よ ^ 

鈸太郞 ハ 、 、さう 見くびり なさるな よ。 これで も、 松 田 

ぢゃ、 百 雨の 餘 もせし めて、 懐の 中 は懐爐 を 入れた やう 

に 温くな つたんで すせ 。 (調子 に乘 つて さう 云つ た が、 ふ 

と氣づ いたやう に) だけど、 小 田 原と 大船と で 思惑 違 ひ 

を やって、 折角 联っ たもの をスッ カリ 吐出して しま ひま 

したよ。 

吉兵衞 それ 見ろ よ。 百姓が この 忙しい 時分に、 野良 を 放 


つち やら かして、 旅費 を 使つ て 賭事に！ u を暮 すと： K ふこ 

とが ある もの か。  . 

銀 太^ いや、 わし だって 競馬なん そに 凝って やしません 

よ。 此間 うちから 一 つ 大計 書 を 立て、 居ります。 それに 

つ い て 日ー那 のお 力 を 借らに やならない と 思 ひまして。 

吉兵衞 そいつ は 御免 だ。 (頭，^ 振って、 全然 取合 はない 風 

. ^して) おれ はお 前 達と 共謀に なって 仕事 をしょう た あ 

思 はねえ。 やりたい 仕事が あり や 一入で やる だよ。 お前 

もい つまで も AM> 氣 地が ねえ ぢ やない か。 

銀太郎 自分に 意氣 地の な いのは、 十 年 も 前から 知って ゐ 

ますよ。 東京に 三年 もゐた 間に われと わが 身が 意氣 地の 

ない こと だけ を學 間して 來 たんです からね。 .：： だけど 

な、 あんた がわし の 企んで る ことに、 一 錢 一 厘たり とも、 

オイ ソレ と资本 を 融通し て 下さらな い くら ゐな こと は、 

わし、 百 も 千 も； 水 知して ゐ ますよ。 わし は 親爺の 殘 して 

吳れた 田地 を スッ カリ 賣 飛ばし て、 そいつ を 資本に、 自 

分の 思 ひ つ いた 仕事 を やつ て 見る べいかと 思つ てゐ ます 

だ。 

吉兵衞 フ 、ン、 いくら も殘 してやし ねえく せに。  そ 

れで、 その 田地 を おれに 買って 吳れと 云 ふんだ な。 

銀太郎 お 察しの 通りで さあ。 今の 時節. たから、 決して 法 

外な 價で 引取つ て 頂かう と は 思つ て やしません。 
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古お 衞 まあ 御免に しょう。 高く も朦 くも、 人の 田地な ど 

に 手 を 出す 氣 はもう ね えだ よ 。 自分 の 物で も賣れ る もの 

なら J! つち まひたい ぐれえ だ 。 

銀 太^ へえ、 E; 那 がそん な 翁に おなん なすった のか。 ほ 

ん とです かい。 

吉 lli- 銜 おれの 心 1- り をお めえ に 話した つて 詰らね えな。 

(彼れ は、 わら まし 乇.， ^むしり 取った 鷄， か 提げて 立 上 

つて、 相ャ _r の 方へ は 目 t やらない て、 横手から 入って 

行く。 銀 太^ は 「チ >^-ソ」 と^^打ちして、 〕 お まご i 

ごして、 やがて、 緣 側に 腰，^ 掛けて、 袂 から 煙 ic ナ屮ー 

本 出し ズ 吸って ねる と、 そこへ、 奥から 年齢 三十ば か 

リの若 主人の. お 松が 出て 來 る。) 

tl^ 松 話酴 がどう も 銀 公ら し い と 思 はれた ぺ 快活 に 云 つ て 

側 へ 來て) 1;;^ は .匿§ に 何 か ねだり 事が あつ て 来たの か 

、 0 

銀 太^ まあ さ-つです がね。 今日は 曰； 那 はわし の 話に 唾 it 

も引扮 けて 下さらない。 

S 松 親 5^ れに 話す 前に おれに 云へば い、 のに。 

00 へ」 え。 (_w 笑す る 態，^ 見せる) 

お 松 ハ、、 。 相變ら ずお れを侮 ど つて ゐ るね。 此間か ら 

おれ は、 おれに 船み 事 をした 最初の 奴の 頼み を. 生命に 

懸けても gsw けて やらう と、 大 決心 をし てゐ たの だよ 0 


銀 太^ さう でした か。 そいつ はし まった。 …… 今から 改 

めて あんた にお 願 ひしち やい けません かな。 

辰 松 おれ を 信 W してや しないく せに。 

銀 太 一郎 決して さう 云 ふ譯ぢ やありません。 (眞 面目に 云 

つて) それ はさう と あんた は、 何時までも 此方に 尻を据 

ゑ てゐ なさ るんで すか。 よく 退屈 をな さらないで ぢ つ と 

して ゐ らっしゃる もの だ。 

辰 松 銀 公に は それが 不思議 か。 君が 東京で しくじって 村 

へ歸 つて 来て、 齲齪 してる もの だから、 おれが 半 歳 もこ 

んな 田舍に 籠って ゐ るの を、 さぞ 退屈たら うと、 身に 引 

くらべ て ちょっと 思 遣り を 出した の だね。 つれ は 君の や 

うに、 暇 滑し の 野良仕事 も出來 ないし、 m 博 も 打てない 

し、 成程、 傍から 見たら 所在ない 日 を， 途 つてる やうに 見 

える だら うさ。 だけど、 銀 公、 他人に うっかり 同淸 なん 

ぞ する もの ぢ やない ぜ 。 おれに はおれ 相 應な日 の 经り方 

が あるんだ ぜ。 

銀太郞 それ はどうい ふこと でせ う。 離れ座敷へ すつ 込ん 

で學 問し てゐ なさ るんで すか。 

辰 松 まあ、 さう とで も 思って ゐる さ。 

级太郎 學問 もよ ろしいで 御座ん せう が、 家にば かり ゐな 

すつ ちゃ、 身體 のためによ かありません ぜ。 どうです？ 

競馬で も 見に お出でな すつ ちゃ。 わしが お 伴し ませう。 
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辰 松 競馬 だ？ 長い 面 をした 馬の けっくら を 見て どこ 

が 面白 いんだ？ どちらが 勝った つ て い 、ぢ やない か。 

銀太郎 さう 云つ ちゃ 話に ならね え" 

ゆ リ 

辰 松 緣も 由緒 もな い 長 面獸の 競 爭を悅 しがる やうな 子供 

ぐさい 眞似は 止し. て、 君 も 自分で 思つ てること を 遣り通 

して、 自分が 勝ったら い \ だ らう。 

銀太郞 馬の けっくら を、 口 を 開いて 見て やしません。 

財布 を は たいても、 fil 分の 見込んだ 馬 に 階け てゐ ますよ J 

辰 松 はした 金の 小賠 博が 自慢に やなるまい。 おれの 親爺 

まで も- この頃 は 競馬 通 ひ を やりだして、 馬の 通 を 話し 

だした から 可笑しくて ならない よ。 

銀 太， 断 小 g 博で も大購 博で もやって 見ない 人に は、 どん 

なに 面白い か 分りつ こ はない な。 

辰お 瞎事 がそん なに 面白い のか： おれ も Is- 成りい ろく 

な 事 を や つ て 見た が、 まだ 金錢を 賭けた 勝負事 は やった 

>  J とがな い よ。 一 度 試し に や つ て 見よう か 。 君の 手引き 

で。 

銀太郞 へ、、" あんた 方 はそんな 品の 惡 いこと は" まあ 

お止しに な つ たら い、 でせ つ。 

辰 松 親爺の 脛つ 嚙り だと 思つ て おれ を 見くびって るね。 

ところが、 この頃 は 剛情 だ つ た 親爺 も 無常 を 感じ て 、 お 

れ に 世を讓 らう として ゐ るんだ よ。 


銀 太. 郎 それ は です かい。 

辰 松 もう 少し 經 つたら 分る こと だ。 兎に角 今から せいせ 

いおれ の i 機嫌 を 取つ て 置け よ。 君の 小購 博の 資本 くら 

ゐは貨 してやる よ。 

(彼れ はさ う 一一 一一 〔故 つて、 -ソカ /\ と奧 へ 入 つ て ； t く。 

銀 太郎は 詰らな さう に緣側 1^ 離れ 出て 行き かけた が、 

そこへ、 二十., 可成り 過 ざて ねろ らしい ゆみ子、 

都會の 流； L.: に 外れ；： 服装て、 平凡な、 むし！ ハ痴 

鈍な 額 付， やして 入つ ズ來 る。) 

ゆみ子 長 沼さん と 仰 有る お 家 は 此方で 御座いませ うか。 

(銀 太那に 挨^して 訊 U ろ) 

级太！ 船 え、 さう です。 (評しげ に 女，^ 見詰めて) あなた 

はこのお 家の 誰れ を 訪ね て 來 なす つ た ？ 

ゆみ子 辰 松さん と 仰 有る 方 は、 まだ 此方に いらっしゃる 

ん でせ うか。 

銀 太 m ゐ ますと も。 …… あなた は 東京から 來 なすつ たん 

だね。 

ゆみ子 え、。 

銀 太 m わたくしが 若旦那に 取次いで 上げ ませう か。 

ゆみ子 どうぞ、 さう 仰 有って U 'さい まし。 i 手 町から ま 

ゐ りました つ て。 

銀 太^ 葺手 町？ さう 云ったら 分 るんで すね。 


(彼れ は 念.^ 押し ズ、. お.^ 横切 つ 乂. M う へ 入 つ 乂 むく。 

ゆみ子 は そっと 家の^ 千., ^さ 見す る やうな 風 し 

ノ、， ル隅 にしゃがん てね る。 そ、、 へ、 辰 松- おし も 

が、 杻 末な 勢 働 服^ 若け、 さつ ま 芋の 

人った 流 つて 入って 來ズ、 う さん 臭 い て ゆ み 

子.^ 見る。 ゆみ子が ：3s- おくれした 態度て 挨拶. „J< すろ 

と。) 

おしん あたた は何處 から 來 なすった？ (か、 つた！ ^て 訊れ 

ス 0 

ゆみ子 jsf;w からま ゐ りました。 

おし も iSf;3f から？ そんなら 松 を 訪ねて 來 なすつ たん 

. だね。 (稍々 颜.^ 和らげて) さう でした か。 (^, ^おろし 

て、 慌てた 樣子 vJ< し VO それなら、 わたしが 秘密で あな 

たに 話した い ことがある だから、 ちょ つ と 此方 へ 來て下 

せいまし" ：… さあ 平く。 誰に も 見つからない うちに。 

(^^する ゆみ子^ 急^て 、出ズ 行く。  兵 n は 何 か 

, ^搜す やうな して， M から 出て 來ヾ？ Ifc へ下リ ると、 

上 ^から、 お 松と 叙 太^と が、 何 か 小^ぐ Si しながら 

出 て 來 て 小" お 銜 i-J- 见 て -ぉ f^^L れ 航 マ る 。 ) 

古 共衞 今 誰れ か 女の^が したやう だった が、 (と の 

つ- 「に： パ つて、 能ん 见 つけて) おし もが 歸 つて 來 たの か 


一 銀 太^ 主婦さん は 芋 を 掘りに 行って ゐ なすつ たんです 

力 

^,M0 お前 は 今まで 此 處にゐ たの だら う。 誰れ か來 なか 

つた か。 

銀太郎 知りません： 

古兵 衞 ハ テナ。 ：：•- おれが 鳥の 身 をた、 いてる 問に、 何 

だか、 女の ® らしい ものが 聞え たの だ。 

銀太郎 曰 ー那は 齒は惡 くっても 耳 はま だお 丈夫なん だね。 

ぢゃ、 日； 那の 近くで、 うっかり 秘密 話 は 出來ま せんれ。 

古お 衞 どうも 不思議 だ。 おれ は 身體の 心が 弱つ て來 ると、 

耳 だけが 感が强 くなる んで、 時々 は 飛んでも な い 聲が お 

れの 耳に 入ったり す るんだ。 

叙 太^  (微笑しながら) わたくしの 耳へ は、 主婦さん の 

聲も 聞え ませんで したよ。 且那 のお 耳に は ど んな 女の K 

が 聞え ました？ い、 女の 難でした か" 

士 3 兵衞 何 を。！^ もね え。 (にがい 額し ヾ) 銀 <ム はもう HS 

事 はねえ だら、 つ. - 今日は これで 歸っ て 出直し て來 いよ リ 

銀 太， 郎 でも、 わたく レ は まだ 用事 を濟 まさな い んで すが。 

古お 衞 さっきの 話 はいくら 云つ ても駄 H だ" おれが いや 

だと 云ったら いや だ。 

銀 太^  の 御 機 她の惡 い 時に ぶつつ かつ もや かな はな 

、，。 おや、 今 rn はこれ で 御免 り ませ、 つよ。 


574 


醜老 


(銀 太^ は 辰 松の 方へ 氮遣 はしげ な 目.. J- 送って 出て 行 

く。) 

吉兵衞 銀 公 はおめ えに 何 を 話した？ あんな 男に 關り合 

ひ をつ けられち やい けね え。 お前 なぞ い くら 分 つ た 顔し 

てゐて も、 まだく 世の中の 修業 は 足りね えよ。 油斷し 

とる とひ どい 目に 會 はされ るぜ。 

应松 銀 公 はなに も 云 や あしま せんよ。 

古兵 衞 (ふと 氣づ いたやう に) お前 何を考 へと る？ 

辰 松 何も 考 へて やしません。 

吉兵衞 お前が そんな 顔 をし とる 時には、 ろくな i とを考 

へやし ない。 ：：： あ、、 さう だ。 鳥の 肉 は组の 上に のつ 

けた ま、 だ。 泥棒 猫に 奴ら れる かも 知れね えから、 行つ 

て 見て 吳れ。  ， 

辰 松 お父さん は 外に 用事が 出来たん です か。 

小： S 兵衞 何でもい、 から、 早く 行って 見て 、れ。 そして、 

火で も 燃しと いて くれ。 

辰 松 僕 はま だ 腹が減らない から、 午餐の 仕度 は ゆっくり 

でよ ろしい。 

古兵 衞 愚圖々 々云 はないで、 早く 見ろ よ。 お前に.^ • はせ 

るた めに、 鳥 を遗 したん ぢ やない か。 

辰 松 あんな 腊っ氣 のない 鳥 を 食った つ て爲樣 がない な。 

s« 棒 猫が 狙つ てり や 食 はして や つ た 方が い 、 くら ゐなも 


の だ。 

(辰 松 不承々々 に、 庭から 上へ 上って、 顧み 勝ちに 奥 

へ 入って 行く。 吉兵衞 は 不安な 標子 して、 外へ 行き 

かけろ と、 おし もが 人って 來 ろ。) 

おし も お前さん 何して る. たね。 

吉兵衞 お前 こそ 何處へ 行った V。 こんな 所へ 籠 を 抛 放散 

ら かしと いて。 

おし も ：… 長 《"甚 の 婆 さまに 一言 云 ひたい こ とが あつ 

で、 思 出し て 直ぐに 行 つ て來た 。 

吉兵衞 ほんと か。 

おし も 何を氣 にして る だな。 お前さん 今日は 變 たな。 

古兵 衞 何でもね えだ。 (安心した やう にお つて) やつば 

りおれ の. 耳 か。 

おし も 辰 松 は 家に ゐ るんだら うな。 

古兵 衞 ゐる とも。 今日は おれが 千餐 にうまい 物を挤 えと 

おし も わし も 早く 田 画から 飾って よかった。 もうち よつ 

と遽か つ たら い やな 思 ひ をせ ざなら なか つ たの に。 (揭 

一 百の やう LI 云って、 籠.^ 持って行き かけろ〕 

吉兵衞 いやな 思 ひ をせ ざなら ねえ？ ぢゃ、 お前、 誰れ 

かに 會 つたの だな。 まあ 待て (籠- -1 乎，^ 掛けて おし もん， - 

めて) ぢ やおれ の 思った； 迎り、 さっき 此處へ 誰れ か來 


575 


てゐ たの だ な。 ど、 つ i、 ケ、 の 餘 がした と 思 つ た。 …… なせ 、 

おれに 隨 すだ。 おれの 难 はおめ え 達に 始末して 貰 はねえ 

だ。 (ふとき つ い， 確ん， 出す〕 

おし も ^H.笑なこと；^^ひなさる。 (相手の ig,^ 見て ねる う 

ちに、 n 分 も- 快な 表 iEYJ- して) ぢゃ、 何 だな。 お前 さ 

んは、 小 wsf の あの 女が、 わざく お前 を哼 出しに 此處 

まで やって 來 たと 思って るんだ.； 5。 まだ そんな 馬鹿げた 

こと を考 へて るの かい。 自分の 年齢 を數 へ て 見な さるが 

い X だ。 ，：！： 分 の その 顔 を 水鏡に でも 映して 見なさる がい 

>  -0 

^M0 人の 顔より や. In: 分の 顔 を：：：^ ろよ。 

おし も わしの 顏は、 十六 年 働いて 牛： きて 來た顔 だよ。 馬 

K にして 貰 ひます まいよ。 お前さん 一 人で 仕上げた せ 

ぢ やねえ たから。 

衞 何 を。 身代つ くるに、 てめ いがい くらの 足しにな 

つた？ 大きな 口 を 利く でね え。 (少し 萎れた やうに) 

おら、 どうで もい、 だ。 たと へ 百 蓖兩 の 財 產がぁ つ た つ 

て、 おら も、 r- ど •「 でもい、 だ。 

おし も 呆れた 人間た。 あの 小 田 原の P 十 見たい な 不様な 

女に 愛想 を か され た つて、 自分の 身 に ま で 愛想 を？ I 爲 

かす 法が ある だか， - …… 一 一十 や； 二十の 若い もの ぢゃ ある 

まいし」 んが いたら 正； M の沙 決と は 思 やすまい よ。 


古兵 衞 世間が 何と 云 はう と、 おれの 知った こっち やねえ 

…… お前なん ぞが いくら 惡對っ い て も、 おれに は 何とも 

感じね えだ。 田畑 一 切；； 質り はたい て大盡 遊びした つ て、 

おら、 もう かねえ だ。 

おし も 面， S からう となから うと、 そんな 無茶な ことされ 

て、 女房 子が 路頭に 迷 はされ て 溜る もの ぢ やない。 お前 

さんが、 年甲斐もない 眞似 をしたい のなら、 譲る もの は 

； 松に でも 讓っ て、 s 分 一 人で 何處 へ でも 出て 行きな さ 

るが い V, 。 

小：ロ 兵衞 だから、 明 曰に でも 身代 を 辰 松に そ つ くり 讓っ て 

やる と 云って るぢ やねえ か。 おら、 金 使って 遊んだ つて 

面白 かねえ だ。 競馬の 小賠 博で 思惑が 當っ て 儲けた つて、 

そ の 金 何に 使 ふだ かと 思 ふと、 競馬に 行く 張 合 もね えだ 

よ 0 

おし も 何と 云 ふこった。 人に 話した くっても、 氣はづ か 

しくって 話せる こと ぢ やない。 (歎息して) 實 はな。 事 

が 面倒に なつち やい けない と 思って、 わし、 今まで 秘密 

にして ゐ たの だけん ど、 さっき、 宽 京の 女が 辰 松 をた. つ 

ねて 来たの だよ。 

古兵 衞 あの 女が 來た のか。 若い 聲 がして ゐ ると、 夢の や 

うに おらの 耳へ 聞え たの だが、 辰 松 を たづね て 来た 女の 

轚 だった のか。 辰 松 は 若い からな。 


お しも 手 切 金まで 出し て緣を 5! つ た. 女が 呼出しに くる つ 

て、 法 はねえ おやない かね。 

それで， お前の 一存で 追歸 したの か。 

おし、 リ あ i で 沙汰 をす ると. K つ て、 長 谷甚の 家 へ 休ませ 

といたよ" 汽車赞 くら ゐ 包んで やって * おとなしく 歸し 

たいと、 わし 思って る だ。 

そんな - 」 つ ちゃ 歸 るめ えよ。 

おし も お前さんに 話したら、 • 固に 怒って、 女の子 を 打 

擲も しかね まいと 思つ て默っ てゐ たの だけど、 お前さん 

怒らない のかい。 

小 ："_4、 衞 そり や、 怒.，？ 「と 企んでも 怒れね え 時 も あるし、 

怒る ま い と 思 つ て も ひ とり で に 怒る； iM になる - .- とも ある 

んだ。 そのお に は、 お前 も おれ も、 まだ 會 つたこと なか 

つたんだ から、 今 曰 この. H 地へ 來と るの なら、 おら、 早 

速會 つて 見たい な。 どんな 女 だ。 

おし も 顔 付 はおとな しさうな お だけん どな。  お前 さ 

んが會 ふに しても、 女の 來 てること は、 辰 松に 知らせ わ 

え 方が い、 だら うよ。 

S 0 辰 松 はもう 知 つ て ゐる 。 さ つ き 銀 太郎が て ゐた 

ん だが、 彼奴が 女 を 見つけて、 ：K 松に 知らせたら しいん 

だ。 隱 したって 駄目な こんた。 

おし も それ は 闲 つたこと に な つ た " 


吉兵衞 兎に角 おれが 會 つて やる ベい。  - 

おし も まあ 侍ち なよ 。 此方 の 罱； 見 をよ く. 極め てから でな 一 

き やい けない。 東京 女に 迀濶な こと を 云 はう ものなら、 

逆 捻. ぢ される だ よ 。 

(辰松が.5^,、から出ヾ來る。)  一 

S 火 は 焼し ましたよ。 

古 ぉ衞 さう か。 ぢゃ、 兎に角 .鈑 にす ベい。 

(古兵 衞ヒ 一人，^ 誘って、 家の 中へ 人リ かけろ ところ 

へ、 luK 谷甚の 婆さんが 人って 來 て^れに 波 さう か と 惑 ； 

ひながら。〕 

婆さん あのお の 方が これ を お 屈して 吳れと 仰お いまし 一 

た。  一 

(と ：1< つて 手紙 出す と、 古 兵衞は 引た くる やうに 手 一 

紙ん， - 取る。 -i^ 讼ゃ おし も は 緊張した 額して その 力，^ 见 i 

る。)  _ 

(封.^ 切って) 「お宅の 御樣： 十 を 外から なりと も 荐. 一 

見 い たした い と 思 ひまし ておう か 5.- ひ いたしました。 只 一 

ベ/お =： に 55 る の も传樣 の 御迷惑 と 存じまして、 今日は こ 一 

れ でお 暇いた します。 近所の 人に じろ/ \顏 を 見られ ま 一 

すの つ-、 氣樂に 休んでも ゐられ ません。 いろくお 話し 一 

したい ことが御^§^ぃますが、 またの 御緣 をお 待ちして： 

居ります。 お 身お 大事に 遊ばし ませ。」、. 考 へ く up" んて) j 
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その 女 はも- 「歸 つたの か。  _ 

婆さん この 手紙 をお 渡しな さると、 直にお 歸り になり ま： 

した。 お it が 大井戶 の 側に 待って ゐ ました。  一 

士"  0 折角 來 たも の を 、 おら： ：：：： も ね え で惜 いこと し 

た ^4。  ft  一  .^^^紙に目.，.^-っけて、 口の 内て 證 みかける) 

おし も お 婆あに も 御！^ ルを抖 けたに ね。 成べ くなら、 人 

に ニム はない やうに して くんなさい。  - 

婆さん 畏 りました。 ぢゃ、 お 手紙 はたし かにお K けいた: 

しました から、 これで 御免 蒙りましょう。 (籠の 竿に 目，^ 

つけて) も 、つ お ^：ナ を 掘りな さ つ たんで 御座 い ます か 。 

t 誰れ も 返 ん しない。 婆さん は鄭 盪に找 接して 出て 

行く。)  」 

おし も おとなしく 歸 つて 吳れ てよ かった けん どな。  ^ 

この 手紙 誰れ に 宛て、 來 た^か。 

^Mm 名宛て はおれに 宛てたん ぢ やねえ。  - 

おし も 極つ てら あね。 わしが 會 つてよう く 話しと いた 

から。 

お前の 名 も 書いて ねえ だ。 おめえ が會 つて 話した 

つてな にがに 役に立つ もの か。 

(さっきから 不快な 感じに 狭 はれて ねたお 松に、 ふと、 

父親の 持って ねる チ械 、か. - 取ろ やうに 取って。) 

§  , J んな 手紙 は 破 つ ちま ひ ませう。 (と 一 K つて、 や n ら， 


に？？ - 破いて、 手の平 \ 、死め て. おへ 抛 出す〕 

(小： 口 丘 (衞 の：： n は、 丸められた 反古の 方へ 惹 かれる") 

おしん 手紙が 来ても 何が 来ても、 お前 はもう あんな 女に 

か 、り < ！: ひ をつ ける ぢ やない よ。 

IK 松 ハ 、 、 、" (やう やく 氣輕 になった やうな 額して 笑 

つ て ) 僕 は 此方 へ歸っ てから、 あんな 女に 端 書 一 本 や つ 

た覺ぇ は ありま せんよ。 もう や つ て 來り やしないで せう 

けれど、 あんな 奴 は、 見付け 次第 遠慮し ないで 追拂 つて 

下さい。 

おし も でも、 あの 女 はわ さく 東京から 來 たと いふの に、 

家の 中を^い た^けで、 ^^ぐに歸って行くのは、 わし、 

どうも！.： に 落ちね えた。 

1^ 松 そんた こと どうで もい 、ぢ やありません か。 

(その 女の 話ん ヽ い つまても.： □ 分の 前て される の-. 小い 

やが つた：^ 松 は、 親の くどい の.^ 咎めろ やうに 云って、 

奥へ 入って 行く。) 

おし も (吉 兵衞, ^見て) ぼんやり 何 を 見て ゐる だね。 あ 

んな 女が 飛込んで 來た、 めに、 いっかの やうに、 えらい 

親子 喧嘩が おつ 始じ まりやし ないかと、 わし、 どれほど 

心配した こと だか。 

兵衞ぉ おら、 辰 松 ぐれえ な 若い 歳に、 あんな 手紙 一 本拋 

込まれた こ ともねえ だよ。 おら、 何のた めに 雜戯 して、 
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金殘す ことば かり 考 へて ゐた V。 馬鹿な おれ だ。 齒 のい 

いうちに 食べたい 物 も 食べないで、 ちっとべ い 田地 田 畝 

殖やした つて、 それが 何になる だ。 おら、 さつ， *i の 肉 

叩 い てゐ るう ち、 そんな - J と 思 つ て 姐の 上 へ 淚 落した に 

よ。 …… 〕.s 丁 を 下へ 置いて 淚 拭いて ると、 若い 女の子の 

聲が 聞え たから、 氣の迷 ひだと 思 ひながら も、 聲に引 張 

られて 庭 へ 下りて 見る と. それ はおれ を 呼びに 來 た聲ぢ 

やねえ。 あたりめ えだ。 おら、； 二十 年 前のお れぢ やねえ。 

おし， - 何 を 世 迷 事 並べる だ。 (ふと 愤-リ に 燃えて) 小 田 

； g の 梅 まっかき 女が 戀し い の なら 今から 追^け て 行く が 

い 、 や。 六十に もな つ て、 ， しょ つ ちう そんな 汚らし いこ 

とを考 へて る 人 問と、 わし ： つ 家に ゐられ ねえ だ。 一 し 

よに 御飯 食べたり、 一 しょに. 1 起きし ちゃ ゐられ えね だ。 

…… さあ、 ベ 7 から 出て 行って 吳ん な。 ：.：. あ、、 ない 

(おし も はさう： ぶ ひながら、 興奮し ズ士： ： 兵衞の 胸倉.^ 

取って 小突き ま はす。) 

古兵 衞 こら、 汚ね えものに なせ 觸 るた。 (おし.， -の 類か见 

0$^ てめ えの やうな 女が、 何十 年 も おらの 身 體にダ 

二の や-つに 喰 付いて ゐた、 めに、 おら、 一生面 白い； H を 

しそ こねて、 .1 髮.； 职の； ®  くち や 爺い になつ てし まった〕 

おし も 何 を 云 や あがる。 この 恥知らずの 淫 m 爺い。 


(ふと 4« 兵衞に 突飛ば された おし も は、 傍に わった 籠 

の 竿.,^ 摑んて は、 夫に，； I つて 投付ける。 古兵 衞は 妻の 

亂か见 ^ゑた ま、、 抵抗し ないて， Q たが、 投げられ 

た 芋の 一 つ は、 そこへ、 與 から 出て 來 た. お 松の 足の ほ 

とリ に^ちる。 1^ 松 は呆； 35- に 取られて ねろ。〕 

. I 幕 ，— 

その 夜お そく。 

母屋と 離れた- 3t 尾 lis 松 は 眠 つ て ね る。 窓 近 い 空地の 

小 4= い 所へ、 鈒太郎 と ゆみ子と が 3- はれる。 

銀 太^ 若 n ー那 は此處 にい らっしゃ るんで す。 

ゆみ子 何だかお 淋し さつな ところです わね。 いつもお 一 

人で、 」ちら にいら つし や るんで すか。 

銀 太 i 郞 さ-つです。 妹さん は 昨年お 嫁に 行きな すった し. 

さん は 束 京の 學 校へ 人って ゐな さるんで す。 それで、 

この頃 は、 母屋の 方に はお 老人 御 夫婦が 住まって ゐて、 

此處に は、 若 日ー 那ぉ ； 人 e いらっしゃ るんで す。 弟さん 

が哀 休みが 濟んで 東京へ 出な すって から は、 若 那ぉ 一 

人で 家にば つかりす つ 込んで ゐ なさる んだ が 、 退屈し ね 

えで よく 辛 捲して ゐられ る こんた と、 わたし は 感心して 

ゐ るんで すよ。  わたしが K を抖 けて 見 ませう か。 
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ゆみ子 えん。 どうぞ。 

(级 太^に 窓際へ 寄って、 「若 H: 邪々々々」 と ニー！； 度 小 

^て 呼 掛ける。 部屋の 中の 辰 松 はふと.： i 床から 具 1^ 起 

して 窓の 方， ^兄 やった が 返事.^ しない。) 

级太^ よく 眠って いらっしゃる やうです わ。 …； ぢゃ、 

わたしが 彼 力 へ つ て 起し ませう。 

(組 太^ は. M へ 人ろ。 ゆみ子 は 淋し さう にし マ 窓際に 

しゃがむ 0 

(やがて、 辰 松に ffi! 上って、 「誰れ， たい。 そ、、 は 引 張つ 

ら開 くん. た i」 と つて， 戸口へ 寄って 行く。) 

(！：：- が 11 いて 銀 太 節が 入って 来る。〕 

辰 松 銀 公だった のか。 今時分 何 をし に 来たの だ。 

銀 太^ 戶 口に 鍵 も かけず、 心 張 棒 も か はな いのは、 不用 

心です ね。 

いや、 この頃 は： « 棒で も 化物で も 入って 吳れ丄 ばい 

いと 思 ふ ことがあ るんだ よ。 しかし、 君が こんなに 遲く 

や つ て來 たの は 意外 だ。 何 か 事業 を はじめ るんだ さう だ 

が、 その 話で も かせて 貰 はう か。 

叙 太 W  c: 分の wsl でお 伺 ひしたん ぢ やありません。 (聲 

ん<游 め < ノ J 窨 間の 女の 方 を 御 案. 2 し て來 ました。 

0  (お し；： らしく〕 君 もお せっかい だね。 晝問、 あ 

の 本 はう まく 片付いて ゐ たのに， - 全^^^；は何處からぁの 


女 を 連れて 來 たの だ。 

銀 太^ あの 方 も わざ く 東京から 訪ね て 来な す つ たんた 

から、 わたし はお 氣の 毒に 思って、 大 井戸の 側に 待って 

ゐて、 今夜 此方へ 御 案内 をす る 約お をし たんです よ。 … 

…しかし、 若旦那の 御 迷 になる のなら、 わたしが よく 

譯を 云って、 あの方 をお 返しし ませう。 

•  お 松 だって、 こんな 夜中に 追 返す 譯には 行かない だら う。 

銀太郎 わたしの 家に 泊めて 上げます。 野宿 させ やしませ 

ん。 

辰 松 まあ 、連れて来て 吳れ。 來 てるのなら 爲 方がない よ。 

叙太郞 -ぢ や、 お連れ 申しても よろし いんです ね。 …… わ 

たし はこれ でお 暇し ませ-つ.。 

(级太 『あは 出て 行で./、 再び ゆみ 于の 側へ 寄って、 部 

屋の 入口，^ 敎 へて 出 一、 行く。) 

(その 間に、 辰 松 は 夜： 一方へ 片付けろ。 態度が 少 

しお ど/ \ して， Q る C) 

(ゆみ子 は 奥へ 入って 行つ や、、 部屋の 入； 2 から ソッと 

額， 小 出す。〕 

ゆみ子 御免なさい。 

辰 松 こ、 でお 前に 會ふ 義務 はな いんだが な あ。 

ゆみ子 この 部屋へ 人つ ちゃい けない の？ こ. <で いけな 

ければ、 何處 へ でも 行きます わ" …… 山の 上へ でも、 森 


の 中へ でも。 

辰 松 .一 仪 中に、 だし 拔 けに やって来る なんて， 何 かにお 前 

に 化けて 來 たやうな ものだね。 

ゆみ子 あなた こそ どうかして いらっしゃる わ。 御迷惑に 

なる の なら、 今日はお 目に 掛らな い で 歸 らう と 思 つ て ま 

したら、 さっきの 方が わたし を 呼 留めて、 あなたが わた 

しに 會 ひたがって いらっしゃ るから 待つ てゐ ろと 云った 

のです よ。 

辰 松 それ は あの 男の If 斷 だよ" ：.：. しかし、 今更 そんな 

. J と を 云 つ た つ て爲 方が な い 。兔に 角 こっちへ お入りよ。 

ゆみ子 此方 は琳 しい 晴ぃ ところな のね。 こんなと ころに 

よくお 一人で ぢっ として ゐ らっしゃれる わね。 わたし、 

あの方に 逑 れられ て此處 まで 來る 問に、 隨分 淋しい 怖い 

思 ひ をし ましたの よ。 

(彼女が 部屋 へ 入 つ V 、座 にへ 讽 くと、 1^ 松 は 頭.^ 出して 

人 口の 外ん. 见 やつ ズ から 戸ん 鎖す.。) 

(座に 就いては じめ て 女の 額ん-二く 見ろ。 そして、 何 

か 一. みに うとして、 滴當 な 言葉 ん 見つけ かれて ねろ 有樣 

て わろ。) 

ゆみ子 あなた は あの 時分から 見る と、 却って 瘦せ ていら 

つし やる や うぢ やな い の 。 

辰 松 そんな ことがある もんか。 穴 fi 氣の い 、 田 旁で うま い 


物 を 食って ゐ るの だ。 瘦 せる 譯が ない よ。 … それより 

も、 お前 は 何 を もくろんで 僕の 家へ 来たの だ。 池の 中へ 

石 をぶ ち 込んだ やうに、 僕の 家を錢 がせに 來た のか い。 

ゆみ 子 わたしの 來た - J とが それ ほビ あなたの 御迷惑に な 

つたんで せう か。 わたし、 湯淺 さん なぞが 間に 立って、 

どんな 口 をお 利きに なった か、 氣遣 ひで 爲樣 がな くな つ 

たから 直 かに 此方の 御兩 親に お H に掛 つて、 自分のお 腹 

の 中の こ と をせ. 上げようと 思 ひました の。 手紙で は 間遠 

ひ が 出來る し、 わたしに は 思 ふやう に 字が 書け な いんで 

す もの。 

辰 松 僕の 迷惑よりも、 お前の ぶち 込んだ 小 -r^T のた め 1"、 

僕の 家に は 一 騒ぎが 起 つ た の だよ。 

ゆみ子 晝間 あなたのお 母さんに も、 申 上げて 置いた のに 

どうしたんで せう。 わたしから 一 伍 一 什 を御兩 親に 申 上 

げて、 御s^むが行ったら、  la ぐに お 暇し ますと 吳 れん. \ 

も 申 上げと いたの にどう したんで せう。 田 旁の 人 は 疑 ひ 

深いの ね。 わたしに はなん にも 魂膽が あり やしな いのに。 

m 松 半年 經 つ た 今にな つ て の 中 譯も變 たが 、 まあ そんな 

- J レ， i り も、 お前の 來た , とが 變な 結果に な つ たの だよ。 

お 前 の 1 しない 結果な んだ。 僕 も そ のために 今夜 は 非 

常に 幽 きになって ゐる。 今朝までの 僕 はこん なに 幽； 総な 

人間 ぢ やな か つ たんだよ。 お前と 金錢づ くで 緣を切 つ て 


fit 老 


S せに す つ 込ん で るから 、 i し て. # 體が瘦 せ て 幽 襟〕 な 

顔し てゐる と赏推 $J し て る と、 それ は大 間違 ひだよ。 

ゆみ子 わたしのお 訪ねした - J とが 變な 結果に なつたん で 

すって、 わたしに 分る やうに その 譯を よく 聞かせて ドさ 

いな。 

1!^ 松 その 譯を 自分の 口で 喋 舌る の は 御免 蒙りた いんだ。 

その 事 は 僕の 頭の 中から 追狒 つてし ま はう と 思つ てるん 

だから。 

ゆみ子 でも、 わたし 何だか 氣褂り だ わ C 

•i^ 松 お前が M いたつ て 何の 役に も 立たない ことな ん だ 

よ。 ：•：. それよりも、 お前 は 今夜 はこの 僕の 部屋へ 泊る 

より 爲方 がな いんだね。 お前が 眞實 に^ 京から やって来 

た ゆみ子と いふ 女なら、 山の 中 や 森の 中に 野宿す る譯に 

は 行かない だら うし。 

ゆみ子 あなたが お前に は 用 はない。 一言 も 口 を 利きた く 

な い と 仰 有れば、 直く にもお 暇し てよ。 都 含に よ つ たら、 

さっきの 方の 家に 泊めて 賀 ふやう に 約束 がして あるの。 

辰 松 そり やい けない。 銀 太郎の 家なん かに 泊つ ちゃい け 

ない よ。 (强く 云 ふ) 

ゆみ子 なせい けない の？ 

お 松 ：… <s は 僕の 部屋に 泊めて やる よ。 しかし、 明 B 

の 朝 は、. の 明けない 前に 起きて 歸ら なきやい けな いよ。 


ゆみ子 え、。 あれから 後のお 話 をして ゐ たら、 話して る 

うちに 夜が 明ける でせ う。 あなたのお 瞟が 時々 耳に 入る 

たんび に 、 わたし は 身 を 切られる やうな 思 ひ をし て ゐた 

んで すわ。 

辰お 僕 はま だ 歳が 若い から、 切られた 傷 は牟- 年の 間にす 

つ かり 癒つ てるよ。 たかに かすり 傷ぐ らゐな ものだった 

の だからね。 それで、 この頃 は、 も 一度 東京へ 出て 行つ 

て、 一仕事 やり 出す 手順が ついて、 い、 氣持 になって ゐ 

たのに。 …… お前 も おれに 會ひ たけり や、 東京へ 行った 

あとで 會ひ に來れ ばよ かつ たの だよ。 僕 はま だ獨 身で 自 

由な 身體 たから、 女との か、 り 合 ひ を；^ れて 逃隱れ をし 

たりなん かしない よ。 

ゆみ子 あなたに そんな 元氣 がお ありに なった のなら、 わ 

たし 獨 りで 氣を 病んで ゐ なく つ て もよ か つ た譯 ね。 

辰 松 お前 は あれから 而白 いこと が あつたんだ らう。 少し 

話して 見ろ よ。 何でも K いて やる よ。 僕は歸 つた 當鹿東 

京の 新 S を S むと、 お前の 名が 何處か に 出て やしな い か 

と氣 になった もの だ、 身投げ をした とか 裔を 呑んで 死ん 

だ とか 。誰れ かに 殺された 女と いふの は お前の 、 J とお や 

ないかと 邪推した、 J とも あ つ たんだ が- ら 可 笑 し いだら 

う。 お前の やうな 女 は 世間に 何 ^52 人で も 何十 萬 人で も あ 

る ことが 分らな かったん だね。 お前 は、 撲 見たい た 男が 
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■t てこら 中に ころがつ てること を、 早く 力ら 知つ てゐ たの 

だら うけれ ど。 

ゆみ子 あなたの やうに 遊んで 生き て ら れる 身分 ぢ やな 

し、 そんな 浮氣な こと を考 へ て ゐる暇 は、 分 間 だ つ て 

あり やしま せんよ。 弟 だって 妹 だって、 わたしから 貢い 

で やら なきや、 浴衣 一 枚 着れ な いんです からね" 

辰 松 オイ。 所帶 染みた 話 は 御免 だよ。 嘘で もい、 から も 

つ と 色氣の ある 話 を 聞か せ て^れろ よ。 僕 も こんな 田舍 

で 謹愼し て るんだ から、 女の 話に は 礎 ゑ て ゐ るんだ 。 

(はじめは 女に 對 して 反抗した 態度 ， ^してね た 彼れ 

も、 次第に 親しみ， ^寄せて 來 る-〕〕 

ゆみ子 色つ ぼい 話なん ぞ ある ものです か。 それよりも、 

わたし、 . と うしたら い，^ かと 闲り 切って ゐる のよ 3 あな 

たのお 察しの やうに、 身投げし ようか、 猫 入らず でも 吞 

んで 死なう かと 思つ てると ころな の。 

； R 松 それで、 死 場所 を 捜しに こんな 田舍 へやって 來 たの 

力 I 

ゆみ子 さう 思って らしっても い、 のよ。 

(R 面 J« にさう 云って、 さも 心 K の わろ らし い 額," す 

る。) 

(そ、、 へ、 寝 衣の ま、 の 吉兵衞 が もる 萆に 導かれて ね 

る やうに、 フラ /\ と 出て 來て 窓際へ 寄る。 〕 


辰 松 -!^ 際に、 次 手 だから 僕の 所へ 寄った のかい。 たけ ど、 

今夜 こ の 部屋で 猫 入らず なんか を飮 まれち ゃ闲 るよ。 

ゆみ子 冷 かさないで 聞いて 下さい。 …… わたしに は 生死 

の 間 題なん だから。 

辰 松 (ふと 窓の 外の 物音に 耳.^ 3 ^めて、 小 ™ ^て) ちょつ 

と 待って 吳れ。 (と、 相手の ss.^ 遮って) 銀太郎 がま だ 

外に ゐ るん. ちゃない か。 …… 彼奴い やな 奴 だ。 (と. い 

V、 窓際 へ 寄って〕 誰れ だ？ そこに ゐる は。 

(吉 兵衞は 窓際.^ 離れろ。 返事がない の. て、 辰 松は戶 

. か 開けて 外へ 見！ II けに 行か、 つと すろ と、 そこへ、 吉兵 

衞が ムック リした 額して 入って 來ろ。 辰 松 は 倒れん. は 

かりに 驚く。) 

(吉兵 衞は辰 松の 方 i リも ゆみ子の 方に 目^ 凝らす。 

ゆみ子 は 恐れて、 額，^ けて 震へ てね ろ。. - 

古兵 衞 晝間 訪ねて 來た女 はこの 人 か。 

(誰れ も 返事 しない。 吉兵衞 が 女の 額.^ i く 見よう 

として 则へ 寄って 行く と、 ゆみ子 は佈 がって 逃 出 さ う 

とすろ。 吉兵衞 は 女., か捆 まへ て 坐ら せろ。) 

吉兵衞 おれ はどう もしね えだよ。 ぢっ として ゐ なさい。 

(わざとら しい 笑 ひ，^ 浮べ ろ) おれ は 今夜に 限って 眠つ 

かれね えで、 寢. 返り 打つ ちゃ 物を考 へと ると、 どっから 

か 女の K が 聞え て來 たんで、 こんな 夜中に どうも 不思議 


だと 思って、 の 在所 を搜 しに 出て、 此處 まで やって 來 

たの だ。 お前さん は 何し に來 なすった？ 辰 松が 戀 しく 

つ て來 なすった のか。 手 切 金 を 云 ひなり 次第に 出した お 

れ達 を^く 見くびって、 もう 一度 金 をせ びりに 來 なすつ 

たか。 

ゆみ子 さ うぢ や 御 いません わ。 あの 時 だってお 金なん 

か 頃く つもり ぢゃ なかつ たんです。 みんな 間に 立った 人 

が 勝手に 極め たこと なん です。 そんな サモ しい 女と 思 は 

れ るの が殘念 でな りません から、 一 度 此方の 皆樣 にお n 

に扮 つて、 わたしの 眞 K の 心 持 を 申 上げて、 お詫びす ベ 

きこと はお 詫びした いと 思つ て、 今日お 伺 ひしたん で 御 

堪 いますの。 

古兵 衞 おれ は、 今 はじめて あんた の顏を 見た。 いろ ノ\ 

な を 誑ら かした 性 « ；の惡 い 女 だと 聞い とった が、 今會 

つて 見る と、 そんな 女と は 思 はれね え。 r 辰 松の 方，^ 見 

て) おい 辰。 お前が 戀 しがつと る 女 はこの 人 か。 

ほ 松 (麥糠な^^様\、) いや、 さ、 っぢ やありません。 

小：： ぉ衞 だ つ て も、 *i 間 あんな 柔 しい 手紙 を 寄越した 女 は 

この 人ぢ やねえ のか。 

辰 松 (Is さう に) 大 ゐる 女の 中の； 人が、 偶然 訪ねて 

來た けなんで すよ。 今，：^. 1 る 場所が ないから 泊め て や 

らうと した i-- けで、 明 曰の 朝 は^へ 行つ ちま ふ ん だか 


ら、 氣に ける に は 及びません よ。 

小：：： 兵衞 お前が 思 ひ を 掛けて ゐた女 は、 どれほどに 美しい 

だかと、 おら、 不斷 思って ゐた 24 よ。 おら、 女の 顔の よ 

し 惡し を 見分け る 眼力 は もってる つ もりな だ ん けれど、 

夜の せゐ だか、 この 人の 顏 さう 美し か 見えね えだ。 ：：： 

辰 もこの 人の ために、 おれの 讓る 身代 を 棒に 觸り やしめ 

えな。 藝 しがつと る 女 はこの 人ぢ やねえ と、 今お めえ の 

云 つ た の は {rsHI ち や あるめえ な。 

(今 まて 小さくな つて ねれ ゆみ子、 憤リ， 小 感じろ。 辰 

松、 默 つて 茫然と 見て ねる。) 

ゆみ子 わたし は あな ただちに 馬鹿にされに 來た の ぢゃぁ 

りません。 お 暇し ます わ。 

(彼女 は 腹立たしげ U さ う 云 つ て 、 父子 の 間 1^ 潜 つ て 、 

外 へ 驅出 i うとす ろと、 辰 松 は 慌て 、飛 付いて 引 §3 め 

ろ。〕 

ゆみ子 離して 下さい。 

辰 松 夜中に 何 處へ行 くんだ？ 

ゆみ子 何處へ 行かう とわたし の 勝手です。 

辰 松 銀太郞 の 家 へ で も 行く のか. - あんな 家へ 泊つ ち や い 

けない よ。 ？^. ハムなん かのと ころ へ 行く とどん な： H に會は 

される か 分らな いんだ。 お前 は あの 男の 性質 を 知らない 

んだ。 
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ゆ み 子 わたしが どうなら うと 構 つたこと な いぢ や あり ま 

せんか-  ^！！の他入のぁなたに干渉して貰はなくっ ても い 

、ん です。 

辰 松 まあ、 待て。 お前に はいろ く 話す ことが 殘 つてる 

の だ。 

(彼れ は 戶.， 小 堅く 鎖して、 モの 前に 立って ねろ。 ゆみ 

子 は爭ふ 力が 衰 へて、 べつた リーての 前に 坐ろ。 目に 1^ 

ん 上，" ん てね る。 吉兵衞 は 一方に. 立って、 二人の 樣 子.^ 

見詰めて ねる。〕 

辰 松 さっきお 前の 話しかけた 生死の 問題と いふの は 何 

だ？ 

ゆみ子 それ を 聞いて どうな さるの？ わたしの やうな 詰 

ら ない 女の 一人が 死な、 つと 生きようと. あなたに はどう 

でもい 、ぢ や あり ま せんか。 

辰 松 いや、 どうで もよ かなくな つたの だ。 …… 稻 毛の 宿 

屋 の 離れ で こんな ことがあ つたこ とが 思 出 され るよ。 あ 

の 時戶が 開い て ゐ たら Iffi し て^ へ 飛込んだ に 違 ひな い 

お前 だ。 今夜 だって さう 奮して ると、 どんな こと をす 

るか 分り やしない。 

ゆみ子 わたしが 何 をす るか、 自分で も 分りません の。 … 

…でも、 この 邊には 海 はな いんです わね。 (死 51 所ても 空 

想して ねろ らしい 目 付.,.^ する ) 


辰 松 海 はなく つても、 深い 井戶が あるし * 裏山に は.： 自の 

く- -れる やうな 松が 何 本で も あるんだ からね。 

ゆみ子 晝間享 の 上から 見た 大井戶 はそんな に^いん でせ 

、つ 力 

§ 詰らない こと を考 へないで、 此處で ゆっくり 寢て、 

朝早く 歸 つて 行く とい、 よ。 明け 方 の 田へ せの 穴ェ 氣を吸 つ 

たら、 頭が 澄んで 詰らない 考 へ はなくな つ てし まふよ。 

ゆみ子 …… わたし 死にた くっても 死ねない の。 わたしが 

今 死んだら、 妹 も 弟 も 路頭に 迷 ふでせ うから。 

(辰 松に 安心して P ク かおろ す。 が、 父親の 額 邪. ML! 

し；^ らしく、 父に 向って。) 

辰 松 この 人 を ー晚 たけ 此處で 1 仪を 明かさせて やり ませ 

う。 若 い 女 を 暗； の 中へ 近 出す 譯 にに 行きません から。 

古兵 衞 なせ 逍 出す 譯に行 かねえ だ。 (と 、ふとき つい？ t.^ 

出す。 そして、 驚く 二 入ん^ く見报 ゑて) オイ 辰 松、 こ 

んな 女の ロー 卑に乘 せられて 馬鹿を見るな。 おめえ、 さつ 

き 何と 云った。 おれ を 騙したん ぢゃ あるめえ な。 

(辰 松^つ \、.Q ろ。) 

吉兵衞 よし。 お前が このす ベた を 追 出されえん なら、 お 

れが叩 出して やる。 

(彼れ はさう 云 ふや 否や、 ゆみ子の 襟元， 亇摑 へヾ、 戸 

.^Ei けユ、 引 招 出 マ。 すろ と、 辰 松 は 父親の. a; 體 押 返 


醜 ヒ- 


け v、. つかく と 外へ 出 \ 、行く。) 

(もとて 古 ^lic 衞は 氮拔 けがし i-i やうに へたばって、 空 

問.^ 見；；？ i めて ねる") 

(^出された ゆみ子に、 奥から 廻って とぼく と 出て 

來ろ。 あとから 辰 松 も 出 ズ來て 肩... 竝 ベる") 

S 何處へ 行く V 

(觖 つて 急お、 だし K ゆみ子の 袂 14- 捉 ；、 \ 、引 sa めろ。) 

K 松 親爺が どう 云 つ た つ て、 僕が 泊め て やる から 安心し 

てゐ ろ。 …； n に 出して 云 ふの もい やらし いんだが、 親 

爺 は あ んな 狂人 染みた 筒. 似 をし て 、- M 分の 胸の 中の 欝憤 

を 晴らし てるんだ。 お前 は 親爺の 憎んで る；^ の 身代りに 

された やうな ものなん だよ。 …… そこら を 一 廻り 散歩し 

て來 よう。 その、 つちに、 お前の 安心して 寢られ る 場所 を 

工夫して やる よ。 おれ は 今日は、 おれに 物 を 賴んだ 者の 

頼み を い やらう と、 獨 り で 極め て ゐ たんだが、 親み 手 

がお 前で あ つ たと は 意外 だ。 

(さう IK つ \ 、ねる うす、 . 一 一人 は 相 添 つ  一/,: i う へ 入 つ 

て 行く。) 

(古11^-衞はふと.^上.；， て、 離に， から 出掛 けょ うとす ろ 

と、 おし もが 入って 來ろじ 

おし も お前 は、 此處へ 來てゐ たの かい。 夜中に 何處 をう 

-0 つ い てるの かと 思つ て、 さっきから 搜 il つ てゐ たの だ 


よ 0 

吉 兵 衞 お 前 は 、 お れ を 家 から 追ん 出さう としたで ねえ か。 

おれが 何處 へ 行かう と 心配して 吳れ るな。 

( 煩 さ う ：ト 云って、 おし も，^ 相手に し な い て 出 て 行 か 

うと すると =) 

おし も 辰 松に 何 話しに 來 たい t ね。 分の， 子息に、 夜中に 

- J つ そり 話し に 來る の はた 乂 辜. ちゃ ある ま い 。 お前 は 、 

女房 を棄て 、 、 小 田 原の 女の M を 追つ て 行く 氣に なった 

の だな。 

吉ぉ衞 煩せ いな。 何度 同じ こと を ほざき やが るんだ？ 

おし も (部屋の 中，， ^11! いて) 辰 松はゐ ない のかい。 

吉兵銜 辰 は 女 の 跡 を 追つ て 行き やが つ た。 

おし も エツ。 …… ぢゃ、 晝 間の 女と な いしょで 打合せ で 

もして ゐた のかい。 … . お前さんが 惡 いんだよ。 晝 間に 

餘計な 騒 ぎ をお つ ば じめ るから いけね えんだ。 

吉兵衛 騒いだ の は、 おらと おめえ とどつ ち だ。 

おし も 辰 松の 置 手紙で も此處 にあった のかい。 

吉兵衞 そん を もの はあり やしね え。 …… (元氣 のない 聲 

て) 若い もの は 面白 いんた。 親 か ら 金 を 出させ て 線 を 切 

つた の 女が 訪ねて 來り や、 一 一人で また 仲の よさ. - うな 

話 をして る だよ。 

おし も 辰 松が ゐ なくなつ たの も、 お前 は 打 遣って 置く の 
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ない。 ：：. だけど、 おれ はもう 今夜で 懲りた。 またと 小 

賠 博の 仲間に や 入らない よ。 

衬の者 ^りたく はおめ えの 口癖. た。 おめえ、 これから 

家へ 歸 るん か。 

銀 太^ おれ は - J れ からち よ つと 寄つ て 兌る ところが ある 

んだ。 此處で 別れる ぜ。 

村の 者 今時分、 何處へ 寄る だな。 

(銀 太^ 答へ ないて 入って 行く。 村の 者ば 銀 太^の 行 

く 方，^^ く：^ てから、 興った 方へ 人って； 仃 く。) 

(辰 松と ゆみ子と が 出て 來ろ。 ) 

1^ 松 詰らない 眞似 をして おれ を 脅かすな よ。 

ゆみ子 死ぬ S 似し か出來 ない 人間と 思って らっしゃ るん 

なら、 打つ ちゃつ とい たら い  > ぢ やな い の 。 

1^ 松 でも、 こんな 暗圈の 中へ、 女 一人 を 放って置く 譯に 

は 行かない からね。 おれの 部屋が いやなら、 晝間 お前が 

休んで た 長 谷甚の 家に でも 泊ら せる ことにしよう。 

ゆみ子 あんな 汚い 狭い 家に 泊ら り やしない。 あんな 意地 

の惡 さうな 婆さんの 側で §11 るより や、 野宿した 方が まし 

なくら ゐ だ。 

§ 銀 公の 家 はもつ と 汚い よ。 …… しかし、 野宿す る 元 

氣が あるん なら い、 と- J ろを敎 へ て やらう。 

ゆみ子 何方.： 1； いても ® 暗 なのね。 


辰 松 急いで 歩い ちゃ 危 いよ。 おれの 手に しっかり 摑 つて 

ゐろ。 

(ゆみ子、 男：， i 槌リ つく。) 

ゆみ子 (ふと 懐つ、、 さう に) こんなと ころ、 とても 女 一 

人で 歩け やしない わね。 

(二 入 は 人って 行く。) 

(おし も、 吉兵衞 の 袂.^ 捉 へて 出て 來 ろ。) 

吉兵衞 何處 までおれ に隨ぃ て 来る だ " 離せ つ たら 離さね 

え か。 

おし も わし 聲を 立てる だよ。 

吉お衞 聲 立てた けり や 立てろ。 喉の 裂ける まで わめいて 

見ろ。 おら、 そんな こと 恐り やしね え。 

おし も さっき、 わしが あっち を 見て ゐた 間に、 お前 は あ 

の 松の木 で 首 を 釣ら う とした でな い か 。 

古兵 衞 それで おれの 手 を 離さね えの か。 …… 人 問 は 生き 

てゐ るう ち は、 ； 生に ： -度ゃ 三度、 首で も 釣つ て 死ぬ ベ 

いと 思 はねえ もの は あるめえ。 だけど、 おら、 今、 自分 

の 首を扮 ける 氣で 松の木 兑 たん ぢ やねえ。 …… おら、 松 

の 木に 人の 顏 見た 獄門に か 、 つた 人の 顔 見た^よ。 

だ け ど それ もお れ の 氣の まよ ひだ。 … •  • . さあ、 も、 つ 家 へ 

歸れ よ。 おれ も 後から 歸る だから。 …… いくら 搜 したつ 

て、 この 晴阁の 中に 入つ 子 一人 ゐる もん ぢ やねえ。 辰 松 
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ない。 わしが あの ゆ 出て 來 なけり や、 若 日 ー那は あの 女の 後一 

に隨ぃ て何處 まで 突 走つ たか 分り やしないんだ。 …… ま 

かり 問 違 や、 一 一人で 首で もく  、 つ てた か 知れな い です せ。 

吉兵衞 若い者の 首つ く、 りの 手傳ひ でもし かわな い 貴樣 

..こ 0 

銀 太^ さう 3 心 ひた，？ やさう 思 ひな さるが ぃ&。 ；… わし！ 

も 鹿な こと だ。 昨夕 夜つ ぴて .1 ないで、 氣を 使って、 二 

それで 餘計 なおせ つかいの やうに 思 はれち や …… 。 

(そこへ、 K 松が お：！^ け纽 して 入って 來ろ。 それ.，^ 見. 

た^ 太^ はい" ぉ衞の 側から 離れろ。) 

MMm 離れに いらっしゃつ たんです か。  ， 

：:^! 松 今まで 寢てゐ たの だ。 君 も 疲れたら うね。 一 杯 飲ん 

で 鼓お でもし ろよ。 

銀 太^ へ、 k  &  。 ：… 晝. M なん ，てす るより や、 また 競馬 

にで も 出掛けよ-つかと 思つ てゐ るんで す。 

辰 松 また 競^ か。 ぉれも！？；^に隨ぃて行かぅか。 

叙太郎 f 右 n: 那が い ら つし やる の なら、 早速お 俘し ますよ 。 

今 nl から 橋 本の 競馬場が 開 くんです。  1 

辰 松 おれ も く 家に すん 込 ん で た から、 馬 でも 人間で も 、 

成 勢よ く 飛んだり 跳ねたり すると - J ろ を 見たい やうな 氣 

もす るん. たが、 しかし まあ、 今日は 止さう。 

銀 太^ ど、 つして f  丁？ 今日はお 天氣 がい、 から、 氣晴 


らしに もなります よ。  一 

(古兵 衞は鵡 の 毛.^ むしって ねろ。) 

吉 丘ハ衞 銀 公 も 今日は 邪魔 をす るな。 今日 こそ、 親子で こ 

の 鳥 を 料理して、 午餐 を 食べようと 思って るんだ から。 - 

…… 競馬なん かへ 連 出す と效 知し ね えぞ。  i 

銀 太 マ # わたし は、 若旦那が 競馬へ 行かう と 云 ひな さる か 一 

ら 誘った まで. - さあ。 (冷笑す ろ)  一 

吉 "化； 衞 お らもな、 銀 公。 競馬 でも やって、 氣を 紛ら せ よ 一 

うと 思った ことあった にが、 勝負事し たって 役に立た ね.， 

えた 。 大聘博 を やって 百 萬兩 儲け たって、 なんにもなら 一 

わえ だからな。 おら、 六十 年の 間 使 ふ 道の ねえ 金をコ ツー 

コッ 溜めて 來た V。  さう 云 ふと、 そんな 金が あるん „ 

なら、 わしの 商 寶の资 本に 貸して 吳れ ろと、 お前 は 云 ふ 

だら うが、 おら、 お！ 一 刖 なん ぞを 喜ばせた かねえ だ。 

级太^ さ、 「です か. - …… 那の 御璣雠 の惡ぃ 時に ぶつ. - _ 

かつち やた まらない な。  ： 

士： S 兵衞 ：： さあ、 これから 料理 だ。 辰。 お：！ 手 傳へ。 ： 

(彼れ は 辰 松に 目く * はぜして 奥へ 入る。)  ： 

辰 松 親 {{SJ^ この頃 は 殺生が 好きに なって いけない。 百姓 一 

を 止めて 獵師 にで もなる とい --ん だね。 (緣 側に 腰，^ 掛ー 

けて、 緊張した 顔，^ して) …； 銀 1 公、 昨夕 あの 女が、 離 一 

れの 裏の 松 の 木に 首 を 釣らう とした の を 見た と 君が 云 つ 一 
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たの は眞實 なのか。 

銀 太^ 眞實 です とも。 あの人 も 一時 逆上して そんな 氣に 

なつたん でせ う。 

辰 松 嘘を吐け" 昨夕 は 君に さう 云 はれ、 ば さう かと 思つ 

て、 僕 も 慌てたん だが、 今朝 ぐっすり 眠った あとで 目が 

醒めて 考へ ると、 君の 云った ことが 一 切 信じられ なくな 

つたよ。 

銀太郞 ぢゃ、 お 互 ひに 夢を見て ゐた とで もしと きませ、 つ 

かね。 …； 昨夕 巡査に 路 込まれた と 思った の も、 わたし 

だ ち の 勘 違 一 ひ だ つ たんです からね 。 

辰 松 兎に角、 僕 もつ くん \田舍 がいやに たったから、 近 

日 何處か へ 出て 行く よ 。 君 も こんな 所に ま- - J/\ し てゐ 

ないで、 も 一度 東京へ 行ったら い \ ちゃない か = 

级太^ その、 「ち 東京へ 出 SK ける やうに なったら、 あなた 

にお 力 添 へ をお 賴み 申します よ。 

辰 松 僕が 親爺の 身代 を相續 すると 云った もの だから、 さ 

う 云 ふんだら. つが、 僕 は 親爺の 手から 一 坪の 田地 も 一 握 

り の 紙幣 も 貰 にう と 思って やしないよ。 素手 で 出 て 行く 

の だ。 

级太邵 へえ、 それ はえら い 御 決心です ね。 (ム， ？笑 的-」) 

辰 松 僕 を 見くびって 笑つ てら あ。 …… 僕に は 昨日 來 たや 

，つな 女 は、 東京に はいくたり でも あるんだ よ。 


银太郞 結構です た。 …… あなた はま だお 若い からい、 で 

すね。 わたし なぞ、 三十 代に 百姓 を 止めて 束 京へ 行つ て、 

東京： 一 百 葉の はしくれ を 習って 來 たばかり なんです よ。 

辰 松 君 だ つ て まだ 若 いよ。 …… まだ い 、 主婦さん が 見 つ 

からな い のかい 。な いしょで い、 の が出來 てるん たらう。 

銀太耶 わたしの やうな 貧乏人の ところへ は 誰れ も 訪ねて 

來 て吳れ ない から 駄目です よ。 

( 互 ひ に元氣 のない 平凡な 調子ぐ、 、 一ん な 話し j やして 

ねろ と、 - ろへ、 おし もが 野菜の 人った 籠 背 a つて、 

心 とも 疲勞 したら しい 老醜-てのもの V やうな 相,^ し 

\  、人って 来ろ。) 

銀太耶 主婦さん は 今 曰 も 野良へ 行きな すった のか： 「驚 

いたやう に 云 ふ) 

(おし も、 弱って ねろ 足ぐ 急いて te- 側近く や つ て來 

て。) 

おし も お父さん は 居る かい。 (不安ら しく 訊く) 

辰 松 ゐ ますよ。 

おし も 何して ゐ る だね。 

辰 松 また 鳥の 料理 をして ゐる。 

おし も また 生物の 首 を 狡め たにな。 自分の 首 絞める か は 

りに 鶏の 首 絞めた r ね。 

辰 松 いやな こと を 云 ふもん ぢ やありません よ。 
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おし も お父さん は 昨夕 も. H 分の 首 絞めよう とした e よ。 

あの 女の 首 を 絞める こと、 ようしないで、 自分の 首 絞め 

ようとした t*。 ：… それで、 わし、 田 畝へ 出て ゐても 心 

配で ならない から、 大急ぎで 歸 つて 来たの だ。 (銀 太郎. -5- 

見て) 銀 公 は 辰 松に 何 を 話しに 来た^ね. -  i 

S0 わたし は n: 那に賴 まれて、 あの 女 を停阜 場へ 見 S 

つて 來 たんで さ。 あの 女 は 無事に 歸 りました よ。 

おし も わし も 野良で 考 へたに が、 お父さんの 云った 通り、 

あの 女の 顔した 厄 病祌は 、 銀 公お 前が この 家へ 連れて来 

たの だ。 無事に 歸っ たもね えもん だ。 

銀 太^ 主婦さん まで そんな - .- と を 云 ひなす つ ち ゃ闲り ま 

すね。 ： ： ： わ たし も惡 いところ へ來て 詰らない か、 り 合 

ひ をつ けられた もの だ。 もう 歸り ませうよ。 

(おし も、 ふと 级 太^の 袂.^ 捉 へろ。 銀太郎 氣味惡 く 

巧ん じろ。) 

おし も あの 女、 なぜ 家へ 連れて来 たか、 わしの 腑に 落ち 

る や- 「によく 話して ん な。 

鈒太耶 わたしよりも、 主婦さん の 方が さきに あの 女に 會 

つたん ぢ やありません か。 

(彼れ は：？？ さう に 一 ぶって、 捉 へられた 袂 振 離さう と 

すろ と、 おし も は 力な 入れて 捉 へる。) 

おし も わし を そんなに 汚が るの か、 昨日 一 人で 考へ て 思 


出した にが、 わし、 そんなに 汚らしい 女ぢ やなかった r 

よ。 家の人が 身代 殖やす ために、 こき使 はれて， 三人 も 

の 子供 育てた 上に、 野良の 仕事 もやって 来た^よ" 面白 

い 目 一度し ねえう ちに、 年齢ば かり- 収 つて こんな 顔に な 

つた^。 若い 時にはお 前の 父ち やん は 荒仕事で 荒れた こ 

の 手で 握って やった 握飯 を、 わしの 手の指 あとのつ いた 

の を 喜んで 贫べ たによ。 その 時のお 前の 父ち やん は、 お 

前 ぐら ゐな歳 た つ た 。だ から、 わし、 それ を 今 思 出し た e  C 

级太郞 (接 言の やうに) こんな 時に 入 間の 耳が 聾になる 

とい、。 

おし も わしが 今朝 鏡で 見た 顔 は、 あの 時分の わしの 顏ぢ 

やねえ。 わし、 こ んな顏 になる ために 齲齪 働い て來た V  C 

銀 太^ 昨日 來た女 は、 わしの ために も 厄 病. 神だった。 

辰 松 人の 事よりも、 おれが 松の木に 首 を 釣りた くな つた 

よ 0 

(その 時、 古兵 衞奧 から 類ん、 出して-。) 

小： a 兵衞 辰" 料理 出来た によ。 早く 来て 喰 はねえ か" 

銀太郎 わたし は、 居酒屋で ； 杯 やって、 歸っ て 午睡で も 

します ベ い。 左樣 なら。 

(彼が おし もの 手，^ 强く 離して 行 さかけ る。 おし も 倒 

れる 0) 

. 1 幕 1 . 


女 男 ま 七 助子郞 K き 子 勉子久 S 


(一) ノ 一 

保 瀨 .促 ： の 別莊の -ぉ 11 の w 阿" 

健 一 の 三5|^直(ーー；十餘-;成)が其處に腰.^掛けて、 所在な 

ささ、 つに 草.^ 吸って. Q る。 瀟洒た る 衣 肶，^ ilT につけ 

て. Q ろが、 挎は 着けない て、 後から 出て 來ろ 兄弟 達-卜 

くらべ ると. 稍々、 ダラ シ の な い 樣., ^してね ろ。 

長 SR えの みや子 ( 四 十 近い 年 餘の、 肉附の t. へ かな女〕 

が、 直の 方 1^ 目差して 出て 來る。 

直 は 無^心て 迎へ る。 

みや子 (ニコ./," \| -て 近づいて) あなたが いつの 間に か 

影 を li し ておし まひに なった から、 多分 こんな 所で »s® 

でもして ゐ らっしゃ た .：-,-,,,- と 思つ てました のよ。 … 

…魔 問で は 皆さんん：. 「i  〈： に 丁んで、 大變に 服 やかなん 

です" . 

K さう です か。 (氣 のな ささう に 答へ て) お-おしの 通り 

晝寢 でもした いんです が 、 今日は 落着 い て寢て ゐられ る 

部屋 は、 何處 にも 見つから ないし …： さう かと 云つ て、 

眠氣醒 ま し に 裏山 の 方 へ 登 る に は 大儀 だ し、 さつ きか ら 、 

半. 分うた 、寢 をして るつ もりで、 かう して るんで す。 

みや子 氣樂 ねえ、 あなた は- (病 心の 疲势 してね る やうな 

態度て腰-ゃぉ^cしズ) あなた は、 今一 &は 此方に お 泊り に 


(六十 五 齒) 

(E 十餘 歳) 

(四十- 〈成 くらね) 

(三十 五 歳) 

(二十歳 くら， Q) 

(一一； 十 餘^) 

(三十 未滿) 

(二十 五 鼓 くらね) 

(五卞 くらわ) 

(四十 くら. Q) 

(ー|： 十 鋒お〕 
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な るんで したね。 

直 いや、 歸り ませう。 みんなと 问 じ汽. ¥ で歸る ことにし 

ませう。 Si り もの だから 後へ 殘 つて 泊って 行った つてい 

い ん です が 、親爺に 収 つつか まって、 禹歸 の 聞か され 役 

にされ ちゃた まりません かちね。 

みや子 でも， あなた だけで も、 二三 日く らゐは 泊って ゐ 

てお 上げに ならなければ、 お 父 さまが お； 彬 しくお 思 ひに 

なる でせ う， 今日 , J ん なに 娠 やか だ つ た あとだ か ら 尙更。 

K しかし、 親爺の 慰め 役 を 僕 一 人に 押 付ける の は、 少し 

ひど 過ぎます ね。 (生欠伸^^^洩らしながら) 親爺が If り 

老で、 僕が 獨り 者， たから、 話が 合って い.、 なんて 思 はれ 

割に 合 ひません よ。 

みや子 誰れ も そんな こと 思って やしないで せう、 - (輕く 

一： ム つて) …… それに、 あなたの 榻身 は、 外の 人の 獨 身と 

はよ つぼ ど 譯が遠 ふんです からね. -此間 くら子 さんか ら、 

あなたの 3;^ 近の 制 消息 を ira い て 感心し ちゃ つ たの 。 若 い 

うち は あなたの やうに して 曰を暮 した 方が 面白 いんです 

ゥ 20 

K 面白 いもので すか" (そんな 話 はした くな ささう に 云 

つて、 相手の^. J< 見 上げ ズ ) 姉さんが 僕の 後 を 追 つて こ 

んた 所へ 來て、 話 を 持 掛ける の は 珍ら しい こと だが、 皆 

ん なの 代表と な つ て 僕に 何 か 言！ IS か せ ようとす る ん です 


か。 …… 今 曰 は 親爺の 誕生日 だから、 この 機 會に僕 を 奴 

つ ちめ て、 僕の ：-ォ 體を 縛り つ けようと 企んで るん ぢゃ な. 

いです か" 

みや子 あなた を耿 つちめ る？ (訝しげ： i 云つ 乂) 變 な こ 

と を 仰 有る のね。 あなたが 罪人で わたし 達が お巡りさん 

の 役目 を 勤め るんで すか。 變で すわね。 

直 ぢゃ、 姉さん は、 僕に 用事が あって 此處へ 来たん ぢゃ 

ありま せんね。 …… さう です か。 僕 は、 兄貴 や 姉さん 達 

が 僕に 相應 した 婦人 を 見つけ て 結婚させる やうに 計畫し 

てるん ぢ やない かと 思つ てゐ たんです よ。 (戯談 らしく 

5) 

みや子 だって、 わたし 達に 勸 めら れて おとなしく 結婚す 

る やうな あなた ぢ やな いんです もの。 

直 (戯談 らしく) な あに、 腹の 中で は 世間 並に 結婚した 

く つ て 溜らな い の かも 知れ ませ んょ。 上べ は 超然と した 

風 をして ゐて もね： 

みや子 うまい こと を 云って ゐ らっしゃる。 (笑って) で 

も、 あなたが 隨に でも そんな 、 J と を 仰 有る やう にな つ た 

の は 不思議です，； T 

直 いや、 不思議と 云 へ ば、 あなたが 懷っ こさう に 僕の 所 

へ來 てこ んな話 をす る の が 不思議で すよ 。 義- 姉さん の す 

ベ て.；^、 僕 を， おは 者に し てゐ たん ぢ や ありませ んか > 
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みや子 い  >  加滅な こと を 仰 有い。 ： … 外の 方 は， とうだ か 

知りません が、 わ たし は 直さん を 除け者に なんかし た覺 

えはありません よ。 この 璣會に それだけ はよ く 云つ て 置 

きます わ。 (眞 面目に 云 ふ) 

直 ハ、、 。 そんなに 六ケ しく 氣に 掛けな くった つてい、 

ん です。 僕 は 除け者に される の を 不平に 思つ ちゃ ゐ ない 

ん ですから。 (ふと 快活 に 云って、 遠く.，^ 見やって) ま 

あ、 山の 方 を 見 て 御覽 なさ い。 晚 春の 景色 はい & .. わ や あ 

りません か。 僕 は 家庭がない せゐ か、 若紫の 山 を 見て る 

と、 次第に 感傷的な 氣 持になります よ。 

みや子 (相？^の見てねる方か-見て) 本當に 今日はい &ぉ 

天氣 です わね。 

直 風がなくて 溫か 過、 きて、 何だか 眠くな りさう です ね。 

 姉さん も 眠った さうな nz をして るぢゃ あり ません 

力 

みや子 わたし、 昨夕 はまん ぞくに 寢てゐ な いんです もの。 

それに、 あなたと 顏を 見合って ゐ ると、 催眠術で も け 

られ てる やうに、 ひとりでに 眠くな つ て來 ます わ。 

直 ぢゃ、 芝生の 上へ でも ベンチの h へで も橫 になって お 

休みなさい。 僕が 此處で 見張り をして ゐ ますから、 安心 

して 眠る とい、 ん で-丁。 

み や 子 まさか" …… (座. ^立って) わたし は廣閒 へ歸り 


ませうよ。 默 つて 出て 來 たの だから。 …… あなた も あち 

ら へ いらし つち やい か 

0 後から まゐ ります よ.) 

(みや子 出て 行く。) 

(直 は、 無關 心て 見送って、 煉草ん 二 本 吸 ふと、 刖莊 

帶！？ i 七 (四十 成 くらぬ) が、 ^へ 照 管て、 ノソく 入つ 

て 来て、 直，^ 見つけろ と、 目顔， か 曇らせて、 四 阿へ 近 

づく。 直に、 無關 心て 迎へ る") 

直 今日はい. - ぉ天氣 だね e 

It 七 左 樣で 御座います C 昨夕の. S 模樣 では、 今日は 危か 

しい やうに 思 はれまし たが、 日本晴れに 晴れて、 ifa 樣も 

大助かりで 御座いま したな。 

直 降られち や、 折角の 生 日も臺 無しだった の だよ。 お 

n 出度 ぃ譯 だね" …… お前 も此 間う ち は 掃除に 忙し か つ 

たらう ね。 暫く 誰れ も 来な い で 打 つ も や つてたん たから。 

1^ 七 お 掃除 は 毎々 ボク くやつ てます から 何でも 御座い 

ません が、 …； わたくし は 今 曰 は 大變に 心配いた しまし 

た。 あなた 樣には 申 上げても 御機嫌 を惡く 遊ばさな いか 

ら申 上げても よろしう 御座いま すが、 昨夕、 その 円 阿に 

夫 i れの 乞食が 寢て 居りました。 

直 この ベンチの 上に か。 (不快な 目て 腰掛け.^ 見ろ〕 

源 七 ハイ。 二人とも 惡ぃ is を 持って ゐ ますので せう か。 


ハ Jfg ぼ 
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眉毛が 拔 けて、 頭の 髮も 薄くな つて、 見ても 氣色 の惡ぃ 

やうな 顏付を して 居りました。 

直 たせ そんな 奴が 庭の 中 へ 人り 込んだ の だら う？ 

源 七 何.||!にも泊めて5^^;:-る所がなかったので御座ぃませ 

うが， 二 入と もシ ャァ/ \ として、 わたくしが 朝早く. 氣 

がつ いて、 迫拂 はう とすると、 出て 行く から 飯 を， Si はし 

て3^^^と云って、 た r ぢゃ 動きません のです。 

^ それで、 鈑 をぬ はして やった のか。 

源ヒ 爲 方が 御座いません。 …… 四國 では、 さう いったお 

； 1 路 さんが 幾 組 も 八十 八 ケ 所詣り をして 居ります が、 お 

大肺 2^ の 御利益 願 ひ に 皆ん なが 、 御 1 を い たし ます。 

直 それで、 お前 も 慈善事業 を やった の だね。 (夢見ろ やう 

に) 遍路 笠 を 被った 巡 禮姿を { 仝 想して ると、 おれに は 風 

流に 思 はれる が、 さう いふ カツ タイ 面 を、 實 際に の 前 

へ 兌せ つけられ ちゃ、 さぞい やな もの だら うな。 

诹七 .M 起きに そいつ を 見せつ けられた 時の 氣 味の 惡 さつ 

たら 御座いません でした。 …… 今 B は 大日 ー那樣 の 御 誕生 

B で、 お 祝 ひが あるの だから、 そのお 祝 ひの 施  <仃 のつ も 

り だと 云って、 を 一 患んで やり ましたが、 その ヒ食夫 

婦 の 仲の よろしい こと、：： ム つたら、 私 は 觅てゐ て 感心い 

たしました。 

直 さう か，；；：。 (は， 心した や-つに 云って〕 しかし、 お前 は 


何 だって、 そんない やな 話 を おれに 話す の だ？ 

源 七 御 誕生日の 話 を 聞かせて 惠んで やった 後で、 氣に 

る ことが 御座いました。 それで 心配して 居り ましたが、 

もう 大丈夫で せう。 

直 何の こと だ？ 

源 七 その 一 一人が、 今 曰お 祝 ひの 御馳走の お 餘りを 項き に 

まゐり やしない かと 存じまして。 …… 女の 乞食が、 歸り 

がけに、 身内が 寄つ て 集つ て^！生日を祝ふゃぅな人間が、 

*1 の 中には あるの か、 さう いふ 人間に あやかりた いもの 

だと 申します と、 男の 乞食が、 おれに は、 一年の 内で 誕 

生 日が 一 潘の惡 日 だ。 こんな 日が 世の中に なければ よか 

つたの だと 难 しました。 それから おれの； 誕生日 は、 四月 

の 三十 曰 だが、 今日は 何 曰になる のか、 昨夕 は滿 月の や 

うだ つ たが、 新の 曆の 日取り は 月で は 分らない と 申し ま 

すから、 わたくし は、 うっかり、 今日は 四月の 三十日 だ 

と、 云 はずと もい、 餘 計な こと を 云 ひました。 さう しま 

すと、 w 食 夫婦 は ビック リ しまして * それ は 不思議な 御 

綠だ。 この 御 別莊の n; 那 とおれと、 同じ 月 同じ B に 生れ 

たの かと、 いやな こと を 云つ て 出て 行きました。 

直 成程、 それ は f 思議な 御緣 だ。 しかし、 その. W 食 はい 

つまで もこの 土地に 逗留して はゐ まいよ。 一 一人 は 何處へ 

行く か、 行 先 をお 前に 話さなかった か。 


み ox 

源 七 身延 のお 山へ まゐ るつ もりた と 申して ゐ ました。 … 

…氣 になって、 後で 下町へ 行った 時に 訊ね ましたが、 今 

日 そんな 人間 は 通つ てゐ なか つ たと 云 ひます の で、 わた 

くし は 翁！？ S り でなら なか つたの で 御座：^ ます。 裏山に で 

も隱 れてゐ て、 お 祝 ひの 御馳走の 出來た 時分に、 勝手口 

に 、 あの 顔 を 二つ 並べ て 親き やしな い か と 存じ まし て。 

直 源 七 もよ つぼ ど苦勞 性なん だね。 (さう 云って 笑 ひな 

がら も、 氣 になろ らしく) 兎に角、 そんな 奴の ，1 てゐた 

所に 腰 を 掛けて るの は 不倫 快 だ。 おれ も 彼方へ 行かう。 

r.N 上って) このべ ンチは 汚れて るぢ やない か。 おれ はさ 

、つと 知らな い で、 こんな 所で 体んで ゐたの は 馬 鹿た つ た。 

黴菌に でも. 収 つつか れち やかな はない。 (次第に 神 經，^ 

惱 ましながら、 衣 股，.^ ふろった リ して〕 後でよ く 拭いと 

い て 吳れ。  、 

(彼れ が 奥 へ 入って 行く と、 他の 一方から 源 七 の^お 

しま (三十 餘歳) が、 夫ん、 搜 し/, \ 人 つて 來 る。) 

おしま こんな 所へ 何し に來 てる だね。 また ぁク乙 〈益の こ 

とが 氣 になる のかい。 お前 もよ つ ぼ ど苦勞 性なん だね。 

源 七 直樣 もさう 仰 有った。 おれば どうも あの 二人が また 

やって来り やしない かと 思 はれて いけない よ。 一 一人が お 

敷の 何處か へ 隱れて やしない かと 思 はれて ならない 

よ 0 


おしま いやな こと だ。 お前が 生じつ か 憐れみ を 掛けて 御 

飯 を 食 はせ たり、 いた はったりす るから いけな いんだ。 

わたしの 云った やうに お巡りさんに 云つ て 追つ ぼり 出し 

やよ かった のに。 

源 七 (- 妻に 叱られて 恐縮しながら) 本當 にさう した 方が 

よかった。 あの 時、 おれ は 一 虫に 二度 や 三度の 善根 は 積 

ん どき た いと 思つ たも ん だから。 

おしま 善根が 笑 は せら あ。 今から 老人 见 たいな ことして 

どうす る だ。 

5?^ 七 ハ 、、。おれ 達に は 善根 も 慈善 も 柄に ない こと だな。 

 今 直樣が この ベンチ は 汚れと るから よく 拭 いとけ と 

仰 有 つ たよ，。 また 誰れ か此處 へ 來 なさる かも 知れな い か 

ら、 お前 は 雜巾を 持つ て來 てよ く 拭い て 置け。 

おしま あんな： 乙な の お て た 所 を 巧 ji する なん て いやな こ 

とだ。 お前 はまた、 何た つて なんかに あの カツ タイ 

乞食の こと を 云った の だな。 餘 計な こっち やない か。 そ 

んな ことよりも 先つ きの やうない ゝ！ 1*|0 に、 肝心な お；： S 

金の 値上の こと でも 頼め ばい」 のに。 氣が 利か な い たら 

あり やしない。 默っ とりや、 fa 年 立った つて、 上. けて aK 

り やしないよ。 

七 そり ゃ直樣 にお み 申す こっち やない や。 

おしま ぢゃ。 誰れ にお 頼み &さ うと 思って るんだ い。 奥 
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樣を 持った 人に、 お； 41 金の 値上 話 を 持 出した つて、 ぉ収 

上げに なり やしないよ。 此方の 若闩： 那の御 ii 中 は、 みん 

な 鹿爪らしい 節 をして ゐて も、 太郎も 一一： 郎も， みん た 奥 

樣 次第なん だから、 駄 nw なの さ。 それで、 奥様の 御 連中 

は氣を 揃へ て-おくつ て 細かくつ て、 お 話に なった もん ぢ 

やない。 …… ^^樣は御獨身だから、 譯を 云って うまく 持 

^けり や、 案外 此方の 話に 乘っ て S. 犬れ るか も 知れな い よ " 

…… それに 今日はお 祝 ひ 日 だ。 此 から 毎日 わたしが 云 

つてる の にお 前 は まだ 身に 染み て 感じな いの だね。 今日 

の やうな 日に 誰れ か を収摑 まへ て 切 出さなければ、 また 

と 再び、 こんない k 機會が ある もの ぢ やない。 

. 源 七 さう 八 釜し く 云 ふなよ。 お 祝の siw 中に そんな 話が 言 

出される も の か 。 今夜 どなた か お 泊り に た つ たら 、 お 暇 

な 時を见 計って、 おれが 上手に お 願 ひすろ ことにしよう。 

默 つて 見て ゐろ。 

おしま 危ぃ もんだ な。 (奥.^ 顧みて) あ > 勉樣御 夫婦が 

いらっしゃった。 わたし は あちらへ 行って ゐ よう。 あの 

离樣は ギ ス くし て ゐて、 わたし 大^ ひ さ。 

(おしま は、 化かに^^ して 出て 行，.. * 次男 勉 (三十 

^8 钟 士然 たる 扮^ して、 んの くら子 (三十 歳 未 滞) 

並んて、 何 か Sii しながら 出て 來 ろ。) 

(勉 は、 行 .v、 かける， 源 七. 呼お めて。) 


勉 K 草 を 忘れて 來 たから 。持って来て BK れ。 マッチ も 一 

しょに- それから 冷水 を  一 is んで實 ひたいよ。 汲 立て 

の 新しい 奴 を！^ ぐに 持って来て 吳れ ないか。 

源 七 ハイ。 (足早に 出て 行く) 

(夫 はべ 、ノチ に 腰，， お， C す。) 

くら子 あたし、 一一 三日 此方へ 泊って 行かう と 思 ふの よ、 

あなた も その つもりで ゐて 下さら なきやい けな いわ。 

勉 だって、 お前 はさつ きまで は、 今日のう ちに 歸 りたが 

つてね たぢ やない か。 

くら子 でも、 あたし は姊 さんや さは 子さん なんかと、 同 

じ 汽車で 歸り たかな いんです もの 。 

勉 どうせ 二 時間ば かりの 道 だ。 誰れ と 一 しょ だって、 そ 

のく らゐな 辛抱 は出來 さうな もの だ。 

くら子 だって、 たと へ 一 ふ —一 に 間で も、 g 一意 味な 

辛抱 をして 祌 を 痛めろ /  ；  r. こと V？ やありません 

か。 あたし は、 さは 子さん が御亭 、王に 對 する 暴慢な 態度 

を 見る に 忍びない の。 

勉 四郎も あれで 滿 足して るんだ から 結構 だよ。 あの 夫婦 

はおれ 達よりも 一 時代 若 いんだね。 

くら子 あたしの こと をく ら姊 ちゃん なんて、 甘つ たれた 

難で 云 はれる だけ でも、 あたし g§ らな い の 。 

勉 情味が あってい \ ちゃない か „^ 
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くら子 あなた はさ は 子さん のこと、 云 ふと、 何時も 轟厦 

S に 見る のね。 (目 額 Li 角 1^ 立て、) あ 3 甘つ たれた 聲 

に 情味なん か ある ものです か。 あれ は あにし を 馬鹿にし 

た聲 なんだ わ。 …… さっき ビ ァ ノを彈 いた 時の 御 自慢ら 

し い 樣子を 見て 御覽 なさ い C お前 達に は- 洋背樂 は 分る 

まいと 云つ た. 顔 付 を し て 、 あたし の 方を兑 て たぢゃ あり 

ません か、 それに あなた はい、 氣 になって、 あんな まづ 

い ピアノに 感心して ゐ たのね。 先日 新 井さん に 訊く と、 

さは 子さん のピ ァノ なんか 全くな つ てゐ ない んで すつ 

て。 そんな 者に 感心す る あなたが よ つ ぼ どお H: 出た い の 

ょリ 

勉 どうせ 素人の 餘與 なんだから、 さ、 リ六ケ しく 考へ なく 

つたって い \ たらう。 (妻れ 目，^ t 一はる やうに 山の 方 1^ 

見ろ) 

くら子 そのく せ、 隨分 打算的な のよ。 兄さん や 姉さんに 

は、 いやにお べっかつ かってる の。 (夫の 目の前へ 進み出 

て) だから、 皆ん なを 返して、 あたし 達 だけ 後へ 殘 つて 

ゐょ うぢゃありません か。 

勉 しかし、 親爺の 愚痴 を 聞かされ るの は 閉口 だよ。 

くら子 お父さんの 愚痴く らゐ 何でもな いわ、 さは 子さん 

の 生 意氣ゃ 姉さんの 常識 自慢 を 見せ つ けられる  一 J と を 思 

へば。 


(そ、、 へ、 源 七が 吩咐 けられた 物と * 雜 巾と.^ つて 

入って 來ろ。 勉は コ -ソプ ，.5- 取って 水.^ 1 息 に^み 干 

して、 I- 草に 火.^ 點 ける。 源 七 は 雑巾て M 卓 やべ ンチ 

*r る さ 

か 拭 ふ。 くら子 は 話の 邪 I 娘 * として 短 さう に 源 七の 所 

行， 小 見て ねる。 J 

勉 この は 釣魚 は 出來な い んだ らうれ。 

源 七 さあ、 どうで 御座いま すか" 

くら子 源 七 は I お 牛 一は 嫌 ひた と 何時か 云 つた ことがあつ た 

のね。 釣魚なん かした ことが な い ん たらう。 

1^ 七 ハイ。 わたくし は 海の 漁 も 山の 獵 もした ことが 御瘦 

いません.' …； 若旦那 は 殺生が お好きで ゐら つし やい ま 

すか。 

勉 二；： 此方に： S る やう だったら、 退 さましに 釣魚で 

もしょう かと、 今 ふっと 思 ひついた. たけなん だ。 

源 七 あなた 樣 がお 泊り になる ので 御座いま すか。 

くら子 あたし 達 は 暫く 此方に 來 たこと がなかった の だか 

ら、 今度 は 一 日 二 曰 泊って 行く ことに 極めてる のよ。 

！^: 七 それ はお 珍ら しう 御座 い ますね. - 

S>  (向 うん 見て) みんなが 庭へ 下りて 來る やう だよ。 

くら子 あたし、 あなたと 打合せと きたい ことがあ つたの 

に。 (源ヒ に. S つて) 大 H: 那樣 も此處 へい らっしゃ るん 

だら うから、 お前 は 肱 を此處 へ 持つ て お出でよ" 


.^L  〔ィ。 (出ズ 行く〕 

くら子 老婢 とおす みに は、 お父さんのお を させな き 

やなら な いんだから 爲 方がない けれど、 外の 人 は みんな 

東お へ歸ら せる やうに 話 を して 下さいね。 本當 に お 父 さ 

んの 傍に ゐ たい 人 は ： 人 もな いんだから、 あたし 達が 後 

を 引 1?- けたと 云 へ ば、 みんな 喜んで 歸っ てよ。 妯 さん は、 

御-: IE 分 の 子供 を あた し や さは 子さん に 接！^ させ ち ゃ敎育 

のためによ くないと 思つ てるんだ から、 子供達が 此方で 

逸んで 行きた がっても、 連れて 歸 ります よ。 舊 弊な 型 を 

有難が つ てる 火變な 敎育家 なんだから 恐れ 人つ ちま ふ 

わ。 (夫に" W つて 口早に さう 一. S 、つ； > おて、， 鲍の 方へ 二三 歩 

^!3っヾ) 皆さん 此方へ いらっしゃいな。 (と 快活に 一-.? つ 

ヾ^^；-招きする) 

—幕 .— 

( ； ) ノ  二 

(r 、と 31 じいお EI の 一隅。 山に 添？ て 樹木が^ つてね 

る。 r 一 ) の w 阿 は、 くに 一 端， か はして ねる。 

底が、 木^-.1|^かれた^掛^£;,^に<=?-ん、投げかけ\、午腿 

してね ろ。 

そこへ、 1^ や ii< の 乞食 姿の Bf^ 女 (IE; 仃ニ 入と r.^ した 古 ts 

に ん 被り！^ K 敷 a,^ 背： p; つ て、 ゃ韩 脚. の 旅 仕 


度，. してね ろ。 杖は^^然木.s-wひてねる) が、 わ； トリ 

V^STO っズ ねる やうな 態度て 人って 來ろ = 

その 男 おらが あしこへ 出て 行ったら、 みんなが 吃驚す る 

だら うか C おら、 先つ き 谷川 を 越える 時に、 水鏡で. 目分 

の 顔 を 映し て 見た の だが、 鬼の やうに も 亡者の やうに も 

見えなかった ぜ。 

その 女 さう だと も。 人間 は 人間に 違 ひない のさ。 ：.：• お 

前 だつ て、 年中 一 しょに 暮 して ゐて も、 わたしの 顔に 愛 

想を盡 かしゃし ないだら うね。 

そ の 男 馬鹿な こと 云 ふもん ぢ やない。 長い 間 苦勞を 分ん n 

つ て來 た仲ぢ やない か。 

そ の 女 わたし はガ ラ ス 窓の 側 を 通つ て も、 s 分の 顔が 映 

り やしな い か と 思 はれ て 、 身- S ひする > J とが あるよ。 

その 男 おれ もお 前 も、 長い間 鏡と いふ もの を 見た ことが 

ない の だな。 (と、 感じた やうに 云って、 ふと 氣持 變へ 

て) ィャ、 おれ も 詰らない こと を 云 ひ 出した もの だ。 

(K が 夢に！， ^ された や うな 聲 vJ- 出す 。 男女が そ の 聲に 

短 付いて、 直の 方チ小 見ろ。) 

モの 5- こんな 所に 人が 眠って ゐる。 このお 屋敷の 方. たら 

、「な" 

その 女 こ んな御 立派な 廣 い お 家 か 持 つ て ゐ ながら， わざ 

わざ 外 へ 出て い. 屈さ， つに 午睡なん かしたり し て、 醉 興な 
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人ぢ やない かね。 

その 男 この 人 は 恐ろしい 夢で も 見て ゐ るんだ. ね。 大變に 

K されて ゐる G 

その 女 起して 上げよう か。 

その 男 まあ 打 遣って w,! け。 おれ 達が だし 拔 けに 聲を 掛け 

たら、 ビック リ する だら う。 (M 阿 ん 見て) 見ろ、 皆 

樣が あしこへ お出掛け になつ とる。 丁度い、 よ。 

(二人が； 仃き かける と、 直 はふと； H ん-醒 まして、 異様 

な 二人ん」 見る。 そして、 今 まて 见總 はてね..；，！ 惡夢 がま 

だ 醒め きらな い やうな 氣持 て、 1^ "っ乂  二人の 後 姿. -^A 

詰めて， Q たが、 やがて、 お. -,. ^娠拂 つて 椅子す 小 離れろ。) 

直 オイ 待て、 何處へ 行く の だ) 

(二人 は 足ん-留めろ。 直 は その 方へ 近づく。) 

そ の 男 今日は 大曰 一， 那樣の 御 誕生日のお 祝 ひ をな さると 「叛 

りました から わたくしども 乂ぉ .M みに 预 りた い と 存じ ま 

して。 (恭しく 會釋 しながら、 上目て 直,. 見ろ) 

直 (相 ^.l' の 目 使 ひに 恐れ 感じながら) おへ ifj は 昨夕 こ 

この 四； I： に 寢てゐ たと 云 ふぢ やない か。 • ： … ，だ - 一の 邊 

に 愚 闘々々 して ゐた のか。 

その 男 先 を 急ぐ 譯ぢゃ 御座いま-せんから、 この 裏山で 一 

曰 草 臥 休め をし て 居りました。 この. 裏山に はわた くし ど 

も の 休息 に ！^. へ 向き の 涧 穴が 御 1- い ますが 、 あ、 いふ 所 


が 昨 H  つかって ゐ たな ら 、 此方 31 の 四阿 なぞ を ：s. 惜 い 

たさな くつ て もよ ろしい ので 御 ii3 いました。 (シャ ァ，/ \- 

した 態度て 一 か d 

直 他所 の 庭へ 無斷で 入つ ち や いけな いぢ やない か。 

その 男 わたくしども を 泊め て吳れ る 家が 御座いま せんの 

で。 

直 …… これから 身延の 方へ 行 くんだ さう だな。 それなら 

汽車に 乘 つたら い、 ぢ やない か。 …… 汽車賃が な いの か。 

そ の 女 使 ひ 殘 し の 金 が な い 譯. ち ゃ御麼 いません が、 汽車 

に はな か (0 せ て 貰え ませ ん。 (哀れつ ほく 云 ふ ) 

その ef- わたくし は强ひ て 身延 へ ぉ詣 りした い と は. つ て 

ゐな いんで 御 蹈 います。 5iS 々身延 まで 足 を. 滞 一んだ つ て、 

變 つた 御利益 か あらう と は 思 はれま せんが、 家 內が寢 言 

にまで 身 延々々 と 申します ので、 そちら を 當 てに 出て ま 

ゐ りました。 

直 …… 使ひ殘 りの 金 を 持つ てるのなら、 お 祝 ひのお 餘り 

なんか をせ がみに 來 なくつ て もい 、ぢ やない か。 

そ の 女 お 仕 合 せな 此方 の 大 那樣の 御 違に あやから せ て 

頂きた い ん で 御座 い ます。 

直 (男の 方.^ 見て) 今日が お前の 誕生 曰 ださう， たね。 

その 男 左樣 です C …… わたくしと 问じ 曰に この 世に れ 

た 此方 の 御主人 の お 顏を拜 ま せ て 頂きた い と 存じ ます。 
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直 だ つ て 、 今朝お 前に <|3 つ た 別 莊番の 話に よると、 お； S 

は今曰の^！生ョを訊っ てた と 云 ふぢ やない か。 …… おれ 

は 今い やな 夢から 醒めた と 思 ふ ともつ とい やな 者 を 見 せ 

つけられた。 早く 出て 行つ て れ。 (^眞 似て 押し やらう 

とすろ〕 

その ef- (な 笑して) 門前 拂ひを 喰 はされ つけて る わたく 

しだ" あなたなん ぞに feM? られ たくら ゐ では ビク ともい 

たしません よ.。 

その 女 門番の 人が 親切で、 温い 御飯 を 變んで 下す つたの 

だ か ら 、 御， 入-様 は よつ ぼ ど 情け 1:^ い 方に 違 ひ ない と 思 

つて ゐ ました。 (5^_1,:1って) 出て； 仃 けと 仰 有る もの を. 

無理に 入つ て 行く 譯には 行くまい よ。 此 問の 晩の やうに 

突飛ば されない 前に 出て 行く ことにしよう。 

その 男 おら は、 誕： y.: 曰のお 祝 ひの 機 子 を、 外からで もち 

よつ と^いて たいと 思つ てた のに。 

(心 リ のし ズ ねる らしく il 阿 . の 方 兄 やる と、 女 は 

モの手 1^ 執って 引 ろ やう に して 出て 行く。)， 

モの巧 おら、 も、 「ル くの が 大儀に なった。 また あの 洞穴 

へ 行って、 IHS られ る. たけ 居る ことにしよう。 

その 女 わたし は 一足で も 先き に 行か なきや 氣が濟 まない 

よ C 

そ の ef^ おらに は 先き も 後 も あり やしない C 


(二人の 姿 は 見え なくなつ たが、 かう いふ sicr たけが 

聞え る。) 

(直 は その 話 躍に. 耳ん 留 A て. Q ると、 木の間から 源 七 

が 出乂來 ろ。) 

源 七 彼奴 また つやつ て來 た。 C と、 いまく しさ う に 云 ふ ) 

K お前 は 蔭 で^いて ゐた のか。 

1^ 七 ハイ。 あなた 機が 此處 にゐら つ しゃら なか つ たら. 

彼奴 無遠慮に、 皆樣の ゐら つ し や る 所 ま で まゐっ た か も 

知れません。 

直 おれ も餘 計な 邪魔 をし ないで、 彼奴 等の 行きたい とこ 

ろ ま で 行か せ た 方が よかった かも 知れない よ。 さう し て 

皆ん なを 脅して やり やよ かった。 (本心ら しい n 吻て云 

ふ) 

源 七 いや、 そんな ことにな つたら、 わたくしが 皆 樣に叱 

られ ます。 

直 あの 一 一人の 夫婦仲の い \ のに は 呆れた よ。 氣. 色が 惡く 

なる よ。 あんな 化物 見たい な 顔 をして ゐて も、 夫婦と な 

る と 仲が い ものなん だら うか 。 

源 七 あんな 顏 でも 毎日 見て ろと、 馴れつ こに なって、 何 

ともなくなる んぢ や 御. iij い ますまい か 。 

直 さう さ"  その代り、 どんない  >1 女で も 毎日 見て る 

と、 馴れつ こに なって、 何ともな くな るんだら うね。 詰 
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り は 同じ ことなん だね。 

源 七 詰り は！： じこと だと 仰 有っても， 若旦那？？、 汚い 

女より や 奇麗な 女の 方が よろしう 御座いませう。 

直 それ はさう さ。 一 つお 前に 奇麗な 女 を； せて やら.. つか。 

…… 此方に 集つ てる 奥， 3^ は、 揃 ひも 揃つ てお 容色 はわ ま 

りい.、 方. ちゃな いんだが。 おれ だけ は、 まだ 11 身 者 だか 

. け， 殘り 者に 福が 授かる かも 知れない ぜ。 

源ヒ 若 日： 那； ij^ は 御兄弟 中で 一 番の 美男子で ゐら つし やる 

から、 美しい 奧 機が お出来になる に 違 ひない と、 わたく 

しの 家 內 が 中し とります。 

0 有難い な。 いやな 奴に 會 つて 胸を惡 くした あとで、 さ 

うい ふい 、こと を 3f かされる と、 い くら か氣が 晴れる よ。 

…… さあ、 あちら へ 行って、 葡萄酒で も ： 钚 やって、 "て 

ろ/ \歸 り 仕度に 掛ら うか。 

(元氣 よ くさう 云 つて 行き かけろ と、、^ へ 、 み や 子が 

人って 來 る。) 

直 僕 は 此處で 午睡 をして ゐ ましたよ。 もう 歸る 時刻なん 

でせ う" 

み や 子 あなた は 悠長に 午睡なん かしてる 場合 ぢ やない の 

よ。 早く あちらへ いらっしゃい。 重要な 會議が これから 

はじまる ところ なんです。 

直 重要な 會  そんな 者が あるんで すか へ氣1^に-"ム 


つて) ぢゃ 行き ませう， - (と、 行き かけろ と) 

みや子 まあ、 お待ちなさい。 (と、 引お めて) 重要な 會 

議は 何だか、 あなた は 御存じな いんで せう。 

直 知りません ね， - 

み や ；十 それが 意外なん です の。 わ た し 達 もち つ とも 氣が 

つ かな か つ たんです。 …… お父さん は 誕生 S を機會 に、 

皆ん なを 此處 へ 集めた の は 魂 膽がぁ つ たんです よ。 

直 成程 …… 今年の 謎 iH 日のお 祝 ひが 少し 大裝裟 なのが、 

少し 變 たと 思って ゐた。 (熱心 Li なって) それで、 姉 さ 

んは 今^ 爺の 魂 瞻に氣 がつ いたんで すね。 

みや子 今のところ、 わたし だけが いくらか 察して ゐ ます 

のよ。 …… お 父樣は 今度 隠居の 決心 を 極めて、 今日の 誕 

生 日に 家族の 前で そ の g« 表 をしょう と 思 つて ゐ らっしゃ 

るの。 

直 成程。 …… それで、 姉さん はなせ 書 議の題 H を 僕に 豫 

ル c しょうと なさ るんで す？ 

みや チ ぉ父樣 は 兄-おの 中で、 あなた を 特別に 愛して ゐら 

つし やる のです。 …… お 父 は あ」 いふ 方 だから、 K. 斷 

顔に も 口 にも 現 は し てゐら つ し やらな い けれど、 直さん 

だけ は 愛し て ゐら つし やる に 遠 ひ ありません」 

直 それ は 僕に も腑に 落ちません. 僕 は 親孝行 をした 覺 

え はない 箬 なんだ が。 
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みや子 い V え、 一 つ だけ 親孝行 をして ゐら つ しゃる わ。 

それ は 大切な ことなの。 

宽  5^. ヒら う？ 

みや子 あなた だけが、 いつまでも 獨 身で ゐ らっしゃる ぢ 

やありません か。 

お それが 親不孝で なくって 却って、 親孝行に な るんで す 

かね。 

みや子 ぉ父樣 はわた し を はじめ、 くら子さん を も. 御自 

分 の 息子 さん の お嫁さん を 一 入殘ら ず 嫌 つ 一， - ゐら つし る 

ん です もの。 

直 ハ、 ァ。 みんなが.！：！ 分の 女房ば かり を 大事に して、 一 

A の 親 を 粗末 に するとい ふので すね。 (得心した やう-し 

微笑.^ &べ ろ 一 

みや子 それ はお 父 ii^ の ヒ ガ ミ なんです よ - あなた はさう 

お 思 ひに ならない わね。 

ぼ そり や、 久 兄さん や あなた はさ- 「ぢ やないで せう が… 


みや子 それで、 ぉ父樣 はこれ から 昔ん なの 前で どんな こ 

と を 仰 有る か 知れな いんです から 、 割にお 父樣に 愛され 

てる あなた は、 ー収 做し 役に なつ てド さら なきやい け ませ 

んょ。 さう しなき や、 兄： sl^ の 問に どんな 恐ろしい 内輪 も 

めが あるか も 知れません わ。 


直 姉さん は 僕 を 買 被って るんで すね。 僕に はそんな 役 は 

. 勤まりません よ。 …… 兎に角 會議の 席へ 行つ て 見 ませう。 

みや子 今朝 か ら 皆ん なが 誕生 日氣分 で い 、 氣 にな つ て る 

間に、 わたし だけ はお 父樣の ぉ腹の中が心|^.でならなか 

つたんで す。 

(直に 先に. N つて 出て 行く。 み や 子隨ぃ \ 、行く。.) 

幕 —— 


( 一 ) ノ三  一 

別 莊の廣 間。  ♦  一 

老 主人 保 瀨憷ー (六十 五 歳。 額面 體驅甚 しく 衰弱， か 現 一 

はし \、 ねろ。 羽 ni^.^ 着して ねろ) が 上座に 端坐し、 長. 一 

男久、 次男 勉、 三男 直、 四 男 M 郎、 久の 子供 二人 (十一 

歲 前後) など、 及び みや子、 くら子、 さは 子な ど、 そ 一 

れ ^  Li 祝 BL1 ふさ はしい 服裝， ^しズ * 左右：， L 居 拉んー 

ぐね ろ。 庶務 掛； 原^ 助 も 末座-,! 控 へて ねる。 一 

健 一 おれの 誕生日の 祝 ひも 目 出た く濟ん だ。 家族が 一 人： 

も殘ら な い で 此處に 集つ て吳れ ようと は 思 はな か つ たの 一 

に、 よく 揃って 来て 吳れ たな。 おれ も 仕 合せ， たと 云って； 

い 、。 還-暦の 祝 ひの 時にはお 前 達のお 母さんが まだ 生き 一 

てゐ て、 此處 におれ と 並んで 坐って ゐ たの だが、 おれ は j 

あのの ち 四 度 も 五 度 も 読 生 日が 祝 へようと は 思 はな かつ 一 
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たよ。 割合に 丈 夭であった さ だ 子が 急病で 亡くな つ たの 

に、 老衰して ゐ たおれが、 よくこの 年まで 生き 績け て來 

たもの だと、 おれ は 今 曰 も 11 りで 不思議 に 思 つ てゐ た。 

(目 額に 何の 喜， ひもない やうな 表情て 一 座.^ 見廻して) 

お前 達 は みんな 丈夫 さう で 結構 だ。 みんな 平和で 暮ら し 

てゐる やうで、 保瀨 一族に は 災難の 影 もない やう だな。 

あなた はお 仕 合せ だと、 他人 もよ くお 世辭を 云って 

2. やれる よ。 あなたの 御子 息 は 皆ん な 出來が い 、 と 褒め て 

5$、 れる。 親兄弟に 迷惑 を 掛ける やうな ャクザ 者が 一人 も 

ゐな い の を 喜ん で吳れ てる 者が 多 い。  おれが 今日の 

日 倒れても、 保 獺の 一 家の 基礎 はぐらつ く氣遣 ひの ない 

やうに 思 はれて ゐる。 お れは今 の 今此處 で 安心 し て 目 を 

^つても い、 譯だ。 今から 三十 年 前に、 おれの 親爺が さ 

- 「云って， さも 安心した や、 つな 顔して. おれの 顏を兌 守 

りながら 死んで 行った の だ。 …； その 親爺の 死に際の 平 

和な； 顔が、 今 目の前に 見える やう だ。 (それ 1^ 見詰めて ぬ 

る やうな 額して、 く 言葉，^ II む C やがて〕 親爺 は 仕 合 

せな 人間だった よ。 さう して、 自分の 築き上げた 世 を、 

次の 時^の おれに 渡し て れた。 親爺 は 身體は 死んでも、 

自分の 生命 は その ま、 におれ に 譲った つもり だ つた か 

ら、 仕 合せな 人間だった よ。 …… しかし、 おれ は 親爺と 

は 違 ふ。 親爺と 同じ 心 持に はなれな いんだ。 … お前 達 


もさう 思って ゐて aK れ。 ( 一 座， か見迴 して) …； おれ は 今 

日 の 誕生日 を 境に し て隱 居す る - ^ とに 極めた。 それで > J 

の 別莊に 住む ことに 極めてる の だ。 お前 達 は みんな 一 人 

； S になつ てるんだ から、 今後 はおれ を心當 てに するな。 

親爺 は 今 曰 の 誕生日に 息 を引耿 つ てもう この 世に は 生き 

てゐ ない と 思つ てゐて 吳れ。 若い者に は 老人 は 目障り だ 

らうから、 結句 さう した 方が お前 達の ために もい、 に 違 

ひない。 今 曰の 誕生日に お前 達 は 親爺 を 生きながら 塊 葬 

したと 思って ゐれ ばい k の だ。 どうせもう 五 年 か 六 年の 

壽命も 覺.. ル 〈ない おれ だ。 お前 達に 別れる のに 名殘 りが 惜 

し い と は 思 はない が、 お前 達の 方で は尙吏 さう だら う。 

老 ぼれ の おれの 顔が 見られなくなる の が、 お前 達の 不幸 

になる 譯 はない の だから。 

(彼れ は， 聲 に 力，^ 籠め て か う 云 つてね ろ う ち 、 次第 に 

疲勞， ^感じろ。) 

健 一 (强 いて 微笑， ゃ沌 らして) おれの 演說 はこれ でお し 

まひ だ" お前 達の 意見 は 賛成で も反對 でも^き たくな い 

よ。 云 ひたい こと は 後で、 お前 達 IE 士で いくらでも 話な 口 

ふこと にしろ。 … 財 逢の 處分 やその 外の 事務 上の 事 は 

塚原に訊ぃて-:^>、れ。 

(彼れ は、 これ だけ 1^- 云って、 一座の 人々 に は HI も. 

けないて、 力の ない 足取りて 入って 行く。) 


^の? RH* 
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( 一 u の 人々 は、：： 木氣に 取られて 老人， .J- 見送った 後 \、、 

互 ひに^.^ 见合 はす。) 

久 おれに はお 父さんの 意思が 分.， T ない よ。 誰れ か 思ひ當 

つた ことがあ るか。 (- 潘は游 めながら 嶮 怒な 餌して 訊く〕 

W おれに も 分らない。 お父さんの 云 ふこと が あんまり^ 

問 外れが してる ので、 おれ i^a 兄弟 は 親爺の 實子， ちゃない 

のかと 思って ゐ たよ J 

K 親爺 は氣が 狂った のお や あるまい な。 多少 變な =: 付 は 

して ゐた けれど。 ：：： (Misl^ 見て). 四郞 はどう 思 ふ。 

お前の 新 W 心 想で 判斷し て. どう 思 ふ？ 

^0 侯に も 分らない さ。 ••：： しかし、 お父さんが あ、 思 

つてる の なら それで い、 ぢ やない か- 

K さう だ。 あ X 一 阖 に 思 ひ 込んで るの なら、 勸 吿 したつ 

て Krz: だら-つよ。 

久 に.. 5:、 稼原*^から©務の ことにつ い て閗 かなき やな 

るまい。 (と 云って、 坂； 君の 方1^ 見て) 君お 父さんから 

吩咐 けられて る > J とが ある の なら、 皆ん なの 前で 報告し 

て おれた まへ。 

塚^  (常 -】 した 颜 して、 心 持 座， か 進めて) それが ど， o.,p、 

皆； 1 の 前で は 甚だ. S. 上げに く い の で 御座 い ます。 大曰； 那 

樣は獨 りで ぉ考 へ 遊ばし て、 處分法 を 明細に お 書. 留め に 

なって、 わたくしに お渡しに なりました。 それ を 今 IM 皆 


樣の 前で 讀 上げろ と い ふ 御 命 八 P なん で 御 い ますが 、 ど 

ぅも闲 りました。 明細書 は 此處に 持つ て 居ります が、 (懷 

からまい 付， か 取 出して) 是非 5S に 御覽に 入れなければ な 

らな いものなら、 ぎ 万 か に 代讀し て 頂きた い の で 御座 い 

ます 

ぢゃ、 僕が 讀 上げよう か。 その 書き物 を 寄越した ま 

へ。 

(截原 Li 最も 接近して 坐って ねる 四^ は、 鬚 1^ から 書 

付. 取って。) 

四 m 僕が 代讀し て もい、 ん です ね 。(と、 一 魔ん-見 廻 マ) 

久 (不安ん、.^ - じて ねろ らしく〕 まあ 待て。 四 郎が讓 むべ 

きもの ぢゃ あるまい。 

四^ 重大な 一 家の 處分法 を 若輩が 讀んぢ や いけな いと 云 

ふんです ね。 • ： 僕も强 ひて 一； 漠 みたかありません。 兄 さ 

んぉ讀 みなさい。 

( w  r 恥 は 書付， か 持つ マ、， 人の 所へ 行つ ヾ 手渡しす る。 

皆ん なが 緊張し r 目て 一て の 方^ 見ろ。 久 は 書付 か  一 ^ 

すると 額 ん 變 へる。) 

久 これ は 一 先づ 原お に预 けと いた 方が 穩當 だら う。 (と 

云って 嫁 原.，. 招く) 

塚 原 わたくし もさう 思って 居りました。 (久の 側へ せ ：！ ん 

て、 書付,.^ K ユ 取ろ) 


COG 
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久 こんな 非常識な もの を、 我々 が眞 面目に 聽 くの は 馬鹿 

な こと だ。 

勉 親爺 は 精神に 異狀が あるん ぢ やない か。 

0 どう だ つてい、 ぢ やな い か 。 僕 等 は E 分 々々の 道 を 

歩めば い \ん だ。 お父さん もさう 云って たぢ やない か。 

勉 兎に角、 我々 四 人 だけで 塚 原お の 部屋へ 行って、 その 

書付 を 見て 打 合 せ をし よ うぢ やない か。 

久 さう だ。 お 互 ひに 秉大な 事なん だ。 

0 赏大な 事と 云って どんな 事 だら うな。 財產は ー錢た 

り とも 我 々 に 讓らな いと 云 ふ の だら うか 。 

(皆ん な沈默 して 不安 な 思 ひに 捉 はれて ねる。) 

— 幕 11 

(二)  ノ 一 

一 年後の 同 月 同日の 朝。 

庭園 は 元の ま V て もる。 四阿 は 元 の 通リて もろ。 

着古した 衣服.^ 着けた 直 は、 源 七と 話， かしながら 入つ 

て來 る。 

直 去年の 今日は 大變溫 か \ つたが、 今年 は 薄ら寒 いぢ や 

源 七 昨年 は. 溫 かう 御座いまし たか 知ら。 わたくし は些と 

も覺 えて ゐ ません が。 


直 天日に 照らされる のが 暑く つて、 草原に 寢 ころん ぢゃ 

ぁづ气 や 

ゐられ なかった」 それで、 この 四阿で 日 を 避けて 休息し 

て ゐた 、 J と を おれ は覺ぇ てるよ" 

5?f 七 今日 もよ く 晴れて 居ります から、 次第に 溫 かくな り 

ませう。 

直 兄貴の 連中 は 正午 前に はやって 來 るんだ ね U 

源 七 ハ ィ。 もう 汽車に お乗りに なつ てる 箬 です。 

直 おれ は、 あの 後 問 もな く 旅に 出た ので、 殆んど 一 年 問 

は 身内の 誰れ にも 會 はない の だが、 この 一年の 間に はい 

ろ くな 事が あった ものだね。 

源 七 大旦那 樣が あんなに 出し 拔 けにお 亡くなり になった 

こと は、 夢の やうに 思 はれます。 

直 おれ も、 親爺の 死亡の 通知に は 驚かされ たよ。 …… さ 

う 云 へ ば あの 時、 變な 乞食が 来て 脅かした ぢ やない か。 

迷信家 だ つ たら 、 親爺 は あの 乞食に 呪 はれた やうに でも 

思 ふだら う。 •：•： あの 乞食 は あの 後 どうした らう。 夫婦 

連れで 仲よ く身延 へお 詣 りした のか しら。 

源 七 さあ どうで 御座いま すか。 あいつ は氣 味の 惡ぃ 奴で 

した。  、 

直 しかし、 今考 へる と、 彼奴の 云った こと は 大して 氣味 

の惡 いこと ぢ やない よ。 却って、 親爺の 云った ことが 氣 

味が 惡 いよ。 
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« 七 わたくし は大 H: 那の 御演說 は，^ りませんで したが、 

あの 後， K 變な騷 ぎの やうで 御座いま したね" •：：• さう 云 

へば、 あの 時、 あなた 樣は、 お しい 奧樣 をお 迎へ にな 

つて、 わたくしどもに 見せて やらう と、 お 約束な すった 

ぢゃ 御座いま せんか。 

ぼ ぉ前も！|^2らなぃ ことをょく覺ぇてるね。 (相手 S 戯談 

, ^生は 面目に いて 不快.^ 感じたら しく) おれ も 今 は 美 

しい 奧 さんなん か考へ てもゐ ない よ。 

淑七 なせお 考へ になり ません のです？ 御兄弟のう ちで、 

あなた ば かりが いつまでもお 獨り でゐら つやる の を、 

わ た くし や 〔氷 内 は い つ も 不思議に 思つ て る ん で 御座 い ま 

すよ。 

直 おれ は ； 年の 間、 親爺が 乞食に 物 を くれる やうな ざま 

で投 けつけ て吳れ た かな 金 を 持って、 他鄕を うろつい 

ていろ くな こと を やって来 たが、 今 は 一文無し だ。 そ 

れで、 此處の 軒下に でも 四阿に でも. M かして 貰 はう と 思 

つて やって 來 たの だ "昨夕の 夜汽車の 三等の 堅い 腰掛の 

上で 小さくな つ て、 まんぞくに 眠る こと も 出来ないで や 

つて 來 たの だから、 .ぉ は兄贵 達が 着く までに 一睡り させ 

て 貰 ひたいく らゐ なんだ よ。 

5g 七 ぢゃ、 あちらで 御 ゆっくり お休みな すつ ちゃい か 

でせ う。 


0 昨ダ から おれ は 飯 も 食って ゐな いの だ】 さっきから、 一 

お前に 溫ぃ， 飯 を 一 杯. M んで貰 ひたいと 思って るんだ よ。 

源 七 御飯 前なら、 早く さう 仰 有れば よろしかった のに。 

直 お前 は 相變ら ず、 慈悲 深 いんだね〕 ：：： (ふと、 ■ 重々 

しく) しかし、 源 七。 おれ は、 一 年 前にお 前 を 脅かした 

あの 男と 同じ 人 だせ、 上べ にあん な カツ タイ 面 はして ゐ 

ないだら うが、 あの 男と 同じなん だ。 …… あの 男に は 生 一 

死 を 共に する 女房が あるのに、 おれに はさう いふ 結構な 一 

者の ない のが 1">始 つ てゐる だけ だ。  一 

ijt- や-つどん 

源 七 御 戯談仰 有る？ ハ、、 。  ， 

直 ぢゃ、 まあ 戯談 にで もして 置け。 …… しかし、 おれの 一 

ひつく に， -  一 

正體が 分った 時に 吃驚し ないやう に 用心 をし てゐ ろ。 吃 ： 

驚す るの はかま はない が、 おれ を 突出さな いやう にして ： 

吳れ。 

源 七 (相手の 様子が 眞斂 らしい のて、 少し 氣 味.，^ 惡 がろ) 飛； 

ん でもない こと を 仰 有る" …… あなた 樣は 今の 且那樣 と ： 

血 を 分けた 御兄弟 ぢゃ御 鹿 いません か。 

直 六十 五 歳に もな つた 實の 親で さへ あ、 なんだ からね。 ； 

兄弟が 何 だ。 (力強く 云った が) ハ 、 、 (と輕 く 笑って、 一 

ふと 調子 1* 柔らげ て〕 一年の 聞、 獨 りで いろ < な 世 を 一 

見て 多少 修業して 來 たおれ だ。 力み 返つ て そんな こと を 一 

云った つて はじまらない。 


家の?^ (ま: 


1^ 七. 御飯 を 召 上る のなら、 早速 支度 をいた しませう。 

直 次 手に SIM を 惠んで 貰 ひたい もの だな。 昨夕から ss^ 草 

にまで 傲 ゑ てゐ るんだ よ。 

源 t 承知し ました。 

(出て 行告 ながら、 そっと 直の 方ん 顧みろ つ 直 は 疲れ 

て ねろ やうに ベ y チに橫 たはる。 すろ と疲勞 がー 時 に 

出たら しく、 接 息ん、 洩らす。) 

(そ，、 へ、 おしまが みや子，^ 誘って 入って 來る。 みや 

子 は 前 ；リ も 華 .1 天な 服装，^ して、 前 i リも 富豪 の 女主 

人らしい 賠度^ 保って ねろ：) 

み や 子 直さん が 今 rn 此 處へ來 ようと は 思 ひも 染めた かつ 

たのよ。 

おしま 皆樣が 今日お 揃 ひになる やうに お 打 合 せ をして ゐ 

らっしゃる のかと、 わたくしども は 思って ゐ ました" 

みや子 わたし は 直さん が 何 處で何 をして ゐる のか 知らな 

かった の。 (直の 傍へ 近づいて) あそこで 寢てゐ るぢゃ 

ない の。 

おしま さっき 出し 拔 けにい らっしゃった 時、 大變 お疲れ 

になつ てゐ らっしゃる やうで 御座いました。 

みや子 (憐れむ やうに) 旅疲れ をして る やうね。 …… 眠 

つ てるのなら、 寢 かしと きませ うよ。 (目, <J -轉 じて わたり 

こ. V つら 

の 景色， か 眺めながら) 久 振りに 此方へ 來 ると、 せいく 


する。 

おしま あ、 tn; 那樣 もい らっしゃ いました。 

(久、 人って， 1^ る。 前 ft リも 富豪の 主人ら しい 堂々 と 

した 態度ん-保って ねろ。) 

みや子 あちら へ 行つ てお 茶の 用意で もし てお 吳れ な。 

おしま ハ ィ。 (出て 行く〕 

久 (直に 目.^ 留めて) なんだ。 直が こんな 所へ 來てゐ た 

のか。 

み や 子 よく 眠つ てるんだ から 起さないで ゐ らっしゃい。 

久 親爺の 葬式に も歸 つて 来ないで、 今 曰 何のた めに 此處 

へ來 たんだら、 つ？ 

みや子 それ は 分って ゐ ます さ。 あの人 も 文無しに なった 

のぢ やありません か。 

久 直 も 無能な 點ぢ や、 おれの 兄- j;? 中で 御多分に れ ない 

方 だが 、 よ く 何時 ま でも 獨身 でフラ ./\暮 し て ゐられ る 

こと だ。 

みや子 (わ； "りん 撣，0 やう LL) でも、 直さん が 今 曰と い 

ふ 今日、 不意に 歸 つて 來 て吳れ たの は、 わたし 達に は 犬 

の 助けな のよ。 直さんだ け はわた し 達の 味方に なって 吳 

れる 望みが あるの。 だから、 直さん が 目を醒 ましたら、 

優しくして お上げなさい。 わたし は、 去年の 今日、 偶然 

直さん に 話した こと も あるの. たし、 あの人に はお 嫉 さん 


索の?!?; ぼ 


on 


の したいと 思って ゐ ますの。 

久 この 男 はおれ 達が 勸め たくら ゐで、 オイ ゾレと 結 す 

るか どう だか。 

みや子 結婚し たぐな つて るん です とも、 あの 顏を見 て 御 

f さい。 前に 似合 はない 淋しい 元氣の な い 顔し て るぢ 

やありません か。 あれ は 浮世の 苦難に 疲れたつ ていふ 顏 

ぢ やなく つ て。 男 は い くら 威張つ て も、 い つ までも獨；^{;！ 

でゐるとぁんなに元^3?がなくなるんですょ。 

久 久 振りで 會 ふと、 おれで も 直が 懐かしく 思 はれる よ。 

みや子 さう でせ うと も。 (いか に も 同感した やうに 云つ 

3 勉 さんや S 郎 さん は、 傍に 隨ぃ ていろんな 惡智慧 を 

贷す 人が あるんだ けれど …… C 

久 おれに は、 くら子 やさ は 子の n が 怖い よ。 (sgi にな 

る) 

みや子 それ は あなたの 氣 のせ ゐ な，^ です。 (冷笑して) 

いつまでも 迷って ゐ ちゃ、 男と して 氣 地がない ぢゃぁ 

りません か。 お父さんが 早く 亡くなつ たこと は、 あの 入 

達の にもな つたんで す もの 。 …… わたし 達に 詰らん 疑 

ひ を もった にしても、 お腹の 中で は 決して わたし 達 を 恨 

んで やしません。 わたくしが 保證 します わ。 

久 成程お 前に 保證 して K ふ 外、 天に も 地に も おれの 心の 

安心 を 保證し て aK れる もの はな い ん だからね。 


みや子 さう 云って、 あなた も わたしの 所爲 にしち やい け 

ません よ？ 御 自分 の 所行 は 御 自分 で 責任 を も つ て ゐら つ 

しゃら なきや いけませんよ。 

久 おれの 責 とお 前の 實任 とに； Hi: 別 はっき やしないよ.' 

みや子 此 處へ來 てまで 理窟 詰め の 言合 ひ をした つて はじ 

まらない わ。 …… お 互 ひに 詰らない こと を 云つ て 氣持を 

惡 くす るより は、 商さん を 起し ませう C 

久 それ もさう さ。 (直の 傍へ つてお 斗，^ 掛ける) オイ、 

起きな いか。 こ んな 所で 寢て る と 風邪 を 引く ぜ 。 

(直、 驚いて 目， か ます。 そして、 不 議さ うに 久の 

額 1^ 見ろ？ 

久 (笑 ひ /(、.) 何 だ、 寢 呆けて ゐる のか。 今日はよ く來 

て吳れ た。 偶然お 前の 歡迎會 を 今日 此處で 開く やうな 譯 

になった ねし 

直 僕の 徵迎 きを？ それ はどう も 不思議 だ。 

みや子 (微笑して) わたし は どれほどお なた をお 待ちし 

てゐ たか 知れません のよ。 

直 何故です？ 

みや子 わたし は、 昨年の 今日、 あなたに お 約束した こと 

が ある ぢ やありません か 。 

直 そんな ことがありました かね。 (思 出せない らしく) 

僕 は 親爺の, 式に 出な か つ たのが 氣に懸 つ てた から、 一 
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週 年の 忌日に は歸っ て來 るつ もりで したが、 此 間から 死 

んだ親 ％ の亡靈 見た いなものに 導かれた の で、 何の 氣な 

しにう か/ \ と此處 へ 歸っ て來 ました。 今日は 死んだ 親 

爺の 誕生日で したね。 氣 味の 惡 ぃ演說 を やら かして、 僕 

等 を 脅かした 日でした ね。 

みや子 お 父樣の 亡靈に 導かれた なんて、 直さん も 案外に 

迷信家な のね。 (不快に 感じて ねる) 

直 去年 姉さん は、 親爺が 兄弟 中で 僕 を 特別に 勗 匱に して 

ゐ たやうな こと を 云つ て、 僕 を 喜ばして ゐ なすった が、 

僕た つ て 親爺に 愛されち ゃゐ なか つ たんです ね。 親爺の 

申 渡 書の なかに、 僕に 對 しても 殘 酷だった。 僕よりも あ 

の 子守 見たい な 女の 方が 、 掛 爺に は 價 値が あつたの だ か 

ら可 笑な もの さ。 

久 (嚴 かな u 調て) しかし、 親爺 も 心に 疚 ましい ところ 

が あつ たと 見えて、 あの 後 安眠が 出來 なか つ たらしい よ。 

絕ぇず 假眠藥 を 用 ひて ゐ たらしい。 それで、 過度に さう 

いふ 藥を W ひた ことが、 死亡の 原因に なつたん だね。 … 

…源 七 は 親爺の 死んだ ことに つ い て 何 か 云 つ てゐ なか つ 

たか。 

直 いや、 何も 云はなかった。 此方から， 訊き もしなかった。 

::: しかし、 親爺が 安眠が 出來 なかった と 云 ふの は、 僕 

に は 少し 吞 込めない ね。 親爺 は 自分が 子供の 我儘な 感情 


を 害した の を 神經に 病んだ とい ふの は、 僕に は 合 點が行 

かないね。 

久 そり や、 お前が まだ 子供 を 有たない から 分らな い の 

さ。 子供に 對 して あんな 不 K な 事 をし ちゃ 祌經に 障る 譯 

だよ。 

直 でも、 あの 親爺 は 世間 一 絞の 親と は 違つ てるんだ から 

3〕 

久 (もどかし さう にし ぢゃ、 お前 はおれの 言 ふこと を 信 

じない のか。 襞 者が さう 斷定 して ゐる。 

直 僕 はさう 思った だけなん だが、 …； 側に ゐた 兄さん や 

お 醫 者が さう 認めた の なら 間遠 ひ はない だら う。 

み や 子 お父さん は あなた 方 御兄弟が 思つ てゐ らっしゃる 

やうな 冷酷な 方ぢ やなかった の。 わたしに は、 2? 前から 、 

父さんの お腹の 中に 温い ところの ある ことが よく 分って 

ゐ たんです。 

直 まあ、 そんな こと は どちらで もい  >- でせ う。 .：： 僕 は 

餓ゑ てるから 朝飯 を 源 七に 姿んで 貰 ふ 等. にな つたの だ 

が 、 まだ 支度が 出来な い の か 知ら …… あちら へ 行つ て 他 

促し ませう C お 話 は 腹が くちくな つ てから 伺 ひます。 

みや子 へ え、 あなた は まだ 朝御飯 を 召 上らな が つたの？ 

直 ^<當 の 一 文無し で 今 曰此處 へ 汕」 りつい たんです よ。 

(直 はさう 云 ひながら 出て 行く。) 


'お' ハ: も 
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みや子 1^ さん も 他 g 藥の 欲し さうな 人ね。 …… だけど、 

あの人の 催眠 i 架に は 結婚が ； 港な のよ。 

久 まあお 前の い 、 やうに し てお 吳 れ。 …… おれ は駄： H だ。 

ベ ンチ にぐ つたり 腰，^ おる す。) 

みや子 駄 E だなん て、 あなた は 何が 不滿 足な の。 こんな 

い 、時候に、 あなた は .1 家の 家長と して 威張つ て ゐられ 

るぢ やありません か。 それに あなたの ために は、 人の 出 

來 ない ことで も資 行す る やうな わたしが、 蔭せ 離れずに 

あなたの 侧に隨 き 添つ てゐ るの ぢ やありません か。 くら 

子さん やさ は 子さん は、 新しが つて えらがっても • とて 

つ V, あ ひ 

も わたしの 半分 も、 御. H 分のお 匹 偶の ために 眞心を 捧げ 

て やしないん です。 ：：•• さあ、 目 をよ く 開けて 责 葉の 美 

しい 能ら かな s: 京 色 を：：！^ て御覽 なさ い 。 あなたに は 御 自分 

の 幸福が ちっとも お分りに ならない のね。 

久 それ は 分って るよ。 …… お前 は あちらへ 行って、 直の 

朝飯 の 世話 をし て やつち や どう だ 。 

もてな 

みや子 さう ねえ。 それに 今日の 持 做しの 準備に 联掛ら な 

き やなりません わ。 御她 走の ことなん かわた しが 考 へて 

指 M します から、 あなた は そこら を 歩い C い 氣 でも 

吸って、 心 を 落 藩け て ゐ らっしゃい。 

(5 う 云って 出て 行く。 〕 

II 幕 —— 


(二)  ノ  二 

( 一 ) の 三と 同じ 廣 間。 

久ん はじめ M 人の 兄 と、 彼等の 妻 一一 一人と が！ 並ぶ。 

久 今 B は 珍ら しく 揃った ね。 …… こんな 會 議！^ たいな 鹿 

爪ら しい 眞似 はしな くっても い 、ん だが、 皆ん な 珍ら し 

く 一  しょに なって、 直まで も 偶然 此處に 落 合った の をい 

ぃ機會 に、 一 言 云って 置きたい と 思つ てる ん だよ。 (議 

然として sa; 面目に 云 ふ〕 

(他の 者は默 つてね る。) 

久 他ぢ やない がね。 おれ は 家長の 權を 放棄し ようと 思つ 

てゐ る。 

(他の 者は默 つてね る。) 

久 おれ 達 を 除外して 財 產の處 分 を も 勝手に 極め かけた 親 

爺 は、 實 行に 着手す る 間際にな つ て 亡くなつ たの だが、 

お れは 、 國家 で 極め た當然 の 權利を も 自分 の 手 で 利用し 

なかった。 …… おれ 言葉の 意味 はお 前 達に も 分つ てる だ 

らう。 

(他の 者は酜 つてね る。) 

久 おれ はお 前 達の 行動に 少しも 干涉 をし なかった し、 第 

一 、 財產 だって、 當然 の相續 者と して 當然 に受繼 いでい 

い 害の もの を、 充分に は S 分の ものにしなかった ぢ やな 
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いか- それ はお 前 達 も 了解して ゐ るんだら う。 - 

f 他の * は^って ねろ。) 

久 それだけ ではない、 おれ は 今度 も 家長の 權を 放棄す る 

前に、 お前 達の ために は、 出來る 限り は 自分の 所有物 を 

你. がう と 思つ てゐ る。 

(み や 子 驚く。〕 

久 おれ は 決して、 ひとり 手に おれの 手に 歸 した 物 を 私し 

ようと は 思って ゐ ない。 だ がら、 今日から 後 は、 おれの 

生活に は關っ て吳れ ないやう にして aK れ。 お前 達 はおれ 

の 存在 を 心に 置かない やうに し て吳 れ。 おれ を 世に な い 

もの 同 に 思つ て 吳れば い.^ の だ" 

(勉は 氣六ケ しく つてね る。 四， 郞は 微笑す る . ) 

み や 子 あなた は なぜ 出し 拔 けに そんな 非常識な こと を 仰 

有 るんで す？ 

久 (みや子の 方.^ 見て) お前 は默 つて 聞いて ゐれ ばい.^ 

の だ。 

み や 子 でも、 わたし もこの 會讓 に； 1^ ばされ た 一 人 ぢゃぁ 

り ませ んか。 そんな t 夙 紛れな - J と を 仰お る もん ぢゃ あり 

ません よ。 

久 いや、 おれ は 一人で 長い間 熟考した 揚句で かう 決心し 

たの だ。 

みや子 い、 え、 あなた は 、つい 先つ き此處 へ 汽車で 下り 


るまで、 何も 考 へて なんか ゐ らっしゃらなかった ぢゃぁ 

りません か。 あなたが 此間 うち 物 を考へ てゐ らしった か. 

ゐら つし やらなかった か、 わたしに はよ く 分つ てゐ ます 

r\  0 

^ まあ、 さん は默 つて ゐ らっしゃい。 (と 云って、 久 に 

向って) 兄さん 僕 等に 兄さんの 生活に 關っ て吳れ るな と 

云つ. たが、 僕 等 は 今まで だって、 兄さんの 生活に 驟 合つ. 

た覺ぇ はない 害ぢ やない か。 は 今まで、 兄さん 以外の 

兄弟 の 生活に ついても 一 言 も、 懸合 ひ をつ けた こと はな 

かった よ。 

久 ぢゃ、 おれに 封して 少しも 不平 はな いんだね。 

勉 それ は斷 言す る譯に 行かない が。 (氣 六ケ しい 目て 一 

座ん、 見廻す .> 

四^ 皆ん なが 久 兄さんに 對し て は 一  の 不平 もな いこと 

に、 衆議一決 しょ うぢ やない か。 …… お父さんが 生きて 

ゐ て 、 去年 此處で や つた 演說の 主旨が 實 行され て ゐ たな 

ら、 我々 は みじめな nw に會っ てるんだ からね" (快？ WLl 一一 ム 

ふ) 

( 一 座哲 く默 つて ねる。) 

直 僕 は 長 い 間 留守 をし て ゐ たので、 資 際の 事情 は 分らな 

いが、 去年の 親爺の 演説に 比べる と、 兄さんの 今の 演說 

は 非常に たね〕 六十 五の 親爺で さ へ あんなに 我々 を 
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かした のに、 巧 盛りの 兄さんの 言 紫 は 何と 云 ふ 元氣の 

へい こと だら、 つ。 -! ？ を 認めるな なんて、 自分で 云 ふこ 

とぢ やない ね。 

みや子 本當 にさう です とも。 

K 僕に は 合 gf が 行かない。 …： 僕 は 親爺が 死んだ 後で は、 

おんな 愁を 出して 财產 の％ 合 ひ を やつ てるに 違 ひない と 

思って ゐ たよ。 …： 僕が 死んだ 親爺の ，誔 生 日に ノコく 

やって 來 たの も、 內 心愁に 引かれて、 分 前 をせ びる ため 

に來 たこと にな るんだ が、 さう いふ 野心 を 抱い て ゐる僕 

が、 @迎 される は變 だ。 …… かう して 見渡した ところ、 

比^1んなが疢.^飽に物の挾まっ てる やうな 顔し てる ぢ やな い 

か。 兄お が 若葉の い、 時節に 大 磯の 別 _沘 に 返び に來 てる 

とい ふ晴々 した 樣子 はちつ とも 見えな いぢ やない か。 … 

… (S: ^に. M つて) 四郞、 ぉ前はそんな思はせ；^！りな顔 

し て ゐ なく つ て も い. \ だら う。 

四^ いや、 僕に も 云 ひたく つても 云へ ない ことがあ るよ。 

兎に角、 親爺 か 死んだ ために、 我々 の 代が 來 たん ぢゃ 

ないか。 …… だから、 過去の こと を u 心れ て、 不平の ない 

ことにし とか うぢ やない か。 久 兄さんが 自分の. lis を 忘 

れて れと云 ふの なら、 望み通りに 忘れて 上げたら い X 

ぢ やない か。 …… (久. ^見て) 兄さん は それでい、 -んだ 

らう。 <©讓 はこれ で 終結した ことにしよ うぢ やない か。 


直 霞。 

久 おれの 云った ことに 異議 はな いんだね。 

(皆ん な K つてね る。 久は なほ 不安な 顔.^ して 出て 行 

く。 みや子 隨 いて 行く。) 

直 どうも 腑に 落ちない。 …… 親 翁の 亡靈が こんな 變な會 

議を見 せ に 、 おれ を 導い て 来た の だな。 

(久の 後に 隨 いて 出て 行く。) 

00  (勉 L1 向って) 兄さん はま だお 父さんの 催眠 藥に疑 

ひ を 揷んで るんだ ね。 …… だって、 い \ぢ やない か。 無 

用な 事に 精 祌を使 ふの は 馬鹿 だよ。 

(出て 行く。 さは 子も隨 いて 行く。) 

くら子 兄さん は蟲の い、 こと を 云つ てる わね。  でも. 

あたし 達 は 潔白なん ですからね。 死んだ お父さん にだ つ 

て 恨まれて やしないん だからい . ^ぢ やない の。 なに を ま 

た 詰らない こと を考 へて ゐ らっしゃ るの？ あたし、 こ 

の 廣間は 大きら ひなの。 だって 去年のお 父さんの 顔が 目 

に 見 える やうな ん です も の。 さっきの 兄さんの 聲が お 父 

さんに よく 似て るんだ から、 聞いて ゐて氣 持が 惡 いたら 

なかった のよ！。 さあ …… 、 庭へ でも 出て 行き ませう。 

(くら子、 座，^ 立って 出て 行く。 勉も隨 いて 行く。) 

— 幕. — 
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(二)  ノ 三 

( 一 ) ノ  二と 同じい 庭園の 一 隅リ 

直が 木蔭に SM かれた 肱掛 椅子に il-,^ 投げ かけて 午睡.^ 

してね ろ。 そ、、 へ、 乞食 姿の その 男と その 女と が、 前 

の 場に 出た 時，^ リも 一層 見窄らしく、 且つ 疲れた 樣子 

, ^して 出て 來る。 そして、 直.^ 見つけて 驚く。 

その 男 これ は 妙 だ。 また この 人が こんな 所で 午睡 をして 

るよ。 

ひるね 

その 女 この 人 はよ つぼ ど 午睡の 好きな 入なん だね。 

その 男 この 前 はこの 人に 怒鳴り つ けられ て追拂 はれた の 

だが、 今度 は まさか あんな 邪慳な こと はしない だら うな。 

人の よ さ うな 顏 をし てゐ る。 … … 聲を 掛け て 目 を 開け 

させよ、 つか。 

その 女 この 人 はこの 前と 问 じ やうに^ されて るぢ やない 

か。 

(二人 は 直の 側へ 寄る。) 

その 男 R 那樣。  . 

(直、 して 驚く。) 

直 お前 達 も 一 年 目で 此處 へ戾っ て來 たの か。 おれ も 一 年 

目で 今日 此處 へやって 來 たの だよ。 

その 男 へえ、 旦那 樣 も何處 かへ 行って いらっしゃ つたん 


I 

で 御 趣 います か。 

直 おれ もお ：11 達と 同じ やうに 方々 をう ろ つ い て 來た 」 io 

お前 達 は 身延 へ ぉ詣 りする と 云つ てゐ たが、 ぉ詣 りを濟 

まして 來た のかい。 

その 男 ぉ詣り はいたし ましたが、 何の 御利益 も 御 II いま 

せん。 一 一人 は^ふ や^ はずで 一 年の 旅を績 けました。 

その 女 身 延には 半年 あまり も 居りました。 御 信心が 足ら 

なかった ものです から、 大し た 御利益 は 御 u いません の 

でした。 何處 まで 行つ て も 落 藩け る 場所が 見つかり ませ 

ん ので、 生れ 故 まへ 後戾り をして 居ります) 

直 お前 達で も 生れ 故鄕 へ 歸 りたくなる のかい。 故.！： の 者 

に 相手に される 望み を 有って るの かい。 

その 男 わたくし は、 家 2； に 誘 はれて 身延 へま ゐ りまして、 

また 家內に 連れられて、 故鄉の 方へ ボッく 歩いて 居り 

ますが、 ちっとも 樂 みに 思って るの ぢゃ 御座いません。 

…… このお 屋敷の 後の 山の 洞穴に でも 住まつ て ゐる方 

が、 よつ ぼ ど氣樂 なんで 御座います。 

その 女 お宅 樣の 召 上り 物の おあまり でも 項け ましたら、 

三日で も 四日で も 洞穴で 草 臥 休め をいた したいの で 御座 

いますが。 (女らしく 媚び 浮べて 云 ふ) 

(直 は その 女の 媚^ん 見て ギヨ- ソ とすろ C そして、 そ 

こ 1^ 立 去らう としながら、 足が 縛リ つけられて ねろ 様 
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その 此方の 御 別 莊番の 方 はお 情深い 方で 御座いました 

が、 t 此方に ゐ らっしゃ るんで 御座いま すか。 

直 あの は 無事で 此.； に 住んで ゐ るよ、 しかし、 お前と 

同じ 日に 生れた とい ふ 此處の 御主人 樣は あ の 後間 もな く 

死ん ぢ やった よ。 

モの b;? 大 n: 那.； li がお 亡くなりな すった？ 御 運の い \ お 

方、 たと 思って 居りました のに。 ：…. 何 御 病氣で 御座 い ま 

した？ 

K いえ それが よく 分らな いんだ。 金が あるから 誰れ かに 

呪 はれた のか も 知れない わ。 

その 女 ぢゃ、 毒藥 でもお 飲みに な つたんで 御座 い ます か。 

直 (不機 被らし く) おれ は 知らないよ。 お前 達が 呪った 

のぢゃ あるまい な。 

その 男 飛んでも ない こと を 仰^る？ (取って つけた やう 

に 云 ふ) 

E 去 ¥ の 今日は、 お前 達の 來た 後で、 親爺 は 魔物に でも 

-収 付かれて る やうな 子だった よ」 誰れ かに 呪 はれて た 

らしかった ね。 誕生日のお 祝 ひとは 思 はれなかった …… 

今日 だって さう だ。 兄弟が 大 寄って ゐて も、 折角の 御 

馳走が あん まり 資れな いらし いよ。 ぉ餘 りが どつ さり あ 

るから、 お前 達に； B つて やらう。 …… お前 達に. はせ 


るた めに 挤へ てゐ たやうな もの だ。 

その 女 それ はお 有難た う 御座います。 

直 しか， r 食物の なかに 毒が 入って るか も 知れない せ。 

その 男 わたくしども は 毒ぐ らゐは 恐れ やいた しません。 

御馳走 を 充分に 頂 いて、 この 屋敷で ころり と 往生が 出來 

る ものなら 結構で 御 lij い ます。 

直 直ぐに 持って来させる から 待って ゐろ。 (K 出て 行く。 

そ の 男 冷嘲 ん 舍 ム だ 目て 見 送 る ) 

その 女 人 問の 一； fM™ は 分らない もんだ。 

その 男 おれの ひが 利いた のか も 知れない ぜ。 

その 女 そんな 馬鹿な ことがある もの か。 

その 男 おれと 同じ 日に 生れた 人間が 一 人く たばつ た の 

だ。 おれ はいくら か 胸が 透いた やうに 思 はれる。 

その 女 お前が さう 云 ふ 量 見た から、 身延樣 でも 御利益 を 

授けて 下さらな いんだよ。 

その 男 人間が みんな 死ぬ るの だと 思 ふ 外に、 おれ 達に 樂 

，i- かま-る 力。 ノ：。 

(さ- r- 云って、 彼れ は、 直の 腰掛けて ねた 肱掛 椅子 LL 

腰ん、 おる す"」 

その 男 さあ、 お前 も 此處へ 腰 を 掛けない か。 おれと 並ん 

で お 庭 の 景色 を 眺め てゐょ うぢ やない か。 

その 女 あの 若 日； 那 がわた し 達に 親切 さ-つな 口 を 利いた の 
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よ、 どうも 不田 I 議で ならない よ。 

その 男 追 出される まで は、 おれ は此處 でかう して 休んで 

ゐ よう。 

(そ： へ、 源 七が 料 s-.^ 盆に 載 y て 持って 來ろ。 その 男 

が 主人 然と 椅子に か、 つてね ろの 1^ 見ても 咎めない。) 

谅七 一 週 年 e: にお 前 達の 来たの は、 佛の お導きの やう だ。 

さあ、 そ - 」 で 御馳走に なんな さ い 。 

その 男 有難う。 …… 大旦那 はお 亡くなり なすった さう だ 

ね。 若 曰； 那の^ になって、 お前さん 達の 給金 は 少し は 1|? 

して 賀 へたの か。 

源 七 いや、 誰れ の^に なっても、 おれ 達の 加減 は 同 

じこと だ。  - 

その 男 それ ぢゃ 詰らない な。 (料理の 盆ん、 夢に 取って、 女 

. ^見て〕 さあ、 御馳走に なら うぢ やない か。 …… おれ 達 

は 何年 tni で こんな： i 構な 御； g 走に 有りつ いた ことか。 _ 

モの女 (源ヒ -1 向って) 有難う 御座います。 (と 云って、 

簑产ど 採る) 

浪 七 今日 の 御馳走 はお 前さん 夫婦に 食 ベ させ るた め に； 

へた やうな もの だ。 そのつ もりで 項き なさい。 死んだ 旦 

那 様の 供泰、 だ …-。 

(-Li き 主人の 靈，^ 追弔して ねろ つ もりて. 目,^ 瞑って 

S: 手 fj- 伸べ て禮萍 の a 似.^ する。 その 男 夫 は 美食 LL 


舌鼓,^ 打ちながら 上目ん 使って、 不思議 さ、 つに； « 七.，^ 

見ろ。) 

(源 七、 目 fj.- 開けて、 夫歸と か见 合せて いやな J^,^ 

すろ。) 

, 源 七 さあ、 食べる 物 を 食べたら 出て 行きなさい。 今日は 

い \ お 天氣だ 。かう いふい、 お 夭氣に 夫婦連れ で氣 儘な 

旅の 出來 るの は羡 しいよ。 

その 男 お 世辭 にもお れ達を 養ん で吳れ るの はお 前さん く 

らゐな もの だ。 

そ の 女 お前さんが - J んな 親切に 葸ん で 下す つ た こと は、 

1 生 忘れません よ。 

その 男 おれ 達 は ぐに 出て 行かに やなるまい な。 此處は 

おれ 達の 緣 故の ある 家お やない の だから。 …… さあ 出掛 

けよう か" 

(二人 は 源 七に 挨拶して 出て 行、 ： 2 つきから 木 藤 か 

ら觀 いて. Q た久 とみや 子と が 入って 来ろ。) 

久 氣 味の 惡ぃ 乞食 だな。 何處 かで 見た ことがある やう だ 

力  

みや子 あなたの 氣の迷 ひなの よ。 

久 さう かな あ。 おれの 氣の迷 ひなの か。 …… おれ は、 死 

んだ 親爺と 母親と が あ & い ふ 姿で 現 はれた のかと 思つ て 

たよ。 (と 沈ん. た聲て 云って から、 源 七.^ 見て) 源 七、 
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勉ゃ四郞はもぅ^^.;2^へ歸ったのだらぅな。 

源 七 ハイ、： S ぉ歸 りに なった やうで 御^います。 

(^^が つか/ \ と 入って 來ろ。 源 七 は 食器，^ 持 つ て 出 

て 行く。) 

^ 僕 だけ はま だ此 處にゐ るよ。 

久 お前 はおれの 云った ことに 同意した の だら， つな。 

みや子 直さん は、 氣磁な 放浪 生活なん ぞ 止して、 い、 加 

！ で溫ぃ 家 .1 を おつくりな さいね。 わたし は 屹度 あなた 

のお 氣に 入る やうな お嫁さんの 候補者 を兑 つけて 待つ て 

るんで す。 

E それ はま あ 見 あはせ ませう。 去年の 親爺の 演說と 今年 

の 兄さんの 淚設 で 僕 の 心 は 腐って し ま つた- 温い 家庭 も 

冷た い 家庭 も、 子供の 製造 は 厭 ふ ベ きこと です ね 。 

みや子 兄-お 中 であな たお 一人が いつま でも 淋し さ うぢ や 

ありま せんか。 

直 御 好意 は 感謝す る ことにして、 僕 はこれ から、 また 一 

人で s> 放浪し ませう。 あの 乞食 は 一 一人 速れ だ つ たが、 

僕 は 一人で 放浪た。 (ふと 鋭い 目付^して 久ん见 て) し 

かし、 僕 は 分 前 を S ひませ う。 

久 (ふと 汲お して〕 何の 分 前 だ？ 

直 (IP 笑し. 乂) 分って るく せに。 

久 お前 も 親爺の 死 囚に疑 ひ を 抉んで るんだ な。 


直 (芝 liw 口調て) 外の 兄弟 ほどに も 疑 ひ を t: んぢ ゃゐな 

いよ。 たと へ 疑 ひ を 抱いて るに しても、 僕 は ハム レット 

ぢ やない。 その 疑 ひの ために 煩悶 苦惱 はしない よ。 …… 

た ヾ分前 を 充分に 駕 ひたいの だ。 さう すれば、 兄さんの 

望み通りに、 兄さんの 存在 を 忘れて、 僕 は 放- 浪の 旅へ 出 

て 行く。 ， 

み！？. 子 (微 i ぶして) 今 B は 兄さん も K さん も、 みんなが 

どうか して ゐる のね。 陽氣の 加減で 皆ん なが 逆上し て る 

んで すね。 …… もうお 風呂が 沸い たでせ うから、 一 一人 

で 一 しょに お入りに なって * 頭 をお 休めに なるとい. -の 

よ 0 

f  '  '  r  —  0  i 
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柿 の 木 (1 S 


大. 1 の あろ 别莊の 庭に 面した stg。 

庭の 垣根に 沿って、 一本の 柿の 木が わって、 累々 と 虫 

つてね ろ赏が 熟して ねろ。 しげ 子 は その 下-., i ニル つて 樹 

上, 見. i4 げて. Q ろ。 

青物屋の 主 が橫 から 入って 來ろ。 

主婦 柿が 大分 熟れて まゐ りました ね。 

しげ 子 おや、 いらっしゃい。. (主 顧みて) 奋； 謹に 熟 

れ て るから、 さ つ きから 見惚れ て ゐる んで すよ。 

主^^ 今年 は どつ さり 生った や うぢ や 御座いま せんか。 

しげ 子 この 木 は 一 年 gSl きに 實が生 るんで すつ てね。 柿の 

木 は どれでも さう でせ うか。 

主婦 さう でも 御座いま せんよ。 お 十 夜 を 越します と、 こ 

の 柿 は タツ プリ 甘味が ついて、 そり やおい しくな るんで 

すけ ど、 それ ま で に は數が ボ ッ /\ -滅 つて まゐり ますよ 。 

(微笑して 云 ふ) 

しげ 子 さう でせ うね。 (微笑し ズ) 時々 石が 庭へ 落ちた 

り 竿の 音が したりす るんで すから、 月の 明るい 夜なん か 


に は 格別に、 柿の 資が減 るんで せう。 

主婦 お 差 支へ がなければ、 ソ ックリ わたしどもに 讓 つて 

頂きた いと 思って るんで 御座 いますが、 いか^で せう か。 

お宅 樣 ではお 小さ いのが いら つし やらな い ん だから、 柿 

な ん ぞ 召 上らな いん で 御座 いませう。 

しげ 子 わたしの 家で は、 目の 保養に 見る ばかりで、 こん 

な 不消化な 果物 は 食べな いんです けど、 …… でも、 近所 

の 子供が、 柿が 熟れた くと 云って、 欲し さう にして 見 

てゐ るんで すから。 

主婦 以前 このお 別莊 をお 持ちに なった 方 は、 お前の 家の 

商； K 物になる の だから 勝手に 一 収れと 仰 有つ て、 ソ ックリ 

わたしども にお lid せに なって ゐ ました。 わたしども、 店 

先 へ 並べ る もの を、 決し てた^ で 頂き や い たしません。 

い つも 相當な ぉ體 はし てゐ たの で 御座います。 

しげ 子 こんな 柿で もお 金に な るんで すかね え。 (氣 乘リ 

のしない らしく 云った が、 ふと 調子 變 へて) 主婦さん、 

まあ 休んで いらっしゃいな。 

主婦 わたし はこれ から 大辻樣 へ お 伺 ひ しなき やなり ませ 

ん のです。 御 後室 樣 がわた しに 何 か 御用が おありになる 

ので 今お 使 ひ を 下さいました から。 

しげ 子 大 辻さん まで は 遠くつ て大 震です ね。 さう 云 へ ば、 

此問大 阪屋の 若 主人が 急に 亡くなつ たんです つ てね。 あ 
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んな 丈夫 さうな 人が、 どうし て そんな ことにな つ たんで 

せう。 

S 人間の は 分りません さ。 彼處 の主& さん は 病身 

だから、 一人で 商資 を續 ける の は、 なか/ \ 骨で 御座い 

ませうよ。 

しげ 子 さう でせ うと も。 あんな 大きく 商賣を やった 家 だ 

から、 女 一 人の 腕で は 今までの やうに 切 廻せ ないで せう 

ね、 それに、 靑 物：！ もこの 所 だけで も、 この頃に なつ 

て ； 一軒 も 新し い の が出來 たやう だから、 競爭が 烈し い で 

せう ね。 

0 人間 敏と 同じ やうに、 遗れる 店よりも 新奇に 出来る 

is の 方が 數が多 いんです からた まりません よ。 それに、 

わたしども では、 小人 數で 手が足りな いんです から、 か 

な ひません。 

物 屋の主 は、 さう 云 ひく、 徐々 にしげ 子から 

逮. さかった が、 ふと 足ん おめて。) 

主 « あの 大辻 にお 收 めする つもりで、 本場の 葡萄の よ 

ろしい の を、 E, 州から IS 寄せた ので 御座いま すが、 お宅 

でも 上る のなら、 お ZS けいた しませう です か。 

しげ 子 入る やう だったら、 さう 云って 行きます わ。  

おや、 左 ほなら。 

主： W 御免 ばせ。 


(主婦 は 出て 行く。 しげ 子は緣 M に 腰.^ 掛け ズ、 なほ 

柿の 木.^ 見て わろ。) 

(そ、、 へ、 しげ 子の 夫 邦 雄が 障子 1^ 開けて 出て 来ろ。) 

邦 雄 铈を買 ひに 來た のかい。 

しげ 子 え、。 でも、 八百屋へ 賣る譯 にに 行かない わ。 近 

所の 子供が 柿々 と 云って、 あんなに 煩く 騒いで るのに。 

邦 雄 僅かな 金 を 貰って、 H ひ 手に 我物顔に 取られち やい 

や だからな あ。 

しげ 子 ァケビ の寶が 一 つ 生って ゐ たって、 子供 はちゃん 

と 目 をつ けて、 欲し さう にして るんだ からかな はない。 

この 邊の 子供 はどうして あ k 食物に つ いて 敏感なん でせ 

う。 

邦 雄 あの 柿の 木 は 邪魔つ けだね。 まるで 落ち葉で 庭 を 汚 

させる ために 有つ てる やうな もの だよ。 この頃 は 毎日 掃 

除 をしても、 次ぎから 次ぎへ 落ちて 來る。 いっそ 55 つち 

まふと い &ん だね。 

しげ 子 味 はよ さ、 うだし、 見て ると 美し いんだ けれど、 

あの 柿の 木の ために は、 わたし もこの 頃、 隨分神 經を痛 

まされて るんで すよ。 …… つまり、 物 を 持って るから 苦 

勞が あるんで すね。 

邦 雄 さう だと も。 こんな 家 だって 持って るから こそ、 手 

が掛 つて 爲樣 がな いんだ。 
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木の も D 


しげ 子 いっそ 今 曰のう ちに、 近所の 子供に 頼んで、 柿の 

E をみ んな K つち ま はう か 知ら。 

，难 もう 十日 も 置い とくとう まくな るんだ がな あ。  

しかし、 どうせ おれ 達が いくつ 食べる 譯ぢ やなし、 今联 

つち まつ て もい . ^よ。 

しげ 子 わたし さう しょう。 

0 雄 お れも 子供 の 時分 に は 木登りが 上手だった んだ か ら 

自分で 上つ て 柿 を联っ て もい 、よ。 

しげ 子 でも、 あんな^い 枝の 上へ 大人が 登つ ちゃ 危 いで 

せ う 0 

邦 雄 隣り の 子供 を 登らせて、 若しも 怪我で もさせたら 親 

どもに 恨まれる ぜ。  . 

し. け 子 それ はさう だけれ ど、 子供 は みんな 喜んで 登り ま 

すよ。 

邦 雄 (ふと 後ん- 顧みて) 誰れ か來 たやう だな。 おれが 行 

つて 見よう。 (奥へ 人る) 

. (しげ 子 は、 坂 根の 隙間から 此方 A^r 破いて- Q る 人，^ 見 

つ け X 「菊ち やん. ちゃ な い の ？ 」 と？  t ュ 掛け ろ。 返事 

がな くって、 問 もな く、 新柄の 汲 手な 風，^ した 滔 井と 

く 子が 横から 入って 來 ろ。) 

とく子 今日は。 

しげ 子 おや。 あなたで したの？ わたし はお 隣り の 菊 太 


さんかと 思つ てゐ ました。 今日は 久： # 、りで 秋ら しくな り 

ました わね。 

とく子 此間 うち 毎日 々 々雨が 降つ て、、 家にば かり 籠つ て 

たもんで すから、 氣が くさ/ \し ました。 この頃 は 東京 

の 方へ はいらつ しゃらない の ？ 

しげ 子 え」、 秋に なって まだ 一度 もま ゐ りません わ。 … 

： 今日は 近所の 子供に si んで柿 をお-つ て K はう と 思つ て 

ますの よ。 枝が 往来へ 出て ゐる ために、 人に H をつ けら 

れて煩 さくつ て爲樣 がありません から。 

とく子 庭^に 果物 を植 み； るの は罪惡 です わ。 無 邪 氣な子 

^に 盗み 心 を 起さ せ ます か ら。 

しげ 子 まあ。 酒 井さん は六ケ しい こと を 仰 有る のね。 さ 

う 云 へ ば、 女が 派手な 服装 をして お 化 班 をして 外へ 出る 

の も、 罪惡 になる ぢゃ ありま せんか。 

とく子 (™i 躇 して) 入 間と E!^ 物と はちが ひます わ。 

しげ 干 熟した 果物 は 見て ゐて 美しい もの です わね。 

とく子 あたし は 柿の 實 よりも 木の葉に 趣味 を 感じます 

わ。 

し. け 子 木の葉が すっかり 落ちて しまって、 はかりに な 

つたと ころもい もの です よ。 

とく子 あたし、 a: 分で 別莊 をつ くる やうに なったら、 木 

なんか 一 本も械 ゑないで、 庭 一 面 芝生に してし まひます 


J4 

(そ、、 一、、 邦 雄が 綠 側へ 出て 來 ろ。) 

邦 雄 今來 たの は^ 那 人の 燒 つぎ UK だった。 …； 鳥屋の 子 

の S が 1  户から 視ぃ てゐ たから 柿 を联っ て 吳れと 賴んど 

いたよ。 

しげ 子 あら、 S を さきへ 頼ん ぢゃ いけな いんです よ。 植 

木： ffi の K に g んで、 あの 一十の 手で 外の 子 を 呼んで 来させ 

なければ。 

とく子 そんなに;. ©ii なんてす の？ 

しげ 子 子供：！ おでさへ お出 人り の 繩張りが 極って るんで 

X の。 

^雄 外の 化 事と はちがつて、 称 は みんなに 公平に g けて 

や るんだ から、 誰れ に赖ん だってい k ぢ やない か。 どう 

せ 誰れ か^ 一人 木に 登ったら、 そこら 中の 子供が 翁って 

來 るんだ から、 竊が 砂糖？ ぼ へた かつ て來る やうに。 

しげ 子 (坦根の方.^^見ゃって) あ、、 もう 子供が やって 

來 ましたよ。 …： あんなに 奋！ 1 に 牛： つ てるの を 今 ョは落 

してし まふんで すね。 (外の 方へ 向って) K ちゃん、 垣 

极 から 登つ ちゃい けません よ。 待って いらっしゃい。 

(： 二人が 柿の 木 1^ 见ヒ. げた^、 熟しれ K が 二つ 三つ S 

から 落ちて 來 る。) 

— 幕 — 
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丸 中 


人 


山 嫁 

七 說 e 物 


$ もうよ つぼ どい 、ん だが ね。 しかし、 僕 も 馬鹿を見 

た譯 さ。 ちょ つ とし た 傷 を 癒しに 病院 通 ひ をした 、めに 

却って 丹毒に 感：. して、 生きる 死ぬ るの ひどい H に會は 

されたん だからね。 

丸 山 本當に ひどい 目に 會 はされ たね。 (强 ひて 調，^ 1^ 合 

ぜ て) 病院の 方に も 落度が あるんだ らう。 …： 丹 妻って 

隨分 怖い 病氣 なの だら う。 

そり や 怖い さ。 (力.,^ 入れて さう 云 ひかけ て、 急に お 

だ やかに〕 しかし 病 氣の話 はもう 止さうよ。 僕 も 訪ねて 

來る人 ごとに 同じ 事 を 云って るんだ から 話に 飽 いたよ。 

それよりも この頃の 世間の 樣子を 聞か せ て吳れ たま へ 。 

君が 今日 見舞に 來て 吳れ たの は 丁度よ か つ た。 僕が 聞き 

たいと 思つ てること を Ira かせて 吳れ るた めに 君が 來 たや 

うに も 思 は れ る んだ か ら 。 

丸 山 それ はどうい ふこと なの だ？ 旅行の 話な のか。 

£ 旅行 話 は 外の 日に ゆっくり 聞く ことにして、 それよ 

り も、 差 迫つ て 僕が ぽ 紅したい 大切な 問題が あるんだ。 

…… 君 は 昨日 西 野に <|3 つたと 云った ね。 

丸 山 あ、。 

£ ぢゃ、 西 野から M いたに 違 ひない。 (？1 合點， かしてね 

ろ やうに 云って) 西 野 は 知って ゐる くせに 僕に 隠して ゐ 

るんだ から、 僕 は 不平で 堪らな いんだよ) 她が 僕に 知ら 


め る 病 室 


雄 m5 せ (三十 歳 くらね) 

郞 訪問客 (一一： 十 歳 くらね) 

よね子 鋭 雄の 義姉 (三十 歳 くらね) 

バ ラッグ 風の 八疊 敷の 病室。 机と 火鉢が 匿 かれても ろ 

だけて、 室内 は 甚だ 殺風景て わる。 

机の 上の. m ぃ壶に 力 —ネ I- シ ヨンと ヒ ヤシ y ス とが 生 

けても るが、 その 花ん 萎びて ねる。 

ベ 、ソ ドに は、 患者 中 塚 鋭 雄が 仰向けに 錢 ながら 嘗 物.^ 

m ん てね る。 その 書物.，^ 枕許へ 抛" だして 欠 仲 拽ら 

してね ろと ころへ、 後の ドアが ノ、 ソグ された の. V、 彼 

れは 頭ん、 持 上げて。 

中壤 お 入ん なさい" (と、 元氣 のい、 聲ん- 掛ける) 

(丸. H 七^、 つく リ笑 ひ.^ 浮べて 人って 來 る。) 

丸 山 昨日 旅行から 歸 ると、 君の こと を 西 野に 聞いて 驚い 

たの だよ。 (と 云って 、ベ 、ソド の 側に 坐って) 病氣は どん 

ひとつ <!ー 

なの だい。 人院 後もう 1 月に もなる とい ふぢ やない か。 
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せたがら な い の は 止む を 得ない とし て も、 西 野まで が隱 

し 立て をす るの は 怪しからん。 しかし、 55 は 西 野の やうに 

<lg 傷 的 で、 小さな 人情に 負け る やうな 人間 ぢゃ ないから、 

テキ バ キ した 話 を かせて 吳れる だら う。 それ を 僕が 聞 

いた、 め にどう い ふ： 結 5^ か 現 はれる にし て も、 君の 性質 

として そんな 事を氣 にしゃすまい からね。 

丸 山 (吞 込めない 態度て) 何だか 大變な 事件ら しいね。 

(二人 は 少しの 問 沈跌。 その 問に、 中5^^は半ば^5^體，^* 

^！！して&：：^-に货^^！；^らぜ枕て^；！體^-；-さ、 へる。) 

丸. H  ； 人で 一 ヶ月 も， M てゐ ちゃ 怠屈たら うね。 姉さん は 

よく 來る のかい。 

中 51 あ- 1、 姉 は 毎 曰 一 度づ 、は 必ずやって 來 るよ。 この 

頃 は 親類 や 友人の： H 客が 多くな つ て、 怠屈 どころ ぢゃ 

ない。 ゆっくり 考 へようと 思つ てる 場合に 邪魔 をされ る 

くら ゐだ。 附 添の もゐ るんだ が、 今 は 用事で 外へ 

行って るんだ。 幸 ひ f ゐな くって 君の 話 を 聞く のに 都 

合が い 、。 

丸 山 ぢゃ、 みんなが君に隠してゐる ー大事件を僕にーl^は 

せようと す るん. たね C 僕の 責任 は 重い 譯 だな。 (戲談 の や 

うに 云 ふ) 

僳の病 M がその ために 惡 くなる 氣遣ひ はない よ。 却 

つて ハツ キリ 分らない ためにい ろくに {- ^想して 神 經 を 


懷 ましてい けな いんだ。 (空想，^ 浮べた 目附. し ズ) 僕 

の 家 は 僕 の 入院 中に 破產し て る ん だら え 兄の 關 係した 

事業 は 僕の 入院 前に 大抵い けなくな りか 、 つ てゐ たの だ 

が、 その後 急轉 直下の 勢 ひで、 兄 も 破 產の覺 . IS をす る ま 

でに 惡 運が 進んだ のに 違 ひない。 病院の 費用 は 前金で 十 

分に 拂 つて 吳れ るし、 兄は來 なくっても、 姉 は 機. 離の い 

い 顔 をして 親身に Kis を し て 吳れ て る んだ から、 家の 中 

に 不吉な 事が 起つ てゐ ようと は 思 はれな ぃ譯 なんだ が、 

她の 世間話の うちに、 僕 は 勘付いた の だ、 僕が 問 詰める 

と 、 そんな こと はない か ら 安心し て 養生して 早くよ くお 

なんな さ い 、 退院 後 は溫泉 へ でも 海岸 へ でも 轉地 療養に 

行けば い、 だら うなん て 吞氣な こと を 云って ゐ たが、 僕 

は 上べ のうまい 言葉で 誤魔化さり やしないよ。 僕に 联っ 

て は 大變な 事件なん だからね。 兄が 破產 して 無 一 物に な 

つたら、 僕 も 一 生の 方針 を 立直さな けり やならん の だ。 

い つ まで も 悠長に 構 へ ちゃ ゐられ ない。 君 や 西 野の やう 

に、 生活の ための 域 業を搜 して、 明日から でも 働かな け 

れ ばなら な いんだから ね。 

丸 山 君の いふ 大事 件 はそんな ことなの か。 (IP 笑.^ ら 

して) 破産の 話なん ぞ僕は 聞き やしない がね。 しかし 何 

だら う。 君の 兄さんの 事業が 失敗し たにした ところで、 

僕 なぞと はちがつて、 今日の 生活に 脅やかされ るって こ 
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と は あるまい。  俺 は 少しの {^ 風く らゐ しても い、 か 

ら、 一月ば かり 寢て暮 して 見たい よ。 

中 塚 君の 云 ひさうな こと だね。 僕 も 見舞 人に 憐 まれる よ 

りは羡 まれた 方が 張 合 ひが あつ てい. -譯 だが、 俺が 快 

して この 監獄の やうな 病院 を 出る 時には、 世間が まるで 

變っ てゐ て、 僕が この 蔵， £0 な 身 體で勞 働し なければ なら 

んと思 ふと、 外の 患者の やうに 退院 を 樂む氣 に はなれな 

いも 

丸 山 僕 なぞ は 世間が 變っ て吳れ 、ばい k と 望んで るんだ 

が、 なかく 變ら ない もの だ。 一月 あまり 社用で 方々 を 

飛. 歩いて 婦 つて 来ても、 東ー0^は相變らず東京だょ。 僕の 

ために はい ト やうに も惡 いやう にも 變っ て やしない。 た 

だ 僕の 留守中に、 君が 病院へ 入って ゐ たり、 杉 浦さん の 

妻 君が 家出 をしたり して ゐ たのが 變っ た螺の 種に なって 

るく らゐな もの だ。 (詰らな さ..？ フに云 ふ) 

中 嫁 (吃驚して) 杉 浦の 妻 君が 家出 をした つて？ そい 

つ はいつ のこと なの だ。 

丸 山 さあ、 もう 十日 も 前の ことなの だら う。 傑 は 昨 曰 西 

野に 聞いた の だが、 君 はま だ 知らない のか。 

£ 知らない。 二三 日 前に 見舞に 來た 時に も K 野 はそん 

な 話 はちつ ともしなかった。 姉から も 開かなかった。 

丸 山 (冷然と して) ぢゃ、 人に そんな 話 をし ちゃい け 


ない と 思って 云 はな. か つたの だら う。 

中. お. それで、 杉 浦の 妻 君 はどうい ふ譯で 家出 をした のか 

分 つ て ゐる のかい。 事情 を 詳しく IS か せ て 吳れな いか。 

(與 街，^ 努めて 1^ へながら Sif  く)  ヽ 

丸 山 僕が 病人のと ころへ 來て餘 計な お 喋 舌 をした と 思 は 

れて もい けない ね。 

中 塚 だって 君の 方から 話題 を 持 出したん だから 云つ ちま 

はに やい け な いよ。 僕 は^ 間の 出来事 を 知り た くって な 

らな いんだ。 世間の 事情が ひ どく 變 つ て る の をち つ とも 

知らないで、 退院して 出拔 けに 世間へ 歸っ て 行く の は 何 

だか Jii かしい やうに 思 はれて ならな いんだ。 僕 は 長い. 

間 高い 熱で うなされて、 いろんな 夢を兑 たの だよ。 その 

夢の 中で、 本 當の事 を 見た やうに も 思 はれる ので、 どう 

かして 夢 を 思 ひ 出さう として るんだ が、 ボ ンャリ して 擴 

まへ どころ がな くって 闲 つてる。 それで a 野 や g に、 僕 

モら と£ 

の 夢の 糸口 を 開けさせ ようとし て も、 彼等 は {<Ha^ け 一 ) ゐ 

て 駄目なん だ。 …… 君が 來て 吳れて 丁度よ か つ た。 

丸 山 杉 浦 一穴 人の 家出 も、 一つの 新しい 出来事に 違 ひ な い 

が、 我々 に联 つて 大して 興味の ある こと ぢ やない から，；：。 

…… 杉 浦さん は 非常に 煩 il をして、 一 たん 彼：. 斷で 家出 を 

し た 妻！？ を、 穩 かに 家へ 呼 入れる か 呼人れ ないかで 迷つ 

てる さう だが、 あのく らゐな 程度の 容貌で、 あのく らゐ. 
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な s^i 度の 人柄の 女なら、 ー電 に 一人く らゐは つかる 

譯 なんだから、 どうな つたって い、 と^には 思 はれる が 

ね。 尖：； W となると さう ® に は 行かない もの か 知ら。 

巾 それで、 JS; おの 行方 はよ く 分って るの かい。 

丸 山 赏 へ 豕へ歸 つてる の だら う。 家出した 少し 前に は、 夫 

とっくみあ ひ 

婦で 激しい 一； 一一； 1 合 ひ をし て、 たまに は 取組 合 もやった さう 

だが、 別段 妻 君の 身 持が 惡 いの ぢゃ あるまい し、 せ-人が 

霞し て る の でも ある まいし、 問題 はさう 深刻 ぢ やな さ 

さう だ。 ：… 僕ゃサ よりもお の 方が 杉 浦 家と は 懇意なん だ 

から、 あの 夫婦の 言合 ひ の 事情 をよ く 知 つてる んぢ やな 

いか。 西 野 は あの 妻お に 秘密， があって、 杉 浦さん がそれ 

を つけた ことから 捫箭が 起つ てるんだ と lii め て か > - 

つてる が、 に は 信じられな いよ。 少し 色つ ぼい 樣子を 

する 女 を： 《^ ると、 直ぐに 男 を 称へ たがつ てる やうに 邪推 

する の は、 佌 間の 人間の 惡ぃ 癖なん だよ。 …… 人^^は男 

でも 女で も、 さつ 大した 不资德 は出來 ない ものら し いよ。 

だ か ら ど つ も 向いても W の 中 は 平凡 だ。 (話 1! も 倦 か 

感じ 一 \ ねる やうな で 欠 仲.，^; らして) さあ、 僕 はもう 

お 「& にしよう かな。 ！！；^ は 横にな つて 安靜 にして ゐ なきや 

いけない んぢ やない か。  . 

中；^^ まあ もっと 遊んで 行って 吳れ， - これで 君に 行つ ちま 

はれち や 心 りが していけ ない。 今に 看護婦が 戻つ て來 


たら、 見舞に 貰った 葡萄酒の 口 を 開けさせ るよ。 姉が 午 

餐 のま &物を 持つ て來る 時刻に もな つて るんだ から、 君 

も久 振りに 姑に 會 つて 吳れ たま へ 。 

丸 山 君の 姊 さんに は 旅行 前にお 目に 掛 つたよ。 僕 はいつ 

になっても 女の人に は 話が しづら くって いけない。 杉 浦 

さんの 妻 君に 會っ て も 窮屈で 打 解けられなかった が、 僕 

の やうな 男 は 、 結婚し て も 自分 の 女房に さへ 打 解け .{ J 口 

は 利け ないか も 知れない ね。 

中；！^?- 君が さう いふ， M だから、 却つ て 人に 信？ i されて ろ。 

姉 なぞ は 非常に 1;^ を 信用し てるよ。 

丸 山 さう かねえ。 

中 13^ だから 今日は 姉に 會っ て 行つ て吳れ たま へ 。 僕は自 

分が 死ぬ るの ぢ やお いかと 思つ て た 時分に 、 君 や 石 田 さ 

んの 顔が 頻りに 目の前に ちらつい たよ。 僕 は^い 谷底へ 

落ち か つてる の を、 君 や 石 田さん の 手に 键 りつい て 落 

、りき こ 

ちまい と 藻 接い てゐ たの だ。 それで 君の 事 を 譫言に 云つ 

てたら し い 。 熱に 浮か され て い ろ/.^ な讀言 を 云 つて ゐ 

たの を、 姉 や 看護婦に はよ く ii かれて ゐる譯 だが、 姉 は 

僕の 大切な 歸 言 を 聞い てゐ ながら 知らん顔 をし てゐ る。 

, 今度 こそ 侯の 腹の 底まで 姉に 見 透- 1 ごれ て る やうで 氣 持が 

惡 いね。 (扉の 方へ 耳 ん、 めて) ぁ气 姉が やって 來ろ 

• よ。 あの 足音が さう だ。 
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(丸 山 は &I 住 ひ.^ 直す。 中壤 は寢 に 横 に なる。) 

中 もうよ つぼ どよ くな つて ゐ るんだ が、 ！ M の 前で は 苦 

しい 樣子 をして ゐ るんだ よ〕 

丸 山 さう して 甘えようと 思って るの かい。 小細工 を やる 

は で よせ ほ 

(そこへ、 年齢 リ 華美な 裝 ひ.^ した れ 子が 風呂敷 

持って、 「御免なさい」 と？ t.^ 掛けて 入って 來る。 丸 

山ん 一見る と。.) 

れ子 これ はお 珍ら しい。 いつ 歸 つてい らしった の？ 

(壞 つ、； さう u: 云って、 押入から 座 蒲圑. ^出し 乂丸 山に す 

すめ、 彼女自^25-もぺ 、ソド の 側に 坐って〕 餘 雄さん の is 

には闲 りました よ。 一時 は隨分 ひど かったんで すが、 元 

から 祌 1! 質で 病氣 弱い 人なん だから、 御當 人の 騒ぎが 容 

易ぢ やな か つ たんです。 氣が 弱い と II！ 氣の 魔り 方 もお く 

れ ますの ね。 

丸. a さう でせ うね。 

二れ 子 (調子に 乘 つて) 自分で 死ぬ る ことに 極めて、 遣 

言 見た いなこと を 云って ゐ たのです もの、 私 傍に ゐて心 

細く つ てな りませんで したよ。 私 も 氣の强 ぃ方ぢ やない 

から、 二人で 泣いて ゐ たこと もあった のです。 兄弟 二人 

きりなん だから、 どう あつ て も 鋭 雄さん に 生きて ゐて貰 

はなければ 闲 るんで すから ね。 


中 塚 姉さん はまた 誇張して 話して る。 僕 は 死ぬ る 覺悟は 

して ゐ たが、 姉さんと 5si 合ったり なんかし たこと はあり 

ません よ。 三十に もな つて メソ/ \泣 くなんて 人 g きが 

惡 いな。 

二： i 子 ぢゃ、 泣いた こと は. 取消しね。 (快活な 笑 ひ.^ ら 

して) だけど、 あなた は 大厄に 會 つた 時に 私と 泣 合 ふの 

は 恥 かしい と 思って ゐ るの？ 三十に も 四十に もな つた 

ら、 人間 は 泣い ちゃい けな いんで せう か。 丸 山さん は ど 

うお 思 ひに なって？ 

丸 山 (興がな さ， - うに) そんな 問題 は 僕に は 解りません 

中 « そんな 問題よりも、 杉 浦さん の 家庭 はどうし ました。 

r< れ子 (怪訝な 額して) 杉 浦さん の 家庭？ あしこ は 別 

段變 つたこと はないで せう。 

中 塚 あしこの 妻お は 家出 をした とい ふぢ や ありま せ ん 

か。 姉さん は 知って. - 僕に 隱 すんで すね 一 (赏 めろ やうに 

云 ふ) 

：れ子 あなた は 誰から ぉ閗 きになって？ あの 奥さん は 

が as の 加. 減が 少し 惡 くって、 一週間 ほど 前から、 保養 を 

兼ね てお 實家 へ歸 つて ゐ らっしゃる のよ。 そんな こと を 

あなたに 隱 すも隱 さない もな いぢ やない の 。 

丸 山 西野^^は何でも大袈|„^に話すからぃけなぃょ。 
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r* れ子 西 跟 さんが 杉 浦さん のお 家の こと を 何とか 云って 

らっしゃつ たんです か。 …… でも、 二三 曰 前に、 あの 奧 

さんから；^ いたお 手紙に は、 變 つたこと は 何も 書いて あ 

りませんで したよ。 近々 に歸 つて ゐ らっしゃ るんで せう。 

中 5^ 本常にぁの家庭には何^？もなぃんですか。 不思議で 

iu^ 杉 浦さん のお 家に 何事 もな いのは あたり 前ぢ やな 

い の 。あなた のお 家へ はよ く 遊びに 行 つ て ゐた の だから、 

内輪の こと も 知って ゐる でせ う。 

中 ぢゃ、 杉 浦 家 も 無事 だし、 僕の 家 も 破 逢の 心配 はな 

いし、 ^ii に變 つた 事 はない の だから、 僕 は 安心して 返 

してい、 譯 なんです ね。 

iu^ さう です とも。 あなたが 退院したら、 皆さん をお 

招きして 全快 祝 ひ をし ませうよ …… 。 丸 山さん、 その 時 

は 是非 入らし つて 下さい ましな。 

丸 山 (外の^.^^ へて ねたの が 我れ に 返った やうに) え 

え" 

中！ 姉さん、 そこの 葡萄酒の 栓を拔 いて 來て 下さいな。 

少しなら si^ も 飲んでも い 、でせ う。 

二れ； 十 さう です ね。 お茶 代りに 丸 山さん に 差 上げる こと 

にし ませう ね。 

(よれ 子が 泡 < ？洒の ss,-^ 提げて 出て 行く と、 中： i は 


體ん -S ^げ て。〕 

中 塚 姉が あ、 云って ゐて も、 僕 はま だ 疑って るんだ よ。 

あるひ は 姉 は 杉 浦 家の 眞相を 知らないの かも 知れない 

ね。 君 は、 石 原さん や 西 野に よく 聞；^ して、 詳しい とこ 

ろ を 手紙で 僕に 知らせ て吳れ たま へ な。 

丸 山 それ は 知ら せても い \ が 、知って どうす る の だ？ 

あの 家の 夫婦 間の 事が 君 に どう い ふ 關 係が あるんだ ？ 

中 鬚 君に なら 打明けて もい 、だら うな。 (考 へ 深い 目.^ 

して) 實は何 だよ。 あの 夫婦 間の 爭 ひに 僕き 身の 事が 關 

係 を もつ てゐ やしない かと 思つ て  。 

丸 山 (11 ャリと 笑って) それ は 不思議 だ" あんな 妻お と 

君との 間に 變な譯 が あると かないと か 云 ふこと なのか。 

(侮蔑す る やうに 云 ふ) 

中 53^ 僕に そんな 後 目 たいことの あらう 箬 はな いんだが、 

世間の 人に さう 誤解され てゐ やしない かと 思つ て。 

丸 山 誰が そんな 誤解 をして るんだら う？ 僕 はかって 誰 

から も 聞 いた ことがない よ。 

中 塚 西 野 も 僕の 事に 話 を 觸れて やしなかった か。 

丸 山 うん。 …… 全體 君の やうな 男が あんな 女と どう だの 

かう だのと 云 ふの は 滑稽 ぢ やない か。 僕に は 人情が かつ 

たこと は 一 切 解らない が、 しかし、 杉 浦さん の 妻 1;^ と 

との 仲が 怪しい なんて 、想像 も 及ばな い 突飛な こと だよ。 
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中 鬚 そんなに 侮. する もの ぢ やない よ。 ^^は少し^々し 

. く六乂 際し 過ぎて ゐ たから、 世間の 分らず やから 詰らない 

疑 ひ を 受けて やしない かと 思つ てゐ たの だ" …… その 事 

と 兄の 破 童の 事と 二つの 事件が 、 病 M 中に 僕の 頭の 中に 

渦を卷 いて ゐ たの だが、 さつ き 偶然 に 君の 話を閗 いたの 

で、 そのうちの 一 つの 事件 は 僕の 杞憂で も 妄想で もなか 

つ たと 思 はれ だ した の だ よ。 …… 斷じ て そんな - 」 とがな 

いものなら、 僕 も 安心し て返院 が出來 るんだ がね。 

丸 山 斷 じて そんな こと はない から 安心して ゐ たまへ。 … 

…君が 病院 生活から 世間へ 出て 行つ て も、 世間 は 平凡 無 

事で 別段に 異 つたこと はない ん だから 安心し て ゐ た ま 

へノ  . . 

中 探 僕 は 二十日ば かりの 間 は、 生きる 死ぬ るの 苦しい 目 

をして 來 たの だが、 世間 は その 問に 少しも 異っ てゐ ない 

のかな あ。 (蹈 言の やう！ -L 云 ふ) 

丸 山 誰れ か V 一つ 變 つたこと を やら かさない もの かな 

あ。 (擺 言の やうに 云 ふ) 

(そ、、 へ i れ子、 范萄 酒の 口， .V 開けて 持って 來 る。) 

i れ子 (中 塚に 向って〕 此間足 を 切った 人が、 もう 松葉 

杖 を 突 いて トン く 廊下 を 飛んで 歩い てゐる のよ。 血色 

のい、 顔し て 二 コ くし て。 元氣の い \ の にわたし 感心 

しちや つたわ。 


中 塚 m 飛 を 治療して 貰っても、 一本 足に なつち やた まら 

ない な。 一 本 足に なつ て 生きて るより 死んだ 方が い、 と 

僕に は 思 はれる けれど。 

.,*u- 子 (葡萄 洒^ 二つの コップ LL 注 ざながら」 一本 足で 

も大隈 さんの やうに えらくな り やい  >1ぢ や あり ません 

力 

中 鬚 足が 一 本で も： a が 一 つで も、 天下の 豪傑に は 大して 

不幸に はなら な いんで せう ね。 僕の やうな 凡人に や、 指 

にサ、 クレが 出来ても、 眼の 中へ 砂つ ぼ こりが 入った に 

け でも、 世に 生き て る瀨が な い やう にお も はれ るんで す 

よ。 

れ子 不斷 はそんな でもなかった のに。 大病 をした せゐ 

です かしら、 氣が 弱くな つたの は。 

(中 探と 丸-出と は、 ，>6;:;;子が^^ぃ\、だした_5^^酒1^欽 

む。) 

中 鬚 酒は久 振り だから 腸に 染みる やう だ。 …… 兄資 は晚 

, 酌のお 相手が ゐ なくって 淋しがつ てるで せう。 

うち 

r< れ子 でも、 この頃 は 忙しく つて 歸 りが 蓮い から、 家で 

晚の 御飯 を 食べ る *  J と は 滅多にない の よ。 わたし こそお 

相手が なくって 祸 しいの。 一人で ボゾ く 御飯 を 項く の 

は 詰らない ものね。 

中 塚 だって、 兄貴 は よつ ぼ ど遲 くな つ て も、 大抵 は 家 へ 
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つて As ^祺を したのに、 この頃 はどうし たんで せう。 い 

ぶ 5- ゥモこ 

くら 仕 布が 忙し いといつ て も、 夜中 外 を驅廻 つ て る譯ぢ 

や あるまい し、 僕に は 心が 行かない な。 

よ：：； 子 また あなたの 心配が はじまつ たんです か。 退院し 

たら 解る わ。 

中 兄が 僕の 入院した 常時に  一二 度來 たつき り、 ちっと 

も顏を 3^ せな いのも、 僕に は 得心が 行かな いんです。 兄 

S  i 人のお に對 して 冷淡で ない こと はよ く 分って るん 

だから、 兄贵が 舞に 來て 吳れな いのは、 外に 理 W が あ 

るに 遠 ひない と、 僕 は 思って るんで す。 

rs;:; 子 ぢ や、 わたしが どう 云ったら、 あなたの 得心が 行 

くんで せう。 いやで も、 兄さんの 事業が 失敗して、 わた 

し の 家が 破產 した - J とに しなき やい けな いの？  (  Is ハ ケ 

奴い^ しズ云 ふ) 

中^ それで は 云 ひます がね。 姑さん はいくら お 粉飾 をし 

キっ 

て來て も、 快活ら しい 風 をしても、 この頃 は 次第に れ 

てゐ ますよ。 僕の 人 院前 に比べる と 姉さん は 驚れ てる。 

^の i を芊： ^に 病んで ® れ てるの だと 思つ てればん 、譯 

だが、 義理の 弟の Is のために 義理の 姉が 祌！ 一 を 疼め て 

逛れ るなん て 、 J と は 僕に は i:? しられな い ん です。 もっと 

痛切に 姉さん の 胸 を 苦め る ことが あるに 違 ひ ない と 思 は 

れ るんだ が、 さ うぢ やな いんです かね。 


r*u 子 (不平.^ に^はして) 鋭 雄さん はわた し を そん 

な 不人情な 女と 思つ てるんで すかね。 あなたの 病 氣を心 

底から 氣 遣つ て ゐれば こそ、 毎日 々 々樣子 を 見に 來 るん 

よる 

ぢ やありません か。 そのため にわたし の 神經も 疼んで 山お 

も 眠れない ことがあ るんで す。 本當の 弟と 義理の 弟との 

區別 をつ けた こと は 一度 もない 害なん です がね。 (家 

LL 與藉 して 言語が き つくなる) 毎日 見舞に 來る の も 遊び 

ぢ やな いんです。 お 粉飾 をし て每日 一: ゆ； お へ 遊びに 來るゃ 

うに あなたに 思 はれち や、 わたし は 立つ？ i がない。 あな 

たは そんな 風に 思って ゐ るんで すかね。 わたし は 長い間 

思 ひち が ひ をし てゐ た。 お腹の 底 は 兄さん も あなた も 同 

じなんで すの ねし 

中；^, 僕の 言 ひ 方が あなたの 氣に觸 つ たら 堪忍 し て 下 さ 

い； •：： 僕の 病氣 のために 姉さんまで 髮れ させち ゃ濟み 

ません ね。 

i れ子 口先 だけで 何 を 云った つて 駄目です よ" ：：： 兄 さ 

んは あなたの ゐな いの をい & ことにし て 勝手な 眞似 をし 

i  > か £-  X ど. W 

て ゐるぢ やありません か。 夜史 しも 夜泊り も、 仕事の た 

めだか 何のた めだか …… 。 

中 紫 兄貴が 僕の ゐな いの をい & ことにし て ぶつ てこと 

はありません よ。 それ は 姉さんの 誤解た。 兄貴 はそんな 

男ぢ やありません よ。 
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よれ 子 ぢゃ、 さう 思って ゐ らっしゃい。 (丸 山の 方, <J /向い 

て 額，^ 柔らげ て ) 丸 山さん の 前で こんな こ と を 言合 つ た 

りして、 お 恥 かしい 譯ね。 

丸 山 な あに。 (？g ひて 笑 ひ，^ 浮べて) 僕 はもう お 暇し ま 

せう。 

中 探 (あわて 、引お めろ やうに) まあ もっと ゐて 吳れた 

まへ な。 

(rs れ子 は、 丸 山ん、 引 めろ ための やうに、 その 前の 

コ 、ソプ に 葡萄酒 1^ 注ぐ。 持った，^ れ 子の 手 付に、 

二人の 5；： に 一し iu- 目.^ 注ぐ。 見られて ねろ のに、 r* 

U 子も氣 がっく。) 

i れ子 わたしの 手 付が 變だ と 思 つて 見て ゐ らっしゃる 

の？ 

(丸 山 は 極 リの惡 さう li 目：^ 外ら す。 中 鬚 は 遠慮なく 

見詰めて ねる。) 

中 塚 姉さんの 手 は 非常に 瘦せ てると 思った の です。 

iri 子 だって わたしの 手 は、 以前から 此處の 置 瘦婦 さん 

の やうに 太った ことはありません よ。 (自分の 手ナ小 自分 

く 見て〕 丸 山さん、 わたしの 手 は 人並より もさう 瘦 せて 

る方ぢ やありません わね。 

中 塚 世 問の 女と 比較して ど うだらう とも、 2? 前 5 姉さん 

の 手より は s せて ゐ ますよ。 僕 は人院 前に、 兄さんの 晚 


酌のお 酌 をして 上げて ゐた她 さんの 手 をよ く 知って ゐる 

ん だが、 儘 か 一月 あまりの 問に、 こんなに 瘦 せた のは不 

思議です ね。 …… それ も 僕の 病氣を 苦に 病んだ ため に瘦 

せた のでせ うか。 (皮肉に 云 ふ) 

-んれ 子 (相手の 皮肉 は 感じない て) さう いへば、 わたし 

の 手は瘦 せた かも 知れない。 一 人で 心配して ると こんな 

になる ものです かね。 (溜息,^ 卟； く) 

中 だから 一 人で 心配して ゐ ないで、 僕に でも 打明けた 

らい. -ぢ やありません か。 あるひ は 姉さん は氣 がつ い て 

ゐ ない のか 知れない が、 兄贵は 事業の 手ち が ひから 失望 

し て、 家に ゐ つ かなくな つ て る の かも 知れな いんです よ。 

僕の 兄 は 放蕩 をす る男ぢ やな かったんです。 

i れ子 あなたが 保證 なされば 確かで せう ね。 でも、 あな 

たの 保證 なさる の は 昔の 兄さんの ことで、 今の 兄さんの 

こと ぢ やない かも 知れない わね。 

中 鬚 僕 は 人間の 中で は兄贵 一人 を 信じて ゐ たのに、 事業 

に は 失敗し ようが 破產 しょうが、 兄貴の 精神 だけ は、 天 

地が ひっくり返っても 疑 はないで ゐ たのに、 姉さん は 僕 

の 信仰 を破壞 しょうと す るんで すか。 何年 も 一 しょに 居 

て 平和に 暮し てゐた あなたが さう 云 ふんだ から、 僕も考 

へ て 見なけ り やなりません ね。 兄贵が この 顷 一 度 も： a 舞 

に來 て吳れ ない の を、 破產 の所爲 にして ゐ たんです が、 
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さ うぢ やな かったんで すか。 來 なくっても、 腹の なか ぢ 

や 僕の 81 を 心配し て るに 違 ひない と 思 つて ゐ たんです 

が、 さ うぢ やな いんです か。 

in^ それ は あなたが 退院して、 兄さんに ぢ かに 聞いて 

i なさい。 毎日お 見舞に 來てゐ る わたしと、 此方へ 寄 

付かない 兄さんと、 どちらが あなたの こと を 案じて ゐる 

か、 後で あなたに もよ く 分る でせ う。 

中 53^ 僕が あんなに 苦んで ゐた 間に、 世間に 何事 もない つ 

てこと はない と 思って ゐた。 (^面.^ つくって〕 丸 山 は 

興味 を もつ て 聞い てゐ るんだら うね。 

丸 山 たいして 興味の ある 話で もな いぢ やない か。 …… 姉 

さん は戯 r 化に 云って ゐ らっしゃ るんだら うのに、 ^^はム 

キ になって るから 可笑し い こと は 可笑し い がね。 

中^  m の やうな B^r が 杉 浦の 妻お と 何 かの 譯が あると、 人 

に 思 はれて ると 思 ふの は^ 稽 たと 君 は 云つ てた ね。 僕が 

妯 さんの 話で ムキ になる の も 君に は 可笑し いんかい。 世 

問に は搰 82 な - J とが 多い んだ らうが、 僕 は ど つ ち を 向 い 

て も t>i< つ てい、 こと はあり やしない。 

ia^ 可笑しい 話 をして あなた を 笑 はせ て 上げたい けれ 

ど、 今日は わたし、 そんな 氣 になれ ないから、 お 暇し ま 

丸 山 僳 もお 暇しょう。 


(中 塚 は 引 留め i うと はしない て 目，^ 外へ 轉 じろ。 丸 

山と i れ 子と は 中^に 會！！ して 出て 行く。  rs れ子は 扉 

, ^綺め かけて、 室内，^ 顧み て 、「都合て お 午 過 ざに 來ま 

すわ」 と、 お 愛想ん、 云 ふ。 中 5!姝 は 相關ぜ ざる やう-,! 默 

々 として， Q る。〕 

(やがて、 中 探 は 手，^ 仲して 茄萄 酒の 場.^ -引 寄せて、 

コ タブ LL 注いて 二三 杯 も 飲む。) 

(舞臺 稍々 暗くな ろ。〕 

中 塚 (簡 白) さっき 姉が 注いで 吳れた 時には、 話に 氣を 

取られて 何の 氣 なしに 飲んだ が、 この 葡萄酒 は 質が よく 

なさ トっ だ。 安物 だな。 どうせ おれの 病氣 見舞に 寄越し 

たもの に い \ 物の あらう 害 はな ぃ譯 か。  馬鹿に 暗く 

なった が、 空模様が 變 つたの かな。 それにしても あんま 

り唁 過ぎる。 (S! 園..^ 見てから 立 上って、 窓の 側へ 寄って 

外.^ 見る) 雨が 降って 来た。 えらい 雨が 降って 来た。 (し 

かし 舞康て 雨の 音 はしない) 丸 山 も 姉 も出拔 けの 雨に 困 

つてる だら う。 この頃の 季節に こんな 大雨の 降る のは不 

思議た。 

看護婦の 奴何處 まで 行って るんだら う。 この 大雨に 會っ 

も 一？ 

たら、 歸り がお そくなる だら うが、 おれ は 何だか 氣 色が 

惡く なった" (ョ 口/、 と 足.^ 動かして 窥 床に 一挺って 倒 

れろ やう LL 横になる) 惡ぃ 葡萄酒の せゐか 知ら。 さっき 
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姉なん か の 話に 鹿に 興奮した せゐ だら うか " 詰らな い 

ことに 祌經を 痛めた ため か。 …… 非常に 熱が 出 一 」 來た。 

M も 早い。 ( 自分て 病狀. ^診察す ろ やうに 額 や 手に 觸っ 

て见 ろ) 以前の やうに 病氣が 戻りし なければ い \ が。 

餘 病が 起つ てるの ぢ やない か 知ら …… 姉で もも つ とゐて 

吳れ、 ばよ かった" 

f 舞臺  一 f 时 くなる。 そ、 >  ^ .. 突然 姉が 人 つ て來 ろ。 

中； 一!、 寢^^の上に起上ろ。) 

• ^れ子 兩 が ひどい から 引；^ J して 来ました よ。 わたし ズブ 

ぬれに なった の。 

中 鬚 よく 歸 つて 來 て吳れ ました。 僕 は 急に 弱って ると こ 

ろなん です。  ， 

fjn 子 (相手ん、 睨む やうに 見て) あなた はわた しの やう 

な もので も 手 頼りに す るんで すか。 義理の 姉なん ぞ心か 

ら 自分 を 思つ て SK れる もの ぢ やない と 云 つ たくせ に 。 

中 塚 だって、 此處に は 姉さんの 外に 誰も ゐな いぢ や あり 

ません か。 看護婦で もゐて 吳れ、 ばい、 ん だが、 いつま 

でも 歸 つて 來 ないし、 獨 りで ゐ ると、 僕の 目の前に いろ 

ん ない やな 奴が ちら ついて、 僕 を 苦め てしょう がな い ん 

です よ。 (自分の 頭ん. -搔 る やう：！ する〕 

rts: 子 だって、 わたし も あなたの 目の前に ちらつく いや 

な 奴の 1 人ぢ やない の？ 


中 2^  (相手.^ 注視す る〕 そんな 害ぢ やなかった のに。 … 

…本當 の 姉さん は、 此間 僕の 苦んで ゐた 時には、 一し よ 

に 泣いて 吳れ たのに、 あなた はちが ふ。 

r< れ子 い、 歳 をして 泣く なんて 見っともな いと、 あなた 

は 云って ゐたぢ やない の。 しっかりな さいよ。 (外へ ：ん』 

S3 めて) ひどい 雨 だ。 傘 を 持って ゐ ないし、 容易に 止み 

さ うぢ やなし、 わたし どうしょう？ 

中； 一!^  (無緣 の 人^見ろ 如く、 相手.，^ 兌て"？！. m の 如く〕 手 

が瘦 せて 目が 建んで、 磨いた 顔が 雨で 剝げ て、 骸骨の や 

うだ- 

.^5;;: 子 なに を 稿 言 を： W つて るんで すよ。 あなた は 熱に 浮 

かされても、 女の 顔の 事 を 〔叙に してる の？ 

中 探 (混 白の 如く 〕 僕 はかう いふ 兄 や 姉の 家へ 歸 つて 行 

かなき やなら な いの か な あ。 

r*u 子 氣 分が 惡 いのなら、 直ぐにお 醫者 さんに 診て お 貰 

ひなさい よ。 わたしが さう 云って 來 るから。 

子、 扉.^ 開けて 行く。 舞臺 ます/ \ 暗くなる。 

間 も なく 中1^^ の う なリ ft が 聞 え ろ 。 花 さぼ の 落ちろ 音、 

机の 倒れろ 昔。 暗闇の 中へ 人って 来た 看護 が 何 かに 

ぷ つつかって 倒れろ 音。 キャット 叫ぶ. t。 騷 がしい 廊 

下の 足音。) 

i れ 子の 聲 大變 です く 早く 來てド さい。 (けた、 まし 
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、叫んだ わと て、 ISA の 如く) 何と， 

、つ そ.：^:: 飒で： 处 ねばい、 のに。 


ふ 恥さらし だら う。 


幕 


ひ違閬 


間違 ひ 


人 物 

秋山樂 三 

妻 あ さ 子 

氷 川榮吉 

西 田 種 雄 

岸 邊 みどり 子 

輕并澤の林間のぁる別^^-建ての小さな家。 

家の 一方に は 車井戸が わって、 その ほとりに 秋 icf が 茂 

つて. Q る。 

簡易な 洋装ん、 した もさ 子 (秋 山樂 三の 妻、 三十 一成 くら 

5 孺緣 に？ ffi かれた 小さな 藤 椅子に 腰ん-おろして、 氣 

取 つ た 様子て 英眷. ^證ん て ね る 。 

樂三 (三十 五-; 成 くらね。 羸弱ら しい 男) 林の 間から、 

浴衣の 着流して、 ステッキ，^ 振り 振り出て 來る。 

(あさ子、 夫の 足音 u- 氣が ついたら しく、  15 耽って- Q 

た 書物ん-目から 離して、 モ ちら，， く。) 

あさ子 もう 歸っ ていら したの？ 


樂三 あ、、 池の 側へ 行きつ くまでに スッ カリ おれの 考へ 

が變 つたの さ。 (と、 輕く 云って 空，^ 仰いて，) 今日はよ 

く 晴れて るから、 外 を 歩く と， 5. 成り 暑い よ。 

わさ子 考 へが 變 つたって、 ど、 っ變 つて？  (^!?淡に「れぃて) 

全體 あなた は 何を考 へ て いらし つたの か 知ら。 

樂 三 お前の 考と略 々 同じ やうに なつ た の だ 。 

もさ 子 あたしと 同 じ やうに？ 

樂三 あ \。 氷 川なん ぞ にどう 思 はれようと 氣に 留めな く 

つてい、 ん だね。 

もさ 子 な あんだ。 (詰らな ささうな 額して、 嘲け る やうな 

口 調て 云って〕 考 へが 變 ると か變ら ない とか 云 ふ の は 、 

そのこと だった の？ 

樂三 だって、 お前 もさつ き 熱心に 主：^ して ゐたぢ やない 

力 

あさ子 それ はさう です とも。 あなたが さの くら ゐな こと 

を氣に 掛け て 、 どうし て も 辯 解し なければ ならな い と 云 

つて、 いきり 立って 出て いらし つたの は、 あたしに は 可 

笑し くつ てなら なかつ たんです もの。 氷 川さん や あの 奧 

さんに は あたし 達の 心理 狀態は と て も 分り つ こ はな いん 

だから、 何とで も 勝手に 思 はせ て S けばい、 のよ。 

(彼女が 次第に、 思 上った 口調て 一ぶ ふと、 今度 は樂： 二 

の 方て、 妻の 得意ら しい 首 葉なん か . ^意 LL 介 しないら 


ひ j^- 問 
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しく。) 

樂三 外が 凉 しくって、 足 も だるくなら なかったら、 豫定 

通りに 氷 川の 家 を 訪問す る sn: だった。 

わさ子 いらし つ たら 一一 一一 ：！譯 をな さる つもりだった の ？ 

架 三 さあ。 あの 一  ；. 人の 顔 を 見たら、 言譯 をした かも 知れ 

ない ね。 おれ 達が 氷 川の 葡惡を 喋 舌った の は、 二人の 仲 

を 氣まづ くさせる ため ぢゃ なか つ たと、 言譯 をした かも 

知れない よ。 

あさ子 ど， つせ、 そんな 言 譯 なんか は 快く^ 入れて お れゃ 

しないで せう のに。 

架：：； でも、 友人に 誤解され るの はい、 氣持ぢ やない から 

ね。 成るべくなら 誤解 を 解い て M きたいと 思った の だが。 

…… しかし、 §ー！{場 ケ 池の 側まで 歩いて 行く うちに、 スッ 

カリ 考 へが 變 つたの さ。 今朝の 離れ 山登りで い \ 加減疲 

れ てると ころへ、 疲れた 足 を 引 招つ て 他人 の 御機嫌 K し 

に 出^ける なんて、 隨分 詰らない こと だと 思 ひ 直して、 

風月へ 寄って レモン チ ー を 飲ん で、 ピッコ 引きく 歸っ 

て來 たんだ。 

(欠 仲 i じリ LL) ぢゃ、 今 曰 はお 止めに しても、 

今度 氷 川さん 御 夫：； i に お^ひに なった 時には、 言譯 をな 

さるお つもりな のね。 

樂 I 一！ 明 3 の 事 は 分らない さ。 


あさ子 そんな 詰らな い 事に でも 拘 つて 日 を 暮さ なけれ 

ば、 あなた も 退屈なん です ね。 

樂三 兎に角、 おれ は 疲れたよ。 あのく らゐな 山へ 登って 

こんなに 疲れる や うぢ や、 おれの 體カ もよ つ 程衰へ てる 

ん だな。 

(樂三 は 部屋へ 上って 足，^ 投 出す。) 

も告子 でも、 輕 井澤へ 来てから いくらか 丈夫 さ 5 になつ 

たぢ やありません か。 (夫の 方， 見お るす) 

樂三 此方 は 日が 強いから、 手足が 日に 燒 けて、 上べ だけ 

は 丈夫 さう になった かも 知れな いが、 それ は觅 掛け だけ 

だよ C 

わさ子 上べ が 丈夫に なったら、 自然と 心 も 丈夫になる も 

のな のよ。 

樂三 さう だら うね" お前 もこの 頃 は 上べ を元氣 にして 虚 

勢 を 張つ てるから、 精神 も 次第にし つかりして 來 てるん 

だら うね" 結構な こと だ。 

あさ子 (微笑して) そり や、 虚勢で も 張 通せる と、 結構 

な ことなん です けれど。 …… あたし、 さっき 實彈で ー發 

試みて 見た のよ。 

(彼女 は、 衣服の 力 クシから、 六 連發の ピスト^..^ 取 

出して、 空ん」 目掛け ズ a! 構へ する。 樂三、 不快な 額 

して {1?;.^ 起 マ。) 
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樂三 うっかり 鐵 砲の 音なん かさせち やい けない よ。 巡査 

に でも 聞かれち や 面倒 ぢ やない か。 

あさ子 大丈夫よ。 自動 X. がパ ンク した 時 ほどの 音 もしな 

いんです もの。 …… 今 あなたが 歸 つてい らっしゃる 時に、 

誰れ かこの 邊を 通って ゐて？ 

樂三 いや、 この 邊には 人間の 影 は 見えなかった けれど。 

もさ 子 ぢゃ、 構 はない わ。 間 を 離れた こんな 所で こそ、 

稽古 をし とかなければ、 まさかの 時に 役に立た ないから。 

(わさ子、， ヒス トル.^  一^放つ。) 

樂三 いやな 音 だ。 …… それが お前の 守護神な のかい。 

あさ子 い だ わ。 意氣 地の ない あたしに も 力 を 添へ て 

吳れる 音な のよ。  - 

(そ、、 へ、 永 川榮古 (三十 餘歳、 事務的な 背廣， か 着 \^ 

ね ろ。 堅 K な 男らしい 風采 態度) が、 今の 音，^ 不思議 

Li 感じたら し い 様子て 入って 來 る。) 

(あさ子、 人の 足 背に 驚いて、 慌てて 力 クシ ヘヒスト 

^..J- しま ふ。 やがて、 榮吉の 姿ん  1 見る と。〕 

もさ 子 オヤ、 氷 川 ざん。 (と、 思 はず 云って、 不安ら しい 

目て 夫の 方 か 顧みる J 

(樂三 も 不安ら しく 立 上って、 不意の^^客の方.^見詰 

めろ。) 

樂三 僕 は 今、 君の 家へ 行き かけて、 涂_ 中から 歸 つて 来た 


の だよ。 

(彼れ が 率直 にさう 云 ふと、 わさ子 は ^■J 

榮吉 僕の 家へ 行き かけた つて？ どうして？ (嫁 側へ 腰 

, ^掛けて、 訝しげ に〕 今 こ 丄じ變 な 音が したやう だった 

力  

樂三 ハ、、 。 あれ は 何でもなかった の だ。 空 M 銃で 小鳥 

を 脅かした. たけなん だよ。 

祭吉 退屈 さましに そんな こと をした と 云 ふの かい。 (腑 

に 落ちぬ らしく わたりに 目ん、 注いて) 僕 は 今、 意外な 電 

報 を受联 つたので、 ビック リし て 警察 へ 行った ところ 

なんだ。 

樂三 警 B"? へ？ 

榮吉 家 內の娃 が 遣 H をし て 家出した とい ふ - J となんだ が 

ね。 電報で は 事情が よく 分らな いんだが、 淺 間へ 自殺に 

行った 虞れ が あるら しいんだ よ。 

あさ子 奥さんの is;! と 仰 有る の は 表 町の みどり 子さん のこ 

とぢ やなく つて？ 

榮吉 さ、 つです。 あの 子は溫 和な 女で， そんな 奇矮な こと 

すろ 譯 はな いんです が、 分らない もの です ねえ。 

樂三 しかし、 若い 女が 單 獨 で 出掛けたん ぢゃ あるまい ね、 

榮古 無論 さ うだらう。 速れ は 誰れ だか、 £は 報で はよ く 分 

らな いんだが。 


も 子 それ は、 舆 さん は 御 心配です わね。 

0^,, なに。 4§ れは 大して 心^ はして やしません がね。 … 

：觅に，.^、 面倒な ことが 起った もの だ。 僕 はこれ から 淺 

間 方 1§ へ 搜 索に 出 S け に やなら な いんだが、 今朝 の 山 登 

りで グ ッ タリして ると ころなん だから、 東京から； S 紫隊 

が やつ て來る の を 待 つ て ゐ ようか と 思 つてる。 

もさ： 十 (稍々： til: し；、.) そんなに ゆっくりして いらつ し 

て もよ ろし いの？  一  1. ちが ひで、 助か る 者 ま でも 殺す 

やうな ことがない と は 云へ な いぢゃありません か。 

さう 云へば さう です が、 (氣 乘リ のしない.， T しく) 

僕に は锶報 だけで は！ M を摑む やうで、 常ての な い 搜索を 

はじめる 〔おに なれな いんです。 これから 淺問 へ 登ろ なん 

て大變 ですから わ" 僕の 身體 がま い つ ちま ふか も 知れ ま 

せんよ。 まあ、 東京から 人が 夾- て、 よく 事情 を 問-いた 上 

で 方針 を 極める ことにし ませう。 家內 もさう 云って 居り 

ます。 電報 をまん だ 時には、 傑 も ハ ッ と 思つ て？  1^ ぐに 

飛 出して、 m へで も :^ぞ」5^上らぅとぃふ^.ザほになっ 

たんです が、 家 s: の 方が それ を 危險に 思って、 極力 K 對 

しました，， - 

(一一； 人 は、 投.《;老のことても^.|>.-へ\、ねろゃ、っ：|1、 く 

^し乂 ねる。) 

m 三 あんな 商 い 山 へ わざく 身 を 投げに 登る 人が あるん 


だから， 不思議な もの だな。 

あさ子 でも、 噴火口 を兑 ると 何とも 云へ ない 莊嚴な 感じ 

がする と 云 ふぢゃありません か。 

9 莊嚴な 景色 を 見る と 死にた くなる もの か 知ら。 僕の 

やうな 俗物 に は 理解 されな い 心 理狀 態. たね。 (錄 張して 

われ 氣持も 次第に I 故 やか になった らしく) ところで、 奧 

さん。 電報のお 蔭で 家庭の 波瀾が 一 時 鎮まつ たんです か 

ら妙ぢ やありません か。 

わさ子 家庭の 波谰 です つて？ 永 川さん のお 宅に も 波瀾 

がお ありに なった の？ 不思議で すわね。 

9 奥さん は 人が- いな。 豫 想して いら つし やつ たくせ 

ハ、、 。 離れ 山で、 結婚 前の 君の 口 ー マンス を 我々 

が 話 5§ にした - となんだ らう C あんな > J とが^ 瀾の 原因 

になった のか い。 我々 は 決して 君の 奥さん を 焚 付ける つ 

もり ぢ やなかった の だよ。 調子に 乘 つて 少し. 誇張した や 

うだった から、 實は联 消し をす るた めに、 君の 家 を 訪問 

しょうと したの だが ね。 

あさ子 あの 時 奥さん は 笑つ て 聞いて いらし つ たぢ や あり 

ません か。 

榮！. ：3 僕に しても、 あんな こと を 今時 持 出されて 路興 にさ 

れ るの は 不愉快で すよ。 ぁなたも秋山^！：-も、 どうい ふつ 


r,38 


ひ逮間 


もりで あんな 詰らない こと を 面白が つ て 話したん です？ 

外にい、 話の種がなかった からです か。 

もさ 子 わたくしども は、 別段 あなたのお 氣に 障る やうな 

こと を； W つ た覺ぇ はな い の です けれど …… 。 

榮吉 (あさ子の 額，^ まじ/、、 見て) 濟んだ こと は爲. 万が 

あり ま せ んが 、 今度から あんない やな 話 は 御免 蒙り ます 

よ。 僕 も E 分の 過去の 醜態 を、 輕 井澤の 山の 上へ 登って 

まで、 思 出した かないん ですから。 

樂三 あれ は 謝る よ。 

榮 +11 謝って 賀 はなく つたって い \ん だが ね。 (ふと 何 か 

思 出した やうに 立 上って) 僕 はかう しちや ゐられ な いん 

だ。 も 一 度 警察へ 寄って 樣子を 訊ねて、 それから 一 先づ 

家 へ 歸っ てゐ よう。 …… あの 子も餘 計な 人騒がせ をした 

もの だ。 

(彼れ は、 二人に 輕く會 釋 してから、 コ-ソ くと 出て 

行く。)  . 

わさ子 あれで 欝愤 晴らし をした つもりな のね。 あなた は 

謝る からい けない。 

樂三 腹から 謝った 譯ぢ やない が、 お前 は 氷 川の やうな 生 

眞 面目な 男 を 揶揄 つ て 何が 面白 いんだ。 

あさ子 だって、 あすこの 奥さん は 御 e! 分 の 御亭 卞 ほどの 

品行方正な 議嚴な af- 子 はない やうに 思つ てるのが、 滑稽 


でなら な いんです もの。 

樂 一一 一 さう 思って ゐ たって い. -ぢ やない か。 

もさ 子 お 友達の よしみに、 もっと 本當 のこと を 知らせた 

いと、 あたし 思って ゐ たんです わ。 

樂三 (笑 ひく) お前に そんな 親切が あつたの かい。 お 

れは、 時の はずみで ちょっと 挪揄 つた だけなん だが、 お 

:g はさ うぢ やな かったん だね。 

あさ子 そのく らゐな 事で 家庭の 波瀾 も 何も あ つ たも の で 

すか。 お 目 出たい にも 程が ある わ。 

樂ー 一一 さう 云 ふと、 お前なん か は 浮世の 苦艱を 脊 負って ゐ 

る やう だが  。 

(彼れ がさう 一： ム つて』 J ころ ぷと、 わさ子 は 椅子に 腰，^ 

掛け \」、 ！ i みかけの 書物に 目.^ 注ぐ。〕 

樂三 本當 のこと を 云 ふと、 氷 川の 妻 君の： 姓 は本當 に！^ 問 

へ 身投げに 行つ たの だら うか。 …… 氷 川 はそんな に 驚い 

てゐ なかった し、 おれ 達 も、 近所に そんな 大事 件が あつ 

た やうな 氣が しない ぢ やな い か 。 

あさ子 でも" 雷 報で さう 知らせて 來 たのなら、 嘘： ぢ やな 

い でせ う。 みどり 子さん も 身投げの 決心 をした のなら え 

らいの ね。 

樂三 それ はえら いか も 知れない が、 身投げの 決心が さう 

簡單 につ くだらう か。 お前 は あの 子と 可成り 懇意な やう 


だ つ たが 、 相手 は どう い ふ た か 知 つて ゐる のか。 

もさ 子 あたし、 なんにも 知らないの。 

(彼 1： が 互 ひ U 感典 のな い 口調て、 そんな 話，^ してね 

ろと、 そこへ、 四 Elw 雄 (二十 餘歲の JiS 礎な 男〕 帳 子 

ん 取って、 長い 樊 の乖れ か、 っズ ねろ 額の 汗 vj- 拭 ひな 

がら、 家の 校 子，^ iM: ひ； E ひ 人って 來 る。) 

(おさ子 は 然として 立 上る。) 

わさ子 まあ、 お 珍ら しい。 两 田さん は輕 井澤へ 來 ていら 

つし やる の？ 

雄 今^©ぃたのです。 

わさ子 あなた もみ どり 子 さん を搜 しにい らしった の？ 

雄 みどり 子さん と； おって、 氷 川の 奥さんの 親類の 娘の 

ことです か。 それが どうしたん です？ 

もさ 子 あなた はま だ 御存じな いの？ 淺 間へ 身投げに 行 

くと 云って 家出 を したんで すって。 

S そり ゃ大 iJ だ。 (纽 色，^! i へろ) それで まだ 消息が 

分らな いんです か。 

わ さ 子 え X 。 氷 川さん が 今 警察 へ 訊きに 行 つて いらつ し 

や るんで す。 <2 あたり 柬京 から 捜索隊が やって来 るん 

つ」 せう。 

械雄 さう です か。 氷 川さん は 今年 も、 去年 借りて た 家に 

ゐ るんで すわ。 …… ぢゃ、 ちょっと 行って 樣子を 見て 來 


ませう。 

(わさ子-, 1 會釋 して； 仃. さかけ ろ。： > 

わさ子 そんなに 慌てないで、 まあ 一休みして いらっしゃ 

い 。 あなた は あたしの 家 へ 遊びに いらし つ たん ぢ やない 

の？ 

a 雄 (出掛け i うとした 留 A て、 今 思 出した やうに) 

僕 は 安井の 叔父さんから 大事な 用事 を賴 まれて 來 たんで 

した。 

(その 時、 樂 三は緣 側へ にじ リ. る。 1^ 雄 は はじめて 

氣 がつ いたやう に 樂 一一： に 会 する。) 

もさ； 十 (今 まての 彼女の 態度と は異 つて 熱意，.^ .m,ku 

して) どうい ふ 御 W なの？ 安井の 叔父から どんなお 一一 M 

傳 てが ありました？ (と 訊き；！；； J ろ) 

種 雄 (二人に 遠慮して 躊躇しながら) 直接に 叔父さんに 

ぉ會 ひに な つてよ く お 訊きに なるとい、 んで すがね。 … 

…まあ、 あとで ユック リ、 叔父さんの 傳言 をお 話しし ま 

せう。 ：… 僕 は 友人と 一 しょに 鶴屋へ 泊 ふこと にして ゐ 

るんで す。 

わさ子 なぜ 率直に、 叔父さんの 用事 を 仰 有らない の？ 

男らしくな いのね。 そこに 立って ゐて、 簡單に 云つ ちま 

へ る ことなん でせ うに。 

m 雄 (相手の 意外な 權 幕に 驚いて) いづれ 後で 伺 ひます。 
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(彼れ は 逃 出す やうに 出-./; I；： く。〕 

わさ； 十 何て 卑怯な 男 だら、 つ。 (！11\、 は t;- さげに 云 ひなが 

らし.，. S げろ) 

樂三 -ts 田の 奴、 出拔 けの 劍突を 喰つ て 膽を 街したら う 

よ。 (勢 ひの ない 笑 ひな； a らしながら、^ の 方，^ 見て) 安 

井からの 言傳て は、 お前に も 大抵 察しが つ いたんだ ね。 

あ？ 子 だけど、 稀 雄さん なんか を 使に 立てる なんて、 隨 

分 あた し 達 を 侮； t し て るぢ や あり ません か。 

S1 (雷同 的 口 誠て) 無， 1 おれ 達 を 馬鹿にし てるんだ。 

わさ子 あなたの 筏 11 を 見くびつ てるんで すよ。 

§  Si お i さう だ。 おれに は あの 職業が 勤まらないと S 心つ 

てるんだ らう。 

あさ： 十 身-!^ が； li つてる から、 この E は輕 井^で \ も 保養 

して 來 いと、 口先で はうまい こと を 云って ゐ ながら、 あ 

たし 達 を 疎外し てゐる の よ 。 

樂三 無論 さう だ。 此方の 滞在費 だ つ て 融通して 吳れ やし 

ない よ。 

あさ子 さ-つです とも。 

樂三 さう 事が 極る と 、  > . 一 んな 所に 愚 W 々々し て ゐられ な 

いよ- - 

わさ； 十 それで あなた は ど. つし よ、 つと 3 心つ てるの ？ 

(彼女 は 次第に 椅子ん， - 離れて、 夫の 側へ ベ.；，： リと坐 


ろ) 

祭 三. どうと 云って、 おれに もい」 方法 はない よ" 氷 川に 

でも 旅費 を 偕り て 、 早く 東京 へ 歸 つ て 、 何とか 來 の 方 

針 を 極める - ,- とに す るんだ ね。 

あさ子 情ない こと を 云つ てるのね。 氷 川さん なん ぞ にお 

金 を 借せ なんて、 あなたの 口から 云 へ ます か。 

樂三 だって、 本 當に闲 つてる に は、 闲 つてる と.： ム ふよ 

り 外に 爲 方がない ぢ やない か。 

わ 3 子 あたし、 そんな こと は 死んでも いやです よ。 (おつ 

た 口調て 斷： w して ：- そんな ことがあったら、 あの 奥さん 

が どんなに あたし 達 を 侮. する か 、 あなたに は それが お 

分りに ならない のね。 

樂三 お前 も 案外 ig けな いんだね。 歡 なんた ね。 

わさ子 もた しを舊 呼ば はりす るよりも、 御. H 分の li; 祌 

經 と！ 一能 方と を恥ぢ ると い のよ。 

樂三 (相 ーチ のぶ 毋： ：！ に 抗 しか： やう-,!) ハ、、 、。舊 

弊と 無祌 經 か。 笑して、 わざと 空：： 水け ろ〕 

もさ 子 (いきり 二 立って) あたし！ S 弊ぢ やありません。 

樂三 そんな 下らない 爭ひは どちらで もい、 としても、 一 

度 .？§:53 に 命〕 つ てよ く 問 くんだ ね。 

わさ子 それ は iM かなければ なりません さ。 でも、 あたし、 

あの人 を  一 H 見た g- に 大抵 察しが ついた のよ。 種 雄さん 


ひ 違?^ 


，是ー 邪お にあた しの 所 へ 遊びに 來 る人ぢ やない ん です も 

樂： 一一 あの H! もみ どり 子と いふ 女に まゐ つてる のかな。 

投げの を 一言 g くと、 血相 變 へて 出て 行った が、 正氣 

の 沙汰 ぢ やない ね。 

わさ子 あんな ォッ チョコ チヨ ィを 使に 立て、、 安并 のお 

爺さん、 あたし 達. させよう とす るんだ から ひどい 

わ。 あなた はい \ 處資を 思 ひついて いらっしゃ るの？ 

あたし 達 は - J れ からど つしたら い 、ん です よ。 ボ ンャリ 

し て ゐられ る時ぢ やない わよ。 

樂 三 おれに は 虚勢 を 張る だけの 元氣 もな い から 駄 だ。 

…… ^.§しにそこらを歩ぃて來るとぃ 、んだが、 今日は 

山登り をした、 めに、 どうに も 足が 動か なくなつ てる。 

…… その ピストル でも 贷し て兑 ろ。 

(彼れ は あさ子の 衣 肌の 力 クシから ヒスト^,. 搜出 

す。 もさ 子 は 他の 寧，^ 考 へて， Q ろら しく、 夫の なすが 

ま V に S ^せて • ちっとして ねろ。〕 

0^: 二、 ヒスト^ の 筒 口ん、 外に， M けて 放し かけた が、 

ふと、 .3 分の 額へ 狙 ひん. -, けろ。) 

あさ子 どうしたの？ 

(あさ子 は 吃您 して 夫に 飛びつ いて、 ヒス トル.^ 奪 ふ 。 

^一一： は、 それ，^ おとなしく 秦に 波して、 今 まて 妻の 腰 


掛けて ねた 緣 側の 椅子に 腰，^ おろす。) 

樂三 お前 はピ ス 卜 ルを 持つ てから、 餘 程元氣 になった や 

うだが、 おれ はビ ス ト ルを 持つ とその 筒先 を. E 分の 方へ 

向けた くな つ て爲樣 がな い よ。 

あ さ 子 物騒な 心 理狀 態ね 。 (夫の -W 0 じ な いらし い 

口吻て 云 ふ) 

樂三 お前の 方が 物騒 だよ。 自分 を 打つ より は 人 を 打つ 方 

が 物騷ぢ やない か。 

あさ子 だつ て も、 あたし、 自分に. ほ を 加 へ な い 者なら、 

小雀 を 一 羽 だって 打た うと は 思 はない。 

樂三 馬鹿に 消極的に なつたん だね- …… おれに は、 その 

ビ ス ト ル が危險 だから、 どうか 奥の 方 へ しま つと いてお 

吳れ。 離れ 山へ 登った 時に も、 ピストルが 帶の 間に 狭ま 

つ てゐ たと 知れたら、 氷 川 夫婦 も 吃驚した に 違 ひない ね。 

わさ子 これが 狂人に 5^5 物見た い に 危險な ものに 思 はれる 

のなら、 飽の 底へ でも 仕舞って S いて、 銨を 堅く おろし 

といた 方が い、 か も 知れな い わね 。 

(あさ子 は靜 かに さう 云って、 ヒ ス ト かん.. 手 Li 取つ て 

赞く见 詰めた。 モ して、 樂 三が-てれん、 氣 にして 見て ね 

るのに、 竊 かに 氮が つくと 急に 夫の 方へ 向 直つ て rt« 構 

へして。〕 

わ S 子 打っても よくって？ 


f,i2 
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樂三 何 を？ 

もさ 子 この 危險 物の 口 は、 あなたの 額 を 狙って るぢゃ あ 

りません か。 さっき 御 自分で 狙つ ていら したやう に。 

樂 一一； だ つ て、 おれ はお 前に 害 を 加 へ はしな いぢ やない か。 

(彼れ は、 相手の 態度，^ 扱れ の 如く 見て、 病 動お、 もし 

* どか 

ない。 あさ子 は、 それん、 牴梧 しく 感じて ねる やう L:-、 

A:?^ ん. - 進め て 緊張した 傑す る 。 ) 

もさ 子 あたしの ビス トル を 子供の 玩具と 同様に 思って い 

らっしゃる のね。 

樂三 戯談ぢ やない ぜ" お前 は 本當に 打つ 氣 なのか。 

(彼れ は 思 はず 椅子.^ 離れろ。) 

わさ子 あたしに、 あなたの 額の 狙 ひ 打ちが 出来ない と 思 

つて いらっしゃ るの？ 

樂三 馬鹿 ッ？ 

(彼れ はさう 叫ぶ とともに 飛びつ い 一/、  ^^の手からヒ 

ス ト か,^ 楚は うとす ろ。) 

(その-蹄、 林の 六-の 間から、 岸？ ^やけど リ子 (二十 餘歳) 

物 か 案じて- Q ろ a て 入 つ て來 て、 .it 蓝 から 二人の 様子 

^見て 驚いて 入リ か；^ る。〕 

(わさ子、 ピスト-^,^ 奪 はれまい とし \、、  く  53!- つて 

ねたが、 やがて それ.,^ 夫の^に 波して、 *t.w に 得意ら し 

い 笑 ひん こぼして。) 


もさ 子 あなた もやう やく あたし を 信じた のね、 あたしが 

玩具に する 氣で こんな 物 を 持って るん ぢ やない つ てこと 

を。 

樂 一一！ (險 しい か；^ の 方へ 注いて〕 時と 場合で、 自分の 

夫 を 殺さう と 思つ てるの か。 おれに さ、 つ 信じさせ たいの 

力 

わさ子 さう 信じて 下す つても い  ><ん です。 ビ ス ト ルが玩 

具で なく つて、 あたしの 精； 1： に^ ひ 人つ てるこ とが 信じ 

て 貰 へれば、 あたし それで 滿足 なのよ。 (氣輕 に.，： ムふ ) 

樂 一一】 馬鹿 か 狂人 だ。 

わさ子 あたし、 何だか 自分の 心に 力が ついた やうに 思 は 

れ てよ。 種 雄さん が 訪ね て 來た 、めに 暗く させられた あ 

たしの 心に も、 急に 明りが ついた やうに 思 はれる わ。 そ 

れは あなた も 喜んで 下す つても い、 の。 ：：： あたし、 

分の 前途 を 祝す ろた めに、 祝砲 を 放ち ませうよ。 

(わさ 一十 は 快 お にさ-つ；. ム つて、 夫が 側に S いてね た； 1- 

. スト^ 1^ 手早く 引 寄せて、 外へ， w つて 放つ。 みどり 子、 

見惚れろ やう 11 それ 見て、 二三 歩 進み出ろ と、 わさ 

子 はふと、 彼女に 目， _J<SS めて、 非常に 驚 t て、 K ぐに 

は 言葉，^ 出し 得ない。 みどり 子 も 進み かれろ。 染； 二、 

彼女に 目.^ 留めろ。) 

樂三 こり や 驚いた。 み. とり子さん は 今輕井 S へ 着い たん 


ひ iS!??] 
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です か。 (驚く i リも 興味 か 感じて〕 さあ、 此方へ お 上 

ん なさい r 

わさ； 十 あなたお i 人？  この. } ^かよく 分りました わ 

れ" ( やう やく  つくって， f! へ る) 

(み どリ 子、 一 一 人 し 注！ g される の ん ：|5 リ IS. ケビ つに 近づ 

いて、 勸. 5 られろ ま、、 緣 側に 腰ん 掛ける。) 

もさ 子 あなた、 どうな すった の？ さっき 氷 川さん がい 

らしって、 大變 心配して いらっしゃい ましたよ。 

お宅から 氷川^；；の所 へ 變な 電報が 屈いた さう です 

が、 (つとめて * しい . がか レ- く ) …； 何 か の 問 違 ひだらう 

と 思 はれます がね。 

みどり 子 (5^ 逍 はしげ に) どんな 電報 か 叔母の { 汆 へまる 

りました のでせ うか。 

わ さ 子 あなた は 無斷で お 家 をお 出に な つ たの リ  なぜ 

そんな こと をな すった のか、 あたしに 譯を 聞か せて 下さ 

いまし な e あたし ども、 あなたのお ためになる やうに 出 

來る だけの こと はいたし ます わ。 

-ハ どり 子 あたし、 永 川の 叔母の 家へ 遊びに まゐ りました 

の。 束お は 先日から くって たまりません から、 輕井^ 

へ 避お に 行かせて おれと、 たびく 父に 願った の です け 

れど、 一 W から 叱りつ けられて、 どうしても 閱 いて H へま 

せんで したの。 思 立った こ と を 邪魔 を された めに お 止 


めに する やうで は、 意氣地 がな さ 過ぎる やうに 思 はれま 

したから、 コッ ゾリ 旅 仕度 をして、 一人で 此方へ まゐる 

ことにい たし まし た。 • ：… でも 兩 親に 心配 を させな い や 

うに、 汽車の 中から 手紙 を 出して 置い たんです わ。 少し 

ばかりの 心配なら、 兩 親に 心配 させ て も い V と 思つ たの 

です けれど ：… でも、 束 京の 家から 叔母 へ 宛て 、 どんな 

電報が 屈い たんで せう か。 

あさ子 それが どうも 變 なんです よ。 あなたが 厭世 思. 想の 

ため か 何 かで、 淺 間の 噴火 口 へ 投身な さる 恐れが ある と、 

氷 川さん は 仰^つ て、 氷 川さん は 大騒ぎ をし ていら つし 

や るんで すわ。 …… 早くお 知ら せし なきやなります ま い 

よ。 

み どり 子 本當に そんな 電報が 来たんで 御座いま すの？ 

广 ；： 木れ た 親ん、 して ) 何 を 間違 へ て そんな 氣 味の 惡 い 電報 

を 打つ たんで せう？ あたし、 今まで、 死ぬ ことなん か 

考 へた こと 御座いませ んゎ。 …… さっき 輕井 へ 着く と、 

俥に 乘っ て K ぐに 叔母 を 訪ね ましたの。 兩 戶が締 つて ゐ 

て、 誰れ も 家の 中に ゐ ないやう でした から、 近所の 方に 

お訊ねし ようと 思った のです けど、 お 隣り の 家 だ つ てず 

つと 離れて ゐ るんで す もの。 訊ねた つ て 駄目ら しいんで 

すわ。 それで、 あたし どうしょ うか 知らと 迷って るう ち 

に、 秋 山さん がお 二人で こちらへ 來て いらっしゃる 事 を、 
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やう やく 思 出し て 、 .： 卑 夫に 頼んで 警察署で 此方のお 所 を 

調べて 頂いて、 捜し/ \ まゐ りました。 若しも あなた 方 

がい らっしゃらなかったら、 どうしょ うか 知らと、 途中 

で. 淋しく つてな りませんで したわ。 ：：.. 輕井. ザ； &と いふ 土 

地 は、 隨分琳 しさうな 所です わね。 あたし なぞ、 とても 

長く ゐられ さ うぢ や 御座いません わ。 

樂三 ぢゃ、 あなたの 家出 は 何でもな かったんで すわ： (と 

笑って) 兎に角、 永 川 君に 早く 知らせて 來 なければ いけ 

ない ね。 

み どリ子 叔母が あの 家に ゐる ことが 分り さへ すれば、 あ 

たし、 これから 直ぐに まゐ ります わ。 今俾で 通って 來た 

道 は、 よく 覺 えて ゐ ますの よ。 

(彼女が 挨拶して 緣侧 1 か 離れる と、 もさ 子に 引お め 

る。〕 

もさ 子 あなた は 折角い らしつ たんだから、 少し 遊んで い 

らっしゃ いまし。 それに、 叔父さん や 叔母さんが 騒いで 

いらっしゃる ところへ 出し 拔け に 顔 をお 出しになる より 

も、 前 も つて、 お 知ら せし といてから いらし つ た 方が よ 

ろし いんです よ。 

樂三 叔母さんに は 僕が これから 直ぐに 知らせ て 來 ませ 

50 

もさ 子 ぢ や、 御 苦 勞 でも 大急ぎで 行って 下さいね。  一 


樂！ 一一  あ、、 僕に は 外に S 事 も あるんだ から" …… みどり 

子さん は ユック リ 此方で 話し てい らっしゃい。 ぉ迎 へ に 

誰れ か を 寄越します。 

(樂 一一 一は、 精子.^ 被 つ た， たけて 出て 行く。) 

あさ子 心配して いらっしゃる でせ、 つから、 大急ぎで わ。 

(彼女 は、 綠 側へ 出て、 夫の 方へ 凝. 1^ 掛けろ。) 

樂三 分って るよ。 (輕 快な 返事.^ して 木 藤へ 入ろ) 

もさ 子 さあ、 此方へ お 上ん なさい な。 

み どリ子 え、 有難う。 御 面. f を かけて 濟 みません わ，；：：。 

(緣侧 〈、上って、 あさ子の 出し； iii 蒲^に 坐ろ。.) 

みどり 子 この 邊は 家が 離れぐ で、 隨分！ 11： しさう. です ね。 

(おた リに目 1 亇 注いて、 ふと ヒ スト. ^に 目,^ つけろ。) 

わさ子 あなた は. 淋しい ところ はおい ゃリ  でも、 よく 

一 人で 思 ひ 切つ て 旅行に お出に なれたの ね。 あたしで さ 

へ 、 一 人投は 不安心で出^^けられなぃ んですの に。 

み どリ子 あたし、 いけない こと をした やうで 後悔して ゐ 

ます.. 3 

あさ子 でも、 叔母さん. のおお へいら しった ことが 分り さ 

へ すれば、 御 兩親も 御 安心なさい ますよ。 …： 氷 川さん 

は 電報 を 御 g になる と、 直く に 警察 iSf へ搜索 願 ひ をお 出 

しにな つ たさう で す け ど、 隨分 輕卒ぢ や 御座 い ませ ん 

力 
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み どリ子 (ビック リ し，/〕  あたしの こと を 屈け ま 

して？ 

わ？ 子 雷， 報 を 讚む か讀 まない かに、 氷 川さん は 慌て.^ 警 

察署 へ 1^ けて いらっしゃつ たんです つて。 こ ちら の 警察 

では、 かう いふ ことに は 馴れて ゐ ますから、 W ぐに 手配 

り をして、 方々 へ 電報 を 打ったり、 大勢が E 動 車 ゃ自轉 

.¥ で、 淺 の 方へ 搜 索に 出 けたり したんで すって。 

(おさ子 は與 味に 驅られ た 口， 鋼て-ヘム つたが、 みどり 子 

は 恐 に 打 たれて、 口 も. H 由に 利け ないやう になる。) 

わさ子 でも、 問 遠 ひ つて こ とが 分れば、 それ でい、 ん で 

すよ。 此方で は、 淺 間の 身投げ は： 母 HI 幾人と なく あるん 

ですから。 

み どり 子 でも、 叔父の 方から 一 度 Ik 察 へ 屈け たのなら、 

あたし も喷 火" へ 身投げす ろ 人の お 仲間に 入れられて、 

1 なんかに 出される ん でせ う。 

おさ子 そんな こと はどう だって い 、ぢ やありません か。 

(みどり 子、 H ん伏 ぜズ考 へて. Q ろ。) 

お さ 子 來京か ら 、 お 家 の 方が あな た を ぉ迎 へに いらつ し 

や るんで せう。 

r みどり 子、 それに は 答へ ないて、 やがて。) 

み どリ 子 淺間山 はこ 、 から は K ぐ 近くに 御座いま すの ？ 

おさ： 十 え X。 その 窓から よく 見えます のよ。 朝と 晚と、 


曰の 加減で 色が ちがって、 それ は 美しい 山な のト 5。 噴火 

口 は 莊嚴で 、勢 ひの い、 噴火 を 見 て ると 飛込み た い 氣持 

にな るんで すって ね。 

みどり 子 でも、 その 山 は 大變な 高山で 、 途中が 大變 1;- 蛆 

な ん ぢ や 御座 いません の？ 

もさ 子 そり ゃ嶮 しい こと は險 しいんで せう けれど、 此處 

へ 避 著に 來てゐ る 人 は、 女 でも 隨分登 る 人が あり ます の 

よ。 ：… 此間、 女工ら しい 女が 三人 連れで 身投げ をした 

話 を § きました が、 あたし、 感動して 閗 いたんです。 … 

…三人 は、 手に 手 を 執って、 麓から 頂上まで 面白さう に 

g (を^ ひく 登つ たんです つてね。 それで、 噴火口の 綠 

まで 來 ると、 先き へ 立った 女が、 述れの 手 を 離して、 パ 

ッと 穴の 中へ 飛込ん だんです。 次ぎの 女も績 いて 飛込ま 

うとす ると、 も 一 人の 女が、 帶を If まへ て 引 留めようと 

した さう です が、 それ を 力で 振 切つ 一、 飛込みました。 す 

ると、 三人 目の 女 も、 前の 二人が 飛込んだ 時 の 勢 ひに 惹 

かれて、 IS じ やうな 元 氣でパ ッと穴 . ：: く.！ ん だんで 

すって。 麓から 三人の 女に 隨 いて 山 , . しつが それ を 

見て 吃驚して、 一目散に 山を驅 下りて、 人に 話した 話な 

ん ださう です がね。 あたし、 また きに 閱 いても、 大變 

面白 いと 思 ひまし た よ 。 

みどり 子 怖い やうな お 話です わね。 (沈ん. た 額，^ してね 


ひ ift 間 


る) 

あさ子 あたし も、 淺 間へ は 登れる ものなら、 一度 登りた 

いと 思つ て ゐ ¥ 5 す。 あなたが 遊び にい らっしゃった から、. 

叔母さんなん かもお 誘 ひして、 大勢 一 しょに 出 S けよう 

ぢ やありません か。 

み どリ子 あたし、 とても そんな 峻蛆な 山へ は 登れません 

わ。 

あさ子 まあ、 此方へ いらし つて、 お 山の. 姿 をよ く 御覽に 

なるとい、 の、 御覽 になったら、 一度 は 登って 見たい や 

うな 氣 になります よ。 

- わさ子、 みどり 子の 手., 執る やう にして、 窓. 隨へ連 

れて 行って、 樹 間から 山ん 見せる。 みどり 子 氣乘リ の 

しな い やうな 態度て、 あさ子の 差 示す. ん-见 やって. Q 

..7 力」 

み ど W 子 あら、 西 田さん が。 (と、 思 はず、 錄か 立てる) 

あ ？ 子 あなた 西 田さん が輕 井. 澤に來 てい らっしゃる こと 

を 御存じ なかつ たんです か。 

み どリ子 え、、 ちっとも。 

あ ... 子 あの方 は あなた を搜し にいら しったの かも 知れな 

い。 .：•• 小ノ しの 間 奥へ 隱れ てい らっしゃ いな。 

み どリ子 え \ 

(あさ子が 手 引い ズ 行く のて、 み ど リ子は 譯，， - 分ら 


ずに 隨 いて^へ 入ろ。) 

(稀 雄、 澄な 足 取リて 入って 来ろ。 みどり： f の 1  牙 物 

Ll 目,^ 留めて、 安心した やうに 微 i 犬^ 波ら す。〕 

種 雄 御免なさい。 

(哲く 返事がない。 稀 雄 は 家の 中に 目 A か 注 ざながら、 

ふと、 ヒスト^.^ 見て 驚咅、 それ,.^ 手- レ 取らう として 

乘 出した ところへ、 わさ子が 奥から 出て 來 る。) 

もさ 子 西 田さん、 どうな すった の？ お忘れ 物で も収り 

にいら しったの？ 

雄 さっき マ ー ケット の 側まで 行く と、 向う の 道 を 侦 で 

通つ てる 人の 顔が、 どうもみ どり 子さん の やうに 思 はれ 

てなら ないから、 途中から 引返して 來 ました。 

わさ子 へえ、 みどり 子さん が俾 で？ (空朵 けて 云 ふ) 

稀 雄 あの人 はお 宅 を 訪ねて 來 たん ぢ やな いんです か。 

わさ子 それ は 不思議で すね。 みどり 子さん が マ ー ケット 

の 側 を 通 つてい らしった なんて。 

稀 雄 (訝しげ に〕 ぢゃ、 こちらへ 來てゐ な いんです か。 

わ さ 子 あなたが お 見 違 へ をな す つ たん ぢ やなく つ て ？ 

雄 さ、 r- でせ、 つか。 

(綠 側へ 腰， i< おろしながら また 穿 物 L1E,-J> つけろ。) 

わさ子 あなたが みどり 子さん のこと を 思って いらっしゃ 

るから、 何でもない 人が さう 見えた のか も 知れません わ。 


ひ た 問 
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稀 雄 そんな ことはありません よ。  たしかに あの人 だ 

つたので す。 …… ぢゃ、 この家へ^*13らなぃで他所へ行っ 

たの か 知ら。 こちらの 方に あの 入の 知った 人が 來 てるん 

でせ うか。 

わさ； ナ い、 え。 あたし ども や 氷 川さん の 知合 ひの 方 は、 

この 邊に はいらつ しゃら な いんです。 …… 變で すわね。 

…… 屹麼 あなたが 人 遠 ひ をな す つたの よ。 でなければ、 

あなたが みどり 子さん の 幻影で も御覽 になつ た の かも 知 

れ ません よ。 

t: 雄 そんな aisi な ことが …… 。 

わさ子 だって、 今時分 輕 并^の 往來 を、 みどり 子さん が 

it で 通る 转 がな い ぢ やありません か。 

稀 雄 さう でせ うか ：… ぢ や 、僕が 見 そ こなった のか 知ら。 

(m^ して； 成 ほど、 あの人 は 今時分、 ®gi の 噴火口へ 行 

^® い て る譯 なん です ね 。 も、 「喷火 口の 底へ 飛込ん でる か 

も 知れないです ね。 …… 投身した 人間が、 僕の IH の 前 を 

で 通 つ て ゐ たの は 不思 ：？| だ な。 (ダ少 とした 氣持 て 云 

つたが、 3^,^ 取^して) みどり 子さん は、 どうい ふ理山 

で 投身 CE§ んぞ企 てたん でせ うか。 

もさ 子 若い 女 はどう かする と、 そんな 氣 持になる もので 

すよ。 あたし だって、 時々は^|^問へ でも 華践へ でも P け 

て 行きた い と 思 ふ - ^ とが あるんで す。 


稀 雄 物騒です ね。 

あさ子 今日 も、 あなたが 安井の 叔父さんのお 言 傳が ある 

と 仰お つたから、 あたし 絕 して ゐ ました。 

Is 僕が 頼まれて 來 たこと が、 あなた 方の ために は、 そ 

ん なに 不愉快な ことなん でせ うか。 

あさ子 でも、 そのために 淺 間の 噴火口 を舰 きに 行く やう 

な 御 ネ：： 勞樣な 二と はしません か ら 、安心し て いらっしゃ 

い。 (ふと、 氣が ついた やうに ヒスト^ん， -见 VO こんな 物 

騒な 物 を 抛 出し てゐ るから、 西 田さん も變 にお 思 ひに な 

るで せう ね。 (と 云って、 ヒ スト か.^ 引 寄せろ) 

種 雄 そんな 物 を 不斷持 つて いらつ し や る ん です か 。 何 の 

ために そんな 物 を 持つ て いらっしゃ るんで す？ 

もさ 子 絕 した 時、 わざく ®; 間へ 上ったり しなく つて 

も濟 むぢ やありません か。 それに あたし 達に $p を 加へ た 

人 に SSK する に は 宽賓な ん で すわ 。 

稀 雄 危 ：1 です ね。 

わ？ 子 御 川 心なさい。 危 ですから。 

(おさ-卜に 微 おん 11. にべ な V- ら、 眞劍 らしく ヒ スト か 

iJJ つ \、、 巧みに，；^ If へんす ろ。) 

(稀 雄 は戲談 にし マ 笑つ マね る。) 

(み どリ 子、 奥から そっと 額ん、 出した が、 他の 二人 は 

氣づ かな いてね る。) 


G4S 


ひ違閬 


稀 雄 僕 を 打つ ちゃい けません よ。 僕 は あなたに 復譬 され 

る 理由 はな いんです から。 

あさ； 十 あなた は 何でもない 方なん だけれ ど、 あなたが 使 

に 立 つ て 持 つ て いらし つ た 安井の 老人の ffl 向 は 、 あたし 

達 夫婦に 侮辱 を 加へ てるんで す。 あたし、 その 用 向に 復 

聽ョ したいの よ。 

(さう 云って、 I う， ひづ いたやう LL、 ビ スト や.^ 稀 雄の 

へ 向ける。 額面に 惯 みが 現 はれる。) 

8 戯談 にで も そんな こと をし ちゃい けません よ。 驚い 

(^^雄は立上って、 わさ子の 手から ピストル.^ 奪 はう 

とする。 わさ子 は 奪 はれま いとして. 爭 つて ハハ ろうち、 

彼女 は覽 力に 動かされ^ やう LL 引金ん < 動し； いが、 彈丸 

は、 お. V  -, (-; M< から 出-/ 來て ねたみ どリ 子に 命中した。 

みどり 子、 悲鳴ん， -トげ て 倒れる。) 

稀 雄 あなたが 打つ たんです ね。 みどり 子さん を。 さっき 

から 此處へ 來てゐ たの を、 僕に 隱 して ゐ たんだな。 

(あ -A 子 は、 ； b スト， レん 持った ま V 戰傈 して 默 つてね 

る。」 

稀 雄 早く 醫者を 呼んで 來 なきや ならな い 。 

(み どリ 乎の 傷 見ながら、 恐し さ LL ド ギマギ してね 

る。〕 


(もさ 子 は 力の ない 手て ピ ス トル.^. n 分の 喉に， 2 け 

て、 引金-, か 引いた が、 手 答へ がない。」 

あさ子 彈丸 がもう なくなつ てるの だ。 (^拔 けの した f 餘 

て 云 ふ) 
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1 

たま + とくに 子と が 長火鉢の 側に つてね る。 羽織 も 

着て ねない 服裝 の见窄 らしい 秀 一 が、 家 ^捜す やうな 

態度て 入って 來. -、、 表 礼に 目. ^おめて 立お つて、 格子 戶 

から， 2： 1^-^ くやう LL したが、 何 か Y お へて ねろ 風.，^ し、、 

忍び足て ^^..J-sl れヾ、 來 n 方へ 出て 行く。 茶の間の 二 

人 は そ.： i  Li は氣. つかない C たま子 は、 んて ぬた 新 照 

ん， - 傍へ やつて、 毛絲細 H  してね ろくに 子に 向って、 

；: ま 子 それで 妻ば さん はお 葉ち やん と絕 交した の ？ 

く  <卜 孑 (チん .：i; めて？ i^.J' 上げて) 姉さん は 今日は 呆けて 

るの ね U さつ き あたしが あれほど？ i 心に 話し て ゐ て も、 

返 _t しなかった くせに。 よつ ぼど經 つてから、 だしぬ 

け に 訊か れ ちゃ 、 あたしお 話すな 氣 に なれな い わ 。 

たま子 ぢゃ 訊かな くっても い.^ わ。 どうせ 他人の ことな 

んだ から、 どう だら-つと、 强 ひて きた か あないの よ。 

くに； f  (姊に II 子.， せる やうに) あたし も、 泰 ちゃん 

や 紫 ちゃんの こと、 どう. たって い k と 思って ゐ てよ。 二 

人が あたし を 味方に つけようと S 勺つ て、 あたしに いろん 

な こと を 云って 來 るんだ けど、 あたし-取合 はない ことに 

する ォ。 

たま子 あなた 達 は 三人と も い 接で 競爭し てるんだ から 

一 
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面，：： いわわ。 一二 人のう ちの 誰れ に 一 番ぃ >ss が 向： て來 

るか 知ら。 

くに子 運なん か、 あたし 當て にしない ことよ。 R 分の 力 

で 出來る こと を 勢 ； 杯 やって けばい 、ん でせ う。 (VP 絲， i 

ェ.^ 沐 まずに してね る) 

たま子 あなた はお 父さんのお 說法 をよ く覺 えて ゐて、 ま 

だ 迷 はな いで ゐる のね。 正しい 造 を 踏ん で眞 面目に 働い 

てれば、 不幸に 落ちる こと はない と、 お父さん は、 尤も 

らしい 顔し てよ くさう 云 つ て ゐ たけれ ど、 お 父さん 御自 

身 は、 この頃 大して 幸福で もな さト つね。 御 自分で 選ん 

だお 嫁さん の 爲 向け 方が いけない つたって、 自 t;^ 、自？ 4^ な 

んだ から 不平の 持つ て 行きと ころがない ぢ やな い の ？ 

(時計.^ 見上げて) それよりも 家のお 父さん は何處 へ 廻 

；; T ひる 

つたんで せう。 正午までに は說 敎が濟 むから、 それから 

一 寸道 寄りして、 一時 頃に は歸 ると 云って いらっしゃつ 

たのに。 

く Li 子 ，ぢ や、 此方の 伯父さん はま だ 御飯 前な のれ。 

たま子 途中で 何 か 食べて る だら うよ。 この頃 は 出歩く た 

ん びに、 好きな 者 を 食べて 來 るの。 それで、 何處 のお 酷 

がお いしかった の、 何處 のお 養 麥が よかった のと、 歸っ 

て來 ると わたし 達に 話して |g りで 樂ん でゐ るんだ けど、 

話た け 聞か され て る 者 は 詰らな い わ = ^裁 を. か ま はな い 


んだ か ら 、 屋臺店 へ も 寄って 立^ ひ を したりす る らしい 

の。 

くに子 (小 St て、 額ん、 S. めて) いやな 人ね え。 田 <la の 人 

は 歳 を収っ て もお 行儀が 惡 いのね。 …… さう 云 つ もや い 

けないで せう けれど。 

たま子 男 も 老人になる といやな ものよ。 愁が 深くな つ て、 

狡搰 になつ て 、 それに 薄； くな つて、 そのく せ 理窟ば か 

り 達者に なって。 …… あなたの お父さん だって 次第にず 

るくな つて 死 愁を搔 くやう になった. ちゃな いの。 くにち 

やん はさう 思 はない？ どうせ あの^へ お金 を 持つ てく 

譯には 行かない の だし、 この^へ 殘 したお 金 を、 あとで 

後繼^！？ゃぉ嫁さんがどぅするか分りゃしなぃんだから、 

今のう もに、 身內の 者に 氣 前よ く播 きちら して、 みんな 

を 喜ばした らい &の だら うにね。 

くに： 十 さう ねえ (空虚な 返卒， かすろ) …… あ、 兄さんが. 卜 

りて 來 てよ。 階 子 段に 足 一： せがす る。 (居住 ひ， <JMal す) 

たま子 お茶 を飮 みに 來 るの だら う。 …… さもお 茶 を. 入れ 

よ- 「ノ鎪 瓶の， ョ. i.^ 急須 へ 注 い-たりす ろ〕 

くに子 兄さん は 日曜に でも 勉强 なさる のね。 あんなに し 

よ つ ちゅう 西洋の 本 を讀ん でゐ てよ く Ig が 疲れな いと、 

あたし 不思 j| に 思って よ。 あたしなん か、 とても 眞 似が 

出來 ない わ。 
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を.； 逃れて 他所で お 正月 をしょう と 思つ てるんで す。 家の 

中の 不折 合な ためにい \ 事 をす るの はくにば つかりな 

のね。 わたし なぞ、 どっち 向いた つてい k 事 はあり やし 

ない。 

佐  一 m お前 も 溢 泉 場で 越年したい のか。 お K ひに も. つお 

正月の 面白い 年齢 ぢ やない し、 何 處で歳 を 取つ て も 同 じ 

こと ぢ やない か。 

たま子 それ は？， I 泉 なぞ どうで もい. ^ん です けど、 今年 も 

こんな 風に して 暮 してし まふの かと 思 ふと、 お 互 ひに 詰 

ら な い ぢ や あり ま せんか。 

佐 11^ お 互 ひに と 云った ね …… しかし、 おれ はこん な 風 

にし て も暮し て 行ければ、 まあ 結構な こと. たと 思つ て 

るよ。 おれ も 三十 代に は、 年が 變る たびに 今年 はくと 

彈 ける やうな 紫み を 掛けた もの だが、 一 一三 年 この 方 は、 

大 それた 事は考 へ なくなつ たよ。 現狀 維持 を 祈つ てるん 

だね。 少しで もい、 車が あれば、 もっけの 幸 だと 有難く 

思 ふんだ。 

たま子 あなたの 三十 代に はどうい ふい が あつたんで 

せう。 

佐  一 m さう だね。 おれ は 二十 年 以上、 大抵 毎日 日記 をつ 

けて 來 たが、 日記に 特筆大書 される ほどの 事に は 一度 も 

出く はさなかった。 い、 意味に も惡 ぃ意昧 にも、 小說的 


たま子 くにち やん なんか ^思つ てる ほどの 勉強家で もな 

いのよ。 お 午 御飯の あとで 今まで や 睡 をして ゐ たの だら 

う。 …… それ 御 な。 水道 e 頭 を 洗つ て ゐるぢ やない の。 

くに子 顏 を 洗 ひな さるの なら、 お s,」 持って K 上げ ませ 

うか。 (，s 瓶 1^ 取らう とする) 

たま 下 (押 SEA ズ〕 い、 のよ く。 …… くにち やん も 兄 

さん の 御機嫌 収 つたつ て駄！ H な の よ 。 

(くに子 はふと 氣 がつ いたやう に、 自分が 敷いて ねた 

ゅ-^^ん食^^の侧に^ぃヾ、 兄の ために 席.，^ つくろ。 

一^ は、 やう やく 目が 醒めた と 云った やうな 顔して 

入って 來る。 くに子 笑 額て 挨接 マる。) 

佐 1^  くに ちゃんが 來てゐ たの か。 暫くだった な。 (懐つ 

こさう LL 云って 坐る) おれ はい、 氣 持で 眠って、 さっき 

つ- 1  K 

も、 夢現で 階下の 話聲 を^いて ゐ たの だよ。 

たま子 くに はお 父さんのお 伴 をして、 修 善 寺へ 行 くんで 

すって。 ？， I 泉で 年を越す なんて 洒落れ てる ぢゃ ありませ 

んか。 

(たま子；？ s,!^ へお 茶..^ 注ぐ。 佐 一 ， 孤 それ，^ 持つ ズ  一 口 

かけた が、 熱い のて 下へ いて、 くに や，. L,M つて じ 

一 ； 階へ 行つ て ，悼 せ f を 持つ て來て S. 犬れ ないか。 

ハイ。 (快活な 返事 1^ して 出て 行く し 

町の 家で も、 親子の 折 合が 惡 いから、 父 はくに 
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な 事件 や 戯曲 的な 事件に は 出く はさな か つ たが、 それで 

い --ぢ やない か。 お前た つて 波 翻の ある 生涯 を 好み やす 

まい。 おれ を 悲劇の 主人公に しょうと 望んで やすま い 。 

喜劇 中の 入物に だってな りたく もない ね。 

たま 子 そり や、 世の中 は平穩 無 * に 越した - J と はな い で 

せう けど、 冷たい 灰の やうな、 費乏 な、 働く にも 自當て 

のない やうな 平 無事なら、 お 互 ひ に 詰らな い ぢゃ あり 

ません か" 

佐  一 ^ またお 互 ひに か。 …… 以前 は お前の 方が 却って 現 

状 維持 を 望んで たの だが、 この頃 急に ャ キ モキし だした 

の は 不思 ；戮 だ ね、 …； 全 ir どう い ふ に 生 活 方法 を 立 て 

變 へ たらお 前の 希 1^ にや 3 ふんだら う。 云つ て 御覽。 

たま子 (詰らな さ、 うに) 眞 面目に 聞く 氣もな いくせ 

こ C 

佐 1 まゆ さう 見える，？ かい (二階の 方ん 仰いて〕 くに子 は 

何を禺 へ阖々 々して るんだら う- 

たま子 くには^ 泉 へ 出！？ たけるまでに、 あなたに？， n か い セ 

1 タ ー を 編ん で 上. け て お fi?: 暮 に す る ん で すって、 

佐 一 郎 それ は 感心 だ。 

たま子 あの 子 は！ $1. 問 好きだから、 あなたの 御！ を収っ 

て 置かう と 思って るんで す。 女の くせに、 もっと 六ケ 

1^ 學問を し て それで 身 を 立 て ような ん て 思 つ て る んだ か 


ら 0 

^  一  0 そんな こと を考 へて 樂ん でる うちが 人 Si は 花なん 

だね。 …… さう 云 へ ば、 親爺 はま だ歸っ て來な いんだな。 

歸っ て來 たら、 阿彌. .^經 の講 釋の受 一,w りが はじま るんだ 

から 溜らない や。 

たも。 -子 でも、 お爺さん やお 婆さんに 聽 かせる ぉ說敎 とに 

ちがって、 お ，1 の 講義が、 しっかりして るから、 非常に 

爲 めになる。 若い 男 や 若い 女 も聽？ に 行って ると、 お 父 

さん は 云つ てゐ ましたよ。 

佐 一 一お 東京 は廣 いんだな。 今時お 經の 講義 を聽 きに 行く 

靑： ヰ もゐ るんだ から 不思議な もの さ。 

たま子 でも、 お父さんの やうに、 おが 使き に-不自由 しな 

いで、 お 說敎だ の 寄お の 講談 だ の と 好きな も の を II ？に 

行つ て、 東京が 飽 いたら、 また！^ 里 へ 11 つ て樂 隱3!5 をし 

てゐ られる やう だ つ たら、 世の 巾が 面白いで せう わ" 

佐 一^  り や、 お前 もお：！^ 敎を聽 きに 行ったら い、；. り やな 

いか。 芝居の や、 「に 高い 場代 を 联り やしないから、 おれ 

の晝， M と M 樣に、 無代で 樂 める 譯 だよ。 

(佐  一^が、 ふと s 出した やうに、 ？；£,;^:ん-取上げて 

ッ と 飲む と、 れま子 も 側の 茶 に. 茶 *J* うつして 飲む" 

そこへ 、 く  Li 子が： ゆ- iC 十ん-! W つて 入って 来る。) 

く  LL 子 お 二 陪に懸 つ てる 水 彩畫の 景色い 、景色ね， - 
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たま子 あれ を 兑てゐ たの かい。 欲しけ り や 资 つて 上げよ 

ち \ 一；； 

うか。 お 〈理で 無理に H はされ た なんだから、 元悔な 

らいつ でも， M つて 上げる よ。 

くに だ つ て 、 あたしお 錢 がな いんで す もの 。 

たま子 お父さんに 貰ったら い、 ちゃない の？ (ふと 尖 

つ た！： 云 つ て) お父さん はくに 子の 强 ？る >  ^ となら 

何でも いて れ るんだ から。 

くに子 そんな ことない わ。 あたし、 溫泉 へな A\t かなく 

つ て もい 、から、 來 年の 四 《c から 佛語 學院へ 入れて 下さ 

い つ て K んで ろんだ けど、 お父さん は 許して れな いん 

で. T> の。 

たま子 あなた は フランス 詰で も 口 シ ァ 語で も 習 つて、 女 

£.^*^:-になれば い 、 さ。 年齢が いんだから これから m 分 

の 好きな ことが 出来る わね。 …… だけど、 わたし を 御 is- 

なさい。 お父さん は、 わたしが、 こんな 茶の 問に 釘 付の 

やうに なつ て暮 してる の を 見て、 s り 合點で {.1/ 心して、 

わたしの .：？？^ 蹬が iif 々 に しなび て 来たり、 わたしの 頭 脇の 

巾が  一^々々 暗くたって 行く の を、 いくら さう 云っても 

见 ちゃ aK れな いんです。 わたしの H が濱れ るか、 五本の 

指が 腐つ て 落ちる やうな 病氣 になる かしたら、 お父さん 

だって、 少し は に 染みて、 自分の 生んだ 子に 同 情す る 

でせ うけれ ど、 今の や うぢ や、 無事で い、、 平和で 給 構 


だと、 お父さんに 云 はれる ばかりで、 わたしの 苦しみの 

端し くれ も、 ifJ みの 親に 背 .1  、は せる こ とが 出来な いから、 

ほんと に 詰らない の。 

佐  一 m  食 t 十に 1 杖つ いて) しかし、 

親爺に いくらせ がんで、 親爺が 問. い て 吳れた にしても 

さ、 親爺の 力で お 前 の 身體 のしな びる のが 止まり やしま 

いよ。 

たま子 だっても、 わたしが 訴 へる 人 は 外にな いぢ や あり 

ません か。 松 田さん だの 本さん. たの、 いくら 墨 思に し 

てゐて も、 それ は 上べ のお 交際なん だから、 不斷 着ゃ寢 

衣に くるまつ てる わたし を！！：^ せらり やしない ですから 

ね。 そんな ことで もしたら おぐ に 馬鹿 に されます よ 。 

佐  一 馬鹿にされ たつ て い 、ぢ やない か。 しかし、 何た 

よ。 おれ も、 何年 か 前まで は、 一 つ a! 分の 勿體 ぶった 敎 

20  すつ ぼ ~- か  ..A ん  どて， i 

師の 衣服 を. 脱いで、 素 裸になって、 裸 瞠で塞 けり ゃ祺袍 

でも 着て 往來を 大手 を 振つ て 歩 い て：^ ようか と 思つ た - J 

ともた び/ \ あつ たの だが、 思った ばかりで つ ひ に實行 

しな か つ た。 今にな つ て考 へ ると ® 行し なくつ てよ か つ 

たやうな ものだね。 おれが 敎師の 衣服 を脫 いで、 敎 .1 の 

面 を かなぐり 棄て \ 、 假聲を 止し て 地^で 口 を 利く やう 

になったら、 おれ は その 日から 喰 扶持に 離れて しま ふし、 

友人に は 除け 物 に される し、 お前の 親爺に も 信 W されな 
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くな つち まふ だら う。 いや、 お前に も 愛想 を盡 かされる 

かも 知れない よ。 おれの 裸體は あんまりい 、格好. ちゃな 

いからね。 

(くに子 笑 ふ。) 

佐 一 「郎 くに ちゃんく らゐな 若さ だと、 裸 も 奇麗 だら う 

けれどな。 (くに子の 方 1 か 見ズ、 ニヤ/、 と：^ っ^) 今夜 

は久 振りで、 みんなで 銀座 シネ マ でも 見に 行か うぢ やな 

ぉ.- やち 

いか。 親爺 を 守番 にして。 …… 參ニ 郞が晚 までに 歸っ 

て來 たら 連れて行く ことにしよ-つ。 

く  Li 子 あ、 悅 じい。 春 ちゃんに 活動へ 誘 はれる こと も あ 

るんだ けど、 お父さんが 行かせて siK れな いんだから、 あ 

たし、 もう 二： ±： も 三月 も 活動へ 行かない のよ。 此方の 兄 

さんに 連れて行つ て 頂いた ど 云 へ ば、 活動 を 見ても 芝居 

を 見 て も、 お 父さんが 小言 を 云 はな いからい、 の。 

たま子 わたし も 活動 をい く 月見ない か 知ら。 

佐 一^ たまに 見る から、 活動 寫眞 だって 面白 いんだよ。 

お前 は 今から 髮を 結ったり ぉ化駐 をしたり して、 いつで 

も 直ぐに 出られる やうに しとく と い-. -。 (外 "方へ 目 や 

つて) 今日は 小春日和 見たい で 温かい から、 お父さん は 

い 、氣 持で ブ ラく歩 いてる だら うね" おれ は活 なん 

ぞ見 るより や、 本當 はお 父さん 見たい に、 ブラ./ \. 年末 

の 市中で も 見物し て 歩きた い ん だが、 まだ さう い ふ 身分 


に はなら な いんで ね) 現狀 維持が ぃゝと 云っても、 冬の 

0 の 八 時の 出勤 は、 あんまり 氣樂 でもない よ。 (誰れ に-. ム 

ふと も なく S ふ) 

(そこへ、 秀 一が 手土産ん、 提げて 人って 來る。 再び 表 

礼， か 見^ ゑてから 格子戸,^ 開ける。 「お父さん か 知ら」 

と、 たま子が 云 ふと； S 時に、 「御免なさい」 と、 秀 一が 

改まった 蘀て云 ふ。) 

(「ハイ」 と、 たま子ば 答へ て、 くに子に 目く-はぜ す 

ろ。 くに子 心得て 取次に 出る。 秀 1 は 主人の 在 否ん、 訊 

いてから 名刺， 出す。 くに子が 茶の間へ IT めって 佐 1 ^ 

に 名刺ん-渡 すと、 夫婦 は 一 度に それ，^ 见て ほ，^ - しかめ 

ろ。) 

(「お前た ち はわ ちらへ 行って S 支度ん、 しみ。 、、ゝ へ 

通 マから」 と、 佐  一^ は つて、 玄^へ 出て 行く。 姊 

^は 奥へ 人る-) 

佐 一 (J; 愛恕 に) や あ、 久 振り だね。 僕 だち 今 出掛け 

ようとし てるんだ が。 

秀 一 僕 もちよ つ とお：：：： に扮っ たら い 、ん です。 

佐  一 m ぢゃ、 とに； W: 上りた まへ。 

i 一は 佐 一 っ# に 隨ぃズ 茶の間へ 通って 八 d$ の 側に 坐 

るり 茶の間に 人って はじめて 幅 子.^ 取った 彼れ の 頭 は 

綺麗に 剃られて ねる。 今 iA レ打 解けない 效 して ゐた佐 
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1  一 g も、 ふと 喷き だす。) 

佐 一 郎 ； はどうして 坊卞 になった の だ？ 秀頭 病に でも 

稱 つたの かい。 

秀ー いや！^ 讽 のた めぢ やありません。 しゃれに 剃った の 

でもありません。 § の ためです。 

佐 一 ^ 罪 亡しに 頭の 髮 を剃ケ 浴し たの かい。 少 し 古臭 い 考 

へだね。 とに 角 寒いだら う。 

^  一  li^o くら ゐ 何でもありません よ。 (わ.；，！ リ, ^見て) 伯 

父さん はこの 頃お 宅 へ來 てゐら つ しゃる ん だ さ うです 

あ」。 親爺 は 拊上寺 へ お 說敎を きに 行 つ て まだ 

歸 らたいんだ。 

やノ 一 (意外に 感じたら しく」 们 父さんが お 寺へ 說 敎を聽 

きに？ それ は 不思議で すね。 

と， Jt. リ 

佐  一 ^ 老人が お.^! りする の は、 IS が 坊主頭に な つ た ほ 

どの 不思 譏 でもない よ。 しかし、 は 僕に會 つても 親爺 

に <WI ふ 氣 はない の だら う。 親爺に 會ふ つもりで 來 たん ぢ 

や あるまい ね、 

秀ー いや、 成るべくなら 伯父さんに お：：：： に りた いんで 

す。(^しなぃて扣手.^见^^めて云ふ) 

^ 一  0 何か大 雄な W 事で も あるの かい。 なんなら 僕が 聞 

いて かう か。 


^ 一  そり や、 あなたに £. 上げても よろしい が、 成べ くな 

ら： m 父さんに 直接に お話した いんです，' . 

佐 1 ^ しかしね。 …… 君が たと へ 頭 を 剃つ て纖悔 の證據 

を 見 せ た にしても、 親爺 は 快く 君に 會 ふだら うかしら。 

カナ 

君 は 前觸れ もしな い で 突然に や つ て來 たんだ からね。 (不 

機お  1 ん、 色-」 現 はして) あの 後一 一年 も 月日 は經 つて ゐ るん 

だが、 親爺 は 君から 受けた 侮辱 を 忘れて やしないよ。 僕 

だって 側に ゐて 見て ゐ たんだから 忘れて やしないよ。 お 

の 方ぢ やもう 忘れ てゐ て、 平氣で 訪ねて 來 たの かも 知れ 

ない が。 ：… いや、 おにしても 一」 心れ るに しちや、 事が 少 

し 大き 過ぎろ" 死んだ 母の 初七日の 晚に、 佛 前で、 君 は 

その 足で 親爺 を 蹴倒し て 出て 行つ たんだ からね 。その 事 

は；？：； も K えてる だら う。 たと へ、 親爺の 言葉が 君の 氣に 

障った にしても、 親爺 は 1；; の 義理の： S 、乂， ちゃない か。 常 

識の ある 者なら 打ったり 敏 つたり が 出来る 譯ュり や ある ま 

い。 …… 今の 君 は 罪 を 詫びる I 氓に なつ てるんだら うけれ 

どね。 

秀 一 ところが、 僕 は、 あの 時の 自分の 仕 打 を罪惡 とは感 

じ て や しません。 今 髮を剃 つ て ® 悔を現 は してる の も、 

あの 事の ため， ちゃありません。 それ は 別の 事な の です よ e 

佐 一 (朵れ て ) あの 時の 所行 を、 今にな つ て もま だ惡 

い 事と は 思つ てゐな いんだつ て？ 君 は 良心が 痲 it して 


r,5r, 
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るよ。 

穷 一 (平然とし マ) そり や、 あなた 方の n で 御 なつ 

たら、 僕の 良心が 痲痺して るか 狂って るか、 あるひ は、 

はじめから 良心 なんても の を 持って 生れて 來 なかった や 

うに 見える かも 知れません がね。 しかし、 僕た つて、 あ 

る 場 含に は、 心の底から， 惯 悔したい 氣 持になる こと も あ 

るんで す。 現在、 頭の 髮は 愚か、 手で も 足で も 切って、 

S. の 氣持を 現 は したいと 思つ て る ん で すが 、 伯母の 初 

七日の 遠 夜に 们 父さん を 蹴つ たこと を、 別！ « 後悔 はして 

ゐま せんよ。 あれ は 伯父 さんそ の 人を獄 つたの ぢ やない。 

伯父さんの 指つ てる 不正な 金 を 域つ たんです。 あの 時の 

事情 は、 あなたの やうな 頭腦の 明晰な 方に はよ く 解つ て 

て  >ぉゃ  - 

る ぢ や ありませ ん か 。 父親に 早く 死別れ て © 乏 し て る 

僕の せ を 立てる 元手に させようと 思つ て、 伯母が 苦心し 

て Ms へ て ゐた金 を、 僕が 賀 ふば かりにな つ てゐ たと ころ 

を、 伯母が だし 拔 けに 死んだ の をい、 機會 に、 伯父さん 

は りに して、 僕に は ー錢 たりと も 渡して れ まいと 

したの ぢ やありません か。 遣 一一 一 C 狀に そんな こと は 書い て 

ないし、 平 半： いても ゐ なかった と 云って、 伯父さん は 

僕を强 M 者 か 何 かの やうに 扱った の だけど、 偉 は 平生 

仙 母に 聞かされて ゐ たから、 當然 貰つ てい」 もの だと 思 

つ て 要求した まで 、す.。 - 大地に 對 して 恥 ぢる こと はあり 


ません。 それ も、 伯父さんのお 家が 窮迫して ゐる のなら、 

爲 方がない が、 相當 の資產 があって、 子供に は 十分な 敎 

育 も； H « るし、 財産の 分配 も 出来る 身分 で ありながら 、 

们 母が、 父親の ない 甥の 身の上の 不 潤さに、 自分の， せ を 

儉 くし て殘し て 吳れた 使 かな， 遣產 まで も 横 りしょうと 

する の は、 あんまり 殘酷 過ぎる. ぢ や あり ません か。 

佐  一 0 パリ や、 おは、 その 還產の 事で、 今日 親爺に 會 ひに 

来たの かい。 

秀ー な あに、 そんな こと は 疾っくに 諳め てます さ。 あな 

たが 强 ひて あの いやな 話 を 持 出しな すった から、 僕 もつ 

い 餘計 なお 喋, W を し たんです が 、 们 母の ：wi の 事なん ぞ 

ほし出す - .ー ともな いんです。 

佐 一 郞 ぢゃ、 君が 今日 出 拔 けに 訪ねて 來た川 向 はどうい 

ふこと なんだ。 

芳ー (ふと 思 出し. K や、 リに、 傍に 匿いて ねた 士廣. ^押 一 

やって) これ は 詰らん ものです が、 そこで 買って 來 まし 

、 一 0 

ユ / 

一  m  (稱 "目 て见 て〕 ど、 つも 有難う。 

秀 一 僕の 用事と い ふの は、 一 年 か 一 一年、 母 を预っ て 頂き 

たいこと なんです。 僕 は 獨 りに なつ て .H 出に 活 g しょう 

と 思つ てるんで すが、 親 一人子 一 人な ので、 母の 處 分に 

闲っ てるんで すよ. - 母の 兄弟 は 全くな くな つ てるんだ か 
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ら 、 どう 考 へ て も 伯父 さん の お 家 の 外に は 預け 場所が な 

い ん で す 。 <^ 錢 上 の 御迷^は 決 し て ^5け や し ま せ ん 。 母は 

歲を ^ つ て 、 も .；^^^ I は ビン シャンし てるん で す か ら 、 手 

ぶら で 人の 家の 飯 を^ 浪し て ゐる ことはありません。 故 

鄉の お 家で を おまかせ になり や 、 相當な 働き はする 

で せう し、 若しもお.：^ に， 《31 いて- m くの に 差 支 力 あり や、 

御 近所に ：iii は せ て w、 いても い、 ん です。 母 は 裁縫 を し 一 」 

も in 分の 口過ぎぐ らゐ はする でせ うから。 ••：• .僕 はよ く 

考 へ た 上に 母 にも 难 1^ させ てお 願 ひに 上つ た ん で す か 

ら、 ni#k とも いて 顶か なきやな りません" 

^ 1 m 親爺に 話す だけ は. 外 i しても い \ が、 f 鹿 知す るか ど 

うだか 分らな いね。 (氣 乘リ のしない やうに 返事， かして： > _ 

…… ^；は手足纏ひの母親から離れて、 一 人身に なつ て活 

；. g しょ、 つと 云つ て、 全 _lr 何 をしょう と 思つ てるんだ い。 

秀ー 今詐 しい こと は 云へ ません が、 ； i 外へ iffi すつ もり 

なんです。 の な い 僕 は 日本の 內地 では 碌な 職 は 得ら 

れ ません からね。 

佐 一 ^ それ は ぃ&こ とだ。 も 若 い 時分 はそんな こと を 

考へ てた もの， た。 …… ^；？は若ぃからぃ 、。(感慨か籠めて 

秀 1 あなた^つ て まだ 老人 ぢ やな い で せう。 働 盛り の 年 

ち やありません か。 財產は あるし 地位 はい、 し、 撲な 


ん かと はまる で 境遇が 違 ふです からね。 

佐 一節 だから 羡 ましい のかい。 よく 人の 云 ふこと だ。 

0  ^ いえ、 僕 は # (まし かありません。 

佐  一^  (意外：， i 感じた やう L1) どうして？ (と 思 はず 

云 ふ) 

0 一  僕の 方で 一 まし い と 云 つ たら 、 あな たは それ を 皮相 

な 觀 お- 5 だと 仰 有る でせ う。 あなたの 境遇 を 羨ましくな い 

と 云 ふと、 不快に お 思 ひになる でせ うが。 

佐 一 「恥 (不快 さう に〕 面倒く さい こと を 云 ふわ。 他人の 

身の上 は どうで もい  > -ぢゃ な い か 。 

秀 一 本當 にさう です ね。 ことに 物 をお 願 ひに 來て、 あな 

た の 感情 を 害する や - な 口 を 利く の は 詰らな いこと なん 

です。 

佐 一 一成 君が 僕の 境遇 を i{ ましくな いと 云った からつ て、 

僕 は 不平に 思 やしないよ。 は 僕の 氣 持が 分らな い んだ 

ゎ"(强ひて徵笑.^?浮べる) 

秀ー 僕も餘 計な 口 は 利かないで、 用事 だけ 申 上げたら お 

暇し なきやな りません が、 伯父さん は 何時 田 <^：： へ ぉ歸り 

にな るんで せう。 伯父さんの ー；^！：札まで出てゐますが、 東 

京に 永住のお つもり. ややな いんで せ- 「ね。 

佐  一！ S はじめは 一年で も； 一年で も 此方に ゐる つ もり だ つ 

たの だら-つが、 老人に はや はり 住 馴れた 田舍 がい k と 見 
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え て、 近々 に歸っ て 行 くら しいよ。 

-穷 一 さ，^ でせ、 「ね。 …… 伯父さん も、 们 母さんに 死別れ 

てから、 東京に 住む 氣 におなん たす つたんで せう が、 こ 

の お 家にまで 御 自分 の 表札 をお 出し になら なきや 得 心が 

行かな いんです かね。 

佐ー那 …… (不快の 感じん. はす) 

秀 一 伯父さん はこの 頃で も 年齢の 割に は元氣 がい k んで 

せう ね。 

代 一^ さう でもない よ。 四 五 年 前 ほどの 氣カ はない ね。 

秀ー 伯父さん は 金 持 だから 違 ふか も 知れない が、 若い者 

が 老人と 居す るの は い やな もの ぢ やないで せう か。 僕 

なぞ は 顔に 敏が 出來て 頭が A くな つ て 目が たるんで、 3 

ボ する やう になる まで 牛； き てゐ ようと は 思って ゐま 

せんよ。 醜いです ねえ。 それに 老人 は 若い者の 幸福 を妨 

害す るんで すから ねえ。 

佐  一 0 しかし、 人間 は 六十 一 か 幾つかに なったら 殺して 

しま ふと 云 ふ 法律 をつ くる 譯に 行くまい しね。 

秀ー (a 額て) いけない ものです かね。 ；… しかし、 若 

い 者が 立法者に な つ たら、 そんな 法律 だ つ て 出来な い と 

は 限りません よ。 

^  -  0 馬鹿 を 云つ ち やい けない。 

秀 一 僕は學 間が な い から 、 しょ つ ちゅう 馬鹿た - J とを考 


へ てゐて いけませんよ。 

(そこへ § 一^が 入つ ズ來 る。 格子戸の H 日ん 問いた 秀 

一 は、 「伯父 や. -ん\ 、すか」 と、 小 聲ぐ云 つて、 ち rs つと 

ド ギマギ する。 參 ニ^が 茶の間に 入る の， や 見る と。) 

秀 一 や あ、 君 だ つ たか 。( と 見 十. け る ) 

(S ニ邵は 返事 もしないで， M へ 入る。〕 

秀ー (ちょっとし i けて) 參ニ 郎君 は 健 鹿 はい、 ん です 

力 

- 0 君の やう に 丈夫 ぢ やない ね" 

一 あな た に は 兄弟が 多 いん です ね 。 

一 0 それ は 今 はじま つたこ と. ち やない よ。 

一 しかし、 兄弟の 多い 人 を 見る と 不思議で すね。 兄お 

でも 親で もない より や ある 方が い、 のかな。 ハ獨霄 の やう 

に 云つ て ふと 座. <i> 立ち かけて〕 大變ぉ 邪魔 をし ました" 

ぢゃ、 今お 願 ひした こと を 伯父 さん にお 願 ひして -トさ い 。 

名刺に 住所が 書い てあります から、 手紙 を 寄越して ドす 

つたら、 いつでも おうか r ひします。 

佐  一 0 話 だけ はし て 見よう。 何もお あ い そが なくつ て濟 

まなかつ たな。 

(佐 一^が 秀 一ん 見送って、 茶の間へ 展 ろと、 たま子 

くに. 子 参 ニ郞の 三人が 茶の間へ 入って 來 る。) 

たま子 くにと 二人で 次の 室から 視 いて、 も 少しで 噴た す 
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と ころ だ つたので すよ。 あの 坊ヒ 頭の 可笑し い つ たらな 

いわ。 それに、 あなたが あんた 入と 眞！ rau に應對 してい 

らっしゃ るの を见 ると、 隨分 消&, なのよ。 

麥ニ^ 兄さん はな ぜ秀 さん を 上へ 上げたん です？ 勝手 

な C 一  i り を つ け てお 父さん を 蹴ったり 踏んだり した 人間 

を 家の 中へ 通す つ て ことがある もの か。 僕が ゐ たら.； ヱ關 

から 突出し て やる ん だった のに. - …… 隨分づ う/ \ し い 

奴， たからな あ。 

た ま 子 でも 歳 を- 収 つ た 母親 を： iiw へ 預け て 、 自分 ； 人身 

になつ て 外 n へ 1^ 出す なん て、 據 にしても 云 ふこ とが 面 

白 いぢ やない の。 にしても 口先た けにしても、 この くら 

ゐな 痛快な ことで さへ、 わたし この頃 いた こ とがない 。 

佐 1 郎 死んだ お 母さん は 本 當に秀 一 に 遣 達 を やる つもり 

だった の だら うか。 

S ニ耶 それ はさう だった か 知れない が、 ダ^ しも 秀 さんに 

つ. か 

时蜜を やったら、 い 、氣 になつ て 女 遊びして 費つ ちま ふ 

に 極つ てる さ。 

たま子 わたし は、 お母さんの 初 七 rn の晚 の騷. きを 見な か 

つたから、 秀 さん を 怖い 人とば かり 思つ てゐ たけれ ど、 

そんな 怖い 人で もな さ、 うね。 變悔 のために 坊主に なつ 

たつ て、 落語の 中の 人 問 の やうで！ g 白 いぢ やな い の ？ 

何の § かしら。 (佐 1 ^に 向って) あなた は その 譯 をお 


g きになれ ばい k のに。 

佐  一 0  (今 まぐ とか はった 憂懲な S$ して) おれ は 今 子供 

の 時分に いた 祖母さん の 話 を 思 出し た 。 死んだ お 母 さ 

-? やさ て. -y, や 

んに は、 女 姉妹 は 二人き りだつた が、 秀ー の 父親と 家の 

親爺との 何方へ 姉妹の 何方が 緣 組み をす るか、 初めのう 

ち は 極り が つかな くって、 暫くい たつい て ゐた の ださう 

だ。 それで、 籤引 兒 たいに、 偶然に 極り がつ いて、 此方 

へ 姉、 彼方へ 妹が 行く ことにな つたの だが、 その 時の 籤 

蓮 T 、第で、 お 互 ひの 母親 はちがつ た の だよ。 さう す ろ と 、 

おれ ゃ參ー ーゃ秀 一 は、 たと へ 生れて 来たに しても、 .S 

も氣質 もこん な 風に は 半 一れ て來 なか つ たにち が ひな い リ 

たま子 それで、 あなた はそんな 風に 生れて 來 たこと を 喜 

んでゐ らっしゃ るの？ 悲しんで ゐ らっしゃる の？ 

佐 一 郎 さあ、 どちらに しょうか。 お前が お前の 親爺の 指 

阖で おれと 結 ® し たこと を 喜んでい、 か 悲しんで い 、か 

分 らな い やうな も の だ。 … … しかし、 そんな こと を考へ 

るの は 馬鹿た ね。 …… おれ はこれ から 明日の 下しら ベ を 

する から、 晚餐を 早目に 食べて、 直ぐに. 出られる やうに 

今から 支度 をしたら い \  たらう。 

(佐 一 邵は 麼.^ 立って 奧へ 入ろ。) 

たま子 參 二さん も 傍で 見て ゐ たので せう。 ^^さんがぉ父 

さんに 亂暴 をした 時に。 
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f 一郎 彼奴 は 親爺 を歐 ると、 直ぐに 家 を 飛 出して 逃げた 

から、 どうす る こと も 出来なかった のさ。 

た ま 子 お父さんの 何 處を蹴 つ た の ？ 

麥ニ郎 横つ 腹 を 蹴 つ た の 。隨分 ひどく 蹴 つ たら し い んだ 。 

親爺 は しばらく ころん だ き り 唸って た。 

セ \ 人リ 

たま子 ひど いわねえ。 老人 は 若い者に 域ら れ ちゃた まら 

な い わね え 。( さ う いふ、 一と に 興味.^ 感じ てね る やうに 云 

つて、 昔なら、 あなた たんか r 親の 敵 を 打つ ところ. ちゃ 

ない の P  足の 當り 所が 惡か つ たら、 お父さんの 

-  > も關 ま. つたんで せう。 

S 二 li さう かも 知れな か つ たな あ。 (者 へ て〕 さう だ つ た 

ら、 僕 等の 活も 今と は 違って ゐ たの だな。 

たま子 よ く 違 つて ゐて ？ 惡く逮 つて ゐて ？ 

參ニ^ それ はどう だか。 ：：• しかし、 僕 も 若い 間に 外 11 

へ 行って 見たい な あ。 

たま子 …； わたし なぞ は、 外 11 なんか 行きた くもない け 

れど、 明るい 日の 照って る 温かい、 のす がくした 

所へ 行つ て 見た い と 思 つ て よ。 

くに子 この 家 だって 明るい 曰が よく 差して る わ。 

たま子 こんな 埃に 汚れた た あるい 日の 光ぢゃ 駄目 だ わ 

よ。 

麥ニ！ g 僕 は 今日 淸 島の 下宿へ 寄って 来たんだ が、 下宿 住 


ひ は 氣樂 でい 、です ね。 

たま子 兄嫁なん かに 監視され ないから？ 

參ニ郞 さ うぢ やない けれど。 

たま子 遠慮し なくって もい.. -ゎ。 さ-つ 思 ふの が あたり ま 

へなん です もの。 秀 さん は 面白い わね。 一人の 母. 鋭 を さ 

へ 他所へ 預けて、 自分 -, 人で 好きな こと をしょう と 思つ 

てるんだ から。 

參ニ郎 秀 さん はえら い ん かも 知れな い な。 

たま子 ぢゃ、 あなた は 親の 敵 を 打つ 氣 はない の？ 

麥 一 1 それ は 別間 題 だ。 ( 兄の S いて 行った SJ-^ ん. - 吸 ふ ) 

(そ- - へ 、 m 舍 * らし い 服装ん-したぶ ぼ /-\し た 老人 

新丘ハ 微か 人って 來 る。) 

(たま子 座ん、 立って 出迎へ る。 麥ニ 吸 ひかけ た 草 

長火鉢 S 灰の 中へ 突 込む。〕 

たま子 お 説敎は 面白う 御 iiij いまして？ 

新兵 衞 (. ^鉢の 側に 腰.^ おる して) いや 今日の 講義 は 面 

白うな かつ た 。 えらい 學者 でも 曰に よって 出來 不出来が 

あるので あらう。 講義の 趣意が よう-み 込めなん だが、 講 

師の 頭が- 7 日 は 狂 つと つたの か、 わし の .i^ の 加減の 惡か 

つたの か、 何しろ 變 てこた つたよ。 

たま子 それ はいけ ませんで したね。 折角 樂み にして？ V 

にいら しったのに。 
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新兵^ 佐 一郎の 舉 校の 講義 も あんな もの だら うな。 その 

曰くで 出來 不出来が ある の だら う 。 …… お 寺の 歸 りに 

は 所へ-;^ つて、 今まで 立續 けに 勝負 を やつ て來 たの 

だが、 いや、 これ も 負け 通し さ。 今日は わしの 頭が いけ 

な い んだ な " ( 淋 し く 笑 つ て 、 た ま 子 が い ぐ 出 す お 茶 

飲む) 

麥ニ^ お父さん、 さっき 秀 さんが 來 ましたよ。. 事 も なげ 

:.: 云 ふ) 

新兵 衞 秀が來 た？ 唐崎秀 一の ことか。 (ふと 氣色. はむ) 

麥ニ^ え 。お父さんに IS みたい ことがあ るんで すつ て、 

詳しい こと は、 兄さんが 閱 いてる でせ う。 . 

新 liJ 二 $ 金の 無心 だら う。 わしの 所より 外に は、 何 處へも 

^^きっく所がなぃからゃって來たんたな。 しかし、 彼奴 

どんな Im を 提げ て わし の ！ n へ 出ようと 云 ふ の だ ？ 恥 知 

ら ずめ。 

麥二^ どんな 面って、 <K さ」 んは頭 を 刹って 坊卞 になって 

來 ました。 

新兵 衞 坊主に ン  さ-つして おれに 割ら、 「と 云 ふの 力。 

…… K? 鹿な こと を。 ；… (や、 颜ん 和らげて) しかし、 わ 

しが 多少の 金 を 持 つ とれば - 」 そ、 坊主頭に な つて ま で わ 

しの 所へ 謝りに 来る 奴 も あるん ぢゃ。 …… 今度 秀の 奴が 

やって 來 たらよ く 云って 聞かせよう。 


楚ニ r 化 何 を 云って 聞かせ るんで す？ 金儲けの 方法です 

力 

新お 衞 人間の 道ぢ や。 

fi あ \ 阿 彌陀經 の講釋 です か。 

(.» 二 ^笑 ふ。 たま子 も 笑 ひ？ t か改" マ。 くに子 欠 仲 

. ^改ら す。) 

新 11_ハ衞 (はじめ ズ氣づ い；： やう」) くにさん は 日曜 だか 

ら 遊びに 来たの かい。 

くに子 え- -。 (. ^つた 餌して 會 n する) 

参 ニ^ 今夜 は み ん なで 活動 寫眞を 見に 行 くん です つ て 。 

お父さん は 一 しょに 活動へ 行く 譯には 行くまい から 留守 

番をして 下さい。 

新兵 衞 よし ノ\ 。(機敏-, 4 く 云 ふ) 

同じ = の 夜。 

舞 S 面、 前と 31 じ。 

新兵 衞と秀 1 對 座して ねる。 

新兵 衞 (恐れと 愤リ と. 額に 現 はし 一、) それ ぢゃ、 お前 

は、 今夜 はわし が 一 人で 留守 带 して 居る こと を 知って、 わ 

し を I； ひに 来たの ぢ やな。 わたし は 鼓 つ てゐて も、 

まだお 前な ん ぞ に 脅さり やしないつ 
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秀ー 伯父さん を 宵し に來 るなん て、 そんな ことがある も 

のです か。 わたし は 母の 一身 をお 賴 みしに 来た^け なん 

です。 伯母さんが わたし を g れんで、 死土產 に頒 けて 下 

さる だ つ た 財産 を .M か-つなん て 、 今 はもう そんな - J と 

は 思って やしません。 わたし は、 自分の 腕 一 つ を 力に 働 

かう と 思つ てゐ ます。 過去った 事に 未練 はあり やしませ 

ん。 

新 兵 衞 お前の 伯母さんが 遺 逢 をお 前に や る箬 で あ つ た 

ら、 自分の 死ぬ 時まで 待って 居らんで、 もっと 早う お前 

に頒 けて やり さ、 つな も のぢ や。 

秀 一 そり や 、 伯母 さ んも、 他の 老人と 2! じ ことで、 生き 

てるう ち は、 金 を 離した くな かったんで せう。 わたしの 

母 もさ. 「云った ゐ ました 。(口軽く 云って) しかし、 遺 ま 一 

の 事 はどうで もい、 です よ。 

新兵 衞 お前の 伯母さん は、 死んだ あとで 調べたら、 S 

の sis はいくら もし とらなん だ。 佐 一 に 訊いても 分る こ 

つち や。 

秀  一 がな か つ たらば なか つ たで い k ん です。 わたし 

は、 死んだ 人間の 約束 を 稱に联 つて、 强 ひて 伯父さんの 

懷 中から 金 を 奴ら うと は 思つ て やしません。 

新兵 衞 ぢゃ、 わしの m の 前へ 顔 を 出して、 わしに 不！ i 快 

な 思 ひ を させん やうに して 吳れ。 お前 も いつまでも 老人 


を S ら せる 法 はない と 思 は- <  か。 

秀 一 何お もと 云って、 わたし は、 あの 時から 一 一年！ = に们 

父さんに お H に扮 かるの ぢ やありません か。 

新兵 衞 いやく、 お前の 顏は、 しょっちゅう わしの：：： 

りに なって ならん のぢ や。 …； それ は、 頭に 髮の 生えと 

る、 もっと 色の 白い 顔お やった が …… (相手の 頭と 

VIC 一. い 

a^li め、) お前 はわし の 家の 關が 高い から、 申 譯に頭 を 

剃って 来たの か。 

秀 一 なに、 さ うぢゃありません。 佐 一 郞 さん もさ-つ 云つ 

てゐ ましたが、 さ うぢゃありません。 わたしが 頭 を 剃つ 

たの は 友人 を 一 人殺した. - めなん です。 それで 坊主に な 

つ てお 墓の 前へ 詫びに 行つ たんです。 殺した と 云つ てお 

驚きになる 、 J と あり ません よ。 わたしが^ 物 で 斬り も 突 

きもした 譯ぢ やな いんです から。 わたし はた r 間接に そ 

の 人の 身 を あやまらせて 自殺 させた ことにな つ た ん で 

新兵 衞 なるほど、 お前 は 伯父 を獄 つたく らゐで IS を 剃つ 

て 詫びる や-つな、 そんな 殊.^ な男ぢ やない と 思った。 

秀ー わたし は 嘘を吐いて、 伯父さんの 御機嫌 を 取らう と 

は 思って やしません。 …… 母 も：^ 知して るんで すから、 

伯父さん はわた しの ぉ賴 みする > J と を 3f い てド すつ て も 

よろし いぢゃありません か。 
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新お 衞 お前 は 母親 を わしの 家へ 置い て どうかし よ-つと 企 

ん どるん. ちゃな。 わしの 家 はわし がキ權 者で、 わしに 逆 

ら ふ 者 はない の ぢ やから、 他所の 家の 者 を 置く 譯に や い 

力ん  ：>:•■., 

秀 一 ぢゃ 方が ありません。 …… 伯父さん は 永生 をな さ 

乙と い.. -。 

き、 諦め \、义 たうと する。) 

新 1^ 衞 わし もま だ 十 ihi 確ぢ や。 

^  _ あなたの 命 を 縮めた つて、 喜ぶ もの は あなたの 身 

内の人ば つかり なんだか らな あ。 

新 iijj 衞 わしの 耳 はま. たよ う^える ぜ。 わしの 身内で わし 

が¥ う 死ぬ の を.！ 5* ぶ 者が どこに ある。 緣喜 でもない こと 

を 云 ふもん ぢ やない。 

秀 一 们 母さん は極樂 ほ 上で 伯父さんの 來 るの を 待つ てる 

ぢ やありません か。 f 行つ てお 上. けなさい。 

(秀 ： 座， y 乂 つ。) 

新-お 衞 まあ 待て。 (^^ 一  の 足 捉 へ 5 まあ そこへ 坐れ。 

秀ー (^つて) わたし の ^んだ - ,- と閱ぃ て 下さ るん です 

力 

新お 銜 ^いて やっても い、。 

^  _ あなたが？^ 知して 下さり や、 わたし は. 屑の 荷物が お 

りた や、 「です よ。 


新 15_ハ衞 お前 は その 足で わし を 蹴つ たんだが、 わし は それ 

を 許して やった ト： に、 お前の 無理な 頼み 事で も 聞いて や 

るの だせ。 

秀 一 有難う 御座 い ます。 荷厄介な 母親 さ へ お宅で 預か つ 

て 下さり や、 わたし は 身； つで 思 ふ 存分の ことが 出来る 

んで すよ。 (悅 しさう に する) 

新兵 衞 お前 は 理由の ない のに わし を 恨ん どった な。 默っ 

たり 踏んだり した 甥の 一 生の，？ S み を 聞いて や る 伯 父 ぢ 

や。 お前 は 人 問を兑 ちがへ てゐ たと は 思 はんか。 …… わ 

し はこの 世から 佛ぢ や。 (得意な 態度 1^ すろ〕 

秀 一 伯父さん は > J の 頃お 說敎 をお 聽 きにな つ てる さう で 

すから。 (眞叛 て 云って) 

新兵 衞 わし は 早速 鄕 家の 德 三に 手紙 を やって お前の 母親 

を 家に 置い て やる ことにす るから お前 は 安心し ろ。 死ん 

だ； 婆さんの 供 になる だら う。 …… お前 は 一人の 母親 を 

荷 厄 4- に 思 ふくら ゐぢ やから、 伯母さんのお 墓詣り 一 度 

した こ とが ある ま い な。 今： 此家 で お 位牌 を K: ん で 行け 0 

秀 一 そんな 物が あるんで すか。 

新兵 衞 先， 組の 位^ は、 わしょり 外に 大切に する ものが な 

いから、 わしが 一 しょに 持って来と るの ぢゃ。 お前 も 来 

て拜 め。 

(二人 は， 科 V 入つ ヾ行く 。そこへ 佐 一 節が 歸 つて 來る。 


初 平の B — 


秀 .1 の 精子な ど，^ 见-、 不 S わ 議に思 ふ。 やがて、 の聲 

,仑^ いて gil いて、 換の 間から 舰く。 そして 其方へ 入リ 

かれて、 茶の間て まご /|\ してね ろと こ ス- へ、 たま子 

くに子 參ニ r ゆが 歸 つて 來ろ。 佐 一 は 彼等の 騒 ざ. -手 

真似て 押へ て 。「そこん-^ いて 見ろ」 と、 たま子に-^ い 

て 指 す。 たま子 不思議 さう U.M ん、 现 いたが、 危く喷 

告だ しかけた のん、 壓 へて。) 

たま子 また 秀 さんが 來て どうしたんで せう。 ぉ佛 壇の 前 

で 阿 彌陀經 の講擇 でも 阅 かされて るんで せ、 つか。 

(參ニ 邸 も くに子 も舰 く。) 

m 1  一 B 佛壇 を拜む に は坊、 1^ 一頭 が よく 似合 つ て らぁ。 

たま子 お父さん は秀 さんが^ても お怒りに ならな か つ た 

のか 知ら、 

^  一  m 老人 は老猜 だからな あ。 (手 a 似て みんな.^ 鎮 め 

て) 一 一人が 佛 壇の 前で 何 を 云つ てる か、 よく 阅ぃ てゐ ろ。 

(やがて、 新丘ハ 衞の聲 て、 「みんな 歸 つて 來 たのなら、 

此方へ 來^ 佛樣， $-萍 め。 わしが 怫樣の 前て 話して 聽. か 

せる ことがある。」) 

(佐 一 と.；^ ま 子と 苦笑ん、 浮べ ろ。 「行かな き や 御 機敏 

が惡 いてせ うれ」 と、 た.^ < 子 は ヘムって 入って 行く。  く 

に 子と 参 ニ^と は 火鉢の 側： i 坐る。) 

くに子 あの人 本當に 伯父さん を 足で 蹴った の？ 亂暴な 


人ね。 

麥ニ f 化 そり やお 父さんに いけない ことがあ るんだ。 死ん 

だお 母さん は、 生きて る 時 、時々 秀 さんの 家へ 行つ て、 お 

金 やって ゐ たの だよ。 僕 はお 母さんに 隨 いて、 たびく 

秀 さん の 家へ 行った ことがあ るから よく 知つ 一」 る んだ。 

死 ぬる 時に は 遺言し て 自分 の 溜め て る 金 を •  如、 け て やる と 

云つ てるのき S いた ことがあ るんだ。 お父さん がそれ を 

知らな ぃ譯 はないだ らう。 兄さん だって 知つ てる かも 知 

JV な、 

く に 子 ぢ や 、 何故ぎ. け て やらな い の ？ 

S 一 一 「# 何故 故つ て - J と はない さ。 親爺 は愁が いから。 

くに子 ぢゃ、 秀 さん て い ふ 人 可哀想 ぢ やな いの？ 

黎ニ^ だって あいつ si だからな。 それに、 お母さんの 

溜めて た 金 を、 他所へ 持って行かれ ちゃ、 m なんかの 損 

にもな るんだ から。 

くに子 あなた も愁が 深い の ね。 此. の姊 さんだ つ て 慾が 

深くな つた やうね。 あたしの お父さん だってお 金の こと 

になる と愁が 深い やうな のよ。 あたし 何だかい やにな つ 

てよ。 

參ニ. 恥 そり や、 何處 にだって 慾の 挺； い 人 はあり やしない 

さ 0 

くに子 でも、 秀 さんてい ふ 人 は、 お金の 欲^ はなさ、 うね" 


； firf ジ） [!- 


麥ニ^ そんな こと はないだ らう。 

くに子 でも、 あの人が 兄さんと 話して るの を 次の 問 で M 

い て ゐ たら 、 さう 思 はれて よ。 あたし 慾の な い 人好きよ 。 

一耶 二 ふ 平らし く)  くにち やん は秀 さんの やうな 人 好 

きな の？ 

くに子 好きって ことない けど。 

黎ニ 一郎 あんな 坊"^ 頭が い.' のかい。 

くに子 1^ の髮 なんか 爽きに 生える わ。 

isJA 二： お 老人 を 足で^った りする 人が 好きな のかい。 彼奴 

僕の を^つ たんだ からな あ。 

くに子 だって、 伯父さん を敲 つたの ぢ やない、 お金 を 蹴 

つたの だと 言って」 よ。 

麥ニ^ そんなき 録が 通ろ もの か。 ••：： くにち やん は、 そ 

ん なに ^^;J さんが 好きなら、 今夜 秀 さんに 家まで S つ て 貰 

ふとい、 や。 使 は；？ a つて 行かない から。 

くに子 あたし 今. は此 家に 泊めて- m くつ もりよ。 あたし 

たまに は^のお 家に 泊まって 見た いんです もの。 

5¥ー 耶 (俄かに- 1 コ つ いて) 僕 だってた まに は 他所の 家 

に 泊って 見たい よ。 ；… たまで なくって、 親 や 兄弟の 家 

を 離れ て しまって、 自由 に. H 分の 好きな ことして 見 た い 

な。 

くに子 なせ、 さ-つ しないの？ あなたに お金が ないか 


I 

ら ？ 们 父さん や 兄さんが？^ 知な さらな い から V. 

暴 ニ^ …… 秀 さん は a: 分の 家が贫 乏 だから 無茶な - j とが 

やれ るんだ。 

く に. 子 (奥 の 方 へ ^^意 して) 伯父さん は どんなお 話し て 

ゐら つし や る で せ 、 つ 。 あな たも 行 つて いてい らっしゃ 

ると い k わ。 

參ニ m お父さんのお 說 法が 早くす まない と、 今 si へ て來 

た籍赛 を 、 秀 さんに も 餐 ん で や る やうに な る だら うな。 

彼奴と 一 しょに 食べる の はい や だよ" 

——. 幕 .11 


影の, じ' ろ わ 


駒 辰 妻 瀧 神 
村 川 


人 


ね 大 物 
子 江 子 一助 


太傻 さう に 山の 方へ 行き かけろ。 が、 いや になったら 

しく 踪蹐 して、 やがてべ ンチに 腰，^ 卸す。 うしろ. M き 

て わる。 朝 井 辰 江 (二十 五六 歳。 お 色2 ほ .7- ない 女。 

a ^装 も 質素て ある) 足の 疲れた さまに て 人 場。 

辰 江 ァ 、苦しかった (神 川の 侧へ 寄って) かれち やん は 

ゐ ません の？ (あたり..^ 见 過 す〕 

神 川 僕が 傍 道 をし て る 間に 、 kfe で 上 ： 登 つ て 行き まし 

たよ。 どうです？ 一し よに 行って 見 ませう か。 頂 、上 は 

眺めが い、 んで すよ。 

辰 江 わたし 幾度 も 登 つたこ とが あ つ てよ く.^ つ て ま す 

わ。 別段 珍ら しく はない し、 足 も 疲れて ゐ るから、 今日 

は 止し ませう。 それに 夫婦 速れ で 行って ると ころへ、 わ 

たした ちが 行つ ちゃ 邪魔に な つ ていけな いでせ うから。 

神 川 ハ、、 、。 新婚の 夫婦ち や あるまい し、 われく を 

邪魔に し ちゃ ゐな い で せう。 

辰 江 でも、 昨夕 f" ら 一 一人で 内所 話 をした さうな 風 だ つ た 

のです よ。 あなたに は氣 がっかないで せう けれど、 わた 

し はちゃん と 察して ゐ ました。 

神 川 だって 內所 話なら、 東京へ 歸 つてから いくらでも 出 

來るぢ やありません か。 

1^ 江 それが、 急に 起った ことで SJn まで つて ゐられ な 

いの かも 知れません わ。 全體 あなたが 察しが なくって、 


め る 心 の 0 


小山の 途中 \ 、稍 々平坦な とこる。 切 崩された 空所に 石 

地 藏が安 匿され てね る。 端の 方に ぺ ンチが かれて ね 

ろ。 若葉 や 若草に 色取られて、 初夏の 爽 かな 氣 持が 漂 

つてね る。 

神 川 4< 助 a 一； 十 歳 くらね" 麥藁 s 子、 サ ッグコ I ト、 

ネグ „ ^ィ、 靴、 ステッキ など、 すべて 繍：. e たろ 扮裝、 

頭 もキ ザに 目々.^ -っ ほど Li 新しい 好みて、 額 も グリ- 

ム て i 塗った やうに 艷々 してね る) 帽子， や 取つ て 額 の 

汗，^ 拭って、 山. 4^ 見上げて、 「ォ. -ィ」 と、 大聲て 呼ぶ。 


5^の心ろぁ 


(567 


一 しょに 隨 いていら つし つたの がいけ な いんです よ。 

神 川 さう かな あ、 しかし 何 を 察し るんで せう。 瀧 村 夫婦 

は 平々 凡 々 の 夫婦で 、 別お にわれ くの 注意 を惹 くやう 

な こと はな いぢゃありません か。 妻お は從 摩、 で、 御 亭主 

は gri 入 だし。 …… 辰 江さん は 瀧 村の やうな 平和な 家庭 を 

持ちた い と は 思 ひませ んか。 

江 人の ことよりも、 あなた 御 で、 E 一-くその 平和な 

家 -1 とか をお 持に なったら よろし いぢ や あり ま せんか 

( さ う い ふ ら つ て ね る や う な態度 は す .〕 そ し 

て、 わざと 石 地 藏の方 1 ^見て) お 地藏樣 はい k ものです 

わ。 あんな 穏 かな 氣持 になって ゐた らい、 でせ うね。 

神 川 あなた は、 石 地- 絨兑 たいな M 持に なって るの かと 思 

つてたら、 さ うぢ やな いんです か。 

辰 江 まあ ひどい。 わたしが そんなに 冷淡な 人 問に 見え ま 

すの？ (不平ら しく 一- <ふ) 

(神 川 は ペンチ か ら 離れ て 、 石 地. M の 方へ 寄って 行く) 

神 川 あなた は 冷淡 どころ ぢ やない、 熱情が あり 過ぎる く 

らゐ でさ。 (« めて 輕く云 ひながら、 右^藏，か見^^1めて) 

木 や 石で 造った 佛 IS でも、 よく！^ てゐ ると、 有難 味が あ 

るから 不思？ if です ね。 どうです？  二人で 藤 田さん の 病 

tM 平！ i の 願 を i&t ちゃ。 

K 江 あなたで も 怫様を 拜む氣 におなん なすって？ 不思 


議ね 、ズ。 …… でも、 藤 田の 伯父さん は、 今度 こそ、 ぉ醫 

者の 力 で^も お金の 力で も、 佛 ：1 の 力で ども、 病氣 がよ 

くな り さう；： • や あり ま せんれ。 

：! 川 此 處へ來 て病氣 に 權 つたの が、 よくく 運が 惡 かつ 

たんです ね。 東京に ゐた. り、 もっと-允 分 手 常て が 出來た 

でせ、 ゥ のに。 

辰 江 伯父さん はま だ 後の 事なん そちつ とも 考 へ てゐ なか 

つ たらし い から 闲 るんで すよ。 自分で は まだ 5h 命が 危ぃ 

と は 思つ て やしない でせ うから、 遺言 なぞして ゐな いら 

しいんです。 わたしな そ、 名目 だけの， 1 で 緣は薄 いんだ 

し、 年 も 若 いんです から、 差 出た 口 は 利け な いんです 

けど、 濃い 身内の 人が あれ だけ 寄って、、 なせ 们 父さん 

に 遣 言 を させな いんで せう。 男の 子 は みんな 小さ いんだ 

し、 駒 子さん が あとで 家の 處 置に W り やしな い でせ うか。 

後見人 になり さうな 人 に は 汕斷が 出來な い 人が あるんで 

すから ね。 

神 川 だって、 死に かけた 人に 造言 をし ろなん て 云 へない 

でせ う。 駒 子さん は、 お母さんに 死なれてから、 一入で 

家 を 治めて 來 たくら ゐ なんだから、 若く つ て も 傍の 人に 

接迥 され やしないで せう。 

辰 江 あなた はさう 思 つ て 安心し て ゐら つし やる の？ (皮 

肉な 笑 ひ 1^ 洩らして) 


影の  <じ 、ろお 


神 川 (ドギ V ギ して) 何が で す？ 

辰 江 白ば くれて ゐら つし つても 駄 EE よ。 わたしに はちゃ 

んと 分つ てるんで すから。 

一 S 川 力で .r? 

展江 何が ゾ\ つて 滑稽ね。 あなたに も 似 はない。 ^一十 さ 

んは あなた よりもよ つ ぼ ど El^ です よ。 わたし に はよ く 

打明けて ゐ ろんで すわ。 …… ですから、 わたし 父さん 

の 大病の こと を §5 くと、 伯父さんの ことより も、 ^子 さ 

んが お父さんのお. 夫な うちに、 きつば り.，， V, に r  ？乂 S 

きな されば よかった と、 第一 港に さう 3 心つ 一」 ノー  ： つ 一 

神 川 辰：； d さん は獨 り合點 でい ろくな こと を 云 ふから 溜 

らな い な。 駒 子さん の お. 婿さん にな つ て 、 藤 田 察の？ M 達 

が うんと. 盲、 へ る やうな 男 は 者た が、 僕 なぞ は 夢に で 

も そんない、 5iC に 出く はせ な いんだから、 憐れんで 下さ 

いよ。 (や V キ. ザナ 口調て 云 ふ) 

辰 江 なせ そんなに 卑下な さるの？ わたし なぞが 第三者 

として， 平 t 戏に考 へても、 子さん は あなたと；， i 組 をな 

さる ほど 化合せ な ことはありません わ。 藤 田家の 緣續き 

で、 .钩 子さん を ねら つ てる 入の ある - j と は あなた も x.!:^ 

じ で せう。 で も あんな 人 は 趣味 は 低， いし 、 考 へ 方が 古く 

つて 無理解な 人なん ですからね。 あなたなら、 本 當に理 

解の ある 愛情 を 法いで、 駒 子さん を 一生 幸福に して 上げ 


る ことが 出來 るんで すわ。 それに _ お-子さん は 利口 だか 

ら、 御 自分の 一 生 を 任せる 入の 撰 揮 を あやまりません よ。 

あたし あの人の お腹の 中の 考 へ は不斷 よく^い て 知つ て 

iS 川 (熱心に なつ \,、) 钩 子さん は 腹の 中で どんな こと を 

考へ てゐ るんで せう わ。 

0^ あなた は それ をよ く 御存じの くせに。 でもね 祌川さ 

ん。 (わた リ 1 や^る やうな 態度て j 今が 大事な 場 〈"なんで 

すよ。 伯父さんが 亡くなったら、 傍の 人が 何 を 企む か 分 

ら な いんです からね。 わたし、 昨夕 もい ろ/.、 勘付いた 

>  J とがあります のよ" 全體 父さんが 駒 一 つさん を 側から 

離したくなかった ために， 方々 から 云って 來 る緣： ほも斷 

つ た の です けれど、 ^ 父 さんが 亡くな つ たら、 後 は ^ 人が 

^子さん を氣 儘に させて 打ち やっとき やしません わ。 無 

理 やり に、 fe? 制 的に でも、 綠 付か せる でせ うから rs^ が な 

りません よ" それ で 子さん が いくら 氣 象が しっかりし 

てゐて も、 兩 親に 別れた あとで は 心が 迷って、 傍の 者 

の n.¥ に ff; せられない とも 限りません からね。 あなたの 

ため にも， S 子 さんの ため にも、 今が 大切な 時 なんです よ。 

神 川 僕が， とうかう つて こと は. 戯， I 見た いなもの だけれ 

ど、 藤 田さん の、 が も 一 度 1^® するとい 、ん です が 

な。 


g 《の, t 、ろ わ  f.r.9 


s 今 さら そんな^ 镇を 望んだ つて 駄 EI です よ。 …… あ 

なたが^ 子さん を 何とも 思つ てゐ らっしゃら ない のな 

ら 、 わたしが ， J ん な こと をお 話す る の は 無駄な - ^ となん 

です けれど、 若しも あの人に 愛情 を 持って ゐ らっしゃる 

のなら、 藤 田家の 今の 境遇に 注意して ゐて 下さいね。 あ 

ん なに 大 來 て ゐ て も、 藤 田家の ため や 駒 子さん のた め 

を 本當に 思って る 人 は、 身內 のうちに は 一人 もな いんで 

すから、 わたし、 他人の あなたに でも 力に なって 項いて、 

藤 W 家と^ 子さん の 邪. M 物 を 排斥した いと 思って ゐ るん 

です。 わたしが 男だった ら、 子さん のために 矢面に立 

つて、 ：：： 險 をす るの もい と はな いんです けど  

神 川 僕 も ：z 險 的の こと はやって 兑 たいんで すがね。 藤 田 

さんに は 御世 話 に もな つたし、 相當な 信用 は され て る ら 

しいんで すが、 御 親類の 方の 目に や 僕 なぞ は靑ー 一才で 奴 

介 つ て賀 へ な いんです か ら駄 HC です ね。 

辰 江 みんな 頭が ト： I くって、 あなたの やうな 新しい 考へを 

持 つ て ゐ らっしゃ る 方 を 充分 に 認める ことが 出来ません 

のね。 でも * そんな こと を氣 にして ゐ ちゃい けない と 思 

ひます わ。 .：•-• ^子さん もさう 云って ゐ ましたよ。 祌川 

さん は 上べ は柔 しくっても、 いざと なったら、 どんな H 

險 的な 來 でもし さうな 方 だ つて。 ： … 必要な 場 介に は 思 

切った の 出来る やうなん でな くつち や， 男と しての 本 


當の價 値 はな いんです わね。 

神 川 そり やさう でせ う。 社會 のために でも 人の ためにで 

も、 生命 を棄て V か . ^るの は 男子と して 偷快 なのに 違 ひ 

ない。 

辰 江 わたし、 胃險 的な 人 大好き。 親 暴で 粗野な 人 はきら 

ひです けれど。 … . 駒 子さん もさう 云って ゐ ましたよ。 

祌川 ぢゃ、 僕 も 一 つ 北極 採險 でも やって、 あなた 方に 喝 

采 して 貰 ひませ うかな。 (戯談 らしく 云 ふ) 

M 江 北極 採撿も 星の 世 a: の 探檢も 面白 い で せう けれど、 

それよりも、 手近かに、 あなたの ために もっと 張 合 ひの 

ある 採檢が ある ぢゃ ありま せんか。 (思 はぜ ぷリの 熊 度て 

云つ ズ、 山上の 方.^ 見上げ ズ) かねち やん 達 は 何 を 話し 

てゐ るんで せう。 あなた はお 察しが つかない の？ あな 

たは 本當 に、 瀧 村 夫婦 を 平凡な 穩 かな 家庭の 人の やうに 

思つ てゐ らっしゃ るんで すか。 

神 川 だって さ うぢ や あり ま せ ん か 。 

辰 江 心から さう 思って ゐ らっしゃる のなら、 あなた は 本 

當に 善良な 方ね。 わたし 敬^し ます わ" 變な譬 へです け 

れど、 後から 19^ 物 を 持って ねらって る 人が あっても、 氣 

がっかない やうな 方ね、 あなた は： 

神 川 (目 欽 マ、) 僕 を 傷つけ ようつ て 人が 何 處にゐ る 

んで すか。 脅かしち やい けません よ。 ；… まさか Si 村お 
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が 僕に 敵意 を もつ てゐ やしないで せう。 

S 江 善良な 人に は、 他人の 心が みんな 自分と 同じ やうに 

善良に 見えます のね。 わたし なぞ 性質が 惡 人に 生れつ い 

てるせ ゐで すか、 他人のお 腹の 中の 黑 いところ や 白い と 

ころが！： について いけません のよ。 …… かねち やん も柔 

順で、 わたしと は 小さい 時分からの 仲よ しなんで すから、 

あの人の 事、 決して 惡く 思って やしな いんです けど、 入 

問に は愁が あるから、 いけません のね。 瀧 村さん は 與，= 才 

はあって も、 お金に は 不自由して ゐ るんで せう。 それで 

か わ ち やん の緣 で、 伯父さん か ら 多少 の 補助 は し て 貰 ひ 

たがった こと は、 あなた も 御存知な のでせ う。 それだけ 

なら 、 誰れ しも 考 へ さうな ことなん だからい、 ん です け 

れど， 御自身の 利益の ために、 駒 子さん を ある 人に 結び 

つけようと 企んで ゐる のが、 わたしに はよ く 分つ てる か 

ら、 淺間 しく 思 はれて なりません の。 一し よに 汽車に 乘 

つ て 同じ 宿に 泊つ て 打 解けた 話 をし てゐ ながら、 あの人 

達 はお 腹の. 3- では 何を考 へて るか 分らな いんです。 …… 

でも、 わたしが こんな 餘計 なお 喋お をして、 あなたと 御 

親友の 仲に 氣まづ い 思 ひ を させて は相濟 みません わね。 

神 川 いや、 僕に も 多少 思當る ことがあ るんで す (a 面目 

になって) …… しかし 鋭吉 一；；； は 立派な 人物 だから、 瀧 川 

君 はじめ、 藤 田家の 身内の 方が、 ； g 子さん のお 婿さん に 


撰ぶ の は當然 なんでせ う。 

辰 江 ぢゃ、 あなたまで も、 それ を 良緣 だと 思って ゐらっ 

しゃる の。 あんな 祌經の 鈍な 無理解な 男 を、 駒 子さん の 

やうない i 方に おっつけ るって いふ 法 はない と、 憤慨し 

てるの は 世の中に わたし ； 入なん でせ うか 知.，？。 玉の や 

うな 駒 子さん が 間違った 結婚 をし て 汚される の を 氣に病 

んで るの はわた し 一 人なん でせ うか 知ら。 

神 川 だって 仕方がな いぢゃありません か。 

辰 江 あなた は 成 行に 任せて 默っ て 見て ゐ らっしゃる おつ 

(神 川考へ 込む。 辰 江、 聞 耳，^ 立て、 慌 しく。) 

辰 江 かね ちゃんが 下りて 來 ますよ" …… 今 わたしの 云つ 

たこと はお 氣に 留めない やうに ね。 

神 川 僕は瀧村^；^に惡意を持ってゃしませんょ。 

辰 江 近い うち に ゆっくりお 話します ゎノ. 意味 わりげ に 一： ム 

、 ノ 

J  乂 

( 11^ 江 は 山上の 方へ 行 さ か け < 、 舞|5!.: か ら .^_女，^:ぉす 。 

神 川 は 不安な 態度，^ しても ちら： r> らん-歩く。 問. 0 な 

く、 蔬衬ー nn  (三十お くらわ、 地 * な 服装、 お 子 I, が，^ 

綺 めて、 麻裏. 54 牙いて わろ )« か Si 子 ハー-十 四 五 歳" 辰 

江 二り も. X： 貌體軀 が. 能 手て 生々 してね， C. .  M^i'HU 

つく やうに 波 手 \ 、あろ) 辰 江と 一 し i に 人つ ズ來 る。) 


g 《ゾ) 心る わ  fiTl 


(夫^と も. たる さうな 取り.^ しズ ねる。) 

わたし、 此 f!! で 一休みして 勵氣を 鎮めてから、 上 ま 

で 卜-、 りう と 思 つて ゐ たのよ。 

かれ 子 此處 をもう 一 息 登 つ たら、 伯父さんの 別莊 がよく 

見えた のよ。 でも、 山？ りなん て 詰らない わね、 疲れる 

ばかし だから。 

激 W 神川^^が寫歸機でも«!っ て來 てゐれ ばよ かった の だ 

れ 。 此處で 四 人 揃 つたと こ ろを寫 し とけ ば 記念に なって 

よかった の だが。 

神 川 しかし、 今度は^13^0:機なんぞ提げて來るゃぅな悠長 

な氣 持に はなれない からね。 

ffiw さう 云へば さう だが。 (神 川の 餌に：^ 意して) は ど 

うした のか い。 何だか 心配事で も ありさうな 顔し てゐる 

ぢ やない か。 

神 川 藤 田さん の is を 心配して る 外に、 心 a 事と .If つて 

別 ほ あり やしないよ。 

さう か い。 へ 輕く S つて) 伯父の 急.：^ に はお •.：：.： に 脅か 

された 譯 だが、 來て樣 子 を 見る と、 お： にもう 諫める よ 

り 外 £t 方がない わ。 

病 入の 話 は 止し ませうよ。 氣が くさって いけない 

から。 

-^a^, 濉村、 11^ 江の 二人 はべ y チ l: 腰， f 掛けろ。 


神 川， たけ は 立って ねろ。) 

S 江 i;^ 人 を 見舞に 來て、 こんな 所へ 遊びに 來てゐ ちゃい 

けない わね。 いつ どうい ふ 知らせが 来る かも 知れない か 

ら、 わたし 一 人 は 宿に お 留守居して ゐ ようと 思った の だ 

けれど、 みんなが 游 びに 出る もの を、 一人 だけ ぢっ とし 

てゐ ちゃ、 自分が 除け者に された やうに 思 はれて いやに 

なった の。 

かれ 子 わたし は 心配して 急いで 來 たくら ゐ だから、 微 

し て 看病し て 上げた い ん です けど、 大勢 Is 人が 揃つ て 

ると ころへ、 わたしなん ぞが 入って 行つ ちゃ、 却って 邪 

魔になる だら うと 思って 遠慮して ゐ るんだ わ。 

mH 看護人が 大勢 ゐ るから い \ が、 お 互 ひに l§i の 看病 

なんか させられ ちゃ 溜らな いからね。 

かれ 子 あなた はさう でせ. つけ ど、 ゎたしなぞはー^；？；；？は自 

分 の 方から 盟 一んでも し て k げたい と 思 つ て ます わ。 辰 江 

さんだつ て さう でせ う。 

廣江 さう です とも。 どうかして 伯父さんの 一 お As をせ めて 

もう 半 歳で も延し て 上げた い と 、 さ つ きも 神 川さん と 話 

して ゐた ところな のよ。 ぉ醫 1? の 力 でも どうに もなら な 

いのなら、 みんなで 神樣に でも 佛樣 にで も 願 を 掛けたら 

ど. つ だら うつ て、 さっき 神 川さん と 相談して ゐ たのよ し 

mH 祌川君 は 本氣で そんな こと を 云った か い。 (辰 江，^ 指 
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して) この 人 はね、 迷信家で、 ある 人 をのろ ひ 殺さう と 

思った ことがある んだ つ て 。 神樣の 力で 呪 ひ 殺さう と し 

た 人が 、神樣 の 力で 人の Is を 癒さう と 云 ふんだ か ら妙 

--こ of  0 

祌川 それ は はじめて 聞いた が、 辰 江さん がの ろった 人 は 

誰れ なんです？ 

-辰江 馬鹿な こと を 云って ゐ らっしゃる のね。 (、かれ 子. ^ぬ 

すみ 見しながら 神 川 LL 向って) 瀧 村さん は 無 神 5! 者な ん 

です よ。 それで、 人間の 靈魂 はこの 世 限りの もの だから 

死んだ 者の お 墓 へ 參 つ たり 追悼 會 をしたり する の は 無意 

味の こと だと 思つ てゐ るんで すよ。 そんな 現實、 -モ， 義 のく 

せに、 道德 堅固で、 人間の 勤め は 一分 一 厘 も 問 違 はない 

やうに 勤めて ゐ らっしゃる んだ から、 そこ は 感心な の ね 。 

瀧 村 神 川 君 だって、 無 信仰の 點 では 僕に 劣り やしない さ。 

辰 江さん だ つ て あんまり 神信心 をす る 方で もな ささう だ 

し …… さう 云 へ ば、 藤： 田の 伯父 も隨分 無；：^ 心な 人 だ つ た 

が、 あ \ いふ 大病に 權 つたら どんな 氣持 になって るか 知 

ら。 僕 は あんなに 一 生 金の 事ば かり 考へ てゐた 人の 死 際 

の氣持 を、 當 人に 訊ねたかった の だが、 枕許へ 寄って 病 

人に 訊ねる 譯には 行かな か つたの でね。 

かれ 子 さあ • もう 歸り ませう。 藤 田から 呼びに 來た 時に 

誰れ も 宿に ゐ ないや うぢ やい けない から。 


瀧 村 ぢゃ、 お前と M 江さん だけで 先へ 歸る とい、。 おれ 

は祌川 君と も つ と 遊ん で 行く  一  J とに しょう。 

かれ 子 ぢゃ、 さう しませ 5。 …… 辰 江さん、 二 入で ボッ 

ボッ歸 り ませう ね。 

(かれ 子 立 上ろ。 辰 江 一お 躇 すろ。) 

辰 江 瀧 村さん の 無神論の 御講 釋 でも 久 振りに if いて、 も 

、「少し 此處で 休んで、 みんなで 一 しょに^る ことにしち 

やどう？ 

かれ 子 六ケ 敷い 理窟な んか ig いたって 詰らな いぢ やない 

の？ 

瀧 村 辰 江さん は、 いつまでも 僕 を sfilrfel だと 思って るん 

だから 可笑しい。 無神論の 理窟 を揑れ て あなた なんかに 

ffill させた の は 五 年 も 七 年 も 前の こと ぢ やない かな。 あ 

なた が 人 を 呪 ひ 殺さう とした 時分の ことなんだ。 

辰 江 神 川さん。 わたしが 呪 ひ 殺さう とした 人 は 本 If™ は 

村さん なんです よ。 (わざと 戯談 らしく 云 ふ) 

0H 本當 にさう なんだから 驚 くだらう。 (わざとら しい 峻 

厳な 額して ) その 時 僕が 無神論者で 靈魂 否定 主義者 だ つ 

たから こそ、 平氣で 祌經を も：^ まなかつ たの だが、 さう 

でなかったら、 辰 江さん の 呪 ひに I 惟って、 死なない まで 

も病氣 くら ゐ したに 違 ひな いんだ。 

祌川 (今 まて 沈ん てね；^ が、 この 話に ふと 與昧 ん- 起して ：- 


S5 の 心る ま-) 


r.T.i 


辰 江さん は 何の ためにお を 呪 はう としたん だね。 君 は ど 

の點 から も、 入に 呪 はれさうな 男お やない が。 

か：：： 子 何だか 詰らない お 話ね。 ほ 江さん は. 先き へ歸 るの 

はおい や？ 

111^ 江 歸 るの はい、 けど、 わたしの ことが 今 間 „i になって 

るんだ から、 ちょ つ と 此處が 離れられな い わ。 

か S 子 ぢゃ、 わたし； 人で 行つ ちゃう わ。 (か U 子 は 行き 

かけた が、 1:^ 江が 隨 いて 行かない のぐ、 道の 一端に 立留 

つて、 他の 入に は^ 係し ないやうな s?^: 度て、 わたりの 景 

色. yj. 眺めて. Q る。) 

瀧 村 それ は 何でもない 斑 由な のさ。 ある 年の 花時に、 市 

川 か 小金 井 か へ 四 五 人 連れで 遊びに 行く 約束 をして 辰 江 

さん も その 仲間の 一人で、 朝早く からお 扮飾 をして 辨當 

もこ しらへ て 待って ゐ たのに、 その 日に なって、 僕が う 

つかりして； 江さん の 0^ へだけ 誘 ひに 寄らな か つたの 

だ。 恨まれた 原因 は、 たしか それだけ なの だが、 女に 恨 

まれる の は 恐ろしい ものだね。 

！：^？江 (緊張して ねた 額 1^7 柑々 弛めて 安心した やう LL) だ 

つて、 何日 も 前から 樂み にして ゐて、 前の 晩に は 夜中 眠 

ら ないで 待って ゐ たもの を、 スッ ボカされ たんです もの。 

呪 ひ 殺しても 足りな い ほ ど 憎くなる の は あたり 前 ぢゃぁ 

りません か。 (廿 えた やう に云 ふ) 


神 川 しかし、 男 も そのく らゐな ことで^ はれち やた まら 

ない ね。 

辰 江 川さん にも 隨分 そんな 經驗が ありさう です わね。 

用心して ゐ らっしゃ いな。 

祌川 なに、 僕 なぞ は氣が 小さい から、 約束した こと はち 

やん と 守ります よ。 

辰 江 ぢゃ、 さっき 此處で わたしに 約. 5^ なすった こと も 確 

か に實 行な さるで せ うね 。 

祌川 (訝し さう に) あなたに 何 を 約束した のでせ う？ 

辰 江 あら、 もうお 忘れに なった の？ ひど いわわえ。 男 

つ て なぜ さう 忘れ つぼ いんで せう。 

礎 村 ぢゃ、 今度 は m 川 君が 呪 はれ るんだ ね。 お 地 藏樣の 

やうな 顏 して ゐ て も、 腹の 中 は 夜叉なん だ か らね。 

辰 江 (稍々 氣 色ばん て) それ は 誰の こと を 云って ゐらっ 

しゃる の？ 

瀧 村 一 般的 のこと なんです。 すべての 女 を さう だ と 云つ 

たら、 あなた も そのうちの i 入になる でせ うけれ ど。 

辰 江 ぢ やかね ちゃん も そのうちの 一人な のね。 あなたの 

奧樣も 夜叉 組の 一人な のね。 

01  一村 微笑して うな-つく。 神 川 何 の 氣な し に 笑 ふ。) 

辰 江 かねち やん。 あなた も 夜叉です つて、 よくって？ 

かれ 子 (振 返って〕 い k わ。 …… わたし 一 人で. -も 翳 つ 
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てよ。 

S ぢ や、，. わたし も ります わ。 

(座， か」 乂 つて、 二人て 出て 行く。) 

魔 村 宿へ 歸 つたって 返 IS たし、 歩く と 暑くな つてい や だ 

し。 も 少し 此處で 休んで 行かう か。 

神 川 あ. -。 

^||村 君 はさつ きから 馬鹿に 元氣 がない ね。 辰 江さん に 何 

の 約束 をした の だい。 

神 川 何も 約束なん かしない よ。 

00 さう か、 (少し 默 つてね て、 やがて sa 面目に) これで、 

伯父が 危篤の ま 、 で 、 どちら とも 極り が つ かな い やう だ 

と、 僕は歸 るに 歸られ ず、 困、 るんだ よ。 

神 川 僕た つ て 、 藤 田さん の 病氣 をよ く 見 け てから でな 

くち ゃ歸ら ない つもり だ。 

蔬衬 君 はさう まで、 伯父の iir 死に 身 を 入れる 義務 はない 

だら う。 

神 川 いや、 義務 はなく つても、 僕の 人 8!ら さう 思って 

るんだ。 僕 は 藤 田さん に は 非常にお 世話になつ てるんだ 

から。 

瀧 村 さう かた あ。 僕 はお 見舞の 義務 だけ 5!^ したら、 さつ 

さと 歸 りた いんだが、 …… 伯父と 云っても ワイフ の緣を 

引い てゐる だけ だから 人情が 起らない のか も 知れな い 


が、 ^^慾な老人が 一 人 死ぬ るの を、 大變な 事件の やうに、 

みんなが 騒いで るの が、 僕に は £1 鹿々 々しくって ならな 

いよ。 何とかの 注射 だ の 何とかの i!f たのと、 醫 者が 鹿 爪 

らしく やって ろの も g:: 駄な ことなん だからね〕 あしこ へ 

見舞に 行って ると、 高い 聲は 出せない し、 足音に も氣を 

つけなければ ならない から 窮屈で 爲樣 がない。 しかし、 

そんな こと を 云 はう ものなら、 ワイフ はじめ 親戚の 奴に 

叱られる から 默っ てるんだ が、 君 は 僕に M 感だ らう。 

神 川 しかし、 親 力で あれ だけの 資產 をつ くった 人が、 不 

斷は 丈夫 だ つたのに、 突然の 病氣で 死ぬ る の は氣の 雍だ 

からね。 造 族に 對 しても 同情が 起る の は 當然ぢ やない 

か。 いくら 资産が あつ て も 命を貿 ふ ことが 出來 ない の 

だから、 人間 は 墓ない ものだね。 

ff 人間の 墓ない こと は、 知人の 死んだ 時にはお K ひに 

感じて ゐ るが、 ぁの病床に寄って來てる^！^；は、 「墓な さ」 

と 「おいた はし さ」 を 感じる 外に、 産の こと を考 へて 

ゐ ますね。 それから！^ ちゃんの こと も考 へて ゐる わ。 

祌川 (心の 動 搖，. ^ 相手 に 見せまい としながら) それ は 無 

論 さ うだらう。 後 をう まく 處理 しなければ ならな い 義務 

も ある だら うからね.」 君 だ つ て考 へ てる だら う。 

瀧 村 多少 は考 へ てるが、 僕 は 實菜ゃ 金の 處 分に ついては 

極め て不 手なん でね。 僕の 云 ふ こと なぞ は 藤 田家の 述 
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中には 用 ひられ はすまい よ" しかし、 钩 ちゃんの 身の上 

について は、 £ ひられる か、 用 ひられな いかに 關はら な 

いで、 僕に 多少の 考 へが あるんだ〕 

神 川 それ はどうい ふ考 へなん だ。 (何氣 ない 風て 訊く) 

0  に は隱す 必要 は あるまい がね" ：：： 駒ち やん を 鋭 

吉 S が 非 (S に^んで ゐて、 伯父に 承諾 させよう として ゐ 

たの を、 伯父 はな かくうん と 云はなかった の だが、 死 

んだ あとで は、 それが 鋭告 君の 幸 ひで、 案外 望みが 達せ 

られ るか も 知れな いんだ。 あの 娘に は 傍の 者の 勸めを 斥 

けて.！：： 分で 夫 を 撰" ふつ てこと は 出來さ うぢ や ないか ら 

れ。 …… しかし、 僕 はどう も iS もやん を ant おに ：1 はせ 

るの がいや なんでね。 ワイフ は あの 二人の 結婚 をい、 こ 

とに して るんだ から、 撲も 上べ は s: 意して るんだ が、 腹 

の 中で はた まらな く い やなんだ 。 

1! 川 (胸の， ば^ プゃ 鎮め \、) なぜい やなの だ？ 鋭吉 さん 

は 駒 子さん の お 婿さん になる 價値 がな い と 云 ふ の かね。 

そんな こと はどうで もい &ん だが ね。 …… あの 娘 は 

初 僕との ii に 緣談が あ つ たの を、 僕の 家が贫 乏な ため 

に、 怕 父に-嫌 はれて 成立たなかった の だ、、 この 事 は 今 は 

じめ て^に 打明け るんだ が、 辰 江さん だけ は 知つ てる si^ 

なの だ 。舉 の 當座は どう でもい k と 思って、 執念深く 拘 

は る 1!^ はなし に 、 今の 妻と 無雜 作な 結婚 をした の だが、 


n 分ながら 不思議な も の だ。 僕の あの 時の 緣！^ に 邪魔 を 

した 伯父が 急に 死ん で 邪魔が 無くな るの かと 思 ふと、 未 

練く さ ぃ氣 持が 腹の 中に 湧 いて 來 るの だから 不思議 だ。 

も 1 一三 年 結婚 を延 しとけば よかった と、 昨夕 伯父の 病 

床 を 親いた 時から 考 へ られ てなら な い よ。 …… は 馬鹿 

だと 思 つ て 笑 ふだら うが 、 人間に は さう い ふ氣 持が ある 

ん だから 爲 方がない ね。 

祌川 しかし、 君 は 今 平和な 幸 躍な 家庭 を 持って るん たか 

らい \ぢ やない か。 

？ぼ村 それ は、 今まで は 幸福で なくっても、 不幸で もなか 

つた。 自分の 結婚 を 不幸 だと 思 つたこ ともな か つ たが 、 

今日に なつ て、 しまった こと をした と 思 はれて ならない 

んだ。 こんな こと を 誰れ に 話した つ て眞 面目に 聞いて e,*;" 

れる もの はない から、 君に でも 話して いくらか 欝憤 を！" 

ら さう とする 譯 なの さ。 

神 川 馬鹿にし てら あ。 (苦笑して) 

瀧衬 馬鹿げた こと さ。 しかし、 僕 自身が 腹の 中で さう 感 

じて るんだ から 爲 方がない さ。 この 結 s 木 は ど う な る か 

な。 第三者と して 君に も豫想 は出來 まいね。 

神 川 さあ、 神樣 でな くつち や 分らない つて 云ふ譯 だね。 

…… 僕 も 今 日 は、 辰 江さん と 君と から 變な こと を 聞かさ 

れ たよ。 僕 はお 地 藏樣ぢ やない から、 變な こと を 聞かさ 
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れて無 感覺ぢ や ゐられ ない よ。 

鹿衬 辰 江さん から 變な こと を if かされた つて。 さっき、 

僕が 上へ 上って た 間に か。 

祌川 あ k …… それ は？ 5 に は 秘密 だ。 

離村 まさか、 あの人が „s を 何とか 思って るの ぢゃ ある ま 

いしな。 

神 川 兎に； £、 山 を 下りよう。 

(神 川 は 相手： ，1 關 にず 歩き. たし v^、 「おい 行かな い の 

か」 と、 振 返って 促してから 姿.^ 消す。 

(瀧 村 はべ ンチの 上へ のび/人と 仰 S けに， おころ ぶ。 

ふと、 下の 方， 見お ろして、 また ころぶ。) 

(辰 江が 入って 入ろ。 忍び足て 流 村の 側へ 寄って 行く。 

ふと、 それ に 目.^ つけた 蔬村は 愕然として 担 上ろ。 我 

知らず 警戒す ろ やうな 態度ん すろ。) 

辰 江 そんなに 驚かな くっても よ 御座ん すよ。 化物が あな 

たの 前へ 姿 を 現 は したの ぢ やない で せう。 

( 皮肉 に 云 ふ。 顔 付 はさつ き fs リ も 險し い 。 ■ - 

瀧 村 いや、 僕に は、 辰 江さん の 姿 を 借りた 化物が そこへ 

来た やうで 氣 昧が惡 いね。 あなた はどうして 一 人で 戻つ 

て來 たんです？ 

展江 ベ ンチの 側へ 忘れ物 をした と 云って 後戻り をした の 

です。 


0^.  f もた.： T  、見廻して ) そんな も の はな いぢ やない か 

辰 江 わたしの 亡 I れ物は 品物 ぢ やない のよ。 …… あなたに 

一 言 云 ひ 忘れた ことがあ るんで す。 

瀧 村 あ \ 呪 ひの 一件な のか。 (微笑して 輕く云 ふ) つい 口 

が -U つて 濟 まない こと をし ましたね。 しかし、 神 川 なぞ 

にや 氣 がっき やしま せんよ。 

辰 江 あなた は已 惚れが 强 いから、 わたしが 今でも あの 時 

分の こと を棂に 持つ てゐ ると 思つ てゐ らっしゃる のね。 

わたし、 今 は あの 頃の 辰江ぢ やありません よ。 自慢 ぢゃ 

ない けれど、 今の わたしの お腹の 中 は そり や 奇麗な もの 

よ， - 第：、 いやな 思 ひ を 心に 持って ゐれ ば、 あなた 達と 

一 しょに 病人の 見舞に 来たり、 同 じ 宿に 泊ったり なんか 

出 架な ぃ譯ぢ やありません か。 

蔬衬 (少しし. ^れて 〕 己 惚れが 强 いと 云 はれ \は 一 言 も 

ない ね。 實の ところ、 僕 は あなたに 街して は、 いつも 煙 

つたい 思 ひ をして ゐ るんで、 つい 照れ 隱 しに， あんな 毒 

口 を 利 い たりす る ん です よ 。 …… 此處 で 正 K にあな たに 

云つ ちまって もい \ が、 僕 はこの は 結婚 をつ くぐ 後 

悔して ゐる。 理由 もない のに 離緣 は出來 ないから、 愚！； 

禺 ii で B を暮し てるんだ が、 本當 なら 獨身 でゐれ ばよ か 

つたので すね。 

辰 江 (感偽 的に) 今 あなたが そんな こと を 仰 有っても、 
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わたしに は 何の 足しに もな り やしない わ。 かねち やん は 

！^愛が つ てお 上げなさい ね。 昨夕から わたし 勘づ いて ゐ 

たんです よ。 あなたが かね ちゃんに 對し て 結婚 當 時の や 

うな 情愛 を 持 つて ゐな いこと を) ；… それ で わ たし も 恐 

ろしくな つたの？ 

瀧 村 あなた は 、 あの 時の 決心 を續け て、 いつ ま でも 獨 身 

を 守って る だけあって 恐ろしい ね。 探偵 以上に、 神の や 

うに 僕の 腹の 中 を 親いて 見る から 怖い よ。 僕 は祌を 信じ 

な い か はりに、 辰 江さん だけ は 生きて る 神の やう に 思 は 

れて、 あなたが 生きて る 間 は、 枕 を 高う して 眠られない 

やうに 思 はれて ならな いんだ。 面相が 變 つて、 語調 も 入 

間 離れが したやう L:) 

辰 江 世間の 人 は みんなお 人よ しのせ ゐ だか、 片 つぼの 目 

が 死んで ゐ るせ ゐ だか、 あなたの 本性 を 知らないん だか 

ら可 笑く つ てなら な い 。 あなた を 世事に 竦い 半： 物學の 硏 

究.^ で、 それ も 古い/ \ 大昔の 生物 を コ ッ く 研究し て 

新し い 錢兑 をしょう として る 人 の やうに 思って る ん. た か 

ら、 わたし： H- 笑し くて ならない の？ 本當の あなたが こ 

れ までに した 惡ゃ 陰謀の 片 つばし でも 知 つてる の は、 

わたしば かりなん でせ うから。 (惡 8^ 的の 笑 ひ 1^ 浮べて 云 

ふ。 面相 も 女性の 1^ しさ 1$- すべて 失った やうになる) 二 

三年 あなたの 側に ゐる かねち やんで さへ、 本當の あなた 


をち つ とも 知らな い ん です も の 0 

瀧 村 僕に 陰謀が あるんだ つて？ うそ を 云つ ちゃい けな 

いよ。 陰謀 は あなたの 方 かも 知れない ね。 あの 時 僕と 

ちゃんと の 緣談を 伯父が 承知し なか つた 一 つの 原因 は 、 

あなたの 忠告の せゐだ つ たか も 知れな いんだ からね： し 

かし、 僕 は 毛頭 それ を 恨んで やしないんで すよ。 ちゃ 

んを あの 時 それほどに 思って やしな かったん だから。 

辰 江 それ は あなたの 邪推です。 その 證據に はかね ちゃん 

との 結婚に わたし 針の 先 ほどの 妨害 を もしな かつ たぢ や 

ありま せんか。 •：： あなた は 研究室に 身體を 置いて ゐて 

も、 あなたの 魂 は、 そこの 窓から 飛 出して、 他人の 幸福 

の 妨害 をす るた めに、 方々 を 見て 廻って るんだ わ。 伯父 

さん の 急病 だ つ て あなた の 所爲 かも 知れな いの？ 

Sf 村 さう いふ 力が 僕の 身 體に備 はって ゐれ ばね。 ••：.. 僕 

は 何年 もさう い ふ 力 を 望んで ゐ たの だけれ ど、 サッ パリ 

駄目です よ。 昔の 生物が 有つ てゐ なかった 智 震 や 力 は 僕 

にもな さ.. - うだ。  しかし、 女の あたまに はさう いふ 

力が あるの かも 知れない な。 だから 僕 は 怖い よ。 僕の 運 

命 の 糸 は あなた の 手に ti ら れてゐ るの かも 知れな い 。 

辰 江 (醜い 泣 額.^ して) だって、 あなた はわた しの 一生 

を 峯： なしにし たの ぢ やありません か。 わたしが 弱く つ 

て、 世間の 女の やうに 表立った 復 ま1 の出來 ない の をい & 
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ことにして。 

譴村 あんな ことくら ゐ で臺な し に なる もなら ん もな い ぢ 

やない かね。 あなたに も 似合 はない。 二人の 事 は 世間に 

知れて ゐ やしな い ん だから、 なぜ 早く 結婚 をし ない ん で 

す。 神 川に でも 求婚したら どうです？ 僕 等が 仲介 人に 

なっても い 、ね" 

展江 馬鹿 仰 有い。 わたし は、 男と いふ 者 を 信じち やなら 

ない こと を あなたに 敎は つ てるん ぢ やありません か。 

瀧 村 信じなければ 結婚が 出來 ない つ て こと は あるまい。 

男と 女と 一 しょになる のに 信じる 信じない が 問題になる 

の は、 僕に は 昔から 分らない 理窟た。 … . それに、 神 川 

は 詩人 ゃ小說 家の やうに 愛と か戀 とか をし よつ ちう 考へ 

てる 男らし い から、 丁度 あなたのお 相手に は い \ でせ う。 

瀧 江 あなたに は 分らない の？ 祌 川さん は！^ 子さん を 熱 

心に 慕つ てるん ぢ やありません か。 わたし 此 間から 勘付 

い てるの？ 見舞に 來 たの もさう した 心が あるた めぢゃ 

ない の。 

瀧 村 神 川が 駒 ちゃんに 惚れて るんだ つて？ さう と は 知 

ら なかった。 ァ 、、 おれ は 馬鹿 だ/ \" 

辰 江 どうしたの？ 子さん を鋭吉 さんに 押しつけよう 

と 、 .5 めな たが 企んで ゐた の を 後悔し たん です か、 - 

MH な あに、 さう でもない。 


(「ォ -ィ」 と、 下から 祌 川の 呼ぶ！^ が 問える。) 

瀧 村 さっき S あ を 連れて 山 を， おいてた 時に、 神 川の 奴、 

あんな 聲で 頻りに 呼んで やが つ たが 、 f ^ あは 聞え な い 振 

りして、 二人で もつ と 遊ん で 行き ま せう と 云って ゐ たよ。 

あなた はさう 云 はない かね。 

辰 江 かね ちゃんと はちがつて、 わたしが 此 處にゐ たって 

柔 しい 話が 聞かれる のぢ やない し、 下へ 下り ませう。 …… 

下界へ 下りて、 みんなの 中へ 行く までに、 た t 一言 云つ 

て 置きます わ 。 忘れな いやう に 覺ぇ てゐ らっしゃい。 わ 

たし は あなた を 呪 ひもし ないし、 .^Q なた に 祟らう とも S わ 

つ てゐ ないから、 それ は 安心して ゐ てい、 のよ。 だけど、 

あなたの する こと だけ は、 わたしの 目の 光って るう ち は 

見の がさない つもりな の。 あなたが、 闇の 中で V も、 鍵 

を 掛けた 部屋の 中 で^も、 何 をして ゐて も、 わたしの nn 

が何處 からか、 それ を 見て るって こと をよ く覺 えて ゐら 

つし やい。  さあ 行き ませう。 

(辰 江スタ くと 山，^ 下ろ。 siwK 々として いて 行 

く C) 

二 

宿屋の 一室。 四 人が 一 つ 部屋に 泊って むろの て ある。 

晚 愛の すんだ 後。 祌川 は、 ビ -か錢 などの ま；，： 匿 かれ 


51 《の 心ろ あ 


て あろ 食卑 に， M つて 手紙， 香いて ねろ。 蔬何は 草.^ 

吹かしながら 夕刊ん- s^. んて ねる。 か U 子 は 端近く 出て 

外の 夕暮れ.^ 見て わる。 辰 江 は 古い ァ ケビ の手提 行李 

から^？織^^出しズ着ながら、 Si 上りの テ 力く した 額 

1^ 向けて。 

辰 江 ぢゃ、 かわち やん はいらつ しゃらない？ 

かれ 子 ぇ&。 行きたくない わ。 山登りで 足が 疲れて るか 

ら G 

辰 江 ぢゃ、 わたし 一 人で 行って 來 てよ。 貢物 だけして 直 

ぐに 歸 つて 來る わ。 

(みんなに ?i しヾ 出て 行く。 瀧衬は 横目て そ 一り らん 

见，、- ニヤ リと It 笑 ひ .^ia ベ る。」 

かれ 子 伯父さんの 病 無が 極り がっかない やうなら、 わた 

し 達 は 終 列难で も 一 先づ お へ 引上げち やどう？ 別 

莊の 方へ 行って ゐても 邪魔になる やうで 居づ らいし、 此 

處にゐ て も 何だか 不愉快に 思 はれて ならない わ。 (力の な 

い^て 云 ふ) 

湖村 伯父が 極り が つかない と、 東京 へ 歸 つ た つ て 不愉快 

だよ。 まあ、 も 少し 辛抱し といでよ。 

神 川 (^1 ^棚いて 頭 ザ 持 h げて) 僕 や 辰 江さん が あなた 

の 家庭 へ ^^人し てゐる やうで は い け ませ んね。 部屋が 空 

いてる と、 外へ 移る とい、 ん だが、 僕と あの人と 一 つ 部 


屋に 泊る 譯には 行きません し、 闲 りました ね。 

子 あら、 あなたが 邪魔 だなん て、 さう いふ 意味に お 

板り になつ ちゃ 闲り ます わ。 (極リ 惡 さう に 云 ふ ) 

瀧 村 かう いふ 旅行 も變 つて、 面白 いんだが、 僕 等よりも 

神 川 君が 迷惑 だら う。 

神 川 いや、 僕 は 構 はない がわ。 しかし、 今夜 は 僕 だけ は 

別莊の 方へ 行つ て、 -M 關にゐ て 夜番で もさせて 貰 はう。 

病人の 樣 子が變 つた 時に、 こちらへ 知らせる 使く らゐに 

はなって もい  >- から。 

か-:^ 子 どうしてです？ あなたに 行かれち ゃ闲 ります 

わ。 わたし、 先つ きから 辰 江さん が 怖い やうなん です も 

の。 辰 江さん とわたし 達と 三人き りで 此處に 泊つ てられ 

やしま せんよ。 

神 川 ぢゃ、 わたしが 安全瓣に な るんで す.； r い \ 役ぢゃ 

ありま せんね。 

かれ 子 (よく 考へる 風て) 神 川さん はさう 思 ひな さらな 

くって？ 辰 江さん は 山 を 1^ りた 時分から、 餘程樣 子が 

變 つた やうに、 わたしに は 思 はれて ならな いんです けど、 

さ うぢ やな いんで せう か。 

神 川 さあ。 僕は氣 がっきません が、 どう 變 つたんで せう？ 

か U 子 どうって、 言；^ で ハツ キリ は 云 はれま せんけれ 

ど。 … . あの人の わたし を 見る HI 付が 違って 来た やうに 
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も 思 はれます ね" それで、 わたし 達の 方 を 見ち や 神 川 さ 

ん の 方を兒 てるのが、 何 か 合圖を し て ゐる やうに 思 はれ 

るんで す。 

神 川 へえ。 それ はなな たの 氣 のせ ゐで すよ。 

か：！； 子 知らない 人が 見たら、 あなたと 辰 江さん の 間に 何 

か 深い 譯が ありさう に 思 ふか も 知れません わ。 

It 川 (不快ら しい 親して 苦笑し て〕 これ は 驚いた" …… 

だから 僕 一 人ぢゃ あの人と 一 しょに. 歩け ません ね。 僕 は 

まだ 結婚 前 だから、 詰らな い 誤解 をされ ちゃ 迷惑し ます 

からね。 

かれ 子 外の 方と はどう だか 知りません けど、 辰 江さん と 

あなたと は 何でもな いこと は、 わたし 達が よく 存じて ま 

すから 安心して ゐ らっしゃい。 それに 辰 江さん は、 あの 

年？ i になる まで、 男に 對 して いやらしい 考へは 少しも 持 

たないで 生きて 來 たんです からね。 だから、 昨夕の やう 

に、 みんなで 枕 を 摘へ て 寢ても あの人 は平氣 なんです。 

神 川 二十 五六に もなる までに、 色 も戀も 知らなかった 女 

が あるんで すかね。 少し 信. せられません ね。 

かれ 子 でも、 あの人 はさう らし かつ た の です よ。 だか 

ら、 辰 江さん は 心が 奇麗で い 、と、 わたし 不斷 から 感心 

して ゐ たのです けど、 今日は さう 田 3 へ なくなりました。 

あの 目が 氣 味が 惡 くな つ た ：： です。 不^と 異っ た 話 をし 


てる 譯ぢ やない けれど、 あの人の 聲の 調 t 寸が 不斷 とちが 

つて、 わたし を 脅か してな りません の。 (心から 恐怖ん 感 

じて ねる 風に 云 ふ) 

ま衬 そんな 下らない 話 は 止せよ。 

か.： J 子 (氣 色ばん て〕 下らなかない わよ。 …… さっきお 

夕 i を 食べ た 時に、 辰 江さん は、 伯父さんが 死んだら、 

親類のう ちで も 遣產を い くら か頒け て 貰 へ て 得 をす る 者 

が あると 云った でせ う。 あれ はわた し 達に 當て つけて 云 

つたんで す" あなた は 神經が 鈍い から 當て つけられても 

感じない のね。 

瀧 村 遣 逢 を頒 けて K へれば 結構 だが、 生憎. おれ 達 は、 藤 

田家 の 身内 のうち で は 無勢 力なんだ から 駄 HT たな。 

か U 干 わたしが 不斷 伯父 さん に联 入つ て ゐな かった か 

ら 、 遣 言 狀に利 g になる - J と を 書 いとい て 貰 へない と、 

わたし を 責め るんで すね。 ：： 神 川さん、 籠 村 は 見 け 

に よ らな い 剛愁な 男なん です ね。 

r 神 川 は 呆れた 態度て、 目.^ 外して 照 草！.！ 火.^ 點 ける。 

Si 村 も 采れ てね ろ やう Li^.^- 見ろ。) 

瀧 村 (强 ひて 笑 ひん. - 浮べて〕 おれの 剛愁な こと は 祌川君 

はよ く 御存じ だが、 お前 は 今 & はどう かして ゐ るね" 伯 

父.. -病氣 を あんまり 苦にし 過ぎた、 めに、 頭が 疲れたの 

だね。 ァ ダリン でも 買 つ て來 させ て飮ん で 早く 寢る と い 


か) 心る お  r,8i 


いんだ。 

神 川 それよりも みんなで 散歩に 出よう， ちゃない か" 僕 も 

小 ノし咬 過ぎた やう だから 散歩した くな つた。 (手紙ん、 封に 

入； t て.：^ 名，^ 書. V  、かけろ) 

か i 子 赛 間 あんな に 苦し い 思 ひ をし て 山登り をし て 疲れ 

てゐ るのに、 散歩 なぞ 出来る も のです か。 

0 山へ 登 つ た S- はお 前 は 面白が つて ゐたぢ やない か。 

…… 辰、 江さん とお 前と ； しょに 歸 りかけ た 時に、 あの人、 

から 何 か かされた のぢ やない のか。 

か U 子 ないしょで ^ かされて 惡 ゐ ことがあ るの？。 わた 

しあの 時 は 何も 異 つたこと を 問 かさり やしない わ" 

0 あの人 も们 父の Is を氣 にして るせ ゐか、 云 ふこと 

が變 なの だよ" 何 を 云っても 眞に 受けち やい けない よ。 

か i 子 辰 江さん が 何で 伯父さん の 生死 を氣遣 つ て ゐるも 

のです か。 わたし だって、 伯父さん のこと なぞ は 何とも 

思って やしない わ。 あなた だって さう でせ う。 駒ち やん 

くら ゐな もの です よ、 病人の こと を 心から 氣 遣つ てる 人 

§ だ つ て、 お K ひ にわ ざく 此& まで 來 たんだから ね。 

知らせ を 聞いた 時には、 お前 も 顔の 色を變 へて ゐたぢ や 

ないか。 

か U; 十 わたし、 自分が どんな 顔した か 見た ことが ないか 


ら覺 えち ゃゐ ません。 自分が 口の 先で 何 を 云った かも 覺 

えち ゃゐ ません。 わたしの 知って るの は、 辰 江さん の顏 

だけな の。 あの人の 聲 だけな の。 それが わたしに は 怖く 

なつ てなら な いんです e 

00  (持餘 したやう に〕 お前 は 夢を見て ろ や、 つな こと を 

云って る。 

(神 川に 他の 二人の 話ん、 耳に 人れ ない 風，^ して、 超然 

と した 態度て 手紙 書 終ろ。 ) 

神 川 誰れ も 散歩に 出ない のなら 僕 だけ、 手紙 を 入れに 行 

つて 来よう。 (Ig 言の やうに さう 云って、 手跌^ 持って 出 

て 行く) 

(かれ 子、 夫の 側へ 近寄る。 瀧 村 は 思 はず 後返リ にす 

る氣 味。) 

00 お前が 是非 歸り たいと 思 ふの なら、 終列車で 歸 つて 

もい ぷ" 

かれ 子 あなた も 辰 江さん が 怖くな つたの ね。 . … でも 男 

のく せに あの 人 を 怖が つ て 逃げ るなん て 卑怯ち や ありま 

せんか。 わたし だって、 あの 入 を 恐れて 逃 出した やうに 

思 はれて、 あとで 二人に 嗤れ るの はい やです。 辰 江さん 

なん ぞに後 指 を 差される や、 「な - J と を、 わたしした 覺ぇ 

はな いんです から，. - 

瀧 村 だって、 今お 前 は 終列車で 歸 りたい なんて、 自分で 
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云 つ て ゐたぢ やな いか。 …… お前 は 今夜 はどう か し てゐ 

るよ。 

かれ 子 薄 ボン ャリ なわた しも、 今 H は：： Z が 醒めた のか も 

知れない の。 あなたが 本心から 伯父さんの 遣產を 狙つ て 

る こと も、 今日はよ く 分つ たんです。 今まで は戯談 半分 

に 云つ てゐ らっしゃる のかと 思つ てゐ たの だけ ビ、 あれ 

は 眞劍だ つたの ね。 あな たが わざ く 見舞 に來て 先方の 

御機嫌 を K つたの も、 眞心 は微歷 もな くつ て愁 一 方の 考 

へだった のね。 

00  (當 惑しながら) それ はおれ. たって、 年中 貧乏して、 

專 門の 研究に も 不便 を 感じ てるんだ から、 金が 慾し くな 

いこと はない さ。 しかし、 お前 だって 伯父の 財産の 事 は 

よ く 話し て ゐた. ぢ や な い か 。伯父が 學問 に 理解が あ つて、 

おれの 研究の ために 多少で 補^し て 吳れ 、ばい、 と、 た 

び/ \ さう 云つ てゐ た；： 'やない か。 

か：：；！ 子 わたし、 馬鹿だった から、 あなた をえ らい 入に す 

るた めに は、 どんな 事で もしょうと 思って ゐ ました。 あ 

る 日伯 父の 部屋へ 御機嫌 何 ひに 行った 時に、 伯父に 臃醉 

藥 でも 嗅がせて、 金庫の 鍵 を 盗んで、 大金 を 浚って 来た 

いと、 大 それた 惡事を 夢の やうに 考 へて たこと もあった 

のです。 ：.：• わたしの 方で それほどに 思って ゐて も、 あ 

なた はわた し を 御 自分 の 出世 の 道具 に 使 はう と 思 つて ゐ 


ただけ で、 はじめから わたしに 對し て 眞心 は 少しも 持つ 

て ゐ なか つたの ぢ や あり ません か。 

應村 今日に なつ て そんな こと を 云つ て おれ を 苦しめる の 

は W 笑し い。 辰， 江さん が おれ だち 二人の 間を氣 まづ くさ 

せる ため に、 お前に 何か餘 計な 入智 慧 をした の， ちゃない 

か。 老 孃は 嫉妬 や 邪推が 深く つてい けない よ。 今度 一 

しょに 來て 一 しょに 寢起 きをす るの がいけ なかった の だ 

な。 

あなた は、 今 B 山 を. ト りてから は 辰 江さん に氣 兼 

ね を し て ゐる のね。 あ の 入 はわた し に入智 蒙なん ぞ明 ら 

さまに しな い の だけれ ど、 あなた は 胸の 中に 弱味が ある 

から、 それが 氣 になって ならな いんで せう。 わたし、 心 

の y が 開 い てから は 、 言： #1^ で 云 つ て 聞か されな く つたつ 

て、 顔 付 や、 素！ り だけで、 あなた や 辰 江さん の 本心が 

分 るんで す。 

mH  (苦笑しながら) 顔 付 や 素； り だけで 人の 本心が 分 

る やうに なったら、 世の中 は 恐ろしくな るね。 女と いふ 

女が みんな そんな 風に な つ たら、 は 往生 だり 

^a^ そんな こと を 云って 誤魔化し たって 駄目よ。 ：… 

さあ 白狀 なさい。 

(かひ 子 は 夫の M へ躏リ 寄ろ。 今にも 胸 八：： .，^31 みか、 

りさうな 權 幕。) 


1^ の, t 、る あ 


r'8 さ 


ffiw  (： 水氣 に 取られて) 白 狀 をす るって 何 を 白狀す るん 

だ。 狐に 抓 まれて る やうで、 何の こと やら おれに はサッ 

パ リ 分らない よ。 

か：^ 子 I たは 神 川さん なぞの 前で、 わたしに 恥 を 逢せ 

ようとす るんで す。 

伯父が 危篤た つてい ふ 篚 報で、 いそいで 飛んで 来た 

のぢ やない か。 餘 計な こと を考 へる 暇が ある もの か 0( 廊 

下の 方ん. 願み て) オイ。 辰 江さん が歸っ て 来る やう だせ。 

あの 足音 はさ. つらし い。 

(か 子 は 俄に 態度，^ 和らげて 夫の 側，^ 離れる。〕 

あの 女の 前で 泣つ 面 を 3^ せち や、 それ こそ おれ 達の 

恥ぢ やない か。 

： 二人 は 何；， 讽 ない 樣 して 哲く默 つてね ろ。 誰れ も 入 

つて 來な かった の <。) 

灕衬 ！を 底して 濱の 方へ でも 行つ て 見ち やどう だい。 

此方 へ 來た次 手に うんと 潮風 を つ て 行かう ぢ や な い 

か。 

(さ- r- 云って 離村が. _ 仏 上って、 襖.,^ 開けて 出掛る と、 

か U 子 もお となし く隨 いて 行く。  二人の 姿 か 見えな く 

なろ と、 辰 江 は ite の 方から クタと 入って 來て、 部屋へ 

ト つて、 あ n リん见 廻し.；，： が、 ふと、 か U 子の 手提袋 

1^ 见っ ると、 憎さげ に それ ^仅 つて 投げつ ける。 一 


度て 飽 足らない て、 i  一  ^取って 投げ f* うとして ねる 

とこる へ 、神 川が 入って 來 たの， て、 極リの 惡ぃ樣 子て。) 

辰 江 あなた は 何處へ 行って いらし つたの？ 

神 川 息拔き に ちょっと そこまで 出て ゐ たんです。 何故 だ 

か 二人の 間の 形勢が 不穩 なやう だった から、 僕は氣 をき 

かせて 座 を 外したん です が、 もう 仲直りが 出来た のか、 

„ 一人 はお 揃 ひで 何處 かへ 出て 行き ましたよ。 僕 は 廊下で 

ぶ つ つかり さう だ つたの を、 わざと 蔭 へ 隱れて 見 つ て 

ゐ たの です が、 あの 一 一人 も 言合 ひ をしたり 哩み合 ひ をし 

たりす る ことがあ るんで すかね。 あの 夫婦 は 平々 凡々 に 

穩 かな 家庭 を樂ん でる の だとば かり 思つ てゐ たのに、 不 

思議です ね。 

辰 江 あなた は 摘 身 だから、 夫婦仲の こと はお 分りに なら 

ない のね。 (いつの にか 行儀，^  く 坐 直して 澄した 額.^ し 

て) 二人が 何のた めに 棘々 して ゐた のか、 あなたに はお ふ 

しがっかな くって？ 

神 川 多少 察しが つい たれば こ そ 不思議に 思 はれ るんで 

す。 ( ニヤ/ \ 笑 ひ.. 浮べて) あなた も 獨 身 だか. つ 夫婦仲 

のこと はよ く 分らない のぢ やない かな。 

辰 江 仰 有る 通りよ。 でも、 さっきの 二人の 様子 は、 わた 

し、 あしこに 立って よく 見て ゐ ましたの よ 0 ひ おの 片隅.，^ 

指差して) 話聲は ハ ッ キリ ffl えなかった けれど、 樣子を 
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よく 見る と、 大抵 は 察しが ついた のです。 

祌川 あなた もなかく 好奇心が 強いんで すね。 人が 惡ぃ 

な。 尤も 妻 若 は あなた を 煙った がって る やうです ね。 

辰 江 さう でせ うと も。 わたし、 かね ちゃんに 魔法 を け 

たんです もの。 (得意ら しく 云って) 今日 山の 上で お話し 

たやう に、 あの 二人 は 伯父が 亡くなつ て^ちゃん が 一 人 

ぼつち になる の をい 、幸に して、 駒ち やん を 抱 込んで 自 

分の 都合の い.. - やうに しょうと 企んで るんで す。 同じ こ 

と を 云 ふやう だけど、 あなた は、 駒ち やん を 大切に 思つ 

てゐ らっしゃる のなら、 よく 警戒な さら なきや いけ ませ 

んょ。 山 を 下りた あとで 藤 田の 別莊へ 害った 時に も、 あ 

の 一 一人 は 駒ち やん を 別室 へ 呼んで、 何だか ひそく 話 を 

して ゐ たでせ う OSS ちゃん も 心細が つ てる 時なん だから、 

親切ら しいうまい 口に は 直ぐに 動か される ん です。 あな 

たは、 藤 田へ 行った 時には なぜい つも 鹿爪らしく 構へ て 

ばかり ゐら つして、 钩 ちゃんと 打 解けた 話 をす る 機會を 

つくらう と はなさらない の。 傍で 見て ゐ ると 齒痒 いぢ や 

あり ません か。 •：：. あなた は なぜ 早く 駒ち や んを 御自身 

の 者に してお しま ひな さらな いの？ 女と い ふ 者 はいく 

ら 心の中で 思って ゐて も、 男の 方から 胸の 中 を 開けて 近 

寄つ て來 ないかぎ り は、 自分から 進んで どうす る こと も 

出來 ない ものな のよ。 それに ちゃん は 今時の 女と ちが 


つたと ころが あるんで すから。 

神 川 辰 江さん はい や に 僕 を：； S て るから 氣 味が 惡 い な。 

辰 江 あら、 あなた を：. 1 てたり なん ぞ しません よ。 わたし 

誠意 を もって 云って るんで すわ。 今夜で も あなたが！^ ち 

やん におぬ" ひになる 氣が あるの なら、 わたし 钩 ちゃん を 

誘 出して 會 せて 上げます よ。 あなた もお 腹の なかで ャキ 

モキして ばかり ゐ ないで、 男らしく 實 行なす つ ち や ど 

う？ 瀧 村の やうな 平凡ら しい、 あなたの に は 平凡な 

堅人に 見えて る 男で さへ、 隨分思 切った こと をして ゐる 

ん です もの、 あなたが 因循に してる つて 法 はない のよ。… 

:. 今夜お 見舞に 行った 時に、 わたし^ち やん をお 庭の 四 

阿へ 連 出します から、 あなた は そこで あの人に ぉ會 ひな 

さいな C 

II 川 だって、 今 は詢 ちゃん も 遊びに 出る 餘裕 はないで せ 

辰 江 遊ぶ 餘裕 はなく つても、 かう いふ 時に こそ 心底から 

人 を 手 賴る氣 になる ものよ。 …… 何事 もない 不斷の 時よ 

り も、 明日の 生命 も 分らない 病人 を 後に 脊負っ てる やう 

な 時に、 却つ て 戀の滔 が 燃える もの ぢ やないで せう か。 

…； 經驗 のない わたしに は 分らない けれど。 

(さう ニムって 辰 江 は、 今 まて 見て ねた 相手の^から 目 

^外ら しズ、 空想， ^描いて. Q ろ。 祌川も 辰 江の 言葉 に 
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次 Ji^ に^かされて 空想，^ 描いて ねろ。) 

0^ わたし 達が^ 子さん を 呼 出さなければ、 瀧 村が あの 

人 を ran へ 連れて行きます よ。 ^ちゃん を 瀧 村の 爪で 引 

播 かさせて、 あなた は 平氣で 見て ゐ らっしゃ るお つも 

り？ … ： これ はわた しだけ が 知 つてる こ となん です けれ 

ど、 村 はは じめ 熱心 に iS; ちゃん を戀し てゐ たの です。 

八 諦めて ゐ ないか も 知れません よ。 ちゃんの 方で は 

何とも 思って やしないん です けれど。 

神 川 そのこと は 山の 上で 瀧 村 .ZI: 身が 僕に 打明けました 

よ." 

辰 江 さう でした か …； だから、 なほ 更油斷 が出來 ません 

わ。 かねち やん はさつ き 愚圖々 々云って ゐ たの も 瀧 村が 

外の 女 を 思つ てること が 分った からな のです。 

神 川 は 瀧 村に は 長く 交際して ゐ るの だが、 あの 男の 本 

心が 今まで 分らなかった のかな。 (暗然と して 考 へ 込む) 

辰 江 (强 ひて 無 邪； らしく 笑って) 駒ち やん を あなたの 

ものにして、 瀧； S に を 明せ て 御覧なさいな。 面白 いぢ 

やありません か。 1 の 人た ちが 苦情 を 云った つても、 

あなたと 駒さん とがし つかり 結びつ い て ゐれば 大丈夫な 

のよ。 それが らしい！ E 險ぢ やありません か。 のた め 

の：：： 險を  一 に ； 度 はして 見たい とお 思 ひに ならない？ 

… … わたし は 傍で 見物して、 そして、 采し ます わ ？  


駒 子さん は 美しく つて 氣 立てが よくって、 その上、 富豪 

ち. i  ーリ 

のお 父さんの たった 一 人の 後雞 者なん だから、 生命に 掛 

けても 手に入れ たいと、 誰し も 思 ふの は 無理 はあり ませ 

ん わね。 

神 川 しかし、 溪に至 醇な戀 が あると 假定 したら、 僕 は そ 

れを愁 得 で 潟 さう と は 思 ひ ま せんね。 

辰 江 假定 なさらな くっても よ 御座ん すわ。 あなたの 心の 

中の 奇麗な こと は、 駒 ちゃんに もよ く 分って ゐま すわ。 

::: ですから あなに のお 氣が 進まな くっても、 ためしに 

今夜 四阿 へ 行つ て 御覧な さ い 。 胃 險 がお い やなら 直ぐに 

お逃げに なったら い 乂ぢ やありません か。 

(そこへ かれ 子が 入って 來て、 訝 かしげに 二人の 樣子 

, ^見る。) 

11;^ 江 何處へ 行って ゐ らっしゃった の？ 

か s 子 海岸へ 行き かけた のです けど、 病人の 事が 氣 にな 

つて、 ！ ^ぼ 村 は 藤 田の 家へ 行き ましたよ。 わたくし はどう 

しょうかと 思つ て  

(かれ 子 はさう 云 ひながら、 鏡臺 に 向って 扮 飾に 取リ 

か V る。) 

辰 江 ぢ やわた しだち も 行き ませうよ。 此 處でぢ つと して 

ゐ て も 詰らない ん です もの 。(神 川へ 目く ばせ する) 

か： i 子 こ んな所 一 病 入の 死ぬ るの を 待つ てるの はい やな 


1^ の, t 、るお 


ものね。 

辰 江 今に 御 通夜し なきやなら ないか も 知れない けど、 お 

通夜の 晚 にも、 わたし だち は 隅つ こで 小さくな つ てゐる 

のね。 

かれ 子 死んで 行く 人よりも、 钩 ちゃんの 淋しい 氣持 にわ 

たし 同情して よ。 

辰 江 でも 生きて ゐれば またい、 ことがあ るんで せう。 わ 

たしに は 分らない けれど。 

f 辰 江 も 神 川 も 出仕 度に 取リ か、 ろ。) 

. I 幕 11 

三 

藤 田家 II 莊の廣 い 庭園の 一部て、 1： 阿が わる。 si. リ 

だけて わた リは 薄暗い。 

神 川 は 四阿の ま は リ.^ 歩いて ねれが、 何 か.^ 見つけて 

驚いた やうに、 急 ざ 足て 木蔭の 方へ 行って 姿 yJ- 隱す。 

辰 江 はん., 搜す やうな 態度て 奥から 四！ I の 方 へ 出て 來 

たが、 わと から 瀧 村が 隨 いて 來る のに： 0.^ 留めて 驚く。 

瀧 村 辰 江さん は 此處へ 何し に 来たの？ (側へ 寄って 冷 吸 

, ^据 ゑて 云 ふ) 

辰 江 人の なかに ゐ ると 氣が隔 つてい けない から、 冷たい 

風に あたつ て 頭 を 休めよ-つと 思って ますの。 あなた こ 


そ 何し にい らっしゃ つたの？ 

瀧 村 僕 も あなたと 同じ やうに、 一人で 冷たい 風に 吹かれ 

ようと 思って 来たので す。 みんなと 同様に 悲しい 顔 をし 

て 謹 しんで ゐ るの は、 僕に は たまらなく 苦し いんだから。 

辰 江 それば かり ぢ やないで せう。 わたしに 何 か 御用が お 

ありな さるの ぢ やない？ 

瀧 村 ある やうに も 思 はれる し、 ないやう にも 思 はれる し。 

…… まあ、 そこへ 腰 を 掛け ませう。 

(蘊 村が ぺ ンチ へ 腰 1^ おろす と、 辰 江 は^ 着かない 風 

, ^して-ての 側へ 腰，^ おろして、 あたりん-見廻す。) 

瀧 村 醫者の 見立て y は、 病人の は 明日の 朝まで だら 

うとい ふこと が、 こんない k 時候に 凉 しい 朝の. S 氣も吸 

ひきらないで、 地獄の 底へ 落ちて 行く の だと 思 ふと、 剛 

慾な 伯父で も不 偶に 思 はれます ね。 

辰 江 生きて ゐれ ば、 わたし 達に も 幸福な 日が 廻って 来る 

と 思つ てゐ らっしゃ るの？ 

00 伯父の やうに 死ん じ まっちゃ それつ きりだが、 生き 

てゐれ ば、 憎い 奴 を 苦しめようと 企む だけ でも 面白 いぢ 

やありません か。 可愛い、 奴 を 可愛がる だけが 人間の 樂 

みぢ やなくて、 憎い 奴 を 憎む の も 入 間 は 生きて ゐる うち 

の樂 みなの だと、 この頃 僕は氣 がつ いて ゐ るんで す。 ；； K 

江さん はそんな 樂 しみ を 知らないと 云 ふんです かね。 


s 《力 心る お 


辰 江 どうです かね。 わたし そんな 意地の 惡ぃ樂 み を 知り 

たかありません わ 。(再び あたり 見廼 す) 

平生はと うだか 知らないが、 今日の あなた は、 そん 

な 意地の 惡ぃ樂 み を樂ん でゐた の に 違 ひな い 。 お かげで 

僕 は 不愉快な 思 ひ をし つ r けて ゐ ますよ" 

§ まさか、 おとなしい かねち やん に 小突かれた くら ゐ 

な - J と で 、 あ なた が へたばつ たの ぢ やな いんで せ うね。 

柯 とで も あなたの 御自 山に 考 へて ゐて 下さい。 ：：•• 

僕 は 僕で n 分の 世の やり直し をし ませうよ。 (彼れ ももた 

り. ^兌 廻して や、 懷っ こい ：！，？！ て) それ は 兎に角、 辰 江 

さん は 何の ため にあし こを拔 出し て こんな 淋し い 所へ や 

つて 來 たの？ 誰れ かい & 人と 密會 する ため ぢ やないだ 

らうな。 

一お 江 巫山戯た こと 仰せい。 (わ. さと 115. し ぃ頗 して 相手ん-見 

る) 

鎺 W 密<|;： に はい、 場所 だしい. -夜 だと 思った から。 ^に 

は 星が 光つ てるし、 沖に は 漁船の 篝火 がきら めいて る。 

戀し合 つ た 同志が 夢の やうな 攝 きを； りか はすに T 度 相 

應 した 所 だ。 …… 辰 江さん は あの 晚 のこと を 思 ひ 出さな 

い ？ 初夏の 若葉の 風が そよ い で、 星が い 、音 樂 でも^ 

奏して ゐる やうに キラく して ゐた、 丁度 今夜の やうな 

夜た つたが …： 


辰 江 あなた - 】 そ 意地 惡 くわた し を 苦しめようと 思つ て、 

過去 つたこ と を 思 出させ るんで すの ね バ 感傷的 になろ) 

瀧 W 云つ て惡 ければ、 僕 一 人で 思 出して ゐ るば かりだ。 

あの 時 僕 は 何 を 話した か 知ら。 あなた は どんな - J と を 云 

つた か 知ら。 

辰 江 あなた は あの 時の こと なぞ、 みんな 忘れて ゐら つし 

や るんで せう。 (も すく 感傷的-,: な つ て i?^,^^ す) わた 

し 無理に も 意地 を 張って 來 たのです けれど、 本心 は、 も 

一 度 あの 時の やうな 氣持 になって 見たい の。 人の 心の 薄 

情な ことが 分った つもりで、 瘦 我慢 を 出して、 賢 女； m 取 

りで そ の 人との 緣を 切つ た の だけれ ど、 それが どれ ほ ど 

わたしの 仕 合せに なった のでせ う。 薄情な 人に でも 離れ 

ないで、 その 人に 突飛ば されても 槌 りついて ゐ たなら、 

女と し て も つ と 生 甲斐の ある 日が 達れ た とい ふこ とが 今 

日と いふ 今 曰 ハツ キリ 分った のです。 …… わたしよりも 

かね ちゃんが 仕 合せな のね。 たと へ どんな 惡ぃ事 を 企ん 

だに しても、 男の ためなら、 男と共3^§になってすること 

なら 、 張 合 ひ も ある し 、樂み にもな るぢゃ あり ません か。 

女が 一 人 ぼつち では 天下 を 引く りかへ す やうな ことした 

つても、 何 處に樂 みが ある 譯. ちゃな いんです。 ... C た 

し は 馬鹿よ"  一 ai 鹿だった の。 

(tl- も. たえす ろ-てし 乂瀧 村に 寄 縫つ 一、 泣 伏し かけた。 
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が、 ふと 111^.^ 取 直して ご 

aity わたし は 馬鹿ね-" 馬鹿だった のね。 (感傷的だった さ 

つきの 言葉と はちがつて) あなたと こんなと ころで 話 を 

して ゐ るの を、 かね ちゃんに でも 見つけられ ちゃ 大變 た。 

わたしよりも あなたが 迷惑な さる わね。 

僕の 迷惑よりも あなた の 方が 迷惑す るん ぢ やな い か 

な - .—— (もた リ.^ 顧み ) 此處 へ は 誰れ か r やつ て來 さう 

な氣 がし て いけない、 庭木戸から 拔 出し て 少し 散歩し ち 

やどう です？ 

辰 江 それ は隨 いて 行っても い、 わ" まさか あなたに 唁殺 

さり やしないで せう から。 

(辰 江 は 緊張した 體っ きて、 瀧衬に 隨ぃズ 行く 一-  二人 

が 庭から 外へ 出て 行く と、 やがて、 祌川は 木蔭から 四 

阿の 方へ 出て 來て、 灘 村の ねた 所へ 腰.^ おろして、 呆 

然として 煙草.^ 吸 ひだす。 ふと、 後の方て 入の 來ろ氣 

色が したの て、 ベ ンチ から 立 上って、 見ぬ ふりして 見 

てね ろと、 か：： J 子が 近寄って 來 たのて、 意外 に 感じろ 

と V も LL 失； uli すろ") 

か U 子 ぁ气神 川さん？ (豫 想の 外れた 親して) あなた 

お 一 人？ 

祌川 え \  ：: 大勢の 人の なかに ゐ ると 氣が 腐って いけな 

いから、 冷たい 風に あたって 頭 を 休めようと 思つ て。 (と 


辰 江の 口吻 VJi; 似て 云 ふ) 

"1":^ 子 さう？。  •：：• さっき 瀧 村が そっと 庭へ 下りた の を 

見たん です が、 あなた は 御存じな いんで せう か。 

神 川 僕 はよ く 知りません" 

かれ 子 瀧 村の 一: 採 子が 變 たと 思って、 わたし も 直ぐに 庭へ 

下り かけた のです が、 钩 ちゃんに 摑 まって、 いろく 心 

細 い 話 を 聞か さ れ たも の で すか ら お そくな つ た のです。 

^ちゃん は 辰 江さん に勸 めら れて 氣晴 しに 四阿 へ 来る 害 

だった のです けれど、 そんな 氣 になれ ないから 止しに し 

たのです つて。 それで 辰 江さん は、 £g ちゃんよりも 一足 

先き に 此方へ 來る ことにな つた さう です の。 あなた は此 

處で 辰 江 さ ん にお 會ひ になら な くって？ 

祌川 僕 はま だ會 ひません。 

か U 子 變で すわね。 (不審に 堪 へない 餌) 

神 川 僕 も 今度 は變な こと を 見たり^ いたりし ましたよ。 

樊も辰 江さん に 魔術 を かけられた のか も 知れません ね。 

かれ 子 (眞面 HE に) さう 云へば あなた は 大變し をれ てゐ 

らっしゃる のね … … あなた は身體 はお 丈夫 だし、 外に 心 

配 事の ある 方ぢ やない から、 1 ひで もし て ゐ らっしゃ 

らた くって？ 

神 川 (戯談 らしく) さう かも 知れません ね e 一  つ あなた 

の 御盡 力で その 1. 射^ ひ と い ふ もの を 癒し て 頂けない で せ 
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か 子 (a 面： R に) 今度 道 れ になった の を御緣 に、 辰 

江さん と 福 手な すつ ちゃどう？ あの人 は 利口なん だけ 

ど、 いつまでも 獨 身で ゐ るから いけな いんです。 …… あ 

なた と 辰 江さん と、 駒 ちゃんと ある 人と、 い. -緣が 結べ 

たら、 藤 田家 の將來 のために 喜ばしい ことなんで すが ね リ 

藤 田家の 身^と し て 嘆 結し て 駒ち やん を 守 立 て 、 行く や 

うだと、 みんなの ためにい & ことなんで すよ。 

祌川 それ は 藤 田家の ために はい. - ことなんで すが、 僕 一 

人の ために は 決してい k こ とぢゃ あり ま せん わ。 (灰て i 

欲め さ. -れ たやうな ^し \、〕 僕 は - J れ から 宿 へ歸っ て 明 

日の 朝の 一番で 歸り ませう。 藤 田さん に對 する 義務 は果 

して るんで すから、 こちらで マ ゴ/ \ してる に は 及ばな 

いんです ね。 

か- U 子 I;K 江さん の こと を 云った のが そんなに ぉ氣に 障つ 

たのです か。 わたしが 惡 かった のね。 あなたに はい、 人 

が 極つ てるの かも 知れない のに、 餘 計な こと を 云つ て。 

神 川 僕 は 庭木戸から 廻って 宿へ 歸り ませう。 あなた は此 

處 でお ； 人で、 星の 光で も 漁船の 鶉 火で も 見て 休んで ゐ 

らっしゃい。 

(神 川は不 $1 快な 卩 il て 首 放って、 足早く 出て 行く。 

か：；；子は：：水氣に取られて後^^-见送ってゎたが、 やが ヾ 


ciC 刀 も 同じ 方へ 向って 出て 行く。 間もなく、 「待って 下 

さいな。 暗く つて 歩け ない わ」 とい ふかれ 子の 聲が聞 

えて 來 る。) 

(「もな n は そこの 庭 て篝 火ぐ も 見て ねらつ しゃい，」 そ 

し乂、 宿に 歸ろ に しても、 蘊村 君と 一し i に. 歸 つてい 

らっしゃい。」 とい ふ 神 e; の 聲 が 微かに 聞え て來 ろ。) 

(「鹿 衬 はわた し.^ 打 やら かしと いて 一 人て 宿へ 歸 つて 

るん てす i」 とい ふかれ 子の？ t が 聞え て來 ろ。 j 

(「誰れ か來て 下さい」 と、 物に 驚いた かれ 子の 聲が再 

ぴ閱 ぇズ來 ろ。) 

(通 衬は その 萆に 耳. ^留めながら 庭の 方へ 入って 來ろ。 

そして、 萆の すろ 方ん 氣 Li しながら、 そちらへ 行かう 

ともせず、 家の 中へ も 行かう と はしない. て 迷って. Q ろ 

ところへ、 駒 子 (二十 三-お。 磬.艷な{|^:色だが、 看病に 

疲れて， Q ろ 有樣) が、 星明リ に i つて あたり， -S- 搜 しな 

がら、 M 阿の 方へ 近づ いて 來て、 ふと、 瀧 村と 額.^ 見 

合 はす。) 

駒 子 あなたお 一 人？ 。 辰 江さん はゐら つ し やらない の ？ 

mH 僕 は今來 たんです が 誰れ もゐ ないやう です ね。 辰 江 

さんに W 事が あるんで すか。 …… まあ、 そこへ 腰 を け 

ませう。 あなた も 疲れたで せう ね。 (二人 はぺ ンチ に！^. セ 

おる す) 
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駒 子 父 はもう 望みはありません わ。 わたし 侧 について ゐ 

ると 怖く つて。 (同情., や 求めろ やうに 云 ふ) 昨日まで は そ 

れ ほどに 思 ひませんでした けれど、 今夜 は いよく 臨終 

に 近づ いたせ ゐか、 見て ゐ ると^ くって なりません の。 

わたし を も 引 張つ て 行き さう に 思 はれ るんで す もの。 わ 

たし 父に 手 を 握られる とぞっ とします わ。 

瀧 村 でも、 あなた はよ く 看病し ましたね。 長い間お 父 さ 

ん のお 世話 をした 上に、 今度の 病氣 について は あんなに 

熱心に 看護した の だから、 お父さん も滿 足し てゐ なさる 

でせ う。 大勢の 人が 集つ てゐ ても眞 心からお 父さんの 病 

氣を 案じて る 人 は、 あなた 一 人 だって、 われく は！： や を 

して ゐ たんです。 

駒 子 いくら わたしが 心 H 、しても、 父 はも-つ 駄 a: です わ。 

…… 今にも 危ぃ かも 知れな いんです から、 わたし は 側 を 

離れち やい けな いんです けど、 辰 江さん に 誘 はれた こと 

を 思 出して、 外の 風に 吹かれた くな つたので す。 辰 江 さ 

ん はどうし たんで せう。 四 阿で わたし を 待つ てると 云つ 

てた のに。 

瀧 村 あの 人が 何のた めにあな た を此處 へ 誘つ たん で せ 

う。 あなたの 健康 を氣 遣った、 めなん でせ うか。 …… お 

父さん はかう いふ い k 別莊を 持つ てゐ らっしゃっても、 

健康 を 失つ ちゃ、 あの 篝火も 見られなければ、 {仝 の 星 も 


見られな い ん です ね。 あなた はお 父さんが い くら 大切で 

も、 お父さんと 夠死 しなく つても い、 でせ う。 …… 氣を 

サ洛 さない やうに なさい よ。 

駒 子 有難う) わたし 落膽 しない やうに 氣を つけて ゐ ます 

わ。 どうかす ると 氣が 滅入つ て 暗 簡 のなか へ 引 措 込まれ 

さう で 怖 いんです もの。 誰れ か强ぃ 力で わたし を摑ま へ 

てゐて くれ V！ ばい 、と 思 はれます のよ。 

離村 あなたの 手 を 執つ て 明るい 所へ 出して 吳 れる 者で さ 

へ あれば、 誰れ に摑ま へられて もい、 と、 あなた は 思つ 

てゐ るんで すかね。 

^子 あなた の 仰 有る - J と はどう い ふ 意味なん で せう？ 

蔬衬 あなたが 病室 を拔 出し て 今 庭 へ 下り て凉し い. S に 

あたった 時に、 偶然 會 つた 人間 は 僕だった が、 もっと 早 

いか 晚 いか、 懂 かな 時刻の 相違で、 僕の 外の 人間が 此處 

にゐ たか も 知れません よ。 

駒 子 でも、 みんな 病人の 事に 氣を 联ら れてゐ て、 こんな 

祸 しい 所へ 遊びに 出る 人はありません わ。 

MH さう でもな いんです よ。 お父さんが 病氣に 罹られて 

から は、 こ の 四阿に は毎晚 人の 影が 差し てゐ るら し い ん 

です。 

駒 子 ( ふと 足 許，^ 見て) さう い へ ば 此處に 煙草の g ^殻が 

Si; 山 落ちて ゐ ますの ね。 お父さん は 庭に 吸穀が 一木 落ち 


お の, t 、る あ 
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てゐて も、 掃除人に 小言 を 云って ゐ たんです よ。 お 父 さ 

んが 亡くな つ たら , J のお 庭 も 荒れ てし まふで せう ね。 

湖 H  ぐら ゐど. つなって もい.. - でせ うが、 あなたの 身の 

上 はよ く考 へと かなき やい けません よ。 お父さん は 遣 一一 a 

はなす つたんで すか。 

,g 子 わたし その 遣 一一 曰が 恐ろし いんです。 親類の 人の 前で、 

お父さんの 勝手な？ 一 曰 をされ て、 そのために わたしの 一 

生が^^ される やうな ことがあつ ちゃ 闲 ります わ。 外の 

人が fMS を させよう とし \ しも， 瀧 村さん は 傍から 遣 言 を 

させない やうに して. ト さいな。 あなたに お 願 ひしたい こ 

と は その ことです の。 若しも 造. 言狀が 書付 けられて ゐた 

ら、 入に 知れない やうに 破つ て K 占に して 項 きたいんで 

す。 …… さう いふ わたしの s^: みを卟 へて 下さる 人 は、 瀧 

村さん、 あなたの 外に はない やうに、 わたしに は 思 はれ 

ますの よ。 

澀村 それ は 大役 だな。 僕に は 勤まり さ うぢゃありません 

ね。 あなたから そんな こと を賴 まれようと は 思 はな かつ 

た。 

駒 子 わたしが 大 それた こと を考 へ ると 思つ てゐら つし や 

るの？ 

溫 W とに 角 意外で すれ。 今日は 女と いふ 女が みんな 意外 

な >  J と を 云 つ て 僕 を 脅かす 日 だ。 


駒 子 わたし、 生れて はじめて こんな 事 を 口外して お 願し 

たんです から、 どうして も^いて 頂か なきやな りません 

の、 (今 まてのお となし さと 逸って 满 烕，^ もって) あなた 

は 以前、 わたしの ためになら どんな 危險 でも IE すと 云つ 

てゐ らしった ぢ やない の。 わたし その こと をよ く覺 えて 

ゐれば こそ、 お 願 ひす るんで す。 

離村 あの 時には 1^ 身だった から、 そんな こと も 云った の 

です よ。 今でも 獨身 になったら、 あなたの ために どんな 

危險 でも 3! す氣 になれ るで せう が、 今の や うぢ や 駄目で 

すね。 僕の 方で は獨 身に なった 氣でゐ て も、 あなた はさ 

う；：；^ じ て 吳れな い か ら 駄目です。 

(瀧ぼ が いら， た、 しく さう 云つ てると こ へ 、 辰 江と か 

れ子 とが 暗闇から 此方へ 入って 來る。 駒 子 は それ^ 兒 

つけろ と 立 上って。) 

駒 子 辰 江さん はわた し を 打ち やら かして 何處 へ 行って ゐ 

らしった の？ わたし. 今 離村さん に應 めら れてゐ たと こ 

ろな のよ。 

辰 江 さう？ (氣 のない 返事ん して、 瀧 村の 方へ 目 1 かっけ 

ながら) さつ きかね ちゃんが 怖い 者に 脅か されて 聲を 立 

てたん です つて。 わたし 側へ 寄って 見る と、 生物 は 犬 こ 

ろ 一 匹ゐな いんです よ。 

駒 子 お 二人 とも 眞靑 な顏し て (驚き ながら 二人.^ ^ 見詰め 
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て) 化物に でもお 會 ひなす つた やうね。 

かれ 子 え \、 わたし 化物に 會っ ちゃった の。 駒ち やん も 

その 化物に 喉笛 を喷み つ かれない やうに なさい よ。 

(そこ Li 三人の 女， < ^見た 應村 は、 今 まてと ちがった 生 

々した 態度て ベ y チ から 立 上って。) 

蔬村 僕に は 過去と 現在と 未来と が 目の前に 一度 期に 現れ 

てゐる やう だ。 …； 僕 はこれ から 病人の 枕許 へ 、つか t ふ 

ことにしよう。 隨 いて 來 たい 人 は 後から 隨 いていら つし 

やい。 

II 幕 1 . 


萬 
圓 


の 資財ん 蓄 へて ねろ。 それに、 年末に 多額な 利益の 配 

當ナ屮 も 乂 ねろ。 彼れ の體格 はが- ソシ. 力して ねて、 活 

氣が 額に はれて ねろ。 

テ I アルに は、 インキ 壶ゃレ タ一ぺ I パ.' など、 営リ 

前の ffl 具， -"g かれて ねろ が、 異 つてね るのに、 幾 束 か 

の KW 圆 礼が t- 成リ お 一：：？ に SM かれて わる、、 とて わろ。 そ 

して、 彼れ は 今、 その 礼 束.^ 見据 ゑて- Q る。 

ふと * 扉の 音 1 ^聞いて、 彼れ は 側に わった 新 問 紙て そ 

の 札束， な蔽 うて、 座，^ 立って 扉ん 開ける。 

老婢が 額 か-出す。 

老婢 瀨 川さん が いら つ しゃいました。 

今 村 (常て が 外れた やう LL) 何 だ、 瀨川 か。 …… お前に 注意 

して 置か ，つと 思つ てゐ ながらう つかりして ゐた。 居る と 

云った のなら 仕方がない、 此方へ お通しし ろ。 … •. それ か 

ら、 女のお 客樣が 來 るか も 知れな いが、 さう したら、 瀨川 

さんが 歸っ て 行く まで、 その 女のお 客樣に 階下で 待つ て 

ゐて貰 ふやう にして 吳れ。 忘れち や いけない ぜ。 

老婢 ハイ o( 出て 行かう とする- 

今 村 あ、 それから。 外のお 客 樣が來 たら、 且那樣 は 今お 

お 掛けに なつ て、 いつお 歸 りになる か 分らな. いと 云つ て、 

玄關 か. し放拂 ふんだ ぜ。 

老婢 ハイ。 (與へ 引；；^」 む) 


入 物 

今 村 陽 一 

瀨川 才三 

嫁 田鋭吉 

渡 邊 さよ子 

戶見田 は つ 子 

今 村 謙 次 


观ュ かな S 業 家 (四十ぉ) 

$f  (三十 歲未滿 ) 

今 村の 元の 妻 (三十 餘歳〕 

(二十 五- 谈) 

陽 一の？ 1^  (三十 餘^) 


老婢、 窗 半：、 老婢の 娘 


年末の ある 日 

(ニノ 1 

兮 一  の^^资，麻^«{せ.。 

テ，' .フ.^、 お；^ など、 简ぉ な洋； a の？？ -備 がされて、 冗 

斯 スト—. フが 燃えて ねろ J 

彼れ は 十 歳て、 八-は て わる" 丸の 内に 根據, ^有 

つ て ，Q る あろ 會 社て 重， § ^な 位地，， 小 ト；： めて ねヾ、 成リ 
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(今衬 は、 礼 束, 新開 紙て く蔽 うて、 テ |,フ^ の 一隅 

へ 押 やる。 それから、 自分の 椅子 を も、 來 客用の 椅子 

ん- も、 瓦 新 スト！. フの 方へ 引 寄 VI て、 煙草-, 1.^,^ 點け 

て、 椅子 LL 腰ん、 お t ん して、 戸口の. 一 刀^ 見やって ねる。 

間もなく、 瀨川才 一一； f 今 村と IS じくら ねな 年輩て、 0 

付に 彼れ i リ も神經 質ら しく 見. に る) が、 着流して、 

ノ  C  くと 入って 來 ろ。) 

(「ャ ァ」 と、 どちらも 愛橋 笑 ひ，^ 浮べて、 快く 挨？？ 5 す 

る。) 

1. 川 (椅子に 腰.^ おろして) 今日は 家に ゐ ないだら うと 思 

つて ゐ たのに。  

あさめ 1> 

今 村 だって まだ 早 いぢ やない か。 おれ は 今 起きて 朝餐を 

食 ベ たばかり だよ。 先日， ケちは 日 曜も 祭日 もなか つ た の 

だから、 今日は 久 iig りの 休日で、 思 切り 朝寢 をしょう と 

思った の だが、 不斷 の 習慣 で さう も いかない のさ。 

濯 川 なに、 僕が 不思議に 思 つてる の はね、 君が 昨夕 - J の 

寢 室に 寢 たこと なんだ。 

今 村 ホウ。 詰らない こと を 不思議に 思 ふんだ ね。 僕 は 近 

來 この. M 豪 以外の 寢 床で 眠った こと はない よ。 いくら. 一 伩 

がお そくな つても、 ちゃんと 此 處へ歸 つて 來て、 安眠 を 

樂 むの だ。 

瀨川 (疑つ て ねろ やうに) それ は 本當た のかい。 本 野 や 新 一 


見の 話に よると、 君 はこの 頃 S 密で天 一  1 を 見 つけて るら 

しいと 云 ふこと だが。 

今 村 秘密の 天國 とい ふの は 何 だい。 

瀕川 何處か に 我々 に隱れ て ""Ji 繰 込む 穴 を 見 つ け て るら し 

いと 云って る。 君の 態度が 少し 變だ と 云つ て た ひ 

今 村 だが、 天國と 穴と は 明暗の 差が 非常に 違 ふぢ やない 

か。 (a 面目な 態度て) おれ はね、 この 頃、 君達 の 伺 ひ 知ら 

な い 天！ 1 が 、 雲の 絶え間に ちらく 見える やうな 氣持 に 

なって ゐ るん たがね。 それ は、 君達の 想像して ると ころ 

と は、 全然 無關 係なん だら うよ。 

瀨川 いやに 勿體 ぶって るぢ やない か。 …… 本當 に；！ « は 

稿に 安んじ て暮 してる のかい" 

今 村 男 も 稿 身で ゐ ると、 傍の 者が いろくに 邪推 を 廻し 

て吳れ るんだ ね。 しかし、 何とか 云って 貰へ る 間が 花 だ 

と 喜んで ゐて い 、譯 だら うな。 

M 川 邪推と い ふ 言葉 は 少し 荒 過ぎる よ。 僕 は 瞟を閗 い て 

喜ん で たの だから。 …… 相手が 何者 であらう とも、 ぉを惹 

付ける 者が 此 世に出 て 來 たこと は 結構な 譯ぢ やな い か 。 

今 村 それで、 お 塞い のに" 年末で 忙しく も あらう のに、 Ef- 

く か ら 探索に や つて 來 たとい ふの かい。 御苦勞 Slif たね。 

瀨川 いや、 僕の 爲 めに は、 君が 家に ゐて 吳れた 方が よか 

つたの さ。 


ini74- 


今 5? どうして？ (相手の. 注意して) 今日は 暇な の 

かい おれ は 今日は、 ゆっくり^ のお 相手をし ちゃ ゐら 

L  > り，. こ 0 

* 川 ハ、、 0 さっき は 暇ら しい 口 を 利いて たくせに。 … 

…しかし、 僕 も 今日は、 いつもの やうに 長ったら しくお 

邪. II はしない よ。 これで、 なかく S 事が 溜って るんだ 

からね。 御存じの 通り、 僕はャクザな荷物を背0^、ってる 

んだ か ら 、 ハ 4. の 瀬 を 越す の は ？^；：：^ぺぢ やない のさ。 

今 村 .、、、、。 お 株が はじまつ たね。 年末に なると、 一 

度 はおに かされな き やならない 臺詞 なんだ ね。 …… 君 

は 不^ は 羽 をのば して a 樂に飛 廻つ てゐ ながら、 一 年に 

： K の 愚痴 は どうし て もこ ぼ さな ，^1^ゃ收 まらない の か 

い。 …… おは 顔 は祌經 質の 相 をして ゐ ながら、 腹の 中 は 

祌 なんだ ね。 

？ g 川 假り にさう だとす ると、 僕 はおに： 止！！； {對 なんだ ね。 

しかし、 無 神 11 な 僕で も、 この 年末に は ぼんやり しちや 

ゐられ な いんだ。 …… なに 大した こ とぢ やな い ん だけれ 

どね。 

今 村 ぢゃ、 おれに 御 S 金 を 仰せつ けようと 云 ふん だれ。 

( 微 5^-  §5 ら し て ) に い や な 思 ひ を さ せ た か な い が 、 今 

だけ は 御免 を， りたい よ。 

m 川 僕の 方で は 今 K だけと 云 ひたいん だが …… (急に 歎 


願の：：^々 しい 様子.^ 現 は して) 實 はかう い ふ譯 なんだ 

よ 0 

今 村 (慌 たヾ しく 遮って) その 事情 は 聞かない ことにしよ 

-っ 0 

瀨川  一 StK の： us を 救つ て吳れ さへ すれば い の だ。 決 

して 君に ^ を け やしないよ。 

(瀨川 は、 テ， 'プ^の 一隅へ 何氣 なく 目^,: i けろ。 今 

W は それん 氣 にして 横目て モ ちらん 见 ろ。) 

今 村 そ の 話 は 今日は 許して SK れ。 (頑な、 態度 か 見せて ) 

一 錢も 一 厘 も 他人に 御用 立す る譯に 行かな いんだ。 ：-•: 

どうか おれの 決心 を 破らせな い やう に し て 吳れ。 

瀨川 そり ゃ强 ひて と は 云へ ない が。 僕の 要求 は樓 かな も 

のなん だよ。 

今 W その 金高 も 聞かない ことにしよう。 

瀨 川 おは 今日は ひどく 御 機 赚が惡 いやう だが、 どうかし 

ナグ- 力、 

今 村 おれが 機嫌が 惡ぃ？ さう 見える のかい。 …； おれ 

は 昨夕 ぐっすり 眠って、 今朝 はこの 頃に ないい k 氣 持で 

H を醒 ました の だよ。 今朝 おれの 顔が 御機嫌が 惡か つ た 

り 萎れたり してる や うぢ や、 おれの 世 も 末にな つ た譯だ 

が、 さ うぢ や あるまい。 君の or がどう かしてる 所爲 だら 

うよ。 (額.^ 相手の 方へ 突出して、 笑 ひ.^ 洩らしながら) ま 
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あよく 見て siK れ。 おれの 顔に は、 ^；；がさっき云った天國 

の 後光で も 差して やしない か。 

瀨川 (わざと 生 a 面目-し 相手の 顔 4 -視 込ん て) 顔 は 不斷の 

君の 顔に 違 ひない がね。 … どうも 僕の 舊 友の 今 村 陽 一 

に會っ てる やうな 氣 がしない よ。 ：•：. あの 今 村 陽 一 なら 

僕の 年末の 歎願 を 聞いて 吳れな い 害がない から。 

今 村 それで い 、 んだ。 今日 の おれ は、 昨日のお れぢ やな 

いんだから ね。 

瀨川 それ はどう い ふ譯 だ？ まさか T  A 會 社を辭 職し て、 

新奇に 自分の 腕で 何 かやり 出さう とい ふ の ぢゃ ある ま 

い。 さう いふ はま だ 聞かなかった や、 つ だが。 …… 昨 曰 

の 君が 今日 の 君で ない とは變 だね。 

(體 川 はさう 云 ひながら、 テ ！， フ^の 一 隅が 氣 になる 

らしく、 次第に そちらへ 目が 注がれろ。 今 村 も 相手の 

目 LL 誘 はれ .K やう に、 おらず/ \ そちら へ 目.,^; i ぐ。 

と、 そ、、 へ、 老婢が 扉 叩く。) 

今衬 何 だ？ 

(老婢 扉 A か 開けて 額.^ 出す。) 

老婢 新 見さん からお 電話で 御座います。 

今 村 (舌打ちして) おれが 家に ゐ ると 云った のかい。 何の 

御用 だか、 お前が 代りに M いてお 吳れ。 

老婢 御用 をお 伺 ひいた しましたら、 n; 那樣に 電話口まで 


出て 頂きたい と 仰 有い ました。 

今 村 煩いな。 (不機嫌な 颜 して 云 つたが) ちょ つ と 失 

敬。 (と、 瀨 川に 向って 云って、 慌； しく、 老 婢ん. 突飛 

ばす やう-」 して 出て 行く) 

(老 婢、 扉の 側て まごく しズ ねろ。) 

瀨川 (抿 返って) 此方の 曰 ー那樣 も、 大變氣 が 短くな つた や 

うだね。 やはり、 奥さんが ゐ なきやい けない ね。 

老婢 左 樣で御 Ij いますと も。 先の 奥さん は 大變ぉ 美し か 

つ たさう です が、 此方 へ はお 戻りに ならな いんで 御 い 

ませう ね。 

瀨川 あ、. - 前の 奥さん は、 この頃 は異 つた 旦那 樣 をお つ 

てる やう だから、 此方へ 戻つ て 來る氣 遣 ひ はない よ。 

老婢 左樣で 御座いま すか。 

f 老婢 は、 まだ 何 か 話した さう に したが、 ^川が 顔，^ 

轉 じて 取合 はな い のて 出て 行く。) 

(瀨川 は 、 手 ，屮 伸し て 、テ- プ^の 上の 1^ 草，^ 取 つて 火 

ん、 點 けながら、 テ I ブ^の 一隅に 目 》^ 留めろ。 そして 

疑 ひ.^. 起して、 顔， 5; て ちらへ 持って行つ 乂、 新^紙の 

隙間ん 視 さ、 それから そっと 中.^ 見て 驚く。 …… 扉の 

方，^ 氣 にしながら、 I おへろ 手て 礼 束. ^取上げて、 ；枝 

•  たけ そっと 引出す。 ；… そして、 元の通りに 新 M 紙て 

蔽 はんとし たが、 また 別の 礼 束，， で 取上げて、 そのうち 
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から 一 妆. たけ そっと 引出す。  もう  一 引出さう と 

したが、 それ は 思 つて * 新 ^ 紙て 元 の リに蔽 う 

て、 元の 座に 腰. 4^ 掛けて、 一： 枚の 紙 IS は袂の 中-し 

人れ ろ。 ；… そして、 首 是 れて艘 ic 十，^ 吸 ひながら、 時 

時 上 cr 使 ひ，^ して、 札束の 方， ^見入つ V 、ねろ。) 

(そ、、 へ、 今 村に 慌た しく 入って 來て、 また テ-プ 

ルの 方へ 目，^ 留めてから、 II 子-」 腰.^ お， C す。) 

淑川 おは 今 HI は、 何 處へも 出な いんだ； r 

今： W ムン。 今日は 大事な 調べ 物 をし なきや いけな いん 

だ。 暇なら；； を i< 塵した いんだが、 まあ 明けて からにし 

よう。 折.， W 來て aK れ たのに 氣の 毒だった わ。 (相手と 話す 

の に氣 リ がしな いらし く) 書生が 朝から 出掛けて るの 

で、 老婢 \ 入で 忙し が つ て ゐて、 お茶 も 差 上げないで 


M 川 な あに。 僕 もい ろく 用事 を控へ てるんだ から、 こ 

れ でお 暇しょう。 (il 子から 離れて) 君 も 過去った こと は 

い、 加減に 忘れて、 新たに 妻 君 を 貰ったら どう だ？ 僕 

なんかこそ、かぅぃふ獨.身半；活を見ると^11^ましくなるが、 

君 は 温い. 3K 庭 を 有った 方が い、 だら、 つね。 

今 W ハ、、 、。 そり ゃ變な 理窟 だね。 おれと 君と、 そん 

たに 人間が 違 ふの かい。 

川 僕 は！ まだから。 


(ふと、 歸リ， ^急ぐ やうに 扉の 外へ 出て 行く" 

(今 村 は、 客.^ 见 送って 出；： が、 問 もな く、 戸 見 田 は 

つ 子 (二十 五お。 ：貌 風姿 は浪手 て あろが、 服装 は 節 

素て ある) ん、 從 へて 入って 来る。) 

(はつ 子 は、 珍ら しいと ころへ 來；： やうな 感じん 現 は 

して、 あた リ，^ 見廻す。) 

(彼女 は、 数年 前 離別した 今 の 歩の 從 妹ても ろが、 

素 K は 某 だしく 相反して ねた。 兩 a や 親戚の 勸告 1^ 斥 

けて、 二  K の 背 年の 求婚，^ も 斥けて、 今まて|3^?く王義 

.VJ- 保って ねて、 學 問て 自活し i うとして. Q た。 英語.,^ 

學 び 、 な a にお こがれ 文 嗜ん てね た。 

今衬 は、 妻と 別れ 4^ 前から、 彼女 に 心プひ 注い V ねた 

のて、 この  一二 年來 は、 ことに 彼女，^ 念頭に 匱いて 

ねろ" 女と いふ 女のう ちて、 誰れ：.： も 勝って 彼女 あ自 

己の 空想：. 1 描いて ねた。) 

今 村 さあ、 此處 へお 掛けなさい (と、 今 まぐ 1- 川の 腰掛 

けて ねた 椅子，^、 もっと 自分の 方へ 引 寄せて) 階下 は 塞 

かった でせ うね。 

はつ 子 え \。 此處は 溫 かです こと。 (立った ま 、部屋の 中 

ん 見廻して〕 こ k なら 落着い て 御 勉強が 出来ます わね。 

今 w 勉强？ 學問 をす るのに い、 部屋 だと 云 ふんです か。 

はじめて こ k の 部屋 を 見て さう 云 ふの は、 あなたら し い 
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言 草 だね。 しかし、 わたし は、 橫 文字で も 漢語で も、 文 

字 を 刷った 本なん か を讀む 入問ぢ やな いんだ。 ：： わた 

しの 新しい 至 をお：：！： に 掛けよう とも 云へ ない もんだ か 

ら、 書齋 へお 招きし ようと 云った の だが、 御覽の 通り 書 

物ら しい 書物 は ； 冊 もな いんだよ。 ：•：• まあ、 その 椅子 

へお 掛けなさい。 

はつ 子 え、。 (椅子に. 腰.^ おろして〕 ストし フ のせ ゐ ばか 

りぢ やなく つて、 何だか 溫 かさうな お 部屋ね。 飯會 のお 

家 は 何だか 陰氣で 寒さう に 思 はれた ぢ やありません か。 

今 村 それ は、 あなたの 氣 のせ ゐ だよ。 …… 以前の 家の こ 

となん か 思 出す の もい や だが、 ：••： でも、 あなた は 今 曰、 

よく 約束 を 違 へない で や つ て來 ましたね。 

、 -r ち 

はつ 子 あなた こそ、 よくお 家に ゐ らしった わね。 …； 先 

日 ホテル で わたしに お 約束な すった、 と は、 戯談ぢ やない 

かと、 後で つて ゐ ましたの よ。 あんな CJ を木氣 にして 

訪ね て來る 馬鹿が あるか と 云 はれさう に 思 つ て ました。 

今 村 あれ を戯談 にす る や、 「ぢ や、 あなた はま だ、 わたし 

の 木 性 をよ く 知らな いんだね。 

はつ 子 無論、 あなたの 木 性なん か、 わたしに 分りつ こ は 

ありません わ。 わたし は、 御存じの 通りの 世間知らずな 

ん です もの。 年齢 だって、 明けて 一 一十 六に しき やなら な 

いぢゃありません か。 あなたの やうな、 歳 を 取った 男子 


の 心なん か、 とても 分りません わ。  - 

今衬 一 一十 六が 女の 年齢と して 幼稚な 方な のか 知らん。 (相 

手に 见饱れ る やうに) もう g 熟 期に 人り かける 頃ぢ やな 

、力な 

はつ 子 女が； 一十 六に もな つ て 若い 氣でゐ る の を 變に思 つ 

てゐ らっしゃ るの リ  でも、 仙人 は ど， つで も、 わたし 

はこれ から、 面白い 世が 見られ さう に 思 はれて なり ませ 

んの。 

今 村 それ はい、 ことです。 

はつ 子 その 案內 者の 一 人が あなた にって こ と を、 わたし 

は 面白い と 思つ てます のよ。 

今 村 面白い とい ふよ り も 皮肉な 感じ がすり やしない か 

な。 

はつ； 十 先日う ちから、 いろ./, \ な 者 を 見せて 頂きました 

わね。 十 年 も 前に、 佛蘭 1: 生れの 大主敎 のお 爺さんに、 

片言の 日本語で 聞せ て K つた！： 洋の 話よりも、 もっと わ 

たしに は 珍ら しく 思 はれまし たのよ。 

今 村 さう かねえ。 わたしに は 何でもない ことだった が、 

はつ 子さん に は、 そんなに 珍ら しかった のかな。 ホテル 

の ダ ン ス なんか V よつ ぼ ど 面. m か つ たの だな。 

はつ 子 何とかい ふ 鳥屋 で 御馳走に な つたこ とも^？か の やう 

に 思 はれます わ。 
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今 村 ホウ。 そんな もの かな。 

はつ 子 これから はもつ と 生々 した 日を逡 りたい と. わた 

し^ 田さん にも 話して ゐ ますの よ。 

今衬 あなたが よくお 立てる 嫁 田さん とかに 一 度 引合せて 

賀は うかね。 そのうち 晚餐を 一 しょに 食べても い、。 

はつ 子 でも、 あの人 は あなたに お引合せ しない 方が い X 

かも 知れません の。 

今衬 どうして？ 竹舉 研究者と、 わたしの や-つな 俗物と 

は 話が 合 はない と 云 ふの かね。 

はつ 子 え k。 あの人に あなたの 感化 を 受けさせ たか あり 

ません わ。 

今^? ハ 、 、， ^ぢ や、 あなた r け は、 わたしの 惡ぃ 感化 を受 

けても い、 つて 云 ふんだ ね。 …… まあ、 そんな 話 は 後 廻 

しにして、 先口の 約束が 戯談 でな か つ た 證據を 御 覽に入 

れ ようか。 (ふと； ついた やうに、 扉の 方.^ 見て、 11 言の 

やうに) こんな 所 を老婢 にで も 見られち やた まらない。 

(さう； -ム つて^って、 扉の 錠，^ ぉスし \ 、來 ろ。 はつ 子 

は 稍々 不安 感じたら し い 餌して 扉の 方ん， - 見る。 それ 

に 目， 小 SS めた 今 村 は、 微笑， ^ts して。) 

今^^ この 部屋へ 婦人のお 客を迎 へたの は、 あなたが はじ 

めて なんだ。 

はつ 子 今 は 奥さん はゐ ないし、 この 部屋 は あなたの ため 


に、 清淨 潔白な 書嚮 でも あるし、 寢室 でも あると いふ 譯 

なのね。 (氣 取って 云 ふ〕 

今 村 しかし、 部屋の 主人の 心が、 淸淨 だか 何だか 分らな 

いからね。 (元の 座に 就いて〕 これが あなたに お 約束し た 

rV ちの 

代物です。 (と 云って 新 m 紙.^ 拂 ひ！^ けて、 机の 一 隅から、 

はつ 子の 側 に 近いと： ろへ、 すべての 礼 束.^ 移して、 ^ 

楊に) これで、 丁度 ー萬圓 ある 譯だ。 よく 數 へて 御覽" 

はつ 子 、異様な t の， 小 見 ぜっけら れ たやう に 見詰めて). わ 

たし、 まだ 百圓 紙幣と いふ もの を 見た >  J とありません の 

よ 0 

今 村 (得意ら しく) それ は、 まあ わたしの 一年間の 全收人 

見た いなもの だ。 …… あなた は 勝手に 自分の 懐中へ でも 

袂へ でも 入れて 持って行 つてい \ よ。 しかし、 女が そん 

な - J と をし て 金 を 持 つ て 行く 譯には 行くまい な。 後で 風 

呂敷 でも 貸し て 上. けよう。 

はつ 子 一 萬 圓と云 ふと、 この 百圓 紙幣が こ \ に 百 枚 も 重 

なって ある 譯ね。 

靈 

今 村 極って る さ。 念のために 改めて 御覧な。 

はつ 子 でも、 これが あなたの 全財產 てこと ありません わ 

今 村 そんな こと は どちらで も：，  >1 から 今から あなたの 物 

にしなさい。 決して 玩具の 紙幣 ぢ やない から、 銀行へ 持 
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つ て 行つ て 預けたら、 預金 帳に 一 萬 圓と書 込んで 吳れる 

よ 0 

はつ 子 わたし これ を 頂いて、 あなたに どうお 禮 をしたら 

よろしい の？ 

今 村 それよりも、 あなた は その 金 を どうしょうと 云 ふの 

？ 何に 使 はう と 思って ゐ るの？ 先日 一 萬圓々 々々と 

あなたが 熱心に 一 萬圓を 望んで るから、 その 使 ひ 道 を 訊 

ねたら、 それだけ の 金 を ちゃんと 自分の 手に 持った 時で 

なきや、 使 ひ 道 だけ 話した つて 詰らない と 云つ て ゐたぢ 

やな、 力 

はつ 子 ぢゃ、 わたしが このお 金 を 何に 使 ふか 知りたい た 

めに、 これ だけ 此處 へ 用意 をし て 下す つたの ？ 

今 村 さう 思って ゐて もよ ろしい。 

はつ 子 わたし、 一 萬圓 で試驗 をされ ますの ね。 ：：： わた 

し、 今 思 出して よ。 二三 年 前に ある 婦人 雜 誌に、 何人 か 

の 女に、 ； 人當 て 百 圓づ& やって、 勝手に 買物 を さ せ た 

,  記事が 出て ゐ ました わね。 

今 村 それ は 面白い 思 ひっき だね。 はつ 子さん なら 何 を 買 

はつ 子 さう ね。 わたし、 百圓 ばかりなら、 買物し ない 

で、 救世軍の 社會 鍋へ でも 入れつ ちま ひます わ。 

ニー  入 は、、 んな 話，^ 事 も なげな 調子て 取り か はしな が 


らも 互 ひに 胸に 一 物，^ 有つ 一一.、、 相手 の 心 ん. 索り 合つ 

てね ろ。) 

はつ 子 (目 上げて 相 1.^ , ゃ见捉 ゑて ) あな たなら 何 をお 買 

ひに なって？ 

今 村 さう さ。 わたしなら 何 を^ ふだら、 つか。 お 正月が 近 

くな つたが、 わたし は 何も 買 ひたい もの はなさ X うだ 

よ 0 

はつ 子 嘘 を 仰 有い よ。 

(彼女の 言葉 は 鈴い。 今 村 は ギヨ タ とする。 意外な 感 

LL 打 たれた の だ。〕 

今 村 嘘 を 仰 有い？ (と、 相手の 言葉ん、 眞 似て 訊 返、 r) 

はつ 子 (冷笑， か 洩らして) あなた は、 この 一 萬圓で わたし 

を買收 しょうと 思って ゐ らっしゃ るで せう。 わたしの 靈 

魂まで も あなたの 奴隸 にしようと 企んで るん ぢ やなく つ 

て.. 

今衬 ハ、、 。 何 を 云 ふかと 思ったら、 平凡な こと を 云つ 

てるんだ ね。 

はつ 子 あなたに は、 平凡な >  .1 とで も それが 本心なん でせ 

う。 ：. あたし、 あなたの 本心が 怖かない けど。 

今 村 靈 魂なん ていふ 古く さい 霄 葉の 濫用 は、 あなたのお 

師匠さん の 宣教師の 感化と し て、 いつ もお となし く 承 

つて ゐ たが、 あなたが 欲しい と 云った  一 Iffl を • lliT を 揃 
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へ て 提供した からと 云って、 ^^ぐにゎたしがぁなたを貢 

すろ.： 心 を 有つ てると 思 ふの は、 あんまり 世俗的 だ 

わ。 はつ 子さん にも 似 介 はな い ^、价 的な 考 へ だね。 (悠然 

とし ズ云 ふ) 

はつ 子 . おや、 わたしが 先日 ； _g 岡； 砍 しいと 云った から、 

今：！ I  • お 脚 わたしに ド すった の ；；」 たに それだけ のこと 

なんです わ。 

今 lE  (相手- sf=i^ 水に^ 流し- -、、 , 一：" の や. つに 言 木.^ 綠け 

て) わたしが n 身の 淋し さに 耐， 、られ ないで、 女が 欲し 

くな つたの なら、 ： 出し A  、  n 分の 好みに かなった 

女 を、 幾らでも！；：^收されるんだょ。 

はつ f  (W 手：， i-w つ \ 上 一 ムふ， -* リも、 n 分て.：；：： 分. 11 云って 

ねろ やうに) わたし、 あなたが 大金 を 無雜 作に お出しに 

な つ た 一;M 持が 分らない。 •：：•  -  J の 部：^ まで も？？ かに 見た 家 

の や-つに 見えて ならない。 

今 Ji; この 金が あなたに はそんな 不思議に 見える のかな。 

銀行の 出納 扮は 1$  ロ不思 II な もの ばかりい じくつ てる 譯 

だ。 

はつ 子 隨分不 H^i:^ です の よ 。〔札束と 今 とか 见 比べ て) 

あなたの 奥さんだった さよ子 姊 さんが、 あなた は 不斷儉 

約が お好きで、 .^-錢のことにっ いちや、 ^£分嚴^£だと云 

つ てゐ たんです もの。 


今衬 あいつ、 わたし をケ チン：^ だと、 親類 中へ 吹聽 し-」 

るたん. いこな。 

はつ 子 ケ チン 坊 だなん て、 そんな 汚い 口 は 利き やしな か 

つたんで すけ ど、 ..... でも、 ー葸圓 とい ふ 大金 を、 あな 

たが さよ子 姊 さんの 前へ 投 出して、 勝手に 使へ と 仰 有る 

や， 「だ つ たら、 あの人 もこ ちらのお 家 を 出て 行き やしな 

かった でせ う。 

今 村 ぢゃ、 あいつ は 好きな やうに 金が 使へ ない のが 不平 

で、 わたしの 家 を？ S したと、 あなた は 思つ てるんだ 

ね。 それ を われく の 夫婦別れの 理由た と、 あなた 達 は 

つ てるんだ ね。 (ふと 感情.^ 5^ さぜズ いえ /、し さ う 

に .ー "ム J  ) 

はつ 子 それば かり ぢ やないで せう けれど。 

今 村 雷な 原 W. たと 云 ふんだ わ ：： (いやな 考 へ.^ 振 放つ 

て) まあ、 今日は あいつに 關 係した 話 はしない ことにし 

よう e 

はつ 子 でも、 あの人の こと を 心に 思って ゐ らっしゃれば 

こそ、 あなた はわた し に 親切に し て 下さる んぢ やないで 

せう か。 

今 村 (心 動して〕 これ は 妙な こと を^く もの だ。 …… ぢ 

や、 他所へ： 冉婚 してる 女に、 わたしが 未練 を殘 してる と 

云 ふんだ ね。 隨分 見くびられ てる 譯 だね。 
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はつ 子 1； 別した 奧 さん を 心に 思って ゐ らっしゃ ると 云つ 

たって、 よくお 思 ひに なって ると いふ 意味に お K りに な 

ら なくっても よろしい のよ。  お金の ために、 六十に 

も 近いお 爺さんの 所へ 行った あの 人 を、 あなた つて、 

よくお 思 ひに なつ ち ゃゐな いでせ うか ら 。 

今 村 はつ 子さん もなかく！ g 牙った こと を 云 ふ。 *: 間 知ら 

ずぢ やない ね。  しかし、 まあ そんな こと は どちらで 

もい. さ。 

はつ 子 (Is 言 の やうに ) あの人が 憎さに、 あなた はわた し 

に 一 萬圓と い ふ お 金 を 下す つ た の か 知ら。 

今： W さう いろ/ \- に考へ て 見なく つ て もい  >1 だ らうに。 

はつ 子 あの人が 憎さに これ を 下す つたの なら、 わたし 快 

く 頂戴し ます わ。 

今 W  (驚い V0 どうして どす？ 

はつ 子 わたし は、 このお 金で さよ子 姉さんに ssS 譬 します 

わ。 あの人 は、 あなたの ために も わたしの ために も 共同 

の 敵なん です もの。 

今 村 共同の 敵と は變 たね。 兎に角 わたし は あいつに 復譬 

しょうなんて 思って やしないよ。 

はつ 子 ぢゃ、 頂けません わね。 理由の ない お金なん だか 

ら。 

今 村 あなたが 欲しい と 云 ふ。 わたしが 上げようと 云 ふ。 


事 は簡眾 で、 それ 以上、 理由 もへ ちま も 入らな いぢ やな 

、力 a 

はつ 子 でも  

(彼女 は、 物欲し さうな 目て 札束 vj- 兌ろ やうに なろ。) 

(その 時、 扉の ノ、 ソ クが閒 える。) 

(今 村 は、 はつ 子に 小聲： 見物に は 聞えない ほどの^〕 

て 注意して、 新聞紙て 札束 か蔽 うてから、 扉べ 近づく。 

不機媒 な 顔して 扉 1^ 開けて、 そこから 效.^ 出した 老婢 

に 向って。) 

今 村 何 だ？ またお 客を収 次いだ のか \ と 叱リ つけろ) 

老婢 鄉 里から 弟さんが いらっしゃいました。 1^ ー那樣 にお 

伺 ひする まで. M 關 にお 待たせし ときました。 

今 村 弟が 來た？ 階下の 座敷へ 通して 置け。 

(老 婢、 返事 もしない て 引 込む。) 

はつ 子 弟さんが いらし つ たのなら、 わたし はお 暇し な.？ 

やなりません わね。 

今 村 なに。 かま やしないよ。 弟 は 二三 時間 fejw へやつ と 

くこと にしよう。 あなた は此 處にぢ つと して ゐ らっしゃ 

(今 村、 扉の 外へ 出て 行く。) 

(はつ 子、 简 りに なった、、 と，^ 意^して から、 札束の 

1 つ.. 手 LL 取って、 夢見ろ やうに 見惚れろ，^ それから、 
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圓萬ー 


で銨 をお ろして しまって， 長い間 二人で、 スト ー ブの前 

に 差，：！： ひ で 話込 んでゐ たの ぢ やない かね。 あな た 何者 だ 

と 思 ひなす つて？。 

書生 さあ" 溪は 見ない から 分らない，；；。 (話に は d!, か 人ら 

ないて、 K: 圆钆の 方.^ そっと 見下す〕 

老婢 外のお 客：. 株 は •>! 關 から 追 して、 二人 はいつ まで 

も、 笑ったり 泣いたり してい、 氣 になつ て る んだ か ら い 

やにな つち まふよ。 

書生 ぢゃ、 そんな 女が 來 るから、 僕 を 邪魔に して、 どう 

でもい 、やうな 使に 出したん だね。 

老婢 さう です とも。 わたしが お茶 を 持って行って さへ、 

旦那 樣は W い をし て、 早べ 彼方 へ 行け つ て 出さう と 

す るんだ もの。 

(老婢 はま だ W 圓 礼に 氣. つかな いぐ、 ：^11にカ.^入れろ 

のて、 普 生 はも どかしが つて") 

書生 老婢 さん、. 足-卜に 大變な ものが 落ちて るぢ やない か。 

老婢 エツ。 (と 云って、 足下， や 見ろ と、 颜&, ケ ®: へて、 慌 

て、 拾？ ズ ！Si へ 人れ て、 急いて 着物ん 着样 へる 〕 

書生 僕が まだ お に つ た ことのない や-つな 物ぢ やな い 

か \ 冷 かす やうに 云 ふ〕 

老婢 (着物，^ 着替 へて ねろう ちに、 心ん-鎮めて、 空 * け 

た颜 して) これ はね。 わたしが、 小石 川のお 屋敷に 御 奉 


公して ゐた 時分に、 お 粉 金の り を 何年 も 溜めて、 やつ 

とこれ だけにな つたの さ。 娘 の 相談と い ふ の も、 年末 の - J 

とで、 大抵 分って ゐ るから、 大事な く 虎の子 を 持って 

行か. つと 思つ てるんで すよ。 ， 

書生 さう です か。 ：… しかし、 -.^i 氣な 年末に 羡 ましい 

、 J とだな。 (普 生が さ う -ム つて、 部屋ん 出て 行かう とすろ 

と、 老；&  tl^i^ssA る。) 

老婢 まあお 侍ち なさい よ。 igr くに nj ー那樣 のお 部 ほ へいら 

つし やる の？ 

書生 あ、、 使の 返事 を 云 はなき やならん から。 

老婢 今、 日 ー那據 のお 部屋へ 行きな さらない 方が い、 んだ 

よ 0 

書生 だ つ て 、 二 の奇 魔な ぉ客樣 はもう ゐな い んだ らう。 

^.M^ ぉ客樣 はもう 行つ ちゃんだ けれど、 n; 那機 は、 あと 

で. ぉ峯- でお 眠つ てゐ らっしゃ るんだ から。 

書生 なに、 戶 口で 一 言 脚；^ 事 をし といたら い. -ん だよ。 

(書生 が さ う ；. r? つ て 行き かけろ と、 老^ はふ. iH^  搞 

まへ  ー\ 力..^ 入れ V 引 めろ つ) 

書生 (不思議 さ う に ： 僕 を ど-つす る ん だね。 

老 あなた は、 わたしが 持つ 一」 るた つた ； 枚のお 金 を、 

11^^, つ てゐ なさ るんだ ね。 n- 那 -s^ に 付けようと 思つ てな 

さるんだら う。 


僕 はそんな こと を 思って やしないよ。 

f-t- あなた はわた しが 泥棒した やうに 思つ てるに 違 ひな 

^生 驚いた な。 僕 はそんな こと は 思っても ゐな いのに。 

…… その 新しい、 今 銀行 か ら 出し て 來 たばかり の やうた- 

:,M§ 紙幣 は老婢 さんが 小石 川のお 屋敷に 难 公して ゐた時 

の お 給金なん だら う (揶 倫 ふやう に ム つて、 出て 行き か 

けろ) 

へき 婢、 慌て、 w め i うとして、 書生の 羽 n,^ 搁む。 

の 袖が 破れろ。) 

(怒って〕 オイ 止さない か。 ^の 大切な 一 張羅を 破つ 

て どうす るんだ。 僕 は何處 へ も 出られなくなる ぢ やな い 

か。 ；… ひどい 婆あ だ。 

ベて、 し，^/, \ して) どうも 濟 みません。 (跪 

.? ぃて^^-ひて) わたくしが SJ^ かったんです …… どうぞ fl 

那樣に は. s: 分に なすって ぉ吳ん なさい まし。 (百圓 礼，^ 袂 

から 出して) これ は あなたに お：.^ しいた します から。 

S 僕に 返す つたって、 それ は^の 物ぢ やない よ。 僕 は 

:,M§ 札なん か 持って ゐ たこと はな いんだよ。 

老婢 あなたが：：：： 那樣に 秘密で、 ：兀の 所へ お戻しな す つ て 

ぉ吳ん なさい まし。 

元の 所って、 どこに あつたの だ？ 


老 1- n- 那 のテ， 'ブルのに に、 か- 「いふお 札が. とっさり 重 

なって ゐ るんで す。 わたし は m; 那樣が 便所に お下りに な 

つた 問に、 そのうちの 一枚た け そっと 拔 いて 取った ので 

御 ii- います。 娘に お 正月 着が 買つ て やれる と 思 ひまし 

て Q 

書生 ホウ、 妙 だな。 そんなに は 圓札を 積んで どうす るん 

だら う？ 

老婢 さっきの 女の お 客樣に お やりになる 樣 子で 御座いま 

した。 

S  (愤慨 したら しく) そんな 大金 を 女に や るんだ？ い 

まくし いな。 …… 僕に は 年末の 小使錢 を、 この 百圓札 

の 十分の 一 も 吳 れ もしないで、 (老婢 の 手から 紙幣.^ 取つ 

て见 詰めろ) 

(そこへ、 呼 鈴が 鳴ろ。) 

書生 一 一階で 呼んで るよ。 老婢 さん 行って お出で。 何 か 云 

はれても 知らん顔 してれば い \ よ。 僕 は 決して 大將 にお 

口 はしない よ。 

老婢 どうも有難う 御座います。 

(老婢 は、 書生に 對 して、 言語 も 動作 も 次第 Li 卑屈に 

なろ。) 

書生 (得意 然とし ズ) 僕 は 此處で 待って るから、 安心して 

行って お出でよ。 大將が あなた を 疑ったら、 僕が 辯 護 を 
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して 上げよう。 

老婢 何分 よろしくお 賴み 申します。 

(呼 鈴 また 鳴ろ。 老婢 おど/、 しながら 出て 行く。) 

(書生、 百圓 札.. ^ 見詰めてから 5£ へ 入れる。) 

(•  たし S けに 換が 開く。 書生 ビ、 ソク" する。) 

(老婢 の 娘、 お. V 、わ (二十 未滿の 玎 愛らしい 女〕 人つ 

て來 ろ。) 

0 ァラ。 (書生ん、 見て 極り.，^ 惡 がる) 

書生 (微笑して) お母さん はゐ るよ。 

娘 (叮鸣 にお 辭鏃. して； ；- さっきお 勝手の 方で 二三 度 K を 

S&t ましたの です けれど。 

書生 さう です か。 ……お母さん はこれ から あなたの 所へ 

行く と 云 つ て、 着物 を着替 へ たと ころなん だよ。 

0 母 は あたしに 急 W が あると 申しまして？ 

書生 おきぬ ちゃんの 所から 電話が 掛 つたと 云って たよ。 

娘 ァラ。 あたし、 電話 なぞ 掛け やしません わ。 

書生 (微笑して〕 成程、 さ うだらうな。 

0 どうした 間違 ひなんで せう か。 

書生 まあい \ よ。 …… お母さん はね、 あなたに お 正月の 

着物 を 買つ て 上げる と 云つ てた よ。 

0 さう？ (書生の 額 か 見て) あなたが い、 加減な こと 云 

つて ゐ らっしゃる のね。 


一 書生 噓 だか 本當 だか、 今にお 母さんが 二階から 下りて 來 

たら 分る よ。 おきぬ ちゃんに は卷 藩が 出來て も、 僕 はこ 

の 通り だ 。(ブラ /、に $1^ びた！^ 織の 袖，^  せろ〕 

0 ァラ、 ど、 つなす つたの？ 

と 1> ょリ すが 

書生 老人に 越り つかれて 破られた の ぢゃ 有^くな い ね。 

こんなに なって ちゃ 戶 外へ 出られ やしない。 きぬち やん 

縫って 吳れ ないかね。 

0 え、。 縫って 上げます わ。 針箱 は何處 にある か 知ら。 

(渡が 押入， か 開けて、 針 iwl^ 搜 してね ろと こ， C へ、 老 

婢 入って 來ろ。 もたり 前の 額 付，^ してね ろ。) 

老婢 おきぬ、 いつ 來 たの？ 

書生 さっきから 勝手口に 來てゐ て 立^き をして たんだ つ 

て。 

老婢 (屑，^ めて) 来る 時には 電話 を 掛けろ と： K つと いた 

のに。 

書生 ハ、、 。 まあい >1 さ。  大將は 何 かい やなこと 云 

つたの かね。 

おつ w 

老婢 い V え、 何も 變 つたこと は 仰 有い ません。 

書生 それ はよ かった。 

老婢 お 午 御飯 は 二階のお 部屋で 召 上る さう です。 

書生 その Efflsr たったの か。 ぢゃ、 よかった ね。 …… は 

今 羽織の 綜び を、 きぬ ちゃんに 縫って K ふこと にした の 
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(老 婢、 il が惡 さう に する。 書生、 羽 縱ん脫 いて、 お 

さわに^ す。) 

書生 . もや、 お？ S みします。 

0 このお 羽織い 、柄ね。 どうして こんなに 綜 びたんで せ 

う。 ァラ、 こ 、のと こ は 破れて ます わ。 

書生 どうにか 誤魔化しと けばい  >  ん だよ。 (老婢 に S つ 

て) あなた は、 きぬ ちゃんに お 正月 着 を M つて 上げる と 

云って ゐた ね。 これから、 一し よに 三越へ でも 何處 へで 

も 行 つて、 一 つ. し てい k もの を 買 つてお 上げな 。 大 

將が 許して S. 犬れ たら、 僕 もお 伴 をしても い \ ね。 

老婢 ^叱く やうに して) お金なん か あり もしない の 

害 生 小石 川のお；^ 敷のお^ 金の 貯 MS を 出したら い &ぢゃ 

な.;，， か 。 ( iig な 調 + て 一 ：ム つ て 、 ：^^ か ら }c  礼 二 人 の 前 

へ 抛 出す) 

0  (吃||^して)ァラ。 大きな お札。 (と 云って、 乘 出して 見 

ろ) 

構 ふこと はない。 使つ ちま ふさ。 (と 云って、 老婢に 

目く. 1 ぜす る) 

—— 幕 — 


(二)  ノ 一 

その B の 午後。 

下宿 展の 一 室。 si- 田 鋭吉の 部屋。 ■ 

田 は、 私立 校の 敎師. ^^めて 生活して、 哲舉 など 

の 研究に 耽って ねろ 三十 未滿 の、 Hi 厚な、 現代 離れの 

した 男子て ある。 

この 部屋に は、 今 村の 部屋と は 違って、 数多の 洋書が 

匿 かれて ねる。 

彼れ と 戶見田 はつ 子と が、 机の 側の 4- 鉢に 向 含って 坐 

つて、 しめ やかな 話に 耽つ ズ， Q ろと ころ。 

は つ 子 あなた はどうお 思 ひに なつ て？ 

僕に はそんな 心理状態 は 分りません ね。 

はつ 子 わたし も、 今 村さん の 云った こと は、 無論 戯談だ 

と 思って、 そのつ もりで 遊びに 行った のです けれど、 先 

方で は、 商寶の 取引で もす る やうに、 ちゃんと、 ー萬圓 

を fc 圓 紙幣で 揃へ て 待つ てるんで す もの。 わたし 吃驚し 

てよ。  それが 賢札ぢ やな さ.^ うなの よ。 

塚 田 それで、 先方 ぢゃ あなたに 献上し ようと 云 ふの を あ 

なた は辭 返して、 一 萬 圓を棄 て、 來 たんです ね。 

はつ 子 は つきり 斷っ て 来た 譯ぢ やな か つたの です けど 
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0m. でも、 つまり は 大金 を 見せて M つた^け で、 それ を 

あなたの 懐屮 へ 突 込んで 、 そこに 持って る譯ぢ やな いん 

でせ う。 

はつ 子 でも、 まだ 一 萬 g を 手に入れる 可能性が ありさ-つ 

です のよ。 わたし、 話の 途中で liJ を 外して 此 へお： i: ひ 

したの だから。 …… わたし、 此方へ まゐる 問に、 電球の 中 

でも 歩い てる 問に でも、 その こと ば か り考 へ てゐ まし 

た 。 Mi 條 件で やらう と い ふ 者を斷 わる に は 及ばない と、 

思 はれて なりません の。 

今日 あなたの 入って 来た 時の 様子が、 どうも 變 たつ 

た。 何 かに 魅せられて ゐ たやう でした よ。 一 i の 力な 

んで すね。 …… そんなに 欲しい のなら、 5=;^ 慮し ないで 直 

つて 來 ちゃどうです？ 

はつ 子 あなたの 批判力で 判斷 して、 それが い. -と仰 有れ 

ば、 わたし、 これから、 大念 ぎで 行つ て賀っ て來 ます わ。 

僕 は 貰って い \ とも 惡ぃ とも 云 やしま せんよ。 

はつ 子 だって、 わたし は あなたの 傑れた 判斷 力に よって 

判斷し て 頂かう と 思 つ て ます の 。 

塚 £ 金の 事に かけち や、 ffil の判斷 力なん か 役に立ち さう 

ぢ やない な。 

はつ 子 だって、 わたしが そのお 金 を 欲しがる の は、 自分 

のた めば かり ぢ やな いんです もの。 …… あなた ヾ つて、 


いつまでも- 」 ん な 曰當り の惡ぃ 陰氣な 下宿 M なんか に る 

らっしゃらないで、 小 ざつば りした 持の い、 家 をお 持 

ちに なったら、 御勉强 がよく 出來 てい、 1.1 ゆ-ひな いと 思 

はれます わ。 今 村さん の 新築の 家の は、 そり や 1HS 心 

地が よ ささう です のよ。 あなた も あんな 書 li をお 建て に 

なるとい、 んで すわね。 わたしが お 伴し ますから、 あな 

たも 一 度 あの 書齋を 見に いらっしゃいね。 

塚 E いや、 僕 はこの 部： E で 結構です。 他人の 書 凝 を羡む 

の は 詰らない ことおゃありません か。 

はつ 子 でも-, 書物 を 一 册讀み もしない 人が , あんな い 、 

書； m を 有って ゐて、 あなたの やうな 方が、 こんな 物 @ 小 

尾 見た い な 書 li にゐら つし やる の は、 不當 なやう に 思 は 

^ ます. tv 

m w  ；  i の 書 n か 。 夢見た い な 話 だ。 …… それ に、 貧 

つ た 金 を みんな 僕の 窗齋の 建築費に し てし まったら、 あ 

なた は 御 自 分の ために 使 ふ 金が なくなる， ちゃありません 

力 

はつ 子 さう ね。 ぢゃ、 あなたの 書齋の 建築費 は 五 千圓に 

負け て K いて、 殘 りの 五 千 圓で肖 分の 身の 廻り を 飾る - .ー 

とに しませうよ。 

塚 田 それ は、 ぁなたからはじめて承る言^*ですね。(嚴然 

たろ 態度て) 心靈の 修養ば かり 考 へて ゐた あなたが、 自 
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分の 化 を 飾る - J とを考 へ だした の は 不思議に 思 はれま 

すね リ 

はつ 子 でも、 § から g つ た身體 は、 美しく 飾る のが、 

人間と しての 正しい 道ぢ やな いんで せう か。 わたし、 こ 

の になつ て さう 思 はれます のよ。 

( 一  ^相^-の^^ぉに；^意^^^！けて；それはさぅかも知 

はや リ  <ヒ もの 

れ ません ね。 あなたが 當時 の 流行 の 衣服 を 着 たと ころ を 

见 せて H 人れ 乙んで すか。 さよ子 さんの やうな 服装 をした 

ところ を U 

はつ f  (ふと：！^ 色ばん て) さよ子 姉さん は、 この頃 もよ く 

あなた を 訪ね て來 るんで せう。 

滅多に 來 ません よ。 來 たって、 あの人と 僕と だけ ぢ 

や 話の しょうがな いんです。 

はつ 子 ど- 「だか 分らない わ。 

あんな ^問 的な 樂み しか 知らない 人と、 僕と 話が 合 

ふ譯 はな いぢゃありません か。 

はつ 子 わたし、 先日まで はさう 思って ました けれど、 こ 

の 頃 はそんな こと は じられ なくなり ま し た。 あなた 

も、 力せ 腹な 衣服に 魅せられる 方な のよ。 

僕で もさ-つか 知ら \* へ ろ R 似 vj* する) 

は ハ 子 考へ なくつ た つ て さ、 つなん です。 ： … わたし 、 さ 

よ 子 姉さんなん ぞに £1 鹿に された かありません わ C あの 


人、 三十 をよ つぼ ど 過ぎて、 身 體 はお 婆さんに なり か、 

つてる くせに、 #裝 がい、 ためば かりで、 羽 をのば して 

威張って るんで す もの。 

$3^田 あんた 物質的な 女と 競& する 氣が あるんで すか。 今 

H の あなた はどう も 不思議で ならない。 

はつ 子 (氣 色ばん... て〕 あなた はさよ 子 姉さんの 外形に 魅せ 

られ てらつ しゃる でせ うけれ ど、 わたしの 肉體は 決して 

あの人に 劣って やしな いんです。 た V 美しい 服装で 飾つ 

て る の と 飾 つ てゐ ない との 相違が ある だけな の よ 。 

僕 は あの人に 魅されて やしま せんよ。 あなたの 邪推 

だ。 

はつ 子 邪推なら 邪推で もよ 御 11 ん すわ。 …… わたし、 虛 

榮 心の つよ ぃ女ぢ やな いんです けど、 若い 今のう ちに 着 

たい もの を 着 て 、 H 分 のしたい こと をしたい と 思って ま 

すの 。 それが 神 樣に對 し て も い けな いこと k は 思 はれま 

せん わ。 

塚 田 (笑って) 理窟 は 兎に角と して、 第一 その； 萬 圆が無 

條 件で 手 に 入 るんで す か C それが 根本 の 問題 ぢ や あり ま 

せんか。 

はつ 子 (獨霄 の やうに) わたし、 あの 時 遠慮な しに 貰って 

來れ ばよ かった。 

塚 E  (！！ 言の やう l,L〕n: が 醒めて よく 見たら、 百 圓 札が枯 
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れ つ 葉だった かも 知れない。 

はつ 子 わたし は 已. 惚れ て 云 ふの ぢ やな いんです けれど， 

一 «H  くら ゐな お金 は、 誰れ か . ^ら授 つ て もい、 と 思 は 

れ ますの よ。 あなた にって さうよ。 …… なぜ さ、 つお 思 ひ 

にならない？ 

塚 田 ハ、、 。 人間 は そのく らゐな 自信が なきや 駄目です 

ね。 ……だけど、 あなたに は、 それだけの 價 値が あるん 

でせ うけれ ど、 僕 はそんな 人間 ぢゃ なさ V うです よ。 あ 

なた に 時々 訪問して 頂け るの を、 分に 過ぎた 幸福 だ と 思 

つ てるんで す。 

はつ 子 謙 逸 も 度 を 過ぎる と 卑屈に 見え て よ 。 

田 (調子に 乘 つて) ぢゃ、 明 曰の 曰、 洋行 費の； i く 

らゐ、 誰れ かが 出して 吳れ ると 當て にして 待つ てゐ ませ 

うか。 今日は 書齋の 新築 費が 五 千圓。 明日 は 洋行 費が 一 

«H。 さうな ると、 僕 も 運が 向いて 來た譯 だ。 ハ、、 、。 

(二人 は、 互ひに幸福，^^描ぃてねろ ゃぅな&て頗.^見 

合 はす。) 

はつ 子 (ふと 思な. つ、： 卜 やうに) こんな こと 云って る 暇に、 

わたし 電話で も 掛けと きます わ。 (立 上 る ) 

塚 田 何處へ 電話 を 掛け るんで す？ 

はつ 子 今 村さん へ。 (ァ タフタと 出て 行く) 

塚 田  一 SIM を 引 込められな いやう にか。 ハ、、 、。 


rji^ 田が 机の 上の 洋書.，^ 讚み かけて ねろ と、 問 もな く、 

襖の 外から、 「御免なさい。 人っても i くって」 とい ふ 

聲 がして、 渡.：^ さ. ん 子が、 裾 模樣の 派手 過ぶ、 ろ やうな 

衣服 着け、 指環ても 頭の も の て も 華美な 光，^ 放つ 

た、 女優 見たい な 様子.^ して 入って 來る。 手に 風 M: 敷 

包，^ 持って ねる。) 

(彼女 は、 あろ 不行跡の ため L:、 今 村の 家ん 出た 後、 

あろ 老いた ろ實業 家の 後 41- として 再婚して、 前と ち 

がった 奢侈 遊 情な 生活.^ して わろ。 5^ra と は、 はつ 子 

と 同様に、 少年 時代からの 知合 ひても ろ。) 

VJr* 子 はつ 子さん が來 てるんで せう。 

(會1;して4-鉢の侧に坐ろ。2^^田は快ぃ頗，^しなぃて、 

少し 後し さリ する。) 

さ i 子 今、 電話口に 立 つ て る 入の 後 姿が はつ 子さん の や 

うでした よ。 來 てるのね。 

塚 田 え、、 來てゐ ます。 

さ rs 子 よく 來 るんで せう。 

a^ra さう でもありません。 

さよ子 あの人 はわた しを輕 蔑して、 わたしの 【*- へ は も つ 

とも 寄付 かないんで すよ。 女は學 間が あると、 あんなに 

お 高く 留 りたが るんで すかね。 

^ro さう でもな 、， でせ う。 
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さ r* 子 わたし は 以前から はつ 子さん が 好きだつ たし、 今 

だって 惡意を もつ て やしないのに、 どうしたんで せう。 

わたしが 時々 此方へ お 伺 ひする のが、 あの人の 氣に 障る 

, のか 知ら。 

S  (^リ の惡 さう に) そんな こと はないで せう。 

さ r* 子 あなたと あの人と はよ くお 話が 合 ふんで せ. つね。 

ffi. 者：： 1； 士 だから。 

そんな ことはありません。 

(，て、、 へ、 はつ； 十が 歸 つて 來ろ" 換，^ 開 けて さ i 子の 

餌, .J- 見ろ と、 E4 はず 足, ^留めろ。 さ 子、 1 丁 ソコリ し 

？ ヾ、 

てせ 1£ する。 はつ 子、 打 解けぬ^し て、 二人から 少し 

離れ ズ麼に 就く。) 

さよ子 もっと 此方へ お 寄ん なさい なね。 

はつ 子 .^\o 

さ rj 子 g~  くだった わね。  . 

はつ 子 え X 

さ rs 子 わたし、 お 正 の 買物に：： 一越と 松屋と へ 行って 來 

たのよ。 あなたが お 暇だった のなら、 お 誘 ひすり やよ か 

つた。 わたし、 賈 物に でも、 述れ のあった 方が 面白い の 

よ 0 

はつ 子 わたし、 今朝 は大變 忙しかった のです。 

さ r* 子 學校 はもう お休み なんでせ う。 (風 K 敷 包 > ^開けて 


反物，^ 出し 乂〕 わたし、 この 柄が 塚 a さんに よく 似合 ふ 

と 思った もん. たから、 氣. 紛れに 買って 來 たのよ。 あなた 

どう 田 5 つ 一」？ 

(はつ 子、 ふと 緊張した 態度て 反物，^ 手 に 取って 見ろ J 

はつ 子 こんな-一 ャケた 柄が 塚 m さんに 似合 ふか 知ら，" 

さよ子 着物の ことなん か あなたに は 分らない のね。 大島 

なんかより は、 かう いったお 召の 方が、 塚 田さん に はよ 

く 似合 ふの よ， 寸法が 分つ てれば 吳 1 に 頼んで ぐに 

仕 立 てさせる の だつ たけれ ど。 

塚 田 (當 惑した やうに〕 僕 はかう いふ い \ 衣服 を 着る 柄ぢ 

やな いん ですから、 雖れか 外の 人に お 上げに な つ ちゃ ど 

うです。 

さよ子 でも、 折 ：5； わたしが 見立て. i 買って 來 たの ぢゃぁ 

りません か。 耻をか せる もんぢ やありません ょリ 

探 田 闲 ります ねえ。 

さぶ 子 何が 闲 るんで す？ (反物ん 攒げ て、 鬚 W の 肩 Li 掛 

けて) はつ 子さん、 見て 頂戴。 よく 5i 合 ふぢ やない の？ 

はつ 子 わたしに は 着物の ことなん か 分りません わ" 

さ，， 子 いや 昧 なんか 一 K はないで さ" わたしが 貿 つて 来た 

この K 物 を、 あなたが 年内に 仕立て. V 嫁 田さん のお E 

月 着に したら い k ぢ やない の。 

塚 田 まあ、 今度 は辭： ^しませう。 
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(彼 は、 につ； 十の 思惑，^ も iL- つて、 いか に.， ふ S 惑した 

やうな 態度.^ 示す。) 

さ- .5 子 えこ. ちな 方れ。 …… わたしが、 今 33 偶然 見付けて 

買つ て來た 反物が、 來年 あなたの 蓮の 開ける お 祝 ひに は 

ならない でせ うか。 …… 塚 田さん と はつ 子さん とお 二 入 

の 間に は、 來年 はい」 ことがあ りさ、 つに 田 3 は るのに。 

(； l^^ffl と はつ 子に、 ！！： リの惡 さうな 表情,. すろ。) 

ひ \1 

さ i 子 他人の 好意の ある 贈り 物 は 辭；； S する もん； P や あり 

ません よ， - 百^8の財產でも、 高が 一反ば かりの 反物で 

も、 天の 賜物 だと 思って、 快くお 受けなさい なね。 

(はつ 子 は、 さ r* 子の 言 W^LL も、 E4 はず 感動す ろ。 し 

かし、 二人に 何とも 返事， ^しない。〕 

さ-, S  T  (朗らかな 笑 ひ，^ 浮べて ) わたし を 前科者 あ つか ひ 

しなく つても い. 1 ぢ やない の。 わたし は 詰らない 人間な 

んで せう けれど、 塚 田さん にも は つ 子さんにも好意は^? 

つて るんで すから、 お；； 人と も、 わたし を 毛蟲の やうに 

見下げな いやう にして 下さいね。 好いて る 入に 蔑視 まれ 

ちゃ、 わ だし だって S しくなる わよ。 

塚 ra  (生 acs HI に 〕 あなた を 蔑視む なん て こと はあり ませ 

んょ、 - 

さ i 子 それで は、 わた しの 贈り 物 は 快くお 受けなさい 

わ" 何なら、 はつ； （- さんが 仕立て、 お上げに なるとい. 1 


わ" (は つ 子の 方 1^ 見て) さ- 2h、 へ ばね. わたし 今 3! 松屋で 

;^^らしぃ人に會っ て 感じた ことがある のよ， - 

はつ 子 珍ら し い 人？ (氣 の な ぃ受 答へ.^ する) 

さ I 子 瀬 川さん のこと なの。 あな た， も 知 つてる でせ う。 

あの人、 奥さん を 速れ て賈 物に 行つ てゐ たのよ。 

につ 子 瀨 川さん て 方 は、 今 村の 兄さんのお 友達なん でせ 

う。 あなた は その 方と 話 をな すった の ？ 

5 ぶ 子 い きえ。 わたしの 方ぢ やか まやし ない けれど、 先 

方 では 遠慮し たの か 、顔 を 外ら し て ゐ た の 。先方 で さうな 

ら、 此方から 頭 を 下げて 行って、 御機嫌 を 伺 ふに は 及. よ 

な^から、 わたし も 知らん顔して ゐた の だ けれどね。 

年末に 御 夫婦 速れ で 何 を K ひ に來 たの か と； i 讽 にな つ たか 

ら、 時々 そっと 見て ると、 わたし 驚いた のさ- あの 貧乏 

自慢の 瀕 川さん が 、 新し い ：c 圓札を 出し て jc; 物 の 支拂ひ 

をし て. るぢ やない の。 今 銀行から 引出し て來 たばかり の 

やうな、 手の 切れさうな 蘭 札 を 振り ま はして るか，：'、 

わたし 驚いた のさ。 

はつ 子 さう？ (瀬 川 の 話に は 何の 感じ も 起さ な い らしく 、 

1" 淡に 受 答へ， 小す る ，} 

さよ子 だって、 以前 は 年末に なると、 if かなお 金の 無心 

に 來てゐ た 入なん です もの。 …… この頃 はい V 仕事に 有 

りついて るの か 知ら。 


mm  - 


ilf! 


はつ c でも、 この頃の あなたが、 ..c 圖 ばかりのお 金に；！ 51 

くつ てこ とんり ません わね。 

さ i: 卜 fcra はかり なんて、 はつ，^ さん も氣が 大きくな つ 

はつ (ふと 與に乘 つた や、.， に〕 え、、 わたし、 ：-：：關^ ね幣 

を ； 枚 や ： ^ 枚：^ たって 驚か なくなつ てよ。 

7  -x.  ^  (意外に 感じたら しく〕 え， りい ことね， -  それ か 

ん、 わたし は；：： 越で も、 思 ひがけない 入に 會 つたの よ。 

たか、 今 = は 不思^な： n の やうに 思 はれて ならない 

の。 

はつ >.>  さう？ (モ れ,^ さたがら うと はしない) 

？ i 子 元、 今 村の 玄^に ゐた大 島と いふ 寶 生の こ とな の 

さ。 今 もま だゐる の かも 知れな い けれど。 …… その 男が、 

fA: 十く らゐな 女と、 W 愛. りしい 二十く らゐな 娘と を 速れ 

て 物に 行って ゐ たのよ。 わたし、 見つからない やうに 

氣を つ け て そ っと兑 てゐ ると、 今度 も 驚か された の さ。 

だって、 獺 川さん の 時と M じ やうに、 新しい- C 圓札を 出 

し て 支拂ひ をし てゐ るんで す もの 。 …… 今年の 暮 はは 問 

一般に そんなに：^:. f がい、 のか 知ら。 わたし、 不思議に 

思 はれて ならない の。 . 

はつ 子 でも、 巧 阅ば かりのお 金に 驚く こと はないで せ 


さ i 子 今 nl、 はつ 厂 さん は 變ね。 (不思議 さう に 相手，^ 见 

サ i める)  . 

につ 子 わたし、 お金なん か * 欲しい と 思ったら、 何處か 

らか 授かる やうに 思 はれて よ。 瀬 川さん だつ て何處 から 

か， かった に 違 ひない わね。 

Ji 子 今までの はつ 子さん と は 思へ ないや- 「な- 」 と 云 ふ 

ぢ やない の。 ：… 瀨 川さん も、 瀨 川さん の 奥さん も. 謦 

生の 大島 も、 身裝 は、 昔と ちっとも 變 つて やしなかった 

のよ。 

はつ 子 身 裝は お金 さへ 出せば、 今 直ぐ に でも 變 へられ ま 

すわよ。 塚 田さん だって、 この K 物 を 仕立て、 着たら、 

直ぐに、 何處か のお 金 持の 若 ロー 那 見たい になる の ぢゃぁ 

りません か。 

(さつきから 不快な 颜 して. Q た 5^ E は、 この 時、 「ち i 

つ と 失禮 しま マ」 と 云 つ て .^立 つ て 、換 の 外 へ 出 る 。) 

さ r* 子 何處 へい らっしゃる の？ (と 聲，^ 掛け ヾ から、 は 

つ 子に 向って) 塚 田さん は、 わたしが 出拔 けに： ねて 來 

たこと を 怒つ てるん ぢ やない か 知ら。 あなたと 仲よ くお 

話して ゐた ところへ お 邪魔 をして。 

につ 子 そんな ことがある ものです か。 

さ £ 子 あなた は、 今日はお 金々々 と、 お金の ことば かり 

云って る やうね。 お金なん か 汚れた もの に は；：：：： も れな 
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いのが、 あなたの 價 Ig ぢ やな か つ た の ？ 

はつ 子 どちらに したって、 あなたの 前に はわた し は價値 

の ある 女ぢ やありません わ。 

5i 子 あんない やみ を 云って。 …… わたしね、 あなたに 

會 つたら 訊かう と 思って ゐた ことがある のよ。 あな 

たは この頃、 今 村に よく 會っ てるんだ つてね。 

はつ 子 ぇ&。 今 村の 兄さんに は 時々 會 つてます わ。 わた 

し を 誘つ て 帝國ホ テ ル の 洋食 を 御馳走して 卩 すったり、 

芝居 や 活動 を 見せて 下す つたり する の です。 

さ 子 いやね え。 あなた 何 だって 今 村に 隨 いて そんな 所 

へ 行く ん です？ (さも 侮 成した やうに 云 ふ) 

はつ 子 (反抗的に〕 それが なぜい けない の？ わたしが 洋 

食 を 婆れ たり 芝 1HS を a- せ て 莨 つ たりす る の が なぜ いけな 

いの？ 今 村の 兄さん は、 この頃 はお 金が どつ さり 入る 

やうに なった のか、 物 悟み をし ないで 氣 持が ぃ& のよ。 

わたしが お金 を： 戴と 云 ふと、 い くら でも 出し て 吳れさ 

うなの よ。 

さ i 子 ( い 告リ立 つ て) 何 をお 云 ひだ？ あの人が 一 圓の 

お金 だって 何で 無意味-に 出す もの かね。 はつ ちゃんの 考 

へ 無しに も 呆れつ ちま ふよ。 

はつ 子 (得意ら しく) 祌樣が 今 村さん を 使つ て、 わたしに 

お金 を 授けて 下さる んぢ やない かと 思 はれて よ。 


さよ子 フン 。(と 嘲 つ て ) 蟲が い & にも 程が あるよ。 去 

年 は 西洋のお 宗 lb に 凝つ て 尼に ならう と 云つ てた 人が、 

今 村の 誘惑に 乘 つたり して。 

はつ 子 ュめ なた こそ、 氣 がどう かしてる んぢ やない の？ 

御 自分 の 方 か ら 愛想 を盡 かした 前の 御 亭主 の - J と を 何 だ 

のか だのと 云ったり して。 

さ 二子 生 意 第お 云 ひで ない よ。 當り 前の 結婚 さへ しない 

の を 自慢 にして た 人が、 今 村なん か にお 金 で 賈 はれる 氣 

になった のかい。 …… 呆れた もの だ。 

はつ 子 それ は 誰れ の こと？ …… 反物 ； 反で 塚 田さん の微 

心を賈 はう とする 人の 心が、 わたしに は 可 笑く つ てなら 

ない。 (ヒ ス 1 ァ リク ク LL 笑 ふ) 

(さ. ><  子、 怒ろ i リ も：： 木れ て 相手,^ 見捉 .A ろ。) 

(そ、 ク、、 下 (；？ 厘の 女中が 颜，^ 出す。) 

女中 あの、 塚 田さん は、 御 散歩に お出掛け になり まし 

た。 夕方 でな け れば ぉ歸 りに ならない さ う で 御 iij い ま 

す。 

さ r* 子 塚 田さん は 散歩に いらし つたんで すって？ 

女中 は あ" ぉ客樣 にさう 巾 上げる やうに と 仰 有い まし 

た" 

(女中 は 不思議 さう に IS 辰の 樣 子.， 見て 引 込む。) 

さよ子 (獨 首の やうに)：^ 田さん は變 入ね え。 わたし 達に 
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ffi: されて 悅 しいと も 思 はない のか 知ら。 こんな 穢 しい 一 

下宿 へ 遊びに 來 て 上げた のに 有難い とも 思 はない のか： 

知ら。  ： 

はつ 子 あなたが 此方へ 来る 時には、 特別に おめかしし； 

て、 ^旧さん を 説か さうた つて 駄目よ。 ； i 田さん は 着物 一 

やお 化犹に 誑か され る やうな 俗物と は 人 がちが ふんだ か 

ら 0 

(はつ 子の 物 狂 はしい -MJi に、 さ i 子 は 恐怖， ^感じて、 

後 返りす る。 やがて、 努めて やかな 態度，^ 保って。) 

さ i 子 御主人の ゐ ない 部屋に ゐ たつ て爲樣 がない から 歸 

り ませうよ。 あなた は ； 人で 此處に 待って るんで せ 5。 

はつ 子 わたし、 これから 大切な sffl 事が あるんだ から、 愚. 

^々々しちや ゐられ ない の。 

？ i 子 (なだめる やう LL) ぢゃ、 一し よに 歸り ませう ね。 

わたし、 ，：nl 動 を 待たせ て ある の よ 。 

はつ 子 でも、 わたし は 外へ 廻ら なきや ならない の。 

さよ子 何 4g> 、でも、 あなたの 行きたい 所へ、 わたしの 自 

動. ¥ で-逢 屈け てあげ ますよ。 

(さ-. 4子、 反物 は 机の ヒに！ y いて 立 上ろ。 しかし、 は- 

つ 子 は. 易に 立ヒ らうと しない。) 

(さ rs 子、 相手，^ 促して、 手 執って. N 上ら tirs うと 一 

する。 はつ 子、 その 手，^ 放って、 ^ss-见るゃぅな目付. 


て。) 

はつ 子 わたし、 これから 今 村さん の 書齋へ 行か なきやな 

らな いんだから、 あなたに 自動車で 逡っ て H く 譯には 行 

かない わね。 

さよ子 今 村の 家へ これから 行 くんだ つて？ …… 達 屈け て 

上げる わよ。 何のた め に 今 村の 家 へ 行く の か 知らないけ 

れ ども、 途屈 けて 上. けます とも。 …… どんな 家 を 新築し 

てるの か、 わたし、 外から 見る だけ 見 て もい --ん だから。 

はつ 子 あなたが 愛想 を壶 した 今 村の 兄さん は、 一し ょ懸 

命、 わたしの 徵 心を貿 はう として ゐる のよ。 

さ 子 (ふと 忌々 しく な つ て ) それで、 あなたが い，. -氣に 

なって 逆上せ 上った のね。 

はつ 子 無條 件で わたしに 一度 画と いふお 金 を吳れ るんで 

すって。 百圓 札で；. 0 枚、 書齋の テ ー ブ ルの 上に 積 上げ 

て、 わたしの 來 るの を 待つ てるのよ。 

さ rs 子 あなた、 目 を 開けて 夢 を兒 てるの？ 

はつ 子 嘘と 思 ふなら、 これから わたしと 一 しょに 行つ 

て、 書齋の 窓の 外から 親いて 御覽 なさい。 

さよ子 あの人、 こんな 世間知らず を 手懐けて わたしに 復 

響しょう と 思つ てるんだ な。 

はつ 子 わたし、 早く 出掛けなければ。 

(つと 守-つて 行告 かける。 その 様子が 戀 なのて、 さ i 


圃萬ー * 


>f;g; ぶ、 めろ。) 

さ-,^ 子 まあお 待ちなさい。 

. I 幕 I - 

(二)  ノ  二 

( 一 ) と 31 じ 今衬の IS 屋。 

テ - ズ かの 一 隅に は、 前の 如く 礼 束が 新聞紙に はれ 

たま 、iM かれて ねる。 

今； W 陽】 と、 ？ S 謙 次 (三十 餘 お-、 田舍 * らしい 服装，^ 

して. Q る) とが、 瓦斯 スト-. フ 前に 椅子に 胶 掛けて 

ねろ。 

謙 次 どうしても いけない のか。 

今衬 氣の毒 だが 载目 だよ。 おれの 會 社の 內情 は、 お前に 

は 本當の こと を 打明けて もい 、が、 見かけ ほどよくない 

の だ。 ：： それで、 お前の 要求 通りに 资金を W 立てる 餘 

裕は、 僕に はない の だから、 今度 は勘辨 して 吳れ。 

謙 次 (不平ら しく〕 傑の 方ぢ や、 こんた 大事な 場合に、 三 

千 や 五 千の 金が 融通して 貰 へん 害 はない と 思って た。 

今 村 おれ は、 お前なん か田舍 の 入 間が 思って る ほど、 經 

濟が 豐かぢ やな いんだよ。 

謙 次 さう かな あ、 何に 使 ふんだ ね。 獨 身 生活で そんなに 

費用が 嵩む の は 不思議 だね。 


今衬 獨身 だから 無駄な 费 S が 人る やうな 譯さ。 

(謙 次 は六ケ しい 額し、 うつむいて ねる。) 

(今：！？ は IS 草ん、 吹かしたがら 何 か 5.ri 想し てね ろ。) 

(そ、、 へ、 ¥ゎ 生が 扉，^ ノ？， グし ズ^, ^出す。〕 

S  r 名刺， 出して〕 この 方が 是非お E に扮 りたい と 云つ 

てゐ ます。 

今 村 (名刺，^ 取つ v^: 每田鋭 士：： "(と^んて、 ち i っと考 

へて〕 あ、 さう か。 こ、 へ 通して SK れ。 

(書生 退く。) 

謙 次 僕 はゐて もい、 のか。 

今 村 さう だね。 座 を 外して 實 つた 方が 都合が い、 ね" こ 

の 他に も 客が まだ 來る かも 知れない から、 晚 時分 ま で 、 

何處か へ 見物に 行つ て來る やうに して 吳れ。 

謙 次 寒い のに、 幾度 も當 ての ない 見物なん かさせられち 

や ない。 陪ド で， 午睡で もして ゐ よ-つか。 

( ？ う 云 つ て 、 子.. 離れ て 出,.^; 订か うとして ねる と 

、、ろへ、 ；；^-出が與^した額して入って來ろ。 今 村、 異 

つた 事ん 豫恕 すろ U 謙 次 も 扉の 側に」， 立つ；： ま、、 出て 

行く の.^ 躊躇す る じ 

塚 E わたくしが 塚 田と 巾し ます。 

今 お 前 は 承 はって ります が、 どうい ふ 御用です？ 

塚 E 大變な 事が 出來 まして。 
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今 w た 2^ な こと？ はつ 一十さん がどう かした のです か。 

(額 色， <^ Si へ ろ) 

さ-つです。 あの人 は、 さっき わたくしの 部 で 精祌 

に 異狀を 起しました。 そして、 あなたの 霄齋 のテ， - ブル 

の 上の  一^! M のことば かり n に 出して ゐ ました。 

今衬 それ は 不思議た 。( テ I . フか の 上の 新閱 包み，^ 氮 にし 

ながら) はつ 子さん は 狂したん です ね。 

^g5i^^したのかどぅだか、 まだ 分りません が、 その 一 

wfg の ことで、 いろ/ \ な 妄想 を 起して^ しんで ゐ るん 

です。 

今 H そりゃ.个思議ですゎ(次第に^5?靜な態度，か持して)ど 

んな is を 起し てゐ ます？ あなた は、 まあ そ こへ ぉ扮 

けなさい。 

塚 ra  (突立った ま、) SI 接に わたくしが 見て ゐ たの ぢゃぁ 

りません。 ：•： あなたの 前の 奥さんと はつ 子さん と 一 一人 

だけで、 わたくしの 部 M にゐ たのです が、 ，H 分の 身體は 

一 ^@の^^^^だと云っ て自慢したさぅです。 

今^? それ は 本 常です か。 

田 あなたの 前の 奥さん か ら g きました"  それから、 

あなたに、 天女の や、 つな 歩きぶ、 だと 褒められ たと 云つ 

て 、 天女の や、 「な 身 挺り をし て 部； ffi の 中 を步廻 つ たさう 

です。 


今 W  (笑 ひ ， ^膨- へ て ) それが 精神に 異狀の あろ 證據 なん で 

す 力 

塚 m 自 分の 肉體 は、 さよ子さん よりも 美しく つて 若い と 

云って、 帶を 解いて 見せた さう です。 

今：；？ あなた は それ を 御 i, 一になら なか つ たんです ね。 

わたくし は、 二人の 話 を 閗 くに 忍びない から、 座 を 

外して ゐ ました。 

今衬 それで、 はつ 子さん は 今 何處に 居ります？ 

探 m あなたの 前の 奥さんが、 はつ 子さん を. M 車に 乘せ 

て はつ 子 さん の 家 へ S 屈け た さう です。 …… わたくし は、 

只今 あなたの 前の 奥さんから 譯を ira いて、 はつ 子さん の 

發狂 は、 あなたの 責任 だと^ 定 しました (貴め る やうに 

云 ふ) 

今 村 これ は 驚いた.) どうして わたしの 責 lid になります？ 

嫁 田 あなた は、 少 くも 一 萬圓を 餌に、 はつ 子さん の 心 を 

汚し た のぢ やありません か。 

(さう 云って、^ 田に、 テ I. フ^の 一隅の 新聞 包み，^ 

銳ぃ 目.. て 見つけろ や 否や、 「これ だな」 と 叫ん て、 手早 

く^ 取って、 スト-. フ へ投 込む。) 

今 W 馬鹿 ッ。 君 はさよ 子の 賫 女に 晈 かされた の だな。 

(今 村 は；！ J^fflLl 摑 みか， - ろ。 謙 次、 朵氣に 取られて ねろ〕 
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みんな 出鳕目 


人 

も t?x だ 

諸 枝た より (二十 五 歳 くらね。 頭 fS も 服装 も、 入 

に 目立つ ほどの 新し さ， < ^現 はす。) 

白 川 さく子 (た rs リの 姉。 三十 歲 くらね。 白 川 

洗吉の 妻。 妹 i リも 地味な 風，. し 

てね ろ〕 

上 瓶 三 (S は 高見 敬 助。 三十 歳 くらね の 利 

口 さうな 餌した 男 > 

わる 男 (額 は 四十 くらね の 年齢と して 見え 

る。 しかし、 年齢に 拘泥し ない 服 

装 .5- してね ろ〕 

白 川洗吉 (M 十 歳 くらね て、 その 齢-」 相當 

した 身裝ん してね る) 

時節 は 初春。 

わろ ホテルの 一 室。 壁 や 力 I テ 、ノ などが 綠色て 色取 


られ てね ろ。 窓 は 全く 銀され て、 § 化燈が 點ぃ乂 ね 

る0 

諸 枝た-, * リ といん、 心-.: も. y 體にも 苦さ,^ 有って. Q ろ 

女が、 しどけ ない 樣て ダンスの 古，^ して ねる。 時 

時、 姿見 鏡 に fli ： にの 姿態.. 映しながら 微笑， .J- 冲 らして 

ね る。 他人の 傍觀 意識し ない 自己 惑溺の. タ y ス |g 榜 

古が 贺く績 く。 

扉の ノック,.？^ 聞きつ けて、 思 はず 立 姊ん. て、 「どな；：？」 

と萆. ^掛ける。 

「ち rs つと 待って 下さいれ」 と 云って、 慌. たしく 衣服，^ 

着替 へて、 さつきと はちがつた、 澄よ した 額して 扉 

開けろ。 

た i リ いらっしゃい。 

(さく子と いふ、 た i リの K 姊て、 白 川洗吉 とい ふ學 

校敎師 L1 嫁して ねる、 いくらか 世 疲れの した 女が 入つ 

て來 る。) 

さく子 あなた 一人？ (と、 部屋の 中，. 見て、 外衣，^ 脫 ぶ、 

ながら) 今夜の ダンス は 見に 来られな くな つたから、 今 

ぉ斷 りに 來 たのよ。 

た i リ さう？ どうせ そんな こと だら うと 思って ました 

わ。 …… さあ、 お けなさい。 今 は あたし 一人な のよ。 

ゆっくり 遊んで いらっしゃいな。 
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(姉妹 は、 ひの 話に 適した やうな 位 匿，^ 取って 椅 

子に 腰，^ おろして、 冗 ひ に 何 か.^ 思って ねる やう LL 表 

^て 颇，^ 兌 合せる。) 

(少しの 間、 首 葉が 止 切れろ。) 

さく子 村 上さん よ？ 

r i リ 今朝 早 くから 出て 行った の。 方々 馳 けずり 廻つ て 

るんで せう。 無論お 金の 工面よ。 (ふと、 笑 ひ.^、 ーぽ しな 

がら) ^によったら、 あなたのと ころへ もお 金の 無心 を 

；: ム ひに 行く つもり かも 知れない ことよ。 

さく子 さ、 つ 云って 揶偷 つてる つもり？ 村 上さん は あた 

し 達の ¥ を 兌た にけ でさへ、 すう つ と 逃げ つ ちま ふくせ 

こ 0 

た i リ あの人、 そんなに 氣が 弱かない のよ。 C 姉,^ 貴め る 

やう LL-: パふ) 

さく子 誰れ も、 あの人が 氣が 弱い と は 思 つ て やしない 

さ. - 

あなた や 義兄さん を 嫌つ てる 譁 でもな いのよ。 

さく子 (今度 は、 ！ t の 方て：：： -抗 マる やう：. 0 嫌 はれた つて 

か t  *  、 し： 

た より さう でせ うと も。 村 上なん か は 奴る に 足らない 人 

問なん だから。 

さく： 十 あたし、 さ. つい ふ 意味で 云った んぢ やない の。 


；: i り どうい ふ 意味で もい、 わ。 …… あたし、 誰れ に 嫌 

は れ て も關は な い 人 問 に 成り 切 つ たら い、 と 思って ゐて 

よ。 ：.：• (ふと、 打 解けた 調子 LL 錢 つて、 姊の 額.^ 見 詰 

めて〕 それで、 今朝 姉さんが あたしに 話したい ことって 

な あに？ またお 父さんに 頼まれて、 あたしに 忠吿 しに 

いらし つたの？ 

さ i 子 へ、 ズ。 (空 呆けて) たよち やん は、 あたしが そんな 

用事 を も つてい つ も 訪ね て來 ると 思って ゐ るの ？ 

たよ リ でも、 何だか さう らし いんです もの。  その^ 

事で なくっても、 何 か 用事が あるんで せう か.，：'、 まづ、 そ 

の 大切な お 話から 片付けて しま ひませ うよ。 

(さく子、 沈 默。) 

た i リ あたしが 二三 日 前から 東京に 來てゐ て、 この ホテ 

ルに 泊つ てること を、 お父さん や 兄さん は、 誰れ か、 ら 

£1 いて 知つ てるのね。 

さく子 それ はどう だか。. …… あたし、 この頃 暫く 本鄉の 

方 へ は 顔出し をし ないから、 あなたが 此方 へ來 てる こと 

も、 あたしから 知らし やしないの。 

た i リ (怪 評な 效 して〕 さう？ 

さく子 あたし は、 今 自分の 事で あなたに 相談した いこと 

が あるの。 

た r* リ 姉さんの 事で？ 珍ら しい わね。 (氣. J<fjS して) ぢ 
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や、 接 あたしに 關 係した  一 J と. ちゃな いの わ。 

さく子 あたしが あなたの tl^- 活に餘 計な 干涉 をし よ、 つと 思 

つ て やしない こと は、 あなたに はよ く 分つ てる ぢ やない 

の。 

た ir- でも"  

(二人とも 少しの 間 沈 默。) 

さくや あたしね。 常 分 何處か へ 身 を 隱し て ようと 思 つ て 

，つち 

ろの よ。 さ- 「でもし なきや やり切れな いの。 家の 中が う 

ろ さくって。 …… あなたの やうな 氣 儘な、 のびぐ した 

氣 持で 日 を 送った こと は、 一 曰 だってな かったんで すか 

,ジ -yo 

た i リ  ；M. さん は無斷 でお. 家 を 出よ- 「と 思つ てゐ て？ 

？く： 十 あたし、 誰れ もゐ ない ところで、 眠る だけで も飽 

きる ほど 眠りたい と忠 つて ゐ るの  だって、 この 二三 

年 以來、 あたし は 思 ふ 存分に 睡る こと さ へ出來 なかった 

ぢ やない の。 

rl^  年 を収っ たs^-姑さんがー 一人に、 小姑が；； 人、 

おまけに 小姑の 一人 は 出戻りさん だから、 大抵 ぢ やない 

わね。 …… でも、 姉さんの 無斷の 家出 は 大變な 事件に な 

り やしない こと？ 

さく子 でも、 あたし はよ く考 へて 見て、 當然 のことの や 

、つに 思つ てるのよ C このま、 で ゐ ちゃ、 あたし はべち や 


ん こに ひしゃ がれて しま ひさ-つなん たもの" 

た i リ それで、 當 分何處 に隱れ て ようと 思 つ 一 】 ゐ. り つ し 

やる の？ 本鄉 へ？ 

さく子 (氣 はんて〕 誰れ が本郷 なんかへ。 …… お父さん 

の 家なん か であた し をぽま つ て2^れるか3^.、れな いか、 

へ て 御覧な。 

た i リ or た S 感し マき うれえ。 …… . ちゃ、 大 森の 兄 一.」 

ん のお 家 はリ. 

？く子 あんな 家に 三日で も； ； nn でも ； H でも ゐ. りれ る も 

のです か。 物， H 動. ¥ に 一杯 ギ土產 を 運んで つたら * ど 

うだか 分らない けれど.； T 

た 二り ぢゃ、 ^«ハ介の叔母さんのぉ.5^は？ あしこに は、 

人： =： をよ けて 住む にい、 離れが あるの だから。 

さく子 お止しよ。 眞 面：：： くさって 何 をお；； ム ひだ？。 兄， が 

や 親類の： 豕を ： 軒々 々數 へて 兑 たつ て、 何の 足しに もな 

り やしない さ。 ぁなた^«2„-の經驗でょく分っ てゐ さ、 つな 

もの だ … … あたし はたよ ちゃんに だけ 打明けと いて、 溫 

場へ でも 行かう と 思って るの。 根 か 熱 海 か。 少し 遠 

くって も修 善. II- へ で も 行かう か 知ら。 

た rs り 姉さんの - J とだ か ら 、 费は 有餘る ほ ど 持 つ て る 

んで せう。 

さく  あたしが そんなに たっぷりし たお 小 使 を 持つ てる 
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^はな いぢ やない の。 …… でも、 ^^きに親類に泣きっく 

や、 「な！ 3- つ ともな ぃ眞似 はしない つもりよ" 

た i リ (ふと 1| ハひ i  く) ぢゃ、 この ホテルに 泊つ ちゃどう 

V、 あたし、 決して 妯 さんの 秘密 は 洩らさない ことよ。 

さく子 さう わえ。 (珍ら しさう に 部屋の 中.^ 见 波す) 

^ -ぉ 女 . 人で 溫. M 場 なんか へ 行く の は 不安心 ぢ やな 

く 子 そ んた こと を危 力し がるの？ 

た ムリ でも …； I, 〔お へ 搜索^ を 出す や-つな - .- と はな い で 

せ-つか 知.，：。 

さく チ そんな i 颯^；：：: はない の。 

た i リ 義兄さん は 校の 先生 だから、 ま 庭の 不和が 新聞 

に 出された りして 、 一 衣 沙汰に なつ て 、 佻 il 的 名譽に 傷が 

つくの を 恐れる のね。 本鄉 のお 父さんの やうに し 

5 く 子 それ もさう だけれ ど、 あたしから、 よく 筋 ta の 立 

つ た 5g 手紙 を？ « い て くし、 それに あたし の 保證 人に な 

つ て 吳れる 人 を 一人 こしら へ てお くつ もりなん だから。 

た i リ その 保 證入は あたし ぢゃ ない こと？ 

さく  f まさ 力。 

た i リ ぁたしには人の保證人になる^5«格はなぃんです，.^ 

の ね。 …… あたし の 保 人に な つ て 3K れる人 もな いんだ 

し。  そんな こと はどうで もい、 として、 この ホテル 


に 匿れ て ゐても い ゝ と つ てろ のな.，：'、 今 ぐに でも 空 

部屋 を 訊いて 上げて よつ あたし、 姉さんの 家出 を 勸めは 

しない けれど。 

く 子 あたし、 ；應. } ^へ歸 つて、 &: 分の 物 を 整理して、 

身 仕度 をし て來 なきや いけない の， - 

た i リ マて んな ことしても よくって？ 

さく子 大丈夫よ。 あたし、 傍の 人に 氣 K られる や、 つなへ 

まな 眞似 はしな いこと よ。 

た i リ 本當 にリ  家出す る 人が ； 度歸っ て 出！^ すつ て 

こと ある もの か 知ら。 

さく子 疑 ひ 深いの ね。 …… とに 角、 あたしの 決心 を 人に 

洩らしち やい けない よ。 

たより それだけは大丈夫ょ." 

(妹の確^^；：すろの^^见て、 さく子が 座^」 乂. ちかけ る 

と、 そこへ、 た ニリの 同棲 者て わる 村 上 順 三と いふ、 

三十お くらわの 才子ら しい 男が、 西 洋菜子 の 入つ て ね 

るお I ル祐. ^ばて、 何の 豫報 もしない て、 扉ん.^ 開け 

て 入って 來 ろ。」 

(その 瞬間、 三人と も 意外な 感じん 5^ して、 互 ひに 間 

の惡 さうな 様子，^  はす。) 

た i リ 大變ぉ 早かった のね。 (：处 "めろ やうに 一ぶ、 ふ ) 

順 三 忘れ物が あつたから、 もよ つと Si つて 來 たの だ。 S 


722  *^ 鱒 出なん み 


ぐに また 出掛ける よ。 

(彼れ は、 妻に 向って 言譯， ^しながら、 さく子に 校 

.5- すろ。)  . 

さく子 暫く 御無沙汰し ました。 お 忙し く て いらっしゃる 

の？ (なつつ こく 云 ふ) 

瓶： 一一 さう でもありません。 (rs そ/, \ しく 云って) ちょつ 

と 失體。 (と 云 つて、 さく子の 側 通って 洗面所へ 行き か 

ける) 

さく子 あたし、 急ぎます から、 これでお？ ます わ。 

(彼女 は、 二人の どちらに 對 すると もな く ニムつ 一，、、 0, 

口に 向 ふ。) 

f リ あたし、 待って ゐ てよ、 何 處へも 出て 行かないで。 

(扉の 側まて 見送ろ。 さく子、 何 か 小 聲 て 云 ひながら 

出て 行く。) 

(た ..5 リ、 元の 魔 Li おって、 お- MWVJ. 開けろ。 瓶 三、 

洗面所から 出て 來る C) 

た i リ このお 菓子 は あたしに 食べさせようと 思つ て 買つ 

て來て 下す つたの？ おいし さう ね。 

順 三 いや、 それ は 伊藤さん へ 持って行 くんだ から 食べち 

やい けない よ。 

た； リ こんな 安つ ぼい 手土產 はお 止しなさい ね。 …… あ 

たし 頂く わ。 今朝から よく 渾- 動して ゐ たから、 お腹が. S 


I 

いちゃつた。 (西洋¥ ん 、抓ん て、 食る やうに 口に 入れ 

ろ) 

順 一一 一 そんなに 腹が減つ たのなら、 みん た 食べ つ ちま ふさ。 

(C: 繁 らしく 云 ふ) 

たよ リ 怒った の？ お菓子 を 一つ 食べた くら ゐで 怒られ 

ちゃた まらない わ。 

順 三 下らない こと を 云 ふもん ぢ やない。 ：… そんな こと 

よりも、 お前の 姉さん は 何し に來 たの？ 僕の 顏を 見る 

と 、 逃げ る やう に歸 つて 行った とこ ろ を も つて 見る と、 

何 か 秘密の 用事が あつたん だね。 

たより ぇ气 大變な 州 事が あつたの よ。 

瓶 三 例の 忠告 か。 これまでと は 違った 話 を 持って 來 たん 

だね。 とう もさう らしかった。 

なり (食べ かけの 宽子. 机の 上 LLSy いて、 R 面目な 

5 ぬ Si 

度.,^ 取つ \、 W さう らし か つ たなんて 己： la れ ちゃ 駄：： ： よ。 

順 三 妙な こと を 云 ふぢ やない か。 

た i リ あたし も 己 惚れち や 駄：： ： なのよ。 身内の 人が いつ 

まで も あたし の > J とを氣 にして 、 い ろくに 構 つ て SK れ 

てると 思 ふの は、 已 惚れ かも 知れない わね。 

順 三 若し さう だったら、 煩くな くって い \ ちゃない か" 

お前 は 先日まで よく さ-つ 云つ てた ぢ やない か。 

たより でも、 ^^5^2:から完全に除けもの にされ た と 思 ふ 
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と、 淋しくな いこと もない わね。 

顺三 ハ、、 。 「おい こと を 云って る。 お前に も 似 八：： はな 

、 0 

たより ところが、 妯 さんの 話 を いてる うちに、 あたし 

にも 元 llT が 出た のよ。 …… だって、 痛快な こと を 聞いた 

ん です もの。 

順 三 (£4 はず 乘 出して」： f 快な こと？ 

た i リ とても 痛快な ことなの よ …… でも、 何だか 當 てに 

ならない やうに 思 はれない こと もない の。 

0  ：: 一  早く 云 つ て 御 ，な。 -H 分 だけの 獨 合點ぢ ゃ駄； 0 だ 

よ 0 

た i リ 「姉さんが ね。 白 川 家の人に 無斷で 家出 をす るん 

です つて」 (改 つた 口調て、 これ だけ.^ 重々 しく 云って) 

あなた なんか は 何とも 思 はな い で せう けれど、 あたし だ 

けには％^5に一;|快に思はれるの。 姉さん は あたしに かぶ 

れ たのよ。 へ， まで あたしに 意見 をして ゐ ながら、 心のう 

ち で は あたし を. 51^ んで たこと が 分った のよ。 あの 見識ぶ 

つ た^^al^ちきな白川の家の人がどんな顏をするか、 思つ 

ても氣 味が V \ ダ やな いの。 子供の 幸福よりも 世間 體ば 

かり.； KM にして ゐる あたし 達のお 父さんが どんな 顔 をす 

るか、 思っても 氣味 がい 、ぢ やない の。 (さも 愉快 さう に 

ベら くと；； ムふ) 


順 三 (詰らな ささう に〕 何 だ。 僕に はちつ とも 面. m くない 

ことた 0 

た i リ でも、 あなたの 利益になる > J とも ありさう なのよ。 

…… 姉さん は、 今 B のうちに 家出 をして、 この ホテルに 

隱 れてゐ たいと 云つ てるのよ。 

順 三 (額，.^ 耀 めて〕 へえ、 此處へ 来る のか。 

たより 妯 さん はお 金 は隨分 持って ゐ るれ。 あたし はちゃ 

んと 見破って る わ。 

順 三 他人の 懷 中が 當 てになる もの か。 

た.^ リ あなた^って 他人の 懐中 を當 てに して 飛 廻って る 

くせ - 一。 

®H  (腕 t- 計，^ 見て) さあ、 僕 はまた 出掛け なきやな りな 

ys^h よ そ 

い。 午餐 は 他所で 食べて 來る かも 知れない よ。 

た rs リ 晚の S. 刻 を 忘れち やい やよ。 踊り は あるし、 姉 さ 

んは來 るし、 大變 なんだから。 

順 三 この頃 は 僕 も 忘れつ ぼくな つてい けない。 陽 氣の加 

減 か 知ら。 

(彼れ は、 デスクの 上，^ 搜 して、 一つの 書き物ん. 取 上 

げて、 ボケ- ソトへ 入れて 出て 行く。 た f* リは、 順 三の 

方 へ は 目， >J-S™ めない， て、 空間，^ 见詰め て 物. 考 へ て ね 

る。 やがて、 椅子に 腰 かおろ した ま- -、 足て ダンスの 

^古，^ すろ。 が、 その 足の 述動は 次第にお る そかに な 
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ろ) 

(ふと、 外出.^;1?;^心したらしく、カ，^入れて立上る.と* 

その トタ 、ノ！ J-  ノックが ろ。) 

へ 「おんん なさい」 と-. 聲 掛けろ と、 わろ 男が 扉.，^ 開 

けて 額，. 出す。) 

(「わの。 . ■:: 产  1 見さん のお 部屋 はこ ちら て 御座 いまし 

： 1 0  ノ 

「い、 え 違 ひます」 

「と、 つも 失體 しました」 

(その 男 出て； 仃 く。〕 

(「間抜け 野^」 と、 た i リは IS 言.^ 云って、 出仕 度.^ 

して わると、 ノックと、 もに 戸が 開いて、 さっきの 男 

が 再 •  ひ 欲，^ 出す。) 

あろ 男 こちらのお 部屋 は 二十 一 一番で 御 13 いました ね。 

た i リ え  >1、 さう です わ。 (反抗的な 目て 相手，^ 見詰め 

ろ) 

もろ 男 昨 曰 銀座で 高見さん にお 目に か、 つた 時に、 ホテ 

ルの 二十 一 一番の 部屋に 泊って ると 仰 有った のです が C 

た i リ それ は あなたのお 間！ I 逢ひぢ やないで せう か。 わた 

し ども は 高見 ぢ や 御座 いません の。 

わる 男 わたくしの sw,*vss 連ひぢ やありません" たしかに 

一 一十一 一番と 仰 有った のです。 一 一度 も 念 を 押して 仰 有った 


の だから、 高見さん 御..！： 身の 思 ひち が ひで もあります ま 

、 0 

た i リ (多少の 恐怖，.？^ 感じながら〕 帳場で お になる と 

分ります わ。 たし どもの 姓 は 高見と は 違 ひます。 

わろ 男 御主人が ゐ らっしゃ ると 分 るんで すが、 只今 は 御 

不在なん です ね。 

な リ ゐ てもゐ なくても、 あなたのお 訪ねになる 方と は 

遠 ひます わ。 

わる 5?- 若しも わたくしの 違 ひだったら、 お詫びの しゃ 

- 「も 御座いま せんが。 …… 

た i リ ど-つ ぞ 帳場で よくお 聞き 下さい ましな。 

ある Bf^ ハ テナ。 

(彼女が その 男の 前に 立って 追 立てろ やうな 態度，^ 见 

ぜ る。 しかし、 - ての 男 は； ぬな に 動かない てね ろ。) 

た i リ どうぞお 引联 り. 卜 さ い 。 

わろ 男 (いやな 笑 ひ，^: S らして) わたくし は 今 曰のう ちに 

どうし て も 高見さん に .1; つてお 話し なきや ならな い 事情 

が出來 たのです。 お出 先が お分りに な b なければ、 高見 

さんのお 歸 りになる まで、 このお 部 でお 待ちして ゐま 

せう。 

あなた は 失禮ぢ やありません か。 他人の 部屋へ お 

入りに なって。 ：：： これほど 謹 を 云つ て もお 歸り になら 
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ない のなら、 1 へ 知らせて、 誰れ かに 來て貰 ひます。 

わろ SR へ V  、。 わたし は 狂人. もゃありません よ， - これで 

も jig 兒 さんの 友人 なんです よ。 

た i リ 高兑ぢ やない と、 これ ほと 巾 上げて るのに。 

(彼女 は、 典^して、 占ャ上^^？の侧へ 驟^^？る。 それと 

ra^.u,  s^si の^が.^ ろ。 彼女 は受 器，^.? =^ に 當て 

ろ。) 

た i リ モシく。 ……あ \ぁ なた です か。  T 度よ か 

つた" 今 此方へ どなた かいら しって、 あなた を 高見と い 

ふ 方と Hi 遲 へて、 ど、 つしても 此處で 高兑 さんに 會っ て 行 

くと；； ム つて、 あたし W つてます の。 

(彼女の  一一 S" 葉の ssi- らな いう ri,:  、  ろ 巧 は 傍へ 寄つ \、 

來て、 「1:2 見？ ん から 掛 つて 來；^ んて すか。 丁§^-5かっ 

ゎ；：くしが^接にぉ；^；！しまぜぅ」 と 一： ム つて、 ^ふ 

. ゃぅに彼女の乎から<乂：^^器.^-取る。) 

わる Ef- ャァ、 1:1 兑 さん。 昨 B は失禮 しました。 •••：. さう 

です …… ^は <2 の 汽难で e: の 方 へ 出掛け なきや ならな 

い の で 、 そ の 前に 是非 あな たにお 0= ひしたい と 思って、 

::C 今 此方 へう か r つ たのです が、 あなた は 何時頃 ホ テ ル 

に歸 つてい らっしゃる でせ うか。 …… 左 です か。 …… 

ぢ や 、 お 一一；： n 葉に 從っ て ホテル で お 待ちす る ことにし ませ 

う。 それから。 …… ァ ッ、 ^話が a れ ちゃった …… 


(わろ Hp- は、 雷 話て か-つ 云った あと、 た"， * リん 頭み て、〕 

あなた は 高見さん にお 話しに なること は 御座いませんで 

した か 3 高見さん はお そく も 三十 分 後に は 練つ ていら つ 

しゃる さう です。  わたくしが、 このお 部屋に ゐ ちゃ 

お 邪魔 になります でせ うから、 玄 關の廣 間で 高見さん を 

お待ちして ゐる ことにいた しませう。 

(た i リは、 さ つきから 朵氣に 取られた 樣 子.^ し V 、ね 

たが、 ある 男が 出て 行かう とすろ と。) 

たよ リ あなたに ちょっとお 訊ねしたい ことが 御座います 

の。 まあ、 そこへ お掛け 下さい。 

もろ ej- おや、 わたくし はま だ このお 部 接に ゐて もよ ろし 

いんです かし 

た- >* リ あなた はどうして、 村 上の こと を 高見々々 と 仰 有 

いますの？ 

もろ 男 村 上です つて？ わたくし はさう いふお 名前 は 知 

りません ね。 高見さん がいつ の 間に か、 姓 をお 變へ にな 

つ たんです か。 御當 人から まだ 承 はらな. いんです が。 ：：： 

た よリ (驚い ノ、 〕 今 で も 昔 でも、 村 上に 高見 とい ふ 姓が 別 

にあった つて こと、 わたし 少しも 存じませんでした。 

ある 男 半年 もお： UI にか、 ら なかった 間に、 高見さん は、 

> 一 の 頃御^,焚子に い ら つし やつ たん. ち や あり ます ま い か 。 

それで 姓が 變 つたん ぢ や あり ます ま い か 。 


72R 


目 鰭 出なん み 


た... <リ い 、え、 そんな こと は。  

わる 男 尤も あの方 は、 二つ や 三つの 變 は 有って ゐさ 5 

に 思 はれない こ とも 御座 いません ね" さう いふ 趣味 を 有 

つて ゐ らっしゃ るんで すね。 …； しかし、 高見と いふ 姓 

は、 あの方の 大昔からの 姓な ので、 それだけ は 問 違 ひな 

いです。 

た i リ ぢゃ、 あなた は 何年 ほど 前から、 高見 を 御存じで 

ゐ らっしゃ いますの？ 

ある 男 左樣 さ。 ：：： もう 十 年 も 十五 年 も 前から 知って ゐ 

る 害です よ。 いや、 も 5 と 前から 知って ゐた かも 知れ ま 

せんね。 しかし a" 取 近 は 滅多に^はなかった ので、 昨日 往 

來で パッ タリ 行 遇 つたの が、 |贝 際 不思議な 緣の やうに 思 

はれます。 

た i リ それで、 今日は 高見に 特別な 御用が おありになる 

んで すね。 

おろ 男 まあ、 さう です。 (ふと、 氣づ いたやう に 立 上つ 

て ) まだ 御 懇意で もな い あな た に 餘 計な お し や ベ り をし 

てち やい けない。 あちら へ 行つ てゐ ませう。 

た： リ わたし、 も 少しお 訊きした いこ とが 御座います 

の。 あの 高 は 家柄の い &財產 のあった 關西 地方の 舊家 

に 生れた ので 御座いませ うか。 

あろ 男 さあ。 何とお 答へ してい \ かな。 (と、 氣 のない 返 


一 

事ん-して) それよりも、 あなた は 高見さん とどう いふ 御 

關係 がお ありに な るんで すか。 

た リ (侮辱.^ 感じたら しく) それ は、 高見に 接お 聞き 

下さい。 

ある 男 成程、 さ、 つです ね。 …… ぢゃ、 わたし は あちらで 

お待ちし ませう。 …… いづれ 後 ほど。 

(もる 男 は會釋 して 出て 行く  C) 

(た rs リ は 、见. g:,,^ 、もしな い て ねろ。 - てして わと V- 、「馬 

鹿 g ；^」 と 叫んだ が、 意氣銷 沈して、 綺 子に ぐった リ 

寄掛 つて ねろ、 暂 くして。〕 

1 i —— 

1 一 

その tH の 午後。 

3比^^:公園の 一 隅。 風が 荒く 埃が 烈しく、  陶 しい 光 

景 l^s- はして ねる。 

いろ/ \ な 人間が 通って ねる。 その後から、 順； 一； がわ 

る 男と 連立って 現 はれろ。 

順 三 かう 埃が 强 くつち やた まらない。 こ.^ で 一休みし よ 

うか。 こ V は 木蔭 だから いくらかい、 だら う。 

もろ 男 あなた も 物好き だ。 ホテルの 部屋 を 締切って お 話 

をな されば い k のに。 わたし は ど- 「間違った つて、 あな 
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たに 飛びつ いて、 あなたの 喉 を 締めたり する 人 問 ぢゃぁ 

りません からな。 

順 三 どう だか 分らない ね。 

わる 男 へ. -ぇ。 さう つた 日に や、 どちらが どう だか 分 

り やしない。 あなたの 方に 一 層危險 性が 多い かも 知れ ま 

せんよ。 …； \3 ^に 角、 わたし はさう お 手間 は 奴ら せない 

つもりです。 

顺： 二 まあ * こ、 へで も 腰 を けよ、 つ G 

(ベ チ y の上に腿*^*ぉ^<:す。 おろ 男 も それ に 做 ふ. 0 

« の顏を 僕の 同 接 者に 見せた くないし、 の 話は尙 

更^ かせた くないと 思った から、 こんなと ころまで わざ 

ゎざ^^を引張り^し て來 たの だ" 

わる 男 へ k  、。暫くお s にか >-ら なかった 間に、 あなた は 

大變 病に なり まし たね。 わ たし の 話 を 傍の 人に 聞か れ 

たつ て い > -ぢ やありません か。 わたくし は あなた を 脅迫 

しに 來 たん ぢ やなし 、 お金の 無心 を 云 ひ に 来た のぢ やな 

し、 ： ... わたし は、 いつも あなたに お nz に つ て も、 好 A 思 

を 有つ て ゐ なか つたこと はなかった ぢ やありません か。 

だって、 昨日^；に會った時には、 久 振りで い、 所 

で < ^つた、 の l=.;3f ざ-依り たいと 思った の. たが、 うつか 

りして、 ll;^ に： 汗 意し とくの を 忘れた の だ。 者の 躐疑 

を 受ける や、 「な こと は 云つ て 貰 ひたかなかった の に、 大 


しくじり を やった。 

もろ 男 そんな ことが 1? になります かわ。 …… 同捷 者と 云 

つ て、 あの 女 は あなたの 奥さん ぢ やな ささう です ね。 わ 

たし は 一目 見て さ- r 思 ひました から、 敬.！ i 思 も 表さな かつ 

たのです よ。 

順 三 (叱ろ やう Llv てれ だからい けな いんだ。 

もろ 男 へえ。 ；… わたしの 方から； ぶふと、 あなた も、 い 

つの 間に か、 文化的に なって、 西洋風の ホテル なんかへ 

婦人 を g~ 込ん でい らっしゃる のが、 少し 機つ たく 思 は れ 

たのです。 

順 二 君が そんな 氣 持つ るん から、 あし - 」 では 君に 會 へ な 

かった の だ。 1^が不出|:总た：；^-をしゃべって、 僕の 同： S 者 

を 傷け やしない かと 氣 になって ならなかった。 ：： •  • 君 は、 

僕が 歸っ て來る 前に 餘 計な こと は 云はなかった らうね。 

あろ 男 いや、 なんにも。  しかし、 あなたが そんな こ 

とを氣になさるのは^！思外ですね ：… へ、 、。(卑し い 皮肉 

順 三 いやに 冷 かす ぢ やない か。 薄つ 氣 味の 惡ぃ 君の 笑 ひ 

聲を 聞く のも久 振り だ が …… ！^；は相變らず獨身らし い 

ね。 獨 身で、 いよく 金に 行 詰った 時に や、 芋の 皮を喷 

つ て 水ば かり 飲んで 平 氣でゐ られる 人間 だから、 僕の 今 

の 氣持は 分るまい。 
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わろ 男 いや、 わたし は  一 ：UI 見て 分った つもり だ。 …… わ 

た しの 智」 M と 度胸 は 昔 か ら よく 知つ て ゐら つし や る 害 だ 

が、 暫くお E に？ S ら なかった 問に、 物忘れ をす る や、. -に 

おなん なすった ね。 へ.^  k。 

順 三 (おとなしく 同意して〕 物忘れ はする や、 つに なった。 

わろ 男 文化的に おなん なすっても、 中 工合 は 有 一 S では 

なさ さ うです ね。 

順 三 そ の 通り だ。 そのため に氣 力が 衰 へ て 忘れ ぼくな つ 

たの かも 知れない よ。 

わろ 男 ハ テナ。 g 乏を そんなに 苦にする やうな あなた ぢ 

やなかった 害 だが" …… ぉ貯 へがな くな つたに しろ、 金 

は そこら 中に 轉 がって るぢ やありません か。 わたしが お 

手傳 ひして、 少し 黄金の 採集に 联掛 つち やい か^でせ 

う？ 

眼 一一； 昨日 さ、 「思って 歩いて ゐ ると、 パッダリ^^に出會っ 

たの さ。 

わろ 男 それ は あなたの 御 蓮が よかった のです よ。 わたし 

は 今夜の 急行で 關 -re へ 出向く ことにな つ て ゐ ました。 さ 

、つす ると、 當 分お H: に る 機會は 得られ なかつ たの です 

力ら..？ 

睱三 に は續々 うまい 仕事が あるんだら、 「ね" こんな 不 

景氣な 世の中に でも。 


(彼れ は * さう 云 ひながら、 相手の、 可な り 身窄 らし 

い 服装に H を 注ぐ。〕 

あろ 巧 それ は、 どんな 世に でも 喰 ひ はぐれの な いのは、 

わたしが 生れな がらに 持つ てる 一 得で さ。 

愜三 知らない 人間 は、 君の 服装 を 見て、 S の 腹の 屮の 

惯 踏みまで する かも 知れない が。 •：：. 

わろ 男 ハ、、 。 ：：： お だ ひに 忙しい のに、 詰らない 話 を 

しました ね。 「時 は 金 だ。 J 下らない 話 は 切上げて、 わた 

しが あなたに お頼みし たいこと を、 短刀^.は入に.£.上げま 

せ、 つ。 わたし は、 あなたから 紹 <5r 狀を 二三 通. たいん 

です。 それ も、 名刺の 端つ こへ、 何々 を 紹介す、 御 引見 

V された しと， 通り 一 べんの 文面 を 書いた にけ. ちゃい け 

ません よ。 

赋三 僕の 紹介状 が 役に立つ のかい" 君のお 役に立つ のな 

ら、 そんな もの は 何枚で も 書いて 上げる が、 ^-11 僕の 53 

仆狀を 何處へ 持って行 くの だ？ 

わろ それが、 宛名 は 除いて 書いて 頂きた いんです。 な 

に、 御 肖 分で お 書？ になら なくっても、 あなたの お許し 

さへ 頂いたら、 わたしが 必要に 應じ て、 {E 分で 勝手に 書 

きます よ。 

0 それ もい 、だら、 つ。 しかし、 おに SB の. せ 1^ に ま. た 世 

間 的 信 川が 殘 つてる と 思 つてる のかい。 
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わろ ef- ところで、 世^ は 狭い やうで 魔い もので ね。 關 

地方ではぁなたを高兑敬^^：の遗族として貢被る入問かぁ 

りさ-つで すよ。 

順 二 ハ 、 、。 S は お だと 思って ゐ たら、 案外お：：：： 出 

たいんだ ね。 今 B の s-^ は 人間が = 敏く なって、 ® 力の 

な い 穴. I つぼの 入 il に は ^を 利かせ なくなつ たよ 。 暫く^ 

はな か つ た 問に、 ^は 大分 時^お くれに な つ たやう だね 

…： さう：： ム へば、 一?^ の 服：！ もよ つ ぼ ど 古ぼけて 晃 える 

よ 0 

ろ 5^  S. ゆお くれ リ  あなた も 衣 物で 人を愤 踏す る 組 

だな。 

順 H 「s- は 金 だ。」 こんな 無 川な おしゃべり をしても 爲方 

がない が、 …… 

あろ 男 ところて、 今 わたしの この 古ぼけた 平常 服の ボケ 

ットに は、 怙持 介せ がな いんです よ。 だから * 今 直ぐ 

と 云って、 あなた の耍 求に 應 じる 譯には 行きません が 

§;ー； それ は 分って るよ。 

だけど、 わたしが あなたに 求める と同樣 に、 あな 

たも わたしに 求める ところが あるんで せう。 

Ig-:: まあ、 さう だ。 おの 智惠 でお ぉ+ しの 通り だ。 

もろ Bf- これ 式の ことに 智 .M も 何も 入り やしない。 この 忙 


しい^の 中に 訪問し 合 つ たり 、 こんな 埃つ ぼい 風の 吹き 

まくって る 口 ハ 臺で、 い をした EfT が 話 をし 合つ てゐ 

るの は、 どうせ； S の 中 は 分って ゐま さあ。 お 互 ひに 相手 

に 何 か を 求め てるに ちが ひ はあり ませ ん さ。 

順：；！ なる 程、 君のお 說の 通り だら うね。 

わる 巧 どうです？ わたしと； しょに 關 西の方へ お出で 

になる 譯には 行きません か。 

順 三 さう は 行かない よ。 

もる 男 あの方 を 打 やって 他所へ いらっしゃる 譯には 行か 

ない と 云 ふんです わ。 

赋： 一； まあ、 さう 云っても い、 ね。 の やうな 無線 驗 者に 

は 分るまい。 

あろ しかし、 惚れた 女と 別れられな いくら ゐな こと 

は、 珍ら しい 話ぢ やありません ね。 わたしで も g き 飽き 

てゐ ますよ。 ^驗 もへ つた くれ も 入った もん ぢ やない。 

::: ところで、 あなた は あの方と 幸福な 曰を绘 つ てゐら 

つし や るんで すか。 

順 三 ちっとも 幸福 ぢ やない わ。 以前、 君に 爆 てられて 馬 

鹿 を やつ て た 時分の 方が よ つ ぼ ど 面白 か つ たよ。 

ある wf^  (得意ら しく) さう だら うと、 わたし は  一 IH 見る と 

思 ひました よ。 …… ぢゃ、 氣分を M する ために、 わた 

し に隨ぃ て いらし つ ちゃどうで す ？ ...：： 時代が 變っ て 
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も、 わたしに は、 まだ 子分 も あるし、 金の 蔓を 見つける 

能 も 有つ てます よ。 ：：： まあ わたしの 仲間に 入つ て御覽 

なさい。 

赋三 ところが、 僕 は 採 小說の 英雄に はなり たくな かつ 

たの さ。 

あろ 男 それ は 御尤も だ。 わたし だ つて この 年に な つ ちゃ 

探偵 小說の 端役 は 御免です がね" …… しかし、 あなたが 

通俗 小說の 入； I を 一 役 勤め て、 お p 度 出た く收っ てゐら 

つし やる の は 可笑しい ね。 …… ど， 「せ 兇狀 持の くせに。 

(この 言葉 は 威嚇の 键き， ^有って ねる〕 

順 三 兇狀 持？ (今 まてに なく、 反抗的 元氣， あら はして) 

そんな 大きな 聲で 下らない こ と を 云 つ ちゃ い けな い よ。 

わろ 男 へ え。 ~ 平 な？ t て) 兇狀 持と 云った の は、 あな 

た の 昔の 言 紫の 受賫 りなんで すよ。 人間 は みんな 兇狀持 

見た いなもの だ、 おれ 達ば かり ぢ やない と、 昔の あなた 

が 仰 有った こと を、 わたし は 名言 だと 思つ て 思 出した だ 

けです。 

順 三 1^5 は 僕に も强 ひて 昔の こと を 思 出させよ うとす るん 

もる 男 古 馴染の わたしに 會 ひたいと、 たしか あなた は 仰 

有った 害 だが。 

順 三 君の 手で も 借り なきや、 どうに もな らんと、 ふっと 


思 ひついた と-一ろ だった から。 (ふと 反省した やうに〕 し 

かし、 さう 思った の は、 僕の 迷 ひだった かな。 

あろ 男 (相手 の 面 に 鋭く目 注 ぃて)ゎたし の 手 でも 足で 

も、 御 遠慮なく おつか ひ 下さい。 

順 三 .：■: まあ、 考 直して 見よう。 

わろ 男 さう です か。 强ひ てお 役に立て. - 頂かう と は 思つ 

てゐ ません。 

順 三 君 は 何でも やれ さうな 男 だから、 ふっと 詰らん こと 

を 思 出した。 

わる 男 分って ますよ。 

順 三 獨合點 をされ ちゃ 闲 るよ。 

(二 入 は、 互 ひ にわろ 事.^ 想像しながら -ぉ つてね ろ。) 

わる 男 あなた は、 わたしに 隨 いて 今 is へい らっしゃれ 

ば、 それで すべてが 解決す るんで すけれ. と。 …… 旅费は 

二人分く らゐ は、 わたしが 持って る。 決して あなたに 御 

迷惑 は けません。  • 

贩三 この頃の 僕 を 連れて行 つたって 何の 足しに もなら な 

いだら う。 

おろ 男 ところが 妙な ものです よ。 — 惡魔 でも 友人が い 

ると いふ 譯で すか。 わたし も li 旅 は 小ゾ し 心 淋し くって 

44- 

瓶 一一； 肖 分で 子分 も 崇拜者 も あると、 今： K つてた ぢ やない 
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か • 何が 心 淋しい。 …… 心 淋し いのは 今の おれの こと だ。 

ろ 男 だって、 あなたに は、 一とき も 離れて ゐられ ない 

やうな 文：^ 婦人が おありになる ぢ やありません か。 

顺 一一； (ffl 手の 椰掄 に 脚 じない て、 しみ.， i\ し；^  口調て〕 僕 

が ZlliS 者の ために どんなに 蹒& して ゐ るか、 さすがお で 

も 見 透せ ないだら うね。 

わるお ハ 、 ァ。 

0.^.-- 化 力  >  、 ァだ？ 

おろ Bf- 今までのお しゃべり は、 要するに 無 S なおし やべ 

りだつた のです ね。 …… あなた は、 あの 文化 婦人と IM^ 

して 幸 11 でない と 仰 有った の は、 あの 同捿 者に 不平が あ 

る んぢ やない んで すね。 金の ため に 齙齪し て い ら つし や 

るの が、 第一 の苦勞 になっても ゐな いんです ね。 わたく 

しとい ふ あなたと は 切っても 切れない 人間が、 あなたの 

影の やうに 世の中 を うろつい てるた めなん です ね。 わた 

しだけ は あなたの 過去 を 知って る。 わたし だけ は あなた 

の 心の底の 底まで も 知 つてる。 そいつ が あなた を 不幸に 

して るんだ。 

(順 一一； は、 さして 感脚 しないて K つてね る。) 

ろ 男 しかしね、 高見さん。 わたし は 死にた くっても 死 

ねない 入 ii です よ。 人の 首 を捻ぢ 切る > J と は 出來て も、 

n 分 の おに 繩を け る ことの 出來な い 人 問です よ。 


順 三 (冷然と して) 誰れ だって さう だよ。 

もる 男 だから あなたと わたし は、 形と 影との やうに なつ 

て、 この 世に 長生 をす るんで すね" 

m 三 それで、 僕の 影 を關西 へ 連れて行か うと いふの かい。 

あろ 男 わたし を 信じて ゐ らっしゃい。 決して あなたの 幸 

福のお 邪魔 はいたし ません よ。 …… どうしても 邪魔に な 

るの なら、 あなた の 力で、 わたし の 首 を 稳ぢ切 るんだ 

が、 今の あなたに は、 さう いふ 力 はなさ さう です ね。 ハ 

、 、。 (あ；： リ^ 見て) 風が ます/ \ ひどくな つたから、 

近所に 人通り はなくな りました よ。 埃 まみれで こんなお 

しべ りして ゐ るの は、 馬鹿です ね。 

順 三 お 互 ひに 忙しんだ。 

わる af- 話の 續きは 歩きながら やり ませう。 

順 三 さう だね。 

(二人、 一し ili 立 上る。) 

順 三 ^；？の今云ったことは出鳕目たょ。 

もろ 男 若し さう だったら 結構です ね。 

頤三 君の 旅行 前に 頼みたい ことがあ つたの だが、 おしや 

ベ り し て るう ち に、 云へ なぐな つ ち やった。 

あろ 男 出立 前に、 も 一 度お nr にか \ り ませう。 それ は あ 

なた のた めだし 

II 幕 -I - 
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三 

その 翌朝。 

同じ ホテ^の 一室。 (一) の ItMZ-s リも 狭くて 粗 未て わ 

ろ 0 

鹿臺は 二つ 並べられて ねる。 その 1 つ LL は、 さく子が 

疲；： ま V 目，^ 開けて ねろ。 た i リに担 告ヾ、 窓 隙に 匱 

かれた 椅子 に 腰， かおろ してね ろ。 

さく子 (ぃくらか臭.^~起して妹の方，^見て)たょちゃんは 

ゆ-つべ 

昨夜よ く 眠れな か つたの ね。 夜 つ び て寢 床が ガ サ く 音 

がし てるのが、 あたし 氣 になって ならなかった。 

た i リ ！ M さん は 憎らしい ほどよく 眠って ゐた わね。 

さく子 三年 も 五 年 もの 疲れが 一 度 期に 出た やうな？ M 持な 

ん だもの。 

-ゥち 

た ムリ い、 度胸ね え。 お 家ぢゃ 大騒ぎ をして るんで せう 

のに。 

さく子 ど. つ だか。  あたし、 家の ことなん か、 すつ か 

り 忘れて ゐ たのよ。 …… あなたが 傍に ゐ て吳れ たから こ 

そ、 あたし も 昨夜 安心して 眠れたん でせ うね。 あなたと 

さや-つ：， こい 

あたしと、 姉妹で IS じ 部 M に寢 を 並べ て寢る ことがあ 

らうと は、 あたし 今まで 想像 もしなかった" たよ もやん 

まさう 35 はない？ 


た i リ (さして 感じない らしく) それ は、 あたしの やうな 

兄妹 中の 嫌 はれ 者が、 姉さんの やうな 模範的 婦人と M 居 

する の は、 不思議な > J とに 違 ひない ん です けれど。 

さく子 (S 分 ひとりの 樂 しい 空想に 耽って ねろ やう LL) あ 

たし、 本郷の 家の ニ陪 で、 あなたと 一 しょに 寢超 きして 

ゐた 幼ない 時分の こと を、 昨夕 夢に 見て ゐ たのよ。 

たより そん な 夢が 面 &  くって ？ 

さく子 あの 時の あなた は、 あたし 達の 話す こと をお とな 

しく 聞いて ゐた わね。 

た リ さう でした わね。 

さく子 あなた は 幼い 時分の ことなん か. H 、^出さないで せう 

of  。 

た 二り 今 は そんな - .1 と を 思 出す 場合 ぢ やない わ。 

さく子 どうして？ あなた は 鎌 倉に ゐた りこんな ホテル 

に 泊ったり、 氣儘 勝手な こと をして、 今の^ 活が 面白 過 

„き るから、 昔の ことなん か はどうで もい k やうに 思 はれ 

るんで せう。 

たより さう でもない わ。 

さく子 あたし、 何年と なく、 毎日！ S じ ； まば かり 見て、 つ 

くぐい やにな つてよ。 お婆さんに お爺さんに、 あの 小 

娘に。 それから 1 りさんの 細つ こい： 践を兑 てると うん 

ざり して よ。 
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た-, <  り • ： ： 毎！！！ 兌て る^の 方が 安心 でい、 ぢ やない の？ 

(そ S 昨、 姊妹は 額.^ -见 合せる。) 

さく： 十 あなた はどう かして ゐる のね。 あなたの 顔 は、 不 

颛の たよち やん の 額と は 思 はれな いよ。 鏡 を 見て 御覺な 

さい。 

たより (姊の  一 in サ ilf か氣 にしながら、 わざと 動じない て) 村 

上がせ M 見だった りす るんで す もの。 あたしの 顔 だって 變 

る の が 常り 前な の か も 知れな い わ 。 

さく子 名前なん か、 人間の 符牒た からどう だってい \ぢ 

やない の。 あの人が 働き者で、 お金 を つ くる ことが 上手 

で、 それで ゐて、 あなた を 愛して ろ： , -. ：、 何も ー百 分 

はない やうに、 あたしに は 思 はれろ ,. :1 /-」 し 

た i リ 她 さん は 人の 十 t ，だ と 思 つ て 、 .>..: 淡な 口が 利 い て ゐ 

られ るの ね。 

さく子 さう 思って るの？  大 ちが ひよ。  あたし、 

昨日まで は、 冷淡であった かも 知れなかった けれど、 昨 

夜 あなたと ； しょ に. お て か らは、 さう でな くな つたの 

よ。 今 も あなたの こと を 親身で 考へ てるの。 …… だって、 

あなたと 妯妹 れで、 遠った 土地へ 旅行で もして る やう 

に 思 はれ るんで す もの。 夢を見て ゐる やうな の。 何とも 

云へ ないい k 夢を見 てる やうな のよ。 

(© 上つ ズ、 妹と.： i 合って 椅子 Li 腰. 掛けろ。 モ して 


嗬々 した^し；、 懷っ こさう に $K つたが、 妹 は 額ん 背. 2 

ける。.； 

さく子 どうして さう 御機嫌が 惡 いの？ たよ ちゃんに も 

似合 はない。 

たよ リ 姉 さ ん は 家出し たこと がそん なに 面白い の？ 

さく子 あたしに は あなたの K 機嫌な 譯が 分らない よ。 

た リ あたしに は、 姉さんの 元 な譯が 分らない わ。 … 

■ 少しの 間 あたしに は 構 はないで ゐて 下さい。 あたし、 

何. たか、 氣が くさくし ていけな いんだから。 

さく； 十 今g^はぃ っまでも 一 しょに寢てゐて、 お 互 ひに 昔 

の 話 をしょう しヽ 昨夜 約束した. ちゃない の ？ 

(れ より、 15さ，^っにしてぉ.一事.^しなぃ。) 

さく子 あなた はや はり、 あの人と zs: じ 部屋に 寢てゐ なき 

や 安心し I 」 ふ」 れな いのね。 •  ：. • ぢ や、 行 つ て ゐら つ し 

； ひ S 

やい。 あん.，：。？ as へ。 あたし、 一人で 正午 時分まで 眠 

.1^ したいから。 …… そして、 お §- 御飯 を 三人で 仲よ く^ 

ベ ませうよ。 

ゆ-りべ 

た..， i リ だって、 あたし は 昨夕 あんな 荒つ ぼい 口 を 利いた 

ん です も の 。 あたし の 方 か ら 訪ね てなん か 行けな い わ。 

さく子 氣が 弱い つたらない わね。 家庭の 破壊者 だの、 S 

德の 破壊者 だのと、 お父さんに 云 はれた あなた も、 案外 

な弱蟲 なのね。 …… ぢゃ、 あたしが 代りに 行って、 あの 
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人 の 様子 を 2^ て 上げ ませう か。 あちら で も 夜 も 眠ら な い 

で、 あなたの こと を 心配して るか も 知れない わね。 

た i リ え、 行って 頂戴。 あたしが 姉さんに お頼みし たと 

は 云 はないで。 …… 

さく子 行く こと は 構 はない けれど、 あの人 あたし を氣嫌 

ひして る やう だ か ら 、 打 解け た 話が 出來る か どうか 。 

た- リ い  のよ/ \" 

さく子 あなた も 現金ね。 

(彼女 は いて 寢卷. ^脫 いて、 妹に 手傳 はぜて 他所 行 

に 着荇へ る"〕 

た i リ あたし だって、 時々 は、 本鄉の 家へ でも、 身內の 

家 へ でも 行きた くなる ことがあ るんで すけ ど、 此方から 

折れて 出ち やおし まひ だと 思つ て、 勢 一 杯 意地 を 張つ て 

ゐる のよ、 •：.. 瘦 我慢ね。 

さく子 瘦我 俊で もい、 ぢ やない の。 あなた だけ はさう し 

て瘦 我慢 を 張って る 方が ぃ& のよ。 みんなが 親 や 兄の 差 

阖 通りに なって ゐ るの は 忌々 し いぢ やない の。 たよち や 

ど J 

ん 一 人が 度外れの 氣儘 をして ゐ るの を 見て、 あたしい つ 

も 溜飲 を 下げて るんだ わ。 

た i リ さう 思つ て くれろ 人 は、 身内のう ちで 姉さん 一 人 

Of  。 

(さく子 は、 間 LL 合 はぜに 衣服ん 着て しま ふ。) 


さく子 ぢゃ、 行って 來る わ。  こんな ことが H の 5:- 

事 だ つたら、 人 問 は 氣樂で い、 わね。 

た r* リ あたしが 姉さんに お みした やうな こと を 云つ ち 

やい やよ" 

さく子 分って ゐ てよ。 

(さく子、 出て 行く。〕 

(た .《< リ、 姊.. j-m 送し； わと、 ふと」， ん 上って 姿見 鏡の 

前へ 寄って、 お づ-- ^自分の 額ん、 見詰める。 そして、 

驚いて 額，^ 外ら して は 見 1^ マ。 元の^^子に1^ってがッ 

力" してね ろと、 宽 話が 鳴ろ。) 

たより (受話器ん < 手 にして) モシ/ \ 。あなた どなた？… 

；.. ：： 川のお 義 さん？  f、 さう です C あたしが 此 

方に ゐる ことよく 御お じ ね"  義妯 さんが 此處 に ゐら 

つし やる 等です つて？ あたし 存じません わ。 …… だつ 

て 。 ：：： あなたが 此方 へ 訪ねて いらっしゃ るの？ ：：： さ 

う。  今 H ぐです つ て？ 

(f 話が 切れ 气 「何の こと だか 分らない」 と 眩いて、 元 

の 座へ 展 ろと、 さく子が 入って 來 ろ。).. 、 

た i リ (狼 g5 して) 妯 さん、 大變 よ。 今 白 川の 義兄さん が 

ら. m 話が 掛 つて 來 たのよ。 あなたが 此 處にゐ ると 云つ 

て、 ちっとも 驚いて なんか ゐな いんだから 變ょ。 

さく子 (不 機敏に) あたしが ちょつ と 部 m を けた 問に 電 
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が？ s つたり して。 運の 惡ぃ つたらない。 

た i リ あたしの 方 か ら は、 -她 さんが 此 處にゐ るって こ 

と、 決して 云はなかった の。 でも、 ^兄さんの 方で、 頭 

か-,: 極め て か 、 つ てるんで す もの。 今 ぐに 訪ねて いら 

つし やる さう だ か ら、 あちら の 部 浸に でも 隱れ て い ら つ 

しゃい。 あたし、 她 さん は 此方に ゐな いと 云 通して よ。 

(ふと？^. つ いたやう に) あの 部 接で は、 まだ 眠って るの？ 

さく子 ボ ー ィ さんに 訊く と、 あの人 は i:.^ つくに 起きて 外 

へ 出て 行つ たんだって。 

た i リ あたしの 部 iia へ を け もしないで。 …… ひどい 

人ね。 

さく 丁 あたしが ゐ るから 慰し たんで せう。 

？のふ  ？. け 

た i リ (不機^ に) 昨 曰、 變な 人が 突然に 訪ねて 来たから 

いけなかった の。 あの 變な入 は あたし 達の 仲 を 割く ため 

に來 たやうな ものよ。 

？く子 a ゲ、 つ て 、ノ あなた 達の 仲 は 、 風来坊 の 變な 人の 差 出 

：：： くら ゐで仲 を^ 力れ る ほどに 藉 おな のか 知ら。 … … だ 

つ て、 親兄ぉの^^兌さ へ何とも3心はなぃ で我を通してゐ 

たたよ ちゃん ぢ やなく つ て？ 

niu,  C 小 m 心^さう に it ん< 見て 〕姊 さん は此. K にぢ つと し 

て ゐ て もい 、の？ 

さく え、 火-; 乂夫 よ 。 


た M リ と- ゥし て？ 

さく子 あたしの ことに は稱 はないで ゐ らっしゃい。  

あなた の 同^者 は 、 あなたと 生活： を樂 むた め のお 金 集め 

に、 朝寢 もしないで .1 廻って るの わ。 安心して 樂み にし 

て， 侍つ といでな。 

たより あたし は妯 さん ほどの 度胸 はない わね。 

(この^、  ノックが える。 妹 は 不安な 目 付，^ した 

が、 姊 は平氣 てね ろ。 ニ人は^^^!- かけ ない .て-Q るの 

に、 來訪者 は ソッ と. 尸.，^ 少し 開けて、 叛プぉ 半分 ほど 出 

す。 それ は 川 洗.：：：： て.. りる。. 一 

(洗. は、 たよりの ^ん 、兄 つける と 微笑して -ソ 力/ \ 

と 入って 來 る。) 

さく子 (不機 縦 LI) なせ こんなに；； 1- くいら しったの？ 

た i リ この 近處 で _m 話 を お けにな つ た の ？ 

さく子 あたし、 飽きる ほど 眠って、 それから、 久 振りで 

たよ ちゃんと、 せの 話で もして 氣保泰 をしょう と 思つ て 

ゐ たのに。 

洗 古 しかし、 正午までに は此處 へ來る 約束 をした のぢゃ 

な ，.7 力 

さく子 あたし 達、 まだ 朝の 御飯 も 頂かない のよ。 お 正午 

まで はま だよ つ ぼ ど の 時 問が あるんで せう。 その 時計 を 

見せて 御覽 なさい。 
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(夫妻 互 ひに 相 近づく。 さく子、 夫の 腕晬 見る。) 

さく子 まだ 十 前ぢ やない の？ 

洗吉 まあ、 い i さ。 (空いて- Q る 椅子に 腰.^ おろして) お 

-r- も、 今日は 曰 霍 だから、 ゆっくり 寢てゐ よ ラと& むった 

の だが ね。 どうも 傍の 者が 騷 くので、 t 洛 着いて なんか ゐ 

られ なかった。 それで、 言譯を こしら へて、 早く 家 を 飛 

出した の だが、 當て のない の にぶらつ いちや ゐられ な 

いよ。 それに、 今日は 外が 察く つてい けない。 まだ 少し 

早 過ぎ ると 思って、 この ホテルの 近所 を 何度もぐ る /\ - 

廻って ゐ たの だが、 なかく 時が 經 たな いんで ね。 …… 

それ で、 雷 話 を 掛け てこ ちら の 樣子を 訊ね て 見た の さ。 

(た i リ はさつ きから 呆氣 に 取られて、 二人の 樣 子，^ 

見比べて ねたが、 この. &  二人の 話の なかへ-!^ 込む，) 

niw. 義兄さん と 姉さんと は、 今朝 こ、 で會 ふ約说 をし 

てゐ たのね。 …… あたし、 何だか、 誑された やうな 氣が 

してよ。 あんまり 變 なのです もの。 

さく子 (妹に 答へ ろ リも 額言 の やうに〕 あたし も 何 かに 

憑かれた や.^ だった よ。 

た- -4 リ お 二人で 約束して、 一日 こんな 所へ いらし つたこ 

とが、 そんなに 變 つた 生活になる の？ ( 1" 笑 し て 〕 安 債 な 

生活 革新ね。 

さく子 あなたに つて さうよ。 


なり 姊 さんが、 家出の 保證 人が あると 云った の は、 義 

兄さんの ことだった のね。 それ ぢゃ 大丈夫な 譯ね。 あま 

りに 平凡 過ぎる わ。 

さく子 御 自分の やうに 非凡 ぢ やない と 思って るの？ (と 

S つと 

妹に 向って 云った あと、 夫 LL 非難の 目.^ 向けて) あなた 

が あんまり 早くい らっしゃる からい けない の。 

た i リ あたし、 本氣で 肺さん の ために 心配して ゐ たの 

に。 姉さんに 一 杯喧 はされ たの を 知らないで、 馬鹿を見 

ちゃった。 (腹立たし さう に 云 ふ) 

さく子 一杯， ほ はした なんて、 そんな 汚い 口 を 利く もん ぢ 

やない わ。 あたし は 一 曰で も、 ごたくした 家の 巾の こ 

と を 忘れて 、あなたと 一 一人つ きり で 本當の 姉妹の やうに、 

のんびり 曰を暮 したいと 思って ゐ たの。 それ は、 まの な 

い あたしの 本心な のよ。 

た i リ あたし、 のんびりして ゐら れる どこ ろ V やない 

わ。 昨日 姉さんに 來られ てから は、 いやな ことばつ かり 

湧 い て 來るぢ やな いの。 いやにな つち まふ。 (八 つ リ の 

やうに 云 ふ. 1 

* や-一 

さく子 それ を あたしの せゐ だとお 云 ひなの、 呆れつ ちま 

ふわ。 ？ J 泉へ でも 行かう と 思って ゐた あたしに、 此處に 

謹れ てゐ ろと 勸 めた の は、 誰れ だった か 知ら。 あなた ぢ 

やなく つて？ 
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洗 古 (問 の惡 さう に) まあい、 ぢ やない か。 おれ は：. 株 子 だ 

け1^たらぃ」んだょ。 さう 長く はお 邪魔 を しないつ もり 

だから、 あとで 一 一人で 好きな ことして 遊ぶ とい、。 

たぶ リ 9  V とし VO 御 に は 及びません わ。 ：… あた 

し の 方で お 邪魔になる の なら、 あちらの 部屋 へ 行って \ 

もよ ろしい のよ。 

*>-く^f いやみな こと をお 云 ひで ない。 あたしと 義兄さん 

と、 二人き りで この 部屋に 殘 された つて、 話す こと はな 

ん にも あり やしないよ。  二人 で 話す くら ゐ なら 、 わざ 

わざ 此處 まで 來て 泊め て K つたり なんかす る もの かね。 

洗 小 w 昨夕 は 姉妹で. 裹を 並べ て 仲よ く 眠つ たの だね。 

さく オ さ. つです とも 0 

洗 古 よく 眠れた かい。 

さく子 g れ ましたと も。 (妹に .1 つて) あたし はたよ ちゃ 

んの 側で、 この 柔 かい .1 峯 -に寢 てると、 今までは^^^の床 

に 寢てゐ たの ぢ やない かと 思 はれて よ。 だから、 たよち 

やん は 串 幅 だ と 思 はれて よ。 

洗 +:c 成程. 心地が よさ さう だね。 (疲 蜜に さはつ ズ见 て〕 

おれの 家で も楚 し て . かう いふ もの を賈ふ > J とに する 

かな。 

さく子 魅- ；^! の 一つ や 二つ で 誤魔化さうた つ て駄 ry よ。 茨 

の 保と いふの はそんな 外形の こと ぢ やない の。 精神主義 


の あなた は 分つ てらつ しゃる のに。 白ば くれてる のね。 

洗 古 妹が 側に ゐ ると 3 心って、 いやに 氣. ^ 強くな つたね。 

…… たより さん も、 さく子に いろんな 知 一 恩 をつ けち やい 

けません よ。 (g: れ かくしに 云 ふ) 

に い 

た fs リ まあ、 義兄さん は 何 を 仰 有る の？ あたし は 兄妹 

中で 知. M の 足りない お 馬鹿さん だと、 みんなに 云 はれて 

る んぢ や ありませ んか 。 姉さんに 入れ 知 .M する やうな 知 

惠は 有って ません わ。 

a 古 いや- <\。 たよりさん は、 お父さんが 手に おへない 

と 切った ほど あつ て、 は 決して あなたに ド 手な 意見 

をしょう と 思 はない がね。 しかし、 さく子 を 感化し ない 

loiT- こして. ト. さ 、，。 

さ く 子 あた しが 妹に 感化され て る と 思 つて ゐ らっしゃる 

の？ あたし もさう いふ 女と 思 はれて ゐ るん です かね 

え。 

洗. f:" いや、 さう いふ 譯ぢ やない がね。 …… 

さく子 そり や 一 一 H も 三日 もた よ ちゃんと 一 しょに 暮 した 

ら、 あたし も 妹に 感化され るか も 知れない わ。 たよち や 

ん 達の 自. a なお 活 に比べる と、 あたしの 不斷の 牛； 活 なん 

か は、 奴隸の 生活なん です もの。 まるで 女王と 召使との 

相 i"^ なのよ。 ……だから、 四 五日 一 しょに 暮 してたら、 

あた しも 本當 に 、 あんな 家庭から 永久に 出奔す る氣に な 
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るか も 知れない の。 

§  (^面 つくって〕 はたから a たら、 何でもよ く兑ぇ 

る ものな のさ。 

うちわ はい 

さく子 はたから：： W るよりも、 內輸に 入って 見て ゐ ると、 

もっとよ く 見える のよ。 あなた も、 三 r« でもた よち やん 

達の お 仲 11 になつ て暮し て 御 なさい 。 

たより あたし、 頭が ビンく していけ ないから、 あちら 

の 部 M へ 行って 一 ねむり 眠って 來ま すわ。 義兄さん は 御 

ゆっくり 遊んで いらっしゃい。 

(逃げろ やうに 出て 行く。〕 

洗吉 あの 女に は 金が あるの かい。 こんな «s な K 似 をし 

て。 

さく子 あろ ものです か。  でも、 村 上と いふ は、 あ 

の 女の 御 機 を 取る ために、 どこか ら か お 金 を ェ 面し 一 」 

來 るら しいの よ。 えらい わね。 

洗吉 危ぃ 綱 波り を やって る ん だね 。ハ .嗍 笑す る やう に 云 つ 

て〕 われ/ \ はそんな SR にか まっちゃ ゐられ ない よ。 … 

…しかし、 お ；： g は 資家 へ 遊びに 行つ てること にしと いた 

から、 安心して  一 n 二日、 好きな や、 つに J&! んでゐ ると い 

いよ。 

さく子 そんな こ と はどうで もい、 んで す。  あたし は 

妹 を ^か ら救 ふために 此 處へ來 たのよ。 


洗吉 (苦笑して) お前の EI 的 はいろ くに 變 るんだ ね。 … 

•• そり や、 妹 を 救 ふの もい- -こ とだら、 つが、 お前の 力で 

そんな 六ケ しい こ とが 出來る だら うか 。 あんな：； M 隨氣儘 

な 生活 をし てゐた 人間が、 まともな 人間に なれる もの だ 

らう か。 おれに は 信じられな いね。 

？く子 あなたが 打 しさへ なさら なきや、 屹度う まく 行 

くの よ。 本鄉 のお 父さん は、 村 上が あたり 前の 職業 を 守 

つ て 身 を 立てる やうに 決心 をしたなら、 一 一人 を 正式に： 結 

婚 させても い、 と 妥協して、 あたしに 任せて ゐ るんで す 

から。 

洗吉 (嚴 かに〕 それ はいけ ない よ。 あんな 男が おれ 達の 身 

内の 一人に なったら、 おれ 達の 信用に も關 はる ぢ やない 

か。 あの 男 は； s: しょで 何 をして るか 分らん と 云 ふの ぢゃ 

な いか。 …… 噓だ らうが、 r 此梓を してる とい ふ 疑 ひ さへ あ 

ろんだ から 。( これ は、 ゎ<,:リ.^^!^み て，せ い ？ 母て 云 ふ) 

a のん 

さく子 昨日 こ、 へ來 てから 様子 を 兑 てると、 そんな 變な 

悸が、 あるひ は 本當ぢ や な いかと、 あた し にも 思 は れな 

いこと はな いんです けれど。  

洗吉 (思 はず 高 い It 出して) 假り にも 泥棒の 疑 ひ の ある 

男と 緣 組みが させ られ る も のか。 お前 はどう かして ゐ 

る。 お前 も そんな 男 に 接近して か V り 合 ひ をつ けられち 

やい けな いぢ やない か。 
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さく子 でも、 见 るから 柔 しさうな よ。 それに、 たより 

の 前で はおとな しくつ て、 御機嫌ば かり 収っ てるのよ。 

あなた の やうに、 夫の 體面 とい ふこと にば かり 拘づ てる 

人ぢ やない の。 

洗 小：；" なに、 ヒ ベの 柔し いのは 當 てに はならない よ。 柔し 

さうな 顔し てる 奴が、 案外^の.； K は II 太 い の かも 知れな 

いよ。 

さく子 まあ ； ^<In つ て 御覽 なさ い。 今 H の 正午に 一 し よ 

に 食事で もして. li^ なさる とい 、。 

洗 古 以 つての 外 だ。 …… お前 もさう いふ 男と 食事なん か 

しちやい けない ね。 おれと 一し よに 歸る ことにしよう。 

何處か 外で 飯 をお ベて、 活動で も 見た ければ、 おれ もお 

突 合 ひ をしても い、 よ。 

さく；.^ あたし も、 今度 はよ くく の 思 ひ で 家 を 出た の 

>>J ぷリ. .5 の 

に、 食堂で 井 物 を 食べ て 活動 trf^K を兑 たくら ゐで歸 つ て 

行つ ちゃ、 あんまり 情な さ 過ぎる ぢ やありません か。 

洗 古 ぢゃ、 お前 は； g 棒と 食 V を 一 しょに したいの か。 お 

れは 御免 だよ。 

さく子 ぢゃ、 あなた け 先へ お りになる とい、。 

洗 士= お前 は 妹 を m "落から 救 ひ 上げる よりも、 ，zl! 分で 妹に 

かぶれた の だね。  ■ 

(そこへ、 航 三が、 た i りへの 土產 物の 小箱ん 抱へ て 


案内 も 乞 はないて、 ノ  =リ と 入って 來ろ。 洗 吉，^ 見て 

間の 惡 い^して 會釋， ^すろ。 洗. f" も の惡 ：. ？1 し V 挨 

按 すろ。 さく子 だけ クコリ する。〕 

さく子 お 11 ん なさい、 た より は 少し 氣 分が 惡 いと 云つ 

て、 あちらのお 部屋で 休んで ゐま T のよ- そっと 寢 かし 

といた 方が よ 御座ん すわ。 

順 三 さう です か。 …… わたくし は 此處で 休息 させて 頂い 

て も、 お 差 支へ は 御座いま せんか。 

さく子 と、 つ そ。 

洗吉 僕 はもう きに お 暇し ますよ。 

さく子 あたし ども、 一度 あなたの 腹藏 のない お 話 を 承り 

たいと 思つ てゐ ましたので すが。 

瓶 三 わたくし は、 一つと して あなたのお 耳に 入れる やう 

な 興味の ある 話 は 持 合せ て 居り ませ ん。 

さく子 でも、 あなたの やうな Hte な 牛： 活 をして ゐら つし 

やる 方のお 話 は、 わたしどもの やうな 平凡な 入 間 は、 承 

る だけで も ゆ 問が く な る やうに 思 はれます わ。 

(洗 古 は ？ く 子に 目く ばせ して、 早く 此處， 小 出て 行か 

うとす る。 しかし、 さく子 は 泣し ズ ねろ。) 

順 三 どういたしまして。 わたくし は當 ての ない のに、 毎 


一して 居ります。 (彼れ は、 洗吉 などに しげ，. （-效 な 


見られろ のん、 厭 ふ や、 つな 態度， か 取ろ) 
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(話が^ 切れろ。) 

さく子 今朝 は 大層お 早かった ぢゃ 御座いま せんか- 

順 三 朝つ ばらから 無駄足ば かり 踏んで 来ました， - 今日は 

戶外は ひどい 風で ひどい 埃です よ- 

洗吉 さう 早く 天 氣が變 つたんで すかね。 わたしが 此處へ 

來る 前に は、 ホカ/ \ と溫 かい、 春ら しいい、 天氣 でし 

たよ。 

順 三 いや、 nn を 開け てられな いほ. との 恐ろしい 埃でした 

よ 0 

SS ふ 

さく子 さう； 14 へ ば、 あなた は 昨日お 目に か 、つた 時と は、 

違つ た 方の やうに 痰れ ていら つし やる。 (洗吉 の 方へ 目，， 十 

轉 じて) あなた ヾ つて、 顔から お 召 物 か ら 埃 だ らけ よ 。 

そこで 顏を 洗つ てい らっしゃる とい 、" 

洗吉 おれ は氣 がっかなかった が、 さう かな あ。 (自分の ぃ浈 

, ^撫 てて 見て) まあ， い、 や。 ど 「せ歸 りに はまた 汚れ 

るの だ) 

*t く 子 無性 を 云 はないで、 そこに 浴室が あるから 入って 

いらっしゃい。 そして、 四 人 揃 つ て 御飯 を 頃き ま せ うよ 。 

…； あたし、 お 風呂の 仕度 をして 上げます わ。 

(さく子 は、 部展 に附！ S してね ろ 浴室へ 人ろ。) 

(洗吉 は、 顺 三と 颜 fj- 合 はすの 不快 LL 感じて、 立 上 

つて、 部屋の 中^、 何,^ 见ろ ともなく 见\に ねる。 顺三 


は、 ^^古の態度，屮4«^笑しながら、 ポケットから 葉 卷.， $ - 

摑み 出して、〕 

順 三 どうです？ 一本お 吸 ひに なりません か" 

洗吉 有難-つ。 わたし は、 堙 やらな いんです。 

順 一一 一 さう でした か。 

( (， て その 葉卷の u ,^ 切って、 大.^ 點け たが、 ふと、 

持って 來；^ 小箱.，^ 寄せて、 蓋. 開けろ。 a 珠の首 飾 

リ がわら はれろ。) 

順 三 こんな もの を貿 つて 来ました。 

§ 何です？ 大變 立派な ものです ね。 …； わたしに は 

かう いふ 者の 價 値 はちつ とも 分りません よ。 

(順 三が 差 出す の，^、 洗士 n は 手に 取って 見 i うと もし 

ない J  . 

順 三 安 ものです よ。 

(箱から 出して、 相手 に 兄 ぜっけろ やうに、 ぶら下げ 

てね ろと ころへ、 さく子、 浴室から はれる。) 

さく子 眞珠の 首飾り？ それ をた よち やん にお やりに な 

るの？ 

(彼女 は 近づいて 見ズ、 手 LL 取って 見ろ。 洗 .f::! は 不快 

な 額しながら、 彼女の RI の 動く もと，^ 彼れ.， つてね 

气) 

さく子 (ふと 颜，. 上げて 夫 向って〕 あなた はお 湯へ お 人 


n^f 出なん.'' 
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ん なさい。 そこへ 衣服 を 脱いで。 …… さあ 早く  (と、 叱 

ろ やう Li<f| き.；； てる) 

(洗 古 は 浴 Of: へ 入る。) 

さく子 たよち やん、 喜びます よ。 

順 一一； ハ、、 。 まが ひ 物なん です よ。 

さく子 そんな ことない でせ >っ0 

順 三 それ は あなたに お預けし といて、 わたし も あちらで 

颜を 洗って 來 ませう。 

( 相 に か ま は な い て 屮リ/ 行 く じ 

(さく子、 その 货 it りん， U 分の W に 掛けて 氣 取って 見 

5 

S^H 浴 i おから； だけ 出して、) 

オイ、 そんな もの を 見て 現を拔 かしち や 駄目 だせ。 

ほ 珠の出 所 は どこ だ か 分 つ たもん ぢ やな い 。 

V- く 子 あなた も なら、 このく らゐ なお 飾りの 一 つや 二 

つ は あたしに 賈 つ て れ たって い、 のよ。 …… よく 兑て 

御-^：^^？さぃ。 こんな 飾り を；^ r へ 鰹に つけて ると、 人間に 位 

がっく ぢゃな いの。 

沈 告 (小：^ て〕： 1H! 鹿！ (と 云つ マ〕 U1. く 返せく。 (と、 浴 

室から 乘 出して、 手.^^^|^る) 

さく子 ^まし いわわ。 腕の ある 御亭ま を 持つ 女 は-仕 合せ 

だ わ。 


(洗 吉、 いまく しさう に 浴室の 戶 1^ 締めろ。) 

( 一 ；； 1 と 同じ 部屋。 

わろ 男、 頭から 夜具，^ 被って. Mil に疲 てね ろ。 

顺コ； はさう. M は氣づ かな いて、 お： 十に 腰ん、 掛けて そち 

ら,^ 見て ねろ。 

そ、、 へ、 さく子が、 飽リん * めた ん、 もって 入って 

來 る" 

さ 子 た よち やん は まだ 眠って ゐ ますの？ 

順 三 え \。 よく 眠って ろ やうです。 眠りたい だけ 寢 かし 

て 置き ま せう。 (低い 一 t て 一 K ふ) 

ゆうべ 

さく子 昨夕 は あなた の ことが 氣が 、 り で 眠づら かった や 

うでした よ。 … でも、 何とい ふ 寢；；！^だ 一ら う。 

(彼女 は そっと 枕許 に 近 づ い たが、 - ふと 驚いた^ し 

て、 舰 三の 傍へ 来る。) 

さく子 こ、 は 部 asi が 違 ふん ぢゃ 御座いま せんの？ 寢て 

る 人、 たよち やん ぢ やありません よ。 

順 三 部屋 は此處 です。 

(枕許に 近-ついて、 そっと^いた わと、 ふと 力 ひ f~ く 

\ 布 か ：5  くる。〕 

(わる 男の 熟睡した 颜 はれる。〕 
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赋 一二 こり や 驚いた。 …… オイ、 起きない か。 

(搖 起された のて、 もろ？？、 目.，^ 開けろ。) 

赋三 君 はどうし たの だ？ 

わる 男 もっと. M かしと いて 吳れ \ はい k のに。 

(目 *J 'こすりく  51! 上ろ。) 

順 三 君 は 昨ダ、 夜汽車で 立 つ た 害ぢゃ あな か つ た の か。 

いつの 問に、 J ん なと ころへ 藻く り 込んだ の だ？ 

わろ 男 あなたの ことが 氣 が.. - りでした から、 一 曰 出立 を 

見合せ ました。 

順 三 嘘を吐け。 …… 此處 にゐた 僕の 連れ を何處 へやった 

の だ？ 

わろ 男 へ さう 與 S なさらな くっても よろしい。 今 

に歸 つてい ら つし やい ますよ。 昨 曰 頂 い た あなた の 委任 

狀を 利用し て、 あの 方に あなた を 呼び に 行 つ て 頂き ま し 

た。 …… そのお 留守に この 寢 臺を拜 借して 一休みしょう 

と 思って。 …… わたし も ひどく 疲れて ゐ ますので。 

顺三 僕 を 呼びに？ 僕の 行. 先 は 分 つ て もゐな いだら う 

に。 

あろ 男 それ は、 無論 出 磐 HE でさ あ。 

顺三 爲 樣 のない 奴 だな あ 。(さく子に 向って) この 男 は、 

4^;: わたしの 家の 玄關 番をし てゐた 男で、 幼い 時分から、 、 J 

の 男 はわた しに 惡知惠 を つけて ならな か つたので す。 


(あろ 男、 不思議 さう に贩 三.^ 兄た が、 合 S§ し； -ら 

しく。) 

も *9f- ハ、、 。 さ-つ 安つ ぼく あっか はれち や、 |^5も## 

ありま せんね。 

順 三 (さく子に 向って ；} 此奴 は 出 を 云 つ て爲樣 がな い 

わるげ 

ん です。 しかし、 大した 惡氣の ある 男ぢ やありません。 

(あろ 男に 向って〕 昨日から おの 惡戯 のために 詰らない 騒 

ぎ を やら かした よ。 

さく子 たよち やん は あんまりお 調子に 某り 過き てた か 

ら、 たまに はそんな 目に 會っ て もよ ろし いのよ パ 小箱^ 

贩 三に 渡し ズ) これ をお 返しし ます わ。 こんな 兑 事な 贈 

り 物 を 見たら、 あの 女が どんなに 喜ぶ でせ う。 

わろ 男 それ は 何んで す？ (順 三の 手から 小 WKi- 引.；.： くつ 

て、 開けて 見て) ホウ、 首飾り か。 (と 云って、 眠い 目 ."J* 

こすって、 r$  く 見て、 ニヤく 笑 ふ〕 

瓶 三 どう だ？ い  >  だ らう。 

あろ 男 すばらしい 物です ね。 

さく子 (； 10 飾りの 方へ 目.^ 注いだ あと〕 わたし、 ，！！ 川 を 呼 

んで來 ます わ。 たよ ちゃんが 歸 つて fvh たら、 SI 人で 一し 

ひ- aJTll 

よに 午餐 を 食べ ませうよ。 

躐三 さう いふ ことに 話が 極まる と結稱 です わ。 

(さく子、 出て 行く。) 


|1ほ出なん.ズ> 
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わろ sf- あの方 は どなたです？ 

ffiH それよりも、 こ」 に ゐた女 を^1； は どこへ やった？ 

わろ 男 大 V 夫です。 

顺三 I ^の Si ふ 「子分」 の 手に 渡し やしまい な。 昨 曰、 公 11 

で 僕の 云った こ と を 誤解す り やすま い な。 

-.? ろ a? あなたに 頼まれり や、 女 一 匹、 どうに でもなる と 

W わった が、 あなたが 未練が ありさう だから、 殺 中-はよ し 

たリ しかし、 今の 女に わたしの こと を ひどく 安つ ぼく 吹 

II しました ね。 

臘 ！！；  $5 でも、 安つ ぼく 吹聽 されち やい やなんだ ね。 虛榮 

心が あるんだ ね。 

わろ 3? それよりも 今の 女 は 何もの だか 知らないが、 夜店 

3. &ち、 ャ 

で つてる 子供の 玩 si- の ゃぅなこんな^2:飾りを苻難が つ 

て a てるんだ から 消 た。 

あの 女よりも の = の 方が どうかし てるんだ。 

ある H? そんな物でぁの同^^！者を喜ばせょぅと思っ てるん 

です か。 

蹶三 さう だよ。 …… この 隣室に は 模範的 夫婦が 來てゐ る 

んだ がね。 おれ 達 一 一人と 一 しょに 食事 をしょう と 云つ て 

る。 1;;:^ も 加 はると い、 よ。 五 人で 午餐^ を 開かうよ。 

わ， そして、 その 席で、 あなたの Ii;OS 者に その 有 飾り 

を？ M けさせよ-つと 云 ふの で すか 。 


顺三 それよりも、 君 は 僕の 述れの 女 を どこへ やった の 

だ？ 

(そこへ、 た i リは今 美. X： 院 から 歸 つて 来た やうに 美 

しく 髮， つて 入って 來 る。) 

—— 幕 — 
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解 說 


本 築に 收 めら れた 一 一 作家 は 何れも S 治 年代から 昭和 の 今 

B まで 引紐き文 に ！：！！然たる存在をぉ し て 居る 偉大なる 文 

^であって、 CH つ その 傾向に 於て は 著しい 對照 をな し て es 

る。 從っ てこれ が 解説 をな すに あたっても 兩々 相 比較して 

說く 方が 興味 も あり、 ^解し HV ぶい かと も 思 ふが、 向 時に 讀 

者 の 頭 を 混亂 に 陷ら しむる 危險が ある やう にも 思 はれる の 

で、 從來の 例に 從 つて 二 作家 それぐ に說 明す る  一 J と にす 

ろから、 13 者 は 進んで 兩^1？ の 比較 を 試み る やう に され た い 

と 思 ふ。 


武^ 小路 赏篤 篇解說 

武者 小 iB 氏 は 明治 十八 年 五月 土 一 曰、 東京 市. 1 町區 

元 fS 町  一 /三 八に、 その 姓に 依っても 想像され る 通り、 一公 

卿 1: 族の 家に 生れた。 父が 三十 五 *r 母が 三十 三 哉の 時に 

出來た 第八番 n: の 末子で ある。 然し 氏の 兄姉 は 五 人まで 旣 

に 亡くなつ て！ て、 七つの 姉と 四 つの 兄と だけが 半： き 


て 居た とい ふこと である。 

氏は贵 族の 家庭の 習慣に 從っ て、 明治 一 一十 五年學 習院初 

等 科に 入學 せしめられた。 成；. ほ は 中の 上で あつたが、 その 

兄が同じ學校で常に特別優5^赏を？4^て居たため に、 S は 氏 

を 怠け者と し て 心配の 種に して 居た。 何んでも 臆病で 泣蟲 

な 生徒 だ つたと いふ ことで ある。 續ぃ て 中等 科 高等科と ES 

じ學 校の 過 「：- ケ， 一んで 行った が、 學 課のう ちで は 作文、 體 

操、 "1? 歌、 g! 一 S を奸 まなかった。 體は よわく、 競走な ど 

の 時には いつも 最後から 一 一番 目 位だった が、 なかく 疳履 

持だった といへ ば、 お よそ どんな 少年で あつ たか e 想像が 

つくで あらう。  . 

殘った兄^？の少ぃ氏はその十五鼓の時に、 唯 一 人の 姉 を 

失った。 かけが へ のない w_ ； 性の 胞 として！^ く 愛して 居た 

姉 を 失つ たこと は 氏に は 大きな 痛手であった。 それと！！ 係 

が あろ わけで はな いが、 氏 は此年 あたりから 旣 に！ fT; 視 i, 〈に 

なて つた。 

明治 三十 三年、 氏 は 十六 鼓に して 初 S やの I」 驗を もった。 

對象はぉ^^さん と い ふ 十三 歳の 少女で あ つ たが、 氏が い ま 

だ戀を 打ち 開けない うちに、 お 良さん は 故郷に 歸り、 氏の 

初戀は 失戀に 了った。 此事實 は 氏の 生涯に いろくな 影 a 

を與へ て 25 る やうに 思 はれる。 氏， 目ら も、 「此 失戀 がな かつ 

たら 文 3 了ズ やらなかった かも 知れない」 と 言つ て 25 る 程で 
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ある。 事實 その ま、 ではない であらう が、 その 頃の 氏の 氣 

持 は、 小/ヰの 日の 夢の 色 si< い ®=s 「母親の 心配」 のうちに 

描き出され て 居ろ。 

氏の 文學的 向 は 此初戀 は 代から 早く 現 はれて おた。 十 

七 歳の 氏 は、 文章. 修業の 必要 を 痛感し て S 日 その 稽古 を勵 

み、 傍ら 腾 力の 養成に 资 する つもりで 禪學ゃ 王 陽 明な どに 

眼 を 通したり した。 聖書 や トル ス トイの 書物 を讀み 始めた 

のも此 頃からで あつ て、 これ は 叔父 勘 解 由が 路资承 氏の 影 

響に 依る ものであった。 かくして 氏が 所 Si 人道主義の 闘士 

として ま、 あげす る 準備 は、 氏 自身 も 知らぬ うちに 徐々 にな 

されつ 、あつたの である。 

明治 一 一 一十 九， 小 舉習院 を 卒業す る と问 時に 東京 帝 國大學 文 

學科 社ぬ： 舉 科に 人學し たが、 此時氏 は、 志賀 S 哉、 正 親 町 

<ム 和、 木 下 利 玄 の 諸氏と 語り合って、 始めて 文學を もって 

ての 生涯の 仕事と する こと を 決心した のであった U 

明治 大 正 の 文學史 上に 消す ことの 出来ない 偉大な 功鎮を 

殘し、 幾多 有敏な 作家の 搖藍 となった 雜誌 「白樺」 は、 武 

者 小路 氏の 文學的 生涯と 離す ベ からざる もの であるが、 氏 

が 最初に 此 雜誌發 行の 議を はか つ たの も 前記の 四 氏と であ 

つ た 。 當時 の 想 を 氏 は 次の やうに 書いて 居る。 

「，H 棒 を 本お に 出し たの は 明治 四十 一一 一年 だ 。 しかし その 三 

年 前に、 正 親 町 1 公和、 志賀 哉、 木 下 利玄、 及び 僕の 四 人 


で 雜誌を 出さう とく わ だ て た。 いよくと 云ふ處 で 出す の 

が こはくな つて やめた が、 一 時は隨 分- _f氣 で、 ロ繪 にす る齊 

を寫眞 にと らしたり、 いろ/ \ のこと を 調べたり、 計算し 

たり した。 そして 雜誌の 名 をき める のに は隨分 苦しんだ。 

始め 正 親 町の 二階に 四 人が あつまって 考 へたが、 駄： n ！。 志 

賀の 二階で 考 へて、 もう 考へ あぐんだ 結果、 色 を とりあ は 

せて 見て とうく 出來た 名が 、 白樺 だ つ た 。 白樺の 名 を？ お 

た 時、 皆 は 白樺と いふ 樹を 愛して ゐ たのであった。 しかし 

考 へだす 時 は、 色の 方から 考 へた。」 

此雜 誌 白樺に 武者 小路 氏 は 全力 を舉げ て 働き、 常 に 白 榫 

1 派の 總 帥と S されて 居た。 從て 氏の 文舉的 活動 は 此雜誌 

の誕 と共に 始まる といつ てい &の であるが、 その 以前 氏 

に は 二つの 作が ある。 「荒野」 と 「芳 子」 とで ある。 「芳 子」 

は 氏の 兄の 子の 死の 前後 十ケ 月 程 を 題材と した もので あ 

るが、 氏 は 自ら 此 作品 を處女 作と 呼んで る。 氏が 二十 三 

歳の 作で ある。 

大學を 半途で 返學し て 、 白禅を£^^行し始め る と 共 に 氏 は 

その 健擎を 縱橫に 振った。 小說に 脚本に 詩に 隨 筆に、 毎年 

數篇 若く は 十數篇 の 作品が 矢 ま 早に S された。 時に 文：！？ 

は S 然 主義 全盛の 有樣 であった が、 氏 は 多くの IS 人と 共に 

人道主義の 大旆を 高く 揭， けて 勇敢に 闘った。 志賀 哉、 小 

泉鐵、 長與 善郎、 里 見 isi;、 有 島 牛： ar 柳 宗悅、 千家 元 g 等 
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々 1. か 5 並べ て 見た けで も 如何に- Ha^E 人が 多士濟 々 

であった か^ 解る ではない か。 然 かも 何れも 二十代の 銳氣 

f§ たる BF はかりであった。 無視に もめげ ず、 攻撃に も 

閉口 たれず、 當るを 幸 ひなぎ 立 て ろば かりの 勢で あ つ た。 

多くの 货年は 忽ち. In 禅に、 人道主義に、 武者 小 i 篤 氏に 

f つ けら れて 行った」 熱情 そ の ものの やうな 氏の 行き か 

たは 特に 青年に 影 13 を與 へ る 力が 强か つたので ある。 

大正 四 年、 ®=m 「その 妹」 を 書いた 氏 は、 旣に 文壇の 高い 

ところに^ く 大きな 虽の 一 つであった。 そして. E 然に 白樺 

に執^^^すろょりも、 一 般の雜 誌に 執 第す る 機 C5〕 の 方が 多く 

なって 來てゐ た。 氏 は 一時 文壇 全體に 人道、 王 義的轉 向を與 

へた3^1に烈しぃカで文壇を征服したのでぁった。 筆者の 記 

^すると ころで は、 谷 崎 潤 一郎 氏、 复 目激石 氏、 それに 此 

武ネ小 is 篤 氏の 進出ぶ り ほど 颯爽と し て 華々 しい 文壇 進 

出 は ほかになかった や 5 である。 

その後 も 引 綾き K 盛な 創作力 を 示し、 赢話、 童話劇まで 

執^し て 常に そ の ™J 想 を 語る *  J と を 怠らな か つ たが 、 遂ひ 

には文學上の 仕^^たけでば滿足する こ とが 出来ず、 共に 働 

き 共に 牛： 活 する  一 共產 的な ュト ー ビア の資現 を 志し、 同 

七 b と 九州 111,1! に 下って、 大正 七 年お おな 「新しき 村」 の 建 

設に藩 手した。 爾 來认は 時々 上京す る こと はあって も 主と 

して その 土地に あって 「村」 の經營 をし つ 、浏 作の 筆 を 執 


つ て 居た が、 大正 十一 一年 關束大 g 災の 起る に 及んで 出京し 

た。 此年卷 から 藝衛 社より、 武者 小 i 篤 全集が 出版され 

た。 綾いて 大正 十四 年 家兄が ル ー マ 二 ァ 1 公使と して 赴任 さ 

れ たため、 病身な 母から 遠く 離れ て 居た くな いとい ふので 

1 時奈 良に 居 を 定めた が、 目下 は ia^ 京に 住んで 居られる。 

最近 の 作品と して は 大正 十四 年の 「愛 愁」、 その 翌年の 「あ 

る 霰 室の 主」 とは更 めて 大いに 文壇の 問題と なり、 氏の 底 

知れぬ 創作力の 深さ は 一世 を 驚倒せ しめたの であった。 

氏の 作品に 接する 讀者 は、 氏の M 丰の 如何 を 知りたい と 

いふ 興味 を 持つ であらう。 そして 作者の 風丰の 一 端 を 知る 

こと は、 作品の 理解に 必ずしも 役立つ ところな いもの だと 

は 思 へない。 幸 ひ 此處に 氏の 風丰を 巧みに 描き出した 近 松 

秋 江 氏の 「武者 小路 氏の；^ 駄と 帽子」 とい ふ 一文 を 得た か 

ら、 なるべく 簡 m に此處 に拔萃 して 見よう。 こ、 れは 震災 後 

の 演伎薛 開場 式 に 出かける 秋 江 氏が 偶然 未知の 武者 小路 氏 

と 省線 電車に 乘り 合せた 印象 記で ある。 

つ …… 例の 脊の ひよ ろ 高い 田 4f;: の 老爺さん であった が、 見 

ると その 田 <JP 漢は、 婦人の 他に 男子の 同行者が 一 一三 人 ある 

らしく、 …… (中略)  ぶ と氣が つくと 彼の 田舍 老爺に 對 

して 彼等 は、 や 、謙譲の 態度 をと つ てゐる ことが 自然に 分 

つた。 さう 思 ひながら 兌る と、 吊り手に ぶら 下って ゐ るの 

で、 トン ビの 袖の 下から 表 はれて ゐる その 田， S お， 右 爺の 着物 
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がな か く 上等な い 好み の 蚊が すり か 何 か の 大島紬 であ 

る ことが 分った。 …； (中略) …… それで ぢ つ と 老爺の 顔 を 

遠くから 見て ゐ ると、 彼 は 玉の 大きい、 銀色の 緣の 眼鏡 を 

かけ、 にがい、 く すんだ 顔. 色 をして ゐる。 私 は その 時 全く 

直覺 的に そ の 老爺が 武者 小路 實篤 氏で はない かと 思った。 

…； (中略) …… 武者 小路 氏と える 人 は、 それに 對 して、 

た 「や あ」 といって、 無雜 作に 帽子 を 頭の 上で 一寸 持ち 

上げて、 すぐ 又 阿彌， 陀に 載せた。 その 手附が 如何にも 無雜 

作で ある。 そして その 帽子 は 古ぼけた 暦；！ の 藩て 居る やう 

な 帽子 の 緣を無 恰好 に 下へ たらして ゐ るので、 星に それ だ 

けで も 彼 をして 一 見田舍 漢の 如く 印象せ し める の である 

が、 鼠色した 精子の リボ ゾ の 邊は汗 か 雨に 色が 51 んで穢 く 

汚れて 居る。 … … (中略 ) ：… 最後に 氣 付いた の は その 腹 物 

である。 これが 如何にも 素朴 を めた ものであった。 …… 

:.: ハ 中略) …； そこらで 八十 錢か 一 圓の 安物で ある。  

(中略〕 ：… 武者 小路 氏の 帽子 を 見、 下駄 を 見る と、 恰も 氏 

の 文章 その ま、 を兑る やうで ある。 が 氏の 素朴な 風格に 何 

處か 常人に 異る 物の 自然に 表 はれて ゐる ところ を 見て、 氏 

の 裝〈§ 乏し い 文章の 風格に も、 ある K 味が あると 思った。 

…… (後^〕」 

武者 小路 實篤氏 年齢 四十 四 歳、 これからの 氏に こそ 吾等 

は 更ら に 大きな 期待 を かける 、 」 とが 出来る ので は ある ま い 


か。 

武者小路氏は極め て自由なる形式を驅使する文學^！？でぁ 

る。 小 說.， 永で あり、 戲 M 家で あり、 詩人で あり、 隨筆 家で 

ある。 更 らに考 へて 見れば、 氏 を文舉 者、 作： 水と いふ 範|? 

だけに 押し込む のさへ 當ら ないかと 思 はれる。 一 種の 宗敎 

家で あり、 社會改 良家で さへ あるか も 知れない。 然し その 

--改 して 来た 仕事の 分量から い へ ば やはり まづ 文學 者で ある 

とい ふの が當る で あらう。 そし て 同じ 筆法 で範 S を 狭め て 

ゆけば、 小說 家で あり 詩人で あるよりも 戯曲.；^ であると い 

ふこと に な ると 思 ふ。 作品 數 の 全體 のうちで は 特に ：：2 曲 の 

數が 多い し、 氏 自身 も 曾 て 、 「自分 は 自分 で 小 說家だ と は 思 

つて ゐ ない。 小說を かく 時 自分 は 自由 を 得られない。 .U 分 

はさう 云つ て 之から も 小 說を書 く 時が あると 思 ふが。 小說 

でなければ 書け ない 材料に ぶっかる 時。 しかし SI 分 はもつ 

と 自由な、 自己 表現 をす る として 脚本、 1 以は <|2 話 を 選ぶ 

ベ き 人間 だ と 思って ゐる。 小説家と 思 は れる の は 少し 恐ろ 

しい。 K, 白樺 大正 四 年 一 月號) とい ふ 感想 を洩 して 居られる 

の だから、 文藝 家と して の 氏の 本質 を 戯曲 家と 見る ことに 

誤り はないで あらう。 又 事. M、 氏の 作品 中 特に 有名な もの 

は 「二つの 心」 「その 妹」 「愛 愁」 等 何れも 戯曲であった。 

戯曲と いふ もの は、 元 來舞臺 上 のい ろ/ 、な 約束に i 

される ので 頗る 窮屈な 文學 形式で あるが、 武者 小路 氏に か 
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かると これが 極めて 自. m に- 収极 はれて 5W る。 だが、 筆者 は 

此處で 氏の 作風に 言及す る ま へ に 氏の 思想 的 傾向の 大體を 

說^ し て f 方が 便利 だ と 思 ふ。 

入 問、 肖然、 運命、 人類、 神、 天、 生命、 生かす、 耶蘇、 

1. 孔干 11 これら は武珩 小路 氏の 作： 及 感想文 等のう 

ちから その 最も 繰返して ffl ひられる 言 紫 を 拾 ひ 出して 見た 

ものである。 ？ a 者 は 之 等の I が 持つ て as ん汎祌 論 的宗敎 

の 色彩と、 一 稻 英雄 祟拜 的な 甸 とに 氣 がっくで あらう。 こ 

れが 氏の 忠 想の ttj 調 をな すと ころの ものであるり 

氏 は その 文 的 i;." 迎の^ 足に 際して レオ • トルストイの 

影 を 多分に 受けた。 そし て 所謂 人道主義の 鬪士 として 起 

つたと いふ こと は 小 を 述べ る 時に も 書いて 置いた。 氏の 

人 と は 何ぞ。 狹くは 個人と しての 自己 を 陶冶し： 廣 

く は 相 g 力し て 人類 全 II を 鍛練し て、 よりよ き 人生 を 生む 

た め に 努力す る 一 j と である 。 そして 氏 は 人生 は よりよ くな 

り 、 人 額 は 池. 歩し 發 達する とい ふ 假設に 絕對の 信念 を 有し 

てお る" 氏に とつ ては此 こと は假設 ではなくて 確 罔 たる 事 

^で ある。 卽ち氏 は 正：. から 人生 を-; n 定 して か、 つて 居 

る。 氏 は 現在 「大 調和」 と、 ふ雜誌 を經營 して 居る が、 た 

： だに 人生ば かりで なく  { ま 由は大 いなる 調和 を 志し て 居る と 

いふの は に K つて は 理$£ をぬ き にした 强ぃ .5;^ 感な ので あ 

る。 此 感の 源が、 自然で あり、 命で あり、 人類で あり 


祌 であり、 天で ある。 神の 意志と 云 ひ 犬の 意志と いふ も、. 

氏に とって は 同一 の もので あり、 これに 叶 はざる もの は 何 

時 か は 滅びなければ ならな いもので ある。 その 滅びる 曰に 

對 する 信念、 その 信念から 生れる 熱情、 それが 氏の 文學に 

命を與 へ て 居る。 

かくの 如く 總てを 肯定して 居る が 故に 氏の {iK 由觀、 人生 

觀は當 然樂天 的で ある。 isf. が ある、 虐殺が 行 はれる、 嫌 

ふ ベ き - 」 と である。 然し これ も大 なる 調和に 到る 過程で あ 

つて 止む を ない。 生れる もよ し、 死ぬ もよ し、 た^^生き 

\ 」 居る うち は 最善の 努力 をし なければ なら ぬ 。「わし も 知ら 

ない」 「桃源に て， #の 作品に はさう い ふ 思想が 分りよ く 表 

に されて 居る つ 「誰でも 絕-ズ ず 努力す る 者 は 我等が 救 ふ こと 

が 出来る」 ( ファウスト 第二 部、 ； 大使の 言： 架) とい ふかの isi 

大 なる 樂天； &<ゲ ー テの 思想と、 「桃源」 に 於て 語られて 居 

る 思想と に は 一 脈 相 通ず る ものがない とはいへ ない。 

IK 者 小路 氏の 作品 は 明る いとい は れ て Si る 。 此暗 い 人生 

に 光明 を 裔すも の だ とい は れる。 此强 い 樂火 的な 思想、 入 

r の 向上に 對 する 宗教 的 信仰が 、 その 作品 の 核心 をな す以 

上、 それが 明る いのはい ふまで もない。 氏の 作品 を II む も 

の は、 朗らかな 氣 持で 樂 しんで 讀 むこと が 出來 る。 作品の 

中で は 常に 好意と あ 意と がぶ つかりあって 華やかな 火花 を 

散らして 居る。 「愛欲 じの やうた 悲 .1 を讀ん でさへ、 ま 者の 
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心 は 暗くなる とはいへ ない。 いつも 未 來に對 する 希 の燁 

きが 行 手 を 照らして 居る。 「わし も 知らない」 に 於て さ へ 、 

最後の 幕で は、 林の 間に 昨日の 風 も 知らぬ やうな 和やかな 

陽が 長閑に ゆらめ い て 居る ので ある。 

は、 さきに 上げた 自然、 人類 等の 言葉が 宗敎 的で あ 

ると 同時に 著しく 抽象的で ある ことに 氣づ いたで あら ラ。 

氏の 說く ところ は それらの 言葉に よって 代表され る やうに 

抽象的で ある。 現世の 具體 的な 生活 に 就いて 觀 察し 思索し 

てこれ が 解決 を 求めよう とする 傾向 は あまりない。 氏の 自 

然、 神、 人間 等の 言葉に よって 表 はされ た 思想 を 知り、 同 

時に その 非 現世 的、 非責際 的で ある 點を 知る に は 「生命の 

王」 が 適當な 作品で ある。 その 中で は 馘首され て來た 印刷 

職工が 如何なる 管理 方法に 依つ て 工場の 11 營 をし て 利益 を 

收 める やうに なった ので あるかと いふ 點 はまる で 問題に さ 

わて 居ない。 氏に 取って はさう いふ こと はまる で 問題に な 

らな いので ある。 「愛 愁」 が S 表された 時 は眞 先に 立 つて 世 

界的 傑作と い ふ 最大の 讚 S を惜 まなか つ た 正宗 白鳥 氏が、 

此點に 就い て 次の やうに 言つ て 居る。 

「武者 小 1 篤 氏の 不器用に は淸 新味が ある。 生れた ま >1 

で、 傳 .t« 的 文壇の に 汚れない ところが ある。 「藤 房さん… 

…… 」 「正 成さん …… 」 と 話 を 交して ゐる ところな ど、 氏 

ならば こそ、 馬鹿々々 しい 思 ひを讀 者に させないで 讀み續 


けさせる ので ある。 武 小路の^ 界 へ 讀 者を惹 込む 力 を 持 

つて 居る ので ある。 しかし、 氏 を 入 生へ 明るみ を 持 來す人 

の やうに、 多くの 評 家が 云って、 氏 自身 もさう 思 つ て ゐる 

らしい 口吻 を K 々洩らす の は、 私に は 合點が 行かない。 少 

年の 修身 讀 本で 人生に 處 する 正しい 道 を 知った 人 は、 武者 

小路 氏に よって 明るみ を 得る がい— 人類 生 以来の 霜 荷 

が 氏の 肩の 上に は分擔 されて ゐ ないやう である。 「桃源に 

て」 は、 私 は 地震 前に 讀ん で、 これが 武者 小路 K 明るみ を 

持った い、 もの であらう か と 思 つ たが 、甚だ 純な も の で 、 

現世の 嵐の 前に は、 こんな 明り は 一 たまり もな く 消えさう 

に 思 はれた。 氏 は 生れた ま k の 人らしいのに、 統的 英雄 

崇拜心 はな か く 持 つて 居て、 今日の なに がし は 侮！^ し た 

くなる、 今日の 誰れ 彼れ は 馬鹿で ある、 歸.^ はえら い 耶蘇 

はえら い、 ト ルス トイに は 頭が 下がる、 楠 正 成 はえら いな 

どと、 小學 生が 先生に 敎 はった 通りに 云って ゐる やうな 調 

子で、 頻りに iBf 純な 英雄 崇拜を やって 居る。 古 を 尊び 今 を 

卑んで 居る。」 (中央 公論 大正 十五 年 一 月號) 

此不滿 は 武者 小路 氏の 描く W: 界 にあつ て は 萬 事が あまり 

に 都合よ く 行きす ぎて、 此現寶 の W 界とは あまりに も 違 ひ 

すぎる とい ふ事實 から 來る もの ではなから、 つか。 武者 小路 

氏の 信仰 を 信仰と して 居る 人で なければ、 現世から 氏の 藝 

術 的 世界への 飛躍に 尾いて 行けない からで ある。 然し、 そ 
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れ にも か、 はらず、 氏の 驚くべき 强ぃ 信仰と、 燃え あがる 

默 M と は 、 入 を そ の 作品 に惹？ つけずに は S かない 力 を 持 

つ て！ る こと も W はれない 寧 .H である。 

氏に 英雄 i-A 拜的 iro 向の ある >  J と は E 宗氏も 指摘し て 居る 

が、 また 氏 は n. せ を も 英雄と して 居る らしい。 氏 は 恐ろし 

く 自信の 强ぃ人 である。 「俺 は  」 とい ふ 言 紫、 「今に 見 

ろ」 とい ふ 一： 一一 暴、 それが 此 間の 消息 をよ く 語って 居る と 思 

ふ。 そして 此心 持が 當然 氏に 英雄 祟拜の 感情 を 起こさせる 

ので あら う。 此 意味に 於て 氏 は 精神 上の 族 主義者 であ 

る。 作品に 扱 はれた 英雄、 1. 1. 楠 正 成、 淸盛、 だ 

る ま、 日 木武 ls>  i 休 等 は す ベ て 英雄 そ のま、 

に报 はれて 、腿々 他の 作. ¥が 試みろ や. 「にこ れを儿 人 化し 

ようとして な いのは 此故 である。 

氏の 作 M は、 その 精神から i^i 接に 流れ出 づる もの に 何等 

の 技巧 を も 加 へ ず 流れる ま 、 に 流れさせ ると いつ た 趣が 

あろ。 .2: にある ものが 自づ と 溢れ て 來 て 作品 となった とい 

ふ 趣で ある。 從 つて 駿 ，折 な 意味での リアリズムの 作家と は 

いへ ない。 勿 II, お 外 例 はあって、 「その 妹」 「愛 愁」 の 如く 

比较 的に 叫 的な もの も あるが、 之 等に 於て さへ、 その 人 

物の 出し入れ^ はかなり らし さに 拘； ^しない，： さが 

あろ" その 文 .K. に 就いても 11 おな ことが いへ るので、 少し 

も拘 g な ところの ない 極めて 索 朴質 $J な も ので は あるが、 


決して & 滞した ところ はない。 古格に 泥まぬ とか、 侮^に 

闪 はれぬ とかい ふ 程 度を越え て、 普通の 文法 や 假ぉ使 を さ 

へ 無視して 居ながら、 一種の 名文に なって 居る。 作贓 文章 

から 言つ て も 氏 は 疑 もな く 天才 型の 作家で ある。 

以上の 知識 を 用意 して 讀 めば、 個々 の 作品に 就いては 十 

分に 理解し 得る と 思 ふから そ れん \ に 解 說を附 する こと は 

さし $H へ る ことにする。 


作品 年 

二つの 心 

或る日の 一 休 

三 和 —S 

わし も 知らな い 

二十 八 歳の 耶蘇 

母親の 心 配 

そ の 妹 

佛陀と 孫 悟 f& 

一 日の 素 盞鳴尊 

桃源に て 

だ る ま 

蓮 命と 棊を する 男 


表 

明治 十五 年 九月 作 

大 正 二 年 三 月 作 

同  五 月 作 

同  十一月 作 

大正 三 年 一 月 作 

同  四月 作 

大正 四 年 二月 作 

大正 九 年 八月 作 

同  十一 W 作 

大正 十二 年 八 月 作 

同  十 一 月 作 

！ K 正ナ 一一； f 十 r- 月 作 
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生 あみ 愛 
る 

命畫な 

のハ、 

の 

王 主 鳥 慾 


正宗 氏は學 齢に 達す る と 村 内の お 島 尋常 小；？ „. 校に 人學 

し、 「糸、 犬、 錨」 の Si 入讀 本に 俊つ て 始めて 文 { ナゲ 寧んだ。 

此學校 を 卒業す ると 隣 Be 山村の 高等 小學 校へ 進んだ が、 

引錢 いて 成續は 良好であった" たぐ 圖 畫、 算^、  S 化 操の 諸 

sf" 課 を甚 しく 厭つ た。 十四 歳に なって 小 璺敎育 を 終つ た 氏 

は、 土地の 私 a 「閑 谷黌」 に人學 した。 その 頃の こと を 氏 

は 次の やうに 書いて 居る。 

「私 は 小： 校. を卒 梁し て , 田 辛：： の 私？ S へ 入 つ たの だが、 そ 

の 父 は 下男に 荷物 を 背負 はせ て、 一 しょに 來 て吳れ た。 

それで、 父が 歸 つて 一 人になる と、 私 は 泣いた。 私の 學菜 

の 成績が よか つ たこと は 父 を S ばせ てゐ たらしく、 私 を 呼 

んで 十八 史略 や 文章 軌範な どの 素讀ゃ 講義 を させ た。 柴刈 

が 沈沒し て 七 八 人が 溺死した 村の 大事 件の あった 時に、 

私に その 記事 を かせて 新 へ 出させた。 a i 承の 出征 

軍人 の S 別會 の あ つ た 時、 私に 经別 の を 述べ さ せ た。 次 

男 や 三 に對し て は 父 もさう いふ こと はな かつ たらし い 。」 

「閑 谷黌」 にあって 漢 緒を學 ぶ！ r らお 友 社の 出版物な ど を 

愛讀 して、 居ろ こと 一年 半、 身體の 衰弱、 殊に Eal を 治療 

する ために 岡 山 市に 出で、 病院 通 ひ をす る 傍、 ミツ シ ョ ン 

ス ク 1 ル 薇陽學 院に 英語 を ゆんだ。 尤も 岡 山 市に 出る前に 

せ 家の 近 村 香 登 村の 某 #敎：1 義 所に 赴 い て 旣に某 ir 敎に關 

すろ お干の 知識 は て 居た。 これが曰纏15^^の始まったー 一 


大正す 十  一 H 作 

太： 止 十； 上ギ 六 月 作 

同  八 月 作 

同  十 月 作 


正宗 白鳥 篇解說 

正宗 白鳥 氏名 は忠 天、 明治 十二 年 三月 三日、 岡 山 縣和氣 

都 伊里 村 浪に、 正宗 浦 二 氏の 長 として 生れた。 本年 五 

t になった わけで ある。 

氏の 生家 は 村で は 相當の 資產 家で あつ たらしい。 そして 

その 父は數 年間 小學 校の 敎. S をし て 居た ことがあ ると い ふ 

の だから、 田<^ での 知識人で あ つたと いはねば なるまい。 

氏 は 三代. 實 子がなかった とい ふ此 家に 長男と して 生れた の 

であつ たから 非常に 我儘に 育てられた。 氏の 容貌 は その 雨 

親の 顏を 打って 一 丸と した もの  >- やう だとい ふこと を氏自 

身が 語って 居る。 EE. 弱 を 父から、 不眠症 を 母から、 二つの 

肉 上 の 弱點を 父母から 受け 權 いだと いふ こと であるが、 

恐らく 氏の 精神 上の 性質 も兩親 の 各々 から や、 均等に 權承 

し て 居る の では ある ま い か。 物事に iie 淡な 氣質を 父から、 

祌經 質な 氣象を 母から 11 。 


nm 
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十七 年の ことで あつ て、 その 翌年 は 生家の 一 一階に 楚 居して 

盛 に 文 alf i を眈 讚し た。 氏 は 後年：： 十稻田 の 文 學部を 卒業 

した 頃に も、 まだ 別に 作家に ならう とい ふ氣 持はなかった 

とい ふこと であった が、 旣に此 十七 歳の 頃に 文 學に對 する 

愛好 心が 强く表 はれて His たこと が 窺 はれる。 此 前後の こと 

は 氏の 初期の 小^ 「二 家族」 のうちに よく 描き出されて M5 

る。 

二十 九 年：；：： r はや； i ひに 笈を うてに^、 牛 込 橫寺町 

の 下宿に 投じ て 平-私 田^ £ 舉ぉ 英語 科に 人學し た。 此 

顷の 氏は鄉 S 以來の 督敎熱 か 盛で 、 その 翌年 は 植村疋 《 

氏に 依って 洗禮 を： けられ- 市ケお m 木 其つ.； と 

なった。 三十； 年 部に 轉じ、 更ら に翌： ：； 止 

された ため 文 ml. 部に 移り 、 越え て 三十 四 年 文 學部を 卒業し 

た。 同時に 漸く Is 的と なった 氏 は、 此年 基督 敎の 信仰 を 

捨てる に. ± つた。 

卒業後 の 氏 は！^ ちに 母校 附 歸 の 出版部に 敏を窣 じ て 文學 

科 (蹒 I の i を^ した。 此. 1 の 年の 在學 中、 氏 は 島 

村 抱 月 氏 指導 の も と に 同級生 .g^ 人 と共に 讀； E 轨開 月曜 附錄 

に 批評 文 を { ^稿した。 氏の 第一 の 批評の 题： HlicK 鏡 花 氏の 

「法文 帳」 であった が、 此文草 は 氏が 公の 機 關に發 お (した 

M 初の ものである。 

三十 六 年 六月 讚資新 S に 入社、 i. 文 ま， 敎 育に 關す 


る， 能事 を受 持って 居た が、 翌年から 劇評の 筆 を 執り、 四十 

三年 社に 至る まで 此 仕事 を 續け て 居た が、 一 .1 れは 後年 氏 

が 戯恥家 としての 活動 を 始め るに 當 つて 大いに 助けと なつ 

た - J とで あらう と 思 は れ る。 小說家 としての み 長く 仕事 を 

したの ち、 漸く 最近に 至って 戯 -S に 筆 を 染めた 氏が、 その 

社會 に 表 だ つ て 始め て し た 仕事が 劇評であった こと は 面，！： 

い 事 實 では あろまい か C 

劇評の 筆 を 執り 始め- -;7  ,-■、  ,;5ち^^治：ニ十七年、 氏 は 

處女 作小說 「寂寞」 を； に：： , .. 上に，？， 1  一： S した。 だが 此 一 篇 

を も つて 大ぃ に 認められろ とい ふこと に は まだなら なか つ 

た。 此 時の 原稿料 一 枚 五十 錢、 全額 一 一十 餘^ の 半ば を 割い 

て 蒲團を 新調した とい ふこと が、 氏，： HI 身の 執筆した 年譜に 

あるから、 五十 枚 ら ずの 作品であった わけ である。 

露 は n ひ.. . つ ノ ク. 終結に 近づかん とする 頃で、 全^界 

の鬆 き. ,.: -て 漲り かへ つた 自然主義の 新潮が 極東 

の島11の岸邊にも押^^マせて來て、 わが 文壇の 風潮 は 一 大轉 

向 を 取らう と し て 居る 時 であ つ た 。 作家 と - ,^0 

歩、 田 山 花 袋が 大いに 撻 頭し 、批評家と して _  _  i, ネ 力、 長 

谷川 天溪が 「ほ 「稻田 文 3,^,」 の 牙城に 據っ て 天下に 呼號し た " 

文 境，"：！  —  ； ー ： I  ： ：) うとして 居た。 わが 

白鳥 リ ー ... , ■  •  ：  1-; -. に.： ー  ノ： つ て 忽ちに 文壇の 表面 

に 浮び あが つ た のであった。 翌 四十 年 氏が 「趣味」 誌 卜： に 
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;ー1^表し た小說 「塵埃」 一 篇は 大いに 文壇の 視 g| を惹 い て 、 

氏 は 新進作家 とし て囑目 さる 、に 至った。 新：^-代を代^-^^す 

る讀賫 新開 文 i 測 を 主宰し 、 當時旭曰：^！-天 の 勢で あつ た 早 

稻田派 の 文士と し て 門出した 氏 は f.  S た 蓮 命 の 寵. ：5- であった 

とい はねば なるまい。 勿論 氏の 刻 犀利なる 顆ぉ^ と、 淡々 

として， sns 暢達な ろ描寫 とがなければ、 此 運命の 寵も結 

局 i; 意呔： に 終 つたに 過ぎな か つたで あらう こと はいふまで 

もない。 

「塵埃」 發表 以後の 氏 は 頓に 創作力が 旺盛に なり、 「一 一家 

族」 「地獄」 「泥 人形」 等の 名篇を 釣瓶 撃に 連 袋して、 多作 

な 年に は十數 篇を 越えた。 そして 数年なら ずして 一 流 作家 

の 位置 を 卜 n めて、 文壇に 隱然 たる 一 大勢 力 をな した。 

明治 四 十四 年 四月、 淸水 つね， 子 氏と 結^した が、 子 はな 

く 今日まで 靜な 然し 寂しい 家庭 牛： 活を经 つ て 居る。 此 子供 

がない とい ふこと に關し て 氏が あろ 雜 誌の 記者に 答 へ た 次 

の 言葉 は 氏の 性格の 一 端 を 語って 居て 面白い と 思 ふ。 

「子供が あったら 宜ぃ とも 思 はんです。 男 だから …： 併し 

女と 云 ふ もの は 子供が なくち や 詰らん もので せう ね。」 

大正 三年に なって 氏 は 始めて 一 つの 戯曲 を 袋 表した" そ 

れは 「秘密」 とい ふ 作品で あつたが、 別に 大して 問 とな 

らず、 戯 W 家と して 認められる 機緣と はならなかった。 翌 

四 年小設 「牛 部屋の 奥 ひ」 「死者 生者」 等の 傑作に よって 大 


いに 文 壞ーを 騒がして のち 暫く は、 さすが 多作 家の 氏 も 製作 

に 疲れたの か、 創作力が 衰 へて 居た。 尤も 六 年に は 痔疾の 

ため に 肛門 病院 へ 入院し て 居た 等の 事お も あるから、 身 il 

の惡か つ たため かも 知れない。 「近ハ 牛 次第に 執 雄 難 を 感じ、 

H: つ 人 ii- に對 する 倦怠 を iw- ゆ る - 」 と： K し。」 と 氏の 手記に あ 

ると ころから 見る と、 ^作 力 の 減 は 寧ろ そ の 人生 感か ら 

來た と 認めなければ ならな い かも 知れぬ。 さう い ふ ^^持 に 

襲 は れた氏 は、 大正 八 年 十月 に なる と當時 の 住居であった 

麻布我^^；坊町の家を離れて、 夫人 を 伴って 旅に 出た。 伊 否 

保に 赴き、 中 仙 道 を經て 京阪に 遊び、 十一 月下 句に 鄕里岡 

山に 歸 省し た 時の 氏 は、 出 來るこ となら 文 學を棄 て 都會生 

活を もやめ たいと さへ 思って た。 だが、 やがて 故 鄕の生 

活 にもた へ らおな くな つ て翌； や 半ば 頃： 冉び 旅に 出た はも 

うその 年のう ちに 二つの 小説 を m3 いて 居た。 氏 自分 何の 執 

着 も 持 つ て 居な い やうに 考 へ る文學 も、 いざと なれば さう 

やすやすと 捨て られる ものではなかった の だ。 氏 は その 翌 

年、 卽ち 大正 十 年 六月に 大磯 に 家を驟 つて 居 を 定めた。 そ 

して 今 は、 その 足 かけ 九 年 も 住み なれ た 入 磯 の 家 を も た 、 

んで 外遊の 旅に 出かけよ うとして 居る の だ。 

大正 十二 年 九月 大 S 災の 時には、 氏の 家 は 半壊の 厄に 遭 

ひ、 辛うじて 命 を 免れ る 程の 打 fa- を 受けた ので あつ た 

が、 氏が 戯. E 家と して の 活動 を 始めた の は 賓に此 大地 變以 
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後な ので、 此 意味に 於て、 氏の 戯曲と 大地 S との 間に は密 

接な 關 係が あるので ある。 勿論. 齒災が 氏の 心 持に 何等かの 

iis 懲を與 へ て戯 S を 書か しめたと いふ わけで はない。 た t 

氏が ら戯他 の^を 執る やうに な つたの が 偶然 震災 後 で あ 

つたと いふ 風に 記憶す る のが 便利で あると いふまで 、あ 

る。 氏 は 小説から 戯曲に S 向し た理山 を、 「小說 に 倦い たか 

ら 。 戯叫 の 方が 小説よりも ほ 分 の うちに 出來 上った 型に 囚 

はれな い で 形式と し て， U 山 だから。」 と い ふ 一 一 點に簡 虽に片 

づけて 了つ て 居る。 

何れにせよ、 氏 は大； 止 十三 年 改造 四月 號に、 木 篇の卷 頭 

に ST けた 「人生の 幸福」 を發 表する と！： 時に、 一 躍 戯曲 界 

に 於 て も 湖を稱 へる に 至った のであった。 そし て此 戯曲が 

同年 十 一 月 新劇 協^の 手に 依って 帝 II ホテル^ 藝 場に 於て 

上 iS される や、 その 不 2^ 議 なる 舞 魔 上の 魅力 は 一層 戯 g 家 

正宗 ほ 烏の 名. と 輝か し め 、 川端 康成 氏の 如き は 天才 

白鳥の 之に呈 した ものであった。 

爾來五 年 氏 は その 異常なる 創作力 を W び發 揮し て 、 矢繼 

I： 十に 殆ど 三十 篇に餘 ろ 戯^ を發 * し續 けた。 それらの うち 

「安土の 春」、 「隣. } ^の 夫婦，.、 「光秀と 紹 巴」、 「梅雨の 頃」 等 

は何れも脚^^ を浴び て大ぃ に劇濱 を骚が せた ものである。 

K 宗 -Hell 氏の 戯叻 にお 〈はれた 巾 心 思想 は 何 か。 これ を闡 

明す る に 先 だ つ て 雄 者 はま づ 正宗 氏の f  r 正宗 氏の 思想 


を簡單 に跡づ け て 見なければ ならぬ。 この 探求 は 今日の 正 

宗 氏の 迎り つ い た 最後の 作品た る そ の 戯. S の 核心 に 吾人 を 

導 い て 行 つ て 吳れる に 相違な い 。 

凡そ 最近の 文學 では、 その 流派の 如何 を 問 はず、 十九 世 

紀 後半に エミイル • ゾ ラに 源を發 した 自然主義の 洗 禮を受 

けな か つ たもの はない。 從っ て 日本 文墳に 於け る. nc 然 主義 

以後の 文學、 新 浪漫主義、 人道主義、 新 技巧 派、 新 感覺派 

無產派 等の 文 S も 亦 當然、 多少 深淺 の ま 度 の 相 H 一 , 」 そ あれ 

自然主義の 影響 を 蒙らない もの はない。 兑方 によれば、 之 

等の 諸 流派 は ftl 然主義 から 派生した もの だとい へない こと 

もない 位で ある。 由來 自然主義と は 物質的、 機械的、 科學 

的な 態度 を以 て 人生に 臨まん とする 文學 上の 主張で ある。 

從っ て その 作品 は純粹 に客觀 的で ある 點を 最も 著し い 特色 

とする。 超越 的な もの、 神靈 的な もの V 一  切 を 認めない。 

人間 を もた V 一個の 生物と しての み觀 察しよう とする。 だ 

が、 人間が 神と 動物との 中間 的 存在で あると いふ ニイ チェ 

以来の 事實の 前に は、 此 主張 も 半面の 眞理を 捕へ て 居る に 

過ぎない ので あるから、 文學 は、 あまりに 穴 1^ 想 的 非 現實的 

に なり 過ぎた 浪漫主義 文學 に對 する 反動 であ つ た此 主義の 

みの 支配 を、 長く 受ける ことに 甘んじなかった。 此 處に自 

然 主義に よ つ て^ 過され た 各種の 新主觀 主義の 文 0& が： yi れ 

て來 ると いふ 職 序になる ので ある。 
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■  K 宗 白鳥 氏は此 自然主義の 文學が 最も わが 文壇に 旺盛で 

あった 時に 登場した 作家であった。 氏の 小說の 大部分 は 純 

粹に 自然、 If: 義の 文 IS であると い つ て 大した 過り はない 。 け 

れ ども、 氏に は元來 懐疑 的な 一 而が 早くより 强 かった。 若 

くして 「閑 谷黌」 に漢學 を學ん だ 氏 は、 その 頭 脇が 比較的 

純であった 害の 十六 七 歳の 時に 於て さへ、 漢 學の與 へる 

儒 敎 思想に S 足す る - J とが 出來な い で 、 香 登 村の 基督 敎講 

義 所に 通 つ て 當 時で の 新宗敎 の 敎 赛を聽 き、 數 年に して 洗 

蹭ま で 受け て 居る、 ところが その 某督敎 を も 四 年 の 後に は 

捨て V 居る。 かう いふ 極めて 懷疑 的な、 卽. ち 一 つの. お 想 を 

信窣 する ことの g 難な 氏に 収 つて、 自ぉ 主義の 機械 觀が滿 

足-を 與 へた こ と は 寧ろ 當然で あった。 壤疑 的で ある と い ふ 

事實 は、 强く、 王 張すべき 主 觀を虹 持し ない こ 之で、 此點が 

、王觀 を 否定す る 自然、 王 義の主 張と 相 一 致す る こと は 見易き 

必然であった。 

かう いふ 次第で、 氏 は 先づ 自然主義の 鬪士 として その 最 

前線に 立 つ て 華 々 しく 活躍し て 居た が、 い つ か 客 觀的 であ 

る 害の 氏の 作品に 懐疑の 主 觀が色 15  く 表 はれる や 5 になつ 

て 来た。 化學者 の 實驗と 文學者 の 思想 上 の 創作的 责驗と を 

混同した ゾ ラ の 理論 上の 誤謬が 此處に 表 はれて 來 たので あ 

る。 結局、 作家 は嚴 I？ な 意味に 於て 客観的で は竟 にあり 得 一 

ない ので ある。 


人生に 對 する 懐疑 は、 その 結果 一 定の 信念に 達しない 以 

上、 當然 人生に 對 する ^ さにまで 陷 ちて 行く。 出 來ろだ 

け客觀 的な 態ば を もつ て深刻に！：^ つ 微細に 人 牛： を觀. お 研究 

した 正宗 氏 は 、 遂 ひに そ の 問に 氏 を 額 か しむ ベ き 理法 を 

見す る - J とが 出來 なか つ た。 熱意 を も つ て そ の 運動 に參加 

IJir へき 人生の 合理的 進む を 見出す こと は出來 なか つ た。 

從っ て 氏 は 人生に 積極的 興味 を 感ずる わけに 行かない の で 

ある。 すべ てに 對 して 否定的な 態 K に 傾かざる を 35 な い。 

此恩想 的 段階 ま で 達し た 時の 氏 を 批評家 は 虚無主義 者と 呼 

んノ： けれども正宗氏自身が別に^！無主義者をもっ て 任じ 

て 居 0 の でない こ と は あろ 雜誌 記者と の 次 の 斜話を 見れば 

明かで ある。 

「あなたの こと を、 よく 虚無的 だと、 一 般で 言つ て 居り ま 

すが、 あなた 自身 は、 自分の 思想な り、 人 i.." 觀 なり を 反省 

して 見る 時に、 どんな 風に 思って 居られます か。」 

. 「僕 自身 は 、 虚無主義と い ふ もの を 信奉し て やしない さ。 

さ. つしょう と 思つ て、 さう いふ こと をかん が へた こと もな 

い。 自分の 書いた こと や、 言った ことが、 ハタの 人に さう 

見えるなら 仕方がな いが、 それ だからと 言つ て それに とら 

はれる 必要 もな い 。 さう 見 るの は讀者 や 批評家 の 標準な ん 

だけれ ども、 併し 作者が それ を 標準に して 書いて 居. C わけ 

で.^..^ い..： i、 虚無と いつ て，： C うい ふ點を 虚無と， いふか それ 
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要するに 正. お 白 鳥 氏が、 以上 述べ て來 たやうな 思想 的 .1;^ 

階まで 進んで 來た 時に、 戯曲の 處女 作と もい ふべき 「人生 

の 幸福」 が あら はれた ので ある。 本篇 に集錄 した 戯曲の す 

ベ て は此作 以後の 製作に か \ る ものであるが、 氏の 戯 -,m 全 

體に. • 服 無、.； f 袭 とい ふ 言 紫 だけで は片 づけ 切れな い 或 物が 現 

はれて 居 るの を 見落 して はならない。 

「人生 の 宰福」 を！^ つて 考察し て 見 る に 、 主人公 製次郎 は 、 

e 妹 か よ 子 の 幸 一 1 のために 之 を 絞^し て やらう とする 、 

ところが 却つ て 彼 は 妹に 殺されて， 目ら 幸福に なって 了 ふ。 

けれども、 兄 を 殺しながら 何の 嫌疑 も 受けずに 生き 殘っ た 

か よ 子 は そ の E を 煩悶し て 、 el 分 は 兄 に 殺さ れ たは 、 つが 幸 

福ではなかった かと 逢って ると ころで 幕になる。 これ だ 

けなら、 い つも 通り の 人生-否定的な 虚無主義と い ふ 消 ^ 

な 卞觀の K; ハれ だけ である。 然し： 盆篇に 漲り； as つ て 居る 凄 B 

な 鬼： 4 魔力； S な 無 氣：^ さ を iS 求 は のが さな い であら 

-っ。 これ は 解 1? 的に いへば、 喜 冬 雄が 御嶽さん の 女殺し 犯 

人ら し くも あれば、 さ、 つ で なさ さう でも あ る と い ふ 實、 

かよ子の 非ん ii 的な 冷靜 さな どか ら來 て 居る も ので あらう 

が、 結局 ； 種の 祌，！ なおが 作品？？ 上に 大きく かぶ さつ て 

-,^ て -iS ろ ぽ はぶ ：： みがた い 。 そして 此神？ S 的 陰影の 方が； 

作 =2 の i.: 命 をな して る觀が ある。 殊に 第三^の 夜の 街 


S!S の 場の 如き は、 眞黑の 夜な 中に ボッ ンと點 つた 街 澄の 下 

で、 かよ； 十と W とが ひそく 話し あ ふとき、 突然け た、 

ましい 行人の 笑 聲を問 かされる ので、 觀 は總 身に 水 を 浴 

びされ たやう に 感ずる ので ある。 

「光秀と 紹巴」 「雲の 彼方へ」 「梅雨の 頃」 「徵迎 されぬ Bt:」 

「保 まの 家」 何れに も 同じ やうな 無氣 味な 蓮 命の 影と い は 

うか、 神秘の 雲と いはう か、 さう いふ ものが 必ず 强く 作品 

を 染めつ けて，， r 〔る" 

自然 ホ義 11 壌 疑 I - 虚無 i さう いふ 風に 正宗 

氏の. 思想 の 發展 を跡づ け る こと は大し た 間遠 は なから うと 

思 ふ 。 そして 筆者 は 氏の 戯曲 を祌秘 的 虚無主義の 作品と 呼 

びたいと 思 ふ。 

以上 を もつ て 不十分な 解說の 筆を收 め、 武者 小路 篇の場 

合に 做って、 各篇に 就いての 解. 1^ は 避ける ことにする。 _ 


作品 年 表 

人生の 幸福 

袋 表 大正 十三 年 四月 「改造」 

初. 放 大正 十三 年 十一月 於 帝 11 ホテル ^龍 場 新 
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安 

初 發土初 g 


發表 大正 十五 年 三月 「改 #3」 

歡迎 されぬ 5^ 

00 大正 十五 年 四 月 「改造」 

初演 昭和 二 年 六月 於 帝 Li ホテル^ 場 新 1 協 

會 

一 日の 平和 

發表 大正 十五 年 四月 「女性」 

光秀と 紹巴 

發表 大正 十五 年 五月 「屮央 公論」 

初-; S 昭和 二 年 二月 於帝國 ホテル 演藝場 新劇 協 

會 

柿の 木 

發表 昭和 元年 十一月 「文藝春秋」 

勝  敗 

K 昭和 二 年 一月 「中央 公論」 

間 痙 ひ 

B  Si 和 二 年 一月 「i^ 女界」 

保 瀨の家 

s 昭和 二 年 二月 「改造」 

一 萬 画 

S 昭和 三年 三月 「改造」 


梅雨の 頃 

S 大正 十三 年 六月 「演劇 新潮」 

ある 病室 

發表 大正 十三 年 六月 「女性」 

ある 心の 影 

mm 大正 十三 年 六月 「改造」 

農村 二日の 出來事 

S 大正 十三 年 九月 「中央 公論」 

隣家の 夫婦 

袋 表 大正 十四 年 一月 「中央 公論」 

初演 大正 十五 年 十一月 於 大阪辨 天 座 喜 多 村 一 

座 

雲 の 彼方へ 

1 大正 十四 年 八月 「改造」 

老  醜 

大正 十四 年 十二月 「改造」 

大正 十四 年 十二月 於 市： 兄弟 ij 

の 春 

： 大正 4^ 五 年 二月 「中央 公論」 

： 大正 十五 年 三月 於 新橋 演舞場 左團次 一座 

勝 頼の 最後 


みんな 出 鰓 n 

0^ 昭和 三年 五お 「中央. 公論」 
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